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論
文
要
旨 

（【　

】
内
は
キ
ー
ワ
ー
ド
）

春
画
と
挿
絵

―

浮
世
絵
春
画
に
お
け
る
借
用
表
現
に
つ
い
て―

鈴
木　

堅
弘

本
論
は
、
浮
世
絵
春
画
の
借
用
表
現
に
着
目
し
、
お
も
に
〈
粉
本
主
義
の
伝
統
〉、〈
模

倣
の
「
趣
向
」
化
〉、〈
出
版
元
の
依
頼
〉
の
視
座
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
表
現
が
用
い
ら
れ

た
理
由
を
解
明
す
る
。

ま
た
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
浮
世
絵
春
画
の
図
柄
だ
け
を
取
り
上
げ
る

の
で
は
な
く
、〈
唐
本
の
挿
絵
〉、〈
草
子
本
の
挿
絵
〉、〈
浮
世
絵
〉
と
の
比
較
検
証
を
積

極
的
に
お
こ
な
っ
た
。
な
か
で
も
と
く
に
重
視
し
た
の
が
〈
春
画
〉
と
〈
浮
世
草
子
の
挿

絵
〉
の
関
係
で
あ
る
。
従
来
の
春
画
研
究
で
は
双
方
の
比
較
は
ほ
と
ん
ど
試
み
ら
れ
て
お

ら
ず
、
本
論
で
は
お
も
に
西
鶴
浮
世
草
子
と
八
文
字
屋
浮
世
草
子
を
取
り
上
げ
、
そ
の
挿

絵
と
春
画
の
類
似
画
の
関
係
性
を
考
察
す
る
。
ま
た
そ
の
際
に
、
単
に
図
柄
が
似
て
い
る

と
い
う
指
摘
に
留
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
双
方
の
差
異
に
注
目
し
、
春
画
が
同
時
代
の
文
芸
表

現
に
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
そ
の
変
奏
表
現
を
描
く
と
い
う
創
作
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
。

【
春
画　

浮
世
絵　

浮
世
草
子　

見
立
て　

模
倣　

挿
絵　

八
文
字
屋　

西
鶴　

西
川
祐

信　

金
瓶
梅　

春
宮
画
】　

近
代
に
お
け
る
茶
の
湯
家
元
と
天
皇
と
の
距
離　

―

天
皇
・
皇
族
へ
の
献
茶
に
み
る
家
元
の
社
会
的
地
位
の
向
上―

廣
田　

吉
崇

茶
の
湯
の
歴
史
に
つ
い
て
、
現
代
の
流
派
や
家
元
の
あ
り
方
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
過

去
を
論
じ
て
い
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。近
世
中
期
に
生
ま
れ
た
家
元
と
い
う
存
在
は
、

近
代
に
お
け
る
紆
余
曲
折
を
へ
て
、
現
在
の
姿
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

近
代
の
茶
の
湯
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
な
こ
と
は
、
二
つ
の
茶
の
湯
文
化
の
存
在
で

あ
る
。
一
つ
は
華
族
や
財
閥
関
係
者
な
ど
の
「
近
代
数
寄
者
」
と
よ
ば
れ
る
人
々
が
実
践

し
た
、
道
具
の
鑑
賞
を
主
目
的
と
す
る
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
お

も
に
庶
民
層
に
広
ま
っ
た
、
家
元
を
指
導
者
と
す
る
、
点
茶
技
術
の
習
得
を
主
目
的
と
す

る
「
流
儀
の
茶
の
湯
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
近
世
に
お
け
る
「
大
名
茶
」
と

「
わ
び
茶
」
を
継
承
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
茶
の
湯
文
化
の
消
長
に
着

目
し
な
が
ら
、
家
元
と
「
天
皇
と
の
距
離
」
を
指
標
と
し
て
分
析
す
る
と
、
そ
の
結
果
は

つ
ぎ
の
と
お
り
と
な
る
。

近
代
の
前
提
た
る
幕
末
期
に
は
、
裏
千
家
家
元
に
よ
る
「
天
皇
へ
の
茶
献
上
」が
あ
り
、

家
元
は
、
天
皇
と
の
何
ら
か
の
直
接
の
関
係
を
結
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
明
治
期
に
は
い

る
と
、「
流
儀
の
茶
の
湯
」
は
衰
退
し
、「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
が
優
位
を
占
め
る
状
況
と
な

る
。「
天
皇
と
の
距
離
」
で
い
え
ば
、
家
元
は
、
パ
ト
ロ
ン
の
陰
の
存
在
に
お
か
れ
る
こ

と
と
な
る
。
大
正
・
昭
和
初
期
に
は
、
家
元
は
、
当
時
の
皇
后
を
は
じ
め
と
す
る
「
皇
族

へ
の
献
茶
」
を
実
現
す
る
。
こ
れ
は
、
動
揺
す
る
天
皇
制
を
再
編
す
る
と
い
う
皇
室
側
か

ら
の
働
き
か
け
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
、
家
元
は
「
天
皇
と
の
距
離
」
を
近

づ
け
る
こ
と
に
成
功
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
華
族
制
度
の
廃

止
な
ど
の
民
主
化
改
革
に
よ
り
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
は
解
体
し
、
そ
れ
以
降
の
茶
の
湯
の

世
界
は
「
流
儀
の
茶
の
湯
」
の
全
盛
期
と
な
る
。
そ
し
て
、
現
在
で
は
、
昭
和
五
十
八
年

（
一
九
八
三
）
の
裏
千
家
と
三
笠
宮
家
と
の
婚
姻
の
結
果
、
家
元
と
「
天
皇
と
の
距
離
」

は
ご
く
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
代
に
お
け
る
茶
の
湯
の
歴
史
を
検
討
す
る
と
、
現
代
の
家
元
は
、
そ

れ
以
前
の
家
元
の
あ
り
方
と
も
異
な
る
存
在
に
大
き
く
成
長
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き

る
の
で
あ
る
。

【
家
元　

天
皇　

貴
紳
の
茶
の
湯　

流
儀
の
茶
の
湯　

天
覧　

天
皇
・
皇
族
へ
の
献
茶　

天
皇
と
の
距
離　

華
族　

千
宗
室
（
玄
々
斎
）　

千
宗
室
（
淡
々
斎
）　

松ま
つ

浦ら

詮あ
き
ら（
松ま
つ

浦ら

心し
ん

月げ
つ

）】
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明
治
期
工
手
学
校
卒
業
生
の
海
外
活
動　

―

台
湾
を
中
心
と
し
て
（
一
八
九
五
〜
一
九
〇
五
）

蔡　

龍
保

日
本
は
明
治
維
新
以
降
に
近
代
化
に
向
か
っ
て
邁
進
し
、殖
産
興
業
に
も
力
を
注
い
だ
。

こ
の
過
程
の
中
で
、
官
庁
あ
る
い
は
民
間
業
界
を
問
わ
ず
技
術
の
人
材
が
不
足
し
、
は
じ

め
の
こ
ろ
は
お
雇
い
外
国
人
に
依
存
し
て
い
た
。
東
京
帝
大
、
東
京
職
工
な
ど
の
技
師
ク

ラ
ス
の
技
術
者
を
養
成
す
る
学
校
は
わ
ず
か
で
あ
り
、中
級
技
術
人
員
「
工
手
」（
技
手
、

職
工
長
）
を
養
成
す
る
学
校
は
更
に
足
り
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
渡
辺

洪
基
な
ど
の
旧
幕
臣
は
「
技
術
立
国
」
の
構
想
を
も
ち
、「
工
業
立
国
」
の
理
念
を
持
つ

民
間
企
業
家
と
と
も
に
、
互
い
に
支
援
し
あ
う
形
で
一
八
八
七
年
一
〇
月
工
手
学
校
を
創

立
さ
せ
た
。

明
治
初
期
、
日
本
の
官
側
は
都
市
整
備
を
推
進
し
、
鉄
道
の
敷
設
、
通
信
網
の
拡
大
、

港
湾
の
築
港
、
あ
る
い
は
、
民
間
企
業
、
た
と
え
ば
三
井
、
三
菱
、
住
友
、
古
河
が
経
営

す
る
土
木
業
、
石
炭
業
な
ど
、
官
民
に
関
わ
ら
ず
工
手
学
校
の
卒
業
生
の
活
躍
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
初
期
の
卒
業
生
は
、
日
本

国
内
で
活
躍
し
、「
技
術
立
国
」
と
「
工
業
立
国
」
の
役
目
と
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
こ

と
が
十
分
に
見
て
取
れ
る
。

注
目
す
べ
き
点
は
、
工
手
学
校
の
発
展
が
日
本
帝
国
主
義
の
対
外
的
な
拡
張
に
歩
調
を

合
わ
せ
て
い
る
点
で
あ
り
、
工
手
学
校
と
帝
国
官
庁
間
が
微
妙
な
官
学
連
関
関
係
で
相
互

支
援
を
行
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
日
清
戦
争
後
、
日
本
は
植
民
地
台
湾
を
獲
得
し
た
。
毎

年
、
卒
業
生
が
台
湾
に
や
っ
て
き
て
お
り
、
日
露
戦
争
ま
で
に
一
番
人
気
な
海
外
活
躍
地

に
な
っ
て
い
た
。
日
露
戦
後
、
さ
ら
に
多
く
の
卒
業
生
が
韓
国
、
清
国
（
主
と
し
て
、
満

州
）
に
職
を
求
め
、
植
民
地
経
営
に
関
与
し
、
国
策
的
な
任
務
を
支
援
し
た
。
日
本
帝
国

の
拡
張
に
伴
い
、
一
歩
進
め
て
植
民
地
に
お
い
て
国
策
協
力
の
役
目
を
担
っ
た
。

日
本
領
台
か
ら
一
〇
年
間
に
お
け
る
、
工
手
学
校
卒
業
生
の
台
湾
で
の
就
職
、
活
動
、

移
動
に
関
す
る
分
析
を
通
じ
て
、
卒
業
生
が
日
本
統
治
初
期
に
台
湾
の
官
庁
、
民
間
企
業

で
十
分
に
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
民
間
企
業
、
官
庁
、
技
術
者
養
成
学
校

は
、
産
・
官
・
学
の
連
携
関
係
を
も
っ
て
お
り
、
殖
民
統
治
当
局
が
、
推
進
す
る
政
策
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
即
ち
日
本
が
植
民
地
台
湾
を
統
治
す
る
背
後
に
は
、
技
術
官

僚
、
技
術
者
を
後
ろ
盾
し
、
各
種
の
殖
民
政
策
を
支
え
て
い
た
。
そ
の
ゆ
え
、
技
術
者
養

成
学
校
は
台
湾
総
督
府
に
不
可
欠
な
人
員
の
補
充
場
所
だ
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
工
手
学
校

で
あ
っ
た
。

【
日
本
統
治
期　

工
手
学
校　

技
術
官
僚　

台
湾
総
督
府　

殖
民　

土
地
調
査　

技
術
者
】

中
国
の
新
劇
と
京
都　

―

任
天
知
・
進
化
団
と
静
間
小
次
郎
一
派
の
明
治
座
興
行

陳　

凌
虹

中
国
に
お
け
る
新
劇
は
19
世
紀
末
に
古
典
演
劇
を
継
承
し
な
が
ら
、
も
う
一
方
で
近
代

劇
の
影
響
を
受
け
て
、
両
者
の
交
錯
作
用
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
演
劇
様
式
で
あ
り
、

中
国
の
現
代
演
劇
＝
話
劇
の
誕
生
を
促
し
た
演
劇
様
式
で
も
あ
る
。
当
時
は
文
明
戯
、
後

に
は
早
期
話
劇
と
も
呼
ば
れ
た
。
文
明
戯
の
発
祥
と
発
展
の
歴
史
を
遡
る
と
、
日
本
と
の

深
い
つ
な
が
り
に
気
づ
く
。
明
治
40
年
代
は
新
派
が
東
京
で
そ
の
全
盛
期
で
あ
る
「
本
郷

座
時
代
」
を
迎
え
た
時
期
で
あ
る
。
当
時
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
て
い
た
劇
は
、
そ
の
ま
ま

春
柳
社
や
留
学
生
に
よ
っ
て
翻
案
・
上
演
さ
れ
、
中
国
の
劇
壇
に
多
大
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
注
ぎ
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、文
明
戯
と
日
本
の
か
か
わ
り
を
語
る
と
な
る
と
、

東
京
に
目
を
向
け
が
ち
に
な
る
。
し
か
し
、
小
論
で
は
新
し
い
資
料
に
基
づ
い
て
、「
文

明
戯
を
一
つ
の
劇
種
と
し
て
確
立
さ
せ
た
」
重
要
な
劇
団
で
あ
る
進
化
団
の
創
立
者
・
任

天
知
（
一
八
七
〇
？
〜
？
）
と
京
都
の
関
係
を
探
求
す
る
。

論
文
の
前
半
は
今
ま
で
曖
昧
に
し
か
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
任
天
知
の
日
本
経
歴
を
明

ら
か
に
し
た
。
任
天
知
は
一
九
〇
二
年
か
ら
「
東
亜
同
文
会
京
都
支
部
」
の
清
語
講
習
所

講
師
を
担
当
し
、
そ
し
て
一
九
〇
三
年
一
〇
月
に
京
都
法
政
専
門
学
校
・
東
方
語
学
校
で

教
鞭
を
採
り
、
一
九
〇
二
年
〜
一
九
一
〇
年
の
間
、
日
中
間
を
往
復
し
て
い
た
。
こ
の
時

期
に
、
京
都
の
新
演
劇
は
静
間
小
次
郎
一
派
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
新
聞
小

説
の
脚
色
物
、
時
事
物
、
講
談
物
、
探
偵
物
及
び
戦
争
物
を
取
り
上
げ
て
京
都
明
治
座
で

十
年
以
上
の
常
打
ち
を
続
け
た
。
そ
こ
で
本
論
の
後
半
は
、
当
時
の
京
都
新
演
劇
界
の
様

相
を
提
示
し
、
静
間
一
派
と
任
天
知
・
進
化
団
の
演
目
、
つ
ま
り
『
鬼
士
官
』（
小
栗
風

葉
原
作
）
及
び
『
鬼
中
佐
』（
静
間
一
座
演
目
）
と
『
尚
武
鑑
』、
ま
た
『
両
美
人
』（
村

井
弦
斎
原
作
、
静
間
一
座
演
目
）
と
『
血
蓑
衣
』
と
い
う
二
組
の
作
品
を
比
較
し
て
、
任

天
知
と
京
都
の
新
派
と
の
間
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
た
。

資
料
の
制
限
で
、
推
論
に
止
ま
る
が
、
任
天
知
が
京
都
に
滞
在
し
て
い
た
時
に
接
し
た
ナ
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シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
す
る
時
代
風
潮
及
び
静
間
一
派
ら
の
新
演
劇
が
、
任
の
そ
の
後
の

演
劇
活
動
の
大
き
な
原
動
力
と
推
進
力
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

【
新
劇　

任
天
知　

進
化
団　

京
都
法
政
専
門
学
校　

東
方
語
学
校　

新
派　

静
間
小
次

郎　

明
治
座　
『
鬼
士
官
』　
『
両
美
人
』】

転
倒
さ
れ
た
軍
国
美
談

―

広
津
柳
浪
「
七
騎
落
」
論―

全　

美
星

広
津
柳
浪
『
七
騎
落
』（「
文
芸
倶
楽
部
」
明
治
三
〇
年
九
月
）
の
主
人
公
平
野
三
千
三

は
、
日
清
戦
争
に
従
軍
し
「
七
騎
落
の
勇
士
」
と
し
て
故
郷
の
野
州
松
山
に
華
々
し
く
凱

旋
す
る
。
彼
を
熱
烈
に
歓
迎
す
る
村
民
の
姿
は
、
日
清
戦
争
に
よ
っ
て
「
戦
功
」
と
い
う

も
の
が
新
し
い
価
値
と
し
て
明
治
社
会
に
台
頭
し
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。「
金
鵄
勲

章
」
に
よ
っ
て
「
戦
功
」
が
さ
ら
に
確
定
さ
れ
る
と
き
、
地
方
の
農
民
で
あ
っ
て
も
そ
の

出
自
や
身
分
に
関
係
な
く
社
会
に
認
め
ら
れ
、
立
身
出
世
で
き
る
可
能
性
が
開
か
れ
る
と

考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、金
鵄
勲
章
受
章
を
期
待
さ
れ
る
平
野
三
千
三
に
、

戦
前
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
富
裕
な
村
長
の
娘
と
の
結
婚
話
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
だ
。  

結
局
、
三
千
三
は
論
功
行
賞
に
も
れ
て
し
ま
い
、
縁
談
は
流
れ
、
村
人
達
に
爪
弾
き
さ

れ
る
悲
惨
な
結
末
を
迎
え
る
が
、
実
は
、
受
勲
を
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
三
千
三
の
悲

劇
の
根
本
的
な
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
金
鵄
勲
章
受
章
者
発
表
の
前
に
、

既
に
三
千
三
が
荒
れ
す
さ
み
、
村
民
と
の
葛
藤
が
高
じ
て
い
た
様
子
か
ら
窺
え
る
。
両
者

の
葛
藤
か
ら
は
、
次
の
二
つ
の
点
を
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
、
出
征
・
戦
場
経
験
・
凱
旋
を

通
し
て
、
国
家
の
誉
れ
高
い
「
軍
人
」
と
い
う
自
己
認
識
を
抱
く
三
千
三
が
、
今
や
村
人

た
ち
の
よ
う
な
「
農
民
」
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
、
と
こ
ろ
が
、
村
人
は
彼
の
そ

の
よ
う
な
自
己
認
識
を
認
め
な
い
点
を
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
次
に
、
村
人
に
と
っ
て
「
戦

功
」
は
、
い
く
ら
粗
暴
で
あ
ろ
う
と
も
凱
旋
勇
士
な
の
で
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
覚

悟
す
る
ほ
ど
の
、
確
固
た
る
価
値
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
柳
浪
が
描
い
て
い
る
の
は
、
論
功
行
賞
の
不
公
平
さ
等
に
よ
る
悲
劇
と
い
う
よ

り
は
、「
名
誉
の
軍
人
」
と
い
う
確
固
た
る
自
己
認
識
を
有
し
、「
戦
功
」
と
い
う
新
し
い

価
値
を
社
会
に
通
用
す
る
も
の
と
し
て
確
信
し
た
こ
と
に
よ
る
悲
劇
だ
。
一
時
は「
勇
士
」

と
呼
ば
れ
た
元
兵
士
た
ち
の
受
け
皿
が
、
戦
後
の
明
治
社
会
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
柳
浪
の
明
治
に
入
っ
て
新
し
く
移
入
さ
れ
た
思
想
や
理
念
や
価
値
観
に
対
す
る
深

い
不
信
感
が
「
七
騎
落
」
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

【
広
津
柳
浪　
「
七
騎
落
」　

軍
国
美
談　

日
清
戦
争　

兵
士　

戦
功　

金
鵄
勲
章　
「
栴
檀

橋
」】

二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
転
換
期
の
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

―

パ
リ
外
国
宣
教
会
と
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
関
係
を
通
し
て

山
梨　

淳

本
論
は
、
日
露
戦
争
後
の
一
九
〇
五
年
末
に
行
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
人
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ヘ
ン
リ
ー
・
オ
コ
ン
ネ
ル
教
皇
使
節
の
日
本
訪
問
に
焦
点
を
あ
て
、
二
十
世
紀
初
頭
に
転

換
期
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
諸
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
オ
コ
ン
ネ
ル
使
節
の
訪
問
は
、
日
露
戦
争
時
に
戦
地
の
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
が
日
本
に
よ
り
保
護
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
教
皇
庁
が
明
治
天
皇
に
感
謝
の
意
を

表
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ま
た
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
現
状
視
察

と
い
う
隠
れ
た
目
的
を
も
っ
て
い
た
。

幕
末
期
よ
り
二
十
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
宣
教
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
に
よ
っ
て
独
占
的
に
担
わ
れ
て
き
た
が
、
日
露
戦

争
前
夜
の
時
期
に
は
、
同
会
の
宣
教
活
動
は
、
近
代
国
家
の
日
本
で
は
十
分
な
成
果
を
挙

げ
得
な
い
も
の
と
し
て
日
本
人
信
者
の
一
部
に
批
判
を
投
げ
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
長
崎
教
区
の
一
部
の
信
者
ら
は
、
慈
善
活
動
な
ど
下
層
階
級
へ
の
宣
教
事
業
に
力

を
入
れ
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
不
満
を
抱
い
て
、
学
術
活
動
に
強
い
イ
エ
ズ
ス
会
の
誘
致

運
動
を
行
い
、
教
皇
庁
に
そ
の
必
要
を
主
張
す
る
意
見
の
具
申
す
ら
行
っ
て
い
る
。

世
紀
転
換
期
、
東
京
大
司
教
区
で
は
、
知
識
人
層
を
対
象
に
し
た
出
版
活
動
や
青
年
運

動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
は
日
本
人
の
若
手
カ
ト
リ
ッ
ク
知
識
人
の

活
発
な
活
動
に
期
待
す
る
宣
教
師
も
存
在
し
た
が
、
彼
ら
は
少
数
派
で
あ
っ
た
。
オ
コ
ン

ネ
ル
使
節
の
来
日
時
、日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
は
、彼
に
日
本
の
教
会
の
現
状
を
伝
え
て
、

フ
ラ
ン
ス
以
外
の
国
か
ら
の
修
道
会
の
来
日
や
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
の
設
立
を
具
申
し
、
教

皇
庁
の
権
威
に
頼
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
会
の
内
部
変
革
を
試
み
よ
う
と
し
た
。

二
十
世
紀
初
頭
、
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
ら
が
一
部
の
神
父
の
理
解
を
え
て
活
動
を

行
っ
た
信
徒
主
体
の
活
動
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
十
分
な
理
解
を
え
ら
れ
ず
、
し
ば
し
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ば
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
同
会
の
宣
教
師
と
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
と
の
関
係
の
考

察
は
、
当
時
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
動
向
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
可
能
に
す

る
だ
ろ
う
。

【
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会　

日
露
戦
争　

教
皇
庁　

教
皇
使
節　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
ン
リ
ー
・

オ
コ
ン
ネ
ル　

パ
リ
外
国
宣
教
会　

イ
エ
ズ
ス
会　

マ
リ
ア
会　

平
山
牧
民　

前
田
長

太 

現
地
人
司
祭　

カ
ト
リ
ッ
ク
青
年
運
動
】

二
代
目
市
川
左
団
次
の
訪
欧
と
「
鳴
神
」

―

一
九
〇
七
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
演
劇
と
一
九
一
〇
年
の
日
本
文
壇
の
関
わ
り
か
ら

東　

晴
美

近
代
の
歌
舞
伎
研
究
に
つ
い
て
は
、
明
治
以
降
に
新
作
さ
れ
た
作
品
、
特
に
局
外
者
と

呼
ば
れ
る
文
学
者
が
手
が
け
た
新
歌
舞
伎
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
前
近

代
に
初
演
さ
れ
た
純
歌
舞
伎
狂
言
も
、
近
代
を
経
て
現
代
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
江
戸
時
代
に
初
演
さ
れ
、
現
代
に
お
い
て
も
中
学
生
や
高
校
生
の
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室

な
ど
で
も
上
演
さ
れ
る
機
会
の
多
い
「
鳴
神
」
を
と
り
あ
げ
る
。

「
鳴
神
」
は
明
治
期
に
二
代
目
市
川
左
団
次
に
よ
っ
て
復
活
上
演
さ
れ
た
。
左
団
次
は

小
山
内
薫
と
と
も
に
自
由
劇
場
を
た
ち
あ
げ
、
近
代
劇
に
も
深
く
関
与
し
た
。
本
稿
は
、

左
団
次
が
渡
欧
し
た
一
九
〇
七
年
か
ら
一
九
一
〇
年
の
「
鳴
神
」
の
復
活
上
演
ま
で
の
活

動
を
検
証
し
、
前
近
代
の
作
品
が
現
代
に
継
承
さ
れ
る
過
程
で
、
近
代
の
知
識
が
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
二
代
目
市
川
左
団
次
の
評
価
は
、
新
歌
舞
伎
や
翻
訳
物
を
手
が
け
、
小
山

内
薫
と
自
由
劇
場
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
か
ら
、「
近
代
的
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し

か
し
、左
団
次
の
近
代
性
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
、
松
居
松
葉
と
二
代
目
市
川
左
団
次
の
一
九
〇
七
年
に
お
け
る
渡
欧
体
験
を
分

析
し
、
左
団
次
の
近
代
性
は
一
九
〇
七
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
演
劇
の
動
向
と
深
く
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
左
団
次
が
復
活
上
演
し
た
「
鳴
神
」
は
、
劇
評
や
左
団
次
の
芸
談
が
「
自
然
主

義
」に
触
れ
て
い
る
た
め
、近
代
の
自
然
主
義
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
日
本
に
お
け
る
自
然
主
義
は
近
年
の
研
究
で
、
十
九
世
紀
末
二
十
世
紀
初
頭
に

お
い
て
は
極
め
て
多
義
的
で
象
徴
主
義
や
表
現
主
義
に
も
連
な
っ
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
、こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、復
活
上
演
さ
れ
た
「
鳴

神
」
に
み
ら
れ
る
自
然
主
義
が
同
時
代
の
文
芸
思
潮
と
密
接
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
検
証
し
た
。

【
歌
舞
伎　

鳴
神　

二
代
目
市
川
左
団
次　

松
居
松
葉　

マ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト　

ゴ
ー
ド
ン
・
ク
レ
イ
グ　

自
然
主
義　

象
徴
主
義　

表
現
主
義　

女
優
】

遣
外
使
節
と
求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記

森　

公
章

本
稿
は
共
同
研
究
「
日
記
の
総
合
的
研
究
」
の
二
〇
一
〇
年
度
の
研
究
発
表
を
文
章
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
様
々
な
日
記
一
覧
表
の
劈
頭
を
飾
る
の
は
『
伊
吉
連
博
徳
書
』
で
あ

り
、
こ
れ
が
現
存
最
古
の
「
日
記
」
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
斉
明
五
年
遣
唐
使
の
顚
末
を
記

し
た
も
の
で
、
二
隻
の
遣
唐
使
船
の
編
成
、
難
波
三
津
出
発
以
降
の
渡
海
の
様
子
と
入
唐

後
の
唐
で
の
諸
行
事
が
日
次
記
風
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
最
古
の
「
日
記
」
と
さ
れ

る
所
以
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
記
録
と
い
う
も
の
が
発
生
す
る
一
つ
の
場
を
予
見
さ
せ
る
。

日
記
一
覧
の
中
に
も
い
く
つ
か
の
渡
航
体
験
に
関
わ
る
日
記
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る

が
、
公
家
記
録
ほ
ど
に
は
そ
の
日
記
と
し
て
の
特
色
が
探
究
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
の
共
同
研
究
の
一
隅
と
し
て
、
ま
ず
は
遣
外
使
節
、
九
世
紀

の
入
唐
求
法
僧
や
十
世
紀
以
降
の
巡
礼
僧
の
日
記
に
つ
い
て
知
見
を
整
理
す
る
こ
と
に
し

た
。「
天
平
勝
宝
二
年
遣
唐
記
」
の
名
称
か
ら
考
え
て
、
遣
唐
使
は
使
節
任
命
時
か
ら
起

算
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
す
る
と
、
任
命
時
か
ら
何
ら
か
の
記
録
を
作

成
す
る
の
か
否
か
、
国
史
掲
載
の
い
く
つ
か
の
遣
唐
使
の
詳
細
な
帰
朝
報
告
と
の
関
係
、

ま
た
遣
唐
使
の
官
員
個
々
人
が
作
成
し
た
記
録
の
有
無
な
ど
不
明
の
点
が
多
い
。
次
に
平

安
時
代
の
求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記
を
検
討
す
る
と
、
彼
ら
は
正
規
の
国
使
で
は
な
い
が
、

帰
国
時
な
ど
に
は
捧
呈
す
る
日
記
に
基
づ
い
て
種
々
の
尋
問
、
成
果
の
確
認
な
ど
が
行
わ

れ
て
お
り
、
海
外
渡
航
の
正
当
性
を
裏
付
け
る
材
料
と
し
て
、
日
記
の
公
的
な
性
格
が
窺

わ
れ
る
。
ま
た
後
続
の
渡
海
者
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
の
利
用
、
先
例
を
知
る
た
め
の

参
照
材
料
、
さ
ら
に
は
聖
遺
物
と
し
て
寺
門
興
隆
を
保
障
す
る
信
仰
対
象
な
ど
の
位
置
づ

け
も
看
取
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
公
家
日
記
で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
事

柄
を
確
認
し
た
に
留
ま
る
と
い
う
懸
念
も
大
き
い
が
、求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記
は
原
本
（
自

筆
本
）
が
伝
来
す
る
も
の
は
な
く
、
原
形
の
復
原
を
さ
ら
な
る
課
題
と
し
て
、
日
記
の
考
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察
を
深
化
し
て
い
き
た
い
。

【『
伊
吉
連
博
徳
書
』　

遣
唐
使
の
日
記　

求
法
僧
の
日
記　

巡
礼
僧
の
日
記　

成
尋　
『
参

天
台
五
臺
山
記
』　

戒
覚　
『
渡
宋
記
』】

『
政
事
要
略
』
阿
衡
事
所
引
の
『
宇
多
天
皇
御
記
』

―

そ
の
基
礎
的
考
察―

古
藤　

真
平

「
阿
衡
の
紛
議
」
と
も
言
わ
れ
る
阿
衡
事
件
は
、
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
に
皇
位
に
即

い
た
宇
多
天
皇
が
、
太
政
大
臣
藤
原
基
経
に
ど
の
よ
う
な
職
務
を
与
え
る
か
と
い
う
こ
と

で
起
き
た
政
争
で
あ
る
。

宇
多
天
皇
の
父
光
孝
天
皇
は
基
経
に
執
政
の
地
位
を
与
え
た
が
、
そ
の
職
務
の
中
で
最

も
重
要
な
も
の
が
全
て
の
上
奏
・
宣
下
案
件
の
諮
問
を
受
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

宇
多
天
皇
も
基
経
に
よ
る
補
佐
を
望
み
、
彼
に
執
政
の
地
位
を
与
え
、
全
面
的
に
諮
問
を

受
け
る
と
い
う
職
務
を
関
白
の
語
を
用
い
て
表
現
し
た
詔
書
を
出
し
、
そ
れ
が
関
白
の
濫

觴
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
、
基
経
が
提
出
し
た
辞
表
に
対
す
る
勅
答
に
お
い
て
、

彼
に
与
え
る
執
政
の
地
位
を
中
国
古
代
の
官
「
阿
衡
」
を
用
い
て
表
現
し
た
こ
と
か
ら
、

彼
の
執
政
を
停
止
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
と
し
て
問
題
視
さ
れ
、
勅
答
の
作
者
で
宇

多
天
皇
の
皇
子
二
人
の
外
祖
父
で
あ
っ
た
橘
広
相
の
処
罰
問
題
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
阿
衡
事
件
に
関
す
る
基
本
史
料
を
収
め
て
い
る
の
が
、『
政
事
要
略
』
巻
第

三
十
、
阿
衡
事
で
あ
り
、
そ
の
中
に
『
宇
多
天
皇
御
記
』
仁
和
四
年
の
記
事
八
条
が
抄
出

さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
『
宇
多
天
皇
御
記
』
の
各
条
に
つ
い
て
基
礎
的
な
読
解

を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、

一
。
仁
和
四
年
六
月
一
日
に
御
前
で
行
わ
れ
た
学
者
達
の
議
論
が
決
着
を
見
ず
、
基
経
に

仁
和
三
年
の
最
初
の
詔
書
に
よ
っ
て
執
政
す
る
よ
う
求
め
た
も
の
の
、
阿
衡
問
題
の

解
決
が
先
決
と
拒
否
さ
れ
た
結
果
、
勅
答
を
改
め
て
施
行
す
る
詔
書
を
作
成
・
施
行

す
る
こ
と
に
な
っ
た
過
程
。

一
。
十
月
に
入
っ
て
か
ら
の
広
相
の
量
刑
問
題
と
、
天
皇
が
基
経
の
娘
温
子
を
後
宮
に
入

れ
る
と
い
う
譲
歩
策
を
講
じ
た
こ
と
が
、『
御
記
』
十
月
二
十
七
日
条
と
ど
の
よ
う

に
関
わ
る
か
と
い
う
問
題
。

一
。「
六
月
三
日
」の
記
述
と
さ
れ
て
き
た
十
一
月
三
日
条
を
そ
の
通
り
に
理
解
す
れ
ば
、

十
一
月
に
入
京
し
た
菅
原
道
真
が
基
経
に
送
っ
た
「
奉
昭
宣
公
書
」
と
の
関
係
付
け

が
可
能
に
な
る
こ
と
。

な
ど
の
問
題
点
を
多
角
的
に
再
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

【
宇
多
天
皇　

光
孝
天
皇　

宇
多
天
皇
御
記　

阿
衡
事
件　

藤
原
基
経　

関
白　

阿
衡　

橘
広
相　

政
事
要
略　

菅
原
道
真
】

年
官
ノ
ー
ト

磐
下　

徹

本
ノ
ー
ト
は
、
年
官
を
古
代
国
家
の
人
事
権
の
一
つ
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

年
官
の
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、「
公
卿
給
」
と
呼
ば
れ
る
文
書
に
注
目
し
、
そ
の
分
析

を
手
が
か
り
と
し
た
。「
公
卿
給
」
は
、
除
目
に
お
け
る
年
官
に
よ
る
任
官
結
果
を
ま
と

め
た
文
書
で
、
直
物
（
除
目
で
の
任
官
結
果
を
記
し
た
文
書
で
あ
る
召
名
を
訂
正
す
る
政

務
儀
礼
）
の
開
催
に
は
不
可
欠
な
文
書
で
あ
っ
た
。

本
ノ
ー
ト
で
は
、
儀
式
書
や
古
記
録
（
古
代
貴
族
の
日
記
）
の
記
述
を
用
い
な
が
ら
、

こ
の
「
公
卿
給
」
の
作
成
法
・
使
用
法
を
整
理
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
作
成
法
・
使
用
法
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
直
物
に
お
け
る
年
官
の
在
り

方
を
見
て
い
く
と
、
そ
こ
か
ら
は
律
令
太
政
官
制
の
み
で
は
捉
え
き
れ
な
い
と
い
う
特
質

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
律
令
太
政
官
制
的
な
任
官
で
あ
る
顕
官
挙
と
年
官

を
比
較
し
て
み
る
と
、
年
官
は
律
令
太
政
官
制
の
み
で
は
包
摂
し
き
れ
な
い
性
質
を
持
っ

た
任
官
方
法
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
直
物
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
年
官
の
非
律
令
太
政
官
制
的
な
特
質
は
、

除
目
に
お
け
る
任
官
方
法
の
在
り
方
そ
の
も
の
に
由
来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
特

質
は
人
事
権
と
し
て
の
年
官
自
身
が
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

年
官
が
出
現
し
、
制
度
的
に
整
備
さ
れ
、
盛
期
を
迎
え
た
の
は
九
世
紀
後
半
〜
十
世
紀

に
か
け
て
の
時
期
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
は
ち
ょ
う
ど
律
令
太
政
官
制
を
軸
と
し
た
古
代

国
家
が
大
き
く
変
化
を
遂
げ
て
い
く
時
期
で
あ
る
。

年
官
の
出
現
と
展
開
は
、
時
期
的
に
古
代
国
家
の
変
化
の
時
期
と
重
な
っ
て
お
り
、
人

事
権
を
、
時
代
や
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
国
家
の
在
り
方
と
深
く
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
、

と
考
え
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
年
官
の
持
つ
特
質
は
、
こ
の
よ
う
な
古
代
国
家
の
変
化
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を
、
人
事
権
と
い
う
側
面
に
お
い
て
よ
く
表
現
し
て
い
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

【
年
官　
「
公
卿
給
」　

人
事
権　

除
目　

律
令
太
政
官
制　

古
代
国
家　

直
物　

顕
官
挙
】

古
記
録
に
お
け
る
宗
教
習
俗
の
記
載

―

記
載
対
象
の
選
択
の
観
点
か
ら―

上
野　

勝
之

平
安
時
代
の
貴
族
宅
の
年
中
恒
例
行
事
で
あ
り
な
が
ら
古
記
録
で
は
散
発
的
に
し
か
記

載
さ
れ
な
い
宅
神
祭
、
宮
咩
祭
と
い
う
二
つ
の
祭
祀
が
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
摂
関
期
と

院
政
期
の
古
記
録
記
事
の
比
較
及
び
古
記
録
と
仮
名
資
料
の
記
事
内
容
の
比
較
対
照
に
よ

り
両
祭
祀
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
両
祭
が
古
記
録
に
記
載
さ
れ
た
の
は
い

か
な
る
場
合
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
、
古
記
録
に
お
け
る
記
載
対
象
の
選
択
に
つ
い
て

考
察
を
加
え
る
。

宅
神
祭
に
つ
い
て
は
、
摂
関
期
の
古
記
録
に
四
例
の
記
事
が
見
ら
れ
、
同
時
代
の
和
歌

資
料
を
加
え
て
四
月
一
一
月
の
下
旬
に
家
内
の
繁
栄
・
安
穏
を
祈
願
し
屋
外
で
女
性
が
行

う
祭
祀
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
一
方
、院
政
期
の
古
記
録
に
は
五
例
の
記
事
が
あ
り
、

祭
日
は
四
月
一
一
月
の
晦
日
と
な
り
、
竈
を
祭
祀
対
象
と
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
和
歌
に

よ
っ
て
も
竈
祭
祀
で
あ
る
点
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
古
記
録
記
事
の
多
く
は
通
常
と
異

な
る
異
例
記
載
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
今
後
は
宅
神
祭
の
実
態
及
び
院
政
期
の
変
化
の

要
因
、
中
世
に
お
け
る
祭
祀
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
究
し
て
い
く
。

宮
咩
祭
に
関
し
て
は
、
ま
ず
院
政
期
の
古
記
録
か
ら
は
正
月
一
二
月
に
行
う
摂
関
家
の

年
中
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
、
東
宮
や
中
宮
で
も
祭
ら
れ
た
こ
と
、
祭
祀
の
性

格
と
し
て
は
神
の
形
代
と
し
て
人
形
を
使
用
す
る
こ
と
や
、
言
葉
遊
び
を
多
用
す
る
俗
的

な
祝
詞
で
あ
る
な
ど
民
間
信
仰
的
な
側
面
が
濃
い
こ
と
が
伺
え
る
。
翻
っ
て
摂
関
期
に
お

い
て
は
古
記
録
の
記
載
が
な
い
が
、『
枕
草
子
』
や
和
歌
な
ど
か
ら
中
級
官
人
や
受
領
層

が
祭
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
ま
た
上
層
貴
族
た
ち
に
も
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
古
記

録
の
記
主
で
あ
る
公
卿
ク
ラ
ス
の
貴
族
宅
で
祭
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
今
後

の
検
討
課
題
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
両
祭
祀
の
古
記
録
記
事
か
ら
は
、
特
に
日
常
生
活
上
の
習
俗
と
い
っ

た
事
柄
に
関
す
る
古
記
録
の
記
載
に
は
一
定
の
選
択
が
働
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

【
古
記
録　

仮
名
資
料　

和
歌　

生
活
習
俗　

宮
咩
祭　

宅
神
祭　

記
載
対
象
の
選
択　

記
載
理
由
】

中
世
後
期
の
日
記
の
特
色
に
つ
い
て
の
覚
書

松
薗　

斉

従
来
、
総
体
的
な
把
握
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
世
後
期
の
日
記
に
つ
い
て
そ
の
特

色
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
室
町
期
に
つ
い
て
、
前
代
よ
り
継
続
し
て
記
さ
れ
る
公

家
の
日
記
は
、
南
北
朝
期
に
生
じ
た
朝
廷
の
儀
式
の
断
絶
や
以
後
顕
然
化
し
た
そ
の
衰
退

及
び
経
済
的
基
盤
を
失
っ
て
生
じ
た
公
家
た
ち
の
疲
弊
が
、
そ
の
「
家
」
の
日
記
の
作
成

活
動
に
停
滞
を
も
た
ら
し
、
彼
ら
の
日
記
が
前
代
に
も
っ
て
い
た
国
家
的
な
情
報
装
置
と

し
て
の
役
割
を
低
下
さ
せ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

一
方
、
新
た
に
登
場
し
た
室
町
殿
の
政
権
に
よ
っ
て
、
そ
の
儀
式
や
政
務
を
記
録
す
る

機
能
が
、
公
家
や
室
町
殿
と
関
係
深
い
臨
済
宗
や
真
言
宗
（
醍
醐
寺
）
の
寺
院
、
そ
し
て

武
家
（
奉
行
人
層
）
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
ば
ら
ば
ら
に
存
在
し
て
い

た
の
で
は
な
く
、
公
武
社
会
の
中
で
活
発
に
交
換
さ
れ
、
有
機
的
な
関
係
を
持
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
内
部
に
は
、奉
行
人
層
が
公
的
に
作
成
す
る
記
録
に
対
し
、「
私
」

の
記
録
の
意
識
が
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
。こ
れ
は
、平
安
中
期
の
王
朝
日
記
の
成
立
期
に
あ
っ

た
「
公
」
の
日
記
（
外
記
日
記
や
殿
上
日
記
）
に
対
す
る
貴
族
た
ち
の
「
私
記
」
の
意
識

が
、
中
世
に
入
り
成
立
し
た
「
家
」
の
日
記
に
一
旦
は
吸
収
さ
れ
る
が
、
再
び
こ
の
時
期

に
な
っ
て
「
公
方
」
室
町
殿
の
も
と
に
、「
公
」
と
「
私
」
の
意
識
の
分
化
が
生
み
出
さ

れ
つ
つ
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
、
そ
こ
に
近
世
へ
の
胎
動
を
見
出
す
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ

な
い
。

戦
国
期
に
入
る
と
、『
正
任
記
』
な
ど
特
に
大
名
の
吏
僚
層
に
日
記
の
作
成
者
が
現
れ
、

今
日
残
存
事
例
は
少
な
い
も
の
の
、
そ
の
よ
う
な
地
方
武
士
の
日
記
が
当
時
広
範
に
存
在

し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
地
方
の
大
名
権
力
の
構
造
的
成
熟
に
よ
る
官
僚
層
の
形
成

と
共
に
、
下
向
公
家
や
連
歌
師
た
ち
に
よ
る
中
央
の
文
化
の
伝
播
に
よ
る
刺
激
（
彼
ら
に

よ
っ
て
旅
の
日
記
が
大
量
に
作
成
さ
れ
、
地
方
武
士
に
与
え
ら
れ
る
）、
そ
れ
に
同
じ
層

に
よ
る
『
山
田
聖
栄
自
記
』
や
『
沙
弥
洞
然
長
状
』
な
ど
の
年
代
記
や
覚
書
の
作
成
と
関

連
付
け
、「
家
」
の
ル
ー
ツ
や
地
域
の
歴
史
に
対
す
る
興
味
と
探
求
が
そ
の
背
景
と
し
て
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存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

【
公
家　

幕
府
奉
行
人　

連
歌
師　

日
記　

記
録　

覚
書　

八
代
日
記　

山
田
聖
栄
自

記　

沙
弥
洞
然
長
状　

勝
山
記
（
妙
法
寺
記
）】

「
日
記
」
お
よ
び
「
日
記
文
学
」
概
念
を
め
ぐ
る
覚
書

鈴
木　

貞
美

「
日
記
」
お
よ
び
「
日
記
文
学
」
の
概
念
に
つ
い
て
、
専
門
家
諸
姉
氏
の
参
考
に
供
す

る
た
め
に
若
干
の
考
察
を
試
み
る
。
第
一
に
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
の
考
え
る
「
日
記
」
の

概
念
は
、前
近
代
の
中
国
語
に
は
見
ら
れ
ず
、今
日
の
中
国
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
日
記
」

は
、
二
〇
世
紀
に
日
本
の
教
科
書
類
か
ら
ひ
ろ
が
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
中
国
古
代

に
お
い
て
は
、
皇
帝
に
差
し
出
す
上
奏
文
に
対
し
て
、
い
わ
ば
私
人
が
、
日
々
、
記
し
、

ま
た
文
章
を
収
集
編
集
す
る
作
業
が
す
べ
て
「
日
記
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
な
か

で
、
ジ
ャ
ン
ル
の
区
別
は
な
か
っ
た
。
日
本
古
代
に
も
、
こ
の
用
法
が
伝
わ
っ
て
い
た
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
業
務
の
記
録
や
備
忘
録
の
類
と
は
ち
が
う
、わ
れ
わ
れ
が
今
日
、

「
日
記
」
と
考
え
る
内
面
の
記
録
を
か
ね
た
形
態
は
、日
本
の
二
〇
世
紀
前
期
に
入
っ
て
、

イ
ギ
リ
ス
の
社
会
運
動
家
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
「
生
活
の
芸
術
化
、
芸
術
の
生
活

化
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
庶
民
や
児
童
に
日
記
を
進
め
る
こ
と
が
行
わ
れ
、

学
校
教
育
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
盛
ん
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

ま
た
、「
私
小
説
」「
心
境
小
説
」
論
議
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、
古
典
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
「
日
記
文
学
」
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
用
い
た
の
は
、
池
田
亀
鑑
「
自

照
文
学
の
歴
史
的
展
開
」（『
国
文
教
育
』
一
九
二
六
年
一
一
月
号
）、
書
名
と
し
て
使
用

さ
れ
た
の
は
、
池
田
亀
鑑
『
宮
廷
女
流
日
記
文
学
』（
一
九
二
八
）
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら

で
「
日
記
文
学
」
の
特
徴
と
し
て
「
作
者
の
心
境
の
漂
白
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、

す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

【
日
記　

日
記
文
学　

日
録　

日
次
記　

随
筆　

説
話　

真
名　

仮
名　

漢
文　

和

文　

生
活
の
芸
術
化
】

『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
の
裏
に
写
さ
れ
た
『
後
深
心
院
関
白
記
』

倉
本　

一
宏

現
存
す
る
世
界
最
古
の
自
筆
日
記
で
あ
る
『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
は
、
藤
原
摂
関
家

最
高
の
重
宝
と
さ
れ
て
い
た
と
、
一
般
に
は
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く

ま
で
平
安
末
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
状
況
で
あ
っ
て
、
近
世
初
期
に
は
近
衛
信
尹
に

よ
っ
て
、『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
の
寛
弘
五
（
一
〇
〇
八
）
年
秋
冬
巻
の
裏
に
、
南
北

朝
期
の
『
後
深
心
院
関
白
記
』（
愚
管
記
、
近
衛
道
嗣
筆
）
の
抜
書
が
書
写
さ
れ
た
。
本

稿
で
は
こ
の
抜
書
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
の
近
世
に
お

け
る
扱
わ
れ
方
の
一
端
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
本
稿
の
記
述
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
陽
明
文
庫
長
の
名
和
修
氏
の
ご
教
示
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
。

寛
弘
五
年
と
い
う
年
は
、
摂
関
家
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
年
で
あ
っ
た
。
道
長

の
長
女
で
あ
る
一
条
天
皇
中
宮
の
彰
子
が
皇
子
（
敦
成
親
王
、
後
の
後
一
条
天
皇
）
を
出

産
し
、
一
条
天
皇
の
土
御
門
第
行
幸
、
敦
成
親
王
御
五
十
日
の
儀
、
御
百
日
の
儀
が
華
々

し
く
行
な
わ
れ
、
後
世
、「
寛
弘
の
佳
例
」
と
称
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

本
来
、
巻
子
本
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
た
『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
で
あ
っ
た
が
、
信

尹
は
こ
の
う
ち
の
長
徳
四
（
九
九
八
）
年
の
秋
冬
、
長
保
元
（
九
九
九
）
年
の
秋
冬
、
寛

弘
五
（
一
〇
〇
八
）
年
の
秋
冬
、寛
弘
八
（
一
〇
一
一
）
年
の
春
夏
、寛
仁
四
（
一
〇
二
〇
）

年
の
春
夏
と
い
う
五
巻
分
を
折
本
の
状
態
と
し
た
。
そ
の
よ
う
な
折
本
に
、
信
尹
は
『
後

深
心
院
関
白
記
』
の
抜
書
を
書
写
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
よ
り
に
よ
っ
て
寛
弘
五
年

秋
冬
の
一
巻
の
み
に
限
ら
れ
て
い
た
。
信
尹
は
『
御
堂
関
白
記
』
具
注
暦
の
末
尾
の
裏
か

ら
記
し
始
め
た
。
そ
れ
は
『
後
深
心
院
関
白
記
』
延
文
元
（
一
三
五
六
）
年
正
月
一
日
の

記
事
に
始
ま
り
、
延
文
三
（
一
三
五
八
）
年
六
月
三
十
日
の
記
事
に
ま
で
及
ぶ
。

名
和
氏
に
よ
る
と
、
書
風
か
ら
み
て
、
こ
の
折
本
を
作
っ
て
『
後
深
心
院
関
白
記
』
の

抜
書
を
書
写
し
た
の
は
、
慶
長
二
、三
（
一
五
九
七
、
九
八
）
年
よ
り
も
以
前
と
い
う
。

勅
勘
を
許
さ
れ
て
薩
摩
か
ら
帰
京
し
た
直
後
、
左
大
臣
に
復
帰
す
る
直
前
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

信
尹
は
延
文
三
年
六
月
卅
日
条
以
降
の
抜
書
を
中
断
し
、
信
尹
自
身
が
こ
れ
を
巻
子
本

に
戻
し
、
褾
紙
を
付
け
た
。
ど
の
よ
う
な
心
情
に
よ
っ
て
信
尹
が
抜
書
を
中
断
し
、
折
本

を
元
の
状
態
に
戻
し
た
の
か
は
、
知
る
由
も
な
い
。
全
体
と
し
て
ど
れ
だ
け
の
分
量
の
抜
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書
を
行
な
う
予
定
だ
っ
た
の
か
も
不
明
で
あ
る
。

【『
御
堂
関
白
記
』　
『
後
深
心
院
関
白
記
』　

日
記　

古
記
録　

藤
原
道
長　

摂
関
家　

近

衛
道
嗣　

陽
明
文
庫　

敦
成
親
王　

後
一
条
天
皇　

巻
子
本　

近
衛
信
尹　

折
本　

具
注

暦
】



17

春
画
と
挿
絵

―
浮
世
絵
春
画
に
お
け
る
借
用
表
現
に
つ
い
て―

鈴　

木　

堅　

弘

は
じ
め
に

多
く
の
春
画
を
眺
め
て
い
る
と
、
ふ
と
し
た
と
こ
ろ
で
同
じ
よ
う
な
図
柄
に

何
度
も
出
会
う
。
そ
の
つ
ど
、「
こ
の
図
柄
は
ほ
か
の
春
画
に
も
含
ま
れ
て
い

た
な
」
と
、
あ
る
い
は
「
こ
の
構
図
は
あ
の
絵
師
も
描
い
て
い
た
な
」
な
ど
、

あ
れ
こ
れ
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
な
が
ら
春
画
を
眺
め
る
は
楽
し
い
。
た
だ
そ
う
し

た
図
柄
に
出
会
っ
た
と
き
に
、
き
ま
っ
て
そ
の
絵
に
対
し
て
一
抹
の
不
信
を
抱

く
。
し
か
も
そ
こ
に
は
ふ
た
つ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
「
な

ん
だ
、あ
の
絵
の
模
倣
か
」と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い
こ
と
へ
の
不
信
と
、

も
う
ひ
と
つ
は
「
な
ぜ
、
こ
の
春
画
は
先
例
の
図
柄
を
真
似
る
の
か
」
と
い
う

春
画
に
借
用
表
現
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
へ
の
疑
問
で
あ
る
。

前
者
に
関
し
て
は
と
く
に
問
題
視
す
る
必
要
は
な
い
。
こ
ん
に
ち
の
社
会
で

は
作
品
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
犯
す
模
倣
、
剽
窃
、
借
用
を
罪
悪
と
見
な
し
、

作
者
の
独
創
性
が
し
っ
か
り
と
著
作
権
法
で
保
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

誰
で
も
模
倣
的
な
作
品
に
出
会
え
ば
そ
れ
に
対
し
て
何
か
し
ら
の
不
信
感
を
抱

く
。
た
だ
著
作
権
法
な
ど
の
法
律
は
、
明
治
以
降
、
個
人
の
権
利
や
独
創
を
重

ん
じ
る
西
欧
的
な
考
え
方
が
移
入
さ
れ
て
、
し
だ
い
に
か
た
ち
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
江
戸
時
代
は
、
他
人
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
剽
窃
し
た

り
、
他
人
の
絵
図
を
借
用
す
る
な
ど
、
他
者
の
作
品
を
模
倣
す
る
行
為
は
ご
く

気
や
す
く
行
わ
れ
て
い
た
。
一
部
の
作
者
が
版
元
に
著
作
権
利
を
主
張
す
る
こ

と
は
あ
っ
た
が
、
作
者
や
絵
師
が
模
倣
行
為
に
よ
っ
て
法
律
で
罰
せ
ら
れ
る
こ

と
も
な
く
、
そ
れ
で
彼
ら
の
名
誉
に
傷
が
つ
く
こ
と
も
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
江

戸
時
代
は
、
個
人
の
独
創
や
権
利
の
観
念
に
縛
ら
れ
ず
、
誰
も
が
自
由
に
他
人

の
ア
イ
デ
ア
や
作
品
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
細
り
し
な

い
重
厚
な
表
現
文
化
が
華
開
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い
こ
と
へ
の
不
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信
な
ど
、
す
ぐ
に
拭
い
去
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
問
題
な
の
は
、
後
者
の
ほ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
、
春
画
に
借
用
表
現
が

用
い
ら
れ
た
の
か
。
こ
の
疑
問
を
解
い
て
い
く
こ
と
が
本
論
の
目
的
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
春
画
研
究
に
お
い
て
も
、
複
数
の
春
画
に
お
け
る
図
柄
の
類
似
性

は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
と
く
に
西
川
祐
信
に
よ
る
春
画
の
様
式
や
構

図
が
、
そ
の
ま
ま
鈴
木
春
信
や
司
馬
江
漢
の
春
画
に
借
用
さ
れ
て
い
る
例
が
報

告
さ
れ
て
い
る（

１
）。

そ
こ
で
本
論
も
、
そ
う
し
た
研
究
史
の
流
れ
を
受
け
て
、
春

画
に
借
用
表
現
が
用
い
ら
れ
た
理
由
に
迫
っ
て
み
た
い
。
た
だ
本
論
で
は
、
従

来
の
研
究
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
〈
春
画
〉
と
〈
草
子
本
の
挿

絵
〉
の
関
係
に
着
目
し
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
春
画
表
現
の
外
側
か
ら
積
極
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
。

な
か
で
も
と
く
に
重
要
な
の
が
、
明
代
末
の
中
国
版
本
の
挿
絵
や
、
浮
世
草

子
の
挿
絵
か
ら
の
春
画
へ
の
借
用
の
検
証
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
春
画
を
考
え

る
場
合
、
こ
う
し
た
同
時
代
の
文
芸
書
誌
の
挿
絵
と
の
関
連
性
は
避
け
て
通
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
現
に
浮
世
絵
に
関
す
る
研
究
で
は
、
浮
世
絵
が
庶
民
的
な

草
子
本
の
挿
絵
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
挿
絵
を
取
り
扱
う
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る（

２
）。

な
ら
ば
、
同

じ
よ
う
な
視
座
が
春
画
と
の
あ
い
だ
に
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
む
ろ
ん

春
画
を
数
多
く
手
が
け
た
西
川
祐
信
や
鈴
木
春
信
は
、
同
時
に
浮
世
草
子
や
教

訓
絵
本
の
挿
絵
も
積
極
的
に
描
い
て
い
る
。ま
た
こ
う
し
た
浮
世
絵
師
た
ち
は
、

若
き
修
業
時
代
に
草
子
本
の
挿
絵
を
多
く
手
が
け
る
こ
と
で
自
ら
の
絵
筆
を
鍛

え
た
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
ま
ず
〈
春
画
〉
と
〈
草
子
本
の
挿
絵
〉
の
類
似
画
を
拾

い
上
げ
て
い
き
、
双
方
の
図
柄
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
互
い
の
表
現
の
借
用

関
係
を
捉
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
比
較
を
試
み
る
に
あ
た
っ
て
、

春
画
に
描
か
れ
た
ち
ょ
っ
と
し
た
図
像
に
ま
で
目
を
配
り
、
む
し
ろ
草
子
本
の

挿
絵
と
の
類
似
性
は
、
性
表
現
の
背
後
に
描
か
れ
た
図
像
か
ら
よ
り
多
く
見
出

し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
浮
世
絵
春
画―

木
版
刷
物
の
春
画
・

版
本
挿
絵
を
含
む
春
画―

は
、
性
交
図
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
背
景
に

も
多
彩
な
趣
向
や
見
立
て
が
モ
ザ
イ
ク
の
よ
う
に
は
め
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
う

し
た
部
分
に
草
子
本
の
挿
絵
に
描
か
れ
た
図
柄
や
画
題
が
積
極
的
に
描
か
れ
て

い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
絵
画
の
類
似
性
を
考
え
る
場
合
、
つ
ね
に
鑑
賞
者
に
よ
る
認
識

の
食
い
違
い
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
絵
が
ほ
か
の

絵
と
似
て
い
る
か
、
否
か
の
判
断
は
、
そ
の
絵
を
鑑
賞
す
る
人
の
立
場
や
考
え

方
に
よ
っ
て
い
か
よ
う
に
も
変
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
、

絵
画
に
お
け
る
視
覚
的
比
較
は
そ
の
絵
に
対
す
る
個
々
の
印
象
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
に
異
な
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る（

３
）。

し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
普
遍
的
な

共
通
理
解
を
見
出
す
の
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
絵
画
の
類
似
性
を
考
え
る
場

合
、
た
ん
に
図
柄
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
だ
け
で
な
く
、
図
柄
以
外
に
も
相
互

に
何
か
し
ら
の
影
響
関
係
が
あ
る
こ
と
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

も
こ
う
し
た
検
証
が
、
論
者
に
よ
る
優
劣
の
判
断
や
、
社
会
通
念
の
基
準
に
乗
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せ
ら
れ
る
と
、
そ
の
よ
う
な
価
値
判
断
を
実
証
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
え
、そ
の
過
程
で
独
創
性
へ
の
信
仰
が
顔
を
出
せ
ば
、

類
似
し
た
図
柄
の
原
典
探
し
に
終
始
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
思
わ
れ
る
絵
を
描
い

た
絵
師
や
作
品
に
特
別
な
価
値
を
付
与
す
る
こ
と
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

こ
う
し
た
結
果
に
陥
ら
な
い
た
め
に
も
、
本
論
で
は
図
柄
の
類
似
性
の
み
に

注
視
す
る
の
で
は
な
く
、
江
戸
の
挿
絵
文
化
と
春
画
文
化
と
い
う
大
き
な
枠
組

み
の
な
か
で
、
類
似
し
た
図
柄
を
双
方
の
文
化
的
接
合
点
と
考
え
、
そ
れ
ら
を

管
見
の
限
り
拾
い
上
げ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
方
法
を
と
る
こ
と
で
、
江
戸
の

挿
絵
文
化
と
春
画
文
化
の
近
似
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
な
ぜ
春
画
に
借
用

表
現
が
用
い
ら
れ
た
の
か
、
図
柄
の
模
倣
を
必
要
と
し
た
浮
世
絵
春
画
の
文
化

的
文
脈
を
捉
え
た
い
。

一　

浮
世
絵
春
画
の
借
用
表
現
に
つ
い
て

春
画
に
描
か
れ
た
模
倣
と
は

ま
ず
は
じ
め
に
、
浮
世
絵
春
画
で
は
ど
の
よ
う
に
借
用
表
現
が
用
い
ら
れ
た

の
か
、
そ
の
実
例
と
要
因
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。

そ
も
そ
も
江
戸
時
代
の
絵
画
表
現
に
お
い
て
は
、「
模
倣
」
や
「
剽
窃
」
は

普
段
わ
れ
わ
れ
が
使
う
よ
う
な
否
定
的
な
意
味
を
含
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。
江

戸
時
代
に
は
多
く
の
模
倣
的
絵
画
が
描
か
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
先
人
の
作

風
を
自
ら
の
作
品
の
な
か
に
写
し
取
る
と
い
う
意
味
で
は「
模
倣
」で
あ
る
が
、

同
時
に
そ
れ
は
、
模
倣
し
た
絵
に
自
ら
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
る
こ
と
で
先
人
の
作

風
と
は
似
て
非
な
る
新
た
な
表
現
を
生
み
出
し
て
い
く
創
造
の
場
で
も
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
絵
画
史
研
究
の
小
林
忠
氏
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

本
歌
取
り
と
通
ず
る
よ
う
に
、
尊
ぶ
べ
き
古
典
絵
画
を
範
例
と
し
て
高

く
掲
げ
、
そ
れ
に
い
く
ば
く
か
の
個
人
的
な
表
現
を
付
加
し
て
新
た
な
作

品
と
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
前
近
代
の
日
本
に
（
な
い
し
は
中
国
、
朝
鮮

を
含
め
た
東
洋
に
）
通
例
の
〝
創
作
〞
の
在
り
様
で
あ
っ
た）

4
（

。

江
戸
時
代
以
前
の
日
本
文
化
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
制
作
態
度
の

ほ
う
が
一
般
的
で
あ
り
、
和
歌
に
お
け
る
本
歌
取
り
や
、
俳
諧
に
お
け
る
見
立

て
、
歌
舞
伎
に
お
け
る
趣
向
な
ど
、
先
達
の
作
品
に
描
か
れ
た
文
章
や
様
式
を

自
ら
の
作
品
に
写
し
取
る
こ
と
で
、
そ
の
気
韻
や
趣
ま
で
も
世
代
を
越
え
て
受

け
継
い
で
き
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
制
作
態
度
は
浮
世
絵
春
画
に
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
、
春
画
に
描
か
れ
た
〈
猫
の
交
尾
の
図
〉
に
注
目
し
て
み
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
類
似
表
現
が
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
吉
田
半
兵
衛
（
二
代
）
の
春
本

『
好
色
極
秘
伝
』（
元
禄
十
三
年　

一
七
〇
〇
）
の
「
牛
若
、
上
る
り
御
前
」
や

西
川
祐
信
の
春
本
『
新
色　

閨
の
鳥
貝
』（
正
徳
五
年　

一
七
一
五
）
に
〈
猫
の

交
尾
の
図
〉
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
奥
村
政
信
の
春
本
『
貝
合
蛤
源
氏

歌
仙
貝
』（
寛
延
二
年　

一
七
四
九
）
の
「
都
貝
」
の
画
図
に
も
〈
猫
の
交
尾
〉

が
描
か
れ
て
い
る
〔
図
１
〕。
ち
な
み
に
、
政
信
の
春
本
は
江
戸
時
代
に
流
行
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し
た
「
豆
男
も
の
」
の
趣
向
を
用
い
て
お
り
、
は
ま
ぐ
り
大
臣
と
い
う
男
が
夢

の
な
か
で
頭
に
二
枚
貝
を
の
せ
た
豆
男
（
小
人
）
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
閨
房

を
覗
き
み
る
趣
向
で
あ
る
。
こ
の
場
面
で
は
、
若
衆
が
若
い
女
性
に
勢
い
よ
く

し
か
け
る
行
為
と
、盛
り
づ
い
た
猫
の
交
尾
が
重
ね
ら
れ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
じ
「
豆
男
も
の
」
の
趣
向
で
い
え
ば
、
鈴
木
春
信
の
春
画
『
風
流
艶
色

真
似
ゑ
も
ん
』（
明
和
七
年　

一
七
七
〇
）
の
「
第
二
図
」
に
も
〈
猫
の
交
尾
〉

が
描
か
れ
て
い
る
〔
図
２
〕。
こ
の
図
柄
は
先
行
す
る
政
信
画
（〔
図
１
〕）
と

非
常
に
よ
く
似
て
い
る
た
め
、
お
そ
ら
く
春
信
は
こ
の
画
を
描
く
に
あ
た
っ
て

先
例
の
政
信
の
春
本
を
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
こ
で
春
信
は
、

政
信
の
春
本
（『
貝
合
蛤
源
氏
歌
仙
貝
』）
か
ら
「
豆
男
も
の
」
の
〈
趣
向
〉
を

借
用
す
る
と
共
に
、
そ
の
〈
図
柄
〉
に
お
い
て
も
同
春
本
の
様
式
を
真
似
る
遊

び
を
試
み
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
こ
の
二
年
後
に
、
司
馬
江
漢
が
春
本
『
床

す
ゞ
免
』（
安
永
元
年　

一
七
七
二
）の
な
か
で〈
猫
の
交
尾
〉を
描
い
て
お
り〔
図

３
〕、
こ
ち
ら
は
春
信
画
（〔
図
２
〕）
の
様
式
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
模
倣
し

て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
後
、
江
戸
時
代
も
末
期
に
な
る
と
、
歌
川
国
貞
が
春
画

『
吾
妻
源
氏
』（
天
保
八
年　

一
八
三
七
）
の
冒
頭
図
で
〈
猫
の
交
尾
〉
を
描
い

て
い
る
〔
図
４
〕。

こ
の
よ
う
に
〈
猫
の
交
尾
の
図
〉
ひ
と
つ
と
っ
て
み
て
も
、
浮
世
絵
春
画
の

な
か
に
は
先
行
作
品
の
図
柄
や
画
題
を
写
し
取
っ
た
借
用
表
現
が
く
り
返
し
描

か
れ
て
い
る
。

な
ら
ば
、こ
の
〈
猫
の
交
尾
の
図
〉
を
考
案
し
た
の
は
吉
田
半
兵
衛
（
二
代
）

や
奥
村
政
信
か
と
言
え
ば
、
そ
う
話
は
簡
単
で
は
な
い
。
一
歩
、
春
画
文
化
の

外
に
踏
み
出
し
て
み
れ
ば
、
す
で
に
中
国
明
代
の
画
本
『
八
種
画
譜
』（「
古
今

画
譜
」）の
な
か
に
同
じ
よ
う
な
動
物
交
尾
の
図
が
描
か
れ
て
い
る〔
図
５
〕。『
八

種
画
譜
』
は
江
戸
時
代
初
期
（
十
七
世
紀
）
に
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
、
日
本
で

は
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
に
京
都
と
江
戸
で
覆
刻
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
こ
の
本
は
、
和
刻
本
も
出
版
さ
れ
、
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
本
格
的

な
画
本
の
嚆
矢
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
絵
師
た
ち
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
の
浮
世
絵
師
が
春
画
を
描
く
際

図1　奥村政信　春本『貝合蛤源氏歌仙貝』
（『定本浮世絵春画名品集成〔11〕』河出書房新社より転載）
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図3　司馬江漢　春本『床すゞ免』

図4　歌川国貞　春本『吾妻源氏』 図5　『八種画譜』「古今画譜」（名古屋市蓮左文庫蔵）

図2　鈴木春信　春画『風流艶色真似ゑもん』〔第二図〕
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に
『
八
種
画
譜
』
の
図
柄
に
倣
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
た
と
え
ば
先
の
国
貞
画
（〔
図
４
〕）
に
注
目
し
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ

も
こ
の
画
は
『
源
氏
物
語
』（
若
菜
上
）
の
「
御
簾
の
端
か
ら
唐
猫
が
逃
げ
出

し
た
隙
に
、
柏
木
が
女
三
の
宮
を
見
る
場
面
」
の
趣
向
を
描
い
て
い
る
が
、
そ

の
図
柄
は
『
八
種
画
譜
』
に
描
か
れ
た
若
い
男
女
が
桐
木
の
下
で
屏
風
の
陰
か

ら
動
物
の
交
尾
を
眺
め
る
場
面
と
よ
く
似
て
い
る
。
江
戸
後
期
に
お
い
て
も
、

『
八
種
画
譜
』
は
作
画
の
際
の
重
要
な
手
本
と
し
て
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
た
た
め

に
、
歌
川
国
貞
が
こ
の
画
を
描
く
際
に
、
こ
う
し
た
手
本
を
利
用
し
た
と
考
え

る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

た
だ
し
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
そ
う
し
た
構
図
や
様
式
の
類
似
性
よ
り
も（

５
）、

む
し
ろ
画
中
の
点
景
に
動
物
の
交
尾
を
描
い
た
と
い
う
趣
向
の
類
似
性
で
あ

る
。
中
国
の
草
子
文
化
と
日
本
の
春
画
文
化
の
接
点
は
こ
う
し
た
趣
向
や
画
題

の
類
似
性
に
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き―

次
節
参
照―

、
こ
れ
ら
の
事
例

は
浮
世
絵
春
画
が
中
国
明
代
の
出
版
物
に
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

そ
れ
で
は
つ
ぎ
に
、
浮
世
絵
師
が
春
画
を
描
く
際
に
、
先
例
の
絵
を
真
似
る

こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
検
証
し
て
み
た
い
。

ま
ず
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
浮
世
絵
師
が
先
例
の
絵
を
意
図
的
に
〈
模

倣
〉
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
春
画
の
序
文
で
あ
る
。
江
戸
後
期
に
描
か
れ
た

春
川
五
七
の
春
画
『
会
本
手
事
之
発
名
』（
文
化
二
年　

一
八
〇
五
）
の
序
文
（
附

言
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

予
従も
と
よ
り来

美う
き
よ
ゑ

人
画
を
好す

き
て
、
古
い
に
し
へ

今い
ま

の
写う
つ
し
ぶ
り意

を
訂
か
ん
が
ふる

に
、
往お
ほ
む
か
し古

は
云
は

ず
、
中
頃
我
が
京き

よ
う
と師

に
西
川
何
が
し
と
云
者
あ
り
て
エ
に
造
り
た
る
が
最い

と

よ
し
。
其
後
ま
た
京
師
に
、
露ろ
し
や
う章
と
云
へ
る
画
工
あ
り　

此
人
も
っ
と
も

美う
き
よ
ゑ

人
画
の
好じ
よ
う
ず手
に
し
て
、
江ゑ

戸
画
工
古
人
春
潮
と
云
へ
る
者
の
筆
意
に
效な
ら

て
、
多
く
会
本
を
造
れ
る
に
、
其
風
其
情
、
至
ら
ざ
る
は
な
く
尽
さ
ゞ
る

な
し
、
実
に
古
今
の
名
人
と
云
べ
し）

6
（

こ
こ
で
春
川
五
七
は
、
み
ず
か
ら
浮
世
絵
が
好
き
で
、
古
今
の
絵
師
の
写
し

ぶ
り―

模
写
の
系
譜―

を
研
究
し
て
い
る
と
告
白
し
た
あ
と
で
、
西
川
何

が
し―

お
そ
ら
く
西
川
祐
信
だ
ろ
う―

の
絵
が
最
も
良
い
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
次
の
記
述
が
重
要
で
あ
る
が
、
京
都
に
露
章
と
い
う
絵
師
が
い

て
、
こ
の
人
は
美
人
画
が
上
手
で
、
江
戸
の
勝
川
春
潮
の
筆
意
を
倣
っ
て
多
く

の
春
画
を
描
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
露
章
な
る
人
物
は
喜

多
川
歌
麿
の
こ
と
で
あ
り
、
若
き
日
の
歌
麿
は
勝
川
春
潮
の
絵
に
倣
っ
て
多
く

の
春
画
を
描
い
た
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
の
「
筆
意
に
效な
ら

て
」
と

は
た
ん
に
図
柄
の
模
写
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
先
達
の
図
柄―

手
本

―

を
多
く
写
す
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
筆
法
を
学
ぶ
、〈
粉
本
主
義
〉
の
考
え

方
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
江
戸
時
代
以
前
か
ら
と
く
に
狩
野

派
や
土
佐
派
な
ど
上
位
絵
師
の
あ
い
だ
で
、
流
派
体
制
の
維
持
を
目
的
に
制
度

化
さ
れ
、
先
達
の
作
品
を
忠
実
に
写
す
訓
練
が
く
り
返
し
行
わ
れ
て
き
た
。
そ

し
て
江
戸
期
に
入
る
と
、
こ
う
し
た
絵
画
の
習
練
は
町
絵
師
の
あ
い
だ
で
も
広
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く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
淋
派
な
ど
は
、
流
派
を
維
持
す
る
目
的

で
は
な
く
、
純
粋
に
絵
筆
の
鍛
錬
を
行
う
た
め
に
先
達
の
作
品
を
写
し
取
り
、

結
果
と
し
て
そ
の
筆
法
を
後
世
ま
で
伝
え
て
き
た
。
こ
う
し
た
粉
本
主
義
は
、

江
戸
時
代
の
絵
画
制
作
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
り
、
町
絵
師
な
ど

は
古
人
の
名
画
を
み
ず
か
ら
紙
に
写
し
取
っ
て
秘
蔵
し
、
そ
れ
を
画
本
と
し
て

用
い
た
よ
う
で
あ
る（

７
）。

も
ち
ろ
ん
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
師
も
、
こ
の
考
え
方
に

も
と
づ
い
て
絵
筆
の
鍛
錬
を
お
こ
な
っ
た
。

そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
粉
本
主
義
の
重
要
性
を
説
い
た
画
論
の
な
か
に
、

草
子
本
の
挿
絵
を
写
し
取
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
江
戸
後
期
の

菊
池
容
斎
に
よ
る
『
容
斎
畫
意
』（
天
保
十
一
年　

一
八
四
〇
）
に
は
、
次
の
よ

う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

天
下
の
畫
を
論
ず
る
も
の
は
畫
風
の
卑
と
て
棄
べ
か
ら
ず
、
草
紙
物
語

も
の
ゝ
畫
を
寫
す
才
あ
る
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば
こ
れ
を
な
し
が
た
し
。
こ

の
流
た
え
て
粉
本
を
用
ゐ
ず
、
世
間
流
行
の
新
様
を
寫
さ
ん
事
を
意
ひ
て

古
の
風
を
学
ば
ず
、
た
ま
〳
〵
古
の
さ
ま
を
畫
く
と
も
又
さ
ら
に
古
書
に

よ
ら
ず
、
當
時
の
風
は
さ
も
有
け
ん
と
思
は
る
ゝ
様
に
巧
意
に
作
畫
す
。

其
意
匠
中
に
粉
本
に
黏
着
し
て
古
畫
を
ぬ
す
む
も
の
に
く
ら
ぶ
れ
ば
は
る

か
に
勝
れ
り
と
い
ふ
べ
し
。
し
か
れ
ど
も
又
畫
風
い
か
に
も
卑
俗
に
し
て

床
に
懸
が
た
く
、
筆
ち
び
て
走
ら
ず
大
畫
を
作
が
た
し
、
故
に
粉
本
の
徒

い
や
し
め
て
町
畫
と
す）

8
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こ
こ
で
重
要
な
の
は
冒
頭
の
部
分
で
あ
る
。
菊
池
容
斎
は
、
画
の
道
を
論
ず

る
も
の
は
ご
く
身
近
な
画
ま
で
も
疎
か
に
し
て
は
い
け
な
い
と
し
た
う
え
で
、

草
紙
物
語
の
画
を
写
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
絵
の
道
を
究
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
説
く
。
ま
た
次
の
文
章
で
は
、
昨
今
の
絵
師
は
こ
う
し
た
流
れ
も
絶
え

て
画
本
を
用
い
ず
、
世
間
に
流
行
す
る
図
柄
ば
か
り
を
写
し
、
古
い
絵
か
ら
学

ぼ
う
と
は
し
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
江
戸
時
代
で
は
草
子
本
の

挿
絵
を
写
す
こ
と
で
絵
を
学
び
、
こ
う
し
た
最
も
身
近
な
画
の
な
か
に
も
絵
の

本
質
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
こ
の

記
述
の
後
半
で
菊
池
容
斎
は
、
流
行
り
絵
ば
か
り
を
写
し
て
古
画
を
学
ば
な
い

者
は
粉
本
主
義
に
こ
だ
わ
り
古
い
絵
ば
か
り
を
真
似
る
者
よ
り
は
認
め
ら
れ
る

が
、
結
果
的
に
卑
俗
な
絵
し
か
描
け
ず
、
粉
本
主
義
を
軽
ん
じ
る
町
絵
の
ス
タ

イ
ル
で
あ
る
と
説
く
。
こ
こ
で
の
「
町
畫
」
と
は
浮
世
絵
な
ど
を
示
す
か
と
思

う
が
、
近
年―

江
戸
後
期―

の
町
絵
の
作
画
ス
タ
イ
ル
は
、
手
本
を
古
い

名
画
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
当
世
流
行
の
新
し
い
絵
に
求
め
る
と
し
て
、
容

斎
は
こ
う
し
た
方
法
を
批
判
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
先
達

の
画
か
ら
学
ぶ
と
い
う
点
に
お
い
て
変
わ
り
は
な
く
、
こ
の
記
述
か
ら
浮
世
絵

に
も
粉
本
主
義
の
考
え
方
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

も
ち
ろ
ん
、
浮
世
絵
春
画
も
容
斎
の
い
う
町
絵
に
近
い
。
な
ら
ば
こ
う
し
た

粉
本
主
義
の
考
え
方
が
春
画
の
な
か
に
も
根
付
い
て
お
り
、
と
き
に
は
草
子
本

の
挿
絵
を
手
本
と
し
な
が
ら
、
新
た
な
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
と
推
測
す

る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
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一
方
、
も
う
ひ
と
つ
別
の
角
度
か
ら
、
浮
世
絵
春
画
に
借
用
表
現
が
用
い
ら

れ
た
理
由
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
模
倣
の
「
趣
向
」
化
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
お
い
て
、
模
倣
の
「
趣
向
」
化
は
お
も
に
文
芸
文
化
の
な
か
で
用

い
ら
れ
た
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
近
世
文
学
研
究
の
中
嶋
隆
氏
が

浮
世
草
子
の
表
現
が
確
立
し
て
い
く
時
期
を
追
い
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

先
行
作
品
か
ら
の
構
想
や
方
法
の
影
響
を
模
倣
と
考
え
る
な
ら
、
模
倣

抜
き
で
は
日
本
文
学
の
古
典
は
成
立
し
な
い
。
た
だ
、
こ
の
時
期
の
「
模

倣
・
剽
窃
」
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
模
倣
が
「
趣
向
」
化
し
、
小
説
の
技

法
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
と
、
西
鶴
や
そ
の
影
響
を
受
け
た
文
章
の
剽
窃

が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
浮
世
草
子
の
文
体
が
確
立
し
た
点
に

あ
る）

9
（

。

た
と
え
ば
、
井
原
西
鶴
の
文
章
や
構
想
を
大
胆
に
借
用
し
た
江
島
其
磧
の
浮

世
草
子
な
ど
で
は
、
た
ん
に
先
行
作
品
の
文
章
や
構
想
を
そ
の
ま
ま
写
し
取
る

の
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
作
品
の
場
面
や
挿
話
を
〈
要
素
〉
と
し
て
抜
き
出

し
、
そ
れ
を
複
雑
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
新
た
な
プ
ロ
ッ
ト
を
作
り
出
し
て

い
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
其
磧
は
西
鶴
作
品
の
〈
模
倣
〉
を
行
っ
た
の
で
は

な
く
、
西
鶴
作
品
の
〈
変
奏
〉
を
作
り
上
げ
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
し
て

こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
そ
う
し
た
〈
変
奏
〉
の
作
品
を
つ
く
る
と

き
は
、
先
行
作
品
の
ど
こ
か
ら
そ
の
要
素
を
抜
き
出
し
て
き
た
の
か
、
誰
に
で

も
わ
か
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
読
者
は
、
同
じ
文

章
や
場
面
を
、
以
前
、
自
分
も
他
の
作
品
で
目
に
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
作

者
が
意
図
的
に
仕
掛
け
た
模
倣
の
手
の
内
を
読
み
解
く
楽
し
み
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
。こ
の
よ
う
な
作
者
と
読
者
を
め
ぐ
る
模
倣
の
や
り
取
り
の
な
か
で
、

し
だ
い
に
模
倣
そ
の
も
の
が
「
趣
向
」
化
し
て
い
き
、
そ
の
結
果
、
先
行
作
品

を
真
似
る
こ
と
自
体
が
新
た
な
表
現―

変
奏
表
現―

を
生
み
出
す
重
要
な

要
因
と
な
っ
た
。

そ
の
う
え
、
こ
う
し
た
模
倣
の
「
趣
向
」
化
は
な
に
も
文
芸
文
化
の
手
法
だ

け
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
嶋
氏
は
先
の
論
考
で
、こ
う
し
た
模
倣
の「
趣
向
」

化
は
、
小
説
間
だ
け
の
現
象
で
は
な
く
、
演
劇
と
小
説
の
間
で
も
頻
繁
に
行
わ

れ
た
と
説
く
。
同
氏
に
よ
れ
ば
、
元
禄
期
か
ら
宝
永
期
頃
に
か
け
て
絵
入
狂
言

本
、
役
者
評
判
記
、
浄
瑠
璃
本
な
ど
の
演
劇
書
が
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ

の
と
き
に
浮
世
草
子
が
そ
れ
ら
演
劇
書
に
描
か
れ
た
挿
話
や
挿
絵
を
趣
向
と
し

て
取
り
込
み
始
め
た
と
す
る）

10
（

。
も
ち
ろ
ん
浮
世
草
子
の
作
者
は
、
読
み
手
に
先

行
す
る
演
劇
書
の
ど
の
部
分
に
倣
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
な
く
わ
か
る
よ
う
な
表

現
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
劇
要
素
が
浮
世
草
子
の
な
か

で
も
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
う
し
た
模
倣
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
、
演

劇
文
化
と
文
芸
文
化
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
浮
世
絵
春
画
も
、
こ
の
模
倣
の
「
趣
向
」
化
と
い
う
表
現
方
法
を

積
極
的
に
用
い
た
。
そ
の
最
も
わ
か
り
や
す
い
例
が
、
北
尾
重
政
の
初
作
春
本
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『
笑
本
開
謌
僊
』（
明
和
七
年　

一
七
七
〇
）
の
序
文
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
序
文
を
記
し
た
の
は
小
松
屋
百
亀
で
あ
り
、
文
中
に
登
場
す
る
「
画
工
」

と
は
北
尾
重
政
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

翁お
き
なの

圖づ

し
置お
か

れ
し
六ろ
く
〳
〵
か
い

ゝ
貝
の
繪ゑ
ほ
ん本

を
当た
う
せ
い世

染ぜ
ん
し
よ
く

色
の
姿す
が
たに

う
つ
し
た
る
は

画く
は
こ
う工

何な
に

が
し
の
作さ
く
ゐ意

な
り　

さ
る
人
是こ
れ

を
乞こ

ふ
て
予
に
哥か
ち
う注

を
求も
と

む　

貝か
い

あ
り
て
哥う
た

あ
り　

哥う
た

有あ
り

て
後の
ち

絵ゑ

に
写う
つ

し　

注ち
う

を
な
し
た
る
も
の
な
る
を　

作さ
く
し
や者
の
意こ
ゝ
ろも
し（
知
ら
）ら
で
み
だ
り
に
哥う
た

を
附つ
け　

解か
い

を
な
さ
ん
こ
と
覚お
ぼ
つ
か束
な
け
れ

ば　

固か
た

く
い（
否
む
）

な
む
と
い
へ
ど
も
不ゆ
る
さ
ず許　

し
つ
か
い
是こ
れ

は
や
つ
か
い
じ
や
と

思お
も

へ
ど　

頼た
の

み
が
い
な
し
と
い
わ
れ
ん
も
云い
ゝ

が
い
な
く　

め
つ
ほ
う
か
い

に
筆ふ

で

に
ま
か
せ
か（
書
い
つ
け
）

い
つ
け
て
や
り
ぬ　

画く
は
こ
う工

の
心こ
ゝ
ろに

た（
違
い
）

が
い
た
る
事こ
と

あ
ら

ば　

か
い
た
る
か
い
も
あ
る
ま
し
け
れ
ど
も　

翁お
き
なの
貝か
い

歌か

仙せ
ん

に
な
ら
べ
て

見
ば　

又ま
た

一い
つ
け
う興
の
か
い
も
な
き
に
は
あ
ら
じ

こ
こ
で
記
す
「
翁
の
圖
し
置
れ
し
六
ゝ
貝
の
繪
本
」
と
は
、
西
川
祐
信
の
絵

本
『
絵
本
貝
歌
仙
』（
延
享
五
年　

一
七
四
八
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
絵
本
を

当
世
の
色
事
の
姿
に
写
し
か
え
る
の
は
絵
師
の
北
尾
重
政
の
発
想
で
あ
る
と
し

て
、
重
政
は
そ
こ
に
附
け
る
歌
を
小
松
屋
百
亀
に
お
願
い
し
た
。
こ
の
と
き
小

松
屋
百
亀
は
五
十
歳
で
、
重
政
は
三
十
一
歳
で
あ
る
。
重
政
も
初
作
の
春
本
を

出
す
と
い
う
こ
と
で
多
少
の
気
負
い
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、
こ
の
序
文
か
ら
、

祐
信
画
に
詳
し
い
百
亀
先
生
に
歌
を
付
け
て
も
ら
お
う
と
、
無
理
や
り
頼
み
込

ん
だ
よ
う
す
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
小
松
屋
百
亀
に
と
っ
て
は
、
こ
の
と
き
の
重

政
な
ど
は
若
手
絵
師
の
ひ
と
り
に
過
ぎ
な
い
が
、「
本
来
、
色
事
が
あ
っ
て
歌

が
で
き
、
歌
が
詠
ま
れ
て
絵
が
で
き
る
。
作
者
の
意
図
に
反
し
て
、
む
や
み
に

歌
を
付
け
た
り
、
勝
手
な
解
釈
は
す
る
な
」
と
釘
を
さ
し
な
が
ら
も
、
そ
の
役

割
を
引
き
受
け
る
。
こ
う
し
た
序
文
か
ら
、
当
時
の
春
画
界
を
代
表
す
る
ふ
た

り
の
画
人
の
、
度
量
の
広
さ
や
、
熱
い
息
づ
か
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
し
て

注
目
す
べ
き
は
、「
翁
の
貝
歌
仙
に
な
ら
べ
て
見
ば　

又
一
興
の
か
い
も
な
き

に
は
あ
ら
じ
」
の
一
文
で
あ
る
。
こ
の
序
文
の
冒
頭
で
、
祐
信
の
絵
本
を
春
画

仕
立
て
に
変
え
た
の
は
重
政
の
作
意
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
小
松
屋
百
亀

は
、
祐
信
の
『
絵
本
貝
歌
仙
』
と
重
政
の
『
笑
本
開
謌
僊
』
を
並
べ
見
て
、
若

き
絵
師
が
仕
掛
け
た
模
倣
の
手
の
内―

作
意―

を
、
一
興
と
し
て
楽
し
ん

で
い
る
。
こ
ん
に
ち
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
若
手
絵
師
が
自
ら
信
望
す
る
絵
師

の
名
画
を
勝
手
に
春
画
調
に
仕
立
て
直
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
そ
の
絵
師
を
怒
鳴

り
つ
け
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、江
戸
時
代
の
人
び
と
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
そ
う
し
た
〈
表
の
作
品
〉
と
〈
裏
の
作
品
〉
を
並
べ
て
、
そ
の
表
現
の

変
奏
を
見
比
べ
る
こ
と
に
興
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
浮
世
絵
春
画
に
は
、
こ
う
し
た
変
奏
の
興
を
見
出
す
楽
し
み
方
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
表
現
を
演
出
す
る
た
め
に
、
模
倣
の

「
趣
向
」
化
が
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
仕
掛
け
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
の
ほ
か
、
浮
世
絵
春
画
に
借
用
表
現
が
用
い
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
出
版

元
が
絵
師
に
当
世
流
行
の
図
柄
や
模
様
を
描
く
こ
と
を
求
め
る
場
合
が
考
え
ら
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れ
る
。
と
く
に
江
戸
時
代
は
、
営
利
目
的
の
本
屋
が
、
売
れ
筋
の
本
を
察
知
し

て
、
そ
れ
に
倣
っ
た
本
を
絵
師
や
作
者
に
依
頼
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
浮
世
絵
春
画
も
そ
う
し
た
出
版
ビ
ジ
ネ
ス
を
前
提
と
し
た
版
元
の
意
向
の

な
か
で
描
か
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
本
屋
と
絵
師
の
趣
向
を
め
ぐ
る
や
り
取
り

に
つ
い
て
は
、
勝
川
春
章
の
春
本
『
会
本
腎
強
喜
』（
寛
政
元
年　

一
七
八
九
）

の
序
文
（
春
章
筆
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

腎じ
ん
か
う
き

強
喜
序

夫
見け
ん
い
ち逸
無む
と
う躰
早さ
つ
き
う急
の
一い

ち番
と
は
。
九く

ゝ
の
陽や
う
す
う数
一い
つ

に
帰か
へ

る
の
謂い
ゝ

な
り
。

さ
れ
バ
女に
い
ち
て
ん
さ
く

悦
天
作
の
怡こ

は
。
よ
ろ
こ
び
た
の
し
む
の
文も

し字
に
て
。

四よ

つ

め

や

ツ
目
屋
が
秘ひ
ほ
う方

。
割わ
り
あ
は合

せ
の
尊た
つ
とき

を
天て
ん
さ
く作

と
ハ
云い
ふ

な
る
べ
し
。
一あ
る
ひ日

例れ
い

の
。
好こ
う
づ開

の
書ほ
ん
や林

来き
た

り
て
。
開か
い
へ
い閉

加か

い

り

う

意
利
得
の
図づ

を
。
一い
つ
ほ
ん本

か
き
く
れ
よ

と
せ
が
む
。
も
と
よ
り
予よ

が
発は
つ
さ
ん産
な
れ
ば
。
い
な
ま
ず
。
胸む
な
ざ
ん
よ
ふ

算
用
し
て
。

廿
七
ヶ
の
法ほ
う

を
摸も

し
て
与あ
と

ふ
。
そ
れ
を
梓あ
づ
さに
彫ほ
り

て
。
会ゑ
ほ
ん本
腎じ
ん
か
う
き

強
喜
と
号な
つ
けて
。

か
は
つ
る
ミ
手て
か
せ
ぎ挊
の
小こ
あ
き
ん
ど

商
人
等ら

か
一い
ち
じ
よ助
と
も
な
ら
む
も
の
か
ら
。
禿ど
つ
ひ
つ筆
を

お
や
し
て
。
其そ

の
は
し端

に
か
い
つ
け
ぬ

ま
ず
「
腎
強
喜
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
当
時
の
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
算

術
書
『
塵
劫
記
』（
寛
永
四
年　

一
六
二
七
）
を
も
じ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

文
中
の
「
見
逸
無
躰
早
急
の
一
番
」
や
「
女
悦
天
作
の
怡
」
と
は
、
算
盤
の
計

算
法
の
「
見
一　

無
頭
作
九
一
」
や
「
二
一　

天
作
ノ
五
」
を
言
い
換
え
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
あ
る
日
、
本
屋
が
春
章
の
と
こ
ろ

に
や
っ
て
来
て
、「
開
閉
加
意
利
得
の
図
」
を
描
い
て
ほ
し
い
と
頼
み
込
ん
で

き
た
と
あ
る
。「
開
閉
加
意
利
得
の
図
」
と
は
、平
方
根
を
求
め
る
「
開
平
法
」

と
立
方
根
を
求
め
る
「
開
立
法
」
の
計
算
法
を
春
画
調
に
仕
立
て
直
し
た
図
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
よ
う
す
る
に
本
屋
は
、
算
術
の
計
算
法
を
趣
向
に
し
た
春

画
を
描
い
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
て
き
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
春
章
は
、
そ
も
そ

も
こ
の
案
は
自
分
が
考
え
つ
い
た
も
の
だ
か
ら
無
理
に
断
る
こ
と
も
で
き
ず
、

二
十
七
の
計
算
法
に
倣
っ
て
春
画
を
描
き
、
本
屋
に
与
え
た
と
し
て
い
る
。
文

中
の
「
割わ
り
あ
は合
せ
の
尊た
つ
と
き
を
天て
ん
さ
く作
と
ハ
云い
ふ

な
る
べ
し
」
と
は
、〈
表
の
算
術
書
〉

と
〈
裏
の
春
画
本
〉
を
引
き
合
わ
せ
た
作
品
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
う
し
た

表
裏
の
表
現
を
描
い
た
も
の
を
優
品
と
し
て
い
る
。

ま
た
こ
う
し
た
記
述
か
ら
、
新
し
い
発
案
を
察
知
し
た
本
屋
が
、
営
利
目
的

の
た
め
に
す
ぐ
さ
ま
絵
師
に
依
頼
す
る
よ
う
す
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
当
時
の
春

画
・
艶
本
が
ど
の
く
ら
い
の
値
段
で
売
れ
て
い
た
か
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
が
、

江
戸
後
期
に
な
る
と
、
こ
う
し
た
本
は
唐
本
の
二
倍
か
ら
三
倍
の
利
益
を
上
げ

た
よ
う
で
あ
る）

11
（

。
な
ら
ば
当
然
、
営
利
目
的
の
本
屋
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
版
規

制
が
か
か
ろ
う
と
も
、
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
す
春
本
の
出
版
を
取
り
や
め
る

は
ず
が
な
い
。
む
し
ろ
本
屋
の
ほ
う
が
、
世
に
流
布
す
る
本
を
察
知
し
て
、
そ

れ
に
倣
っ
た
春
本
を
絵
師
や
作
者
に
依
頼
す
る
よ
う
に
努
め
た
に
ち
が
い
な

い
。
現
に
勝
川
春
章
は
、
他
の
い
く
つ
か
の
春
画
の
序
文
で
、
本
屋
が
絵
師
に

新
た
な
執
筆
を
せ
が
む
よ
う
す
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
渓
斎
英
泉
も
本
屋
の
強
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い
要
望
で
か
つ
て
自
ら
描
い
た
春
画
を
そ
の
ま
ま
再
版
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
状
況
を
嘆
い
て
い
る）
12
（

。

こ
う
し
た
記
述
か
ら
、
当
時
は
出
版
元
が
春
画
制
作
に
か
な
り
関
与
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
本
屋
が
売
れ
筋
の
本
を
つ
く
る
た
め

に
、
絵
師
に
当
世
流
行
の
諸
本
を
模
し
た
春
画
を
依
頼
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
に

ち
が
い
な
い
。

以
上
ま
と
め
る
と
、〈
粉
本
主
義
の
伝
統
〉、〈
模
倣
の
「
趣
向
」
化
〉、〈
出

版
元
の
依
頼
〉
の
三
点
が
、
浮
世
絵
春
画
に
借
用
表
現
が
用
い
ら
れ
た
理
由
と

考
え
ら
れ
る
。
ほ
か
に
も
理
由
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
三
点
が
時
世

の
流
行
の
な
か
で
複
雑
に
絡
み
合
い
な
が
ら
浮
世
絵
春
画
に
借
用
表
現
を
描
か

せ
た
と
い
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、先
述
の
く
り
返
し
に
な
る
が
、ひ
と
口
に
「
模
倣
」
や
「
借
用
」

と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
先
行
作
品
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
写
し
取
る
こ
と
で
は

な
い
。
北
斎
が
春
画
『
絵
本
つ
ひ
の
雛
形
』
の
序
文
で
、

其
投
節
の
古

い
に
し
へに

、
彼か
の

菱ひ
し
が
は川

が
十
二
番づ
が
ひを

写
し
て
よ
り
、
な
が
れ
は
絶
ず

し
て
し
か
も
原も
と

の
画
風
に
あ
ら
ず）
13
（

、

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
浮
世
絵
春
画
は
先
達
の
作
品
に
倣
う
こ
と
で
、
そ

の
流
れ
を
受
け
継
い
で
き
た
。
し
か
も
そ
の
流
れ
と
は
、
先
達
の
図
柄
を
そ
の

ま
ま
模
写
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
自
ら
の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
る
こ
と
で
、

つ
ね
に
新
た
な
表
現
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

中
国
春
宮
画
と
浮
世
絵
春
画

と
こ
ろ
で
、
浮
世
絵
春
画
の
借
用
表
現
を
考
え
る
場
合
、
中
国
の
性
愛
画
で

あ
る
春
宮
画
と
の
影
響
関
係
は
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
関

し
て
は
、
す
で
に
先
行
研
究
で
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
と
く
に
菱
川
師
宣
を
は
じ

め
と
し
た
初
期
春
画
（
摺
物
）
の
成
立
に
、
中
国
明
代
の
春
宮
画
（
版
本
）
が

深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）
14
（

。

実
際
、
浮
世
絵
春
画
の
な
か
に
は
、
中
国
春
宮
画
の
図
柄
や
画
題
を
模
倣
し

た
表
現
が
い
く
つ
も
描
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
中
国
明
代
の
代
表
的
な
美

人
画
家
仇
英
が
描
い
た
画
題
が
日
本
の
春
画
に
も
い
く
つ
か
描
か
れ
て
い
る
。

仇
英
は
日
本
の
絵
師
の
あ
い
だ
で
も
非
常
に
評
判
が
高
く
、
浮
世
絵
の
世
界
で

は
鈴
木
春
信
や
司
馬
江
漢
な
ど
が
そ
の
様
式
や
彩
色
を
取
り
入
れ
て
い
る）
15
（

。
ま

た
こ
の
画
家
は
、
春
宮
画
絵
師
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、
明
代
に
多
く
の
性
愛

画
を
描
い
た）

16
（

。
そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
に
春
宮
画『
本
の
虫
に
な
っ
て
は
な
ら
ぬ
』

（
明
代
）〔
図
６
〕
と
い
う
作
品
が
あ
り
、
そ
こ
で
仇
英
は
〈
女
性
が
本
を
読
む

男
性
を
目
隠
し
す
る
場
面
〉
を
描
い
て
い
る
。
一
方
、
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
表

現
が
吉
田
半
兵
衛
の
春
本
『
う
る
ほ
ひ
草
』（
延
宝
八
年　

一
六
八
〇
）
の
「
琴

は
合
点
い
づ
れ
の
を（
音
）と
よ
り
ひ
め
は
じ
め
」〔
図
７
〕
に
見
ら
れ
、
こ
の
画
で

は〈
裸
体
の
男
性
が
琴
を
弾
く
女
性
を
目
隠
し
す
る
場
面
〉が
描
か
れ
て
い
る
。

双
方
の
画
題
を
比
較
し
て
、
お
そ
ら
く
吉
田
半
兵
衛
画
（『
う
る
ほ
ひ
草
』）
は
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仇
英
画
（『
本
の
虫
に
な
っ
て
は
な
ら
ぬ
』）
に
倣
っ
て
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
、
画

中
の
「
い
づ
れ
の
を
と
よ
り
ひ
め
は
じ
め
」
の
歌
か
ら
、
琴
に
夢
中
に
な
る
女

性
に
「
琴
の
虫
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
目
隠
し
す
る
性
愛
画
は
、
ふ
た
た
び
西
川
祐
信

の
春
本
『
風
流
色
貝
合
』（
宝
永
八
年　

一
七
一
一
）〔
図
８
〕
に
描
か
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
図
柄
の
類
似
性
を
追
っ
て
い
く
な
ら
ば
、
男
女
が
目
隠
し
を
す

る
性
愛
画
は
時
代
や
大
陸
を
越
え
て
ひ
ろ
く
伝
播
し
て
い
っ
た
よ
う
す
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
こ
う
し
た
例
は
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
中
国
春

宮
画
に
は
「
馬
上
の
性
交
図
」
が
頻
繁
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
同
じ

画
題
の
春
画
が
作
者
不
詳
の
春
本
『
枕
屏
風
』（
寛
文
九
年　

一
六
六
九
）、
菱

川
師
宣
の
春
本
『
恋
の
む
つ
ご
と
四
十
八
手
』（
延
宝
七
年　

一
六
七
九
）、
鈴

木
春
信
の
春
画
『
風
流
艶
色
真
似
ゑ
も
ん
』
に
描
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
中
国
春
宮
画
の
図
柄
や
画
題
が
浮
世
絵
春
画
へ
流
入
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
要
因
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
時
代
背
景
に
注
目
し
て
み
れ
ば
、
中
国
史
上
、
春
宮
画
が
最
も
発
展
し

た
の
は
明
代
末
期
（
十
七
世
紀
初
め
）
で
あ
る
。
同
時
期
の
日
本
で
は
、
ま
だ

春
画
（
版
本
）
制
作
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
て
お
ら
ず
、
巷
間
の
浮
世
絵
師

が
春
画
を
つ
く
り
始
め
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
、
中
国
の

春
宮
画
の
最
盛
期
が
、
日
本
の
春
画
版
本
の
黎
明
期
と
重
な
る
。

図7　 吉田半兵衛　春本『うるほひ草』（リチャード・レイ
ン編集『元禄のエロス』画文堂より転載）

図6　 仇英　春宮画『本の虫になってはならぬ』（劉達
臨　鈴木博訳『中国性愛博物館』原書房より転載）

図8　西川祐信　春本『風流色貝合』
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ま
た
こ
の
頃
の
日
本
は
、
中
国
と
の
交
易
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
。
と
く
に

明
末
の
政
治
情
勢
に
よ
り
清
朝
に
抵
抗
し
て
い
た
鄭
成
功
の
一
族
が
、
台
湾
を

拠
点
に
日
本
と
の
交
易
を
利
用
し
て
清
朝
に
対
抗
す
る
資
金
づ
く
り
を
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
正
保
期
か
ら
延
宝
期
（
一
六
四
四―

一
六
八
〇
）
に
か
け
て

の
約
三
十
年
間
は
、
鄭
一
族
が
派
遣
す
る
交
易
船
が
長
崎
を
中
心
に
数
多
く
入

港
し
た
。
そ
の
後
、
清
朝
が
鄭
一
族
の
商
船
を
取
り
締
ま
る
法
令
を
出
し
た
た

め
に
、
一
時
、
日
本
へ
の
唐
船
の
来
航
が
減
少
し
た
が
、
清
朝
が
鄭
一
族
を
滅

ぼ
し
た
康
熙
二
十
二
年
（
天
和
三
年
）
以
降
、
ふ
た
た
び
唐
船
の
来
航
が
飛
躍

的
に
増
え
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
元
禄
期
に
は
一
年
間
に
約
一
万
人
の
中
国
人

が
日
本
へ
来
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
唐
船
の
積
荷
の
な
か
に
大
量
の

書
籍
が
積
ま
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
正
徳
元
年
の
南
京
船
に
は
、
生
糸
や
織
物

な
ど
共
に
一
千
一
百
冊
以
上
の
書
物
が
積
ま
れ
て
い
た）
17
（

。
書
籍
を
積
ん
だ
唐
船

は
、
お
も
に
南
京
船
と
寧
波
船
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
当
然
、
そ
う
し
た
交
易

品
の
な
か
に
春
宮
画
版
本
が
紛
れ
込
ん
で
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

な
お
、
こ
う
し
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
唐
本
の
多
く
は
、
江
戸
や
上
方
の

本
屋
を
通
じ
て
和
文
に
翻
訳
さ
れ
、
出
版
さ
れ
た
。
た
だ
そ
の
際
に
、『
列
女

傳
』
や
『
女
四
書
』
な
ど
の
中
国
教
訓
書
な
ど
は
、
漢
文
を
和
文
に
改
め
る
も

の
の
、
挿
絵
は
中
国
版
本
の
画
図
を
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
出
版
し
て
い
る）

18
（

。
こ

う
し
た
例
は
中
国
春
宮
画
と
日
本
の
春
画
の
あ
い
だ
で
も
見
ら
れ
、
た
と
え

ば
、
春
宮
画
版
本
『
風
流
絶
暢
図
』（
一
六
〇
六
年
頃
）
が
、
天
明
期
（
一
六
八

一―

八
四
）
に
菱
川
師
宣
に
よ
っ
て
和
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
漢
文
を

和
文
に
改
め
て
い
る
も
の
の
、
挿
絵
の
性
愛
画
に
関
し
て
は
中
国
版
本
の
画
図

を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
師
宣
は
、
当
時
の
唐
本
を
和
刻
す
る
慣

習
に
し
た
が
っ
て
他
の
中
国
教
訓
書
と
同
じ
方
法
で
文
面
の
翻
刻
だ
け
行
い
、

挿
絵
に
関
し
て
は
そ
の
ま
ま
転
写
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
中
国
大
陸
と
の
交
易
に
よ
り
明
代
の
唐
本
画

譜
が
多
く
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
手
本
に
し
て
絵
画
制
作
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
渓
斎
英
泉
が
『
無
名
翁
随
筆
』（
天
保
四

年 

一
八
三
三
）
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

画
法
は
和
漢
諸
書
に
委
し
く
出
た
れ
ば
、
会
得
す
べ
し
、
佩
文
斎
画

譜
、
芥
子
図
画
伝
は
、
其
論
た
り
し
と
い
へ
ど
も
、
見
て
益
多
く
、
古
き

来
舶
の
本
は
、
人
物
の
部
一
帙
な
く
、
新
渡
の
華
本
は
全
部
す
、
又
、
翻

刻
の
本
も
あ
り
、
倭
画
を
学
ぶ
に
も
、
漢
画
の
規
則
は
す
つ
べ
か
ら
ず）
19
（

こ
の
文
面
に
従
う
な
ら
ば
、
江
戸
時
代
で
は
、
日
本
画
を
学
ぶ
に
も
中
国
画

の
法
則
を
し
っ
か
り
と
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
際
に
舶
来
の
唐
本
画

譜
が
積
極
的
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
当
然
、
春
画
を
制
作
す
る
際
に
、
中

国
渡
来
の
春
宮
画
が
手
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

そ
の
例
の
ひ
と
つ
に
、
西
川
祐
信
の
春
画
『
艶
色
玉
簾
』（
享
保
四
年　

一
七
一

九
）
の
「
蛍
狩
り
」
の
図
柄
が
上
げ
ら
れ
る
〔
図
９
〕。
こ
の
画
に
は
〈
柳
の
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木
に
も
た
れ
な
が
ら
性
交
す
る
男
女
〉
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
よ

う
な
図
柄
が
中
国
春
宮
画
『
花
営
錦
陣
』「
風
中
柳
」（
明
代
末
期　

十
七
世
紀

初
め
）
に
描
か
れ
て
い
る
〔
図
10
〕。
双
方
の
図
柄
を
比
較
し
て
み
る
と
、
共

に
柳
の
木
が
描
か
れ
て
お
り
、
足
を
抱
え
な
が
ら
の
性
交
体
位
も
非
常
に
よ
く

似
て
い
る
。
一
方
、
双
方
の
違
い
と
い
え
ば
、
西
川
祐
信
の
図
柄
で
は
男
女
の

顔
が
互
い
に
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
花
営
錦
陣
』
の
図
柄

で
は
男
女
の
顔
が
互
い
に
向
き
合
っ
て
い
る
。
後
年
、
西
川
祐
信
は
『
絵
本
倭

比
事
』（
寛
保
二
年　

一
七
四
二
）
の
「
画
法
彩
色
法
」
の
な
か
で
、
唐
絵
の
み

を
手
本
と
し
大
和
絵
を
軽
ん
じ
る
画
壇
の
風
潮
を
批
判
し
て
い
る
が
、
そ
の
な

か
で
粉
本
主
義
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
若
き
日
の
祐
信
は
狩
野
永
納
の
と

こ
ろ
で
絵
を
習
っ
て
お
り
、
そ
の
と
き
に
狩
野
派
の
流
儀
で
あ
る
粉
本
主
義
に

も
と
づ
い
て
唐
本
画
譜
な
ど
か
ら
画
法
を
学
ん
だ
に
ち
が
い
な
い
。
な
ら
ば
当

然
、
春
画
を
描
く
に
あ
た
っ
て
も
、
中
国
春
宮
画
の
図
柄
を
く
り
返
し
模
写
す

る
こ
と
で
、
そ
の
筆
法
を
確
立
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
見
方
を
変
え

る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
絵
筆
の
鍛
錬
を
通
じ
て
、
浮
世
絵
春
画
の
な
か
に
中
国

春
宮
画
の
図
柄
が
描
か
れ
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
も
う
ひ
と
つ
別
の
角
度
か
ら
、
舶
来
の
唐
本
と
浮
世
絵
春
画
を

つ
な
ぐ
理
由
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
れ
は
「
漢
文
戯
作
」
の
流
行
で
あ
る
。「
漢

文
戯
作
」
と
は
、
既
存
の
漢
籍
や
漢
詩
を
滑
稽
表
現
に
翻
案
し
た
文
芸
作
品
で

あ
り
、
そ
の
舞
台
を
〈
仙
界
の
詩
情
世
界
〉
か
ら
〈
遊
里
な
ど
の
現
実
世
界
〉

へ
移
し
た
も
の
が
多
い
。
た
と
え
ば
、中
国
の
好
色
小
説
『
遊
仙
窟
』
を
も
じ
っ

図9　西川祐信　春本『艶色玉簾』 図10　春宮画『花営錦陣』「風中柳」
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た
『
瓢
金
窟
』（
延
亭
四
年　

一
七
四
七
）
や
、
中
国
の
本
草
書
『
本
草
備
用
』

を
も
じ
っ
た
『
本
草
妓
要
』（
宝
暦
四
年　

一
七
五
四
）
や
、中
国
の
漢
詩
集
『
唐

詩
選
』
を
も
じ
っ
た
『
唐
詩
笑
』（
宝
暦
三
年　

一
七
五
三
）
な
ど
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
作
品
は
、
江
戸
中
期
頃
か
ら
お
も
に
上
方
で
出
版
さ
れ
、
知
識
人
の
教

養
や
矜
持
が
諧
謔
精
神
と
結
び
つ
い
た
と
こ
ろ
で
成
立
し
た
。
上
方
に
お
け
る

漢
文
戯
作
の
発
展
は
、
中
国
文
学
の
日
本
へ
の
流
入
の
一
種
独
特
の
変
奏
現
象

と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
り）
20
（

、
も
ち
ろ
ん
浮
世
絵
春
画
に
も
同
様
の
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
舶
来
の
唐
本
を
下
敷
き
に
し
た
春
画
と
し
て
は
、
中
国

の
漢
詩
集
『
唐
詩
選
』
を
も
じ
っ
た
小
松
屋
百
亀
『
房
事
選
』（
宝
暦
十
二
年　

一
七
六
二
）、
中
国
の
漢
文
『
赤
壁
賦
』
を
も
じ
っ
た
北
尾
雪
坑
斎
『
赤

賦
』

（
明
和
八
年　

一
七
七
一
）、
中
国
の
怪
談
集
『
剪
燈
新
話
』
を
も
じ
っ
た
歌
川

国
貞
『
泉
湯
新
話
』（
文
政
十
年　

一
八
二
七
）
な
ど
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
小
松
屋
百
亀
の
春
本
『
房
事
選
』
で
は
、
序
文
は
『
唐
詩
選
』

の
漢
文
体
の
序
文
型
式
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
に
続
く
目
次

で
も
、
唐
本
の
目
次
型
式
に
倣
い
、
全
七
巻
で
総
勢
一
二
八
人
の
総
数
四
六
五

の
詩
数
（
数
字
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
漢
詩
文
集
の
体
裁

を
借
り
た
遊
び
に
過
ぎ
ず
、
実
際
は
漢
詩
文
と
は
無
縁
の
一
冊
の
春
本
に
過
ぎ

な
い
。

こ
う
し
た
唐
本
を
下
敷
き
に
し
た
春
画
は
い
く
つ
か
存
在
し
、
な
か
に
は
タ

イ
ト
ル
だ
け
を
も
じ
っ
た
春
画
も
あ
る
が
、
そ
の
表
現
ス
タ
イ
ル
は
、
中
国
文

化
の
受
容
を
前
提
と
し
、
読
み
手
の
教
養
や
矜
持
が
「
笑
ひ
」
と
結
び
つ
い
た

と
こ
ろ
に
成
立
す
る
戯
作
の
方
法
に
近
い
。
こ
う
し
た
春
画
が
つ
く
ら
れ
た
背

景
に
は
、
上
方
を
中
心
と
し
た
「
漢
文
戯
作
」
の
出
版
流
行
が
深
く
関
わ
っ
て

い
た
に
ち
が
い
な
い）

21
（

。

な
お
、
舶
来
の
唐
本
と
浮
世
絵
春
画
の
関
係
性
を
考
え
る
場
合
、
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
が
、
中
国
明
代
の
小
説
『
金
瓶
梅
』
の
挿
絵
と
春
画
と
の
類
似
性

で
あ
る
。
と
く
に
浮
世
絵
春
画
の
な
か
に
は
『
金
瓶
梅
』
の
挿
絵
を
そ
っ
く
り

そ
の
ま
ま
写
し
取
っ
た
図
柄
も
見
ら
れ
、
双
方
の
繋
が
り
は
思
い
の
ほ
か
深
い

と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
、『
金
瓶
梅
』
が
つ
く
ら
れ
た
の
は
、
十
六
世
紀
末
の
明
代
、
萬
暦
年

間
（
一
五
七
三―

一
六
二
〇
）
の
中
頃
と
さ
れ
て
い
る
。
当
初
、
こ
の
長
編
小

説
は
二
十
年
間
ほ
ど
写
本
の
か
た
ち
で
伝
わ
っ
て
い
た
が
、
萬
暦
四
十
五
年

（
一
六
一
七
）
に
版
本
型
式
の
『
新
刻
金
瓶
梅
詞
話
』
が
刊
行
さ
れ
、
本
格
的

に
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
の
『
新
刻
金
瓶
梅
詞
話
』
は
テ
キ

ス
ト
の
み
で
挿
絵
が
な
く
、『
金
瓶
梅
』
に
挿
絵
が
加
わ
る
の
は
、
さ
ら
に
後

年
の
崇
禎
年
間（
一
六
二
八―

一
六
四
三
）に
刊
行
さ
れ
た『
新
刻
繍
像
金
瓶
梅
』

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
崇
禎
本『
金
瓶
梅
』は
、
本
来
無
図
で
あ
っ
た
萬
暦
本『
金

瓶
梅
詞
話
』
の
テ
キ
ス
ト
に
挿
絵
を
加
え
た
も
の
で
、
五
人
の
刻
工
に
よ
り
総

数
二
百
画
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
五
名
の
刻
工

は
す
べ
て
「
徽
派
」
に
属
す
る
人
び
と
で
あ
り
、
明
末
に
活
躍
し
た
名
工
と
さ

れ
て
い
る）

22
（

。
ま
た
同
研
究
に
よ
れ
ば
『
新
刻
繍
像
金
瓶
梅
』
は
、
蘇
州
を
中
心

と
し
た
明
末
の
都
市
文
化
の
な
か
で
作
ら
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
お
り）
23
（

、
さ
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き
ほ
ど
の
唐
船
の
日
本
へ
の
交
易
ル
ー
ト
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
蘇
州

で
つ
く
ら
れ
た
版
本
が
南
京
や
寧
波
の
港
で
船
に
積
ま
れ
、
そ
の
ま
ま
日
本
へ

渡
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。

そ
れ
で
は
実
際
、
浮
世
絵
春
画
の
な
か
で
『
新
刻
繍
像
金
瓶
梅
』
の
挿
絵
に

倣
っ
た
と
思
わ
れ
る
図
柄
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
は
じ
め
に
、『
新
刻
繍
像
金
瓶
梅
』
の
第
七
十
四
回
の
挿
絵
に
、
ヒ
ロ

イ
ン
の
潘
金
蓮
が
そ
の
体
を
白
い
蛇
の
よ
う
に
く
ね
ら
せ
て
、
相
手
役
の
西
門

慶
の
急
所
を
押
さ
え
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
〔
図
11
〕。
一
方
、
西
川
祐
信

の
春
本
『
優
競
花
の
姿
絵
』（
享
保
十
八
年　

一
七
三
三
）
の
な
か
に
も
、
こ
の

挿
絵
と
同
じ
体
位
が
描
か
れ
て
お
り
、
祐
信
画
で
は
女
性
が
体
を
く
ね
ら
せ
て

男
性
の
性
器
に
口
を
添
え
て
い
る
〔
図
12
〕。
双
方
の
体
位
描
写
は
非
常
に
よ

く
似
て
お
り
、
そ
の
類
似
性
か
ら
西
川
祐
信
が
こ
の
春
画
を
描
く
に
あ
た
っ
て

『
新
刻
繍
像
金
瓶
梅
』
の
挿
絵
を
参
考
に
し
た
こ
と
が
示
唆
で
き
る
。

ま
た
『
新
刻
繍
像
金
瓶
梅
』
の
第
六
十
一
回
の
挿
絵
に
は
、
西
門
慶
が
女
性

の
性
器
に
香
を
焚
く
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
が
〔
図
13
〕、
こ
れ
と
同
じ
図
柄

が
、
歌
川
豊
國
の
春
本
『
逢
夜
鳫
之
声
』（
文
政
五
年　

一
八
二
二
）
の
な
か
に

描
か
れ
て
い
る
〔
図
14
〕。
豊
國
画
で
は
、女
性
器
に
香
を
焚
く
の
で
は
な
く
、

女
性
器
に
刺
青
を
ほ
ど
こ
す
場
面
を
描
い
て
い
る
が
、そ
の
図
柄
は
崇
禎
本『
金

瓶
梅
』
の
挿
絵
と
酷
似
し
て
い
る
。

一
方
、
浮
世
絵
春
画
に
は
、
図
柄
の
様
式
面
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
画
題
の

点
に
お
い
て
も『
新
刻
繍
像
金
瓶
梅
』の
挿
絵
に
倣
っ
た
画
が
描
か
れ
て
い
る
。

図11　『新刻繍像金瓶梅』［第七十四回］

図12　西川祐信　春本『優競花の姿絵』

図13　『新刻繍像金瓶梅』［第六十一回］

図14　歌川豊國　春本『逢夜鳫之声』
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た
と
え
ば
、『
新
刻
繍
像
金
瓶
梅
』
の
第
五
十
一
回
の
挿
絵
に
は
、
白
獅
子
と

い
う
飼
猫
が
牙
を
立
て
て
金
蓮
と
西
門
慶
の
性
交
を
邪
魔
す
る
場
面
が
描
か
れ

て
い
る
〔
図
15
〕。
こ
う
し
た
動
物
が
男
女
の
性
交
を
邪
魔
す
る
場
面
は
浮
世

絵
春
画
に
も
い
く
つ
も
描
か
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
北
尾
重
政
の
春
本
『
笑
本

春
の
曙
』（
安
永
元
年　

一
七
七
二
）
に
は
、
性
交
中
の
男
が
犬
を
石
で
追
い
払

う
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
〔
図
16
〕。

そ
の
ほ
か
、『
新
刻
繍
像
金
瓶
梅
』
の
第
八
十
二
回
の
挿
絵
に
は
〔
図
17
〕、

ふ
た
り
の
女
性
と
ひ
と
り
の
男
性
が
開
放
的
な
ベ
ラ
ン
ダ
で
性
戯
に
ふ
け
る
場

面
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
パ
タ
ー
ン
の
性
交
図
が
古
山
師
重
『
欠

題
組
物
』（
貞
享
三
年　

一
六
八
六
）
の
な
か
に
描
か
れ
て
い
る
〔
図
18
〕。

こ
の
ほ
か
い
く
つ
か
細
か
な
点
で
『
新
刻
繍
像
金
瓶
梅
』
の
挿
絵
と
浮
世
絵

春
画
を
つ
な
ぐ
類
似
表
現
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
双
方
の
繋
が
り
を
踏
ま

え
る
な
ら
ば
、
浮
世
絵
春
画
が
部
分
的
で
は
あ
れ
、
そ
の
制
作
に
あ
た
っ
て
明

代
の
『
金
瓶
梅
』
の
挿
絵
を
参
考
に
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

な
お
、『
新
刻
繍
像
金
瓶
梅
』
の
挿
絵
は
、
浮
世
絵
春
画
だ
け
で
な
く
、
同

時
代
の
春
宮
画
版
本
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
春
宮
画
『
花
営

錦
陣
』
の
全
二
十
四
画
図
の
う
ち
、い
く
つ
か
の
図
柄
が
『
新
刻
繍
像
金
瓶
梅
』

の
挿
絵
と
酷
似
し
て
い
る
。
そ
の
例
を
上
げ
れ
ば
、『
花
営
錦
陣
』の「
如
夢
令
」

の
画
図
は
〔
図
19
〕、『
新
刻
繍
像
金
瓶
梅
』
の
第
九
十
七
回
の
挿
絵
に
描
か
れ

た
男
女
の
性
交
図
〔
図
20
〕
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
金
瓶
梅
の
挿
絵
を
そ

の
ま
ま
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
ほ
か
に
も
、『
花
営
錦

図15　『新刻繍像金瓶梅』［第五十一回］ 図17　『新刻繍像金瓶梅』［第八十二回］

図16　北尾重政　春本『笑本春の曙』
図18　 古山師重　春画『欠題組物』（白倉敬彦『恋

のむつごと四十八手』平凡社より転載）
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陣
』
の
「
翰
林
風
」
の
性
交
図
〔
図
21
〕
は
『
新
刻
繍
像
金
瓶
梅
』
の
第
三
十

四
回
の
挿
絵
〔
図
22
〕
に
描
か
れ
た
図
柄
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、ま
た
『
花

営
錦
陣
』
の
「
後
庭
宴
」
の
性
交
図
も
『
新
刻
繍
像
金
瓶
梅
』
の
第
九
十
三
回

の
挿
絵
に
描
か
れ
た
図
柄
に
似
て
い
る
。

な
お
、
春
宮
画
『
花
営
錦
陣
』
に
関
し
て
は
、
作
者
や
刊
年
に
つ
い
て
不
明

な
点
が
多
く
、
こ
の
春
宮
画
が
い
つ
作
ら
れ
た
の
か
、
ほ
と
ん
ど
何
も
わ
か
っ

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、『
花
営
錦
陣
』
の
画
図
が
『
新
刻
繍
像
金
瓶
梅
』
の

挿
絵
か
ら
直
接
影
響
を
受
け
た
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
双
方
の
図
柄
の
類
似

性
か
ら
少
な
く
と
も
両
者
の
あ
い
だ
に
は
何
か
し
ら
の
共
通
性
が
あ
り
、
互
い

に
同
じ
文
化
土
壌
で
成
立
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
浮
世
絵
春
画
の
な
か
に
は
、
い
く
つ
か
の
点
で
中
国
春
宮
画
と

同
じ
図
柄
が
描
か
れ
て
い
る
。
と
く
に
江
戸
中
期
ま
で
の
春
画
に
、
中
国
春
宮

画
と
同
じ
よ
う
な
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
春
画
が
数
多
く
描
か
れ

た
時
期
は
、
同
時
に
中
国
大
陸
と
の
交
易
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ

と
を
踏
ま
え
る
と
、
唐
船
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
中
国
春
宮
画
が
日
本
の
春

画
に
何
か
し
ら
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
双
方

の
類
似
画
を
辿
っ
て
い
け
ば
、
日
本
の
春
画
版
本
の
制
作
が
大
陸
で
の
春
宮
画

の
盛
行
に
感
化
さ
れ
る
か
た
ち
で
は
じ
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
さ
え
受
け

る
。

図19　『花営錦陣』「如夢令」

図20　『新刻繍像金瓶梅』［第九十七回］ 図21　『新刻繍像金瓶梅』［第三十四回］

図22　『花営錦陣』「翰林風」
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師
宣
か
ら
祐
信
へ

江
戸
時
代
の
文
化
を
考
え
る
場
合
、
お
も
に
「
上
方
」
と
「
江
戸
」
の
二
大

文
化
圏
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
う
え
、
江
戸
幕
府
が
開
か

れ
て
か
ら
数
十
年
間
は
、
最
新
の
学
問
や
芸
能
の
発
信
地
は
「
上
方
」
に
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
そ
の
後
多
く
の
人
び
と
が
「
江
戸
」
へ
下
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
し
だ
い
に
文
化
の
中
心
は
「
江
戸
」
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
文
化
の
東
漸
は
、
江
戸
時
代
の
文
化
的
特
色
と

し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
浮
世
絵
春
画
に
限
っ
て
い
え
ば
、
そ
う
単
純
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
浮
世
絵
春
画
の
場
合
、
新
た
な
画
題
や
様
式
の
発
信
は

「
江
戸
」
の
方
が
「
上
方
」
よ
り
も
先
ん
じ
て
い
た
感
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、「
江
戸
」
の
菱
川
師
宣
に
よ
る
春
本
『
倭
国
美
人
あ
そ
び
』（
寛

文
十
二
年　

一
六
七
二
）
の
な
か
に
、
宮
中
ら
し
き
建
物
と
御
所
車
を
描
い
た

画
図
が
描
か
れ
て
い
る
が
〔
図
23
〕、
こ
れ
と
同
じ
背
景
の
図
柄
が
「
上
方
」

の
西
川
祐
信
に
よ
る
春
本
『
夫
婦
双
乃
岡
』（
正
徳
四
年　

一
七
一
四
）
の
「
伊

勢
の
大
輔
」〔
図
24
〕
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
師
宣
か

ら
祐
信
へ
性
交
画
の
様
式
が
模
倣
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
構

図
や
背
景
が
写
し
取
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
う
し
た
例
は
他
に
も
い
く
つ
も
見
ら
れ
、
た
と
え
ば
、
菱
川
師
宣
の
春
本

『
和
合
同
塵
』（
延
宝
六
年　

一
六
七
八
）
に
は
「
夫
の
浮
気
現
場
を
発
見
す
る

女
房
」
が
描
か
れ
て
い
る
が
〔
図
25
〕、
こ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
画
題
が
西
川

祐
信
の
春
本
『
和
楽
色
納
戸
』（
享
保
二
年　

一
七
一
七
）
の
な
か
に
描
か
れ
て

図25　 菱川師宣　春本『和合同塵』（『季刊
浮世絵42号』画文堂より）

図23　菱川師宣　春本『倭国美人あそび』

図26　西川祐信　春本『和楽色納戸』

図24　西川祐信　春本『夫婦双乃岡』
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い
る
〔
図
26
〕。
双
方
の
図
柄
は
、
そ
の
配
置
は
異
な
る
も
の
の
、
と
も
に
裸

の
亭
主
が
女
房
に
謝
っ
て
お
り
、
浮
気
相
手
の
女
性
も
袖
口
で
顔
を
隠
す
仕
種

が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
図
柄
は
、
そ
の
後
、
鈴
木
春
信
に
よ
っ
て
春

画
『
風
流
艶
色
真
似
ゑ
も
ん
』
の
「
第
四
図
」
に
描
か
れ
〔
図
27
〕、
こ
ち
ら

は
祐
信
画
の
配
置
を
そ
の
ま
ま
写
し
取
っ
て
い
る
。
た
だ
、
主
題
と
い
う
観
点

か
ら
み
る
と
、
春
信
画
に
は
〈
怒
る
女
房
が
行
灯
を
持
っ
て
い
る
〉
こ
と
か

ら
、
師
宣
画
（『
和
合
同
塵
』）
の
〈
怒
る
女
房
が
蝋
燭
を
持
つ
図
柄
〉
か
ら
借

用
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

そ
の
ほ
か
、
た
と
え
ば
菱
川
師
宣
の
『
和
合
同
塵
』
に
は
「
裸
体
の
盲
人
」

が
描
か
れ
て
い
る
が
〔
図
28
〕、
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
図
柄
が
西
川
祐
信
の
春

本
『
男
色
山
路
露
』（
享
保
十
八
年　

一
七
三
三
）
に
も
描
か
れ
て
お
り
〔
図
29
〕、

さ
ら
に
同
様
の
図
柄
が
鈴
木
春
信
の
春
画
『
風
流
艶
色
真
似
ゑ
も
ん
』
の
「
第

十
図
」
に
描
か
れ
て
い
る
〔
図
30
〕。

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
類
似
画
の
系
譜
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
ま
ず
「
江
戸
」

の
菱
川
師
宣
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
図
柄
が
、「
上
方
」
の
西
川
祐
信
に
受
け
継

が
れ
、
そ
の
後
さ
ら
に
「
江
戸
」
の
鈴
木
春
信
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ

う
し
て
み
る
と
、
浮
世
絵
春
画
に
〈
文
化
の
東
漸
〉
と
い
う
見
方
を
当
て
は
め

る
の
は
難
し
く
、
む
し
ろ
浮
世
絵
春
画
の
文
化
的
移
行
は
、
自
動
車
の
ワ
イ

パ
ー
の
ご
と
く
「
上
方
」
と
「
江
戸
」
の
あ
い
だ
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い

る
。な

お
、
こ
う
し
た
師
宣
か
ら
祐
信
へ
の
図
柄
の
流
れ
は
、
す
で
に
江
戸
時
代

図28　 菱川師宣　春本『和合同塵』

図30　 鈴木春信　春画『風流艶色真似ゑもん』

図27　 鈴木春信　春画『風流艶色真似ゑもん』

図29　西川祐信　春本『男色山路露』
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の
春
画
の
序
文
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
北
尾
重
政
の
春
本
『
男
根
女
門
昼
夜
入

話　

笑
本
姫
小
松
』（
安
永
二
年　

一
七
七
三
）
の
序
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。

あ
づ
ま
に
名
高
き
ひ
し
川
の
流
れ
も
、
洛
の
に
し
川
に
一
変
し
、
近
世
政

豊
の
二
信
も
、
か
の
流
を
汲
て
世
に
鳴
れ
り
と
か
。
今
此
ぬ
し
も
艶
画
に

名
を
得
て
当
世
の
情
を
う
ご
か
し）
24
（

。

こ
こ
で
は
、「
江
戸
」
の
菱
川
師
宣
の
流
れ
も
「
上
方
」
の
西
川
祐
信
に
て

一
変
し
、
近
年
の
奥
村
政
信
や
石
川
豊
信
の
ふ
た
り
も
祐
信
の
流
れ
を
汲
ん
で

「
江
戸
」
で
人
気
を
得
て
い
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
続
け
て
、
か
く
言

う
私
（
北
尾
重
政
）
も
春
画
に
よ
っ
て
人
気
を
得
て
、
人
び
と
の
色
情
を
動
か

し
て
き
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
序
文
に
は
ふ
た
つ
の
重
要
な
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、「
上
方
」
の
西
川
祐
信
の
春
画
の
流
れ
も
、
も
と

を
た
ど
れ
ば「
江
戸
」の
菱
川
師
宣
の
流
れ
に
た
ど
り
着
く
と
い
う
点
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
そ
の
流
れ
が
「
上
方
」
の
西
川
祐
信
の
と
こ
ろ
で
一
変
し
た

と
い
う
点
で
あ
る）
25
（

。

前
者
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、「
上
方
」の
西
川
祐
信
の
春
画
の
な
か
に
も
、

「
江
戸
」
の
菱
川
師
宣
が
描
い
た
図
柄
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
あ

る
。
近
年
、
西
川
祐
信
の
絵
画
研
究
が
盛
ん
と
な
り
、
江
戸
中
期
以
降
の
浮
世

絵
師
た
ち
が
祐
信
の
図
柄
を
幾
度
と
な
く
借
用
し
た
実
態
が
報
告
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
で
は
そ
う
し
た
借
用
表
現
の
原
点
を
西
川
祐
信
に
求
め
、
こ
の
絵
師

に
特
別
な
価
値
を
付
与
す
る
主
張
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
指

摘
し
て
き
た
よ
う
に
、西
川
祐
信
の
画
図
の
な
か
に
は
〈
中
国
春
宮
画
〉
や
〈
師

宣
の
図
柄
〉
に
倣
っ
た
表
現
が
多
く
描
か
れ
て
お
り
、
図
柄
の
連
鎖
を
遡
る
う

え
で
、
そ
の
流
れ
が
祐
信
に
起
因
す
る
と
見
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
こ
の
序
文
で
重
要
な
の
は
、〈
西
川
祐
信
は
ど
の
よ
う
に
そ
の
流
れ
を

一
変
さ
せ
た
の
か
〉
と
い
う
点
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
、
浮
世
絵
春
画
に
お
け
る
師
宣
画
と
祐
信
画
の
類
似
性
に
着
目

し
、
そ
の
差
異
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
流
れ
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
の
か
を
捉
え
て
み
た
い
。

で
は
ま
ず
、
菱
川
師
宣
の
春
画
『
恋
の
む
つ
ご
と
四
十
八
手
』
の
な
か
の

「
二
女
一
男
」
と
題
し
た
画
図
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
の
作
品
に
は
さ
ま
ざ
ま

性
交
体
位
が
解
説
文
付
き
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
仰
向
け
に
寝

た
二
人
の
裸
の
女
性
と
、
そ
れ
に
挑
む
裸
の
男
性
の
図
柄
が
描
か
れ
て
い
る

〔
図
31
〕。
な
お
浮
世
絵
春
画
で
は
、
ふ
た
り
の
女
性
と
ひ
と
り
の
男
性
と
い
う

組
み
合
わ
せ
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
画
の
よ
う
に
ふ
た

り
の
女
性
が
と
も
に
両
足
を
上
げ
て
い
る
図
柄
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。
と
は

い
え
、
西
川
祐
信
の
春
本
『
和
楽
色
納
戸
』
に
は
、
構
図
は
異
な
る
も
の
の
、

ふ
た
り
の
女
性
が
同
じ
よ
う
な
ポ
ー
ズ
を
と
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
〔
図

32
〕。
双
方
の
画
趣
の
類
似
か
ら
、
お
そ
ら
く
祐
信
は
こ
の
絵
を
描
く
に
あ

た
っ
て
師
宣
の
「
二
女
一
男
」
の
図
柄
を
参
考
に
し
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
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こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
双
方
の
図
柄
の
違
い
で
あ
る
。
そ
の
大
き
な
違
い
は

―
厳
密
に
い
え
ば
構
図
や
様
式
も
異
な
る
が―

、
師
宣
画
の
男
根
に
は
何

も
付
い
て
い
な
い
が
、
祐
信
画
の
男
根
に
は
「
手
車
」
が
付
け
ら
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。「
手
車
」
と
は
、
こ
ん
に
ち
で
言
う
と
こ
ろ
の
ヨ
ー
ヨ
ー
と
同
じ
も

の
で
あ
り
、
当
時
、
中
国
か
ら
長
崎
経
由
で
渡
来
し
た
最
新
の
玩
具
で
あ
る
。

伴
蒿
蹊
の
『
近
世
畸
人
伝
』（
天
明
八
年　

一
七
八
八
）
に
よ
れ
ば
「
享
保
の
初

め
、
京
に
手て

車ぐ
る
まと

い
ふ
も
の
を
賣
る
翁
あ
り）
26
（

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
手
車
」

が
享
保
期
の
初
め
に
京
都
で
売
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
祐
信
画
の

「
手
車
」
の
図
柄
は
、
歴
史
的
に
み
て
も
日
本
に
お
け
る
ヨ
ー
ヨ
ー
の
最
も
古

い
描
写
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
祐
信
は
、
京
の
町
で
に
わ
か
に
流
行
し

つ
つ
あ
る
中
国
渡
来
の
玩
具
を
い
ち
早
く
自
ら
の
春
画
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

ま
さ
に
こ
う
し
た
世
俗
の
流
行
を
春
画
の
な
か
に
い
ち
早
く
取
り
入
れ
る
点

に
、
師
宣
画
か
ら
祐
信
画
へ
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
祐
信
以
前
の
春

画
は
、
閨
中
の
性
愛
描
写
に
終
始
す
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
場
面
も
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
武
家
社
会
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
傾
向
を
変
え
た
の
が
西
川

祐
信
で
あ
り
、
祐
信
は
春
画
の
な
か
に
世
相
の
流
行
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
性
交
画
に
庶
民
的
な
世
俗
性
を
描
き
込
ん
だ
の
で
あ
る）

27
（

。

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
、
師
宣
の
図
柄
の
流
れ
を
祐
信
が
変
化
さ
せ
た
事
例
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
先
述
し
た
菱
川
師
宣
の
春
本
『
恋
の
む
つ
ご
と
四
十
八

手
』
の
な
か
に
「
壁
立
合
」
と
題
し
た
画
図
が
あ
る
〔
図
33
〕。
こ
の
画
に
は

壁
に
寄
り
掛
か
り
な
が
ら
急
場
の
情
交
を
楽
し
ん
で
い
る
男
女
が
描
か
れ
て
い

図32　西川祐信　春本『和楽色納戸』

図31　 菱川師宣　春本『恋のむつごと四十八手』（白倉敬彦『恋のむつごと四十八手』平凡社より転載）
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る
。
ま
た
そ
の
詞
書
に
は
、
よ
う
や
く
忍
び
逢
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
情
事
を

行
う
場
所
が
な
い
の
で
、
野
外
で
壁
に
も
た
れ
て
致
し
方
な
く
楽
し
む
し
か
な

い
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
と
同
じ
画
が
古
山
師
重
の
春
本
『
好
色
旅

枕
』（
元
禄
八
年　

一
六
九
五
）
に
も
描
か
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
画
に
は
「
壁

立
軒
」
と
題
さ
れ
て
い
る
〔
図
34
〕。
こ
の
師
重
画
は
、
師
宣
画
（「
壁
立
合
」）

を
そ
の
ま
ま
模
倣
し
た
と
考
え
ら
れ
、
総
髪
の
男
性
や
目
を
閉
じ
る
女
性
、
接

吻
や
体
位
の
描
写
な
ど
も
類
似
し
て
い
る
。
な
お
、
師
重
画
（「
壁
立
軒
」）
に

も
解
説
文
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

む
か
し
男
の
い
わ
く　

此
手
は
た
が
ひ
に
心
を
か
よ
は
せ　

お
こ
な
ひ

た
き
と
お（

思
う
）

も
ふ
心
あ
れ
ど
も
人
目
し
げ
く　

し（

忍

び

逢

う

べ

き

）

の
び
あ
ふ
べ
き
た
よ
り
も

な
く　

あ
る
ひ
は
う（

裏

の

口

）

ら
の
く
ち
に
て
も　

よ
き
し（

首

尾

）

ゆ
び
に
い
で
あ（
逢
い
て
）

ひ
て

お（

行

わ

ん

）

こ
な
は
ん
と
す
れ
ど
も　

こ
と
き（

急

に

て

）

う
に
て
お（

帯

）び
を
と（
解
く
間
も
）

く
ま
も

よ（

横

に

な

る

間

も

）

こ
に
な
る
ま
も
な
き
と
き　

か（
壁
）べ
に
よ
り
か
ゝ
ら
せ　

た（
立
ち
な
が
ら
）

ち
な
が
ら
行

て（
手
）な

り

こ
の
記
述
か
ら
、
こ
の
手
が
、
日
頃
、
色
恋
を
許
さ
れ
な
い
男
女
の
お
忍
び

の
手
段
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
こ
う
し
た
形
式
的
な
記
述
は
、
あ
く
ま

で
も
画
図
に
描
か
れ
た
体
位
の
説
明
に
過
ぎ
ず
、
辞
書
の
項
目
の
よ
う
な
意
図

も
含
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
と
同
じ
手
を
西
川
祐
信
が
春
本
『
色
ひ
い
な
形
』（
宝
永

図35　西川祐信　春本『色ひいな形』「ほうばいぐるひ」

図34　古山師重　春本『好色旅枕』「壁立軒」

図33　 菱川師宣　春本『恋のむつごと四十八手』「壁立合」
（白倉敬彦『恋のむつごと四十八手』平凡社より転載）
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八
年　

一
七
一
一
）
の
な
か
に
描
い
て
い
る
。
そ
れ
は
「
ほ（

傍

輩

狂

い

）

う
ば
い
ぐ
る
ひ
」

と
題
さ
れ
た
画
の
な
か
に
描
か
れ
、
若
い
男
女
が
商
家
の
裏
門
に
あ
る
蔵
の
壁

に
寄
り
掛
か
り
な
が
ら
色
事
を
楽
し
ん
で
い
る
〔
図
35
〕。
も
ち
ろ
ん
、
祐
信

が
こ
の
画
を
描
く
に
あ
た
っ
て
師
宣
画
（「
壁
立
合
」）
や
師
重
画
（「
壁
立
軒
」）

を
参
考
に
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
祐
信
画
（「
ほ
う
ば
い
ぐ
る
ひ
」）
は
、

男
女
が
壁
に
寄
り
か
か
る
描
写
だ
け
で
な
く
、
目
を
閉
じ
た
女
性
が
足
を
上
げ

て
性
交
に
の
ぞ
む
部
分
な
ど
、
細
か
な
点
で
先
達
の
図
柄
に
倣
っ
て
描
か
れ
て

い
る
。
ま
た
こ
こ
で
祐
信
が
先
達
に
倣
っ
た
の
は
、
そ
う
し
た
様
式
面
だ
け
で

な
く
、
男
女
の
忙
し
な
い
情
交
（「
壁
立
合
」）
と
い
う
画
題
で
あ
る
。
祐
信
は

先
達
の
春
画
に
描
か
れ
て
き
た
急
場
の
情
交
と
い
う
画
題
を
「
趣
向
」
と
し
て

自
ら
の
作
品
の
な
か
に
取
り
入
れ
、
文
芸
作
品
で
い
う
〈
模
倣
の
「
趣
向
」

化
〉
を
行
っ
た
の
で
あ
る）

28
（

。

た
だ
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
師
宣
・
師
重
画
と
祐
信
画
の
違
い
で
あ
る
。

祐
信
画
に
は
、
野
外
の
蔵
の
壁
に
加
え
て
、
商
家
の
奥
座
敷
も
描
か
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、
主
人
が
「
さ
あ
は
じ
め
ふ
」
と
声
を
か
け
る
と
女
房
が
「
ど

う
な
り
と
」
と
答
え
る
、
ご
く
日
常
的
な
夫
婦
の
営
み
が
描
か
れ
て
い
る
。
一

方
、
屋
敷
の
裏
庭
で
は
、
男
の
方
が
「
き（

急
）う

な
所
で
と
る
の
が
一
（
ひ
と
し
お
）

入
り
う
ま

い
」
と
言
い
、〈
壁
立
ち
の
男
女
〉
の
急
場
の
逢
い
引
き
が
描
か
れ
て
い
る
。「
ほ

う
ば
い
ぐ
る
ひ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
か
ら
考
え
て
も
、
お
そ
ら
く
彼
ら
は
主
人

夫
婦
に
仕
え
る
手
代
と
女
中
で
あ
ろ
う
、
主
人
の
目
を
盗
ん
で
急
な
情
交
を
楽

し
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
登
場
人
物
の
関
係
性
を
踏
ま
え
て
、
も
う
一
度
、
こ

の
画
を
眺
め
て
み
る
と
、
こ
こ
で
は
〈
主
人
夫
婦
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
性
愛
〉

と
〈
若
い
奉
公
人
の
せ
わ
し
な
い
性
愛
〉
が
対
比
的
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

つ
ま
り
師
宣
・
師
重
画
と
祐
信
画
の
違
い
は
、画
中
に
〈
登
場
人
物
の
関
係
〉

や
〈
性
愛
に
至
る
ま
で
の
状
況
〉
が
描
か
れ
て
い
る
か
、
否
か
に
あ
る
。

師
宣
・
師
重
画
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
説
明
的
な
図
柄
が
多
く
、
そ
の
目
的

は
性
交
体
位
の
紹
介
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
祐
信
画
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
物

語
的
な
図
柄
が
多
く
、
そ
の
目
的
は
人
間
関
係
の
描
写
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
前
者
が
医
学
書
や
薬
学
書
の
よ
う
な
博
物
学
的
な
傾
向

に
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
絵
巻
物
や
草
子
本
よ
う
な
文
学
的
な
傾
向
に
あ

る
。
西
川
祐
信
は
、
春
画
を
単
な
る
性
交
画
に
留
め
る
の
で
は
な
く
、
ひ
と
つ

の
画
面
の
な
か
に
立
場
の
異
な
る
二
組
の
男
女
を
描
く
こ
と
で
、
そ
こ
に
現
れ

る
人
び
と
の
人
間
関
係
や
、
そ
の
関
係
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
感
情
や
機
微
ま
で

も
詳
細
に
描
き
込
ん
で
い
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
春
画
の
表
現
の
幅
が
格
段

に
広
が
り
、
よ
り
多
彩
な
趣
向
が
用
い
や
す
く
な
り
、
し
か
も
性
愛
表
現
そ
の

も
の
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
も
増
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
一
枚
の
画
の
な
か
に
詳

細
な
背
景
を
描
き
込
む
の
は
春
画
史
か
ら
い
え
ば
革
命
的
な
出
来
事
で
あ
り
、

ま
さ
に
「
一
変
」
と
い
う
言
葉
に
ふ
さ
わ
し
い
変
化
で
あ
る
。
後
世
の
浮
世
絵

師
が
西
川
祐
信
の
春
画
を
評
価
す
る
の
は
、
そ
の
筆
致
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

性
交
画
を
人
間
劇
場
へ
と
つ
く
り
替
え
た
点
に
あ
ろ
う
。
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二　

春
画
と
浮
世
草
子

西
鶴
本
の
挿
絵
と
春
画

こ
れ
ま
で
に
も
〈
草
子
本
の
挿
絵
〉
と
〈
浮
世
絵
〉
を
比
較
す
る
研
究
は
行

わ
れ
て
き
た
が
、〈
浮
世
絵
春
画
〉
と
〈
浮
世
草
子
の
挿
絵
〉
を
比
較
す
る
研

究
は
ほ
と
ん
ど
試
み
ら
れ
て
い
な
い
。
浮
世
草
子
が
盛
ん
に
作
ら
れ
て
い
る
時

代
に
、
同
時
進
行
で
多
く
の
春
画
・
艶
本
も
作
ら
れ
て
お
り
、
双
方
が
同
じ
出

版
文
化
の
う
え
で
成
立
し
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
本
章
で
は
、〈
浮
世
絵
春
画
〉
と
〈
浮
世
草
子
の
挿
絵
〉
の
類
似
性

に
着
目
し
、
浮
世
草
子
に
描
か
れ
た
図
柄
が
浮
世
絵
春
画
に
用
い
ら
れ
た
例
を

取
り
上
げ
な
が
ら
、
双
方
の
近
似
的
な
つ
な
が
り
を
考
え
て
み
た
い
。

本
来
、
春
画
・
艶
本
は
広
義
の
意
味
で
浮
世
草
子
の
「
好
色
本
」
の
範
疇
に

加
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
色
事
を
視
覚
化
し
た
作
品

は
、
明
治
以
降
の
文
学
史
研
究
の
な
か
で
し
だ
い
に
「
文
学
」
の
範
疇
か
ら
分

離
さ
れ
て
い
っ
た
。
文
学
史
研
究
は
「
好
色
本
」
を
「
愛
欲
を
主
題
と
し
た
小

説
」、「
愛
欲
を
用
い
た
滑
稽
話
」、「
性
的
興
奮
を
引
き
立
て
る
文
や
絵
」
の
三

領
域
に
区
分
け
し
、
前
者
の
ふ
た
つ
の
領
域
に
西
鶴
の
好
色
本
を
当
て
は
め
、

後
者
の
領
域
に
西
川
祐
信
な
ど
の
春
画
・
艶
本
を
当
て
は
め
る
定
義
を
行
っ

た）
29
（

。こ
う
し
た
近
代
以
降
の
学
術
領
域
の
設
定
に
よ
っ
て
、
し
だ
い
に
「
浮
世
草

子
」
と
「
春
画
・
艶
本
」
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
西
鶴
の
好

色
本
」
は
お
も
に
学
術
的
な
文
学
観
に
よ
っ
て
読
み
解
か
れ
る
の
に
対
し
て
、

「
祐
信
の
春
本
」
な
ど
は
そ
う
し
た
視
座
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
江
戸
時
代
に
お
い
て
は―

な
か
で
も
西
鶴
の
浮
世
草
子
が
つ
く

ら
れ
た
時
代
は―

、
双
方
を
明
確
に
区
別
す
る
認
識
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
元
禄
期
前
後
に
つ
く
ら
れ
た
書
籍
目
録
の
分
類
表
記
か
ら

容
易
に
類
推
で
き
る
。

た
と
え
ば
、
春
画
・
艶
本
が
書
籍
目
録
に
記
さ
れ
た
最
も
早
い
例
と
し
て
、

延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
刊
の
「
書
籍
目
録
」
か
ら
『
恋
の
み
な
か
み
』
の
タ

イ
ト
ル
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
題
名
は
「
書
籍
目
録
」
の
「
舞

本
并
草
紙
」の
項
目
に
記
さ
れ
て
お
り
、
同
タ
イ
ト
ル
の
艶
本
が
天
和
三
年（
一

六
八
三
）
に
菱
川
師
宣
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
本
が
そ

れ
と
同
一
本
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
た
だ
延
宝
三
年
と
い
え
ば
、
版

木
に
よ
る
春
画
・
艶
本
の
制
作
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
時
期
に
あ
た
り
、
浮
世

絵
春
画
の
黎
明
期
に
あ
た
る
た
め
、
書
籍
目
録
の
「
恋
の
み
な
か
み
」
が
師
宣

の
艶
本
と
は
別
の
刷
り
物
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

そ
の
後
、
春
画
・
艶
本
の
タ
イ
ト
ル
が
本
格
的
に
記
載
さ
れ
る
の
は
、
貞
享

二
年
（
一
六
八
五
）
の
「
広
益
書
籍
目
録
」
か
ら
で
あ
り
、
目
録
の
「
好
色
之

類
并
楽
事
」
の
項
目
に
は
『
う
る
ほ
ひ
草
』、『
哥
仙
枕
』、『
源
氏
い
ろ
遊
』、『
伽

羅
枕
』『
本
朝
ひ（

美

人

）

し
ん
遊
』
な
ど
の
書
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
現

在
で
も
原
本
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
春
画
・
艶
本
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ

う
し
た
タ
イ
ト
ル
の
す
ぐ
後
に
は
『
好
色
一
代
男
』
や
『
男
色
大
鑑
』
な
ど
の
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西
鶴
好
色
本
の
書
名
が
並
ん
で
い
る
。
こ
の
目
録
表
記
か
ら
、
貞
享
二
年
の
時

点
で
は
、「
春
画
・
艶
本
」
も
「
西
鶴
好
色
本
」
も
、
同
じ
「
好
色
之
類
并
楽
事
」

の
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
出
版
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

一
方
、
そ
れ
か
ら
や
や
時
代
が
下
っ
た
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
の
「
書
籍

目
録
」
で
は
、「
好
色
之
類
并
楽
事
」
の
次
に
、
新
た
に
「
楽
事
并
枕
絵
」
の

項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
貞
享
二
年
の
書
籍
目
録
に
記
載
さ
れ

た
春
画
・
艶
本
の
タ
イ
ト
ル
に
加
え
て
、
菱
川
師
宣
の
春
画
『
床
の
置
物
』
な

ど
が
新
た
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
元
禄
期
頃
に
は
「
春
画
・
艶

本
」
と
「
浮
世
草
子
」
を
区
別
す
る
動
き
も
み
ら
れ
、
こ
の
時
期
に
「
枕
絵
」

と
い
う
出
版
ジ
ャ
ン
ル
が
成
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。た
だ
こ
の
書
籍
目
録
は
、

題
目
の
分
類
表
記
に
関
し
て
あ
い
ま
い
な
点
が
多
く
、
た
と
え
ば
、
吉
田
半
兵

衛
の
春
本『
源
氏
御
色
遊
』と
思
わ
れ
る
タ
イ
ト
ル
が
西
鶴
の『
好
色
一
代
女
』

と
同
列
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
今
日
に
お
い
て
あ
き
ら
か
に
春
画
・

艶
本
と
思
わ
れ
る
出
版
物
が
浮
世
草
子
と
一
括
り
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
後
、
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
の
「
新
版
増
補
書
籍
目
録
」

に
な
る
と
、「
枕
絵
」の
項
目
が
取
り
除
か
れ
、
ふ
た
た
び「
好
色
之
類
并
楽
事
」

の
な
か
に
「
春
画
・
艶
本
」（「
哥
仙
枕
」「
伽
羅
枕
」
な
ど
）
と
「
西
鶴
好
色
本
」

（「
好
色
一
代
男
」「
好
色
一
代
女
」）が
並
ん
で
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る〔
図
36
〕。

た
だ
こ
の
目
録
に
は
、
春
画
・
艶
本
リ
ス
ト
の
最
後
に
「
此
本
楽
事
あ
ま
た
な

れ
ば
こ
と
〳
〵
く
記
に
お
よ
ば
ず
」
と
い
う
補
足
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、「
春

画
・
艶
本
の
類
」
は
「
西
鶴
好
色
本
」
に

比
べ
て
と
く
に
重
要
視
し
な
い
当
時
の
書

籍
認
識
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
て
延
宝
期
か
ら
元
禄
期
ま
で
の

「
書
籍
目
録
」
を
見
て
い
け
ば
、
現
代
ほ

ど
明
確
に
「
春
画
・
艶
本
」
と
「
西
鶴
好

色
本
」
を
区
別
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。た
だ
元
禄
期
頃
か
ら「
枕

絵
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
つ
く
り
、
若
干

の
色
分
け
は
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。
と
は
い
え
、
い
ず
れ
に
し

て
も
双
方
は
と
も
に
浮
世
草
子
の
「
好
色

本
」
の
範
疇
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
書

籍
目
録
の
上
か
ら
も
〈
浮
世
絵
春
画
〉
と

〈
浮
世
草
子
〉
の
近
似
性
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

そ
れ
で
は
次
に
、
実
際
の
図
柄
に
着
目

し
、〈
西
鶴
本
の
挿
絵
〉
と
〈
春
画
・
艶
本
〉

の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

そ
の
前
に
、
す
で
に
先
行
研
究
で
、
い

く
つ
か
の
春
本
テ
キ
ス
ト
（
本
文
）
が
「
西

図36　元禄十二年刊『新版増補書籍目録』（『江戸時代書林出版書籍目録集成二』井上書房より）
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鶴
好
色
本
」
か
ら
文
章
を
借
用
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る）
30
（

。
と
く
に
西
川

祐
信
の
春
本
『
色
ひ
い
な
形
』
な
ど
は
、か
な
り
大
胆
に
『
諸
艶
大
鑑
』
や
『
好

色
五
人
女
』
か
ら
文
章
を
剽
窃
し
て
い
る）
31
（

。
春
画
・
艶
本
で
は
、〈
本
文
〉
と
〈
性

愛
画
〉
が
互
い
に
独
立
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、必
ず
し
も
〈
性
愛
画
〉
が
〈
本

文
〉
の
内
容
を
補
足
す
る
目
的
で
描
か
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
う
し

た
文
章
の
部
分
に
西
鶴
好
色
本
と
の
類
似
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
当

然
、
そ
の
図
柄
に
お
い
て
も
、
西
鶴
本
の
挿
絵
と
の
類
似
性
が
指
摘
で
き
る
に

に
ち
が
い
な
い
。

そ
こ
で
ま
ず
、
鈴
木
春
信
の
春
画
『
風
流
艶
色
真
似
ゑ
も
ん
』
の
冒
頭
図
を

取
り
上
げ
、
こ
の
画
か
ら
〈
西
鶴
本
の
挿
絵
〉
が
〈
春
画
〉
へ
流
入
し
て
い
く

過
程
を
検
証
し
て
み
た
い
。

春
信
の
『
風
流
艶
色
真
似
ゑ
も
ん
』
と
は
、主
人
公
の
〈
真
似
ゑ
も
ん
〉
が
、

仙
女
か
ら
授
か
っ
た
仙
薬
で
豆
男
に
変
身
し
、
小
さ
く
な
っ
た
体
で
諸
国
の
閨

房
を
あ
ま
ね
く
覗
き
み
る
趣
向
を
描
い
た
春
画
組
物
で
あ
る
。
こ
う
し
た
仙
人

か
ら
秘
薬
を
授
か
る
こ
と
で
そ
の
体
が
豆
粒
の
よ
う
に
な
る
趣
向
は
、
ま
ず
初

め
に
浮
世
草
子
の
表
現
の
な
か
で
流
行
し
た
。
そ
の
先
例
は
西
鶴
の
『
浮
世
榮

花
一
代
男
』（
元
禄
六
年　

一
六
九
三
）
に
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
江
嶋
其

磧
が
こ
の
作
品
に
倣
っ
て
浮
世
草
子
『
魂
瞻
色
遊
懐
男
』（
正
徳
二
年　

一
七
一

二
）
や
、
浮
世
草
子
『
豆
右
衛
門
後
日
女
男
色
遊
』（
正
徳
四
年　

一
七
一
四
）

を
刊
行
し
た
。
当
時
、
こ
う
し
た
「
豆
男
も
の
」
の
趣
向
が
浮
世
草
子
の
テ
ー

マ
と
し
て
人
気
が
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
一
方
、
浮
世
絵
春
画
で
は
、
そ

れ
ら
の
流
行
を
受
け
て
か
、
ま
ず
初
め
に
奥
村
政
信
が
「
豆
男
も
の
」
の
春
本

『
伊
勢
物
語
俳
諧
ま
め
男　

夢
想
頭
巾
』（
宝
永
期　

一
七
〇
四―

一
一
）
を
刊
行

し
た
。
そ
の
後
こ
の
「
趣
向
」
を
鈴
木
春
信
が
受
け
継
ぎ
、
明
和
期
に
『
風
流

艶
色
真
似
ゑ
も
ん
』
が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
こ
の
「
豆
男
も
の
」
の
趣
向
で
必
ず
描
か
れ
る
の
が
、
諸
国
へ
旅
に

出
る
主
人
公
が
仙
人
か
ら
秘
薬
を
授
か
る
場
面
で
あ
る
。
鈴
木
春
信
の
『
風
流

艶
色
真
似
ゑ
も
ん
』
で
も
冒
頭
図
に
そ
の
場
面
が
描
か
れ
て
お
り
、
主
人
公
の

浮
世
之
介
が
色
道
の
奥
義
を
得
る
た
め
に
諸
越
笠
森
山
で
祈
念
し
て
い
る
と
、

〈
笠
森
山
の
仙
女
〉と〈
金
龍
山
の
藤
花
女
〉の
二
神
が
雲
に
乗
っ
て
現
れ
る〔
図

37
〕。
主
人
公
の
浮
世
之
介
は
、
こ
の
ふ
た
り
の
女
神
か
ら
土
の
団
子
と
不
老

五
倍
子
の
粉
を
授
か
り
、
豆
男
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
飛
雲
の
二
神
は
、
当
時

実
在
し
た
〈
笠
森
稲
荷
の
茶
屋
娘
の
お
仙
〉
と
〈
金
龍
山
浅
草
寺
の
楊
枝
屋
娘

の
お
藤
〉の
ふ
た
り
の
看
板
娘
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
ふ
た
り
の
女
神
が
飛
雲
に
乗
っ
て
現
れ
る
図

柄
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
図
柄
が
西
鶴
の
『
諸
艶
大
鑑
』（「
大
往
生
は

女
色
の
臺
」）
の
挿
絵
に
描
か
れ
て
お
り
〔
図
38
〕、
西
鶴
本
の
挿
絵
で
は
画
面

右
上
か
ら
〈
吾
妻
〉
と
〈
夕
霧
〉
の
ふ
た
り
の
遊
女
が
飛
雲
に
乗
っ
て
現
れ
る
。

こ
の
挿
絵
は
、
主
人
公
の
世
伝
が
こ
れ
ま
で
や
り
繰
り
し
た
艶
書
を
燃
や
し
な

が
ら
臨
終
の
時
を
待
っ
て
い
る
と
、
空
か
ら
先
立
た
れ
た
遊
女
た
ち
が
雲
に

乗
っ
て
次
々
と
舞
い
降
り
て
く
る
場
面
で
あ
る
。
実
際
、
春
信
画
（『
風
流
艶

色
真
似
ゑ
も
ん
』）
の
二
人
の
女
神
と
西
鶴
画
（『
諸
艶
大
鑑
』）
の
二
人
の
遊
女
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を
比
較
し
て
み
る
と
、
双
方
の
図
柄
は
と
も
に
、
や
や
前
屈
み
に
な
っ
た
女
性

を
描
い
て
お
り
、両
手
で
品
物
を
携
え
る
仕
草
な
ど
は
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。

ま
た
画
題
の
点
で
も
、〈
来
迎
す
る
遊
女
〉
を
〈
茶
屋
娘
〉
に
描
き
変
え
た
違

い
は
あ
る
も
の
の
、
双
方
は
と
も
に
主
人
公
に
秘
物
を
授
け
る
と
い
う
点
で
一

致
し
て
い
る
。

さ
ら
に
面
白
い
こ
と
に
、
こ
の
西
鶴
本
の
挿
絵
は
仏
教
説
話
集
『
絵
入
往
生

要
集
』
の
「
聖
衆
来
迎
図
」
に
倣
っ
て
描
か
れ
た
こ
と
が
す
で
に
先
行
研
究
で

指
摘
さ
れ
て
い
る）

32
（

。『
諸
艶
大
鑑
』（「
大
往
生
は
女
色
の
臺
」）
の
挿
絵
は
、
臨

終
の
祈
り
を
捧
げ
る
亡
者
か
ら
飛
雲
で
降
下
す
る
諸
菩
薩
ま
で
、「
聖
衆
来
迎

図
」
の
構
図
を
そ
の
ま
ま
遊
女
の
世
界
へ
と
転
用
し
て
い
る
。
西
鶴
が
「
絵
解

き
図
」
や
「
仏
教
説
話
集
」
の
挿
絵
を
熟
知
し
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
先
行
研

究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
が）

33
（

、
こ
の
挿
絵
で
は
、
た
と
え
ば
、「
八
葉
の
蓮
の
台
」

を
も
つ
〈
観
世
音
菩
薩
〉
は
「
八
葉
の
小
蒲
団
」
を
も
つ
〈
京
半
太
夫
〉
に
、

「
琵
琶
」
も
つ
〈
光
明
菩
薩
〉
は
「
三
味
線
」
を
も
つ
〈
古
い
づ
み
〉
に
見
立

て
ら
れ
て
い
る）
34
（

。

た
だ
、
肝
心
の
画
面
右
上
か
ら
飛
来
す
る
〈
吾
妻
〉
と
〈
夕
霧
〉
の
も
と
に

な
っ
た
図
柄
は
「
聖
衆
来
迎
図
」
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
で
は
西
鶴
は
こ
の

二
人
の
遊
女
の
図
柄
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
何
を
参
考
と
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
ひ
と
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
同
じ
く
「
往
生
要
集
」
を
題
材
と
し
た
絵
入

版
本
『
極
楽
物
語
』（
寛
文
期
〈
一
六
六
一―

七
二
〉）
の
な
か
の
「
聖
衆
倶
会
楽
」

の
挿
絵
で
あ
る
。
そ
の
挿
絵
に
は
、
二
神
の
菩
薩
が
飛
雲
に
乗
っ
て
降
り
て
く

る
場
面
が
描
か
れ
て
お
り
、
手
前
に
は

そ
の
菩
薩
に
手
を
合
わ
せ
る
ふ
た
り
の

行
者
の
姿
も
み
ら
れ
る
〔
図
39
〕。「
聖

衆
倶
会
楽
」
と
は
、
極
楽
に
行
く
も
の

が
受
け
る
十
楽
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
こ
こ
で
は
、
蓮
台
を
持
つ
観
音
菩

薩
と
合
掌
を
す
る
勢
至
菩
薩
が
祈
り
を

捧
げ
る
死
者
の
も
と
を
訪
れ
る
至
幸
が

描
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
西
鶴
は
、

『
諸
艶
大
鑑
』の
挿
絵
を
描
く
に
あ
た
っ

て
、「
往
生
要
集
」
に
お
け
る
「
聖
衆

来
迎
図
」
と
「
聖
衆
倶
会
楽
図
」
の
場

面
を
同
時
に
一
枚
の
絵
に
重
ね
る
こ
と

で
、
主
人
公
の
世
伝
が
極
楽
浄
土
で
受

け
る
十
楽
の
う
ち
の
ふ
た
つ
を
一
度
に

味
わ
う
法
悦
を
表
現
し
た
と
い
え
よ

う
。
い
う
な
ら
ば
、
西
鶴
本
の
挿
絵
に

お
け
る
飛
来
す
る
ふ
た
り
の
遊
女
は

「
聖
衆
倶
会
楽
図
」
に
描
か
れ
た
二
神

の
菩
薩
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

図38　井原西鶴『諸艶大鑑』「大往生は女色の臺」図37　鈴木春信　春画『風流艶色真似ゑもん』
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こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
ふ
た
た
び
『
風
流
艶
色
真
似
ゑ
も
ん
』
の
冒

頭
図
に
戻
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
画
は
、
単
に
「
豆
男
も
の
」
の
決
ま
り
事

を
描
い
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
仏
教
説
話
集
『
絵
入
往
生
要
集
』
↓
西
鶴
の
浮

世
草
子
『
諸
艶
大
鑑
』
↓
春
信
の
春
画
『
風
流
艶
色
真
似
ゑ
も
ん
』
と
い
う
見

立
て
の
流
れ
を
汲
ん
で
お
り
、
図
柄
に
お
け
る
〈
模
倣
の
「
趣
向
」
化
〉
が
行

わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う）
35
（

。

ま
た
こ
う
し
た
〈
西
鶴
本
〉
と
〈
春
画
・
艶
本
〉
を
つ
な
ぐ
図
柄
は
い
く
つ

か
存
在
し
、
た
と
え
ば
、
西
鶴
の
『
好
色
一
代
男
』（
天
和
二
年　

一
六
八
二
）

の
「
寝
覚
め
の
菜
好
み
」（
巻
六
）
の
挿
絵
に
は
、
主
人
公
の
世
之
介
が
二
階

か
ら
屈
み
込
ん
で
階
下
で
会
話
を
す
る
遊
女
た
ち
を
覗
き
見
る
場
面
が
描
か
れ

て
い
る
が
〔
図
40
〕、
菱
川
師
宣
の
春
本
『
好
色
花
の
盃
』（
貞
享
四
年　

一
六

八
七
）
に
も
、
年
老
い
た
男
が
屋
根
か
ら
屈
み
込
ん
で
屋
内
の
高
貴
な
人
び
と

の
情
交
を
覗
き
見
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
〔
図
41
〕。
ま
た
『
好
色
一
代
男
』

の
「
人
の
知
ら
ぬ
へ
そ
く
り
銀
」（
巻
七
）
の
挿
絵
に
は
、
世
之
介
と
太
夫
が

薪
小
屋
で
逢
い
引
き
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
が
〔
図
42
〕、
杉
村
治
兵
衛

の
春
本
『
好
色
尾
長
鳥
』（
元
禄
十
年　

一
六
九
七
）
に
も
、
男
女
が
薪
小
屋
で

逢
い
引
き
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
〔
図
43
〕。
ほ
か
に
も
、
西
鶴
の
『
眞

實
伊
勢
物
語
』（
元
禄
三
年　

一
六
九
〇
）
の
「
や
ぶ
い
り
の
の
ぞ
き
井
戸
」（
巻

二
）
の
挿
絵
に
は
、
複
数
の
男
女
が
互
い
に
紐
を
持
ち
宝
引
の
要
領
で
情
愛
の

パ
ー
ト
ナ
ー
を
決
め
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
北
尾
政
美
の
春
本
『
秘
枕

鴛
鴦
の
嶼
』（
天
明
六
年　

一
七
八
六
）
に
も
、
複
数
の
女
性
が
紐
を
持
ち
、
宝

引
の
要
領
で
ひ
と
り
の

男
性
の
男
根
を
引
き
当

て
る
場
面
が
描
か
れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
い
く
つ

か
の
春
画
に
西
鶴
本
の

挿
絵
か
ら
図
柄
を
借
用

し
た
と
思
わ
れ
る
画
が

描
か
れ
て
い
る
。
今
の

と
こ
ろ
、〈
こ
れ
ら
の

春
画
〉
と
〈
西
鶴
本
〉

の
関
係
性
を
説
明
で
き

る
直
接
的
な
証
拠
は
見

つ
か
っ
て
い
な
い
が
、

双
方
の
あ
い
だ
で
類
似

し
た
画
が
し
ば
し
ば
描

か
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、〈
春
画
〉
と
〈
西

鶴
本
〉
に
何
か
し
ら
の

つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
で
き
よ
う
。

図39　『極楽物語』「聖衆倶会楽図」（西田直樹『「仮名書き絵入り住生要集」の成立と展開』より転載）
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な
お
春
画
で
は
な
い
が
、
西
鶴
の
文
面
や
趣
向
を
自
ら
の
作
品
に
積
極
的
に

取
り
入
れ
た
の
は
江
嶋
其
磧
で
あ
る
。
こ
の
高
名
な
浮
世
草
子
の
作
者
は
西
鶴

作
品
に
お
け
る
世
の
人
心
を
描
く
方
法
に
着
目
し
、
そ
の
方
法
に
倣
っ
て
作
文

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る）
36
（

。
其
磧
が
着
目
し
た
よ
う
に
、
西
鶴
の
浮
世
草
子
の
魅

力
は
多
種
多
様
な
人
び
と
を
登
場
さ
せ
、
世
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
心
を
描
い
た
と

こ
ろ
に
あ
る
。
そ
う
し
た
面
は
挿
絵
に
も
反
映
し
、
春
画
も
そ
の
よ
う
な
人
心

を
描
く
目
的
で
西
鶴
本
の
挿
絵
に
倣
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

八
文
字
屋
と
春
画

と
こ
ろ
で
、〈
浮
世
草
子
〉
と
〈
春
画
・
艶
本
〉
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い

な
い
時
代
に
、
双
方
を
ほ
ぼ
同
時
に
出
版
し
て
い
た
〈
京
の
八
文
字
屋
〉
は
江

戸
時
代
の
春
画
史
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

こ
の
元
禄
期
頃
か
ら
急
成
長
を
遂
げ
た
上
方
の
大
手
出
版
社
は
、
才
能
豊
か

な
作
者
江
島
其
磧
と
、
抜
群
の
画
力
を
ほ
こ
る
絵
師
西
川
祐
信
を
抱
え
、
役
者

評
判
記
、
絵
入
狂
言
本
、
浮
世
草
子
な
ど
の
娯
楽
本
を
次
々
と
出
版
し
て
い
っ

た
。
西
鶴
亡
き
あ
と
の
浮
世
草
子
を
積
極
的
に
牽
引
し
て
い
っ
た
の
も
八
文
字

屋
で
あ
り
、
西
鶴
の
文
面
や
趣
向
を
借
用
し
つ
つ
も
、
独
自
の
変
奏
表
現
を
描

い
た
作
品
を
次
々
と
世
に
放
ち
、
活
発
な
出
版
活
動
を
繰
り
広
げ
た
。
そ
う
し

た
八
文
字
屋
の
出
版
物
の
な
か
で
、
浮
世
草
子
と
並
ぶ
ほ
ど
の
主
力
商
品
で

あ
っ
た
の
が
春
画
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の
浮
世
草
子
に
記
さ
れ

た
出
版
広
告
か
ら
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
八
文
字
屋
の
浮
世

図41　菱川師宣　春本『好色花の盃』

図40　 井原西鶴『好色一代男』（早
稲田大学所蔵・古典籍総合
DBより）

図42　 井原西鶴『好色一代男』（早
稲田大学所蔵・古典籍総合
DBより）

図43　 杉村治兵衛　春本『好色尾長鳥』（『季
刊浮世絵80号』画文堂より転載）
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草
子
『
傾
城
禁
短
気
』（
宝
永
八
年　

一
七
一
一
）
の
出
版
広
告
に
は
、
浮
世
草

子『
当
世
御
伽
曽
我
』（
正
徳
三
年　

一
七
一
三
）や
浮
世
草
子『
野
傾
咲
分
色
孖
』

（
享
保
三
年　

一
七
一
八
）
と
並
ん
で
、
こ
ん
に
ち
で
も
原
本
を
確
認
で
き
る
春

本
『
傾
野
染
分　

情
ひ
な
形
』（
正
徳
二
年　

一
七
一
二
）
が
記
さ
れ
て
い
る
〔
図

44
〕。
ま
た
同
様
の
例
が
八
文
字
屋
の
浮
世
草
子
『
桜
曽
我
女
時
宗
』（
享
保
八

年　

一
七
二
三
）の
出
版
広
告
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、浮
世
草
子『
風
流
七
小
町
』

（
享
保
七
年　

一
七
二
二
）
や
絵
本
『
百
人
女
郎
品
定
』（
享
保
八
年　

一
七
二
三
）

や
浮
世
草
子
『
け
い
せ
い
哥
三
味
線
』（
享
保
十
七
年　

一
七
三
二
）
と
並
ん
で
、

春
本
『
寝
盤
伽
羅
枕
』（
享
保
十
八
年　

一
七
三
三
）
や
春
本
『
濡
姿
逢
初
川
』（
享

保
七
年　

一
七
二
二
）
が
記
さ
れ
て
い
る
〔
図
45
〕。

こ
う
し
た
広
告
に
〈
春
画
・
艶
本
〉
が
売
れ
筋
の
〈
浮
世
草
子
〉
や
〈
風
流

絵
本
〉
と
同
列
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、〈
春
画
・
艶
本
〉
も
八
文
字
屋

に
と
っ
て
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
す
極
め
て
重
要
な
出
版
物
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
見
方
を
変
え
れ
ば
、
そ
こ
に
は
〈
浮
世
草
子
〉
と
〈
春
画
・
艶

本
〉
を
区
別
す
る
よ
う
な
認
識
は
な
く
、
む
し
ろ
双
方
を
重
ね
て
広
告
す
る
こ

と
で
相
乗
的
な
宣
伝
効
果
を
狙
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
う
え
重
要
な
こ
と
は
、
浮
世
草
子
の
な
か
に
春
画
・
艶
本
の
広
告
が
記

さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
、
浮
世
草
子
と
春
画
・
艶
本
の
読
者
層
の
重
な
り

を
意
味
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
も
八
文
字
屋
が
浮
世
草
子
の
出
版
広
告
に

春
画
・
艶
本
を
加
え
た
意
図
を
考
え
れ
ば
、
当
時
実
際
に
、
浮
世
草
子
の
読
者

が
春
画
・
艶
本
も
買
い
求
め
た
状
況
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

図44　浮世草子『傾城禁短気』（東北大狩野文庫蔵） 図45　浮世草子『桜曽我女時宗』（東北大狩野文庫蔵）
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な
お
、
浮
世
草
子
以
外
で
も
春
画
・
艶
本
の
出
版
広
告
が
記
さ
れ
た
例
も
見

ら
れ
る
。
た
と
え
ば
狂
言
本
『
蓬
來
山
比
翼
鶴
亀
』（
享
保
四
年　

一
七
一
九
）

の
出
版
広
告
に
は
、
春
本
『
風
流
色
蓍
』（
享
保
十
八
年　

一
七
三
三
）
が
記
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
狂
言
本
『
け
い
せ
い
山
椒
太
夫
』（
享
保
三
年　

一
七
一
八
）

の
出
版
広
告
に
も
、
浮
世
草
子
『
和
漢
遊
女
容
気
』
と
共
に
春
本
『
西
川
筆
の

海
』（
刊
年
不
明
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、浮
世
草
子
だ
け
で
な
く
、

狂
言
本
の
享
受
層
ま
で
も
が
同
時
に
春
画
・
艶
本
の
読
者
で
あ
っ
た
可
能
性
を

示
唆
し
て
い
る
。
一
方
逆
に
、
春
画
・
艶
本
の
出
版
広
告
に
浮
世
草
子
が
記
さ

れ
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
八
文
字
屋
に
よ
る
西
川
祐
信
の
春
本

『
色
ひ
い
な
形
』
の
広
告
に
は
、
浮
世
草
子
の
『
傾
城
禁
短
気
』
や
浮
世
草
子

『
役
者
大
福
帳
』（
宝
永
八
年　

一
七
一
一
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
八
文
字

屋
の
出
版
物
で
は
な
い
が
、
西
川
祐
信
の
春
本
『
風
流
三
幅
対
』（
宝
永
七

年 

一
七
一
〇
）
の
な
か
に
も
、
浮
世
草
子
『
吉
日
鎧
曽
我
』（
宝
永
七
年　

一

七
一
〇
）
の
出
版
広
告
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
各
種
の
出
版
広
告
を
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
版
物

に
互
い
の
宣
伝
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
版
元
は
浮
世
草
子
、
狂
言

本
、
春
画
・
艶
本
を
同
類
の
出
版
物
と
し
て
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る）

37
（

。
ま

た
こ
こ
か
ら
、
少
な
く
と
も
八
文
字
屋
全
盛
の
時
代
は
、
春
画
・
艶
本
は
一
部

の
読
者
の
み
を
対
象
と
し
た
出
版
物
で
は
な
く
、
浮
世
草
子
や
狂
言
本
と
同
じ

享
受
層
を
狙
っ
た
有
力
な
出
版
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
得
る
。

な
お
、
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
こ
と
は
、〈
浮
世
草
子
や
狂
言
本
〉
と
〈
春
画
・

艶
本
〉
の
享
受
層
が
重
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、〈
春
画
・
艶
本
〉
の
描

き
手
が
先
行
す
る
〈
浮
世
草
子
や
狂
言
本
〉
の
趣
向
や
文
面
を
模
倣
す
る
仕
掛

け
を
施
し
て
も
、
そ
れ
を
読
み
解
く
リ
テ
ラ
シ
ー
が
読
者
側
に
あ
っ
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
む
し
ろ
そ
う
し
た
読
者
は
、
双
方
の
表
現
を
比
較
し
な
が
ら

〈
春
画
・
艶
本
〉
の
描
き
手
が
仕
掛
け
る
〈
模
倣
の
「
趣
向
」
化
〉
を
積
極
的

に
読
み
解
く
こ
と
を
楽
し
ん
だ
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
浮
世
草
子
と

春
画
の
結
び
つ
き
を
明
確
に
狙
っ
た
の
は
〈
京
の
八
文
字
屋
〉
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ひ
と
つ
気
に
な
る
は
、
ど
の
春
画
・
艶
本
の
広
告
に
も
「
西
川

祐
信
」
の
名
前
が
大
き
く
銘
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
八
文
字

屋
が
「
西
川
祐
信
」
の
名
前
を
い
わ
ば
広
告
塔
と
し
て
利
用
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
後
世
、
江
戸
の
浮
世
絵
師
の
あ
い
だ
で
西
川
祐
信
の
評
価
が
高
ま
る

の
も
、
こ
う
し
た
八
文
字
屋
に
よ
る
意
図
的
な
戦
略
が
か
か
わ
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
西
川
祐
信
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
こ
の
絵
師
は
元
禄
期
末
頃
か

ら
八
文
字
屋
の
挿
絵
絵
師
と
し
て
自
ら
の
画
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る）

38
（

。
祐

信
は
、
八
文
字
屋
で
浮
世
草
子
や
狂
言
本
の
挿
絵
を
数
多
く
手
が
け
る
な
か
で

し
だ
い
に
自
ら
の
絵
筆
を
上
達
さ
せ
て
い
っ
た
。
ま
た
彼
は
、
八
文
字
屋
を
経

営
す
る
自
笑
と
、
八
文
字
屋
の
専
属
作
者
で
あ
る
江
嶋
其
磧
と
少
年
期
か
ら
互

い
に
知
悉
し
た
仲
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る）
39
（

。
こ
の
版
元
・
作
者
・
絵
師
の

三
者
の
協
力
体
制
が
、
元
禄
期
以
降
の
出
版
界
に
新
風
を
巻
き
起
こ
し
た
こ
と
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は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
に
よ
っ
て
演
劇
要
素
、
視
覚
要
素
を
多
分
に
含

ん
だ
新
基
軸
の
娯
楽
本
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。

ま
た
従
来
の
浮
世
草
子
研
究
は
、
と
り
わ
け
こ
の
三
者
の
協
力
体
制
に
着
目

し
、
三
者
の
関
係
か
ら
浮
世
草
子
創
成
の
秘
密
を
解
き
明
か
し
て
い
る
が）

40
（

、
こ

う
し
た
視
点
は
西
川
祐
信
の
春
画
を
考
え
る
う
え
で
も
非
常
に
有
効
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
三
者
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
春
画
が
い
く
つ
か
存
在
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
春
本
『
色
ひ
い
な
形
』、
春
本
『
傾
野
染
分　

情
ひ
な
形
』、
春
本『
風
流
色
図
法
師
』（
正
徳
四
年　

一
七
一
四
）な
ど
が
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
、
こ
の
三
者
の
協
力
関
係
が
春
画
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
図
柄
の
面
で
あ
る
。
先
ほ
ど
春
画
史
の
う
え
で
西
川
祐
信
が
図
柄
を
一

変
さ
せ
た
と
記
し
た
が
、
そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
春
画
が
浮
世
草
子
の
挿
絵
の

画
風
を
自
か
ら
の
表
現
の
な
か
に
取
り
入
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
八
文
字

屋
以
前
の
浮
世
草
子
の
挿
絵―

西
鶴
本
や
西
村
本
な
ど―

は
、
お
も
に
一

画
面
に
ひ
と
つ
の
場
面
だ
け
を
描
き
、
画
中
に
人
物
の
台
詞
（
書
き
入
れ
）
を

ほ
と
ん
ど
記
し
て
い
な
い
。
同
じ
こ
と
が
春
画
に
も
言
え
、
八
文
字
屋
以
前
の

菱
川
師
宣
や
吉
田
半
兵
衛
の
春
画
で
は
、
お
も
に
一
画
面
に
ひ
と
つ
の
場
面
だ

け
を
描
き
、
画
中
に
人
物
の
台
詞
（
書
き
入
れ
）
を
ほ
と
ん
ど
記
し
て
い
な
い
。

そ
れ
が
八
文
字
屋
本
の
挿
絵
か
ら
、
一
画
面
を
複
数
の
場
面
に
区
切
る
よ
う
に

な
り
、
画
中
に
人
物
の
台
詞
を
書
き
加
え
、
物
語
の
筋
立
て
を
絵
だ
け
で
理
解

で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
先
行
研
究
で
は
こ
う
し
た

挿
絵
を
「
八
文
字
屋
本
様
式
」
と
呼
び
、
演
劇
書
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
絵
入
狂

言
本
」
の
挿
絵
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）
41
（

。

そ
れ
で
は
い
っ
た
い
こ
の
様
式
の
考
案
者
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
浮
世
草
子
の

挿
絵
に
関
し
て
は
落
款
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
絵
師
を
特
定
す
る
の
は
難

し
い
が
、
近
年
の
浮
世
草
子
研
究
に
お
い
て
〈
浮
世
草
子
の
挿
絵
制
作
に
関
す

る
絵
師
へ
の
作
画
指
示
書
〉
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
作
者
が
版
元
を
通
じ
て
絵

師
に
作
画
指
示
を
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）
42
（

。

と
な
れ
ば
、「
八
文
字
屋
本
様
式
」
の
考
案
者
は
専
属
作
者
で
あ
っ
た
江
嶋

其
磧
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
江
嶋
其
磧
は
大
仏
餅
で
有
名
な
餅
屋
の
息
子

で
あ
り
、
出
版
と
は
無
縁
に
育
っ
た
が
、
演
劇
好
き
が
高
じ
て
し
だ
い
に
自
ら

演
劇
書
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
目
を
付
け
た
の
が
八
文
字
屋
主
人
の

自
笑
で
、
其
磧
を
演
劇
書
の
描
き
手
と
し
て
専
属
的
に
雇
い
入
れ
、
元
禄
十
二

年
に
刊
行
し
た
其
磧
作
の
役
者
評
判
記『
役
者
口
三
味
線
』が
大
当
た
り
す
る
。

そ
の
後
自
笑
は
、
こ
の
演
劇
好
き
の
人
物
に
浮
世
草
子
を
手
が
け
る
よ
う
に
促

し
、
元
禄
十
四
年
に
其
磧
作
の
浮
世
草
子
『
け
い
せ
い
色
三
味
線
』
を
刊
行

し
、
そ
れ
が
再
び
大
当
た
り
す
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
こ
の
浮
世
草
子
の
挿
絵

を
描
い
た
の
が
西
川
祐
信
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
江
嶋
其
磧
の
創
作
は
つ
ね
に
自
笑
の
先
導
に
よ
っ
て
導

か
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
「
八
文
字
屋
本
様
式
」
に
関
し
て
も
、
其
磧
の
発
案

と
い
う
よ
り
も
自
笑
の
指
図
を
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る）

43
（

。

ま
た
以
下
、
憶
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
江
島
其
磧
の
創
作
ス
タ
イ
ル
は
多
分
に
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演
劇
的
要
素
を
含
ん
で
い
る
た
め）
44
（

、
そ
の
表
現
を
挿
絵
に
写
し
取
る
際
に
ど
う

し
て
も
演
劇
的
な
視
覚
要
素
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
西
川
祐
信
は
、
画
を

演
劇
舞
台
の
よ
う
に
見
せ
る
た
め
に
日
本
絵
画
の
伝
統
的
描
法
で
あ
る
〈
吹
抜

屋
台
の
俯
瞰
構
図
〉
を
挿
絵
の
描
写
に
も
取
り
入
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
日
本
の
絵
巻
物
で
は
古
く
か
ら
一
画
面
の
な
か
に
複
数
の
場
面
が
重
層
的

に
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
描
法
を
劇
場
的
効
果
を
演
出
す
る
目
的
で
浮
世
草
子

の
挿
絵
に
用
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
西
川
祐
信
は
若
い
頃
、
狩

野
派
の
絵
師
の
も
と
で
絵
の
修
業
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
そ

の
時
期
に
、
伝
統
的
な
〈
吹
抜
屋
台
の
俯
瞰
構
図
〉
の
描
法
を
学
ん
だ
に
に
ち

が
い
な
い
。

ま
た
こ
れ
も
憶
測
の
領
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
八
文
字
屋

の
自
笑
あ
た
り
が
、
西
川
祐
信
が
描
く
〈
吹
抜
屋
台
の
俯
瞰
構
図
〉
の
挿
絵
に

あ
わ
せ
て
、
そ
の
書
籍
の
形
態
を
「
横
本
仕
立
て
」
に
変
え
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
横
本
に
よ
る
ワ
イ
ド
挿
絵
の
方
が
、
一
画
面
を
複
数
の
場
面
に
区
切
り
や

す
く
、
ま
た
劇
場
舞
台
を
上
か
ら
眺
め
て
い
る
よ
う
な
演
出
も
加
え
や
す
く
な

る
。そ

し
て
重
要
な
の
が
、
八
文
字
屋
・
浮
世
草
子
の
挿
絵
の
特
徴
で
あ
る
「
八

文
字
屋
本
様
式
」
が
西
川
祐
信
の
絵
筆
を
介
し
て
春
画
に
も
導
入
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
そ
の
例
を
ひ
と
つ
上
げ
れ
ば
、
八
文
字
屋
の
浮
世
草
子

『
け
い
せ
い
伝
授
紙
子
』（
宝
永
七
年　

一
七
一
〇
）
の
挿
絵
に
屋
敷
の
内
外
を

上
か
ら
俯
瞰
す
る
画
図
が
描
か
れ
て
い
る
が
〔
図
46
〕、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な

画
が
そ
の
翌
年
に
同
版
元
か
ら
出
版
さ
れ
た
西
川
祐
信
の
春
本『
色
ひ
い
な
形
』

に
も
描
か
れ
て
い
る
〔
図
47
〕。
双
方
の
画
図
に
は
と
も
に
、
一
つ
の
画
面
を

ふ
た
つ
の
場
面
に
区
切
っ
て
描
い
て
お
り
、
画
中
を
右
上
か
ら
左
下
へ
貫
く
屋

敷
の
壁
に
よ
っ
て
場
面
が
分
割
さ
れ
て
い
る）
45
（

。
ま
た
双
方
の
画
図
に
は
と
も
に

人
物
の
台
詞
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
人
物
配
置
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

双
方
の
画
図
が
大
き
く
違
う
の
は
、『
色
ひ
い
な
形
』
で
は
屋
敷
内
の
よ
う
す

が
性
交
図
に
変
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
画
が
「
八
文
字
屋
本
様
式
」
を
春
画
に

借
用
し
た
最
初
の
例
と
見
ら
れ
る）
46
（

。

そ
し
て
、
こ
の
春
本
（『
色
ひ
い
な
形
』）
以
降
、
他
の
春
画
・
艶
本
で
も
「
八

文
字
屋
本
様
式
」
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
の
奥
村
政
信
や

石
川
豊
信
の
春
画
な
ど
八
文
字
屋
以
外
の
作
品
に
も
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
浮
世
絵
春
画
の
場
合
は
、
明
和
・
安
永
期
頃
か
ら
ふ
た
た
び
一
画
面
に
ひ

と
つ
の
場
面
だ
け
を
描
く
ス
タ
イ
ル
が
主
流
と
な
り
、
し
だ
い
に
「
八
文
字
屋

本
様
式
」
は
描
か
れ
な
く
な
る
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
様
式
の
特
徴
で
あ
る
〈
俯

瞰
構
図
〉
と
〈
台
詞
の
記
入
〉
は
、
最
後
ま
で
春
画
に
用
い
ら
れ
続
け
る
。

な
お
、
こ
の
三
者
の
協
力
体
制
が
春
画
に
も
た
ら
し
た
も
の
は
「
八
文
字
屋

本
様
式
」
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
自
笑
、
其
磧
、
祐
信
の
三
者
は
、〈
西
鶴
浮

世
草
子
の
文
芸
表
現
〉
や
〈
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
な
ど
の
演
劇
表
現
〉
の
特
徴
で

あ
る
「
世
俗
の
日
常
性
」
と
「
情
動
の
具
体
性）

47
（

」
を
、
春
画
表
現
の
な
か
に
持

ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
ふ
た
つ
の
要
素
は
、
ま
ず
江
嶋
其
磧
に
よ
っ
て
八

文
字
屋
・
浮
世
草
子
に
取
り
込
ま
れ
、
そ
の
後
こ
れ
ら
の
挿
絵
を
描
い
た
西
川
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祐
信
に
よ
っ
て
春
画
へ
と
流
れ
込
ん
だ
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

当
時
の
八
文
字
屋
で
は
、
浮
世
草
子
と
春
画
・
艶
本
を
ほ
ぼ
同
時
進
行
で
制
作

し
て
お
り
、
そ
う
し
た
〈
場
〉
に
お
い
て
春
画
が
浮
世
草
子
の
表
現
に
感
化
さ

れ
る
か
た
ち
で―

あ
る
い
は
倣
う
か
た
ち
で―

、
自
ら
の
作
画
表
現
の
な

か
に
「
世
俗
の
日
常
性
」
と
「
情
動
の
具
体
性
」
を
描
き
込
ん
で
い
っ
た
状
況

で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
ワ
イ
ド
画
面
に
な
る
こ
と
で―

背
景

の
情
報
量
が
増
え
る
こ
と
で―

日
常
の
生
活
風
景
が
よ
り
明
確
に
描
か
れ
る

よ
う
に
な
り
、
ま
た
画
中
に
台
詞
を
書
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
登
場
人
物
の

情
動
が
よ
り
具
体
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
結
果
、
浮
世
絵

春
画
に
も
演
劇
表
現
や
文
芸
表
現
が
も
つ
庶
民
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
描
か
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
性
交
図
と
は
一
変
す
る
変
化
を
起
こ
し
た
の
で

あ
る
。
し
か
も
こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
こ
う
し
た
表
現
の
連
鎖
は

す
べ
て
八
文
字
屋
と
い
う
舞
台
で
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
三
者
の
協
力
体
制
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
こ
の
関
係
は
宝

永
七
年
（
一
七
一
〇
）
頃
か
ら
し
だ
い
に
崩
れ
始
め
る
。
そ
う
し
た
推
移
と
、

同
時
期
の
祐
信
の
春
画
・
艶
本
の
刊
行
数
を
比
較
し
て
み
る
と
、
彼
ら
の
内
輪

も
め
が
春
画
の
制
作
に
も
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

た
と
え
ば
、
近
世
出
版
史
で
有
名
な
自
笑
と
其
磧
の
確
執
は
、
宝
永
七
年
に

其
磧
が
自
ら
出
版
社
（
江
嶋
屋
）
を
開
業
し
た
こ
と
で
決
定
的
と
な
る
が
、
春

画
史
の
う
え
で
宝
永
七
年
と
い
え
ば
、
西
川
祐
信
の
春
画
・
艶
本
が
本
格
的
に

刊
行
さ
れ
る
最
初
の
年
に
あ
た
る
。
こ
の
年
以
降
、
祐
信
の
名
前
が
明
記
さ
れ

図46　浮世草子『けいせい伝授紙子』（国立国会図書館蔵）

図47　西川祐信　春本『色ひいな形』「旦那るす事下女取」
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た
春
画
・
艶
本
が
次
々
と
世
に
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
と
同
時
に
、

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
か
ら
八
文
字
屋
の
出
版
広
告
に
西
川
祐
信
の
名
前
が
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
る）
48
（

。
こ
う
し
た
動
向
か
ら
、
八
文
字
屋
は
重
要
な
作
者
を

失
っ
た
変
わ
り
に
、
西
川
祐
信
の
画
力
で
出
版
危
機
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
こ

と
が
伺
え
る
。
そ
の
点
、
こ
の
絵
師
の
画
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
の
が
春
画

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
八
文
字
屋
は
、
自
笑
と
其
磧
の
確
執
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト

す
る
な
か
で
春
画
・
艶
本
の
制
作
に
力
を
入
れ
て
い
き
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

出
版
利
益
を
維
持
し
よ
う
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
八
文

字
屋
か
ら
江
嶋
其
磧
が
独
立
し
た
こ
と
が
、
結
果
的
に
祐
信
の
春
画
・
艶
本
の

制
作
を
促
進
さ
せ
た
と
も
い
え
よ
う
。

ち
な
み
に
、
こ
の
時
期
、
八
文
字
屋
は
江
戸
市
場
へ
の
参
入
を
も
く
ろ
み
、

西
川
祐
信
の
春
画
・
艶
本
を
、
本
文
の
挿
絵
と
し
て
で
は
な
く
、
画
集
と
し
て

鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
〈
春
画
〉
と
〈
文
章
〉
を
切
り
離
し
て
い
っ
た）

49
（

。
そ
れ
ま

で
江
戸
で
出
版
さ
れ
て
い
た
春
画
・
艶
本
は
〈
春
画
〉
と
〈
文
章
〉
が
一
致
し

て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
八
文
字
屋
は
そ
う
し
た
江
戸
の
出
版
物
と
の
差

別
化
を
は
か
る
た
め
に
、
春
画
を
画
集
と
し
て
楽
し
め
る
よ
う
に
つ
く
り
変
え

て
い
っ
た
。
も
っ
と
も
、
八
文
字
屋
が
〈
春
画
〉
と
〈
文
章
〉
を
切
り
離
す
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
西
川
祐
信
の
画
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
横
本
仕
立
て
の

俯
瞰
構
図
に
よ
り
、
絵
と
し
て
の
表
現
の
幅
が
格
段
に
拡
が
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
ま
た
こ
の
こ
と
で
、
か
り
に
作
者
を
失
っ
て
も
、
絵
師
の
力
だ
け
で―

作
画
表
現
だ
け
で―

性
愛
画
に
「
世
俗
の
日
常
性
」
と
「
情
動
の
具
体
性
」

を
描
く
こ
と
も
可
能
と
な
り
、
新
た
な
作
者
を
発
掘
す
る
あ
い
だ
の
繋
ぎ
の
出

版
物
と
し
て
も
大
い
に
期
待
で
き
た
。

一
方
、
こ
の
間
に
、
自
笑
と
其
磧
の
あ
い
だ
で
祐
信
の
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
。
た
だ
こ
の
争
い
で
も
、
つ
ね
に
自
笑
が
優
位
に
立
ち
、
正
徳
四
年

（
一
七
一
四
）に
八
文
字
屋
が
祐
信
の
専
有
を
勝
ち
取
る）
50
（

。
一
方
、
江
嶋
其
磧
は
、

八
文
字
屋
と
の
あ
い
だ
で
自
筆
の
出
版
物
の
版
権
交
渉
を
続
け
て
い
る
間
で

も
、
浮
世
草
子
や
役
者
評
判
記
な
ど
を
執
筆
し
て
は
八
文
字
屋
に
与
え
て
い

た
。
し
か
も
、
自
ら
の
出
版
社
か
ら
出
す
自
書
に
つ
い
て
は
無
署
名
で
刊
行
す

る
な
ど
自
ら
不
利
な
態
度
を
と
っ
て
お
り）
51
（

、
こ
う
し
た
生
ぬ
る
い
や
り
方
が
か

え
っ
て
其
磧
自
身
の
出
版
業
を
窮
地
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

く
し
く
も
八
文
字
屋
に
祐
信
を
奪
わ
れ
た
正
徳
四
年
か
ら
、
其
磧
は
自
ら
の
出

版
社
か
ら
出
す
自
書
に
署
名
す
る
よ
う
に
な
る
。

な
お
、
春
画
史
の
う
え
で
正
徳
四
年
と
い
え
ば
、
西
川
祐
信
の
春
画
・
艶
本

が
八
文
字
屋
か
ら
数
多
く
刊
行
さ
れ
た
年
に
あ
た
る
。
し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
其
磧
と
祐
信
の
合
作
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
其
磧

は
八
文
字
屋
に
対
し
て
生
ぬ
る
い
態
度
を
取
っ
て
い
た
間
に
、
他
の
浮
世
草
子

や
役
者
評
判
記
と
同
様
、
自
ら
執
筆
し
た
春
画
・
艶
本
も
八
文
字
屋
に
渡
し
て

い
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。
正
徳
四
年
に
八
文
字
屋
か
ら
一
度
に
多
く

の
春
画
・
艶
本
が
刊
行
さ
れ
た
の
も
、
江
嶋
其
磧
が
八
文
字
屋
か
ら
完
全
に
独

立
す
る
の
を
見
越
し
て
、
版
権
を
主
張
さ
れ
出
版
停
止
に
な
る
の
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
処
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
そ
の
後
、
八
文
字
屋
か
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全
体
に
描
か
れ
て
い
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
男
女
の
行
為
が
あ
ま
り
目
立
た
な

い
。
一
方
、こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
図
柄
が
西
川
祐
信
の
春
本
『
翠
簾
の
内
』（
享

保
四
年　

一
七
一
九
）
に
描
か
れ
て
い
る
〔
図
49
〕。
こ
ち
ら
は
春
画
で
あ
る
た

め
に
、
男
女
の
色
事
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
双

方
の
図
柄
を
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
大
き
さ
は
異
な
る
も
の
の
、『
野
白
内

証
鑑
』
の
挿
絵
を
そ
の
ま
ま
拡
大
し
て
い
け
ば
『
翠
簾
の
内
』
の
春
画
に
な
る

ほ
ど
互
い
に
よ
く
似
て
い
る
。
ま
た
『
翠
簾
の
内
』
は
『
野
白
内
証
鑑
』
よ
り

も
後
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
春
画
の
図
柄
が
浮
世
草
子
の
挿
絵
に

倣
っ
て
描
か
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

ほ
か
に
も
同
じ
よ
う
な
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
、た
と
え
ば
、
宝
永
八
年（
一

七
一
一
）の
浮
世
草
子『
傾
城
禁
短
気
』（「
情
ふ
か
い
誓
ひ
の
海
に
お
は
ま
り
の
男
」）

の
挿
絵
に
は
、
屋
敷
の
隅
で
座
頭
が
若
い
女
性
に
後
ろ
か
ら
手
を
か
け
る
場
面

が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
図
柄
が
宝
永
八
年
刊
の
春
本
『
色
ひ
い
な

形
』（「
新
娵
花
心
」）
に
描
か
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、春
画
（『
色
ひ
い
な
形
』）

の
ほ
う
は
、
昼
中
か
ら
若
亭
主
が
恥
ず
か
し
が
る
新
妻
に
仕
掛
け
る
場
面
が
描

か
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
春
画
で
あ
る
だ
け
に
性
愛
表
現
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
双
方
は
同
年
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
の
図
柄
が
先
行

す
る
の
か
判
断
で
き
な
い
。
絵
師
が
新
刊
の
催
促
に
追
わ
れ
、
似
た
よ
う
な
絵

を
描
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
か
、
浮
世
草
子
と
春
画
の
あ
い
だ
で
何
か
し
ら

の
や
り
取
り
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
上
方
で
刊
行
さ
れ
た
浮
世
草
子
の
挿
絵
が
、
お
よ
そ
半
世
紀
後
に
、

ら
其
磧
と
祐
信
の
合
作
の
署
名
が
あ
る
春
画
・
艶
本
は
ほ
と
ん
ど
刊
行
さ
れ
て

い
な
い
。

こ
う
し
て
見
て
い
く
と
、
春
画
史
の
う
え
で
も
、
八
文
字
屋
は
極
め
て
重
要

な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
さ
に
こ
の
出
版
社
が〈
浮
世
草
子
〉と〈
春

画
〉
の
接
点
を
つ
く
り
、
春
画
の
世
界
に
「
世
俗
の
日
常
性
」
と
「
情
動
の
具

体
性
」
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

浮
世
草
子
の
挿
絵
と
春
画

そ
れ
で
は
次
に
、〈
浮
世
草
子
の
挿
絵
〉
と
〈
春
画
〉
の
類
似
表
現
を
取
り

上
げ
て
み
た
い
。
春
画
の
な
か
に
は
浮
世
草
子
の
挿
絵
に
倣
っ
た
と
思
わ
れ
る

表
現
が
い
く
つ
か
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
管
見
の
限
り
拾
い
上
げ
て
み

る
。そ

も
そ
も
浮
世
草
子
は
、
好
色
的
な
物
語
を
扱
っ
た
も
の
が
多
く
、
そ
の
挿

絵
に
も
男
女
の
性
愛
表
現
が
た
く
さ
ん
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
う
し
た
挿
絵

は
、
春
画
の
よ
う
に
性
愛
部
分
を
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
て
描
い
て
お
ら
ず
、
男
女

の
色
事
の
図
柄
は
日
常
の
風
景
描
写
の
な
か
に
溶
け
込
ん
で
し
ま
い
ほ
と
ん
ど

目
立
た
な
い
。

そ
う
し
た
例
の
ひ
と
つ
に
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
刊
の
浮
世
草
子
『
野

白
内
証
鑑
』（「
筒
持
掛
」）
の
挿
絵
が
あ
る
。
こ
の
挿
絵
に
は
、
奥
部
屋
に
い

る
旦
那
が
腰
元
の
衣
服
を
脱
が
し
、
孕
ん
だ
お
腹
を
確
認
す
る
場
面
が
描
か
れ

て
い
る
〔
図
48
〕。
こ
の
絵
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
屋
敷
の
俯
瞰
図
が
画
面
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江
戸
で
つ
く
ら
れ
た
春
画
に
写
さ
れ
た
例
も
み
ら
れ
る
。
元
禄
十
四
年
（
一
七

〇
一
）
刊
の
浮
世
草
子
『
け
い
せ
い
色
三
味
線
』（「
花
崎
実
の
る
玉
の
輿
」）
の

挿
絵
に
は
、
屏
風
の
奥
で
若
い
男
女
が
閨
の
語
ら
い
を
し
て
お
り
、
女
性
が
体

を
捻
り
な
が
ら
顔
だ
け
を
男
性
の
方
に
向
け
て
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
〔
図

50
〕。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
図
柄
が
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
刊
の
鈴
木
春
信

の
春
画
『
風
流
艶
色
真
似
ゑ
も
ん
』（「
第
十
八
図
」）
に
描
か
れ
て
お
り
、
春
信

画
で
は
女
郎
が
体
を
捻
り
な
が
ら
客
の
顔
を
見
つ
め
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る

〔
図
51
〕。
さ
ら
に
、
こ
の
春
信
画
と
同
じ
よ
う
な
図
柄
が
、
そ
の
翌
年
に
刊
行

さ
れ
た
西
川
祐
尹
の
春
本
『
風
流
色
長
者
』（
明
和
八
年　

一
七
七
一
）
の
な
か

に
描
か
れ
て
お
り
、
祐
尹
画
で
は
相
手
の
顔
を
見
つ
め
る
女
性
が
男
性
へ
と
変

え
ら
れ
て
い
る
〔
図
52
〕。

ま
た
逆
に
、〈
春
画
の
図
柄
〉
が
〈
浮
世
草
子
の
挿
絵
〉
に
流
入
し
た
例
も

み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）
刊
の
春
本
『
色
ひ
い
な
形
』

（「
一
夫
三
女
の
遊
」）
に
は
、
女
性
が
障
子
の
陰
か
ら
、
一
人
の
男
性
が
三
人
の

娘
を
相
手
に
す
る
性
戯
を
覗
き
見
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
〔
図
53
〕。
そ
し

て
、
こ
の
女
性
の
図
柄
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
が
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）

刊
の
浮
世
草
子『
野
傾
咲
分
孖
』（「
祇
園
町
に
蛇
祖
父
の
み
込
過
た
女
盃
」）
の
挿

絵
に
描
か
れ
て
い
る〔
図
54
〕。
双
方
の
刊
行
年
か
ら
考
え
て
、〈
春
画
の
図
柄
〉

が
〈
浮
世
草
子
の
挿
絵
〉
に
引
き
写
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
も
し

か
す
る
と
双
方
の
図
柄
に
先
行
す
る
絵
が
ほ
か
に
存
在
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
〈
春
画
の
図
柄
〉
と
〈
浮
世
草
子
の
挿
絵
〉
の
類
似
性
は
、
様
式
面
だ

図49　西川祐信　春本『翠簾の内』

図48　浮世草子『野白内証鑑』（国立国会図書館蔵）
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け
で
な
く
、
画
趣
の
点
に
お
い
て
も
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

た
と
え
ば
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
刊
の
浮
世
草
子
『
好
色
増
鏡
』
の
挿

絵
に
は
、
男
性
が
蚊
帳
に
忍
び
込
み
、
寝
て
い
る
女
性
に
夜
這
い
を
仕
掛
け
る

場
面
が
描
か
れ
て
い
る
〔
図
55
〕。
こ
う
し
た
〈
蚊
帳
へ
の
夜
這
い
図
〉
は
、

浮
世
絵
春
画
で
は
頻
繁
に
描
か
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
り
、
石
川
豊
信
の
春
本
『
欠

題
艶
本
』（
刊
年
不
明
）〔
図
56
〕
や
、
川
嶋
信
清
の
春
本
『
好
色
三
の
里
』（
刊

年
不
明
）
や
、川
枝
豊
信
の
春
本
『
閨
の
く
す
玉
』（
享
保
十
二
年　

一
七
二
七
）

な
ど
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
春
画
の
図
柄
と
『
好
色
増
鏡
』
の
挿
絵
の
類

似
点
は
、
胸
を
露
わ
に
し
た
女
性
が
蚊
帳
の
中
で
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
い
る
点

と
、
男
性
が
蚊
帳
の
裾
を
め
く
り
上
げ
て
中
へ
忍
び
込
も
う
と
す
る
点
で
あ

る
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
う
し
た
類
似
点
よ
り
も
相
違
点
の

方
で
あ
る
。『
好
色
増
鏡
』
の
挿
絵
に
は
、
背
景
情
報
が
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て

お
ら
ず
、
蚊
帳
以
外
の
生
活
用
品
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
比
べ

て
、
豊
信
の
『
欠
題
艶
本
』
の
図
柄
に
は
、
蚊
帳
以
外
に
も
竈
や
鍋
な
ど
が
描

か
れ
、
台
詞
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
情
報
に
よ
っ
て
寝
て
い
る
女

性
が
台
所
を
切
り
盛
り
す
る
下
女
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
双
方
は
共

に
〈
蚊
帳
へ
の
夜
這
い
図
〉
を
描
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
者
は
背
景

に
余
白
が
目
立
ち
、
こ
の
画
か
ら
画
中
の
人
物
の
人
間
関
係
ま
で
は
把
握
で
き

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
後
者
は
背
景
に
多
く
の
情
報
が
描
か
れ
て
い
る
た
め
に
、

そ
の
画
の
み
で
も
画
中
の
人
物
の
人
間
関
係
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
な

お
、
こ
の
違
い
は
同
時
に
、
西
川
祐
信
の
春
画
（
八
文
字
屋
本
）
の
以
前
・
以

図51　 鈴木春信『風流艶色真似ゑもん』図50　浮世草子『けいせい色三味線』

図52　西川祐尹『風流色長者』
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後
と
し
て
も
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
あ
く
ま
で
も
文
主
絵
従
型
の
挿

絵
の
機
能
に
留
ま
っ
て
お
り
、
祐
信
の
春
画
以
前
の
画
図
に
多
く
見
ら
れ
る
ス

タ
イ
ル
で
あ
る
。
一
方
、
後
者
は
、
絵
主
文
従
型
の
一
枚
画
の
た
め
に
画
中
か

ら
そ
の
内
容
や
状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
祐
信
の
春
画

以
後
の
画
図
に
多
く
見
ら
れ
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
る）
52
（

。

こ
の
ほ
か
に
も
〈
春
画
〉
と
〈
浮
世
草
子
の
挿
絵
〉
を
つ
な
ぐ
画
趣
は
い
く

つ
か
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
刊
の
浮
世
草
子
『
魂

膽
色
遊
懐
男
』
の
挿
絵
（「
瞽
女
と
見
せ
た
は
ふ
は
手
枕
」）
に
は
女
中
た
ち
が
御

簾
越
し
に
覗
き
見
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
テ
ー
マ
が
正

徳
四
年
（
一
七
一
四
）
刊
の
西
川
祐
信
の
春
本
『
夫
婦
双
乃
岡
』
に
描
か
れ
て

い
る
。
ま
た
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
刊
の
浮
世
草
子
『
和
漢
遊
女
容
気
』（「
手

管
の
か
た
ま
り
は
薬
湯
に
あ
ら
は
れ
月
」）
の
挿
絵
に
は
、
旦
那
が
部
屋
の
鍵
を

閉
め
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
が
〔
図
57
〕、
こ
れ
と
同
じ
テ
ー
マ
が
享
保
二

年（
一
七
一
七
）刊
の
西
川
祐
信
の
春
本『
和
楽
色
納
戸
』に
描
か
れ
て
い
る〔
図

58
〕。
こ
れ
ら
は
双
方
の
刊
行
年
が
非
常
に
近
い
た
め
に
、
互
い
に
何
か
し
ら

の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
も
し
か
す
る
と
、
絵
師
が
春
画
の
制
作

に
追
わ
れ
新
し
い
趣
向
を
考
え
る
余
裕
が
な
く
、
先
行
す
る
浮
世
草
子
に
描
か

れ
た
画
趣
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、〈
浮
世
草
子
の
挿
絵
〉
に
描
か
れ
た
「
趣
向
」
そ
の
も
の
を
、
直
接
、

〈
春
画
の
図
柄
〉
に
持
ち
込
ん
だ
例
も
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、元
禄
十
七
年
（
一
七
〇
四
）
刊
の
浮
世
草
子
『
風
流
連
三
味
線
』

図56　石川豊信　春本『欠題艶本』

図55　浮世草子『好色増鏡』

図54　浮世草子『野傾咲分孖』図53　西川祐信　春本『色ひいな形』
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（「
桜
井
の
さ
か
り
女
」）
の
挿
絵
に
は
、
商
人
の
娘
（
お
花
）
に
惚
れ
た
質
屋
の

ひ
と
り
息
子
が
、
屋
外
か
ら
長
竹
を
格
子
窓
に
差
し
込
み
、
化
粧
部
屋
に
い
る

娘
に
く
ど
き
文
を
渡
す
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
〔
図
59
〕。
ま
た
、
こ
れ
と
同

じ
趣
向
が
西
川
祐
信
の
春
本
『
風
流
み
づ
遊
』（
刊
年
不
明
）
に
も
描
か
れ
て

お
り）

53
（

、「
か
い
ろ
う
の
局
」
と
題
し
た
そ
の
画
に
は
、
隣
家
の
男
性
が
格
子
窓

か
ら
張
形
の
付
い
た
長
竹
を
差
し
込
み
、
回
廊
に
い
る
局
を
攻
め
た
て
る
場
面

が
描
か
れ
て
い
る
〔
図
60
〕。
な
お
、
双
方
の
図
柄
を
比
較
し
て
み
る
と
、〈
男

性
が
格
子
窓
か
ら
長
竹
を
差
し
込
む
行
為
〉
に
加
え
て
、
ど
ち
ら
の
背
景
に
も

〈
鏡
〉
と
〈
化
粧
箱
〉
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
類
似
点
か
ら
、
お
そ
ら

く
西
川
祐
信
は
こ
の
春
画
を
描
く
際
に
先
行
す
る
浮
世
草
子
（『
風
流
連
三
味

線
』）
の
挿
絵
を
意
識
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
一
方
、
読
み
手
の
立
場
か

ら
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
奇
抜
な
性
表
現
が
先
行
す
る
浮
世
草
子
の
趣
向
か
ら

取
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
抜
く
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

最
後
に
、
こ
れ
ら
の
表
現
が
〈
浮
世
草
子
の
挿
絵
〉
か
ら
〈
春
画
〉
へ
と
移

行
し
て
い
っ
た
理
由
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
や
は
り
こ
こ
で
も
、
先
述

し
た
〈
粉
本
主
義
の
伝
統
〉
と
〈
模
倣
の
「
趣
向
」
化
〉
の
ふ
た
つ
が
考
え
ら

れ
る
。

前
者
の
根
拠
と
し
て
、
双
方
の
図
柄
に
お
け
る
〈
様
式
の
類
似
性
〉
が
指
摘

で
き
る
。
春
画
を
手
が
け
た
多
く
の
絵
師
は
、
若
き
日
に〈
浮
世
草
子
の
挿
絵
〉

を
い
く
つ
も
描
い
て
お
り
、
そ
う
し
た
挿
絵
を
描
く
な
か
で―

あ
る
い
は
他

人
が
描
い
た
挿
絵
を
参
考
に
し
て―

自
ら
の
画
力
を
鍛
え
て
い
っ
た
。
そ
の

図57　浮世草子『和漢遊女容気』 図58　西川祐信　春本『和楽色納戸』

図59　浮世草子『風流連三味線』 図60　西川祐信　春本『風流みづ遊』
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た
め
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
浮
世
草
子
の
挿
絵
が
粉
本
で
あ
り
、
後
年
、
春
画
を

描
く
際
に
そ
れ
ら
の
挿
絵
を
手
本
と
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

一
方
、
後
者
の
根
拠
と
し
て
、
双
方
の
図
柄
に
お
け
る
〈
画
趣
の
類
似
性
〉

が
指
摘
で
き
る
。
こ
ち
ら
は
、
春
画
が
浮
世
草
子
の
表
現
方
法
で
あ
る
〈
模
倣

の
「
趣
向
」
化
〉
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、
先
行
作
品
に
描
か
れ
た
趣
向
や

設
定
を
性
交
図
へ
転
化
す
る
変
奏
表
現
を
盛
ん
に
描
く
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
春
画
の
な
か
に
演
劇
作
品
や
文
芸
作
品
の
表
現
が
取
り
込

ま
れ
て
い
き
、
春
画
の
読
み
手
は
そ
の
趣
向
を
見
抜
く
こ
と
に
興
を
見
出
し
た

と
い
え
よ
う
。

た
だ
い
ず
れ
に
せ
よ
、〈
春
画
〉
と
〈
浮
世
草
子
の
挿
絵
〉
の
あ
い
だ
に
は

い
く
つ
か
の
類
似
表
現
が
存
在
し
、
双
方
の
文
化
的
距
離
は
近
し
か
っ
た
と
い

え
る
だ
ろ
う）

54
（

。

三　

春
画
と
浮
世
絵

浮
世
絵
か
ら
春
画
へ

こ
れ
ま
で
は
お
も
に
〈
草
子
本
の
挿
絵
〉
と
〈
春
画
〉
の
類
似
性
に
つ
い
て

見
て
き
た
。
そ
こ
で
以
下
、
こ
の
関
係
に
〈
浮
世
絵
〉
を
加
え
て
、
春
画
、
挿

絵
、浮
世
絵
の
三
方
か
ら
浮
世
絵
春
画
の
借
用
表
現
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

そ
も
そ
も
浮
世
絵
に
お
い
て
は
、
か
な
り
大
ら
か
に
図
柄
の
や
り
取
り
が
行

わ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
鈴
木
春
信
の
浮
世
絵
な
ど
は
、
そ
の
多
く
が
先
例

の
図
柄
を
借
用
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
か

に
は
人
物
描
写
に
限
ら
ず
、
点
景
物
の
描
写
の
み
を
借
用
し
た
例
も
見
ら
れ

る）
55
（

。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
傾
向
は
浮
世
絵
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
春
画

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
春
画
で
は
、
人
物
を
描
い
た
性
交
図
に
限
ら
ず
、

背
景
の
点
景
物
の
み
を
借
用
し
た
例
も
見
ら
れ
る
。

そ
の
最
も
わ
か
り
や
す
い
例
が
、恋
川
笑
山
の
春
本
『
旅
枕
五
十
三
次
』（
嘉

永
期　

一
八
四
八―

五
四
）
の
背
景
図
で
あ
る
。
こ
の
春
本
は
、
当
時
流
行
り

の
〈
東
海
道
中
も
の
〉
の
趣
向
を
用
い
て
お
り
、
東
海
道
五
十
三
次
の
宿
場
町

の
よ
う
す
を
す
べ
て
性
交
図
に
描
き
変
え
た
も
の
で
あ
る）
56
（

。
こ
う
し
た
〈
東
海

道
中
も
の
〉
の
趣
向
は
、
当
時
、
十
返
舎
一
九
『
道
中
膝
栗
毛
』（
享
和
二
年

―

文
化
十
一
年　

一
八
〇
二―

一
四
）
の
大
ヒ
ッ
ト
に
よ
っ
て
大
い
に
流
行
し
、

読
本
な
ど
の
文
芸
書
誌
だ
け
で
な
く
、
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
に
も
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
恋
川
笑
山
の
春
本
『
旅
枕
五
十
三
次
』
も
こ
う
し
た
時
世
の
流

れ
を
受
け
て
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
春
画
の
面
白
い
と
こ
ろ

は
、
単
な
る
趣
向
の
転
用
に
留
ま
ら
ず
、
図
柄
に
お
い
て
も
先
達
の
作
品
に

倣
っ
て
描
か
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。

た
と
え
ば
、
春
本
『
旅
枕
五
十
三
次
』
の
「
掛
川
」
に
は
、
旅
人
と
機
織
女

の
性
交
図
の
背
景
に
〈
橋
を
行
き
交
う
僧
・
子
供
〉
や
〈
田
植
え
を
す
る
人
び

と
〉
が
描
か
れ
て
い
る
が
〔
図
61
〕、
こ
の
背
景
は
、
歌
川
広
重
の
『
東
海
道

五
十
三
次
』（
天
保
四―

五　

一
八
三
三―

三
四
）
の
「
掛
川
」（
浮
世
絵
）
の
情

景
〔
図
62
〕
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
双
方
は
、
山
並
み
や
田
植
え
の
景

色
、
橋
の
常
夜
灯
ま
で
類
似
し
て
お
り
、
恋
川
笑
山
は
こ
の
春
画
を
描
く
に
あ
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た
っ
て
、
広
重
の
浮
世
絵
か
ら
図
柄
を
借
用
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た

ほ
か
に
も
同
じ
よ
う
な
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
、
た
と
え
ば
春
本
『
旅
枕
五
十

三
次
』
の
「
三
嶌
」
の
背
景
に
は
鳥
居
と
石
塔
が
う
っ
す
ら
と
描
か
れ
て
い
る

が
〔
図
63
〕、
こ
れ
は
広
重
の
『
東
海
道
五
十
三
次
』
の
「
三
嶌
」
に
描
か
れ

た
背
景
を
借
用
し
て
い
る
〔
図
64
〕。
ま
た
「
三
嶌
」（
春
画
）
に
は
籠
屋
と
女

客
の
性
交
図
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
広
重
の
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
モ

チ
ー
フ
を
借
用
し
て
い
る
。
同
様
に
、
春
本
『
旅
枕
五
十
三
次
』
の
「
江
尻
」

の
背
景
に
は
湾
内
に
留
ま
る
多
く
の
帆
船
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
広
重

の
浮
世
絵
「
江
尻
」
に
描
か
れ
た
風
景
を
借
用
し
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
春
本

『
旅
枕
五
十
三
次
』
の
「
吉
原
」
の
背
景
に
は
松
並
木
を
行
き
交
う
馬
上
の
旅

人
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
も
広
重
の
浮
世
絵
「
吉
原
」
に
描
か
れ
た
モ

チ
ー
フ
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
恋
川
笑
山
は
春
本『
旅
枕
五
十
三
次
』

の
な
か
で
、〈
東
海
道
中
も
の
〉
の
趣
向
に
加
え
て
、
さ
ら
に
当
時
、
世
相
で

流
行
し
て
い
た
広
重
画
（『
東
海
道
五
十
三
次
』）
の
図
柄
を
そ
の
ま
ま
借
用
し

て
い
る
。
こ
こ
で
恋
川
笑
山
は
図
柄
に
お
け
る
〈
模
倣
の
「
趣
向
」
化
〉
を
試

み
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
春
画
を
手
に
し
た
人
び
と
は
、
絵
師
の
仕
掛
け
た

こ
れ
ら
の
技
巧
を
見
抜
く
こ
と
を
楽
し
ん
だ
に
ち
が
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
春

本
『
旅
枕
五
十
三
次
』
の
す
べ
て
の
画
図
に
、
広
重
画
か
ら
の
借
用
表
現
が
用

い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、〈
浮
世
絵
春
画
〉
と
〈
浮
世
絵
〉
を
つ
な

ぐ
例
と
し
て
特
筆
す
べ
き
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

図61　恋川笑山　春本『旅枕五十三次』［掛川］ 図62　 歌川広重『東海道五十三次』［掛川］（『保永堂
版　広重　東海道五拾三次』2004年より転載）

図63　恋川笑山　春本『旅枕五十三次』［三嶌］
図64　 歌川広重『東海道五十三次』［三島］（『保永

堂版　広重　東海道五拾三次』2004年より転
載）
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ま
た
も
う
ひ
と
つ
、〈
春
画
〉
と
〈
浮
世
絵
〉
の
つ
な
が
り
を
示
す
事
例
が

あ
る
。
そ
れ
は
勝
川
春
章
の
春
本
『
艶
美
珍
画　

番
枕
陸
の
緑
』（
天
明
四

年 

一
七
八
四
）
の
冒
頭
図
で
あ
る
〔
図
65
〕。
こ
の
画
に
は
、
桜
木
の
下
で
若

衆
が
句
意
を
ひ
ね
る
場
面
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
傍
ら
に
奴
が
硯
箱
を
持
っ

て
屈
ん
で
い
る
。
ま
た
幔
幕
の
内
に
は
多
く
の
女
性
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の

女
性
の
な
か
に
は
年
老
い
た
老
婆
や
幕
の
切
れ
目
か
ら
覗
き
見
る
者
ま
で
い

る
。
そ
し
て
興
味
深
い
こ
と
に
、
勝
川
春
章
は
こ
の
画
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
図
柄

を
肉
筆
浮
世
絵
（『
桜
下
詠
歌
の
図
』）
と
し
て
描
い
て
い
る
〔
図
66
〕。
双
方
の

主
題
、
構
図
、
要
素
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
、
奴
の
姿
勢
も
極
め
て
似
て
い

る
。
そ
の
違
い
と
い
え
ば
、
肉
筆
画
の
方
が
幔
幕
内
の
女
性
の
数
が
多
く
、
若

衆
の
表
情
も
い
く
ぶ
ん
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
。『
桜
下
詠
歌
の
図
』
の
制
作

年
が
不
明
な
た
め
に
双
方
の
影
響
関
係
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
こ
か
ら
勝
川
春

章
は
同
じ
図
柄
を
〈
春
画
〉
に
も
、〈
肉
筆
浮
世
絵
〉
に
も
描
い
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
勝
川
春
章
の
画
図
に
は
先
行
画
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
鈴

木
春
信
に
よ
る
浮
世
絵
『
漢
詩
を
作
る
若
衆
』（
明
和
二
年―

七
年　

一
七
六
五

―

七
〇
）
で
あ
る
〔
図
67
〕。
春
信
は
、
こ
の
画
の
な
か
で
、
幔
幕
の
際
で
漢

詩
を
つ
く
る
若
衆
と
、
そ
の
傍
ら
で
硯
鉢
を
持
つ
小
僧
を
描
い
て
い
る
。
春
信

画
と
春
章
画
は
、
そ
の
様
式
は
異
な
る
も
の
の
、
画
題
の
点
か
ら
見
れ
ば
双
方

は
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
逆
に
そ
の
違
い
と
い
え
ば
、
幔
幕
の
内
側
が
描
か

れ
て
い
る
か
否
か
に
加
え
て
、
春
信
画
に
は
秋
の
紅
葉
狩
り
の
風
景
が
描
か
れ

て
お
り
、
春
章
画
に
は
春
の
花
見
の
風
景
が
描
か
れ
て
い
る）
57
（

。
お
そ
ら
く
春
章

は
こ
の
春
信
画（『
漢
詩
を
作
る
若
衆
』）に
倣
っ
て
ふ
た
つ
の「
桜
下
詠
歌
の
図
」

を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
趣
向
の
系
譜
を
辿
る
こ
と
で
裏
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
春
信
画
（『
漢
詩
を
作
る
若
衆
』）
の
若
衆
が
持
つ
懐
紙
に
注
目
し
て
み

れ
ば
、
そ
こ
に
は
「
石
上
題
詩
掃
緑
苔
」
の
漢
詩
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一

節
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
秋
興
」
に
収
め
ら
れ
た
白
居
易
の
「
林
間
煖
酒
焼

紅
葉
」
の
次
句
に
あ
た
る
。
そ
こ
か
ら
、
こ
の
画
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
漢
詩

「
林
間
煖
酒
焼
紅
葉
（
林り
ん
か
ん間
に
酒
を
煖あ
た
た
め
て
紅こ
う
え
ふ葉
を
焼た

く
）
石
上
題
詩
掃
緑
苔

（
石せ
き
じ
や
う上に
詩
を
題
し
て
緑り
よ
く
た
い苔を
掃は
ら

ふ）
58
（

）」
の
詩
意
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
う
す
る
と
、
若
衆
が
漢
詩
を
ひ
ね
る
図
柄
は
そ
の
詩
に
記
さ
れ
た
「
石
の
上

の
緑
の
苔
を
は
ら
っ
て
そ
こ
に
詩
を
書
き
付
け
る
場
面
」
を
当
世
風
に
描
き
替

え
た
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
こ
の
絵
は
、
左
側
の
幔
幕
内
に
漢

詩
の
前
句
の
表
現
を
包
み
隠
し
て
お
り
、
こ
の
絵
を
見
る
者
に
「
林
間
に
酒
を

煖
め
て
紅
葉
を
焼
く
」
の
詩
句
を
想
起
さ
せ
る
演
出
が
施
さ
れ
て
い
る）
59
（

。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
ふ
た
た
び
勝
川
春
章
の
春
本
『
艶
美
珍
画　

番
枕

陸
の
緑
』
の
冒
頭
図
を
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
画
の
な
か
に
も
『
和
漢
朗
詠
集
』

の
漢
詩
を
想
起
す
る
書
き
入
れ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
奴
の
台

詞
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
お
だ（
旦
那
）

ん
な　

赤
貝
を
ぎ（

銀

だ

し

）

ん
だ
し
で
に（
煮
染
め
た
）

し
め
た
に（
匂
ひ
）

ほ
ひ

が
い
た
し
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
赤
貝
と
は
〈
女
性
器
〉
の
こ

と
を
示
し
て
お
り
、
同
時
に
〈
酒
・
紅
葉
〉
に
も
見
立
て
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
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り
こ
の
台
詞
か
ら
、
幕
内
の
女
性
た
ち
が
若
衆
を
見
て
陰
部
を
火
照
ら
し
、
そ

の
匂
い
ま
で
伝
わ
る
状
況
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
林
間
で
酒
を

温
め
る
た
め
に
紅
葉
を
焼
き
、
そ
の
こ
と
で
〈
温
め
ら
れ
た
酒
〉
と
〈
焼
か
れ

る
紅
葉
〉の
香
り
が
漂
う
漢
詩
の
風
情
に
重
ね
て
表
現
し
て
い
る
。
つ
ま
り「
赤

貝
を
ぎ
ん
だ
し
で
に
し
め
た
に
ほ
ひ
が
い
た
し
ま
す
」
と
は
、「
林
間
に
酒
を

煖
め
て
紅
葉
を
焼
く
」
の
詩
句
を
春
画
調
に
言
い
換
え
た
表
現
で
あ
る）
60
（

。

以
上
ま
と
め
る
と
、
春
章
は
春
本
『
艶
美
珍
画　

番
枕
陸
の
緑
』
の
冒
頭
図

に
お
い
て
、
春
信
の
浮
世
絵
か
ら
図
柄
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
趣
向
ま
で
も
借
用

し
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
幕
の
な
か
を
大
胆
に
描
く
こ
と
で
、『
和
漢
朗
詠
集
』

の
漢
詩
を
見
事
に
春
画
調
に
転
換
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
〈
春
画
〉
と
〈
浮
世
絵
〉
に
は
い
く
つ
か
の
借
用
表
現
が
見
ら

れ
、
こ
う
し
た
事
例
を
通
じ
て
、
双
方
の
あ
い
だ
で
図
柄
の
大
胆
な
や
り
取
り

が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

旅
籠
屋
女
の
図
譜

そ
れ
で
は
次
に
、「
旅
籠
屋
女
」と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
着
目
し
、春
画
、挿
絵
、

浮
世
絵
に
お
け
る
図
柄
の
類
似
性
を
考
え
て
み
た
い
。江
戸
時
代
の
絵
画
に
は
、

し
ば
し
ば
旅
籠
屋
が
描
か
れ
る
が
、
そ
の
な
か
で
最
も
有
名
な
の
は
歌
川
広
重

に
よ
る
『
東
海
道
五
十
三
次
』
の
「
御
油
」
の
風
景
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、

旅
籠
屋
女
た
ち
が
街
道
を
い
く
旅
人
の
袖
や
首
も
と
を
引
っ
張
り
、
宿
に
連
れ

込
も
う
と
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
当
時
、
実
際
に
「
御
油
」
の
旅
籠
屋

図65　勝川春章　春本『艶美珍画　番枕陸の緑』 図66　 勝川春章　肉筆浮世絵『桜下詠歌の図』（『勝川春章と
その一門』三彩新社より転載）

図67　 鈴木春信『漢詩を作る若衆』（『浮世絵ベルギーロイヤルコレクショ
ン展』2008年より転載）
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女
が
旅
人
相
手
に
強
引
な
接
客
を
し
て
い
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な

く
と
も
江
戸
時
代
に
は
、〈
旅
籠
屋
女
〉
は
旅
人
の
袖
を
引
い
て
、
客
を
無
理

や
り
宿
に
連
れ
込
む
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
い
く
つ
か
の
春
画
に
こ
う
し
た
〈
旅
籠
屋
女
〉
の
イ
メ
ー
ジ

が
描
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
奥
村
政
信
の
春
本
『
伊
勢
物
語
俳
諧
ま
め
男

　

夢
想
頭
巾
』（「
三
川
の
国
と
め
女
八
ッ
橋
」）
に
は
、〈
旅
籠
屋
女
〉
が
「
と
ま

ら
ん
せ
〳
〵
」
と
言
い
な
が
ら
、
笠
を
か
ぶ
っ
た
旅
人
の
腕
を
掴
み
、
強
引
に

宿
に
連
れ
込
も
う
と
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
〔
図
68
〕。
ま
た
同
様
の
図

柄
が
北
尾
重
政
の
春
本
『
新
造　

笑
本
色
千
鳥
』（
安
永
七
、八
年　

一
七
七
八
、

七
九
）
に
も
見
ら
れ
、〈
旅
籠
屋
女
〉
が
旅
人
を
強
引
に
引
き
留
め
よ
う
と
し

て「
泊
る
が
ば（

晩
）ん

に
来
る
気
が
あ
る
か
」と
言
い
張
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。

〔
図
69
〕。

な
お
、
こ
の
春
本（『
新
造　

笑
本
色
千
鳥
』）が
刊
行
さ
れ
る
以
前
の
明
和
四
、

五
年
（
一
七
六
七
、
六
八
）
に
、
鈴
木
春
信
が
浮
世
絵
『
蝉
丸
』
な
か
で
、
こ

の
図
柄
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
〈
旅
籠
屋
女
〉
の
姿
を
描
い
て
い
る
〔
図
70
〕。
と

な
れ
ば
、
重
政
が
こ
の
画
を
描
く
に
あ
た
っ
て
春
信
の
図
柄
を
借
用
し
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
図
柄
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
が
、
西
川
祐
信
の
絵
本

『
絵
本
大
和
錦
』（
寛
保
三
年　

一
七
四
三
）
に
す
で
に
描
か
れ
て
い
る
〔
図
71
〕。

こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
図
柄
の
影
響
関
係
は
極
め
て
複
雑
で
あ
る
。
祐
信
画

（『
絵
本
大
和
錦
』）
と
春
信
画
（『
蝉
丸
』）
の
図
柄
の
違
い
に
注
目
し
て
み
れ
ば
、

前
者
に
描
か
れ
た
旅
人
は
二
本
差
し
で
あ
る
が
、
後
者
に
描
か
れ
た
旅
人
は
一

本
差
し
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
重
政
画
（『
新
造
笑
本
色
千
鳥
』）
に
描
か
れ
た

旅
人
は
二
本
差
し
で
あ
る
た
め
、
重
政
は
春
信
の
浮
世
絵
に
倣
っ
た
と
い
う
よ

り
も
む
し
ろ
、
祐
信
の
絵
本
に
倣
っ
て
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
春
信
画
は
ど
の
絵
に
倣
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
祐
信
画
以
前
に

す
で
に
奥
村
政
信
が
春
本
『
伊
勢
物
語
俳
諧
ま
め
男　

夢
想
頭
巾
』
の
な
か
で

こ
の
図
柄
を
描
い
て
お
り
、
政
信
画
に
は
一
本
差
し
の
旅
人
が
描
か
れ
て
い
る

た
め
〔
図
68
〕、春
信
は
政
信
の
春
本
か
ら
図
柄
を
借
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
不
可
解
な
こ
と
に
、
春
信
画
に
は
宿
の
軒
先
に
〈
茶
器
の
棚
〉
が
描
か
れ

て
お
り
、
政
信
画
に
は
こ
れ
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
祐
信
画
に
は
〈
茶

器
の
棚
〉
が
描
か
れ
て
い
る
。
と
な
れ
ば
、
春
信
は
政
信
画
と
祐
信
画
の
双
方

の
図
柄
に
倣
っ
て
浮
世
絵
『
蝉
丸
』
を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、〈
旅
籠
屋
女
〉
の
図
柄
の
借
用
関
係
は
非
常
に
複
雑
な

様
相
を
呈
し
て
お
り
、
そ
れ
を
描
か
れ
た
年
代
順
に
並
べ
、
か
つ
旅
人
の
帯
刀

数
で
分
け
る
と
、
次
の
よ
う
な
系
譜
が
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
よ
う
。

【
袖
を
引
か
れ
る
旅
人
が
二
本
差
し
の
図
柄
】

【
袖
を
引
か
れ
る
旅
人
が
一
本
差
し
の
図
柄
】

（
寛
保
三
年　

一
七
四
三
）

（
宝
永
期　

一
七
〇
四―

一
一
）

奥
村
政
信
の
艶
本
『
伊
勢
物

語
俳
諧
ま
め
男　

夢
想
頭
巾
』

西
川
祐
信
の
絵
本
『
絵
本
大
和
錦
』

北
尾
重
政
の
艶
本
『
新
造　

笑
本
色
千
鳥
』

（
安
永
七
、
八
年　

一
七
八
八
、
九
）

（
明
和
四
、
五
年　

一
七
六
七
、
六
八
）

鈴
木
春
信
の
浮
世
絵
『
蝉
丸
』
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こ
の
系
譜
だ
け
を
見
て
い
れ
ば
、〈
旅
籠
屋
女
〉
の
図
柄
は
奥
村
政
信
の
考

案
に
よ
る
も
の
と
思
え
る
が
、
話
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の

図
柄
は〈
浮
世
草
子
の
挿
絵
〉の
な
か
で
頻
繁
に
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

管
見
の
限
り
そ
れ
ら
を
拾
っ
て
い
く
な
ら
ば
、
ま
ず
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）

刊
の
浮
世
草
子『
渡
世
商
軍
談
』（「
手
代
は
道
連
の
目
を
ぬ
け
参
り
の
働
き
」）に
、

屋
敷
の
玄
関
あ
た
り
で
笠
を
か
ぶ
っ
た
旅
人
を
引
き
留
め
る
女
性
が
描
か
れ
て

い
る
。
ま
た
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
刊
の
浮
世
草
子
『
女
男
色
遊
』（「
春
よ

り
賑
ふ
冬
咲
花
の
顔
み
せ
」）
に
も
、
旅
籠
屋
女
が
笠
を
か
ぶ
っ
た
旅
人
の
袖
を

引
く
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
刊
の

浮
世
草
子
『
渡
世
身
持
談
義
』（「
蒿
に
か
ゝ
つ
て
さ
し
つ
く
様
な
遣
女
が
返
答
」）

に
も
、
旅
籠
屋
女
が
旅
人
を
引
き
入
れ
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
〔
図
72
〕。

ほ
か
に
も
、
寛
保
四
年
（
一
七
四
一
）
刊
の
浮
世
草
子
『
敦
盛
源
平
桃
』（「
臆

病
を
見
入
て
化
る
嫗
が
懐
」）
に
も
同
様
の
図
柄
が
描
か
れ
て
い
る
〔
図
73
〕。

な
お
、
こ
の
挿
絵
（『
敦
盛
源
平
桃
』）
に
は
二
本
差
し
の
旅
人
が
描
か
れ
て
お

り
、
し
か
も
宿
屋
に〈
茶
器
の
棚
〉が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
祐
信
画（『
絵

本
大
和
錦
』）
に
倣
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
図
柄
は
す
べ
て

政
信
画
（『
伊
勢
物
語
俳
諧
ま
め
男　

夢
想
頭
巾
』）
よ
り
も
後
年
の
刊
行
で
あ
る

が
、〈
旅
籠
屋
女
〉
の
図
柄
が
春
画
、
絵
本
、
浮
世
絵
の
あ
い
だ
を
行
き
来
す

る
の
と
平
行
し
て
、
浮
世
草
子
の
挿
絵
の
な
か
で
も
同
じ
よ
う
な
図
柄
が
い
く

つ
も
描
か
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ほ
ど
〈
旅
籠
屋
女
〉
の
類
似
画
が
多
い
の
に
は
何
か
理
由

図68　 奥村政信　春本『伊勢物語俳諧まめ男　夢想頭巾』
図70　 鈴木春信　浮世絵『蝉丸』（『青春の浮世絵師　鈴

木春信―江戸のカラリスト登場』より転載）

図69　北尾重政　春本『新造　笑本色千鳥』
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が
あ
ろ
う
。
ひ
と
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
発
端
は
江
戸

前
期
に
出
版
さ
れ
た
「
好
色
辞
典
」
の
記
述
に
あ
る
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、

貞
享
四
年（
一
六
七
八
）刊
の
浮
世
草
子『
好
色
貝
合
』の
な
か
に「
旅
籠
屋
女
」

の
項
目
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
旅は

た
ご籠

屋
女を
ん
な」

旅
籠
屋
の
女
は
、
旅た

ひ
ひ
と人

に
ぬ
れ
か
け
る
色
づ
く
り
。
前
垂
に
を
き
手て
の
ご
い拭

。

或あ
る

は
大
嶋
田
に
振
袖
。
帯
し
り
げ
た
に
か
け
。
旅
人
に
む
つ
れ
。
馬
子
に

ざ
れ
て
荷
物
に
す
が
り
。
袖
に
よ
り
て
引
こ
み
。
と
り
い
る
ゝ
を
第
一
也
。

実じ
つ

ら
し
い
事
は
み
ぢ
ん
な
き
物
か
ら
。
と
め
る
時
の
あ
い
さ
つ
と
。
と
め

す
ま
い
て
の
あ
し
ら
い
、
天
地
黒こ

く
び
や
く白つ

ら
が
に
く
し）
61
（

。

こ
の
記
述
で
は
、〈
旅
籠
屋
女
〉
は
、
旅
人
の
「
袖
に
よ
り
て
引
き
こ
み
」、

客
に
取
り
入
る
こ
と
を
第
一
と
し
、
泊
ま
る
時
の
あ
い
さ
つ
と
、
泊
ま
る
の
を

断
っ
た
時
の
あ
し
ら
い
は
、
天
地
黒
白
の
ご
と
く
違
う
と
し
て
い
る
。
な
お
、

浮
世
草
子
『
好
色
貝
合
』
は
、
前
年
の
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
刊
の
『
好
色

訓
蒙
図
彙
』
の
補
遺
的
書
物
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
好
色
事
項
に
関
す
る
図
解
百

科
事
典
（
図
彙
物
）
で
あ
る
。
当
時
、
こ
の
よ
う
な
好
色
辞
典
が
数
多
く
出
版

さ
れ
、
世
に
ひ
ろ
く
流
布
し
て
お
り
、〈
旅
籠
屋
女
〉
の
イ
メ
ー
ジ
も
こ
う
し

た
辞
典
の
記
述
に
よ
っ
て
し
だ
い
に
形
作
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
こ
の
〈
旅
籠
屋
女
〉
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
長
い
図
柄
の
系
譜
を
通
じ
て

図71　西川祐信　絵本『絵本大和錦』 図72　浮世草子『渡世身持談義』

図73　浮世草子『敦盛源平桃』（早稲田大学所蔵・古典籍総合DBより）
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歌
川
広
重
の
『
東
海
道
五
十
三
次
』（「
御
油
」）
に
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

お
そ
ら
く
広
重
も
、
こ
の
宿
場
町
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
そ
う
し
た
〈
旅
籠
屋

女
〉
の
イ
メ
ー
ジ
を
趣
向
と
し
て
取
り
入
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

春
画
と
意
馬
心
猿
図

こ
れ
ま
で
は
お
も
に
〈
春
画
〉
と
〈
浮
世
絵
〉
と
の
図
柄
の
や
り
取
り
に
つ

い
て
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
少
し
視
点
を
変
え
て
、〈
仏
教
教
訓
画
〉
と
〈
春

画
〉
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

そ
こ
で
ま
ず
、
奥
村
政
信
の
春
本
『
善
悪
占
仕
形
道
成
寺
』（
延
享
四
年　

一

七
四
七
）
の
第
三
巻
の
冒
頭
画
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
画
に
は
、
性
交
図
は
描

か
れ
て
い
な
い
が
、
画
中
に
「
心
」
の
字
と
共
に
〈
丙
午
の
男
〉
と
〈
丙
午
の

女
〉
が
描
か
れ
て
い
る
〔
図
74
〕。
ま
た
画
面
中
央
に
は
、「
心
の
駒
に
手
縄
ゆ

す
る
な
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
一
見
、
演
劇
の
幕
開
け
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

実
は
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
絵
が
、
西
川
祐
信
の
絵
本
『
絵
本
清
水
の
池
』（
享

保
十
九
年　

一
七
三
四
）〔
図
75
〕
や
鈴
木
春
信
の
絵
本
『
絵
本
童
の
的
』（
明
和

四
年　

一
七
六
七
）
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
祐
信
画
（『
絵
本
清
水
の
池
』）
や
春

信
画
（『
絵
本
童
の
的
』）
で
は
、
中
央
の
杭
に
〈「
心
」
と
い
う
字
〉
と
〈
錠
前
〉

が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
延
び
る
手
綱
の
先
に
は
〈
猿
〉
と
〈
馬
〉
が

描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
画
は
、
当
時
、
人
び
と
の
あ
い
だ
で
よ
く
知
ら
れ

た
〈
仏
教
教
訓
画
〉
の
「
意
馬
心
猿
図
」
で
あ
る
。

で
は
「
意
馬
心
猿
図
」
と
は
ど
の
よ
う
な
絵
で
あ
ろ
う
か
。「
意
馬
心
猿
」

と
は
、『
広
辞
苑
』
に
よ
れ
ば
「
煩
悩
・
欲
情
・
妄
念
の
お
さ
え
が
た
い
の
を
、

馬
が
疾
走
し
猿
が
さ
わ
ぎ
た
て
て
制
し
が
た
い
の
に
た
と
え
て
い
う
語
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
言
葉
は
仏
教
経
典
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り

―

た
だ
し
、
経
文
の
な
か
に
「
意
馬
心
猿
」
と
い
う
言
葉
は
記
さ
れ
て
い
な

い―

、『
心
地
観
経
』（
巻
八
）
に
あ
る
「
心
は
猿
猴
の
如
く
」
と
い
う
記
述

を
も
と
に
作
ら
れ
た
造
語
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、「
意
馬
心
猿
」
の
絵
画
化
に
つ
い
て
は
す
で
に
腮
尾
尚
子
氏
が
詳
し

く
論
考
さ
れ
て
お
り）
62
（

、
こ
こ
で
は
そ
の
論
考
に
従
い
な
が
ら
「
意
馬
心
猿
図
」

の
〈
春
画
〉
へ
の
展
開
を
考
え
て
み
た
い
。

そ
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
「
意
馬
心
猿
図
」
の
最
も
古
い
例
は
貞
享
五
年
（
一

六
八
八
）
刊
の
『
絵
本
宝
鑑
』
の
挿
絵
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
本
は
、
当
時

世
相
で
知
ら
れ
る
様
々
な
訓
戒
や
思
想
を
挿
絵
と
し
て
描
い
た
教
訓
絵
本
で
あ

る
。
そ
の
な
か
の
第
二
巻
（
第
三
十
二
）
に
「
意
馬
心
猿
図
」
が
描
か
れ
て
お

り
〔
図
76
〕、〈「
心
」
と
い
う
字
〉
と
〈
錠
前
〉
か
ら
延
び
る
手
綱
に
は
〈
猿
〉

と〈
馬
〉が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
画
に
は
解
説
文
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
一
部
を
引
用
す
る
。

意い

馬ば

心し
ん

猿ゑ
ん

圖の
ず

意い

馬ば

心し
ん

猿ゑ
ん

は
み
な
心こ
ゝ
ろ
の
た
と
へ
也
。
経き
や
う

意い

を
以も
つ
て。
書か
き

し
也
。
散さ
ん
ら
ん乱
の

心し
ん

を
ば
馬む
ま

の
さ（

騒

ぐ

）

は
ぐ
に
た（

例

え

）

と
へ
。

貪

と
ん
よ
く﹇
む
さ
ほ
り
ほ
し
が
る
﹈

欲

の
心
を
ば
猿さ
る

の
菓こ
の
み
を
愛あ
い

す
る
に
た（

例

う

）

と
ふ
。
さ
れ
ば
に
や
意
こ
ゝ
ろ
の
む
ま
馬
。
六ろ
く
ぢ
ん塵
の
境き
や
う
に
は
し
り
。
心
こ
ゝ
ろ
の
さ
る猿
五
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濁ぢ
よ
く

の
枝え
だ

に
た（

戯

ふ

る

）

は
ふ
る
ゝ
事
朝ち
や
う
こ
ん昏

昼ち
う
や夜

止や
む

こ
と
な
し
。
つ
ね
に
我わ
が

心こ
ゝ
ろ

に

油ゆ
だ
ん断

な
く
。
忘も

う
さ
う想

の
馬む

ま

顚て
ん

倒ど
う

の
猿
を
ば
。
縄な

は

に
て
こ
れ
を
縛し

ば

り
。
法ほ

つ
し
や
う性の

柱
は
し
ら
に
し
つ
か
り
と
結ゆ
ひ

付つ
け

。
つ
な
ぎ
し
き
づ
な
に
。
金き
ん
げ
ん言
妙み
や
う
く句
の
鎖じ
や
うを
お
ろ

し
を
く
な
ら
ば
。
一い
つ
し
ん心
す
な
は
ち
一い
ち
ぶ
つ仏
性し
や
う

な
ら
ん
と
の
を（

教

え

）

し
へ
な
る
べ

し
。

こ
の
解
説
文
か
ら
、「
意
馬
心
猿
」
と
い
う
言
葉
は
経
文
を
典
拠
と
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
散
乱
の
心
」
が
「
馬
の
騒
ぎ
」
に
、「
貪
欲
の

心
」
が
「
猿
が
菓
を
愛
す
る
行
為
」
に
例
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
貪
欲
の

心
を
法
性
の
柱
に
し
っ
か
り
と
結
び
つ
け
て
お
く
仏
教
的
訓
戒
が
説
か
れ
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
解
説
文
の
末
尾
に
は
「
や
ま
と
う
た
に　

ひ
か
れ
な
ば
あ
し

き
道
に
も
入い

り

ぬ
べ
し　

心
の
駒こ
ま

に
手た
づ
な縄

ゆ
る
す
な
」
と
い
う
教
訓
歌
も
添
え
ら

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
教
訓
絵
本
で
は
「
意
馬
心
猿
」
の
意
味
が
挿

絵
、
解
説
文
、
教
訓
歌
の
三
点
か
ら
説
か
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、「
意
馬
心
猿
図
」
は
江
戸
時
代
の
絵
本
に
ば
か
り
描
か
れ
て
き

た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
画
は
お
も
に
庶
民
教
化
の
場
で
用
い
ら
れ
、
貪
欲
を

抑
制
す
る
志
を
示
し
た
絵
図
と
し
て
家
々
の
床
の
間
な
ど
に
掛
け
ら
れ
て
き

た
。
た
と
え
ば
、そ
う
し
た
情
景
は
狂
言
本『
け
い
せ
い
鎌
倉
山
梶
原
一
生
記
』

（
享
保
十
二
年　

一
七
二
七
）
の
挿
絵
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に

は
部
屋
の
襖
に
「
意
馬
心
猿
図
」
が
掛
け
ら
れ
た
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
〔
図

77
〕。

図74　奥村政信　春本『善悪占仕形道成寺』

図75　西川祐信　絵本『絵本清水の池』
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ま
た
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
う
し
た
情
景
は
春
画
の
な
か
に
も
描
か
れ
て
い

る
。
竹
原
春
朝
斎
の
春
本
『
艶
本
美
徒
和
草
』（
享
保
五
年　

一
七
二
〇
）
に

は）
63
（

、
若
い
男
女
が
「
意
馬
心
猿
図
」
を
眺
め
な
が
ら
性
交
に
ふ
け
る
場
面
が
描

か
れ
て
い
る
〔
図
78
〕。
こ
こ
で
は
、
貪
欲
を
戒
め
る
訓
戒
画
な
ど
は
性
欲
に

駆
ら
れ
た
若
い
男
女
の
前
で
は
ま
っ
た
く
意
味
を
な
さ
な
い
様
子
が
示
さ
れ
て

お
り
、〈
欲
望
を
戒
め
た
教
訓
画
〉
を
〈
欲
望
に
駆
ら
れ
た
性
交
図
〉
に
描
き

込
む
こ
と
で
日
常
的
に
よ
く
知
ら
れ
た
教
訓
事
項
を
逆
手
に
と
る
春
画
な
ら
で

は
の
諧
謔
表
現
を
演
出
し
て
い
る
。

で
は
こ
こ
で
、
も
う
一
度
、
先
ほ
ど
の
奥
村
政
信
の
画
図
（〔
図
74
〕）
に
戻

ろ
う
。
政
信
は
こ
の
画
の
な
か
で
「
意
馬
心
猿
図
」
の
〈
猿
〉
と
〈
馬
〉
を
〈
丙

午
の
男
〉
と
〈
丙
午
の
女
〉
に
変
え
た
見
立
図
を
描
い
て
い
る
。
し
か
も
そ
の

画
中
に
記
さ
れ
た「
心
の
駒
に
手
縄
ゆ
す
る
な
」と
い
う
言
葉
は『
絵
本
宝
鑑
』

の
教
訓
歌
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。
幼
い
頃
か
ら
「
意
馬
心
猿
」
の
訓
戒
を
耳
に

し
て
い
た
人
び
と
は
、
政
信
画
に
描
か
れ
た
幕
開
け
の
描
写
が
仏
教
教
訓
画
と

は
ま
る
で
正
反
対
の
好
色
世
界
へ
の
入
り
口
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ

の
画
の
意
味
と
意
図
の
違
い
を
楽
し
ん
だ
に
ち
が
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
浮
世
絵
春
画
に
は
、
性
表
現
が
ま
っ
た
く
描
か
れ
て
い
な
い
画

で
あ
っ
て
も
、
二
重
、
三
重
に
見
立
て
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
し

か
も
そ
こ
に
は
教
訓
的
意
味
を
逆
手
に
と
っ
た
遊
び
心
が
た
ぶ
ん
に
含
ま
れ
て

い
る）

64
（

の
で
あ
る
。

図77　狂言本『けいせい鎌倉山梶原一生記』（東京大学霞亭文庫所蔵）

図78　竹原春朝斎　春本『艶本美徒和草』（立命館大学ARC所蔵・hayBKE1―0002―0006）

図76　『絵本宝鑑』「意馬心猿圖」
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お
わ
り
に

こ
う
し
て
見
る
と
、
浮
世
絵
春
画
に
は
じ
つ
に
様
ざ
ま
な
借
用
表
現
が
描
か

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
そ
の
表
現
は
、
春
画
の
み
な
ら
ず
、
唐
本

の
挿
絵
、
浮
世
草
子
の
挿
絵
、
浮
世
絵
、
絵
本
、
教
訓
本
な
ど
に
倣
っ
て
描
か

れ
て
い
る
。
そ
の
点
に
注
目
し
て
み
る
な
ら
ば
、
江
戸
の〈
挿
絵
文
化
〉と〈
春

画
文
化
〉
の
近
似
性
が
容
易
に
浮
き
上
が
っ
て
こ
よ
う
。
ま
た
双
方
の
文
化
的

繋
が
り
は
、
た
ん
に
図
柄
が
似
て
い
る
か
否
か
を
越
え
た
深
い
関
係
で
結
ば
れ

て
お
り
、
浮
世
絵
春
画
も
江
戸
時
代
の
出
版
界
の
大
き
な
う
ね
り
の
な
か
で
描

か
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
本
論
の
出
発
点
で
あ
っ
た
「
な
ぜ
、
春
画
に
借
用
表
現
が
用
い
ら
れ
た

の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
お
も
に
〈
粉
本
主
義
の
伝
統
〉、〈
模
倣
の

「
趣
向
」
化
〉、〈
出
版
元
の
依
頼
〉
の
三
点
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

こ
で
も
う
一
度
、
こ
れ
ら
の
視
点
と
春
画
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
整
理
し
て
お

き
た
い
。

ま
ず
春
画
と
〈
粉
本
主
義
の
伝
統
〉
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
来
、
粉
本
主
義

は
上
位
絵
師
の
体
制
維
持
を
目
的
と
し
た
制
度
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に
な

る
と
、
町
絵
師
や
浮
世
絵
師
の
あ
い
だ
で
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
、
春
画
も
作
画
行
為
で
あ
る
以
上
、
こ
う
し
た
方
法
が
用
い
ら
れ
、
先

達
の
図
柄
を
手
本
と
し
、
そ
れ
を
写
し
取
る
こ
と
で
自
ら
の
画
力
を
鍛
え
て

い
っ
た
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
手
本
に
は
〈
舶
来
の
唐
本
〉
が
用
い
ら
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
〈
明
代
の
春
宮
画
〉
と
〈
浮
世
絵
春
画
〉
の
図
像
比
較
か
ら
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
浮
世
絵
春
画
に
は
〈
明
代
の
春
宮
画
〉
に
倣
っ
た
表
現

が
多
く
描
か
れ
て
お
り
、
当
時
、
日
本
の
絵
師
が
こ
う
し
た
舶
来
の
性
愛
画
を

手
本
に
春
画
を
描
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
そ
れ
ら
の
絵
師
の
な
か

に
は
、
春
宮
画
だ
け
で
な
く
、〈
浮
世
草
子
の
挿
絵
〉
な
ど
も
手
本
と
し
た
こ

と
が
、
浮
世
絵
春
画
に
そ
れ
ら
の
挿
絵
と
同
じ
よ
う
な
図
柄
が
多
く
描
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
指
摘
で
き
る
。

次
に
春
画
に
関
す
る
〈
模
倣
の
「
趣
向
」
化
〉
に
つ
い
て
で
あ
る
。〈
模
倣

の
「
趣
向
」
化
〉
は
、お
も
に
文
芸
表
現
の
な
か
で
用
い
ら
れ
た
手
法
で
あ
り
、

先
行
作
品
の
模
倣
を
行
う
こ
と
で
新
た
な
表
現
世
界
を
創
り
出
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
こ
う
し
た
手
法
は
、
江
戸
時
代
の
出
版
状
況
を
通
じ
て
、
し
だ
い
に
浮

世
絵
春
画
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
し
か
も
、〈
模
倣
の
「
趣
向
」
化
〉

は
春
画
の
み
な
ら
ず
、
浮
世
草
子
の
挿
絵
、
浮
世
絵
、
絵
本
と
の
間
で
図
柄
が

「
趣
向
」
と
し
て
行
き
来
す
る
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
そ
の
事
例

は
多
岐
に
わ
た
り
、
な
か
に
は
お
よ
そ
百
年
前
に
描
か
れ
た
図
柄
が
、
突
如
、

春
画
に
〈
模
倣
の
「
趣
向
」
化
〉
と
し
て
描
か
れ
た
例
も
見
ら
れ
る）

65
（

。

そ
し
て
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
表
現
方
法
が
成
立
し
た
背
景
に

〈
春
画
〉と〈
浮
世
草
子
〉・〈
絵
本
〉の
読
者
層
が
重
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
重
な
り
は
版
元
が
記
す
出
版
広
告
な
ど
を
通
じ
て
し
だ
い
に
つ
く
ら
れ
て

い
き
、
そ
の
結
果
、
江
戸
時
代
の
表
現
文
化―

文
芸
、
演
劇
、
芸
能
、
絵

画
、
俳
諧
な
ど―
を
横
断
す
る
文
化
的
リ
テ
ラ
シ
ー
が
芽
生
え
た
と
い
え
よ
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う
。〈
模
倣
の
「
趣
向
」
化
〉
も
、こ
う
し
た
文
化
的
基
盤
の
う
え
に
成
り
立
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
三
点
目
は
、春
画
に
お
け
る
〈
出
版
元
の
依
頼
〉
に
つ
い
て
で
あ
る
。

浮
世
絵
春
画
を
考
え
る
場
合
、
版
元
の
意
向
は
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。な
か
で
も
江
戸
時
代
の
春
画
表
現
に
最
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は〈
京

の
八
文
字
屋
〉
で
あ
っ
た
。
こ
の
版
元
は
春
画
表
現
の
な
か
に
「
世
俗
の
日
常

性
」
と
「
情
動
の
具
体
性
」
を
も
た
ら
し
、
そ
の
画
中
に
〈
横
長
の
俯
瞰
構
図
〉

を
導
入
し
、〈
人
物
の
台
詞
〉
を
書
き
入
れ
た
。
し
か
も
こ
の
画
面
の
変
化
に

よ
っ
て
性
交
図
の
背
景
が
詳
細
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
枚
の
画
か
ら
で

も
画
中
の
人
物
の
〈
情
況
〉
や
〈
関
係
〉
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
こ
の
変
化
は
、
春
画
が
単
な
る
性
交
画
で
は
な
く
な
り
、
そ
の

背
景
に
様
ざ
ま
な
人
間
模
様
を
描
く
戯
れ
画
へ
と
移
り
変
わ
っ
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
過
程
を
経
る
こ
と
で
春
画
に
は
多
く
の
借
用
表
現
が
描
か
れ
て

い
っ
た
。
そ
し
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
先
例
の
作
品
に
描
か
れ
た
世
界
観

を
、
こ
う
し
た
借
用
表
現
を
通
じ
て
そ
の
作
品
の
な
か
で
透
か
し
見
る
表
現
意

図
に
あ
る
。
た
と
え
て
言
う
な
ら
ば
、〈
芭
蕉
〉
と
〈
蕪
村
〉
の
俳
句
の
関
係

性
に
近
い
。

五
月
雨
を
あ
つ
め
て
早
し
最
上
川　
　
　
　

芭
蕉

五
月
雨
や
大
河
を
前
に
家
二
軒　
　
　
　
　

蕪
村

双
方
の
句
意
を
比
較
し
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
互
い
に
五
月
雨
に
よ
っ
て
急

激
に
水
か
さ
が
増
し
た
大
河
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
い
る
。
と
な
れ
ば
、
芭
蕉

の
句
よ
り
後
世
に
詠
ま
れ
た
蕪
村
の
句
は
、
あ
き
ら
か
に
芭
蕉
の
句
意
に
倣
っ

て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
蕪
村
の
句
は
、
芭
蕉
の
句
を
あ
か
ら
さ
ま
に
模

倣
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
蕪
村
の
句
は
、
芭
蕉
の
句
に
よ
っ
て
描
き
出
さ

れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
模
倣
す
る
こ
と
で
、
そ
の
変
奏
表
現
を
描
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
蕪
村
の
演
出
に
よ
っ
て
、
蕪
村
自
身
の
句
の
な
か
で
芭
蕉
の
描
い
た

世
界
観
を
透
か
し
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
感
覚
こ
そ
が
蕪
村
の
句
の
興
で

あ
り
、
こ
う
し
た
興
を
つ
く
り
出
す
演
出
が
〈
唐
本
・
浮
世
草
子
・
浮
世
絵
〉

と
〈
春
画
〉
の
図
像
表
現
の
あ
い
だ
で
も
行
わ
れ
て
い
た）

66
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。
こ
の
こ
と
が
春
画

に
借
用
表
現
を
描
か
せ
た
最
も
本
質
的
な
理
由
で
あ
り
、
人
び
と
は
そ
の
興
を

味
わ
う
た
め
に
春
画
を
手
に
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
浮
世
絵
春
画
を
考
え
る
場
合
、
唐
本
、
浮
世
草
子
、
浮
世
絵
、

絵
本
、
教
訓
本
、
読
本
と
の
比
較
検
討
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
浮
世
絵
春
画

を
こ
れ
ら
の
表
現
ジ
ャ
ン
ル
と
切
り
離
し
て
考
え
て
し
ま
う
と
、
か
え
っ
て
そ

の
表
現
の
本
質
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。
な
ぜ
な
ら
、
浮
世
絵
春
画
に

は
性
交
図
の
背
景
に
春
画
文
化
の
外
側
か
ら
や
っ
て
来
た
も
の
が
た
く
さ
ん
散

り
ば
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
春
画

文
化
の
内
側
を
め
ぐ
り
歩
い
て
い
る
だ
け
で
は
、
そ
れ
ら
の
図
柄
が
ど
こ
か
ら

来
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
そ
の
道
筋
を
辿
る
こ
と
も
、
そ
の
興
を
味
わ
う
こ

と
も
、
で
き
な
い
。
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註（
１
） 
春
画
に
お
け
る
図
柄
の
類
似
性
に
関
し
て
は
、
林
美
一
『
艶
本
研
究
叢
書
（
一
）

〜
（
十
四
）』（
有
光
書
房　

一
九
六
三―

一
九
七
六
年
）
や
白
倉
敬
彦
『
春
画
の
謎
を

解
く
』（
洋
泉
社　

二
〇
〇
四
年
）
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
ま
た
近
年
、
春
画
に
パ
ロ

デ
ィ
ー
の
要
素
を
見
出
す
研
究
か
ら
、〈
教
訓
書
・
絵
本
〉
と
〈
春
画
〉
と
の
類
似
性

を
指
摘
す
る
Ａ
・
ガ
ー
ス
ト
ル
「『
女
令
川
お
へ
し
文
』
解
説
」（『
近
世
艶
本
資
料
集

成
Ⅳ
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

二
〇
〇
七
年
）
の
論
考
が
あ
る
。

（
２
） 

藤
懸
静
也
『
増
訂　

浮
世
絵
』
雄
山
閣　

一
九
四
六
年　

七
頁
・
二
二
頁
、
澁

井
清
「
江
戸
と
上
方―

浮
世
草
子
の
挿
絵
に
み
る―

」（『
美
術
史
〔N

o. 34

〕』
美
術

史
学
会　

一
九
五
五
年　

九
一
頁
）、
鈴
木
三
重
『
絵
本
と
浮
世
絵
』
美
術
出
版
社　

一
九
七
九
年　

七
〇
頁

（
３
） 

稲
賀
繁
美
「
類
似
の
臨
界―

影
響
か
否
か
の
判
別
基
準
を
め
ぐ
っ
て―

」（『
模

倣
と
創
造
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
山
田
奨
治
編　

勉
誠
出
版　

二
〇
〇
三
年　

九
六
頁―

一
〇
五
頁
）

（
４
） 

小
林
忠
「
見
立
絵―

浮
世
絵
師
鈴
木
春
信
の
場
合
」（『
日
本
の
美
学
〔
第
十
二

号
〕』　

ぺ
り
か
ん
社　

一
九
八
八
年　

五
一
頁
）

（
５
） 

作
画
様
式
の
点
か
ら
い
え
ば
、
江
戸
時
代
の
「
絵
本
」
の
構
図
を
そ
の
ま
ま
春

画
に
借
用
し
た
例
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
林
美
一
『
艶
本
研
究　

重
政
』
有
光
書
房　

一
九
六
六
年　

一
三
四
頁―

一
三
八
頁
な
ど
。

（
６
） 

『
絵
本
手
事
之
発
名
』（
文
化
二
年　

一
八
〇
五
）（『
浮
世
絵
秘
画
の
研
究
』
吉

田
暎
二　

画
文
堂　

一
九
七
一
年　

二
一
五
頁―

二
一
六
頁
）

（
７
） 

な
お
、
櫻
井
雪
館
の
『
畫
則
』（
安
永
六
年　

一
七
七
七
）
に
は
、「
近
世
ノ
人

多
ハ
古
人
名
手
ノ
畫
ヲ
数
品
謄
写
シ
獲
テ
之
ヲ
秘
蔵
シ
、
竊
ニ
粉
本
ト
シ
テ
絹
紙
ニ
摸

寫
シ
テ
以
テ
自
畫
ト
稍
シ
、
何
某
ガ
筆
意
ニ
傚
ノ
寫
意
ト
書
シ
テ
是
ヲ
畫
能
ト
ス
ル
輩

ハ
、
筆
意
ノ
骨
法
法
則
ヲ
不
レ
知
」（『
日
本
畫
論
大
観
』
編
者
坂
崎
坦　

ア
ル
ス　

一
九
二
七
年　

八
九
頁
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
絵
筆
の
鍛
錬
と
し
て
の
粉
本
主
義
を
批

判
す
る
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
か
ら
、
江
戸
時
代
は
こ
う
し
た
筆
意
を

倣
う
模
写
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
８
） 

菊
池
容
斎
『
容
斎
畫
意
』（
天
保
十
一
年　

一
八
四
〇
）（『
日
本
畫
論
大
観
』
編

者
坂
崎
坦　

ア
ル
ス　

一
九
二
七
年　

二
九
二
頁
）

（
９
） 

中
嶋
隆
「
西
鶴
と
其
磧―

「
模
倣
」
の
美
学―

」（『
國
語
と
國
文
學
〔
八
文
字

屋
本
〕』
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会　

至
文
堂　

二
〇
〇
三
年　

二
七
頁
）

（
10
） 

註
（
９
）
前
掲
書　

二
六
頁―

二
七
頁

（
11
） 

花
咲
一
男
『
改
訂
版
・
川
柳
春
画
志
』
太
平
書
屋　

二
〇
〇
三
年　

一
四
八
頁

（
12
） 

勝
川
春
章
の
『
會
本
榮
家
大
我
怡
』（
天
明
七
年　

一
七
八
七
）、『
拜
開
よ
ぶ
こ

ど
梨
』（
天
明
八
年　

一
七
八
八
）、『
艶
保
夢
志
知
婦
集
』（
寛
政
二
年　

一
七
九
〇
）

な
ど
の
序
文
で
、
本
屋
が
絵
師
に
春
画
を
依
頼
す
る
よ
う
す
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

渓
斎
英
泉
の
『
新
梓
枕
文
庫
』
の
序
文
で
は
、「
書ほ

ん
や肆

の
好す

け
る物

を
以
て
予
に
一
冊
を
画ゑ

が
い

て
是
を
陽
春
の
笑
草
に
せ
ん
輛
を
乞こ
ふ

、
従も
と
よ
り
す
き

来
好
の
道
な
れ
は
、
頓と
ん

に
桜
木
に
壽
こ
と
ぶ
くこ
と
は

な
し
ぬ
、
嗚
呼
累
年
の
新
版
数す
ぢ
つ
さ
つ

十
部
、
め
ず
ら
し
き
姿
を
寫う
つ
し
い
だ出す
の
い
と
ま
な
し
、
只

催
促
を
防

ふ
せ
が
ん

為
に
す
る
こ
と
多
け
れ
ば
、
古ふ

る
き

を
以

も
つ
て

新し
ん
そ
つ梓

に
枕
文
庫
と
な
つ
く
る
こ
と
し

か
り
」（
林
美
一
『
艶
本
研
究　

英
泉
』
有
光
書
房　

一
九
六
六
年　

一
〇
三
頁
）
と

記
さ
れ
て
い
る
。

（
13
） 
葛
飾
北
斎
『
絵
本
つ
ひ
の
雛
形
』（
林
美
一
『
艶
本
研
究　

お
栄
と
英
泉
』
有
光

書
房　

一
九
六
七
年　

一
八
一
頁
）

（
14
） 

河
野
元
昭
「
春
画―

中
国
か
ら
日
本
へ
」（『
浮
世
絵
秘
蔵
名
品
集　

小
町
び
き
』
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学
習
研
究
社　

一
九
九
二
年　

六
四
頁
）

（
15
） 
司
馬
江
漢
の
『
西
洋
畫
談
』（
寛
政
十
一
年　

一
七
九
九
）
に
は
「
世
人
我
を
以

て
春
信
な
り
と
す
。
予
春
信
に
非
ざ
れ
ば
心
伏
せ
ず
、
春
重
と
號
し
て
唐
畫
の
仇
英
或

は
周
臣
等
が
彩
色
の
法
を
以
て
吾
國
の
美
人
を
畫
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
16
） 

註
（
14
）
前
掲
書　

六
四
頁―

六
五
頁

（
17
） 

大
庭
脩
『
漢
籍
輸
入
の
文
化
史―

聖
徳
太
子
か
ら
吉
宗
へ―

』
研
文
出
版　

一
九
九
七
年　

一
一
八
頁―
一
二
一
頁
、
一
四
二
頁―

一
四
三
頁

（
18
） 

仲
田
勝
之
助
『
絵
本
の
研
究
』
八
潮
書
店　

一
九
五
〇
年　

三
〇
頁

（
19
） 

渓
斎
英
泉
『
無
名
翁
随
筆
』（
天
保
四
年　

一
八
三
三
）（『
燕
石
十
種
〈
第
三
巻
〉』

中
央
公
論
社　

一
九
七
九
年　

二
七
三
頁
）

（
20
） 

中
野
三
敏
「
漢
文
戯
作
の
展
開
」（『
江
戸
文
学
と
中
国
』
毎
日
新
聞
社　

一
九
七
七
年　

一
〇
一
頁
）

（
21
） 

ち
な
み
に
上
方
で
は
、
月
岡
雪
鼎
や
竹
原
春
朝
斎
な
ど
が
和
文
教
訓
書
や
和
文

医
学
書
を
春
画
に
翻
案
し
た
作
品
を
描
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
和
本
の
春
画
へ
の
転
用

も
、
知
識
人
の
教
養
や
矜
持
が
諧
謔
精
神
と
結
び
つ
い
た
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
点
で
「
漢
文
戯
作
」
の
成
立
状
況
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ

ら
の
教
訓
書
・
医
学
書
を
転
用
し
た
春
画
が
数
多
く
描
か
れ
た
背
景
に
は
、
当
時
の
上

方
に
お
け
る
「
漢
文
戯
作
」
の
出
版
流
行
が
考
え
ら
れ
る
。

（
22
） 

瀧
本
弘
之
「「
金
瓶
梅
」「
紅
樓
夢
」
の
挿
画
に
つ
い
て
」（『
中
国
古
典
文
学
挿

画
集
成
四　

金
瓶
梅
・
紅
樓
夢
』
遊
子
館　

二
〇
〇
三
年　

九
頁
）

（
23
） 

註
（
22
）
前
掲
書　

八
頁

（
24
） 

北
尾
重
政『
男
根
女
門
昼
夜
入
話　

笑
本
姫
小
松
』（
林
美
一『
艶
本
研
究　

重
政
』

有
光
書
房　

一
九
六
六
年　

一
二
三
頁
）

（
25
） 

同
様
の
記
述
が
春
画
以
外
の
書
物
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
歌
川
豊
國
の
『
畫
帖

時
世
粧
』（
享
和
二
年　

一
八
〇
二
）
の
序
文
に
は
「
倭や
ま
と
ゑ画
ち
ふ
も
の
は
、
も
の
、

菱ひ
し
か
は川

の
氏う

ぢ

よ
り
、
お
つ
始
め
て
、
西
川
の
流
、
ふ
た
つ
さ
、
わ
か
れ
て
よ
り
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

（
26
） 

伴
蒿
蹊
『
近
世
畸
人
伝
』（
三
巻
）
に
「
享
保
の
初
め
、
京
に
手て
ぐ
る
ま車
と
い
ふ
も
の

を
賣
る
翁
あ
り
。
糸
も
て
ま
は
し
て
「
是
れ
は
誰
れ
か
の
ぢ
や
」
と
い
へ
ば
、「
こ
れ

は
お
れ
が
の
ぢ
や
」
と
答
へ
て
童わ

ら
べ

買
ひ
て
翫
ぶ
、
さ
れ
ば
此
の
人
い
で
来
れ
ば
、
童

集
ひ
て
喜
ぶ
事
な
り
し
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。（『
日
本
古
典
全
集
〔
第
三
期
〕
近
世

畸
人
伝
』
日
本
古
典
全
集
刊
行
会　

一
九
二
九
年　

九
四
頁―

九
六
頁
）

（
27
） 

白
倉
敬
彦
「
西
川
祐
信
の
描
い
た
春
画
の
女
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
至

文
堂　

二
〇
〇
六
年　

一
四
四
頁
）

（
28
） 

な
お
、
そ
の
後
こ
の
祐
信
画
は
北
尾
重
政
の
『
笑
本
春
の
曙
』
の
「
ち
か
く
て

と
を
き
物
」
の
な
か
に
そ
の
ま
ま
模
写
さ
れ
て
い
る
。

（
29
） 

岸
文
和
『
絵
画
行
為
論―

浮
世
絵
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ク
ス
』
醍
醐
書
房　

二
〇
〇
八
年　

八
七
頁

（
30
） 

『
好
色
貝
合
』（
貞
享
三
年　

一
六
八
六
）
の
文
章
が
『
好
色
一
代
女
』
の
文
面

か
ら
か
な
り
剽
窃
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
。
江
本
裕
「
近
世
小
説
と
挿
絵
」（『
絵
解
き―

日
本
の
古
典
文
学
三―

』
有
精
堂　

一
九
八
五
年
）

（
31
） 

中
嶋
隆
『
西
鶴
と
元
禄
文
芸
』
若
草
書
房　

二
〇
〇
三
年　

一
七
三
頁―

一
九
〇

頁
（
32
） 
信
多
純
一
「
近
世
小
説
と
挿
絵
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
講
演
集
三
』
国
文
学

研
究
資
料
館　

一
九
八
二
年　

六
一
頁
）

（
33
） 

中
嶋
隆
「『
絵
入
往
生
要
集
』
諸
版
考―

元
禄
二
年
版
と
西
鶴
『
新
小
夜
嵐
』
を
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め
ぐ
っ
て―

」（『
近
世
文
芸〔
六
四
〕』　

日
本
近
世
文
学
学
会　

一
九
九
六
年　

一
頁
）

（
34
） 
江
本
裕
「
西
鶴
小
説
の
挿
絵―

『
諸
艶
大
鑑
』
の
首
尾
二
章
を
中
心
に―

」（『
芸

能
文
化
史
〔
第
十
一
号
〕』
芸
能
文
化
史
研
究
会　

一
九
九
一
年　

七
八
頁
）

（
35
） 

も
ち
ろ
ん
、
春
信
が
こ
の
画
を
描
く
に
あ
た
っ
て
直
接
『
極
楽
物
語
』
の
挿
絵

を
参
考
に
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
、
空
か
ら
飛
雲
に
乗
り
降
り
て

く
る
二
神
は
、
浮
世
草
子
『
忠
見
兼
盛　

彩
色
歌
相
撲
』（
延
享
四
年　

一
七
四
七
）

や
浮
世
草
子
『
和
漢
遊
女
容
気
』（
享
保
元
年　

一
七
一
六
）
の
挿
絵
に
も
描
か
れ
て

い
る
。
ま
た
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
売
飴
土
平
伝
』
の
挿
絵
に
は

庶
民
女
が
雲
に
乗
っ
て
降
り
て
く
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
36
） 

江
本
裕
「
江
島
其
磧
の
方
法
序
説―
西
鶴
剽
窃
を
通
し
て―

」（『
国
語
と
国
文

学
〔
八
文
字
屋
本
〕』
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会　

至
文
堂　

二
〇
〇
三
年　

二
一
頁
）

（
37
） 

太
平
主
人
校
訂
解
説
『
西
川
祐
信
枕
本
一
双
』
太
平
書
店　

二
〇
〇
八
年　

二
二
七
頁

（
38
） 

東
大
路
鐸
編
集
・
解
説
『
新
編　

浮
世
四
十
八
躰
と
百
人
女
郎
品
定
』
画
文
堂

　

一
九
七
〇
年　

一
〇
八
頁

（
39
） 

松
平
進
「
祐
信
絵
本
の
版
行
と
普
及
」（『
浮
世
絵
芸
術
〔
五
三
号
〕』
国
際
浮
世

絵
学
会　

一
九
七
七
年　

四
頁―

五
頁
）

（
40
） 

長
谷
川
強
『
浮
世
草
子
の
研
究
』
桜
楓
社　

一
九
六
九
年
な
ど
。

（
41
） 

神
谷
勝
広「
浮
世
草
子
の
挿
絵―

様
式
の
変
遷
と
問
題
点―

」（『
近
世
文
芸〔
五
〇

号
〕』
日
本
近
世
文
学
会　

一
九
八
九
年　

一
二
頁
）
な
お
、同
論
文
に
よ
れ
ば
、当
初
、

「
八
文
字
屋
本
様
式
」
は
八
文
字
屋
以
外
に
も
、
正
本
屋
の
浮
世
草
子
の
挿
絵
に
も
用

い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ふ
た
つ
の
本
屋
は
と
も
に
演
劇
と
深
い
関
係

を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
松
平
進
「
祐
信
絵
本
の
版
行
と

普
及
」（
註
（
39
）
前
掲
書　

四
頁
）
で
は
、
役
者
評
判
記
の
開
口
部
挿
絵
（『
役
者
大

福
帳
』
八
文
字
屋
刊
）
と
艶
本
の
画
図
（『
色
ひ
い
な
形
』
八
文
字
屋
刊
）
の
共
通
性

を
指
摘
し
て
い
る
。

（
42
） 

塩
村
耕
『
近
世
前
期
文
学
研
究―

伝
記
・
書
誌
・
出
版―

』
若
草
書
房　

二
〇
〇
四
年　

三
三
一
頁―

三
三
八
頁

（
43
） 

佐
伯
孝
弘
氏
が
「
八
文
字
屋
本
の
挿
絵―

西
川
祐
信
を
中
心
に
」（『
国
文
学
解

釈
と
鑑
賞
〔
第
七
五
巻
八
号
〕』　

至
文
堂　

二
〇
一
〇
年　

三
〇
頁―

三
一
頁
）
の
な

か
で
「
八
文
字
屋
本
様
式
」
の
挿
絵
発
案
者
が
版
元
自
笑
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し

て
い
る
。

（
44
） 

こ
の
時
代
、
西
沢
一
風
や
江
嶋
其
磧
は
浮
世
草
子
の
な
か
に
演
劇
の
「
や
つ
し
」

の
表
現
方
法
を
取
り
入
れ
、
古
典
や
演
劇
の
作
品
世
界
観
を
遊
里
や
恋
愛
の
場
面
へ
と

変
換
す
る
表
現
を
積
極
的
に
用
い
た
。
こ
の
頃
か
ら
江
戸
文
学
に
お
け
る
趣
向
性
が
重

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
（
註
（
40
）
前
掲
書　

二
四
四
頁
）、
こ
の
傾
向
は
春
画
・
艶

本
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
こ
ん
に
ち
の
言
葉
で
〈
浮
世
絵
春
画
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
〉

と
呼
ば
れ
る
表
現
の
萌
芽
は
、
こ
の
あ
た
り
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
45
） 

な
お
、
同
様
の
構
図
が
吉
田
半
兵
衛
の
春
本
『
源
氏
御
色
遊
』（
天
和
元
年　

一
六
八
一
）
の
「
大
坂
の
名
妓
、
夕
霧
」
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
画
は
ひ
と
つ
の

画
面
に
女
性
の
手
淫
を
覗
く
男
性
と
い
う
ひ
と
つ
の
場
面
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
画
中

に
台
詞
は
書
き
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、
ワ
イ
ド
型
の
画
面
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
西
鶴
の

『
好
色
一
代
男
』（「
新
町
の
夕
暮
島
原
の
曙
」（
巻
七
））
の
挿
絵
に
倣
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

（
46
） 
な
お
、
西
川
祐
信
以
前
の
春
画
に
は
挿
絵
本
型
式
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
す

で
に
封
醉
小
史
『
會
本
雑
考
』（
一
九
二
八
年　

三
頁
）（『
精
選
社
会
風
俗
資
料
集
〔
第
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四
巻
〕』
ク
レ
ス
出
版　

二
〇
〇
六
年
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
47
） 
な
お
、「
情
動
の
具
体
性
」
と
は
、
浄
瑠
璃
の
〈
世
話
物
〉
な
ど
で
演
じ
ら
れ
る

感
情
表
現
の
こ
と
で
あ
る
。
作
品
の
な
か
で
、
登
場
人
物
の
心
の
動
き
を
表
現
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
愛
欲
や
憎
悪
な
ど
の
情
緒
を
具
体
的
に
描
い
て
い
く
手
法
で
あ
る
。

石
川
潤
二
郎
「
其
磧
世
話
物
考
説―

主
と
し
て
そ
の
生
成
を
中
心
と
し
て―

」（『
近
世

文
藝
〔
四
〕』　

日
本
近
世
文
学
会　

笠
間
書
院　

一
九
七
四
年　

三
九
頁―

五
一
頁
）

に
よ
れ
ば
、江
嶋
其
磧
は
宮
古
路
豊
後
掾
の
浄
瑠
璃
に
相
当
深
い
関
心
を
持
っ
て
お
り
、

こ
う
し
た
〈
謡
ひ
物
浄
瑠
璃
〉
の
抒
情
的
表
現
に
倣
っ
て
浮
世
草
子
の
世
話
物
（『
傾

城
歌
三
味
線
』、『
風
流
友
三
味
線
』
な
ど
）
を
描
い
た
と
し
て
い
る
。

（
48
） 

松
平
進
「
古
典
の
大
衆
化
と
祐
信
絵
本
」（『
文
学
』
岩
波
書
店　

一
九
八
一
年

　

五
八
頁
）

（
49
） 

中
嶋
隆
「
春
本
の
復
権
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞　

別
冊
』
至
文
堂　

二
〇
〇
五

年　

二
二
六
頁
）

（
50
） 

註
（
40
）
前
掲
書　

三
〇
四
頁

（
51
） 

註
（
40
）
前
掲
書　

三
一
六
頁―

三
一
七
頁

（
52
） 

ち
な
み
に
、
吉
田
半
兵
衛
の
春
本
『
好
色
咄
浮
世
祝
言
揃
』（
元
禄
三
年　

一
六
九
〇
）
に
も
〈
蚊
帳
へ
の
夜
這
い
図
〉
が
描
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
石
川
豊
信

の
〈
蚊
帳
へ
の
夜
這
い
図
〉（『
欠
題
艶
本
』）
は
、
こ
の
画
に
倣
っ
た
も
の
と
お
も
わ

れ
る
。
ま
た
こ
の
画
は
、
春
画
・
艶
本
が
文
主
絵
従
型
の
挿
絵
か
ら
絵
主
文
従
型
の
画

図
に
移
行
す
る
中
間
点
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
画
に
は
背
景
描
写
が
描
か

れ
て
お
り
、
性
愛
行
為
の
周
辺
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
量
も
多
い
。
た
だ
、
台
詞
の
記
入

は
な
く
、
ワ
イ
ド
型
の
画
面
で
は
な
い
。

（
53
） 

な
お
、
こ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
図
柄
が
西
川
祐
信
の
春
本
『
枕
本
太
開
記
』（
享

保
五
年　

一
七
二
〇
）
に
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
図
柄
は
享
保
五
年
頃
に
描
か
れ
た
と

推
定
で
き
る
。
春
本
『
風
流
み
づ
遊
』
は
春
本
『
枕
本
太
開
記
』
の
再
版
本
と
さ
れ
て

い
る
。

（
54
） 

な
お
長
谷
川
強
は『
浮
世
草
子
の
研
究
』（
註（
40
）前
掲
書　

一
〇
頁―

一
一
頁
）

の
な
か
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
其
磧
作
の
小
説
、
宝
永
八
年
二
月
刊
の
「
色

ひ
い
な
形
」
に
は
は
ば
か
る
べ
き
画
が
挿
入
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
同
じ
其
磧
作
、
正

徳
二
年
正
月
刊
か
と
思
は
れ
る
「
魂
胆
色
遊
懐
男
」
は
内
容
に
お
い
て
猥
雑
で
あ
る
。

し
か
し
後
世
ま
で
春
本
の
代
表
の
や
う
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
西
川
の
三
巻
本
が
こ
の
時

期
に
出
は
じ
め
た
事
は
、
同
期
に
右
の
や
う
な
作
品
も
あ
り
は
す
る
が
全
体
と
し
て
浮

世
草
子
（
文
学
史
上
の
術
語
と
し
て
の
）
か
ら
閨
房
の
描
写
、
露
骨
な
好
色
味
を
分
離

し
、
小
説
と
し
て
の
純
一
さ
に
近
づ
け
る
役
割
を
果
し
た
と
も
、
或
い
は
小
説
側
の
か

か
る
趨
勢
の
所
産
と
も
考
へ
て
よ
い
も
の
と
思
ふ
。」

（
55
） 

田
辺
昌
子
「
鈴
木
春
信
の
図
柄
借
用―

見
立
の
趣
向
と
し
て
の
再
評
価―

」（『
美

術
史
〔
第
一
二
七
冊
〕』
美
術
史
學
會　

一
九
九
〇
年　

六
六
頁―

六
七
頁
）

（
56
） 

そ
の
後
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
同
じ
く
〈
東
海
道
中
も
の
〉
の
春
画
・

歌
川
国
麿
『
東
海
道
五
十
三
次　

膝
寿
里
日
記
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
57
） 

な
お
、
鈴
木
春
信
の
浮
世
絵
『
漢
詩
を
作
る
若
衆
』
の
図
柄
が
、
同
絵
師
に
よ

る
浮
世
絵
『
風
俗
四
季
哥
仙
〔
弥
生
〕』（
明
和
五
年　

一
七
六
八
年　

大
英
博
物
館
所

蔵
）
か
ら
借
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
浮
世
絵
『
風
俗
四
季
哥
仙
〔
弥

生
〕』
の
画
面
右
上
に
、
若
衆
と
硯
箱
を
持
つ
小
僧
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
浮

世
絵
は
弥
生
の
年
中
行
事
「
曲
水
の
宴
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
が
、
同
時
に
『
和

漢
朗
詠
集
』
の
「
若
菜
」
に
収
め
ら
れ
た
菅
原
雅
規
「
礙
石
遅
来
心
窃
待
（
石
に
礙
つ

て
遅
く
来
れ
ば
心
窃
か
に
待
つ
）
牽
流
遄
過
手
先
遮
（
流
に
牽
か
れ
て
遄
く
過
ぐ
れ
ば
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手
先
づ
遮
る
）」の
詩
句
を
描
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
浮
世
絵『
風
俗
四
季
哥
仙〔
弥

生
〕』
の
〈
若
衆
と
小
僧
の
図
柄
〉
は
「
牽
流
遄
過
手
先
遮
」
の
詩
句
を
描
い
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

（
58
） 

菅
野
禮
行
校
注
・
訳
『
和
漢
朗
詠
集　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
一
九
』
小
学

館　

一
九
九
九
年　

一
二
六
頁

（
59
） 

信
多
純
一
『
に
せ
物
語
絵　

絵
と
文
・
文
と
絵
』
平
凡
社　

一
九
九
五
年　

八
五

頁
（
60
） 

な
お
一
点
補
足
す
る
な
ら
ば
、
西
川
祐
信
の
絵
本
『
絵
本
寝
覚
種
』（
延
享
元

年　

一
七
四
四
）に
も
、こ
の
白
居
易
の
漢
詩
を
画
図
に
し
た
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
の
画
に
は
、
三
人
の
娘
が
集
め
た
紅
葉
を
焼
く
奴
の
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
奴

の
図
柄
が
春
章
画―

桜
下
詠
歌
の
図―

に
描
か
れ
た
奴
の
姿
に
似
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
春
章
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
漢
詩
の
趣
向
に
合
わ
せ
て
、
祐
信
画
（『
絵
本
寝

覚
種
』）
の
図
柄
も
参
考
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
61
） 

『
好
色
貝
合
』（
貞
享
四
年　

一
六
七
八
）（『
近
世
文
芸
資
料
第
十
』
編
者
吉
田

幸
一　

古
典
文
庫　

一
九
六
八
年　

一
五
三
頁
）

（
62
） 

腮
尾
尚
子
「
仏
教
的
教
訓
語
の
絵
画
化―

「
意
馬
心
猿
」
の
例―

」（『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
〔
第
七
四
巻
五
号
〕』
至
文
堂　

二
〇
〇
九
年　

四
八
頁―

五
九
頁
）

（
63
） 

春
本
『
艶
本
美
徒
和
草
』（
享
保
五
年　

一
七
二
〇
）
の
絵
師
に
つ
い
て
は
諸
説

あ
る
。
江
戸
絵
画
史
研
究
の
浅
野
秀
剛
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
春
本
の
絵
師
を
序
末
に
あ

る
「
西
川
祐
兵
」
の
記
述
や
画
風
の
考
証
か
ら
西
川
祐
信
と
し
て
い
る
（「
近
世
絵
本

の
誕
生
を
め
ぐ
っ
て
」『
江
戸
の
絵
本―

画
像
と
テ
キ
ス
ト
の
綾
な
せ
る
世
界―

』
八

木
書
店　

二
〇
一
〇
年　

三
七
頁
）。一
方
、リ
チ
ャ
ー
ド
・
レ
イ
ン
氏
が
プ
ル
ヴ
ェ
ラ
ー

本
『
艶
本
美
徒
和
草
』
の
な
か
の
上
巻
第
一
図
の
襖
部
分
に
「
竹
原
画
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
春
本
の
絵
師
を
竹
原
春
朝
斎
と
し
て
い
る
（『
新
篇
初
期
版
画　

枕
絵
』

学
習
研
究
社　

一
九
九
五
年　

九
二
頁
）。
な
お
、
白
倉
敬
彦
氏
の
『
絵
入
春
画
艶
本

目
録
』（
平
凡
社　

二
〇
〇
七
年
）
で
は
、
こ
の
春
本
の
絵
師
を
竹
原
春
朝
斎
と
し
て

い
る
。
た
だ
竹
原
春
朝
斎
は
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
亡
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

春
本
『
艶
本
美
徒
和
草
』
が
刊
行
さ
れ
た
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
か
ら
逆
算
す
る
と
、

こ
の
春
本
を
二
〇
歳
前
後
で
描
い
た
こ
と
に
な
る
。春
本
制
作
を
行
う
年
齢
と
し
て
は
、

か
な
り
若
い
時
期
の
作
品
と
い
え
る
。
こ
の
春
本
の
絵
師
に
つ
い
て
は
な
お
詳
細
な
検

証
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
白
倉
敬
彦
氏
の
『
絵
入
春
画
艶
本
目
録
』
の
見
解

に
拠
る
こ
と
に
す
る
。

（
64
） 

こ
れ
ま
で
の
春
画
研
究
で
は
、
既
存
の
通
俗
教
訓
書
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
性

表
現
に
移
し
替
え
た
春
画
・
艶
本
が
い
く
つ
か
報
告
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
教
訓

書
『
女
大
学
宝
箱
』（
享
保
元
年
〈
一
七
一
六
〉）
↓
春
本
『
女
大
楽
宝
開
』（
宝
暦
二

年
〈
一
七
五
二
〉
頃
）、
教
訓
書
『
女
今
川
お
し
へ
文
』（
明
和
五
年
〈
一
七
六
八
〉）

↓
春
本
『
女
令
川
お
へ
し
文
』（
明
和
五
年
〈
一
七
六
八
〉
頃
）、
教
訓
書
『
女
庭
訓
御

所
文
庫
』（
明
和
四
年
〈
一
七
六
七
〉）
↓
春
本
『
女
貞
訓
下
所
文
庫
』（
明
和
五
年

〈
一
七
六
八
〉
頃
）
な
ど
で
あ
る
。
た
だ
浮
世
絵
春
画
に
は
、
こ
う
し
た
書
誌
そ
の
も

の
の
大
胆
な
展
開
だ
け
で
な
く
、
教
訓
語
彙
と
い
う
細
部
に
お
い
て
も
、
訓
戒
意
義
と

性
交
描
写
を
付
き
合
わ
せ
た
表
現
を
描
い
て
い
る
。

（
65
） 

浮
世
絵
春
画
の
な
か
に
は
、
お
よ
そ
百
年
と
い
う
歳
月
を
経
て
、
突
如
、
先
達

の
図
柄
が
模
倣
表
現
と
し
て
描
か
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、絵
師
未
詳
の『
枕

屏
風
』（
寛
文
九
年　

一
六
六
九
）の
な
か
に〈
長
髭
の
裸
男
が
膝
を
曲
げ
て
座
る
図
柄
〉

が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
図
柄
が
北
尾
重
政
の
『
笑
本
雙
か
岡
』（
安
永
九

年　

一
七
八
〇
）
に
描
か
れ
て
い
る
。
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（
66
） 

な
お
、
江
戸
時
代
の
春
本
は
〈
挿
絵
〉
と
〈
付
文
〉
の
内
容
が
互
い
に
独
立
し

て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
な
か
に
は
、
色
事
の
場
面―

挿
絵―

が
物
語
や
組
物
の

文
脈
に
そ
っ
て
描
か
れ
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
た
め
本
論
で
は
、
あ
く
ま
で
も
春
画
の

図
像
と
い
う
観
点
に
絞
っ
て
、
そ
の
模
倣
表
現
を
解
き
明
か
し
て
き
た
。
た
だ
し
、
今

後
の
課
題
と
し
て
、
書
誌
学
的
な
観
点
も
ふ
ま
え
て
、
春
本
・
春
画
の
挿
絵
を
一
枚
画

と
し
て
独
立
的
に
扱
う
の
で
は
な
く
、
冊
子
本
と
い
う
総
体
的
な
観
点
か
ら
模
倣
表
現

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

﹇
付
記
﹈本
論
に
お
け
る
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、底
本
の
表
記
ど
お
り
に
再
現
し
た
。
た
だ
し
、

原
文
中
で
解
り
づ
ら
い
と
思
わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
表
記
の
右
側
に
丸
括
弧
を
つ
け
て
私

な
り
に
補
っ
た
。
ま
た
翻
刻
文
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
引
用
先
の
原
文
を
そ
の
ま
ま
に
記

し
た
。

絵師不詳　艶本『枕屏風』（『季刊浮世絵［第63号］画
文堂より転載）

北尾重政　艶本『笑本雙が岡』
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近
代
に
お
け
る
茶
の
湯
家
元
と
天
皇
と
の
距
離

―
天
皇
・
皇
族
へ
の
献
茶
に
み
る
家
元
の
社
会
的
地
位
の
向
上―

廣　

田　

吉　

崇

Ⅰ　

二
つ
の
茶
の
湯
文
化
の
存
在
と
そ
の
消
長

１　

歴
史
上
の
家
元
イ
メ
ー
ジ
の
ひ
ず
み

千
利
休
以
降
の
茶
の
湯
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
流
派
と
い
う
問
題
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
こ
の
流
派
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
が
家
元
の
存

在
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
茶
の
湯
の
問
題
を
歴
史
的
に
検
討
す
る
場
合
、
現
在

の
流
派
あ
る
い
は
家
元
の
あ
り
方
を
前
提
と
し
て
論
じ
て
い
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
原
因
と
し
て
二
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
過
去

の
流
派
あ
る
い
は
家
元
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
こ

と
が
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
茶
の
湯
の
そ
れ
ぞ
れ
の
流
派
が

語
る
〝
お
流
儀
の
歴
史
〞
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
流
祖
以
来
代
々
の
家
元
が
同

じ
よ
う
な
比
重
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
〝
語
り
〞
に
よ
っ
て
、

家
元
と
い
う
存
在
が
静
的
に
と
ら
え
ら
れ
、
家
元
の
あ
り
方
の
変
遷
と
い
う
動

的
な
現
実
が
理
解
さ
れ
に
く
い
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
家
元
制
度
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
近
世
中
期（

１
）と

、
家
元
を
具
体

的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
現
代
と
の
間
、
す
な
わ
ち
、
幕
末
を
ふ
く

む
近
代
に
お
い
て
、
家
元
の
あ
り
方
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
き
た
の
か
を
考

察
す
る
。

２　

近
世
に
お
け
る
「
大
名
茶
」
と
「
わ
び
茶
」

近
世
の
茶
の
湯
に
は
、
二
つ
の
意
義
が
存
在
し
た
。
一
つ
は
武
家
の
儀
礼
と

し
て
の
茶
の
湯
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
、
第
三
代
将
軍
徳
川

家
光
の
時
代
に
お
こ
な
わ
れ
た
、
将
軍
が
大
名
邸
を
訪
問
す
る
行
事
の
中
心
に

茶
の
湯
が
位
置
付
け
ら
れ
る「
数
寄
屋
御
成（

２
）」に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

数
寄
屋
御
成
は
衰
退
し
た
が
、
近
世
初
期
以
来
の
名
物
茶
道
具
の
献
上
と
下

賜
、
お
よ
び
、
そ
の
所
有
が
武
家
社
会
の
秩
序
形
成
に
重
要
な
意
味
を
も
ち
つ
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づ
け
る
な
ど（
３
）、

武
家
に
と
っ
て
、
茶
の
湯
の
知
識
や
技
芸
は
不
可
欠
な
教
養
で

あ
っ
た
。
も
う
一
つ
の
意
義
は
趣
味
と
し
て
の
茶
の
湯
で
あ
る
。
武
家
や
上
流

町
人
が
茶
の
湯
を
楽
し
ん
だ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
近
世
に
お
け
る
町
人
農
民
層

の
成
長
と
と
も
に
、
よ
り
広
範
な
層
に
茶
の
湯
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
近
世
に
お
け
る
茶
の
湯
の
歴
史
に
つ
い
て
、「
大

名
茶
」
あ
る
い
は
「
武
家
茶
」
と
い
う
武
家
層
の
茶
の
湯
と
、「
わ
び
茶
」
と

い
う
町
人
層
の
茶
の
湯
と
が
、
二
元
的
に
存
在
し
て
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
て

い
る（

４
）。
こ
こ
で
「
わ
び
茶
」
と
い
う
言
葉
が
具
体
的
に
さ
し
示
す
も
の
は
、
千

家
流
や
藪
内
流
な
ど
の
茶
の
湯
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
流
派
で
は
、
近
世
中
期

に
、
完
全
相
伝
制
か
ら
不
完
全
相
伝
制
に
移
行
し
、
世
襲
制
の
家
元
を
頂
点
と

し
て
、
中
間
教
授
層
と
多
数
の
門
弟
か
ら
な
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
形
成
す
る
家

元
制
度（

５
）、

す
な
わ
ち
、「
近
世
家
元
シ
ス
テ
ム
」
を
実
現
し
た
。

し
か
し
、
近
世
前
期
に
武
家
の
茶
の
湯
を
つ
か
さ
ど
る
大
名
家
家
臣
と
し
て

の
〝
茶
堂
〞
の
地
位
を
獲
得
し
た
千
家
は
、
近
世
中
期
以
降
、
富
裕
町
人
農
民

層
に
勢
力
を
拡
大
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
も
、
そ
の
立
場
を
放
棄
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
茶
の
湯
に
お
け
る
「
近
世
家
元
シ
ス
テ
ム
」
の
実
態
は
、
新
た
な

経
済
基
盤
と
し
て
の
富
裕
町
人
農
民
層
と
、
従
来
か
ら
の
権
威
基
盤
お
よ
び
経

済
基
盤
と
し
て
の
武
家
層
と
の
両
方
に
立
脚
す
る
と
い
う
二
重
構
造
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
前
者
か
ら
は
家
元
と
し
て
の
教
授
料
、
伝
授
料
の
収
入
が
あ

り
、
後
者
か
ら
は
武
家
の
格
式
と
扶
持
を
得
て
い
た
。
こ
の
二
重
構
造
に
よ
っ

て
安
定
的
な
地
位
を
確
保
し
て
い
た
の
が
近
世
の
千
家
家
元
の
姿
で
あ
る
。

そ
れ
と
は
別
に
、
遠
州
流
や
石
州
流
な
ど
が
広
ま
っ
た
武
家
層
に
お
い
て
、

「
大
名
茶
」
あ
る
い
は
「
武
家
茶
」
と
よ
ぶ
べ
き
武
家
層
の
茶
の
湯
が
存
在
し

て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
特
色
あ
る
茶
の
湯
指
導
者
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の

技
芸
を
〝
茶
堂
〞
が
伝
承
す
る
と
い
う
形
態
を
と
り
、〝
家
元
〞
の
よ
う
な
世

襲
の
茶
の
湯
指
導
者
は
、
つ
い
ぞ
誕
生
し
な
か
っ
た
。
こ
の
点
が
、「
わ
び
茶
」

と
の
大
き
な
ち
が
い
で
あ
る
。
結
果
的
に
武
家
層
の
茶
の
湯
で
は
、
茶
の
湯
の

技
芸
を
教
え
る
側
の
統
制
力
が
弱
く
、
教
え
ら
れ
る
側
の
個
性
が
強
調
さ
れ
る

傾
向
に
あ
っ
た
。

な
お
、
大
名
家
に
茶
の
湯
の
技
芸
を
も
っ
て
仕
え
て
い
た
側
面
に
着
目
す
れ

ば
、
千
家
に
し
て
も
、
武
家
層
の
茶
の
湯
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
は
、
大
名
家
に
お
け
る
職
業
的
茶
の
湯
技
芸
者
と
し
て
の
〝
茶

堂
〞
で
あ
り
、
茶
の
湯
指
導
者
た
る
〝
家
元
〞
と
し
て
の
立
場
で
は
な
い
こ
と

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

近
代
に
お
け
る
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
と
「
流
儀
の
茶
の
湯
」

こ
の
よ
う
な
「
大
名
茶
」
と
「
わ
び
茶
」
と
い
う
、
異
質
な
二
つ
の
茶
の
湯

文
化
の
併
存
状
況
は
、
近
代
に
も
引
き
つ
が
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

文
明
開
化
の
風
潮
の
な
か
で
衰
退
し
た
茶
の
湯
の
復
興
を
先
導
し
た
の
は
、
旧

大
名
、
近
世
か
ら
の
豪
商
に
く
わ
え
て
、
新
た
に
台
頭
し
た
維
新
の
功
臣
、
財

閥
関
係
者
ら
の
、「
近
代
数
寄
者
」
と
よ
ば
れ
る
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
の
茶
の

湯
を
「
貴
紳
の
茶
の
湯（

６
）
」
と
よ
ぶ
こ
と
と
す
る
。
一
方
、「
わ
び
茶
」
を
標
榜
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す
る
家
元
の
茶
の
湯
は
、
す
で
に
幕
末
に
近
代
を
準
備
す
る
か
の
ご
と
き
動
き

が
み
ら
れ
た
が
、
明
治
維
新
以
降
し
ば
ら
く
低
迷
期
を
む
か
え
、
そ
の
後
、
広

く
庶
民
層
を
対
象
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
、
家
元
を
中
心
と

し
、流
儀
の
茶
の
湯
の
技
芸
の
習
得
を
重
視
す
る
こ
と
か
ら
、「
流
儀
の
茶
の
湯
」

と
よ
ぶ
こ
と
と
す
る
。

「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
の
茶
人
た
ち
は
、
家
元
の
教
え
を
受
け
て
茶
の
湯
を
実

践
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
自
ら
の
趣
味
に
よ
っ
て
独
自
の
茶
の
湯
を
楽
し
む
と

い
う
特
徴
が
あ
っ
た（

７
）。
こ
れ
ら
の
茶
人
た
ち
が
、
室
町
時
代
以
来
の
、
将
軍
、

大
名
、
豪
商
な
ど
が
秘
蔵
し
た
茶
道
具
を
入
手
し
、
そ
れ
を
用
い
て
茶
会
を
催

し
た
こ
と
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
彼
ら
の
茶
の
湯
は
「
大
名
茶
」
の
伝
統
を

受
け
つ
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
目
に
は
、
し
ょ
せ
ん
家
元
も
〝
職
業
的
茶

の
湯
技
芸
者
〞
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
民

主
化
改
革
を
契
機
に
ほ
ぼ
解
体
し
、
そ
れ
以
降
は
社
会
的
影
響
力
を
失
う
。
そ

し
て
、「
流
儀
の
茶
の
湯
」
全
盛
の
時
代
へ
と
推
移
す
る
こ
と
と
な
る
。
現
在

で
は
「
流
儀
の
茶
の
湯
」
し
か
存
在
し
て
い
な
い
の
で
、「
貴
紳
の
茶
の
湯
」

を
理
解
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
財
力
に
ま
か
せ
て
高
価
な
茶
道
具
を
買
い

集
め
る
と
い
う
人
物
な
ら
ば
、
今
日
で
も
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
家
元
と

の
関
係
で
い
う
な
ら
ば
、
彼
ら
も
「
流
儀
の
茶
の
湯
」
の
枠
内
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
現
在
の
家
元
は
、
点
前
と
い
う
技
芸
を
総
轄
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
家

元
の
〝
好
み
〞
と
称
し
て
茶
道
具
の
選
択
と
い
う
美
意
識
の
面
に
ま
で
大
き
な

影
響
力
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
家
元
が
こ
の
よ
う
な
〝
絶
対
的
な
〞

茶
の
湯
指
導
者
で
あ
る
と
い
う
状
況
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
じ
ま
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

４　

指
標
と
し
て
の
「
天
皇
と
の
距
離
」

近
世
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
間
、
併
存
し
て
い
た
二
つ
の
茶
の
湯
文

化
、す
な
わ
ち
、「
大
名
茶
」か
ら「
貴
紳
の
茶
の
湯
」へ
と
継
承
さ
れ
た
も
の
、

そ
れ
に
対
し
て
、
実
質
的
に
は
近
世
中
期
に
は
じ
ま
る
「
わ
び
茶
」
か
ら
「
流

儀
の
茶
の
湯
」
へ
と
展
開
し
た
も
の
、
こ
の
二
つ
の
茶
の
湯
文
化
の
消
長
を
通

じ
て
、
お
も
に
近
代
の
家
元
の
あ
り
方
を
論
じ
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

そ
の
際
に
、
家
元
の
社
会
的
地
位
の
変
化
を
示
す
た
め
に
、「
天
皇
と
の
距
離
」

を
指
標
と
す
る
。

こ
の
「
天
皇
と
の
距
離
」
と
い
う
指
標
に
は
、
二
つ
の
レ
ベ
ル
が
あ
る
。
第

一
の
レ
ベ
ル
は
、
象
徴
的
に
い
え
ば
、
天
皇
が
芸
能
を
鑑
賞
す
る
「
天
覧（

８
）」
で

あ
る
。
明
治
維
新
に
よ
る
文
明
開
化
の
風
潮
の
な
か
で
、
日
本
の
芸
能
文
化

は
、
旧
弊
な
も
の
と
し
て
い
っ
た
ん
見
捨
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
復
興

の
過
程
に
お
い
て
、
天
皇
制
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
認
知
さ
れ
る
「
天
覧
」
と
い

う
行
事
が
重
要
な
契
機
と
な
る
事
例
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
上
下
関
係
を

前
提
と
し
た
〝
み
る
・
み
ら
れ
る
〞
と
い
う
関
係
で
の
「
天
皇
と
の
距
離
」
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
「
天
皇
と
の
距
離
」
を
論
じ
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
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の
レ
ベ
ル
の
一
段
上
に
は
、
家
元
の
社
会
的
地
位
が
向
上
す
る
に
つ
れ
て
、
天

皇
か
ら
個
人
と
し
て
認
識
さ
れ
る
関
係
が
あ
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、
対
等
な
交

際
関
係
を
前
提
と
し
た
「
天
皇
と
の
距
離
」
で
あ
る
。
こ
の
第
二
の
レ
ベ
ル
に

お
い
て
、
現
在
の
家
元
と
皇
室
と
の
関
係
は
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）

に
当
時
の
裏
千
家
千
政
之
若
宗
匠
（
現
在
の
第
十
六
代
千
宗
室
（
坐
忘
斎
））
と

三
笠
宮
容
子
内
親
王
と
の
結
婚
が
示
す
よ
う
に
、
き
わ
め
て
親
密
で
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
。
図
１
に
示
す
と
お
り
、
こ
れ
は
表
千
家
側
か
ら
み
て
も
、
三
笠

宮
家
と
は
、
直
接
で
は
な
い
が
姻
戚
関
係
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
家
元

と
皇
室
と
の
通
婚
を
通
じ
て
、現
在
で
は
、家
元
に
と
っ
て
「
天
皇
と
の
距
離
」

は
、
ご
く
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
二
段
階
の
レ

ベ
ル
に
お
い
て
、
皇
族
を
も
視
野
に
入
れ
た
「
天
皇
と
の
距
離
」
を
指
標
と
す

る
。本

稿
の
構
成
を
あ
ら
か
じ
め
の
べ
る
と
、
Ⅱ
に
お
い
て
、
ま
ず
近
代
の
前
提

た
る
幕
末
の
事
例
に
お
け
る
「
天
皇
と
の
距
離
」
を
説
明
し
、
そ
こ
に
み
ら
れ

る
家
元
の
「
天
皇
へ
の
志
向
性
」
を
確
認
す
る
。
つ
い
で
、
Ⅲ
１
お
よ
び
２
、

Ⅳ
、
Ⅴ
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
明
治
期
、
大
正
・
昭
和
初
期
、
昭
和
戦
後
期
の

「
流
儀
の
茶
の
湯
」
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
特
徴
的
な
事
例
を
紹
介
し
、「
天
皇

と
の
距
離
」
の
状
態
、
あ
る
い
は
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
と
の
関
係
を
み
る
こ
と

に
よ
り
、
家
元
の
社
会
的
地
位
が
変
化
し
て
い
く
状
況
、
そ
し
て
、
家
元
を
中

心
と
す
る
「
流
儀
の
茶
の
湯
」
の
勢
力
が
拡
大
し
て
い
く
状
況
を
検
証
す
る
。

な
お
、
こ
の
時
期
に
も
っ
と
も
象
徴
的
な
動
き
を
み
せ
た
の
は
裏
千
家
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
資
料
の
制
約
か
ら
裏
千
家
の
事
例
を
中
心
に

あ
つ
か
う
が
、
適
宜
他
の
流
派
に
お
け
る
並
行
し
た
現
象
に
も
ふ
れ
る
こ
と
と

す
る
。

一
方
、
Ⅲ
３
に
お
い
て
は
、「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て

近
代
の
松
浦
家
の
茶
の
湯
を
と
り
あ
げ
、そ
こ
に
み
ら
れ
る「
流
儀
の
茶
の
湯
」

と
の
関
係
や
「
天
皇
と
の
距
離
」
の
異
な
る
状
況
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

こ
れ
ら
の
検
討
を
通
じ
て
、
近
代
の
茶
の
湯
に
お
け
る
家
元
シ
ス
テ
ム
が
ど

の
よ
う
に
発
展
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

Ⅱ　

前
近
代
に
お
け
る
茶
の
湯
と
天
皇―

千
家
に
み
る
「
天
皇

へ
の
志
向
性
」
の
系
譜―

１　
「
天
皇
へ
の
志
向
性
」
の
源
流
と
し
て
の
禁
中
茶
会

茶
の
湯
の
歴
史
上
、
天
皇
と
の
関
係
で
も
っ
と
も
大
き
な
で
き
ご
と
と
い
え

ば
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
〝
禁
中
茶
会（
９
）〞
で
あ
る
。

こ
の
茶
会
は
、
千
利
休
が
利
休
居
士
号
の
勅
賜
を
受
け
、
参
内
し
た
と
い
う
意

味
で
、
千
家
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
「
千
利
休
」
と
い
う
呼
称

も
こ
の
と
き
に
は
じ
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
茶
会
は
豊
臣
秀

吉
の
政
治
的
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
茶
の
湯
と
い
う
新
し
い
文
化
が
天

皇
に
供
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
権
威
付
け
が
な
さ
れ
、
存
在
理
由
が
高
め

ら
れ
る
と
い
う
、
明
治
期
の
「
天
覧
」
と
同
様
の
機
能
を
果
た
し
た
も
の
と
評

価
で
き
る
。
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禁
中
茶
会
に
お
い
て
は
、
正
親
町
天
皇
、
陽
光
院
誠
仁

親
王
、
皇
太
子
和
仁
親
王
等
に
対
し
、
豊
臣
秀
吉
自
ら
茶

を
点
じ
て
献
じ
た
。
そ
し
て
、
天
皇
還
御
の
後
、
公
卿
等

に
は
千
利
休
が
点
茶
し
た）

10
（

。「
一
世
の
面
目
、
こ
れ
に
過

ぎ
ず
候）

11
（

」
と
千
利
休
が
書
き
の
こ
し
た
と
さ
れ
る
と
お

り
、
こ
れ
は
、
千
利
休
の
も
っ
と
も
華
々
し
い
活
躍
の
場

と
し
て
茶
の
湯
関
係
者
に
記
憶
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の

茶
会
は
、〝
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
〞
も
の
で
は
な
く
、〝
千
利

休
に
よ
る
〞「
天
皇
へ
の
献
茶
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。そ
し
て
、千
利
休
の
子
孫
で
あ
る
千
家
に
と
っ

て
、「
天
皇
へ
の
献
茶
」
は
、
流
祖
の
偉
大
な
事
績
と
し

て
み
ず
か
ら
の
権
威
付
け
に
用
い
ら
れ
、
そ
れ
が
一
種
の

目
標
へ
と
転
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

豊
臣
秀
吉
の
政
治
力
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
し
た

「
天
皇
へ
の
献
茶
」
は
、
千
家
の
力
に
よ
っ
て
実
現
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
天
皇
へ
の
献
茶
」

と
い
う
夢
は
と
も
か
く
、「
天
皇
と
の
関
係
」
と
い
う
目

標
は
、
強
い
願
望
と
し
て
千
家
に
存
在
し
つ
づ
け
た
の
で

あ
る
。
千
利
休
の
孫
の
千
宗
旦
の
時
代
に
は
、
後
水
尾
天

皇
の
中
宮
で
あ
っ
た
東
福
門
院
か
ら
、
道
具
の
誂
え
の
注

文
が
あ
り）

12
（

、
東
福
門
院
か
ら
の
下
賜
品
が
千
家
に
伝
え
ら

【表千家】 千宗左（即中斎） 千宗左（而妙斎）

（松井）薫子

明子

【細川家】 細川護貞

細川護煕

近衛忠煇

（近衛）温子

三笠宮崇仁親王 甯子内親王（近衛甯子）

寛仁親王

桂宮宜仁親王

容子内親王（千容子）

高円宮憲仁親王

【三笠宮家】

百合子妃

【裏千家】 千宗室（鵬雲斎） 千宗室（坐忘斎）

図１　三笠宮家と表千家・裏千家の姻戚関係を示す略系図
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れ
て
い
る）
13
（

。
こ
の
よ
う
な
道
具
の
注
文
は
、
か
な
ら
ず
し
も
千
家
に
対
し
て
の

み
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う）
14
（

。
し
か
し
、
千
家
の
歴
史
で
は
、
こ

う
し
た
「
天
皇
と
の
関
係
」
は
強
調
さ
れ
る
一
方
で
、
政
治
的
実
権
を
有
し
て

い
た
武
家
と
の
関
係
は
秘
匿
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
編
集
さ
れ
た
『
普
公
茶
話
』
の
な
か
で
、
杉
木

普
斎
は
、
千
宗
旦
に
つ
い
て
「
将
軍
家
よ
り
再
ひ
ま
て
御
召
あ
れ
と
も
上
意
に

も
し
た
か
は
す）
15
（

」
と
、
将
軍
家
の
招
聘
に
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
、
さ
ら

に
つ
ぎ
の
と
お
り
の
べ
て
い
る
。

さ
れ
は
宗
旦
以
後
ハ
、
宗
拙
宗
守
宗
左
と
て
実
子
あ
り
。
将
軍
の
命
に

宗
旦
し
た
か
ひ
給
は
さ
る
時
、
此
兄
弟
の
人
々
歎
き
て
、
か
や
う
の
時
節

に
あ
ひ
奉
る
事
こ
そ
幸
な
れ
、
い
そ
き
江
府
に
下
り
給
は
ゝ
、
其
余
力
一

家
の
為
に
、
な
と
か
な
ら
さ
ら
ん
や
と
て
、
泪
を
流
し
て
い
へ
と
も
、
宗

旦
心
に
叶
は
す
、
知
行
に
茶
湯
を
替
て
よ
し
な
し
、
面
々
の
茶
湯
器
量
な

け
れ
は
力
及
ハ
す
、
我
は
一
生
此
藪
の
中
こ
そ
楽
な
れ
と
て
、
中
〳
〵
承

引
な
く
、
宗
旦
在
世
の
間
、
家
貧
し
け
れ
は
持
伝
へ
た
る
器
を
価
に
か
へ

て
清
貧
を
楽
め
り
。
死
後
に
至
り
て
其
徳
子
孫
に
残
り
て
宗
守
、
宗
左
、

武
家
に
出
て
仕
へ
り
。
宗
旦
の
心
を
以
て
い
は
ゝ
、
も
は
や
茶
湯
は
知
行

に
か
ハ
り
て
道
を
失
へ
り）

16
（

こ
れ
が
歴
史
的
事
実
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
、
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ

う
に
武
家
へ
の
出
仕
を
か
た
く
な
に
拒
否
す
る
千
宗
旦
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
な
が

ら
く
千
家
の
歴
史
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
。
現
在
で
も
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、
同

じ
よ
う
な
考
え
方
が
一
般
に
示
さ
れ
て
い
る
。

江
岑
は
家
の
将
来
を
思
い
、
父
宗
旦
が
権
門
に
出
仕
し
な
い
主
義
を
お

し
き
っ
て
、
南
紀
徳
川
家
へ
出
仕
に
ふ
み
切
っ
た
。（
略
）
寛
永
十
九
年

の
南
龍
公
へ
の
出
仕
も
宗
旦
は
黙
認
し
た
も
の
で
あ
ろ
う）
17
（

。（
傍
線
引
用

者
）宗

旦
は
利
休
の
歿
後
、
茶
の
湯
を
通
じ
て
、
公
家
や
武
家
た
ち
と
交
わ

り
な
が
ら
も
、
庶
民
の
生
活
に
甘
ん
じ
、
諸
大
名
か
ら
の
招
聘
に
応
じ
よ

う
と
も
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
日
常
の
生
活
は
苦
し
か
っ
た
。
し

か
し
若
い
子
供
に
は
、
そ
れ
は
堪
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
宗
旦

も
清
貧
の
中
に
孤
高
の
精
神
を
守
り
ぬ
く
の
は
、
自
分
だ
け
で
よ
い
と

思
っ
た
。
そ
こ
で
招
聘
の
あ
る
ま
ま
、
二
人
の
子
供
に
、
そ
れ
ぞ
れ
大
名

に
仕
え
る
こ
と
を
許
し
た
の
で
あ
る）

18
（

。（
傍
線
引
用
者
）

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
、
こ
の
息
子
た
ち
の
大
名
家
出
仕
の
た
め
に
、
千
宗

旦
は
、
柳
生
宗
矩
、
板
倉
重
宗
、
片
桐
石
州
、
永
井
尚
政
、
小
堀
正
春
（
小
堀

遠
州
の
弟
）
な
ど
の
幕
閣
、
大
名
等
に
、
み
ず
か
ら
求
め
て
積
極
的
な
接
触
を

重
ね
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
二
百
四
十
通
あ
ま
り
の
千
宗
旦
の
手
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紙
が
、昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
刊
行
の
『
元
伯
宗
旦
文
書
』（
茶
と
美
舎
）

に
お
い
て
公
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
従
来
の
千

宗
旦
像
を
大
き
く
変
え
る
も
の
で
あ
り
、
三
百
年
の
あ
い
だ
秘
め
ら
れ
て
い
た

歴
史
的
事
実
が
驚
き
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
千
利
休
の
賜
死
と

い
う
悲
劇
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
千
家
が
茶
の
湯
を
糧
と
し
て
生
き
て
い
く
た

め
に
は
、
武
家
と
の
関
係
は
維
持
せ
ざ
る
を
え
な
い
現
実
で
あ
る
。
そ
の
現
実

を
お
お
い
隠
し
な
が
ら
、
ま
た
隠
す
た
め
に
も
、
理
想
と
し
て
の
「
天
皇
と
の

関
係
」
を
強
調
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
千
家
の
権
威
を
高
め
る
情
報
操
作
が
お
こ

な
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

千
宗
旦
の
努
力
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
息
子
た
ち
の
三
家
の
千
家
は
、
そ
れ
ぞ

れ
大
名
家
家
臣
と
な
り
、
安
定
し
た
身
分
を
え
た）

19
（

。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

「
天
皇
と
の
距
離
」
は
遠
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。
こ
の
距
離
が
大
き

く
動
く
の
は
、
身
分
社
会
が
流
動
化
す
る
近
世
末
期
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
、
裏
千
家
第
十
一
代
千
宗
室
（
玄
々
斎
）
に
よ
る
「
天
皇
へ
の

献
茶
」
の
〝
復
活
〞
で
あ
る
。

２　
「
天
皇
へ
の
献
茶
」
の
〝
復
活
〞
と
そ
の
実
態

裏
千
家
第
十
一
代
千
宗
室
（
玄
々
斎
）（
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
〜
明
治
十
年

（
一
八
七
七
））
は
、
三
河
奥
殿
藩
主
大
給
松
平
家
か
ら）
20
（

、
裏
千
家
第
十
代
千
宗

室
（
認
得
斎
）
の
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
幕
末
か
ら
明
治
と
い
う
変
革
期
に

裏
千
家
当
主
と
し
て
活
躍
し
た
。利
休
堂
の
再
興
な
ど
の
裏
千
家
の
増
築
整
備
、

千
利
休
二
百
五
十
年
忌
法
要
お
よ
び
茶
会
（
天
保
十
年
〜
十
一
年
（
一
八
三
九
〜

四
〇
））
な
ど
を
実
現
し
、
ま
た
、
茶
の
湯
点
前
を
整
理
し
、
教
授
法
の
体
系

化
を
図
っ
た
と
さ
れ
て
い
る）

21
（

。
明
治
維
新
後
の
茶
の
湯
衰
退
期
に
は
、
茶
の
湯

を
遊
芸
と
み
な
す
考
え
方
に
対
し
、『
茶
道
の
源
意
』
を
著
し
て
反
論
す
る
一

方
で
、
立
礼
式
を
考
案
し
、
新
時
代
に
即
応
し
た
茶
の
湯
を
め
ざ
し
た
こ
と
な

ど
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
数
多
く
の
事
績
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
千

宗
室
（
玄
々
斎
）
に
よ
る
「
天
皇
へ
の
献
茶
」
の
〝
復
活
〞
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
裏
千
家
と
禁
裏
公
家
社
会
と
の
関
係
に
つ
い
て

み
て
お
く
。
千
利
休
二
百
五
十
年
忌
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
一
連
の
茶
会
の
初

会
で
あ
る
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
九
月
八
日
、
内
大
臣
近
衛
忠
熙
は
正
客
と

し
て
裏
千
家
に
招
か
れ
て
い
る）
22
（

。
ま
た
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
閏
四
月
二

十
一
日
お
よ
び
同
年
十
一
月
六
日
に
は
、
知
恩
院
宮
尊
超
法
親
王
が
裏
千
家
を

訪
問
し
て
い
る）
23
（

。
さ
ら
に
、
東
本
願
寺
大
門
主
達
如
が
裏
千
家
を
訪
問
し
た
こ

と
も
詳
細
な
会
記
か
ら
明
ら
か
で
あ
る）

24
（

。
ほ
か
に
も
、安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

十
二
月
十
二
日
の
前
内
大
臣
徳
大
寺
実
堅
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
二
月
二

十
六
日
の
東
本
願
寺
門
主
厳
如
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
別
邸
に
お
い
て
裏
千
家
と
交

際
が
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る）
25
（

。
こ
の
よ
う
な
事
例
か
ら
、
千
宗
室

（
玄
々
斎
）
に
は
、
積
極
的
に
禁
裏
公
家
社
会
と
の
交
渉
を
深
め
る
意
図
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る）
26
（

。

さ
て
、
本
題
の
「
天
皇
へ
の
献
茶
」
で
あ
る
。
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
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千
宗
室
（
玄
々
斎
）
は
、
つ
ぎ
の
口
上
書
を
提
出
し
て
い
る
。

乍
恐
以
先
例
奉
願
上
口
上
書

私
先
祖

　

千
利
休
宗
易
儀

天
正
十
三
年
九
月
居
士
号　

降
賜
同
年
十
月
七
日
於

小
御
所

正
親
町
院
様

後
陽
成
院
様
江
献
茶
仕
并
御
茶
器　

御
用
相
蒙
候
儀
且

後
陽
成
院
様
御
宸
翰
御
色
紙
拝
領
仕
難
有
秘
蔵
仕
居
候
事

宗
旦

寛
永
年
間
始
ヨ
リ

後
水
尾
院
様　

東
福
門
院
様
江
度
々
献
茶
仕
候
儀　

御
茶
器
御
用
モ
相
蒙

尚
御
品
々
拝
領
仕
難
有
秘
蔵
仕
居
候
事

宗
室

寛
永
十
一
年
よ
り
同
十
六
年
迄

年
頭
八
朔
茶
服
紗
献
上
之
仕
候

宗
室

寛
延
二
年
よ
り
宝
暦
三
年
迄
年
頭
八
朔

御
濃
茶
御
茶
杓
等
献
上
之
仕
候

宝
暦
四
年
日
記
類
委
細
ニ
無
御
座
候
間　

献
上
物
中
絶
之
儀
相
分
リ
兼
候

　

其
後
家
続
幼
少
ニ
付
無
拠
献
上
不
仕
候
義
与
奉
存
候　

依
之
今
度
末
世
下
賎

ノ
私　

恐
多
候
得
共　

御
濃
茶
献
上
之
儀
奉
歎
願
候　

何
卒
相
叶
候
ハ
ヽ

対
先
代
共
且 

流
儀
之
面
目
不
過
之
冥
加
至
極　

難
有
仕
合
奉
存
候　

敬

白

万
延
元
年
申
十
二
月
廿
日 

千
精
中
宗
室
（
花
押）
27
（

）

千
宗
室
（
玄
々
斎
）
は
、
千
利
休
の
献
茶
を
は
じ
め
、
裏
千
家
が
数
代
に
わ

た
り
「
献
茶
」
ま
た
は
「
茶
献
上
」
を
お
こ
な
っ
た
先
例
を
の
べ
、「
茶
献
上
」

の
復
活
を
願
い
出
た
の
で
あ
る
。
こ
の
願
い
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
に
認
め
ら
れ
た
。

右
先
例
ヲ
以　

献
茶
再
興
奉
願
候
処　

慶
応
元
丑
年
六
月　

中
院
家
ヲ

以　

御
聞
済
被
仰
出
候
ニ
付　

則
同
年
八
朔
ヨ
リ
去
ル
己
年
迄
毎
年
春
秋

献
上
候　

左
ノ
通
リ

御
濃
茶　

銘
龍
之
影　

木
地
中
次
ニ
納
メ
一
箱

御
茶
杓　

白
竹
真
削
共
筒　

宗
室
作
一
箱）

28
（

ま
た
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
一
月
十
九
日
に
は
、
こ
の
「
茶
献
上
」
を

記
念
す
る
茶
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
こ
の
際
に
「
大
居
士
古
書
ニ
ヨ
リ
」
和
巾
点

の
点
前
が
復
興
さ
れ
た
の
で
あ
る）
29
（

。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
ま
ず
、
口
上
書
の
記
載



近代における茶の湯家元と天皇との距離

85

内
容
が
す
べ
て
歴
史
的
事
実
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
く
、
否
定
的

に
考
え
た
い）
30
（

。
そ
も
そ
も
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）

の
禁
中
茶
会
に
つ
い
て
も
、

正
親
町
天
皇
や
皇
太
子
へ
の
献
茶
の
御
茶
頭
は
、関
白
秀
吉
が
つ
と
め
、

天
皇
ら
が
還
御
さ
れ
て
の
ち
、
小
御
所
の
端
の
御
座
敷
で
公
卿
衆
に
茶
を

す
す
め
た
と
き
は
、
千
宗
易
が
利
休
居
士
と
号
し
て
、
茶
頭
役
を
つ
と

め
、
台
子
を
用
い
て
の
茶
儀
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
秀

吉
が
天
皇
ら
に
献
茶
し
た
際
に
、
利
休
居
士
は
、
後
見
役
と
し
て
、
次
の

間
に
控
え
て
い
た
ら
し
く
思
わ
れ
る）

31
（

。

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
口
上
書
で
は
〝
豊
臣
秀
吉
の
献
茶
〞
を
〝
千
利
休
の
献

茶
〞
と
お
き
か
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、千
宗
室（
玄
々
斎
）に
よ
る「
天
皇
へ
の
献
茶
」

は
、
天
正
十
三
年
の
〝
禁
中
茶
会
〞
の
再
現
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
禁
中
茶

会
と
は
、
禁
中
で
抹
茶
を
点
て
、
そ
れ
を
天
皇
が
飲
む
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
千
宗
室
（
玄
々
斎
）
が
行
っ
た
こ
と
は
、
人
を
介
し
て
固
体
の
茶
を

天
皇
に
贈
呈
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
口
上
書
に
お
い
て
千
宗
室

（
玄
々
斎
）
が
「
献
茶
」
と
「
献
上
」
と
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
よ
う
に）
32
（

、

本
来
は
「
天
皇
へ
の
茶
献
上
」
と
す
べ
き
で
あ
る）
33
（

。

さ
て
、
熊
倉
功
夫
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
評
価
し
て
い

る
。

こ
れ
ほ
ど
玄
々
斎
が
禁
裏
に
こ
だ
わ
っ
た
理
由
は
な
に
か
。
文
久
・
慶

応
段
階
の
政
治
過
程
を
思
い
う
か
べ
る
ま
で
も
な
く
、
す
で
に
幕
府
は
崩

壊
の
危
機
に
あ
っ
た
。
玄
々
斎
の
胸
中
に
は
、
天
皇
と
そ
れ
を
支
え
る
公

家
文
化
の
な
か
に
、
将
来
の
家
元
制
が
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
。
徳
川
将
軍
を
頂
点
と
す
る
幕
藩
体
制
は
、
も
は
や
家
元

制
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
す
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
天
皇
制
の
あ
ら

た
な
る
登
場
を
前
に
、
そ
の
「
不
朽
な
る
権
威
」
こ
そ
、
家
元
が
本
来
的

に
追
求
す
る
機
能
の
理
想
を
そ
な
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
玄
々
斎
は

知
覚
し
て
い
た
の
で
あ
る）

34
（

。

天
皇
制
に
家
元
の
機
能
の
理
想
を
み
る
と
い
う
指
摘
は
、
ま
さ
に
そ
の
と
お

り
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
天
皇
と
い
う
権
威
を
有
効
に
活
用
し
た
こ
と
も
認
め

ら
れ
る
。
し
か
し
、
徳
川
家
の
一
族
で
あ
る
大
給
松
平
家
の
血
を
受
け
、
裏
千

家
代
々
と
同
じ
く
伊
予
松
山
藩
久
松
松
平
家
に
茶
堂
と
し
て
仕
え
、
尾
張
徳
川

家
に
も
出
仕
し
た
千
宗
室
（
玄
々
斎
）
に
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
十
二
月

と
い
え
ば
公
武
合
体
に
よ
る
和
宮
降
嫁
と
い
う
動
き
の
な
か
で
、
王
政
復
古
を

予
見
し
て
、
武
家
か
ら
天
皇
へ
と
、
よ
る
べ
き
権
威
を
変
更
し
よ
う
と
い
う
意

図
ま
で
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
Ⅲ
２
に
お
い
て
く
わ
し
く
の

べ
る
と
お
り
、
明
治
維
新
以
降
も
、
あ
る
意
味
で
は
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
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ま
で
、
千
家
家
元
は
旧
主
に
対
し
て
旧
家
臣
と
し
て
の
立
場
を
と
り
つ
づ
け
る

の
で
あ
る
。

で
は
、
千
宗
室
（
玄
々
斎
）
の
〝
禁
裏
へ
の
こ
だ
わ
り
〞
は
ど
の
よ
う
に
解

す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
富
裕
町
人
農
民
層
に
も
支
持
基
盤
を
広
げ
、
流
儀
と
い

う
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
形
成
し
、
近
世
家
元
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
た
家
元
が
、

近
世
末
期
に
至
っ
て
、
さ
ら
な
る
上
昇
を
志
向
す
る
動
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
は
偉
大
な
流
祖
千
利
休
の
事
績
に
近
づ
く
こ
と
、
そ
の
象
徴
が
「
天

皇
へ
の
献
茶
」
な
の
で
あ
る
。

す
で
に
千
宗
室
（
玄
々
斎
）
の
口
上
書
に
は
、
歴
史
的
事
実
を
こ
え
て
、「
天

皇
へ
の
献
茶
」イ
メ
ー
ジ
が
増
幅
し
て
い
る
。
そ
し
て
、千
宗
室（
玄
々
斎
）は
、

「
天
皇
へ
の
茶
献
上
」
に
よ
っ
て
、
す
く
な
く
と
も
「
天
皇
と
の
関
係
」
を
復

活
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
記
念
し
て
、
千
利
休
が
お
こ

な
っ
て
い
た
と
す
る
「
和
巾
点
」
と
い
う
点
前
を
、〝
復
興
〞
と
称
し
て
〝
創
作
〞

し
、
そ
れ
を
教
え
広
め
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
の

「
天
皇
へ
の
茶
献
上
」
に
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
の
「
天
皇
へ
の
献
茶
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
合
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
裏
千
家
の
名
誉
と
し
て
、
門
弟
に
対
し
て
発
信
さ
れ
つ
づ
け
て

い
く
。
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
裏
千
家
の
教
本
『
茶
道

浦
の
と
ま
や）
35
（

』
は
、
一
之
巻
の
本
文
冒
頭
に
「
今
日
菴
歴
代
考
」
を
か
か
げ
、

裏
千
家
代
々
の
事
績
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、「
天
皇
と
の
関
係
」
に

関
す
る
記
述
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

祖
先　

宗
易
、　 

天
正
十
三
年
九
月　

正
親
町
上
皇
勅
シ
テ
居
士
ノ
称
ヲ

賜
フ
同
年
十
月
七
日
於
小
御
所　

後
陽
成
天
皇
并
ニ　

正
親
町
上
皇
ニ
自
ラ
茶
ヲ
献
ズ

三
代　

宗
旦
、　 

寛
永
ノ
始
メ　

後
水
尾
天
皇
并
東
福
門
院
ニ
召
出
ダ
サ

レ
自
ラ
茶
ヲ
点
ジ
テ
献
ズ
ル

数
度

四
代　

宗
室
、　 

明
正
天
皇
ノ
御
代
寛
永
十
一
年
ヨ
リ
十
六
年
ニ
至
ル
迄

毎
歳
年
頭
八
朔
之
節
会
ニ
禁
中
ヘ
献
茶
ヲ
為
ス

五
代　

宗
室
、　 

寛
延
二
年
ヨ
リ
宝
暦
三
年
ニ
至
ル
迄
同
ジ
ク
年
頭
八
朔

ニ
禁
中
ヘ
献
茶
ヲ
為
ス

十
一
代
宗
室
、　 

慶
応
年
間
禁
中
ヘ
茶
ヲ
献
ジ
タ
ル　
（
傍
線
引
用
者
）

こ
れ
を
み
る
と
、
千
宗
室
（
玄
々
斎
）
が
口
上
書
の
な
か
で
厳
密
に
使
い
分

け
て
い
た
「
献
茶
」
と
「
献
上
」
と
が
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
あ
い
ま
い
と
な
り
、

「
天
皇
へ
の
献
茶
」
イ
メ
ー
ジ
に
傾
い
て
い
る
。

た
し
か
に
、「
天
皇
へ
の
茶
献
上
」が
実
現
で
き
た
の
は
、
千
宗
室（
玄
々
斎
）

と
い
う
個
性
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
天
皇
へ
の
接

近
を
試
み
た
の
は
、
裏
千
家
だ
け
で
は
な
い
こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。
ま

さ
に
千
宗
室
（
玄
々
斎
）
が
禁
裏
へ
茶
献
上
を
働
き
か
け
て
い
た
時
期
に
、
当

時
の
孝
明
天
皇
の
異
母
妹
皇
女
和
宮
の
茶
の
湯
指
南
が
、
藪
内
流
家
元
藪
内
紹

智
（
竹
猗
）（
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
〜
明
治
二
年
（
一
八
六
九
））
に
命
ぜ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
藪
内
家
も
、
京
都
に
お
け
る
「
わ
び
茶
」
の
家
元
と
し
て
近
世
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家
元
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
、
西
本
願
寺
の
庇
護
の
も
と
に
多
く
の
門
弟
を
擁
し

て
い
た
。

藪
内
紹
智
（
竹
猗
）
は
、
和
宮
へ
の
茶
の
湯
指
南
に
関
し
て
、
書
状
の
な
か

で
つ
ぎ
の
と
お
り
の
べ
て
い
る
。

○
御
聞
も
被　
レ

下
候
哉　

今
般
公
方
様
へ

御
輿
入
之
和
宮
様
御
方
藪
の
内
流

被　
レ

遊
候
御
事
ハ

当
流
万
世
之
面
目
ニ

存
候　

京
地
社
中
之
大
悦
ハ

千
家
流
へ

対
し
大
天
狗
ニ

御
座
候　
（
略
）
無　
二

此
上　
一

難　
レ

有
御
事
ニ

皆
々
喜
申
候　

御

社
友
へ
御
は
な
し
候
へ
く
候）

36
（

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
、「
お
声
が
か
り
が
あ
っ
た
の
は
安
政
五
年
（
一
八
五

八
）の
秋
頃
ら
し
い
が
、
実
際
に
稽
古
を
始
め
た
の
は
文
久
元
年（
一
八
六
一
）

の
秋
の
こ
と）
37
（

」
と
さ
れ
て
い
る
。
千
宗
室
（
玄
々
斎
）
は
、
す
で
に
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）
に
は
東
本
願
寺
と
の
関
係
を
も
っ
て
い
た
の
で）
38
（

、
こ
の
指
南
役

の
座
を
、
藪
内
家
、
裏
千
家
と
も
そ
れ
ぞ
れ
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
つ
く
し
て
競
い

合
っ
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
藪
内
紹
智
（
竹
猗
）
の
「
千
家
流
へ

対

し
大
天
狗
」
と
い
う
誇
ら
し
げ
な
発
言
の
背
景
に
は
、
裏
千
家
と
の
競
争
に
勝

利
し
た
と
い
う
満
足
感
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
近
世
家
元
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
た
家
元
は
、
近
世
末

期
に
は
、
身
分
社
会
の
枠
を
こ
え
て
、
天
皇
と
何
ら
か
の
直
接
的
関
係
を
も
つ

こ
と
が
で
き
る
状
況
に
ま
で
、
社
会
的
地
位
を
向
上
さ
せ
て
い
た
と
評
価
し
て

も
さ
し
つ
か
え
な
い
だ
ろ
う
。

Ⅲ　

明
治
期
の
茶
の
湯
の
世
界

１　
「
天
覧
」
に
み
る
明
治
期
の
家
元
の
姿

（
１
）
明
治
期
の
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
と
「
流
儀
の
茶
の
湯
」

幕
末
以
来
の
政
治
経
済
の
混
乱
、
明
治
維
新
以
降
の
急
激
な
西
欧
文
明
の
導

入
に
よ
り
、
茶
の
湯
を
は
じ
め
、
日
本
の
文
化
や
芸
能
は
見
捨
て
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
状
況
も
な
が
く
つ
づ
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

の
ち
に
Ⅲ
３
で
み
る
よ
う
に
、明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
を
す
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
、

近
世
的
な
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
が
復
興
す
る
状
況
が
み
ら
れ
た
。

そ
の
復
興
の
過
程
で
は
、
旧
来
の
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
層
に
あ
ら
た
に
、
維

新
の
功
臣
、
官
僚
、
財
閥
関
係
者
な
ど
が
参
入
し
て
く
る
。
彼
ら
は
、
由
緒
あ

る
茶
道
具
を
入
手
し
、
財
力
に
ま
か
せ
て
美
術
鑑
賞
中
心
の
茶
の
湯
を
大
い
に

流
行
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
旧
大
名
と
な
ら
ん
で
華
族
と
な
り
、
茶
の

湯
に
お
け
る
意
識
の
う
え
で
も
、
旧
大
名
と
類
似
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
近
世
家
元
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
て
い
た
「
流
儀
の

茶
の
湯
」
が
低
迷
期
を
脱
す
る
に
は
、
い
ま
し
ば
ら
く
の
時
間
を
要
し
た
。
武

家
層
と
富
裕
町
人
農
民
層
と
の
二
重
構
造
に
立
脚
し
て
い
た
家
元
に
と
っ
て
、

明
治
維
新
に
よ
っ
て
武
家
の
格
式
と
収
入
と
を
失
っ
た
こ
と
の
影
響
は
意
外
と

深
刻
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
事
実
、
家
元
は
、
明
治
以
降
も
旧
家
臣
と
し
て

の
行
動
様
式
を
容
易
に
は
捨
て
去
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
ほ
ぼ
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近
世
を
通
じ
て
武
家
に
出
仕
し
て
い
た
こ
と
の
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

こ
の
二
つ
の
茶
の
湯
文
化
で
あ
る「
貴
紳
の
茶
の
湯
」と「
流
儀
の
茶
の
湯
」

と
は
、
近
世
に
お
け
る
「
大
名
茶
」
と
「
わ
び
茶
」
よ
り
も
、
い
っ
そ
う
異
質

で
あ
り
、
別
々
の
存
在
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
旧
大
名
、
旧
公
家
に
く
わ

え
て
、
維
新
の
功
臣
等
を
中
心
に
華
族
と
い
う
特
権
階
級
を
作
り
出
し
た
明
治

期
の
社
会
構
造
は
、
近
世
社
会
の
あ
り
方
を
色
濃
く
の
こ
し
て
い
た
。さ
ら
に
、

天
皇
の
神
格
化
が
進
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
、
家
元
と
「
天
皇
と
の
距
離
」
は
、

格
段
に
遠
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
井
上
馨
邸
に
お
け
る
「
天
覧
茶
会
」
に
み
る
家
元
の
姿

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
四
月
、
明
治
天
皇
は
、
井
上
馨
（
天
保
六
年
（
一

八
三
六
）〜
大
正
四
年（
一
九
一
五
））の
鳥
居
坂
邸
へ
行
幸
し
た
。
こ
の
行
幸
は
、

芸
能
史
の
う
え
で
は
〝
天
覧
歌
舞
伎
〞
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
茶
の
湯
の
歴
史

に
お
い
て
も
「
明
治
天
皇
行
幸
の
茶
会）
39
（

」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
家
元
と

「
天
皇
と
の
距
離
」
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
た
め
に
、本
稿
で
は
「
天
覧
茶
会
」

と
し
て
あ
つ
か
う
こ
と
と
す
る）

40
（

。

井
上
馨
邸
へ
の
行
幸
に
つ
い
て
、『
明
治
天
皇
紀
』
に
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り

記
載
が
あ
る
。

二
十
六
日　

外
務
大
臣
伯
爵
井
上
馨
の
麻
布
鳥
居
坂
第
に
行
幸
あ
ら
せ
ら

る
、
是
の
日
天
気
快
晴
、
午
後
一
時
御
出
門
、
侍
従
長
侯
爵
徳
大
寺
実
則

陪
乗
し
、
宮
内
次
官
以
下
諸
官
供
奉
す
、
先
づ
便
殿
に
著
御
あ
ら
せ
ら

れ
、
馨
及
び
家
族
に
謁
を
賜
ひ
、（
略
）
尋
い
で
馨
、
新
た
に
営
め
る
茶

室
八
窓
庵
に
奉
導
し
て
、
之
れ
が
叡
覧
を
請
ひ
、
又
後
庭
に
設
け
た
る
御

覧
所
に
奉
導
し
、
歌
舞
伎
演
劇
を
叡
覧
に
供
し
た
て
ま
つ
る
、
天
皇
の
演

劇
を
覧
た
ま
ふ
こ
と
蓋
し
此
れ
を
以
て
嚆
矢
と
為
す
、（
以
下
歌
舞
伎
に
関

す
る
話
題
が
つ
づ
く―

引
用
者
注
）
翌
二
十
七
日
皇
后
、
二
十
九
日
皇
太
后

亦
行
啓
あ
ら
せ
ら
れ
、
演
劇
等
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
ゝ
こ
と
概
ね
行
幸
の

時
に
同
じ）
41
（

、

こ
こ
で
は
茶
会
で
は
な
く
、
天
覧
歌
舞
伎
の
話
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
行

幸
を
迎
え
た
井
上
馨
の
側
に
し
て
も
、『
世
外
井
上
公
伝
』
に
よ
れ
ば
、

四
月
二
十
六
日
は
公
が
鳥
居
坂
邸
に
茶
室
八
窓
庵
を
営
み
、
そ
の
建
築

が
竣
功
し
た
の
で
、
八
窓
庵
開
き
を
行
は
う
と
し
た
日
で
あ
る
。
こ
の
日

行
幸
を
仰
い
で
余
興
と
し
て
天
覧
劇
を
催
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
八
窓
庵

は
も
と
奈
良
東
大
寺
四
聖
坊
に
附
属
し
て
ゐ
た
建
物
で
あ
つ
て
、
茶
道
の

開
祖
珠
光
の
造
営
と
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
公
が
奈
良
巡
遊
の
際
に

買
求
め
、
今
度
鳥
居
坂
邸
に
移
し
た
の
で
あ
る）

42
（

。

と
茶
室
の
説
明
が
あ
る
の
み
で
、
茶
道
具
に
つ
い
て
の
記
載
も
な
く
、
そ
の
あ
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と
は
天
覧
歌
舞
伎
の
話
題
に
う
つ
り
、
演
目
お
よ
び
出
演
者
の
記
載
が
あ
り
、

つ
ぎ
の
と
お
り
天
皇
の
感
想
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。

天
皇
に
は
侍
従
を
顧
み
ら
れ
て
、「
こ
れ
は
近
頃
珍
し
き
も
の
を
観

た
。」
と
仰
せ
ら
れ
、「
演
劇
は
能
に
比
す
れ
ば
判
り
も
よ
く
、
高
時
（
北

条
高
時―

引
用
者
注
）
の
場
は
取
分
け
面
白
く
覚
え
た
。」
と
頗
る
御
満
足

に
入
ら
せ
ら
れ
た
と
い
ふ）
43
（

。

そ
も
そ
も
、
こ
の
で
き
ご
と
は
、
政
治
史
の
上
で
は
、
条
約
改
正
を
急
い
だ

井
上
馨
の
外
務
大
臣
時
代
の
こ
と
で
あ
り
、『
世
外
井
上
公
伝
』
に
お
い
て
も
、

条
約
改
正
の
章
の
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期

は
、
欧
化
政
策
の
影
響
を
う
け
た
歌
舞
伎
の
「
演
劇
改
良
」
が
こ
こ
ろ
み
ら
れ

て
お
り
、「
更
に
之
を
促
進
せ
し
め
斯
界
の
向
上
革
新
を
図
る）

44
（

」
こ
と
が
、
天

覧
歌
舞
伎
の
目
的
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
明
治
天
皇
は
、
茶
の
湯
へ
の
関
心
が
う
す
く
、
喫
茶
す
ら
し

な
か
っ
た
。
明
治
近
代
国
家
の
象
徴
と
し
て
の
役
割
を
担
う
明
治
天
皇
が
、
近

世
と
変
わ
ら
ぬ
茶
の
湯
に
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
至
極
当

然
の
こ
と
で
あ
ろ
う）
45
（

。
こ
の
行
幸
に
つ
い
て
、「
近
代
演
劇
史
の
上
で
は
詳
し

く
論
じ
ら
れ
な
が
ら
、
行
幸
が
井
上
邸
内
の
八
窓
庵
開
庵
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
茶
道
史
上
の
意
義
は
必
ず
し
も
注
意
さ
れ
て
き
た

と
は
い
い
が
た
い）

46
（

」と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
実
態
か
ら
す
れ
ば
、

あ
ま
り
過
大
な
評
価
を
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る）
47
（

。
茶
の
湯
の
歴
史
の
う
え

で
は
、
こ
れ
は
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
の
世
界
で
の
で
き
ご
と
で
あ
っ
て
、
そ
の

後
の
「
流
儀
の
茶
の
湯
」
の
発
展
へ
の
影
響
も
か
ぎ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
熊
倉
功
夫
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
天
覧
茶
会
は
、「
ち
ょ
う

ど
江
戸
時
代
初
期
の
将
軍
御
成
と
は
な
は
だ
似
か
よ
っ）

48
（

」
た
も
の
で
あ
り
、
茶

の
湯
が
「
行
幸
を
ひ
き
出
す
た
め
の
契
機）
49
（

」
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
近

世
の
武
家
社
会
に
お
け
る
儀
礼
と
し
て
の
茶
の
湯
が
、
明
治
時
代
に
も
有
効
に

機
能
し
、「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
の
場
に
は
、
天
皇
も
な
ん
ら
問
題
も
な
く
行
幸

で
き
る
の
で
あ
る
。
当
時
の
新
聞
記
事
も
天
覧
歌
舞
伎
を
中
心
に
報
じ
て
い
る

が
、
つ
ぎ
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、〝
茶
の
湯
が
主
、
歌
舞
伎
が
従
〞
と
い

う
認
識
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
茶
の
湯
と
歌
舞
伎
と
の
社
会
的
評
価
の
ち
が

い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

○
井
上
伯
催
ふ
し
の
演
劇　
　

此
ご
ろ
世
の
中
に
鳥
居
坂
の
御
催
し
と
て

言
ひ
囃
す
は
是
れ
な
ん
麻
布
鳥
居
坂
な
る
井
上
伯
爵
茶
室
八
窓
庵
開
き
に

付
余
興
と
し
て
演
劇
を
催
ふ
し
畏
く
も
上
御
三
方
の
御
行
あ
ら
せ
ら
れ
同

所
辺
は
車
声
地
を
震
か
し
電
灯
天
に
映
じ
て
遽
に
不
夜
の
城
を
築
き
し
古

今
未
曾
有
前
代
未
聞
の
御
盛
事
に
て
ぞ
あ
り
け
る
（
以
下
略）
50
（

）

議
論
が
や
や
別
の
方
向
に
展
開
し
た
。
本
稿
で
論
じ
る
べ
き
「
天
皇
と
の
距

離
」
に
関
し
て
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
茶
会
に
お
け
る
家
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元
の
姿
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
と
お
り
後
年
の
聞
き
取
り
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

井
上
侯
後
室
（
井
上
馨
夫
人
武
子―

引
用
者
注
）
八
窓
庵
に
就
き
様
々
の

昔
語
り
を
為
し
た
る
中
に
、
八
窓
庵
が
鳥
居
坂
に
在
り
た
る
時
、
明
治
天

皇
、
英
照
、
昭
憲
皇
太
后
御
臨
幸
の
節
、
三
陛
下
共
に
八
窓
庵
中
に
入
ら

せ
ら
れ
て
一
応
飾
附
を
御
覧
ぜ
ら
れ
、
英
照
皇
太
后
は
川
上
宗
順
の
手
前

に
て
御
茶
一
服
召
上
ら
れ
た
る
や
う
記
憶
す
、
川
上
は
平
身
低
頭
し
て
俯

む
き
な
が
ら
茶
を
点
て
た
る
が
今
尚
ほ
眼
中
に
残
り
居
れ
り
な
ど
語
ら
れ

ぬ）
51
（

。

点
前
を
し
た
と
さ
れ
る
川
上
宗
順
（
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
〜
明
治
四
十
一

年
（
一
九
〇
八
））
は
、
近
世
中
期
に
江
戸
で
千
家
流
を
広
め
た
川
上
不
白
の
流

れ
を
く
み
、
江
戸
千
家
浜
町
派
、
現
在
で
は
表
千
家
不
白
流
と
称
す
る
流
派
の

家
元
で
あ
る
。
明
治
期
に
は
東
京
で
有
名
な
宗
匠
で
あ
り
、
そ
の
教
え
を
受
け

た
者
は
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
に
も
す
く
な
く
な
い）
52
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で

は
、
井
上
馨
と
い
う
有
力
な
パ
ト
ロ
ン
に
依
存
す
る
陰
の
存
在
と
な
っ
て
い

て
、
公
式
の
記
録
に
は
名
前
す
ら
出
て
こ
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
天
皇
と
の
距

離
」
で
い
え
ば
、〝
天
皇
↓
井
上
馨
↓
家
元
〞
の
関
係
で
あ
り
、
家
元
は
、
近

世
の
武
家
に
お
け
る
茶
堂
同
様
の
〝
陪
臣
〞
の
立
場
に
あ
る
。

（
３
）
明
治
天
皇
行
幸
に
お
け
る
表
千
家
家
元
の
姿

同
じ
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）、
天
覧
茶
会
に
さ
き
だ
っ
て
、
明
治
天
皇

と
茶
の
湯
と
の
か
か
わ
り
が
あ
っ
た）
53
（

。
明
治
四
年
（
一
八
七
二
）
に
は
じ
ま
る

京
都
博
覧
会
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
年
に
は
京
都
で
第
十
六
回
新
古
美
術
会
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
に
明
治
天
皇
の
行
幸
が
あ
り
、
そ
の
際
に
天
皇
へ
の
献
茶

が
お
こ
な
わ
れ
た）

54
（

。
つ
ぎ
の
と
お
り
記
録
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

 

明
治
二
十
年
二
月
一
日
、
西
京
御
駐
輩
の
節
、
苑
内
博
覧
会
場
に
於
い
て
三

井
八
郎
右
衛
門
氏
よ
り
献
茶
之
記

献　

茶

御
茶
器　

木
地
ア
ラ
ヽ
木
棗　

袋
白
地
金
襴

御
茶
碗　

金
襴
手
天
目

御
台　

梅
木
地
銀
縁　

杉
木
地
縁
高
足
付

御
菓
子　

紅

　

雪
餅

御
取
菓
子　

土
器
足
付　

千
年
友　

有
平
松
葉

御
茶　
　

松
之
露

御
莨
盆　
　

桐
木
地
足
付

御
火
入　
　

交
趾
摸　

和
全
作

御
手
炉　
　

七
宝
八
角
長

囲
六
畳
敷

屏
風　

雪
中
松
之
画　

応
挙
筆
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懸
物　

小
倉
色
紙　

う
か
り
け
る

一
風　

白
茶
地
古
金
襴

表
装　

中　
　

花
色
地
古
金
襴

上
下　

茶
地
唐
物
緞
子

花
入　

青
竹
置
筒

不
審
菴
庭
前
竹
ヲ
以
碌
々
斎
作

花　

紅
梅
白
椿

釜　
　

日
之
丸　

与
次
郎
作　

瀬
尾
有
兵
衛
伝
来

炉
縁　

梅
木
地
鱗
鶴
蒔
絵　

吸
江
斎
好

（
略
）

茶
入　

二
見　

箱
書
付
小
堀
遠
州

鴛
鴦
裂

袋　
　

白
茶
地
古
金
襴
模
様
馬
乗
人
物
鶴　

遠
州
緞
子

茶
碗　

御
所
丸

同
替　

黒　

長
次
郎
作　

銘
面
取　

箱
書
付
宗
旦

（
略
）右

明
治
二
十
年
二
月
一
日
於
御
苑
内
博
覧
会
場
執
行
之

三　

井　

高　

朗

三
井
八
郎
右
衛
門

奉
点　

千　
　

宗　
　

左）
55
（

こ
れ
は
一
般
公
開
の
展
覧
会
で
あ
る
の
で
、
後
段
の
「
囲
六
畳
敷
」
以
降
は

展
示
物
を
示
し
、「
献
茶
」
の
部
分
は
、
す
べ
て
「
御
」
が
付
い
て
い
る
こ
と

が
示
す
よ
う
に
、
明
治
天
皇
へ
の
献
茶
に
使
わ
れ
た
道
具
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
展
示
お
よ
び
献
茶
を
し
た
の
は
、
三
井
総
領
家
の
三
井
高
朗
お
よ
び
三

井
八
郎
右
衛
門
で
あ
る
。
当
時
の
表
千
家
家
元
で
あ
る
第
十
一
代
千
宗
左

（
碌
々
斎
）（
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
〜
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
））
は
、「
奉

点
」
と
あ
り
、
点
茶
を
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
献
茶
の
主
体
と
い
う

立
場
で
は
な
い）
56
（

。
こ
こ
で
も
家
元
は
、
有
力
な
パ
ト
ロ
ン
に
依
存
す
る
陰
の
存

在
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
４
）
皇
后
行
啓
に
お
け
る
裏
千
家
家
元
の
姿

明
治
天
皇
の
皇
后
（
の
ち
の
昭
憲
皇
太
后
）
は
、明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）

に
京
都
府
高
等
女
学
校）
57
（

を
訪
問
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り

記
録
が
あ
る
。

○
皇
后
宮
陛
下
臨
御

予
て
仰
出
さ
れ
し
如
く　
　

皇
后
宮
陛
下
に
は
四
月
廿
七
日
当
高
等
女
学

校
へ　
　

臨
御
遊
は
せ
ら
る
（
略
）
同
十
一
時
前
御
着
輦
遊
は
せ
ら
る
各

課
長
府
立
学
校
院
長
学
務
課
員
本
校
職
員
卒
業
生
并
に
現
在
生
徒
等
校
門

外
に
整
列
し
書
記
官
及
京
都
婦
人
慈
善
会
員
は
門
内
に
て
奉
迎
し
府
知
事

は
玄
関
前
に
て
奉
迎
せ
ら
る　
　

陛
下
に
は
直
に
便
殿
へ　
　

入
御
遊
は
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せ
ら
れ
御
昼
餐
を
聞
召
さ
せ
ら
る
此
時
三
井
高
朗
同
三
井
八
郎
右
衛
門
両

氏
よ
り
御
茶
を
献
上
せ
ら
る
（
千
玄
室
点
茶）
58
（

）

こ
れ
も
前
記
（
３
）
と
同
じ
く
、
三
井
家
か
ら
献
茶
を
し
て
お
り
、
実
際
に

点
茶
を
し
た
の
は
、
裏
千
家
第
十
二
代
千
宗
室
（
又
玅
斎
）（
嘉
永
五
年
（
一
八

五
二
）
〜
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）。
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
家
督
を
譲
り
、

千
玄
室
と
称
し
た
。）
で
あ
る）
59
（

。
か
っ
こ
書
き
で
家
元
の
名
前
が
の
こ
る
も
の

の
、
や
は
り
家
元
は
有
力
な
パ
ト
ロ
ン
の
陰
の
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
前
記

（
２
）
の
記
録
が
天
皇
あ
る
い
は
井
上
馨
の
視
点
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の

資
料
は
、
前
記
（
３
）
と
と
も
に
や
や
低
い
視
点
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば

こ
そ
、
さ
い
わ
い
に
も
家
元
の
名
前
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る）

60
（

。

２　

明
治
期
に
お
け
る
家
元
の
自
己
認
識

い
ま
、
明
治
二
十
年
頃
の
家
元
の
姿
に
関
す
る
三
つ
の
事
例
を
紹
介
し
た
。

つ
ぎ
に
、
家
元
側
の
資
料
か
ら
、
明
治
期
に
お
け
る
家
元
の
自
己
認
識
が
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
検
討
す
る
。

ま
ず
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
大
名
家
に
仕
え
た
と
い
う
歴
史
を
放
棄
し
た

り
、
否
定
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
名
家
家
臣
で
あ
っ

た
こ
と
は
、「
平
民
」
で
は
な
く
、「
士
族
」
の
身
分
を
有
す
る
こ
と
を
意
味
し
、

経
済
的
な
意
味
は
失
わ
れ
た
と
し
て
も
、
庶
民
に
対
し
て
は
誇
り
う
る
歴
史
で

あ
っ
た
。

そ
れ
を
示
す
も
の
と
し
て
、
裏
千
家
第
十
三
代
千
宗
室
（
円
能
斎
）（
明
治
五

年
（
一
八
七
二
）
〜
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
））
と
旧
主
家
と
の
関
係
を
み
る
こ

と
と
す
る
。
千
宗
室（
円
能
斎
）は
、
明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）に
上
京
し
、

旧
伊
予
松
山
藩
主
久
松
勝
成
の
八
十
歳
の
お
祝
い
の
茶
会
に
参
上
し
て
い
る
。

裏
千
家
の
機
関
誌
『
今
日
庵
月
報
』
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　

久
松
老
公
の
御
祝
茶

明
治
四
十
四
年
六
月
旧
松
山
藩
主
久
松
老
公
第
八
十
回
の
御
誕
辰
に
当
ら

せ
ら
れ
た
る
を
以
て
数
々
の
御
催
し
も
の
あ
り
た
る
内
に
二
十
八
日
二
十

九
日
の
両
日
は
御
邸
内
の
寒
雲
亭
に
於
て
朝
野
の
知
名
の
士
を
招
か
れ
て

正
午
御
祝
茶
を
催
さ
れ
た
り

主
、
老　

公

御
水
谷
、
円 

能 

斎

助
手　

田
中
宗
卜）
61
（

こ
の
「
御
水
谷
」
と
は
、
一
般
に
は
「
水
屋
」
と
記
さ
れ
る
、
茶
会
の
裏
方

の
仕
事
で
あ
る
。
茶
の
湯
の
技
量
に
優
れ
て
い
な
け
れ
ば
で
き
な
い
が
、
ま
っ

た
く
表
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
役
割
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
主
役
は
あ
く
ま
で
も

〝
久
松
老
公
〞
で
あ
り
、
千
宗
室
（
円
能
斎
）
は
、
わ
ざ
わ
ざ
上
京
し
て
裏
方

を
つ
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
茶
会
に
ま
ね
か
れ
た
安
田
善
次
郎
は
、
自

身
の
茶
会
記
『
松
翁
茶
会
記
』
に
、
つ
ぎ
の
と
お
り
記
し
て
い
る
。
安
田
善
次
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郎
の
目
に
は
、
千
宗
室
（
円
能
斎
）
の
姿
は
映
じ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

六
月
二
十
九
日
正
午　

久
松
老
伯
八
十
賀
寿
の
茶
事
、伊
藤
、石
黒
、

三
井
（
番
町
）、
増マ

田マ

、
青
地
、
番
外
一
員
の
諸
氏
と
余
の
七
客

席　
　
　

寒
雲
亭

真
台
子
飾

掛
物　

清
巌
和
尚
横
物　

松
山
万
々
歳

花
生　

利
休
竹
一
重　

花　

白
み
つ
ま
た　

宗
旦
き
く

茶
入　

名
物
雲
山　

袋　

し
ゞ
ら
漢
東

茶
杓　

秀
吉
公
作
共
筒

茶
碗　

斗
々
屋　

銘
老
友

香
合　

堆
朱
椿
無
双

後
座
あ
り　

松
蒔
絵
の
中
棗
引
物）

62
（

こ
の
前
後
の
千
宗
室
（
円
能
斎
）
の
動
き
も
『
今
日
庵
月
報
』
に
記
さ
れ
て

い
る
。
京
都
を
出
て
か
ら
帰
る
ま
で
の
行
動
を
示
す
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

る
。

十
九
日　

円
能
斎
本
日
よ
り
御
東
上

二
十
日　

久
松
家
へ
円
能
斎
参
邸

廿 

二
日　

久
松
家
に
於
て
老
侯
御
八
十
歳
御
年
賀
に
付
真
台
子
御
引
渡
、

立
合
池
内
久
親
殿
及
田
中
宗
卜
氏

廿
三
日　

久
松
家
に
て
御
稽
古
申
上

廿
四
日　

円
能
斎
は
九
鬼
家
へ
参
邸

廿
五
日　

久
松
家
の
御
祝
賀
会
に
紅
葉
館
に
参
列

廿
六
日　

九
鬼
家
へ
参
邸

廿
七
日　

御
前
調
べ
の
為
久
松
家
へ
参
邸

廿
八
日　

久
松
家
御
茶
事
御
用
勤
務

廿
九
日　

同
右

三
十
日　

午
前
八
時
半
の
急
行
列
車
に
て
円
能
斎
御
帰
京
あ
り）

63
（

こ
こ
の
「
九
鬼
家
」
と
は
、
お
そ
ら
く
三
田
藩
出
身
で
、
文
部
官
僚
と
し
て

美
術
行
政
に
辣
腕
を
ふ
る
っ
た
九
鬼
隆
一
（
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
〜
昭
和
六

年
（
一
九
三
一
））
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
千
宗
室
（
円
能
斎
）
の
妻
の
実
家

が
旧
三
田
藩
士）
64
（

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
縁
で
訪
問
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
九

鬼
隆
一
は
、
三
田
藩
主
九
鬼
家
の
出
身
で
は
な
い
が
、
勲
功
に
よ
り
男
爵
を
授

け
ら
れ
て
い
た
。
三
田
藩
出
身
者
と
し
て
は
、
旧
藩
主
九
鬼
子
爵
家
に
準
ず
る

存
在
と
も
い
え
る
大
物
で
あ
る）
65
（

。
こ
の
よ
う
に
、
東
京
滞
在
中
は
、
一
日
だ
け

記
録
を
欠
く
が
、
そ
れ
以
外
は
、
千
家
の
旧
主
久
松
家
か
、
妻
の
実
家
の
旧
主

ゆ
か
り
の
九
鬼
家
の
関
係
で
終
始
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
千
宗
室
（
円
能
斎
）
と
い
え
ど
も
、
旧
主
と
の
関
係
で
は
、

家
臣
と
同
様
の
あ
つ
か
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
関
係
で
も
、
千
宗
室
（
円
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能
斎
）
に
と
っ
て
は
好
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

久
松
勝
成
は
、
忍
叟
と
号
し
、
後
述
す
る
当
時
東
京
の
有
名
な
茶
人
に
よ
る
和

敬
会
の
会
員）
66
（

で
あ
る
よ
う
に
、
茶
の
湯
を
好
ん
だ
〝
殿
様
〞
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
明
治
四
十
二
年（
一
九
〇
九
）四
月
二
十
六
日
に
も
、
千
宗
室（
円

能
斎
）
は
上
京
し
、
久
松
家
を
訪
問
し
て
い
る）
67
（

。『
今
日
庵
月
報
』
に
は
「
久

松
家
に
於
て
宗
室
上
京
に
付
特
に
御
茶
被
下
御
席
は
寒
雲
亭
に
て
御
都
合
上
大

炉
の
御
扱
万
端
御
略
式
御
取
合
突
然
の
御
催
な
か
ら
御
行
届
に
は
恐
入
候
」
と

し
て
、
道
具
組
、
懐
石
の
内
容
が
記
さ
れ
て
お
り
、
千
宗
室
（
円
能
斎
）
は
、「
尚

大
炉
の
御
扱
な
ど
余
程
御
熟
練
恐
入
候
」
と
の
べ
て
、
久
松
勝
成
の
茶
の
湯
の

技
量
を
高
く
評
価
し
て
い
る）
68
（

。
身
分
は
ち
が
っ
て
い
て
も
、
茶
の
湯
を
通
じ
て

の
心
か
よ
う
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

し
か
し
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
に
久
松
勝
成
が
死
去
し
て
以
降
、

旧
主
久
松
家
と
裏
千
家
の
関
係
は
、
久
松
家
家
扶
を
通
じ
て
の
儀
礼
的
な
関
係

だ
け
と
な
る
。
そ
れ
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
千
宗
室
（
円
能
斎
）
の

銀
婚
式
の
際
の
書
翰
を
み
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
る
。

久
松
伯
爵
家
扶
来
翰

拝
啓
春
寒
料
峭
之
候
御
揃
愈
御
清
適
奉
欣
賀
候
陳
者
御
成
婚
後
満
二
十
五

年
ニ
被
為
成
候
ニ
付
御
記
念
品
御
送
越
相
成
早
速
及
披
露
候
処
目
出
度
御

儀
ニ
被
存
候
就
而
ハ
乍
些
少
慶
賀
之
印
迄
左
之
通
御
贈
被
成
候
間
御
受
納

被
成
下
度
候
敬
具

一
御
肴
料　
　
　
　

壱
封

大
正
三
年
三
月
十
六
日

久
松　

家
扶

千　

宗　

室　

殿

同　

令　

夫　

人）
69
（

意
識
の
う
え
だ
け
と
は
い
え
、
明
治
維
新
の
の
ち
ま
で
も
、
旧
主
と
裏
千
家

と
の
間
で
こ
う
し
た
前
近
代
的
な
関
係
が
つ
づ
い
て
い
た
こ
と
は
、
ひ
じ
ょ
う

に
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
表
千
家
に
お
い
て
も
同
様

に
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
直
前
ま
で
、
紀
州
徳
川
家
と
の
関
係
は
、
旧
主
と
旧

家
臣
と
の
色
合
い
を
の
こ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
表
千
家
第
十
三
代
千
宗
左

（
即
中
斎
）（
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
〜
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
））
は
、

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
の
時
点
で
、
正
月
の
行
事
に
関
連
し
て
、
つ
ぎ
の

と
お
り
の
べ
て
い
る
。

私
の
家
の
元
旦
の
朝
の
し
き
た
り
は
、
大
体
か
う
で
あ
る
。
大
晦
日
の

夜
か
ら
残
月
亭
に
お
釜
を
か
け
て
置
く
。
そ
し
て
元
旦
未
明
に
は
炉
中
の

火
を
改
め
て
、
若
水
を
汲
ん
で
、
お
釜
も
改
め
る
。（
略
）

そ
れ
か
ら
家
族
玄
関
一
同
、
お
雑
煮
を
祝
ふ
。
お
雑
煮
が
済
む
頃
に

は
、
残
月
亭
の
お
釜
も
よ
く
煮
え
が
つ
い
て
来
る
。

そ
こ
で
大
福
の
茶
を
は
じ
め
る
。（
略
）
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丁
度
こ
の
大
福
が
済
む
頃
に
、
漸
く
夜
は
あ
け
そ
め
て
、
次
第
々
々
に

明
る
く
な
つ
て
ゆ
く
。
つ
ぎ
に
職
家
の
人
々
が
年
賀
に
く
る
の
は
朝
の
八

九
時
頃
だ
か
ら
、
未
だ
一
寸
時
間
が
あ
る
。
そ
の
間
に
旧
主
紀
州
徳
川
侯

へ
年
賀
状
を
し
た
ゝ
め
、
更
に
元
旦
の
試
筆
を
か
く）

70
（

。（
傍
線
引
用
者
）

こ
の
よ
う
に
、
千
家
家
元
が
近
世
の
旧
主
に
対
し
て
旧
家
臣
と
し
て
の
行
動

様
式
を
な
が
ら
く
の
こ
し
て
い
た
こ
と
は
、
不
思
議
に
思
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
近
世
に
お
け
る
武
家
へ
の
出
仕
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

３　

近
代
に
お
け
る
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」―

松
浦
家
の
茶
の
湯―

（
１
）「
大
名
茶
」
そ
し
て
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
と
し
て
の
鎮
信
流

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
六
月
の
久
松
勝
成
の
茶
会
で
は
、
安
田
善
次

郎
の
目
に
千
宗
室
（
円
能
斎
）
の
姿
は
映
じ
て
い
な
い
と
の
べ
た
。
し
か
し
、

こ
の
二
人
は
お
た
が
い
に
面
識
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。『
松
翁
茶
会
記
』
に

は
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）「
十
一
月
十
五
日
正
午　

松
浦
伯
爵
の
口
切

茶
事
、
千
家
宗
室
、
黒
田
綱
彦
、
益
田
克
徳
、
伊
集
院
兼
常
の
諸
氏
と
余）
71
（

」
と

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
に
は
同
じ
茶
室
で
ひ
と
と
き
を
と
も
に
し
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
と
「
流
儀
の
茶
の
湯
」
と
は
、
異
質
な

存
在
で
は
あ
る
が
、
接
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
視
点
を
か
え

て
、近
代
に
お
け
る
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
の
状
況
を
中
心
に
み
る
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
こ
の
〝
松
浦
伯
爵
〞
と
は
、
旧
肥
前
平
戸
藩
主
松ま

つ
ら
あ
き
ら

浦
詮
（
天
保
十
一

年
（
一
八
四
〇
）
〜
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
））
の
こ
と
で
あ
る
。
松
浦
心
月

と
し
て
知
ら
れ
る
こ
の
人
物
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
六
万
千
七
百
石

の
平
戸
藩
を
襲
封
し
、
第
十
二
代
藩
主
と
な
っ
た
。
明
治
以
降
も
、
麝
香
間
祗

候
、
明
宮
（
の
ち
の
大
正
天
皇
）
祗
候
、
御
歌
所
参
候
、
常
宮
（
昌
子
内
親
王
）

御
養
育
主
任
な
ど
を
歴
任
し
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
帝
国
議
会
開
設

後
は
、
貴
族
院
議
員
と
な
り
、
そ
れ
を
終
生
つ
と
め
る
な
ど
、
明
治
期
の
大
名

華
族
の
な
か
に
重
き
を
な
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
明
治
天
皇
の
生
母
中
山
慶

子
の
実
母
が
松
浦
家
出
身
で
あ
り
（
図
２
参
照
）、
天
皇
家
の
信
頼
が
厚
か
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）

72
（

。
一
般
に
六
万
石
余
の
大
名
家
と
し
て
は
、
子

爵
で
あ
る
と
こ
ろ
を
、
例
外
的
に
伯
爵
を
授
け
ら
れ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で

あ
ろ
う）
73
（

。
ま
た
、
大
名
華
族
の
な
か
で
も
、
と
く
に
富
裕
な
家
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
た）
74
（

。

茶
の
湯
に
関
す
る
こ
と
と
し
て
、
こ
の
平
戸
藩
松
浦
家
の
第
四
代
藩
主
松ま
つ
ら浦

鎮ち
ん

信し
ん

（
元）
75
（

和
八
年
（
一
六
二
二
）
〜
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）、
号
天
祥
）
は
、

片
桐
石
州
（
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
〜
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
））
に
学
び
、
の

ち
に
石
州
流
の
一
流
派
で
あ
る
鎮
信
流
（
石
州
流
鎮
信
派
）
を
創
始
し
た
。
そ

の
独
自
の
茶
の
湯
観
は
、「
文
武
は
武
家
の
二
道
に
し
て
、
茶
湯
は
文
武
両
道

の
内
の
風
流
な
り
。
さ
る
に
よ
り
て
柔
弱
を
き
ら
ふ
。
つ
よ
く
し
て
う
つ
く
し

き
を
よ
し
と
す）

76
（

」
と
伝
え
ら
れ
る
。
松
浦
鎮
信
は
、
片
桐
石
州
門
下
の
村
松
伊

織
（
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
〜
享
保
八
年
（
一
七
二
三
））
を
茶
堂
と
し
て
召
し
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抱
え
た
。
の
ち
に
家
老
と
な
っ
た
村
松
伊
織
は
、
豊
田
監
物
と
名
を
あ
ら
た

め
、
そ
の
子
孫
で
あ
る
豊
田
家
代
々
が
鎮
信
流
の
茶
の
湯
を
継
承
し
た
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
茶
堂
を
つ
と
め
た
家
と
し
て
、
久
家
、
須
藤
な
ど
が
あ
っ
た
。

松
浦
詮
が
、
こ
の
平
戸
藩
に
伝
わ
る
茶
の
湯
を
本
格
的
に
学
び
は
じ
め
た
の

は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
廃
藩
置
県
と
な
り
、
平
戸
藩
知
事
を
免
ぜ
ら

れ
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
は
つ
ぎ
の
と
お
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

政
務
多
端
に
し
て
啓
処
に
遑
あ
ら
ず
。
且
つ
少
壮
の
時
は
文
武
研
鑽
の

為
余
力
無
き
事
と
て
、
親
か
ら
点
茶
す
る
ま
で
に
は
至
ら
ざ
り
き
。
然
る

に
明
治
四
年
廃
藩
置
県
と
な
り
、
公
（
松
浦
詮―

引
用
者
注
）
も
亦
平
戸

藩
の
知
事
を
免
ぜ
ら
れ
し
か
ば
、（
略
）
是
に
於
て
始
め
て
松
浦
家
伝
ふ

る
所
の
茶
道
に
入
る
の
機
を
得
た
り
。
時
は
是
翌
五
年
十
月
六
日
に
し

て
、
実
に
天
祥
公
（
松
浦
鎮
信―

引
用
者
注
）
の
正
忌
日
な
り
。（
略
）
公

は
始
め
て
志
自
岐
園
製
す
る
所
の
茶
を
採
つ
て
之
を
点
し
、
天
祥
公
の
書

幅
に
献
じ
了
り
て
拝
礼
す
。
正
午
会
席
あ
り
。（
略
）
公
は
側
よ
り
之
を

見
物
し
、
後
薄
茶
を
点
じ
て
、
一
々
之
に
賜
ふ）

77
（

。

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
を
す
ぎ
る
こ
ろ
に
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、
松
浦
詮

の
茶
の
湯
活
動
も
活
発
と
な
る
。
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
の

復
興
期
に
も
あ
た
っ
て
い
る）
78
（

。

【松浦家】

【園家】

【天皇家】

【中山家】

松浦煕
松浦曜

松浦詮○

松浦清 （松浦）季子

園基萬 園基祥 園祥子

園基茂

孝明天皇
常宮
昌子内親王
　　　　ほか

明治天皇

大正天皇

柳原愛子
（松浦）愛子

中山慶子

中山忠能

図２　天皇家と松浦家との関係を示す略系図
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明
治
九
年
の
頃
、
伯
（
松
浦
詮―

引
用
者
注
）
は
久
家
凉
甫
を
家
従
と

為
し
、
折
々
茶
事
に
就
い
て
学
ぶ
所
あ
り
き
。（
略
）
十
一
年
の
際
、
須

藤
栄
を
平
戸
よ
り
召
し
、
頻
に
茶
道
を
攻
究
す
。（
略
）
伯
は
此
頃
よ
り

追
々
数
寄
者
と
交
際
を
初
め
、
諸
処
の
会
席
に
も
往
来
せ
り
。（
略
）
越

え
て
十
二
年
十
月
六
日
、
栄
よ
り
九
通
の
奥
秘
を
皆
伝
せ
り
。（
略
）
伯

の
茶
道
は
是
よ
り
愈
々
進
展
し
て
、
爾
後
書
院
、
書
斎
に
も
炉
を
切
り
、

又
形
外
室
と
い
へ
る
席
を
造
り
た
り
。
毎
月
四
、
九
の
日
を
以
て
稽
古
日

と
定
め
、
家
族
を
初
め
、
奥
表
の
好
み
の
者
に
は
稽
古
す
る
こ
と
を
許

し
、
又
他
よ
り
入
門
を
請
ふ
も
の
も
尠
か
ら
ざ
り
き）

79
（

。

（
２
）
松
浦
詮
と
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」

こ
の
よ
う
に
明
治
初
期
か
ら
茶
の
湯
の
世
界
に
入
り
、
ま
さ
に
「
大
名
茶
」

で
あ
る
鎮
信
流
の
中
興
の
祖
と
な
っ
た
松
浦
詮
で
あ
る
が
、
も
っ
と
も
知
ら
れ

て
い
る
活
躍
の
場
は
、明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八）
80
（

）
に
は
じ
ま
る
「
和
敬
会
」

で
あ
ろ
う
。

和
敬
会
は
東
都
茶
人
の
一
団
結
な
り
。
明
治
三
十
一
年
を
以
て
創
立

す
。
青
地
湛
海
（
幾
次
郎
）
石
黒
況
翁
（
忠
悳
）
伊
藤
宗
幽
（
雋
吉
）
伊
東

玄
遠
（
祐
麿
）
岩
見
葎
叟
（
鑑
造
）
金
澤
蒼
夫
（
三
右
衛
門
）
戸
塚
瓮
浦
（
文

海
）
東
素
雲
（
胤
城
）
東
久
世
古
帆
（
通
禧
）
久
松
忍
叟
（
勝
成
）
松
浦
心

月
（
詮
）
松
浦
無
塵
（
恒
）
三
田
櫨
園
（
葆
光
）
三
井
華
精
（
高
保
）
安
田

松
翁
（
善
次
郎
）
岡
崎
淵
冲
（
惟
素
）
の
十
六
人
よ
り
成
る
。
世
に
之
を

十
六
羅
漢
と
称
す
。
会
員
中
死
亡
し
て
欠
員
あ
る
毎
に
之
を
補
充
せ
し
か

ば
、
後
に
は
三
井
松
籟
（
八
郎
次
郎
）
瓜
生
百
里
（
震
）
吉
田
楓
軒
（
丹

右
衛
門
）
馬
越
化
生
（
恭
平
）
益
田
観
濤
（
孝
）
竹
内
寒
翠
（
専
之
助
）
等

の
諸
氏
相
尋
で
之
に
加
入
せ
り
。
巡
回
し
て
茶
会
を
催
し
、
互
に
奢
侈
を

戒
め
、
質
素
を
旨
と
し
、
茶
道
の
本
意
を
世
に
示
し
ぬ
。
而
し
て
公
は
実

に
其
の
首
唱
者
に
し
て
又
牛
耳
を
執
り
し
な
り）
81
（

。

こ
れ
ら
の
華
族
、
豪
商
ら
の
〝
近
代
数
寄
者
た
ち
〞
が
、
お
た
が
い
に
茶
会

を
も
ち
ま
わ
り
し
た
と
い
う
茶
の
湯
の
あ
り
方
は
、
ま
さ
に「
貴
紳
の
茶
の
湯
」

の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、「
天
皇
と
の
距
離
」
に
関
し
て
は
、
つ
ぎ
の
事
例
が
あ
る
。

（
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
三
月
）
十
七
日
、（
略
）、
直
に
東
宮
殿
下

を
御
用
邸
に
奉
伺
す
。
御
側
近
く
召
さ
せ
給
ひ
て
、懇
な
る
御
言
葉
あ
り
。

邸
内
の
御
散
歩
に
御
供
仕
へ
奉
れ
り
。
十
八
日
、
三
島
に
至
り
、
常
宮
、

周
宮
両
内
親
王
殿
下
を
御
旅
館
に
伺
候
し
、
三
島
神
社
に
詣
で
ゝ
帰
り

ぬ
。
夕
方
、
東
宮
殿
下
に
参
候
す
。
御
手
づ
か
ら
採
ら
せ
給
へ
る
松
露
を

賜
は
り
け
れ
ば
、
辱
け
な
さ
の
余
り
、
伯
の
詠
め
る
歌
。

　

老
い
せ
ざ
る
千
代
の
薬
と
我
君
の
め
ぐ
み
に
か
ゝ
る
松
の
露
か
な

十
九
日
、
復
た
参
候
し
て
、
帰
京
の
御
暇
乞
す
。
仰
言
あ
り
、
抹
茶
を
点
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じ
て
奉
れ
り
。（
略
）
二
十
二
日
、
参
内
し
て
天
機
を
奉
伺
し
、
又
東
宮

殿
下
の
還
啓
を
奉
迎
す）
82
（

。

こ
こ
で
、
松
浦
詮
は
、「
東
宮
殿
下
（
大
正
天
皇
）」
の
命
に
よ
り
抹
茶
を
点

て
て
献
じ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
二
月
二
十
日
「
東

宮
に
、
沼
津
に
参
候
し
て
、
茶
箱
、
棗
、
茶
杓
、
及
び
林
檎
一
籠
を
進
献
し）

83
（

」、

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
五
月
三
十
日
「
東
宮
御
所
に
参
謁
し
て
、
雲
丹
、

鯨
肉
を
進
献
し
、
添
ふ
る
に
水
指
、
柄
杓
立
を
以
て
す）
84
（

」
の
よ
う
な
茶
道
具
献

上
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
十
二
月
十
八
日
「
皇
后
陛
下
よ
り
御
茶
一

壺
を
賜
は
る）
85
（

」
な
ど
の
記
録
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
天
皇
家
と
松
浦
詮

と
の
間
で
は
、
濃
密
と
も
い
え
る
よ
う
な
日
常
的
な
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

そ
の
他
の
皇
族
に
つ
い
て
も
、
早
い
事
例
か
ら
い
く
つ
か
示
す
と
、
明
治
十

年
（
一
八
七
七
）
一
月
八
日
「
二
品
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
、
鳥
越
邸
に
台
臨
せ

ら
る
。
御
茶
を
進
献
す）
86
（

」、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
四
月
十
三
日
「
小
松
宮

を
招
請
し
て
、
御
茶
を
進
献
す
」、
同
月
二
十
四
日
「
北
白
川
宮
能
久
親
王
、

伏
見
宮
貞
愛
親
王
を
招
請
し
て
、
御
茶
を
進
献
す）

87
（

」、
同
年
十
一
月
二
十
一
日

「
小
松
宮
、同
妃
、台
臨
せ
ら
る
。
御
茶
を
進
献
す
」、明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）

一
月
七
日
「
北
白
川
宮
よ
り
、
茶
事
に
つ
き
招
請
を
蒙
る
」、
同
年
三
月
十
一

日
「
山
階
宮
晃
親
王
、
小
松
宮
彰
仁
親
王
を
招
請
し
て
、
御
茶
を
進
献
す）
88
（

」
な

ど
、
茶
の
湯
を
介
し
て
の
交
際
が
み
ら
れ
る
。

（
３
）
松
浦
詮
と
「
流
儀
の
茶
の
湯
」

「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
松
浦
詮
は
、
一
方
で
、「
流
儀

の
茶
の
湯
」
と
の
接
点
を
も
っ
て
い
た
。
明
治
期
の
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
と
「
流

儀
の
茶
の
湯
」
と
の
位
置
関
係
を
理
解
す
る
た
め
に
、
と
く
に
松
浦
詮
と
千
家

家
元
と
の
交
流
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
を
く
わ
え
て
お
く
。

ま
ず
、
松
浦
詮
が
千
家
を
訪
問
し
た
事
例
に
つ
い
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
明

治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
十
一
月
三
日
「
千
宗
左
を
訪
ひ）
89
（

」
を
は
じ
め
と
し
、

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
四
月
十
七
日
「
千
宗
左
を
訪
ひ
し
が
、在
ら
ず
。

庭
園
を
一
観
し
て
帰
る）
90
（

」、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
十
一
月
七
日
「
正

午
、
千
宗
左
を
音
問
す）
91
（

」、
同
月
八
日
「
午
下
、
千
宗
室
に
招
か
る
。
又
隠
と

い
へ
る
草
庵
に
案
内
せ
り）

92
（

」
と
記
録
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
正
式
の
茶
会
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

正
式
の
茶
会
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
六
月
の

こ
と
で
あ
る
。
松
浦
詮
は
、「
千
家
表
裏
の
風
炉
、
其
の
他
、
京
阪
数
寄
者
の

茶
会
に
臨
ま
ん
が
為）
93
（

」
に
関
西
へ
お
も
む
い
た
。
九
日
「
千
宗
室
の
茶
会
に
赴

く
。
寒
雲
亭
に
て
懐
石
、
濃
茶
、
薄
茶
の
設
あ
り
」、
十
二
日
「
正
午
に
は
、

千
宗
左
の
茶
会
に
列
す
。
不
審
庵
に
案
内
せ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
簡
単
な
記
述
で
あ
る
の
は
、
再
訪
の
た
め
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う）
94
（

。
た
と

え
ば
、
こ
の
と
き
の
一
連
の
茶
会
の
う
ち
、
十
四
日
の
藤
田
伝
三
郎
、
翌
十
五

日
の
平
瀬
露
香
は
、
さ
す
が
に
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
か

ら
、
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正
午
、
藤
田
伝
三
郎
君
の
邸
に
到
る
。
網
島
の
東
岸
に
在
り
。
種
々
の

名
器
を
陳
列
し
、
市
隠
の
額
か
け
た
る
小
庵
に
て
、
茶
事
を
催
せ
り
。

夕
三
時
よ
り
約
を
履
み
て
、
平
瀬
露
香
がマ
　
マり

行
く
。
一
方
菴
に
て
種
々

の
名
器
を
取
出
し
、
茶
の
湯
せ
り
。
主
翁
は
武
者
小
路
派
な
れ
ど
も
、
不

昧
の
流
を
汲
み
て
、
茶
道
に
巧
者
な
り
き）
95
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、「
種
々
の
名
器
」
と
い
う
松
浦
詮
の
感
想
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
十
六
日
の
藪
内
家
訪
問
に
つ
い
て
も
、

正
午
、
藪
内
紹
智
に
到
る
。
紹
智
は
古
伝
を
維
持
し
て
、
名
高
き
宗
匠

な
れ
ば
、
一
会
を
所
望
し
た
る
な
り
。
庭
中
に
あ
る
豊
太
閤
拝
領
の
熱
田

の
金
燈
籠
、
文
覚
の
塔
の
手
水
鉢
、
雪
の
朝
の
火
燈
な
ど
、
皆
名
高
き
も

の
に
て
、
燕
菴
は
古
田
織
部
正
の
好
み
し
席
、
取
出
し
ゝ
器
は
、
何
れ
も

家
祖
以
来
襲
伝
の
名
器
、
天
下
一
の
丸
壺
、
松
の
木
盌マ

マ

、
姫
瓜
の
花
生
、

一
里
の
銅
鑼
な
ど
は
殊
に
逸
品
た
り
。
耳
順
の
翁
に
て
、
茶
道
に
熟
し
た

れ
ば
、
待
遇
尤
も
懇
切
な
り
き）
96
（

。

と
記
さ
れ
て
い
る
の
を
み
る
と
、「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
に
親
し
む
松
浦
詮
の
目

に
う
つ
る
当
時
の
千
家
家
元
は
、
そ
れ
ほ
ど
名
器
を
所
有
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く）

97
（

、
単
に
歴
史
の
あ
る
〝
茶
堂
〞
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
印
象
を
う
け
ざ

る
を
え
な
い
。

逆
に
、
松
浦
詮
が
千
家
家
元
を
ま
ね
い
た
事
例
に
つ
い
て
も
み
て
お
く
こ
と

と
す
る
。
流
祖
松
浦
鎮
信
の
二
百
回
忌
に
あ
た
る
明
治
三
十
五
年（
一
九
〇
二
）

に
、
松
浦
詮
は
百
会
の
追
善
茶
会
を
催
し
た
。
の
べ
五
二
一
人
に
お
よ
ぶ
招
待

者
の
な
か
、
千
家
家
元
も
ま
ね
か
れ
て
い
る
。
関
係
す
る
茶
会
を
示
す
と
、
つ

ぎ
の
と
お
り
で
あ
る）
98
（

。

同
（
四
月
）
廿
三
日
、
正
午
、
晴
。 

第
廿
八
会

京
都
裏
家
元　

千　
　
　

宗　

室

武
庫
郡
魚
崎
酒
造　

山　

路　

亀
十
郎

京
都
御
池
通
酒
造　

山
田　

長
左
衛
門

陸
軍
一
等
軍
吏　

小　

林　

千
和
伎

千
家
取
次
宗
匠　

田　

中　

宗　

卜

十
月
廿
二
日
、
夕
五
時
、
快
晴 

第
七
十
二
会

本
家
宗
匠
隠
居　

千　
　
　

宗　

旦

同　
　
　
　
　
　

千　
　
　

宗　

佐マ
マ

岩　

見　

鑑　

造

京
都
陶
工　

楽　
　

吉
左
衛
門

同
（
十
月
）
廿
八
日
、
夕
四
時
、
快
晴
。 

第
七
十
三
会
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千　
　
　

宗　

室

大　

竹　

昌　

臧

商　

宮　

崎　

銕　

及

商　

戸　

田　

宗　

見

茶
会
で
は
客
組
を
重
視
す
る
が
、
こ
こ
で
の
客
組
を
み
る
と
、
和
敬
会
会
員

の
岩
見
鑑
造）

99
（

を
例
外
と
し
て
、「
貴
紳
の
茶
の
湯
」の
人
物
と「
流
儀
の
茶
の
湯
」

の
人
物
は
、
原
則
と
し
て
分
離
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
松
浦
詮
は
、
百
会

の
う
ち
、
ほ
か
に
も
、
第
三
十
一
会
に
千
家
宗
匠
松
田
宗
貞
、
第
六
十
二
会
に

仙
台
茶
道
安
達
雲
斎
、
第
七
十
四
会
に
仙
台
茶
道
清
水
道
鑑
、
第
八
十
二
会
に

川
上
不
白
、
第
九
十
六
会
に
旧
豊
後
岡
藩
茶
道
千
家
宗
匠
石
塚
宗
通
な
ど
の
よ

う
に
、
茶
堂
（
茶
道
）
や
家
元
・
宗
匠
ら
を
正
客
と
し
て
い
る
事
例）

100
（

は
、
す
く

な
く
な
い
。

さ
き
に
紹
介
し
た
安
田
善
次
郎
の
『
松
翁
茶
会
記
』
に
よ
る
と
、
明
治
三
十

四
年
（
一
九
〇
一
）
十
一
月
十
五
日
の
「
松
浦
伯
爵
の
口
切
茶
事
」
に
、
千
宗

室
が
ま
ね
か
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
安
田
善
次
郎
の
こ
の
茶
会
記
に
は
、
自

会
記
二
十
八
会
、
他
会
記
約
三
五
〇
会
が
記
さ
れ
て
い
る）

101
（

が
、
そ
の
う
ち
、
千

家
家
元
が
亭
主
と
な
っ
て
い
る
茶
会
は
お
そ
ら
く
一
例
の
み）

102
（

、
客
と
な
っ
て
い

る
茶
会
は
上
記
以
外
に
一
例
の
み）

103
（

と
、
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の

二
例
と
も
表
千
家
の
パ
ト
ロ
ン
と
も
い
え
る
三
井
家
が
関
係
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
の
ち
に
和
敬
会
会
員
と
な
る
高
橋
義
雄
（
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）

〜
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）、
号
箒
庵
）
は
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
か

ら
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
ま
で
『
東
都
茶
会
記
』、『
大
正
茶
道
記
』
お
よ

び
『
昭
和
茶
道
記
』
と
し
て
、
茶
の
湯
関
係
の
記
事
を
新
聞
に
連
載
し
た
。
そ

の
な
か
に
当
時
の
千
家
家
元
が
登
場
す
る
こ
と
は
意
外
と
す
く
な
い
。
た
と
え

ば
、
千
家
を
訪
問
し
た
こ
と
は
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
六
月
十
七
日
の
表
・

裏
千
家
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
五
月
十
九
日
の
表
千
家）

104
（

、
昭
和
六
年
（
一

九
三
一
）
四
月
八
日
の
裏
千
家）

105
（

の
三
回
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
大
正
四
年
に
関
し

て
は
「
京
都
に
赴
き
て
表
裏
千
家
、
藪
内
若
し
く
は
西
山
西
芳
寺
等
の
茶
室
を

親
検
す
る
」
と
あ
る
だ
け
で
、
具
体
的
な
記
述
は
な
い）

106
（

。
大
正
九
年
の
表
千
家

訪
問
は
、『
大
正
名
器
鑑
』
の
取
材
の
一
環
で
あ
り
、
昭
和
六
年
の
裏
千
家
訪

問
は
、
茶
室
見
学
が
主
目
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
高
橋
義
雄
は
、
茶
会
に

ま
ね
い
た
り
、
ま
ね
か
れ
た
り
す
る
対
象
と
し
て
千
家
家
元
を
み
て
い
な
い
の

で
あ
る）

107
（

。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
と
「
流
儀
の
茶
の
湯
」
と

は
別
々
の
世
界
を
形
成
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
比
較
検
討
す
る
と
、
松
浦
詮
は
、
自
身
も
一
流
派
の
家
元
で
あ

り
、
ま
た
茶
の
湯
全
体
の
振
興
を
お
も
ん
ば
か
っ
て
か
、
千
家
家
元
を
は
じ
め

と
す
る
「
流
儀
の
茶
の
湯
」
の
関
係
者
に
好
意
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）

108
（

。

た
ま
た
ま
『
松
翁
茶
会
記
』
に
記
さ
れ
た
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
の
「
松

浦
伯
爵
の
口
切
茶
事
」
は
、
安
田
善
次
郎
に
と
っ
て
み
れ
ば
、「
貴
紳
の
茶
の

湯
」
に
お
い
て
千
家
家
元
が
尊
重
さ
れ
て
い
た
、
き
わ
め
て
特
殊
な
茶
会
で
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あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
４
）
そ
の
後
の
松
浦
家
の
茶
の
湯
と
「
天
皇
と
の
距
離
」

松
浦
詮
の
活
躍
は
、
個
人
的
資
質
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
は
い
え
、
松

浦
家
の
歴
史
や
天
皇
家
と
の
姻
戚
関
係
、
そ
し
て
皇
室
の
藩
屏
と
し
て
特
権
が

付
与
さ
れ
て
い
た
華
族
制
度
な
ど
の
前
提
条
件
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
た
。
松
浦

詮
は
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
没
す
る
が
、
華
族
制
度
と
い
う
担
保

に
よ
っ
て
、
そ
の
立
場
は
〝
制
度
的
に
〞
松
浦
家
に
引
き
継
が
れ
、
お
の
ず
と

「
天
皇
と
の
距
離
」
も
定
ま
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
こ
で
は
、
昭
和
初
期
ま

で
の
松
浦
家
の
茶
の
湯
と
「
天
皇
と
の
距
離
」
に
つ
い
て
み
て
お
く
。

松
浦
詮
の
の
ち
、
松
浦
家
を
つ
い
だ
の
は
、
松
浦
厚（
元
治
元
年（
一
八
六
四
）

〜
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）、
号
鸞
洲
）
で
あ
る
。
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）

に
貴
族
院
議
員
に
選
出
さ
れ
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
辞
職
す
る
ま
で
、

お
も
に
政
治
の
世
界
で
活
躍
し
た）

109
（

。
そ
の
一
方
で
、『
松
翁
茶
会
記
』
に
は
、

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
九
月
十
八
日
の
茶
会）

110
（

以
降
、「
小
松
浦
」
と
し
て

登
場
し
、
の
ち
に
は
和
敬
会
会
員
に
も
名
を
連
ね
る
な
ど
、「
貴
紳
の
茶
の
湯
」

の
世
界
で
の
存
在
感
も
み
の
が
せ
な
い
。

こ
の
松
浦
厚
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
松
浦
家
の
茶
の
湯
に
つ
い
て
、松
浦
素
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
の
べ
て
い
る
。

（
松
浦
厚
の―

引
用
者
注
）
妻
益
子
（
浅
野
長
勲
養
女
）
は
心
月
の
後
を

受
け
、
心
月
の
側
室
・
千
恵
子
の
助
力
を
得
つ
つ
、
極
め
て
厳
格
な
指
導

に
当
り
、
今
上
の
皇
后
御
成
婚
ま
で
、
久
邇
宮
家
に
、
良
子
女
王
殿
下
の

ご
命
に
よ
り
お
稽
古
を
申
上
げ
、
こ
れ
か
ら
今
上
の
四
内
親
王
に
厚
の
長

子
・
陞
（
如
月
（
注
記
一
部
略―

引
用
者
注
））
の
妻
・
治
子
が
呉
竹
寮

に
参
上
、
お
稽
古
を
申
上
げ）

111
（

た）
112
（

。

こ
れ
に
よ
る
と
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
は
、
松
浦
家
に
は
、
天
皇
家
に

対
す
る
茶
の
湯
指
導
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
松
浦
厚
の
伝
記

に
は
、
そ
も
そ
も
茶
の
湯
関
係
の
記
事
に
と
ぼ
し
い
が
、
こ
の
引
用
文
前
段
に

関
し
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
記
載
が
あ
る
。

（
大
正
七
年
（
一
九
一
八
））
九
月
十
四
日
、
久
邇
宮
女
王
の
御
使
と
し
て
、

松
平
直
亮
伯
の
家
臣
村
田
朔
一
郎
氏
、
来
邸
し
、
伯
夫
人
に
再
応
御
茶
御

教
師
を
御
依
頼
の
旨
を
伝
ふ
。
○
廿
五
日
、
久
邇
宮
家
に
参
候
す
。

十
月
五
日
、
久
邇
宮
家
よ
り
御
使
者
あ
り
、
伯
夫
人
応
対
す
。（
略
）
○

十
九
日
、
伯
夫
人
、
御
点
茶
御
稽
古
御
用
の
為
、
久
邇
宮
家
に
参
候
す）

113
（

。

（
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
一
月
）
○
十
二
日
、
伯
夫
人
、
御
茶
御
稽
古
始

の
為
、
久
邇
宮
御
殿
に
参
候
す）

114
（

。

こ
の
よ
う
な
松
浦
家
の
茶
の
湯
と
「
天
皇
と
の
距
離
」
の
あ
り
方
は
、
第
二
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次
世
界
大
戦
後
、
華
族
制
度
と
い
う
枠
組
み
が
な
く
な
る
と
、
必
然
的
に
希
薄

化
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
す
で
に
進
行
し
て
い
た
「
貴
紳
の
茶
の

湯
」
と
「
流
儀
の
茶
の
湯
」
と
の
力
関
係
の
逆
転
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
端

的
に
示
す
事
例
は
、
の
ち
に
Ⅴ
１
に
お
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
前
に
、
ほ
ぼ
同

じ
時
期
に
「
流
儀
の
茶
の
湯
」
の
世
界
で
進
行
し
て
い
た
状
況
に
視
点
を
う
つ

す
こ
と
と
す
る
。

Ⅳ　

大
正
・
昭
和
初
期
の
家
元
像―

独
立
の
存
在
と
し
て
認
め

ら
れ
る
家
元―

１　

家
元
に
よ
る
「
皇
族
へ
の
献
茶
」

（
１
）
家
元
の
社
会
的
地
位
の
上
昇

Ⅲ
１
に
お
い
て
み
た
明
治
期
の
家
元
の
姿
は
、「
天
覧
」
の
場
に
お
け
る
〝
陰

の
存
在
〞
で
あ
っ
た
。「
天
皇
と
の
距
離
」
で
い
え
ば
、
こ
の
陪
臣
的
な
立
場

を
克
服
し
、
家
元
自
身
が
い
わ
ば
「
天
覧
」
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

裏
千
家
第
十
四
代
千
宗
室
（
淡
々
斎
）（
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
〜
昭
和
三

十
九
年
（
一
九
六
四
））
が
、
貞
明
皇
后
（
大
正
天
皇
皇
后
）
に
献
茶
し
た
大
正

十
三
年（
一
九
二
四
）を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
以
降
、た
び
た
び「
皇

族
へ
の
献
茶
」
の
事
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
昭
和
初
期
に
は
、

家
元
が
子
爵
・
男
爵
ク
ラ
ス
の
華
族
階
級
と
通
婚
す
る
事
例
が
あ
ら
わ
れ
る）

115
（

。

Ⅲ
２
で
み
た
と
お
り
、
明
治
期
に
お
け
る
家
元
は
、
華
族
階
級
と
対
等
の
立
場

に
は
立
ち
え
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
家
元
の
社
会
的
地
位
が
着
実
に
上

昇
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
こ
で
は
、
裏
千
家
の
機
関
誌
『
茶
道
月
報）

116
（

』
に
あ
ら
わ
れ
た
「
皇
族
へ
の

献
茶
」
に
関
す
る
記
事
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
元
が
〝
陰
の
存
在
〞
か

ら
、〝
独
立
の
存
在
〞
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に
至
る
過
程
を
た
ど
る
こ
と
と
す

る
。

（
２
）
貞
明
皇
后
へ
の
献
茶

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
十
二
月
一
日
、
当
時
三
十
一
歳
の
裏
千
家
家
元

千
宗
室
（
淡
々
斎
）
は
、
こ
の
年
の
八
月
五
日
に
父
親
で
あ
る
第
十
三
代
千
宗

室
（
円
能
斎
）
を
失
い）

117
（

、
第
十
四
代
を
襲
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
若
き

家
元
が
貞
明
皇
后
へ
の
献
茶
と
い
う
大
役
を
担
う
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

『
茶
道
月
報）

118
（

』
に
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
る
。

大
正
十
三
年
甲
子
十
二
月
一
日

恐
れ
多
く
も　

皇
后
陛
下
に
点
茶
式
の
台
覧
を
賜
り
、
且
つ
そ
の
御
茶

を
献
じ
奉
る
の
光
栄
を
、
裏
千
家
宗
家
淡
々
斎
宗
室
が
担
つ
た
事
は
、
一

家
一
門
の
名
誉
な
る
の
み
な
ら
ず
、
流
儀
如
何
を
論
ぜ
すマ

マ

、
茶
道
の
上
よ

り
し
て
至
上
の
栄
誉
で
あ
る
と
共
に
、
茶
道
史
の
上
か
ら
申
し
て
も
特
筆

大
書
さ
る
べ
き
大
事
蹟
で
あ
り
ま
す
。（
略
）

そ
れ
が
大
正
の
今
日
に
京
都
府
庁
を
通
じ
て
、
こ
の
恩
命
を
蒙
り
、
か

く
の
光
栄
に
浴
し
得
た
の
み
か
、
広
か
ら
ぬ
茶
席
に
御
尊
体
を
仰
ぎ
奉
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り
、
玉
顔
に
咫
尺
し
て
、
点
茶
献
上
し
奉
る
と
言
ふ
が
如
き
破
格
の
御
沙

汰
は
、
至
慈
至
愛
一
視
同
仁
の
御
徳
高
く
渡
ら
せ
ら
る
ゝ
、
陛
下
の
大
御

心
の
い
や
畏
し
こ
さ
、
只
々
感
泣
す
る
の
外
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
献
茶
は
、
貞
明
皇
后
が
京
都
大
徳
寺
を
訪
問
し
た
際
に
、
大
徳
寺
方
丈

の
八
畳
間
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
京
都
府
庁
を
通
じ
て
、
こ
の
恩

命
を
蒙
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
に
、
直
接
裏
千
家
に
対
し
て
献
茶
が

命
じ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る）

119
（

。
献
茶
の
実
際
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
っ

た
。

御
席
外
ま
で
は
円
山
伝
衣
管
長
が
御
先
導
申
し
上
げ
、
陛
下
に
は
御
洋

装
の
玉
歩
御
軽
や
か
に
入
御
遊
さ
れ
、
御
席
に
着
か
せ
給
ひ
、（
略
）
伝

衣
管
長
は
詰
の
席
に
控
へ
ま
す
。

（
略
）
淡
々
斎
は
白
襲
紋
付
、
紗
の
十
徳
、
即
ち
茶
の
礼
服
を
着
用
、

静
に
茶
道
口
を
開
き
、約
十
秒
の
最
敬
礼
後
、御
前
に
膝
行
し
て
真
台
子
、

神
式
通
り
覆
面
を
用
ひ
て
点
前
を
奉
り
ま
す
。

　
　

御　
　

茶　
　

淡
々
斎
銘　

菊
の
白　
　

竹
田
紹
清
詰

御
天
目
台
は
恭
し
く
、
献
上
台
へ
と
置
か
れ
た
も
の
を
、
後
見
の
象
庵
は

吉
見
女
官
ま
で
伝
献
、
同
典
侍
は
御
葢
蔽
を
と
つ
て
御
前
の
卓
子
の
上
ヘ

奉
つ
た
の
を
、
陛
下
に
は
い
と
御
満
足
気
に
臠
せ
給
ふ
た
の
で
あ
り
ま
し

た）
120
（

。

茶
席
の
場
に
お
い
て
も
、
貞
明
皇
后
と
千
宗
室
（
淡
々
斎
）
と
の
間
に
、
介

在
す
る
権
威
者
は
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
き
に
Ⅲ
１

（
３
）
お
よ
び
（
４
）
で
み
た
と
お
り
、
明
治
二
十
年
代
に
お
い
て
は
、〝
天
皇

（
皇
后
）
↓
三
井
家
↓
千
家
家
元
〞
で
あ
っ
た
も
の
が
、
こ
こ
で
は
、〝
皇
后
↓

千
家
家
元
〞
の
直
接
の
関
係
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
点
で
、
家

元
と
「
天
皇
と
の
距
離
」
は
、
明
治
期
よ
り
も
一
段
階
近
く
な
っ
た
と
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
３
）
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
「
皇
族
へ
の
献
茶
」

『
茶
道
月
報
』
に
は
、
そ
の
後
、
大
小
軽
重
さ
ま
ざ
ま
な
「
皇
族
へ
の
献
茶
」

と
い
う
記
事
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
時
ま
で
の
事

例
を
整
理
す
る
と
表
の
と
お
り
と
な
る
。
な
お
、
外
国
の
皇
族
の
事
例
も
ふ
く

め
た
。

な
ぜ
、
突
如
と
し
て
こ
う
し
た
皇
族
と
茶
の
湯
と
の
関
わ
り
が
活
字
に
な
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
や
や
奇
異
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
三
十
二
事
例
の
う
ち
、

千
宗
室
（
淡
々
斎
）
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
半
数
の
十
六
事

例
で
あ
る
。
裏
千
家
門
下
の
活
躍
を
広
報
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
か
も
知

れ
な
い
が
、
な
か
に
は
、
ま
っ
た
く
他
流
に
関
す
る
こ
と）

121
（

や
、
皇
族
と
は
い

え
、
身
内
を
訪
問
し
て
い
る
よ
う
な
も
の）

122
（

な
ど
も
み
ら
れ
る
。
Ⅲ
３
の
松
浦
家

の
事
例
で
み
た
と
お
り
、
そ
れ
以
前
に
も
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
で
は
、
皇
族
と

茶
の
湯
と
の
か
か
わ
り
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二
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表　

大
正
末
・
昭
和
初
期
の
皇
族
等
へ
の
献
茶
事
例
（『
茶
道
月
報
』
の
記
事
に
よ
る
）

番
号

年
月
日

皇
族
名

場
所

点
茶
者

茶
席

喫
茶
の
種
類

『
茶
道
月
報
』
の
掲
載
号
と
場
所

１

大
正
十
三
年
十
二
月
一
日

（
一
九
二
四
）

貞
明
皇
后

京
都
・
大
徳
寺

千
宗
室
（
淡
々
斎
）

和
室
・
椅
子
式

薄
茶
の
み

大
正
十
四
年
一
月
号
「
皇
后
宮
へ
の
御
献
茶
の
儀
」
四
〜
七
頁

２

大
正
十
四
年
十
月
二
十
九
日

（
一
九
二
五
）

東
伏
見
宮
大
妃
周
子

京
都
・
大
覚
寺

千
宗
室
（
淡
々
斎
）

和
室
・
椅
子
式

薄
茶
の
み

大
正
十
四
年
十
二
月
号
「
献
茶
の
あ
と
」
口
絵
写
真
、「
東
伏
見
宮
大
妃
殿
下
へ

御
献
茶
の
儀
」
二
〜
三
頁

３

大
正
十
四
年
十
一
月
九
日

高
松
宮
宣
仁
親
王

奈
良
・
中
宮
寺

稲
田
高
月
夫
妻
か

和
室
・
畳
座
か

濃
茶
・
薄
茶

大
正
十
五
年
一
月
号
「
中
宮
寺
の
茶
会
」
九
四
〜
九
五
頁

４

大
正
十
四
年
十
二
月
十
九
日

久
邇
宮
邦
彦
王
、
同

妃

京
都
・
清
水
寺
白
雲
居

平
井
仁
兵
衛
お
よ
び
初

子
夫
人

和
室
・
畳
座

薄
茶
の
み

大
正
十
五
年
二
月
号
「
久
邇
宮
様
へ
」
五
五
〜
五
六
頁

５

大
正
十
五
年
（
不
明
）
七
日

（
一
九
二
六
）

久
邇
宮
邦
彦
王
、
同

妃

大
阪
・
高
津
神
社

稲
田
高
月

和
室
・
畳
座
か

薄
茶
の
み

大
正
十
五
年
七
月
号
「
茶
室
幽
軒
で
お
く
つ
ろ
ぎ
の
久
邇
宮
両
殿
下
」
一
三
頁

６

大
正
十
五
年
四
月
下
旬

東
伏
見
宮
大
妃
周
子

奈
良
・
法
華
寺

青
田
宗
芳

不
明

不
明

大
正
十
五
年
九
月
号
「
東
伏
見
大
妃
宮
殿
下
へ
献
茶
を
終
へ
て
」
口
絵
写
真

７

大
正
十
五
年
九
月
三
十
日

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国

皇
太
子
、
同
妃

奈
良
・
中
宮
寺

稲
田
高
月
、
朝
子

和
室
・
畳
座

不
明

大
正
十
五
年
十
一
月
号
「
大
正
十
五
年
九
月
三
十
日
中
宮
寺
於
瑞
典
国
皇
太
子

同
妃
殿
下
へ
献
茶
」
口
絵
写
真

８

昭
和
五
年
五
月
二
十
六
日

（
一
九
三
〇
）

久
邇
宮
多
嘉
王
、
同

妃

京
都
・
妙
法
院

林
楽
庵

不
明

薄
茶
の
み

昭
和
五
年
七
月
号
「
妙
法
院
で
在
釜
」
九
七
〜
九
八
頁

９

昭
和
五
年
六
月
五
日

東
久
邇
宮
稔
彦
王

京
都
・
湯
浅
七
左
衛
門
邸

千
宗
室
（
淡
々
斎
）

不
明

不
明

昭
和
五
年
七
月
号
「
今
日
庵
時
報
」
一
〇
二
頁

10

昭
和
五
年
六
月
六
日

東
久
邇
宮
稔
彦
王

京
都
・
青
蓮
院

千
宗
室
（
淡
々
斎
）

和
室
・
畳
座

薄
茶
の
み

昭
和
五
年
七
月
号
「
青
蓮
院
に
於
け
る
東
久
邇
宮
殿
下
」
口
絵
写
真
、「
今
日
庵

時
報
」
一
〇
二
頁

11

昭
和
六
年
十
一
月
七
日

（
一
九
三
一
）

東
伏
見
宮
大
妃
周
子

京
都
・
稲
畑
登
美
子
邸

千
宗
室
（
淡
々
斎
）

和
室
・
畳
座

薄
茶
の
み

昭
和
七
年
一
月
号
「
東
伏
見
宮
大
妃
殿
下
へ
御
献
茶
」
口
絵
写
真
、「
東
伏
見
宮

大
妃
殿
下
、
久
邇
宮
同
妃
殿
下
に
御
茶
を
献
じ
奉
る
」
二
〜
六
頁

12

昭
和
六
年
十
一
月
十
五
日

久
邇
宮
多
嘉
王
、
同

妃

滋
賀
・
日
吉
神
社

千
宗
室
（
淡
々
斎
）

和
室
・
畳
座

不
明

昭
和
七
年
一
月
号
「
久
邇
宮
殿
下
へ
御
献
茶
」
口
絵
写
真
、「
東
伏
見
宮
大
妃
殿

下
、
久
邇
宮
同
妃
殿
下
に
御
茶
を
献
じ
奉
る
」
二
〜
六
頁

13

昭
和
七
年
五
月
十
八
日

（
一
九
三
二
）

東
伏
見
宮
大
妃
周
子

兵
庫
・
大
倉
山
春
畝
館

黒
瀬
久
香
（
神
戸
市
長

夫
人
）

不
明

不
明

昭
和
七
年
八
月
号
「
東
伏
見
宮
大
妃
殿
下
に
御
茶
を
献
じ
奉
り
て
」
八
八
〜
八

九
頁
、
九
八
頁
参
照

14

昭
和
七
年
十
一
月
五
日

閑
院
宮
載
仁
親
王

京
都
・
平
井
仁
兵
衛
別
邸

千
宗
室
（
淡
々
斎
）

和
室
・
椅
子
式

薄
茶
の
み

昭
和
八
年
一
月
号
「
光
栄
の
お
茶
室
」「
お
献
茶
後
」
口
絵
写
真
、「
閑
院
宮
に

御
茶
を
献
じ
て
」
二
〜
四
頁

15

昭
和
八
年
三
月
四
日

（
一
九
三
三
）

賀
陽
宮
恒
憲
王

京
都
府
立
第
一
高
等
女
学
校

不
明

不
明

薄
茶
の
み
か

昭
和
八
年
五
月
号
「
賀
陽
宮
恒
憲
王
殿
下
へ
御
献
茶
」
九
頁

16

昭
和
八
年
四
月
三
日

久
邇
宮
多
嘉
王
、
同

妃
、
若
宮

大
阪
・
水
無
瀬
宮

水
無
瀬
増
枝
夫
人

和
室
・
畳
座

不
明

昭
和
八
年
六
月
号
「
燈
心
の
席
へ
お
成
り
の
久
邇
宮
殿
下
」
口
絵
写
真
、「
修
繕

な
つ
た
燈
心
席―

久
邇
宮
殿
下
が
御
席
披
き―

」
八
九
〜
九
〇
頁

17

昭
和
八
年
四
月
十
七
日

東
伏
見
宮
大
妃
周
子

島
根
・
有
沢
山
荘

有
沢
才
也
（
雲
州
流
宗

家
）

和
室
・
畳
座

薄
茶
の
み

昭
和
八
年
七
月
号
「
光
栄
の
茶
席
」
九
八
〜
九
九
頁
、
昭
和
八
年
八
月
号
「
有

沢
山
荘
へ
の
御
成
り
の
東
伏
見
宮
大
妃
殿
下
」
口
絵
写
真

18

昭
和
九
年
十
月
十
一
日

（
一
九
三
四
）

久
邇
宮
多
嘉
王
、
同

妃

京
都
・
天
龍
寺

千
宗
室
（
淡
々
斎
）

和
室
・
畳
座

薄
茶
の
み
か

昭
和
九
年
十
一
月
号
「
後
醍
醐
帝
霊
前
献
茶
式
」
七
四
〜
七
六
頁
、
昭
和
九
年

十
二
月
号
「
久
邇
宮
殿
下
に
御
献
茶
」
口
絵
写
真
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19

昭
和
九
年
九
月
二
十
九
日

東
伏
見
宮
大
妃
周
子

愛
国
婦
人
会
朝
鮮
本
部

倉
田
宗
錦

洋
間
・
立
礼
式

薄
茶
の
み

昭
和
十
年
一
月
号
「
東
伏
見
宮
大
妃
殿
下
に
献
茶
し
奉
る
」
口
絵
写
真
、「
東
伏

見
宮
大
妃
殿
下
に
献
茶
し
奉
り
て
」
八
一
〜
八
四
頁

20

昭
和
九
年
十
二
月
九
日
か

東
久
邇
宮
稔
彦
王

京
都
・
大
辻
宗
生
別
邸

千
宗
室
（
淡
々
斎
）

和
室
・
畳
座

薄
茶
の
み

昭
和
十
年
二
月
号
「
東
久
邇
師
団
長
宮
殿
下
を
お
迎
へ
し
て
」
口
絵
写
真
、「
宮

殿
下
に
献
茶
」
八
六
〜
八
七
頁

21

昭
和
十
年
三
月
二
十
日

（
一
九
三
五
）

秩
父
宮
雍
仁
親
王
、

同
妃

東
京
・
柘
植
曹
谿
邸

柘
植
曹
谿

和
室
・
立
礼
式

薄
茶
の
み

昭
和
十
年
六
月
号
、
柘
植
曹
谿
「
秩
父
両
宮
殿
下
を
迎
へ
奉
り
て―

瑞
典
行
茶

室
の
光
栄―

」
五
一
〜
五
四
頁

22

昭
和
十
年
四
月
十
八
日

満
洲
国
皇
帝

京
都
・
都
ホ
テ
ル

千
宗
室
（
淡
々
斎
）

和
室
・
椅
子
式

薄
茶
の
み

昭
和
十
年
六
月
号
「
満
洲
国
皇
帝
陛
下
、
茶
儀
御
高
覧
」
二
〜
五
頁
、
昭
和
十

年
七
月
号
「
満
洲
国
皇
帝
陛
下
御
成
り
の
『
可
楽
庵
』」
口
絵
写
真

23

昭
和
十
年
五
月
二
十
九
日

久
邇
宮
大
妃
俔
子
、

久
邇
宮
多
嘉
王

滋
賀
・
長
尾
欽
彌
別
邸

千
宗
室
（
淡
々
斎
）

不
明

薄
茶
の
み

昭
和
十
年
八
月
号
「
久
邇
宮
両
殿
下
、
東
伏
見
伯
を
お
迎
へ
申
し
て
」
口
絵
写

真

24

昭
和
十
一
年
十
月
十
日

久
邇
宮
多
嘉
王
、
同

妃

京
都
・
北
野
神
社
（
北
野
大

茶
会
三
百
五
十
年
記
念
大
献

茶
会
）

席
主
千
宗
室

（
淡
々
斎
）

不
明

薄
茶
の
み

昭
和
十
一
年
十
一
月
号
「
北
野
大
献
茶
祭
概
記
」
中
の
八
頁

25

昭
和
十
一
年
十
一
月
十
三
日

（
一
九
三
六
）

香
淳
皇
后
、
高
松
宮

妃
ほ
か

東
京
・
女
子
学
習
院

堀
越
宗
円

立
礼
式

薄
茶
の
み
か

昭
和
十
二
年
一
月
号
「
台
覧
を
賜
ひ
し
立
礼
御
道
具
」
口
絵
写
真
、「
台
覧
を
賜

ひ
し
立
礼
式
」
二
〜
三
頁

26

昭
和
十
二
年
二
月
二
十
八
日

（
一
九
三
七
）

サ
ラ
ワ
ク
国
王
妃

京
都
・
大
辻
宗
生
別
邸

高
橋
宗
伯

和
室
・
畳
座

薄
茶
の
み

昭
和
十
二
年
五
月
号
「
茶
席
に
於
け
る
サ
ラ
ワ
ク
国
王
妃
」
口
絵
写
真
、「
サ
ラ

ワ
ク
国
王
妃
へ
の
呈
茶
」
一
一
九
〜
一
二
〇
頁

27

昭
和
十
二
年
六
月
十
三
日

貞
明
皇
后

大
阪
・
水
無
瀬
宮

水
無
瀬
忠
政

和
室
・
畳
座
か

薄
茶
の
み

昭
和
十
二
年
七
月
号
「
皇
太
后
陛
下　

水
無
瀬
宮
御
参
拝―

点
茶
を
台
覧
あ
ら

せ
ら
る―

」
七
五
頁

28

昭
和
十
二
年
六
月
二
十
日

貞
明
皇
后

京
都
・
大
宮
御
所

後
見
千
宗
室

（
淡
々
斎
）

不
明

不
明

昭
和
十
二
年
八
月
号「
皇
太
后
陛
下　

且
座
式
を
台
覧
あ
ら
せ
ら
る
」二
〜
四
頁
、

七
六
頁
の
後
に
写
真

29

昭
和
十
三
年
十
一
月
二
十
二

日（一
九
三
八
）

久
邇
宮
恭
仁
子
女
王

京
都
・
裏
千
家

千
宗
室
（
淡
々
斎
）

和
室
・
畳
座

濃
茶
・
薄
茶

昭
和
十
四
年
一
月
号「
久
邇
宮
恭
仁
子
女
王
殿
下　

今
日
庵
に
台
臨
遊
ば
さ
る
」

四
〜
八
頁

30

昭
和
十
四
年
一
月
二
十
一
日

（
一
九
三
九
）

東
久
邇
宮
稔
彦
王

京
都
・
裏
千
家

千
宗
室
（
淡
々
斎
）

和
室
・
畳
座

薄
茶
の
み

昭
和
十
四
年
三
月
号
「『
又
隠
』
に
て
御
寛
ぎ
の
東
久
邇
宮
殿
下
」
口
絵
写
真
、

「
東
久
邇
中
将
宮
殿
下　

裏
千
家
に
お
成
り
遊
ば
さ
る
」
二
〜
四
頁

31

昭
和
十
四
年
四
月
十
六
日

久
邇
宮
大
妃
俔
子

京
都
・
東
本
願
寺

不
明

和
室
・
畳
座

薄
茶
の
み

昭
和
十
四
年
六
月
号「
久
邇
宮
大
妃
殿
下
桜
下
亭
御
成
り
遊
ば
さ
る
」口
絵
写
真
、

「
桜
下
亭
席
披
き
」
七
八
〜
七
九
頁

32

昭
和
二
十
年
七
月
十
六
日

（
一
九
四
五
）

久
邇
宮
朝
融
王

滋
賀
・
長
尾
欽
彌
別
邸

千
宗
室
（
淡
々
斎
）

不
明

薄
茶
の
み

昭
和
二
十
年
十
一
月
号
「
久
邇
宮
殿
下
を
迎
へ
奉
り
」
一
六
頁

※
茶
席
に
つ
い
て
、
写
真
ま
た
は
記
事
に
あ
る
記
述
に
よ
り
判
断
し
た
。
な
お
、
和
室
・
椅
子
式
は
、
客
は
椅
子
座
、
亭
主
は
畳
座
の
場
合
で
あ
り
、
立
礼
式
は
、
主
客
と
も
椅
子
座
で
あ
る
。

　

喫
茶
の
種
類
に
つ
い
て
、
記
事
に
あ
る
記
述
ま
た
は
道
具
組
に
よ
り
判
断
し
た
。
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四
）
の
貞
明
皇
后
へ
の
献
茶
以
降
、
こ
う
し
た
話
題
に
対
し
て
「
流
儀
の
茶
の

湯
」
側
が
遠
慮
を
要
し
な
く
な
っ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
大
正
十
三
年
の
貞
明
皇
后
へ
の
献
茶
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

実
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
そ
の
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
つ
ぎ
の
二

つ
の
理
由
か
ら
、
こ
れ
は
裏
千
家
側
か
ら
で
は
な
く
、
皇
室
側
か
ら
の
積
極
的

な
働
き
か
け
の
結
果
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

第
一
の
理
由
は
、
こ
れ
が
皇
室
側
の
都
合
で
実
施
さ
れ
た
よ
う
に
思
え
る
こ

と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
皇
室
関
係
の
行
事
に
あ
っ
て
は
、
慎
重
か
つ
周
到
に

準
備
が
進
め
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
い
み
じ
く
も
千
宗
室
（
淡
々
斎
）
は
、
貞

明
皇
后
を
追
悼
し
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
の
べ
て
い
る
。

ま
だ
先
代
円
能
斎
存
命
中
で
し
た
が
、
京
都
に
行
啓
の
際
、
一
日
仙
洞

御
所
で
、
野
点
を
お
目
に
か
け
ま
し
た
の
が
最
初
で
し
た
。
町
尻
さ
ん
の

お
肝
入
り
で
、
お
庭
に
幔
幕
を
張
つ
て
、
旅
箪
笥
の
お
点
前
を
円
能
斎
が

致
し
ま
し
て
、
私
が
後
見
を
い
た
し
ま
し
た
。
お
散
策
の
お
つ
い
で
に
御

覧
に
入
れ
ま
し
た
が
、
全
く
絵
の
様
な
光
景
で
ご
ざ
い
ま
し
た）
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お
そ
ら
く
、
こ
れ
は
貞
明
皇
后
へ
の
献
茶
の
準
備
と
し
て
、
そ
の
下
見
が
お

こ
な
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
千
宗
室
（
円
能
斎
）
の

時
代
に
貞
明
皇
后
へ
の
献
茶
が
あ
る
は
ず
の
と
こ
ろ
、
千
宗
室
（
円
能
斎
）
の

急
死
に
よ
り
、
千
宗
室（
淡
々
斎
）の
代
に
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
問
題
は
、

こ
の
日
が
裏
千
家
の
喪
中
に
あ
た
る
こ
と
で
あ
る
。
裏
千
家
側
の
辞
退
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
皇
室
側
の
強
い
意
向
で
、
こ
の
献
茶
は
予
定
ど
お
り
実
施
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
裏
千
家
が
、
こ
の
献
茶
を
い
わ
ば
奇
貨
と
し
て
、
積
極
的
に
み
ず

か
ら
の
権
威
付
け
に
利
用
し
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

『
茶
道
月
報
』
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
慶
応

元
年
（
一
八
六
五
）
の
千
宗
室
（
玄
々
斎
）
に
よ
る
「
天
皇
へ
の
献
茶
」
の
場
合
、

翌
慶
応
二
年
一
月
に
は
、
拝
領
品
披
露
の
茶
会
を
行
い
、
あ
ら
た
に
和
巾
点
の

点
前
を
教
え
に
く
わ
え
る
と
い
う
一
連
の
記
念
行
事
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
対

し
、
こ
の
献
茶
を
記
念
し
た
流
儀
の
公
開
の
行
事
と
し
て
は
、『
茶
道
月
報
』

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
十
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
つ
ぎ
の
も
の
し
か
見
当
た

ら
な
い
。皇

太
后
陛
下
が
、
い
ま
だ　

皇
后
陛
下
に
あ
ら
せ
ら
れ
た
大
正
十
三
年

十
二
月
一
日
大
徳
寺
へ
行
啓
遊
ば
さ
れ
た
御
節
、
方
丈
内
茶
席
に
於
て
、

恐
れ
多
く
も
、
御
献
茶
申
上
げ
た
、
裏
千
家
々
元
淡
々
斎
は
、
そ
の
光
栄

を
、
永
久
に
忘
れ
ぬ
為
め
、
毎
年
、
十
二
月
一
日
に
は
、
今
日
庵
に
於

て
、
そ
の
紀
念
の
釜
を
掛
け
て
居
つ
た
が
、
本
年
よ
り
は
一
般
社
中
と
と

も
に
、
此
の
光
栄
の
日
を
紀
念
す
べ
く
、
来
る
十
二
月
一
日
午
前
九
時
よ

り
午
後
四
時
迄
在
釜
す
る
事
に
な
つ
た
。
別
に
案
内
状
は
発
送
さ
れ
な
い

が
、
在
京
社
中
方
は
、
奮
つ
て
来
喫
さ
れ
た
い
と
の
事
で
あ
る）
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Ⅱ
１
に
お
い
て
「
天
皇
へ
の
献
茶
」
が
千
家
の
目
標
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を

指
摘
し
た
が
、
そ
の
目
標
達
成
の
披
露
と
し
て
は
、
こ
の
茶
会
は
時
期
も
お
く

れ
て
お
り
、
あ
ま
り
に
も
さ
さ
や
か
す
ぎ
る
印
象
を
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
消
極
的
な
態
度
の
背
景
に
は
、
第
一
に
神
格
化
さ
れ
た
近
代
の
天
皇
に

対
し
て
、〝
お
そ
れ
多
い
〞
と
い
う
感
情
が
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

旧
主
久
松
家
に
対
し
て
す
ら
、
家
元
が
水
屋
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
は
、
千
宗

室
（
淡
々
斎
）
も
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
お
そ
れ
多
さ
の
一

方
で
、
千
宗
室
（
淡
々
斎
）
は
、
こ
の
時
期
の
「
皇
族
へ
の
献
茶
」
が
も
た
ら

す
マ
イ
ナ
ス
面
を
感
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
献
茶
が
、
ほ
ん
と
う
に
茶
の
湯
を
理
解
し
た
り
、
楽
し

ん
だ
り
す
る
目
的
と
は
思
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、千
宗
室（
淡
々
斎
）

が
関
係
し
た
十
六
事
例
の
う
ち
、〝
濃
茶
お
よ
び
薄
茶
〞
と
い
う
本
来
の
茶
の

湯
の
あ
り
方
を
実
践
し
た
の
は
、
茶
の
湯
の
秘
伝
を
受
け
る
た
め
に
裏
千
家
を

訪
問
し
た
久
邇
宮
恭
仁
子
女
王
だ
け
で
あ
る）
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そ
れ
以
外
は
〝
薄
茶
だ
け
〞
と

い
う
略
式
で
あ
る
。
道
具
鑑
賞
が
主
目
的
の
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
で
も
、
も
っ

と
も
重
視
さ
れ
る
道
具
は
、
濃
茶
に
使
う
茶
入
で
あ
る
。
真
に
茶
の
湯
を
楽
し

む
人
に
と
っ
て
、
濃
茶
の
な
い
茶
会
は
も
の
た
り
な
い
。

ま
た
、
洋
式
の
宮
中
文
化
と
和
式
の
茶
の
湯
文
化
の
衝
突
と
い
う
問
題
も
あ

る
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
の
貞
明
皇
后
へ
の
献
茶
で
は
、
貞
明
皇
后
は

つ
ぎ
の
と
お
り
、
畳
の
う
え
に
お
か
れ
た
「
卓て
い

子ぶ
る

と
椅い

子す

」
で
喫
茶
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

御
座
所
は
、
床
前
か
ら
、
点
前
座
に
向
け
斜
に
、
宮
内
省
差
廻
し
の
御

紋
章
入
、
七
宝
模
様
の
卓
子
布
の
掛
つ
た
御
卓
子
を
据
え
て
御
椅
子
が
配

さ
れ
ま
し
た）
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こ
の
と
き
、
千
宗
室
（
淡
々
斎
）
は
畳
の
う
え
で
台
子
の
点
前
を
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
和
室
に
「
卓
子
と
椅
子
」
を
も
ち
こ
む
方
法
は
、
大
正
十

四
年
（
一
九
二
五
）
の
東
伏
見
宮
大
妃
周
子
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
の
閑

院
宮
載
仁
親
王
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
の
満
洲
国
皇
帝
へ
の
献
茶
に
お
い

て
も
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
、『
茶
道
月
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
に
よ
っ
て
明

ら
か
で
あ
る）
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こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
宮
内
省
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
茶
の
湯

と
し
て
好
ま
し
く
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
武
士
も
帯
刀
を
は
ず
し
、

せ
ま
い
躙
口
を
く
ぐ
っ
て
入
る
、
茶
室
の
な
か
は
主
客
平
等
の
空
間
で
あ
る
べ

き
と
い
う
の
が
、
茶
の
湯
の
教
え
で
あ
る
。
千
宗
室
（
淡
々
斎
）
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
の
べ
て
い
る
。

茶
を
行
ひ
ま
す
場
所
、
即
ち
茶
席
の
装
置
等
も
、
貴
賎
貧
富
の
別
は
な

く
、（
略
）
其
処
へ
集
り
ま
す
人
々
に
も
此
処
ば
か
り
に
は
社
会
的
の
地

位
や
、
階
級
、
貴
賎
高
下
の
差
別
等
を
認
め
ま
せ
ん
、
総
て
が
平
等
の
人

と
人
と
で
、
心
と
心
の
赤
裸
々
の
儘
の
対
等
、
赤
心
の
交
り
で
あ
り
ま
し

て
、
之
が
滑
ら
か
に
融
合
す
る
会
合
、
つ
ま
り
飾
り
気
の
な
い
偽
り
の
な
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い
人
間
美
が
溶
け
合
ふ
て
一
つ
の
魂
に
な
つ
て
行
く
の
が
茶
の
団
欒
で
あ

り
ま
す）
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こ
の
よ
う
に
人
に
も
教
え
、
み
ず
か
ら
も
実
践
し
て
き
た
は
ず
の
千
宗
室

（
淡
々
斎
）
自
身
が
、
皇
族
へ
の
献
茶
の
た
め
と
は
い
え
、
そ
の
教
え
に
反
す

る
行
為
を
公
然
と
お
こ
な
う
こ
と
に
、
内
心
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は

想
像
に
か
た
く
な
い
。
閑
院
宮
載
仁
親
王
へ
の
献
茶
の
際
に
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
の
べ
て
、
婉
曲
に
裏
千
家
訪
問
を
辞
退
し
て
い
る
。
お
そ
れ
多
い
と
い
う
こ

と
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る）
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閑
院
宮
殿
下
が
（
略
）
平
素
深
く
御
嗜
好
遊
ば
さ
る
ゝ
思
召
を
以
て
、

今
日
庵
へ
成
ら
せ
ら
る
べ
き
旨
を
仰
せ
下
さ
れ
ま
し
た
が
、
何
分
佗
本
位

に
造
ら
れ
た
狭
隘
な
茶
室
の
み
の
建
築
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
宮
殿
下
を
お

迎
へ
す
る
こ
と
は
甚
だ
恐
懼
に
堪
へ
ま
せ
ん
の
で
、
平
井
東
庵
氏
の
霊
鷲

山
荘
を
御
推
奨
申
上
げ
ま
し
た
処
、早
速
御
聴
許
遊
ば
さ
れ
ま
し
て
（
略
）

私
は
恭
し
く
御
茶
を
献
じ
た
の
で
あ
り
ま
し
た）
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な
お
、「
卓
子
と
椅
子
」
は
、
千
宗
室
（
淡
々
斎
）
の
「
皇
族
へ
の
献
茶
」

に
お
い
て
、
こ
の
四
事
例
の
み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
後
、
皇

室
側
の
茶
の
湯
へ
の
認
識
が
進
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
「
皇
族

へ
の
献
茶
」
に
お
け
る
「
卓
子
と
椅
子
」
の
問
題
は
、
の
ち
２
（
２
）
で
再
度

考
察
す
る
。

２　

 「
皇
族
へ
の
献
茶
」
の
背
景
と
そ
の
意
味―

期
待
さ
れ
る
〝
新
た
な

皇
室
の
藩
屏
〞―

（
１
）
大
正
期
に
お
け
る
天
皇
制
の
危
機

大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
皇
族
へ
の
献
茶
は
、
皇
室
側
か
ら
の
積

極
的
な
働
き
か
け
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
し
た
。
そ
こ
で
、
皇
室
側
の

視
点
か
ら
、
こ
の
「
皇
族
へ
の
献
茶
」
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
、
前
提
と
し
て
、
近
代
天
皇
制
は
、
大
正
期
に
危
機
を
迎
え
て
い
た
。

海
外
で
は
、
一
九
一
二
年
（
明
治
四
十
五
年
）
の
清
朝
滅
亡
に
は
じ
ま
り
、
大

正
期
に
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ト
ル
コ
な
ど
、
君
主
制
国
家
が

次
々
と
崩
壊
す
る
と
い
う
、
世
界
史
的
な
君
主
制
危
機
の
時
代
で
あ
っ
た
。

一
方
、
国
内
の
情
勢
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
普
選
運
動
、
労
働
運
動
、
米
騒
動

な
ど
、
民
衆
が
公
然
と
自
己
の
権
利
を
主
張
し
は
じ
め
た
。
さ
ら
に
は
、
大
正

十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
虎
ノ
門
事
件
の
よ
う
な
皇
太
子
へ
の
テ
ロ
事
件
も
発

生
し
た
。

こ
の
よ
う
な
外
か
ら
の
天
皇
制
の
危
機
に
く
わ
え
て
、
大
正
天
皇
の
病
気
に

よ
る
公
務
へ
の
支
障
は
、
天
皇
の
権
威
を
ゆ
る
が
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
他

方
、
皇
室
の
藩
屏
と
し
て
の
役
割
を
担
う
べ
き
華
族
階
級
は
、
資
本
主
義
の
発

展
に
つ
れ
て
、
相
対
的
に
経
済
力
を
低
下
さ
せ
て
お
り）
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、
明
治
期
に
制
度
設
計

さ
れ
た
近
代
天
皇
制
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
維
持
が
困
難
な
状
況
に
至
っ
て
い
た
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の
で
あ
る
。

（
２
）
天
皇
制
確
認
の
た
め
の
儀
礼

こ
こ
で
は
、
言
説
化
が
む
つ
か
し
い
「
国
体
」
と
い
う
問
題
を
、
視
覚
化
と

い
う
視
点
で
論
じ
て
い
る
原
武
史
の
議
論
を
援
用
し
て
分
析
を
こ
こ
ろ
み
る
。

原
武
史
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
着
目
し
、
こ
の
年
の
皇
太
子
裕
仁
親

王
（
の
ち
の
昭
和
天
皇
）
の
訪
欧
が
「
皇
太
子
を
し
て
、
大
衆
社
会
と
の
適
合

を
図
る
こ
と
で
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
な
お
生
き
残
ろ
う
と
す
る
君
主
政
の

あ
り
方
を
実
地
に
学
ば
し
め
る
結
果
に
つ
な
が
っ
た）
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」
と
指
摘
し
、
つ
ぎ
の
と

お
り
の
べ
て
い
る
。

二
一
年
に
大
正
天
皇
が
病
気
で
引
退
し
、
裕
仁
皇
太
子
が
摂
政
に
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
天
皇
制
の
大
が
か
り
な
再
編
が
行
わ
れ
、

「
国
体
」
は
目
に
見
え
る
具
体
的
な
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る）
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そ
の「
天
皇
制
の
大
が
か
り
な
再
編
」
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
説
明
し
て
い
る
。

昭
和
天
皇
（
二
六
年
ま
で
は
摂
政
・
皇
太
子
。
二
六
年
か
ら
天
皇
）
が
生

身
の
身
体
を
さ
ら
す
と
と
も
に
、
狭
義
の
政
治
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
た
学

生
生
徒
や
女
性
、
植
民
地
の
住
民
を
含
む
万
単
位
の
「
臣
民
」
と
相
対
す

る
「
一
君
万
民
」
な
い
し
「
君
民
一
体
」
の
空
間
が
、
植
民
地
を
含
む
全

国
各
地
に
設
定
さ
れ
、
親
閲
式
や
奉
祝
会
、
奉
迎
会
な
ど
の
新
し
い
儀
礼

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
儀
礼
で
は
、（
略
）儀
礼
に
参
加
す
る
人
々
が
そ
こ
に「
国
体
」

の
か
た
ち
を
見
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
点
で
「
国
体
」
は
言
葉
で
理
解

す
る
も
の
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
身
体
ご
と
体
験
す
る
も
の
に
な
る）
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そ
し
て
、
こ
の
「
新
し
い
儀
礼
」
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
評
し
て
い

る
。

元
老
や
官
僚
、
財
閥
、
政
党
と
い
っ
た
「
夾
雑
物
」
が
な
く
、
事
実
上

の
天
皇
と
、
従
来
参
加
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
一
般
の
「
臣
民
」
が
相
対
す

る
新
し
い
政
治
空
間
が
成
立
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た）
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さ
ら
に
、「
大
正
末
期
に
は
（
略
）
皇
太
子
だ
け
で
な
く
、
秩
父
宮
な
ど
の

皇
族
や
皇
后
に
よ
る
地
方
視
察
が
活
発
と
な
っ
た）
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」
の
で
あ
る
。
原
武
史
の
こ

の
議
論
は
、「
皇
族
へ
の
献
茶
」
を
理
解
す
る
う
え
で
示
唆
に
富
む
も
の
と
思

わ
れ
る
。
ま
ず
、
類
似
点
と
し
て
、
そ
の
時
期
で
あ
る
。
貞
明
皇
后
へ
の
献
茶

は
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
の
こ
と
で
あ
り
、
事
前
の
調
査
や
準
備
の
時

間
を
考
え
る
と
、
原
武
史
の
指
摘
す
る
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
以
降
の
「
新

し
い
儀
礼
」に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
も
、

天
皇
・
皇
后
と
家
元
と
の
間
に
存
在
し
た
、
明
治
期
の
井
上
馨
や
三
井
家
の
よ
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う
な
「
夾
雑
物
」
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
点
で
、「
新
し
い
儀
礼
」
と
し
て
の

性
格
を
備
え
て
い
る
。「
大
が
か
り
」
で
は
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
を
「
国
体

視
覚
化
の
儀
礼
」
と
評
価
し
て
も
あ
や
ま
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
時
期
の

「
皇
族
へ
の
献
茶
」
に
六
回
登
場
す
る
東
伏
見
宮
大
妃
周
子
（
明
治
九
年
（
一
八

七
六
）
〜
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
））
は
、
愛
国
婦
人
会
総
裁
と
し
て
植
民
地

を
含
む
全
国
各
地
の
行
事
に
出
席
し
て
お
り
、
そ
の
訪
問
先
の
行
事
と
し
て

「
皇
族
へ
の
献
茶
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る）
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こ
の
よ
う
に
、「
生
身
の
身
体
を

さ
ら
す
」
こ
と
に
よ
っ
て
皇
室
の
存
在
を
示
し
た
東
伏
見
宮
大
妃
周
子
の
場
合

も
、
意
図
的
に
「
国
体
視
覚
化
の
儀
礼
」
に
関
与
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

さ
き
に
Ⅳ
１
（
３
）
で
、
茶
席
の
畳
の
う
え
に
お
か
れ
た
「
卓
子
と
椅
子
」

は
、
茶
の
湯
文
化
に
と
っ
て
は
好
ま
し
く
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。「
皇
族
へ

の
献
茶
」
と
は
、
喫
茶
を
介
し
て
主
客
が
交
流
す
る
〝
茶
の
湯
〞
と
、
そ
も
そ

も
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
皇
族
が
臣
民
と
相
対
す
る
「
国
体
視
覚
化
の
儀

礼
」
で
あ
り
、「
卓
子
と
椅
子
」
は
そ
の
こ
と
の
表
象
で
あ
る
。
本
来
、
平
等

の
空
間
で
あ
る
茶
室
に
お
い
て
、
畳
の
う
え
に
お
か
れ
た
「
卓
子
と
椅
子
」
の

高
さ
は
、
儀
礼
に
お
け
る
皇
族
の
存
在
を
視
覚
化
す
る
の
に
十
分
な
意
味
を
も

つ
も
の
で
あ
る）
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（
３
）
家
元
と
皇
室
と
の
〝
社
会
的
結
婚
〞

「
皇
族
へ
の
献
茶
」
の
事
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
若
干
異
な
る
側
面
も

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
天
皇
は
「
夾
雑
物
」
な
し
に
一
般
の
「
臣
民
」
と

相
対
す
る「
一
君
万
民
」の
構
造
を
め
ざ
し
た
の
に
対
し
て
、「
皇
族
へ
の
献
茶
」

を
分
析
す
る
か
ぎ
り
、「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
と
い
う
夾
雑
物
を
排
し
た
が
、
あ

ら
た
に
〝
家
元
〞
と
い
う
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
と

く
に
、
参
加
者
が
か
ぎ
ら
れ
る
茶
席
と
い
う
空
間
で
の
献
茶
を
、「
国
体
視
覚

化
の
儀
礼
」
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
機
関
誌
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
所

有
す
る
家
元
が
不
可
欠
で
あ
る
。

大
衆
と
の
安
全
な
接
点
、
さ
ら
に
は
新
た
な
〝
皇
室
の
藩
屏
〞
を
求
め
て
い

た
皇
室
側
に
と
っ
て
、〝
家
元
〞
は
、
ま
さ
に
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
想

定
さ
れ
、
実
際
に
そ
の
期
待
ど
お
り
の
存
在
で
あ
っ
た
。
家
元
は
、
数
多
く
の

門
弟
を
組
織
し
、
茶
の
湯
を
日
本
独
自
の
精
神
文
化
で
あ
る
と
教
え
広
め
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
〝
国
体
〞
の
め
ざ
す
も
の
と
類
似
し
た
方
向
性
を
も
っ

て
い
た）
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家
元
と
皇
室
と
の
良
好
な
関
係
は
、〝
現
実
の
結
婚
〞
へ
と
発
展
す
る
こ
と

で
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二

四
）
は
、
家
元
と
皇
室
と
の
社
会
的
な
〝
む
す
び
つ
き
〞
の
契
機
と
な
っ
た
年

で
あ
る
。
家
元
と
「
天
皇
と
の
距
離
」
で
い
う
な
ら
ば
、
こ
こ
で
は
、
家
元
と

皇
室
と
の
〝
社
会
的
結
婚
〞
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

な
お
、
付
言
す
る
と
、
千
宗
室
（
淡
々
斎
）
は
、
こ
の
「
皇
族
へ
の
献
茶
」

に
や
や
た
め
ら
い
を
感
じ
て
い
た
と
推
測
し
た
が
、
そ
の
不
安
感
は
、
あ
る
意



近代における茶の湯家元と天皇との距離

111

味
で
正
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
大
正
・
昭
和
初
期
の
家
元
は
、
ま

だ
み
ず
か
ら
の
実
力
を
十
分
に
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
昭
和
十
三
年
（
一

九
三
八
）
十
月
に
朝
鮮
を
訪
問
し
た
千
宗
室
（
淡
々
斎
）
は
、
粛
々
と
茶
の
湯

の
行
事
を
こ
な
す
一
環
と
し
て
、朝
鮮
神
宮
に
お
い
て
献
茶
式
を
お
こ
な
っ
た
。

そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

二
十
二
日　

こ
の
日
あ
た
か
も
広
東
陥
落
の
好
き
日
。
淡
々
斎
宗
匠
は

朝
鮮
神
宮
に
て
武
運
長
久
の
祈
願
大
献
茶
式
を
行
は
る
。
厳
粛
の
気
に
満

ち
、集
へ
る
も
の
無
慮
六
百
人
粛
と
し
て
声
な
く
清
寂
そ
の
も
の
の
如
し
。

終
つ
て
社
殿
に
て
「
今
日
会
」
の
結
成
式
を
挙
げ
、
淡
々
斎
宗
匠
を
総
裁

に
仰
ぎ
、
宣
誓
式
を
行
ふ）
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こ
の
時
の
記
念
写
真
が
『
茶
道
月
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
神
宮
の

巨
大
な
鳥
居
の
前
に
、
ほ
と
ん
ど
が
和
服
姿
の
女
性
で
あ
る
が
、
六
百
人
も
誇

張
で
は
な
い
と
思
え
る
よ
う
な
大
集
合
写
真
で
あ
る
。
流
儀
の
発
展
の
た
め
に

地
道
な
努
力
を
つ
づ
け
て
い
た
家
元
は
、
い
つ
の
ま
に
か
戦
争
協
力
へ
の
道
に

迷
い
込
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
に
至
る
ま
で

の
千
家
家
元
の
姿
で
あ
る
。

Ⅴ　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
家
元
像―

文
化
の
頂
点
に
立
つ
家

元―

１　

存
在
感
を
失
う
華
族
階
級―

前
田
家
と
裏
千
家
の
逆
転
劇―

（
１
）
前
田
家
と
裏
千
家
と
の
歴
史
的
関
係

Ⅰ
４
で
の
べ
た
と
お
り
、
現
在
で
は
千
家
家
元
は
直
接
に
あ
る
い
は
間
接
に

三
笠
宮
家
と
姻
戚
関
係
に
あ
り
、
そ
の
意
味
で
「
天
皇
と
の
距
離
」
は
ご
く
近

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
期
に
は
、「
天
皇
と
の
距
離
」
で
近
い
関
係
に

あ
っ
た
の
は
、
明
ら
か
に
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
大
正
・
昭

和
初
期
を
へ
て
、
衰
退
す
る
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
と
成
長
す
る
「
流
儀
の
茶
の

湯
」
と
の
力
関
係
が
最
終
的
に
逆
転
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
逆
転
の
状
況
を
、

大
名
華
族
の
雄
た
る
前
田
家
と
裏
千
家
と
の
関
係
で
み
る
こ
と
と
す
る
。

旧
加
賀
藩
主
の
前
田
家
は
、
明
治
以
降
、
爵
位
こ
そ
第
二
位
の
侯
爵
で
あ
る

が
、
近
世
に
お
け
る
最
大
の
大
名
家
の
後
裔
と
し
て
、
経
済
力
の
み
な
ら
ず）
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、

文
化
的
に
も
、
も
っ
と
も
存
在
感
の
あ
る
大
名
華
族
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
近

代
の
当
主
が
と
く
に
茶
の
湯
を
好
ん
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
多
く
の
文

化
財
、
美
術
品
を
所
有
し
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
の
「
北
野
大
茶
湯
三

百
五
十
年
記
念
大
献
茶
会
」
に
お
い
て
は
、
前
田
利
為
（
明
治
十
八
年
（
一
八

八
五
）
〜
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
））
が
名
誉
会
長
に
推
さ
れ
る
な
ど
、「
貴
紳

の
茶
の
湯
」
を
代
表
す
る
存
在
で
も
あ
る
。

前
田
家
と
裏
千
家
と
の
直
接
的
な
関
係
は
、
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
に
は
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じ
ま
る）
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こ
の
と
き
、千
宗
旦
の
四
男
で
あ
る
裏
千
家
第
四
代
千
宗
室
（
仙
叟
）

は
、
小
松
に
隠
居
し
た
前
藩
主
前
田
利
常
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
前
田
利
常
の
死

後
、
あ
ら
た
め
て
藩
主
前
田
綱
紀
に
仕
え
た
の
で
あ
る
。
裏
千
家
は
、
第
五
代

千
宗
安
（
常
叟
）
以
降
、
伊
予
松
山
藩
に
仕
え
る
こ
と
と
な
る
が）

143
（

、
前
田
家
と

は
依
然
と
し
て
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う）
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（
２
）
昭
和
初
期
の
前
田
家
と
裏
千
家

第
二
次
世
界
大
戦
前
後
の
前
田
家
と
裏
千
家
と
の
関
係
を
み
る
う
え
で
、
前

田
利
為
の
長
女
酒
井
美
意
子
（
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
〜
平
成
十
一
年
（
一

九
九
九
））
は
、
貴
重
な
証
言
を
の
こ
し
て
い
る
。
そ
の
自
伝
的
小
説
『
あ
る

華
族
の
昭
和
史）
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』
の
な
か
に
、
結
婚
の
相
手
に
関
す
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
く
だ
り

が
あ
る
。私

は
ま
ず
、
自
分
は
誰
と
結
婚
し
よ
う
か
な
と
考
え
た
。
伴パ
ー
ト
ナ
ー侶と
し
て

の
夫
は
美
男
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
十
人
並
み
の
容
貌
で
充
分
だ
。

（
略
）そ

こ
ま
で
考
え
る
と
、
私
は
「
華
族
画
報
」
を
開
い
た
。
そ
れ
は
「
皇

族
画
報
」
と
と
も
に
不
定
期
に
発
行
さ
れ
、
限
ら
れ
た
範
囲
に
だ
け
配
布

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。（
略
）

「
華
族
画
報
」に
は
伯
爵
以
上
の
名
家
の
男
子
と
女
子
の
写
真
を
載
せ
、

そ
の
人
物
像
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
見
合
い
の
重
要
資
料
と
も
な
る

も
の
で
あ
っ
た
。（
略
）

私
は
「
華
族
画
報
」
の
ペ
ー
ジ
を
繰
り
な
が
ら
、
公
卿
、
大
名
、
維
新

の
元
勲
の
直
系
で
あ
る
青
年
達
の
記
事
を
丹
念
に
読
ん
だ
。
そ
し
て
十
一

名
の
名
前
を
原
稿
用
紙
に
書
き
出
し
て
い
っ
た
。
い
ず
れ
も
生
活
環
境
が

似
て
い
て
裕
福
な
大
名
華
族
の
息
子
達
で
あ
る
。

そ
の
あ
と
に
、「
茶
道
の
裏
千
家
の
家
元
千
宗
室
を
月
に
一
、
二
度
前
田
家

の
茶
席
に
招
い
て
お
稽
古
を
し
、
私
も
そ
の
席
に
連
な
る
こ
と
が
多
い
」
と
つ

づ
き
、
千
宗
室
（
淡
々
斎
）
の
息
子
た
ち
が
登
場
す
る
。

若
宗
匠
の
政
興
、
嘉
治
、
巳
津
彦
の
三
兄
弟
は
そ
ろ
っ
て
美
男
で
、
関

西
の
み
か
東
京
ソ
サ
エ
テ
ィ
で
も
人
気
上
昇
中
で
あ
る
。
私
は
特
に
才
気

煥
発
な
次
期
家
元
の
政
興―

通
称
マ
イ
ク
に
強
く
惹
か
れ
て
い
た
。
彼
の

姉
の
良
子
も
典
型
的
な
京
美
人
で
、
桜
井
子
爵
と
婚
約
し
て
お
り
、
門
弟

ば
か
り
か
数
多
く
の
フ
ァ
ン
を
持
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
結
局
、「
家
元
夫
人
（
略
）
に
は
な
り
た
く
な
い
の
」
と
し
て
、

酒
井
伯
爵
家
の
一
人
息
子
と
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
結
婚
す
る
経
緯
を

つ
づ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
や
は
り
小
説
と
し
て
読
む
べ
き
で
、
ど
こ
ま
で
真

実
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
昭
和
十
年
代
に
お
い
て
も
侯
爵
家
令
嬢
の
娘
心
に

は
、
裏
千
家
の
存
在
を
意
識
し
つ
つ
も
、
結
婚
の
相
手
と
し
て
は
、
や
は
り
有
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力
な
大
名
華
族
を
選
択
す
る
こ
と
が
う
か
が
え
て
興
味
深
い
。

さ
て
、
そ
の
こ
ろ
の
前
田
家
と
裏
千
家
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
に
「
湯
浅
邸
に
於
け
る
前
田
侯
招
待
茶
会
」
が
あ
っ
た
。『
茶
道

月
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
そ
の
写
真
の
説
明
に
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
あ
る
。

昨
年
十
一
月
十
九
日
に
湯
浅
指
心
庵
氏
は
前
田
侯
御
夫
妻
京
都
市
長
京

阪
知
名
の
紳
士
を
招
待
し
て
宗
家
淡
々
斎
宗
匠
を
代
点
に
時
は
ず
れ
の
茶

会
を
催
さ
れ
し
時
の
記
念
撮
影
で
（
略）

146
（

）

湯
浅
指
心
庵
こ
と
湯
浅
七
左
衛
門（
明
治
十
年（
一
八
七
七
）〜
昭
和
十
八
年（
一

九
四
三
））
は
、
京
都
の
著
名
な
実
業
家
で
あ
る
。
今
日
庵
老
分
と
し
て
裏
千

家
と
も
関
係
が
深
い
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
に
近
い
人

物
で
あ
る）

147
（

。
金
沢
出
身
の
縁
で
前
田
利
為
夫
妻
を
ま
ね
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
千
宗
室
（
淡
々
斎
）
は
陰
の
存
在
で
、
写
真
に
も
登
場
し
て
お
ら

ず
、
明
治
期
の
家
元
の
姿
に
も
ど
っ
た
よ
う
な
感
が
あ
る
。

そ
の
後
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
一
月
十
六
日
に
前
田
利
為
夫
妻
は

裏
千
家
を
訪
問
す
る
。
同
じ
く
『
茶
道
月
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
で
は
、
前

列
に
湯
浅
七
左
衛
門
、
前
田
利
為
、
前
田
夫
人
、
湯
浅
夫
人
ら
が
並
び
、
中
列

に
畠
山
一
清
、
千
宗
室
（
淡
々
斎
）、
井
口
海
仙
、
千
宗
室
夫
人
ら
が
写
っ
て

い
る）

148
（

。

（
３
）
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
前
田
家
と
裏
千
家

軍
人
で
あ
っ
た
前
田
利
為
は
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
ボ
ル
ネ
オ
沖

で
死
亡
す
る
。
そ
の
あ
と
を
つ
い
で
侯
爵
と
な
っ
た
前
田
利
建
（
明
治
四
十
一

年
（
一
九
〇
八
）
〜
平
成
元
年
（
一
九
八
九
））
も
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

に
は
、「
十
月
二
日
午
後
前
田
侯
爵
一
行
を
寒
雲
亭
に
迎
へ
て
。
本
席
は
咄
々

斎）
149
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
裏
千
家
に
賓
客
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
前
田
家
と
裏
千
家
と
が
、
旧
主
と
旧
家
臣
で
あ
る
か
の
ご
と
き
関

係
は
、
こ
れ
が
最
後
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
四
月
二
十
三

日
に
金
沢
に
お
い
て
千
宗
室
（
仙
叟
）
の
二
百
五
十
年
忌
の
大
法
要
が
催
さ
れ

た
。
こ
こ
で
中
心
の
座
を
占
め
た
の
は
家
元
で
あ
る
。
法
要
の
次
第
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

向
つ
て
左
側
に
は
、
前
田
利
建
氏
は
じ
め
、
親
戚
の
畠
山
一
清
氏
、
同

不
器
氏
夫
妻
、
今
日
庵
老
分
の
中
沢
利
八
、
堀
野
豊
三
郎
、（
略
）
向
つ

て
右
側
に
は
、
軍
政
府
長
官
は
じ
め
進
駐
軍
の
方
々
、
横
山
氏
、
越
沢
宗

見
氏
、
芦
屋
の
丹
羽
晃
氏
夫
妻
等
参
列
さ
れ
る
。
施
主
淡
々
斎
宗
匠
は
白

襟
紋
付
十
徳
の
正
装
で
、
同
じ
服
装
の
政
興
若
宗
匠
を
同
伴
、
井
口
総

務
、
嘉
治
氏
、
各
業
躰
を
随
へ
て
着
座
。
愈
々
法
要
の
幕
は
切
ら
れ
る）

150
（

。

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
五
月
三
日
に
施
行
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
第
十

四
条
第
二
項
に
は
「
華
族
そ
の
他
の
貴
族
の
制
度
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
」
と
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規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
一
年
に
も
な
ら
な
い
う
ち
に
、
華
族
階
級
は
意

識
の
う
え
で
も
過
去
の
存
在
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
仙
叟
忌
に
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
大
茶
会
に
つ
い
て
、
匿
名
の
対
談
に

は
面
白
い
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

―

佗
茶
宗
の
総
本
山
、
彼
仙
叟
の
茶
風
か
ら
す
る
と
ま
さ
に
正
反
対
の
現

象
で
す
ネ
。
言
行
不
一
致
と
い
ふ
の
が
今
の
茶
人
で
あ
り
茶
会
で
す
か
。

―

そ
れ
が
時
代
で
す
よ
。
桑
田
変
じ
て
海
と
な
り
、
百
万
石
の
御
殿
を
牛

肉
屋
さ
ん
が
買
ひ
と
ら
ん
づマ
マ

の
御
時
勢
で
す
。
佗
茶
の
本
家
が
、
大
名
茶

を
や
つ
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
狗
肉
の
代
り
に
羊
頭
が
配
給
さ
れ
た
訳
で

三
拝
も
の
で
す）

151
（

。

わ
び
茶
志
向
の
「
流
儀
の
茶
の
湯
」
の
茶
人
た
ち
が
、
こ
の
よ
う
な
違
和
感

を
い
だ
い
た
の
も
、
ほ
ん
の
一
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
今
で
は
、「
貴

紳
の
茶
の
湯
」
も
「
流
儀
の
茶
の
湯
」
に
吸
収
さ
れ
、
そ
の
一
部
分
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

２　

代
償
と
し
て
の
家
元
批
判

結
果
的
に
社
会
的
地
位
の
急
激
な
向
上
を
実
現
し
、
文
化
の
頂
点
に
立
つ
こ

と
と
な
っ
た
千
家
家
元
で
あ
る
が
、
他
方
で
思
わ
ぬ
批
判
を
あ
び
せ
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
急
に
わ
き
起
こ
っ
た
、
家
元

を
封
建
遺
制
と
す
る
批
判
で
あ
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
家
元
と
本
願
寺

と
の
対
比
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
、
柳
宗
悦

（
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
〜
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
））
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
の
べ
て
い
る
。

民
主
主
義
の
今
日
に
あ
っ
て
、
最
も
呪
わ
れ
て
い
る
の
は
封
建
制
度
で

あ
る
。
封
建
制
度
の
一
切
が
悪
い
と
は
い
え
ぬ
が
、
し
か
し
そ
の
弊
害
が

極
め
て
多
い
現
状
で
は
、
そ
れ
を
打
破
し
よ
う
と
す
る
企
て
に
歴
史
的
意

義
を
感
じ
る
。
幸
に
も
多
く
の
面
で
そ
れ
が
覆
え
さ
れ
た
が
、
中
に
は
依

然
と
し
て
旧
習
を
固
守
す
る
も
の
が
な
い
で
は
な
い
。
日
本
の
社
会
に
大

手
を
ふ
っ
て
そ
れ
を
行
っ
て
い
る
も
の
が
二
つ
あ
る
。
少
く
と
も
こ
の
二

つ
は
封
建
制
度
の
典
型
的
な
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
一
つ
は
真
宗
本
願
寺

に
見
ら
れ
る
東
西
大
谷
家
を
中
心
と
す
る
法
主
制
度
で
、
他
の
一
つ
は
家

元
、
特
に
表
裏
両
千
家
を
中
心
と
す
る
封
建
制
度
で
あ
る）

152
（

。

小
林
一
三
（
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
〜
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
））
は
、「
戦

時
中
か
ら
終
戦
後
の
今
日
迄
、
お
茶
の
生
活
に
余
生
を
送
つ
て
居
た）

153
（

」と
の
べ
、

茶
の
湯
に
親
し
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
元
に
対
し
て
さ
ら
に
辛
辣
で

あ
り
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
、
つ
ぎ
の
と
お
り
の
べ
て
い
る
。

御
承
知
の
如
く
憲
法
は
変
つ
た
、
宮
様
の
特
権
は
な
く
な
つ
た
、
財
閥
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は
解
体
さ
れ
、
農
地
改
革
に
よ
つ
て
大
地
主
は
没
落
す
る
、
財
産
税
の
徴

発
に
よ
つ
て
貧
富
は
調
節
さ
れ
、
苟
も
先
祖
伝
来
の
特
権
階
級
は
許
さ
れ

な
い
。
本
願
寺
サ
ン
も
そ
の
執
行
主
権
者
は
選
挙
で
き
ま
る
、
懐
手
し
て

先
祖
や
親
の
威
光
で
暮
し
て
行
く
こ
と
は
中
々
六
ケ
敷
い
世
の
中
に
、
独

り
お
茶
道
だ
け
が
家
元
の
暖
簾
の
お
か
げ
で
、
未
熟
な
若
輩
が
、
い
つ
ま

で
も
〳
〵
若
宗
匠
な
ぞ
と
尊
敬
せ
ら
れ
る
理
由
は
な
い
と
い
ふ
事
を
、
先

づ
以
て
御
本
人
が
大
悟
し
て
、
そ
こ
に
生
き
る
道
、
行
く
道
を
考
へ
な
く

て
は
駄
目
だ
と
思
ふ）

154
（

。

こ
の
時
期
に
は
、
千
家
家
元
と
東
西
本
願
寺
大
谷
家
と
は
、
同
様
に
封
建
的

存
在
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

し
か
し
、
歴
史
的
に
い
え
ば
、
こ
の
議
論
は
や
や
的
は
ず
れ
で
あ
る
。
一
向

一
揆
の
広
ま
り
に
よ
っ
て
戦
国
大
名
に
匹
敵
す
る
勢
力
を
有
し
た
中
世
の
本
願

寺
の
歴
史
は
さ
て
お
き
、
東
西
本
願
寺
法
主
（
門
主
）
を
世
襲
し
た
両
大
谷
家

は
、
公
家
の
猶
子
と
な
る
慣
習
や
、
公
家
と
の
通
婚
に
よ
っ
て
禁
裏
公
家
社
会

と
き
わ
め
て
近
い
関
係
に
あ
り
、
近
世
に
お
い
て
は
、
千
家
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
の
権
威
を
も
っ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
千
家
と
な
ら
ぶ
茶
の
湯
の
家
元

た
る
藪
内
家
は
、
西
本
願
寺
の
庇
護
を
う
け
て
い
た
の
で
あ
り
、
大
谷
家
と
家

元
と
は
、完
全
に
上
下
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
代
に
お
い
て
も
、

両
大
谷
家
は
、
と
も
に
伯
爵
を
授
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
久
邇
宮
家
と
の
直
接

の
通
婚
や
、
九
条
家
を
介
し
て
何
重
に
も
皇
室
と
の
姻
戚
関
係
が
あ
っ
た
こ
と）

155
（

な
ど
を
考
え
る
と
、「
天
皇
と
の
距
離
」
で
い
え
ば
、
現
代
の
千
家
以
上
に
ご

く
近
い
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
学
者
で
あ
る
林
屋
辰
三
郎
（
大
正
三
年
（
一
九
一

四
）〜
平
成
十
年（
一
九
九
八
））で
さ
え
も
、家
元
制
度
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
、

家
元
が
将
軍
や
大
名
と
い
う
政
治
的
権
力
をマ

マ

結
ん
で
、
急
速
に
自
己
の

権
力
組
織
を
確
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
制
度
に
は
、
か
な
ら
ず
二

つ
以
上
の
対
立
し
た
も
の
の
共
存
す
る
現
象
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
こ

の
事
実
を
裏
書
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
た
と
え
ば
能
に
お
け
る
四
座
、

茶
に
お
け
る
三
千
家
、
宗
教
に
お
け
る
東
西
両
本
願
寺
と
い
っ
た
よ
う
な

並
列
は
、
こ
れ
ら
が
た
が
い
に
競
合
し
て
、
こ
の
制
度
を
い
っ
そ
う
助
長

し
た
こ
と
を
考
え
し
め
る
。

し
た
が
っ
て
中
世
に
は
家
学
、
家
芸
を
相
承
す
る
家
元
は
あ
っ
て
も
、

主
従
関
係
的
な
家
元
制
度
と
し
て
固
定
し
た
の
は
、
幕
藩
体
制
の
成
立
と

時
期
を
と
も
に
す
る
の
で
あ
り
、
大
た
い
鎖
国
の
行
わ
れ
た
寛
永
と
い
う

時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る）

156
（

。

と
の
べ
、
家
元
が
近
世
前
期
以
来
の
封
建
的
存
在
で
あ
る
か
の
よ
う
な
理
解
を

示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
み
て
き
た
こ
と
か
ら
も
容
易
に
わ
か
る
よ
う

に
、
家
元
が
社
会
的
地
位
を
確
立
し
て
い
た
歴
史
は
そ
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
東
西
本
願
寺
大
谷
家
と
対
比
し
う
る
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よ
う
な
状
況
は
、
す
く
な
く
と
も
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
に
は
あ
り
え
な
か
っ

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
時
期
に
、
家
元
に
関
す
る
大
い
な
る
誤

解
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
現
象
で
あ
る
。

Ⅵ　

ま
と
め

幕
末
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
ま
で
の
茶
の
湯
の
状
況
を
、「
貴
紳
の
茶

の
湯
」
と
「
流
儀
の
茶
の
湯
」
と
の
二
つ
の
茶
の
湯
文
化
の
消
長
と
い
う
視
点

で
検
討
し
た
。
分
析
方
法
と
し
て
「
天
皇
と
の
距
離
」
と
い
う
指
標
を
用
い
た

の
は
、
別
々
に
存
在
し
て
き
た
こ
の
二
つ
の
茶
の
湯
文
化
の
位
置
関
係
を
、
同

じ
も
の
さ
し
で
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

考
察
結
果
を
こ
こ
で
再
度
整
理
し
て
お
く
。「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
と
「
流
儀

の
茶
の
湯
」
と
い
う
二
つ
の
茶
の
湯
文
化
を
あ
ら
わ
す
言
葉
を
近
世
の
茶
の
湯

に
ま
で
拡
大
す
る
な
ら
ば
、
本
稿
で
論
じ
た
内
容
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
だ

ろ
う
。

近
世
前
期
に
は
、「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
武
家
層
で
は
、
儀

礼
と
し
て
の
茶
の
湯
を
つ
か
さ
ど
る
職
業
的
茶
の
湯
技
芸
者
、
す
な
わ
ち
〝
茶

堂
〞
が
必
要
と
さ
れ
た
。
の
ち
に
、〝
家
元
〞
と
し
て
成
長
す
る
千
家
も
、
大

名
家
に
〝
茶
堂
〞
と
し
て
出
仕
し
た
。

近
世
中
期
に
は
、
家
元
は
、
富
裕
町
人
農
民
層
に
勢
力
を
広
げ
、
数
多
く
の

門
弟
を
組
織
し
た
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
頂
点
に
、
茶
の
湯
指
導
者
と
し
て
君
臨
し

た
。
こ
れ
が
実
質
的
な
「
流
儀
の
茶
の
湯
」
の
誕
生
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
近

世
に
お
い
て
家
元
は
二
つ
の
顔
を
も
っ
て
い
た
。
一
つ
は
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」

に
お
け
る
〝
茶
堂
〞
で
あ
り
、も
う
一
つ
は
「
流
儀
の
茶
の
湯
」
に
お
け
る
〝
家

元
〞
で
あ
っ
た
。
茶
の
湯
の
「
近
世
家
元
シ
ス
テ
ム
」
は
、
こ
の
よ
う
な
二
重

構
造
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
幕
末
期
に
は
、
家
元
は
、
近

世
初
期
か
ら
の
願
望
で
あ
る
「
天
皇
へ
の
茶
献
上
」
を
実
現
し
、「
天
皇
と
の

距
離
」
を
近
づ
け
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
家
元
の
実
力
を
示

す
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
近
世
末
期
に
一
定
の
達
成
を
み
た
家
元
の
天
皇
へ
の

志
向
性
、
そ
れ
は
千
宗
旦
に
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
近
世
初
期
以
来
の
も
の
で
あ

る
と
も
い
え
る
が
、
現
在
で
は
皇
室
と
の
姻
戚
関
係
と
い
う
状
況
で
現
実
の
も

の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
世
末
期
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
道
程
は
、
そ
れ
ほ
ど

単
調
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
歴
史
の
展
開
は
、
そ
の
ま
ま
「
天
皇
と
の
距

離
」
を
よ
り
近
づ
け
て
い
く
方
向
に
は
運
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
維
新

後
、
家
元
は
低
迷
期
を
む
か
え
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、「
貴

紳
の
茶
の
湯
」
に
お
け
る
〝
茶
堂
〞
と
い
う
基
盤
を
失
っ
た
こ
と
に
あ
る
。「
貴

紳
の
茶
の
湯
」が
先
導
し
た
明
治
期
の
茶
の
湯
復
興
期
に
は
、「
天
皇
と
の
距
離
」

が
近
い
位
置
に
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
が
厳
然
と
し
て
存
在
し
た
。
社
会
的
地
位

を
低
下
さ
せ
た
家
元
は
、
天
皇
へ
の
志
向
性
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
も
思

え
る
。
そ
し
て
、「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
に
お
け
る
旧
来
の
〝
茶
堂
〞
と
し
て
行

動
す
る
の
が
家
元
の
姿
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
大
正
・
昭
和
初
期
に
至
っ
て
状
況
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
こ
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ろ
ま
で
に
「
流
儀
の
茶
の
湯
」
も
徐
々
に
復
興
し
、
家
元
も
着
実
に
勢
力
を
の

ば
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
実
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幕
末
に
強
く
念
願
さ

れ
た
「
天
皇
と
の
距
離
」
を
、
こ
の
時
期
の
家
元
は
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
意
識
し

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
逆
に
皇
室
側
か
ら
の
積
極
的
な
働
き
か
け
に

よ
っ
て
「
皇
族
へ
の
献
茶
」
が
実
現
し
、「
天
皇
と
の
距
離
」
が
再
び
現
実
の

も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
熊
倉
功
夫
は
、
昭
和
初
期
の
家
元
の
状
況
を
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

戦
争
に
よ
る
崩
壊
を
ま
た
ず
と
も
、
茶
道
界
は
財
界
の
数
寄
者
の
手
を

離
れ
て
い
た
。
も
は
や
茶
道
界
に
と
っ
て
の
支
持
者
は
、
財
界
で
は
な
く

大
衆
で
あ
り
、
大
衆
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
茶
の
宗
匠
で
は
な
く
、
こ
こ

に
は
大
衆
を
指
導
す
る
宗
匠
の
姿
が
あ
っ
た）

157
（

そ
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
と
戦
後
改
革
の
結
果
、
身
分
社
会
は
崩
壊

し
た
。
す
で
に
力
を
失
っ
て
い
た
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
と
成
長
す
る
「
流
儀
の

茶
の
湯
」
と
の
力
関
係
の
逆
転
は
、
白
日
の
下
に
さ
ら
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
は
事
実
上
存
在
し
え
な
く
な

り
、「
流
儀
の
茶
の
湯
」
の
全
盛
期
と
な
る
。
家
元
は
、〝
文
化
的
貴
族
〞
と
し

て
、
茶
の
湯
文
化
の
頂
点
に
立
つ
存
在
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
存
在
感
の

大
き
さ
が
、
家
元
は
封
建
遺
制
で
あ
る
と
の
批
判
を
ま
ね
く
こ
と
と
も
な
っ

た
。

以
上
が
、
本
稿
に
お
い
て
概
観
し
た
〝
近
代
に
お
け
る
〞
茶
の
湯
家
元
の
歴

史
で
あ
る
。
た
だ
し
、
結
果
的
に
実
現
し
た
、〝
絶
対
的
な
〞
茶
の
湯
指
導
者

と
し
て
の
地
位
を
、家
元
が
み
ず
か
ら
積
極
的
に
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
に
は
、

も
う
一
段
の
成
長
と
そ
の
た
め
の
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

現
代
の
家
元
は
、
大
正
・
昭
和
初
期
の
家
元
の
あ
り
方
と
も
異
な
る
存
在
に
、

よ
り
大
き
く
成
長
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

注

引
用
文
中
の
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
用
の
も
の
に
あ
ら
た
め
た
。

家
系
、
生
没
年
、
事
績
等
に
つ
い
て
は
、
霞
会
館
諸
家
資
料
調
査
委
員
会
編
『
昭
和

新
修
華
族
家
系
大
成
』
上
下
巻
（
霞
会
館
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
））、『
人
事

興
信
録
』（
人
事
興
信
所
、
各
版
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
１
） 

家
元
制
度
の
成
立
時
期
の
諸
説
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
茶
の
湯
の
流
派
維
持
の

あ
り
方―

組
織
論
と
点
前
論
の
観
点
か
ら―

」『
藝
能
史
研
究
』
第
一
七
一
号
、
藝
能

史
研
究
會
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）、
二
〇
〜
三
七
頁
に
お
い
て
論
じ
た
。

（
２
） 

数
寄
屋
御
成
に
つ
い
て
は
、
矢
部
誠
一
郎
『
日
本
茶
の
湯
文
化
史
の
新
研
究
』

雄
山
閣
、
平
成
十
七
年
、
一
七
九
〜
一
九
八
頁
参
照
。
な
お
、
初
出
は
、『
茶
湯
』
第

三
号
、
木
芽
文
庫
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）。

（
３
） 

神
津
朝
夫
『
茶
の
湯
の
歴
史
』
角
川
学
芸
出
版
、平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）、

二
〇
七
頁
参
照
。
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（
４
） 

た
と
え
ば
、
谷
端
昭
夫
『
チ
ャ
ー
ト
茶
道
史
』
淡
交
社
、
平
成
七
年

（
一
九
九
五
）、一
二
四
〜
一
二
五
、二
一
〇
〜
二
一
一
頁
。
た
だ
し
、谷
端
昭
夫
は
、「
わ

び
茶
」、「
大
名
茶
」
以
外
に
、「
貴
族
の
茶
」
と
い
う
類
型
を
想
定
し
て
い
る
。

（
５
） 

西
山
松
之
助
「
家
元
の
研
究
」『
西
山
松
之
助
著
作
集
』
第
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
参
照
。

（
６
） 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
近
代
数
寄
者
の
茶
」
と
い
う
表
現
が
一
般
的
で
あ
る
。
し

か
し
、
隠
者
的
な
印
象
の
あ
る
〝
数
寄
者
〞
と
い
う
言
葉
で
は
、
実
態
を
あ
ら
わ
す
の

に
不
十
分
と
考
え
る
。

（
７
） 

た
だ
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
彼
ら
が
「
茶
の
湯
の
点
前
や
作
法
に
は
一
向
無
頓

着
だ
っ
た
」（
熊
倉
功
夫
『
茶
の
湯
と
い
け
ば
な
の
歴
史
』
左
右
社
、
平
成
二
十
一
年

（
二
〇
〇
九
）、
二
一
二
頁
）
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。

（
８
） 

明
治
期
に
お
け
る
伝
統
芸
能
の
復
興
に
お
け
る
「
天
覧
」
の
意
義
は
、
能
楽
と

歌
舞
伎
と
を
対
比
す
る
と
、よ
り
明
ら
か
と
な
る
。
能
楽
は
、明
治
九
年
（
一
八
七
六
）

岩
倉
具
視
邸
に
お
い
て
天
覧
能
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
能
楽
自
体
は
、
江
戸
時
代
か
ら
宮

中
で
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
明
治
天
皇
自
身
も
好
ん
だ
こ
と
か
ら
、
天
覧
自
体
に
は
問

題
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
庶
民
の
芸
能
で
あ
る
と
し
て
評
価
が
低
い
歌
舞
伎

は
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
寺
島
宗
則
邸
に
お
け
る
天
覧
歌
舞
伎
の
計
画
が
岩
倉

具
視
の
反
対
で
中
止
さ
れ
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
井
上
馨
邸
に
お
い
て
天
覧
茶

会
と
だ
き
あ
わ
せ
に
よ
り
、
よ
う
や
く
天
覧
が
実
現
し
た
（
藝
能
史
研
究
會
編
『
日
本

芸
能
史
』
第
七
巻
、
法
政
大
学
出
版
局
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）、
二
三
〜
三
八
頁

参
照
）。
な
お
、
こ
の
「
天
覧
」
に
よ
る
芸
能
認
知
シ
ス
テ
ム
は
、
昭
和
三
十
四
年

（
一
九
五
九
）
の
野
球
の
天
覧
試
合
ま
で
生
き
て
い
た
と
い
え
る
。

（
９
） 

禁
中
茶
会
は
二
回
お
こ
な
わ
れ
、
有
名
な
黄
金
の
茶
室
を
搬
入
し
た
の
は
、
翌

天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。

（
10
） 

桑
田
忠
親
『
千
利
休
研
究
』
東
京
堂
出
版
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）、

一
一
〇
頁
。

（
11
） 

『
利
休
大
事
典
』
淡
交
社
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）、
六
七
頁
。

（
12
） 

千
宗
旦
の
手
紙
に
「
国
母
様
御
用
被
仰
下
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（『
新
編
元
伯

宗
旦
文
書
』
表
千
家
不
審
菴
文
庫
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）、
二
五
二
頁
）。

（
13
） 

こ
の
経
緯
は
、
千
宗
旦
の
手
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
新
編
元
伯
宗
旦
文

書
』
二
六
五
頁
）。

（
14
） 

千
宗
旦
は
、
東
福
門
院
か
ら
の
下
賜
を
「
町
人
如
何
様
義
、
無
之
由
候
」（
町
人

に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
は
、例
が
な
い
と
の
こ
と
）
と
記
し
て
い
る
（
前
掲
『
新

編
元
伯
宗
旦
文
書
』
二
六
五
頁
）。
こ
の
口
吻
か
ら
は
他
に
も
事
例
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
） 

「
普
公
茶
話
」『
茶
道
全
集
』
巻
十
一
、
創
元
社
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）、

七
二
一
頁
。

（
16
） 

前
掲
「
普
公
茶
話
」
七
二
二
頁
。
な
お
、
句
読
点
は
引
用
者
が
お
ぎ
な
っ
た
。

（
17
） 

千
宗
員
（
而
妙
斎
）「
不
審
庵
の
代
々
」『
日
本
の
茶
家
』
河
原
書
店
、
昭
和

五
十
八
年
（
一
九
八
三
）、
五
二
〜
五
三
頁
。

（
18
） 

井
口
海
仙
「
今
日
庵
の
代
々
」
前
掲
『
日
本
の
茶
家
』
八
二
〜
八
三
頁
。

（
19
） 

表
千
家
は
紀
州
藩
徳
川
家
、
裏
千
家
は
加
賀
藩
前
田
家
、
の
ち
に
伊
予
松
山
藩

久
松
松
平
家
、
武
者
小
路
千
家
は
高
松
藩
松
平
家
に
、
そ
れ
ぞ
れ
出
仕
し
た
。

（
20
） 
「
大
給
松
平
家
側
の
系
図
に
は
、
の
ち
の
玄
々
斎
宗
室
と
お
ぼ
し
き
人
物
が
見
当

た
ら
な
い
」（
熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和

五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）、
一
〇
一
頁
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
榎
元
半
重
著
『
大
給
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龜
崖
公
伝
』（
大
給
恒
の
伝
記
）
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
に
は
、「
家
庭
雑
話
」

の
な
か
に
「
髙
祖
乗
友
公
の
末
男
千
家
宗
匠
」（
同
書
、
三
二
二
頁
）
と
記
載
が
あ
る

の
で
、
大
給
家
が
事
実
と
し
て
認
め
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
　

な
お
、『
今
日
庵
月
報
』
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
創
刊
号
に
は
、「
祝
詞　

伯

爵　

大
給
恒
」
と
あ
る
。
内
容
は
「
今
日
菴
月
報
発
刊
ヲ
祝
ス
」（
同
号
二
頁
）
と
い

う
言
葉
だ
け
で
あ
る
が
、
両
者
の
関
係
が
う
か
が
え
る
。

（
21
） 

「
従
来
の
点
前
を
整
理
し
て
段
階
づ
け
、
点
前
に
お
け
る
新
し
い
秩
序
を
つ
く
り

だ
し
た
」（
熊
倉
功
夫
、前
掲
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』
一
一
四
頁
）
と
指
摘
が
あ
る
。

（
22
） 

筒
井
紘
一
「
茶
会
記
に
よ
る
玄
々
斎
精
中
宗
室
居
士
と
そ
の
交
友
」『
玄
々
斎
精

中
宗
室
居
士
』
淡
交
社
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）、
一
一
七
〜
一
二
三
頁
。

（
23
） 

井
口
海
仙
「
精
中
居
士
を
思
う
」
前
掲
『
玄
々
斎
精
中
宗
室
居
士
』
六
九
〜
七
〇

頁
。

（
24
） 

筒
井
紘
一
、
前
掲
論
文
、
一
三
五
〜
一
四
〇
頁
。

（
25
） 

筒
井
紘
一
、
前
掲
論
文
、
一
三
〇
〜
一
三
四
頁
。

（
26
） 

「
意
図
的
に
玄
々
斎
が
、
禁
裏
公
家
社
会
へ
の
交
渉
を
深
め
よ
う
と
し
た
」（
熊

倉
功
夫
、
前
掲
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』
一
一
二
頁
）
と
指
摘
が
あ
る
。

（
27
） 

『
茶
道
の
源
流
』
第
六
巻
資
料
篇
、
淡
交
社
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）、

六
三
〜
六
四
頁
。
な
お
、
明
ら
か
な
翻
刻
の
誤
り
は
訂
正
し
た
。

（
28
） 

同
右
書
、
六
四
頁
。

（
29
） 

同
右
書
、
六
六
〜
六
七
頁
。

（
30
） 

「
今
日
庵
の
禁
裏
茶
献
上
を
傍
証
す
る
史
料
を
、
今
見
出
せ
ぬ
」（
熊
倉
功
夫
、

前
掲
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』、
一
一
三
頁
）
と
指
摘
が
あ
る
。
な
お
、
十
九
世
紀
は

じ
め
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
茶
祖
的
伝
』
に
お
い
て
は
、
東
福
門
院
と
千
宗
旦

と
の
関
係
を
「
門
院
侍
女
を
し
て
茶
道
を
翁
に
問
せ
給
ふ
。
此
侍
女
元
伯
翁
の
後
妻
と

な
る
。
真
巌
宗
見
大
姉
是
也
」
と
の
べ
、そ
の
割
注
に
「
門
院
御
入
門
」
と
あ
る
の
で
、

東
福
門
院
が
千
宗
旦
に
学
ん
だ
よ
う
に
説
明
し
て
い
る（
木
芽
文
庫
編『
茶
湯
』六
号
、

思
文
閣
、
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）、
五
三
頁
）。
し
か
し
、「
元
伯
宗
旦
文
書
」

を
み
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
事
実
と
し
て
信
じ
が
た
い
。

（
31
） 

桑
田
忠
親
、
前
掲
書
、
一
一
一
頁
。

（
32
） 

濱
本
宗
俊
は
、こ
の
点
を
正
し
く
指
摘
し
て
い
る
（
濱
本
宗
俊
「
玄
々
斎
の
遺
風
」

前
掲
『
玄
々
斎
精
中
宗
室
居
士
』
九
八
頁
）。

（
33
） 

た
と
え
ば
、「
天
皇
に
献
茶
を
奉
仕
し
た
」
（
井
口
海
仙
、
前
掲
「
今
日
庵
の

代
々
」
一
〇
五
頁
）、「
禁
中
へ
の
献
茶
」（
筒
井
紘
一
、
前
掲
論
文
、
一
一
三
頁
ほ
か
）

と
い
う
よ
う
な
表
現
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
「
茶
献
上
」
で
な
く

「
献
茶
」
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

（
34
） 

熊
倉
功
夫
、
前
掲
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』
一
一
四
頁
。

（
35
） 

千
玄
室
（
又
玅
斎
）、
千
宗
室
（
円
能
斎
）
共
編
、
福
田
錦
松
堂
。

（
36
） 

前
掲
『
茶
道
の
源
流
』
第
六
巻
、
一
二
七
頁
。

（
37
） 

谷
晃
「
近
代
の
藪
内
家
」
藪
内
紹
智
（
竹
中
）
監
修
『
藪
内
流
の
茶
道
』
古
儀

茶
道
藪
内
流
竹
風
会
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）、
七
八
頁
。
な
お
、
同
書
、

一
二
八
頁
で
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
書
状
と
解
し
て
い
る
。

（
38
） 

筒
井
紘
一
、
前
掲
論
文
、
一
三
五
頁
。

（
39
） 

熊
倉
功
夫
、
前
掲
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』
二
一
五
頁
。

（
40
） 
こ
の
「
天
覧
茶
会
」
の
背
景
と
し
て
、
貴
紳
の
茶
の
湯
の
一
定
の
復
興
が
実
現

し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
の
日
記
を
分
析
し
た
秋
元
信
英

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
の
べ
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
「
皇
族
の
数
寄
屋
御
成
」
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（
後
掲
論
文
、
三
一
二
頁
）
と
い
う
べ
き
着
想
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
が
「
茶
道
文
化

史
上
の
新
し
い
兆
候
」（
後
掲
論
文
、
同
頁
）
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　
　
（
明
治
天
皇
の
政
府
大
官
へ
の
行
幸
は
）
王
政
復
古
の
功
臣
へ
の
恩
恵
で
あ
っ

た
。
旧
時
代
に
あ
っ
た
将
軍
の
「
御
成
」
が
行
幸
に
か
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
お

そ
ら
く
は
、
こ
れ
が
モ
デ
ル
と
な
り
、
言
わ
ば
茶
席
開
に
皇
族
の
最
高
位
で
茶
の

湯
に
堪
能
な
記
主
（
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王―

引
用
者
注
）
を
迎
え
る
着
想
が
発

生
し
た
。（
秋
元
信
英
「『
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
日
記
』
の
茶
道
文
化
史
的
特
質
」

『
國
學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
一
号
、
平
成

二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）、
三
一
三
頁
）

　
　

す
な
わ
ち
、
明
治
期
の
天
皇
・
皇
族
と
の
茶
の
湯
の
か
か
わ
り
は
、
復
興
す
る
貴
紳

の
茶
の
湯
の
担
い
手
た
ち
が
、
天
皇
・
皇
族
を
茶
の
湯
に
巻
き
込
ん
で
い
こ
う
と
し
た

現
象
と
評
価
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
41
） 

『
明
治
天
皇
紀
』
第
六
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）、
七
三
七

〜
七
三
八
頁
。

（
42
） 

『
世
外
井
上
公
伝
』
第
三
巻
、内
外
書
籍
、昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）、八
〇
四
頁
。

（
43
） 

同
右
書
、
八
〇
八
頁
。

（
44
） 

同
右
書
、
八
〇
三
頁
。

（
45
） 

こ
の
と
き
明
治
天
皇
に
同
行
し
た
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
は
、
当
日
の
日
記
に

廿
六
日
晴

一
外
務
大
臣
伯
井
上
馨
、
麻
布
鳥
居
坂
邸
へ
午
後
一
時
御
出
門
聖
上
臨
幸
ニ
付

案
内
行
向
、
演
劇
御
覧
、
同
十
時
還
幸
、
直
ニ
帰
館
、
陸
軍
歩
兵
大
佐
小
川
又

次
面
謁
之
事
、

と
だ
け
記
し
て
い
る
（『
熾
仁
親
王
日
記
』
巻
四
、
高
松
宮
、
昭
和
十
一
年

（
一
九
三
六
）、
四
九
二
頁
）。

　
　

な
お
、
井
上
馨
の
案
内
状
を
、
四
月
二
十
二
日
条
に
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
に

は
茶
席
に
も
歌
舞
伎
に
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
（
同
書
、
四
九
〇
〜
四
九
一
頁
）。

（
46
） 

熊
倉
功
夫
、
前
掲
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』
二
一
五
頁
。

（
47
） 

こ
の
行
幸
が
茶
の
湯
の
復
興
の
契
機
で
あ
る
と
か
、
そ
の
復
興
の
象
徴
で
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
井
上
馨
自
身
が
そ
の
功
を
吹
聴
し
た
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
井
上
馨
と
茶
の
湯
を
介
し
て
親
し
く
交
際
し
て
い
た
高
橋
義
雄
は
、
た
と
え

ば
『
茶
道
読
本
』
の
な
か
の
「
維
新
前
後
の
茶
道
」、「
明
治
中
期
以
後
の
茶
事
」（
秋

豊
園
出
版
部
、昭
和
十
一
年
、五
八
〜
六
三
頁
）
に
お
い
て
、な
に
も
ふ
れ
て
い
な
い
。

（
48
） 

熊
倉
功
夫
、
前
掲
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』
二
一
五
頁
。

（
49
） 

熊
倉
功
夫
、
前
掲
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』
二
一
七
頁
。

（
50
） 

『
毎
日
新
聞
』
明
治
二
十
年
四
月
二
十
八
日
の
記
事
。
な
お
、
ル
ビ
は
省
略
し
た

（『
復
刻
版
横
浜
毎
日
新
聞
』
第
四
十
九
巻
〜
第
五
十
二
巻
、
不
二
出
版
、
平
成
五
年

（
一
九
九
三
））。

（
51
） 

『
萬
象
録　

高
橋
箒
庵
日
記
』
巻
四
、
思
文
閣
出
版
、
昭
和
六
十
三
年

（
一
九
八
八
）、
三
八
四
頁
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
十
月
二
十
八
日
条
。

（
52
） 

た
と
え
ば
、
益
田
孝
、
益
田
克
徳
、
益
田
英
作
、
馬
越
恭
平
、
近
藤
廉
平
ら
は

そ
の
教
え
を
受
け
た
。

（
53
） 

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
八
月
二
十
一
日
、
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
行

幸
に
お
い
て
、
明
治
天
皇
に
対
し
て
「
旧
龍
野
藩
主
脇
坂
安
斐
点
茶
を
献
る
」（『
明
治

天
皇
紀
』
第
四
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）、
二
四
三
頁
）
と
い

う
事
例
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、別
の
機
会
に
く
わ
し
く
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
54
） 

『
京
都
博
覧
会
沿
革
誌
』
中
巻
（
京
都
博
覧
協
会
編
纂
、
明
治
三
十
六
年
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（
一
九
〇
三
））
に
よ
る
と
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
は
、
孝
明
天
皇
二
十
年
祭
に

あ
た
る
た
め
、
天
皇
皇
后
の
京
都
行
幸
啓
が
あ
り
、
新
古
美
術
会
に
も
行
幸
啓
が
あ
っ

た
も
の
で
あ
る
（
同
書
、
二
三
五
頁
）。「
抹
茶
、
煎
茶
ノ
二
席
ヲ
設
ケ
」（
同
書
、

二
三
七
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
天
皇
へ
の
献
茶
の
記
録
は
の
こ
さ
れ
て
い
な
い
。

（
55
） 

鈴
木
半
茶
「
二
茶
会
記
に
見
る
時
代
相
」『
わ
び
』
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）

八
月
号
、河
原
書
店
、三
六
〜
三
七
頁
。
鈴
木
半
茶
は
、「
苑
内
博
覧
会
場
と
あ
る
の
は
、

名
古
屋
博
物
館
苑
内
の
こ
と
と
思
は
れ
る
」（
同
書
、
三
七
頁
）
と
記
し
て
い
る
が
、

あ
や
ま
り
で
あ
ろ
う
。

（
56
） 

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
京
都
博
覧
会
は
、
三
井
八
郎
右
衛
門
、
小
野
善
助

お
よ
び
熊
谷
久
右
衛
門
の
三
人
を
会
主
と
し
て
開
催
さ
れ
た
（
前
掲
『
京
都
博
覧
会
沿

革
誌
』
上
巻
、
一
頁
）。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
京
都
博
覧
会
社
が
組
織
さ
れ
た

と
き
も
、
三
人
の
会
主
は
ひ
き
つ
が
れ
た
。
な
お
、
三
千
家
お
よ
び
藪
内
家
は
、
そ
こ

で
は
「
補
助
出
勤
」
と
い
う
役
割
を
担
っ
た
（
前
掲
『
京
都
博
覧
会
沿
革
誌
』
上
巻
、

三
、
四
、
六
頁
）。

（
57
） 

同
校
は
、明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
新
英
学
校
及
び
女
紅
場
と
し
て
は
じ
ま
り
、

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
京
都
府
女
学
校
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
京
都

府
高
等
女
学
校
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
京
都
府
立
第
一
高
等
女
学
校
、
大

正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
京
都
府
立
京
都
第
一
高
等
女
学
校
と
そ
れ
ぞ
れ
名
称
を
あ

ら
た
め
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
は
京
都
府
立
鴨
沂
高
等
学
校
と
な
り
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
（
小
林
善
帆
「『
皇
后
宮
陛
下
臨
御
』
の
風
景
」『
茶
道
雑
誌
』
平
成

十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
四
月
号
、
河
原
書
店
、
一
二
〇
頁
）。

（
58
） 

『
京
都
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
三
号
、
鴨
沂
会
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）、
五
〇

〜
五
一
頁
。
な
お
、こ
の
資
料
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
小
林
善
帆
氏
か
ら
教
示
を
え
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
59
） 

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
の
事
例
が
表
千
家
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
裏
千
家

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
小
林
善
帆
は
、
当
時
千
玄
室
（
又
玅
斎
）
は
同
校
の
茶
儀
嘱

託
教
授
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
し
て
、そ
の
経
緯
を
つ
ぎ
の
と
お
り
説
明
し
て
い
る
。

同
校
の
「
茶
」「
花
」
に
関
す
る
教
員
（「
嘱
託
教
授
」）
に
つ
い
て
は
、
明
治

十
一
年
（
一
八
七
八
）
一
月
に
千
宗
左
（
碌
々
斎
）、
明
治
十
二
年
十
月
に
池
坊

専
正
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
「
茶
」
の
教
員
は
、明
治
二
十
二
年
五
月
、

千
宗
左
か
ら
千
玄
室
（
又
玅
斎
）
に
代
わ
っ
て
い
ま
す
。「
皇
后
宮
陛
下
臨
御
」

に
お
い
て
点
前
が
千
玄
室
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
の
た
め
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。（
小
林
善
帆
、
前
掲
論
文
、
一
二
三
頁
）

（
60
） 

『
明
治
天
皇
紀
』
に
お
い
て
、明
治
二
十
年
二
月
一
日
条
（
前
掲
『
明
治
天
皇
紀
』

第
六
、
六
九
〇
〜
六
九
一
頁
）、
明
治
二
十
三
年
四
月
二
十
七
日
条
（『
明
治
天
皇
紀
』

第
七
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）、
五
四
一
頁
）
と
も
、
行
幸
ま

た
は
行
啓
の
記
録
は
あ
る
が
、
喫
茶
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

（
61
） 

『
今
日
庵
月
報
』
第
三
巻
第
十
号
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
七
月
、
八
頁
。

な
お
、
本
文
引
用
に
つ
づ
い
て
詳
細
な
会
記
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
62
） 

安
田
善
次
郎
『
松
翁
茶
会
記
』
下
巻
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）、
四
〇
一
〜

四
〇
二
頁
。

（
63
） 

前
掲
『
今
日
庵
月
報
』
第
三
巻
第
十
号
、
五
頁
。

（
64
） 

千
宗
室
（
円
能
斎
）
の
妻
つ
な
子
は
、
旧
三
田
藩
士
西
貢
の
娘
で
あ
り
、
西
貢

の
妻
が
三
田
藩
主
九
鬼
隆
徳
の
娘
で
あ
る（『
三
田
市
史
』第
四
巻
近
世
資
料
、三
田
市
、

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）、
六
三
〜
六
四
頁
）
の
で
、
藩
主
の
九
鬼
家
の
遠
縁
に
あ

た
る
。
ま
た
、
九
鬼
隆
一
の
生
家
の
星
崎
家
と
西
家
と
は
姻
戚
関
係
に
あ
る
（
辻
田
無
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茶
士「
九
鬼
男
と
今
日
庵
」『
茶
道
月
報
』昭
和
六
年（
一
九
三
一
）十
月
号
、八
八
頁
）。

（
65
） 
九
鬼
隆
一
は
、
本
文
後
述
の
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
千
宗
室
（
円
能
斎
）

の
銀
婚
式
に
来
賓
祝
辞
を
の
べ
（『
今
日
庵
月
報
』
第
六
巻
第
七
号
臨
時
増
刊
「
銀
華

記
念
号
」
大
正
三
年
、
一
〇
頁
）、
千
宗
室
（
淡
々
斎
）
に
「
淡
々
斎
」
の
号
を
授
け

る
（
前
掲
『
茶
道
月
報
』
昭
和
六
年
十
月
号
、
八
八
頁
）
な
ど
、
裏
千
家
と
の
関
係
が

深
い
。

（
66
） 

本
文
Ⅲ
３
（
２
）
参
照
の
こ
と
。

（
67
） 

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
十
一
月
二
十
六
日
、「
久
松
家

に
於
定宗

カ

室
上
京
に
付
臨
時
御
茶
事
の
御
催
あ
り
被
召
」と
記
録
が
あ
る（『
今
日
庵
月
報
』

第
二
巻
第
四
号
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
月
、
一
二
頁
）。

（
68
） 

『
今
日
庵
月
報
』
第
一
巻
第
八
号
、
明
治
四
十
二
年
五
月
、
一
二
頁
。

（
69
） 

前
掲
『
今
日
庵
月
報
』
第
六
巻
第
七
号
臨
時
増
刊
「
銀
華
記
念
号
」、
二
頁
。

（
70
） 

千
宗
左
（
即
中
斎
）「
浅
春
記
」『
わ
び
』
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
三
月
号
、

三
〜
四
頁
。
な
お
、
昭
和
十
四
年
四
月
十
七
日
に
は
、
表
千
家
家
督
披
露
お
茶
事
に
、

紀
州
家
当
主
徳
川
頼
貞
夫
妻
を
迎
え
て
い
る
（「
紀
州
侯
の
お
成
り
」『
わ
び
』
昭
和

十
四
年
五
月
号
、
五
六
〜
五
八
頁
）。

（
71
） 

安
田
善
次
郎
『
松
翁
茶
会
記
』
中
巻
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）、
二
五
八
頁
。

（
72
） 

大
正
天
皇
の
養
育
係
と
も
い
え
る
明
宮
祗
候
（
明
宮
勤
務
）
は
、
大
正
天
皇
の

生
ま
れ
た
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
か
ら
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
お
よ
ん

で
い
る
（『
松
浦
詮
伯
伝
』
第
二
巻
、松
浦
伯
爵
家
編
修
所
、昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）、

一
九
五
〜
二
二
四
頁
）。
ま
た
、
明
治
二
十
一
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
常
宮
昌
子
内

親
王
（
明
治
天
皇
の
第
六
皇
女
、
た
だ
し
、
事
実
上
の
長
女
）
の
御
降
誕
御
用
掛
お
よ

び
常
宮
御
養
育
主
任
を
つ
と
め
て
い
る
（
同
書
、
二
二
五
〜
二
三
九
頁
）。

（
73
） 

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
華
族
令
制
定
時
の
経
緯
を
松
浦
家
で
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
伝
え
て
い
る
。

　

御
当
家
伯
爵
之
御
事
は
、
初
メ
官
之
調
べ
ハ
子
爵
之
調
べ
な
り
し
由
な
る
に
、

御
授
爵
之
前
日
、
太
政
大
臣
三
条
実
美
公
ゟ 
、
嵯
峨
実
愛
卿
に
、
松
浦
は
中
藩
な

り
と
思
ひ
し
に
、
授
爵
之
調
べ
ハ
小
藩
子
爵
之
撰
定
と
な
れ
り
。
若
し
間
違
て
は

違
憾
な
れ
バ
、
内
々
聞
合
せ
よ
と
、
御
内
意
あ
り
し
由
、（
略
）
更
に
調
べ
か
え

に
て
、
中
藩
伯
爵
に
な
ら
せ
ら
れ
し
と
ぞ
。（
前
掲
『
松
浦
詮
伯
伝
』
第
二
巻
、

二
〇
二
頁
）

（
74
） 

す
こ
し
時
代
は
下
が
る
が
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
時
事
新
報
社
が
調
査
し

た
「
全
国
五
十
万
円
以
上
資
産
家
表
」
に
よ
る
と
、
東
京
府
の
欄
で
は
、
松
浦
厚
は
財

産
見
込
額
千
万
円
と
あ
る
（
同
額
の
者
が
八
名
い
る
）。
財
産
見
込
額
千
万
円
を
上
回

る
人
物
は
二
十
三
名
、
そ
の
う
ち
大
名
華
族
は
前
田
利
為
、
島
津
忠
重
、
徳
川
頼
倫
の

三
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
富
裕
さ
が
う
か
が
え
る
（『
大
正
昭
和
日
本
全
国
資
産

家
地
主
資
料
集
成
Ⅰ
』
柏
書
房
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）、
六
頁
参
照
）。

　

松
浦
家
の
経
済
力
の
背
景
に
は
、
旧
領
地
の
一
寒
村
に
す
ぎ
な
か
っ
た
佐
世
保
に
明

治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
鎮
守
府
が
お
か
れ
、
軍
港
と
し
て
発
展
し
た
こ
と
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
確
定
し
た
松
浦
家
永
世
基
本
財
産

の
総
額
八
〇
万
円
の
内
訳
は
、
十
五
銀
行
株
式
二
十
万
円
、
そ
の
他
株
式
計
十
万
円
、

東
京
向
柳
原
邸
一
万
四
千
坪
十
五
万
円
、
田
地
百
町
十
万
円
に
対
し
、
佐
世
保
市
街
地

三
万
坪
二
十
五
万
円
と
、
そ
の
比
重
は
大
き
い
（
前
掲
『
松
浦
詮
伯
伝
』
第
二
巻
、

三
一
九
頁
）。

（
75
） 
「
し
げ
の
ぶ
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
織
豊
時
代
か
ら
江
戸
初
め
の
当
主

で
あ
る
初
代
藩
主
も
松
浦
鎮
信
で
あ
り
、区
別
の
た
め
に
、松
浦
家
で
は
「
ち
ん
し
ん
」
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と
音
読
み
し
て
い
る
。
な
お
、「
松
浦
」
の
姓
は
、「
ま
つ
ら
」
と
読
む
の
が
正
し
い
。

（
76
） 
松
浦
素
『
茶
湯
由
来
記
』
浪
速
社
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）、
三
一
頁
。

（
77
） 

『
心
月
庵
と
鎮
信
流
茶
道
』
松
浦
伯
爵
家
編
修
所
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）、

二
三
頁
。

（
78
） 

高
橋
義
雄
は
、「
西
南
戦
争
後
、
社
会
の
秩
序
の
漸
く
鎮
静
す
る
に
随
つ
て
、
明

治
十
三
年
頃
よ
り
、ぼ
つ
〳
〵
茶
人
が
頭
を
抬
げ
始
め
た
」（
高
橋
義
雄
『
箒
の
あ
と
』

上
巻
、
秋
豊
園
出
版
部
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）、
一
九
八
〜
一
九
九
頁
）
と
の

べ
て
い
る
。
ま
た
、
安
田
善
次
郎
が
『
松
翁
茶
会
記
』
を
記
し
は
じ
め
た
の
も
、
明
治

十
三
年
（
一
八
八
〇
）
で
あ
る
。

し
か
し
、
高
橋
義
雄
は
、「
明
治
十
年
西
南
戦
争
が
終
局
し
て
、
人
心
漸
く
安
定
す

る
に
及
ん
で
、
茲
に
始
て
茶
事
復
興
の
端
を
開
き
、
所
々
に
茶
会
を
催
す
者
が
出
現
し

た
。
此
時
に
当
つ
て
は
、
諸
大
名
没
落
の
後
と
て
、
茶
事
を
云
々
す
る
者
は
民
間
の
宗

匠
の
み
に
止
ま
り
、
其
茶
風
も
亦
自
ら
低
級
に
し
て
、
名
物
茶
器
を
使
用
す
る
は
我
等

の
事
に
あ
ら
ず
な
ど
称
し
て
（
略
）
明
治
十
二
三
年
頃
の
茶
会
記
を
見
れ
ば
、
大
正
昭

和
に
於
け
る
諸
家
の
茶
会
に
比
し
、
其
低
級
さ
に
驚
く
程
で
あ
つ
た
。
而
し
て
此
頃
復

興
茶
会
の
先
陣
を
勤
め
た
茶
人
は
、
東
都
に
於
て
は
松
浦
詮
、
渡
辺
驥
、
小
西
義
敬
、

益
田
克
徳
、
安
田
善
次
郎
、
大
住
清
白
等
、
其
他
数
人
を
数
え
得
る
」（
高
橋
義
雄
『
茶

道
読
本
』
秋
豊
園
出
版
部
、
昭
和
十
一
年
、
五
九
〜
六
〇
頁
。
傍
線
引
用
者
）
と
も
の

べ
て
い
る
。
前
半
部
分
か
ら
は
茶
の
湯
の
復
興
は
「
民
間
の
宗
匠
」
に
よ
る
も
の
と
な

る
が
、
後
半
部
分
に
列
記
さ
れ
た
人
名
か
ら
は
、
そ
の
説
明
が
妥
当
で
あ
る
と
は
思
え

な
い
。
そ
の
後
の
時
代
と
対
比
す
る
必
要
上
、
意
図
的
な
文
飾
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
渡
辺
驥
は
司
法
官
僚
で
大
審
院
検
事
長
、
小
堀
家
伝
来
の
茶
道
具
購
入

で
も
知
ら
れ
る
。
小
西
義
敬
は
郵
便
報
知
新
聞
の
創
業
者
、
益
田
克
徳
は
益
田
孝
の
次

弟
で
あ
る
実
業
家
（
東
京
海
上
保
険
株
式
会
社
総
支
配
人
ほ
か
）、
安
田
善
次
郎
は
安

田
財
閥
の
創
始
者
、
大
住
清
白
は
菓
子
舗
凮
月
堂
主
人
で
あ
る
。

（
79
） 

前
掲
『
心
月
庵
と
鎮
信
流
茶
道
』
二
六
〜
二
七
頁
。

（
80
） 

石
黒
況
翁
は
、和
敬
会
の
創
立
を
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
と
し
て
い
る
（
熊

倉
功
夫
、
前
掲
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』、
二
一
〇
頁
参
照
）。
し
か
し
、
引
用
文
の
と

お
り
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
松
浦
詮
は
、
和
敬

会
規
約
を
「
己
亥
七
月
」（
熊
倉
功
夫
、
前
掲
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』、
二
一
〇
頁
）

に
記
し
て
お
り
、
こ
れ
は
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
あ
た
る
。
ま
た
、『
松
翁

茶
会
記
』
に
お
け
る
「
和
敬
会
」
の
初
見
は
、明
治
三
十
二
年
九
月
二
十
日
（
前
掲
『
松

翁
茶
会
記
』
中
巻
、
一
八
六
頁
）
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
す
く
な
く
と
も
明
治
三
十
三

年
創
立
は
あ
り
え
な
い
。

（
81
） 

前
掲
『
心
月
庵
と
鎮
信
流
茶
道
』
五
三
〜
五
四
頁
。
な
お
、
こ
こ
に
掲
載
さ
れ

た
人
物
像
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
青
地
幾
次
郎
：
札
差
（
伊
勢
屋
）、
実
業
家
（
東

京
板
紙
株
式
会
社
監
査
役
）。
石
黒
忠
悳
：
子
爵
、
陸
軍
軍
医
総
監
、
貴
族
院
議
員
。

伊
藤
雋
吉
：
男
爵
、
海
軍
中
将
、
貴
族
院
議
員
。
伊
東
祐
麿
：
子
爵
、
海
軍
中
将
、
貴

族
院
議
員
。
岩
見
鑑
造
：
実
業
家
（
株
式
会
社
東
京
商
工
銀
行
取
締
役
）。
金
澤
三
右

衛
門
：
御
用
菓
子
司
、
実
業
家
（
醗
酵
社
（
桜
田
ビ
ー
ル
）
社
長
）。
戸
塚
文
海
：
海

軍
軍
医
総
監
。
東
胤
城
：
子
爵
、
旧
近
江
三
上
藩
主
。
東
久
世
通
禧
：
伯
爵
、
旧
公
家
、

貴
族
院
副
議
長
、
枢
密
院
副
議
長
。
久
松
勝
成
：
旧
伊
予
松
山
藩
主
。
松
浦
恒
：
平
戸

藩
松
浦
家
分
家
。
三
田
葆
光
：
国
学
者
、
東
京
女
子
師
範
学
校
教
諭
。
三
井
高
保
：
男

爵
、
三
井
室
町
家
当
主
、
三
井
銀
行
総
長
（
社
長
）。
安
田
善
次
郎
：
注
（
78
）
参
照
。

岡
崎
惟
素
：
三
菱
財
閥
系
の
実
業
家
（
東
京
株
式
取
引
所
肝
煎
、
日
本
逓
業
株
式
会
社

取
締
役
）。
三
井
八
郎
次
郎
：
男
爵
、
三
井
南
家
当
主
、
三
井
物
産
社
長
。
瓜
生
震
：
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三
菱
財
閥
系
の
実
業
家
（
汽
車
製
造
株
式
会
社
社
長
）。
吉
田
丹
右
衛
門
：
質
商
（
佐

野
屋
）、
実
業
家
（
旭
日
生
命
保
険
株
式
会
社
取
締
役
）。
馬
越
恭
平
：
大
日
本
麦
酒
株

式
会
社
社
長
、
貴
族
院
議
員
。
益
田
孝
：
男
爵
、
三
井
物
産
社
長
。
竹
内
専
之
助
：
織

物
商
。

（
82
） 

前
掲
『
松
浦
詮
伯
伝
』
第
二
巻
、
三
〇
二
〜
三
〇
三
頁
。

（
83
） 

『
松
浦
詮
伯
年
譜
』
松
浦
伯
爵
家
編
修
所
、
昭
和
二
年
、
一
二
四
頁
。

（
84
） 

前
掲
『
松
浦
詮
伯
伝
』
第
二
巻
、
三
一
二
頁
。

（
85
） 

前
掲
『
松
浦
詮
伯
伝
』
第
二
巻
、
三
四
二
頁
。

（
86
） 

前
掲
『
松
浦
詮
伯
年
譜
』
八
五
頁
。

（
87
） 

前
掲
『
松
浦
詮
伯
年
譜
』
九
七
頁
。

（
88
） 

前
掲
『
松
浦
詮
伯
年
譜
』
九
八
頁
。

（
89
） 

前
掲
『
松
浦
詮
伯
伝
』
第
二
巻
、
二
六
七
頁
。

（
90
） 

前
掲
『
松
浦
詮
伯
伝
』
第
二
巻
、
三
一
〇
頁
。

（
91
） 

前
掲
『
松
浦
詮
伯
伝
』
第
二
巻
、
三
二
一
頁
。

（
92
） 

前
掲
『
松
浦
詮
伯
伝
』
第
二
巻
、
三
二
二
頁
。

（
93
） 

前
掲
『
松
浦
詮
伯
伝
』第
二
巻
、
三
四
四
頁
。
つ
ぎ
の
二
つ
の
引
用
も
同
書
同
頁
。

（
94
） 

松
浦
詮
の
千
家
に
対
す
る
印
象
を
示
す
も
の
と
し
て
、
明
治
三
十
二
年

（
一
八
九
九
）
十
一
月
七
日
お
よ
び
八
日
訪
問
時
の
記
述
を
省
略
せ
ず
に
掲
載
す
る
。

正
午
、
千
宗
左
を
音
問
す
。
主
の
隠
者
、
中
潜
ま
で
出
迎
へ
た
り
。
石
径
幽
に

存
し
て
、
歩
々
古
色
を
帯
び
、
流
石
に
世
に
響
き
た
る
名
家
な
れ
ば
、
見
所
多
き

は
独
り
庭
園
の
み
な
ら
ざ
り
き
。

　

午
下
、
千
宗
室
に
招
か
る
。
又
隠
と
い
へ
る
草
庵
に
案
内
せ
り
。
櫨
園
翁
は
、

隠
れ
て
も
其
名
は
朽
ち
ぬ
草
の
菴
を
う
ら
珍
し
く
今
日
見
つ
る
哉

と
咏
み
出
で
ぬ
。（
前
掲
『
松
浦
詮
伯
伝
』
第
二
巻
、三
二
一
頁
お
よ
び
三
二
二
頁
）

（
95
） 

引
用
は
、
と
も
に
前
掲
『
松
浦
詮
伯
伝
』
第
二
巻
、
三
四
五
頁
。

（
96
） 

前
掲
『
松
浦
詮
伯
伝
』
第
二
巻
、
三
四
五
〜
三
四
六
頁
。

（
97
） 

「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
側
か
ら
の
千
家
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
大
正

十
年
（
一
九
二
一
）
か
ら
昭
和
元
年
（
一
九
二
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
高
橋
義
雄
編
『
大

正
名
器
鑑
』
第
一
編
〜
第
九
編
、
大
正
名
器
鑑
編
纂
所
に
お
け
る
あ
つ
か
い
が
参
考
に

な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
茶
入
と
茶
碗
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
松
浦
家
、
藪
内
家
、

表
千
家
、
裏
千
家
各
所
蔵
品
数
は
、
左
記
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
松
浦
詮
が
藪
内
家

を
高
く
評
価
し
、
表
千
家
、
裏
千
家
に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
関
心
を
示
し
て
い
な
い
こ
と

の
理
由
が
理
解
で
き
よ
う
。

　
　

な
お
、
高
橋
義
雄
は
、
藪
内
家
に
対
し
て
、「
利
休
の
遺
物
が
其
血
縁
あ
る
表
裏
千

家
に
少
く
し
て
、
却
つ
て
多
く
藪
内
家
に
伝
存
す
る
は
、
千
家
に
は
種
々
の
事
故
あ
り

て
伝
来
品
の
散
逸
せ
し
場
合
多
き
に
反
し
て
、藪
内
家
は
代
々
堅
実
に
其
箕
裘
を
守
り
、

滄
桑
変
革
の
際
と
雖
も
、
泰
然
不
動
の
態
度
を
持
続
し
た
る
が
為
め
な
ら
ん
」（
高
橋

箒
庵
『
大
正
茶
道
記
』
一
、
淡
交
社
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）、
二
四
六
頁
）
と
の

べ
て
い
る
。

（
98
） 
引
用
は
、
前
掲
『
松
浦
詮
伯
伝
』
第
二
巻
、
三
九
四
頁
、
四
二
八
頁
、
四
三
〇
頁
。

（
99
） 
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
六
月
の
千
家
訪
問
で
は
、
松
浦
詮
に
同
行
し
て

い
る
（
前
掲
『
松
浦
詮
伯
伝
』
第
二
巻
、
三
四
四
頁
）。

種
別

掲
載
総
数

松
浦
家
所
蔵

藪
内
家
所
蔵

表
千
家
所
蔵

裏
千
家
所
蔵

茶
入

四
三
六
点

九
点

三
点

〇
点

〇
点

茶
碗

四
三
九
点

五
点

八
点

三
点

〇
点

合
計

八
七
五
点

一
四
点

一
一
点

三
点

〇
点
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（
100
） 

出
典
は
、
前
掲
『
松
浦
詮
伯
伝
』
第
二
巻
、
三
九
五
、
四
一
五
、
四
三
一
、
四
四

二
、
四
四
八
頁
。
な
お
、
石
塚
宗
通
に
つ
い
て
は
、
同
書
、
三
七
三
頁
参
照
。

（
101
） 

前
掲
『
松
翁
茶
会
記
』
下
巻
の
巻
末
に
あ
る
高
橋
箒
庵
「
跋
」、
一
〜
二
頁
。

（
102
） 

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
三
月
十
一
日
「
三
井
氏
別
荘
に
於
け
る
千
家
宗

近匠
カ

の
茶
事
」
に
安
田
善
次
郎
は
客
と
な
っ
て
い
る
。（
前
掲
『
松
翁
茶
会
記
』
下
巻
、

三
〇
四
頁
）
な
お
、
若
干
関
係
す
る
も
の
と
し
て
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

十
二
月
三
日
に
千
家
宗
道匠

カ

氏
か
ら
相
伝
を
受
け
て
い
る
事
例
（
前
掲
『
松
翁
茶
会
記
』

下
巻
、
三
六
八
頁
）、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
五
月
三
日
「
千
家
出
張
所
（
三

井
家
茶
室
）
の
茶
事
」
と
い
う
事
例
（
前
掲
『
松
翁
茶
会
記
』
下
巻
、
三
九
八
頁
）
が

あ
る
。

（
103
） 

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
五
月
十
日
「
番
町
三
井
氏
の
茶
事
、
千
宗
左
、

小
松
浦
、
桑
原
、
大
久
保
の
諸
氏
と
余
」（
前
掲
『
松
翁
茶
会
記
』
下
巻
、
三
三
九
頁
）

が
あ
る
。
た
だ
し
、『
松
翁
茶
会
記
』
に
は
記
載
が
な
い
が
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

三
月
二
十
三
日
、
安
田
善
次
郎
の
茶
会
に
高
橋
義
雄
が
招
か
れ
た
際
、「
表
千
家
宗
匠
」

が
相
客
と
な
っ
て
い
る
事
例
が
あ
る
（『
萬
象
録　

高
橋
箒
庵
日
記
』
巻
三
、
思
文
閣

出
版
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）、
九
六
〜
九
七
頁
）。

（
104
） 

高
橋
箒
庵
、
前
掲
『
大
正
茶
道
記
』
一
、
一
二
七
〜
一
二
八
頁
。

（
105
） 

高
橋
箒
庵
『
昭
和
茶
道
記
』
一
、
淡
交
社
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）、

六
五
四
〜
六
五
五
頁
。
な
お
、「
余
は
大
正
初
年
先
代
円
能
斎
宗
匠
を
訪
問
し
て
以
来
、

久
し
く
無
沙
汰
し
て
居
た
」（
同
書
、
六
五
四
頁
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
正
四
年

（
一
九
一
五
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
106
） 

高
橋
箒
庵『
東
都
茶
会
記
』二
、
淡
交
社
、
平
成
元
年（
一
九
八
九
）、三
三
五
頁
。

な
お
、
前
掲
『
萬
象
録　

高
橋
箒
庵
日
記
』
巻
三
、
二
三
四
〜
二
三
五
頁
、
大
正
四
年

（
一
九
一
五
）
六
月
十
七
日
条
に
具
体
的
な
記
述
が
あ
る
。

（
107
） 

千
宗
室
（
円
能
斎
）
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
四
月
二
十
四
日
に
高
橋
義

雄
を
訪
問
し
て
い
る
。「
午
後
、
裏
千
家
宗
匠
千
宗
室
来
宅
、
藤
谷
宗
中
、
八
田
円
斎

白
紙
庵
に
て
接
待
、
藤
谷
薄
茶
を
点
ぜ
り
」（
前
掲
『
萬
象
録　

高
橋
箒
庵
日
記
』
巻

四
、一
三
五
頁
）
と
あ
る
。

（
108
） 

松
浦
詮
の
茶
の
湯
振
興
に
は
、「
千
家
家
元
の
依
頼
も
あ
っ
」（
松
浦
祥
月
「
鎮

信
流
茶
道
」
前
掲
『
日
本
の
茶
家
』
四
六
八
頁
）
た
と
い
う
。

（
109
） 

「
肥
満
の
人
で
あ
っ
た
た
め
に
茶
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
ず
、
専
ら
貴
族
院
に
お

い
て
政
治
に
専
念
し
た
」（
松
浦
祥
月
、
前
掲
「
鎮
信
流
茶
道
」
四
六
八
頁
）。
ま
た
、

「
鸞
州マ

マ

伯
爵
は
吾
れ
五
十
に
達
せ
ざ
れ
ば
、
自
ら
茶
事
を
為
さ
ず
と
常
々
言
は
れ
た
る

由
」（
高
橋
箒
庵
『
東
都
茶
会
記
』
一
、
淡
交
社
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）、
二
八
一

頁
）
と
も
伝
え
て
い
る
。

（
110
） 

前
掲
『
松
翁
茶
会
記
』
中
巻
、
一
八
五
頁
。

（
111
） 

松
浦
祥
月
、
前
掲
「
鎮
信
流
茶
道
」
四
六
八
〜
四
六
九
頁
。
な
お
、
松ま
つ
ら
も
と
む

浦
素
（
明

治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
〜
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）、
号
祥
月
）
は
、
松
浦

陞
の
長
子
で
あ
る
。

（
112
） 

こ
の
後
段
の
記
述
に
関
し
て
、
筆
者
は
、
松
浦
治
子
の
娘
で
あ
る
正
親
町
舒
子

氏（
大
正
十
年（
一
九
二
一
）〜
）に
聞
き
取
り
調
査
を
し
た（
平
成
二
十
年（
二
〇
〇
八
）

六
月
十
三
日
）。
正
親
町
舒
子
氏
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
の
べ
ら
れ
た
。

前
の
皇
后
様
が
ま
だ
お
嫁
入
り
前
に
久
邇
宮
家
に
い
ら
し
た
こ
ろ
、
結
婚
前
の

女
の
方
に
男
は
絶
対
、
お
そ
ば
に
寄
れ
な
か
っ
た
の
で
ね
、
そ
れ
で
祖
母
（
松
浦

益
子
）
が
お
相
手
に
上
が
っ
て
い
た
の
で
す
ね
、
ど
の
く
ら
い
遊
ば
し
た
の
か
は

知
り
ま
せ
ん
け
ど
、
し
ば
ら
く
は
鎮
信
流
を
遊
ば
し
て
い
た
。
そ
れ
で
今
度
照
宮
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様
に
自
分
と
同
じ
流
儀
が
い
い
か
ら
と
、そ
の
と
き
は
や
は
り
如
月
公（
松
浦
陞
）

で
は
だ
め
だ
と
、そ
れ
で
母
が
、あ
の
東
久
邇
宮
様
と
御
成
婚
に
な
る
ま
で
上
が
っ

て
い
て
、
そ
れ
か
ら
戦
争
が
あ
っ
た
も
の
で
。

（
御
所
か
ら
）
お
迎
え
が
来
て
、
呉
竹
寮
で
。
い
つ
も
皇
后
様
は
、
照
宮
様
が

お
点
て
に
な
っ
た
お
茶
を
す
ご
く
お
楽
し
み
で
召
し
上
が
っ
て
、
皇
后
様
も
お
喜

び
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
三
笠
宮
妃
殿
下
も
お
嫁
入
り
前
に
、
百
合
君
様
が
、
そ
ち
ら
は

巣
鴨
（
松
浦
邸
）
に
お
通
い
く
だ
さ
っ
て
、
し
ば
ら
く
。
そ
れ
は
貞
明
皇
后
が
香

淳
皇
后
と
同
じ
が
良
か
ろ
う
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
。（
貞
明
皇
后
は
）
学
習
院
に
参

観
に
い
ら
し
て
、
ま
あ
、
妃
殿
下
に
な
り
そ
う
な
方
を
ち
ゃ
ん
と
は
じ
め
に
印
を

し
て
お
い
て
、
各
教
室
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
れ
で
貞
明
皇
后
が
妃

殿
下
を
お
選
び
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
、
お
茶
を
少
し
な
ら
う
よ
う
に
お
っ

し
ゃ
っ
て
、
そ
れ
で
、
巣
鴨
の
家
に
、（
戦
災
で
）
焼
け
る
前
で
し
た
か
ら
。
下

か
ら
坂
を
上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
お
茶
室
が
あ
っ
て
、（
百
合
君
様
は
）
毎
週
お
通

い
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
ち
ょ
っ
と
の
間
だ
け
で
し
た
け
れ
ど
も
ね
。

　
　

な
お
、
正
親
町
舒
子
氏
に
よ
れ
ば
、
孝
宮
（
の
ち
鷹
司
和
子
）
は
戦
争
中
の
た
め
に

稽
古
す
る
こ
と
は
な
く
、
順
宮
（
の
ち
池
田
厚
子
）
お
よ
び
清
宮
（
の
ち
島
津
貴
子
）

は
、
巣
鴨
松
浦
邸
で
稽
古
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
113
） 

『
松
浦
厚
伯
伝
詩
文
鈔
』
松
浦
伯
爵
家
編
修
所
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）、

八
七
〜
八
八
頁
。

な
お
、
久
邇
宮
良
子
女
王
の
茶
の
湯
指
南
役
の
決
定
経
緯
は
、『
萬
象
録　

高
橋
箒

庵
日
記
』
巻
六
、
思
文
閣
出
版
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）、
二
四
七
〜
三
〇
四
頁
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
く
わ
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
良
子
女
王
が
石
州
流
を
学
び
た
い
と
希
望
し
、
母
親
で
あ
る
俔
子
妃
は
、
実

姉
の
夫
松
平
直
亮（
松
平
不
昧
の
後
裔
）に
紹
介
を
依
頼
し
た
。
そ
こ
で
松
平
直
亮
は
、

高
橋
義
雄
を
訪
問
し
て
相
談
し
た
。
高
橋
義
雄
は
、
石
黒
忠
悳
ら
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

石
黒
忠
悳
は
、
石
州
流
に
は
鎮
信
派
と
怡
溪
派
と
の
両
派
が
あ
り
、
鎮
信
派
な
ら
松
浦

夫
人
が
ふ
さ
わ
し
い
、
怡
溪
派
な
ら
山
本
麻
溪
に
問
い
合
わ
せ
た
ら
よ
い
と
答
え
た
。

そ
こ
で
高
橋
義
雄
は
、
山
本
麻
溪
に
問
い
合
わ
せ
を
し
た
（
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）

七
月
二
十
五
日
条
）。
山
本
麻
溪
か
ら
二
名
の
推
薦
が
あ
り
、
そ
れ
を
松
平
直
亮
に
伝

え
た
（
同
年
八
月
七
日
条
）。
高
橋
義
雄
は
、
候
補
者
の
う
ち
伊
達
未
亡
人
（
松
浦
詮

の
娘
）
に
つ
い
て
、稲
葉
正
繩
（
松
浦
詮
の
子
）
を
介
し
て
交
渉
す
る
こ
と
と
し
た
（
同

月
二
十
五
日
条
）。
高
橋
義
雄
は
、
稲
葉
正
繩
を
訪
問
し
て
相
談
す
る
が
、
別
人
を
推

薦
さ
れ
る
（
同
月
二
十
八
日
条
）。
松
平
家
か
ら
、
稲
葉
正
繩
が
推
薦
す
る
人
物
に
依

頼
が
可
能
か
ど
う
か
の
照
会
が
あ
り
、
高
橋
義
雄
は
稲
葉
正
繩
に
連
絡
す
る
（
同
年
九

月
六
日
条
）。
稲
葉
正
繩
か
ら
当
人
了
承
の
旨
の
報
告
が
あ
る
（
同
月
七
日
条
）。
松
平

直
亮
は
、
高
橋
義
雄
を
訪
問
し
、
当
人
と
の
面
会
を
希
望
す
る
（
同
月
十
二
日
条
）。

松
浦
家
家
扶
が
高
橋
義
雄
を
訪
問
し
、
松
平
家
か
ら
の
依
頼
を
一
応
辞
退
し
た
が
、
再

度
松
浦
夫
人
に
依
頼
さ
れ
た
い
と
申
し
出
る
。
高
橋
義
雄
は
直
ち
に
松
平
家
に
お
も
む

き
、
事
情
を
説
明
す
る
。
そ
の
結
果
、
松
平
家
か
ら
再
度
松
浦
夫
人
に
依
頼
す
る
こ
と

と
な
る
（
同
月
十
四
日
条
）。
高
橋
義
雄
は
、
松
浦
家
を
訪
問
し
て
承
諾
を
え
、
松
平

直
亮
に
報
告
す
る
。
高
橋
義
雄
は
「
此
問
題
も
今
日
漸
く
落
着
し
て
当
初
の
考
案
通
り

松
浦
伯
夫
人
が
教
授
と
為
り
た
る
は
無
上
の
好
都
合
な
り
。
さ
る
に
て
も
未
来
の
皇
后

陛
下
た
る
べ
き
久
邇
宮
姫
君
が
、
其
御
婚
嫁
前
に
当
り
て
特
に
茶
道
を
御
練
習
遊
ば
さ

る
ゝ
思
召
は
従
来
聞
き
及
ば
ざ
る
所
に
し
て
、
兎
に
角
斯
道
の
為
め
に
は
近
来
の
美
事

と
称
し
て
可
な
ら
ん
」と
結
ん
で
い
る（
同
月
十
八
日
条
）。
本
文
引
用
文
中
の「
再
応
」
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に
は
以
上
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
114
） 
前
掲
『
松
浦
厚
伯
伝
詩
文
鈔
』
九
一
頁
。

（
115
） 

表
千
家
で
は
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
第
十
二
代
千
宗
左
（
惺
斎
）
長
男

与
太
郎
が
子
爵
北
小
路
資
武
（
公
家
名
家
）
の
娘
と
結
婚
（「
不
審
庵
の
慶
事
」『
茶
道

月
報
』
昭
和
十
年
七
月
号
、
二
九
頁
）。
藪
内
流
で
は
、
昭
和
十
年
に
の
ち
の
第
十
二

代
藪
内
紹
智
（
竹
風
）
が
男
爵
安
藤
直
義
（
旧
紀
州
藩
家
老
後
裔
）
の
姉
と
婚
約
（「
茶

界
消
息
」『
茶
道
月
報
』
昭
和
十
年
十
月
号
、
六
八
〜
六
九
頁
参
照
）、
の
ち
結
婚
。
宗

徧
流
で
は
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
の
ち
の
第
十
代
山
田
宗
徧
（
成
学
）
が
子

爵
水
野
忠
泰
（
旧
沼
津
藩
主
後
裔
）
の
妹
と
結
婚
（
野
村
瑞
典
『
宗
徧
流　

歴
史
と
系

譜
』
光
村
推
古
書
院
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）、
三
二
六
頁
）。
裏
千
家
で
は
、

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
に
千
宗
室
（
淡
々
斎
）
次
女
良
子
が
子
爵
桜
井
忠
養
（
旧

尼
崎
藩
主
後
裔
）と
結
婚（『
新
版
茶
道
大
辞
典
』淡
交
社
、平
成
二
十
二
年（
二
〇
一
〇
）、

一
三
二
頁
）
な
ど
の
事
例
が
あ
る
。

（
116
） 

裏
千
家
は
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
十
一
月
か
ら
『
今
日
庵
月
報
』
と

い
う
機
関
誌
を
発
行
し
て
い
る
。
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
六
月
号
か
ら
は
、
そ
の

名
称
を
『
茶
道
月
報
』
と
あ
ら
た
め
た
。
な
お
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
十
二

月
号
で
廃
刊
し
、
昭
和
二
十
二
年
三
月
に
創
刊
さ
れ
た
同
じ
く
裏
千
家
の
機
関
誌
で
あ

る
『
淡
交
』
に
併
合
さ
れ
た
。

（
117
） 

千
宗
室
（
円
能
斎
）
の
葬
儀
に
つ
い
て
、『
茶
道
月
報
』
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）

九
月
号
円
能
斎
追
悼
号
に
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
る
。

本
葬
当
日
の
重
な
る
会
葬
者
は
池
松
京
都
府
知
事
を
初
め
大
村
彦
太
郎
、
湯
浅

七
左
衛
門
、
九
条
幾
子
、
千
宗
左
、
千
宗
守
、
藪
内
紹
智
、
谷
川
茂
庵
、
野
村
徳

七
、
松
風
嘉
定
、
今
日
庵
老
分
諸
氏
を
初
め
遠
近
の
諸
名
士
実
業
家
全
国
の
社
中

等
約
二
千
名
に
達
し
た
。（
同
書
、
一
一
二
頁
）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
裏
千
家
が
そ
の
存
在
感
を
世
間
に
示
し
た
こ
と
は
、
想
像
に
か
た

く
な
い
。

（
118
） 

「
皇
后
宮
へ
の
御
献
茶
の
儀
」『
茶
道
月
報
』
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
一
月
号
。

引
用
は
、
前
半
が
四
頁
、
後
半
が
五
頁
。
な
お
、
原
文
は
総
ル
ビ
で
あ
る
が
、
ル
ビ
は

省
略
し
た
。

（
119
） 

裏
千
家
が
選
択
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
貞
明
皇
后
の
実
母
で
あ
る
九
条
（
野
間
）

幾
子
が
京
都
在
住
で
あ
り
、裏
千
家
の
茶
の
湯
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
120
） 

前
掲
「
皇
后
宮
へ
御
献
茶
の
儀
」
六
〜
七
頁
。
な
お
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。

（
121
） 

表
の
番
号
17
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
四
月
十
七
日
に
東
伏
見
宮
大
妃
が
訪

問
し
た
の
は
、
石
州
流
の
一
流
派
で
あ
る
雲
州
流
宗
家
で
あ
る
。

（
122
） 

表
の
番
号
16
、
昭
和
八
年
四
月
三
日
に
久
邇
宮
多
嘉
王
一
家
が
水
無
瀬
宮
を
訪

問
し
た
の
は
、
久
邇
宮
妃
が
水
無
瀬
家
出
身
と
い
う
縁
で
あ
ろ
う
。
表
の
番
号
31
、
昭

和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
四
月
十
六
日
に
久
邇
宮
大
妃
が
東
本
願
寺
を
訪
問
し
て
い
る

の
は
、
娘
の
嫁
ぎ
先
と
い
う
縁
で
あ
ろ
う
。

（
123
） 

千
宗
室
謹
話
「
貞
明
皇
后
を
偲
び
奉
る
」『
茶
道
月
報
』
昭
和
二
十
六
年

（
一
九
五
一
）
七
月
号
、
四
頁
。
な
お
、
引
用
文
中
の
「
町
尻
さ
ん
」
と
は
、
町
尻
子

爵
夫
人
鑑
尾
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
124
） 

「
茶
会
近
事
」『
茶
道
月
報
』
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
十
一
月
号
、
八
一
頁
。

な
お
、こ
の
茶
会
の
報
告
は
、「
献
茶
奉
仕
記
念
」『
茶
道
月
報
』昭
和
六
年（
一
九
三
一
）

二
月
号
、
八
七
〜
八
八
頁
に
記
載
が
あ
る
。

（
125
） 
ち
な
み
に
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
の
中
宮
寺
訪
問
に
お
い
て
、
高
松
宮

宣
仁
親
王
は
、「
茶
室
に
入
ら
せ
た
ま
ふ
事
と
な
り
に
ぢ
り
口
に
向
は
せ
ら
れ
畏
く
も



128

佩
剣
を
お
と
り
遊
ば
し
て
御
入
席
に
な
」
り
、
濃
茶
薄
茶
と
も
喫
し
て
い
る
（『
茶
道

月
報
』
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
一
月
号
、
九
四
頁
）
よ
う
に
、
茶
の
湯
の
正
式
の

作
法
を
行
っ
て
い
る
。
亭
主
側
に
も
十
分
な
身
分
（
こ
の
場
合
は
門
跡
近
衛
尊
覚
尼
で

あ
る
）
が
あ
れ
ば
、
皇
族
に
対
し
て
も
本
来
の
茶
の
湯
が
実
践
で
き
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

（
126
） 

前
掲
「
皇
后
宮
へ
御
献
茶
の
儀
」
五
頁
。
な
お
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。

（
127
） 

そ
の
一
方
で
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
皇
太
子
・

同
妃
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
の
サ
ラ
ワ
ク
国
王
妃
は
、
畳
の
う
え
に
座
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
が
外
国
の
賓
客
に
対
し
て
も
、
正
し
い
茶
の
湯
の
あ
り
方
で

あ
る
と
当
時
の
茶
人
た
ち
が
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
サ
ラ
ワ
ク
と

は
、
現
在
の
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
ラ
ワ
ク
州
に
一
八
四
一
年
か
ら
一
九
四
六
年
ま
で
存
在

し
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
王
国
の
こ
と
で
あ
る
。

（
128
） 

千
宗
室
（
淡
々
斎
）「
茶
道
に
就
て
」『
風
興
集
』
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）、

茶
道
月
報
出
版
部
、
二
丁
表
。
こ
の
文
章
に
つ
い
て
は
「
昭
和
八
年
六
月
六
日

J
O
O
K
よ
り
放
送
」
と
あ
る
。

（
129
） 

こ
の
と
き
使
用
さ
れ
た
茶
室
の
写
真
（「
光
栄
の
お
茶
室
」『
茶
道
月
報
』
昭
和

八
年
（
一
九
三
三
）
一
月
号
、
口
絵
）
に
よ
れ
ば
、「
卓
子
と
椅
子
」
が
お
か
れ
た
部

屋
は
、
裏
千
家
咄
々
斎
写
し
の
茶
室
に
、
裏
千
家
寒
雲
亭
の
ご
と
く
書
院
が
付
属
し
た

八
畳
間
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
裏
千
家
に
も
あ
る
広
さ
の
茶
室
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
、
裏
千
家
訪
問
辞
退
の
理
由
が
〝
お
そ
れ
多
さ
〞
だ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

（
130
） 

「
閑
院
宮
に
御
茶
を
献
じ
て
」『
茶
道
月
報
』
昭
和
八
年
一
月
号
、
三
〜
四
頁
。

（
131
） 

大
資
産
家
の
職
業
別
構
成
に
つ
い
て
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）、
明
治

四
十
四
年
（
一
九
一
一
）、大
正
五
年
（
一
九
一
六
）、昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
の
デ
ー

タ
を
整
理
し
た
資
料
が
あ
る
。百
分
率
で
華
族
の
占
め
る
割
合
を
示
す
と
、13.8
％
、11.8
％
、

6.4
％
、
2.4
％
と
減
少
し
て
い
る
。（「
解
題
」
前
掲
『
大
正
昭
和
日
本
全
国
資
産
家
地
主

資
料
集
成
Ⅰ
』
一
一
頁
に
お
け
る
「
第
３
表　

大
資
産
家
の
職
業
別
構
成
」
参
照
）

（
132
） 

原
武
史「『
国
体
』の
視
覚
化―

大
正
・
昭
和
初
期
に
お
け
る
天
皇
制
の
再
編
」『
岩

波
講
座
天
皇
と
王
権
を
考
え
る　

第
一
〇
巻　

王
を
巡
る
視
線
』
岩
波
書
店
、
平
成

十
四
年
（
二
〇
〇
二
）、
一
三
八
頁
。

（
133
） 

原
武
史
、
同
右
論
文
、
一
三
七
頁
。

（
134
） 

原
武
史
、
同
右
論
文
、
一
三
七
頁
。

（
135
） 

原
武
史
、
同
右
論
文
、
一
三
九
頁
。

（
136
） 

原
武
史
、
同
右
論
文
、
一
四
七
頁
。

（
137
） 

六
事
例
の
う
ち
、
表
の
番
号
11
、
13
、
17
、
19
の
四
事
例
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

（
138
） 

表
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
昭
和
初
期
に
は
男
性
皇
族
も
茶
席
に
お
い
て
は
畳
座

す
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、
畳
座
す
る
と
き
は
、
本
来
は
茶
席
で
は
出
さ
な
い
大
き

な
座
布
団
を
用
い
る
場
合
（
表
の
番
号
７
、
12
、
17
、
20
な
ど
）
が
あ
っ
た
。
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
二
月
二
十
七
日
、
桂
離
宮
に
お
い
て
千

宗
室
（
淡
々
斎
）
が
当
時
の
皇
太
子
明
仁
親
王
（
現
天
皇
）
に
献
茶
し
た
際
に
も
、
大

き
な
座
布
団
を
用
い
た
畳
座
で
あ
る
（「
茶
室
の
皇
太
子
さ
ま
」『
淡
交
』
昭
和
二
十
八

年
四
月
号
、
淡
交
社
、
口
絵
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
、「
皇
族
へ
の
献
茶
」
の
初
期
な
ど

に
は
、
畳
の
う
え
に
「
卓
子
と
椅
子
」
が
お
か
れ
た
が
、
そ
の
後
は
、
座
布
団
を
用
い

る
も
の
の
、
本
来
の
茶
の
湯
の
畳
座
に
近
づ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
皇
族
が
茶
席
に
入
る
場
合
に
「
卓
子
と
椅
子
」
を
用
意
す
る
慣
習
は
、
の

ち
に
復
活
す
る
。
裏
千
家
の
東
京
宗
家
初
釜
式
で
は
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
を
契
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機
に
座
布
団
・
畳
座
か
ら
「
卓
子
と
椅
子
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
そ
の

翌
年
の
「
東
都
の
初
春
を
寿
ぐ―

東
京
宗
家
初
釜
式―

」『
淡
交
』
平
成
十
一
年

（
一
九
九
九
）
三
月
号
、
口
絵
写
真
で
は
、
三
笠
宮
崇
仁
親
王
、
同
妃
、
高
円
宮
憲
仁

親
王
、
同
妃
、
近
衛
忠
煇
、
甯
子
（
も
と
内
親
王
）
夫
妻
お
よ
び
そ
の
子
近
衛
忠
大
が

椅
子
座
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
在
日
各
国
大
使
、
各
省
庁
大
臣
等
も
参
席
し
て
い

る
が
、
す
べ
て
座
布
団
な
し
の
畳
座
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
そ
の
な
か
に
は
、
の
ち
に

総
理
大
臣
と
な
っ
た
小
泉
純
一
郎
、
鳩
山
由
紀
夫
の
姿
も
あ
る
。

畳
座
が
当
然
と
な
っ
て
い
た
皇
族
に
対
し
て
、
不
必
要
な
は
ず
の
「
卓
子
と
椅
子
」

が
復
活
し
て
い
る
こ
と
は
、
実
は
別
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
皇
族
に

対
す
る
敬
意
は
、
そ
の
皇
族
と
姻
戚
関
係
に
あ
る
家
元
も
、
同
様
の
身
分
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
知
ら
し
め
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
卓
子
と
椅
子
」
の
存
在
は
、
か

つ
て
は
皇
族
と
家
元
と
の
身
分
差
を
示
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
家
元
と
門
弟
と
の
身

分
差
を
示
す
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
139
） 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
文
部
省
が
編
纂
し
た
『
国
体
の
本
義
』（
内
閣
印

刷
局
）
で
は
、「
我
が
国
に
於
け
る
一
切
の
文
化
は
国
体
の
具
現
で
あ
る
」（
同
書
、

一
一
五
頁
）
と
の
べ
、
つ
ぎ
の
と
お
り
記
述
が
あ
る
。

中
世
以
来
我
が
国
の
芸
道
は
、
先
づ
型
に
入
つ
て
修
練
し
、
至
つ
て
後
に
型
を

出
る
と
い
ふ
修
養
方
法
を
重
ん
じ
た
。
そ
れ
は
個
人
の
恣
意
を
排
し
、
先
づ
伝
統

に
生
き
型
に
従
ふ
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
ら
道
を
得
、
而
し
て
後
こ
れ
を
個
性
に
従

つ
て
実
現
す
べ
き
こ
と
を
教
へ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
我
が
国
芸
道
修
業
の
特
色

で
あ
る
。（
同
書
、
一
二
四
頁
）

　
　

さ
ら
に
、
茶
の
湯
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

茶
道
に
於
て
佗
び
を
尊
ぶ
の
も
、
そ
れ
を
通
じ
て
我
を
忘
れ
て
道
に
合
致
し
よ

う
と
す
る
要
求
に
出
づ
る
。
狭
い
茶
室
に
膝
つ
き
合
せ
て
一
期
一
会
を
楽
し
み
、

主
客
一
味
の
喜
び
に
ひ
た
り
、
か
く
し
て
上
下
の
者
が
相
寄
つ
て
私
な
く
差
別
な

き
和
の
境
地
に
到
る
の
で
あ
る
。
こ
の
心
は
、
古
来
種
々
の
階
級
や
職
業
の
も
の

が
差
別
の
裡
に
平
等
の
和
を
致
し
、
大
い
な
る
忘
我
奉
公
の
精
神
を
養
つ
て
来
た

こ
と
に
よ
く
相
応
す
る
。（
同
書
、
一
二
五
頁
）

（
140
） 

川
島
宗
敏「
京
城
随
行
記
」『
茶
道
月
報
』昭
和
十
三
年（
一
九
三
八
）十
二
月
号
、

八
九
〜
九
〇
頁
。
引
用
は
九
〇
頁
。
本
文
後
述
の
記
念
写
真
は
同
号
口
絵
に
あ
る
。

（
141
） 

「
全
国
五
十
万
円
以
上
資
産
家
表
」（
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
時
事
新
報
社
）

で
は
、
前
田
利
為
の
財
産
見
込
額
は
二
千
万
円
と
あ
り
、
大
名
華
族
の
第
一
位
で
あ
る

（
前
掲
『
大
正
昭
和
日
本
全
国
資
産
家
地
主
資
料
集
成
Ⅰ
』
六
頁
参
照
）。

（
142
） 

前
掲
『
新
編
元
伯
宗
旦
文
書
』
五
四
二
頁
。

（
143
） 

出
仕
先
が
加
賀
藩
か
ら
伊
予
松
山
藩
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
理
由
は
不

明
だ
が
、『
本
阿
弥
行
状
記
』
に
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、
千
宗
室
（
仙
叟
）
に
な
ん
ら

か
の
不
祥
事
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

仙
叟
宗
室
は
加
州
君
の
御
家
人
と
し
て
在
加
賀
被
致
、別
し
て
懇
意
に
も
候
所
、

後
願
に
て
京
都
へ
帰
り
、
京
住
致
さ
れ
候
。
常
叟
宗
室
老
は
加
州
生
れ
也
。
京
住

の
後
、
加
州
生
れ
の
若
党
不
埒
の
事
有
之
、
仙
叟
手
打
に
致
さ
れ
候
事
甚
だ
む
つ

か
し
く
、
加
州
の
御
掟
に
て
、
御
連
枝
、
家
老
中
を
始
、
手
打
に
致
度
下
人
有
之

時
は
、
太
守
へ
一
度
御
届
之
上
な
ら
で
は
、
手
打
自
由
に
致
し
候
事
、
決
し
て
相

成
不
申
候
処
、
仙
叟
此
様
子
不
案
内
に
て
、
手
打
に
被
致
候
後
に
御
届
被
申
候
に

付
、
久

閉
門
御
暇
被
下
候
。
重
き
罪
に
も
被
仰
付
候
事
な
れ
共
、
元
来
茶
道
の

御
師
範
を
被
申
上
候
事
故
、
格
別
中
納
言
殿
に
も
気
毒
に
被
思
召
、
浪
人
迄
に
て

事
相
済
申
候
由
。
茶
道
は
殊
之
外
巧
者
な
り
と
い
へ
ど
も
、
殊
之
外
身
持
放
埒
に
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て
、
親
父
よ
り
伝
来
の
道
具
を
も
不
残
他
へ
譲
ら
れ
、
今
は
利
休
居
士
よ
り
伝
来

の
物
も
無
之
候
よ
し
。
別
て
末
子
と
い
ひ
、
旦
翁
の
別
て
寵
愛
の
事
故
、
表
よ
り

も
重
代
の
茶
道
具
も
数
品
有
け
る
と
ぞ
。
残
念
な
る
事
也
。（
正
木
篤
三
『
本
阿

弥
行
状
記
と
光
悦
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）、
九
九

頁
）

（
144
） 

井
口
海
仙
、
前
掲
「
今
日
庵
の
代
々
」
八
三
〜
九
一
頁
参
照
。
た
だ
し
、
前
注

の
内
容
が
事
実
な
ら
ば
、
こ
れ
は
理
解
し
に
く
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
近
代
に
は
前

田
家
と
の
関
係
が
途
絶
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
千
宗
室
（
淡
々
斎
）
は
、
湯
浅
七
左

衛
門
の
尽
力
に
よ
っ
て
前
田
家
と
の
関
係
が
復
活
し
た
旨
を
の
べ
て
い
る
（「
指
心
庵

を
悼
む
」『
茶
道
月
報
』
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
九
月
号
、
二
八
頁
）。

（
145
） 

酒
井
美
意
子
、
主
婦
と
生
活
社
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）、
引
用
は

一
三
二
〜
一
三
三
、
一
三
四
、
一
三
五
、
一
三
六
頁
。

（
146
） 

「
湯
浅
邸
に
於
け
る
前
田
侯
招
待
茶
会
」『
茶
道
月
報
』
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）

三
月
号
、
口
絵
写
真
。
な
お
、
明
ら
か
な
欠
字
は
補
足
し
た
。

（
147
） 

そ
の
実
兄
で
あ
る
早
川
千
吉
郎
（
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
〜
大
正
十
一
年

（
一
九
二
二
））
は
、
大
蔵
省
、
日
本
銀
行
を
へ
て
、
三
井
財
閥
に
入
り
、
最
後
は
南
満

洲
鉄
道
社
長
を
つ
と
め
た
人
物
で
あ
り
、『
東
都
茶
会
記
』
等
に
名
前
が
散
見
さ
れ
る

よ
う
に
、「
貴
紳
の
茶
の
湯
」
に
お
い
て
も
重
き
を
な
し
た
。

（
148
） 

「
前
田
利
為
侯
を
お
迎
へ
し
て
」『
茶
道
月
報
』
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
一

月
号
、
三
五
頁
。

（
149
） 

「
前
田
利
建
侯
来
庵
」『
茶
道
月
報
』
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
一
月
復
活
号
、

一
六
頁
。

（
150
） 

「
仙
叟
宗
室
二
百
五
十
年
忌
大
茶
会
記
」『
茶
道
月
報
』
昭
和
二
十
三
年

（
一
九
四
八
）
六
月
号
、
一
一
頁
。

（
151
） 

竹
子
門
「
仙
叟
忌
大
茶
会
対
談
」『
茶
道
月
報
』
昭
和
二
十
三
年
六
月
号
、
二
二

頁
。

（
152
） 

柳
宗
悦
「『
茶
』
の
病
い
」
熊
倉
功
夫
編
『
柳
宗
悦
茶
道
論
集
』
岩
波
書
店
、
昭

和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）、
八
三
頁
。
初
出
は
『
心
』
三
巻
三
号
〜
五
号
、
心
編
集

委
員
会
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）。

　

な
お
、同
趣
旨
の
主
張
は
、柳
宗
悦
「
法
主
と
家
元
」『
新
小
説
』
四
巻
八
号
、春
陽
堂
、

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
も
み
ら
れ
る
。

（
153
） 

小
林
一
三
『
新
茶
道
』
文
藝
春
秋
新
社
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）、
一
頁
。

な
お
、「
終
戦
後
の
今
日
迄
」
と
は
、
公
職
追
放
を
さ
し
て
い
る
。

（
154
） 

小
林
一
三
、
前
掲
書
、
二
三
頁
。
な
お
、「（
二
三
、
一
一
、
七
）」（
同
書
、
二
八

頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
執
筆
は
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
で
あ
ろ
う
。

（
155
） 

香
淳
皇
后
の
妹
で
あ
る
久
邇
宮
智
子
女
王
は
東
本
願
寺
大
谷
光
暢
に
嫁
し
て
い

る
。
貞
明
皇
后
の
姉
妹
で
あ
る
九
条
籌
子
お
よ
び
九
条
紝
子
は
そ
れ
ぞ
れ
西
本
願
寺
大

谷
光
瑞
お
よ
び
大
谷
光
明
に
嫁
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
貞
明
皇
后
の
兄
九
条
道
実
の
妻

は
東
本
願
寺
大
谷
光
瑩
の
女
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
上
級
公
家
華
族
等
と
の
通

婚
事
例
は
多
い
。

（
156
） 

林
屋
辰
三
郎
『
歌
舞
伎
以
前
』
岩
波
書
店
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）、

二
四
四
〜
二
四
五
頁
。

（
157
） 

熊
倉
功
夫
、
前
掲
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』
三
二
五
頁
。



131

明
治
期
工
手
学
校
卒
業
生
の
海
外
活
動

―
台
湾
を
中
心
と
し
て
（
一
八
九
五
〜
一
九
〇
五
）

蔡　
　
　

龍　

保

一
、
は
じ
め
に

近
年
来
、
日
本
統
治
期
の
台
湾
史
研
究
は
、
日
々
進
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
、
新
し
い
課
題
や
新
し
い
視
角
か
ら
の
研
究
も
進
め
ら
れ
、

植
民
地
官
僚
に
関
す
る
研
究
も
日
増
し
に
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

植
民
地
官
僚
に
関
す
る
研
究
は
、
呉
文
星
氏
が
一
九
九
七
年
に
発
表
し
た
「
東

京
帝
國
大
學
與
臺
灣「
學
術
探
檢
」之
展
開
」が
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
呉
氏
は
、

東
京
帝
国
大
学
の
教
員
と
生
徒
が
、
学
会
、
日
本
中
央
（
日
本
政
府
）
や
台
湾

当
局
（
台
湾
総
督
府
）
の
要
求
に
従
い
台
湾
で
学
術
調
査
を
展
開
し
、
こ
の
成

果
が
教
育
や
学
術
、
そ
し
て
、
植
民
地
統
治
に
影
響
を
与
え
た
点
を
指
摘
し

た）
1
（

。
そ
の
後
、
呉
氏
の
研
究
は
、
札
幌
農
学
校
や
、
京
都
帝
国
大
学
な
ど
他
の

重
要
学
校
へ
と
そ
の
研
究
の
幅
を
広
げ
て
い
る）

2
（

。

こ
の
ほ
か
に
、
日
本
の
学
者
で
あ
る
岡
本
真
希
子
氏
が
『
植
民
地
官
僚
の
政

治
史―

朝
鮮
・
台
湾
総
督
府
と
帝
国
日
本
』
の
一
書
を
出
版
し
、
植
民
地
官
僚

関
連
の
各
制
度
、
上
級
官
僚
の
人
材
と
そ
の
移
動
、
な
ら
び
に
、
民
族
問
題
と

植
民
地
官
僚
制
度
の
複
雑
な
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た）

3
（

。
ま
た
、
松
田
利

彦
編
の
『
日
本
の
朝
鮮
・
台
湾
支
配
と
植
民
地
官
僚
』
は
、
植
民
地
官
僚
の
出

身
と
系
譜
、
植
民
地
官
僚
と
政
策
の
形
成
、
植
民
地
官
僚
の
精
神
と
政
策
思

想
、
植
民
地
官
庁
の
人
事
任
用
、
移
動
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、
多
く
の
学
者

が
共
同
で
研
究
を
進
め
た
成
果
と
い
え
る）

4
（

。

こ
の
よ
う
な
実
証
的
研
究
の
出
現
に
よ
り
、
植
民
地
官
僚
を
中
心
と
し
た
研

究
は
、
日
本
統
治
期
の
台
湾
史
研
究
の
重
要
な
観
点
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は

長
年
日
本
統
治
時
期
の
台
湾
に
お
け
る
交
通
史
、
土
木
史
等
の
イ
ン
フ
ラ

（infrastructure

）
と
「
近
代
化
」
の
研
究
に
従
事
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
、

台
湾
総
督
府
が
後
藤
新
平
の
民
政
長
官
就
任
後
、
長
谷
川
謹
介
と
長
尾
半
平
を

招
聘
し
、
鉄
道
と
土
木
部
門
の
技
術
集
団
を
整
理
し
た
事
に
気
付
い
た
。
長
谷
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川
謹
介
の
総
督
府
鉄
道
部
技
師
長
、
鉄
道
部
長
就
任
期
間
（
一
八
九
九
〜
一
九

〇
八
）
の
鉄
道
技
師
等
に
つ
い
て
い
え
ば
、
東
京
帝
大
出
身
者
が
六
〇
％
を
占

め
、
京
都
帝
大
出
身
者
は
二
〇
％
、
そ
の
他
学
校
の
出
身
者
は
二
〇
％
を
占
め

て
い
た）

5
（

。
長
尾
半
平
が
総
督
府
土
木
部
長
に
就
任
し
、
人
事
刷
新
を
行
っ
た
後

（
一
八
九
八
〜
一
九
二
四
）
は
、
東
京
帝
大
出
身
者
が
五
六
％
を
占
め
、
京
都
帝

大
出
身
者
は
二
一
％
、
九
州
帝
大
出
身
者
は
二
％
を
占
め
て
い
た）

6
（

。
東
京
帝

大
、
京
都
帝
大
等
の
一
流
大
学
出
身
の
技
師
が
、
鉄
道
部
、
土
木
部
共
に
、
八

割
近
く
を
占
め
て
お
り
、
即
ち
上
層
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の
多
く
が
東
京
帝
国
大

学
、
京
都
帝
国
大
学
出
身
の
エ
リ
ー
ト
技
術
者
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
帝
国
大
卒
業
生
以
外
に
、
別
に
土
木
技
術
関
係
の
人
材
が
専
門
学

校
ま
た
は
工
業
学
校
の
卒
業
生
か
ら
輩
出
さ
れ
て
い
た
。
日
本
は
明
治
維
新

後
、
大
量
の
土
木
技
術
の
人
材
を
必
要
と
し
、
相
次
い
で
民
間
の
技
術
者
養
成

学
校
が
設
立
さ
れ
、
必
要
な
人
材
が
育
成
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
工
手
学
校
、
攻

玉
社
工
学
校
、
関
西
工
学
校
、
商
工
学
校
、
中
央
工
学
校
等
は
、
鉄
道
、
土

木
、
工
業
の
中
級
技
術
者
育
成
に
貢
献
し
た
。
こ
の
他
に
、
専
門
的
に
鉄
道
の

人
材
を
育
成
す
る
学
校
も
あ
り
、
例
え
ば
岩
倉
鉄
道
学
校
、
東
亜
鉄
道
学
校
、

遅
れ
て
東
京
鉄
道
中
学
校
等
が
設
立
さ
れ
た）

7
（

。
こ
れ
ら
の
学
校
の
卒
業
生
は
、

卒
業
後
植
民
地
で
あ
る
台
湾
に
赴
き
、
多
く
が
才
能
を
発
揮
し
た
。
本
研
究

は
、
工
手
学
校
を
例
と
し
て
、
工
手
学
校
成
立
の
背
景
と
そ
の
特
色
、
日
本
統

治
初
期
に
お
け
る
卒
業
生
の
内
地
か
ら
台
湾
へ
の
移
動
、
及
び
卒
業
生
の
在
台

就
職
状
況
を
分
析
し
、
こ
れ
ら
学
校
の
植
民
統
治
と
の
関
係
を
考
察
し
、
こ
れ

ま
で
帝
国
大
学
に
留
ま
っ
て
い
た
官
学
関
係
の
研
究
を
更
に
掘
り
下
げ
る
も
の

で
あ
る
。二

、
工
手
学
校
の
設
立
と
そ
の
特
色

（
一
）
工
手
学
校
の
設
立

１
．
技
術
立
国
、
工
業
立
国

日
本
は
戊
辰
戦
争
（
一
八
六
八
〜
一
八
六
九
）
後
、
幕
府
体
制
か
ら
、
近
代

天
皇
制
の
国
家
へ
と
転
換
し
た
が
、
負
け
た
旧
幕
臣
た
ち
は
徳
川
幕
府
同
様
、

時
代
の
舞
台
か
ら
消
え
る
事
は
な
く
、
反
対
に
近
代
日
本
の
な
か
で
重
要
な
役

割
を
担
う
事
に
な
る
。
日
本
政
府
は
、
西
洋
の
近
代
化
を
学
ぼ
う
と
し
、
多
く

を
西
洋
技
術
者
に
頼
り
、
御
雇
外
国
人
の
数
は
、
工
部
省
の
設
置
か
ら
廃
止
ま

で
、
五
八
〇
人
に
の
ぼ
っ
た
。
旧
幕
臣
た
ち
は
「
技
術
教
育
立
国
」
の
理
念
を

抱
き
、
自
国
の
人
材
を
育
成
す
る
為
、
相
次
い
で
沼
津
兵
学
校
、
商
法
講
習

所
、
明
治
女
学
校
、
独
逸
学
協
会
学
校
、
同
人
社
、
慶
應
義
塾
、
攻
玉
社
等
を

創
立
し
た
。
工
手
学
校
は
渡
邊
洪
基
が
中
心
と
な
り
、榎
本
武
揚
、大
鳥
圭
介
、

渋
沢
栄
一
、
田
口
卯
吉
等
の
支
持
を
受
け
設
立
し
た
、
中
堅
技
術
者
の
教
育
機

関
で
あ
っ
た）

8
（

。

渡
邊
洪
基
は
開
明
的
な
福
井
藩
の
出
身
で）

9
（

、
岩
倉
使
節
団
の
一
員
で
も
あ

り
、
自
然
と
非
凡
な
視
野
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
。
工
手
学
校
は
「
旧
幕
臣
の

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
産
物
で
あ
り
、
旧
幕
臣
た
ち
の
「
技
術
教
育
立
国
」

と
い
う
志
し
を
体
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
石
橋
絢
彦
、
井
口
在
屋
、
巖
谷
立
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太
郎
、
辰
野
金
吾
、
中
村
貞
吉
、
中
野
初
子
、
古
市
公
威
、
三
好
晋
六
郎
、
大

井
才
太
郎
、
栗
本
廉
、
山
口
準
之
助
、
藤
本
寿
吉
、
杉
村
次
郎
、
水
上
彦
太
郎

等
一
四
名
の
創
立
委
員
は
、
一
人
一
人
が
当
時
の
先
進
的
で
、
優
秀
か
つ
気
勢

が
高
い
工
学
士
で
あ
り
、
程
な
く
日
本
工
業
教
育
会
の
中
心
人
物
と
な
る
者
ば

か
り
で
あ
っ
た）

10
（

。

所
謂
「
工
手
」
と
い
う
の
は
、
高
等
技
術
者
と
職
工
、
工
夫
、
鉱
夫
の
間
に

た
ち
、
工
業
発
展
を
促
進
し
、
専
門
的
学
術
性
を
習
得
し
た
中
等
技
術
（
技

手
、
職
工
長
）
の
能
力
と
資
格
を
有
し
た
者
を
さ
す）
11
（

。
こ
の
中
等
技
術
者―

「
工
手
」
は
鉄
道
、
電
気
、
建
築
、
機
械
、
等
の
事
業
、
す
な
わ
ち
日
本
近
代

殖
産
興
業
の
過
程
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
工
手
学
校
の
設
立
は

時
代
の
要
求
に
応
じ
た
も
の
で
、
民
間
企
業
側
か
ら
も
大
い
に
歓
迎
さ
れ
た
。

当
時
民
間
産
業
は
多
く
の
技
術
者
を
必
要
と
し
て
お
り
、
多
く
の
賛
同
者
が
精

神
面
、
経
済
面
に
お
い
て
、
次
々
と
工
手
学
校
を
支
援
し
た
。
例
え
ば
、
三
菱

財
閥
の
岩
崎
彌
之
助
と
岩
崎
久
彌
、
大
倉
財
閥
の
大
倉
喜
八
郎
、
三
井
物
産
の

三
井
武
之
助
、
実
業
界
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
渋
沢
栄
一
等
、

彼
ら
は
皆
、
こ
の
私
立
工
手
学
校
に
関
心
を
示
し
、
経
済
的
援
助
を
行
っ
て
い

た
。旧

幕
臣
た
ち
が
「
技
術
立
国
」
の
考
え
を
持
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
れ
ら

民
間
の
企
業
家
は
「
工
業
立
国
」
と
い
う
理
念
を
抱
い
て
い
た
。
渋
沢
栄
一

は
、「
教
育
界
は
形
而
上
の
学
を
崇
拝
し
、
実
業
界
は
学
芸
を
度
外
に
置
き
、

両
者
の
間
風
馬
牛
も
及
ば
ず
し
て
調
和
を
為
す
に
道
な
き
」
と
、
商
工
業
に
対

す
る
理
解
の
な
さ
を
嘆
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
日
本
の
工
商
業

が
自
主
独
立
的
に
発
展
す
る
為
に
は
、実
業
教
育
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
信
念
を
持
っ
た
渋
沢
栄
一
は
、
渡
邊
洪
基
同
様
学
校
の
創
立
に
力

を
い
れ
、
商
法
講
習
所
、
大
倉
商
業
学
校
、
岩
倉
鉄
道
学
校
等
と
、
相
次
い
で

実
業
学
校
の
創
設
に
参
画
し
た
。
渋
沢
の
経
歴
は
「
商
」
に
偏
っ
て
い
た
が
、

「
工
」
に
も
十
分
関
心
を
示
し
、
工
業
教
育
の
役
割
を
果
た
し
た
工
手
学
校
に

も
大
い
に
賛
同
し
、
同
校
の
顧
問
に
就
任
し
て
い
る）

12
（

。

２
．
工
手
学
校
の
誕
生

当
時
官
立
の
技
術
者
養
成
機
関
は
あ
っ
た
も
の
の
、
建
設
現
場
の
専
門
的
技

術
者
を
補
佐
す
る
人
材
が
と
て
も
不
足
し
て
い
た
。
工
部
省
直
轄
の
工
部
大
学

校
（
前
身
は
工
学
寮
、
工
学
校
）
は
、
一
八
七
三
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
に
第

一
期
生
の
募
集
を
終
え
、
一
八
七
九
年
土
木
工
学
科
卒
業
生
二
名
を
出
し
、
一

八
八
六
年
三
月
工
芸
学
部
と
合
併
す
る
ま
で
に
出
し
た
卒
業
生
は
僅
か
四
五
名

で
あ
っ
た）

13
（

。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
ま
さ
に
工
手
学
校
設
立
の
中
心
人
物
渡
邊

洪
基
が
、「
工
手
学
校
設
立
趣
意
書
」
の
中
で
語
っ
た
通
り
で
あ
っ
た
。

…
…
今
我
国
の
有
様
に
て
は
、
技
術
者
養
成
の
学
塾
甚
だ
尠
く
、
一
二
官

立
学
校
に
於
い
て
は
、
高
尚
な
る
技
師
を
養
成
す
る
に
充
分
な
る
も
、
各

専
門
技
師
の
補
助
た
る
べ
き
工
手
を
養
成
す
る
学
校
に
至
り
て
は
、
亦
一

校
の
設
置
あ
る
な
し
。
故
に
工
業
家
に
於
て
は
、
補
助
工
手
の
供
給
な
き
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に
苦
し
み
、
勢
ひ
学
術
応
用
の
思
想
に
乏
し
き
者
を
以
て
、
彼
の
高
尚
な

る
技
師
の
補
助
と
為
さ
ざ
る
得
ず
。
為
に
技
師
は
使
役
に
不
便
を
感
ず
る

の
み
な
ら
ず
、
結
局
、
工
業
化
の
不
利
益
を
来
た
す
も
の
に
て
、
即
ち
我

国
工
業
進
歩
の
一
大
障
碍
を
与
ふ
る
も
の
と
云
ふ
べ
し
。
是
れ
余
輩
の
最

も
遺
憾
と
す
る
所
な
り
。
因
て
茲
に
一
の
工
業
学
校
を
設
立
し
、
学
科
を

土
木
、
機
械
、
電
工
、
造
家
、
造
船
、
採
鉱
、
冶
金
、
製
造
舍
密
の
八
学

科
を
分
ち
、世
間
有
志
の
子
弟
又
は
昼
間
各
工
場
に
使
雇
せ
ら
る
る
工
手
、

職
工
等
に
就
学
を
許
し
、
授
業
方
法
は
専
ら
速
成
を
旨
と
し
、
所
謂
補
助

工
手
を
養
成
し
、
以
て
我
国
工
業
の
隆
盛
を
企
図
す）

14
（

…
…
。

渡
邊
の
学
校
創
立
の
構
想
は
、
帝
国
大
学
工
科
大
学
建
築
学
科
教
授
の
辰
野
金

吾
と
相
談
し
た
後
、
一
八
八
七
年
一
〇
月
一
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
工
学
会
で
提

案
さ
れ
、
満
場
一
致
の
賛
成
を
得
た
。
と
こ
ろ
が
渡
邊
が
文
部
省
の
意
向
を

伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
経
費
は
な
い
」
と
い
う
こ

と
で
拒
絶
さ
れ
た
。
一
八
八
〇
年
の
「
工
場
払
下
概
則
」
の
制
定
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
官
か
ら
民
へ
の
工
業
化
政
策
の
転
換
が
始
ま
り
、
一
八
八
五
年
に

工
部
省
が
廃
止
さ
れ
、
工
部
大
学
校
は
文
部
省
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）

15
（

。

文
部
省
が
、
技
師
層
の
技
術
者
を
養
成
す
る
一
方
で
、
渡
邊
は「
技
術
立
国
」、

「
工
業
立
国
」
の
考
え
と
使
命
感
を
抱
き
、「
政
府
が
や
ら
な
い
の
な
ら
、
民
間

で
や
れ
ば
い
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
一
八
八
七
年
一
〇
月
三
一
日
に
工
手
学
校

を
創
立
し
た）
16
（

。

工
手
学
校
は
夜
間
学
校
と
し
て）
17
（

、「
仕
事
を
し
な
が
ら
、
学
習
す
る
形
式
」

で
、
実
業
教
育
を
推
進
し
、
土
木
、
機
械
、
電
工
、
造
家
（
建
築
）、
造
船
、

冶
金
、
舎
密
製
造
（
応
用
科
学
）
等
八
個
の
学
科
を
設
置
し
、
中
級
技
術
者
を

育
成
し
た
（
表
１
参
照
）。
工
手
学
校
の
人
事
配
置
を
見
て
み
る
と
、
学
校
の

管
理
経
営
面
は
、
旧
幕
府
の
洋
学
教
育
機
関
で
あ
っ
た
「
大
学
南
校
」
出
身
の

人
材
を
多
く
採
用
し
、
教
授
面
で
は
、「
工
部
大
学
校
」
出
身
の
人
材
を
多
く

採
用
し
て
お
り
、
多
く
が
東
京
帝
大
工
学
部
の
教
授
で
あ
っ
た
。「
東
大
系
」

の
教
師
を
採
用
す
る
事
は
、
同
校
の
伝
統
と
な
り）
18
（

、
当
時
「
豪
華
な
教
授
陣
」

と
ま
で
言
わ
れ
、
工
手
学
校
が
社
会
の
信
頼
を
獲
得
し
、
学
生
を
魅
了
し
、
入

学
志
望
す
る
重
要
な
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
一
八
九
〇
年
入
学
の
小
坂
梅
吉

が
「
築
地
工
手
学
校
で
授
業
を
受
け
れ
ば
、
直
接
東
京
帝
大
の
教
授
た
ち
の
教

え
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
当
時
本
校
の
学
生
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
大
き
な

希
望
で
あ
り
、
ま
た
大
き
な
誇
り
で
あ
っ
た）
19
（

。」
と
述
べ
て
い
る
が
、
強
力
な

教
授
陣
を
揃
え
る
事
が
出
来
た
の
は
、
渡
邊
洪
基
の
人
望
と
古
市
公
威
が
人
材

集
め
に
奔
走
し
た
努
力
の
結
果
で
あ
る）
20
（

。

一
八
八
七
年
創
設
当
時
、
学
科
は
予
科
と
本
科
に
分
か
れ
て
お
り
、
就
業
年

数
は
予
科
が
半
年
間
、
本
科
が
一
年
間
で
あ
っ
た
。
時
局
の
発
展
と
要
求
に
応

じ
て
、
学
科
と
就
業
年
数
は
徐
々
に
深
化
し
て
い
っ
た
。
一
八
九
二
年
予
科
の

就
業
年
数
を
一
年
に
延
長
し
、
本
科
と
合
わ
せ
て
、
就
業
年
数
を
合
計
二
年

間
、
四
学
期
、
毎
学
期
は
五
ヶ
月
間
と
し
た
。
予
科
は
尋
常
小
学
校
卒
業
者
を

入
学
対
象
と
し
て
、
一
、
二
学
期
は
予
科
科
目
の
み
の
履
修
、
三
、
四
学
期
は
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本
科
科
目
を
履
修

し
た）
21
（

。
予
科
の
二

学
期
か
ら
の
入
学

を
希
望
す
る
に

は
、
入
学
試
験
を

通
過
し
た
者
以
外

に
、
中
学
校
の
第

三
学
年
を
修
了
し

た
者
も
入
学
申
請

を
行
う
事
が
出
来

た
。
本
科
の
一
学

期
か
ら
の
入
学
を

希
望
す
る
に
は
、

入
学
試
験
を
通
過

し
た
者
以
外
に
、

中
学
校
、
師
範
学

校
及
び
そ
の
他
同

等
程
度
の
学
校
を

卒
業
し
た
者
も
、

入
学
申
請
を
行
う

事
が
出
来
た）

22
（

。
そ

の
後
、
時
代
と
時
局
の
変
化
に
従
い
、
学
則
、
学
制
、
学
科
全
て
に
お
い
て
変

更
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
一
九
一
三
年
九
月
に
高
等
科
を
設
置
し
、
学
生
数
を
増

や
し
、
一
九
二
八
年
に
は
工
学
院
と
改
名
す
る
と
同
時
に
、
本
科
と
予
科
の
就

業
年
数
を
そ
れ
ぞ
れ
二
年
間
に
延
長
し）

23
（

、
ま
す
ま
す
専
門
的
学
問
の
教
授
体
制

を
発
展
さ
せ
、優
秀
な
卒
業
生
を
育
成
し
て
い
っ
た
。
日
本
の
学
生
以
外
に
も
、

僅
か
な
が
ら
清
国
中
央
政
府
が
派
遣
し
た
学
生
や
、
韓
国
留
学
生
、
台
湾
留
学

生
も
在
学
し
て
い
た）
24
（

。

第
一
期
卒
業
生
は
一
二
一
名
で
、
土
木
学
科
二
九
名
、
機
械
学
科
一
四
名
、

電
工
学
科
一
二
名
、
造
家
学
科
一
九
名
、
造
船
学
科
一
一
名
、
採
鉱
冶
金
両
学

科
の
兼
修
者
が
一
九
名
、
採
鉱
学
科
四
名
、
冶
金
学
科
四
名
、
製
造
舎
密
学
科

九
名
で
あ
っ
た）
25
（

。
第
一
期
生
か
ら
第
五
期
生
ま
で
の
学
科
別
を
見
て
み
る
と
、

土
木
学
科
が
一
三
六
名
で
最
多
、
続
い
て
採
鉱
冶
金
両
学
科
の
兼
修
者
が
一
二

四
名
で
あ
っ
た
。
土
木
学
科
の
卒
業
生
が
最
も
多
い
の
は
、
明
治
初
期
、
日
本

国
内
に
お
い
て
、
積
極
的
に
都
市
整
備
、
鉄
道
敷
設
、
通
信
網
の
拡
充
、
港
湾

整
備
を
進
め
て
お
り
、
土
木
工
学
が
突
出
し
て
重
要
で
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い

る
。
採
鉱
冶
金
学
科
の
兼
修
者
も
、
土
木
に
続
い
て
多
い
こ
と
は
、
明
治
初

期
、
日
本
国
内
に
お
い
て
鉱
業
が
大
い
に
発
展
し
、
工
手
学
校
の
賛
助
者
が
住

友
、
古
河
の
銅
山
、
そ
し
て
三
井
、
三
菱
と
い
っ
た
炭
鉱
業
が
中
心
で
あ
っ
た

こ
と
を
反
映
し
て
い
る）

26
（

。
初
期
に
お
け
る
、卒
業
生
の
日
本
国
内
で
の
活
躍
は
、

日
本
が
明
治
維
新
後
、「
近
代
化
」
に
邁
進
す
る
過
程
に
お
い
て
、
同
校
が
余

る
こ
と
な
く
「
技
術
立
国
」、「
工
業
立
国
」
の
役
割
と
機
能
を
発
揮
し
た
こ
と

表１　工手学科8学科の必須履修科目一覧

履修科目
学科別

履修科目

土木学科 数学、河海工、道路、隧道、鉄道、施行法、橋 、測量法、製図

機械学科
数学、力学、地形構造及煉瓦職、蒸気機関及蒸滊缶、水力学水力機、工場器具、材料
弱強論、機械運動学、製図

電工学科 電気及磁気、数学、電気実験、電信及電話、電力及電灯、製図

造家学科 家屋構造法、建築材料、測量法、和式建築法、材料強弱論、仕様設計法、製図

造船学科 木船、鉄船、計算、数学、力学、製図

採鉱学科 鉱物学、地質学、採鉱学、測量法、機械運動学、製図

冶金学科 鉱物学、地質学、舎密学、冶金学、試金術、機械運動学、製図

製造舎密学科 舎密学、舎密手工、分柝舎密、製造舎密、機械運動学、製図

出典：工手学校『工手学校一覧』東京：工手学校、明治28年、８頁
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を
示
し
て
い
る
。

当
時
、
東
京
帝
大
が
育
成
し
た
上
級
技
術
者
は
非
常
に
少
な
く
、
土
木
学
科

を
例
に
す
る
と
、
一
八
七
九
年
か
ら
一
八
八
八
年
の
一
〇
年
間
で
、
僅
か
六
四

名
で
あ
り）
27
（

、
工
手
学
校
一
年
（
二
期
）、
ひ
い
て
は
一
期
の
土
木
学
科
卒
業
生

の
数
よ
り
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
工
手
学
校
は
一
八
八
九
年
か
ら
一
九
〇
五

年
ま
で
の
一
七
年
間
で
、
合
計
三
二
期
、
四
三
六
九
名
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、

卒
業
生
は
平
均
一
年
間
で
二
五
七
人
に
も
達
し
て
お
り）
28
（

、
各
中
央
、
地
方
官
庁

や
民
間
業
界
に
お
い
て
、
そ
の
能
力
を
発
揮
し
て
い
っ
た
。

（
二
）
卒
業
生
の
活
動

日
本
資
本
主
義
確
立
の
過
程
は
、
同
時
に
帝
国
主
義
に
邁
進
す
る
過
程
で
も

あ
り
、
日
本
帝
国
は
相
次
い
で
、
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
を
引
き
起
こ
し
、
台

湾
、
朝
鮮
、
満
州
、
南
樺
太
等
を
占
領
し
た
。
日
本
帝
国
の
対
外
的
拡
大
が
も

た
ら
し
た
新
局
面
は
、
工
手
学
校
内
部
の
発
展
と
卒
業
生
の
活
躍
に
深
い
影
響

が
あ
り
、
日
清
戦
争
で
す
で
に
そ
の
端
緒
が
見
ら
れ
る
が
、
日
露
戦
争
で
は
そ

の
影
響
は
更
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

１
．
日
清
戦
争
と
工
手
学
校
卒
業
生
の
進
路

日
清
戦
争
後
、
日
本
は
清
国
よ
り
二
億
三
千
万
両
（
三
億
六
五
〇
〇
万
円
）

と
い
う
、
日
本
の
一
八
九
五
年
に
お
け
る
国
家
財
政
歳
入
の
四
倍
以
上
の
戦
争

賠
償
金
を
獲
得
し
た）
29
（

。
日
本
は
清
国
の
賠
償
金
を
基
に
、
軍
備
拡
張
を
軸
と
し

た
「
戦
後
経
営
」
を
推
進
し
た）
30
（

。
日
本
国
内
の
産
業
規
模
が
急
速
に
拡
大
し
、

大
型
工
場
が
相
次
い
で
建
設
さ
れ
、
製
糸
業
と
紡
績
業
等
軽
工
業
の
ほ
か
、
造

船
、
製
鉄
、
建
設
業
等
重
工
業
も
発
展
し
た
。
一
八
八
七
年
日
本
全
国
の
工
場

数
は
八
八
〇
ヶ
所
余
り
、
工
員
数
は
六
万
三
千
人
の
み
で
あ
っ
た
が
、
一
八
九

七
年
に
な
る
と
、
工
場
数
は
七
二
八
七
ヶ
所
、
工
員
数
は
四
三
万
人
と
な
り
、

そ
の
増
加
速
度
に
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。

景
気
の
上
昇
を
背
景
と
し
て
、
産
業
界
も
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
発
展
を
遂
げ
た

結
果
、
現
場
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
工
手
の
需
要
が
大
幅
に
増
加
し
、
工
手
学

校
に
入
学
す
る
人
数
は
激
増
し
た
。
創
立
時
に
は
二
二
八
名
の
み
で
あ
っ
た
の

が
、
一
八
九
八
年
に
な
る
と
一
三
五
一
名
ま
で
増
加
し
た）

31
（

。
当
時
、
工
手
、
技

手
レ
ベ
ル
の
技
術
者
を
養
成
す
る
学
校
は
非
常
に
少
な
く
、
工
手
学
校
の
他
に

は
、
私
立
の
攻
玉
社
、
商
工
徒
弟
講
習
所
、
官
立
の
電
信
修
技
学
校
の
み
で）
32
（

、

ま
た
性
質
も
異
な
っ
て
い
た
為
、
工
手
学
校
の
卒
業
生
は
非
常
に
歓
迎
さ
れ
、

官
庁
や
民
間
企
業
は
、
学
生
が
卒
業
す
る
前
に
、
事
前
採
用
を
行
う
程
で
あ
っ

た
。日

清
戦
争
後
、
日
本
は
初
め
て
の
植
民
地―

台
湾
を
獲
得
し
た
。
植
民
地
経

営
の
成
果
は
、
日
本
が
文
明
的
な
先
進
国
で
あ
る
事
を
証
明
出
来
る
か
否
か
に

関
わ
っ
て
く
る
為
、
積
極
的
に
植
民
地
の
各
種
計
画
と
建
設
を
打
ち
た
て
て

い
っ
た
。
台
湾
の
各
種
近
代
的
事
業
を
推
進
す
る
為
に
は
、
当
然
各
部
門
の
人

材
を
投
入
す
る
必
要
が
で
て
く
る
。
工
手
学
校
卒
業
生
は
初
期
に
お
い
て
、
国

内
の
人
材
需
要
が
多
く
、
就
職
が
容
易
で
あ
っ
た
為
、
国
内
、
特
に
東
京
に
集
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中
し
て
就
職
す
る
傾
向
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
毎
年
少
な
か
ら
ず
卒
業
生

が
渡
台
し
て
お
り
、
植
民
地
台
湾
が
卒
業
生
の
活
躍
の
場
の
一
つ
と
な
っ
た
事

は
、
日
本
の
植
民
地
経
営
に
お
い
て
、
一
定
の
影
響
力
と
重
要
性
が
あ
っ
た

（
詳
細
は｢

三
、
卒
業
生
の
在
台
活
動｣

参
照
）。

朝
鮮
に
関
し
て
は
、
日
本
は
日
清
戦
争
後
、
金
弘
集
等
開
化
派
政
権
を
通
し

て
、
朝
鮮
の
植
民
地
化
を
推
し
進
め
て
い
た
が
、
一
八
九
五
年
一
〇
月
、
日
本

公
使
三
浦
梧
楼
を
中
心
と
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
「
閔
妃
虐
殺
事
件
」
に
よ

り
、
政
治
面
で
は
一
旦
朝
鮮
か
ら
撤
退
し
、
そ
の
隙
に
ロ
シ
ア
が
政
治
上
で
優

位
な
立
場
に
た
っ
た
。
し
か
し
朝
鮮
の
輸
出
の
八
、
九
割
、
輸
入
の
六
、
七
割

を
日
本
が
占
め
て
お
り
、
日
本
は
双
方
の
貿
易
関
係
を
深
め
る
事
に
よ
り
、
朝

鮮
か
ら
の
全
面
撤
退
を
免
れ
た）

33
（

。

当
時
の
日
朝
貿
易
は
、
日
本
が
朝
鮮
の
領
事
裁
判
権
、
関
税
自
主
権
を
剥
奪

し
、
居
留
地
を
設
置
す
る
等
、
不
平
等
条
件
の
下
で
行
わ
れ
て
い
た
。
不
完
全

な
貨
幣
制
度
と
交
通
機
関
に
よ
り
、
日
本
商
品
の
流
入
が
一
部
阻
害
さ
れ
て
い

た
為
、
日
本
は
積
極
的
に
第
一
銀
行
券
の
発
行
、
京
仁
、
京
釜
鉄
道
の
敷
設
を

推
進
し
た
。
日
清
戦
争
後
か
ら
、
日
露
戦
争
勃
発
直
前
ま
で
、
朝
鮮
に
お
け
る

日
本
の
政
治
、
経
済
利
権
は
如
実
に
増
大
し
、
居
留
地
の
日
本
人
数
は
一
八
九

五
年
の
一
万
人
前
後
か
ら
一
九
〇
三
年
の
三
万
人
近
く
ま
で
増
加
し
た）

34
（

。
工
手

学
校
の
卒
業
生
も
ま
た
、
公
的
部
門
や
民
間
企
業
に
従
い
、
朝
鮮
に
渡
り
活
躍

し
た
。
一
九
〇
二
年
版
の
『
工
手
学
校
同
窓
会
名
簿
』
に
よ
る
と
、
卒
業
生
が

韓
国
京
城
駐
箚
兵
舎
新
築
工
場
、
釜
山
港
志
岐
組
、
釜
山
港
京
釜
鉄
道
建
設
事

務
所
に
就
職
し
て
い
る
が）
35
（

、
彼
ら
が
大
量
に
朝
鮮
に
渡
る
の
は
、
日
露
戦
争
前

後
の
こ
と
で
あ
る
。

一
九
〇
五
年
七
月
、
工
手
学
校
管
理
長
の
古
市
公
威
工
学
博
士
が
、
第
三
一

期
卒
業
式
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

…
…
昨
今
は
帝
国
大
学
を
始
と
し
て
各
種
の
専
門
学
校
か
ら
続
々
卒
業
生

が
出
ま
す
が
、
直
ち
に
相
当
の
位
置
を
得
る
と
云
ふ
こ
と
は
余
程
む
づ
か

し
い
や
う
に
見
え
る
、
諸
君
の
中
で
も
既
に
電
気
工
学
の
如
き
、
採
用
の

申
込
が
あ
っ
て
直
ち
に
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
の
出
来
る
人
も
あ
ら
う

が
、
ま
だ
多
数
は
是
か
ら
口
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
、
是
は
一
面
甚
だ
嘆
か

は
し
い
や
う
に
見
え
る
、
是
を
二
十
七
八
年
戦
役
後
の
一
時
工
業
勃
興
し

た
時
代
に
比
べ
て
考
へ
る
と
、
其
の
当
時
は
工
手
学
校
の
卒
業
生
も
所
謂

羽
が
生
べ
て
飛
ぶ
や
う
な
勢
を
以
て
他
に
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
其
の

時
に
比
べ
る
と
今
日
は
霄
壤
も
啻
な
ら
ざ
る
相
違
あ
る
や
う
に
見
え
る）

36
（

。

即
ち
、
初
期
の
卒
業
生
は
、
日
本
産
業
の
急
速
な
発
展
を
背
景
と
し
て
、
業

界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
材
、
も
し
く
は
官
庁
の
中
級
技
術
者
と
な
り
、
工

手
学
校
創
立
の
目
標
を
達
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
日
露
戦
争
前
後
に
な
る

と
、
日
本
内
地
に
技
術
者
養
成
学
校
が
続
々
設
立
さ
れ
、
工
手
学
校
卒
業
生
の

就
職
も
厳
し
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
沢
山
の
卒
業
生
が
満
、
韓
へ
進
出
す
る
原
因

の
ひ
と
つ
と
思
わ
れ
る
。
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２
．
日
露
戦
争
と
工
手
学
校
の
発
展

一
九
〇
四
年
二
月
に
勃
発
し
た
日
露
戦
争
は
、
日
、
ロ
両
国
が
満
州
、
韓
国

へ
の
侵
略
競
争
を
繰
り
広
げ
、
衝
突
し
た
事
が
発
端
で
あ
っ
た
。
日
本
は
「
満

韓
交
換
論
」
を
基
礎
と
し
た
提
案
を
行
っ
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
と
妥
結
す
る
事

は
出
来
ず
、
武
力
に
訴
え
る
事
と
な
っ
た
。
日
本
は
幸
運
に
も
戦
勝
を
お
さ

め
、
一
九
〇
五
年
九
月
五
日
に
ロ
シ
ア
と
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
を
締
結
し
、
ロ
シ

ア
は
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
の
優
位
的
権
利
を
認
め
、
旅
順
、
大
連
の
租
借
権
及

び
長
春
以
南
の
鉄
道
（
南
満
州
鉄
道
）
等
の
権
利
を
引
き
渡
し
、
樺
太
南
半
分

側
を
割
譲
し
、
日
本
海
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
の
漁
業
権
を
譲
渡

し
た
。
即
ち
日
露
戦
争
後
、
日
本
は
韓
国
へ
の
支
配
権
を
確
立
し
、
南
満
州
で

の
権
益
を
独
占
し
た
の
で
あ
っ
た）

37
（

。

日
本
産
業
史
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
日
露
戦
争
後
の
日
本
産
業
界
は
明
ら
か

に
画
期
的
な
発
展
へ
と
向
か
っ
て
い
た
。
樺
太
南
部
、
関
東
州
租
借
権
、
南
満

州
鉄
道
経
営
権
、
北
洋
漁
業
権
の
獲
得
は
、
日
本
国
内
産
業
に
強
烈
な
刺
激
と

発
展
を
も
た
ら
し
た
。
世
界
屈
指
の
撫
順
炭
坑
の
採
掘
、
南
満
州
鉄
道
に
よ
る

市
場
の
拡
大
、
そ
れ
に
加
え
て
樺
太
の
漁
業
、
林
業
は
、
日
本
産
業
の
対
海
外

拡
大
の
契
機
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
を
背
景
と
し
て
、
当
時
の
工
手
学
校
経
営
陣

は
、「
満
韓
経
営
」
が
も
た
ら
す
前
途
に
大
き
く
期
待
を
寄
せ
、
帝
国
を
支
援

す
る
事
と
し
て
、
絶
え
ず
学
生
を
激
励
し
て
い
た
。
一
九
〇
四
年
二
月
の
工
手

学
校
第
三
〇
期
卒
業
式
で
、
海
軍
中
将
で
、
男
爵
で
も
あ
る
有
地
品
之
允
も
、

次
の
通
り
語
っ
て
い
る
。「
…
…
本
校
卒
業
ノ
諸
子
亦
其
所
執
ノ
業
務
は
各
々

異
ル
ベ
シ
ト
雖
モ
、
実
務
実
行
ヲ
以
て
帝
国
ノ
富
強
ニ
賛
ス
ル
所
ア
ル
ハ
、
余

カ
年
来
ノ
希
望
ト
其
軌
ヲ
一
ニ
ス
。
今
ャ
此
盛
会
ニ
列
ス
ル
ヲ
榮
ト
シ
、
諸
子

ト
共
ニ
帝
国
ノ
將
來
ヲ
開
拓
ス
ル
ノ
任
務
頗
ル
大
ナ
ル
ヲ
感
シ

）
38
（…
…
。」

日
清
戦
争
後
、
一
八
九
七
〜
一
八
九
八
年
、
一
九
〇
〇
〜
一
九
〇
一
年
に
二

度
経
済
危
機
が
発
生
し
、
織
紗
業
か
ら
紡
績
業
、
炭
鉱
業
、
鉄
道
業
の
中
小
資

本
へ
と
拡
大
し
、
製
糸
業
も
ま
た
世
界
恐
慌
の
影
響
を
受
け
、
恐
慌
状
態
に

陥
っ
た
。
こ
れ
ら
各
種
工
業
が
不
振
に
陥
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
工
手
学
校
経

営
陣
は
、
学
校
の
発
展
と
卒
業
生
の
進
路
を
、
日
本
の
清
国
と
韓
国
へ
の
拡
張

に
期
待
し
た
。
一
九
〇
四
年
二
月
工
手
学
校
の
第
三
〇
期
卒
業
式
で
、
同
校
管

理
委
員
の
辰
野
金
吾
工
学
博
士
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

…
…
今
日
ハ
不
幸
ニ
シ
テ
日
露
問
題
ガ
大
イ
ニ
切
迫
シ
テ
来
タ
為
ニ
諸
工

業
ハ
奮
ハ
ナ
イ
甚
タ
不
振
ノ
有
様
デ
ア
ル
カ
ラ
今
卒
業
サ
レ
タ
諸
君
ハ
右

カ
ラ
左
直
チ
ニ
位
置
ヲ
得
ル
コ
ト
ハ
困
難
デ
ア
ル
ト
思
フ
卒
業
生
諸
君
ニ

對
シ
特
ニ
御
気
ノ
毒
ニ
感
ズ
ル
ノ
デ
ア
ル
併
シ
將
來
ハ
如
何
ト
云
ウ
拙
者

ハ
大
イ
ニ
有
望
ト
思
フ
有
望
ト
確
信
ス
ル
ノ
デ
ア
ル
、
將
來
內
地
ノ
工
業

ハ
勿
論
外
国
即
チ
清
韓
兩
国
ニ
於
テ
ノ
工
業
ハ
大
イ
ニ
發
達
ス
ル
時
期
ガ

來
ル
ト
確
信
シ
テ
居
ル
、
サ
ス
レ
バ
今
日
ノ
卒
業
生
諸
君
ハ
勿
論
今
後
卒

業
ス
ル
所
ノ
諸
君
ニ
對
シ
、
又
既
ニ
卒
業
セ
シ
諸
君
ヲ
モ
共
ニ
歡
迎
サ
ル

ル
時
期
ガ
來
ル
コ
ト
遠
カ
ラ
ザ
ル
ベ
シ
ト
信
シ
テ
居
ル
、
現
ニ
京
釜
鉄
道

ノ
如
キ
ハ
非
常
ナ
全
速
力
ヲ
以
テ
工
事
ヲ
進
メ
ツ
ツ
ア
リ
テ
本
年
中
ニ
ハ
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是
非
共
之
ヲ
成
功
セ
シ
ム
ル
ト
云
ウ
有
樣
デ
ア
ル
、
又
京
釜
鉄
道
ノ
ミ
ナ

ラ
ズ
將
來
ハ
京
義
鉄
道
モ
必
ズ
出
來
ル
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
フ
種
々
ノ
點
ヨ
リ

之
ヲ
熱
望
ス
ル
ノ
デ
ア
ル
一
步
進
ン
デ
ハ
義
州
ヨ
リ
營
口
ニ
或
ハ
滿
州
ニ

之
ヲ
延
張
ス
ル
コ
ト
ヲ
望
ム
彼
北
清
地
方
ノ
如
キ
ハ
或
ハ
自
カ
ラ
勞
セ
ズ

シ
テ
他
国
デ
敷
設
シ
タ
モ
ノ
ヲ
利
用
ス
ル
場
合
モ
ア
ル
ト
思
フ
、
此
鉄
道

事
業
ニ
關
聯
シ
テ
自
然
鉱
業
ナ
リ
機
械
製
造
ナ
リ
其
他
ノ
工
業
ガ
清
韓
ノ

野
ニ
續
々
勃
興
ス
ル
時
ガ
近
キ
將
來
ニ
ア
ル
ト
信
ズ
果
シ
テ
清
韓
ノ
野
ニ

工
業
ガ
勃
興
ス
ル
ト
セ
バ
自
然
技
師
技
手
ノ
必
要
ヲ
感
ス
ズ
ハ
明
白
デ
ア

ル）
39
（

…
…
。

こ
こ
か
ら
、
辰
野
金
吾
の
、
同
校
卒
業
生
が
海
外
に
お
い
て
活
躍
す
る
事
へ

の
期
待
は
、
日
本
帝
国
の
対
外
的
拡
張
に
関
す
る
青
写
真
に
応
じ
た
も
の
で

あ
っ
た
事
が
分
か
る
。
一
九
〇
三
年
末
、
天
皇
は
勅
令
を
下
し
、
京
釜
鉄
道
の

早
期
完
成
を
命
じ
、
政
府
主
導
の
下
、
強
制
的
に
朝
鮮
人
を
徴
用
し
、
工
期
を

早
め
よ
う
と
し
た
。
京
義
本
支
線
及
び
馬
山
線
は
軍
用
線
と
し
て
の
性
質
を

持
っ
て
お
り
、
軍
事
費
よ
り
建
設
さ
れ
、
一
九
〇
五
年
に
開
通
さ
れ
た
。
京
釜

鉄
道
は
一
九
〇
三
年
に
京
仁
鉄
道
を
合
併
し
、一
九
〇
六
年
に
国
有
化
と
な
り
、

満
鉄
同
様
、
日
本
の
軍
事
上
、
経
済
上
に
お
い
て
、
朝
鮮
、
中
国
へ
と
侵
入
す

る
大
動
脈
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
〇
三
年
一
二
月
二
八
日
、
工
手
学
校
管
理
長
の
古
市
公
威
が
鉄
道
作
業

局
長
か
ら
京
釜
鉄
道
総
裁
へ
と
転
任
し
た
。
一
九
〇
六
年
七
月
、
京
釜
鉄
道
は

韓
国
統
監
府
鉄
道
管
理
局
へ
と
体
制
変
更
と
な
り
、
古
市
公
威
も
京
釜
鉄
道
総

裁
か
ら
韓
国
統
監
府
鉄
道
管
理
局
長
へ
と
転
任
し
、
一
九
〇
七
年
六
月
一
七
日

ま
で
の
約
三
年
半
の
期
間
、
京
城
、
釜
山
間
の
鉄
道
建
設
と
運
営
の
計
画
を
策

定
し
た）

40
（

。
時
局
の
変
化
が
海
外
発
展
の
機
会
を
創
造
し
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な

人
脈
関
係
も
あ
り
、
一
九
〇
四
年
か
ら
朝
鮮
、
清
国
に
渡
る
工
手
学
校
卒
業
生

が
顕
著
に
増
加
し
、
か
つ
多
く
が
古
市
公
威
が
主
導
す
る
鉄
道
事
業
に
参
画
し

て
い
っ
た
。

一
九
〇
三
年
か
ら
一
九
〇
五
年
の
間
の
『
同
窓
会
名
簿
』
か
ら
、
韓
国
、
清

国
へ
渡
っ
た
人
数
の
変
化
を
観
察
す
る
と
、
そ
の
一
端
を
窺
い
知
る
事
が
出
来

る
。
一
九
〇
三
年
に
韓
国
に
渡
っ
た
卒
業
生
は
九
名
、
清
国
へ
は
五
名
で
あ
っ

た）
41
（

。
一
九
〇
四
年
に
は
、
韓
国
に
渡
っ
た
卒
業
生
は
二
一
人
に
増
加
し
、
清
国

へ
も
九
人
に
増
加
し
、
注
目
し
た
い
の
は
、
さ
ら
に
日
露
戦
争
に
兵
士
と
し
て

出
兵
、
も
し
く
は
戦
地
出
張
を
し
た
者
が
、
三
四
名
い
た
こ
と
で
あ
る）
42
（

。
一
九

〇
五
年
に
は
韓
国
に
渡
っ
た
卒
業
生
は
三
一
名
ま
で
に
増
加
し
、
清
国
へ
も
二

〇
名
ま
で
増
加
し
、
出
兵
者
あ
る
い
は
戦
地
出
張
者
は
八
二
名
と
な
っ
た）

43
（

。
こ

れ
か
ら
、
日
本
帝
国
の
拡
張
に
し
た
が
い
、
益
々
多
く
の
工
手
学
校
卒
業
者

が
、
韓
国
、
清
国
に
お
い
て
活
躍
し
、
同
時
に
国
策
を
支
え
る
役
割
を
担
っ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

工
業
国
日
本
の
基
礎
は
、
原
料
、
機
械
、
設
備
、
技
術
で
あ
っ
た
が
、
根
本

的
な
の
は
、
矢
張
り
こ
れ
ら
基
礎
を
扱
う
技
術
者
で
あ
っ
た
。
戦
争
時
期
に

は
、
こ
れ
ら
技
術
者
の
需
要
は
一
時
減
少
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
一
度
戦
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争
が
終
結
す
る
と
、
需
要
量
の
急
速
な
増
加
が
み
ら
れ
、
工
手
学
校
に
対
す
る

業
界
の
期
待
が
、
こ
こ
か
ら
も
見
て
と
れ
る
。
学
生
数
は
、
一
八
八
八
年
創
立

当
時
の
二
八
八
名
か
ら
、
翌
年
は
六
〇
〇
名
に
増
加
し
、
一
九
〇
四
年
の
日
露

戦
争
時
期
は
約
一
三
〇
〇
名
で
、
戦
後
は
更
に
増
え
続
け
、
一
九
〇
七
年
に
な

る
と
二
二
〇
〇
名
ま
で
増
加
し
た）
44
（

。
工
手
学
校
は
時
勢
の
要
求
に
応
じ
る
為
、

一
九
〇
四
年
一
二
月
に
学
制
を
改
正
し
、
学
生
の
定
員
を
二
五
〇
〇
名
と
し

た
。
一
九
一
三
年
九
月
に
は
再
度
改
定
を
行
い
、
夜
間
部
二
五
〇
〇
名
、
昼
間

部
一
〇
〇
〇
名
、
総
計
三
五
〇
〇
名
と
し
た）
45
（

。
こ
れ
ら
学
生
数
は
、
日
本
業

界
、
日
本
帝
国
の
対
外
的
拡
張
、
植
民
地
経
営
等
事
業
に
お
け
る
技
術
者
需
要

に
対
す
る
工
手
学
校
の
対
応
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
当
時
工
手
学
校
の
発
展

は
、
日
本
帝
国
の
国
内
外
政
策
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
帝
国
の
拡
張
に
従

い
、
工
手
学
校
も
対
応
、
支
援
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
五
年
七
月
、
当
時
京
釜
鉄
道
総
裁
で
あ
っ
た
工
手
学
校
管
理
長
古
市

公
威
が
、
第
三
一
期
卒
業
式
上
で
、
満
韓
経
営
が
「
日
本
の
天
職
」
で
あ
る
事

を
忘
れ
ず
に
、
と
学
生
を
激
励
し
、
同
校
卒
業
生
の
満
蒙
で
活
躍
す
る
事
を
強

調
し
た
こ
と
は
、
工
手
学
校
が
国
家
の
対
外
的
発
展
に
呼
応
す
る
と
い
う
、
重

要
な
役
割
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

…
…
そ
れ
か
ら
人
は
口
を
開
け
ば
滿
韓
経
営
と
言
ふ
、
此
の
方
面
に
も
確

に
仕
事
が
あ
る
に
相
違
な
い
、
此
の
学
校
で
専
門
と
し
て
教
授
す
る
所
の

事
業
は
何
が
あ
る
か
と
云
ふ
と
滿
韓
に
は
殆
ん
ど
何
み
の
無
い
と
云
っ
て

宜
い
、
稍
々
見
る
べ
き
も
の
は
皆
な
皆
な
外
国
人
の
仕
事
で
、
そ
れ
も
電

気
事
業
と
金
鉱
ぐ
ら
い
な
も
の
で
あ
る
、
ま
だ
滿
洲
に
は
遺
利
が
あ
る
や

う
に
聞
及
ん
で
居
り
ま
す
、滿
韓
の
経
営
は
日
本
の
天
職
と
云
っ
て
宜
い
、

天
職
で
な
く
つ
て
も
天
職
に
し
て
や
つ
け
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ

で
本
校
の
専
門
と
す
る
各
種
の
事
業
は
滿
韓
地
方
に
於
て
は
先
づ
總
て
創

設
す
る
と
云
っ
て
宜
い
く
ら
い
も
の
で
あ
り
ま
す）

46
（

…
…
。

三
、
工
手
学
校
卒
業
生
の
在
台
活
動

前
節
の
論
考
か
ら
、
工
手
学
校
設
立
後
、
養
成
さ
れ
た
卒
業
生
は
先
ず
日
本

国
内
に
お
い
て
「
技
術
立
国
」、「
工
業
立
国
」
の
使
命
を
果
た
し
、
そ
の
後
日

本
帝
国
の
対
外
的
拡
張
に
従
い
、
更
に
海
外
に
お
い
て
活
躍
し
た
事
が
分
か
っ

た
。
日
清
戦
争
と
日
露
戦
争
は
そ
れ
ぞ
れ
、
同
校
卒
業
生
が
台
湾
と
満
韓
に
お

い
て
活
躍
出
来
る
機
会
を
提
供
し
、
極
め
て
顕
著
に
、
官
学
の
協
力
関
係
を
表

し
て
い
た
。
日
清
戦
争
後
、
台
湾
は
日
本
の
第
一
の
植
民
地
と
な
り
、
日
露
戦

争
ま
で
は
同
校
卒
業
生
が
最
も
希
望
す
る
海
外
活
動
地
点
と
な
っ
た
。
日
露
戦

争
後
は
多
く
の
卒
業
生
が
朝
鮮
、
満
州
に
渡
り
、
植
民
地
経
営
に
参
画
し
、
官

学
の
協
力
関
係
は
、
更
に
次
の
段
階
へ
と
発
展
し
て
い
く
。
本
節
は
日
本
の
台

湾
領
有
後
か
ら
、
日
露
戦
争
終
結
ま
で
（
一
八
九
五
〜
一
九
〇
五
）、
日
本
が
清

国
満
州
、
韓
国
に
新
局
面
を
切
り
開
く
前
ま
で
の
、
工
手
学
校
卒
業
生
の
、
台

湾
に
お
け
る
活
動
状
況
を
考
察
す
る
。
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（
一
）
卒
業
生
の
第
五
志
望―

台
湾

日
本
統
治
時
代
の
初
期
、
一
部
分
の
工
手
学
校
卒
業
生
は
、
台
湾
が
僻
地
で

あ
り
、
気
候
風
土
も
悪
か
っ
た
為
、
左
程
台
湾
に
来
る
事
を
望
ん
で
い
な
か
っ

た）
47
（

。
し
か
し
台
湾
に
い
る
先
輩
の
経
験
を
聞
き
、
教
授
達
か
ら
も
激
励
を
受

け）
48
（

、
台
湾
は
卒
業
生
が
就
職
場
所
を
選
ぶ
重
要
な
選
択
肢
と
な
っ
た
。
辰
野
金

吾
は
一
九
〇
一
年
の
第
二
四
期
卒
業
式
で
、
次
の
よ
う
に
学
生
を
激
励
し
た
。

…
…
拙
者
が
從
來
の
経
濟
に
依
る
と
卒
業
生
諸
子
は
其
の
隨
身
せ
ん
と
す

る
技
師
若
く
は
就
職
せ
む
と
す
る
所
の
工
場
を
選
擇
せ
ず
し
て
土
地
の
遠

近
と
か
都
鄙
と
か
兎
角
地
利
の
み
を
選
擇
す
る
嫌
が
有
る
、
例
を
舉
げ
て

言
ふ
と
台
湾
に
大
層
好
い
口
が
有
る
か
ら
行
く
が
宜
し
い
と
言
へ
ば
台
湾

は
土
地
が
惡
く
て
い
け
ま
せ
ぬ
か
ら
先
づ
御
斷
り
し
ま
せ
う
と
か
家
の
都

合
が
あ
っ
て
遠
方
に
は
行
け
ま
せ
ぬ
か
ら
御
斷
り
を
し
や
う
と
云
ふ
こ
と

を
聞
い
た
こ
と
が
再
三
で
あ
る
、
そ
れ
は
大
に
諸
子
の
為
に
取
ら
な
い
真

に
遺
憾
と
す
る
所
で
あ
る
、
今
後
好
機
会
に
遭
ふ
た
時
は
土
地
の
遠
近
な

ど
と
云
ふ
こ
と
は
問
は
ず
選
擇
す
る
所
は
單
に
我
隨
身
せ
む
と
す
る
所
の

技
師
の
如
何
及
就
職
せ
ん
と
す
る
工
場
の
信
用
如
何
に
依
て
諸
子
が
進
退

を
決
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
の
で
あ
る
、
言
葉
を
換
へ
て
言
ふ
と
拙
者
は

技
師
技
手
の
海
外
輸
出
を
望
む
の
で
あ
る
大
に
是
を
獎
励
す
る
の
で
あ
る

殊
に
此
東
洋
地
方
に
出
稼
ぎ
す
る
こ
と
を
非
常
に
獎
励
す
る
の
で
あ
る）

49
（

…
…
。

一
九
〇
二
年
の
『
工
手
学
校
同
窓
会
会
員
名
簿
』
に
よ
れ
ば
、
当
時
工
手
学

校
同
窓
会
の
会
員
は
、
名
誉
会
員
が
五
〇
名
、
正
会
員
が
一
五
一
七
名
、
准
会

員
が
一
二
名
、
総
計
一
五
七
九
名
で
あ
っ
た
。
名
誉
会
員
と
は
、
工
手
学
校
の

卒
業
生
及
び
工
学
上
の
有
識
者
で
、
名
望
が
高
い
人
物
が
推
薦
さ
れ
て
な
る
も

の
で
、
初
期
は
全
て
工
学
界
の
名
望
あ
る
人
物
で
あ
り
、
工
手
学
校
出
身
者
は

い
な
か
っ
た
。
正
会
員
は
工
手
学
校
出
身
者
、
准
会
員
は
工
手
学
校
の
在
学
生

で
あ
っ
た）
50
（

。
従
っ
て
、
卒
業
生
の
活
動
状
況
を
観
察
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
正
会

員
を
分
析
の
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
実
際
は
、
一
九
〇
二
年
ま
で

工
手
学
校
は
二
七
期
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、
合
計
人
数
は
三
四
七
〇
名
で
あ
る

に
も
拘
わ
ら
ず
、『
工
手
学
校
同
窓
会
会
員
名
簿
』
で
は
、
一
五
一
七
名
、
実

際
の
卒
業
生
の
四
四
％
の
み
し
か
把
握
し
て
い
な
い
。

工
手
学
校
同
窓
会
の
設
置
と
、『
工
手
学
校
同
窓
会
誌
』
の
創
刊
は
一
八
九

九
年
の
為
、
日
本
側
の
『
工
手
学
校
同
窓
会
誌
』
と
『
工
手
学
校
同
窓
会
会
員

名
簿
』
か
ら
で
は
、
日
本
統
治
時
期
最
初
の
何
年
か
に
、
台
湾
に
渡
っ
た
工
手

学
校
卒
業
生
の
動
態
を
窺
い
知
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
卒
業
生
の
多
く
が
入

会
し
て
い
な
い
為
、
同
窓
会
も
初
期
の
卒
業
生
の
動
態
を
正
確
に
把
握
し
て
お

ら
ず
、
台
湾
方
面
の
官
庁
、
業
界
の
人
事
資
料
と
細
か
く
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

『
同
窓
会
会
員
名
簿
』
の
不
足
を
補
う
必
要
が
あ
る
。

一
九
〇
二
年
の
『
同
窓
会
会
員
名
簿
』
で
は
、
卒
業
生
の
地
域
別
就
職
場
所

は
東
京
府
四
八
五
名
、
福
岡
県
六
九
名
、
北
海
道
六
四
名
、
大
阪
府
六
〇
名
、

台
湾
五
二
名
、
神
奈
川
県
四
八
名
、
静
岡
県
四
二
名
、
長
崎
県
四
一
名
、
広
島
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県
三
九
名
、
栃
木
県
三
七
名
、
兵
庫
県
三
二
名
、
愛
知
県
三
一
名
、
新
潟
県
二

九
名
、
長
野
県
二
八
名
、
鹿
児
島
県
二
八
名
、
愛
媛
県
二
七
名
、
京
都
府
二
四

名
、
秋
田
県
二
三
名
、
岩
手
県
二
一
名
、
山
口
県
二
〇
名
、
岡
山
県
一
九
名
、

宮
城
県
一
七
名
、
福
島
県
一
四
名
、
岐
阜
県
一
四
名
、
熊
本
県
一
四
名
、
群
馬

県
一
三
名
、
千
葉
県
一
一
名
、
三
重
県
一
〇
名
、
山
梨
県
一
〇
名
、
山
形
県
一

〇
名
、
福
井
県
九
名
、
埼
玉
県
九
名
、
茨
城
県
八
名
、
青
森
県
八
名
、
滋
賀
県

七
名
、
島
根
県
七
名
、
大
分
県
七
名
、
佐
賀
県
六
名
、
韓
国
六
名
、
富
山
県
五

名
、
宮
崎
県
五
名
、
ア
メ
リ
カ
五
名
、
鳥
取
県
四
名
、
高
知
県
三
名
、
和
歌
山

県
三
名
、
香
川
県
二
名
、
德
島
県
二
名
、
沖
縄
県
二
名
、
奈
良
県
二
名
、
清
国

二
名
、
対
島
一
名
、
小
笠
原
島
一
名
で
あ
っ
た
。
多
く
の
卒
業
生
の
な
か
で
、

台
湾
に
渡
っ
て
職
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
少
な
く
な
く
、
東
京
府
、
福
岡
県
、

北
海
道
、
大
阪
府
等
に
続
く
程
度
で
あ
っ
た）

51
（

。

（
二
）
卒
業
生
の
台
湾
に
お
け
る
就
職
と
移
動

一
八
九
九
年
か
ら
一
九
〇
五
年
の
間
の
『
工
手
学
校
同
窓
会
誌
』
と
一
九
〇

二
年
か
ら
一
九
〇
五
年
の
『
工
手
学
校
同
窓
会
員
名
簿
』、
お
よ
び
、
戦
前
に

台
湾
で
出
版
さ
れ
た
『
人
事
録
』、『
人
名
録
』、『
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
』
の

進
退
文
書
を
整
理
す
る
と
、
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
〇
五
年
の
間
に
少
な
く
と

も
一
二
八
名
の
卒
業
生
が
来
台
し
て
い
る
こ
と
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
出
身
、
台
湾
に
お
け
る
職
業
と
移
動
状
況
の
分
析
を
進
め
る
こ
と
で
、

そ
の
時
代
的
特
色
お
よ
び
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

１
．
来
台
前
の
経
歴

履
歴
資
料
中
の
来
台
前
の
経
歴
を
見
る
と
、
工
手
学
校
は
、
学
生
に
働
き
な

が
ら
勉
強
さ
せ
る
夜
間
学
校
で
あ
り
、
学
生
は
在
学
期
間
に
実
務
実
習
を
経
験

し
、
ま
た
卒
業
後
に
実
習
し
た
会
社
へ
従
業
員
と
し
て
戻
る
仕
組
み
が
取
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
卒
業
後
す
ぐ
に
来
台
し
た
卒
業

生
で
あ
っ
て
も
、
多
く
は
一
定
の
実
務
経
験
を
有
し
て
い
た
。
卒
業
生
の
来
台

以
前
の
経
歴
は
、
主
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
）
中
央
あ
る
い
は
地
方
官
庁
に
お
け
る
業
務
：
鉄
道
省
、
逓
信
省
、
内
務

省
、
農
商
務
省
等
の
中
央
官
庁
、
あ
る
い
は
、
地
方
県
庁
内
務
部
、
鉄
道
部
、

郵
便
電
信
局
、
電
話
交
換
局
な
ど
の
土
木
、
営
繕
、
交
通
関
連
部
署
に
お
い

て
、
傭
、
雇
、
工
手
、
技
手
を
担
当
し
、
鉄
道
、
電
報
、
電
信
、
水
道
、
治
水
、

鉱
山
な
ど
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。

（
二
）
民
間
業
界
に
お
け
る
業
務
：
主
要
な
も
の
は
、
鉄
道
、
建
設
、
土
木
請

負
、
鉱
山
、
電
力
な
ど
の
関
連
会
社
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
筑
豊
工
業
鉄
道
会

社
、日
本
鉄
道
株
式
会
社
、武
相
中
法
鉄
道
株
式
会
社
、函
樽
鉄
道
株
式
会
社
、

岩
越
鉄
道
株
式
会
社
、
本
間
鉄
道
工
業
事
務
所
、
紡
績
会
社
の
建
築
部
門
、
日

本
銀
行
建
築
所
、
陸
中
釜
石
鉱
山
田
中
製
鉄
所
、
三
菱
合
資
会
社
吉
岡
鉱
山
、

鯰
田
炭
坑
、
藤
田
組
鹿
用
郡
平
坂
鉱
山
、
高
工
秋
炭
鉱
株
式
会
社
、
土
木
請
負

業
の
橋
本
組
、
河
西
組
、
吉
田
組
、
大
倉
土
木
組
、
鹿
島
組
、
南
築
土
木
会
社
、
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久
米
工
業
事
務
所
、
お
よ
び
、
京
都
電
燈
株
式
会
社
、
日
光
水
力
電
気
株
式
会

社
な
ど
で
あ
る
。

（
三
）
軍
部
関
係
の
機
関
：
多
く
の
卒
業
生
は
、
卒
業
後
軍
隊
に
身
を
投
じ
、

土
木
、
技
術
関
係
の
部
署
で
仕
事
や
学
習
を
行
っ
た
。
た
と
え
ば
、
陸
軍
省
近

衛
経
営
部
工
場
、
陸
軍
臨
時
測
量
部
、
陸
軍
省
臨
時
陸
軍
建
築
部
、
陸
軍
省
経

理
部
、
陸
軍
砲
兵
工
科
学
校
、
陸
地
測
量
部
、
臨
時
海
軍
建
築
部
、
海
軍
省
経

理
局
等
単
位
で
、
兵
、
上
尉
、
図
工
、
技
手
、
技
師
な
ど
を
担
当
し
た
。

即
ち
、
工
手
学
校
の
卒
業
生
は
、
卒
業
後
す
ぐ
に
来
台
し
た
と
し
て
も
、
日

本
国
内
で
一
定
期
間
の
仕
事
を
経
て
来
台
し
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
、
日
本
の

中
央
官
庁
や
地
方
官
庁
の
土
木
、
営
繕
、
交
通
関
係
の
部
門
、
あ
る
い
は
、
民

間
鉄
道
、
建
築
、
土
木
請
負
、
鉱
山
、
電
力
な
ど
の
関
連
会
社
に
お
け
る
実
務

経
験
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
一
部
の
人
び
と
は
、
軍
隊
に
身
を
投
じ
、
技
術

専
門
の
軍
人
と
な
っ
た
。

２
．
学
科
別
分
析

出
身
学
科
別
に
見
て
み
る
と
、
土
木
、
建
築
（
造
家
）、
採
冶
、
機
械
、
電

工
な
ど
の
五
つ
の
学
科
の
卒
業
生
が
来
台
し
て
い
る
。
既
に
把
握
し
て
い
る
一

二
八
名
の
台
湾
へ
来
た
卒
業
生
の
中
で
、
工
手
学
校
の
卒
業
生
で
学
科
が
わ
か

ら
な
い
一
一
名
を
除
く
、
一
一
七
名
の
学
科
は
、
土
木
学
科
八
三
名
（
七
〇
・

九
％
）、
建
築
学
科
二
〇
名
（
一
七
・
一
％
）、
採
冶
学
科
八
名
（
六
・
八
％
）、

機
械
学
科
五
名
（
四
・
三
％
）、
電
工
学
科
一
名
（
〇
・
九
％
）
で
あ
っ
た
。

土
木
学
科
の
募
集
人
数
が
最
も
多
い
こ
と
か
ら
、
卒
業
生
の
数
も
ま
た
最
も

多
く
、
台
湾
に
来
て
活
躍
し
た
卒
業
生
も
、
他
の
学
科
よ
り
は
る
か
に
多
い
人

数
で
あ
っ
た
。
第
二
〇
、
二
四
、
二
五
回
の
来
台
し
た
土
木
学
科
卒
業
生
は
、

そ
れ
ぞ
れ
一
一
名
に
達
し
た
。
こ
の
現
象
は
、
日
本
統
治
初
期
の
台
湾
総
督
府

が
鉄
道
、
港
湾
、
道
路
、
上
下
水
道
、
河
川
、

圳
な
ど
の
各
種
の
土
木
工
事

お
よ
び
土
地
調
査
な
ど
の
事
業
を
速
や
か
に
推
進
す
る
た
め
に
、
大
量
の
土
木

技
術
の
人
材
を
必
要
と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

３
．
来
台
初
任
機
関
の
分
析

来
台
し
た
卒
業
生
の
初
任
機
関
を
細
か
く
見
て
み
よ
う
。
職
に
つ
い
た
機
関

が
わ
か
ら
な
い
五
名
を
除
く
、一
二
三
名
の
所
属
は
中
央
官
庁
が
一
〇
六
名
で
、

そ
の
内
訳
は
、
臨
時
台
湾
土
地
調
査
局
六
六
名
、
民
政
局
土
木
課
（
臨
時
土
木

部
、
土
木
課
、
営
繕
課
を
含
む
）
一
八
名
、
鉄
道
部
八
名
、
郵
便
電
信
局
（
電
話

交
換
局
含
む
）
二
名
、
基
隆
築
港
局
一
名
、
陸
軍
築
城
部
二
名
、
陸
軍
経
理
部

三
名
、
陸
軍
建
築
部
一
名
、
陸
軍
臨
時
台
湾
燈
標
建
設
部
一
名
、
台
湾
守
備
混

成
第
二
旅
団
監
察
部
一
名
、
陸
軍
憲
兵
隊
一
名
、
海
軍
澎
湖
島
馬
公
要
港
部
一

名
、
国
語
学
校
師
範
部
一
名
で
あ
っ
た
。
地
方
官
庁
の
職
に
就
い
た
も
の
は
わ

ず
か
四
名
で
そ
の
内
訳
は
、
台
北
県
二
名
、
台
中
庁
一
名
、
宜
蘭
庁
一
名
で

あ
っ
た
。
民
間
企
業
に
就
職
し
た
人
は
一
三
名
で
、
そ
の
内
訳
は
、
藤
田
組
瑞

芳
鉱
山
五
名
、
久
米
工
業
事
務
所
三
名
、
日
本
鉄
鋼
会
社
（
金
瓜
石
鉱
山
）
一
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名
、
汽
車
製
造
合
資
会
社
台
北
支
店
一
名
、
志
岐
組
台
南
支
店
一
名
、
台
南
橋

仔
頭
製
糖
会
社
一
名
、
鹿
島
組
台
南
出
張
所
一
名
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
卒
業
生
の
初
任
地
の
多
く
は
、
台
湾
総
督
府
、

陸
海
軍
の
土
木
、
交
通
な
ど
に
関
す
る
機
関
で
八
六
・
二
％
を
占
め
て
い
た
。

礦
業
、土
木
業
、建
築
業
、製
糖
業
な
ど
の
民
間
企
業
に
つ
い
た
人
の
割
合
は
、

一
〇
・
六
％
で
あ
っ
た
。
地
方
官
庁
が
初
任
地
の
者
は
、
最
も
少
な
く
、
わ
ず

か
三
・
三
％
で
あ
る
。
そ
の
専
門
と
職
業
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
来
台
し
た
卒

業
生
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
際
に
役
立
て
、
台
湾
に
才
能
を
発
揮
す
る
場
所
を

探
し
求
め
て
い
た
。
そ
の
中
で
官
庁
は
、
初
任
地
と
し
て
主
要
な
活
動
場
所
で

あ
り
、
中
央
官
庁
と
地
方
官
庁
を
あ
わ
せ
る
と
占
有
率
は
、
八
九
・
五
％
と
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
工
手
学
校
は
、
台
湾
総
督
府
が
募
集
し
た
中
級
技
術
の
人

材
の
重
要
機
関
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

４
．
台
湾
総
督
府
の
人
材
庫―

土
地
調
査
を
例
に―

日
本
統
治
初
期
、
鉄
道
、
道
路
、
港
湾
、
上
下
水
道
、
河
川
、

圳
な
ど
の

工
事
に
必
要
な
技
術
者
の
ほ
か
に
、
各
種
の
重
要
な
調
査
事
業
も
ま
た
日
本
の

専
門
家
、
技
術
者
の
支
援
に
頼
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
日
本
統
治
初
期
の
重

大
な
調
査
事
業
の
一
つ
で
あ
る
土
地
調
査
に
お
い
て
は
、
一
気
に
た
く
さ
ん
の

中
級
技
術
者
が
必
要
で
あ
り
、
臨
時
台
湾
土
地
調
査
局
で
は
、
し
ば
し
ば
日
本

国
内
に
人
材
を
求
め
に
い
っ
た
。

た
と
え
ば
、
臨
時
台
湾
土
地
調
査
局
測
量
長
で
技
師
の
徳
見
常
雄
は
、
か
つ

て
日
本
国
内
の
工
手
学
校
及
び
攻
玉
社
工
学
校
に
人
材
養
成
を
委
託
し
、
卒
業

前
に
予
め
こ
れ
ら
の
学
校
の
学
生
を
任
用
し
て
い
た
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
一

九
〇
一
年
六
月
、
学
生
が
学
校
を
卒
業
す
る
前
に
月
俸
一
〇
円
で
樋
田
重
治
、

小
柳
貞
一
、
千
村
萬
吉
、
福
賴
正
人
、
日
高
仙
吉
、
山
田
市
郎
、
土
岐
佐
久

次
、
内
田
和
三
郎
、
村
松
利
太
郎
、
湯
浅
丑
松
、
佐
佐
木
留
蔵
、
鬼
武
徳
次
、

城
信
作
、
中
山
祐
四
郎
な
ど
一
四
名
の
工
手
学
校
在
学
中
の
学
生
、
お
よ
び
、

坂
牧
篤
次
郎
、
松
永
源
太
郎
、
阿
部
百
吉
、
田
中
修
得
な
ど
四
名
の
攻
玉
社
工

学
校
学
生
を
土
地
調
査
局
の
雇
員
と
し
て
任
用
し
、
同
年
八
月
一
日
付
け
で
同

局
の
技
手
と
し
て
任
用
す
る
予
定
と
し
た
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
「
委
託
養
成
」
の
方
式
を
と
っ
て
い
た
た
め
に
、
初
任
地

が
中
央
官
庁
の
一
〇
六
名
の
卒
業
生
の
内
、
臨
時
台
湾
土
地
調
査
局
に
六
六
名

（
六
二
・
三
％
）
が
任
用
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
台
湾
総
督
府
が
そ
の
統
治

に
必
要
な
人
材
を
工
手
学
校
に
求
め
、
工
手
学
校
は
、
日
本
統
治
期
台
湾
総
督

府
の
中
級
土
木
技
術
者
の
重
要
養
成
機
関
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
る）
52
（

。

５
．
官
庁
間
の
移
動

（
一
）
軍
の
側
か
ら
台
湾
総
督
府
官
庁
へ
の
移
動
し
た
人
々

来
台
し
た
卒
業
生
の
長
期
的
経
歴
を
見
る
と
、
曾
て
軍
に
関
係
し
た
者
は
二

五
名
に
達
し
、と
り
わ
け
早
期
に
来
台
し
た
人
々
で
あ
る
。
一
八
九
五
年
五
月
、

台
湾
総
督
府
臨
時
条
例
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
民
政
機
関
は
、
台
北
地
区
の
ほ
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か
は
皆
何
か
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
一
八
九
五
年
八
月
、

台
湾
総
督
府
条
例
が
布
か
れ
軍
政
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
総
督
府
官

僚
の
内
、
一
〜
二
名
の
者
が
文
官
と
し
て
任
用
さ
れ
た
以
外
は
、
み
な
陸
軍
省

の
雇
員
と
し
て
大
本
営
か
ら
任
命
さ
れ
た
人
び
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
当
時

は
、
総
督
府
で
事
務
を
担
当
す
る
人
材
が
必
要
な
場
合
で
も
、
必
ず
陸
軍
省
に

お
い
て
承
認
を
求
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
急
遽
、
任
用
が
必
要
な
場
合
に
は
、

事
務
嘱
託
の
名
義
で
任
命
を
行
っ
た
。
七
月
二
三
日
付
け
、
台
湾
事
務
局
の
決

議
に
よ
る
と
、
台
湾
に
派
遣
さ
れ
た
陸
軍
省
の
雇
員
を
総
督
府
の
雇
員
に
任
命

し
、
新
規
に
任
用
す
る
者
に
は
総
督
府
か
ら
委
任
状
を
与
え
る
と
し
た
。
九
月

八
日
、
職
員
が
就
職
以
来
満
二
ヶ
月
、
勤
続
且
つ
成
績
優
秀
な
ど
の
者
は
、
嘱

託
か
ら
雇
員
に
改
め
、
俸
給
も
増
加
し
た
。
こ
の
よ
う
な
理
由
も
あ
り
、
一
時

期
多
く
の
技
術
者
た
ち
が
軍
か
ら
台
湾
総
督
府
へ
と
流
入
し
た
。
八
島
震
の
場

合
を
例
に
あ
げ
て
み
よ
う
。
彼
は
一
八
九
六
年
二
月
、
陸
軍
省
雇
員
の
身
分
で

台
北
県
の
技
手
を
兼
任
し
、
同
年
四
月
台
湾
総
督
府
民
政
局
臨
時
土
木
部
土
木

課
技
手
に
転
任
し
た
。
ま
た
、
山
口
茂
樹
は
、
一
八
九
七
年
一
〇
月
、
最
初
に

台
湾
守
備
混
成
第
二
旅
団
監
督
部
傭
員
と
し
て
来
台
し
、
一
一
月
、
台
中
陸
軍

経
営
部
に
転
じ
、
翌
年
八
月
台
中
県
内
務
部
土
木
課
技
手
に
転
任
し
た
。

（
二
）
台
湾
総
督
府
官
庁
内
の
移
動

台
湾
総
督
府
お
よ
び
地
方
官
庁
に
は
、
非
常
に
多
く
の
土
木
建
築
関
連
部
門

が
あ
り
、
業
務
計
画
に
よ
っ
て
人
事
異
動
に
よ
る
相
互
支
援
を
行
っ
て
い
た
。

こ
の
他
に
も
台
湾
総
督
府
は
、
段
階
的
、
臨
時
的
な
必
要
性
に
応
じ
て
組
織
を

作
り
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
職
員
の
新
規
募
集
や
他
の
部
門
か
ら
人
手
を
調
達

し
、
そ
の
任
務
が
完
了
す
る
と
、
ま
た
大
き
な
移
動
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、

臨
時
台
湾
土
地
調
査
局
、
臨
時
台
湾
基
隆
築
港
局
、
臨
時
台
湾
工
事
部
な
ど
の

組
織
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

最
も
多
く
の
卒
業
生
が
任
用
さ
れ
た
中
央
官
庁
部
門
の
臨
時
台
湾
土
地
調
査

局
を
例
に
あ
げ
る
と
、
最
初
に
こ
こ
に
赴
任
し
た
も
の
は
六
六
名
に
達
す
る
。

土
地
調
査
が
終
わ
る
に
従
っ
て
、
こ
の
技
術
人
員
の
処
理
が
行
な
わ
れ
た
。
臨

時
調
査
土
地
調
査
局
出
版
の
『
臨
時
台
湾
土
地
調
査
事
業
概
要
』
に
は
、
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

…
…
三
十
六
年
四
五
月
頃
か
ら
段
々
職
員
に
過
剩
を
生
ず
る
樣
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
何
う
い
ふ
風
に
此
過
剩
員
の
始
末
を
致
し
た
か
と
申
し
ま
す

る
と
、
今
日
業
務
を
終
へ
て
、
実
地
を
引
揚
げ
て
歸
局
致
し
ま
す
れ
ば
、

即
時
に
辭
表
を
提
出
さ
せ
ま
し
て
免
職
を
致
し
匆
々
家
事
の
取
片
付
を
致

さ
せ
ま
し
て
、
船
便
を
取
極
め
早
さ
と
內
地
へ
歸
へ
ら
せ
ま
し
た
の
で
、

…
…
後
に
は
一
時
に
多
数
の
過
剩
員
を
出
す
樣
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
迚

も
一
々
辭
表
を
提
出
さ
せ
る
と
い
ふ
、
煩
雑
な
手
續
を
履
む
暇
ま
が
な
い

の
で
過
剩
員
と
な
っ
た
時
に
は
、
當
然
退
官
と
な
り
ま
す
樣
に
、
勅
令
案

を
起
草
し
て
、
其
筋
へ
進
達
に
な
り
ま
し
た
が
、
此
勅
令
案
は
分
限
令
に

對
す
る
甚
し
き
除
外
例
で
あ
る）

53
（

…
…
。
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こ
の
こ
と
か
ら
台
湾
総
督
府
は
、
当
該
局
の
任
務
が
次
第
に
完
成
し
、
過
剰

人
員
が
発
生
す
る
と
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
退
職
さ
せ
、
す
ぐ
に
日
本
国
内
へ

送
り
返
す
と
い
う
政
策
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
臨
時
台
湾
土
地
調
査

局
が
初
任
地
で
あ
っ
た
六
六
名
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
殉
職
し
た
一
名
を
除

く
、
四
六
名
の
退
官
後
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
総
督
府
の
公
文
書
か
ら
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
、
多
く
の
も
の
は
、
任
務
終
了
後
、
す
ぐ
に

帰
国
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
帰
国
後
の
動
向
が
わ
か
る
七
名
の
も
の
に
つ
い

て
は
、
二
名
が
地
方
官
庁
技
手
、
一
名
が
中
央
官
庁
技
手
、
四
名
が
陸
軍
陸
地

測
量
部
の
職
に
就
い
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
の
一
二
名
の
も
の
は
、
台
湾
の
官
庁

に
留
任
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
一
二
名
の
就
職
先
は
、
一
名
が
鉄
道

敷
設
部
技
手
、
一
名
が
臨
時
台
湾
基
隆
築
港
局
技
手
、
一
名
が
民
政
部
殖
産
局

事
務
嘱
託
、
八
名
が
地
方
庁
技
手
の
職
で
あ
る
。
台
湾
に
残
っ
た
者
に
関
し
て

言
え
ば
、
台
湾
総
督
府
地
方
官
庁
の
職
に
就
い
た
者
が
一
番
多
い
こ
と
が
わ
か

る
。臨

時
台
湾
土
地
調
査
局
以
外
の
分
野
に
お
い
て
も
、
工
手
学
校
卒
業
生
は
活

躍
し
て
お
り
、
長
期
的
に
み
る
と
、
鉄
道
部
に
九
名
、
民
政
部
土
木
局
に
（
含

む
臨
時
土
木
部
、
土
木
課
、
営
繕
課
）
三
四
名
、
地
方
官
庁
の
技
手
、
技
師
に
三

〇
名
の
者
が
職
を
得
て
い
る
。
臨
時
台
湾
土
地
調
査
局
以
外
の
官
庁
に
つ
い
て

は
、
は
っ
き
り
し
た
集
中
現
象
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
校
卒
業

生
た
ち
は
、
土
地
調
査
事
業
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
以
外
に
も
、
土

木
局
、
鉄
道
部
、
地
方
官
庁
の
土
木
部
門
に
お
い
て
一
定
の
勢
力
を
有
し
て
い

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
三
）
日
本
国
内
、
朝
鮮
へ
の
移
動

経
歴
資
料
に
よ
れ
ば
、
来
台
し
て
職
に
就
い
た
後
、
日
本
国
内
へ
移
動
し
た

も
の
八
名
の
内
三
名
が
そ
の
後
、
朝
鮮
へ
と
渡
っ
て
い
る
。
日
本
へ
戻
っ
た
人

た
ち
の
帰
国
後
の
仕
事
は
、
逓
信
省
鉄
道
部
作
業
局
（
一
人
）、
農
商
務
省
札

幌
鉱
山
（
一
名
）、
陸
軍
省
陸
地
測
量
部
（
三
人
）、
新
潟
県
（
一
人
）、
北
海
道

土
木
部
（
一
人
）、
大
阪
府
堺
市
役
所
（
一
人
）
と
い
っ
た
、
中
央
お
よ
び
地
方

官
庁
の
仕
事
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
井
藤
種
次
は
、
台
湾
総
督
府
殖
産

局
技
手
を
離
職
し
た
後
、
台
湾
に
お
け
る
土
地
調
査
と
林
野
調
査
の
経
験
を
使

い
、
一
九
一
三
年
朝
鮮
総
督
府
臨
時
土
地
調
査
局
技
手
と
な
っ
た
。
土
岐
佐
久

次
は
、
台
湾
臨
時
土
地
調
査
局
離
職
後
、
一
九
一
三
年
朝
鮮
総
督
府
臨
時
土
地

調
査
局
技
手
と
な
り
、
千
村
萬
吉
は
台
南
庁
離
職
後
、
一
九
一
四
年
三
月
に
朝

鮮
総
督
府
臨
時
土
地
調
査
局
技
手
に
就
い
て
い
る
。

こ
の
他
に
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
や
む
を
得
ず
一
時
帰
国
し
た
も
の
の
、
再

び
機
会
を
見
つ
け
、
積
極
的
に
台
湾
に
戻
っ
て
来
た
例
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

井
藤
種
次
、
布
施
謹
吾
、
千
村
萬
吉
、
土
岐
佐
久
次
は
み
な
臨
時
台
湾
土
地
調

査
局
の
仕
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
あ
る
い
は
、
当
該
局
が
廃
止
さ
れ
た
後
に
、

自
ら
は
望
ま
な
い
も
の
の
帰
国
し
、
井
藤
と
千
村
、
土
岐
は
陸
軍
省
陸
地
測
量

部
、
布
施
は
農
商
務
省
で
職
に
つ
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
再
び
機
会
を
見
つ

け
、
台
湾
に
戻
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
井
藤
は
嘉
義
庁
技
手
、
千
村
と
布
施
は
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台
南
庁
の
技
手
、
土
岐
は
台
東
庁
の
技
手
に
つ
い
た
。
森
鉦
太
郎
は
一
度
帰
国

し
た
後
、
逓
信
省
鉄
道
作
業
局
の
職
に
就
き
、
そ
の
後
再
び
来
台
し
台
湾
総
督

府
民
政
局
土
木
局
の
仕
事
に
就
い
た
。
八
人
の
内
五
人
が
帰
国
後
、
再
び
台
湾

に
戻
っ
て
来
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
台
湾
官
庁
の
給
料
が
日
本
の
給
料
よ
り

も
、
遙
か
に
高
額
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

６
．
官
庁
、
業
界
間
の
移
動

一
二
三
名
の
卒
業
生
の
内
、
来
台
後
、
民
間
業
界
に
お
い
て
職
を
経
験
し
た

も
の
は
三
九
名
で
三
一
・
七
％
で
あ
る
。
日
本
統
治
初
期
に
お
い
て
は
、
治
安

お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
が
未
成
熟
の
状
況
で
あ
り
、
台
湾
へ
進
出
す
る
民
間
企
業
は

少
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
実
際
に
比
率
も
少
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の

中
で
一
三
名
は
、
来
台
後
す
ぐ
民
間
企
業
の
職
に
就
い
て
い
る
。
も
し
か
す
る

と
こ
れ
ら
の
人
び
と
は
、
も
と
も
と
日
本
の
民
間
業
界
の
職
に
就
い
て
い
た
も

の
の
、
会
社
の
台
湾
進
出
に
伴
い
派
遣
さ
れ
台
湾
に
来
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

た
と
え
ば
、
森
田
英
男
、
山
口
楠
夫
、
富
岡
雄
渡
治
、
原
田
斧
太
郎
、
畑
谷
純

一
郎
な
ど
五
人
は
藤
田
組
瑞
芳
鉱
山
、
太
田
半
五
郎
、
坂
西
修
広
、
園
部
良
治

な
ど
三
人
は
久
米
興
業
事
務
所
、
与
田
久
吉
は
志
岐
組
台
南
支
店
、
安
田
靖
太

郎
は
汽
車
製
造
合
資
会
社
台
北
支
店
、
平
松
克
太
郎
は
鹿
島
組
台
南
出
張
所
、

手
島
英
輔
は
台
南
橋
仔
頭
製
糖
会
社
の
職
に
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
日
本
国
内
の
企
業
が
台
湾
進
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
支
店
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。

こ
の
時
期
、
官
庁
の
職
に
つ
い
た
一
〇
六
名
中
、
六
六
名
は
臨
時
台
湾
土
地

調
査
局
の
仕
事
に
就
き
、
多
く
は
段
階
的
な
任
務
が
終
わ
っ
た
後
に
帰
国
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
在
任
期
間
が
短
い
と
い
え
る
。
そ
の
他
の
官
庁
の
職
に
就
い

た
四
〇
人
中
、
八
人
は
一
時
期
官
庁
で
仕
事
を
し
た
後
、
民
間
企
業
へ
転
職
し

て
い
る
。
こ
の
数
二
〇
％
を
占
め
る
。
一
名
が
比
較
的
特
殊
な
高
級
遊
楽
園「
御

影
温
泉
」
を
経
営
し
た
以
外
は
、
土
木
関
連
の
事
業
に
従
事
す
る
か
、
ま
た

は
、
自
分
で
事
業
を
創
業
し
た
。
た
と
え
ば
、
新
見
喜
三
は
「
新
見
組
」
を
創

設
、
荒
井
善
作
は「
荒
井
建
築
工
務
所
」
を
創
設
、
岩
淵
恕
は「
台
湾
工
程
社
」

を
創
設
、
中
村
熊
一
、
太
田
半
五
郎
も
ま
た
独
立
し
土
木
建
築
請
負
業
を
経
営

し
た
。
そ
こ
に
は
、
前
任
職
の
官
庁
の
経
験
と
人
脈
が
創
業
の
重
要
な
基
礎
と

な
っ
た
。
新
見
喜
三
の
「
新
見
組
」
を
例
に
挙
げ
る
と
、
総
督
府
官
庁
と
お
互

い
に
一
定
程
度
の
信
頼
関
係
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
官
庁
の
工
事
の
取
得
、
工
事

の
監
督
な
ど
が
順
調
、
円
滑
に
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
工
事
の
主
要
な
相
手
先

は
、
総
督
府
交
通
局
鉄
道
部
、
台
中
州
土
木
課
、
台
湾
軍
経
理
部
、
総
督
府
内

務
局
、
台
北
州
土
木
課
、
交
通
局
道
路
港
湾
課
、
高
雄
州
土
木
課
、
台
北
市
役

所
土
木
課
な
ど
で
、
全
て
が
中
央
ま
た
は
地
方
官
庁
の
土
木
工
事
で
あ
っ
た
。

東
京
帝
国
大
学
、
京
都
帝
国
大
学
出
身
の
上
級
技
術
官
僚
の
ほ
と
ん
ど
は
、

お
よ
そ
二
年
で
技
手
か
ら
技
官
に
昇
進
し
た
が
、
工
手
学
校
出
身
の
中
級
技
術

官
僚
は
、
事
業
の
経
験
で
専
門
知
識
と
学
歴
な
ど
の
不
足
を
補
足
し
、
技
手
か

ら
技
師
に
昇
進
す
る
の
に
平
均
一
九
年
の
歳
月
を
要
し
た
。
一
一
名
技
師
に
昇

進
し
た
者
の
内
、
最
も
早
く
昇
進
し
た
進
藤
熊
之
助
さ
え
も
一
三
年
の
歳
月
を
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要
し
、
最
も
遅
か
っ
た
公
荘
勝
二
郎
に
至
っ
て
は
、
二
五
年
の
時
間
を
経
て
よ

う
や
く
技
師
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
昇
進
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
帝
大
出

身
者
が
長
期
に
わ
た
り
官
職
に
つ
い
て
い
る
の
に
対
し
、
工
手
学
校
の
中
級
技

術
人
員
が
途
中
で
民
間
業
界
に
転
じ
て
い
る
の
も
無
理
は
な
い
。

工
手
学
校
卒
業
生
の
来
台
前
の
経
歴
、
来
台
後
の
就
職
と
活
動
状
況
か
ら
、

卒
業
生
が
日
本
統
治
初
期
に
植
民
地
台
湾
の
官
庁
、
あ
る
い
は
、
民
間
企
業
で

十
分
に
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
植
民
統
治
期
に
お
い
て
、
民
間

企
業
、
官
庁
、
技
術
者
養
成
学
校
は
、
産
・
官
・
学
の
連
携
関
係
を
も
っ
て
お

り
、
植
民
統
治
当
局
が
、
推
進
す
る
各
種
政
策
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

四
、
結
論

日
本
は
明
治
維
新
以
降
に
近
代
化
に
向
か
っ
て
邁
進
し
、
殖
産
興
業
に
も
力

を
注
い
だ
。
こ
の
過
程
の
中
で
、
官
庁
あ
る
い
は
民
間
業
界
を
問
わ
ず
技
術
の

人
材
が
不
足
し
、
は
じ
め
の
こ
ろ
は
お
雇
い
外
国
人
に
依
存
し
て
い
た
。
東
京

帝
大
、
東
京
職
工
な
ど
の
技
師
ク
ラ
ス
の
技
術
者
を
養
成
す
る
学
校
は
わ
ず
か

で
あ
り
、
技
師
と
職
工
、
臨
時
雇
い
の
労
働
者
、
鉱
山
労
働
者
な
ど
中
級
技
術

人
員
「
工
手
」（
技
手
、
職
工
長
）
を
養
成
す
る
学
校
は
更
に
足
り
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
渡
辺
洪
基
な
ど
の
旧
幕
臣
は
「
技
術
立
国
」
の
構

想
を
も
ち
、「
工
業
立
国
」
の
理
念
を
持
つ
民
間
企
業
家
と
と
も
に
、
互
い
に

助
け
合
い
、
互
い
に
支
援
し
あ
う
形
で
一
八
八
七
年
一
〇
月
工
手
学
校
を
創
立

さ
せ
た
。

工
手
学
校
の
は
じ
ま
り
は
夜
間
学
校
で
、「
一
方
で
仕
事
を
し
、
そ
の
一
方

で
学
習
す
る
方
式
（
仕
事
と
学
習
を
両
立
さ
せ
る
形
で
）」
を
以
て
、
実
業
教
育

を
推
進
し
て
い
た
。
工
手
学
校
は
「
東
大
系
」
の
華
麗
な
教
員
に
呼
び
か
け
、

た
え
ず
専
門
学
問
の
教
育
を
伝
授
し
学
問
を
深
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
少
な

く
な
い
優
秀
な
卒
業
生
を
養
成
し
た
。
明
治
初
期
、
日
本
の
官
側
は
都
市
整
備

を
推
進
し
、
鉄
道
の
敷
設
、
通
信
網
の
拡
大
、
港
湾
の
築
港
、
あ
る
い
は
、
民

間
企
業
、
た
と
え
ば
三
井
、
三
菱
、
住
友
、
古
河
が
経
営
す
る
土
木
業
、
石
炭

業
な
ど
、
官
民
に
関
わ
ら
ず
工
手
学
校
の
卒
業
生
の
活
躍
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
初
期
の
卒
業
生
は
、
日

本
国
内
で
活
躍
し
、「
技
術
立
国
」
と
「
工
業
立
国
」
の
役
目
と
機
能
を
発
揮

し
て
い
る
こ
と
が
十
分
に
見
て
取
れ
る
。

注
目
す
べ
き
点
は
、
工
手
学
校
の
発
展
が
日
本
帝
国
主
義
の
対
外
的
な
拡
張

に
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
る
点
で
あ
り
、
工
手
学
校
と
帝
国
官
庁
間
が
微
妙
な
官

学
連
関
関
係
で
相
互
支
援
を
行
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
日
清
戦
争
後
、
日
本
は

初
め
て
の
植
民
地
台
湾
を
獲
得
し
た
。
台
湾
の
近
代
化
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
各
部
門
へ
の
人
材
投
入
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
国
内
市
場
に
お
い
て
も

人
員
の
需
要
が
あ
り
、
始
め
の
こ
ろ
は
、
工
手
学
校
の
卒
業
生
の
就
職
先
も
国

内
に
向
い
て
い
た
。
仮
に
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、
毎
年
、
少
な
く
な

い
数
の
卒
業
生
が
台
湾
に
や
っ
て
き
て
お
り
、
日
露
戦
争
ま
で
に
一
番
人
気
の

あ
る
海
外
活
躍
地
に
な
っ
て
い
た
。
日
露
戦
後
、
さ
ら
に
多
く
の
卒
業
生
が
韓

国
、
清
国
（
主
と
し
て
、
満
州
）
に
職
を
求
め
、
植
民
地
経
営
に
関
与
し
、
国
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策
的
な
任
務
を
支
援
し
た
。
工
手
学
校
の
学
則
と
学
制
の
改
正
、学
科
の
増
設
、

学
生
数
の
増
加
な
ど
の
同
校
の
発
展
は
、す
べ
て
日
本
の
業
界
、帝
国
の
拡
張
、

植
民
地
経
営
な
ど
の
事
業
に
対
す
る
人
員
の
需
要
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。

管
理
長
の
古
市
公
威
は
、
満
蒙
経
営
は
「
日
本
の
天
職
」
と
い
っ
て
、
い
つ
も

学
生
を
励
ま
し
た
。
国
家
の
対
外
発
展
に
工
手
学
校
が
対
応
し
て
い
る
と
い
う

特
徴
が
現
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
卒
業
生
た
ち
は
、
日
本
国
内
に
お
け

る
「
技
術
立
国
」、「
工
業
立
国
」
の
使
命
を
果
た
し
た
後
に
、
日
本
帝
国
の
拡

張
に
伴
い
、
一
歩
進
め
て
植
民
地
に
お
い
て
国
策
協
力
の
役
目
を
担
っ
た
。

来
台
し
た
卒
業
生
の
状
況
を
分
析
し
て
み
よ
う
。
日
本
が
台
湾
を
領
有
し
て

か
ら
日
露
戦
争
前
の
期
間
に
関
し
て
い
え
ば
、
師
長
、
先
輩
の
励
ま
し
、
ま
た

は
、
高
額
の
給
与
と
い
う
理
由
か
ら
、
台
湾
で
就
職
す
る
こ
と
は
工
手
学
校
卒

業
生
の
優
先
的
な
選
択
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
台
湾
は
東
京
府
、
福

岡
県
、
北
海
道
、
大
阪
府
に
つ
ぐ
、
五
番
目
の
志
望
先
で
あ
っ
た
。
学
生
が
卒

業
後
す
ぐ
に
来
台
し
た
ケ
ー
ス
や
日
本
国
内
に
お
け
る
仕
事
を
経
て
の
来
台
し

た
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
を
問
わ
ず
、
多
く
は
、
日
本
の
中
央
官
庁
、
地

方
官
庁
、
軍
部
の
土
木
、
営
繕
、
交
通
な
ど
の
機
関
、
ま
た
は
、
民
間
鉄
道
、

建
築
、
土
木
請
負
、
鉱
山
、
電
力
な
ど
の
会
社
で
の
実
習
経
験
が
あ
り
、
植
民

地
台
湾
の
諸
事
業
に
す
ぐ
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
統
治
初
期
、
台
湾

総
督
府
が
急
い
で
行
っ
た
土
地
調
査
、
鉄
道
、
港
湾
、
道
路
、
上
下
水
道
、
河

川
、

圳
な
ど
の
事
業
に
土
木
科
、
造
家
科
、
機
械
科
、
採
冶
科
の
た
く
さ
ん

の
卒
業
生
が
職
を
求
め
た
。
一
〇
年
間
一
二
八
名
の
卒
業
生
が
来
台
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
工
手
学
校
（
特
に
土
木
課
：
七
〇
・
九
％
）
が
、
台
湾
総
督
府
の

中
間
技
術
者
の
重
要
な
供
給
源
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
時
期
に
台
湾
に
来
た
卒
業
生
の
初
任
地
は
台
湾
総
督
府
、
陸
海
軍
の
土

木
、
交
通
な
ど
の
機
関
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
数
は
、
全
体
の
八
六
・
二
％

に
相
当
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
鉱
業
、
土
木
業
、
建
築
業
、
製
糖
業
な
ど
の
民

間
企
業
が
一
〇
・
五
％
、
最
も
少
な
い
地
方
官
庁
に
至
っ
て
は
、
わ
ず
か
三
・

三
％
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
専
攻
と
就
職
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
来
台
後
、
卒
業

生
は
学
ん
だ
こ
と
を
実
際
に
役
立
て
て
お
り
、
台
湾
に
そ
の
専
門
の
発
揮
場
所

を
求
め
て
い
る
。
ま
た
台
湾
総
督
府
は
、
官
庁
内
に
お
け
る
人
員
要
求
に
対

し
、「
委
託
養
成
」
を
依
頼
す
る
か
た
ち
で
、
工
手
学
校
に
そ
の
人
材
を
求
め

た
。
こ
の
時
期
の
官
庁
は
、
工
手
学
校
卒
業
生
の
主
要
な
活
動
場
所
で
あ
り
、

約
九
割
の
卒
業
生
が
官
庁
に
職
を
得
て
、
総
督
府
官
庁
の
各
種
事
業
を
積
極
的

に
支
援
し
た
。

次
に
、
来
台
し
た
卒
業
生
の
移
動
の
点
か
ら
見
て
み
る
と
、
初
期
に
お
い
て

は
軍
か
ら
台
湾
総
督
府
官
庁
に
移
動
し
、
多
く
は
、
最
初
に
陸
軍
省
の
雇
員
の

身
分
か
ら
台
湾
総
督
府
の
雇
員
へ
と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
台
湾
総
督
府
中

央
、
地
方
官
庁
中
の
土
木
建
築
関
連
部
門
が
多
い
の
で
、
事
業
の
推
進
の
求
め

に
応
じ
相
互
支
援
、
ま
た
は
、
臨
時
組
織
機
構
の
成
立
、
廃
止
に
よ
っ
て
移
動

が
行
わ
れ
た
。
卒
業
生
の
長
期
に
わ
た
る
台
湾
総
督
府
官
庁
の
分
布
と
移
動
を

見
る
と
、
臨
時
台
湾
土
地
調
査
事
業
に
重
要
な
任
務
を
果
た
し
た
ほ
か
に
、
土

木
局
、
鉄
道
部
、
地
方
官
庁
の
土
木
部
門
に
お
い
て
一
定
の
勢
力
を
有
し
て
い
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た
。
八
名
の
台
湾
総
督
府
官
庁
か
ら
日
本
陸
軍
省
、
中
央
、
地
方
官
庁
、
お
よ

び
、
臨
時
朝
鮮
土
地
調
査
局
に
移
動
し
て
い
る
が
、
半
数
は
臨
時
台
湾
土
地
調

査
局
の
撤
廃
に
よ
り
仕
方
な
く
帰
国
し
た
。
そ
の
中
の
五
名
は
、
そ
の
後
、
再

び
台
湾
へ
戻
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
台
湾
官
庁
給
料
が
日
本
よ
り
も
遙

か
に
高
額
で
あ
っ
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

来
台
し
た
卒
業
生
の
内
、
三
一
・
七
％
の
卒
業
生
が
民
間
企
業
に
就
職
し
て

い
る
が
、
治
安
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
が
未
成
熟
な
日
本
統
治
初
期
で
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
け
っ
し
て
低
い
数
字
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
う
ち
の
一
三
名
は
日
本

の
民
間
業
界
か
ら
台
湾
の
発
展
に
伴
い
会
社
か
ら
の
派
遣
と
し
て
来
台
し
て
い

る
。
こ
の
類
の
卒
業
生
の
場
合
は
、
官
庁
へ
の
移
動
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
反

対
に
、
官
庁
に
就
職
し
た
も
の
で
、
一
定
の
時
を
経
て
、
民
間
業
界
へ
と
昇
進

す
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
い
た
。
多
く
の
人
び
と
は
、
官
庁
に
い
た
時
の
経

験
、
人
脈
を
生
か
し
た
事
業
を
創
業
し
て
お
り
、
土
木
、
建
築
請
負
な
ど
の
仕

事
を
創
業
す
る
人
が
多
か
っ
た
。
以
上
か
ら
、
卒
業
生
は
民
間
業
界
、
と
り
わ

け
土
木
建
築
業
に
お
い
て
、
重
要
な
役
目
を
果
た
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
八
九
五
〜
一
九
一
五
年
の
二
〇
年
間
に
札
幌
農
学
校
卒
業
生
一
四
〇
人
が

来
台
し
、
台
湾
総
督
府
、
中
央
・
地
方
官
庁
の
農
業
部
門
及
び
民
間
製
糖
会
社

で
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
一
方）

54
（

、
工
手
学
校
の
卒
業
生
は
一
八
九
五
〜

一
九
〇
五
年
の
一
〇
年
間
で
、
一
二
八
人
来
台
し
、
中
央
・
地
方
官
庁
の
土

木
・
交
通
部
門
及
び
民
間
の
土
木
建
築
業
界
で
活
躍
し
、
そ
の
重
要
性
も
無
視

で
き
な
い
。

本
論
文
で
は
、
日
本
領
台
か
ら
一
〇
年
間
に
お
け
る
、
工
手
学
校
卒
業
生
の

台
湾
で
の
就
職
、
活
動
、
移
動
に
関
す
る
分
析
を
通
じ
て
、「
技
術
立
国
」
か

ら
「
技
術
殖
民
」
へ
向
か
う
傾
向
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
対

外
拡
張
期
に
お
い
て
、
卒
業
生
の
多
数
は
依
然
と
し
て
国
内
で
就
職
す
る
一

方
、
卒
業
生
が
日
本
統
治
初
期
に
植
民
地
台
湾
の
官
庁
、
民
間
企
業
で
も
十
分

に
活
躍
し
て
い
た
こ
と
も
見
て
と
れ
る
。
民
間
企
業
、
官
庁
、
技
術
者
養
成
学

校
は
、
産
・
官
・
学
の
連
携
関
係
を
も
っ
て
お
り
、
植
民
統
治
当
局
が
、
推
進

す
る
政
策
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
即
ち
日
本
が
植
民
地
台
湾
を
統
治
す

る
背
後
に
は
、
技
術
官
僚
、
技
術
者
を
後
ろ
盾
と
し
、
各
種
の
殖
民
政
策
を
支

え
て
い
た
。
そ
の
ゆ
え
、
技
術
者
養
成
学
校
は
台
湾
総
督
府
に
不
可
欠
な
人
員

の
補
充
場
所
だ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
工
手
学
校
が
あ
っ
た
。
日
本
帝
国
の
勢
力

範
囲
が
満
州
、
朝
鮮（
韓
国
）に
及
ぶ
に
し
た
が
い
、
植
民
統
治
方
針
も
変
わ
っ

て
行
き
、
工
手
学
校
卒
業
生
の
海
外
の
活
動
場
所
も
段
階
的
に
変
化
し
て
い
っ

た
。
今
後
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

＊
本
論
文
は
交
流
協
會
日
台
交
流
中
心
二
〇
〇
八
年
度
日
台
研
究
支
援
活
動
の
成
果
の
一

部
で
あ
る
。
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出
典

工
手
学
校
同
窓
会
『
工
手
学
校
同
窓
会
会
員
名
簿
』（
工
手
学
校
同
窓
会
誌
第
一
〇
號
附

錄
）、
明
治
三
五
年
、
一
〜
五
一
頁
。
明
治
三
六
年
、
一
〜
四
九
頁
。
明
治
三
七
年
、

一
〜
六
一
頁
。『
同
』（
工
手
学
校
同
窓
会
誌
第
一
八
號
附
錄
）
明
治
三
八
年
、
一
〜

六
三
頁
。

工
学
院
大
学
専
門
学
校
同
窓
会
『
専
門
学
校
の
あ
ゆ
み
お
よ
び
会
員
名
簿
』
東
京
：
工
学

院
大
学
専
門
学
校
同
窓
会
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
。

工
手
学
校
同
窓
会
『
工
手
学
校
同
窓
会
誌
』
第
二
〜
一
八
號
、東
京
：
工
手
学
校
同
窓
会
、

明
治
三
二
〜
明
治
三
八
年
。

太
田
肥
洲
『
新
台
湾
を
支
配
す
る
人
物
と
產
業
史
』
台
北
：
台
湾
評
論
社
、昭
和
一
五
年
。

上
村
健
堂
『
台
湾
事
業
界
と
中
心
人
物
』
台
北
：
台
湾
案
內
社
、
大
正
八
年
。

大
園
市
藏
『
台
湾
人
物
誌
』
台
北
：
谷
澤
書
店
、
大
正
五
年
。

唐
澤
信
夫
『
台
湾
紳
士
名
鑑
』
台
北
：
新
高
出
版
社
、
昭
和
一
二
年
。

台
湾
新
民
報
社
調

部
『
台
湾
人
士
鑑
』
台
北
：
台
湾
新
民
報
社
、
昭
和
九
年
版
。

菅
武
雄
『
新
竹
州
の
情
勢
と
人
物
』
台
北
：
台
北
刷
株
式
会
社
、
昭
和
一
三
年
。

『
土
木
の
人
物
』。

台
湾
大
觀
社
『
最
近
の
南
部
台
湾
』
台
南
：
台
湾
大
觀
社
、
昭
和
一
三
年
。

台
湾
教
育
会
『
芝
山
巖
誌
』
台
北
：
台
湾
教
育
会
、
昭
和
八
年
。

台
南
新
報
社
編
『
南
部
台
湾
紳
士
錄
』
台
南
：
台
南
新
報
社
、
明
治
四
〇
年
。

台
湾
神
社
社
務
所
『
建
功
神
社
誌
』
台
北
市
：
台
湾
神
社
社
務
所
、
大
正
五
年
。

工
学
会
『
工
学
会
誌
』
一
五
七
〜
二
八
一
號
、
東
京
：
工
学
会
事
務
所
、
明
治
二
八
年
〜

明
治
三
八
年
。

『
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
』

「
青
山
悅
應
技
手
ニ
任
用
（
原
議
ハ
第
三
卷
新
任
ノ
部
（
六
二
）（
六
三
）
ニ
纂
輯
ス
）」、

明
治
三
二
年
四
月
一
日
、
一
一
八
卷
、
四
三
一
〇
冊
、
三
六
號
、「
青
山
悅
應
（
技
手

ニ
任
用
）」、
同
日
、
一
二
〇
卷
、
四
三
一
二
冊
、
五
號
、「
技
手
青
山
悅
應
測
量
監
督

ヲ
命
セ
ラ
ル
」、
同
三
五
年
六
月
一
日
、
一
五
〇
卷
、
四
三
四
二
冊
、
七
八
號

「
技
手
青
山
廉
次
郎
依
願
免
本
官
」、
明
治
三
五
年
一
二
月
一
日
、
第
一
五
一
卷
、

四
三
四
三
冊
、
七
五
號

「
技
手
伊
藤
德
治
郎
昇
級
」、
明
治
三
五
年
三
月
一
日
、
第
一
五
〇
卷
、
四
三
四
二
冊
、
三

號
「
井
藤
種
次
（
技
手
ニ
任
用
）」、
明
治
三
二
年
三
月
一
日
、
一
一
八
卷
、
四
三
一
〇
冊
、

三
三
號
、「
嘉
義
庁
技
手
井
藤
種
次
総
督
府
技
手
任
命
件
」、
同
四
四
年
五
月
一
日
、
五

卷
、
一
八
八
六
冊
、
一
號
、「
府
技
手
井
藤
種
次
（
朝
鮮
土
地
調

局
ヘ
出
向
）」、
大

正
二
年
六
月
一
日
、
六
卷
甲
、
二
一
九
一
冊
、
二
六
號

「
恩
給
證
書
下
付
（
磯
田
清
之
助
）」、
大
正
一
〇
年
五
月
一
日
、
三
卷
、
三
一
三
五
冊
、

八
號

「
臨
時
土
木
部
技
手
今
村
熊
一
非
職
」、
明
治
三
〇
年
六
月
一
〇
日
、
第
一
一
卷
、
二
〇
二

冊
、
二
九
號

「
上
野
左
司
摩
鉱
業
ニ
關
ス
ル
事
務
ヲ
囑
託
ス
」、明
治
四
一
年
一
〇
月
一
日
、第
一
〇
卷
、

一
四
四
三
冊
、
三
一
號
、「
技
手
上
野
左
司
摩
日
英
博
覽
会
準
備
補
助
委
員
ヲ
命
ス
」、

同
四
二
年
一
〇
月
一
日
、
第
一
二
卷
、
一
五
六
六
冊
、
六
二
號
、「
府
技
手
上
野
左
司

摩
（
免
本
官
、
賞
与
、
賜
金
）」、
大
正
二
年
四
月
一
日
、
第
四
卷
、
二
一
八
九
冊
、

四
九
號

「
技
手
內
田
和
三
郎
依
願
免
本
官
」、
明
治
三
六
年
一
〇
月
一
日
、
一
六
〇
卷
、
四
三
五
二

冊
、
三
七
號
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「
梅
田
清
次
（
任
府
技
手
）」、明
治
四
五
年
七
月
一
日
、第
七
卷
、二
〇
六
八
冊
、七
一
號
、

「
恩
給
證
書
下
付
（
梅
田
清
次
）」、
大
正
一
一
年
六
月
一
日
、
第
三
卷
、
三
二
六
六
冊
、

四
號

「
大
曾
根
誠
二
（
技
手
ニ
任
用
）」、
明
治
三
五
年
六
月
一
日
、
一
四
七
卷
、
四
三
三
九
冊
、

七
號

「
技
手
大
河
內
留
八
郎
依
願
免
本
官
」、
明
治
三
六
年
一
〇
月
一
日
、
一
六
〇
卷
、

四
三
五
二
冊
、
三
六
號

「
太
田
半
五
郎
任
交
通
局
技
師
、
俸
給
、
依
願
免
官
、
賞
与
」、
昭
和
三
年
六
月
一
日
、

一
〇
〇
五
一
冊
、
一
二
三
號

「
元
技
手
緒
方
龍
太
郎
退
官
賜
金
給
与
」、
明
治
三
六
年
一
〇
月
一
日
、
第
一
八
三
卷
、

四
三
七
五
冊
、
八
七
號

「
岡
積
幸
（
技
手
ニ
任
用
）」、
明
治
三
四
年
三
月
一
日
、
一
三
一
卷
、
四
三
二
三
冊
、
七

號
「
岡
直
任
台
湾
総
督
府
技
手
」、
明
治
四
五
年
三
月
一
日
、
第
三
卷
甲
、
二
〇
六
三
冊
、

八
二
號
、「
岡
直
任
花
蓮
港
庁
技
手
」、
大
正
五
年
三
月
一
日
、
第
三
卷
乙
、
二
五
八
〇

冊
、
七
三
號

「
岡
本
淺
次
郎
（
臨
時
台
湾
土
地
調

局
技
手
ニ
任
用
）」、
明
治
三
四
年
八
月
一
日
、

一
三
七
卷
、
四
三
二
九
冊
、
一
〇
號

「
柏
岡
陽
一
恩
給
證
書
下
付
」、
大
正
三
年
一
一
月
一
日
、
第
八
卷
、
二
二
一
〇
冊
、
三
號

「
元
技
手
倉
持
壽
吉
勉
励
賞
与
」、明
治
三
七
年
三
月
一
日
、第
一
九
三
卷
、四
三
八
五
冊
、

七
五
號

「
小
川
陽
吉
任
台
湾
総
督
府
技
手
」、明
治
四
五
年
三
月
一
日
、第
三
卷
甲
、二
〇
六
三
冊
、

八
二
號
、「
府
技
手
小
川
陽
吉
退
官
及
賜
金
ノ
件
」、大
正
三
年
五
月
一
日
、第
五
卷
甲
、

二
三
一
三
冊
、
一
號

「〔
台
南
州
技
手
〕
尾
辻
国
吉
（
任
府
州
技
師
）」、
大
正
一
〇
年
三
月
一
日
、
二
卷
、

三
一
九
一
冊
、
二
五
號
、「〔
府
技
師
〕
尾
辻
国
吉
（
専
賣
局
技
師
任
用
）」、
同
一
一
年

七
月
一
日
、
五
卷
、
三
四
四
八
冊
、
三
一
號

「
笠
原
藤
藏
任
技
手
（
元
台
北
県
）」、明
治
三
四
年
一
〇
月
一
日
、五
四
卷
、九
三
〇
九
冊
、

三
八
號

「
元
技
手
梶
山
彌
四
郎
退
官
賜
金
給
与
」、
明
治
三
六
年
一
〇
月
一
日
、
第
一
八
三
卷
、

四
三
七
五
冊
、
八
九
號

「
囑
託
下
條
禎
一
郎
昇
給
、
賞
与
、
解
職
ノ
件
」、
大
正
三
年
七
月
一
日
、
第
七
卷
、

二
三
一
七
冊
、
三
號

「
恩
給
證
書
下
附
（
金
子
泰
輔
）」、
大
正
四
年
六
月
一
日
、
第
四
卷
、
二
三
四
四
冊
、

一
三
號

「
河
田
千
代
治
（
技
手
ニ
任
用
）」、
明
治
三
二
年
七
月
一
日
、
一
二
一
卷
、
四
三
一
三
冊
、

一
五
號
、「
元
技
手
河
田
千
代
治
退
官
賜
金
給
与
」、
同
三
六
年
一
二
月
一
日
、
一
八
三

卷
、
四
三
七
五
冊
、
九
六
號

「
喜
多
見
善
藏
（
技
手
ニ
任
用
）」、
明
治
三
二
年
五
月
一
日
、
一
二
〇
卷
、
四
三
一
二
冊
、

九
號
、「
技
手
喜
多
見
善
藏
依
願
免
本
官
」、
同
三
五
年
一
月
一
日
、
一
五
一
卷
、

四
三
四
三
冊
、
五
〇
號

「
木
梨
二
郎
（
雇
ニ
採
用
）」、
明
治
三
三
年
六
月
一
日
、
一
二
六
卷
、
四
三
一
八
冊
、

二
三
號
、「
木
梨
二
郎
（
技
手
ニ
任
用
）」、
同
三
四
年
三
月
一
日
、
一
三
一
卷
、

四
三
二
三
冊
、
八
號
、「
技
手
木
梨
二
郎
依
願
免
本
官
」、
明
治
三
五
年
一
月
一
日
、

一
五
一
卷
、
四
三
四
三
冊
、
五
二
號

「
公
莊
勝
二
郎
府
技
手
」、
明
治
四
一
年
六
月
一
日
、
第
六
卷
、
一
四
三
八
冊
、
一
七
號
、
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「
公
莊
勝
二
郎
台
南
州
土
木
技
師
ニ
兼
補
ス
」、
昭
和
二
年
一
〇
月
一
日
、
一
〇
〇
四
九

冊
、
二
七
號
、「
公
莊
勝
二
郎
任
総
督
府
技
師
、
俸
給
、
勤
務
、
依
願
免
官
、
願
ニ
依

リ
本
職
ヲ
免
ス
」、
同
五
年
七
月
一
日
、
一
〇
〇
六
一
冊
、
二
八
號

「
技
手
国
澤
能
正
依
願
免
本
官
」、
明
治
三
六
年
五
月
一
日
、
一
五
八
卷
、
四
三
五
〇
冊
、

五
二
號

「
国
乘
耕
馬
（
技
手
ニ
任
用
）」、
明
治
三
三
年
二
月
一
日
、
一
二
五
卷
、
四
三
一
七
冊
、

九
號
、「
技
手
国
乘
耕
馬
分
限
令
三
條
一
項
三
號
ニ
依
リ
免
官
」、
同
三
六
年
一
二
月
一

日
、
一
六
〇
卷
、
四
三
五
二
冊
、
四
六
號

「
臨
時
陸
軍
建
築
部
技
手
後
藤
麟
三
郎
ヲ
総
督
府
技
手
ニ
任
シ
民
政
部
土
木
局
勤
務
ヲ
命

ス
」、
明
治
三
五
年
一
一
月
二
九
日
、
一
九
卷
、
八
〇
〇
冊
、
三
一
號
、「
恩
給
證
書
下

附
（
後
藤
麟
三
郎
）」、
大
正
四
年
七
月
一
日
、
五
卷
、
二
三
四
五
冊
、
五
號

「
元
技
手
小
柳
貞
一
外
一
名
勉
励
賞
与
」、
明
治
三
年
七
月
一
日
、
第
一
九
三
卷
、

四
三
八
五
冊
、
一
四
二
號

「
臨
時
陸
軍
建
築
部
技
手
小
山
廉
一
総
督
府
技
手
ニ
任
ス
」、
明
治
三
三
年
五
月
二
九
日
、

八
卷
、
五
六
八
冊
、
二
九
號

「
台
北
県
ヨ
リ
出
向
ノ
技
手
齊
藤
元
喜
本
県
技
手
ニ
任
用
ノ
件
（
元
台
南
県
）」、
明
治

三
八
年
一
〇
月
一
日
、
第
三
八
卷
、
九
五
六
〇
冊
、
五
二
號

「
臨
時
土
木
部
技
手
崎
山
元
楠
外
二
名
〔
石
原
周
敏
、今
村
熊
一
〕
在
勤
所
屬
命
免
ノ
件
」、

明
治
二
九
年
八
月
三
日
、
第
六
卷
之
二
、一
〇
九
冊
、
八
號

「
元
技
手
佐
佐
木
為
治
勉
励
賞
与
」、
明
治
三
七
年
五
月
一
日
、
第
一
九
三
卷
、
四
三
八
五

冊
、
一
〇
六
號

「
重
永
壯
吉
（
技
手
ニ
任
用
）」、
明
治
三
五
年
四
月
一
日
、
一
四
二
卷
、
四
三
三
四
冊
、

二
三
號
、「
元
府
技
手
重
永
壯
吉
普
通
恩
給
証
書
送
付
ノ
件
」、大
正
一
三
年
四
月
一
日
、

六
卷
、
三
七
六
〇
冊
、
一
三
號

「
府
鉄
道
部
技
手
進
藤
熊
之
助
阿
里
山
作
業
所
技
手
ニ
転
任
ノ
件
」、
明
治
四
三
年
五
月
一

日
、
五
卷
、
一
七
二
三
冊
、
三
六
號
、「
阿
里
山
作
業
所
技
手
進
藤
熊
之
助
（
任
阿
里

山
作
業
所
技
師
）」、
大
正
一
年
八
月
一
日
、
七
卷
、
二
〇
五
七
冊
、
一
〇
號
、「
阿
里

山
作
業
所
技
師
進
藤
熊
之
助
（
昇
等
、
昇
級
、
賞
与
ノ
件
）」、
同
三
年
二
月
一
日
、
一

卷
、
二
二
九
五
冊
、
二
八
號

「
杉
本
金
太
郎
新
竹
州
防
空
委
員
会
委
員
ヲ
命
ス
」、
昭
和
一
二
年
一
一
月
一
日
、

一
〇
〇
九
一
冊
、
七
〇
號
、「
杉
本
金
太
郎
（
新
竹
州
賃
金
委
員
会
委
員
ヲ
命
ス
）」、

同
一
四
年
一
一
月
一
日
、
一
〇
一
〇
〇
冊
、
一
六
號

「
鈴
木
楠
雄
台
湾
総
督
府
技
師
ニ
任
用
ス
」、
明
治
三
三
年
七
月
一
五
日
、
一
一
卷
、

五
七
一
冊
、
三
一
號
、「
蘇
澳
大
濁
水
溪
間
道
路
豫
定
線
調

復
命
ノ
件
（
技
手
鈴
木

楠
雄
）」、
同
四
一
年
八
月
一
日
、
六
九
卷
、
五
一
三
一
冊
、
二
五
號
（
有
目
無
文
）、「
府

技
手
鈴
木
楠
雄
（
蕃
務
本
署
兼
務
ヲ
命
ス
）」、
同
四
五
年
四
月
一
日
、
四
卷
、

二
〇
六
五
冊
、
七
〇
號
、「
恩
給
証
書
下
附
（
鈴
木
楠
雄
）」、
大
正
五
年
一
一
月
一
日
、

五
卷
、
二
四
八
〇
冊
、
一
八
號

「
高
崎
才
藏
台
湾
総
督
府
雇
員
ニ
命
ス
」、
明
治
三
三
年
七
月
一
七
日
、
一
一
卷
、
五
七
一

冊
、
三
四
號
、「
恩
給
證
書
下
付
（
高
崎
齊
藏
）」、
大
正
三
年
一
〇
月
一
日
、
七
卷
、

二
二
一
八
冊
、
一
八
號

「
台
北
庁
技
手
高
見
謙
次
（
賞
与
、
免
官
）」、
大
正
三
年
五
月
一
日
、
五
卷
乙
、

二
三
一
四
冊
、
三
五
號

「
阿
緱
庁
技
手
田
淵
德
太
郎
任
府
技
手
ノ
件
」、明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
一
〇
月
一
日
、

一
〇
卷
甲
、一
八
九
二
冊
、四
二
號
、「
技
手
田
淵
德
太
郎
（
賞
与
、昇
級
、免
官
職
）」、

大
正
四
年
三
月
一
日
、
三
卷
甲
一
、二
四
五
五
冊
、
三
九
號
、「
恩
給
證
書
下
附
（
田
淵
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德
太
郎
）」、
同
四
年
六
月
一
日
、
四
卷
、
二
三
四
四
冊
、
一
四
號

「
勳
八
等
千
村
萬
吉
任
台
南
庁
技
手
」、
明
治
四
四
年
四
月
一
日
、
四
卷
、
一
八
八
五
冊
、

一
〇
六
號
、「
技
手
千
村
萬
吉
勉
励
賞
与
」、
同
三
八
年
三
月
一
日
、
一
八
六
卷
、

四
三
七
八
冊
、
一
三
號
、「
台
南
庁
技
手
千
村
萬
吉
（
朝
鮮
総
督
府
臨
時
土
地
調

局

ヘ
出
向
ヲ
命
ス
）」、
大
正
三
年
三
月
一
日
、
三
卷
甲
、
二
三
〇
八
冊
、
三
一
號

「
中
條
武
通
（
技
手
ニ
任
用
）」、
明
治
三
四
年
一
二
月
一
日
、
一
三
八
卷
、
四
三
三
〇
冊
、

一
六
號
、「
技
手
中
條
武
通
依
願
免
官
」、
同
三
七
年
一
月
一
日
、
二
七
七
卷
、

四
四
六
九
冊
、
一
九
號

「
塚
田
金
市
郎
ニ
雇
ヲ
命
ス
ル
件
」、
明
治
三
九
年
三
月
二
〇
日
、
三
卷
、
一
二
二
四
冊
、

四
八
號
、「
工
事
部
技
手
塚
田
金
市
郎
兼
任
総
督
府
技
手
」、
同
四
二
年
二
月
一
日
、
二

卷
、
一
五
五
六
冊
、
二
二
號
、「
嘉
義
庁
技
手
塚
田
金
市
郎
鉄
道
部
ヘ
出
向
」、
同
四
一

年
七
月
一
日
、
七
卷
、
一
四
三
九
冊
、
五
一
號

「〔
元
府
庁
技
手
〕
土
岐
佐
久
次
普
通
恩
給
證
書
下
賜
」、
大
正
一
四
年
七
月
一
日
、
第

一
三
卷
、
三
八
七
七
冊
、
二
三
號

「
豊
島
義
章
（
技
手
ニ
任
用
）」、
明
治
三
二
年
三
月
一
日
、
一
一
八
卷
、
四
三
一
〇
冊
、

三
三
號

「
元
技
手
內
藤
祐
藏
在
職
中
ノ
行
為
及
退
官
ノ
理
由
ニ
關
シ
兵
庫
県
知
事
ヘ
回
答
ノ
件
」、

明
治
三
六
年
一
二
月
一
日
、
第
一
六
二
卷
、
四
三
五
四
冊
、
七
八
號

「
技
手
中
村
魁
次
依
願
免
本
官
」、明
治
三
六
年
六
月
一
日
、第
一
六
〇
卷
、四
三
五
二
冊
、

一
三
號

「
新
見
喜
三
（
技
手
ニ
任
用
）」、
明
治
三
二
年
三
月
一
日
、
一
一
八
卷
、
四
三
一
〇
冊
、

三
二
號
、「
技
手
新
見
喜
三
（
臨
時
台
湾
鉄
道
敷
設
部
技
手
ニ
転
任
）」、
同
三
二
年
五

月
一
日
、
一
二
三
卷
、
四
三
一
五
冊
、
一
一
號

「
西
田
恒
敬
（
雇
ニ
採
用
）」、
明
治
三
二
年
一
一
月
一
日
、
第
一
二
二
卷
、
四
三
一
四
冊
、

三
五
號
、「
西
田
恒
敬
外
一
名
任
南
投
庁
技
手
」、同
四
〇
年
九
月
一
九
日
、第
一
五
卷
、

一
三
四
四
冊
、
一
〇
號
、「
南
投
庁
技
手
西
田
恒
敬
休
職
」、
同
四
一
年
三
月
一
日
、
第

三
卷
乙
、
一
四
三
三
冊
、
八
一
號

「
長
谷
川
目
藏
台
北
水
道
事
務
所
技
術
員
ヲ
命
ス
」、
明
治
四
二
年
五
月
一
日
、
第
六
卷
、

一
五
六
〇
冊
、
三
號

「
技
手
早
川
喜
太
郎
依
願
免
本
官
」、明
治
三
五
年
四
月
一
日
、一
五
一
卷
、四
三
四
三
冊
、

六
三
號

「
技
手
林
喜
太
郎
昇
級
（
元
台
中
県
）」、
明
治
三
二
年
六
月
一
日
、
第
一
四
卷
、

九
四
〇
〇
冊
、
五
七
號

「
藤
井
渫
雇
ニ
採
用
（
元
台
南
県
）」、明
治
三
四
年
一
月
一
日
、第
四
一
卷
、九
五
六
三
冊
、

四
號
、「
藤
井
渫
任
台
湾
総
督
府
技
手
」、
同
四
五
年
三
月
一
日
、
第
三
卷
甲
、

二
〇
六
三
冊
、
八
二
號
、「
技
手
藤
井
渫
昇
級
、
賞
与
、
免
官
、
退
官
賜
金
」、
大
正
四

年
四
月
一
日
、
第
四
卷
乙
、
二
四
六
〇
冊
、
四
五
號

「
藤
村
太
吉
（
雇
ニ
採
用
）」、
明
治
三
二
年
一
二
月
一
日
、
一
二
二
卷
、
四
三
一
四
冊
、

四
四
號
、「
藤
村
太
吉
（
技
手
ニ
任
用
）」、
同
三
三
年
六
月
一
日
、
一
二
六
卷
、

四
三
一
八
冊
、一
三
號
、「
技
手
藤
村
太
吉
三
角
測
量
監
督
兼
事
務
監
督
ヲ
命
セ
ラ
ル
」、

同
三
五
年
四
月
一
日
、
一
五
〇
卷
、
四
三
四
二
冊
、
七
四
號
、「
元
技
手
藤
村
太
吉
勉

励
賞
与
」、
同
三
七
年
三
月
一
日
、
一
九
三
卷
、
四
三
八
五
冊
、
七
五
號

「
技
手
藤
原
堅
三
郎
昇
給
、
依
願
免
、
退
官
賜
金
」、
明
治
四
一
年
三
月
一
日
、
三
卷
乙
、

一
四
三
三
冊
、
八
六
號

「
布
施
謹
吾
恩
給
証
書
下
付
」、
大
正
九
年
四
月
一
日
、
第
八
卷
乙
、
二
九
一
八
冊
、
四
號
、

「
布
施
謹
吾
（
臨
時
台
湾
土
地
調

局
技
手
ニ
任
用
）」、
明
治
三
四
年
九
月
一
日
、
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一
三
七
卷
、
四
三
二
九
冊
、
一
〇
號

「
本
多
都
燈
台
建
築
事
務
ヲ
囑
託
一
ケ
月
貳
拾
五
円
」、
明
治
三
〇
年
四
月
一
二
日
、
第
九

卷
、
二
〇
〇
冊
、
一
六
號

「〔
鉄
道
部
技
手
〕
正
木
喜
三
郎
（
任
府
鉄
道
部
技
師
）」、大
正
九
年
一
一
月
一
日
、九
卷
、

三
〇
九
五
冊
、
二
三
號
、「
正
木
喜
三
郎
昇
級
、
退
官
、
賞
与
、
退
官
、
賞
与
」、
昭
和

一
〇
年
八
月
一
日
、
一
〇
〇
八
三
冊
、
六
五
號

「
松
井
綠
彌
恩
給
證
書
送
付
ノ
件
（
台
北
庁
）」、
明
治
四
三
年
九
月
二
九
日
、
一
二
卷
、

一
六
一
一
冊
、
一
〇
號

「
松
岡
清
藏
、
森
房
吉
、
諸
隈
利
三
郎
雇
ニ
採
用
ノ
件
」、
明
治
三
二
年
四
月
五
日
、
一
六

卷
、
四
三
六
冊
、
二
五
號

「
府
技
手
三
浦
平
三
蕃
地
出
張
中
加
俸
給
ス
ノ
件
」、
明
治
四
四
年
一
月
一
日
、
第
一
卷
、

一
八
八
〇
冊
、
四
九
號
、「
台
湾
総
督
府
技
手
三
浦
平
三
依
願
免
本
官
」、
大
正
三
年
一

月
一
日
、
第
一
卷
、
二
三
〇
五
冊
、
二
三
號

「
通
信
技
手
嶺
謙
也
外
一
名
転
勤
ノ
件
」、
明
治
三
九
年
一
〇
月
一
九
日
、
一
五
卷
、

一
二
三
六
冊
、
八
一
號
、「
嶺
謙
也
勤
務
所
命
令
」、
同
四
〇
年
一
月
二
八
日
、
一
卷
、

一
三
三
〇
冊
、
四
五
號
、「
通
信
技
手
嶺
謙
也
（
通
信
局
勤
務
ヲ
命
ス
）」、
同
四
五
年

七
月
一
日
、
七
卷
、
二
〇
六
八
冊
、
一
〇
號
、「
通
信
技
手
嶺
謙
也
（
嘉
義
郵
便
局
勤

務
ヲ
命
ス
）」、
同
、
一
七
號
、「
通
信
技
手
嶺
謙
也
（
嘉
義
郵
便
局
兼
務
ヲ
免
ス
）」、

大
正
五
年
一
一
月
一
日
、
一
一
卷
、
二
五
九
一
冊
、
一
二
號
、「
嶺
謙
也
陞
格
、
俸
給
」、

同
一
四
年
一
月
一
日
、
一
卷
、
四
〇
〇
〇
冊
、
三
八
號
、「
嶺
謙
也
昇
級
、
依
願
免
官
、

賞
与
」、
昭
和
四
年
七
月
一
日
、
一
〇
〇
五
七
冊
、
四
七
號

「
技
手
宮
坂
正
八
郎
休
職
」、
明
治
三
六
年
二
月
一
日
、
第
一
六
一
卷
、
四
三
五
三
冊
、
七

號
、「
故
技
手
宮
坂
正
八
郎
遺
族
〔
宮
坂
ス
ベ
〕
ヘ
死
亡
賜
金
給
与
ノ
件
」、
同
三
六
年

六
月
一
日
、
第
一
八
二
卷
、
四
三
七
四
冊
、
四
四
號

「
村
松
利
太
郎
（
雇
ニ
採
用
）」、
明
治
三
四
年
六
月
一
日
、
一
三
四
卷
、
四
三
二
六
冊
、

二
七
號
、「
技
手
村
松
利
太
郎
依
願
免
本
官
」、
同
三
五
年
一
〇
月
一
日
、
一
五
一
卷
、

四
三
四
三
冊
、
七
二
號

「
森
田
正
太
郎
官
有
家
屋
借
用
願
取
消
願
ノ
件
（
元
台
南
県
）」、明
治
三
〇
年
一
月
一
日
、

第
七
卷
、
九
八
七
二
冊
、
八
號

「
府
技
手
森
鉦
太
郎
退
官
賜
金
ノ
件
」、大
正
三
年
六
月
一
日
、第
六
卷
甲
、二
三
一
五
冊
、

三
六
號
、「
森
鉦
太
郎
任
府
技
手
」、
同
一
年
一
〇
月
一
日
、
第
一
〇
卷
甲
、
二
〇
七
一

冊
、
二
號

「
恩
給
證
書
下
付
（
矢
田
貝
靜
睦
）」、
大
正
三
年
一
一
月
一
日
、
八
卷
、
二
二
一
九
冊
、

五
號

「〔
府
技
手
〕
八
板
志
賀
助
（
任
府
技
師
）」、
大
正
一
一
年
五
月
一
日
、
三
卷
、
三
四
四
六

冊
、
七
〇
號
、「
八
板
志
賀
助
任
督
府
技
師
、
俸
給
、
勤
務
」、
昭
和
二
年
一
〇
月
一
日
、

一
〇
〇
四
九
冊
、一
二
號
、「〔
府
技
師
〕八
板
志
賀
助（
米
穀
局
總
務
課
兼
務
ヲ
命
ス
）」、

同
一
五
年
一
一
月
一
日
、
一
〇
一
〇
八
冊
、
四
二
號

「
矢
代
貞
助
臨
時
土
木
部
雇
ヲ
命
ス
月
俸
三
拾
五
円
」、明
治
三
〇
年
三
月
三
日
、第
五
卷
、

一
九
六
冊
、
二
三
號
、「
臨
時
土
木
部
雇
矢
代
貞
助
嘉
義
県
ヘ
出
向
ヲ
命
ス
」、
同
年
九

月
二
一
日
、
第
六
卷
、
二
三
三
冊
、
七
號
、「
民
政
局
臨
時
土
木
部
雇
矢
代
貞
助
本
県

技
手
（
六
級
俸
）
ニ
任
用
ノ
件
（
元
嘉
義
県
ノ
部
）」、
同
三
七
年
九
月
一
日
、
第
一
二

卷
、
九
五
三
四
冊
、
二
七
號

「
雇
員
八
島
震
外
二
名
〔
篠
村

太
郎
、
小
出
周
太
郎
〕
台
北
県
兼
勤
ノ
件
」、
明
治
二
九

年
二
月
二
九
日
、
第
一
卷
之
二
、一
〇
三
冊
、
五
四
號
、「
八
島
震
外
一
名
〔
古
谷
傳
〕

雇
員
辭
令
日
付
更
生
ノ
件
副
官
部
第
二
課
長
ヘ
照
会
ノ
件
」、
同
二
九
年
三
月
一
日
、
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第
二
卷
、
四
三
冊
、
一
號
、「
嘉
納
弘
外
一
名
〔
伊
藤
榮
之
進
〕
屬
任
命
八
島
震
外
一

名
〔
木
村
德
〕
技
手
任
命
」、同
二
九
年
五
月
四
日
、第
一
卷
之
一
、一
〇
二
冊
、三
號
、

「「
技
手
八
島
震
任
台
中
県
技
手
」、
同
三
二
年
五
月
六
日
、
第
七
卷
、
四
五
七
冊
、

一
八
號

「
台
中
庁
屬
兼
技
山
口
茂
樹
総
督
府
技
手
ニ
任
ス
」、
明
治
三
六
年
九
月
一
〇
日
、
第
一
五

卷
、
九
一
九
冊
、
二
六
號
、「
山
口
茂
樹
技
師
不
任
用
ノ
」、
同
四
五
年
四
月
一
日
、
第

四
卷
、
二
〇
五
四
冊
、
二
五
號
、「
台
北
庁
山
口
茂
樹
恩
給
証
書
送
付
」、
大
正
二
年
五

月
一
日
、
第
七
卷
、
二
〇
九
四
冊
、
七
號
、「
囑
託
山
口
茂
樹
勤
務
ノ
件
」、
同
年
一
一

月
一
日
、
第
一
一
卷
乙
、
二
二
〇
〇
冊
、
三
七
號
、「
囑
託
山
口
茂
樹
解
囑
」、
同
六
年

六
月
一
日
、
第
六
卷
、
二
七
五
六
冊
、
一
號

「
技
手
山
田
市
郎
依
願
免
本
官
」、
明
治
三
六
年
九
月
一
日
、
一
六
〇
卷
、
四
三
五
二
冊
、

三
二
號

「
東
京
府
士
族
山
野
繁
輝
雇
ニ
採
用
ノ
件（
元
台
南
県
）」、明
治
三
〇
年
七
月
一
日
、九
卷
、

九
五
三
一
冊
、
一
一
九
號
、「
屬
山
野
繁
輝
依
願
免
官
ノ
件
（
元
台
南
県
）」、
同
三
八

年
八
月
一
日
、
三
七
卷
、
九
五
五
九
冊
、
一
六
號

「
山
本
安
治
（
技
手
ニ
任
用
）」、
明
治
三
二
年
五
月
一
日
、
一
二
〇
卷
、
四
三
一
二
冊
、

一
二
號
、「
技
手
山
本
安
治
図
根
測
量
員
ヲ
命
セ
ラ
ル
」、
同
三
五
年
七
月
一
日
、

一
五
〇
卷
、
四
三
四
二
冊
、
八
三
號
、「
技
手
山
本
安
治
勉
励
賞
与
」、
明
治
三
七
年
六

月
一
日
、
一
九
三
卷
、
四
三
八
五
冊
、
一
一
六
號

「
元
技
手
弓
削
鋠
一
郎
退
官
賜
金
給
与
」、
明
治
三
六
年
一
〇
月
一
日
、
一
八
三
卷
、

四
三
七
五
冊
、
九
〇
號

「
元
土
地
調

局
技
手
吉
井
九
郎
ヘ
恩
給
證
書
送
付
ノ
件
」、
明
治
三
七
年
四
月
二
〇
日
、

一
〇
卷
、
九
三
七
冊
、
三
一
號
、「
海
軍
技
手
吉
井
九
郎
（
技
手
ニ
任
用
）」、
同
三
三

年
三
月
一
日
、
一
二
五
卷
、
四
三
一
七
冊
、
一
一
號

「
技
手
吉
田
文
次
郎
依
願
免
本
官
」、明
治
三
六
年
六
月
一
日
、一
六
〇
卷
、四
三
五
二
冊
、

一
五
號

「
恩
給
證
書
下
付
（
吉
岡
寅
之
助
）」、
大
正
一
二
年
一
月
一
日
、
九
卷
、
三
二
七
二
冊
、

二
〇
號
、「
吉
岡
寅
之
助
（
雇
ニ
採
用
）」、
明
治
三
二
年
五
月
一
日
、
一
二
〇
卷
、

四
三
一
二
冊
、
一
六
號

「
技
手
好
富
信
太
郎
依
願
免
本
官
」、
明
治
三
四
年
八
月
一
日
、
第
一
四
〇
卷
、
四
三
三
二

冊
、
四
〇
號

註（
１
） 

吳
文
星
「
東
京
帝
國
大
學
與
臺
灣
「
學
術
探
檢
」
之
展
開
」『
臺
灣
史
研
究
一
百

年―

回
顧
與
研
究
』
臺
北
：
中
央
研
究
院
臺
灣
史
研
究
所
籌
備
處
、
一
九
九
七
年
、

一
一
〜
二
八
頁
。

（
２
） 

吳
文
星
「
札
幌
農
學
校
と
台
灣
近
代
農
學
の
展
開

│
台
灣
總
督
府
農
事
試
驗

場
を
中
心
と
し
て

│
」『
日
本
統
治
下
台
湾
の
支
配
と
展
開
』
名
古
屋
：
中
京
大
学

社
会
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
、
四
八
一
〜
五
二
二
頁
。「
京
都
帝
國
大
學
與
臺
灣

舊
慣
調

」『
師
大
臺
灣
史
學
報
』
一
期
、
二
〇
〇
七
年
、
二
九
〜
四
八
頁
。

（
３
） 

岡
本
真
希
子
『
植
民
地
官
僚
の
政
治
史―

朝
鮮
・
台
湾
総
督
府
と
帝
国
日
本
』

東
京
：
三
元
社
、
二
〇
〇
八
年
。

（
４
） 
松
田
利
彦
編
『
日
本
の
朝
鮮
・
台
湾
支
配
と
植
民
地
官
僚
』
京
都
：
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
九
年
。
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（
５
） 

蔡
龍
保
「
長
谷
川
謹
介
と
日
本
統
治
時
代
台
湾
の
鉄
道
発
展
」『
現
代
台
湾
研
究
』

第
三
五
号
、
二
〇
〇
九
年
、
一
〜
二
一
頁
。

（
６
） 

蔡
龍
保
「
日
治
時
期
台
灣
總
督
府
之
技
術
官
僚―

以
土
木
技
師
為
例
」『
興
大
歷

史
學
報
』
第
一
九
期
、
二
〇
〇
七
年
、
三
〇
九
〜
二
九
〇
頁
。

（
７
） 

蔡
龍
保
『
推
動
時
代
的
巨
輪
：
日
治
中
期
的
台
灣
國
有
鐵
路
（
一
九
一
〇―

一
九
三
六
）』
台
北
：
台
灣
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
七
八
頁
。

（
８
） 

茅
原
健
『
工
手
学
校　

旧
幕
臣
た
ち
の
技
術
者
教
育
』
東
京
：
中
央
公
論
社
、

二
〇
〇
七
年
、
一
三
〜
三
〇
頁
。

（
９
） 

福
井
藩
は
諸
藩
の
中
で
、
最
も
早
く
か
ら
見
込
の
あ
る
青
年
を
海
外
に
派
遣
留

学
さ
せ
、
ま
た
海
外
か
ら
講
師
を
藩
内
に
招
聘
し
、
子
弟
の
教
育
を
行
っ
た
、
開
明
的

な
藩
で
あ
っ
た
。

（
10
） 

茅
原
健
『
工
手
学
校　

旧
幕
臣
た
ち
の
技
術
者
教
育
』、
五
三
〜
七
二
頁
。

（
11
） 

同
上
、
一
二
九
頁
。

（
12
） 

同
上
、
九
五
〜
一
〇
八
頁
。

（
13
） 

日
本
工
学
会
『
明
治
工
業
史　

土
木
編
』
東
京
：
学
術
文
献
普
及
会
、
一
九
七
〇

年
、
一
一
〇
四
〜
一
一
〇
五
頁
。

（
14
） 

工
学
院
大
学
学
園
史
編
纂
委
員
会
『
工
学
院
大
学
学
園
百
年
史
』
東
京
：
工
学

院
大
学
、
一
九
九
三
年
、
三
三
頁
。

（
15
） 

天
野
郁
夫
『
大
学
の
誕
生
（
上
）
帝
国
大
学
時
代
』
東
京
：
中
公
新
書
、

二
〇
〇
四
年
、
五
五
〜
五
六
頁
。

（
16
） 

茅
原
健
『
工
手
学
校　

旧
幕
臣
た
ち
の
技
術
者
教
育
』、
三
一
〜
四
〇
頁
。

（
17
） 

授
業
時
間
は
午
後
四
時
か
ら
一
〇
時
迄
で
あ
っ
た
。
工
手
学
校『
工
手
学
校
一
覧
』

東
京
：
工
手
学
校
、
明
治
二
七
年
、
九
頁
参
照
。

（
18
） 

工
学
院
大
学
『
工
学
院
大
学
学
園
七
五
年
史
』
東
京
：
工
学
院
大
学
、
一
九
六
四

年
、
三
一
〜
三
二
頁
。

（
19
） 

同
上
、
三
二
〜
三
三
頁
。

（
20
） 

茅
原
健
『
工
手
学
校　

旧
幕
臣
た
ち
の
技
術
者
教
育
』、
四
〇
〜
五
二
頁
。
工
学

院
大
学
学
園
史
編
纂
委
員
会
『
工
学
院
大
学
学
園
百
年
史
』
三
四
〜
三
六
頁
。

（
21
） 

工
手
学
校
『
工
手
学
校
一
覧
』、
七
頁
。
工
学
院
『
工
学
院
五
十
年
史
』
東
京
：

工
学
院
、
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
、
二
〇
〜
二
一
頁
。

（
22
） 

工
手
学
校
『
工
手
学
校
一
覧
』
東
京
：
工
手
学
校
、
明
治
四
一
年
、
六
〜
七
頁
。

（
23
） 

工
学
院
『
工
学
院
五
十
年
史
』
二
九
〜
三
一
頁
。

（
24
） 

工
手
学
校
同
窓
会
『
工
手
学
校
同
窓
会
誌
』
第
二
号
、東
京
：
工
手
学
校
同
窓
会
、

明
治
三
二
年
、
四
四
〜
四
五
頁
。

（
25
） 

鈴
木
清
四
郎
「
卒
業
生
名
簿
」『
二
十
五
年
記
念
工
手
学
校
一
覧
』
東
京
：
工
手

学
校
、
大
正
二
年
。

（
26
） 

茅
原
健
『
工
手
学
校　

旧
幕
臣
た
ち
の
技
術
者
教
育
』、
一
〇
九
〜
一
二
九
頁
。

（
27
） 

東
京
帝
国
大
学
『
東
京
帝
国
大
学
卒
業
生
名
簿
』
東
京
：
東
京
帝
国
大
学
、
昭

和
一
四
年
、
二
〇
八
〜
二
〇
九
頁
。

（
28
） 

鈴
木
清
四
郎
「
卒
業
生
名
簿
」『
二
十
五
年
記
念
工
手
学
校
一
覧
』。

（
29
） 

林
明
德
『
日
本
近
代
史
』
台
北
：
三
民
書
局
、
一
九
九
六
年
、
一
五
二
頁
。

（
30
） 

石
井
寛
治
著
、
黃
紹
恒
訳
『
日
本
經
濟
史
』
台
北
：
五
南
圖
書
公
司
、
二
〇
〇
八

年
、
三
三
五
頁
。

（
31
） 
工
学
院
大
学
学
園
史
編
纂
委
員
会
『
工
学
院
大
学
学
園
百
年
史
』、
五
四
〜
五
五

頁
。

（
32
） 

工
学
院
大
学
『
工
学
院
大
学
学
園
七
五
年
史
』、
一
九
頁
。
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（
33
） 

石
井
寛
治
著
、
黃
紹
恒
訳
『
日
本
經
濟
史
』、
三
二
五
頁
。

（
34
） 
同
上
、
三
二
七
〜
三
三
〇
頁
。

（
35
） 
工
手
学
校
同
窓
会
『
工
手
学
校
同
窓
会
会
員
名
簿
』（
工
手
学
校
同
窓
会
誌
第

一
〇
号
附
録
）、
明
治
三
五
年
、
一
〜
五
一
頁
。

（
36
） 

鈴
木
清
四
郎
「
補
録
」『
二
十
五
年
記
念
工
手
学
校
一
覧
』、
一
九
一
頁
。

（
37
） 

林
明
德
『
日
本
近
代
史
』
台
北
：
三
民
書
局
、
一
九
九
六
年
、
一
五
六
〜
一
六
〇

頁
。

（
38
） 

有
地
品
之
允
「
祝
辞
」『
工
手
学
校
同
窓
会
誌
』
第
一
四
号
、
明
治
三
五
年
、
頁

二
四
〜
二
五
。

（
39
） 

辰
野
金
吾
「
告
辞
」『
工
手
学
校
同
窓
会
誌
』
第
一
四
号
、
明
治
三
五
年
、
二
六

〜
二
七
頁
。

（
40
） 

土
木
学
会
『
古
市
公
威
と
そ
の
時
代
』
東
京
：
土
木
学
会
、
二
〇
〇
四
年
、

二
九
一
〜
二
九
二
、
三
〇
五
〜
三
〇
六
頁
。

（
41
） 

工
手
学
校
同
窓
会
『
工
手
学
校
同
窓
会
会
員
名
簿
』、
明
治
三
六
年
、
一
〜
四
九

頁
。

（
42
） 

工
手
学
校
同
窓
会
『
工
手
学
校
同
窓
会
会
員
名
簿
』、
明
治
三
七
年
、
一
〜
六
一

頁
。

（
43
） 

工
手
学
校
同
窓
会
『
工
手
学
校
同
窓
会
会
員
名
簿
』（
工
手
学
校
同
窓
会
誌
第

一
八
号
附
録
）、
明
治
三
八
年
、
一
〜
六
三
頁
。

（
44
） 

工
学
院
大
学
『
工
学
院
大
学
学
園
七
五
年
史
』、
四
六
〜
四
七
頁
。

（
45
） 

工
学
院
『
工
学
院
五
十
年
史
』、
三
一
頁
。

（
46
） 

鈴
木
清
四
郎
「
補
録
」『
二
十
五
年
記
念
工
手
学
校
一
覧
』、一
九
一
〜
一
九
七
頁
。

（
47
） 

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
遠
近
に
よ
っ
て
就
職
を
選
ぶ
状
況
は
、
中
後
期
に
な
る

と
若
干
改
善
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
一
九
三
〇
年
五
月
の
同
窓
会
誌
上
に
載
せ
ら
れ
た

四
二
件
の
求
職
資
料
の
中
で
、
勤
務
場
所
を
指
定
し
て
い
た
者
は
、
一
五
名
で
（
一
三

名
が
東
京
を
指
定
）、
二
七
名
が
勤
務
場
所
を
指
定
し
て
い
な
か
っ
た
。「
就
職
紹
介
」、

『
東
京
工
業
会
誌
』
第
三
二
巻
第
五
号
、
昭
和
五
年
、
二
二
四
頁
参
照
。

（
48
） 

「
台
北
通
信
」、『
工
手
学
校
同
窓
会
誌
』
第
七
号
、
明
治
三
四
年
、
四
八
頁
。

（
49
） 

「
第
二
十
四
回
卒
業
式
場
に
於
け
る
工
学
博
士
辰
野
金
吾
君
の
演
説
」『
工
手
学

校
同
窓
会
誌
』
第
七
号
、
明
治
三
四
年
、
一
七
〜
一
九
頁
。

（
50
） 

「
本
会
規
則
」『
工
手
学
校
同
窓
会
誌
』
第
一
三
号
、
明
治
三
六
年
、
一
八
頁
。

（
51
） 

工
手
学
校
同
窓
会
『
工
手
学
校
同
窓
会
会
員
名
簿
』（
工
手
学
校
同
窓
会
誌
第

一
〇
号
附
録
）、
明
治
三
五
年
、
一
〜
八
頁
。

（
52
） 

蔡
龍
保｢

日
治
初
期
台
湾
総
督
府
的
技
術
人
力
之
招
募―

以
土
地
調
査
事
業
為

例｣

『
政
治
大
学
歴
史
年
報
』
三
五
期
、
二
〇
一
一
年
、
七
五
〜
一
四
四
頁
。

（
53
） 

臨
時
台
湾
土
地
調

局
『
臨
時
台
湾
土
地
調

事
業
槪
要
』
台
北
市
：
臨
時
台

湾
土
地
調

局
、
明
治
三
九
年
、
八
八
〜
八
九
頁
。

（
54
） 

吳
文
星
「
札
幌
農
學
校
と
台
灣
近
代
農
學
の
展
開

│
台
灣
總
督
府
農
事
試
驗

場
を
中
心
と
し
て

│
」『
日
本
統
治
下
台
湾
の
支
配
と
展
開
』、
四
八
一
〜
五
二
二
頁
。
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表２　1895～1905年に来台した工手学校卒業生一覽表（来台時間順）

項別
姓名 本籍 科、期別

（卒業年）

来台年
（来台任
官年数）

来台前の経歴

在台経歴

富山朝輔 福岡 工手学校
（1891）

1895.9 1895―1898陸軍憲兵隊、その後製鹽、醬油釀造、雑貨販賣に
従事

1902料理屋経営
1905.2清水寺街高等遊樂園「御影溫泉」創設
1908.4庭園座敷「御影加壇」経営

中村熊一 島根 工手学校
（1894.3）

1895.6
（5）

1894.3筑豐工業鉄道会社

1895陸軍経理部
1895.6台湾総督府
1900.11年重禁錮で入獄
1902土木建築承包業経営

新見喜三 山口 土木
（1894.3）

1895.6
（6）

1892.4鉄道庁第一部橫川出張所雇員、12月に傭員に就任
1893.12―1895.3鉄道局傭員、碓水鉄道敷設及び全国預定線測
量に従事

1895.3―1895.9陸軍省鉄道隊附技術員、台湾鉄道の測量及び
工事に従事

1895.9―1896.3鉄道局傭員（日給40錢）
1896.3―10日本鉄道株式会社傭員（月俸18円）
1896.10―1898.11坂鶴鉄道技士
1899.3臨時台湾土地調 局技手
1899.5臨時台湾鉄道敷設部技手に転任
1899―1904.5台湾総督府鉄道部に就職。基隆・台北・淡水間
及び曾文溪橋梁工事等現場監督主任に担当

1904.5三五公司技手、清国広東省潮汕鉄道の測量に従事
1908.2鉄道工業会社社員、岩越線第一、二工区に従事
1910.11新髙帝国製糖株式会社工務係長
1913土木建築承包業新見組を創設

本多都 岩手 建築、7期
（1892.7）

1895.10 1893.3秋田県內務部第二課傭（月俸10円）、12月第二課土木
係屬

1894.4湯澤警察署駒形分署、大曲監獄支署附屬工場等建築委
員

1895.10陸軍省臨時台湾燈標建設部技手
1896.8富基角燈標を建設のため、台湾出張
1897.4台湾総督府燈台建築事務囑託

平場
徳太郎

石川 土木、2期
（1890）

1896 1896台湾総督府民政局臨時土木部技手

今村熊一 大分 土木、6期
（1892）

1896
（1）

1896台湾総督府民政局土木課
1896.8台湾総督府民政局臨時土木部技手
1897.6罹病退職

広內
竹三郎

東京 土木、19
期（1898.7）

1896.2
（3.5）

1896.2台湾兵隊第二区隊
1897.3遞信省郵便為替貯金管理所主計課員（雇）
1898.4遞信省郵便為替貯金書記補
1899.3依願免本官

1899.4臨時台湾土地調 局技手
1903.10退官
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八島震 宮城 建築、1期
（1889.7）

1896.2 1896.2陸軍省雇員兼台北県技手
1896.4台湾総督府民政局臨時土木部土木課技手
1897.11台湾総督府財務局土木課技手
1898台湾総督府民政部土木課技手
1899.5台中県內務部土木課技手

飯田豊二 靜岡 土木、9期 1897
（16）

1897台湾総督府雇員
1898台湾総督府民政局通信課雇員
1899臨時台湾鉄道敷設部、鉄道部技手
1899.11―1904.12任打狗出張所主任
1910.1昇任鉄道部技師、任九曲堂派出所主任
1913.6マラリアで台南醫院で逝去

矢代貞助 千葉 建築、2期
（1890.2）

1897.3 1891.4―11帝国暫時議院建築雇（日給30錢）、1891.12―1893.2
富山県雇（日給40錢）

1894.8―12衆議院工事督役囑託（月薪12円）
1894.11―1895.4外務省修繕雇（日給45錢）
1895.6愛知県熱田尾張紡績株式会社建築係
1896.1大坂朝日紡績株式会社建築技手（月俸15円）、1896.8―
1897.1大坂紡績用品株式会社建築技手（月俸18円）

1897.3台湾総督府民政局臨時土木部雇（月俸35円）、9月任
嘉義県內務部土木課技手

佐藤
豊次郎

長野 工手学校
豫科
（1891）

1897.4
（4）

1891年工手学校豫科修了
1893東京府本科准教員乙種檢定試験合格
1893.9下谷忍岡尋常高等小学校に就職

1897.4台湾総督府国語学校師範部に就職
1898.7台中国語傳習所囑託
1898.10牛罵頭公学校教諭兼校長
1901.3マラリアで逝去

山口茂樹 鹿兒島 建築、2期
（1890.2）

1897.10
（20）

1890.6陸軍近衛経営部工場監視傭
1891.4東京憲兵隊本部軍吏部臨時助手
1892.9鹿兒島県川邊郡長屋尋常小学校訓導

1897.10.4臨時陸軍建築部広島支部工場監視

1897.10.25台湾守備混成第二旅團監督部傭、11月台中陸軍経
営部

1898.8台中県內務部土木課技手
1901.4台中市区改正係技手兼任、11月台中庁技手に就任
1903.9台湾総督府民政部土木局技手

1905.7臨時台湾戶口調 委員
1908.7台湾縱貫鉄道全通式補助委員
1909.10台湾総督府土木部技手
1911.10台湾総督府民政部土木局技手
1913.1台湾総督府民政部土木局營繕課技師
1913.5因腦神経衰弱症依願免官、任民政部通信局兼土木局囑
託11月起専任土木局囑託

1917.5依願解囑託
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齋藤元喜
（士族）

熊本 建築、5期
（1891.7）

1898.12 1884.5陸軍教導團步兵科卒業、步兵伍長に就任
1886.1步兵一等軍曹
1889.5常備役期滿、預備役に転換
1890.2工手学校入学、8月に東京工業学校電気工場新築工程
雇

1891.5日本銀行建築所工地見習、7月に工手学校造家学科を
卒業、8月に日本銀行建築所傭（日給40錢）に担当

1892.4兵庫県內務部第二課傭（月給12錢）
1893.11兵庫県內務部第二課技手、屬兼任
1894.7非常召集のため後備步兵第11聯隊に編入、12月に陸
軍步兵曹長に就任

1895.3兵庫県內務部第二課屬、技手兼任、5月に陸軍步兵特
務曹長に就任、10月に山口県內務部第二課土木係技手に
就任

1897.3陸軍步兵少尉、11月に熊本県第二課營繕主任（技手）
に就任

1898.12台北県內務部土木課技手
1900.10台南県內務部土木課技手

林喜太郎 東京 建築、16期
（1897.2）

1899
（1）

1899台中県內務部土木課技手
1900.1依願免官

井藤種次 広島 土木、19期
（1898.7）

1899.3
（4）

1898.9東京市水道助手見習（月俸12円）

1899.3臨時台湾土地調 局技手
1903.12依願免本官
1904.9陸軍省陸地測量部雇員、戦地測量のため清国出張
1906.4日俄戦爭に戦功あり、八等瑞寶章受勳
1907.3依願解雇
1908.7嘉義庁土木係技手、公共 圳工事に従事
1911.5民政部殖產局技手、林野調 に従事
1913.6朝鮮総督府臨時土地調 局技手

崎山勝正
（士族）

東京 土木、20期
（1899.2）

1899.3 1899.3臨時台湾土地調 局技手

豊島義章 岐阜 土木、20期
（1899.2）

1899.3
（4）

1899.3臨時台湾土地調 局技手
1902.7図根測量員
1903.10マラリア、三叉神経痛で依願免本官

森房吉 神奈川 造家、20期
（1899.2）

1899.3
（3）

1899.3台湾総督府民政部土木課雇員（月俸30円）
台湾総督府民政土木局營繕課技手
1902.6病のため依願免官

青山悅應
（士族）

愛知 土木、11期
（1894.7）

1899.4
（4）

1895.5日本鉄道株式会社建築課傭
1896.9武相中央鉄道株式会社技手
1898.5東京市土木部技手

1899.4臨時台湾土地調 局技手
1902.6北港派出所甲第二十班測量監督
1903.12退官

松本忠男
（士族）

秋田 採冶、11期
（1894.7）
土木、修業
（1899.2）

1899.4
（3）

1899.4臨時台湾土地調 局技手
台湾総督府官房秘書課技手
1902.8マラリアで在職中逝去



162

好富
信太郎
（士族）

山口 土木、20期
（1899.2）

1899.4
（2）

1895.2大里尋常小学校准訓導
1897.4遞信省通信局電報調 所員（臨時雇）
1897.8遞信省電務局電信課員兼郵務局郵便課員（雇）
1898.11遞信省通信局電務課員兼郵務課員

1899.4臨時台湾土地調 局技手
1901.8脳梗塞で依願免官

早川
喜太郎
（士族）

千葉 土木、20期
（1899.2）

1899.4
（3）

1899.4臨時台湾土地調 局技手
1902.4腦充血で依願免本官

喜多見
善藏
（士族）

岩手 冶金、9期
（1893.7）

1899.5
（3）

1894.5陸中釜石鉱山田中製鉄所技手
1894.9東京麻布步兵第一聯隊
1895.6陸中釜石鉱山田中製鉄所に復職
1896.11陸中釜石鉱山田中製鉄所から辭職、12月に東京小石
川陸軍砲兵工科学校鍛工科に入学、その後病のため退学

1899.5臨時台湾土地調 局技手
1902.1腦充血で退官

柏岡陽一 大阪 土木、5期
（1891.7）

1899.5
（15）

1891.8―1892.3內務省第四区土木監督署臨時雇
1893.9―1895.9京都府內務部第二課雇
1895.10―1897.2北海道釧路等13郡役所事業手
1897.3臨時北海道鉄道敷設部事業手、工事監督補
1897.11北海道庁鉄道部建設課事業手、深川監督区監督補
1898.3函樽鉄道株式会社創立事務所札幌出張所技術員
1898.9―1899.2北海道庁檜山支庁事業手

1899.5臨時台湾土地調 局技手
1905.1兼任恒春庁技手、4月に恒春庁技手に就任
1907.1鳳山庁技手
1909.7台中庁技手
1911.9阿緱庁技手總務課勤務
1914.3依願免官

山本安治 新潟 土木、19期
（1898.7）

1899.5
（5）

1894.4糸魚川郵便電信局電気通信技術員（月俸6円）
1898.7横浜市水道臨時建築雇（月俸12円）

1899.5臨時台湾土地調 局技手
1902.6臨時台湾土地調 局図根測量員
1904.3勉励賞与341円

進藤
熊之助
（士族）

茨城 土木、11期
（1894.7）

1899.5
（15）

1894.11日本鉄道株式会社建築科傭（月俸10円）

1899.5臨時台湾鉄道敷設部工務課技手
1899.11台湾総督府鉄道部打狗出張所技手
1900.5台湾総督府鉄道部工務課技手
1904.4台湾総督府鉄道部彰化出張所技手
1906.6休職、藤田組嘉義出張所社員に転任、阿里山森林鉄道
建設に従事

1907.5休職期滿
1908.3台湾総督府鉄道部工務課技手
1910.4台湾総督府阿里山作業所技手
1911.12台湾総督府鉄道部打狗出張所技手に兼任
1912.8台湾総督府阿里山作業所技師
1914.2殉職、高等官6等に昇敘

松本
群太郎

工手学校 1899.6
以前

不詳
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国澤能正 工手学校 1899.6
以前
（3）

1900.3臨時台湾土地調 局技手
1901.12図根測量員
1903.5マラリアで依願免官

河田
千代治
（士族）

宮城 土木、9期
（1893.7）

1899.6
（4）

1893東京土木承包業橋本組技術雇、手代囑託

1899.7臨時台湾土地調 局技手
1903.12退官、賞金80円。

松井綠彌
（士族）

愛知 土木、17期
（1897.8）

1899.9
（11）

1896.6遞信省名古屋郵便電信局書記補（月俸6円）

1899.9台湾総督府民政部土木課技手
1903鹽水港庁下潭庄樹林頭圳改修工事事務所
1908.7臨時台湾工事部水利課技手
1909.10台湾総督府土木部技手
1910.4神経衰弱症で依願免本官

吉岡
寅之助

茨城 土木、18期
（1898.2）

1899.9
（23）

1893.6―1895.4茨城県稻敷郡龍寄町尋常小学校本科準訓導

1899.9臨時台湾土地調 局技手
1906.9臨時台湾基隆築港局技手
1908.7臨時台湾工事部技手
1909.12台湾総督府土木部技手
1914.11台湾総督府技手兼任
1915.2免本官、台湾総督府技手専任
1922.3台湾総督府技師、同月腦神経衰弱症で依願免本官

園部良治 郡馬 土木、20期
（1899.2）

1899.
（9）

1899本間鉄道工業事務所、測量に従事
1899.6久米工業事務所

1899.9事務所請け負った台湾鉄道南部線打狗、台南間第一工
区に従事

1902.6久米合名会社（久米工業事務所を繼承）に入社
1913落合工業事務所北海道出張所主任に転職
1915久米合名会社に復職、北海道出張所主任、台湾出張所
主任を歴任

1920.12大和工業合資会社を創設
台湾土木建築協会常務理事

西田恒敬 鹿兒島 土木、18期
（1898.2）　
東京中学校
（1899.4）

1899.11
（9）

1899.11臨時台湾土地調 局雇
1900.3臨時台湾土地調 局技手
1907.9南投庁技手
1908.3病のため、停職

正木
喜三郎

東京 土木、18期
（1898.2）

1899.11
（36）

1898.4―1899.5岩越鉄道株式会社沼上隧道工事に従事

1899.11台湾総督府鉄道部技手
1904.8鉄道部彰化出張所
1909.8―1910.5任嘉義保線派出所保線手（保線区主任）
1914.6台北保線区主任
1915.2中国の広東、福建、江西、浙江、安徽、江蘇に出張、
汕頭から潮州を経約40哩の路線を踏

1920.9鉄道部台中建設事務所長心得
1920.11台湾総督府鉄道部技師、鉄道部台中建設事務所長
1923.2神経衰弱症で依願免本官、台中建設事務所長兼任
1927.9鉄道部北部改良事務所長
1935.8病のため退官
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藤井渫 広島 建築、21期
（1899.7）

1899.11
（16）

1897.12海軍省経理局技生（雇、日給35錢）

1899.11台湾総督府民政部土木課雇
1901.1台南県內務部土木課雇（月俸30円）、11月任台南庁雇
1902.2台湾銀行總務部庶務課雇（月俸40円）
1906.2台中支店建築工事監督
1907.2明治製糖株式会社囑託、会社工事監督
1909.2台湾総督府囑託、10月に台湾総督府土木部營繕課囑託
1911.10台湾総督府土木局囑託
1912.3台湾総督府民政部土木局技手
1915.4腦神精衰弱症で依願免本官

倉持壽吉 茨城 工手学校
（1899.9）

1899.12
（4）

1899.12臨時台湾土地調 局図根測量生徒
1900.6臨時台湾土地調 局技手
1904.3勉励賜金393円

相川末男
（士族）

靜岡 土木科修業
（1899.2）

1899.12
（1）

1899.12臨時台湾土地調 局図根測量生徒
1900.6臨時台湾土地調 局技手
1900.12殉職

小林
角次郎
（士族）

広島 土木科修業
（1894.12）

1899.12
（5）

1894.12陸軍省臨時測図部附（雇員月俸10円）
1895.1陸軍省臨時測図部測図手
1897.4陸軍省陸地測量部雇

1899.12臨時台湾土地調 局図根測量生徒
1900.6臨時台湾土地調 局技手
1902.4三角測量監督兼事務監督
1905.3成績上等賜金462円

宮坂
正八郎

長野 機械、8期
（1893.2）

1899.12
（3）

1893.4河西組松本支店
1895.5河西組橫浜支店
1897.11河西組新橋支店
1898.6田島商店

1899.12臨時台湾土地調 局図根測量生徒（雇員）
1900.6臨時台湾土地調 局技手
1903.2停職

江崎
傳三郎

福岡 土木、21期
（1899.7）

1899.12 1899.12臨時台湾土地調査局図根測量生徒
1900.6臨時台湾土地調査局技手
1903.12依願免本官

藤村太吉 東京 土木、20期
（1899.2）

1899.12
（4）

1890.5陸軍步兵二等軍曹
1895.6警視庁警察署
1898.10東京郵便電信局書記
1898.11東京內務管理局雇
1899.2東京府土木科雇
1899.3高工秋炭坑株式会社測量員
1899.9內務省第一区土木監督署臨時雇

1899.12臨時台湾土地調 局図根測量生徒
1900.6臨時台湾土地調 局技手
1902.4三角測量監督兼事務監督
1904.3勉励賜金437円

石田宗一 東京 工手学校
（1896.2―7）

1899.12
（0.2）

1898.4―1899.3順天求合社中学校
1899.4数理専修学校

1899.12臨時台湾土地調 局図根測量生徒
1900.2病いのため解雇
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小栗
駒太郎

靜岡 工手学校
（1899.1―12）

1899.12 1899.12臨時台湾土地調 局図根測量生徒
1900.6臨時台湾土地調 局技手

釜谷常次 石川 機械、20期 1901
以前

1901金瓜石鉱山日本鉄工会社

国乘耕馬 高知 採冶、11期
（1894.7）

1900.2
（3）

1894.10三菱合資会社吉岡鉱山（月俸12円）
1897.4台湾総督府基隆築港調 委員附（雇員月俸30円）
1898.5―1899.6工手学校に再入学、土木学を修習
1899.4臨時海軍建築部勤務海軍技生

1900.2臨時台湾土地調 局技手
1903.12免官

吉田
武四郎

工手学校 1900.3
以前

不詳

笠原藤藏 新潟 土木、20期
（1899.2）

1900.3
（2）

1897.5東京市水道部
1899.3東京府第二課雇（月俸12円）5月出張監督南葛飾郡治
水工程

1900.1南多摩郡治水工事を監督のため出張

1900.3台湾総督府土木課雇（月俸30円）
1900.8―1901.10基隆水道水原工事掛員を担当のため、出張
1901.10依願免雇、台北県辨務署技手に就任

吉井九郎
（士族）

大分 土木、11期
（1894.7）

1900.3
（3）

1887.12兵衛工兵中隊
1894.8工兵第六大隊補充中隊、9月任陸軍工兵二等軍曹、12
月編入工兵第六大隊第一中隊

1895.12工兵第六大隊補充中隊に編入、陸軍工兵一等軍曹に
就任

1896.4大分県土木工手（月俸15円）、5月に大分県道路改築、
測量及び工事監督に従事

1897.11海軍技手

1900.3臨時台湾土地調 局技手
1903.3依願免本官

小山廉一
（士族）

大阪 造家、17期
（1897.8）

1900.5 1890.9大阪陸軍経営部雇
1896.4陸軍省臨時陸軍建築部図工
1899.3陸軍省臨時陸軍建築部技手

1900.5台湾総督府民政部土木課技手

鈴木楠雄
（士族）

和歌山 土木、10期
（1894.2）

1900.6
（16）

1894.6埼玉県工事雇（日給45錢）、12月茨城県河川測量助手
（月俸12円）
1896.4內務省第一区土木監督署調 部雇（月給12円）
1897.12第一区土木監督署土木監督署直轄工事部兼調 部技
手

1900.6台湾総督府土木部技手
1908.8蘇澳、大濁水溪間道路豫定線調
1912.4民政部蕃務本署技手兼任、蕃地道路測量に従事
1913.8桃園庁技手兼任
1915.4宜蘭庁警部兼任
1916.5台湾総督府技師に昇格、6月に阿米巴赤痢で依願免本
官
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三浦平三
（士族）

京都 電工科
（1895.9）

1900.7
（5）

1894.8遞信省電信燈台用品製造所雇工
1895.11京都電燈株式会社技手補
1896.12京都電燈株式会社技手
1898.8神戶神電話交換局電話工手

1900.7台北電話交換局傭、10月に電話工手
1901.6台北電話交換局雇員
1902.3台北郵便電信局建築課試験掛兼電信課電話掛技手
1903.5台東、鵝鑾鼻間の無線電信を設置のため出張、9月に
台南郵便電信局建築課試験掛兼電信課電話掛技手に就任

1905.9マラリアで依願免本官

木梨二郎
（士族）

山口 土木、23期
（1900.7）

1900.6
（2）

1897.11大阪地方裁判所雇
1898.3台湾辨務署
1900.3遠山鉄道の創設に參与

1900.6臨時台湾土地調 局雇
1901.3臨時台湾土地調 局技手
1902.1肺病で依願免本官

高崎才藏
（士族）

鹿兒島 造家、22期
（1900.2）

1900.7
（14）

1899.7東京新橋鉄道作業局雇（月俸12円）
1900.3工務部国府津保線事務所雇

1900.7台湾総督府民政部土木課雇（月俸25円）
1914.6マラリアで依願免官

塚田
欣一郎

長野 造家、23期
（1900.7）

1900.8
（9）

1900.8台湾総督府鉄道部雇（月俸30円）
1903.6台湾陸軍経理部雇（月俸40円）
1906.3台湾総督府民政部土木課雇（月俸40円）
1906.12嘉義庁技手
1908.7台湾総督府鉄道部技手
1909.2臨時台湾工事部技手兼民政部土木局技手

森鉦太郎
（士族）

愛知 建築、23期
（1900.7）

1900.8 1900.8台湾総督府鉄道部工務課雇（月俸30円）
1901.8台湾総督府鉄道部工務課技手
1905.10依願免本官、11月に遞信省鉄道作業局
雇（判任待遇、月俸38円）
1907.3帝国鉄道庁工務部水戶營業事務所雇（月俸35円）
1908.1帝国鉄道庁工務部水戶營業事務所技手、同月21日依
願免本官、2月臨時陸軍建築部技手に就任

1909.5東京砲兵工廠技手
1912.8台湾総督府民政部土木局技手
1914.6マラリアで依願免官

矢田
貝靜睦

鳥取 造家、23期
（1900.7）

1900.12
（14）

1900.12台湾総督府雇
1904.3台湾総督府民政部土木課技手（月俸5円）
1909台南庁技手
1914.10腸粘膜炎兼神経衰弱症で依願免本官

原田
斧太郎

秋田 冶金、1期
（1886.7）

1901
以前

1901藤田組瑞芳鉱山技師
木村組牡丹坑鉱業所長
金瓜石田中鉱山技師
1917基隆船渠株式会社支配人に転職

安田
靖太郎

新潟 機械、19期
（1898.7）

1901
以前

1901汽車製造合資会社台北支店
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岡積幸 鹿兒島 土木、24期
（1901.2）

1901.3
（22）

1901.3臨時台湾土地調 局技手
1907.5台北庁技手兼台湾総督府技手
1908.5 山庁技手
1911.11宜蘭庁技手
1916.5台湾総督府技手兼任
1919.6台湾総督府技手専任
1923.3阿米巴赤痢で依願免本官

大野
庄三郎

三重 土木、20期
（1899.2）

1901.3
（4）

1899.3東京市水道部工務課技手補
1899.6本間鉄道工業事務所技手

1901.3臨時台湾土地調 局技手
1905.3勉励賞与

伊藤
德治郎

三重 土木、24期
（1901.2）

1901.3
（3）

1901.3臨時台湾土地調 局技手
1903.10免官

梅田清次 熊本 土木、24期
（1901.2）　東
京物理学校
数学科
（1908.2）

1901.3
（21）

1901.3臨時台湾土地調 局技手
1903.10依願免本官
1904.2陸軍省陸地測量部雇員
1911.7台湾総督府技手
1912.7台湾総督府民政部土木局技手
1916.1臨時台湾総督府工事部技手兼任、10月台北庁技師に就
任

1920.9台北州内務部土木課長
1922.2神経弱症で依願免官

上野
左司摩

福島 土木、24期
（1901.2）

1901.3
（12）

1901.3臨時台湾土地調 局技手
1908.10台湾総督府民政部殖產局事務囑託
1909.10日英博覽会準備補助委員
1913.4神経衰弱症で依願免官

白濱
傳之進

鹿兒島 土木、24期
（1901.2）

1901.3 1901.3臨時台湾土地調 局技手

塩原才助 埼玉 土木、24期
（1901.2）

1901.3 1901.3臨時台湾土地調 局技手

青山
廉次郎

秋田 土木、24期
（1901.2）

1901.3
（2）

1899.4內務省第一区土木監督署調 部雇
1900.10神奈川県庁內務部第二課土木係雇

1901.3臨時台湾土地調 局技手
1902.12依願免官

佐佐木
為治

宮城 土木、24期
（1901.2）

1901.3 1901.3臨時台湾土地調 局技手
1904.5勉励賞与188円

高崎慶二 鹿兒島 土木、24期
（1901.2）

1901.3 1901.3臨時台湾土地調 局技手

弓削
鋠一郎

新潟 土木、23期
（1900.7）

1901.3
（3）

1900.7內務省土木局雇

1901.3臨時台湾土地調 局技手
1903.10退官
1904新潟県技手
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嶺謙也 土木 1901.3
（28）

1901.3電話工手、11月に電話交通局技手
台北郵便電信局通信技手
1906.10台湾総督府民政部通信局技手
1907.1台南郵便電信局技手、7月に嘉義郵便局技手兼任
1916.11台湾総督府民政部通信局兼台南郵便局技手
1925台湾総督府交通局遞信部技師
1929.7四級俸下賜、慢性胃病と神経衰弱で依願免本官

山崎甚八 茨城 土木、20期
（1899.2）

1901.4 以
前

1901.4台湾総督府鉄道部打狗出張所技手

手島英輔 鹿兒島 建築、21期
（1899.7）

1901.4 以
前

台南橋仔頭製糖会社

中條武通
（士族）

鹿兒島 土木、24期
（1901.2）

1901.4
（3）

1901.4宜蘭庁技手
1901.12台中庁技手
1904.1神経衰弱症で依願免本官

磯田
清之助

京都 土木、7期
（1892.7）

1901.7
（8）

1894.4山梨県技手
1900.10奈良県技手

1901.7台湾総督府民政部土木課技手
1902.5臨時台湾基隆築港局技手兼台湾総督府技手
1903.3台湾総督府技手兼臨時台湾工事部技手
1909.10阿緱庁技師

岡本
淺次郎

愛知 土木、25期
（1901.7）

1901.8
（3）

1901.8臨時台湾土地調 局技手
1904.3勉励賞与185円

加藤近雄
（士族）

茨城 土木、19期
（1898.7）

1901.8
（2）

1898.8茨城県測量工手（月俸10円）
1899.6吉田組雇（月俸14円）

1901.8臨時台湾土地調 局技手
1903.7急性結膜炎で依願免本官

布施謹吾 茨城 土木、18期
（1898.2）

1901.8 1898.2茨城県測量工手（月俸11円）
1899.7東京府河川測量工手（月俸15円）
1899.4―1901.6大倉土木組（月給20円）

1901.8臨時台湾土地調 局技手
1906.11農商務省札幌鉱山監督署技手
1911.5遞信省臨時發電水力調 局東京支局技手
1914.5台南庁技手
1915.10台北庁技手兼台湾総督府民政部財務局技手
1918.3台湾総督府技手専任
1919.6 気病で依願免官

中山
祐四郎

茨城 土木、25期
（1901.7）

1901.8 1901.8臨時台湾土地調 局技手

小柳貞一
（士族）

長崎 土木、25期
（1901.7）

1901.8
（3）

1897.2三菱合資会社鯰田炭坑測量係員
1901.6臨時台湾土地調 局雇（月俸10円、未卒業、未來台）

1901.8臨時台湾土地調 局技手
1904.7勉励賞与209円
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千村萬吉 長野 土木、25期
（1901.7）

1901.8 1901.6臨時台湾土地調 局雇（月俸10円、未卒業、未來台）
1901.8臨時台湾土地調 局技手
1905.3勉励賞与194円
1905.4陸軍省陸地測量部雇（月俸20円）、5月任臨時測図部
附（雇員月俸30円）

1911.4台南庁技手
1914.3朝鮮総督府臨時土地調 局技手（月俸35円）

福賴正人
（士族）

千葉 土木、25期
（1901.7）

1901.8
（2）

1901.6臨時台湾土地調 局雇（月俸10円、採用内定）

1901.8臨時台湾土地調 局技手
1903.5マラリアで依願免官

日高仙吉 福岡 土木、25期
（1901.7）

1901.8 1901.6臨時台湾土地調 局雇（月俸10円、採用内定）

1901.8臨時台湾土地調 局技手

山田市郎 埼玉 土木、25期
（1901.7）

1901.8
（2）

1901.6臨時台湾土地調 局雇（月俸10円、採用内定）

1901.8臨時台湾土地調 局技手
1902.9臨時台湾土地調 局図根測量員
1903.9マラリアで依願免本官

土岐
佐久次
（士族）

東京 土木、25期
（1901.7）

1901.8 1898.11本間鉄道工業事務所（日給25錢）
1899.8岩越鉄道線若松、北多方間及北多方、尾登間線路実測
1900.5東京電気鉄道会社線信濃町、川崎間及池上、大森間実
測

1901.6臨時台湾土地調 局雇（月俸10円、採用内定）

1901.8臨時台湾土地調 局技手
1904.11任官滿三年以上、給与金53円
1907.3陸軍省臨時測図部陸地測量手
1913.8朝鮮総督府土地調 局技手
1919.4台東庁技手
1924.12依願免官

內田
和三郎

靜岡 土木、25期
（1901.7）

1901.8
（3）

1901.6臨時台湾土地調 局雇（月俸10円、採用内定）

1901.8臨時台湾土地調 局技手
1903.10赤痢で直腸狹窄併発で依願免本官

樋口重治 埼玉 土木、25期
（1901.7）

1901.8 1901.6臨時台湾土地調 局雇（月俸10円、採用内定）

1901.8臨時台湾土地調 局技手
1902.9臨時台湾土地調 局図根測量員

村松
利太郎

新潟 土木、25期
（1901.7）

1901.8
（1）

1901.6臨時台湾土地調 局雇（月俸10円、採用内定）

1901.8臨時台湾土地調 局技手
1902.10マラリアで依願免官

杉本又六 群馬 土木、20期
（1899.2）

1901.10
以前

1901.10台北県新起橫街久米工業事務所

柴田久平 東京 土木、17期
（1897.8）

1901.10
（2）

陸軍築城部広島県忠海支部

1901.10台湾陸軍築城部澎湖島支部
1903北海道土木部国費工事課

神代嘉一 山口 土木、11期
（1894.7）

1 9 0 2 以
前

鳳山土木区出張所
1902.10大阪府堺市役所技術手
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畑谷
純一郎

秋田 採冶、1期
（1889.7）

1902 藤田組瑞芳鉱山

太田
半五郎

東京 土木、24期
（1901.2）

1902.1 1901.2久米工業事務所（月俸15円）

1902.3台湾総督府鉄道部打狗出張所雇（月俸23円）
1906.6藤田組嘉義出張所雇（月俸35円、）従事阿里山経営
1908.3台北庁總務課土木係土木事務囑託
1908.6台北庁總務課土木係技手
1910.5台湾総督府阿里山作業所嘉義出張所技手
1913.8台湾総督府阿里山作業所嘉義出張所保線手
1914.12台中庁囑託、八仙山道路工事監督
1915.7台湾総督府營林局技手
1918.5嘉義市で土木建築請負業を開設
1920.9台湾総督府殖產局營林所嘉義出張所技手
1928.6台湾総督府交通局道路港湾課技師
1928.7營林所鉄道相關事務囑託（月津貼150円）
1931.4依願免官

重永壯吉
（士族）

鹿兒島 土木、26期
（1902.2）

1902.4
（21）

1902.4臨時台湾土地調 局技手
1911.11南投庁技手
1920.9台中州南投稅務出張所地図保管主任
1921.10台湾総督府內務局技手兼任
1923.3マラリアで依願免本官

梶山
彌四郎

長崎 土木、11期
（1894.7）

1902.4
（2）

1895.6東京臨時陸軍建築部雇（日給40錢）
1896.9鉄道局工務課雇（日給35錢）
1900.4岡山県內務部土木掛雇（月俸5円）、壹備郡山田村県
道実測

1902.4臨時台湾土地調 局技手
1903.10退官賜金17.5円

大曾根
誠二

千葉 土木、15期
（1896.7）

1902.6
（1）

1896.8―1900.4鹿島組技術部
1898.11福島県安積郡普通水利組合囑託、工事測量、設計、
監督に従事

1900.12新見商店工業部工事係（測量、工事監督）
1901.4岩手県和賀郡役所囑託、水利組合指定水路を測量

1902.6臨時台湾土地調 局技手
1903.10退官賜金15円

緒方
龍太郎

福岡 土木、16期
（1897.2）

1902.6
（1）

1897.3南築土木会社社員
1900.7北海道庁上川支庁第二課土木係事業手

1902.6臨時台湾土地調 局技手
1903.10退官賜金15円

中村魁次
（士族）

香川 土木、17期
（1897.8）

1902.6
（1）

1897.11香川県內務部第二課雇員
1899.4神戶市臨時測量助手、12月に神戶市臨時測量技手に就
任

1901.6神戶市下水道調査臨時雇員、12月に調 技手に就任
1902.2神戶稅關庶務課臨時雇員

1902.6臨時台湾土地調 局技手
1903.6マラリアで依願免官
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吉田
文次郎

岩手 土木、17期
（1897.8）

1902.6
（1）

1898.8岩手県內務部土木掛雇員
1900.6郡道実測、9月に秋田県藤田組鹿用郡平坂鉱山雇員
1901.5福県內務部土木掛吏員、測量従事

1902.6臨時台湾土地調 局技手
1903.6マラリアで依願免本官

公莊
勝二郎
（士族）

愛媛 土木科
（1899.2）

1902
（28）

1899.12横浜市水道雇員（月俸14円）
1900.4第四號隧道堀鑿工程西口監督、9月に山梨県工手（月
俸14円）に就任、富士川通禹瀨及び金無川笛吹川河川の
改修、測量、台帳作り

1902.6臨時台湾土地調 局技手
1905.3新竹庁技手、5月に新竹街市区改正事務委員に就任、
7月に臨時台湾戶口調 調 委員に就任

1906.12土地図保管主任
1907.4新竹庁土地整理組合事務囑託
1908.5台湾総督府民政部土木局技手、7月任臨時台湾工事部
水利課技手

1909.12新竹庁技手
1916.11宜蘭庁公共 圳聯合会技手
1921.1台北州宜蘭郡技手、11月に台南州土木課土木係長に就
任

1927.9台湾総督府台南市土木技師、10月に台南州內務部土木
課土木係長、庶務課長を兼任

1930台湾総督府技師、7月に近視、乱視で依願免本官
1934彰化頭 及溪頭圳水利組合長、彰化市議会議員

內藤祐藏 岡山 土木、18期
（1898.2）

1902.6
（1）

1898.4兵庫県工手
1899.3加石川河身の改修、測量のため出張

1902.6臨時台湾土地調 局技手
1903.10退官賜金15円

永野
三九郎
（士族）

宮城 土木、22期
（1900.2）

1902.6 1895.4日本赤十字社戦時救護員
1896.4―1897.5仙台市附屬員
1900.3岩手県土木助手、従事北上川河川測量
1901.4土木工手

1902臨時台湾土地調 局

鬼武德次 山口 土木、26期
（1902.2）

1902.6
（1）

1896.4尋常高等小学校卒業
1897―10―1898.8從山陽鉄道工程

1902.6臨時台湾土地調 局技手
1903兵庫県に就職

前澤
元之助

群馬 土木、26期
（1902.2）

1902.6 1892.3自高等小学校卒業
1895.3群馬県蠶種檢 傳習所に入所
1898.5群馬県利根川河川測量に従事

台湾総督府民政部土木課
1902.6臨時台湾土地調 局技手
1903嘉義庁打猫土地調 派出所
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田淵
德太郎

岡山 土木、26期
（1902.2）

1902.6
（13）

1893.3高等小学全科卒業
1897.7內務省第六区土木監督署河川測量

1902.6臨時台湾土地調 局技手
1904.6蕃薯 庁技手
1905.7臨時台湾戶口調 委員
1909.10阿緱庁財務課技手
1911.10民政部殖產局林野調 課技手
1915.6神経衰弱症で依願免官

大河內
留八郎
（士族）

宮城 土木、26期
（1902.2）

1902.6
（1）

1902.6臨時台湾土地調査局技手
1903.10マラリア、三叉神経痛で依願免本官

金子泰輔
（士族）

山口 土木、26期
（1902.2）

1902.6
（13）

1902.6臨時台湾土地調 局技手
1903.10基隆庁內務課技手、11月に臨時台湾土地調 局技手
兼任

1907.8基隆市区改正実地調 事務員、台湾永久借地調 員
1909.2基隆庁地図保管主任、10月に財務課技手に就任
1909.10台北庁財務課技手
1911.10台湾総督府民政部殖產局林野調 課技手
1915.3神経衰弱症で依願免官

角田
莊次郎

岡山 土木、26期
（1902.2）

1902.6
（0.4）

1894.3小学全科卒業
1895.2煙草製造業、醬油釀造業に従事

1902.6臨時台湾土地調 局技手
1902.11マラリアで殉職

荒井善作 長野県 建築、24期
（1901.2）

1902.7
（29）

1900.3―1902.3東京臨時陸軍建築部図工

1902.7―1907.6台湾陸軍経理部技手
1907.8―1922.3台湾総督府營繕課技手
1922.3技師に昇格、台北州內務部土木課營繕係長に就任
1931.4神経衰弱症で依願免官、荒井建築工務所を創設

坂西修広 土木、19期 1902 . 11
以前

久米工業事務所

黑岩久衛 高知 機械、24期 1902 . 11
以前

台湾総督府鉄道部

久木
耕之助

和歌山 土木、19期
（1898.7）

1902 . 11
以前

1902.11兵庫県福良町築城部支部

不詳

後藤
麟三郎
（士族）

東京 造家、14期
（1896.2）

1902.11
（12）

1891.2遞信省郵便為替貯金局傭
1893.5遞信省郵便為替貯金所書記補
1896.5臨時陸軍建築部東京支部技手
1902.5―6對馬、上川に出張

1902.11台湾総督府土木局營繕課技手
1909.10台湾総督府土木部技手
1915.2マラリアで依願免官

高見謙次 群馬 造家、19期
（1898.7）

1 9 0 3 以
前
（10）

1904.12台湾陸軍経理部雇員
1909.10台北庁技手従事營繕事務
1914.5 気で依願免官

山內一家 熊本 機械、25期
（1901.7）

1 9 0 3 以
前

不詳
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永井利高 工手学校 1903
以前

不詳

長谷川
図藏

長崎 土木、29期
（1903.7）

1903
（16）

1903台北大稻 建成街英成商会
1905宜蘭庁土木課雇員
1907.1宜蘭庁第一公共 圳組合囑託技術員
1908.3宜蘭庁公共 圳聯合会技手
1909.4台北水道事務所技術員
1910.9台湾総督府土木部技手
1913.6花蓮港庁技手
1921.5マラリア、神経衰弱で依願免本官

岩淵恕 岩手 土木、11期
（1894.7）

1903
（21）

1900北海道庁技手

1903台湾総督府基隆築港局技手
1903.2宜蘭庁技手、土木係主任
1907.5土木係長
1910.6阿里山作業所技手
1919.9台湾総督府土木局土木課技師に昇格、10月に台湾電力
株式会社監理官に就任

1920民政部土木局土木課技師
1921.1台中州土木課長
1924.12辭官、台湾工程社を創設、土木承包業測量に従事、
自動車学校校長担当、岩淵金網工業経営、図紙機械販賣、
工程材料供給

山本久造 山口 土 木、17期
（1897.8）

1903 1903台湾築城部基隆支部、基隆要塞司令部基隆支部

尾辻国吉 鹿兒島 建築、29期
（1903.7）

1903.8
（31）

1903.8台湾総督府民政部土木局營繕課雇
1907.3台湾総督府民政部土木局技手
1909―1910.7日英博覽会大倉組出品物陳列所建築監督、渡英
1910.8台湾総督府土木部營繕課技手
1916.3宜蘭庁員山貯木場庁舍及官舍設計、謝金40円
1916.3―11香港、新加坡、馬來半島、爪哇、婆羅洲、西里伯斯、
菲律濱に出張、熱帶建築視察

1917.6台南庁庶務課技手
1920.8国勢調 調 委員
1920.9台南州內務部土木課營繕係長
1920.12台南州內務部土木課技師
1922.7総督府専賣局技師
1934.6坐骨神経痛で依願退官、煙草元賣捌に従事

今井薰 島根 土木、16期
（1897.2）

1904 台湾総督府民政部土木課

与田久吉
（舊姓加藤）

福岡 土木、20期
（1899.2）

1904 志岐組台南支店

森川市郎 佐賀 建築、20期
（1899.2）

1905 海軍澎湖島馬公要港部建築科出張所

山野繁樹
（士族）

東京 採冶 1905
（8）

1877.5內務省警部補
1893.4警視庁警察署雇員
1895.3遞信省郵便電信書記補

1897.7台湾総督府民政部土木課雇員
1905.8病いのため、依願免官
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平松
克太郎

和歌山 土木、17期 1905 1905鹿島組台南出張所

森田英男 工手学校 1905 1905藤田組瑞芳鉱山

山口楠夫 和歌山 採鉱、9期
（1893.7）

1905 1905藤田組瑞芳鉱山

富岡
雄渡治

群馬 採冶、26期
（1901.7）

1905 1905藤田組瑞芳鉱山

藤原
堅三郎

岡山 建築、24期
（1901.2）

1905
（2）

1906台湾総督府土木局技手
1908.3神経衰弱症、肺病で依願免本官
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る
と
、
日
本
と
の
深
い
つ
な
が
り
に
気
づ

く
。
と
り
わ
け
、
一
九
〇
六
年
に
東
京
で
創
立
さ
れ
た
中
国
最
初
の
新
劇
劇
団

で
あ
る
春
柳
社）

3
（

は
、
日
本
演
劇
界
の
養
分
を
吸
収
し
た
た
め
、
同
時
代
の
他
の

演
劇
団
体
に
比
し
て
上
演
形
態
、
舞
台
美
術
な
ど
の
面
に
お
い
て
よ
り
近
代
的

な
演
劇
理
念
を
見
せ
て
い
た
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
春
柳
社
が
創
立

さ
れ
た
一
九
〇
六
年
前
後
、
す
な
わ
ち
明
治
四
〇
年
代
は
新
派）

4
（

が
東
京
で
そ
の

全
盛
期
と
い
わ
れ
る
「
本
郷
座
時
代
」
を
迎
え
た
時
期
で
あ
る
。
当
時
繰
り
返

し
上
演
さ
れ
て
い
た
『
不
如
帰
』、『
金
色
夜
叉
』、『
乳
姉
妹
』、『
雲
の
響
』、

『
潮
』
な
ど
の
家
庭
・
社
会
劇
は
、
そ
の
ま
ま
留
学
生
に
よ
っ
て
翻
案
・
上
演

さ
れ
、
中
国
の
劇
壇
に
多
大
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
込
ん
だ
の
で
あ
る）

5
（

。

そ
れ
ゆ
え
、
新
劇
と
日
本
の
か
か
わ
り
を
語
る
と
な
る
と
、
東
京
に
目
を
向

け
が
ち
に
な
る
。
し
か
し
、
小
論
で
は
新
し
い
資
料
に
基
づ
い
て
、「
文
明
戯

を
一
つ
の
劇
種
と
し
て
確
立
さ
せ
た）

6
（

」
重
要
な
劇
団
で
あ
る
進
化
団
の
創
立

者
・
任
天
知（
一
八
七
〇
（
７
）？
〜
？
）と
京
都
の
関
係
を
探
求
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

今
ま
で
曖
昧
に
し
か
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
任
天
知
の
日
本
で
の
経
歴
を
明
ら

か
に
し
、
そ
し
て
当
時
の
京
都
新
演
劇
界
の
様
相
を
提
示
し
、
演
目
の
比
較
を

通
じ
て
、
任
天
知
と
京
都
の
新
派
と
の
間
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
の
か
を
検
討
し
、
任
天
知
の
日
本
滞
在
が
彼
の
後
の
演
劇
活
動
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
た
か
を
探
る
。
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一
、
任
天
知
に
つ
い
て

清
末
民
初
、
新
劇
に
従
事
す
る
演
劇
人
の
多
く
は
そ
の
出
自
が
今
日
な
お
謎

の
ま
ま
で
あ
る
。
原
因
は
彼
ら
が
そ
も
そ
も
演
劇
と
は
関
係
の
な
い
所
謂
「
革

命
鼓
吹
者
」
で
あ
り
、
本
名
や
経
歴
を
明
ら
か
に
し
た
が
ら
な
い
一
面
が
あ
る

こ
と
、
加
え
て
劇
団
を
興
し
た
後
も
、
一
方
で
革
命
宣
伝
の
た
め
に
演
劇
を
す

る
が
、
も
う
一
方
で
商
業
演
劇
の
形
を
取
っ
て
、
観
客
の
目
を
奪
う
た
め
に
、

自
己
の
出
自
を
大
げ
さ
に
飾
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
任
天
知
も
そ
の
典

型
人
物
の
一
人
で
あ
る
。

従
来
の
研
究）

8
（

は
主
に
『
新
劇
史
』（
朱
双
雲
、
一
九
一
四
年
八
月
、
新
劇
小
説

社
）、『
鞠
部
叢
刊
』（
一
九
一
八
年
一
一
月
、
上
海
交
通
図
書
館
）
な
ど
の
同
時
代

の
刊
行
物
と
欧
陽
予
倩｢

談
文
明
戯｣

（『
中
国
話
劇
運
動
五
十
年
史
料
集
』
第

一
輯
、
中
国
戯
劇
出
版
社
、
一
九
五
八
年
）、
徐
半
梅
『
話
劇
創
始
期
回
憶
録
』

（
中
国
戯
劇
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）、
朱
双
雲
『
初
期
職
業
話
劇
史
料
』（
一
九

四
二
年
六
月
、
重
慶
独
立
出
版
社
）
な
ど
に
依
拠
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
が
記
す
任

天
知
の
人
物
像
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

『
新
劇
史
』・「
天
知
本
紀
」

天
知
は
満
州
人
で
あ
り
、
台
湾
籍
で
あ
る
。
劇
の
多
く
は
意
気
軒
昂

で
、
世
を
憤
る
も
の
で
あ
る
。
天
知
派
の
名
を
持
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。

演
劇
人
の
多
く
は
そ
の
門
下
生
で
あ
る（
９
）。

『
鞠
部
叢
刊
』・「
俳
優
軼
事
・
新
劇
家
現
形
記
」

任
天
知
、
元
の
名
は
文
毅
、
長
白
山
の
人
で
、
新
劇
界
唯
一
の
法
螺
吹

き
だ
。
上
海
に
来
た
の
は
光
緒
末
年
で
、
孝
欽
皇
后
那
拉
氏
の
私
生
児
と

自
称
す
る
。（
中
略
）
一
ヶ
月
後
、
上
海
に
戻
り
、
日
本
国
籍
を
取
得
し

て
、
藤
堂
調
梅
と
い
う
名
を
持
つ
。
庚
戌
年
﹇
一
九
一
〇
年
﹈、
進
化
団
を

創
立
、
広
く
弟
子
を
募
集
し
、
天
知
派
を
号
し
て
長
江
地
域
で
勢
力
を
広

め
た
。

『
初
期
職
業
話
劇
史
料
』・「
軔
始
職
業
話
劇
的
進
化
団
」

天
知
の
家
柄
に
つ
い
て
は
人
に
よ
っ
て
説
が
違
う
。
台
湾
人
だ
と
か
、

満
州
人
だ
と
か
言
わ
れ
る
が
、
彼
自
身
は
西
太
后
の
私
生
児
だ
と
宣
伝
し

て
い
る
。
私
個
人
の
観
察
で
は
、
北
方
人
で
、
日
本
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
、
日
本
籍
に
入
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
藤
堂
調
梅
と
名
乗

る
時
も
あ
る
。

こ
れ
ら
三
つ
の
資
料
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
任
天
知
の
出
自
に
関
し
て
は

風
説
の
数
々
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
定
説
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
最
近
の
研
究）

10
（

は
『
民
立
報
』、『
申
報
』
等
の
記
事
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
示
す
任
天

知
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

『
民
立
報
』・「
進
化
団
人
物
誌
」
一
九
一
一
年
八
月
五
日
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首
領
の
任
文
毅
は
年
齢
は
四
十
一
歳
、
原
籍
は
北
京
の
鑲
黄
旗
で
あ

り
、
漢
軍
二
甲
に
属
し
、
喇
宝
常
佐
領
の
配
下
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
日

本
台
湾
に
籍
を
置
い
て
い
る
。

『
申
報
』・「
新
優
任
文
毅
之
歴
史
譚
」
一
九
一
一
年
八
月
一
七
日

任
文
毅
は
、
北
京
の
鑲
黄
旗
人
で
あ
り
、
漢
軍
二
甲
に
属
し
、
喇
宝
常

佐
領
の
配
下
で
あ
る
。
後
、
台
湾
に
移
り
、
日
本
籍
に
入
り
、
藤
堂
調
梅

の
名
を
持
つ
。
日
本
西
京
法
政
大
学
に
お
い
て
講
師
を
勤
め
た
こ
と
が
あ

る
。
光
緒
三
一
年
に
北
京
に
入
り
、
革
命
党
と
疑
わ
れ
て
逮
捕
さ
れ
た
が

日
本
大
使
館
よ
り
保
釈
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
演
劇
研
究
の
分
野
で
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
資
料

に
、
彭
翼
仲
の
自
伝
『
彭
翼
仲
五
十
年
歴
史)11

(

』
が
あ
り
、
任
天
知
の
人
と
な
り

を
伝
え
て
く
れ
る
。
任
天
知
が
一
九
〇
五
年
に
日
本
か
ら
帰
国
し
て
、
上
海
、

天
津
を
経
由
し
て
北
京
に
到
着
し
、
当
時
有
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
彭
翼
仲

（
一
八
六
四
〜
一
九
二
一
）
12
（

）
の
新
聞
社
で
翻
訳
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
に
、
孫

文
に
間
違
え
ら
れ
「
孫
文
入
京
」
の
騒
ぎ
ま
で
起
こ
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
彭
翼
仲
の
自
伝
『
彭
翼
仲
五
十
年
歴
史
』
は
任
天
知
の
経
歴
を
彼
自
ら
の

話
と
し
て
詳
細
に
記
し
て
い
る
。

（
任
天
知
が
）
曰
く
「
本
姓
は
任
、
名
は
文
毅
、
北
京
漢
軍
旗
人
。
幼

時
に
山
東
出
身
の
義
父
に
従
い
鎮
江
へ
商
売
に
赴
く
。
義
父
の
長
男
が
成

長
し
て
馬
が
合
わ
ず
出
奔
す
る
。
福
建
省
に
到
達
。
時
は
甲
午
（
光
緒
二

〇
年
、
一
八
九
四
年
）
台
湾
の
役
、
孔
副
将
の
部
下
に
投
じ
、
台
湾
に
赴

く
。
台
湾
が
割
譲
さ
れ
た
後
、
大
陸
に
渡
る
力
が
な
か
っ
た
。『
約
』
に

則
っ
て
二
年
後
日
本
籍
に
入
り
、
日
本
台
南
人
に
な
る
。
北
京
語
が
堪
能

で
あ
る
た
め
、
西
京
に
招
聘
さ
れ
、
清
語
学
校
教
員
に
な
り
、
藤
堂
氏
に

婿
入
り
す
る
。
日
本
の
習
慣
に
よ
る
と
、
婿
入
り
す
れ
ば
家
業
を
受
け
継

ぐ
。
藤
堂
と
名
乗
っ
た
所
以
で
あ
る）
13
（

。」

こ
れ
に
よ
っ
て
、「
謎
の
人
物
」
と
思
わ
れ
て
き
た
任
天
知
の
素
性
が
ほ
ぼ

明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
、
新
劇
と
日
本
の
関
わ
り
を
考
え
る
際
、

言
う
ま
で
も
な
く
任
天
知
の
日
本
滞
在
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
例
え
ば
任
天
知
の
演
劇
活
動
と
日
本
の
関
係
を
論
じ
る
代
表
的

な
論
考
で
あ
る
『
中
国
早
期
話
劇
與
日
本
』・「
進
化
団
與
日
本
新
派
劇）

14
（

」
も
、

任
氏
の
演
劇
を
壮
士
・
書
生
芝
居
時
代
の
新
派
、
す
な
わ
ち
化
粧
演
説
、
政
治

宣
伝
と
い
う
全
体
的
な
流
れ
に
結
び
つ
け
、
そ
こ
に
触
発
さ
れ
た
と
い
う
漠
然

と
し
た
「
影
響
論
」
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
時
代
の
全
体
像
は
窺

え
て
も
、
一
人
個
人
と
し
て
の
任
氏
は
見
え
て
こ
な
い
。
従
っ
て
、
小
論
で
は

任
氏
が
日
本
滞
在
中
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
、
ど
ん
な
演
劇
を
観
た
か
、
す

な
わ
ち
彼
の
日
本
体
験
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
体
験
が
彼
の
演
劇

活
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
検
討
し
て
い
く
。
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二
、
任
天
知
と
京
都
法
政
専
門
学
校
・
東
方
語
学
校

先
に
引
用
し
た
資
料
に
、
任
天
知
が
日
本
の
「
西
京
法
政
大
学
講
師
」「
清

語
学
校
教
員
」
と
し
て
勤
め
た
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
調

べ
る
と
、
一
九
〇
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
「
京
都
法
政
学
校
」
の
姿
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。

明
治
維
新
の
一
環
と
し
て
日
本
の
教
育
近
代
化
は
い
ち
早
く
始
め
ら
れ
た
。

京
都
で
は
一
八
六
九
年
に
六
四
の
小
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
幕
末
に
広
ま
っ
て

い
た
寺
子
屋
の
初
等
教
育
が
小
学
校
に
引
き
継
が
れ
、
ま
た
近
代
化
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
中
・
高
等
教
育
は
郷
校
、
藩
校
、
私

塾
、
仏
教
各
宗
派
の
学
問
所
、
公
家
の
学
習
院
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
て
き

た
が
、
紆
余
曲
折
を
経
て
、
一
八
六
九
年
六
月
に
東
京
で
大
学
校）

15
（

の
開
設
を
迎

え
る
。
京
都
で
は
一
八
六
九
年
一
二
月
に
仮
大
学
校
が
開
校
し
た
。
そ
の
た

め
、
西
園
寺
公
望
（
一
八
四
九
〜
一
九
四
〇
）
が
一
八
六
九
年
九
月
に
創
立
し

た
「
私
塾
立
命
館
」
は
翌
年
京
都
府
庁
（
太
政
官
留
守
官
）
の
差
留
命
令
に
よ

り
閉
鎖
さ
せ
ら
れ
た
が
、
西
園
寺
の
理
念
を
受
け
継
い
で
、
中
川
小
十
郎
（
一

八
六
六
〜
一
九
四
四
）
が
一
九
〇
〇
年
に
京
都
法
政
学
校
、
す
な
わ
ち
立
命
館

大
学
の
前
身
を
設
立
し
た
。
一
九
〇
三
年
、
専
門
学
校
令
に
よ
り
京
都
法
政
学

校
は
「
私
立
京
都
法
政
専
門
学
校
」
に
改
組
さ
れ
、
ま
た
一
〇
月
に
東
方
語
学

校
を
設
置
し
た
。

「
東
方
語
学
校
設
立
ノ
趣
意）
16
（

」
に
は
下
記
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

今
ヤ
一
世
ノ
衆
目
一
ニ
極
東
ニ
注
グ
、
列
強
ノ
外
交
及
貿
易
ノ
枢
機
ハ

殆
ン
ド
極
東
ノ
局
面
ニ
繋
レ
バ
ナ
リ
、
我
邦
国
ヲ
立
テ
ヽ
此
間
ニ
在
リ
。

我
邦
人
タ
ル
モ
ノ
、
豈
晏
然
ト
シ
テ
依
々
旧
態
ニ
安
ズ
ベ
ケ
ン
ヤ
。
邦
人

ノ
此
時
ニ
処
ス
ル
、
須
ラ
ク
自
カ
ラ
進
ミ
テ
、
極
東
諸
邦
ノ
間
ニ
周
旋
シ

テ
、
彼
我
ノ
事
情
ニ
疏
通
シ
、
相
互
ノ
誤
解
ヲ
避
ケ
、
以
テ
事
業
ヲ
興
起

シ
、
貿
易
ヲ
振
作
シ
、
自
他
ノ
利
益
ヲ
図
ル
ト
共
ニ
、
我
国
運
ヲ
発
展

シ
、
永
遠
ノ
平
和
ヲ
保
持
シ
テ
、
生
民
ノ
福
祉
ヲ
進
ム
ベ
シ
。
是
レ
邦
人

ノ
天
職
ナ
リ
、
是
レ
実
ニ
邦
人
ノ
責
任
ニ
シ
テ
、
而
シ
テ
其
権
利
ナ
リ
。

責
任
ハ
以
テ
尽
サ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
権
利
ハ
以
テ
屈
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
而
シ

テ
此
責
任
ヲ
全
フ
シ
、
此
権
利
ヲ
行
フ
ノ
道
、
彼
我
ノ
言
語
文
字
ニ
精
通

シ
、
以
テ
自
由
ニ
我
思
想
ヲ
伝
ヘ
、
十
分
ニ
彼
ノ
所
思
ヲ
明
ラ
カ
ニ
ス
ル

図１　任天知
（『中国話劇運動五十年史料集』第一輯、中
国戯劇出版社、1958年）
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ヨ
リ
急
ナ
ル
ハ
ナ
シ
。
東
方
語
学
ノ
研
究
此
ニ
於
テ
乎
、
邦
人
ノ
為
メ
頗

ル
急
要
ノ
務
タ
ル
ヲ
見
ル
、
本
校
ノ
起
ル
誠
ニ
偶
爾
ニ
ア
ラ
ズ
。
乃
チ
本

校
ハ
適
当
ノ
教
師
ヲ
招
聘
シ
、
教
授
ヲ
懇
切
ニ
シ
、
語
学
ノ
応
用
ニ
於
テ

遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
シ
、
以
テ
時
務
ノ
急
ニ
応
セ
ン
ト
欲
ス
。
世
上
有
志
ノ
多

少
時
局
ニ
見
ル
所
ア
ル
モ
ノ
、
早
ク
此
機
ヲ
逸
セ
ズ
、
恵
然
ト
シ
テ
来
リ

学
ヘ
。

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
、
日
本
帝
国
の
積
極
的
な
海
外
拡
張
に
備

え
、
外
国
語
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
が
東
方
語
学
校
設
立
の
目
的
と
さ
れ
て
い

る
。
学
校
に
は
清
語
科
と
露
語
科
が
設
置
さ
れ
、
二
年
制
、
週
八
時
間
の
授
業

で
、
六
時
間
を
語
学
、
二
時
間
を
近
代
史
、
地
誌
、
殖
民
政
策
の
講
義
に
当

て
、
新
入
生
五
〇
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
清
語
科
の
中
国
人
講
師
こ
そ
正

に
当
の
任
天
知
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
彼
が
勤
務
し
た
東
方
語
学
校
と
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
の
か
。「
東
方
語
学
校
の
近
況）

17
（

」
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

京
都
法
政
専
門
学
校
内
な
る
東
方
語
学
校
は
、
去
十
月
十
日
開
校
以
来

追
々
盛
況
に
趣
き
、
目
下
清
語
科
の
学
生
五
十
名
、
露
語
科
の
学
生
十
名

位
な
る
が
、
殊
に
清
語
科
の
教
授
法
は
斬
新
な
る
方
法
に
由
り
て
、
懇
篤

に
学
生
に
接
し
、
講
師
任
文
毅
及
花
岡
伊
之
助）

18
（

﹇
作
﹈
氏
両
共
に
同
時
に

教
室
に
臨
み
、
両
々
相
協
力
し
て
教
授
に
従
事
し
勉
め
て
実
力
の
開
発
と

養
成
を
図
り
、
其
成
績
頗
る
見
る
べ
き
も
の
あ
り
。
既
に
此
程
永
観
堂
に

て
観
楓
会
を
兼
ね
て
、
会
話
の
演
習
を
な
し
た
る
程
に
て
、
其
成
績
に
対

し
、
校
の
内
外
共
好
評
嘖
々
た
り
と
云
ふ
。

東
方
語
学
校
は
早
速
「
日
清
戦
後
の
帝
国
主
義
的
な
対
外
膨
張
政
策
の
も
と

で
、
ア
ジ
ア
の
天
地
を
夢
み
る
青
年
た
ち）
19
（

」
を
組
織
し
た
。
世
上
の
好
評
に
つ

き
、
入
学
志
望
者
が
増
加
し
続
け
、
ま
も
な
く
学
級
を
増
加
さ
せ
る）
20
（

。
任
天
知

は
北
京
出
身
の
満
州
人
で
北
京
語
が
堪
能
な
た
め
、
清
語
科
講
師
と
し
て
は
適

役
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
が
東
方
語
学
校
に
勤
め
る
前
後
の
経
緯
に
つ
い

て
は
、『
京
都
日
出
新
聞
』の「
清
語
教
授
の
昨
今）

21
（

」
と
題
す
る
記
事
に
詳
し
い
。

京
都
に
於
け
る
清
国
語
教
授
は
最
初
﹇
一
九
〇
二
年
﹈
柳
馬
場
押
小
路

上
る
町
に
清
語
講
習
所
を
設
置
し
、
清
国
人
任
文
毅
を
雇
入
れ
、
講
習
を

開
始
し
、
又
一
昨
三
十
六
年
﹇
一
九
〇
三
年
﹈
十
月
よ
り
、
京
都
法
政
大

学
内
に
東
方
語
学
校
の
設
立
あ
り
。
右
任
文
毅
を
し
て
、
之
れ
が
教
授
の

任
に
当
ら
し
む
る
こ
と
と
し
。
同
語
学
の
大
成
を
目
的
と
し
経
営
す
る
処

あ
り
し
に
、
昨
年
﹇
一
九
〇
四
年
﹈
の
冬
に
至
り
、
茲
に
又
東
方
書
院
の

設
立
を
見
る
に
至
り
。
西
陣
並
に
四
条
寺
町
の
二
ヶ
所
が
授
業
を
開
始

し
、
入
学
者
の
便
宜
を
計
る
こ
と
と
し
、
其
速
成
を
鼓
吹
し
た
る
に
、
一

時
は
多
少
の
入
学
者
を
見
る
に
至
り
た
り
。
然
る
に
、
本
年
三
月
馬
淵

某
、三
条
通
り
新
町
に
清
語
学
会
を
設
立
し
、大
に
其
の
速
成
を
鼓
吹
し
、
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且
つ
教
員
と
し
て
は
清
国
人
郝

増
な
る
も
の
を
招
聘
せ
し
が
、
郝
は
東

方
語
学
校
に
関
係
あ
る
花
岡
伊
之
作
氏
が
昨
年
清
国
よ
り
同
伴
せ
し
も
の

に
て
、
同
人
は
日
本
に
来
り
勉
強
の
志
を
有
し
た
る
に
、
昨
年
の
冬
設
立

し
た
る
東
方
書
院
、
西
陣
・
四
条
寺
町
に
設
立
せ
し
は
、
花
岡
及
野
村
某

の
経
営
に
係
り
た
る
を
以
て
、
郝
は
三
箇
所
に
教
鞭
を
採
る
こ
と
と
な
り

た
る
よ
り
、（
中
略
）
郝
は
此
際
前
記
二
箇
所
の
教
師
た
る
こ
と
を
辞
し
、

京
都
法
政
大
学
内
に
於
け
る
東
方
語
学
校
の
専
任
清
語
教
師
と
な
り
、
傍

ら
法
政
大
学
に
於
て
法
学
を
修
む
る
こ
と
と
な
り
た
れ
ば
、
郝
は
此
の
厚

意
酬
ゆ
る
為
め
、
専
心
同
校
に
於
け
る
清
語
の
教
師
な
る
を
誓
ひ
た
り

と
。
然
る
に
、
清
語
講
習
所
に
於
け
る
教
師
任
文
毅
は
其
の
性
行
甚
だ
面

白
か
ら
ず
、
世
間
に
種
々
の
風
評
あ
り
た
る
人
物
な
る
が
、
過
半
突
然
帰

国
せ
し
を
以
て
、
同
講
習
所
は
其
の
担
任
教
師
を
失
ひ
、
授
業
に
差
支
を

生
ず
る
に
至
り
た
れ
ば
、
本
月
中
前
記
の
郝
氏
に
於
て
、
其
の
依
頼
に
応

ず
る
よ
し
な
る
が
、
右
講
習
所
の
外
、
東
方
書
院
清
語
講
習
会
の
如
き
は

既
に
其
の
教
師
を
失
ひ
た
る
こ
と
と
て
、
速
成
は
実
質
上
無
効
な
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
た
る
よ
り
、
自
然
消
滅
の
有
様
と
な
り
た
り
。
因
み
に
法
政

大
学
内
に
於
け
る
東
方
語
学
校
は
来
一
一
日
よ
り
授
業
開
始
し
、
斯
学
の

大
成
を
期
す
べ
し
。

こ
の
報
道
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
任
天
知
が
一
九
〇
二
年
頃

か
ら
「
東
亜
同
文
会
京
都
支
部
」
の
清
語
講
習
所
講
師
を
勤
め
、
そ
し
て
一
九

〇
三
年
一
〇
月
に
京
都
法
政
専
門
学
校
・
東
方
語
学
校
講
師
に
な
っ
た
こ
と
、

彼
以
外
に
清
人
郝

増
が
一
九
〇
四
年
九
月
に
東
方
語
学
校
の
清
語
速
成
科
、

一
九
〇
四
年
冬
に
東
方
書
院
、
一
九
〇
五
年
三
月
に
清
語
学
会
の
講
師
を
歴
任

し
て
、
一
九
〇
五
年
九
月
か
ら
東
方
語
学
校
専
任
講
師
と
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
郝

増
が
東
方
語
学
校
専
任
講
師
に
な
っ
た
の
は
、
勿
論
任
天
知
が
突
然

清
語
講
習
所
と
東
方
語
学
校
の
講
師
を
や
め
、
帰
国
し
た
た
め
で
あ
る
。「
其

の
性
行
甚
だ
面
白
か
ら
ず
、
世
間
に
種
々
の
風
評
あ
り
た
る
人
物
な
る
が
」
と

い
う
の
は
、
や
は
り
彼
の
複
雑
な
経
歴
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
任
天
知
が
帰
国
す
る
こ
と
に
な
る
原
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
九
〇
五
年
前
後
の
日
本
は
日
露
戦
争
の
勃
発
な
ど
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が

膨
張
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
一
九
〇
四
年
二
月
八
日
付
の
『
萬
朝
報
』

に
は
「
京
都
市
の
法
政
学
校
東
邦マ

マ

語
学
校
生
徒
数
百
名
は
五
日
夜
提
灯
行
列
を

為
し
、
壮
烈
な
る
軍
歌
を
高
唱
し
つ
つ
、
阿
弥
陀
ヶ
峰
の
豊
大
閣
廟
に
登
り
、

徹
宵
大
爆
竹
を
な
せ
り
」
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
、
同
年
二
月
一
三
日
の
『
日

出
新
聞
』
に
は
「
京
都
東
方
語
学
校
清
語
科
及
露
語
科
の
生
徒
中
に
は
今
回
の

事
変
に
際
し
、
従
軍
﹇
通
訳
﹈
の
件
に
付
き
、
続
々
其
筋
へ
出
願
す
る
も
の
多

き
由
」
と
も
報
道
さ
れ
て
お
り
、
東
方
語
学
校
に
漲
る
生
徒
の
緊
張
と
情
熱
が

そ
の
ま
ま
伝
わ
っ
て
く
る
。

ま
た
、
東
方
語
学
校
清
語
科
は
独
自
の
教
科
書
『
清
語
読
本
』
を
編
集
し
て

い
る
。「
今
や
王
師
の
向
ふ
所
、
朽
を
摧
く
が
如
く
海
に
陸
に
着
々
勝
利
を
博
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し
て
、
正
に
世
界
環
視
の
間
に
あ
り
こ
の
洵
に
志
士
踴
躍
事
に
従
ふ
の
秋
な

り
、
而
し
て
今
日
の
軍
政
、
民
政
に
従
ふ
も
の
固
よ
り
論
ず
る
を
須
ひ
ず
他
日

新
占
領
地
に
於
て
商
工
其
他
の
事
業
に
従
ひ
国
運
の
推
広
に
努
め
進
て
膨
張
的

国
民
の
本
領
を
完
ふ
せ
ん
と
欲
せ
ば
勢
、
彼
土
の
語
音
に
通
せ
ざ
る
可
か
ら
ず

是
本
書
の
著
あ
る
所
以
な
り
乞
ふ
一
本
を
坐
右
に
備
へ
よ）

22
（

」
と
の
広
告
文
に
、

帝
国
の
海
外
進
出
を
応
援
す
る
姿
勢
が
赤
裸
々
に
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
教
科

書
に
は
以
下
の
よ
う
な
例
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

＊

們
好
好
聴
、
這
回
敝
国
和
俄
国
開
仗
、
是
因
為
維
持
世
界
道
義
的
義

務
戦
、

汝
等
ヨ
ク
聞
ケ
、
此
ノ
度
敝
国
ト
露
国
ト
戦
カ
ツ
タ
ノ
ハ
、
世
界
ノ
道

義
ヲ
維
持
ス
ル
為
メ
ノ
義
戦
デ
ア
ル
（
前
編
）

＊
洞
庭
湖
有
名
是
有
名
、
可
是
不
如
琵
琶
湖
好
、

洞
庭
湖
ハ
有
名
ハ
有
名
デ
ス
ガ
、
然
シ
琵
琶
湖
ノ
好
イ
ノ
ニ
ハ
及
ビ
マ

セ
ン
（
後
編
）
23
（

）

前
に
引
用
し
た
「
東
方
語
学
校
の
近
況
」
に
「
講
師
任
文
毅
及
花
岡
伊
之
助

﹇
作
﹈
氏
両
共
に
同
時
に
教
室
に
臨
み
、
両
々
相
協
力
し
て
教
授
に
従
事
し
勉

め
て
」
い
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
任
天
知
が
こ
の
よ
う
な
例
文
を
教
授
し

て
い
て
い
い
気
分
に
な
ろ
う
は
ず
が
な
い
。

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
下
に
お
い
て
、
彼
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
日
々
を

過
ご
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
彭
翼
仲
五
十
年
歴
史
』
に
当
時
の
彼
の
心

情
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

日
露
戦
争
で
敵
艦
隊
が
沈
没
し
た
と
の
勝
報
が
西
京
に
伝
わ
る
と
、
国

を
挙
げ
て
狂
っ
た
。
寝
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
万
歳
の
歓
声
が
潮
の
如
く
響

い
て
く
る
。
家
内
梅
子
が
服
を
着
て
出
て
、
拍
手
を
し
て
叫
ん
だ
。
私
は

一
人
寝
床
の
隅
に
座
り
、
悲
し
ん
で
涙
を
流
す
。
日
露
は
東
北
三
省
の
た

め
争
っ
た
が
、
東
北
三
省
は
ど
ち
ら
の
土
地
な
の
か
。
祖
国
が
中
立
を
守

り
、
ま
さ
に
そ
こ
を
諦
め
た
に
等
し
い
。
日
露
両
国
の
ど
っ
ち
が
勝
っ
て

も
、
中
国
に
福
を
も
た
ら
さ
な
い
。
目
前
の
情
景
に
接
し
て
悲
痛
な
思
い

が
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
梅
子
が
部
屋
に
入
っ
て
き
て
、「
あ
ん
た
は
日

本
籍
に
入
り
日
本
人
に
な
っ
た
の
に
、
ど
う
し
て
一
人
で
悲
し
ん
で
い
る

の
」
と
聞
い
た
。
私
は
そ
の
故
を
伝
え
た
。
梅
子
が
私
の
こ
と
を
軽
蔑
し

て
、「
中
国
人
は
一
向
に
愛
国
心
が
な
い
が
、
あ
ん
た
だ
け
は
祖
国
を
知
っ

て
い
る
の
か
」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
、
夫
婦
が
反
目
し
た
。
壁
に
掛
け
て

あ
る
銃
を
取
っ
て
彼
女
に
向
っ
て
、
死
を
覚
悟
し
て
争
っ
た
が
、
姑
が
鎮

め
て
く
れ
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
帰
国
す
る
決
心
を
つ
け
、
二
度
と
日

本
人
に
な
ら
な
い
と
誓
っ
た
。
梅
子
も
後
悔
し
て
、
私
に
つ
い
て
帰
国
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
上
海
に
着
い
て
、
気
が
変
わ
る
の
を
心
配
し
て
、
彼

女
に
阿
片
を
勧
め
、
帰
る
道
を
絶
た
せ
た）

24
（

。
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任
天
知
は
東
方
学
校
な
い
し
京
都
に
充
満
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
触
発
さ

れ
て
帰
国
に
思
い
至
っ
た
の
で
あ
る
。
上
記
に
も
ふ
れ
た
が
、
彼
が
帰
国
し
た

の
は
一
九
〇
五
年
後
半
の
こ
と
で
、
そ
の
後
北
京
で
「
孫
文
入
京
」
の
騒
ぎ
を

起
こ
し
た
の
で
あ
る
。「
二
度
と
日
本
人
に
な
ら
な
い
」と
誓
っ
た
は
ず
で
あ
っ

た
が
、
逮
捕
さ
れ
た
任
天
知
が
日
本
領
事
館
の
保
護
を
求
め
た
時
、
調
査
で
北

京
滞
在
中
の
清
語
学
校
・
花
岡
氏
に
証
人
と
し
て
出
頭
を
要
請
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
結
局
、
任
は
日
本
領
事
館
に
保
護
さ
れ
た
後
、
日
本
に
戻
ら
ざ
る
を

え
な
く
な
る
。
時
は
一
九
〇
六
年
九
月
前
後
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
の
後
も
反
政

府
の
演
説
や
演
劇
活
動
を
行
い
、
警
察
に
干
渉
さ
れ
た
場
合
、
日
本
国
籍
を
切

り
札
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

三
、
任
天
知
の
演
劇
活
動
と
京
都
の
新
演
劇

１
、
任
天
知
の
日
本
滞
在
と
中
国
で
の
演
劇
活
動

任
天
知
が
最
初
に
演
劇
史
に
お
い
て
名
前
が
現
れ
る
の
は
、
一
九
〇
七
年
六

月
に
東
京
で
春
柳
社
『
黒
奴

天
録
』（『
ア
ン
ク
ル
・
ト
ム
の
小
屋
』）
の
上
演

を
観
て
、
社
員
一
同
に
帰
国
上
演
を
勧
め
た
が
拒
否
さ
れ
、
一
人
で
上
海
へ

帰
っ
た
、
と
い
う
記
述
で
あ
る）

25
（

。
し
か
し
、
彼
が
演
劇
に
目
覚
め
た
の
は
も
っ

と
前
だ
と
思
う
。
す
な
わ
ち
上
に
述
べ
た
一
九
〇
五
年
末
〜
一
九
〇
六
年
八
月

の
中
国
滞
在
中
だ
っ
た
。『
彭
翼
仲
五
十
年
歴
史
』
に
よ
る
と
、
任
は
上
海
に

着
い
た
後
、
端
方
（
一
八
六
一
〜
一
九
一
一
）
の
謁
見
を
求
め
よ
う
と
し
た
が
、

端
方
は
既
に
清
政
府
の
派
遣
で
「
出
洋
考
察
憲
政
」
の
五
大
臣
の
一
人
と
し
て

日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
一
〇
ヶ
国
を
視
察
中
（
一
九

〇
五
年
一
二
月
〜
一
九
〇
六
年
八
月
）
で
、
会
え
な
か
っ
た
。
す
る
と
親
交
の
あ

る
名
優
汪
笑
儂）
26
（

の
紹
介
で
、
端
の
護
衛
で
あ
る
夏
鳴
皐
を
知
る
。
夏
は
も
と
も

と
演
劇
界
の
人
で
、彼
を
通
し
て
任
は
北
京
で
名
優
田
際
雲）
27
（

を
知
っ
た
と
い
う
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
任
は
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
触
発
さ
れ
て
、「
日

露
は
東
北
三
省
の
た
め
争
っ
た
が
、
東
北
三
省
は
ど
ち
ら
の
土
地
な
の
か
」
と

奮
起
し
て
帰
国
し
、
自
分
の
情
熱
を
直
接
政
府
に
訴
え
よ
う
と
す
る
中
、
改
良

京
劇
に
取
り
組
む
名
優
た
ち
を
知
っ
た
。
演
劇
界
と
人
脈
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
民
衆
教
育
と
革
命
宣
伝
に
は
「
新
聞
よ
り
演
説
、
演
説
よ
り
演
劇
」
と
目

覚
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
日
本
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、
一
九
〇
六

年
八
月
〜
一
九
〇
七
年
六
月
の
日
本
滞
在
中
に
新
派
や
、
春
柳
社
の
上
演
を
観

た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
彼
の
名
前
が
再
び
演
劇
史
に
現
れ
た
の
は
一
九
〇
八
年
五
月
頃
で
あ

る
。
春
柳
社
の
影
響
を
受
け
て
上
海
で
は
王
鐘
声
（
一
八
七
四
？
〜
一
九
一
一
）
28
（

）

が
一
九
〇
七
年
九
月
二
二
日
に
春
陽
社）
29
（

を
組
織
し
、一
一
月
四
日
〜
六
日
に『
黒

奴

天
録
』
を
上
演
し
た
。
そ
し
て
一
九
〇
八
年
三
月
、
王
鐘
声
は
俳
優
養
成

の
通
鑑
学
校
を
設
立
し
、
五
月
に
幕
と
写
実
の
舞
台
背
景
を
駆
使
し
て
『
迦
茵

小
伝
』
を
上
演
し
た
。
こ
れ
は
中
国
最
初
の
話
劇）
30
（

と
言
わ
れ
た
。
任
天
知
は
こ

の
辺
の
上
演
活
動
に
参
加
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
王
鐘
声
は
杭
州
と
上
海
の
間

を
行
き
来
し
、
一
九
〇
九
年
四
月
か
ら
天
津
・
北
京
へ
北
上
し
、
一
方
、
任
は

消
息
を
絶
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
一
九
一
〇
年
一
一
月
、
任
は
突
然
上
海
の



中国の新劇と京都

183

新
聞
に
俳
優
募
集
の
広
告
を
出
し
て
、
進
化
団
を
組
織
す
る
。
一
九
一
一
年
二

月
八
日
〜
五
月
に
か
け
て
、
進
化
団
は
南
京
・
昇
平
戯
院
に
お
い
て
上
演
活
動

を
行
っ
た
。
出
し
物
は
『
血
蓑
衣
』、『
東
亜
風
雲
』、『
新
茶
花
』
な
ど
で
あ
る
。

五
月
に
は
蕪
湖
、
六
、
七
月
に
は
九
江
、
漢
口
な
ど
各
地
で
清
政
府
の
取
締
り

に
あ
い
、七
月
二
五
日
に
上
海
に
戻
っ
た
。
辛
亥
革
命
後
、一
二
月
三
〇
日
に
、

進
化
団
が
東
南
光
復
紀
念
会
演
で
『
赤
血
黄
金
』
を
出
し
、
一
九
一
二
年
四
月

四
日
〜
六
月
二
日
、
新
新
舞
台
で
「
天
知
派
改
良
劇
」
と
銘
打
っ
て
常
打
ち
を

続
け
た
。
初
日
の
演
目
は
『
尚
武
鑑
』
で
あ
る
。
一
九
一
二
年
六
月
以
降
、
寧

波
、
蕪
湖
、
揚
州
を
転
々
と
し
た
が
、
ま
も
な
く
解
散
し
た
。

「
進
化
団
新
新
舞
台
上
演
演
目
一
覧）

31
（

」
に
見
え
る
演
目
の
中
で
、
辛
亥
革
命

と
尚
武
精
神
を
謳
歌
す
る
の
が
『
尚
武
鑑
』、『
新
黄
鶴
楼
』、『
共
和
万
歳
』、『
情

仇
』（『
黄
金
赤
血
』）
で
あ
り
、
女
性
の
美
徳
、
激
動
す
る
時
代
と
封
建
的
な
通

念
に
翻
弄
さ
れ
る
男
女
を
描
く
の
が
『
新
茶
花
』、『
侠
女
伝
』（『
血
蓑
衣
』）、『
情

恨
天
』（『
恨
海
』）、『
同
命
鴛
鴦
』（『
血
涙
碑
』）
で
あ
り
、
社
会
悪
を
暴
露
す

る
の
が
『
黒
籍
怨
魂
』、『
血
涙
碑
』
な
ど
で
あ
る
。
今
、
台
本
の
形
と
し
て
遺

さ
れ
て
い
る
の
は
『
新
黄
鶴
楼
』、『
共
和
万
歳
』、『
黄
金
赤
血
』、『
恨
海
』
で

あ
り
、
前
三
者
は
進
化
団
の
代
表
演
目
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
一
読
し
て

一
目
瞭
然
な
の
は
、
進
化
団
の
演
劇
の
随
所
に
長
い
演
説
が
差
し
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
革
命
宣
伝
の
た
め
に
演
劇
を
始
め
た
任
天
知
及
び
そ
の
一
派

の
出
発
点
が
窺
え
る
。
こ
の
種
の
「
化
粧
演
説
」、「
政
治
宣
伝
」
は
壮
士
芝
居
、

書
生
芝
居
時
代
の
新
派）

32
（

と
共
通
す
る
特
徴
で
、
新
派
を
手
本
に
し
て
い
る
と
さ

れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
記
述
に
基
づ
い
て
、
任
天
知
の
日
本
滞
在
期
間
及
び
中
国
で
の

演
劇
活
動
を
整
理
す
る
と
、
概
ね
下
記
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
○
は
日
本
に

お
け
る
行
動
・
活
動
で
あ
り
、
△
は
中
国
に
お
け
る
演
劇
活
動
で
あ
る
。

○
一
九
〇
二
年
〜
一
九
〇
五
年
末

京
都
法
政
専
門
学
校
東
方
語
学
校
等
で
中
国
語
講
師
を
担
当

△
一
九
〇
五
年
末
〜
一
九
〇
六
年
八
月

上
海
で
汪
笑
儂
、
北
京
で
田
際
雲
な
ど
、
改
良
京
劇
に
取
り
組
む
名
優

を
知
る
。

○
一
九
〇
六
年
八
月
〜
一
九
〇
七
年
六
月

東
京
で
春
柳
社
上
演
を
観
る
。

△
一
九
〇
七
年
九
月
〜
一
九
〇
八
年

上
海
で
王
鐘
声
の
演
劇
活
動
に
参
加
。

○
一
九
〇
八
年
〜
一
九
一
〇
年

京
都
滞
在
？

△
一
九
一
〇
年
〜
一
九
一
一
年
後
半

北
京
で
王
鐘
声
の
演
劇
を
観
る）

33
（

。
そ
の
後
、
上
海
で
進
化
団
を
組
織

し
、
新
劇
を
確
立
。

こ
の
期
間
、
任
天
知
は
繰
り
返
し
日
中
間
を
往
復
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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さ
て
、
任
天
知
が
新
劇
に
接
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
時
期
の
京
都
演
劇
界
は
、

ど
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

２
、
静
間
小
次
郎
と
京
都
の
新
演
劇

一
九
一
〇
年
代
、
京
都
の
新
演
劇
は
静
間
小
次
郎
一
派
に
支
配
さ
れ
て
い

た
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
静
間
小
次
郎

（
一
八
六
八
〜
一
九
四
〇
）
は
一
八
六
八
年
七
月
一
五
日
に
山
口
県
岩
国
町
に
生

ま
れ
、
通
学
の
傍
ら
、
漢
学
を
勉
強
し
た
。
一
八
八
四
年
（
一
六
歳
）、
陸
軍

士
官
学
校
を
受
験
し
た
が
入
試
に
失
敗
し
、
京
都
へ
来
て
小
学
校
教
師
、
巡
査

を
勤
め
た
。
一
八
九
〇
年
（
二
二
歳
）、東
京
に
行
っ
て
、壮
士
の
仲
間
に
入
り
、

政
談
演
説
や
選
挙
運
動
に
熱
中
し
た
。
一
八
九
二
年
（
二
四
歳
）
に
川
上
一
座

に
入
る
が
、
後
に
金
銭
問
題
か
ら
川
上
一
座
を
離
れ
、
一
八
九
四
年
に
木
村
周

平
、
金
泉
丑
太
郎
と
京
都
で
「
三
友
会
」
を
組
織
し
、
新
聞
小
説
の
脚
色
を
主

な
演
目
に
歌
舞
伎
座
で
開
演
し
た
が
、
ま
も
な
く
解
散
。
そ
の
後
、
す
し
屋
を

営
ん
だ
が
う
ま
く
い
か
ず
、
一
八
九
六
年
末
、
再
び
俳
優
の
鑑
札
を
受
け
て
福

井
茂
兵
衛
一
座
と
と
も
に
東
上
。
川
上
座
へ
の
再
出
演
、大
阪
朝
日
座
を
経
て
、

一
八
九
八
年
に
一
座
を
組
ん
で
、
各
地
で
巡
演
し
た
後
、
京
都
明
治
座
に
落
ち

着
き
、
常
打
ち
を
続
け
た）

34
（

。
一
九
〇
二
年
一
月
、
白
井
松
次
郎
、
大
谷
竹
次
郎

が
常
盤
座
を
明
治
座
と
改
称
し
て
、
松
竹
合
名
社
を
興
す
。
一
九
〇
九
年
ま
で

は
「
毎
月
の
ご
と
く
静
間
静
間
で
、
京
都
の
大
衆
に
静
間
演
劇
の
名
で
親
し
ま

れ
、
そ
れ
に
つ
れ
て
松
竹―

最
初
は
マ
ツ
タ
ケ
と
呼
ん
で
い
た―

も
勢
力

を
強
め
て
い
た）

35
（

」。
こ
の
よ
う
に
、
静
間
は
京
都
新
派
の
開
拓
者
で
あ
り
確
立

者
で
も
あ
る
。

ま
た
特
筆
す
べ
き
は
、
静
間
の
参
与
で
一
九
〇
二
年
四
月
二
六
日
に
京
都
演

劇
改
良
会
が
発
会
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
会
は
演
劇
改
良
を
目
的
と
し
て

お
り
、
京
都
の
知
識
人
、
俳
優
、
興
行
人
、
財
界
、
官
界
が
一
体
に
な
っ
て
組

織
さ
れ
て
い
た
。
会
長
は
京
都
電
鉄
の
創
始
者
高
木
文
平
（
一
八
四
三
〜
一
九

一
〇
）
で
、
白
井
松
次
郎
（
一
八
七
七
〜
一
九
五
一
）、
大
谷
竹
次
郎
（
一
八
四

三
〜
一
九
六
九
）、高
安
月
郊（
一
八
六
九
〜
一
九
四
四
）ら
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

こ
の
会
は
日
本
に
お
け
る
『
リ
ア
王
』、『
タ
ル
チ
ュ
フ
』
の
初
上
演
を
成
功
さ

せ
て
お
り
、「
同
趣
旨
の
会
は
明
治
一
九
年
の
演
劇
改
良
会
以
下
種
々
あ
っ
た

が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
竜
頭
蛇
尾
に
終
わ
っ
た
の
に
対
し
、
当
初
か
ら
劇
界
関

図２　静間小次郎（『演芸画報』1938年7月号）
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係
者
が
中
心
部
に
い
た
こ
の
会
は
、
あ
る
程
度
の
実
績
を
上
げ
た
の
が
特
色
で

あ
る）
36
（

」
と
そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
演
劇
改
良
が
実
行
さ
れ
て
い
た
京
都
に
お
い
て
、
静
間
一
座

は
ど
の
よ
う
な
演
目
を
舞
台
に
出
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
一
九
〇
二
〜
一
九
一
〇

年
の
静
間
小
次
郎
明
治
座
興
行
年
表
を
作
成
す
る
と
、
巻
末
付
録
の
表
の
よ
う

に
な
る
。
一
目
し
て
分
か
る
の
は
、
静
間
一
座
の
演
目
の
大
部
分
は
新
聞
小
説

の
脚
色
物
、
時
事
物
、
講
談
物
、
探
偵
物
で
あ
り
、
こ
れ
ら
い
ず
れ
も
当
時
の

新
派
が
好
ん
で
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

他
に
、
日
露
戦
争
の
あ
っ
た
一
九
〇
四
年
〜
一
九
〇
五
年
に
は
、
日
露
戦
争
劇

の
上
演
も
目
立
っ
て
お
り
、
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
九
〇
四
年

二
月
二
七
日
〜
三
月
一
五
日　
『
日
露
戦
争
号
外
』（
三
月
に
静
間
が
川
上
と

戦
地
視
察
）

三
月
二
〇
日
〜
四
月
七
日　
　
『
日
露
戦
争
』

四
月
一
四
日
〜
五
月
三
〇
日　
『
戦
雲
余
滴
』

五
月
八
日
〜
二
六
日　
　
　
　
『
鬼
中
佐
』

五
月
三
一
日
〜
六
月
一
八
日　
『
名
誉
乃
三
八
』

六
月
二
三
日
〜
七
月
九
日　
　
『
敵
見
方
』

七
月
一
四
日
〜
八
月
一
日　
　
『
軍
国
の
華
』

八
月
六
日
〜
二
五
日　
　
　
　
『
梅
干
一
ツ
』

九
月
一
日
〜
一
九
日　
　
　
　
『
栄
華
の
塵
』

九
月
二
一
日
〜
二
五
日　
　
　
『
大
和
武
士
』

一
九
〇
五
年

一
月
一
〇
日
〜
一
九
日　
『
天
の
祐
』、『
旅
順
口
』

一
月
二
〇
日
〜
二
二
日　
『
旅
順
陥
落
祝
捷
劇
』、『
旅
順
の
開
城
』

川
上
音
二
郎
（
一
八
六
四
〜
一
九
一
一
）
は
日
清
戦
争
劇
に
よ
っ
て
歌
舞
伎

の
牙
城
で
あ
る
歌
舞
伎
座
に
進
出
し
、
新
演
劇
の
名
を
世
間
に
知
ら
し
め
た
。

日
清
戦
争
劇
ほ
ど
で
は
な
い
が
日
露
戦
争
時
も
「
何
時
も
の
戦
争
芝
居
に
て
筋

も
何
も
通
ら
ず
只
ば
ち
ば
ち
ど
ん
ど
ん
大
砲
や
小
銃
の
音
の
み
な
れ
ど
如
此
も

の
が
時
世
に
適
し
て
、
非
常
に
呼
び
も
の
と
な
る
な
り）
37
（

」、「
時
局
の
影
響
を
受

け
た
る
事
、
殆
遊
廓
同
然
な
り
。
明
治
座
の
静
間
派
は
、
開
戦
以
来
戦
争
芝
居

を
打
続
け
た
る
為
め
常
に
好
人
気
に
て
左
程
の
打
撃
を
受
け
ざ
り
し）
38
（

」
な
ど
の

報
道
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
相
変
わ
ら
ず
戦
争
劇
の
人
気
ぶ
り
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

静
間
小
次
郎
は
脚
本
選
択
の
苦
心
談
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

そ
の
当
時
は
未
だ
観
客
の
趣
味
が
そ
れ
だ
け
高
尚
で
ム
い
ま
せ
ん
か
ら

折
角
上
場
し
て
も
受
け
ま
せ
ん
、
一
方
劇
の
方
を
成マ

効マ

さ
せ
よ
う
と
す
れ

ば
必
ず
人
気
を
落
す
、
従
っ
て
仕
打
の
御
機
嫌
を
害
ふ
と
云
ふ
仕
儀
で
こ

の
矛
盾
に
は
実
に
閉
口
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
可
成
両
者
の
調
和
を
図
る
為
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め
に
所
謂
趣
味
あ
る
も
の
と
、
俗
受
け
を
主
と
せ
る
無
趣
味
な
も
の
と
を

折
衷
し
、
観
客
の
劇
観
が
進
む
に
従
ひ
次
第
に
後
者
を
減
じ
て
前
者
を
採

用
す
る
方
針
を
取
り
ま
し
た
の
で
、
悪
落
ち
の
す
る
こ
と
な
く
知
ら
ず

〳
〵
進
歩
し
て
今
日
で
は
昔
日
に
比
し
て
雲
泥
の
差
が
ム
い
ま
す
、（
中

略
）

私
が
文
学
趣
味
の
小
説
や
新
聞
三
面
の
際
物
、
面
白
き
講
談
も
の
や
探
偵

小
説
な
ど
、
苟
も
登
場
し
得
ら
れ
そ
う
な
も
の
は
悉
く
素
読
し
て
広
く
材

料
を
蒐
集
め
、
そ
れ
を
脚
色
み
口
立
て
座
員
に
荒
筋
を
話
す
と
各
々
自
分

の
白
を
写
し
得
っ
て
覚
え
る
と
云
ふ
遣
り
方
で
し
た
、（
中
略
）
漸
く
五

年
程
前
に
並
木
君
を
招
聘
し
て
か
ら
は
一
方
に
完
全
な
る
作
者
が
出
来
、

一
方
に
は
狂
言
の
数
を
減
ず
る
と
云
ふ
こ
と
に
な
り
ま
し
て
初
め
て
狂
言

も
選
択
し
て
趣
味
あ
る
も
の
を
演
じ
、
稽
古
も
規
則
正
し
く
遣
っ
て
役
者

も
そ
れ
〳
〵
工
夫
を
す
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
左
様
今
日
で
は
ま
ず

年
十
二
回
位
の
興
行
で
し
や
う
。
当
初
は
随
分
苦
し
み
ま
し
た
よ）
39
（

、

十
年
以
上
の
常
打
ち
が
続
け
ら
れ
た
の
は
や
は
り
そ
の
狂
言
の
選
択
に
あ

り
、
京
都
観
客
の
好
み
を
よ
く
つ
か
ん
だ
こ
と
が
要
因
で
あ
ろ
う
。
興
行
面
に

お
い
て
も
静
間
が
入
場
券
制
、
脚
本
尊
重
、
劇
場
の
衛
生
、
茶
屋
制
度
な
ど
常

に
改
良
の
配
慮
を
怠
ら
な
か
っ
た
た
め
、
知
識
人
や
京
大
生
の
観
客
も
多
か
っ

た
。
京
都
で
唯
一
新
演
劇
を
常
打
ち
す
る
明
治
座
が
南
座
、
歌
舞
伎
座
と
並
ん

で
一
等
劇
場）

40
（

の
ラ
ン
ク
に
据
え
ら
れ
た
と
い
う
事
実
が
、
明
治
座
の
地
位
を
物

語
っ
て
い
る
。

四
、
静
間
一
派
の
演
目
と
天
知
派
の
演
目

進
化
団
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
は
日
本
の
作
品
か
ら
重
訳
し
た
も
の
が
二
つ
あ

る
。『
血
蓑
衣
』
と
『
尚
武
鑑
』
で
あ
る
。
飯
塚
容
氏
は
「『
血
蓑
衣
』
は
村
井

弦
斎
『
両
美
人
』
の
翻
案
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
そ
の
変
容
を
詳
細
に
考
証
し

た
。
ま
た
日
本
で
は
一
九
〇
八
年
五
月
三
一
日
に
静
間
一
派
に
よ
っ
て
舞
台
化

さ
れ
た
と
言
及
し
、「
静
間
一
派
の
出
し
物
で
は
日
露
戦
争
劇
『
鬼
中
佐
』
が

『
尚
武
鑑
』
と
名
を
変
え
て
、
進
化
団
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
。『
血

蓑
衣
』
も
ま
ず
進
化
団
の
演
目
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
何
か
因
縁

を
感
じ
さ
せ
る）

41
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
二
つ
の
演
目
は
進
化
団
に
先

立
っ
て
、
他
の
新
派
劇
団
で
も
な
い
静
間
一
派
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
両
者
の
間
に
何
か
つ
な
が
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
示
唆
し
て
い

る
。
本
論
の
前
半
で
は
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
任
天
知
の
京
都
滞
在

が
確
か
な
事
実
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
た
。
そ
こ
で
、
任
天
知
は
京
都
に
滞
在

し
て
い
た
た
め
、
衆
目
を
集
め
た
静
間
一
派
の
明
治
座
公
演
『
鬼
中
佐
』（
一

九
〇
四
年
五
月
八
日
〜
二
六
日
）
と
『
両
美
人
』（
一
九
〇
八
年
五
月
三
一
日
〜
六

月
一
七
日
）
を
彼
が
観
た
可
能
性
が
か
な
り
高
い
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
わ

け
で
あ
る
。
が
、
実
際
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
任
天
知
と
静
間
一
派

と
の
つ
な
が
り
が
い
か
な
る
も
の
な
の
か
を
、
二
つ
の
演
目
を
通
し
て
考
察
し

よ
う
。
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一
、『
鬼
中
佐
』、『
鬼
士
官
』
と
『
尚
武
鑑
』

『
鬼
中
佐
』
は
一
九
〇
四
年
五
月
八
〜
二
六
日
に
静
間
小
次
郎
一
派
が
京
都

明
治
座
で
上
演
し
た
作
品
で
、
山
口
霧
汀
に
よ
る
脚
色
で
、
五
月
四
〜
七
日
、

『
京
都
日
出
新
聞
』
に
荒
筋
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
要
約
す
る
と
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

序
幕　

東
京
。
陸
軍
歩
兵
少
尉
鈴
木
清
と
そ
の
仲
間
が
集
ま
り
、
海
軍
少
尉

白
瀬
猛
夫
が
横
か
ら
の
喧
嘩
を
制
止
し
、
盗
心
を
起
こ
し
た
同
郷
を

改
心
さ
せ
る
が
、
鈴
木
清
の
妹
・
園
江
と
の
縁
談
に
対
し
、「
破
顔

一
笑
軍
人
に
は
妻
は
不
必
要
で
す
と
の
一
言
の
下
に
拒
絶
す
」。

二
幕　

二
千
里
外
の
露
京
で
露
国
海
軍
少
将
グ
ロ
ン
ポ
イ
が
正
賓
白
瀬
猛
夫

の
た
め
宴
会
を
行
う
。
グ
ロ
ン
ポ
イ
が
三
人
の
令
嬢
の
内
一
人
を
猛

夫
の
妻
に
送
る
と
言
う
が
猛
夫
は
断
る
。
露
国
紳
士
の
要
望
で
日
本

の
舞
踏
女
優
四
人
が
支
那
人
黄
漢
明
に
従
い
登
場
。
そ
の
中
で
、
鈴

木
清
の
妹
・
蔦
江
を
発
見
す
る
。
猛
夫
が
金
を
与
え
て
日
本
へ
帰
ら

せ
よ
う
と
す
る
が
、
蔦
江
と
黄
漢
明
が
こ
の
金
を
資
本
に
東
露
西
亜

に
行
こ
う
と
図
る
。

三
幕　

清
韓
の
境
な
る
鴨
緑
江
で
蔦
江
と
黄
漢
明
が
悪
事
を
な
し
つ
つ
、

入
っ
て
き
た
日
本
の
国
事
探
偵
を
縛
っ
て
強
盗
を
な
す
が
、「
日
本

人
、
支
那
人
の
天
職
を
語
る
」
の
を
聞
い
て
蔦
江
が
元
来
武
士
の
娘

と
悟
り
、
黄
漢
明
を
殺
し
、
探
偵
を
逃
す
。
探
偵
が
露
兵
に
射
撃
さ

れ
、
蔦
江
に
密
書
を
渡
す
。

四
幕　

猛
夫
＝
白
瀬
少
佐
が
旅
順
第
二
回
閉
塞
事
業
に
採
用
さ
れ
る
の
を
喜

び
、
平
素
酒
嫌
い
な
白
瀬
に
あ
ら
ず
壮
行
の
盃
を
飲
み
干
す
。
征
露

の
軍
を
率
い
る
鈴
木
中
佐
が
鴨
緑
江
を
越
え
野
営
を
張
る
が
、
中
佐

の
妹
・
蔦
江
が
密
書
を
持
っ
て
き
て
、
兄
に
罪
を
謝
る
。

五
幕　

白
瀬
少
佐
が
指
揮
す
る
福
井
丸
は
決
死
の
士
を
乗
せ
、
敵
の
探
海
燈

に
照
ら
さ
れ
て
も
尚
目
的
海
点
に
進
む
。
遂
に
白
瀬
少
佐
が
「
一
片

の
肉
と
な
っ
て
忠
魂
永
く
青
史
に
伝
へ
ら
る　

聖
上
之
れ
を
聞
し
召

し
中
佐
を
送
り
給
ふ
こ
れ
全
く
鬼
中
佐
と
歌
は
る
ゝ
所
」。

戦
闘
場
面
を
披
露
し
、軍
人
の
忠
魂
を
称
揚
す
る
典
型
的
な
戦
争
劇
で
あ
る
。

上
演
状
況
に
つ
い
て
、
新
聞
で
は
「
又
新
京
極
通
は
各
興
行
席
を
始
め
各
商
家

は
陸
海
軍
旗
を
釣
り
提
灯
を
列
ね
大
に
景
気
を
添
へ
た
る
が
通
行
は
非
常
に
混

雑
な
り
し
」、「
明
治
座
の
静
間
派
一
座
の
新
演
劇
は
昨
日
初
日
開
場
せ
り
午
後

三
時
よ
り
入
場
券
を
売
り
出
す
筈
な
る
も
一
時
頃
よ
り
入
場
者
は
我
れ
一
と
切

符
売
口
に
列
を
為
し
て
詰
掛
け
好
人
気
な
り
し）

42
（

」、「
同
座
に
て
静
間
の
鬼
中
佐

が
下
髯
は
近
寄
れ
ば
寄
る
程
本
物
に
見
ゆ
る
が
右
は
静
間
の
工
夫
に
て
毛
屑
を

ニ
ス
に
て
貼
け
居
る
が
故
な
り）
43
（

」
と
評
さ
れ
て
い
る
。『
鬼
中
佐
』
は
日
露
戦

争
に
乗
じ
て
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
九
一
二
年
四
月
四
日
、
任
天
知
・
進
化
団
が
上
海
新
新
舞
台
で
最
初
に
取

り
上
げ
た
の
は
『
尚
武
鑑
』
で
あ
っ
た
。
初
日
の
演
目
に
つ
い
て
、『
血
蓑
衣
』
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か
『
尚
武
鑑
』
か
社
員
の
意
見
が
不
一
致
な
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、「
尚
武
鑑
の

服
装
は
新
し
く
調
達
し
た
和
服
で
、
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
観
客
の
耳
目

を
一
新
で
き
る
。
血
蓑
衣
で
は
天
知
は
辛
玉
潔
を
演
じ
る
が
、
こ
れ
は
非
常
に

苦
労
す
る
役
柄
で
あ
り
、
手
間
を
省
く
た
め）
44
（

」
に
『
尚
武
鑑
』
に
決
定
し
た
と

い
う
。

新
新
舞
台
の
興
行
方
法
は
当
時
上
海
の
商
業
劇
場
と
同
様
で
、
平
日
は
夜
の

部
、
休
日
は
昼
の
部
と
夜
の
部
が
設
け
ら
れ
て
い
る）
45
（

。
進
化
団
は
夜
の
部
に
入

る
が
、
京
劇
の
後
の
出
番
と
な
る
の
で
、
京
劇
俳
優
の
故
意
の
遅
延
に
よ
り
、

初
舞
台
は
散
々
な
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
京
劇
が
終
わ
る
の
が
一

一
時
二
五
分
で
あ
る
が
、
一
二
時
以
降
の
上
演
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
残

り
は
わ
ず
か
三
五
分
し
か
な
い
。『
尚
武
鑑
』
は
一
二
幕
の
構
成
だ
か
ら
、
第

三
幕
と
第
五
幕
の
前
半
し
か
演
じ
ら
れ
ず
、
台
詞
を
述
べ
終
わ
ら
な
い
ま
ま

に
、
突
然
幕
が
閉
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
上
、
社
内
に
お
い
て
意
見
対
立

が
あ
っ
て
有
力
メ
ン
バ
ー
が
主
役
を
勤
め
ず
、
精
彩
を
欠
く
こ
と
と
な
っ
た
。

和
服
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ
り
観
客
の
耳
目
を
集
め
る
算
段
で
あ
っ
た
が
、
着

慣
れ
な
い
衣
裳
で
あ
る
た
め
に
思
う
よ
う
に
演
じ
ら
れ
な
い
あ
り
さ
ま
で
あ
っ

た
。
不
満
を
感
じ
た
観
客
は
蜜
柑
の
皮
や
バ
ナ
ナ
を
舞
台
に
投
げ
、
大
騒
ぎ
に

な
っ
た
と
い
う）

46
（

。
こ
の
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
の
で
、
新
聞
に
劇
評
が
出
て
お
ら

ず
、
上
演
台
本
も
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、『
尚
武
鑑
』
の
内
容
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
が
、
幸
い
に
も
『
太
平
洋
報）
47
（

』
の
一
九
一
二
年
四
月
八
日

号
に
李
叔
同
が
書
い
た
舞
台
ス
ケ
ッ
チ
（
図
３
）
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
配
役

も
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
参
考
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ス
ケ
ッ
チ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
新
新
舞
台
第
一
次
所
演
新
戯
鬼
士
官
之
印
象
」

で
、「
黄
喃
喃
の
露
国
軍
長
官
」「
範
天
声
の
智
恵
子
」
と
い
う
配
役
で
あ
る
。

前
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、『
尚
武
鑑
』
は
静
間
一
派
の
日
露
戦
争
劇
『
鬼
中
佐
』

か
ら
き
た
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
一
方
、『
初
期
職
業
話
劇
史
料
』
で
は
「
尚

武
鑑
即
ち
日
本
小
説
鬼
士
官
の
こ
と）

48
（

」
と
記
述
し
て
い
る
。『
鬼
士
官
』
は
小

栗
風
葉
（
一
八
七
五
〜
一
九
二
六
）
の
小
説
で
、
一
九
〇
五
年
六
月
に
青
木
嵩

図３　新新舞台・進化団舞台スケッチ1
（『太平洋報』1912年4月2日）

図４　孫文の題字
（『太平洋報』1912年4月8日）
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山
堂
か
ら
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
小
説
は
一
九
〇
七
年
一
一
月
に

「
写
情
小
説
」
の
副
題
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
題
名
で
人
物
名
と
地
名
も

忠
実
に
翻
訳
さ
れ
、
商
務
印
書
館
説
部
叢
書
初
集
第
九
四
編
と
し
て
出
版
さ
れ

て
い
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
を
簡
単
に
紹
介
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

海
軍
中
将
男
爵
鳥
海
重
輝
の
令
嬢
智
恵
子
は
海
軍
大
尉
村
田
誠
一
と

近
々
結
婚
式
を
挙
げ
る
予
定
だ
が
、
日
露
談
判
が
決
裂
し
て
開
戦
と
な

る
。
無
事
に
凱
旋
す
れ
ば
挙
式
す
る
と
約
束
し
て
村
田
は
戦
場
に
向
う
。

智
恵
子
の
美
貌
を
慕
う
権
藤
碌
郎
が
智
恵
子
を
誘
い
出
し
、
二
人
が
密
会

し
て
い
る
よ
う
に
村
田
の
母
親
に
見
せ
か
け
た
。
そ
の
誤
解
で
縁
談
が
破

談
と
な
る
。
一
方
、
ロ
シ
ア
海
軍
の
根
城
旅
順
港
を
封
鎖
し
た
日
本
軍
は

死
傷
者
を
減
ら
す
た
め
、
命
を
冒
し
て
敵
の
降
服
を
説
得
す
る
。
こ
の
任

務
を
果
た
し
た
の
が
村
田
で
あ
る
。
村
田
が
頭
部
に
負
傷
し
て
佐
世
保
海

軍
医
院
に
送
ら
れ
る
。事
情
を
知
っ
た
智
恵
子
は
一
人
で
佐
世
保
に
向
う
。

村
田
の
看
病
を
し
、
薬
に
毒
を
入
れ
る
犯
人
を
発
見
す
る
。
そ
れ
は
権
藤

の
陰
謀
で
あ
る
と
分
か
り
、
誤
解
を
解
く
。
勲
章
を
も
ら
い
子
爵
に
昇

進
、
日
比
谷
公
園
に
銅
像
が
建
て
ら
れ
る
鬼
士
官
村
田
が
智
恵
子
と
幸
せ

に
結
ば
れ
る
。

こ
の
小
説
は
小
栗
風
葉
の
作
品
の
中
で
は
再
版
も
な
く
、
ほ
と
ん
ど
無
名
と

言
っ
て
よ
い
。
日
露
戦
争
を
時
代
背
景
に
華
族
の
恋
愛
、
結
婚
、
家
庭
を
な
い

交
ぜ
に
し
た
、
明
治
期
家
庭
小
説
の
旧
套
を
脱
し
な
い
作
品
で
あ
る
。
ハ
ッ

ピ
ー
エ
ン
ド
を
除
い
て
、
戦
争
場
面
の
描
写
や
物
語
の
設
定
は
『
不
如
帰
』
の

趣
を
感
じ
さ
せ
る
。
新
派
に
よ
る
舞
台
化
の
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
静
間
一
派
の
『
鬼
中
佐
』
は
『
鬼
士
官
』
と
は
ま
っ
た

く
別
個
の
作
品
で
、
進
化
団
の
『
尚
武
鑑
』
は
『
鬼
中
佐
』
で
は
な
く
、『
鬼

士
官
』
を
下
敷
に
し
て
い
る
と
分
か
る
。

『
尚
武
鑑
』
で
主
人
公
を
演
じ
た
黄
喃
喃
（
一
八
八
三
〜
一
九
七
二
）
は
、
本

名
は
輔
周
、
字
は
二
南
或
い
は
二
難
。
直
隷
の
名
門
に
生
れ
、
一
九
〇
五
年
九

月
〜
一
九
〇
八
年
に
東
京
美
術
学
校
の
西
洋
画
科
に
留
学
し
て
い
る
。
春
柳
者

創
始
者
の
李
叔
同
、
曾
孝
谷
よ
り
一
年
早
い
入
学
で
、
美
術
学
校
最
初
の
中
国

人
留
学
生
で
あ
る
。
春
柳
社
の
東
京
に
お
け
る
第
二
回
目
の
上
演
『
黒
奴

天

録
』（『
ア
ン
ク
ル
ト
ム
の
小
屋
』）
で
シ
ェ
ル
ビ
ー
、
大
山
君
子
、
兵
士
と
い
う

三
つ
の
役
に
扮
し
て
、
当
時
の
劇
評
家
か
ら
多
く
の
賛
辞
が
与
え
ら
れ
た）
49
（

。
帰

国
後
、
一
九
一
二
年
に
進
化
団
新
新
舞
台
の
興
行
に
参
加
し
た
。
こ
の
時
期
、

李
叔
同
が
上
海
『
太
平
洋
報
』
の
編
集
を
勤
め
て
お
り
、
親
友
の
た
め
に
ス

ケ
ッ
チ
を
描
い
た
。
黄
喃
喃
は
常
に
積
極
的
に
革
命
を
宣
伝
し
、
同
盟
会
と
深

く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
旗
揚
げ
の
当
初
、
孫
文
か
ら
「
改
良
新
劇
」
の
題
字
（
図

４
）
を
贈
ら
れ
、
新
新
舞
台
の
幕
に
飾
っ
た
。
し
か
し
、「
上
演
が
始
ま
っ
て

ま
も
な
く
黄
喃
喃
は
任
天
知
と
の
意
見
の
行
き
違
い
か
ら
、
退
団
を
申
し
入
れ

た
。
退
団
の
日
、
題
字
は
孫
先
生
か
ら
個
人
的
に
も
ら
っ
た
も
の
だ
か
ら
と
外

そ
う
と
し
た
が
、
任
天
知
が
同
意
し
な
い
。
黄
喃
喃
は
役
所
に
訴
え
た
が
、
判
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決
が
出
さ
れ
る
前
に
進
化
団
は
上
海
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
、
訴
訟
は
う
や
む

や
の
う
ち
に
終
わ
る
」
こ
と
と
な
っ
た）
50
（

。
お
そ
ら
く
黄
喃
喃
は
こ
の
経
験
か
ら

新
劇
に
愛
想
を
尽
か
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
は
絵
に
専
念
し
、
北
平
芸
術

専
科
学
校
教
師
な
ど
を
勤
め
、「
芸
林
怪
傑
」
と
称
さ
れ
る
著
名
画
家
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

二
、『
両
美
人
』
と
『
血
蓑
衣
』

『
両
美
人
』
は
村
井
弦
斎
（
一
八
六
三
〜
一
九
二
七
）
の
小
説
で
、
一
八
九
二

年
九
月
七
日
〜
一
一
月
一
五
日
の
『
郵
便
報
知
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
、
一
八
九

七
年
六
月
に
春
陽
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
。『
明
治
大
正
文
学
全
集
』
第
一
五
巻

（
春
陽
堂
、
一
九
三
〇
年
一
二
月
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
次
の
よ
う
な
物
語

で
あ
る
。

自
由
民
権
運
動
を
背
景
に
選
挙
暴
動
で
命
を
落
し
た
兄
・
民
野
魁
の
た
め

に
、
そ
の
妹
・
民
野
蓮
が
仇
敵
の
首
を
取
り
復
讐
を
果
た
す
。
一
方
長
崎
に
住

ん
で
い
る
星
月
蓮
が
父
を
失
い
、
東
京
の
叔
父
星
月
潔
男
爵
を
訪
ね
る
途
中
、

民
野
蓮
と
出
会
う
。
蓑
に
つ
い
た
血
を
見
ら
れ
た
民
野
蓮
が
仇
討
ち
の
こ
と
を

明
か
し
た
直
後
、
星
月
蓮
が
党
派
闘
争
の
流
弾
に
打
た
れ
て
倒
れ
る
。
警
官
が

や
っ
て
き
た
た
め
、
や
む
な
く
民
野
蓮
は
星
月
蓮
に
な
り
す
ま
し
、
東
京
へ
向

う
。
男
爵
夫
婦
の
寵
愛
を
受
け
た
が
、
半
井
医
学
士
に
命
を
救
わ
れ
た
星
月
蓮

が
や
っ
て
き
て
、
民
野
蓮
を
大
罪
人
と
罵
る
。
民
野
蓮
は
警
察
に
自
首
し
、
有

期
徒
刑
一
五
年
が
判
決
さ
れ
る
。
兄
の
親
友
で
あ
る
陸
軍
少
尉
武
田
勇
が
蓮
の

こ
と
に
感
動
し
て
求
婚
す
る
。
男
爵
は
金
銭
を
目
当
て
に
す
る
星
月
蓮
と
絶
縁

す
る
。

実
は
静
間
小
次
郎
一
派
の
脚
色
よ
り
一
〇
年
ほ
ど
前
の
一
八
九
七
年
一
一
月

に
、
つ
ま
り
小
説
単
行
本
が
上
梓
さ
れ
て
ま
だ
ほ
や
ほ
や
の
時
期
、
川
上
一
派）

51
（

が
川
上
座
（
一
八
九
六
年
六
月
一
四
日
）
で
上
演
し
た
こ
と
は
筆
者
の
調
査
で

分
か
っ
た
。
先
に
記
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
は
ち
ょ
う
ど
静
間
が
再
び
俳
優

鑑
札
を
取
っ
て
川
上
一
座
に
「
復
座
し
て
出
勤）
52
（

」
し
て
い
た
。
こ
の
舞
台
は
劇

評
に
よ
る
と
物
語
と
登
場
人
物
が
ほ
ぼ
小
説
通
り
だ
と
分
か
る
。「
余
り
喝
采

と
い
ふ
程
の
物
に
ハ
非
ね
ど
兎
に
角
壮
士
芝
居
の
う
ち
で
ハ
割
合
に
旧
劇
に
か

ぶ
れ
ず
巧
拙
は
先
づ
扨
置
い
て
何
う
や
ら
新
演
劇
独
特
の
型
と
い
ふ
も
の
さ
へ

出
来
か
ゝ
り
し
此
の
一
座
と
て
一
見
の
価
値
ハ
あ
り）

53
（

」、「
此
狂
言
の
脚
色
ハ
高

尚
に
て
匆
々
に
面
白
し
、
舞
台
一
面
血
紅
で
汚
す
残
酷
な
る
狂
言
と
ハ
雲
泥
の

相
違
な
り
、
新
演
劇
ハ
総
て
斯
様
な
も
の
許
り
を
選
み
て
脚
色
や
う
に
な
さ
バ

自
然
改
良
演
劇
の
道
中
追
分
と
も
成
る
べ
し）
54
（

」
と
、
結
構
な
評
判
を
得
た
よ
う

だ
。
ま
た
、「
静
間
の
武
田
少
尉
も
軍
人
ら
し
く
て
上
出
来
な
れ
ど
折
々
そ
で

無
い
言
葉
が
交
ツ
て
釣
合
は
ず
」
と
の
こ
と
で
、
静
間
が
こ
の
『
両
美
人
』
に

出
演
し
た
こ
と
に
よ
り
、
後
に
ま
た
京
都
の
明
治
座
で
取
り
上
げ
た
の
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
十
数
年
も
前
の
作
品
だ
か
ら
、
再
度
舞
台
に
出
す
と
な
る
と
、

そ
れ
な
り
に
改
作
す
る
必
要
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

京
都
明
治
座
の
公
演
は
一
九
〇
八
年
五
月
三
一
日
か
ら
六
月
一
七
日
に
か
け
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て
行
わ
れ
、
場
割
と
略
筋
が
『
京
都
日
出
新
聞
』
の
一
九
〇
八
年
五
月
二
七
日

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

序　

幕　

黒
澤
剛
造
殺
害
、
筑
後
川
落
雷
急
処

二
幕
目　

上
野
公
園
銅
像
前
、
根
岸
原
山
の
貧
家

三
幕
目　

大
槻
子
爵
邸
波
瀾
、
業
平
町
八
軒
長
家

四
幕
目　

天
王
寺
墓
地
奇
遇
、
悪
事
露
見

大　

詰　

大
槻
邸
庭
園
解
決

建
部
よ
し
子
は
義
父
黒
澤
剛
造
と
住
ん
で
い
る
が
、
黒
澤
の
行
動
に
不
満
を

持
っ
て
い
る
。
実
は
よ
し
子
の
母
が
父
・
原
山
某
と
結
婚
す
る
直
前
、
黒
澤
が

原
山
を
中
傷
し
て
、
よ
し
子
の
母
と
結
婚
し
、
建
部
家
の
主
人
と
な
る
。
真
相

を
知
っ
た
よ
し
子
の
母
が
離
縁
を
申
し
込
ん
だ
が
腹
黒
き
剛
造
に
幽
閉
さ
れ
悶

死
し
た
。
剛
造
と
甥
の
対
話
を
聞
い
た
よ
し
子
は
母
の
仇
は
剛
造
な
り
と
悟

り
、
彼
を
毒
薬
で
死
な
せ
た
。
よ
し
子
が
実
父
に
会
っ
て
、
ま
た
自
首
す
る
覚

悟
で
東
京
に
向
う
。
筑
後
川
の
畔
で
病
苦
に
悩
ん
で
い
る
同
年
輩
の
女
性
に
出

会
い
、
訪
ね
る
と
長
崎
の
野
口
三
左
衛
門
の
娘
で
お
よ
し
と
い
い
、
父
の
遺
言

に
よ
り
添
書
を
持
っ
て
東
京
に
い
る
大
槻
子
爵
の
所
に
行
く
途
中
だ
と
分
か

る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
雷
雨
が
益
々
激
し
く
、
落
雷
で
お
よ
し
が
気
絶
し
て

し
ま
う
。
警
官
が
や
っ
て
き
て
、
よ
し
子
が
野
口
よ
し
に
な
り
す
ま
し
、
通
り

か
か
っ
た
ハ
イ
カ
ラ
紳
士
・
子
爵
夫
人
の
甥
と
一
緒
に
東
上
す
る
。

略
筋
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
が
、
場
割
と
劇
評
を
参
考
に
続
き
を
補
足
す
れ

ば
、
よ
し
子
が
東
京
で
貧
し
い
実
父
に
会
い
、
大
槻
子
爵
の
家
に
入
る
。
子
爵

の
寵
愛
と
自
首
の
板
挟
み
に
苛
ま
れ
る
中
、
悪
事
が
暴
露
す
る
が
、
最
後
に
解

決
す
る
。
劇
評）

55
（

に
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

村
井
弦
斎
の『
両
美
人
』を
土
台
と
し
て
、
村
上
浪
六
の『
八
軒
長
屋
』

を
巧
く
引
つ
け
た
甘
い
も
の
、
お
ま
け
に
目
下
大
流
行
の
自
然
主
義
と
や

ら
の
場
が
あ
っ
て
、
観
客
大
笑
ひ
な
り
。

一
体
近
頃
の
新
演
劇
で
は
な
い
明
治
座
の
狂
言
を
見
る
と
、
長
い
も
の

を
短
く
縮
め
る
か
ら
筋
の
通
り
難
い
の
が
多
い
が
、
今
度
の
「
両
美
人
」

は
割
合
に
筋
が
よ
く
通
っ
て
居
る
。

一
九
〇
八
年
の
時
点
で
自
由
民
権
運
動
を
背
景
と
す
る
原
作
を
そ
の
ま
ま
舞

台
に
出
し
か
ね
る
と
の
考
慮
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
の
で
あ
ろ

う
。『

両
美
人
』
は
中
国
に
お
い
て
は
一
九
〇
六
年
六
月
に
『
血
簑
衣
』（
義
侠
小

説
）
の
題
名
で
翻
訳
さ
れ
、
商
務
印
書
館
説
部
叢
書
初
集
第
五
〇
編
と
し
て
出

版
さ
れ
た
。
漢
文
調
の
原
文
を
忠
実
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
一
四
年

四
月
に
再
版
が
出
さ
れ
、
新
演
劇
で
も
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
た
。『
両
美
人
』

の
翻
案
状
況
は
、
飯
塚
容
氏
前
掲
論
文
を
参
照
し
て
、
更
に
川
上
一
派
、
静
間

一
派
、
任
天
知
進
化
団
の
演
目
を
加
え
て
、
以
下
の
表
に
な
る）

56
（

。
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進
化
団
成
立
後
、
一
九
一
一
年
二
月
八
日
に
南
京
・
昇
平
戯
院
で
の
旗
揚
げ

公
演
、
一
九
一
二
年
四
月
か
ら
の
新
新
舞
台
で
の
上
演
に
『
血
簑
衣
』
が
何
回

か
上
演
さ
れ
て
い
る
。『
鬼
士
官
』
に
続
い
て
、四
月
一
七
日
の
『
太
平
洋
報
』

に
李
叔
同
の
手
に
よ
る
『
侠
女
伝
』（『
血
蓑
衣
』
の
別
名
、
図
５
）
が
掲
載
さ

れ
た
。

配
役
は
黄
喃
喃
の
張
徳
魁
、
任
天
知
の
林
尭
成
、
陳
大
悲
（
一
八
八
七
〜
一

九
四
四
）
の
張
雅
蓮
と
な
っ
て
い
る
。
上
記
の
表
か
ら
分
か
る
が
、『
伝
統
劇

目
彙
編
』
掲
載
の
も
の
に
近
い
。
つ
ま
り
、
日
本
の
明
治
時
代
の
物
語
を
辛
亥

革
命
後
の
政
治
情
勢
に
置
き
換
え
、
完
全
に
中
国
の
も
の
に
翻
案
し
て
い
る
。

革
命
や
政
治
と
深
く
か
か
わ
る
進
化
団
の
性
格
を
表
し
て
い
る
。「
社
会
性
・

思
想
性
と
、
家
族
愛
や
波
瀾
の
人
生
を
描
く
通
俗
性
・
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
、
こ

の
二
つ
の
共
存
に
面
白
さ
を
感
じ
る
の
は
日
本
人
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た）

57
（

」
と

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、『
鬼
士
官
』
と
『
両
美
人
』
は
ち
ょ
う
ど
「
革
命
・
戦

争
＋
ロ
マ
ン
ス
」
と
い
う
当
時
の
新
演
劇
が
繰
り
返
し
取
り
上
げ
て
い
た
テ
ー

マ
を
体
現
し
て
い
る）
58
（

。

形態 題名 出版社・出典 主要人物 特徴
原作小説 両美人 『郵便報知新聞』（1892年９

月７日～11月15日）
単行本（春陽堂1897年６月）

民野魁
民野蓮
武田勇

自由民権運動を背景にする政治
とロマンチシズムの物語

川上一派
演目

両美人 『都新聞』、『東京朝日新聞』
1897年11月５日

民野魁
民野れん
武田少尉

原作を下敷きに、高尚な脚色、
旧劇にかぶれない

商務版小
説

血蓑衣 商務印書館　1906年６月 鳴野魁、鳴野
蓮、武田永

忠実な翻訳

静間一派
演目略筋

両美人 『京都日出新聞』1908年５月 原田、建部よ
し子、町田勇

五幕。別の作品と継ぎ合わせた
翻案

任天知進
化団演目

侠女伝 『太平洋報』の挿絵1912年４
月

張徳魁、張雅
蓮、林尭成

別名は「侠女鑑」「都督夢」

新劇演目
略筋

血蓑衣 『新劇雑誌』　1914年５月 鳴野魁、鳴野
蓮、武田永

原著に忠実、民鳴社によって上
演

新劇演目
脚本

美人剣 『小説月報』　1917年２月～
３月

郝南爾、郝蘊
璉、武振章

七幕。模倣作で時代の推移が反
映されるが、筋の展開が同じ、
上演記録が残っていない

新劇演目
略筋

血蓑衣 『新劇考証百齣』1919年４月 馬人龍、馬蓮
娘、武廷璧

七幕。人物名以外はほぼ原作の
粗筋、春柳社にても上演

新劇演目
脚本

血蓑衣 『伝統劇目彙編・通俗話劇』
第五集1959年２月

張野奎、張野
蓮、武田永

八幕。武太虚口述。人物名、地
名、時代背景が悉く中国化

図５ 　新新舞台・進化団舞台
スケッチ2

（『太平洋報』1912年4月17日）
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三
、
任
天
知
と
日
本
の
新
演
劇
の
つ
な
が
り

以
上
の
検
討
か
ら
、
進
化
団
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
『
尚
武
鑑
』
は
小
説
『
鬼
士

官
』
か
ら
の
脚
色
で
あ
り
、
京
都
静
間
一
派
の
『
鬼
中
佐
』
と
は
別
個
の
作
品

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
『
血
蓑
衣
』
は
小
説
『
両
美
人
』
の
脚
色
で
、
静
間
一

派
『
両
美
人
』
と
は
大
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
あ
え
て
推
論
を
進
め
て
み
る
。
一
九
〇
八
年
五
月
に
王
鐘
声
と
任

天
知
が
共
演
し
た『
迦
茵
小
伝
』を
観
た
徐
半
梅
（
一
八
八
一―

一
九
五
八
）
59
（

）
は
、

「
王
鐘
声
は
い
つ
も
男
役
を
演
じ
て
い
た
が
、
今
回
は
、
突
然
女
形
に
な
っ
て
、

そ
の
相
手
役
を
演
じ
た
の
は
任
天
知
だ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
の
方
が
王
鐘
声
よ
り

芝
居
が
上
手
な
た
め
、『
迦
茵
小
伝
』
で
多
く
の
応
援
を
も
ら
っ
た
。（
中
略
）

多
分
彼
は
台
湾
に
い
た
時
、
日
本
の
新
派
劇
を
多
く
観
た
の
だ
ろ
う
。
私
は
彼

の
演
技
を
見
て
分
か
る
の
だ）
60
（

」
と
回
想
し
て
い
る
。
新
派
と
し
て
は
、
川
上
音

二
郎
が
二
回
渡
台
し
て
い
る
。一
回
目
は
一
九
〇
二
年
一
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。

『
オ
セ
ロ
』
を
翻
案
し
て
、
ベ
ニ
ス
を
東
京
と
し
、
孤
島
を
台
湾
列
島
の
吉
貝

島
に
設
定
し
て
い
る
が
、
上
演
に
備
え
て
、
舞
台
装
置
を
調
達
す
る
た
め
行
っ

た
の
で
あ
る
。
二
回
目
は
一
九
一
一
年
五
月
一
日
か
ら
六
月
五
日
に
か
け
て
の

こ
と
で
、
台
湾
各
地
を
巡
業
し
て
『
巴
里
の
仇
討
』、『
椿
姫
』
な
ど
を
上
演
し

た）
61
（

。
無
論
、
川
上
一
派
以
外
に
、
ド
サ
回
り
の
新
派
劇
団
の
上
演
が
あ
っ
た
は

ず
だ
が
、
任
天
知
は
演
劇
活
動
を
始
め
る
前
に
京
都
に
長
く
滞
在
し
そ
の
演
劇

に
目
覚
め
た
時
期
は
日
中
間
を
往
復
す
る
時
期
と
重
な
り
、
台
湾
で
新
劇
を
観

た
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
京
都
で
観
た
と
い
う
本
論
の
考
証
の
ほ
う
が
正
確
で

あ
ろ
う
と
考
え
る
。

任
天
知
は
「
言
論
派
老
生
」（
言
論
に
長
じ
る
男
役
）
と
評
さ
れ
、
そ
の
演
技

の
最
大
の
特
徴
も
や
は
り
「
化
粧
演
説
」
で
あ
る
。
例
え
ば
『
黄
金
赤
血
』
に
、

任
天
知
の
演
じ
る
役
の
台
詞
は
他
の
人
物
よ
り
何
倍
も
長
い
う
え
、
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
演
劇
と
関
係
の
な
い
座
長
が
登
場
し
て
、

今
日
の
演
劇
で
得
た
チ
ケ
ッ
ト
代
金
は
全
部
軍
隊
の
俸
給
に
当
て
ま

す
。（
中
略
）
調
梅
先
生
の
お
名
前
は
老
若
男
女
が
誰
で
も
知
っ
て
い
ま

す
。（
中
略
）
今
日
は
調
梅
先
生
に
先
ず
演
説
を
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ

れ
か
ら
芝
居
を
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
は
賛
成
し
ま
す
か
。

と
言
っ
て
、
そ
れ
か
ら

〔
観
客
が
拍
手
し
て
賛
成
す
る
。

〔
梅
妻
、
小
梅
が
こ
れ
を
聞
い
て
舞
台
に
注
目
す
る
。

〔
調
梅
が
登
壇
し
て
演
説
す
る
。

〔
芝
居
が
始
ま
り
、
愛
児
が
登
場
し
て
悲
し
い
芝
居
を
演
じ
る
。
観
客

が
泣
い
て
お
金
を
投
げ
る
。

〔
梅
妻
、
小
梅
が
つ
ら
い
場
面
を
観
る
と
、
花
籠
、
新
聞
を
舞
台
に
投

げ
て
、
頭
を
抱
い
て
泣
く
。

〔
調
梅
が
登
場
し
て
演
説
す
る
。
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〔
劇
が
終
る）
62
（

。

革
命
前
後
の
政
治
的
高
揚
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
演
説
と
演
劇
の
コ
ン
ビ
が

歓
迎
さ
れ
て
い
た
。
任
天
知
が
京
都
に
滞
在
し
て
い
た
時
期
の
新
派
は
、
壮
士

芝
居
の
時
代
か
ら
本
郷
座
時
代
に
シ
フ
ト
し
、
芸
が
成
熟
し
て
き
て
い
た
と
は

い
え
、
演
劇
の
中
で
演
説
を
盛
り
込
む
ケ
ー
ス
は
珍
し
く
な
か
っ
た
。
と
り
わ

け
、
日
露
戦
争
期
に
、
例
え
ば
一
九
〇
四
年
二
月
の
明
治
座
公
演
『
日
露
戦
争

号
外
』
に
お
い
て
、｢

川
上
・
藤
澤
両
優
は
入
洛
の
上
直
に
明
治
座
へ
乗
込
み

て
両
優
は
戦
地
視
察
目
的
を
舞
台
で
演
説
し
て
喝
采
を
博
し
た
。｣

（『
大
阪
朝

日
新
聞
』
一
九
〇
四
年
二
月
二
九
日
）
ま
た
、翌
月
二
〇
日
か
ら
上
演
さ
れ
る
『
日

露
戦
争
』
に
お
い
て
も
、｢

静
間
は
一
昨
朝
帰
京
し
た
の
で
昨
夜
か
ら
毎
夜
幕

間
に
戦
況
を
演の

べ

る
さ
う
だ｣

（『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
四
年
四
月
二
日
）
と
記

さ
れ
て
い
る
。
演
劇
以
外
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
も
政
談
演
説
が
盛
ん
だ
っ
た
時

期
で
あ
り
、
一
年
中
各
劇
場
に
お
い
て
種
々
の
団
体
が
政
談
演
説
大
会
を
開
い

て
い
た
。「
政
談
演
説
も
京
都
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
都
は
東
へ
移
っ
た
が
、
こ

の
国
の
新
し
い
文
化
は
京
か
ら
始
ま
る
と
い
っ
て
い
る
よ
う
で
興
味
深
い）

63
（

」
と

言
わ
れ
る
と
お
り
、『
近
代
歌
舞
伎
年
表
・
京
都
篇
』（
国
立
劇
場
近
代
歌
舞
伎

年
表
編
纂
室
編
、
八
木
書
店
、
一
九
八
六
年
）
を
開
い
て
み
る
と
政
談
演
説
会
が

頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
と
分
か
る
。
一
九
〇
二
年
七
月
を
例
に
す
れ
ば
以
下
の

表
の
よ
う
に
な
る
。

彼
は
京
都
に
い
る
間
に
新
演
劇
、
或
は
演

説
会
に
遭
遇
し
て
、
そ
の
蓄
積
が
春
柳
社
の

上
演
を
観
て
初
め
て
本
格
的
に
活
動
を
始
め

よ
う
と
し
た
時
に
役
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
新
演
劇
か
ら
、
任
天
知
が
ど
の
よ

う
な
影
響
を
受
け
た
か
に
つ
い
て
も
う
少
し

考
え
て
み
よ
う
。
同
じ
く
新
劇
の
創
始
者

だ
っ
た
欧
陽
予
倩
（
一
八
八
九
〜
一
九
六

二
）
64
（

）
は
東
京
で
春
柳
社
の
『
椿
姫
』
を
観
て

「
演
劇
に
は
こ
う
い
う
方
法
が
あ
る
ん
だ）

65
（

」

と
感
嘆
し
て
入
社
し
た
。
そ
し
て
、
欧
陽
の
回
想
で
は
、
春
柳
社
の
『
熱
涙
』

を
観
て
そ
の
数
日
間
に
同
盟
会
に
入
会
し
た
人
が
四
〇
人
を
超
え
、
多
く
は
こ

の
劇
に
感
動
し
て
入
っ
た
と
言
わ
れ
た）
66
（

。
欧
陽
予
倩
は
そ
の
後
、
春
柳
社
の
中

心
人
物
と
し
て
活
躍
し
、
演
劇
に
一
生
の
精
力
を
傾
け
た
。
彼
は
新
演
劇
の
や

り
方
、
そ
の
芸
術
に
目
覚
め
た
と
い
え
る
の
に
対
し
、
任
天
知
は
む
し
ろ
新
演

劇
を
用
い
て
革
命
を
呼
び
か
け
る
方
法
を
見
つ
け
た
の
で
は
な
い
か
。
欧
陽
予

倩
、
陸
鏡
若
（
一
八
八
五
〜
一
九
一
五
）
67
（

）
な
ど
の
春
柳
社
社
員
と
異
な
り
、
任

は
京
都
に
長
ら
く
滞
在
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意
識
的
に
新
派
の
演
目

を
翻
案
し
た
り
、
新
派
の
舞
台
を
中
国
に
持
ち
帰
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
こ
と

が
前
記
の
考
証
で
も
窺
え
る
。

７月７日 千本座 政談演説会

７月７、８日 大黒座 政談演説会

７月９日 岩上座 演説会

７月10日 南座 演説会

７月11日 島原座 政治演説会

７月29日 夷谷座 演説会
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更
に
補
足
す
る
と
、『
血
簑
衣
』
は
任
天
知
進
化
団
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
遡
っ
て
み
る
と
、
一
九
一
〇
年
一
〇
月
六
〜
七
日
に
王

鐘
声
が
す
で
に
北
京
・
天
楽
園
の
舞
台
に
出
し
て
い
る）
68
（

。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
こ

の
演
目
の
初
演
で
あ
る
。
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
一
九
一
〇
年
〜
一
九
一
一

年
後
半
、
任
天
知
は
北
京
で
王
鐘
声
の
演
劇
を
観
た
の
で
、『
血
簑
衣
』
も
観

た
は
ず
で
あ
る
。
王
鐘
声
が
一
九
一
〇
年
、
北
京
天
楽
園
で
上
演
し
た
演
目
の

多
く―

『
縁
外
縁
』（『
新
茶
花
』）、『
血
蓑
衣
』、『
血
涙
碑
』、『
恨
海
』

―

は
進
化
団
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
両
者
と
も
「
革
命
の
た
め
の

演
劇
」
に
携
わ
る
代
表
的
な
人
物
で
、
王
鐘
声
は
一
九
一
一
年
に
辛
亥
革
命
に

参
加
す
る
中
で
、
袁
世
凱
に
逮
捕
・
処
刑
さ
れ
た
が
、
演
目
か
ら
両
者
の
連
続

性
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
進
化
団
の
代
表
作
の
中
で
辛
亥
革
命
の
経
過
を
リ

ア
ル
に
描
い
た
『
共
和
万
歳
』
と
『
新
黄
鶴
楼
』
は
冷
泉
亭
長
・
許
伏
民
の
作

品
で
、『
血
蓑
衣
』、『
恨
海
』
な
ど
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
演
目

は
王
鐘
声
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
任
天
知
は
演
劇
を
す
る
が
、
脚

本
の
創
作
に
力
を
入
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

お
わ
り
に
か
え
て―

進
化
団
の
短
命
と
静
間
一
派
の
隆
盛

本
稿
で
は
、
ま
ず
中
国
新
劇
界
で
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
任
天
知
の
日
本
で

の
経
歴
を
明
ら
か
に
し
た
。
彼
が
中
国
語
教
師
と
し
て
長
ら
く
京
都
に
滞
在
し

て
、
そ
し
て
当
時
の
高
揚
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
触
発
さ
れ
た
様
子
が
浮
か

び
上
が
っ
て
き
た
と
思
う
。
ま
た
、
任
天
知
が
引
率
す
る
進
化
団
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
の
『
尚
武
鑑
』
と
『
血
蓑
衣
』
は
と
も
に
日
本
語
作
品
か
ら
の
翻
案
で
、

し
か
も
静
間
小
次
郎
一
派
の
『
鬼
中
佐
』、『
両
美
人
』
と
は
共
通
す
る
演
目
で

あ
る
と
い
う
意
見
に
対
し
、
果
た
し
て
両
者
は
同
一
演
目
で
あ
る
か
ど
う
か
、

そ
の
つ
な
が
り
を
探
る
た
め
、
同
時
代
の
京
都
で
も
て
は
や
さ
れ
た
静
間
小
次

郎
一
派
の
新
演
劇
に
も
目
を
向
け
、二
組
の
作
品
を
比
較
し
て
み
た
。
そ
こ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
作
品
だ
、
と
い
う
結
論
を
得
た
。
勿
論
、
こ
の
結
果
を
も
っ

て
、
京
都
の
新
演
劇
は
任
天
知
に
何
の
影
響
も
与
え
な
か
っ
た
と
言
い
切
る
こ

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
資
料
の
制
限
で
、
推
論
に
止
ま
る
が
、
後
に
革
命
演

説
を
織
り
交
ぜ
た
演
劇
を
取
り
上
げ
、
華
々
し
い
活
躍
を
し
た
任
天
知
に
と
っ

て
、
京
都
で
接
し
た
時
代
風
潮
及
び
新
演
劇
は
大
き
な
原
動
力
と
な
り
、
ま
た

推
進
力
に
も
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
進
化
団
は
二
年
足
ら
ず
で
解
散
し
た
。
そ
の
原
因
は
や
は
り
任
天

知
の
演
劇
人
と
し
て
の
姿
勢
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
戯
雑
誌
』・「
任
天
知
軼

事
」
に
「
俺
は
好
男
子
な
る
ゆ
え
、
平
々
凡
々
と
し
て
劇
場
に
埋
も
れ
て
た
ま

る
も
の
か
。
一
旦
立
身
出
世
し
た
ら
幸
せ
が
尽
き
な
い
。
俺
は
決
し
て
ほ
ら
を

吹
く
人
間
じ
ゃ
な
い
。
大
統
領
に
な
る
可
能
性
が
確
実
に
あ
る
。
将
来
大
統
領

の
位
に
就
い
た
ら
必
ず
今
日
こ
こ
に
集
ま
る
陳
、
蔡
諸
君
と
財
産
を
共
に
す

る）
69
（

」
と
彼
が
話
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
逸
話
な
の
で
信
憑
性
は
低

い
と
は
い
え
、
彼
の
思
い
の
一
面
を
窺
う
こ
と
は
で
き
る
。
事
実
、「
任
天
知

は
契
約
を
結
ん
だ
後
、
態
度
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
た
。
以
前
は
劇
団
の
事
務
を

す
べ
て
自
ら
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
こ
こ
に
至
る
と
口
出
し
を
せ
ず
、
す
べ
て
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他
人
に
任
せ
た
。
彼
自
身
は
終
日
妓
院
に
遊
び
ふ
け
っ
て
、
ま
も
な
く
阿
片
中

毒
に
も
な
っ
た
。
汪
優
遊
、
顧
無
為
ら
が
よ
く
勧
告
し
た
が
、
頑
迷
で
一
向
に

悟
ら
ず
、
聞
き
流
し
て
、
更
に
は
彼
等
と
付
き
合
わ
な
く
な
っ
た）
70
（

。」

一
九
一
二
年
七
月
に
組
織
さ
れ
た
新
劇
倶
進
会
に
お
い
て
、
任
天
知
は
演
劇

主
任
に
推
薦
さ
れ
た
が
「
生
涯
第
二
位
に
な
ら
な
い
と
誓
い
、
下
位
に
甘
ん
ず

る
こ
と
は
で
き
な
い）

71
（

」
と
突
然
辞
表
を
出
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、「
今
年
﹇
一

九
一
二
﹈
の
新
劇
事
業
の
大
失
敗
は
新
新
舞
台
の
進
化
団
の
事
例
が
も
っ
と
も

悲
惨
で
あ
る
。
進
化
団
が
新
新
舞
台
で
失
敗
し
た
原
因
は
複
雑
で
、
団
員
の
過

ち
で
は
な
い
が
主
任
﹇
任
天
知
﹈
の
う
ぬ
ぼ
れ
が
強
す
ぎ
る
の
が
実
に
大
き
な

病
根
で
あ
る
。
他
に
背
景
が
よ
く
な
い
、
脚
本
が
適
当
で
は
な
い
、
俳
優
の
ご

ま
か
し
、
練
習
が
足
り
な
い
な
ど
皆
失
敗
の
主
な
原
因
で
あ
る）

72
（

」
と
評
さ
れ
る

よ
う
に
、
彼
の
う
ぬ
ぼ
れ
と
自
己
過
信
が
進
化
団
を
崩
壊
さ
せ
た
主
要
因
で
あ

ろ
う
。
進
化
団
の
解
散
後
、
任
天
知
は
し
ば
ら
く
各
地
を
転
々
と
し
た
後
、
一

九
一
四
年
前
後
に
再
び
上
海
に
戻
っ
て
、
民
鳴
社
に
参
加
し
、
そ
の
後
は
啓
民

社
、
開
明
社
、
民
興
社
へ
と
移
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
消
息
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。「
任
天
知
は
有
志
の
士
で
あ
る
が
、政
治
的
な
情
熱
が
あ
っ
て
も
、

政
治
的
に
鍛
え
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
正
確
な
理
論
指
導
を
受
け
て
い
な
い
。
た

だ
一
つ
の
理
想
を
持
っ
て
い
て
も
そ
れ
は
比
較
的
に
抽
象
的
で
あ
る
。（
中
略
）

天
知
は
演
劇
が
好
き
だ
が
、
演
劇
に
あ
ま
り
精
通
し
て
お
ら
ず
、
演
劇
運
動
を

一
生
の
事
業
に
す
る
決
心
も
な
い
よ
う
で
、
途
中
で
退
い
た）
73
（

」。
彼
は
の
ち
に

演
劇
の
分
野
で
活
躍
し
続
け
た
欧
陽
予
倩
ら
と
異
な
り
、
そ
も
そ
も
演
劇
人
と

し
て
の
自
覚
が
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
か
が
不
明
で
、
演
劇
人
と
い
う
よ
り
、
演
劇

を
う
ま
く
利
用
し
た
活
動
家
と
い
う
指
摘
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
と
は
好
対
照
に
、
新
派
俳
優
の
多
く
も
壮
士
か
ら
の
素
人
上
が
り
で
、

し
か
し
、
静
間
一
派
の
時
代
は
初
期
の
新
派
の
よ
う
に
演
劇
を
自
由
民
権
思
想

の
宣
伝
、
社
会
教
育
の
た
め
と
喧
伝
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
比
較
的
成
熟
し

た
演
劇
環
境
の
中
で
、
徐
々
に
軌
道
に
乗
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

御
存
の
通
り
の
当
地
同
じ
三
府
の
内
で
も
隠
居
処
と
申
さ
れ
て
、
総
体

土
地
の
方
々
は
極
く
質
素
な
お
や
さ
し
い
方
々
で
、
従
っ
て
他
府
の
人
々

よ
り
御
気
質
も
違
ふ
様
に
思
は
れ
ま
す
。
さ
す
が
は
隠
居
処
と
申
さ
れ
る

丈
け
あ
っ
て
、
御
隠
居
連
も
沢
山
お
あ
り
な
さ
れ
ま
す
。
夫
れ
故
演
劇
も

一
ツ
の
娯
楽
的
に
出
来
上
っ
た
も
の
と
思
召
ま
す
か
ら
、（
中
略
）
御
当

地
の
習
慣
そ
れ
を
急
激
に
改
善
実
行
す
れ
ば
、
却
て
看
客
の
意
に
逆
ふ
傾

き
が
あ
り
。（
中
略
）
イ
ザ
愈
々
改
善
を
実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
大
に

躊
躇
致
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
玉
み
が
か
ざ
れ
ば
光
り
を
放
た
ず
、
当
て

砕
け
よ
の
諺
も
御
座
い
ま
す
か
ら
、
若
し
失
敗
に
終
ら
ば
再
び
東
京
へ
逆

戻
り
の
決
心
に
て
座
主
と
も
協
議
の
上
、
昔
日
の
悪
習
慣
を
打
ち
破
り）

74
（

と
静
間
が
言
っ
て
い
る
。
彼
は
京
都
人
の
観
劇
好
み
を
よ
く
把
握
し
な
が
ら

演
劇
の
改
良
に
も
配
慮
を
配
っ
て
い
る
。
新
派
の
上
昇
期
に
俳
優
た
ち
の
贅
沢

ぶ
り
を
見
て
「『
嗚
呼
、
贅
沢
に
な
っ
た
も
の
だ
。
実
に
三
日
見
ぬ
間
の
桜
だ



中国の新劇と京都

197

な
、
併
し
今
の
栄
華
は
芦
生
が
夢
に
は
あ
ら
ざ
る
乎
、
今
の
驕
侈
が
新
派
劇
の

将
来
に
於
け
る
運
命
を
ト
す
る
辻
占
に
は
在
ら
ざ
る
乎）
75
（

』」
と
嘆
い
て
、
自
ら

は
ず
っ
と
節
度
の
あ
る
生
活
を
し
て
い
た
。
新
派
の
方
は
日
が
な
お
浅
く
て
根

底
が
薄
弱
な
の
で
、
俳
優
と
し
て
厳
し
く
自
律
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
考

え
を
常
に
持
っ
て
い
た
か
ら
、
京
都
で
一
〇
年
以
上
の
静
間
時
代
を
築
き
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

付
録　

一
九
〇
二
〜
一
九
一
〇
年
の
静
間
小
次
郎
明
治
座
興
行
年
表

『
近
代
歌
舞
伎
年
表
・
京
都
篇
』（
国
立
劇
場
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
編
、
八
木

書
店
、
一
九
八
六
年
）
に
基
づ
い
て
整
理
し
た
。

一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
年
）

上
演
時
間

演
目

１
月
27
日
〜
２
月
11
日

奇
々
怪
々
（
三
宅
青
軒
作
）、
八
重
襷
（
な
に
か
し
君
、
日
出

連
載
）

２
月
15
日
〜
３
月
６
日

冤
罪
淵
（
五
幕
）、
雪
中
の
行
軍
、
生
首
正
太
郎
（
三
幕
）

３
月
13
日
〜
４
月
１
日

片
男
波
（
七
幕
）、

鼠
御
殿
（
三
幕
、
中
川
霞
城
作
、
日
出

連
載
）

４
月
８
日
〜
25
日

二
筋
道
、
魔
窟

４
月
30
日
〜
５
月
21
日

国
秘
密
（
全
五
幕
）、
江
戸
紫
比
翼
紋
日　

鈴
ヶ
森
の
場

間
一
髪
（
全
三
幕
）

５
月
27
日
〜
６
月
10
日

思
ひ
き
や
（
五
幕
）、
当
る
的
（
三
矢
）

６
月
14
日
〜
７
月
２
日

鬼
百
合
（
七
輪
）、
国
の
華
（
三
巻
）

７
月
13
日
〜
８
月
３
日　

29
、
30
日
休
業

闇
の
梅
（
六
幕
）、
北
京
籠
城
（
四
段
返
し
）

８
月
８
日
〜
23
日

地
獄
池
（
八
幕
）

８
月
31
日
〜
９
月
17
日

天
の
網
、
狂
駒

９
月
21
日
〜
10
月
６
日

歌
舞
伎
座

恋
と
恋
（
六
幕
）、
一
盃
酒
（
三
幕
）

10
月
13
日
〜
28
日

紅
玻
瓈
（
五
幕
）、
無
慈
悲
（
三
幕
）

11
月
１
日
〜
12
日

寒
牡
丹
（
五
幕
）、
隣
の
女
（
三
幕
）

一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
年
）

１
月
22
日
〜
２
月
15
日

袖
時
雨
（
大
阪
朝
日
新
聞
）、
江
戸
桜

２
月
21
日
〜
３
月
９
日

こ
こ
ろ
の
闇
、
阪
本
龍
馬

３
月
14
日
〜
４
月
３
日

星
月
夜
、
鉄
腸

４
月
８
日
〜
23
日

金
が
敵

４
月
30
日
〜
５
月
20
日

欲
と
欲
、
昔
気
質
（『
金
貸
と
武
士
』
文
芸
倶
楽
部
）

６
月
30
日
〜
７
月
20
日

燈
明
台
（
六
幕
）、
人
情
（
上
下
）

８
月
３
日
〜
18
日

恋
慕
流
し
（
五
幕
、
久
米
八
六
名
女
優
を
招
聘
）

８
月
31
日
〜
９
月
16
日

蝶
と
蜂
、
露
の
玉

９
月
20
日
〜
10
月
６
日

朧
月
夜
（
五
幕
）、
新
社
会
（
三
幕
）

10
月
11
日
〜
26
日

小
夜
嵐
（
五
幕
、
江
見
水
陰
作
）、
鬼
奴
（
上
下
二
幕
）

10
月
31
日
〜
11
月
19
日

毒
芙
蓉
（
小
栗
風
葉
『
黒
装
束
』）、
朝
日
の
露
（
戦
争
も
の
）

11
月
22
日
〜
23
日

知
恵
娘
、
舌
切
雀

一
九
〇
四
年（
明
治
三
七
年
）

12
月
31
日
〜
１
月
19
日

昼
の
部　

愛
と
心
（
上
中
下
）、
夜
の
部　

雪
の
曙
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１
月
28
日
〜
２
月
15
日

乳
姉
妹
（
五
幕
）

２
月
27
日
〜
３
月
15
日

日
露
戦
争
号
外
、
お
伽
芝
居
夷
三
郎

３
月
20
日
〜
４
月
７
日

日
露
戦
争
（
四
幕
）

４
月
14
日
〜
５
月
30
日

戦
雲
余
滴
（
五
幕
）

５
月
８
日
〜
26
日

鬼
中
佐
（
五
幕
、
山
口
霧
汀
脚
色
）

５
月
31
日
〜
６
月
18
日

名
誉
乃
三
八
（
五
幕
）

６
月
23
日
〜
７
月
９
日

敵
見
方
（
五
幕
）

７
月
14
日
〜
８
月
１
日

軍
国
の
華
（
五
幕
）

８
月
６
日
〜
25
日

梅
干
一
ツ

９
月
１
日
〜
19
日

栄
華
の
塵
、
軍
使

９
月
21
日
〜
25
日

大
和
武
士
（
皇
軍
戦
死
者
弔
慰
劇
）

10
月
１
日
〜
７
日

ハ
ム
レ
ッ
ト
（
九
場
）、
浮
か
れ
胡
弓
（
五
場
）

10
月
11
日
〜
25
日

千
軒
長
者
（
水
谷
不
倒
原
作
）

10
月
31
日
〜
11
月
18
日

武
装
の
少
年
（
並
木
萍
水
作
）

一
九
〇
五
年
（
明
治
三
八
年
）

１
月
10
日
〜
19
日

天
の
祐
（
五
幕
）、
旅
順
口
（
五
幕
）

１
月
20
日
〜
22
日（
興
行

追
加
）

旅
順
陥
落
祝
捷
劇
、
天
の
祐
、
旅
順
の
開
城

２
月
１
日
〜
16
日

秘
密
の
使
者
、
エ
ル
ナ
ニ
ー
（
ユ
ー
ゴ
ー
原
作
、
並
木
萍
水
脚

色
）

２
月
23
日
〜
３
月
21
日

己
が
罪

３
月
30
日
〜
４
月
15
日

長
恨
（
五
幕
、
大
江
素
天
作
、
並
木
萍
水
脚
色
）

４
月
23
日
〜
５
月
９
日

ロ
メ
オ　

エ
ン
ド　

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
、
浮
薔
薇
、
胡
蝶
の
舞

５
月
14
日
〜
26
日

か
ち
軍
（
全
五
幕
）

５
月
31
日
〜
６
月
16
日

殺
人
罪
（
全
五
幕
）

８
月
６
日
〜
22
日

ふ
た
心
（
坪
内
先
生
著
）

９
月
６
日
〜
24
日

想
夫
憐
（
五
幕
、
黒
法
師
原
作
）

10
月
１
日
〜
19
日

不
如
帰
（
五
幕
）

10
月
27
日
〜
11
月
15
日

愛
と
罪
（『
夏
子
』）

11
月
22
日
〜
12
月
７
日

銀
嵐
（
高
安
月
郊
作
）、
改
良
奥
様
（
並
木
萍
水
作
）

12
月
17
日
〜
21
日

鶴
ヶ
岡
社
前
兜
あ
ら
た
め
（
余
興
）、
忠
臣
蔵
（
当
世
）

一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
年
）

12
月
31
日
〜
１
月
18
日

初
日
出
（
五
幕
）、
侠
男
児
（
五
幕
）

１
月
25
日
〜
２
月
15
日

伯
爵
夫
人
（
七
幕
、
田
口
原
作
、
並
木
萍
水
脚
色
）

２
月
22
日
〜
３
月
12
日

魔
風
恋
風
（
小
杉
天
外
作
）

３
月
17
日
〜
23
日

モ
ン
ナ
ワ
ン
ナ
（
三
幕
）、
喜
劇　

玉
手
箱
（
二
幕
）

３
月
30
日
〜
４
月
15
日

縁
不
縁
（
五
幕
、
小
杉
天
外
原
作
、
並
木
萍
水
脚
色
）

４
月
22
日
〜
５
月
16
日

雪
の
花

６
月
２
日
〜
17
日

人
の
罪
（
九
場
）、
ル
イ
ズ
の
最
後
（
三
場
）、
五
千
哩
鉄

道
競
争
（
五
場
）

６
月
24
日
〜
７
月
10
日

恋
か
情
か
（
五
場
、
長
田
秋
濤
）、
博
士
の
家
、
七
条
（
山

田
桂
華
）

７
月
14
日
〜
28
日

母
の
心
（
柳
川
春
葉
原
作
）

９
月
21
日
〜
10
月
７
日

玉
の
輿
（
五
幕
）、
ベ
ニ
ス
商
人　

法
廷
の
場

10
月
11
日
〜
27
日

金
色
夜
叉
（
五
幕
）
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11
月
１
日
〜
18
日

筆
子
（
五
幕
、
菊
池
幽
芳
）

11
月
23
日
〜
12
月
９
日

当
世
女
（
六
幕
、
村
上
浪
六
作
、
並
木
萍
水
脚
色
）

12
月
14
日
〜
23
日

新
編
菅
原
伝
授
手
習
鑑
（
二
幕
）、
新
野
崎
村

一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）

12
月
31
日
〜
１
月
25
日

恋
の
蓄
音
機
（
五
幕
、
長
田
秋
濤
原
作
）

吉
丁
字
（
五
幕
、
渡
辺
霞
亭
原
作
）

１
月
31
日
〜
２
月
22
日

仇
と
仇
（
五
幕
、
広
津
柳
浪
）、
余
興　

所
作
事

２
月
28
日
〜
３
月
25
日

嫁
ヶ
淵
（
五
幕
、
並
木
萍
水
作
、
伊
藤
桜
洲
脚
色
）

３
月
31
日
〜
４
月
20
日

子
煩
悩
（
青
青
園
作
）、
大
和
桜

４
月
26
日
〜
５
月
20
日

誰
が
罪
（
六
幕
）

５
月
29
日
〜
６
月
23
日

無
花
果
（
春
雨
作
）、
変
装
競
争
（
一
幕
）

６
月
30
日
〜
７
月
25
日

長
恨
歌

８
月
31
日
〜
９
月
18
日

行
く
雲
（
一
〇
場
）

９
月
24
日
〜
10
月
17
日

松
風
村
雨
（
五
幕
九
場
、
黒
法
師
原
作
、
並
木
萍
水
脚
色
）

10
月
23
日
〜
11
月
11
日

三
人
嬢
（
四
幕
九
場
、『
リ
ア
王
』
を
骨
子
に
脚
色
）

11
月
14
日
〜
25
日

琵
琶
歌
（
五
幕
一
二
場
、
大
倉
桃
郎
作
）

11
月
30
日
〜
12
月
19
日

家
の
人
（
米
光
関
月
原
作
、
毎
日
懸
賞
当
選
小
説
）

一
九
〇
八（
明
治
四
一
年
）

１
月
１
日
〜
22
日

当
り
的
（
二
幕
）、
月
魄
（
七
幕
）

１
月
29
日
〜
２
月
15
日

大
農
（
六
幕
）

２
月
20
日
〜
３
月
９
日

夕
雲
（
五
幕
、
並
木
萍
水
脚
色
）

３
月
15
日
〜
４
月
５
日

女
夫
波
（
五
幕
、
田
口
掬
汀
原
作
）

４
月
12
日
〜
５
月
２
日

寒
潮
（
五
幕
、
並
木
萍
水
脚
色
）

５
月
７
日
〜
24
日

靭
猿
（
五
幕
、
霞
亭
原
作
、
並
木
萍
水
脚
色
）

５
月
31
日
〜
６
月
17
日

両
美
人
（
五
幕
、
村
井
弦
斎
原
作
）

６
月
23
日
〜
７
月
９
日

新
朝
顔
（
五
幕
、
伊
原
青
青
園
作
）

８
月
31
日
〜
９
月
16
日

金
波
銀
波
（
五
幕
、
ゲ
ー
テ
原
作
）

９
月
30
〜
10
月
15
日

木
曾
義
仲
（
五
場
、
江
見
水
陰
原
作
）

紫
海
苔
（
六
場
、
江
見
水
陰
原
作
））

９
月
19
日
〜
25
日

己
ヶ
罪
（
五
幕
）

11
月
１
日
〜
16
日

や
ど
り
木
（
五
幕
、
柳
川
春
葉
著
）

11
月
30
日
〜
12
月
20
日

縁
の
糸
（
六
幕
、
伊
原
青
青
園
原
作
）

12
月
22
日
〜
24
日

室
の
梅
（
四
幕
）、
紙
屑
籠
（
三
幕
）

一
九
〇
九（
明
治
四
二
年
）

１
月
１
日
〜
２
月
３
日

雪
の
夜
（
一
二
場
、
ロ
ー
ド
リ
ッ
ト
ン
原
作
）

２
月
１
日
〜
21
日

艶
物
語
（
一
一
場
、
泉
鏡
花
原
作
）

４
月
１
日
〜
18
日

侠
艶
録
（
七
幕
、
佐
藤
紅
緑
作
）

５
月
１
日
〜
19
日

吉
原
雀
（
一
六
場
、
並
木
萍
水
・
岩
崎
舜
花
脚
色
）

６
月
30
日
〜
７
月
18
日

雲
の
峰
（
五
幕
、
並
木
萍
水
作
）

７
月
23
日
〜
８
月
３
日

猛
火
（
三
幕
、
田
口
掬
汀
原
作
）、
人
命
犯
（
上
下
）

９
月
11
日
〜
10
月
１
日

無
花
果
（
六
幕
、
中
村
春
雨
原
作
）、
切
ら
れ
お
富

10
月
10
日
〜
24
日

潮
（
佐
藤
紅
緑
作
）
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註（
１
） 
話
劇
は
科
白
劇
で
あ
り
、
日
本
語
の
新
劇
、
近
代
劇
と
ほ
ぼ
共
通
の
概
念
で
あ

る
。「
近
代
劇
」
は
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
イ
プ
セ
ン
な
ど
に
代
表
さ
れ

る
演
劇
を
起
点
と
し
、「『
近
代
戯
曲
』
の
上
演
に
よ
っ
て
舞
台
に
創
造
さ
れ
た
リ
ア
リ

ズ
ム
の
演
劇
」（
河
竹
登
志
夫
『
近
代
演
劇
の
展
開
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、

一
九
八
二
年
、
二
七
頁
）
で
あ
り
、「
近
代
の
理
念
や
精
神
を
最
も
純
粋
に
反
映
し
た

演
劇
」（
瀬
戸
宏
『
中
国
話
劇
成
立
史
研
究
』「
近
代
劇
と
は
何
か
」
東
方
書
店
、

二
〇
〇
五
年
、
四
二
一
頁
）
で
あ
る
。

（
２
） 

厳
密
に
い
え
ば
、
文
明
戯
は
主
に
五
四
新
文
化
運
動
ま
で
の
間
に
商
業
演
劇
の

形
を
取
っ
て
い
た
春
柳
社
、
新
民
社
な
ど
の
活
動
を
指
す
が
、
早
期
話
劇
は
広
く
話
劇

成
立
（
一
九
二
四
年
）
ま
で
の
近
代
劇
運
動
を
指
し
て
い
る
。
本
論
で
は
「
文
明
戯
」

と
「
新
劇
」
を
同
じ
意
味
で
用
い
て
い
る
。

（
３
） 

春
柳
社
は
一
九
〇
六
年
に
李
叔
同
ら
留
学
生
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
。
東
京
で
『
椿

姫
』（
一
九
〇
七
年
二
月
、
中
華
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
）、『
ア
ン
ク
ル
ト
ム
の
小
屋
』

（
一
九
〇
七
年
六
月
、
本
郷
座
）、『
ト
ス
カ
』（
一
九
〇
九
年
三
月
、
東
京
座
）
な
ど
を

上
演
し
た
。
東
京
時
代
の
「
春
柳
社
文
芸
研
究
会
」
を
前
期
、
一
九
一
一
年
以
降
の
上

海
「
新
劇
同
志
会
」
を
後
期
と
す
る
と
、
一
〇
年
近
く
の
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
に
な

る
。

（
４
） 

新
派
は
旧
派
の
歌
舞
伎
に
対
す
る
呼
称
で
あ
り
、
草
創
期
に
は
壮
士
芝
居
、
書

生
芝
居
、
新
演
劇
、
新
劇
、
正
劇
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
が
、
新
派
の
語
が
定
着
し
始
め

た
の
は
明
治
三
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
角
藤
定
憲
の
壮
士
芝
居（
一
八
八
八
年
、

大
阪
新
町
座
）、
川
上
音
二
郎
の
書
生
芝
居
（
一
八
九
一
年
、
大
阪
卯
の
日
座
）
を
そ

の
始
ま
り
と
し
、
後
に
日
清
戦
争
劇
ブ
ー
ム
を
起
こ
し
、
一
九
〇
八
年
ご
ろ
家
庭
劇
に

よ
っ
て
本
郷
座
の
興
隆
期
を
向
か
え
、
そ
の
後
も
消
長
起
伏
を
経
て
、
現
在
な
お
劇
団

新
派
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
活
動
し
続
け
て
い
る
。
新
派
は
西
洋
の
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇

を
取
り
入
れ
て
新
し
い
演
劇
を
創
造
す
る
の
を
目
標
と
し
つ
つ
も
、
歌
舞
伎
の
芸
に
依

存
し
な
い
と
出
発
で
き
な
い
矛
盾
を
最
初
か
ら
抱
え
て
い
た
の
で
、
そ
の
芸
も
伝
統
と

近
代
の
折
衷
に
立
脚
し
多
様
な
表
現
を
呈
し
た
。
無
論
、
新
派
は
時
代
の
経
過
に
つ
れ

「
新
派
」
と
い
う
言
葉
で
は
括
れ
な
い
新
し
い
動
向
（
新
劇
運
動
に
参
加
し
た
り
）
も

見
せ
た
が
、
本
論
文
で
は
主
に
本
郷
座
時
代
を
築
き
上
げ
た
新
派
に
着
目
し
て
論
述
を

展
開
す
る
。

（
５
） 

新
派
脚
本
に
対
す
る
文
明
戯
の
翻
案
と
受
容
に
関
す
る
研
究
に
は
、
飯
塚
容

「『
ラ
・
ト
ス
カ
』『
熱
血
』『
熱
涙
』―

日
中
両
国
に
お
け
る
『
ト
ス
カ
』
受
容
」（『
中

央
大
学
文
学
部
紀
要
』
一
五
二
号
、
一
九
九
四
年
三
月
）、「『
空
谷
蘭
』
を
め
ぐ
っ
て
：

黒
岩
涙
香
『
野
の
花
』
の
変
容
」（『
中
央
大
学
文
学
科
紀
要
』
八
一
号
、
一
九
九
八
年

三
月
）、「『
血
蓑
衣
』
を
め
ぐ
っ
て
：
村
井
弦
斎
『
両
美
人
』
の
変
容
」（『
中
央
大
学

文
学
科
紀
要
』
八
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）、「
文
明
戯
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
』
の
周
辺
」

（『
中
央
大
学
文
学
科
紀
要
』
九
三
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）、「
も
う
ひ
と
つ
の
『
姉
妹

花
』：『
ド
ラ
・
ゾ
ー
ン
（
谷
間
の
姫
百
合
）』
の
変
容
」（『
中
央
大
学
紀
要
』
言
語
・

文
学
・
文
化
、
一
〇
一
号
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）
及
び
拙
論
「『
不
如
帰
』
と
『
家
庭

恩
怨
記
』―

そ
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」（『
文
明
戯
研
究
の
現
在
』
東

方
書
店
、
二
〇
〇
九
年
二
月
）、「『
椿
姫
』、『
茶
花
女
』、『
新
茶
花
』―

日
中
に
お

け
る
演
劇
『
椿
姫
』
の
上
演
と
そ
の
意
味
」（『
演
劇
博
物
館
グ
ロ
ー
バ
ルCO

E

紀
要

　

演
劇
映
像
学
二
〇
〇
九
』
二
〇
一
〇
年
三
月
）
等
が
あ
る
。

（
６
） 
瀬
戸
宏
前
掲
書
「
進
化
団
と
文
明
戯
の
確
立
」、
七
六
頁

（
７
） 

『
民
立
報
』・「
進
化
団
人
物
誌
」（
一
九
一
一
年
八
月
五
日
）
に
は
「
任
文
毅
は
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四
十
一
歳
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
記
事
は
桑
兵
「
天
地
人
生
大
舞

台―
京
劇
名
伶
田
際
雲
與
清
季
的
維
新
革
命
」（『
学
術
月
刊
』
第
三
八
巻
五
月
号
、

二
〇
〇
六
年
五
月
）
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
。

（
８
） 

日
本
人
の
研
究
に
は
濱
一
衛
「
春
柳
社
の
黒
奴　

天
録
に
つ
い
て
」（『
日
本
中

国
学
会
報
』
第
五
輯
一
九
五
三
年
三
月
）、
中
村
忠
行
『
春
柳
社
逸
史
稿
』（『
天
理
大

学
学
報
』
第
二
二
〜
二
三
巻
一
九
五
六
年
一
二
月
、
一
九
五
七
年
三
月
）、
瀬
戸
宏
前

掲
書
な
ど
が
あ
り
、
中
国
側
の
研
究
に
は
陳
白
塵
・
董
健
主
編『
中
国
現
代
戯
劇
史
稿
』

（
中
国
戯
劇
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）、
葛
一
虹
主
編
『
中
国
話
劇
通
史
』（
文
化
芸
術

出
版
社
、
一
九
九
七
年
）、
黄
愛
華
『
中
国
早
期
話
劇
和
日
本
』（
岳
麓
書
社
、

二
〇
〇
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
９
） 

本
論
に
挙
げ
て
い
る
中
国
語
資
料
は
す
べ
て
筆
者
の
翻
訳
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

日
本
語
資
料
の
引
用
は
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
ル
ビ
を
省
略
し
た
。
句
読
点
の
な

い
場
合
は
適
宜
付
し
た
。
下
線
、﹇　

﹈を
つ
け
た
部
分
は
筆
者
に
よ
る
注
釈
で
あ
る
。

（
10
） 

姜
緯
堂
「『
彭
翼
仲
案
』
真
相
」『
首
都
師
範
大
学
学
報
』
一
一
二
期
、
一
九
九
六

年
五
月
、
王
鳳
霞「
早
期
話
劇
：
従
革
命
戯
到
商
業
劇
的
艱
難
邁
進―

任
天
知
辛
亥
、

壬
子
年
戯
劇
活
動
新
考
」『
浙
江
芸
術
職
業
学
院
学
報
』
第
七
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
九

年
六
月

（
11
） 

原
本
は
一
九
一
三
年
に
、
彭
翼
仲
口
述
、
誠
厚
庵
記
録
。
一
九
九
六
年
に
、
姜

緯
堂
の
校
注
を
経
て
、『
維
新
志
士
愛
国
報
人
彭
翼
仲
』
と
し
て
大
連
出
版
社
か
ら
刊

行
さ
れ
た
。

（
12
） 

彭
翼
仲
、
名
は
詒
孫
、
号
は
翼
仲
、
別
号
は
子
嘉
。
江
蘇
蘇
州
の
高
官
の
家
に

生
れ
た
。
科
挙
を
受
け
、
官
職
に
も
付
い
た
が
、
義
和
団
事
件
後
、
官
職
を
放
棄
し

て
、
新
聞
業
に
取
り
組
ん
だ
。
社
会
改
良
と
民
衆
啓
蒙
を
主
旨
と
し
て
、
一
九
〇
二
年

六
月
に
『
啓
蒙
画
報
』、
一
九
〇
四
年
八
月
一
六
日
に
『
京
話
日
報
』、
一
九
〇
四
年

一
二
月
七
日
に
『
中
華
報
』
と
い
う
三
つ
の
新
聞
を
創
刊
し
た
。
影
響
が
大
き
か
っ
た

の
は
『
京
話
日
報
』
で
あ
る
が
、
一
九
〇
六
年
九
月
二
九
日
に
「
政
治
を
妄
言
、
デ
マ

を
捏
造
、
匪
党
に
追
随
、
勝
手
な
議
論
」
と
い
う
理
由
で
清
朝
政
府
に
よ
っ
て
閉
鎖
さ

せ
ら
れ
、
彭
翼
仲
は
一
〇
年
間
新
疆
に
流
刑
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
ま
た
復
刊
と
発
禁
を

繰
り
返
し
た
が
、一
九
二
二
年
に
最
終
的
に
廃
刊
し
た
。（
方
漢
奇『
中
国
近
代
報
刊
史
』

（
上
）、
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）

（
13
） 

前
掲
『
維
新
志
士
愛
国
報
人
彭
翼
仲
』、
一
二
〇
頁

（
14
） 

黄
愛
華
前
掲
書

（
15
） 

旧
幕
府
の
最
高
学
府
で
あ
っ
た
昌
平
坂
学
問
所
を
改
組
し
た
国
学
・
漢
学
の
教

育
を
行
な
う
学
校
を｢

本
校｣

に
、
開
成
学
校
（
洋
書
調
所
）
と
医
学
校
と
い
う
洋
学

を
教
授
す
る
二
つ
の
学
校
を
あ
わ
せ
た
総
合
的
な
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
。
な
お
、

一
八
七
八
年
に
専
門
学
校
の
規
定
に
よ
り
改
組
し
た
東
京
開
成
学
校
と
東
京
医
学
校
を

合
併
す
る
形
で
日
本
最
初
の
大
学―

東
京
大
学
が
発
足
し
た
。（
天
野
郁
夫
『
帝
国

大
学
の
時
代
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
九
年
五
月
）

（
16
） 

『
京
都
府
公
文
書
』。『
立
命
館
百
年
史
・
通
史
』（
立
命
館
百
年
史
編
纂
委
員
会
、

一
九
九
九
年
三
月
）
よ
り
引
用
。
本
稿
の
東
方
語
学
校
に
関
す
る
記
述
は
『
立
命
館
百

年
史
』
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

（
17
） 

『
法
政
時
論
』
第
四
巻
第
一
号
、
京
都
法
政
専
門
学
校
出
版
部
、
一
九
〇
三
年

一
一
月

（
18
） 
花
岡
伊
之
作
は
東
方
語
学
校
清
語
科
の
専
任
講
師
で
あ
る
が
、
陸
軍
通
訳
か
ら

台
湾
総
督
府
付
通
訳
へ
と
転
身
し
た
経
歴
を
持
つ
。
一
九
〇
四
年
一
〇
月
、
台
湾
総
督

府
の
命
令
で
、
清
国
を
漫
遊
し
た
。（「
履
歴
書
」
立
命
館
百
年
史
編
纂
室
蔵
。『
立
命
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館
百
年
史
・
通
史
』
に
よ
る
。）

（
19
） 
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
』
国
立
教
育
研
究
所
編
、
教
育
研
究
振
興
会
、

一
九
七
四
年

（
20
） 

「
本
校
開
始
後
日
尚
浅
き
も
成
績
頗
る
良
好
に
し
て
、
殊
に
清
語
科
生
徒
は
現
今

六
〇
名
に
達
し
、
教
授
方
法
は
速
成
会
話
を
主
と
し
、
殊
に
簡
易
な
る
日
用
会
話
を
為

す
に
至
り
、
世
上
の
好
評
弥
々
高
き
と
、
且
時
勢
の
必
要
に
迫
ら
る
ゝ
よ
り
、
近
頃
入

学
志
望
者
甚
多
き
を
以
て
、
新
た
に
一
学
級
を
加
え
、
本
月
中
新
入
学
を
許
可
す
」。

（「
学
級
の
増
加
」『
法
政
時
論
』、
第
四
巻
第
三
号
、
一
九
〇
四
年
一
月
）

（
21
） 

『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
〇
五
年
九
月
四
日
。

（
22
） 

『
法
政
時
論
』
第
五
巻
第
六
号
、
京
都
法
政
専
門
学
校
出
版
部
、
一
九
〇
五
年
六

月
（
23
） 

『
清
語
読
本
』
東
方
語
学
校
編
纂
、
金
港
堂
、
前
編
（
一
九
〇
四
年
一
一
月
）、

後
編
（
一
九
〇
五
年
五
月
）

（
24
） 

前
掲
『
彭
翼
仲
五
十
年
歴
史
』、
一
二
〇
頁

（
25
） 

前
掲
欧
陽
予
倩
『
自
我
演
戯
以
来
』

（
26
） 

汪
笑
儂
（
一
八
五
八
〜
一
九
一
八
）、
原
名
は
徳
克
金
、
満
州
族
の
人
で
あ
る
。

甲
午
戦
争
前
後
に
天
津
や
上
海
で
改
良
京
劇
の
活
動
を
行
っ
た
。
清
朝
政
府
の
腐
敗
を

諷
喩
し
、
愛
国
思
想
を
宣
伝
す
る
歴
史
劇
を
数
多
く
上
演
し
た
。
代
表
演
目
に
は
『
哭

祖
廟
』、『
党
人
碑
』
な
ど
あ
る
。

（
27
） 

田
際
雲
（
一
八
六
四
〜
一
九
二
五
）、
名
は
瑞
麟
、
芸
名
は
想
九
霄
、
河
北
高
陽

の
出
身
で
あ
る
。
京
劇
の
女
形
に
長
け
、
玉
成
班
を
組
織
し
た
。
皇
帝
に
奉
仕
す
る
名

優
で
、
戊
戌
変
法
前
に
維
新
派
の
情
報
を
光
緒
皇
帝
に
伝
達
す
る
役
割
を
し
た
と
言
わ

れ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
伝
統
劇
の
改
良
に
取
り
組
み
、
革
命
を
鼓
吹
す
る
王
鐘
声
の

新
劇
団
を
北
京
に
招
へ
い
し
た
。

（
28
） 

王
鐘
声
、
名
は
槐
清
、
字
は
熙
普
、
本
籍
は
浙
江
紹
興
で
、
中
国
新
劇
の
創
始

者
で
あ
る
。
鐘
声
と
い
う
芸
名
に
は
「
革
命
の
た
め
に
呼
び
か
け
る
」
と
い
う
意
味
合

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
と
日
本
に
留
学
し
た
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
演

劇
を
利
用
し
て
社
会
教
育
と
革
命
宣
伝
を
す
る
の
が
そ
の
主
旨
で
あ
る
。

（
29
） 

上
海
に
お
け
る
春
陽
社
の
演
劇
活
動
に
つ
い
て
は
、
王
鳳
霞
「
王
鐘
声
新
考
」

（『
戯
劇
芸
術
』、
二
〇
〇
八
年
第
六
期
）、
北
京
に
お
け
る
王
鐘
声
の
演
劇
活
動
に
つ
い

て
は
吉
川
良
和
「
王
鐘
声
事
蹟
二
攷
」（『
一
橋
社
会
科
学
』
二
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）

が
詳
し
い
。
ま
た
、
鐘
欣
志｢

越
界
與
漫
遊
：
尋
覓
現
代
観
衆
的
『
鐘
声
新
劇
』｣

（『
戯

劇
学
刊
』
第
一
四
期
、
台
北
：
国
立
台
北
芸
術
大
学
戯
劇
学
院
、
二
〇
一
一
年
）
は
新

し
い
資
料
を
補
充
し
た
う
え
で
の
最
新
論
考
で
あ
る
。

（
30
） 

徐
半
梅
『
話
劇
創
始
期
回
憶
録
』
中
国
戯
劇
出
版
社
、
一
九
五
七
年

（
31
） 

瀬
戸
宏
前
掲
書
、
四
五
七
〜
四
六
二
頁

（
32
） 

明
治
二
〇
年
代
、
憲
法
発
布
や
国
会
の
開
設
を
目
指
す
自
由
民
権
運
動
を
背
景

に
、
自
由
党
壮
士
角
藤
定
憲
（
一
八
六
七
〜
一
九
〇
七
）
と
川
上
音
二
郎
（
一
八
六
四

〜
一
九
一
一
）
の
壮
士
・
書
生
芝
居
が
人
気
を
集
め
た
。
三
段
階
を
経
て
新
派
は
一
つ

の
演
劇
様
式
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
。
第
一
段
階
は
政
治
演
劇
を
中
心
と
し
て
お
り
、『
経

国
美
談
』（
一
八
九
一
年
二
月
、
堺
市
卯
の
日
座
、
川
上
一
座
旗
揚
げ
）、『
板
垣
君
遭

難
実
記
』（
一
八
九
一
年
六
月
、
中
村
座
、
東
京
進
出
）、『
佐
賀
暴
動
記
』、『
芸
娼
存

廃
論
』
な
ど
が
あ
る
。
第
二
段
階
は
日
清
戦
争
劇
を
中
心
と
し
て
、『
日
清
戦
争
』『
川

上
音
二
郎
戦
地
見
聞
日
記
』『
威
海
衛
陥
落
』（
一
八
九
五
年
五
月
、
歌
舞
伎
座
）
が
あ

る
。
第
三
段
階
は
家
庭
メ
ロ
ド
ラ
マ
を
中
心
と
し
て
、『
滝
の
白
糸
』（
泉
鏡
花
）、『
不

如
帰
』（
徳
富
蘆
花
）、『
金
色
夜
叉
』（
尾
崎
紅
葉
）、『
己
が
罪
』（
菊
池
幽
芳
）
な
ど
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が
あ
る
。
一
九
〇
四
年
頃
に
新
派
は
「
本
郷
座
時
代
」
と
い
う
興
隆
期
を
迎
え
た
。

（
33
） 
前
掲
『
申
報
』・「
新
優
任
文
毅
之
歴
史
譚
」（
一
九
一
一
年
八
月
一
七
日
）
に
よ

れ
ば
、
任
天
知
は
「
去
年
﹇
一
九
一
〇
年
﹈
再
び
北
京
に
や
っ
て
き
た
が
、
ち
ょ
う
ど

鐘
声
、
木
鐸
が
新
劇
を
演
じ
て
有
名
に
な
っ
た
頃
で
あ
っ
た
。
任
は
よ
い
チ
ャ
ン
ス
と

思
い
活
動
に
参
加
し
よ
う
と
謀
っ
た
が
で
き
な
か
っ
た
。そ
こ
で
、監
国
に
手
紙
を
送
っ

て
時
事
を
議
論
し
た
が
、
日
本
籍
に
入
っ
て
い
る
た
め
相
手
に
さ
れ
ず
、
怏
々
と
し
て

上
海
へ
南
下
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
34
） 

「
名
家
真
相
録
・
静
間
小
次
郎
」『
演
芸
画
報
』
一
九
〇
八
年
一
二
月

（
35
） 

大
笹
吉
雄
『
日
本
現
代
演
劇
史
・
明
治
大
正
篇
』
白
水
社
、
一
九
八
五
年
、

四
七
三―

四
七
四
頁

（
36
） 

同
上
、
四
七
四
頁

（
37
） 

『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
〇
四
年
六
月
二
日

（
38
） 

『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
〇
四
年
一
二
月
一
六
日

（
39
） 

「
名
家
真
相
録
・
静
間
小
次
郎
」『
演
芸
画
報
』
一
九
〇
八
年
一
二
月
号
、
五
八

頁
（
40
） 

「
京
都
演
劇
改
良
会
に
よ
る
劇
場
の
等
級
」『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
〇
二
年
五

月
二
〇
日

（
41
） 

飯
塚
容
「『
血
蓑
衣
』
を
め
ぐ
っ
て―

村
井
弦
斎
『
両
美
人
』
の
変
容―

」『
中

央
大
学
文
学
科
紀
要
』
八
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
二
月

（
42
） 

『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
〇
四
年
五
月
九
日

（
43
） 

『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
〇
四
年
五
月
一
一
日

（
44
） 

朱
双
雲
『
初
期
職
業
話
劇
史
料
』
独
立
出
版
社
、
一
九
四
一
年
、
五
頁

（
45
） 

一
部
例
外
も
あ
る
。
例
え
ば
、
新
舞
台
で
は
水
、
土
、
日
に
昼
の
部
が
あ
っ
た
。

（
46
） 

前
掲
『
初
期
職
業
話
劇
史
料
』、
六
頁

（
47
） 

『
太
平
洋
報
』
は
一
九
一
二
年
四
月
一
日
に
創
刊
さ
れ
た
。
同
盟
会
関
係
者
が
辛

亥
革
命
後
に
最
初
に
発
行
し
た
大
型
日
報
で
あ
る
。
新
聞
社
の
印
刷
機
械
の
す
べ
て
は

革
命
前
、
同
盟
会
の
秘
密
印
刷
所
の
も
の
で
、
日
常
経
費
は
新
政
府
の
要
人
陳
其
美
に

支
給
さ
れ
る
と
い
う
。
李
叔
同
、
柳
亜
子
な
ど
の
南
社
メ
ン
バ
ー
が
文
芸
欄
の
編
集
責

任
を
負
っ
て
い
た
の
で
、
南
社
社
員
の
文
筆
活
動
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
。

（
48
） 

前
掲
『
初
期
職
業
話
劇
史
料
』、
六
頁

（
49
） 

詳
し
く
は
、
前
掲
中
村
忠
行
「
春
柳
社
逸
史
稿
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
50
） 

前
掲
『
初
期
職
業
話
劇
史
料
』、
九
頁

（
51
） 

川
上
音
二
郎
が
故
郷
博
多
に
帰
省
中
で
、
彼
を
除
い
た
一
座
の
メ
ン
バ
ー
が
出

演
し
た
。

（
52
） 

『
時
事
新
聞
』
一
八
九
七
年
一
一
月
六
日

（
53
） 

青
々
園
「
川
上
座
の
藤
澤
芝
居
」『
都
新
聞
』
一
八
九
七
年
一
一
月
五
日

（
54
） 

東
帰
坊
「
川
上
座
劇
評
（
上
）」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
八
九
七
年
一
一
月
五
日

（
55
） 

『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
〇
四
年
六
月
三
日

（
56
） 

一
九
〇
九
年
四
月
二
〜
五
日
に
、
春
柳
社
の
メ
ン
バ
ー
が
東
京
の
高
等
演
芸
館

で
『
血
蓑
衣
』
と
い
う
名
前
の
演
目
を
上
演
し
た
が
、
内
容
は
『
両
美
人
』
と
は
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
飯
塚
容
前
掲
論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
57
） 

飯
塚
容
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
58
） 

中
国
に
お
け
る
『
椿
姫
』
の
変
容
も
同
様
で
あ
る
。
詳
し
く
は
拙
論
「『
椿
姫
』、

『
茶
花
女
』、『
新
茶
花
』―

日
中
に
お
け
る
演
劇『
椿
姫
』の
上
演
と
そ
の
意
味
」（『
早

稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
グ
ロ
ー
バ
ル
C 

O 

E
紀
要　

演
劇
映
像
学
二
〇
〇
九
』

二
〇
一
〇
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
59
） 

徐
半
梅
は
江
蘇
呉
県
の
出
身
、
名
は
傅
霖
、
号
は
筑
岩
、
筆
名
は
卓
呆
。
日
露

戦
争
前
に
日
本
で
体
育
を
学
び
、
一
九
〇
五
年
に
上
海
に
戻
っ
た
後
、
文
明
戯
に
携

わ
っ
た
。
道
化
役
が
得
意
で
、
脚
本
と
小
説
も
多
数
創
作
し
た
。

（
60
） 

前
掲
『
初
期
職
業
話
劇
史
料
』
二
四
頁

（
61
） 

井
上
理
恵
「
日
本
統
治
で
生
ま
れ
た
川
上
の
演
劇―

『
台
湾
鬼
退
治
』、『
オ

セ
ロ
』、『
生
蕃
討
』」『
吉
備
国
際
大
学
社
会
学
部
研
究
紀
要
』
第
一
九
号
、
二
〇
〇
九

年
三
月

（
62
） 

王
衛
民
編
『
中
国
早
期
話
劇
選
』
中
国
戯
劇
出
版
社
、
一
九
八
九
年
三
月
、

三
〇
〜
三
一
頁

（
63
） 

井
上
理
恵
「
川
上
音
二
郎
の
登
場―
明
治
の
同
時
代
演
劇
う
ま
れ
る
」『
演
劇

学
論
集
』
紀
要
五
一
、二
〇
一
〇
年
一
〇
月

（
64
） 

欧
陽
予
倩
は
湖
南
省
瀏
陽
の
出
身
で
、
名
は
立
袁
、
号
は
南
傑
で
あ
り
、
芸
名

は
蓮
笙
、
蘭
客
な
ど
複
数
を
使
っ
て
い
た
。
一
九
〇
二
年
に
日
本
に
来
て
一
九
〇
五
年

ま
で
成
城
学
校
に
在
学
し
、
一
九
〇
七
年
に
明
治
大
学
商
科
に
入
学
し
た
。
こ
の
時
期

か
ら
春
柳
社
に
参
加
し
、
帰
国
後
も
春
柳
社
主
要
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
。
中
国

早
期
話
劇
と
現
代
話
劇
の
創
始
者
で
あ
る
。

（
65
） 

前
掲
欧
陽
予
倩
『
自
我
演
戯
以
来
』、
九
頁

（
66
） 

同
上
、
二
〇
頁

（
67
） 

陸
鏡
若
、
名
は
輔
、
字
は
扶
軒
、
江
蘇
省
常
州
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
一
九
〇
九

年
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
哲
学
科
に
入
学
し
て
い
た
。
新
派
俳
優
藤
沢
浅
二
郎
の
俳
優

養
成
所
に
参
加
し
、
さ
ら
に
坪
内
逍
遥
の
文
芸
協
会
に
も
参
加
し
て
い
た
。
春
柳
社
の

中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
り
、
新
劇
の
創
始
者
の
一
人
で
も
あ
る
。

（
68
） 

吉
川
良
和「
王
鐘
声
と
辛
亥
前
後
の
北
京
劇
界
」『
多
摩
芸
術
学
園
紀
要
』第
三
巻
、

一
九
七
七
年
、
四
八
頁
。「
王
鐘
声
事
蹟
二
攷
」（『
一
橋
社
会
科
学
』
二
、
二
〇
〇
七

年
三
月
）
も
参
照
。

（
69
） 

「
任
天
知
軼
事
」『
戯
雑
誌
』
上
海
：
戯
社
営
業
部
、
一
九
二
二
年
七
月

（
70
） 

『
初
期
職
業
話
劇
史
料
』「
軔
始
職
業
話
劇
的
進
化
団
」
一
九
四
二
年
六
月
、
重

慶
独
立
出
版
社
、
五
頁

（
71
） 

「
新
劇
倶
進
会
消
息
（
十
）」『
太
平
洋
報
』
一
九
一
二
年
七
月
八
日

（
72
） 

晋
僊
「
新
劇
倶
進
会
消
息
・
本
会
最
近
之
好
消
息
」『
太
平
洋
報
』
一
九
一
二
年

九
月
二
〇
日

（
73
） 

前
掲
『
自
我
演
戯
以
来
』、
二
〇
三
〜
二
〇
四
頁

（
74
） 

春
斎
主
人
「
静
間
小
次
郎
を
訪
ふ
」『
演
芸
画
報
』
一
九
〇
七
年
五
月
号
、
五
七

頁
（
75
） 

前
掲
「
名
家
真
相
録
・
静
間
小
次
郎
」、
五
三
頁
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転
倒
さ
れ
た
軍
国
美
談

―
広
津
柳
浪
「
七
騎
落
」
論―

全　
　
　

美　

星

は
じ
め
に

広
津
柳
浪
の
「
七
騎
落
」（「
文
芸
倶
楽
部
」
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
年
九
月
）

は
日
清
戦
争
に
従
軍
し
た
一
兵
卒
の
帰
郷
後
を
描
い
た
小
説
だ
。
日
清
戦
争
終

戦
直
後
の
明
治
二
八
年
九
月
、
平
野
三
千
三
は
大
和
尚
山
に
お
け
る
斥
候
の
功

を
た
て
た
「
七
騎
落
の
勇
士
」
と
し
て
故
郷
の
野
州
松
山
に
華
々
し
く
凱
旋
す

る
。
村
中
の
歓
迎
会
に
息
を
つ
く
間
も
な
く
、
金
鵄
勲
章
受
章
は
決
ま
っ
た
も

同
然
と
持
て
は
や
さ
れ
、
村
一
番
の
美
人
で
あ
る
村
長
の
娘
と
の
縁
談
も
持
ち

上
が
る
。
と
こ
ろ
が
待
ち
あ
ぐ
ね
て
い
た
金
鵄
勲
章
は
受
章
な
ら
ず
、
村
民
に

は
爪
弾
き
さ
れ
村
長
の
娘
と
の
縁
談
も
流
れ
て
「
白
痴
人
の
様
」
に
な
っ
て
し

ま
う
と
い
う
悲
惨
な
状
況
で
小
説
は
幕
を
閉
じ
て
い
る
。

平
野
三
千
三
の
不
幸
の
原
因
を
「
行
賞
の
時
至
り
て
つ
ひ
に
其
の
沙
汰
な

し
」「
村
長
は
前
に
約
せ
し
娘
を
他
に
嫁
せ
し
」
め
た
こ
と（

１
）、
つ
ま
り
、
行
賞

に
も
れ
、
村
長
の
娘
と
の
結
婚
話
も
立
ち
消
え
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
点
に
求
め

る
の
は
容
易
で
あ
る
。

恩
賞
が
将
校
に
寛
に
兵
卒
に
厳
で
、
い
は
ゆ
る
一
将
校
成
つ
て
万
骨
枯
る

と
い
ふ
現
象
は
、
生
き
残
つ
た
兵
卒
に
も
及
ん
だ
事
実
を
、
柳
浪
は
題
材

と
し
て
指
摘
し
な
が
ら
、
更
に
そ
の
点
に
批
判
を
深
め
る
こ
と
を
せ
ず
、

む
し
ろ
褒
賞
を
期
待
し
て
傲
る
主
人
公
の
心
理
や
態
度
に
、
彼
及
び
彼
一

家
の
不
幸
を
帰
せ
し
め
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
こ
こ
に
彼
の
レ
ア
リ
ス
ム
の

限
界
が
見
ら
れ
る
。

（
吉
田
精
一
「
広
津
柳
浪
の
深
刻
小
説（
２
）」）

吉
田
精
一
氏
は
、
戦
争
後
の
状
況
を
描
い
た
も
の
と
し
て
そ
の
意
義
を
認
め

つ
つ
も
、「
褒
賞
を
期
待
し
て
傲
る
主
人
公
の
心
理
や
態
度
」
に
「
不
幸
を
帰
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せ
し
め
」
て
し
ま
い
、
論
功
行
賞
の
不
公
平
さ
に
対
す
る
批
判
を
追
求
で
き
な

か
っ
た
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
む
し
ろ
「
褒
賞
を
期
待
し
て
傲
る
主
人
公
の

心
理
や
態
度
」
を
描
き
あ
げ
た
と
こ
ろ
に
こ
そ
「
七
騎
落
」
の
意
義
が
あ
る
と

考
え
る
の
が
本
稿
の
立
場
で
あ
る
。「
傲
る
心
理
や
態
度
」
は
何
に
由
来
し
て

い
る
か
、
そ
の
背
景
に
横
た
わ
っ
て
い
る
も
の
は
何
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
悲
劇

に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
意
味
に
注
目
す
る
。
不
公
平

な
論
功
行
賞
と
い
う
も
の
が
「
七
騎
落
」
一
編
の
テ
ー
マ
に
な
り
損
ね
た
の
で

は
な
く
、
逆
に
、
主
人
公
の
考
え
方
を
浮
き
立
た
せ
る
素
材
と
し
て
読
め
る
の

で
あ
る
。
傲
り
と
粗
暴
さ
と
し
て
現
わ
れ
、
つ
い
に
は
村
民
に
は
ね
つ
け
ら
れ

る
三
千
三
の
考
え
方
を
追
っ
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が
な
ぜ
悲
劇
を
胚
胎
す
る
も

の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
い
く
。
ま
ず
は
、
三
千
三
の
粗
暴
さ

は
い
っ
た
い
な
ぜ
生
じ
た
の
か
、
粗
暴
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
過
程
を
検
討
す

る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

一
、「
軍
人
」
と
い
う
自
己
認
識

凱
旋
後
、
す
ぐ
に
も
ま
と
ま
っ
て
当
然
だ
と
思
う
お
愛
（
村
長
の
娘
）
と
の

結
婚
話
に
進
展
が
な
く
膠
着
状
態
で
あ
る
こ
と
に
、
三
千
三
は
い
ら
だ
ち
、
酒

の
量
が
増
え
る
。
そ
ん
な
彼
が
激
怒
す
る
の
は
、「
結
婚
は
勲
章
を
も
ら
っ
て

か
ら
の
話
だ
」
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
時
で
あ
る
。

お
霜
（
三
千
三
の
母
親―

引
用
者
注
）
は
善
右
衛
門
か
ら
聞
い
た
お

愛
に
つ
い
て
の
藤
井
（
村
長―

引
用
者
注
）
の
意
中
を
話
し
た
。
三
千

三
は
看
々
顔
色
を
変
へ
て
、
眼
は
血
走
つ
た
。

「
悪
気
あ
る
で
ね
え
か
ら
な
…
…
。」

「
失
敬
極
つ
た―

勲
章
や
年
金
を
見
て
か
ら
な
ん
ぞ
と
…
…
。」
と
、
三
千

三
は
猪
口
を
膳
の
上
へ
投
出
し
、「
乃お

公れ

を
疑
つ
て
る
か
ら
、
其そ
ん
な様―

軽

蔑
し
き
つ
た
事
を
…
…
。」
と
門
口
の
方
を
見
返
つ
て
、
怒
気
天
を
衝
く

の
勢
で
あ
る
。（
六
）

結
婚
は
受
章
が
決
定
し
て
か
ら
だ
と
い
う
考
え
方
に
激
し
く
反
応
し
て
い
る

わ
け
で
あ
る
が
、
三
千
三
自
身
、
金
鵄
勲
章
受
章
を
確
信
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
な
ぜ
こ
こ
ま
で
猛
烈
に
怒
り
、
荒
れ
出
す
の
だ
ろ
う
か
。

三
千
三
は
帰
郷
後
も
郷
里
の
人
々
の
野
州
方
言
と
は
異
な
る
兵
士
の
言
葉
遣

い
を
継
続
し
て
用
い（
３
）、
人
の
前
に
出
る
と
き
は
必
ず
軍
服
を
着
て
い
る
。
そ
し

て
戦
争
が
終
わ
っ
た
今
で
も
、
繰
り
返
し
自
身
を
「
軍
人
」
と
称
し
、
信
頼
に

足
る
者
だ
と
い
う
誠
実
さ
や
特
別
さ
を
主
張
す
る
根
拠
と
し
て
「
軍
人
」
と
い

う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
帰
郷
直
後
か
ら
ほ
ぼ
一
年
が
経
過
し
た
小

説
の
結
末
ま
で
変
わ
ら
な
い
。

「
い
や
、
お
世
辞
は
云
は
ん
、
軍
人
で
す
ぞ
」（
五
）

「
軍
人
た
る
自
分
を
疑
ふ
と
は
…
…
失
敬
に
も
程
の
あ
つ
た
も
の
だ
。」

（
八
）
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「
遼
東
の
野
に
馳
聘
し
て
、
銃
剣
に
功
名
を
博
し
た
手
に
、
鋤
鍬
な
ぞ
を

持
つ
て
馬
鹿
々
々
し
い
真
似
が
さ
れ
る
も
の
か
。」（
九
）

「
鋤
鍬
な
ぞ
を
持
」
つ
の
が
「
馬
鹿
々
々
し
い
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、

単
な
る
お
ご
り
高
ぶ
り
と
い
う
よ
り
、
自
分
は
も
う
農
民
で
は
な
く
「
軍
人
」

で
あ
る
と
い
う
認
識
の
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
が
徴
兵
さ
れ
た
七
年
前
に

東
京
に
出
て
「
軍
人
」
と
し
て
訓
練
・
教
育
さ
れ
、
日
清
戦
争
と
い
う
実
際
の

戦
闘
を
体
験
す
る
こ
と
で
強
化
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
。

「
家
柄
も
何
も
あ
る
も
ん
か
ね
。
藤
井
だ
と
云
つ
て
も
、
身
代
が
好
い
と

云
ば
か
り
で
、
村
長
に
も
選
ば
れ
て
る
ん
だ
が
、
其
身
何
の
功
も―

人
に

誇
ら
れ
る
程
の
功
を
立
て
た
事
は
あ
る
ま
い
ぢ
や
な
い
か
ね
。
家
柄
ば
か

り
で
威
張
れ
る
世
の
中
と
は
違
ふ
よ
。」（
四
）

「（
お
愛
と
の
結
婚
話
は―

引
用
者
注
）
其
様
に
有
難
い
事
も
な
い
さ
。
だ

か
ら
家
柄
も
由
緒
も
あ
つ
た
も
ん
ぢ
や
な
い
」（
四
）

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
発
言
か
ら
は
、
自
分
は
村
の
ど
ん
な
「
え
ら
い
」
人
間

と
も
異
な
る
、
区
別
さ
れ
た
存
在
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
自
分
が
国
の
た
め
に
「
功
を
立
て
た
」「
軍
人
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ

れ
自
体
で
全
て
を
上
回
る
価
値
と
名
誉
を
持
つ
「
尊
」
い
こ
と
だ
と
い
う
認
識

で
あ
る
。
古
い
時
代
に
評
価
さ
れ
た
「
身
代
」「
由
緒
」「
家
柄
」
な
ど
で
は
な

く
、
新
し
い
時
代
の
最
も
価
値
あ
る
も
の
を
獲
得
し
た
と
確
信
す
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
出
征
以
前
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
富
裕
な
村
長
の
娘
、
村
に
は
め
ず
ら

し
い
美
人
の
お
愛
と
の
結
婚
話
も
「
そ
ん
な
に
あ
り
が
た
い
こ
と
も
な
い
」
と

考
え
る
わ
け
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
三
千
三
が
「
軍
人
で
あ
る
」
自
分
に
絶
対
的

価
値
を
見
い
だ
し
て
い
る
の
に
比
べ
、
村
民
た
ち
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。

二
、
村
民
と
の
齟
齬

数
々
の
歓
迎
会
で
示
さ
れ
た
村
民
の
態
度
は
、
一
見
す
る
と
三
千
三
の
認
識

と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
、
最
初
か
ら
そ
れ
は
完
全
に
異
な
る

も
の
で
あ
っ
た
。

お
愛
を
三
千
三
の
嫁
に
と
は
、
元
来
藤
井
の
発
意
で
は
な
く
し
て
、
実
は

善
右
衛
門
が
三
千
三
の
為
を
謀
つ
た
の
で
、
藤
井
に
も
其
心
が
な
い
で
は

な
い
が
、
そ
れ
は
三
千
三
が
功
何
級
に
か
叙
せ
ら
れ
、
勲
章
を
授
け
ら

れ
、
年
金
を
賜
は
つ
た
上
の
事
に
し
た
い
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
善
右
衛
門

も
此
に
は
同
意
で
、
お
霜
も
道
理
至
極
の
事
と
思
ふ
の
で
。（
中
略
）
三

千
三
へ
は
云
は
ぬ
が
可
か
ら
う
。
云
ひ
様
と
聞
き
様
で
は
、
下
墨
ま
れ
る

様
に
も
思
は
う
、
不
快
に
も
思
は
う

凱
旋
直
後
に
持
ち
上
が
っ
た
村
長
の
娘
お
愛
と
の
結
婚
話
は
、
実
は
藤
井
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（
村
長
）
が
自
ら
持
ち
か
け
た
の
で
は
な
く
、
善
右
衛
門
（
三
千
三
や
三
千
三
の

母
お
霜
と
懇
意
な
村
人
）
が
三
千
三
の
た
め
を
思
っ
て
言
い
出
し
た
こ
と
で
あ

り
、
さ
ら
に
、
村
長
の
〈
金
鵄
勲
章
を
待
つ
〉
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
善

右
衛
門
も
、
そ
し
て
母
親
で
さ
え
も
当
然
だ
と
納
得
し
て
い
る
の
だ
。
そ
し

て
、
二
人
は
〈
金
鵄
勲
章
を
待
つ
〉
と
い
う
自
分
た
ち
の
考
え
が
三
千
三
の
激

怒
を
買
う
で
あ
ろ
う
こ
と
も
予
測
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
分
た
ち
と
三
千
三

の
考
え
方
の
違
い
を
明
確
に
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
千
三
に
最
も
近
い

こ
れ
ら
の
人
々
さ
え
も
、
三
千
三
と
は
異
な
る
考
え
を
有
し
て
い
る
。
三
千
三

は
、自
分
の
戦
功
を
疑
わ
れ
た
、軍
人
で
あ
る
自
分
を
疑
っ
た
と
激
怒
す
る
が
、

そ
も
そ
も
村
民
た
ち
に
と
っ
て
価
値
足
り
う
る
も
の
は
、
そ
れ
が
本
当
に
「
戦

功
」
だ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
三
千
三
の
は
た
ら
き
が
金
鵄

勲
章
に
よ
っ
て
「
戦
功
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
戦
功
は
金
鵄
勲
章
に
つ

な
が
っ
て
こ
そ
、
社
会
で
通
用
す
る
価
値
に
な
り
得
る
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。戦
功
そ
の
も
の
の
価
値
を
確
信
す
る
三
千
三
と
は
完
全
に
異
な
っ
て
い
る
。

三
千
三
が
金
鵄
勲
章
を
自
身
の
は
た
ら
き
の
結
果
的
な
も
の
と
し
て
当
然
視

し
、
既
に
確
定
し
た
戦
功
と
い
う
価
値
に
附
属
す
る
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る

の
に
比
べ
、
三
千
三
を
除
く
村
民
は
、〈
金
鵄
勲
章
を
受
章
〉
し
〈
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
〉が
で
き
て
初
め
て
価
値
あ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
の
だ
。

次
の
引
用
は
順
に
、
三
千
三
の
母
、
善
右
衛
門
、
そ
し
て
三
千
三
の
言
葉
で
あ

る
。

百
姓
は
百
姓
だ
け
の
業
と
云
ふ
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
を
勉
め
ね
ば
と
、

折
々
お
霜
が
三
千
三
を
勧
め
て
は
見
た
の
で
あ
る
が
、
三
千
三
は
耳
に
も

掛
け
な
か
つ
た
。（
九
）

お
上
か
ら
御
沙
汰
の
あ
つ
た
上
は
、
三
千
三
の
云
ふ
通
り
に
す
る
も
可
い

が
、
此
頃
の
様
な
心
持
で
居
ら
れ
て
は
、
老
年
の
母
が
困
る
ば
か
り
で
は

な
い
、
自
分
な
ぞ
も
世
話
甲
斐
の
な
い
話
だ
。
一
番
意
見
を
云
つ
て
遣
ら

う
と
、
懇
々
理
を
尽
く
し
た
け
れ
ど
も
、
更
に
其
甲
斐
が
な
い
の
で
、
藤

井
か
ら
も
云
つ
て
貰
つ
た
が
、
此
さ
へ
用
ゐ
な
か
つ
た
。（
九
）

大
名
誉
の
大
勇
士
と
は
乃
公
だ
。
国
家
に
尽
く
し
た
戦
功
を
思
ふ
な
ら
、

自
分
等
親
子
二
人
は
村
費
で
賄
つ
て
も
可
い
く
ら
い
な
も
の
だ
。
自
分
の

様
な
勇
士
が
此
村
か
ら
出
た
ば
か
り
で
、
松
山
と
云
ふ
地
名
が
、
始
め
て

世
の
中
へ
知
れ
た
位
な
も
の
で
、
村
に
対
し
て
も
恩
人
と
云
つ
て
よ
い
の

だ
。（
九
）

戦
功
に
関
す
る
見
方
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
の
違

い
が
示
さ
れ
る
。
農
事
を
全
く
顧
み
な
い
三
千
三
に
対
し
、周
囲
の
人
々
は「
百

姓
は
百
姓
だ
け
の
業
と
云
ふ
も
の
が
あ
る
」
の
に
「
そ
れ
を
勉
め
」
な
い
「
此

頃
の
様
な
心
持
」
を
改
め
る
よ
う
に
「
懇
々
理
を
尽
く
し
た
」
と
あ
る
。
し
か

し
、
三
千
三
自
身
は
自
分
は
既
に
「
大
名
誉
の
大
勇
士
」
で
あ
り
「
百
姓
」
で

は
な
い
の
で
、そ
れ
を
つ
と
め
る
必
要
は
な
く
、
よ
っ
て
、彼
ら
の
言
葉
は「
理
」

で
は
な
い
と
受
け
取
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
「
自
分
等
親
子
二
人
は
村
費
で
賄
つ
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て
も
可
い
く
ら
い
」
で
あ
る
の
に
、
依
然
と
し
て
、
元
の
生
業
に
携
わ
る
よ
う

言
わ
れ
る
こ
と
に
納
得
で
き
ず
怒
り
心
頭
な
の
で
あ
る
。

金
鵄
勲
章
受
賞
後
の
結
婚
と
い
う
考
え
方
に
激
怒
し
た
の
は
な
ぜ
か
と
い
う

問
題
点
に
帰
っ
て
ま
と
め
よ
う
。
三
千
三
は
、
村
長
の
そ
の
思
惑
を
知
っ
た
と

き
、「
軍
人
」「
大
勇
士
」
と
し
て
の
自
分
を
実
は
全
く
認
め
て
も
ら
っ
て
い
な

い
、
区
別
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
初
め
て
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。「
百
姓
」
が

農
事
を
放
棄
す
る
こ
と
に
あ
き
れ
か
え
る
立
場
と
、「
軍
人
」
で
あ
る
自
分
を
、

村
人
が
彼
ら
自
身
と
区
別
し
な
い
こ
と
に
憤
る
立
場
は
相
通
じ
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
三
千
三
と
村
民
の
価
値
観
の
違
い
は
確
実
に
存
在
し
、
そ
の
齟
齬
は
時

が
流
れ
る
に
つ
れ
て
、
よ
り
明
確
に
な
っ
て
く
る
。
三
千
三
は
ま
す
ま
す
粗
暴

に
な
り
、
よ
っ
て
村
民
は
ま
す
ま
す
あ
き
れ
は
て
、
だ
か
ら
三
千
三
も
一
段
と

荒
れ
て
、
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

三
、
金
鵄
勲
章
の
無
力
さ―

「
栴
檀
橋
」
と
い
う
手
が
か
り

三
千
三
と
村
民
の
齟
齬
を
見
て
き
た
が
、
も
し
三
千
三
が
金
鵄
勲
章
を
受
章

し
て
い
れ
ば
幸
せ
な
結
末
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
注
目
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
要
な
こ
と
が
あ
る
。

人
を
見
れ
ば
誇
つ
て
居
た
。
気
も
漸
次
荒
く
な
つ
て
、
一
言
で
も
言
葉
を

返
す
者
が
あ
る
と
、
直
ぐ
に
喧
嘩
仕
掛
で
、
乱
暴
の
限
を
尽
く
す
の
で
、

前
に
は
戦
功
者
と
し
て
村
に
尊
敬
さ
れ
た
の
が
、
今
は
指
弾
さ
れ
て
相
手

に
す
る
者
も
な
い
様
に
な
つ
た
。（
九
）

こ
れ
は
論
功
行
賞
の
結
果
が
未
だ
発
表
さ
れ
て
い
な
い
と
き
の
状
況
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
三
千
三
は
そ
の
粗
暴
さ
故
に
村
民
に
突
き
放
さ

れ
「
指
弾
」
さ
れ
て
い
る
。
悲
劇
の
原
因
を
単
に
金
鵄
勲
章
に
漏
れ
た
点
に
帰

す
る
こ
と
は
短
絡
的
す
ぎ
る
。
村
民
に
「
指
弾
さ
れ
て
相
手
に
す
る
者
も
な
い

様
に
」な
っ
た
の
は
、
論
功
行
賞
の
結
果
が
出
る
以
前
か
ら
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

柳
浪
の
小
説
に
「
栴
檀
橋
」（「
新
小
説
」
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
五
月
）

が
あ
る
。
広
津
柳
浪
の
ど
の
作
品
集
に
も
所
収
さ
れ
ず
、
現
在
で
は
全
く
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
知
ら
れ
て
な
い
小
説
だ
が
、
こ
の
二
つ
の
小
説
を
併
せ
て
考

え
る
こ
と
が
、
悲
劇
の
根
本
を
探
る
の
に
非
常
に
有
効
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う

の
も
、「
栴
檀
橋
」
で
も
、
や
は
り
農
民
で
あ
る
主
人
公
が
日
清
戦
争
に
出
征

し
（
三
千
三
と
同
様
、
騎
兵
）「
名
誉
の
軍
人
」
と
な
っ
て
凱
旋
し
た
と
い
う
設

定
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
二
つ
の
小
説
の
異
な
る
点
は
「
七
騎
落
」
が

金
鵄
勲
章
を
受
章
で
き
な
か
っ
た
人
物
を
、「
栴
檀
橋
」
が
金
鵄
勲
章
を
受
章

し
た
人
物
を
描
い
て
い
る
と
い
う
点
だ
。
し
か
し
興
味
深
い
こ
と
に
、
ど
ち
ら

も
主
人
公
は
戦
後
幸
せ
な
一
生
を
送
る
と
は
な
ら
ず
、
悲
惨
な
結
末
に
終
わ

る
。
金
鵄
勲
章
受
章
者
か
そ
う
で
な
い
か
と
い
う
雲
泥
の
差
の
境
遇
に
い
る
人

物
設
定
だ
が
、
先
走
っ
て
言
う
と
、
実
は
二
つ
の
悲
劇
に
は
共
通
の
原
因
が
存

在
す
る
。

「
栴
檀
橋
」
の
舞
台
は
、
肥
前
の
国
田
代
在
西
酒
井
村
で
、
時
期
的
に
は
日
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清
戦
争
の
三
、四
年
後
で
あ
る
。
主
な
登
場
人
物
は
、従
軍
し
て
い
た
大
太
郎
、

そ
の
妻
お
浅
、
そ
し
て
お
浅
の
元
許
婚
の
仙
蔵
で
あ
る
。

（
大
太
郎
は―
引
用
者
注
）
其
頃
ま
で
は
、
家
道
尚
ほ
衰
へ
ず
、
数
町
歩

の
収
穫
は
あ
り
、
戦
功
の
勲
章
に
添
う
た
年
金
は
あ
り
、
同
胞
と
て
も
無

き
男
一
人
、
一
生
寝
て
為
て
も
富
裕
に
世
を
送
ら
る
ゝ
身
の
上
、
村
一
番

の
果
報
者
と
羨
ま
れ
も
し
た
の
で
あ
る
。
其
上
、
村
一
番
の
美
婦
、
既
に

仙
蔵
と
呼
ぶ
結
髪
同
様
の
男
を
振
捨
た
お
浅
と
云
ふ
に
、
女
の
方
か
ら
思

込
ま
れ
て
、
其
を
妻
に
迎
え
た
の
も
亦
、
随
一
の
果
報
者
と
し
て
羨
ま
れ

て
居
た
。
其
頃
の
大
太
郎
は
其
身
に
も
不
足
と
思
ふ
事
な
く
、
極
め
て
楽

き
平
和
の
生
活
を
続
け
て
、
お
浅
に
村
一
番
の
美
服
を
着
せ
、
自
分
は
騎

兵
の
制
服
を
穿
つ
て
、
村
一
番
の
誇
り
と
思
つ
て
居
た
の
で
あ
つ
た
。

け
れ
ど
も
、
此
平
和
も
楽
み
も
、
僅
か
此
三
四
年
以
来
、
忽
ち
一
変
し

て
、
今
で
は
住
む
家
も
形
の
如
く
荒
れ
果
て
、
田
地
も
大
方
は
人
手
へ
渡

し
て
、
残
れ
る
は
彼
軍
服
と
お
浅
と
馬
と
の
三
つ
に
な
つ
て
了
つ
た
。
村

一
番
の
美
し
き
妻
は
村
一
番
の
窶
れ
様
で
、
村
一
番
の
果
報
者
は
村
一
番

の
憎
ま
れ
者
と
な
つ
て
了
つ
た
。（
三
）

大
太
郎
は
、
日
清
戦
争
に
出
征
し
、
そ
の
戦
功
を
認
め
ら
れ
金
鵄
勲
章
を
受

章
す
る
。
村
に
戻
っ
た
彼
は
村
民
た
ち
に
熱
狂
的
に
歓
迎
さ
れ
、
村
一
番
の
器

量
よ
し
と
さ
れ
る
お
浅
は
彼
に
惚
れ
込
み
、
許
婚
同
様
の
仙
蔵
を
振
り
捨
て
て

嫁
入
り
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
太
郎
は
、
戦
後
三
、
四
年
間
に
、
家
産
を
失
い

粗
暴
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
彼
の
馬
は
「
人
食
い
馬
」
と
言
わ
れ
、「
村

一
番
の
果
報
者
は
村
一
番
の
憎
ま
れ
者
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
に
大

太
郎
が
荒
ん
だ
理
由
は
、
酒
色
と
博
打
で
あ
る
と
語
ら
れ
る
の
だ
が
、
し
か

し
、
彼
が
粗
暴
に
な
っ
た
背
景
に
は
も
う
少
し
微
妙
な
、
し
か
し
決
定
的
な
問

題
が
存
在
し
た
。
三
千
三
と
同
じ
よ
う
に
村
民
や
家
族
、
彼
の
場
合
は
特
に
嫁

の
お
浅
と
の
齟
齬
で
あ
る
。

お
豊
（
大
太
郎
の
情
婦―

引
用
者
注
）
に
は
情
夫
が
あ
り
、
情
夫
と
共

に
台
湾
と
か
へ
行
ツ
て
了
つ
た
時
に
は
、
既
に
大
太
郎
が
妻
は
窶
れ
果

て
、
そ
の
身
は
村
人
に
指
弾
き
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
つ
た
。

そ
の
後
の
大
太
郎
は
即
ち
今
日
の
大
太
郎
で
、
妻
へ
対
し
て
も
、
村
人

へ
対
し
て
も
毎
に
嫉
妬
の
眦
を
凝
す
様
に
な
つ
た
。
村
人
は
以
前
大
太
郎

を
羨
ん
だ
時
の
様
に
は
珍
重
せ
ず
、
妻
は
時
に
愚
痴
を
列
べ
る
事
も
あ

り
、
時
に
は
口
答
を
す
る
事
も
あ
り
、
一
方
に
は
仙
蔵
が
村
一
番
の
正
直

者
と
し
て
、
村
人
の
総
に
可
愛
が
ら
れ
居
る
の
で
、
お
浅
の
心
が
或
ひ
は

傾
い
て
居
り
は
せ
ぬ
か
と
大
太
郎
は
毎
に
安
か
ら
ず
思
ふ
の
で
あ
つ
た
。

（
三
）

博
打
や
酒
色
に
陥
っ
た
大
太
郎
が
、
酌
婦
に
逃
げ
ら
れ
た
の
ち
も
、
暮
ら
し

と
心
情
を
立
て
直
せ
な
か
っ
た
の
は
、
農
業
に
は
戻
れ
な
い
と
い
う
自
己
認
識
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及
び
、
村
民
が
自
分
を
珍
重
せ
ず
お
浅
の
元
許
婚
だ
っ
た
仙
蔵
を
評
価
し
た
こ

と
、
お
浅
ま
で
仙
蔵
に
気
持
ち
が
移
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
粗
暴
さ
が
増
し
、
村
民
に
は
ま
す
ま
す
爪
弾
き
さ
れ

る
と
い
う
「
七
騎
落
」
三
千
三
と
同
じ
よ
う
な
悪
循
環
に
陥
る
の
で
あ
る
。
結

局
、
村
民
は
村
の
中
で
農
民
で
あ
り
続
け
た
仙
蔵
を
評
価
し
、
い
く
ら
戦
功
を

立
て
て
勲
章
を
受
章
し
て
も
、
農
民
ら
し
く
振
舞
わ
な
い
〈
農
民
〉
の
大
太
郎

を
決
し
て
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。

「
栴
檀
橋
」「
七
騎
落
」
の
村
民
は
、
大
太
郎
や
三
千
三
が
凱
旋
し
た
直
後
は

熱
狂
し
て
い
て
も
、
そ
の
裏
面
で
は
、
彼
ら
の
「
軍
人
」
と
い
う
自
己
認
識
を

受
容
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
憤
る
主
人
公
達
の
粗
暴
さ
が
増
し

て
く
る
と
、
戦
功
を
た
て
た
者
で
あ
ろ
う
が
、
金
鵄
勲
章
を
受
け
よ
う
が
受
け

ま
い
が
、
誰
も
相
手
を
せ
ず
嫌
悪
し
爪
弾
き
す
る
の
で
あ
る
。
戦
功
と
い
う
も

の
、
さ
ら
に
そ
の
価
値
を
確
定
し
た
は
ず
の
金
鵄
勲
章
さ
え
、
大
太
郎
や
三
千

三
の
郷
里
で
は
、
彼
ら
が
考
え
て
い
た
よ
う
な
絶
対
的
価
値
に
は
な
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
行
き
場
の
な
い
自
己
認
識

（
一
）
新
し
い
価
値
と
し
て
の
「
戦
功
」

「
七
騎
落
」
冒
頭
で
、戦
争
か
ら
凱
旋
帰
国
し
た
平
野
三
千
三
の
年
齢
が
「
二

十
七
歳
」
に
設
定
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。「
私
が
東
京
へ
出
る
時

―

七
年
前
だ
っ
た
が
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
千
三
が
故
郷
の

野
州
松
山
か
ら
東
京
へ
出
た
の
は
二
〇
、
二
一
歳
の
時
で
、
そ
れ
は
兵
役
の
た

め
だ
と
推
測
で
き
る
。
当
時
の
徴
兵
期
間
は
三
年
な
の
で
除
隊
し
た
時
、
彼
は

二
三
歳
頃
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
、
日
清
戦
争
が
勃
発
し
出
征
し
た
の

が
明
治
二
七
年
（
彼
の
年
齢
は
二
六
歳
）
な
の
で
、
そ
の
間
に
は
三
、
四
年
の

ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
。
東
京
へ
出
た
七
年
前
か
ら
今
回
凱
旋
帰
国
す
る
ま
で
故
郷

の
状
況
に
疎
い
様
子
か
ら
、
こ
の
期
間
中
、
三
千
三
は
帰
郷
し
て
い
な
い
と
推

測
で
き
る
。
そ
れ
で
は
、
除
隊
後
か
ら
戦
争
が
始
ま
る
ま
で
の
三
年
間
、
三
千

三
は
東
京
で
何
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
小
説
に
は
こ
の
間
の
事
柄
は
何
も

書
き
込
ま
れ
て
い
な
い
。
ど
う
い
う
目
的
で
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た

の
か
全
く
知
り
得
な
い
が
、
徴
兵
の
た
め
東
京
へ
出
て
き
た
の
で
、
同
時
代
の

地
方
か
ら
上
京
し
て
き
た
多
く
の
青
年
達
の
よ
う
に
、
東
京
に
出
て
き
た
機
会

を
生
か
し
、
出
世
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
小
説

に
は
何
一
つ
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
特
に
こ
れ
と
言
っ
た
活
動
が
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
設
定
で
あ
ろ
う
。
若
い
二
〇
代
の
数
年
を
そ
の
よ
う
に
無

為
に
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
状
況
で
戦
争
が
勃
発
し
た
の
で
あ
る
。
出
征
し
た
一

人
息
子
を
心
配
し
て
悶
死
し
て
し
ま
っ
た
父
親
の
考
え
と
は
裏
腹
に
、
青
年
三

千
三
に
と
っ
て
は
、
戦
争
は
ま
さ
に
タ
イ
ム
リ
ー
で
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
と
し
て

認
識
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

明
治
に
入
る
と
、
身
分
や
出
自
に
関
係
な
く
立
身
出
世
の
可
能
性
が
あ
る
社

会
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
青
年
た
ち
は
大
学
を
卒
業
し
学
士
に
な
る

こ
と
や
実
業
を
通
し
て
裕
福
に
な
る
な
ど
、
立
身
出
世
に
夢
を
馳
せ
た
。
し
か
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し
、
そ
れ
も
や
は
り
、
そ
も
そ
も
あ
る
程
度
の
経
済
的
余
裕
な
ど
が
な
け
れ
ば

成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
限
ら
れ
た
可
能
性
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
し

て
、
た
と
え
事
業
を
始
め
て
も
学
士
に
な
っ
て
も
思
っ
た
よ
う
に
は
成
功
で
き

な
い
と
気
づ
き
始
め
る
。
そ
の
よ
う
に
立
身
出
世
へ
の
夢
が
先
細
り
し
て
ゆ
く

状
況
下
、
日
清
戦
争
を
機
に
「
戦
功
」
と
い
う
も
の
が
社
会
に
通
用
す
る
新
し

い
価
値
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
の
だ
。
出
征
し
、
戦
功
を
た
て
る
こ
と
で
き
れ

ば
と
い
う
庶
民
も
可
能
な
条
件
だ
っ
た
。
経
済
力
が
な
く
と
も
、
学
歴
が
な
く

と
も
、
農
民
出
身
で
あ
ろ
う
と
も
、
戦
地
で
勇
敢
に
戦
え
ば
誰
で
も
得
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
徴
兵
は
義
務
で
あ
り
、
生
命
の
危
機
と
向
か
い

合
わ
せ
の
日
々
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
結
果
的
に
、
庶
民
の
男

性
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ま
で
思
い
も
し
な
か
っ
た
「
戦
功
」「
名
誉
の
軍
人
」

と
い
う
地
平
が
開
か
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
、
実
際
に
〈
庶
民
勇
士
〉
が
誕
生
し
た
。
例
え
ば
「
安
城
渡
し
の
戦

闘
」
の
喇
叭
卒
木
口
小
平
や
、「
勇
敢
な
る
水
兵
」
三
浦
虎
次
郎
、「
平
壌
玄
武

門
一
番
乗
り
」
の
原
田
重
吉
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
各
種
軍
国
美
談
の
英
雄
と
し

て
脚
光
を
浴
び
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
は
じ
め
と
し
、
錦
絵
、
パ

ノ
ラ
マ
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
朝
顔
人
形
に
な
る
ま
で
大
人
気
を
博
し

た（
４
）。「

東
京
市
中
に
て
も
近
来
時
事
的
流
行
詞
あ
り
、
何
事
に
も
ち
ょ
っ
と
手
柄

に
な
れ
ば
、
金
鵄
勲
章
受
け
合
い
と
言
う
事
な
ど
そ
の
一
例
な
る（
５
）」
と
い
う
新

聞
記
事
か
ら
も
、
金
鵄
勲
章
と
い
う
も
の
が
い
か
に
注
目
さ
れ
た
か
が
う
か
が

え
る
。
兵
卒
の
場
合
は
功
七
級
と
事
実
上
決
ま
っ
て
は
い
た
が
、
当
時
一
般
庶

民
も
対
象
に
加
え
ら
れ
た
唯
一
の
勲
章
で
あ
る
。「
将
来
武
功
抜
群
ノ
者
ニ
授

与
」（
金
鵄
勲
章
創
設
の
詔
）
さ
れ
る
と
い
う
金
鵄
勲
章
は
、
建
前
と
し
て
は
栄

典
大
権
で
庶
民
と
天
皇
が
直
接
結
び
つ
く
名
誉
の
象
徴
で
あ
る
と
共
に
、
さ
ら

に
年
金
と
い
う
一
生
涯
の
生
活
の
保
証
が
つ
き
、
名
誉
と
経
済
的
安
定
を
同
時

に
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
加
藤
聖
文
「
あ
る
「
国
民
」
兵

士
の
誕
生
」（
桧
山
幸
夫
編
著『
近
代
日
本
の
形
成
と
日
清
戦
争
』二
〇
〇
一
年
）は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

戦
場
か
ら
の
凱
旋
は
、
た
だ
一
人
「
馬
上
」
に
あ
る
自
分
を
す
べ
て
の
村

民
が
仰
ぎ
見
る
存
在
へ
と
昇
華
さ
せ
る
。（
中
略
）
各
町
村
で
行
わ
れ
た

戦
争
体
制
へ
の
積
極
的
な
協
力
は
、
戦
死
者
、
さ
ら
に
は
生
き
て
還
っ
て

き
た
兵
士
の
村
落
で
の
地
位
を
必
然
的
に
高
め
る
結
果
を
も
た
ら
し
、「
凱

旋
兵
士
」（
多
く
は
「
勲
章
」
に
よ
っ
て
よ
り
具
体
的
な
価
値
が
付
与
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
）
と
い
う
名
誉
は
封
建
的
な
身
分
制
が
色
濃
く
残
っ
て
い
た

村
落
の
な
か
で
、
唯
一
既
存
の
身
分
制
を
超
越
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い

く
。そ

し
て
、
こ
う
し
た
「
凱
旋
」
が
社
会
変
革
の
一
部
分
と
し
て
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
要
素
と
な
っ
た
時
、
近
代
日
本
に
お
け
る
軍
隊
は
一
種
の

身
分
制
打
破
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
に
軍
隊
が
民
衆
に
支
持

さ
れ
る
基
盤
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る（
６
）。
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戦
功
が
勲
章
に
よ
っ
て
よ
り
具
体
的
に
確
定
し
、
一
般
庶
民
に
も
「
既
存
の

身
分
制
を
超
越
で
き
る
」
可
能
性
を
も
た
ら
せ
た
と
指
摘
す
る
。

（
二
）「
え
ら
い
」
と
い
う
皮
肉

新
し
い
価
値
と
し
て
浮
上
し
た
と
さ
れ
る
戦
功
だ
が
、
そ
れ
に
対
す
る
庶
民

の
認
識
を
、
柳
浪
は
ど
の
よ
う
に
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
三
千
三
の
戦
功
に
関

し
て
、
冒
頭
で
は
「
え
ら
い
」
と
い
う
言
葉
が
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
、
こ
と
ご

と
く
傍
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
「
え
ら

い
」と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
た
三
千
三
の
戦
功
が
、彼
の
郷
里
に
お
い
て
は
、

真
に
「
え
ら
い
」
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
「
七
騎
落
」
に
は
描
か
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
金
鵄
勲
章
に
象
徴
さ
れ
る
「
戦
功
」
と
い
う
も
の
が
、
一
時
は

脚
光
を
浴
び
羨
望
と
讃
美
の
対
象
と
な
っ
た
が
、
そ
の
熱
狂
は
一
過
性
の
も
の

に
過
ぎ
ず
、
戦
後
の
興
奮
が
次
第
に
冷
め
て
く
る
と
同
時
に
、
実
は
戦
功
を
絶

対
的
価
値
と
し
て
受
容
し
て
い
な
か
っ
た
庶
民
が
多
く
存
在
し
た
こ
と
が
描
か

れ
る
の
で
あ
る
。
本
文
中
の
度
重
な
る
「
え
ら
い
」
に
は
強
烈
な
皮
肉
が
読
み

と
れ
る
。

そ
も
そ
も
題
名
の
「
七
騎
落
」
だ
が
、
謡
曲
に
「
七
騎
落
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
大
よ
そ
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
石
橋
山
の
合
戦
に
敗
れ
た
頼
朝
一

行
は
、
落
ち
延
び
る
人
数
が
八
騎
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
れ
は
、
祖
父
為

義
や
父
義
朝
が
落
ち
延
び
た
と
き
と
同
じ
人
数
で
あ
り
、
不
吉
な
数
な
の
で
、

一
人
残
す
こ
と
に
す
る
。
結
果
、
親
子
で
従
っ
て
い
た
土
肥
実
平
・
遠
平
の
う

ち
、
息
子
遠
平
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
へ
追
っ
手
が
現
れ
て
、
遠
平
は
討

死
を
す
る
。
し
か
し
、
後
で
和
田
義
盛
の
軍
勢
と
出
会
っ
た
と
き
、
討
死
し
た

と
思
わ
れ
た
遠
平
は
和
田
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
て
い
て
、
土
肥
親
子
は
再
会
に

涙
し
目
出
度
し
と
な
る（

７
）。

柳
浪
の
「
七
騎
落
」
が
想
起
さ
せ
る
謡
曲
「
七
騎
落
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
果

た
し
て
戦
功
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
三
千
三
の
戦
功
は
「
玄
武

門
一
番
乗
り
」
な
ど
、
い
か
に
も
戦
功
ら
し
い
華
々
し
い
も
の
で
は
な
く
「
七

騎
落
の
勇
士
」
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
戦
功
」
と
い
わ
れ
る
も
の
が
、
言
わ
れ

る
と
お
り
の
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
の
は
戦
闘
に
参
加
し
た
者
し
か
分
か
ら

な
い
。
そ
し
て
銃
弾
が
雨
の
よ
う
に
飛
び
交
う
中
で
は
、
当
の
兵
士
た
ち
で
さ

え
き
ち
ん
と
把
握
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
戦
功
」
に
対
す
る
ゴ

タ
ゴ
タ
は
、
軍
や
警
察
、
或
い
は
メ
デ
ィ
ア
の
操
作
に
よ
り
、
不
要
な
部
分
は

捨
象
さ
れ
最
重
要
な
点
で
さ
え
も
改
竄
さ
れ
、
ク
リ
ア
ー
な
「
軍
国
美
談
」
と

し
て
定
着
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
三
千
三
は
自
身
の
働
き
を
「
戦
功
」
だ
と

確
信
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
彼
が
考
え
て
い
た
よ
う
に
確
か
に
金
鵄
勲
章
受

章
に
値
す
る
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
疑
っ
て
い
る
人

物
が
小
説
の
冒
頭
で
既
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
千
三
の
「
大
和
尚
山

の
斥
候
」「
金
州
城
の
要
害
見
抜
い
て
来
た
」
戦
功
は
、
冒
頭
の
商
人
に
よ
っ

て
「
斥
候
に
行
つ
た
騎
兵
が
敵
に
取
巻
れ
て
」「
六
人
か
七
人
で
敵
の
中
を
逃

げ
て
来
た
」
だ
け
だ
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
、
第
三
者
に
は
、
単
に
「
逃

げ
た
」
と
取
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
三
千
三
の
働
き
は
彼
の
自
負
・
事
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実
に
関
係
な
く
、
そ
も
そ
も
疑
わ
れ
る
戦
功
「
七
騎
落
」
の
勇
士
と
し
て
設
定

さ
れ
て
い
る
の
だ
。

（
三
）
元
兵
士
た
ち
の
行
方

三
千
三
が
お
愛
と
の
結
婚
を
切
望
し
た
理
由
は
、
単
に
富
裕
で
美
し
い
妻
を

娶
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
彼
女
が
都
会
で
近
代
的
教

育
を
受
け
た
こ
と
に
対
す
る
期
待
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

「
貴
女
は
宇
都
宮
で
教
育
を
受
け
た
人
だ
か
ら
、軍
人
の
尊
む
べ
き
事
は
、

知
つ
て
居
な
さ
る
筈
だ
。」（
八
）

つ
ま
り
、
田
舎
の
人
間
に
「
軍
人
」「
戦
功
」
の
価
値
が
理
解
・
受
容
で
き

な
く
と
も
、
新
教
育
を
受
け
た
彼
女
だ
け
は
「
軍
人
の
尊
む
べ
き
事
」
を
知
っ

て
い
る
は
ず
だ
と
考
え
た
の
だ
。お
愛
に「
貴
女
は
軍
人
を
愛
し
ま
す
か
」（
八
）

と
迫
る
三
千
三
の
姿
に
は
、
軍
人
と
し
て
の
自
分
の
価
値
を
認
め
る
こ
と
の
で

き
る
人
物
に
対
す
る
期
待
が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
女
は
結
局
他
の
人
物
に

嫁
い
で
し
ま
う
。
近
代
的
教
育
を
受
け
た
お
愛
さ
え
も
、「
軍
人
」「
戦
功
」に
、

三
千
三
が
確
信
し
て
い
た
よ
う
な
価
値
を
見
い
だ
し
て
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、三
千
三
に
と
っ
て
決
し
て
許
す
こ
と
の
出
来
な
い「
軽

蔑
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
到
底
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
態
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、「
栴
檀
橋
」
で
は
、
軍
人
で
あ
る
こ
と
や
戦
功
と
い
う
も
の
を
、

一
時
的
に
し
ろ
、
全
て
を
上
回
る
価
値
と
し
て
認
識
し
た
こ
と
を
「
罪
」
と
ま

で
言
っ
て
い
る
人
物
が
い
る
。
そ
れ
は
、ほ
か
で
も
な
い
主
人
公
大
太
郎
の
妻
・

お
浅
で
あ
る
。
仙
蔵
と
お
浅
へ
の
嫉
妬
で
半
狂
乱
状
態
に
な
っ
て
い
た
大
太
郎

は
、彼
ら
を
追
い
か
け
馬
に
乗
っ
た
ま
ま
、古
く
な
っ
た
「
車
馬
禁
止
」
の
「
栴

檀
橋
」
に
乗
り
入
れ
る
が
、
結
局
人
馬
と
も
に
川
に
落
ち
て
し
ま
う
。
不
可
解

な
点
は
、
大
太
郎
に
愛
想
を
尽
か
し
て
い
る
お
浅
も
そ
の
あ
と
を
追
っ
て
川
に

身
を
投
げ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

お
浅
は
辛
さ
う
に
顔
を
背
向
け
な
が
ら
、「
仙
蔵
さ
ん
、
も
う
何
事
も
云

つ
て
お
呉
れ
で
な
い
。
彼
時
お
前
さ
ん
を
袖
に
し
て
、
大
太
さ
ん
処
へ
嫁

入
し
や
し
た
は
、
自
分
が
一
生
の
失
敗
だ
ツ
た
と
、
今
日
に
な
つ
て
思
当

り
ま
し
た
。」（
一
）

「
い
ゝ
え
、
自
分
の
罪
が
自
分
に
報
つ
て
来
た
の
で
す
か
ら
、
私
は
も
う

諦
め
て
居
ま
す
。」（
二
）

「
一
生
の
失
敗
」「
自
分
の
罪
」ゆ
え
の
悲
劇
だ
と
お
浅
は
言
っ
て
い
る
。「
罪
」

と
言
う
言
葉
が
直
接
的
に
指
す
の
は
仙
蔵
を
裏
切
り
大
太
郎
に
嫁
い
だ
こ
と
で

あ
る
が
、
凱
旋
直
後
の
大
太
郎
の
「
勇
ま
し
き
様
」
と
「
戦
功
」
に
価
値
を
置

き
、
そ
ち
ら
を
選
択
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
も
含
ん
で
い
る
。
お
浅
の
認
識
で

は
、
そ
れ
は
「
一
生
の
失
敗
」「
罪
」
で
あ
り
、
そ
の
報
い
は
「
死
」
だ
っ
た
。



転倒された軍国美談

215

華
々
し
い
凱
旋
を
遂
げ
、
そ
れ
が
身
分
制
を
超
越
で
き
る
ほ
ど
の
価
値
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
た
元
兵
士
達
が
、
帰
郷
後
、
郷
里
の
人
々
と
の
決
定
的
な
ズ

レ
に
苦
悩
し
、
三
千
三
や
大
太
郎
の
よ
う
に
粗
暴
に
な
っ
て
い
っ
た
事
実
は
意

外
に
多
く
存
在
し
、
例
え
ば
生
方
敏
郎
『
明
治
大
正
見
聞
史
』
で
は
「
幸
い
無

事
に
凱
旋
し
た
兵
士
の
中
に
は
、
二
年
間
の
軍
隊
生
活
に
馴
れ
鋤
鍬
取
る
こ
と

を
忘
れ
る
ま
で
に
百
姓
の
仕
事
に
遠
ざ
か
っ
て
い
た
た
め
に
、
帰
郷
し
て
再
び

農
事
に
従
事
す
る
の
を
厭
う
者
も
出
来
た
。
帰
郷
し
て
あ
ま
り
の
歓
迎
を
受
け

振
舞
酒
に
酔
い
浸
り
、
村
人
に
は
持
ち
上
げ
ら
れ
女
に
は
モ
テ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
酒
色
に
身
を
持
ち
崩
す
に
至
っ
た
者
も
あ
り
、
気
位
が
高
く
な
り
粗
暴
に

な
っ
て
妙
に
な
っ
て
し
ま
う
者
も
出
来
た（

８
）」

と
あ
る
。
ま
た
、高
倉
徹
一
編
『
田

中
義
一
伝
記
・
上
』
に
も
「
一
面
に
於
て
は
、
郷
里
に
帰
っ
た
兵
隊
が
、「
兵

隊
上
が
り
」
と
云
わ
れ
て
郷
党
に
嫌
わ
れ
恐
れ
ら
れ
る
事
実
が
多
々
あ
っ
た
。

嫌
わ
れ
通
し
で
、
遂
に
は
無
頼
の
徒
と
な
る
者
も
必
ず
し
も
少
な
い
数
で
は
な

か
っ
た
。
戦
勝
に
驕
る
場
合
、
特
に
そ
う
し
た
例
が
頻
出
す
る
の
も
当
時
の
状

勢
上
、
な
か
な
か
矯
正
が
困
難
で
あ
っ
た（

９
）」

と
い
う
戦
後
の
状
況
を
確
認
で
き

る
。

五
、
転
倒
さ
れ
た
軍
国
美
談

凱
旋
兵
士
は
、
栄
光
の
日
を
心
ゆ
く
ま
で
追
憶
す
る
い
と
ま
も
な
い
ま

ま
、
平
凡
な
る
一
「
地
方
人
」
と
し
て
あ
ら
た
め
て
出
発
せ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

　
（
大
濱
徹
也
編
著
『
近
代
民
衆
の
記
録
８　

兵
士））
10
（

』

し
か
し
、
平
凡
な
る
一
「
地
方
人
」
に
戻
る
こ
と
が
い
か
に
難
し
い
構
造
に

な
っ
て
い
る
か
が
「
七
騎
落
」
に
は
描
か
れ
て
い
る
。「
七
騎
落
」
の
悲
劇
は
、

行
賞
に
も
れ
た
こ
と
や
そ
の
不
公
平
さ
だ
け
で
な
く
、〈
国
民
兵
士
〉
と
し
て

出
征
し
た
地
方
の
農
民
が
、
戦
争
を
通
し
て
「
軍
人
」
と
い
う
自
己
認
識
を
抱

き
、
戦
後
、〈
農
民
〉〈
村
〉
と
い
う
枠
組
み
に
は
戻
ら
な
い
、
戻
れ
な
く
さ
れ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
構
造
的
な
問
題
に
よ
る
。
さ
ら
に
、
彼
が
確
信
し
た
「
戦

功
」と
い
う
価
値
は
そ
れ
ま
で
の
村
の
論
理
を
超
越
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

金
鵄
勲
章
を
受
章
で
き
な
か
っ
た
三
千
三
の
悲
惨
さ
と
、
受
章
し
た
大
太
郎
の

悲
劇
は
同
じ
原
因
に
基
づ
く
。
柳
浪
が
「
七
騎
落
」
で
描
い
た
も
の
は
、
今
や

農
民
に
戻
れ
な
い
、「
軍
人
」と
い
う
自
己
認
識
を
有
す
る
元
兵
士〈
庶
民
勇
士
〉

た
ち
の
落
ち
着
け
る
場
、
受
け
皿
が
戦
後
の
明
治
社
会
に
存
在
し
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
悲
劇
な
の
で
あ
る
。
戦
功
と
い
う
価
値
は
、結
局
、幻
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
先
、
三
千
三
と
彼
の
母
親
を
待
ち
か
ま
え
て
い
る
絶
望
的
な
生
活
を
予
想

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
廃
人
同
様
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
三
千
三
を
作
り
上
げ

た
シ
ス
テ
ム
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
時
の
「
七
騎

落
」
に
対
す
る
批
評
は
、
そ
れ
を
確
実
に
読
み
と
っ
て
い
た
。

生
け
る
人
の
幾
多
を
精
神
的
死
境
に
沈
淪
し
埋
却
す
る
の
事
実
多
し
。
思

想
の
衝
突
遭
遇
の
変
遷
に
依
り
て
命
運
の
悲
惨
を
生
ず
。
絶
好
の
詩
料
此



216

間
に
潜
在
す
。
柳
浪
子
材
を
此
に
採
る
採
り
得
て
佳
な
り
と
い
ふ
べ
し
。

山
深
き
水
遠
き
処
の
村
郭
に
於
て
も
従
軍
の
兵
士
の
上
に
は
必
ず
一
箇
人

生
問
題
に
資
す
べ
き
身
世
を
有
す
、
三
千
三
の
如
き
は
蓋
し
そ
の
一
な

り
。

（
浩
々
歌
客
「
青
眼
白
眼
」「
国
民
之
友
」
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
一
〇
月
）

負
傷
兵
だ
け
で
な
く
、
元
兵
士
た
ち
す
べ
て
が
、
戦
後
社
会
の
価
値
観
と
自

身
の
考
え
方
の
相
違
に
直
面
し
た
結
果
、
精
神
的
廃
兵
と
な
っ
て
し
ま
う
危
険

性
が
三
千
三
の
姿
に
具
象
化
さ
れ
る
。

「
七
騎
落
」
は
、
母
一
人
子
一
人
の
家
庭
で
そ
の
た
っ
た
一
人
の
息
子
が
戦

地
で
戦
い
功
を
立
て
て
凱
旋
す
る
と
い
う
、
一
見
、
軍
国
美
談
の
典
型
的
な
構

造
を
踏
襲
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
読
み
込
ん
で
い
く
と
、

実
は
、
父
親
は
息
子
を
戦
地
に
送
っ
た
こ
と
に
絶
望
し
て
悶
死
し
、
本
人
は
名

誉
も
愛
も
な
く
し
、
年
老
い
た
母
親
と
の
生
計
も
た
て
ら
れ
な
い
暗
澹
た
る
未

来
が
描
か
れ
、
軍
国
美
談
と
い
う
構
造
は
完
全
に
転
倒
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

日
露
戦
争
後
の
「
日
刊
平
民
新
聞
」
で
は
、「
戦
後
の
軍
人
」
と
題
す
る
連

載
も
の
を
毎
回
約
三
件
ず
つ
二
〇
回
に
及
び
掲
載
し
て
い
る）

11
（

。
そ
れ
ら
に
は
、

元
兵
士
た
ち
が
博
打
・
遊
廓
・
酒
・
詐
欺
・
強
盗
・
暴
行
な
ど
を
行
い
、
荒
ん

で
い
る
さ
ま
が
報
道
さ
れ
て
お
り
、
日
露
戦
争
後
も
、
戦
後
の
軍
人
の
粗
暴
さ

や
堕
落
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
日
清
戦
争
当

時
に
は
、
従
軍
者
の
数
が
日
露
戦
争
に
比
べ
る
と
比
較
的
少
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
表
に
は
現
わ
れ
な
か
っ
た
が
、「
七
騎
落
」「
栴
檀
橋
」で
は
、

日
清
戦
争
時
に
既
に
そ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
拾
い
上
げ
ら

れ
、軍
国
美
談
を
逆
転
さ
せ
た
か
た
ち
で
描
か
れ
る
。「
栴
檀
橋
」
大
太
郎
の
、

戦
後
三
、
四
年
た
っ
た
今
で
も
、
田
畑
が
広
が
っ
て
い
る
村
の
中
を
、
色
あ
せ

た
軍
服
を
着
、
馬
を
乗
り
回
し
て
い
る
と
い
う
異
様
な
さ
ま
は
、「
軍
人
」
と

い
う
自
己
認
識
を
抱
か
せ
ら
れ
て
し
ま
い
、
し
か
し
そ
れ
が
戦
後
の
社
会
に
通

用
せ
ず
に
、
行
き
場
を
失
っ
た
元
兵
士
た
ち
の
悲
劇
を
訴
え
て
あ
ま
り
あ
る
。

六
、
終
わ
り
に
か
え
て―

柳
浪
小
説
の
批
判
意
識

こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
「
七
騎
落
」
を
、
戦
争
の
後
遺
症
を
扱
っ
た
反
戦

小
説
と
み
な
す
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
時
期
に
書
か
れ
た
柳

浪
の
他
の
小
説
を
見
る
と
、
必
ず
し
も
反
戦
的
と
は
言
え
な
い
上
に
、「
非
国

民
」（「
文
芸
倶
楽
部
」明
治
三
〇
年（
一
八
九
七
）一
月
）
の
よ
う
に
一
見
す
る
と
、

む
し
ろ
思
想
的
に
は
国
家
主
義
に
近
い
と
読
め
る
小
説
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

ど
ち
ら
と
も
つ
か
な
い
柳
浪
の
戦
争
小
説
の
書
き
方
は
、
日
露
戦
争
を
扱
っ
た

小
説
、
例
え
ば
『
貯
金
玉
』（
三
民
剣　

明
治
三
七
年
八
月
）、「
昇
降
場
」（「
に

ひ
し
ほ
」
明
治
三
八
年
三
月
）
等
に
も
共
通
し
、
複
雑
で
矛
盾
す
る
ス
タ
ン
ス

が
示
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
戦
争
を
扱
っ
た
一
群
の
小
説
か
ら
、
柳
浪
を

反
戦
小
説
作
家
、
或
い
は
そ
の
反
対
で
戦
争
に
賛
成
し
た
作
家
だ
な
ど
と
断
定

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
不
毛
で
も
あ
る
。「
柳
浪
は
思
想
の
人
で
は
な
い）
12
（

」

と
い
う
先
行
研
究
の
見
解
も
こ
の
よ
う
な
柳
浪
小
説
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
た
も
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の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
「
七
騎
落
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
批
判
意
識
自
体
は
、
多
く
の
小
説

に
確
認
さ
れ
る
。
戦
争
に
対
す
る
賛
否
と
い
う
視
点
で
は
す
く
い
取
れ
な
い
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
枠
組
み
で
と
ら
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず

は
、
次
の
言
及
を
確
認
し
よ
う
。
日
露
戦
争
時
の
明
治
三
七
年
八
月
「
文
芸
倶

楽
部
」
に
お
け
る
「
文
士
の
戦
争
観
」
特
集
で
柳
浪
が
語
っ
た
内
容
で
あ
る
（
柳

浪
の
回
は
「
社
会
主
義
と
際
物
文
学
」
と
い
う
題
名
）。

一
体
戦
争
を
主
題
と
し
た
文
学
に
、
傑
作
が
出
な
い
と
か
、
戦
争
文
学
は

際
物
文
学
だ
な
ど
ゝ
云
ふ
人
も
あ
る
や
う
で
す
が
、
今
日
順
境
に
あ
る
文

学
に
碌
な
も
の
ゝ
出
来
る
筈
が
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
を
す
れ
ば
勝
つ
、
勝
つ

戦
を
唄
ふ
の
だ
か
ら
、
或
は
貧
家
の
夫
が
出
征
す
る
に
臨
ん
で
、
其
の
妻

が
髪
を
剪
つ
て
贐
け
し
た
と
か
、
親
父
が
戦
死
し
た
と
云
ふ
号
外
を
見

て
、
そ
の
子
は
万
歳
を
唱
へ
た
と
か
云
ふ
や
う
な
趣
向
に
落
ち
て
し
ま
つ

て
、
ま
づ
千
篇
一
律
に
な
つ
て
し
ま
ふ
の
で
す
。

戦
争
文
学
の
「
千
篇
一
律
」
を
排
し
、
個
性
を
発
揮
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る

文
学
者
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
「
七
騎
落
」「
栴

檀
橋
」
等
は
、
一
兵
卒
の
戦
後
、
精
神
的
負
傷
と
も
言
う
べ
き
状
態
を
扱
い
、

独
自
の
問
題
意
識
を
形
象
化
で
き
た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、「
七
騎
落
」
に
現
れ
る
厳
し
い
批
判
意
識
は
、
単
に
「
千
篇
一
律
」

否
定
の
み
な
ら
ず
、
根
本
的
に
は
や
は
り
柳
浪
の
明
治
認
識
に
関
わ
る
。
そ
れ

は
一
言
で
言
う
な
ら
ば
、
反
「
明
治
の
理
念
」
と
で
も
言
え
る
も
の
だ
。

先
に
も
言
及
し
た
が
、「
七
騎
落
」
の
半
年
前
に
発
表
さ
れ
た
「
非
国
民
」

を
参
考
に
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
小
説
で
は
世
界
（
平
和
）
主
義
者
と
国
家
主

義
者
の
対
立
の
様
相
が
描
か
れ
、
世
界
主
義
者
の
方
が
一
時
優
勢
に
な
る
が
、

終
局
に
は
思
想
界
か
ら
追
放
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
許
嫁
に
も
捨
て
ら
れ
、
国
家

主
義
者
の
勝
利
に
終
わ
っ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
世
界
主
義
者
の
人
物
像

に
徹
底
し
た
戯
画
化
が
施
さ
れ
る
と
同
時
に
、
国
家
主
義
者
の
方
に
も
、
そ
の

思
想
が
い
か
に
感
情
的
で
非
論
理
的
で
あ
る
か
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
点
だ
。

「
非
国
民
」
に
お
け
る
真
の
勝
利
者
は
、
世
界
主
義
者
あ
る
い
は
国
家
主
義
者

の
い
ず
れ
か
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
思
想
対
立
の
枠
外
に
存
在
し
、
ど
の
思
想
も

自
分
の
も
の
と
は
し
な
か
っ
た
人
物
（
世
界
主
義
者
の
許
婚
）
で
あ
る）
13
（

。

「
非
国
民
」
の
例
を
挙
げ
た
が
、
明
治
に
な
っ
て
移
入
さ
れ
た
新
し
い
理
念

や
思
想
に
対
し
、
柳
浪
小
説
は
概
し
て
非
常
に
懐
疑
的
で
あ
る
。
そ
れ
ら
理
念

や
思
想
は
、
実
際
の
人
間
関
係
や
社
会
に
有
効
な
も
の
で
も
な
く
、
本
質
を
説

明
で
き
る
も
の
で
も
な
い
と
い
う
認
識
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
広
津

柳
浪
は
〈
明
治
の
新
し
い
思
想
の
（
有
効
性
を
認
め
る
）
人
で
は
な
い
〉
の
だ
。

「
七
騎
落
」
で
は
、
明
治
近
代
の
新
し
い
価
値
の
一
つ
と
し
て
浮
上
し
た
「
戦

功
」が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
農
村
出
身
の
自
身
に
も
開
か
れ
た
も
の
と
し
て「
戦

功
」
の
価
値
を
確
信
す
る
人
物
を
作
り
上
げ
、
し
か
し
、
出
自
や
身
分
を
乗
り

越
え
る
に
は
全
く
無
力
で
あ
る
さ
ま
を
描
き
、
終
局
に
は
悲
劇
的
な
結
末
を
用
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意
し
た
こ
の
小
説
に
も
ま
た
、
明
治
に
新
し
く
台
頭
し
た
価
値
や
理
念
に
対
す

る
深
い
不
信
感
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

注（
１
） 

「
柳
浪
の
『
七
騎
落
』」『
早
稲
田
文
学
』
明
治
三
〇
年
一
二
月
三
日

（
２
） 

吉
田
精
一
「
広
津
柳
浪
の
深
刻
小
説
」『
自
然
主
義
の
研
究
』
東
京
堂　

一
九
五
五
年　

九
四
頁

（
３
） 

実
際
に
、
日
清
戦
争
後
帰
郷
し
た
元
兵
士
た
ち
が
、
彼
ら
の
郷
里
の
方
言
で
は

な
く
出
征
中
に
用
い
た
軍
隊
式
の
言
葉
遣
い
を
し
た
こ
と
が
、
以
下
に
も
言
及
さ
れ
て

い
る
。「

兵
士
は
軍
服
を
着
、
剣
を
吊
っ
た
ま
ま
、
懇
意
な
家
々
を
挨
拶
し
て
廻
っ
た
（
中

略
）
兵
士
は
言
葉
ま
で
も
「
け
れ
ど
も
」
と
普
通
い
う
と
こ
ろ
を
「
け
れ
ど
も
が
」

と
が
の
字
を
余
分
に
付
け
、「
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
」
と
い
う
場
合
に
「
せ
に
ゃ

な
ら
ぬ
」
と
言
い
、（
中
略
）
私
た
ち
の
地
方
（
群
馬
県
沼
田
町―
引
用
者
注
）

で
聞
い
た
こ
と
も
な
い
言
葉
に
変
り
、漢
語
を
非
常
に
多
く
交
ぜ
て
語
っ
た
」（
生

方
敏
郎
『
明
治
大
正
見
聞
史
』
一
九
二
六
年
、
引
用
は
中
央
公
論
社　

一
九
七
八

年　

四
五―

四
六
頁
）

（
４
） 

巷
で
旋
風
を
起
こ
し
た
庶
民
「
勇
士
」
達
が
、
教
科
書
、
詩
、
絵
草
紙
、
芝
居

等
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
一
例
を
以
下
に
挙
げ
て
お
く
。

　
　

①
教
科
書

「
安
城
渡
し
の
戦
闘
」
の
喇
叭
卒
、
木
口
小
平
に
つ
い
て
は
、『
尋
常
小
学
読
書
教

本
』
巻
七
（
明
治
二
七
年
）
に
、
当
時
は
白
神
源
次
郎
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、

明
治
三
七
年
に
は
国
定
教
科
書
で
あ
る『
尋
常
小
学
修
身
書
』に
か
の
有
名
な「
シ

ン
デ
モ　

ラ
ッ
パ
ヲ　

ク
チ
カ
ラ
ハ
ナ
シ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
」
と
い
う
部
分
が
見
ら

れ
る
（
西
川
宏
『
ラ
ッ
パ
手
の
最
後
：
戦
争
の
中
の
民
衆
』
青
木
書
店　

一
九
八
四
年
に
詳
し
い
）。

　
　

②
新
体
詩
、
芝
居

「
平
壌
玄
武
門
一
番
乗
り
」
の
原
田
重
吉
（
明
治
二
八
年
一
一
月
二
六
日
金
鵄
勲

章
受
章
功
七
級
）
は
、
新
体
詩
「
原
田
の
武
勇
」（
福
羽
美
静
「
読
売
新
聞
」
明

治
二
七
年
一
一
月
一
〇
日
）、
ま
た
、
芝
居
「
海
陸
連
勝
日
章
旗
」（
歌
舞
伎
座
、

明
治
二
七
年
一
一
月　

福
地
桜
痴
作
）
な
ど
で
題
材
と
さ
れ
た
（
岡
本
綺
堂
『
明

治
劇
壇　

ラ
ン
プ
の
下
に
て
』岩
波
書
店　

一
九
九
三
年（
初
版
は
一
九
三
五
年
）

二
〇
三
頁
）。

　
　

③
絵
草
紙
屋

「
絵
草
紙
屋―

ま
だ
そ
う
い
う
も
の
が
沢
山
に
残
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
は
、
松

崎
大
尉
戦
死
の
状
態
だ
の
、
ラ
ッ
パ
を
口
に
当
て
て
斃
れ
た
喇
叭
卒
だ
の
の
石

版
画
が
こ
て
こ
て
と
色
彩
強
く
並
べ
て
見
ら
れ
た
。」（
田
山
花
袋
『
東
京
の
三
十

年
』
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
六
月　

引
用
は
『
明
治
文
学
全
集
九
九　

明
治

文
壇
回
顧
録
（
二
）』
筑
摩
書
房　

一
九
八
〇
年　

二
二
頁
）

　
　

④
朝
顔
人
形

「
国
民
新
聞
」
明
治
二
八
年
六
月
三
〇
日
付
け
に
は
、「
朝
顔
の
本
場
な
る
入
谷
」

で
「
朝
貌
人
形
」
の
「
看
覧
場
」
を
設
置
し
た
こ
と
、「
玄
武
門
先
登
の
重
吉
」

人
形
も
こ
し
ら
え
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

（
５
） 
「
毎
日
新
聞
」
明
治
二
七
年
一
〇
月
一
八
日

（
６
） 

加
藤
聖
文
「
あ
る
「
国
民
」
兵
士
の
誕
生
」
桧
山
幸
夫
編
著
『
近
代
日
本
の
形
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成
と
日
清
戦
争
』
雄
山
閣
出
版　

二
〇
〇
一
年　

四
一
二
頁

（
７
） 
野
々
村
戒
三
編
・
大
谷
篤
蔵
補
訂
『
謡
曲
二
百
五
十
番
集
』
一
九
七
八
年
七
月

　

四
二
三
頁
等
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
８
） 

前
掲　

生
方
敏
郎
『
明
治
大
正
見
聞
史
』
四
八
頁

（
９
） 

高
倉
徹
一
編
『
田
中
義
一
伝
記
・
上
』
田
中
義
一
伝
刊
行
会　

一
九
五
八
年　

三
七
一
頁

（
10
） 

大
濱
徹
也
編
著
『
近
代
民
衆
の
記
録
８　

兵
士
』
新
人
物
往
来
社　

一
九
七
八

年　

八
四
頁

（
11
） 

「
日
刊
平
民
新
聞
」（
明
治
四
〇
年
一
月
二
二
日
〜
三
月
一
六
日
）
に
「
戦
後
の

軍
人
」
と
題
さ
れ
、
毎
回
約
三
件
ず
つ
二
〇
回
に
及
び
掲
載
さ
れ
た
。
日
露
戦
後
、
軍

人
の
博
打
・
酒
色
・
詐
欺
・
窃
盗
・
暴
行
・
殺
人
な
ど
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に

一
例
を
挙
げ
る
。

①
勲
章
に
対
し
て
も　

和
歌
山
県
下
の
帯
勳
者
中
に
は
「
己
れ
は
日
露
の
戦
役
で
勿

体
な
く
も
金
鵄
勲
章
勳
何
等
と
い
ふ
肩
書
を
も
ら
つ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
今
更
ら

勲
章
に
対
し
て
ゞ
も
従
来
の
如
に
家
業
に
精
を
出
す
事
が
出
来
な
い
」
な
ぞ
と
威

張
り
働
か
ざ
る
も
の
甚
だ
し
と
、
勲
章
に
働
か
ざ
る
権
利
が
附
属
せ
る
も
の
と
見

へ
た
り
（
明
治
四
〇
年
一
月
二
四
日
）

②
秋
田
県
南
秋
田
郡
柳
原
寅
太
郎
は
三
十
七
八
年
の
日
露
戦
役
に
従
事
し
て
勳
八
等

瑞
宝
章
一
時
金
八
十
円
を
下
賜
せ
ら
れ
し
程
な
る
が
去
る
十
六
日
同
町
の
栗
山
清

蔵
外
二
名
と
博
奕
を
為
し
て
警
察
へ
引
れ
た
り
戦
争
と
云
ふ
大
賭
博
は
名
誉
な
る

も
賽
の
目
を
転
が
す
小
賭
博
は
不
名
誉
と
覚
え
た
り（
明
治
四
〇
年
二
月
二
一
日
）

③
放
火
軍
人　

埼
玉
県
児
玉
郡
児
玉
町
の
田
島
大
三
郎
同
繁
蔵
と
云
ふ
は
何
れ
も
勲

八
等
瑞
宝
章
被
下
賜
の
軍
人
な
る
が
酌
婦
を
口
説
い
て
肘
鉄
砲
を
喰
は
さ
れ
し
口

惜
し
紛
れ
に
群
馬
県
倉
賀
野
町
飲
食
店
大
谷
ハ
ナ
方
に
放
火
し
て
高
崎
警
察
署
に

拘
引
さ
る
（
明
治
四
〇
年
三
月
八
日
）

④
帯
勳
泥
棒　

愛
媛
県
宇
和
島
古
町
安
田
満
と
云
ふ
は
同
地
本
町
掛
木
長
助
方
に
て

金
六
十
一
円
を
窃
取
し
た
る
事
露
顕
し
て
去
る
六
日
裁
判
所
に
送
ら
れ
た
り
此
れ

が
卅
七
八
年
役
従
軍
勳
八
白
色
桐
章
一
時
金
二
百
円
被
下
賜
の
軍
人
と
は
呆
れ
た

も
の
な
り
（
明
治
四
〇
年
三
月
一
二
日
）

（
12
） 

吉
田
精
一
「
第
三
部　

観
念
小
説
と
深
刻
小
説
」（『
自
然
主
義
の
研
究
』
東
京

堂　

一
九
五
五
年
）。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、早
く
は
福
田
清
人「
明
治
文
学
研
究（
一
）」

（『
硯
友
社
の
文
学
運
動
』
山
海
堂
出
版
部　

一
九
三
三
年
）
に
も
見
ら
れ
、
吉
田
精
一

の
後
は
、
森
英
一
、
坂
本
育
雄
ら
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
13
） 

詳
し
く
は
拙
論「
広
津
柳
浪「
非
国
民
」論―

感
化
さ
れ
る
者
／
さ
れ
な
い
者
」

（『
阪
神
近
代
文
学
』
第
４
号　

二
〇
〇
二
年
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

※
本
文
の
引
用
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
七
騎
落
」―

『
柳
浪
叢
書
・
後
編
』
博
文
館　

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
六
月

「
栴
檀
橋
」―

『
新
小
説
』
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
五
月

※ 

引
用
に
際
し
て
、
旧
字
体
・
旧
仮
名
遣
い
は
適
宜
新
字
体
・
新
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。





221

二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
転
換
期
の
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

―
パ
リ
外
国
宣
教
会
と
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
関
係
を
通
し
て

山　

梨　
　
　

淳

は
じ
め
に

　

本
論
は
、
一
九
〇
五
年
末
に
行
わ
れ
た
ロ
ー
マ
教
皇
使
節
の
日
本
訪
問
に
焦

点
を
あ
て
、
日
露
戦
争
前
後
の
時
期
に
お
け
る
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
活
動

や
、
教
皇
使
節
の
訪
問
が
当
時
の
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
も
た
ら
し
た
一
連

の
反
響
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
十
世
紀
初
頭
に
転
換
期
を
迎
え
つ
つ

あ
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
教
皇
庁
の
日
本
へ
の
使
節
派
遣
は
、
教
皇
ピ
ウ
ス
十
世
（Pius X

 

在
位
期

一
九
〇
三―

一
九
一
一
）
が
、
日
露
戦
争
後
の
極
東
の
平
和
の
回
復
を
祝
し
、

戦
時
中
に
満
州
そ
の
他
の
地
域
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
日
本
に
よ
り
保
護
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
て
、
明
治
天
皇
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の

だ
っ
た
。
教
皇
の
命
を
受
け
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
司
教
の

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
ン
リ
ー
・
オ
コ
ン
ネ
ル
（W

illiam
 H
enry O

’Connell

）
は
、

一
九
〇
五
年
十
月
二
十
九
日
、
二
名
の
随
員
と
共
に
横
浜
に
到
着
し
、
約
三
週

間
の
滞
日
期
間
の
間
、
明
治
天
皇
や
桂
太
郎
首
相
、
小
村
寿
太
郎
外
務
大
臣
を

は
じ
め
と
す
る
各
界
の
要
人
と
面
会
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
オ
コ
ン
ネ

ル
の
報
告
を
受
け
た
教
皇
庁
は
、
日
本
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
高
等
教
育
機
関
を
設

け
る
必
要
性
を
確
認
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
日
本
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
幕
末
期
に
来
日
し
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
が
再

開
さ
れ
て
以
降
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
二
十
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
フ

ラ
ン
ス
の
宣
教
会
や
修
道
会
の
指
導
下
に
発
展
し
て
い
っ
た
が
、
こ
の
オ
コ
ン

ネ
ル
教
皇
使
節
の
訪
問
は
、
一
九
〇
四
年
十
月
の
ス
ペ
イ
ン
の
ド
ミ
ニ
コ
会
の

宣
教
師
の
来
日
に
続
く
教
皇
庁
の
日
本
宣
教
政
策
の
転
換
を
象
徴
す
る
出
来
事

と
な
っ
た（

１
）。

　

こ
の
オ
コ
ン
ネ
ル
教
皇
使
節
の
訪
問
は
、
教
皇
庁
が
極
東
の
新
興
国
日
本
に

お
け
る
宣
教
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
出
来
事
で
あ
り
、
ま
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た
、
こ
の
訪
問
を
機
縁
に
イ
エ
ズ
ス
会
や
聖
心
会
の
来
日
が
実
現
さ
れ
た
た

め
、
当
時
よ
り
日
本
の
教
会
関
係
者
の
間
で
は
画
期
的
な
出
来
事
と
し
て
評
価

さ
れ
て
き
た
。
近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
の
概
説
的
記
述
で
も
こ
の
訪
問
の
歴

史
的
役
割
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
が（
２
）、
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
史
関
連
の
刊
行

物
で
は
、
使
節
の
訪
問
が
創
立
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
上
智
大
学
や
聖
心
女
子

学
院
の
校
史（

３
）や

、
高
木
一
雄
の
近
代
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
史
に
関
す
る
著
作（
４
）な

ど

で
、
こ
の
出
来
事
の
関
連
資
料
の
紹
介
が
行
わ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
一
九
八

〇
年
に
刊
行
の
開
始
さ
れ
た
『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
は
、
教
皇
庁
や
ロ
ー
マ

の
イ
エ
ズ
ス
会
本
部
の
所
蔵
資
料
を
用
い
て
、
オ
コ
ン
ネ
ル
来
日
の
背
景
や
経

緯
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
点
で
研
究
史
上
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
と

い
え
る（

５
）。

従
来
、
一
九
〇
八
年
の
イ
エ
ズ
ス
会
再
来
日
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル
が
日

本
訪
問
後
に
教
皇
庁
で
行
っ
た
意
見
具
申
に
よ
っ
て
実
現
へ
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
資
料
に
よ
り
、
イ
エ
ズ

ス
会
の
日
本
派
遣
の
計
画
を
抱
い
て
い
た
教
皇
庁
が
、
オ
コ
ン
ネ
ル
を
派
遣
す

る
に
当
た
っ
て
、
彼
に
日
本
の
教
会
事
情
の
調
査
を
極
秘
に
命
じ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
欧
文
の
研
究
で
は
、
イ
エ
ズ
ス
会

士
テ
オ
ド
ー
ル
・
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
に
よ
る
英
文
著
作
『
草
創
期
の
上
智
大
学
』
が
、

十
九
世
紀
以
降
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
宣
教
に
向
け
た
関
心
や
二
十
世
紀
初
頭

に
お
け
る
同
会
の
来
日
を
巡
る
諸
動
向
を
明
ら
か
に
し（

６
）、
フ
ラ
ン
ス
人
の
オ
リ

ヴ
ィ
エ
・
シ
ブ
ル
が
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
中
葉
ま
で
の
教
皇
庁
の
極

東
（
中
国
、
朝
鮮
、
日
本
）
外
交
を
扱
っ
た
博
士
論
文
に
お
い
て
、
教
会
関
係

資
料
や
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
資
料
を
用
い
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
背
景
や
オ
コ
ン

ネ
ル
の
日
本
訪
問
を
論
じ
て
い
る（
７
）。

　

本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
さ
ら
に
日
露
戦
争
後
に

行
わ
れ
た
教
皇
使
節
の
訪
問
が
、
明
治
後
期
に
日
本
人
信
者
の
一
部
の
間
で
醸

成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
対
す
る
批
判
的
動
向
と
関
わ
り
を

持
っ
て
い
た
こ
と
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教

勢
は
、
十
九
世
紀
末
に
は
停
滞
状
況
に
陥
っ
て
い
た
が
、
こ
の
現
状
に
不
満
を

覚
え
た
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
中
に
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る
独
占
的

な
司
牧
体
制
や
同
会
の
宣
教
方
法
に
そ
の
原
因
を
見
出
し
て
批
判
す
る
も
の
が

あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
教
皇
使
節
の
日
本
訪
問
は
、
こ
の
よ
う
な
教
会
体
制
の
刷

新
を
願
う
日
本
人
信
者
の
期
待
に
応
え
た
一
面
が
あ
っ
た
が
、
教
皇
庁
の
権
威

に
拠
り
つ
つ
教
会
体
制
を
変
革
し
よ
う
と
し
た
彼
ら
の
行
動
は
、
フ
ラ
ン
ス
人

聖
職
者
の
反
感
を
招
か
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。
パ
リ
外
国
宣
教
会
と
日
本
人
カ

ト
リ
ッ
ク
者
の
間
の
関
係
の
考
察
を
通
し
て
、
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
日
本

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
様
相
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ

る
。

　

本
論
は
、
第
一
章
で
、
二
十
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
の
近
代
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
状
況
を
概
観
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
が
実
現
し
た
歴
史
的
背
景

を
振
り
返
る
な
か
、
十
九
世
紀
末
に
は
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
内
部
で
イ
エ
ズ
ス

会
の
来
日
を
待
望
す
る
声
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
第
二
章
で

は
、
二
十
世
紀
初
頭
、
長
崎
教
区
の
日
本
人
司
祭
ら
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
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た
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
誘
致
活
動
を
取
り
上
げ
、
教
会
体
制
の
刷
新
を
願
っ
た

彼
ら
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
現
状
認
識
を
考
察
す
る
。
第
三
章
で
は
、
日
露

戦
争
前
後
の
時
期
に
お
け
る
東
京
大
司
教
区
の
新
動
向
を
、
日
本
人
司
祭
の
前ま
え

田だ

長ち
ょ
う

太た

に
焦
点
を
当
て
て
明
ら
か
に
す
る
。
第
四
章
で
は
、
日
露
戦
争
後
の

オ
コ
ン
ネ
ル
教
皇
使
節
の
日
本
訪
問
を
取
り
上
げ
、
そ
の
訪
問
が
教
会
内
で
ど

の
よ
う
な
反
響
を
呼
ん
で
い
た
の
か
を
前
田
長
太
や
彼
の
指
導
す
る
カ
ト
リ
ッ

ク
青
年
会
の
活
動
に
注
目
し
つ
つ
明
ら
か
に
す
る
。
第
五
章
で
は
、
教
皇
使
節

の
訪
問
以
降
の
東
京
大
司
教
区
に
お
け
る
知
識
人
活
動
の
推
移
を
追
い
、
青
年

会
の
活
動
を
中
心
に
パ
リ
外
国
宣
教
会
と
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
関
係
を
検

討
す
る
。一　

オ
コ
ン
ネ
ル
教
皇
使
節
の
日
本
派
遣
の
歴
史
的
背
景

１　

パ
リ
外
国
宣
教
会
と
近
代
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

　

近
年
、
創
立
三
五
〇
周
年
を
迎
え
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
は
、
十
七
世
紀
中

葉
、
海
外
宣
教
地
で
教
会
を
設
立
し
、
現
地
人
司
祭
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
立
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
会
で
あ
る
。
同
会
は
一
八
四
四

年
に
那
覇
へ
上
陸
し
た
テ
オ
ド
ー
ル
・
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
フ
ォ
ル
カ
ー
ド

（T
héodore-A

ugustin Forcade

）
神
父
を
先
駆
け
に
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣

教
に
む
け
て
活
動
を
開
始
し
、
一
八
五
九
年
に
同
会
の
宣
教
師
は
フ
ラ
ン
ス
の

外
交
使
節
団
の
通
訳
と
し
て
日
本
本
国
に
入
国
を
果
た
し
た
。
一
八
六
五
年
の

長
崎
浦
上
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
出
会
い
以
降
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
司
祭

は
彼
ら
へ
の
司
牧
活
動
を
秘
密

に
開
始
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
活
動
は
同
地

の
信
徒
の
弾
圧
を
招
き
、
宣
教
師
た
ち
が
日
本
各
地
で
活
動
を
開
始
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
維
新
政
府
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
て
い
た
迫
害
が
西
洋
列

強
の
抗
議
の
後
に
終
息
し
た
一
八
七
三
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

　

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
は
、
十
六
・
十
七
世
紀
の
日
本
で
活
躍
し
た
宣

教
師
の
後
継
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、
彼
ら
を
取

り
巻
く
環
境
は
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
彼
ら

は
、
同
じ
く
幕
末
以
降
に
来
日
し
た
英
米
系
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
や
ロ
シ

ア
の
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
宣
教
活
動
と
競
合
し
な
が
ら
活
動
を
行
わ
ね
ば
な

ら
ず
、
ま
た
、
彼
ら
は
西
洋
の
影
響
下
に
近
代
化
の
道
を
進
む
明
治
日
本
で
、

西
洋
社
会
と
同
様
に
反
キ
リ
ス
ト
教
的
な
思
潮
が
普
及
し
て
い
く
状
況
と
直
面

す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
宣
教
地
で
「
近
代
」
に
出
会
う
こ
と
は
、

パ
リ
外
国
宣
教
会
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
。

　

明
治
時
代
は
、
日
本
に
お
け
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
活
動
が
本
格
的
に
展
開

を
開
始
し
た
黄
金
時
代
と
い
っ
て
も
よ
く
、
一
八
七
〇
年
代
か
ら
一
九
〇
〇
年

代
の
初
頭
に
か
け
て
、
同
会
か
ら
約
一
五
〇
名
の
若
年
の
宣
教
師
が
来
日
し
、

近
代
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
礎
を
築
い
て
い
る
。
教
会
の
制
度
も
次
第
に

整
え
ら
れ
て
い
き
、
日
本
代
牧
区
（
一
八
四
六
年
に
設
立
）
が
一
八
七
六
年
に

南
北
に
分
割
さ
れ
て
北
緯
代
牧
区
と
南
緯
代
牧
区
が
設
立
さ
れ
、
一
八
八
八
年

に
後
者
か
ら
近
畿
、
中
国
、
四
国
地
方
が
分
離
し
て
、
中
緯
代
牧
区
が
新
た
に

設
け
ら
れ
た
。
一
八
九
一
年
四
月
、
北
緯
代
牧
区
か
ら
北
海
道
と
東
北
地
方
が
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分
離
し
て
函
館
代
牧
区
が
設
け
ら
れ
、
同
年
六
月
に
は
教
階
制
が
確
立
し
、
北

緯
代
牧
区
は
東
京
大
司
教
区
に
昇
格
、
残
り
の
代
牧
区
は
、
そ
れ
ぞ
れ
函
館
、

大
阪
、
長
崎
に
司
教
座
を
お
く
司
教
区
に
移
行
し
た
。

　

二
十
世
紀
初
頭
（
一
九
〇
二
年
）
の
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
信
者
の
総
数

は
、
教
会
の
統
計
に
よ
る
と
、
五
万
七
一
九
五
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
訳

は
、
東
京
大
司
教
区
で
九
五
五
一
名
、
函
館
司
教
区
で
四
六
四
三
名
、
大
阪
司

教
区
で
三
九
〇
六
名
で
あ
る
の
に
対
し
、
長
崎
司
教
区
で
は
三
万
九
〇
九
五
名

に
及
び
、
同
教
区
の
信
者
が
日
本
の
総
信
者
の
七
割
弱
を
占
め
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
長
崎
地
方
に
お
け
る
圧
倒
的
な
信
者
の
偏
り
は
、
同
地
に
は
旧
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
の
家
系
の
信
者
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、当
時
、

宣
教
師
は
各
司
教
区
に
ほ
ぼ
均
等
に
分
散
し
て
い
た
が
、
邦
人
司
祭
の
数
は
長

崎
司
教
区
が
二
十
五
名
を
数
え
て
際
立
っ
て
い
た
（
東
京
大
司
教
の
邦
人
司
祭

は
四
名
、
大
阪
司
教
区
で
は
二
名
、
函
館
司
教
区
で
は
一
名（
８
））。

　

パ
リ
外
国
宣
教
会
は
、明
治
期
に
多
数
の
宣
教
師
を
日
本
に
派
遣
し
、ま
た
、

慈
善
・
教
育
活
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
男
女
の
修
道
会
を
呼

び
寄
せ
た
が
、
日
本
全
土
に
渡
っ
て
宣
教
及
び
司
牧
活
動
を
十
分
に
果
た
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
日
本
に
お
け
る
物
価
の
高
騰
は
宣
教
会
の
会
計

を
圧
迫
し
、
同
会
の
慢
性
的
な
資
金
不
足
は
教
会
建
設
や
日
本
人
伝
道
士
の
雇

用
に
支
障
を
き
た
し
が
ち
だ
っ
た
。

　

日
本
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
再
宣
教
が
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
っ
て
開

始
さ
れ
、
同
会
が
明
治
期
に
招
致
し
た
男
女
の
修
道
会
も
フ
ラ
ン
ス
系
で
あ
っ

た
た
め
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
活
動
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
事
業
と
み
な
さ
れ
、
そ

の
教
勢
は
フ
ラ
ン
ス
の
対
日
外
交
政
策
の
影
響
を
も
被
る
こ
と
に
な
っ
た（

９
）。

一

八
九
五
年
の
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
三
国
干
渉
の
後
、
日
本
人

の
対
仏
感
情
は
悪
化
し
、
日
露
戦
争
期
ま
で
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
は
時
に
ロ
シ

ア
方
の
ス
パ
イ
と
し
て
嫌
疑
を
受
け
る
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）
10
（

。
一

九
〇
五
年
九
月
、
日
露
戦
争
後
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
へ
の
不
満
を
原
因
と
し
て

起
っ
た
日
比
谷
焼
打
事
件
で
は
、
本
所
教
会
が
焼
き
討
ち
の
対
象
と
な
り
、
フ

ラ
ン
ス
人
宣
教
師
や
修
道
女
は
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
に
避
難
し
て
い
る
。
教
皇
使

節
オ
コ
ン
ネ
ル
が
来
日
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
不
穏
な
情
勢
が
過
ぎ
て
ま
も

な
い
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。

２　
「
宣
教
地
」
日
本
を
巡
る
イ
エ
ズ
ス
会
と
パ
リ
外
国
宣
教
会

　

イ
エ
ズ
ス
会
士
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
っ
て
十
六
世
紀
中
葉
に
開

始
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
日
本
宣
教
は
、
江
戸
幕
府
の
厳
し
い
禁
教
政
策

に
よ
っ
て
終
わ
り
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
が
再
来
日
を
果
た

し
て
活
動
を
開
始
す
る
の
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
っ
て
再
宣
教
が
開
始
さ

れ
て
以
降
、
す
で
に
約
半
世
紀
を
経
た
一
九
〇
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
そ
れ
以
前
に
日
本
へ
の
再
宣
教
計
画
を
抱
い
て
い
な
か
っ

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

一
七
七
三
年
に
教
皇
か
ら
解
散
命
令
を
受
け
た
イ
エ
ズ
ス
会
は
、
一
八
一
四

年
に
復
興
後
、
次
第
に
体
制
を
整
え
て
い
き
、
一
八
二
九
年
に
二
十
一
代
目
総
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長
に
選
出
さ
れ
た
ヤ
ン
・
ロ
ー
タ
ン
（Jean-Philippe Roothaan

）
の
も
と
海

外
宣
教
に
も
力
を
入
れ
始
め
て
、
日
本
に
お
け
る
宣
教
再
開
の
機
会
を
う
か

が
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
神
父
が
、
一
八

四
四
年
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
先
ん
じ
て
那
覇
に
上
陸
し
た
結
果
、
日
本
全
土
の
宣

教
が
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
パ
リ
外
国
宣
教

会
に
よ
る
日
本
の
宣
教
活
動
へ
の
先
駆
け
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
と
っ
て
意
想
外

の
事
態
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
海
外
宣
教
活
動
を
統
括
す
る
教
皇
庁
の
布
教
聖
省

（Sacra Congregatio de Propaganda Fide
）
に
）
11
（

抗
議
を
行
っ
た
が
、
日
本
の

再
宣
教
の
担
い
手
を
望
ん
だ
彼
ら
の
意
思
は
認
め
ら
れ
ず
、
同
会
は
日
本
に
お

け
る
活
動
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た）

12
（

。
も
っ
と
も
、フ
ォ
ル
カ
ー
ド
は
、

日
本
本
国
へ
の
入
国
を
諦
め
て
一
八
五
一
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
戻
っ
た
際
、
中

国
在
留
の
イ
エ
ズ
ス
会
に
今
後
の
日
本
に
お
け
る
宣
教
を
委
ね
よ
う
と
試
み
て

い
る
の
で
、
特
に
イ
エ
ズ
ス
会
へ
の
対
抗
心
が
彼
に
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な

い
。
た
だ
、
そ
の
彼
の
意
向
は
、
現
地
司
教
の
権
限
を
超
え
た
も
の
と
し
て
、

布
教
聖
省
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た）

13
（

。

　

そ
の
後
、
布
教
聖
省
は
日
本
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
活
動
の
再
開
に
関
し

て
関
心
を
失
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
北
緯
代
牧
区
の
ピ
エ
ー
ル
・
マ
リ
・

オ
ズ
ー
フ
（Pierre-M
arie O

souf

）
司
教
は
、
一
八
八
五
年
度
の
宣
教
報
告
（
一

八
八
六
年
三
月
二
十
日
付
）
を
布
教
聖
省
に
提
出
し
た
際
、
東
京
に
カ
ト
リ
ッ

ク
系
中
等
学
校
（collège

）
を
設
立
す
る
必
要
を
認
め
た
意
見
を
書
き
添
え
た

が
、
時
の
布
教
聖
省
長
官
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
シ
メ
オ
ニ
（Giovanni Sim

eoni

）

は
、
同
年
六
月
二
十
二
日
付
の
反
信
書
簡
で
、
こ
の
構
想
に
賛
意
を
示
し
て
、

そ
の
学
校
教
育
の
実
現
の
た
め
に
イ
エ
ズ
ス
会
に
来
日
を
要
請
す
る
こ
と
を
オ

ズ
ー
フ
に
勧
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
す
で
に
パ
リ
外
国
宣

教
会
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
マ
リ
ア
会
へ
来
日
の
打
診
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
同

会
か
ら
来
日
要
請
を
受
諾
す
る
連
絡
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
時
期
の
イ
エ
ズ
ス

会
の
来
日
の
件
は
そ
の
ま
ま
立
ち
消
え
に
な
っ
た）
14
（

。
マ
リ
ア
会
か
ら
最
初
の
派

遣
者
が
一
八
八
七
年
末
か
ら
翌
年
初
頭
に
か
け
て
来
日
し
、
彼
ら
に
よ
っ
て
東

京
に
暁
星
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
に
派
遣
さ
れ
た
マ
リ
ア
会
士
ら
が
渡
航
の
途
に
あ
っ
た
一
八
八
七
年

末
、
駐
ド
イ
ツ
兼
ベ
ル
ギ
ー
公
使
に
任
命
さ
れ
た
西
園
寺
公
望
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
到
着
の
後
に
、
教
皇
庁
を
訪
問
し
て
い
た
。
西
園
寺
は
、
教
皇
レ
オ
十
三
世

（Leo X
III

）
に
謁
見
し
た
時
（
一
八
八
七
年
十
二
月
七
日
）、
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教

師
に
よ
る
日
本
の
独
占
的
宣
教
の
現
状
を
改
め
て
、
多
国
籍
の
宣
教
師
の
協
働

か
ら
な
る
宣
教
体
制
へ
の
移
行
を
要
望
す
る
日
本
政
府
（
第
一
次
伊
藤
博
文
内

閣
）
の
意
向
を
伝
え
て
い
る
。
教
皇
庁
と
日
本
と
の
間
の
外
交
関
係
は
、
一
八

八
五
年
、
レ
オ
十
三
世
が
北
緯
代
牧
区
の
オ
ズ
ー
フ
司
教
を
特
派
使
節
に
任
命

し
、
明
治
天
皇
に
そ
の
治
世
を
称
え
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
保
護
を
求

め
る
親
書
を
送
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
が
、
西
園
寺
に
よ
る
教
皇
庁
訪
問
は
そ
の

答
礼
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
系
宣
教
団
体
に
よ
る
カ

ト
リ
ッ
ク
の
日
本
宣
教
の
独
占
状
態
を
嫌
っ
た
日
本
政
府
の
意
向
は
、
一
八
八

五
年
の
清
仏
戦
争
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
勝
利
が
日
本
社
会
に
衝
撃
を
与
え
、
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そ
の
後
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
植
民
地
化
政
策
を
進
め
る
フ
ラ
ン
ス
の
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
勢
力
拡
大
（
一
八
八
七
年
に
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
連
邦
が
成
立
）
が
危
惧
さ

れ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た）
15
（

。
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
は
フ
ラ
ン

ス
の
イ
ン
ド
シ
ナ
侵
略
に
協
力
的
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り）
16
（

、
日
本
で
内
地
雑
居
問

題
が
喧
し
か
っ
た
当
時
、
在
日
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
が
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ジ
ア
侵

略
の
尖
兵
と
み
な
さ
れ
て
非
難
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
宣
教
会
の『
年
次
報
告
』

（
函
館
教
区
、
一
八
九
三
年
）
か
ら
う
か
が
え
る）
17
（

。

　

近
代
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
を
開
始
し
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
が
資
金
と
人

員
の
不
足
に
悩
ま
さ
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
の
盛
ん
な
宣
教
活
動
に
大
き

く
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と）
18
（

、
十
九
世
紀
末
に
は
、
パ
リ
外

国
宣
教
会
の
在
日
宣
教
師
の
一
部
か
ら
同
会
の
単
独
司
牧
体
制
に
関
し
て
批
判

的
な
声
が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
時
に
来
日
が
要
望
さ
れ
た
の
が
、

イ
エ
ズ
ス
会
だ
っ
た
。

　

一
八
八
九
年
八
月
、
北
緯
代
牧
区
の
司
教
オ
ズ
ー
フ
、
中
緯
代
牧
区
の
司
教

フ
ェ
リ
ク
ス
・
ミ
ド
ン
（Félix M

idon

）、南
緯
代
牧
区
の
司
教
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・

ク
ー
ザ
ン
（A

lphonse Cousin

）
ら
の
集
ま
っ
た
宣
教
師
会
議
が
大
阪
で
開
か

れ
、
そ
の
後
、
彼
ら
司
教
の
連
名
で
、
教
皇
あ
て
の
報
告
書
簡
が
作
成
さ
れ

た
。
教
皇
庁
は
日
本
の
北
緯
代
牧
区
（
琵
琶
湖
以
北
の
日
本
を
管
轄
す
る
）
を
分

割
し
て
、
北
海
道
及
び
東
北
地
方
を
担
当
す
る
教
区
を
新
設
し
、
更
に
全
代
牧

区
を
司
教
区
に
変
更
し
て
、
教
階
制
を
日
本
に
導
入
す
る
こ
と
を
企
図
し
た

が
、
こ
の
会
議
は
そ
の
計
画
を
日
本
の
司
教
団
が
論
議
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
会
議
後
に
作
成
さ
れ
た
在
日
司
教
の
共
同
書
簡
は
、
こ

れ
ら
の
教
皇
庁
の
計
画
を
英
断
と
称
え
つ
つ
も
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
以
外
の
宣

教
団
体
を
日
本
に
招
致
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、現
状
で
は「
ま
こ
と
に
危
険
」

と
す
る
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る）
19
（

。
帝
国
憲
法
の
施
行
や
国
会
開
設
を
控
え
て

人
心
が
不
安
定
で
あ
り
、
ま
た
、
近
い
将
来
に
条
約
改
正
が
実
現
し
て
、
宣
教

師
が
国
内
移
動
の
自
由
を
得
た
と
し
て
も
、
宣
教
師
は
何
ら
か
の
形
で
官
憲
の

監
視
下
に
置
か
れ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
で
、
日
本
の
文
化
や

社
会
事
情
に
通
じ
な
い
新
し
い
宣
教
団
体
の
来
日
は
時
機
を
得
て
い
な
い
と
い

う
の
が
、
そ
の
理
由
だ
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
当
時
、
在
日
宣
教
師
の
中
に
は
既
に
パ
リ
外
国
宣
教
会
に

よ
る
日
本
単
独
司
牧
に
限
界
を
認
め
て
い
る
も
の
が
存
在
し
て
い
た
。
オ
ズ
ー

フ
の
個
人
書
簡
に
よ
る
と
、
こ
の
大
阪
で
行
わ
れ
た
宣
教
師
会
議
の
時
、
実
際

に
は
、
他
の
宣
教
団
の
来
日
を
必
要
と
す
る
と
い
う
意
見
を
述
べ
た
も
の
が
一

名
、
ま
た
別
に
、
今
後
の
時
勢
を
見
て
他
会
へ
来
日
要
請
す
る
こ
と
を
考
慮
に

入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
が
一
名
い
た
と
い
う）

20
（

。
た
だ
、
会
議
で
の
大

勢
の
意
見
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る
単
独
司
牧
の
継
続
が
望
ま
し
い
と
い

う
考
え
に
落
ち
着
い
た
た
め
、
報
告
書
は
他
の
宣
教
団
体
の
来
日
を
時
機
尚
早

と
す
る
と
い
う
線
で
ま
と
め
ら
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
オ
ズ
ー
フ
本
人
は
、

同
年
二
月
二
十
二
日
付
の
宣
教
会
本
部
に
あ
て
た
書
簡
で
、
宣
教
師
が
不
足
す

る
現
状
を
嘆
き
、
他
団
体
の
宣
教
師
の
来
日
を
望
ん
で
い
る
の
で）
21
（

、
本
心
で
は

こ
の
共
同
書
簡
の
内
容
に
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
在
日
宣
教
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師
の
長
と
し
て
大
勢
の
意
見
を
在
日
宣
教
師
の
総
意
と
す
る
こ
と
に
同
意
し
た

の
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
そ
の
後
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
在
日
宣
教
師
の
間
で
は
、
同
会
に
よ

る
単
独
司
牧
体
制
を
改
め
て
、
他
の
宣
教
団
体
の
来
日
を
期
待
す
る
声
が
、
大

勢
を
占
め
な
い
ま
で
も
次
第
に
高
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
八
九
四
年
十

二
月
八
日
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ポ
ー
ラ
ン
・
ヴ
ィ
グ
ル
ー
（François-Paulin 

V
igroux

）
は
、
オ
ズ
ー
フ
に
宛
て
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
誘
致
の
是
非
に

つ
い
て
検
討
し
た
長
文
の
意
見
書
を
執
筆
し
て
い
る）
22
（

。
ヴ
ィ
グ
ル
ー
は
、
当

時
、
東
京
大
司
教
区
の
副
司
教
に
し
て
、
司
教
座
で
あ
る
築
地
教
会
の
主
任
司

祭
と
い
う
要
職
に
就
い
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、
日
本
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
現
状
の
体
制
が
、
宣
教
活
動
に
向
け
て
十
分
に
整
え
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
を
認
め
、
有
力
な
組
織
、
即
ち
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
要
請
を
提
言
し

た
も
の
だ
っ
た
。
彼
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
再
活
動
の
開
始
に
対
す
る
教
会

内
の
反
対
意
見
に
触
れ
、
次
に
そ
れ
を
反
駁
し
て
同
会
の
来
日
が
教
会
の
発
展

に
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る
結
論
を
引
き
出
し
て
い
る
。
彼
が
こ
の

よ
う
な
形
で
議
論
を
進
め
て
い
っ
た
の
は
、
宣
教
会
の
中
で
イ
エ
ズ
ス
会
の
来

日
に
対
す
る
拒
否
感
情
が
強
い
こ
と
を
認
め
、
そ
れ
に
対
し
て
具
体
的
に
反
論

を
す
る
必
要
を
覚
え
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
ヴ
ィ
グ
ル
ー
は
、
勿
論
、
在
日
司

教
が
一
八
八
九
年
八
月
に
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る
日
本
単
独
司
牧
の
継
続
が

望
ま
し
い
と
い
う
見
解
を
共
同
書
簡
で
教
皇
庁
に
伝
え
た
こ
と
を
承
知
の
上

で
、
こ
の
意
見
書
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
論
の
内
容
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
は
、
教
育
・
出
版
な
ど
の
知
的
活
動
が
盛
ん
な
文
明
国
で
あ
り
、

他
の
東
洋
の
ど
の
諸
国
と
も
似
て
い
な
い
。
た
だ
、
そ
の
教
育
や
出
版
活

動
は
、
西
洋
の
反
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
近
代
思
想
の
影
響
を
深
く
受
け
て
い

る
た
め
、
こ
の
国
の
若
年
層
へ
の
悪
影
響
の
可
能
性
を
憂
慮
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
の
危
機
的
な
状
況
を
是
正
す
る
た
め
に
は
、
教
育
及
び
出
版
の

分
野
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
活
発
に
事
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
現
状

で
は
、
初
等
・
中
等
教
育
や
慈
善
活
動
が
主
で
、
出
版
事
業
も
不
十
分
な

規
模
で
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
教
会
の
日
本
社
会
へ
の
影
響
力
は

極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
宣
教
活
動
が
社
会
的
影
響
力
を
持
つ
た
め
に
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
高
等
教
育
機
関
を
設
立
し
、
出
版
活
動
を
盛
ん
に
さ
せ
て

い
く
必
要
が
あ
る
が
、
現
在
、
日
本
で
活
動
し
て
い
る
宣
教
会
や
修
道
会

に
は
、
経
済
的
に
も
人
材
的
に
も
そ
の
余
力
が
な
い
た
め
、
他
に
資
力
と

人
材
の
恵
ま
れ
た
団
体
を
新
し
く
日
本
に
呼
び
寄
せ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

　

男
子
修
道
会
で
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
来
日
を
要
請
す
る
の
が
理
想
的
で

あ
ろ
う
。
同
会
の
来
日
に
関
し
て
は
教
会
内
で
も
反
対
意
見
が
存
在
す
る

が
、
以
下
の
理
由
に
よ
り
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

　

①　

現
在
、
も
し
新
し
い
私
立
学
校
を
設
立
し
て
も
、
一
般
に
学
生
は
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社
会
的
権
威
の
あ
る
卒
業
証
書
を
受
領
で
き
る
官
公
立
学
校
へ
の
入
学
を

選
択
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
学
校
を
設
立
し
て
も
生
徒
が

集
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
私
立
で
も
慶
応
義
塾
や
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
同
志
社
の
よ
う
に
経
営
が
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
例
が

存
在
す
る
。
も
し
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
来
日
を
果
た
し
た
時
に
は
、
彼
ら
は

日
本
の
状
況
を
仔
細
に
調
査
し
た
う
え
で
、
適
切
な
学
校
経
営
を
取
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
の
で
、
問
題
は
な
い
。

　

②　

現
在
の
日
本
政
府
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
距
離
を
取
っ
て
い
る
た

め
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
を
忌
避
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
見
解
が
あ
る

が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
異
な
り
、
社
会
秩
序
を
重
ん

じ
る
宗
教
で
あ
り
、
そ
の
点
は
日
本
の
官
憲
に
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
イ

エ
ズ
ス
会
の
来
日
に
関
し
て
は
、
特
に
社
会
の
注
目
を
受
け
る
心
配
も
な

い
だ
ろ
う
。

　

③　

在
日
宣
教
師
は
、
総
じ
て
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
に
反
対
し
て
い
る

の
で
、
敢
え
て
イ
エ
ズ
ス
会
に
来
日
を
要
請
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
意

見
が
あ
る
が
、
現
在
、
そ
れ
は
宣
教
師
の
共
通
意
見
で
は
な
く
、
幾
人
か

の
宣
教
師
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
の
必
要
性
を
認
め
て
公
言
さ
え
し
て
い

る
。
た
だ
、
日
々
の
司
牧
に
追
わ
れ
た
宣
教
師
の
多
く
は
、
現
状
を
直
視

し
て
、
宣
教
事
業
の
問
題
点
に
気
付
く
余
𥙿
が
な
く
、
ま
た
大
都
市
に
居

住
し
な
い
宣
教
師
の
場
合
、
こ
の
国
の
知
的
活
動
の
盛
ん
な
状
況
を
知

り
、
そ
れ
に
対
す
る
教
会
の
無
力
を
自
覚
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
な
い
の

で
あ
る
。

　

④　

イ
エ
ズ
ス
会
が
来
日
し
て
、
教
育
や
出
版
事
業
を
開
始
す
る
と
、

既
存
の
教
会
事
業
は
、
彼
ら
の
事
業
に
圧
倒
さ
れ
て
否
定
的
な
影
響
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
彼
ら
の
来
日
は
望
ま
し
く
は
な
い
と
い
う
意

見
が
あ
る
。
し
か
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
る
高
等
教
育

事
業
は
、
在
来
の
教
会
に
よ
る
教
育
事
業
と
は
競
合
し
な
い
し
、
ま
た
、

今
後
、
同
会
の
事
業
が
も
た
ら
す
名
声
は
、
他
の
教
会
事
業
に
も
好
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
は
貧
困
で
、
無
教
養

と
い
う
評
価
の
あ
る
日
本
社
会
で
は
、
上
流
・
知
識
階
級
が
教
会
に
近
づ

こ
う
と
し
な
い
だ
け
に
、
新
た
に
高
等
教
育
を
行
う
修
道
会
の
来
日
は
大

変
望
ま
し
い
。
カ
ト
リ
ッ
ク
系
学
校
の
中
等
教
育
も
一
部
の
都
市
で
し
か

行
わ
れ
て
い
な
い
現
在
、
新
た
に
中
等
学
校
も
各
地
に
設
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
だ
け
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
は
必
要
で
あ
る
。

　

⑤　

も
し
イ
エ
ズ
ス
会
士
を
教
育
と
出
版
事
業
の
た
め
に
日
本
に
招
致

し
て
も
、
将
来
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
教
会
を
持
ち
、
我
々
と
は
異
な
っ

た
方
式
で
司
牧
を
行
う
こ
と
を
望
む
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、
恐
ら

く
、
こ
の
危
惧
が
宣
教
会
内
部
で
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
に
反
対
が
唱
え
ら

れ
る
最
大
の
理
由
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
も
し
イ
エ
ズ
ス
会
の
教
会
が
多
く

の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
上
流
階
級
の
貴
顕
紳
士
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
と

し
て
も
、
そ
れ
に
何
の
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
社
会
の
こ
の
階
級
は
、

貧
民
の
集
会
す
る
我
々
の
教
会
に
は
新
規
に
招
き
寄
せ
る
こ
と
が
難
し
い



二十世紀初頭における転換期の日本カトリック教会

229

だ
け
に
、
む
し
ろ
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
他
の
修
道
会
と
の
競
合
が
教

会
内
に
混
乱
を
も
た
ら
し
た
過
去
の
史
実
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
共
生

を
試
み
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
不
都
合
も
生
じ
る
だ

ろ
う
が
、
利
点
は
不
都
合
を
更
に
上
回
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

⑥　

日
本
人
は
、
知
的
好
奇
心
の
強
い
国
民
で
あ
り
、
我
々
だ
け
で
は

彼
ら
を
十
分
に
導
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
学
術
方
面
に
実
績
の

あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
に
は
可
能
だ
ろ
う）
23
（

。
同
会
は
、
日
本
近
辺
の
上
海
に
滞

在
し
て
お
り
、
そ
こ
の
会
員
は
中
国
語
の
知
識
を
既
に
身
に
つ
け
て
い

る
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
招
致
は
、
同
会
の
力
量
ゆ
え
に
我
々
の
中
で
危

惧
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
他
に
来
日
が
可
能
な
団
体
も
稀
で
あ
る
現
状
で

は
、
日
本
で
の
活
動
を
従
来
望
ん
で
い
る
同
会
を
招
致
す
る
こ
と
に
躊
躇

す
る
理
由
は
な
い
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
東
京
大
司
教
区
の
副
司
教
の
手
に
な
る
こ
の
意
見
書
は
、
当

時
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
在
日
宣
教
師
の
間
で
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
の
是
非
に

関
し
て
意
見
の
対
立
の
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
一
部
で
は
教
会
の
発
展
の
た
め

に
イ
エ
ズ
ス
会
の
招
致
が
不
可
欠
と
す
る
意
見
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。
ヴ
ィ
グ
ル
ー
は
、
宣
教
会
内
部
で
根
強
い
反
対
意
見
を
抑
え
る
た

め
に
か
、
教
育
と
出
版
活
動
の
両
者
の
事
業
に
限
定
す
る
こ
と
を
前
提
に
イ
エ

ズ
ス
会
を
招
致
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
が
、
最
終
的
に
同
会
へ
宣
教
地
を

移
譲
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
報
告
書
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。
後
に
み
る
よ
う
に
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
独
占
的
司
牧
体
制
は
、
二
十
世

紀
初
頭
に
日
本
人
信
者
の
一
部
か
ら
厳
し
い
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
こ
で
ヴ
ィ
グ
ル
ー
の
示
し
た
自
己
認
識
は
、
以
後
に
日
本
人
信
者
か
ら
同
宣

教
会
に
向
け
ら
れ
る
批
判
を
先
取
り
し
て
い
た
観
が
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
ヴ
ィ
グ
ル
ー
の
意
見
書
が
作
成
さ
れ
た
後
、
パ
リ
外
国
宣
教
会

か
ら
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
に
向
け
て
積
極
的
な
働
き
か
け
が
行
わ
れ
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
が
日
本
で
の
活
動
再
開
に
向
け
て
意
欲
を
抱
い
て

い
る
こ
と
が
パ
リ
外
国
宣
教
会
内
で
知
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず）

24
（

、
イ
エ

ズ
ス
会
を
招
致
す
る
動
き
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
事
情
に
は
、
恐
ら
く
宣
教
師
間

で
イ
エ
ズ
ス
会
へ
の
来
日
要
請
に
関
し
、
意
見
の
統
一
を
図
る
こ
と
が
不
可
能

だ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

世
紀
転
換
期
に
な
る
と
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
単
独
司
牧
体
制
が
限
界
に
達

し
て
い
る
こ
と
は
外
部
に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス

の
駐
日
全
権
公
使
ジ
ュ
ー
ル
・
ア
ル
マ
ン
（Jules H

arm
and

）
は
、
一
八
九

九
年
の
本
省
宛
て
外
交
報
告
で
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る
日
本
司
牧
に
は
無

理
の
あ
る
こ
と
を
認
め
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
別
に
ド
ミ
ニ
コ
会
や
イ
エ
ズ
ス
会
な

ど
の
修
道
会
を
日
本
に
派
遣
し
て
、
管
轄
地
域
を
一
部
移
譲
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
書
い
て
い
る）
25
（

。
彼
が
、
新
た
な
フ
ラ
ン
ス
の
修
道
会
の
来
日
を
望
ん
で

い
る
の
は
、
当
時
の
共
和
政
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
と
っ
て
、
海
外
で
活
動
す
る
フ

ラ
ン
ス
人
宣
教
師
は
、
海
外
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
力
の
維
持
・
拡
大
に

貢
献
す
る
存
在
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
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３　

二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
来
日
前
夜
の
動
向

　

イ
エ
ズ
ス
会
が
来
日
に
向
け
て
再
び
本
格
的
に
動
き
始
め
た
の
は
、
二
十
世

紀
初
頭
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
上
海
に
滞
在
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
イ
エ
ズ
ス

会
士
の
東
洋
学
者
ヨ
ゼ
フ
・
ダ
ー
ル
マ
ン
（Joseph D

ahlm
ann

）
は
、
一
九

〇
三
年
十
一
月
か
ら
翌
月
に
か
け
て
日
本
に
滞
在
し
た
が
、
彼
は
、
十
二
月
三

日
（
日
本
の
守
護
聖
人
で
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
祝
日
）
に
、
京
都
か

ら
ロ
ー
マ
の
イ
エ
ズ
ス
会
本
部
に
宛
て
て
日
本
の
教
会
の
現
状
に
関
す
る
考
察

を
記
し
た
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。
彼
は
そ
の
報
告
で
、
知
識
活
動
が
盛
ん
な
日

本
で
は
、
知
識
階
級
に
向
け
た
宣
教
が
将
来
の
教
会
の
発
展
の
た
め
に
重
要
で

あ
る
こ
と
を
論
じ
、
そ
の
た
め
、
日
本
の
宣
教
活
動
に
日
本
社
会
で
多
大
な
文

化
的
影
響
力
を
も
つ
ド
イ
ツ
の
宣
教
師
が
加
わ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
意

見
を
述
べ
て
い
る）

26
（

。

　

ダ
ー
ル
マ
ン
の
来
日
目
的
は
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
現
状
を
視
察

し
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
の
可
能
性
を
実
地
に
検
分
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の

だ
ろ
う）
27
（

。
一
九
〇
五
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
戻
っ
た
彼
は
、
日
本
の
教
会
に
関
す

る
覚
書
を
教
皇
庁
の
国
務
長
官
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
メ
リ
ー
・
デ
ル
・
ヴ
ァ
ル
（Rafael 

M
erry del V

al

）
に
提
出
し
、
七
月
三
日
、
教
皇
ピ
ウ
ス
十
世
に
謁
見
を
果
た

し
た
際
、
彼
は
教
皇
か
ら
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
で
の
活
動
の
再
開
を
期
待
す
る

言
葉
を
賜
っ
て
い
る）
28
（

。

　

こ
の
ダ
ー
ル
マ
ン
の
日
本
訪
問
が
行
わ
れ
た
頃
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
を

待
望
す
る
声
が
様
々
な
教
会
関
係
者
か
ら
あ
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
テ
オ
ド
ー

ル
・
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
は
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
在
日
宣

教
師
、
長
崎
教
区
の
日
本
人
司
祭
、
シ
ト
ー
会
の
修
道
士
エ
ル
ネ
・
シ
ェ
ギ

（Ernõ Szeghy

）
ら
の
動
向
で
あ
る）
29
（

。

　

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
に
関
し
て
、
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
は
、
鹿
児
島
在
住
の

エ
ミ
ー
ル
・
ラ
ゲ
ー
（Em

ile Raguet

）
と
久
留
米
在
住
の
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ソ
ー

レ
（M

ichel Sauret

）
の
二
人
の
長
崎
教
区
の
神
父
が
そ
れ
ぞ
れ
イ
エ
ズ
ス
会

に
宛
て
た
個
人
書
簡
の
中
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
を
期
待
し
て
い
る
文
章
が

存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
、
両
書
簡
と
も
そ
れ
ぞ
れ
九
州
地
方

の
教
会
建
設
に
際
し
て
イ
エ
ズ
ス
会
に
寄
付
金
を
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
両
人

の
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
を
期
待
す
る
言
葉
が
社
交
辞
令
の
域
を
超
え
る
も
の

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い）

30
（

。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
書
簡
は
、
当
時
の

長
崎
教
区
の
宣
教
師
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
将
来
の
来
日
を
歓
迎
す
る
者
が
す
で
に

複
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
前
夜
の
動
向
の
一
つ
に
、
シ

ト
ー
会
の
エ
ル
ネ
・
シ
ェ
ギ
（
駐
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
大
使
の

一
家
の
家
庭
教
師
を
務
め
て
い
た
）
が
、
教
皇
庁
に
赴
い
た
折
に
イ
エ
ズ
ス
会
の

来
日
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
〇
四
年
頃

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
エ
ル
ネ
・
シ
ェ
ギ
の
後
年
の
回
想
に
よ
る
と
、
当
時

の
布
教
聖
省
長
官
ジ
ロ
ー
ラ
モ
・
マ
リ
ア
・
ゴ
ッ
テ
ィ
（Girolam

o M
aria 

Gotti

）
に
日
本
の
教
会
の
陥
っ
て
い
る
沈
滞
状
況
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
長
官
は

そ
の
事
情
を
把
握
済
み
で
あ
る
と
答
え
、
彼
は
そ
の
時
の
会
話
を
通
し
て
、
教
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皇
庁
が
す
で
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
派
遣
を
検
討
し
て
い
る
と
の
感
触
を
え
た

と
い
う）
31
（

。

　

た
だ
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
が
実
現
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
最
も
重
き
を
な

し
た
の
は
、
長
崎
教
区
の
日
本
人
司
祭
の
活
動
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
何
故
な
ら
、
彼
ら
日
本
人
信
者
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
な
け
れ
ば
、
ダ
ー

ル
マ
ン
の
来
日
も
あ
り
え
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
場
合
、
イ
エ
ズ
ス
会

の
再
来
日
の
実
現
も
実
際
の
経
過
と
は
異
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で

あ
る
。

　

長
崎
教
区
の
日
本
人
信
者
は
、
上
海
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
接
触
す
る
の
み
な

ら
ず
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
現
状
を
批
判
し
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日

を
求
め
る
文
書
を
各
所
に
送
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
具
申
は
、
他
な
ら
ぬ

現
地
の
教
会
関
係
者
の
提
言
で
あ
る
だ
け
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
本
部
や
教
皇
庁
の

政
策
決
定
に
お
い
て
も
参
考
に
付
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

次
章
で
、
二
十
世
紀
初
頭
の
長
崎
教
区
に
お
け
る
こ
れ
ら
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク

者
の
動
向
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。

二　

長
崎
教
区
の
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
と
そ
の
教
会
改
革
の
志

向

　

カ
ト
リ
ッ
ク
再
宣
教
の
開
始
以
降
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
大
多
数
を
占
め
て

い
た
長
崎
教
区
で
は
、
二
十
世
紀
初
頭
に
至
る
と
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る

単
独
司
牧
の
体
制
を
問
題
視
す
る
日
本
人
信
者
の
声
が
表
面
化
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
同
教
区
の
一
部
の
日
本
人
司
祭
や
信
徒
ら
は
、
パ
リ
外
国
宣
教

会
に
よ
る
宣
教
活
動
が
近
代
化
の
進
む
日
本
の
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
い
旧
態
依
然

の
も
の
と
み
な
し
、
宣
教
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
イ
エ
ズ
ス
会
な
ど
の

有
力
修
道
会
の
来
日
に
望
み
を
か
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

長
崎
教
区
で
教
会
改
革
を
目
指
し
た
信
者
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
平
山
牧
民

（
要
五
郎
、
一
八
五
九―

一
九
一
八
）
は
、
長
崎
県
五
島
地
方
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ

ン
の
家
系
の
出
身
者
で
、
長
崎
の
神
学
校
で
学
ん
だ
後
、
一
八
八
九
年
二
月
に

司
祭
に
叙
階
し
た
人
物
で
あ
る
。
二
十
世
紀
初
頭
、
佐
賀
の
小
教
区）
32
（

を
担
当
し

て
い
た
平
山
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
独
占
的
司
牧
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
長

崎
教
区
の
他
の
二
人
の
日
本
人
司
祭
と
と
も
に
、「
イ
エ
ズ
ス
会
の
誘
致
運
動

を
計
画
、
両
者
の
競
合
司
牧
に
よ
り
現
状
の
改
善
を
意
図
し
て
、
当
時
上
海
に

来
て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
会
員
に
会
い
に
行
く
と
と
も
に
、
ロ
ー
マ
に
対
し
現
状

の
告
訴
と
イ
エ
ズ
ス
会
を
長
崎
教
区
に
誘
致
す
る
請
願
書
を
送
っ
た）
33
（

」。
し
か

し
、
教
会
体
制
の
刷
新
を
願
っ
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
の
実
現
に
向
け
て
働

き
か
け
た
日
本
人
司
祭
の
行
動
は
、
当
時
の
長
崎
司
教
ク
ー
ザ
ン
の
強
い
反
発

を
買
い
、
彼
ら
日
本
人
司
祭
は
司
祭
職
か
ら
放
逐
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
内
の
司
祭
の
一
人
は
後
に
教
会
と
和
解
し
た
が）
34
（

、
平
山
と
も
う
一
人
の

司
祭
は
、生
涯
、教
会
に
戻
る
機
会
が
な
く
、一
九
一
八
年
に
平
山
が
亡
く
な
っ

た
時
、
神
父
の
立
ち
会
い
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
地
元
の
信
者

の
間
で
は
そ
の
悲
劇
的
生
涯
が
忘
れ
さ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
彼
ら
の
働
き
か

け
に
よ
っ
て
平
山
が
長
崎
大
司
教
か
ら
特
赦
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
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彼
の
死
後
、
半
世
紀
を
経
た
一
九
七
一
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
教
会
内
の
不
祥
事

と
し
て
長
ら
く
表
沙
汰
に
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
平
山
の
活
動
も
、
佐
賀
教

会
が
一
九
八
四
年
に
出
版
し
た
『
佐
賀
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史
』
で
公
に
さ
れ
る

に
至
っ
て
い
る
。

　

平
山
と
彼
の
同
志
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
誘
致
計
画
を
い
つ
頃
か
ら
抱
き
始

め
た
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
彼
ら
が
無
思
慮
に
こ
の
よ
う
な
司
祭
の
裁
量

を
超
え
る
挙
に
出
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
恐
ら
く
相
応
の
期
間
、
教
区
内

で
上
長
に
進
言
す
る
な
り
一
定
の
改
革
の
努
力
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

内
部
か
ら
の
変
革
が
不
可
能
と
悟
っ
た
末
に
彼
ら
は
こ
の
よ
う
な
行
動
に
踏
み

切
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

　

先
に
確
認
し
た
通
り
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
在
日
宣
教
師
の
一
部
で
は
、
十

九
世
紀
末
よ
り
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
を
必
要
と
す
る
意
見
も
唱
え
ら
れ
て
い

た
。
長
崎
教
区
の
日
本
人
司
祭
ら
が
、
そ
の
事
実
を
承
知
し
て
い
た
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
彼
ら
の
眼
に
は
パ
リ
外
国
宣
教
会
が
イ
エ
ズ

ス
会
の
招
致
に
熱
心
で
あ
る
と
み
え
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
当
時
、
彼
ら
日
本
人
司
祭
が
、
自
分
た
ち
の
司
教
を
批
判
し
て
ま
で

も
、
あ
え
て
イ
エ
ズ
ス
会
の
誘
致
に
向
け
て
捨
て
身
の
活
動
を
行
っ
た
背
景
の

一
つ
に
は
、
近
代
化
の
進
む
日
本
で
道
徳
が
退
廃
し
て
い
く
こ
と
へ
の
彼
ら
の

憂
慮
が
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
平
山
は
、
一
九
〇
二
年
、
佐
賀
教
会
の

信
者
を
前
に
「
教
育
と
宗
教
と
の
関
係
」
と
い
う
講
話
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ

こ
で
彼
は
、
日
本
の
「
物
質
的
文
明
の
進
歩
は
、
開
国
以
来
未
曾
有
な
る
に
も

係
わ
ら
ず
、
道
徳
界
の
状
態
は
い
か
ん
、
遅
々
と
し
て
進
歩
せ
ざ
る
の
み
か
、

却
っ
て
退
歩
の
形
勢
な
り
」と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
、日
本
人
カ
ト
リ
ッ

ク
者
と
し
て
そ
の
状
態
を
座
視
す
る
に
忍
び
な
い
と
い
う
彼
の
危
機
感
を
物
語

る
も
の
だ
が
、
し
か
し
、
ま
た
彼
が
、「
今
日
我
邦
の
人
が
物
質
的
文
明
に
の

み
走
れ
る
の
は
、
他
日
大
い
に
霊
性
的
文
明
界
に
跳
渉
ら
ん
と
て
、
退
き
身
が

ま
え
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
い
う
考
え
を
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
将
来
の
日
本
に
お
け
る
宣
教
の
成
功
に
大
き
な
期
待
を
掛
け
て
い
た）

35
（

。
カ

ト
リ
ッ
ク
司
祭
と
し
て
退
廃
状
態
に
陥
っ
て
い
る
日
本
を
救
う
に
は
カ
ト
リ
ッ

ク
教
化
以
外
に
道
は
な
い
と
い
う
信
念
を
も
っ
て
い
た
だ
け
に
、
日
本
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
隆
盛
と
比
較
し
て
大
き
く
後
塵
を
拝

し
、
宣
教
活
動
を
行
う
体
制
が
十
分
に
備
わ
っ
て
い
な
い
実
情
を
許
し
が
た

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

平
山
は
、
一
九
〇
二
年
に
行
わ
れ
た
上
海
訪
問
で
、
同
地
の
イ
エ
ズ
ス
会
士

と
接
触
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
を
希
望
す
る
旨
を
伝
え
て
い
た
が
、
こ
の
よ

う
な
行
動
は
間
も
な
く
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り）
36
（

、
翌
年
七

月
、
彼
は
聖
職
活
動
の
停
止
処
分
を
受
け
て
い
た）

37
（

。
し
か
し
、
平
山
の
積
極
的

な
活
動
は
功
を
奏
し
、
一
九
〇
三
年
末
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
ダ
ー
ル
マ
ン
神
父

の
日
本
訪
問
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
来
日
中
、
ダ
ー
ル
マ
ン
は
日
本

の
教
会
で
客
人
と
し
て
遇
さ
れ
て
い
た
が）
38
（

、
そ
の
訪
日
が
平
山
の
上
海
訪
問
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ク
ー
ザ
ン
司
教
は
承
知
し
て
お
り
、
当
時
の
彼
の

書
簡
に
は
、
来
日
中
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
平
山
の
行
状
を
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
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神
父
か
ら
知
ら
さ
れ
た
時
、「
驚
い
て
少
し
困
惑
し
た
」
様
子
で
あ
っ
た
と
報

告
さ
れ
て
い
る）
39
（

。

　

平
山
ら
は
、
一
九
〇
二
年
の
上
海
訪
問
後
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
来
日
の
動
き
が

み
え
な
い
こ
と
に
失
望
し
た
の
か
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
司
牧
す
る
教
会
の
現

状
を
批
判
し
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
の
必
要
性
を
訴
え
る
意
見
書
を
、
教
皇

庁
を
含
め
、
国
内
外
の
教
会
関
係
者
に
送
る
と
い
う
行
動
を
取
る
に
至
っ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
振
る
舞
い
は
、
当
然
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
反
発
を
呼
ん
だ

よ
う
で
あ
り
、
二
回
に
渡
っ
て
嘆
願
書
を
受
け
取
っ
た
オ
ズ
ー
フ
東
京
大
司
教

は
、
一
度
目
に
は
ク
ー
ザ
ン
に
手
紙
を
宛
て
て
彼
ら
の
た
め
に
祈
る
よ
う
に
願

う
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
二
度
目
に
受
け
取
っ
た
時
に
は
、
送
付
し
て

き
た
日
本
人
信
者
に
向
け
て
、
司
教
に
服
す
る
こ
と
こ
そ
信
者
の
務
め
で
あ
る

と
た
し
な
め
る
返
事
を
送
っ
た
と
い
う）

40
（

。

　

ダ
ー
ル
マ
ン
が
日
本
に
訪
問
し
て
い
た
時
期
に
、
平
山
は
、
教
会
改
革
の
必

要
を
唱
え
た
「
具
申
書
」
を
東
京
大
司
教
や
各
地
の
司
教
に
送
る
と
い
う
行
動

に
出
て
い
た
が
、
こ
れ
は
彼
の
最
後
の
教
会
関
係
者
へ
向
け
た
訴
え
と
な
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
平
山
は
、
こ
の
「
具
申
書
」
を
、
滞
日
時
の
ダ
ー
ル
マ
ン
の
イ

エ
ズ
ス
会
本
部
宛
て
の
報
告
書
と
同
様
に
、
一
九
〇
三
年
十
二
月
三
日
（
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
祝
日
の
日
）
に
執
筆
し
て
い
る
。
既
に
教
会
当
局
か
ら

処
分
を
受
け
て
い
た
平
山
は
、
聖
職
か
ら
追
放
さ
れ
る
覚
悟
の
上
で
こ
の
行
動

を
取
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

平
山
の
「
具
申
書
」
は
、
翌
年
の
六
月
頃
、
長
崎
地
方
の
信
徒
の
手
に
よ
っ

て
教
皇
庁
へ
送
付
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
鑑
み
て
、
一
九
〇
三
年
末
か
ら
翌

年
の
初
頭
に
か
け
て
の
間
に
、
平
山
は
長
崎
教
区
で
破
門
か
そ
れ
に
近
い
処
分

を
受
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
人
信
徒
に
よ
る
教
皇
庁
へ
の
直
訴
行
為

は
、
平
山
の
考
え
を
支
持
す
る
彼
ら
が
、
平
山
の
活
動
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
事

態
を
確
認
し
た
後
に
試
み
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
平
山
の
作
成
し
た
「
具
申
書
」
と
、
長
崎
教
区
の
信
徒
ら
が
こ
の
「
具

申
書
」
を
教
皇
庁
に
送
付
す
る
際
に
添
付
し
た
「
謹
奏
書
」（
一
九
〇
四
年
六
月

十
日
付
）
は
、
現
在
、
布
教
聖
省
の
文
書
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る）
41
（

。
長
崎
地
方

の
日
本
人
信
者
の
訴
え
が
、
当
時
、
日
本
国
外
で
ど
れ
だ
け
関
心
を
集
め
て
い

た
の
か
わ
か
ら
な
い
が）

42
（

、
こ
れ
ら
の
文
書
が
教
皇
庁
の
許
に
ま
で
届
い
て
い
た

こ
と
は
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
内
容
は
現
在
ま
で

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
史
研
究
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
が
、
当
時

の
長
崎
教
区
の
日
本
人
司
祭
や
信
徒
ら
が
教
会
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
、
ま
た
そ
の
状
況
の
改
善
を
望
ん
で
い
た
の
か
を
伝
え
る
重
要
な
資
料
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
、
そ
の
主
張
の
内
容
を
一
通
り
確
認
し
て
い
こ
う
。

　

平
山
は
、「
具
申
書
」
の
序
文
で
、
司
教
と
自
分
の
関
係
は
、
宗
教
上
、「
君

臣
父
子
」
の
関
係
に
あ
り）
43
（

、「
そ
の
思
う
所
、
そ
の
欲
す
る
所
を
意
に
介
す
る

こ
と
な
く
申
上
る
こ
そ
忠
臣
孝
子
の
本
分
な
ら
ん
か
」
と
断
り
、
パ
リ
外
国
宣

教
会
と
は
別
個
の
修
道
会
の
来
日
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
関
し
て
、
日
本
の

「
宣
教
の
当
局
者
」
た
る
司
教
ら
の
善
処
を
懇
願
し
て
い
る
。
こ
の
序
文
に
続

き
、「
具
申
書
」
の
本
文
は
、「
日
本
の
地
位
」、「
日
本
の
国
民
」、「
日
本
の
形
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勢
」、「
各
宗
の
教
勢
」、「
布
教
の
機
関
」、「
布
教
の
運
動
」、「
世
人
の
信
用
」、

「
信
徒
の
人
物
」、「
布
教
の
方
法
」、「
仏
国
の
事
情
」
の
全
十
条
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。

一
条
、
日
本
の
地
位

　

平
山
は
ま
ず
、
東
洋
の
要
衝
を
占
め
る
日
本
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
の

成
否
は
、
た
だ
日
本
の
み
な
ら
ず
、
将
来
に
お
け
る
ア
ジ
ア
全
体
の
宣
教
の
成

否
に
関
わ
る
重
要
性
を
も
つ
こ
と
を
確
認
す
る
。

二
条
、
日
本
の
国
民

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
日
本
で
は
、
人
口
比
に
し
て
五
万
人
に
一

人
し
か
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
が
い
な
い
こ
と
を
嘆
き
、
そ
の
よ
う
な
状
態
を
黙

視
せ
ざ
る
を
え
な
い
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
状
況
は
如
何
と
問
う
て
、
次
の
よ
う

な
強
烈
な
批
判
の
言
葉
を
書
き
連
ね
て
い
る
。

長
崎
教
区
の
教
会
は
霊
父
と
云
わ
ず
、
信
者
と
云
わ
ず
、
上
下
合
い
通
じ

て
腐
敗
せ
り
。
之
を
形
容
し
て
例
立
て
て
云
わ
ん
か
。
新
約
に
立
て
ば
羅

馬
書
第
一
章
二
六
、
二
七
、
コ
リ
ン
ト
書
第
五
章
一
に
於
け
る
醜
態
と
で

も
評
す
べ
き
か
。
旧
約
に
立
て
ば
創
世
記
に
於
け
る
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
の

淫
行
と
で
も
云
う
べ
き
か
。
今
や
長
崎
教
区
の
教
会
は
「
瞽ご

女ぜ

が
瞽
女
手

引
き
せ
ば
二
人
な
が
ら
溝
に
落
つ
べ
し
」
と
い
う
あ
わ
れ
な
不
幸
の
境
遇

に
際
し
つ
つ
あ
り
、
豈
憐
れ
む
べ
き
状
態
な
ら
ず
や
。

　

そ
し
て
、
長
崎
地
方
に
は
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
先
祖
の
教
え
を
守

り
続
け
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
に
戻
ら
な
い
ま
ま
の
人
々
が
多
数
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
、
彼
ら
は
先
祖
が
教
え
を
受
け
た
イ
エ
ズ
ス
会
が
再
び
来

日
す
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
再

来
日
を
果
た
せ
ば
、
多
く
の
「
離
れ
」
キ
リ
シ
タ
ン
が
カ
ト
リ
ッ
ク
に
帰
正
す

る
の
み
な
ら
ず
、
日
本
社
会
の
カ
ト
リ
ッ
ク
化
の
進
展
、
及
び
、
教
会
内
部
に

お
け
る
腐
敗
の
洗
浄
が
期
待
で
き
る
と
論
を
進
め
て
い
る
。

三
条
、
日
本
の
形
勢

　

第
三
条
で
、
平
山
は
、
ま
ず
、
日
本
が
憲
法
に
よ
り
信
教
の
自
由
が
認
め
ら

れ
て
い
る
先
進
文
明
国
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
教
会
内
に
は
他
の
宣
教

会
を
日
本
に
呼
び
寄
せ
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
考
え
る
者
が
存
在
す
る

が
、
そ
の
よ
う
な
意
見
は
「
時
勢
観
察
眼
を
失
し
た
る
者
の
言
」
と
批
判
を
加

え
て
い
る
。
恐
ら
く
、
こ
れ
は
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
の
中
に
こ
の
よ
う

な
考
え
を
持
つ
も
の
が
い
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
批
判
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
彼
は
、
二
十
世
紀
初
頭
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
が
合
同
し
て
行
っ

た
二
十
世
紀
大
挙
伝
道
を
取
り
上
げ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
者
の
宣
教
に
対

す
る
熱
意
を
指
摘
し
、
各
派
に
分
裂
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
す
ら
、
こ
の
よ

う
な
協
力
体
制
が
可
能
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
分
裂
の
存
在
し
な
い
カ



二十世紀初頭における転換期の日本カトリック教会

235

ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
、
他
会
派
が
来
日
し
て
宣
教
に
協
力
す
る
こ
と
を
拒

む
理
由
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
訴
え
る
。

　

続
い
て
、平
山
は
、当
時
、キ
リ
ス
ト
教
青
年
運
動
の
世
界
的
指
導
者
で
あ
っ

た
ア
メ
リ
カ
人
の
ジ
ョ
ン
・
モ
ッ
ト
（John R. M

ott

）
が
一
九
〇
〇
年
に
来

日
し
た
際
、
彼
が
東
洋
の
伝
統
的
諸
宗
教
が
衰
え
つ
つ
あ
る
現
在
こ
そ
が
キ
リ

ス
ト
教
の
宣
教
に
お
い
て
最
適
の
時
期
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
そ
の
発
言
を
至

言
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
彼
は
、
モ
ッ
ト
が
、「
宣
教
師
を
派
遣
す
る
に
は

無
能
な
る
多
く
の
人
を
送
ら
む
よ
り
は
二
三
の
非
凡
な
る
人
物
を
選
み
て
送
る

を
可
と
す
る
」と
い
う
意
見
を
述
べ
た
こ
と
に
共
感
を
示
し
、日
本
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
も「
非
凡
な
る
」イ
エ
ズ
ス
会
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
を
是
と
し
て
い
る
。

四
条
、
各
宗
の
教
勢

　

第
四
条
で
、
平
山
は
、
一
九
〇
二
年
度
の
各
キ
リ
ス
ト
教
派
の
教
勢
の
現
状

を
取
り
上
げ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
数
（
五
万
七
一
九
五
）
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
諸
派（
五
万
五
一
二
）、正
教（
二
万
七
二
四
五
）の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
い
る
。

信
者
総
数
か
ら
み
れ
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
そ
れ
が
最
も
多
い
が
、
そ
の
内
実
は

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
子
孫
（
約
三
万
三
千
）
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
た
め
、

新
た
に
獲
得
し
た
信
者
の
数
（
二
万
四
千
）
の
み
を
比
較
す
れ
ば
、
カ
ト
リ
ッ

ク
の
そ
れ
が
最
も
少
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
宣
教
が
低
調
な
原
因
を
、「
教
役
者
と
い

い
、
布
教
費
と
云
い
、
万
事
が
整
備
せ
ざ
る
」
こ
と
に
求
め
、
新
し
く
他
の
修

道
会
を
日
本
に
呼
び
寄
せ
る
必
要
性
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

五
条
、
布
教
の
機
関

　

第
五
条
で
、
平
山
は
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
界
で
、
宣
教
従
事
者
の
数
や
宣

教
資
金
、
ま
た
教
育
や
慈
善
事
業
の
規
模
に
お
い
て
、
最
も
優
位
に
立
っ
て
い

る
の
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
の
教
会
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
こ
の
現

実
を
認
め
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
彼
は
、「
何
の
社
会
と
い
い
、

何
の
事
業
と
い
い
、
時
運
の
進
歩
に
伴
い
其
の
機
関
も
生
長
発
達
即
ち
拡
張
せ

ら
る
る
こ
そ
通
則
な
る
に
独
り
我
が
公
教
会
の
み
之
に
反
し
て
漸
々
退
歩
し
つ

つ
あ
り
」
と
慨
嘆
し
て
い
る
。

　

平
山
は
、
長
崎
教
区
に
お
け
る
神
学
校
教
育
が
旧
弊
で
問
題
点
が
多
く
、
同

校
の
神
学
生
が
改
革
を
願
っ
て
も
司
教
に
聞
き
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
に
触
れ
、
こ
の
神
学
校
が
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
「
発
見
」
者
と
し

て
名
高
い
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
プ
チ
ジ
ャ
ン
（Bernard Petitjean

）
前
司
教
の
遺

産
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、「
ク
ー
ザ
ン
司
教
た
る
も
の

故
プ
チ
ジ
ア
ン
司
教
に
対
し
て
何
の
面
目
か
あ
ら
ん
」
と
批
判
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
長
崎
の
学
校
が
、「
大
神
学
校
」
で
あ
る
の
は
名
ば
か
り
で
、
且
つ
、

長
崎
、
仙
台
、
東
京
の
各
神
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
が
併
せ
て
四
十
七
名
し
か

い
な
い
現
状
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
前
途
に
と
っ
て
大
変
心
細
い
も
の
で
あ

る
こ
と
を
訴
え
る
。

　

そ
し
て
、
彼
は
、
一
般
の
学
校
に
関
し
て
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
師
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は
、
学
校
を
「
全
国
至
る
所
、
枢
要
の
地
」
に
設
け
て
、
そ
れ
ら
の
学
校
出
身

者
が
各
地
の
中
学
校
に
赴
任
し
て
教
え
て
い
る
た
め
、
た
と
え
そ
の
教
師
が
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
者
で
な
く
と
も
、
生
徒
は
自
然
に
「
新
教
的
臭
味
」
に
染

ま
っ
て
し
ま
う
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
優
位
を
指
摘
す
る
。

　

次
に
、
平
山
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
は
、
資
産
家
、
実
業
家
、
政
治
家
、

学
者
、
官
吏
な
ど
「
中
等
以
上
の
人
」
が
多
い
の
に
対
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

は
、
世
間
一
般
で
は
「
島
人
山
人
無
学
文
盲
多
く
は
田
野
生
の
愚
夫
愚
婦
の
信

徒
の
み
」
と
思
わ
れ
て
軽
蔑
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
な
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
宣
教
成
果
と
大
き
な
差
が
生
ま
れ
る
の
も
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
宣
教
当
事
者
が
宣
教
方
法
の
あ
り
方
を
十
分
に
反
省
し
な
い
か
ら
で

あ
る
と
批
判
す
る
。

　

平
山
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
『
声
』
の
記
事
を
引
き
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

信
者
の
献
金
総
額
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
そ
れ
に
比
べ
て
相
当
劣
っ
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る）

44
（

。
こ
の
『
声
』
の
社
説
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
献
金
額
の
少

な
さ
を
信
徒
の
不
熱
心
に
帰
し
て
い
る
が
、
平
山
は
、
む
し
ろ
、
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
信
者
は
資
産
家
の
社
会
的
有
力
者
が
多
数
を
占
め
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
自
然
に
多
額
の
献
金
を
受
け
と
る
こ
と
が
可
能
な
の

で
あ
る
と
指
摘
し
、「
声
誌
の
観
察
こ
こ
に
至
ら
ざ
る
を
惜
し
む
」
と
い
う
意

見
を
付
け
加
え
る
。

六
条
、
布
教
の
運
動

　

第
六
条
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
が
二
十
世
紀
大
挙
伝
道
な
ど
多
額
の
活

動
資
金
を
投
じ
て
時
勢
に
応
じ
た
活
発
な
宣
教
活
動
を
行
い
、
活
動
地
域
を
拡

げ
て
、
信
者
数
も
増
や
し
て
い
る
の
に
対
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
現
状
は
、

「
年
々
布
教
費
を
削
減
し
、
時
運
の
進
歩
社
会
の
発
達
と
伴
わ
ず
」
と
慨
嘆
せ

ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

七
条
、
世
人
の
信
用

　

第
七
条
で
、
平
山
は
、
世
間
一
般
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

と
ほ
ぼ
同
義
語
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
れ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

が
、「
社
会
の
時
運
に
伴
わ
な
ざ
る
を
以
て
社
会
外
の
も
の
」
と
み
な
さ
れ
、

歯
牙
に
か
け
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
彼
は
、
世
間
の
カ
ト
リ
ッ

ク
観
の
一
例
と
し
て
、「
天
主
教
は
陰
れ
て
世
に
陽
れ
ざ
る
を
以
て
社
会
に
知

る
者
少
な
し
」
と
い
う
故
星
亨
の
言
葉
を
引
い
て
い
る
。

八
条
、
信
徒
の
人
物

　

第
八
条
で
、
平
山
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
者
は
、
教
育
事
業
や
、
実
業

界
、
政
界
な
ど
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
は

村
長
を
つ
と
め
る
人
さ
え
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
と
嘆
じ
て
い
る
。
教
育
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
青
年
層
に
影
響
力
を
も
つ
が
ゆ

え
に
、
そ
の
前
途
は
明
る
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
を
述
べ
、
将
来
に
お
け
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る
成
功
が
、
現
在
の
青
年
層
の
獲
得
に
掛
か
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
日
本
の
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、「
教
育
的
布
教
を
以
っ
て
基
督
教
社
会
に
冠
た
る
」
イ
エ

ズ
ス
会
を
呼
ぶ
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

九
条
、
布
教
の
方
法

　

第
九
条
で
、
平
山
は
、
宣
教
方
法
に
は
、
は
じ
め
に
上
流
階
級
の
信
者
を
獲

得
し
て
、
そ
れ
か
ら
下
層
階
級
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
方
法
と
、
逆
に
、
下

層
階
級
へ
の
宣
教
を
最
初
に
行
っ
た
後
に
、
上
流
階
級
へ
向
け
て
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
く
方
法
と
の
二
通
り
の
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
は
、

「
我
が
邦
の
如
く
忠
君
奉
公
の
念
に
富
み
天
皇
陛
下
を
神
の
子
孫
な
ど
と
信
じ

て
い
る
国
民
」
に
は
、「
上
よ
り
下
へ
宣
伝
す
る
」
宣
教
会
こ
そ
が
必
要
と
な

る
た
め
、
こ
の
方
法
を
活
動
方
針
と
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
こ
そ
「
日
本
の
国
情
に

適
合
す
る
宣
教
会
」
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
今
日
の
日
本
人
は
、
奇
よ
り
も

智
を
好
む
が
故
に
「
智
育
的
布
教
を
な
す
宣
教
会
に
あ
ら
ざ
れ
ば
到
底
智
を
好

む
日
本
人
の
意
気
に
投
ず
る
こ
と
能
は
ず
」
と
し
、
多
数
あ
る
修
道
会
の
中
で

も
、
最
も
「
智
育
的
の
方
針
」
を
も
っ
た
宣
教
会
と
し
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
若

く
も
の
は
な
い
と
す
る
。

十
条
、
仏
国
の
事
情

第
十
条
で
、
平
山
は
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
共
和
政
政
府
に
よ
っ
て
反
教

権
政
策
が
採
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
宣
教
会
が
、
今
後
、
日
本
に

宣
教
師
を
派
遣
す
る
上
で
は
支
障
が
う
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
展
望
を
述

べ）
45
（

、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
は
ロ
シ
ア
の
同
盟
国
で
あ
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
の
宣
教

会
が
日
本
で
宣
教
を
行
う
こ
と
は
国
民
感
情
的
に
も
好
ま
し
く
な
く
、「
各
国

人
の
雑
集
せ
る
」
イ
エ
ズ
ス
会
こ
そ
が
、
現
在
の
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
の

担
当
者
に
ふ
さ
わ
し
い
と
す
る
。

　

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
平
山
の
「
具
申
書
」
は
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
教
勢
の
不
振
を
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
活
動
が
近
代
化
を
進
め
る
日
本

の
現
状
に
対
応
し
て
い
な
い
事
情
に
原
因
を
求
め
、
そ
の
閉
塞
状
態
を
打
開
す

る
た
め
に
、
教
育
・
研
究
活
動
を
重
視
し
、
成
員
が
国
籍
を
超
え
て
構
成
さ
れ

て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
の
必
要
性
を
提
言
し
た
も
の
で
あ
っ
た）
46
（

。
こ
の
よ

う
な
彼
の
意
見
は
、
幕
末
の
再
宣
教
開
始
以
降
、
日
本
の
教
会
体
制
を
築
き
上

げ
て
き
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
営
為
を
強
烈
に
批
判
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

当
時
の
日
本
人
司
祭
が
す
べ
て
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
司
牧
下
に
育
て
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
宣
教
活
動
の
不
振
と
教
会
の
堕
落
を
導
い
た
の
が
パ
リ

外
国
宣
教
会
で
あ
る
こ
と
を
指
弾
す
る
平
山
の
主
張
は
、
宣
教
会
の
側
か
ら
す

れ
ば
忘
恩
的
行
為
と
み
な
し
て
も
致
し
方
の
な
い
面
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ク
ー
ザ
ン
長
崎
司
教
は
、
当
時
の
書
簡
で
、
日
本
人
信
者
が
宣
教
師
に
関
し

て
「
行
状
が
ひ
ど
く
、
信
者
を
欺
き
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
中
傷
を
振
り
ま
い
て
い
る
」
存
在
と
み
な
し
て
批
判
し
て
い
る
こ
と
を
取
り

上
げ
、
そ
の
よ
う
な
彼
ら
の
活
動
を
「
虚
言
、
中
傷
、
虚
偽
」
に
満
ち
た
も
の
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で
あ
る
と
非
難
し
て
い
た）
47
（

。
ク
ー
ザ
ン
は
、
無
論
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
個
人
的
敵

意
を
抱
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
教
会
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
は

イ
エ
ズ
ス
会
の
活
動
を
必
要
と
す
る
と
い
う
考
え
は
、
賛
否
を
別
に
し
て
彼
に

と
っ
て
も
理
解
可
能
な
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る）
48
（

。
た
だ
、
日
本
人
信
者
の
イ

エ
ズ
ス
会
に
対
す
る
期
待
が
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
対
す
る
低
評
価
と
不
可
分
で

あ
り
、
彼
ら
が
長
上
の
立
場
に
あ
る
司
教
に
対
し
て
直
接
的
な
批
判
活
動
を
行

う
以
上
、
ク
ー
ザ
ン
は
彼
ら
の
要
望
を
不
正
な
も
の
と
み
な
し
て
耳
を
傾
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う）
49
（

。

　

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
長
崎
地
方
の
信
徒
ら
が
、
一
九
〇
四
年
六
月
、
平

山
の
「
具
申
書
」
を
教
皇
庁
に
宛
て
て
送
付
を
試
み
た
の
は
、
平
山
の
意
見
具

申
が
最
終
的
に
成
功
を
み
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
日
本
の
教
会
内
部
か
ら

の
自
己
変
革
が
不
可
能
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
に

平
山
の
「
具
申
書
」
に
添
付
し
て
同
送
さ
れ
た
信
徒
の
手
に
な
る
「
謹
奏
書
」

も
、
平
山
の
主
張
と
同
趣
旨
の
意
見
が
披
瀝
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
、
こ
の
文

書
で
、「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
の
活
発
な
宣
教
と
比
較
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
活
動
が
沈
滞
状
況
に
あ
る
こ
と
を
認
め
、「
日
本
救
霊
上
に
於
い
て
日
本

に
縁
あ
る
会
」
で
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
を
訴
え
て
い
る
。

　

ク
ー
ザ
ン
は
、
日
本
人
信
者
ら
の
批
判
活
動
の
責
任
を
平
山
な
ど
の
司
祭
の

み
に
帰
し
て
お
り
、
彼
ら
を
支
持
し
て
い
た
一
般
信
徒
に
関
し
て
は
、
た
だ
こ

れ
ら
の
聖
職
者
の
甘
言
に
釣
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
た
。
そ
し

て
、
平
山
が
次
第
に
周
囲
か
ら
見
捨
て
ら
れ
て
い
く
に
つ
れ
、
彼
を
支
持
し
続

け
る
少
数
の
信
徒
だ
け
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
を
期
待
し
て
無
益
に
待
ち
疲
れ

て
い
る
状
態
で
あ
る
と
彼
は
書
簡
に
記
し
て
い
る）
50
（

。
し
か
し
、
平
山
が
教
会
か

ら
排
斥
さ
れ
て
か
ら
後
も
、
司
教
や
宣
教
会
を
批
判
す
る
文
書
を
作
成
し
て
い

た
日
本
人
信
徒
の
主
体
的
な
活
動
を
み
る
な
ら
ば
、
平
山
を
支
持
す
る
日
本
人

信
徒
を
彼
の
扇
動
に
乗
せ
ら
れ
た
だ
け
の
受
動
的
存
在
と
み
な
し
た
ク
ー
ザ
ン

の
観
察
は
皮
相
な
も
の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
長
崎
の
信
者
の
教
会
改
革
を
目
指
し
た
動
き
が
、
当
時
、
日
本
各
地
の

教
会
関
係
者
の
間
で
ど
れ
だ
け
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
な
っ
て
い
た
の
か
わ
か
ら

な
い
。
た
だ
、
後
に
み
る
よ
う
に
（
第
四
章
第
五
節
Ⅱ
）、
東
京
で
発
行
さ
れ
て

い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
『
声
』に
は
、
平
山
ら
の
教
会
批
判
の
主
張
に
対
し
て
、

批
判
対
象
を
明
示
し
て
は
い
な
い
が
、
反
論
を
加
え
て
い
る
論
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
で
、
教
会
が
こ
の
よ
う
な
動
向
の
拡
が
る
こ
と
に
対
し
警
戒
を
し
て
い

た
こ
と
は
事
実
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
平
山
の
支
持
者
と
思
わ
れ
る
長
崎
教
区
の
信
徒
ら
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル

教
皇
使
節
の
来
日
時
に
、
日
本
の
教
会
の
改
革
を
訴
え
た
「
請
願
書
」（
一
九

〇
五
年
十
一
月
十
日
付
）
を
作
成
し
、
そ
れ
を
何
ら
か
の
手
段
で
彼
に
届
け
る

こ
と
に
成
功
し
て
い
る）

51
（

。
オ
コ
ン
ネ
ル
は
、
教
皇
庁
へ
報
告
に
向
う
途
次
に
長

崎
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
に
彼
ら
の
文
書
を
受
け
取
る
機
会
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
「
請
願
書
」
は
、
一
九
〇
四
年
に
実
現
し
た
ド
ミ
ニ
コ
会
の
来
日
を
評

価
し
、「
教
皇
陛
下
の
大
使
が
今
回
来
朝
せ
ら
れ
し
は
日
本
に
於
け
る
布
教
の
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刷
新
に
就
い
て
も
使
命
の
帯
ぶ
る
処
あ
ら
ん
と
信
ず
」
と
い
う
一
文
が
存
在
す

る
よ
う
に
、
長
崎
地
方
の
一
部
信
徒
が
教
皇
庁
に
よ
る
日
本
宣
教
政
策
の
変
化

に
期
待
を
寄
せ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
文
書
も
、
過
去
の
長
崎
教
区
の
信
者
の

請
願
書
と
同
様
に
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教
勢
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と

比
較
し
て
大
き
く
劣
る
こ
と
を
認
め
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
を
求
め
た
も

の
で
あ
り
、
依
然
、
日
本
人
信
徒
の
間
で
平
山
の
計
画
へ
の
支
持
が
失
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
事
実
、
そ
の
文
面
に
は
、
司
教
が
「
信
徒

を
圧
抑
し
、
安
逸
を
計
り
、
姑
息
の
主
義
を
執
り
、
布
教
に
熱
誠
な
ら
ず
、
而

も
伝
道
宣
教
に
熱
誠
な
る
神
父
の
伝
道
等
は
忽
ち
排
斥
し
、
教
会
内
部
一
致
せ

ず
」
と
い
う
文
句
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
教
会
当
局
に
よ
る
平
山
神
父
ら
へ
の
処

遇
を
暗
に
批
判
し
た
も
の
と
受
け
取
れ
る
。

　

こ
の
「
請
願
書
」
の
内
容
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル
が
訪
日
後
に
教
皇
庁
へ
提
出
し

た
「
報
告
書
」
に
紹
介
さ
れ
た
た
め
、
長
崎
教
区
の
信
者
の
イ
エ
ズ
ス
会
来
日

に
対
す
る
願
望
が
関
係
者
の
間
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）

52
（

。
教
皇
庁
の
国
務

長
官
メ
リ
ー
・
デ
ル
・
ヴ
ァ
ル
は
、
ゴ
ッ
テ
ィ
布
教
聖
省
長
官
に
宛
て
た
書
簡

（
一
九
〇
六
年
三
月
三
十
日
）
で
、
こ
の
「
請
願
書
」
に
言
及
し
、「「
慎
ん
で
特

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
古
い
時
代
か
ら
私
ど
も
と
関
係
の
あ
る
イ
エ
ズ
ス

会
士
を
私
ど
も
に
お
送
り
く
だ
さ
い
」
と
い
う
何
人
か
の
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク

教
徒
の
願
い
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」
と
い
う
意
見
を
記
し
て
い

る）
53
（

。

　

二
十
世
紀
初
頭
に
長
崎
教
区
の
日
本
人
司
祭
や
信
徒
が
作
成
し
た
こ
れ
ら
の

文
書
の
存
在
は
、
同
地
方
の
信
者
の
一
部
の
間
で
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
対
す
る

批
判
感
情
が
相
当
根
の
深
い
も
の
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ

る
。
恐
ら
く
そ
の
彼
ら
の
同
宣
教
会
に
対
す
る
失
望
に
は
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

の
子
孫
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た
長
崎
地
方
の
信
者
の
間
に
お
い
て
、
キ
リ
シ

タ
ン
時
代
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
大
き
く
発
展
し
た
歴
史
が
輝
か
し
い
過
去
と

し
て
脳
裏
に
あ
っ
た
と
い
う
事
情
も
関
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
彼
ら
に

は
、
信
仰
を
守
っ
て
き
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
子
孫
と
し
て
の
誇
り
が
あ
っ
た
だ
け

に
、
再
宣
教
後
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
発
展
が
芳
し
く
な
い
現
実
を
前
に
し

て
、
宣
教
責
任
者
で
あ
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
力
量
を
よ
り
深
く
問
わ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
当
時
の
長
崎
地
方
の
日
本
人
信
者
に
と
っ
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
時

代
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
隆
盛
の
「
記
憶
」
は
、
直
接
、
先
祖
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
再
宣
教
以
降
に
改
め
て
彼
ら
が
「
学
習
」
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
実
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
日
本
の
宣
教
は
、
ド
ミ
ニ
コ
会
、
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
会
な
ど
遅
れ
て
来
日
し
た
ス
ペ
イ
ン
系
托
鉢
修
道
会
の
活
動
が
、
先
発
の
イ

エ
ズ
ス
会
と
の
間
で
摩
擦
を
引
き
起
こ
す
な
ど
必
ず
し
も
理
想
通
り
に
行
わ
れ

た
と
は
い
え
な
か
っ
た
が
、
信
者
に
と
っ
て
は
遠
い
過
去
で
あ
る
だ
け
に
当
時

の
教
会
の
状
態
が
理
想
化
さ
れ
て
映
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
長
崎
教
区
の
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
が
強
い
危
機

感
を
抱
い
て
い
た
教
会
の
現
状
に
対
し
、
同
教
区
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教

師
ら
は
、
当
時
、
そ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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パ
リ
外
国
宣
教
会
の
『
年
次
報
告
』
を
み
て
も
、
教
会
の
資
金
不
足
や
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
側
の
教
勢
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
劣
勢
は
認
め
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
、
宣
教
師
が
、
知
識
階
級
や
中
・
上
流
階
級
へ
の
宣
教
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る）
54
（

。

　

平
山
が
、「
具
申
書
」
で
、
長
崎
の
神
学
校
の
現
状
を
旧
態
依
然
と
批
判
し

て
い
た
こ
と
は
、
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
ク
ー
ザ
ン

長
崎
司
教
も
、
宣
教
会
の
パ
リ
本
部
へ
送
ら
れ
た
一
九
〇
三
年
度
の
『
年
次
報

告
』
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

皆
さ
ん
も
お
気
付
き
の
よ
う
に
、
数
年
前
か
ら
我
ら
の
神
学
校
の
生
徒

の
数
は
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
我
ら
の
日
本
人
司
祭
の
だ
れ
も

資
産
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
、
宣
教
会
は
神
学
校
に
滞
在
中
の
神
学
生
の

す
べ
て
の
必
要
を
み
た
し
、
ま
た
、
叙
階
後
も
司
祭
た
ち
の
必
要
を
み
た

し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
あ
る
。
数
多
い
聖
職
者
た
ち
の
生

活
を
維
持
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
我
ら
に
資
産
が
必
要
な
の
だ
が
、
ま
さ

に
そ
れ
が
我
ら
に
欠
け
て
い
る）

55
（

。

　

事
実
、
長
崎
公
教
神
学
校
は
、
一
九
〇
〇
年
度
に
卒
業
生
を
出
し
て
以
降
、

一
九
〇
五
年
ま
で
司
祭
叙
階
者
を
出
し
て
い
な
い）
56
（

。
十
九
世
紀
末
に
、
同
校
の

教
師
を
務
め
て
い
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ル
セ
ル
（A

lfred Roussel

）
は
一
九
〇

〇
年
に
ク
ー
ザ
ン
司
教
に
辞
任
を
申
し
出
て
い
る
が
、
そ
の
手
紙
で
自
分
に
は

そ
の
任
を
負
う
力
量
の
な
い
こ
と
を
訴
え
て
い
る）
57
（

。
た
だ
、
ル
セ
ル
は
、
宣
教

会
を
退
会
し
た
後
、
東
京
大
司
教
区
に
移
っ
て
、
同
地
で
パ
リ
外
国
宣
教
会
の

発
行
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
学
術
誌
『
メ
ラ
ン
ジ
ュM

élanges

』
の
編
集
や
、
学

生
向
け
寄
宿
舎
（
育
英
塾
）
の
運
営
事
業
に
協
力
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
は

知
的
活
動
に
関
心
の
強
い
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
辞
任
理
由

は
建
前
上
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
平
山
の
「
具
申
書
」
の
記

述
内
容
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
時
期
、
長
崎
の
神
学
校
は
、
資
金
不
足
に

加
え
て
、運
営
面
に
お
い
て
も
混
乱
が
生
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

当
時
の
長
崎
教
区
の
司
祭
で
、
高
等
教
育
の
関
連
事
業
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ス
・
フ
ェ
ラ
ン
（Claudius Ferrand

）
も
一
八
九
九
年
に
東
京

大
司
教
区
に
移
り
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
同
地
で
学
生
向
け
事
業
に
携
わ
っ
て

い
る
が）

58
（

、
こ
れ
ら
ル
セ
ル
と
フ
ェ
ラ
ン
の
二
人
の
司
祭
の
事
例
か
ら
み
て
、
当

時
の
長
崎
教
区
に
は
知
識
人
活
動
に
関
心
を
持
つ
宣
教
師
の
希
望
を
も
受
け
い

れ
る
環
境
が
備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

世
紀
転
換
期
に
お
け
る
東
京
大
司
教
区
の
新
動
向―

日
本

人
司
祭
前
田
長
太
と
そ
の
知
識
人
活
動
を
中
心
に

　

前
章
で
わ
れ
わ
れ
は
、
二
十
世
紀
初
頭
、
長
崎
教
区
の
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク

者
の
間
で
教
会
の
変
革
へ
の
期
待
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
東
京
大

司
教
区
に
お
い
て
も
世
紀
転
換
期
に
は
新
し
い
動
き
が
始
ま
っ
て
い
た
。
た

だ
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
誘
致
活
動
を
計
画
し
て
、
教
会
関
係
者
へ
の
直
訴
行
為
に
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ま
で
及
ん
だ
長
崎
教
区
の
神
父
や
信
者
と
は
異
な
り
、
東
京
大
司
教
区
の
日
本

人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
は
、
一
部
の
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
と
協
力
し
な
が
ら
、
様
々

な
知
識
人
活
動
の
試
み
に
着
手
し
つ
つ
、
時
代
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

こ
の
両
司
教
区
に
お
け
る
状
況
の
相
違）

59
（

の
背
景
に
は
、
多
数
の
信
徒
の
司
牧
が

中
心
的
な
仕
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
長
崎
教
区
と
は
異
な
り
、
東
京
大
司
教
区
で

は
、
新
信
者
の
獲
得
が
重
要
課
題
で
あ
り
、
教
会
は
時
代
の
波
に
直
面
し
な
が

ら
新
し
い
試
み
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
も
っ
と

も
、
東
京
大
司
教
区
に
お
い
て
も
、
日
本
人
信
者
の
「
改
革
」
志
向
は
、
必
ず

し
も
当
時
の
宣
教
師
の
間
で
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。

　

本
章
で
は
、
以
下
、
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
東
京
大
司
教
区
の
新
動
向
を

日
本
人
神
父
の
前
田
長
太
に
焦
点
を
合
せ
て
論
じ
る
が
、
新
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌

の
刊
行
、
青
年
会
運
動
の
育
成
な
ど
そ
れ
ら
の
動
き
は
彼
を
中
心
の
一
つ
に
し

て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
活
動
は
日
本
人
信

者
の
孤
立
し
た
営
み
で
は
な
く
、
彼
と
志
向
を
共
有
す
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
の

宣
教
師
と
の
協
働
の
上
で
な
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
た
だ
、
日
本
人
の
若
手
カ

ト
リ
ッ
ク
知
識
人
の
活
動
に
期
待
を
寄
せ
る
フ
ラ
ン
ス
人
神
父
も
存
在
し
て
い

た
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
「
進
歩
」
的
な
考
え
方
を
も
つ
宣
教
師
は
、
当
時

少
数
派
で
あ
っ
た
。
後
に
確
認
す
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
潮
流
は
一

九
〇
〇
年
代
後
半
に
挫
折
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
の
活
動
が

宣
教
会
の
主
流
と
摩
擦
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
結
果
で
も
あ
っ
た
。
本
章

で
は
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
東
京
大
司
教
区
の
状
況
を
確
認
し
、
次
に
日
本

人
神
父
の
前
田
と
そ
の
協
力
者
ら
の
活
動
を
見
て
い
こ
う
。

１　

二
十
世
紀
初
頭
の
東
京
大
司
教
区
の
状
況

　

二
十
世
紀
初
頭
、
長
崎
教
区
の
平
山
牧
民
や
一
部
信
徒
ら
は
、
日
本
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
劣
勢
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
の
活
発
な
活
動
と
比
較
し
て
、

教
育
活
動
や
知
識
人
に
対
す
る
働
き
か
け
の
弱
さ
に
あ
る
こ
と
を
認
め
、
中
・

上
流
階
級
を
主
要
対
象
に
し
た
宣
教
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
た
。
一
方
、
東

京
大
司
教
区
で
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
や
日
本
人
信
者
は
、
既
に
十
九
世
紀
末

よ
り
こ
の
よ
う
な
活
動
の
必
要
性
を
認
識
し
て
、
様
々
な
試
み
の
実
行
に
移
っ

て
い
た
。

　

パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る
定
期
刊
行
物
の
出
版
事
業
は
、一
八
八
〇
年
に『
公

教
万
報
』
の
刊
行
に
よ
っ
て
始
ま
っ
て
以
来
、
様
々
の
雑
誌
が
発
行
さ
れ
て
き

た
が
、
短
命
に
終
わ
る
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
、
発
行
部
数
も
少
な
い
た
め
、
教

会
外
へ
の
十
分
な
影
響
力
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
は
、
教
会
関
係
者
に
も
認
め

ら
れ
て
い
た）

60
（

。
た
だ
、
そ
の
中
で
も
、
一
八
九
一
年
に
京
都
で
発
刊
さ
れ
た

『
声
』
が
、
例
外
的
に
長
命
を
保
っ
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
。
こ
の『
声
』は
、

一
八
九
九
年
に
東
京
大
司
教
区
に
移
管
さ
れ
た
後
、
ク
レ
マ
ン
・
ル
モ
ア
ー
ヌ

（Clém
ent Lem

oine

）神
父
の
経
営
す
る
書
店
の
三
才
社
か
ら
発
行
が
行
わ
れ
、

そ
れ
以
降
、
こ
の
雑
誌
は
発
行
責
任
者
の
変
更
や
一
時
の
休
刊
を
経
な
が
ら

も
、
教
会
の
機
関
雑
誌
と
し
て
長
ら
く
刊
行
（
二
〇
〇
二
年
に
廃
刊
）
さ
れ
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た）
61
（

。

　

二
十
世
紀
初
頭
、『
声
』
は
、
主
筆
の
ル
モ
ア
ー
ヌ
の
も
と
に
数
人
の
日
本

人
伝
道
士
が
集
ま
っ
て
、
編
集
が
行
わ
れ
て
い
た）
62
（

。
日
露
戦
争
前
の
時
期
の
同

誌
の
記
事
で
は
、
長
崎
教
区
の
平
山
牧
民）
63
（

の
現
状
認
識
と
同
様
に
、
日
本
を
近

代
化
し
た
国
と
認
め
て
教
育
手
段
に
拠
っ
た
宣
教
方
法
を
と
る
べ
き
こ
と
が
主

張
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
一
九
〇
三
年
の
あ
る
文
章
で
は
、「
吾
徒
は
信
ず
、

我
が
国
伝
道
の
方
法
は
宜
し
く
注
入
的
な
ら
ず
し
て
、
開
発
的
、
啓
導
的
な
ら

ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
、
少
な
く
と
も
未
開
半
開
の
国
々
に
比
し
て
こ
の
方
法
の

必
要
更
に
数
倍
な
る
べ
き
を
」
と
い
う
意
見
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る）

64
（

。

　

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
招
致
に
応
え
て
来
日
し
た
サ
ン
・
モ
ー
ル
修
道
会
（
一

八
七
二
年
に
来
日
）、
シ
ャ
ル
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会
（
一
八
七
八
年
に
来
日
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
東
京
に
現
在
の
雙
葉
学
園
や
白
百
合
学
園
の
前
身
と
な
る
学
校

を
創
立
し
た
が
、
初
期
に
は
貧
民
向
け
の
慈
善
事
業
と
不
可
分
の
形
で
進
め
ら

れ
て
い
た
こ
れ
ら
女
子
修
道
会
の
教
育
事
業
は
、
十
九
世
紀
末
頃
か
ら
、
中
・

上
流
階
級
の
子
弟
を
対
象
に
し
た
教
育
を
行
う
べ
く
経
営
方
針
を
転
換
し
つ
つ

あ
っ
た
。
一
八
八
六
年
、
北
緯
代
牧
区
の
オ
ズ
ー
フ
司
教
は
、
サ
ン
・
モ
ー
ル

修
道
会
本
部
に
あ
て
た
書
簡
で
、
慈
善
事
業
の
み
な
ら
ず
、
上
流
階
級
に
向
け

た
学
校
教
育
を
行
う
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
が）

65
（

、
こ
の
時
期
の
彼
の
男
子
修
道

会
の
招
致
活
動
と
併
せ
て
み
れ
ば
、「
上
か
ら
下
へ
」
の
宣
教
の
重
要
性
が
、

当
時
、
首
都
圏
の
宣
教
師
の
間
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る）
66
（

。

　

た
だ
、
教
会
が
神
の
前
に
貴
賎
貧
富
の
差
を
問
わ
ず
、
人
の
平
等
を
説
い
て

い
た
以
上
、
当
時
の
教
会
関
係
者
の
間
で
は
、
貧
民
階
級
に
対
す
る
宣
教
事
業

か
ら
、
上
流
階
級
を
対
象
に
し
た
宣
教
に
関
心
を
移
す
こ
と
に
関
し
て
、
こ
れ

を
公
言
す
る
こ
と
に
憚
れ
る
空
気
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
〇
三
年
に

『
声
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
我
国
に
於
け
る
伝
道
事
業
と
上
流
社
会
の
関
係
」
と

い
う
論
説
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
改
宗
の
隆
盛
の
原
因
を
当
時
の
宣
教
師

が
主
に
上
流
階
級
を
対
象
に
宣
教
を
行
っ
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
が
、
興
味
深

い
こ
と
に
こ
の
論
の
筆
者
は
上
流
階
級
に
向
け
た
宣
教
の
重
要
性
を
主
張
し
な

が
ら
も
、
次
の
よ
う
に
長
文
に
亘
っ
て
弁
解
の
言
葉
を
連
ね
て
い
る
。

　

勿
論
神
の
教
え
は
、
決
し
て
社
会
の
上
流
に
立
つ
少
数
権
貴
者
の
専
有

物
に
非
ら
ず
し
て
、
吾
人
は
只
無
暗
に
教
会
内
に
、
権
力
と
富
と
を
有
す

る
者
の
多
か
ら
ん
と
を
希
う
程
愚
か
な
り
と
は
自
ら
信
ぜ
ず
。
且
つ
単
に

主
観
的
に
観
た
る
上
流
者
流
の
信
仰
が
、
普
通
人
の
そ
れ
に
比
し
て
い
く

ば
く
の
差
あ
る
か
は
大
い
に
疑
う
べ
き
の
み
な
ら
ず
、
吾
人
は
か
の
、「
貧

賤
な
る
者
は
幸
い
哉
」
と
の
主
の
御
詞
の
如
く
、
飽
く
ま
で
平
民
の
友
に

し
て
、
百
の
倨
傲
な
る
肉
食
者
流
よ
り
も
、
一
の
誠
実
な
る
労
働
者
を
喜

ぶ
も
の
、
只
上
流
社
会
に
勢
力
を
占
む
る
に
汲
々
た
る
者
に
非
ず
、
吾
人

は
或
い
は
世
の
誤
解
を
招
か
ん
事
を
恐
れ
て
こ
こ
に
一
言
弁
じ
置
く
所
以

な
り）

67
（

。
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世
紀
転
換
期
の
東
京
大
司
教
区
が
、
慢
性
的
な
人
員
不
足
と
資
金
難
に
苦
し

ん
で
い
た
こ
と
は
、
他
の
教
区
と
同
様
で
あ
っ
た
が
、
大
司
教
区
で
は
、
教
会

事
業
の
沈
滞
状
況
を
打
開
す
る
た
め
の
試
み
と
し
て
、
信
者
に
積
極
的
な
教
会

事
業
へ
の
献
身
を
求
め
、
各
教
会
の
信
者
間
の
交
流
を
通
し
て
相
互
啓
発
を
期

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
公
教
教
友
会
が
、
一
九
〇
一
年
に
設
立
さ
れ
た）

68
（

。
教

会
の
望
む
信
徒
活
動
は
、
司
祭
の
補
助
的
業
務
を
行
う
こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
と
は
い
え）
69
（

、
同
会
で
は
有
効
な
宣
教
方
法
を
議
題
に
す
る
な
ど
活
発
な
議
論

も
闘
わ
さ
れ
て
い
た）
70
（

。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
小
教
区
を
横
断
す
る
信
徒
団

体
の
活
動
は
、当
時
、す
べ
て
の
宣
教
師
か
ら
好
意
あ
る
理
解
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
り
、
同
会
は
、「
時
期
未
だ
熟
せ
ず
、
地
方
教
区
内
信
者
の
入
会

は
種
々
の
事
情
に
よ
り
妨
げ
ら
れ
」
た
た
め
、
そ
の
「
活
動
は
概
ね
東
京
市
内

に
限
ら
れ
」、「
其
の
後
目
覚
ま
し
い
活
動
を
見
る
に
至
ら
ず
挫
折
」
す
る
こ
と

に
な
っ
た）
71
（

。

　

こ
の
当
時
の
信
徒
活
動
を
巡
る
事
情
に
関
し
て
は
、
優
れ
た
教
会
史
家
で
あ

る
青
山
玄
氏
の
指
摘
が
参
考
に
な
る
が
、
氏
は
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
リ
ギ
ョ
ー
ル

（A
lphonse Ligneul

）
神
父
の
公
教
教
友
会
に
お
け
る
活
動
を
取
り
上
げ
て
、

彼
の
教
会
横
断
的
な
活
動
が
、
教
会
の
内
部
で
信
徒
と
親
子
関
係
の
よ
う
な
心

情
で
結
ば
れ
る
小
教
区
司
祭
と
の
間
に
「
果
た
し
て
波
風
が
立
た
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
か
」
と
問
い
、「
若
い
建
設
的
意
欲
に
燃
え
、
新
し
い
理
想
を
歓
迎
す

る
多
く
の
教
友
会
会
員
は
、
見
聞
の
広
い
リ
ギ
ョ
ー
ル
神
父
の
講
話
や
指
導
に

喜
ん
で
耳
を
傾
け
た
で
あ
ろ
う
。
で
も
、
主
任
神
父
に
と
り
、
同
じ
教
会
の
信

者
団
体
の
中
に
、
自
分
の
ほ
と
ん
ど
関
与
し
な
い
研
究
グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ

れ
、他
地
方
か
ら
巡
回
し
て
来
る
有
能
な
神
父
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
る
こ
と
は
、

迷
惑
千
万
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る）

72
（

。

　

こ
の
よ
う
に
小
教
区
に
お
け
る
司
牧
を
重
視
す
る
司
祭
と
、
小
教
区
間
を
横

断
し
て
活
動
す
る
信
徒
団
体
と
の
間
に
は
潜
在
的
な
緊
張
関
係
が
存
在
し
て
い

た
が
、
信
徒
団
体
に
は
安
定
し
た
基
盤
が
な
い
だ
け
に
、
当
初
か
ら
そ
の
活
動

は
不
安
定
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
教
会
内
に
潜
在

し
て
い
た
両
者
の
対
立
関
係
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
学
生
信
徒
を
主
要
成
員

と
し
た
青
年
会
の
活
動
に
お
い
て
、
さ
ら
に
尖
鋭
化
し
て
顕
れ
る
こ
と
に
な

る
。２　

前
田
長
太
と
雑
誌
『
通
俗
宗
教
談
』

　

前
田
長
太
（
越
嶺
、
一
八
六
七―

一
九
三
九
）
は
、
東
京
大
司
教
区
で
最
初
に

日
本
人
と
し
て
司
祭
職
に
つ
い
た
神
父
の
一
人
で
あ
る
。
新
潟
の
神
官
の
家
庭

に
生
ま
れ
た
前
田
は
、
十
一
才
の
時
、
父
親
が
リ
ュ
リ
シ
ヤ
ン
・
ド
ル
ワ
ー

ル
・
ド
・
レ
ゼ
ー
（Lucien D

rouart de Lézey

）
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
時
に

同
じ
く
受
洗
し
て
い
る）
73
（

。
こ
の
後
、
彼
は
、
築
地
神
学
校
で
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・

リ
ギ
ョ
ー
ル
か
ら
学
び
、
一
八
九
四
年
に
司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
。
彼
は
、
そ
の

後
、
師
の
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
出
版
事
業
を
助
け
て
、
そ
の
多
数
の
著
述
を
翻
訳
す

る
一
方
、
自
身
も
各
種
の
雑
誌
に
寄
稿
し
、
東
京
大
司
教
区
を
代
表
す
る
日
本

人
神
父
と
し
て
活
躍
し
た）

74
（

。
彼
は
、
一
九
〇
七
年
に
還
俗
し
た
が
、
そ
の
後
、
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外
務
省
翻
訳
官
な
ど
を
経
て
、
一
九
一
六
年
に
慶
應
義
塾
の
教
師
と
な
り
、
没

年
に
至
る
ま
で
同
大
学
で
フ
ラ
ン
ス
語
や
ラ
テ
ン
語
の
教
鞭
を
執
っ
て
い
た）
75
（

。

彼
は
、
パ
ス
カ
ル
の
『
パ
ン
セ
』
の
邦
訳
書
（『
パ
ス
カ
ル
感
想
録
』
洛
陽
堂
、

一
九
一
四
年
）
を
最
初
に
刊
行
し
た
人
物
で
あ
り）
76
（

、
ま
た
、
西
洋
武
勲
詩
を
日

本
で
初
め
て
紹
介
し
た
人
物
と
し
て
、
日
本
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
史
に
足
跡

を
残
し
て
い
る）

77
（

。

　

教
会
人
と
し
て
の
前
田
長
太
の
活
動
は
、
今
ま
で
研
究
対
象
と
し
て
主
題
的

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
明
治
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
代
表
的

論
客
で
あ
っ
た
こ
の
日
本
人
司
祭
の
活
動
は
、
当
時
の
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者

の
先
端
的
な
動
向
を
う
か
が
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
点
で
興
味
深
い
も
の
が
あ

る
。
十
九
世
紀
末
か
ら
、
文
筆
活
動
を
開
始
し
た
前
田
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
日

本
の
国
体
と
教
育
勅
語
の
精
神
と
相
容
れ
な
い
と
す
る
井
上
哲
次
郎
の
談
話
が

引
き
起
こ
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
論
争
の
際
に
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
論
者
と
し
て
、「
井
上
博
士
の
教
育
と
宗
教
の
衝
突
論
を
読
む
」

『
日
本
公
教
雑
誌
』（
第
九
十
二
号
、
一
八
九
三
年
三
月
二
十
五
日
、
第
九
十
三
号
、

同
年
四
月
五
日
）
を
発
表
し
、
論
争
に
関
わ
っ
て
い
る）

78
（

。

　

彼
は
、
そ
の
後
、
様
々
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
雑
誌
や
一
般
誌
に
健
筆
を

揮
っ
て
い
る
が
、
一
九
〇
三
年
六
月
よ
り
、『
通
俗
宗
教
談
』
と
い
う
雑
誌
の

発
行
を
開
始
し
た
。
す
で
に
東
京
大
司
教
区
に
は
、『
声
』
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
機
関
誌
と
し
て
発
行
さ
れ
て
お
り
、
前
田
も
一
時
期
同
誌
の
編
集
に
協
力

し
て
記
事
を
寄
稿
し
て
い
た
が
、
あ
る
「
事
情
の
下
に
「
声
」
と
全
く
絶
縁
し

て
」、『
通
俗
宗
教
談
』
の
刊
行
を
決
意
し
た
と
い
わ
れ
る）
79
（

。
そ
の
事
情
は
詳
ら

か
で
は
な
い
が
、『
声
』
主
幹
の
ル
モ
ア
ー
ヌ
神
父
と
前
田
と
の
間
で
、
編
集

方
針
を
巡
っ
て
何
ら
か
の
意
見
の
衝
突
が
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、『
声
』

（
第
二
八
八
号
、
一
九
〇
三
年
六
月
十
日
）
に
は
、
前
田
長
太
に
よ
る
『
通
俗
宗

教
談
』
の
発
刊
予
告
の
一
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、『
声
』
編
集
部
は
、
前
田

の
個
人
雑
誌
の
刊
行
を
表
向
き
に
は
祝
す
る
態
度
を
取
っ
て
い
る
。
も
っ
と

も
、『
声
』
は
、『
通
俗
宗
教
談
』
の
刊
行
中
、
こ
の
雑
誌
に
関
し
て
一
切
言
及

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

前
田
が
、『
通
俗
宗
教
談
』
を
「
個
人
誌
」
で
、「
教
会
と
は
な
ん
ら
関
係
が

な
い
」
と
強
調
す
る
の
も
、
教
会
内
で
正
統
的
位
置
を
占
め
る
『
声
』
と
の
軋

轢
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
本
誌
発
刊
一
周
年
」（『
通
俗
宗

教
談
』
第
十
二
号
、
一
九
〇
四
年
五
月
）
の
挨
拶
で
も
、
彼
は
、「
本
邦
の
『
教

界
だ
よ
り
』
は
故
あ
り
て
わ
ざ
と
掲
げ
ま
せ
ん
」
と
書
き
、
教
会
事
情
を
伝
え

て
い
た
『
声
』
に
対
し
て
配
慮
を
示
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る）
80
（

。
も
っ
と

も
、
前
田
は
、『
声
』
を
い
た
ず
ら
に
ラ
イ
バ
ル
視
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、

「
余
輩
が
退
社
し
て
か
ら
は
、
有
力
能
文
の
記
者
が
入
社
し
て
、
近
頃
は
時
々

名
文
章
が
見
受
け
ら
れ
る
」
と
同
誌
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
よ
う
に
、
様
々

な
個
性
を
も
つ
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
が
並
存
す
る
状
態
を
理
想
と
考
え
て
い
た
の

だ
ろ
う）
81
（

。
東
京
大
司
教
区
か
ら
パ
リ
の
宣
教
会
本
部
に
送
ら
れ
た『
年
次
報
告
』

で
は
、『
通
俗
宗
教
談
』
が
『
声
』
と
並
ん
で
好
意
的
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
前
田
の
雑
誌
が
、
当
時
の
教
会
で
正
式
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
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か
で
あ
る）
82
（

。

　

前
田
は
、『
通
俗
宗
教
談
』
の
発
刊
目
的
に
関
し
て
、
創
刊
号
（
一
九
〇
三
年

六
月
）
の
趣
意
文
（「
本
誌
発
刊
の
趣
意
」）
で
、
今
ま
で
の
教
会
雑
誌
が
、「
教

学
を
通
俗
に
説
き
、
平
易
に
語
り
て
、
婦
女
幼
童
に
も
解
り
易
か
ら
し
む
る
も

の
な
き
」
こ
と
を
遺
憾
と
し
て
い
た
た
め
、「
本
誌
の
期
す
る
所
、
少
し
く
分

に
過
ぎ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
専
ら
神
学
と
聖
書
と
教
会
史
と
聖
人
伝
と
を

主
眼
と
い
た
し
、
傍
ら
修
得
の
一
助
と
し
て
黙
想
資
料
を
供
し
、
心
霊
上
の
娯

楽
と
し
て
宗
教
講
談
を
掲
げ
、
成
る
べ
く
旨
味
を
附
け
て
、
教
え
の
真
理
を
知

ら
し
む
る
に
在
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
書
い
て
い
る
。
た
だ
、
誌
名
と
発
刊
趣

旨
の
み
を
見
る
と
、
こ
の
雑
誌
は
一
般
家
庭
向
け
の
平
易
な
宗
教
雑
誌
と
い
う

印
象
を
受
け
る
が
、
実
際
に
は
当
時
の
一
般
信
徒
の
理
解
に
は
届
か
な
い
知
識

階
層
向
け
の
雑
誌
と
い
う
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
『
通
俗
宗
教
談
』
の
「
新
刊
寄
贈
書
目
」
欄
に
は
、『
六
合
雑
誌
』、『
新
人
』、

『
護
教
』、『
基
督
教
週
報
』、『
と
き
の
こ
え
』
な
ど
の
誌
名
が
見
え
る
が
、
こ

れ
ら
の
寄
贈
雑
誌
の
受
領
は
、
恐
ら
く
前
田
の
方
か
ら
、『
通
俗
宗
教
談
』
を

各
社
に
寄
贈
し
た
そ
の
応
答
の
結
果
だ
ろ
う
。『
帝
国
文
学
』
の
「
新
刊
寄
贈

書
目
」
欄
に
は
、『
通
俗
宗
教
談
』
の
名
前
が
見
え
る
が
、
同
誌
は
、『
通
俗
宗

教
談
』
に
関
し
て
、「
前
田
長
太
氏
主
筆
の
月
刊
雑
誌
に
て
、
基
督
旧
教
の
思

想
を
鼓
吹
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
。
健
筆
な
る
氏
の
主
管
す
れ
ば
に
や
、
論
叢

講
述
等
に
統
一
せ
る
趣
味
の
あ
ら
わ
れ
た
る
は
う
れ
し
」
と
好
意
的
に
紹
介
し

て
い
る）

83
（

。『
通
俗
宗
教
談
』第
二
十
三
号（
一
九
〇
四
年
十
二
月
）の「
雑
誌
瞥
見
」

欄
で
は
、
前
田
は
、『
聖
書
の
研
究
』、『
新
人
』、『
六
合
雑
誌
』
な
ど
の
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
系
の
雑
誌
に
対
し
て
も
好
意
的
な
批
評
を
掲
載
し
て
お
り
、
彼
に

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
外
の
知
識
人
と
も
知
的
交
流
を
図
る
企
図
の
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
編
集
志
向
を
も
つ
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
の
出
版
は
、

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
一
部
の
宣
教
師
に
は
警
戒
心
を
与
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
当
時
、『
声
』
の
編
集
に
従
事
し
て
い
た
あ
る
日
本
人
伝
道
士
は
、
後
の

回
想
記
事
で
、
彼
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
宣
教
の
参
考
に
資
す
る
た
め
、
他
宗

教
の
教
界
事
情
を
『
声
』
で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、「
一
部
の
読
者
に
は
頗
る
歓

迎
さ
れ
た
」
が
、
一
方
で
、「
枢
要
部
の
方
々
か
ら
」、
す
な
わ
ち
パ
リ
外
国
宣

教
会
の
宣
教
師
達
か
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
で
、
神
道
や
仏
教
、
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
宣
伝
を
す
る
と
は
何
事
か
と
、「
し
ば
し
ば
煩
さ
い
非
難
と
苦
い
悪
罵

と
を
浴
び
せ
ら
れ
」
た
と
回
想
し
て
い
る）

84
（

。
恐
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
カ
ト
リ
ッ

ク
以
外
の
宗
教
を
認
め
な
い
フ
ラ
ン
ス
人
神
父
ら
の
排
他
的
な
敵
意
は
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
系
雑
誌
に
対
し
て
も
好
意
的
な
姿
勢
を
崩
さ
な
い『
通
俗
宗
教
談
』

に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　

刊
行
一
周
年
を
迎
え
た
『
通
俗
宗
教
談
』
第
十
二
号
（
一
九
〇
四
年
五
月
）

の
巻
頭
挨
拶
（「
本
誌
発
刊
一
周
年
」）
に
、
同
誌
が
予
想
外
に
購
読
者
に
恵
ま

れ
、「
一
人
で
二
十
部
乃
至
三
十
部
以
上
の
購
読
を
周
旋
せ
ら
る
る
霊
父
教
友

諸
氏
が
あ
り
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
雑
誌
は
教
会
内

の
一
部
で
関
心
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
、
上
海
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に
滞
在
し
て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
神
父
の
土つ
ち

橋は
し

八や

千ち

太た

は
、
欧
文
雑
誌
の
既
刊
を

記
事
の
参
考
資
料
と
し
て
役
立
つ
よ
う
に
前
田
に
寄
贈
し
て
い
た）
85
（

。
土
橋
は
、

一
八
八
八
年
、
上
海
に
赴
い
て
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
し
、
後
に
帰
国
後
、
上
智

大
学
の
第
三
代
学
長（
一
九
四
〇―

一
九
四
六
）と
な
っ
た
人
物
で
あ
る）
86
（

。
ま
た
、

後
に
日
本
人
初
の
司
教
（
一
九
二
七
年
に
長
崎
司
教
に
叙
階
）
と
な
る
早
坂
久き
ゅ
う
の之

助す
け

は
、
留
学
先
の
ロ
ー
マ
に
向
か
う
ま
で
の
渡
航
記
な
ど
を
寄
せ
て
お
り
、
同

誌
が
次
代
を
担
う
若
手
の
神
父
や
神
学
生
か
ら
支
持
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
る）
87
（

。

　

前
田
の
雑
誌
は
、
教
会
内
の
検
閲
を
免
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
彼
の
個
人

的
意
見
が
直
裁
に
表
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
当
時
の
日
本
人
の
知
識
人

信
者
の
意
見
を
知
る
上
で
、
好
個
の
材
料
を
提
供
し
て
い
る
。『
声
』
と
『
通

俗
宗
教
談
』
は
、
状
況
認
識
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
点
も
多
い
が
、
仔
細
に

み
る
と
主
張
の
力
点
が
異
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
両
誌
の

記
事
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
露
戦
争
前
後
の
時
期
に
教
会
内
で
併
存
し

て
い
た
様
々
な
意
見
の
存
在
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

３　

パ
リ
外
国
宣
教
会
に
お
け
る
前
田
長
太
の
協
力
者

　

こ
の
前
田
長
太
の
個
人
誌
『
通
俗
宗
教
談
』
に
は
、
前
田
の
師
で
あ
る
リ

ギ
ョ
ー
ル
を
は
じ
め
、
フ
ェ
ラ
ン
や
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ツ
ル
パ
ン
（A

uguste 

T
ulpin

）、
レ
オ
ン
・
バ
レ
（Léon Balet

）
な
ど
当
時
の
東
京
大
司
教
区
に
所

属
す
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
神
父
が
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
フ
ラ
ン
ス
人

神
父
は
、
知
的
志
向
の
強
い
学
生
信
者
の
気
持
ち
に
理
解
を
も
ち
、
日
本
の
教

会
の
発
展
に
彼
ら
の
成
長
が
不
可
欠
だ
と
判
断
す
る
、
教
会
内
の
い
わ
ば
進
歩

派
に
位
置
し
て
い
た
者
達
だ
っ
た
。
特
に
前
田
は
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
や
、
彼
と
同

世
代
に
あ
た
る
フ
ェ
ラ
ン
と
深
い
協
力
関
係
に
あ
り
、
彼
ら
と
協
働
し
な
が
ら

学
生
・
知
識
人
層
を
主
対
象
に
し
た
宣
教
活
動
を
試
み
て
い
る
。

　

フ
ェ
ラ
ン
は
、
一
八
九
九
年
に
長
崎
教
区
か
ら
東
京
大
司
教
区
に
移
っ
た

後
、
知
識
人
向
け
の
宣
教
事
業
に
着
手
し
た
。
フ
ェ
ラ
ン
の
日
本
宣
教
観
は
、

彼
が
、
西
洋
諸
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
向
け
て
、
日
本
の
教
会
事
業
へ
の
寄

付
を
募
る
た
め
に
出
版
し
た
仏
文
の
小
冊
子
類
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る

が
、
日
露
戦
争
末
期
に
出
版
さ
れ
た
そ
の
一
冊
『
日
本
の
宣
教
に
関
す
る
一
宣

教
師
の
考
察 Idées d

’un m
issionnaire sur l

’evangélization du Japon

』

で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
今
後
の
発
展
に
あ
た
っ
て
、
教
育
と
出
版
活
動
が

持
つ
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る）
88
（

。
こ
の
小
冊
子
の
末
尾
に
フ
ェ
ラ
ン
に
宛
て

ら
れ
た
前
田
長
太
の
フ
ラ
ン
ス
語
書
簡
が
附
載
さ
れ
て
い
る
が
、
前
田
は
こ
こ

で
フ
ェ
ラ
ン
が
従
事
し
て
き
た
青
年
向
け
教
育
事
業
に
敬
意
を
表
し
、
従
来
の

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
慈
善
事
業
や
教
会
建
設
に
力
が
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
反
面
、
知
識
人
向
け
の
事
業
が
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
点
に
遺
憾
の
意

を
述
べ
て
い
る）
89
（

。
こ
こ
に
明
ら
か
な
通
り
、
フ
ェ
ラ
ン
は
、
近
代
日
本
に
お
い

て
、
知
識
人
向
け
の
宣
教
が
不
可
欠
と
す
る
点
に
お
い
て
、
前
田
と
意
見
を
同

じ
く
し
て
い
た
。

　

フ
ェ
ラ
ン
は
、
一
九
〇
〇
年
、
育
英
塾
と
い
う
学
生
向
け
の
寄
宿
舎
を
茗
荷
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谷
に
設
立
し
て
い
る）
90
（

。
こ
の
施
設
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
及
び
一
般
の
学
生
を

安
価
な
寄
宿
料
で
受
け
入
れ
、
信
者
の
学
生
を
カ
ト
リ
ッ
ク
的
環
境
で
過
ご
さ

せ
る
と
同
時
に
、
非
信
者
の
学
生
を
自
然
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
親
し
ま
せ
て
改
宗

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ェ
ラ
ン
は
、
一
九
〇
二
年
に
出

版
し
た
小
冊
子
『
日
本
の
教
育―

あ
る
学
生
の
物
語 L

’Education au Japon: 

H
istoire d

’un Collégien
』
の
中
で
、
有
為
の
学
生
を
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
が
各
界
で
高
い
社
会
的
地
位
に
つ
い
た
将
来
に

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
影
響
が
日
本
社
会
の
各
層
に
拡
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待

で
き
る
と
論
じ
て
い
る
が）

91
（

、
育
英
塾
も
こ
の
よ
う
な
将
来
に
お
け
る
「
上
か
ら

下
へ
」
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
普
及
を
目
指
し
て
運
営
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
フ
ェ
ラ

ン
と
前
田
は
、
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
一
九
〇
四
年
二
月
十
四
日

に
、
公
教
青
年
会
（
前
者
が
総
裁
、
後
者
が
会
長
に
就
任
）
を
創
立
し
た
が
、
こ

の
青
年
会
に
は
育
英
塾
に
所
属
す
る
学
生
信
者
も
参
加
し
て
い
る）
92
（

。

　

ま
た
、
出
版
事
業
の
重
要
性
を
認
め
て
い
た
フ
ェ
ラ
ン
は
、
彼
の
仏
文
の
小

冊
子
で
、
既
刊
の
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
で
あ
る
『
声
』
と
『
通
俗
宗
教
談
』
に
加

え
て
、
学
生
層
を
読
者
対
象
と
す
る
雑
誌
の
刊
行
の
必
要
性
を
謳
っ
て
い
た

が）
93
（

、
こ
の
彼
の
望
ん
で
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
は
、『
新
理
想
』
と
い
う
誌
名

で
、
一
九
〇
五
年
八
月
か
ら
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
月
刊
誌
に
論

文
を
寄
稿
し
て
い
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
は
、『
通
俗
宗
教
談
』
に
寄

稿
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
特
別
寄
稿
予
定
者
と
し
て
、

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
教
授
で
あ
る
マ
リ
ア
会
士
の
エ
ミ
ー
ル
・
エ
ッ
ク

（Em
ile H

eck

）
と
）
94
（

、ロ
シ
ア
正
教
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
た
ラ
フ
ァ
エ
ル
・

フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル
（Raphael von K

oeber

）
が
）
95
（

名
を
連
ね
て
い
る）
96
（

。

　

前
田
長
太
の
出
版
事
業
の
多
く
は
、
彼
の
師
で
あ
る
リ
ギ
ョ
ー
ル
と
の
共
同

作
業
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
リ
ギ
ョ
ー
ル
は
明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け

て
多
数
の
著
書
を
出
版
し
、
戦
前
の
教
会
に
お
け
る
出
版
物
宣
教
の
功
労
者
の

一
人
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る）
97
（

。

　

前
田
は
、『
通
俗
宗
教
談
』
に
お
い
て
「
リ
ギ
ョ
ル
師
は
本
邦
在
留
の
宣
教

師
中
最
も
日
本
の
思
想
界
を
洞
察
す
る
の
明
あ
る
学
者）
98
（

」
で
あ
り
、「
教
会
で

は
未
だ
其
価
値
を
認
め
ら
れ
て
居
ら
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
が
、
世
間
で
は
至
る
処
博

士
と
し
て
之
を
歓
迎
し
、
日
本
の
公
教
会
は
リ
ギ
ョ
ル
博
士
独
力
で
背
負
っ
て

居
る
と
評
し
て
居
る
、
成
程
知
識
界
の
方
面
よ
り
見
れ
ば
、
公
教
会
の
世
間
に

知
ら
れ
た
る
は
、
主
と
し
て
リ
ギ
ョ
ル
博
士
の
手
柄
で
あ
る）
99
（

」
と
彼
を
日
本
の

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
例
外
的
に
学
殖
の
深
い
神
父
と
し
て
、
し
ば
し
ば

特
権
的
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
周
囲
の
宣
教
師
に
は
、
こ
の
よ
う
に
自

分
の
師
を
殊
更
に
持
ち
上
げ
て
賞
賛
す
る
前
田
の
態
度
を
快
く
思
わ
な
か
っ
た

も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、
こ
の
よ
う
な
言

説
は
リ
ギ
ョ
ー
ル
を
教
会
内
で
微
妙
な
立
場
に
置
く
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
事
実
、
前
田
は
、
昭
和
初
年
に
な
さ
れ
た
回
想
で
、
彼

と
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
出
版
事
業
が
当
時
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
の
間
で
不

興
を
買
っ
て
い
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
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（
…
…
）
三
四
十
年
前
の
昔
の
事
で
は
あ
る
が
、
先
生
（
リ
ギ
ョ
ー
ル―

引
用
者
注
）
は
宗
教
家
で
あ
っ
た
こ
と
と
て
、
そ
の
当
時
日
本
の
長
足
の

進
歩
を
ま
の
あ
た
り
に
見
て
、
日
本
に
お
け
る
布
教
伝
道
の
方
法
と
し
て

は
、
書
籍
伝
道
と
知
識
階
級
に
対
す
る
宣
伝
法
と
の
重
要
性
を
看
取
せ
ら

れ
て
、
専
ら
其
の
方
面
に
努
力
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
他
の
宣
教
師
等
の
賛

成
を
得
る
こ
と
が
却
々
困
難
で
あ
っ
た
、
の
み
な
ら
ず
幹
部
の
忌
諱
に
触

れ
、
宣
教
会
の
本
部
か
ら
は
剣
突
を
食
は
さ
れ
て
、『
日
本
に
於
て
宣
教

す
る
の
に
、
書
籍
伝
道
な
ど
を
云
々
す
る
の
は
間
違
で
あ
る
、
地
方
を
巡

回
し
て
愚
夫
愚
婦
に
説
教
し
て
洗
礼
を
授
け
さ
え
す
れ
ば
沢
山
だ
』
と
云

わ
れ
た
こ
と
を
私
は
記
憶
し
て
い
る
が
、
私
は
其
の
当
時
日
本
人
と
し
て

愚
夫
愚
婦
扱
に
さ
れ
た
の
を
如
何
に
も
心
外
に
思
い
、
先
生
と
共
に
相
計

り
、
細
々
な
が
ら
自
費
出
版
を
な
す
と
同
時
に
、
帝
国
教
育
会
と
か
、
帝

国
大
学
な
ど
に
お
い
て
教
育
学
、
心
理
学
、
哲
学
な
ど
の
科
外
講
演
を
な

し
つ
つ
、
吾
々
両
人
の
主
義
を
宣
伝
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
益
々
他
の
宣

教
師
達
の
反
感
を
買
い
、
或
時
の
如
き
、
吾
々
よ
り
謹
ん
で
新
刊
書
を
呈

上
し
た
の
に
、
そ
れ
を
受
取
ら
ず
に
、
故
さ
ら
応
接
室
の
テ
ー
ブ
ル
の
上

に
遺
し
て
行
く
と
云
う
よ
う
な
皮
肉
な
目
に
ま
で
あ
っ
た
の
で
あ
る）

100
（

。

　

た
だ
、
当
時
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
『
年
次
報
告
』
に
は
リ
ギ
ョ
ー
ル
と
前

田
に
よ
る
出
版
事
業
が
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
、
オ
ズ
ー
フ
東
京
大
司
教
が
彼

ら
の
出
版
事
業
に
相
応
の
理
解
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る）

101
（

。
ま

た
、
当
時
、
東
京
大
司
教
区
で
出
版
事
業
に
従
事
し
て
い
た
の
も
彼
ら
だ
け
で

は
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
前
田
の
回
想
は
幾
分
割
り
引
い
て
み
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
だ
が
、
彼
の
出
版
活
動
が
、
同
時
代
の
す
べ
て
の
在
日
宣
教
師
か
ら

好
意
的
に
見
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　

東
京
大
司
教
区
で
は
、
二
十
世
紀
初
頭
、
大
司
教
の
公
認
下
で
知
識
人
活
動

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
教
会
事
業
の

主
流
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
小
教
会
内
の
司
牧
や
そ
こ
を
起
点
に
し
た
宣
教

が
、
宣
教
師
の
中
心
活
動
で
あ
っ
た
。
当
時
の
東
京
大
司
教
区
が
、
宣
教
師
の

知
識
人
活
動
を
十
分
に
許
容
で
き
る
状
況
に
な
か
っ
た
こ
と
は
、
後
年
、
能
の

研
究
で
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
ノ
エ
ル
・
ぺ
リ
（N

oël Péri

）
が
一
九
〇
二
年

に
宣
教
会
か
ら
退
会
し）

102
（

、
Ｊ
・
Ｃ
・
バ
レ
（Jean-Cyprien Ballet

）
の
よ
う
な

雑
誌
編
集
に
携
わ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
宣
教
師
が
、
そ
の
要
望
が
受
け
容
れ

ら
れ
な
い
た
め
に
、
一
九
〇
〇
年
に
宣
教
会
を
飛
び
出
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
道
に
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る）

103
（

。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
当

時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
知
識
人
活
動
の
置
か
れ
て
い
た
不
安
定
な
立
場
を
示

し
て
い
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
大
司
教
区
の
状
況
で
、
個
人
雑
誌
を
刊
行
し
て
、

リ
ギ
ョ
ー
ル
の
出
版
事
業
を
宣
揚
し
た
前
田
の
振
る
舞
い
は
、
宣
教
会
の
主
流

に
対
す
る
意
図
的
な
態
度
表
明
で
あ
っ
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い）

104
（

。
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４　

日
露
戦
争
と
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

　

日
露
戦
争
の
勃
発
は
、
正
教
会
を
は
じ
め
、
日
本
の
宗
教
界
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る）

105
（

。
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
指
導
下
に
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
活

動
も
、
フ
ラ
ン
ス
が
中
立
国
と
は
い
え
、
ロ
シ
ア
と
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
た

め
、
影
響
を
受
け
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。
同
会
の
『
年
次
報
告
』
に
は
、
戦
争

当
時
、
各
地
で
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
が
ロ
シ
ア
側
の
ス
パ
イ
の
嫌
疑
を
受
け
た

こ
と
や
、
日
本
人
司
祭
や
伝
道
師
が
徴
兵
に
と
ら
れ
て
司
牧
活
動
に
影
響
が
出

て
い
る
こ
と
の
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

日
露
戦
争
時
、
ロ
シ
ア
は
黄
禍
論
を
利
用
し
て
、
戦
争
を
白
色
人
種
と
黄
色

人
種
の
間
の
「
人
種
間
戦
争
」、
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
国
と
異
教
国
の
間
の
「
宗

教
間
戦
争
」
と
位
置
付
け
て
、
自
己
の
正
統
性
を
宣
伝
し
て
い
た
の
に
対
し
、

日
本
政
府
は
、
こ
の
戦
争
を
「
文
明
国
」
日
本
と
「
非
文
明
国
」
ロ
シ
ア
と
の

闘
争
と
位
置
付
け
て
、
国
際
的
支
持
を
獲
得
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
。
情
報
戦

争
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
首
相
の
桂
太
郎）

106
（

は
、
正
教
会
の
保
護
を
徹
底
し

て
日
本
が
信
教
の
自
由
を
認
め
る
文
明
国
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
、
ま

た
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
関
係
者
に
協
力
を
仰
い
で
、
日
本
側
に
戦
争
の

正
統
性
の
あ
る
こ
と
を
西
洋
諸
国
に
宣
伝
す
る
こ
と
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

一
九
〇
四
年
五
月
十
六
日
に
、
東
京
の
芝
公
園
で
行
わ
れ
た
大
日
本
宗
教
家

大
会
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
政
府
の
意
向
に
沿
っ
て
、
日
本
の
各
宗
派
が
一
致

し
て
、
日
露
戦
争
が
東
洋
の
平
和
の
回
復
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
大
会
は
、
神
道
・
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
界
か
ら
総

勢
約
一
五
〇
〇
名
の
出
席
者
を
集
め
た
盛
大
な
も
の
だ
っ
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
関
係
者
の
名
は
発
起
人
に
も
賛
成
人
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
少
数
な

が
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
も
参
加
し
て
い
た
模
様
で
あ
る
が）

107
（

、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

は
恐
ら
く
正
式
の
参
加
を
慎
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。『
声
』
は
、
大
日
本
宗
教

家
大
会
や
そ
の
後
の
懇
親
会
に
触
れ
て
、「
常
に
は
睨
合
い
の
間
柄
で
も
一
朝

有
事
の
日
と
な
る
と
忽
ち
呉
越
相
親
む
我
が
国
民
の
性
情
を
遺
憾
な
く
発
露
し

た
も
の
で
あ
る
」
と
批
判
的
な
文
章
を
掲
載
し
て
い
る）

108
（

。

　

日
露
戦
争
時
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
日
本
を
支
持
し
、
神
父
や
信

者
は
慰
問
活
動
を
行
っ
て
い
た
が）

109
（

、
こ
の
大
日
本
宗
教
家
大
会
へ
の
対
応
に
う

か
が
え
る
よ
う
に
、
他
の
宗
派
に
比
較
す
る
と
、
教
団
と
し
て
積
極
的
な
戦
争

協
力
の
姿
勢
を
と
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
一
部
の
宗
教
者
の
よ
う
に
非
戦
論
を

唱
え
た
わ
け
で
も
な
く
、
社
会
的
に
特
に
目
立
た
な
い
形
で
過
ご
し
て
い
た
と

い
え
る
。
た
だ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
に
お
い
て
は
、
戦
時
中
、
こ
の
よ
う
な
日

本
政
府
や
宗
教
界
の
動
向
と
共
同
歩
調
を
取
る
主
張
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る）

110
（

。
と
り
わ
け
、
前
田
長
太
は
、
日
露
戦
争
の
勃
発
に
愛
国
心
を
刺

激
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
者
と
し
て
、
戦
争
を
支
持
す
る
言
論
活

動
を
展
開
し
て
い
た
。
彼
は
、『
読
売
新
聞
』（
一
九
〇
四
年
九
月
四
日
、十
一
日
）

に
寄
せ
た
「
露
国
教
会
の
真
相
」
と
い
う
文
章
で
は
、
ロ
シ
ア
の
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
が
同
国
政
府
か
ら
迫
害
を
う
け
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
な
が
ら
、
正
教
会

が
圧
政
的
な
帝
政
ロ
シ
ア
の
専
制
政
体
と
深
く
結
び
つ
い
て
、
同
国
に
信
仰
の

自
由
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
論
じ
、「
吾
人
が
宗
教
上
よ
り
も
観
察
し
て
も
あ
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く
ま
で
露
国
と
戦
か
は
ざ
る
べ
か
ら
ず）

111
（

」
と
宗
教
者
の
立
場
か
ら
ロ
シ
ア
を
批

判
し
て
い
る
。

　

一
九
〇
四
年
の
八
月
と
九
月
、
前
田
は
、「
日
露
戦
争
の
理
由
」
と
「
戦
争

と
日
本
国
民
」
と
い
う
二
つ
の
仏
語
の
論
説
を
『
通
俗
宗
教
談
』
に
掲
載
し
、

そ
れ
ら
は
同
年
末
に
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
知
的
総
合
雑
誌
『
フ
ラ

ン
ス
聖
職
者
雑
誌 Revue du clergé français

』
に
）
112
（

転
載
さ
れ
た）

113
（

。
こ
の
論

説
は
そ
れ
ぞ
れ
外
国
人
読
者
に
向
け
て
日
本
を
擁
護
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
前

者
で
は
日
露
戦
争
が
領
土
拡
張
目
的
で
南
下
政
策
を
採
る
ロ
シ
ア
に
対
し
て
の

正
統
的
な
自
衛
戦
争
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
、
日
本
が
領
土
的
野
心
を
持
た
な

い
こ
と
を
述
べ）

114
（

、
後
者
で
は
、
唯
物
主
義
的
風
潮
の
影
響
に
よ
っ
て
戦
前
の
日

本
社
会
で
認
め
ら
れ
た
道
徳
の
退
廃
現
象
が
、
戦
争
に
よ
っ
て
一
掃
さ
れ
た
こ

と
を
評
価
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
前
田
は
日
露
戦
争
に
お
い
て
日
本
の
大
義
を
認
め
て
い
た
が
、

ま
た
い
た
ず
ら
に
好
戦
の
風
を
煽
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、
一

九
〇
四
年
末
、
軍
人
や
遺
族
に
向
け
て
心
の
平
安
を
説
く
べ
く
『
戦
と
死
』
と

い
う
著
書
を
出
版
し
た
が
、
こ
こ
で
彼
は
主
戦
論
と
非
戦
論
を
と
も
に
一
長
一

短
あ
り
と
し
、「
主
戦
論
者
は
又
須
ら
く
非
戦
論
に
於
て
取
る
べ
き
と
こ
ろ
所

を
と
り
、
な
る
べ
く
戦
争
熱
を
冷
却
せ
し
め
、
戦
争
は
萬
や
む
る
得
ざ
る
よ
り

で
る
道
理
を
覚
識
し
、
一
た
び
開
始
し
た
る
義
戦
に
は
出
来
う
る
だ
け
兵
士
の

義
勇
を
鼓
舞
奨
励
す
る
は
結
構
な
れ
ど
も
、
戦
争
の
為
に
戦
争
す
と
い
う
が
如

き
好
戦
の
譏
を
招
か
ぬ
よ
う
留
意
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る）

115
（

。

　

こ
の
よ
う
に
前
田
は
戦
時
中
も
活
発
な
文
筆
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
宣
教
に
関
し
て
も
、『
通
俗
宗
教
談
』
第
十
五
号
（
一
九
〇
四
年
七
月
）

の
巻
頭
に
、「
戦
時
の
伝
道
私
議
」、「
戦
後
の
伝
道
私
議
」
と
い
う
二
つ
の
連

続
し
た
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
前
者
の
論
文
「
戦
時
の
伝
道
私
議
」
は
、
後

者
の
前
置
き
の
性
格
を
持
つ
も
の
だ
が
、
戦
争
の
渦
中
で
は
、
表
立
っ
た
宣
教

活
動
を
行
う
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
り
、
祈
祷
や
慈
善
事
業
に
励
む
こ
と
が
時

世
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
前
田
は
、『
戦
と
死
』
で
も
、「
宗
教

家
が
大
会
を
開
く
の
も
、
平
和
を
祈
る
の
も
、
戦
捷
を
願
う
の
も
、
従
軍
す
る

の
も
、
洵
に
結
構
で
あ
る
。
但
だ
戦
争
以
外
に
殆
ど
働
く
余
地
な
き
に
至
れ
る

の
は
、
余
程
奇
妙
で
は
あ
る
ま
い
か
。
心
霊
界
の
先
生
方
も
矢
張
り
戦
争
に
束

縛
さ
れ
る
も
の
と
見
え
る
」
と
書
い
て
お
り
、
一
部
の
宗
派
が
戦
時
に
か
こ
つ

け
て
対
外
活
動
を
熱
心
に
行
う
こ
と
に
不
純
な
も
の
を
み
て
い
た
の
だ
ろ
う）

116
（

。

　

後
者
の
「
戦
後
の
伝
道
私
議
」
は
、
将
来
、
日
本
が
戦
争
に
勝
利
す
る
と
い

う
こ
と
を
前
提
に
、
来
る
べ
き
戦
後
社
会
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
宣
教

の
あ
り
方
に
関
し
て
提
言
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
前
田
は
、
こ
の
宣
教
方
法

に
関
す
る
考
察
に
関
し
て
、
未
来
の
戦
勝
国
日
本
を
舞
台
に
、
日
本
人
伝
道
者

に
与
え
る
改
革
的
私
案
と
断
っ
て
い
る
が
、
こ
の
論
は
明
ら
か
に
パ
リ
外
国
宣

教
会
の
従
来
の
宣
教
方
法
に
向
け
て
、
レ
ト
リ
ッ
ク
に
隠
れ
な
が
ら
批
判
を
加

え
た
文
書
で
あ
り
、
彼
の
当
時
の
宣
教
観
を
知
る
上
で
大
変
注
目
に
値
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
「
日
露
戦
争
は
布
教
伝
道
の
上
に
一
大
変
動
、
一
大
革
命
を
来
た
す
で
あ
ろ
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う
」
と
い
う
末
尾
の
文
章
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
前
田
は
、
日
本
が
西
洋
に
伍

す
文
明
国
に
な
っ
た
現
在
、
教
会
は
従
来
と
は
異
な
る
宣
教
方
法
を
採
用
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
考
え
を
抱
い
て
い
た
。
彼
は
、
日
本
の
よ
う
に
近
代

化
を
果
た
し
た
国
の
宣
教
活
動
は
、
文
明
的
に
劣
っ
た
諸
国
と
同
様
の
方
法
で

行
わ
れ
る
こ
と
が
も
は
や
許
さ
れ
な
い
と
し
、
日
本
で
宣
教
活
動
を
行
う
人
物

の
資
格
と
し
て
学
殖
と
人
格
の
二
つ
を
高
く
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
こ
の
要
求
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
彼
が
来
日
し
た
宣
教
師
の
大
部
分
に
学

問
の
造
詣
が
足
り
な
い
と
い
う
不
満
を
い
だ
き
、
ま
た
、
宣
教
師
の
日
頃
の
振

る
舞
い
に
時
と
し
て
日
本
人
を
見
下
す
よ
う
な
差
別
的
態
度
が
存
在
す
る
こ
と

を
敏
感
に
感
じ
と
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る）

117
（

。

伝
道
者
た
る
者
は
、
露
国
を
打
撃
し
来
た
れ
る
戦
勝
国
民
に
布
教
伝
道
す

と
云
う
こ
と
を
造
次
に
も
顛
肺
に
も
忘
れ
て
は
い
か
ぬ
、
又
正
義
人
道
の

為
に
行
動
し
来
れ
る
文
明
国
民
に
布
教
伝
道
す
る
の
で
あ
る
と
云
う
事
を

も
深
く
脳
裡
に
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。（
中
略
）
使
役
主
義
の
伝
道
は

断
じ
て
不
可
、『
由
ら
し
む
べ
し
主
義
』
の
伝
道
も
断
じ
て
不
可
、
即
ち

弟
子
の
足
を
洗
う
ほ
ど
の
謙
遜
と
一
世
の
敬
服
に
値
す
る
ほ
ど
の
学
殖
を

以
て
布
教
伝
道
に
従
事
し
な
け
れ
ば
、
日
本
国
民
は
明
ら
か
に
布
教
者
伝

道
者
の
腹
の
中
を
看
透
か
し
て
決
し
て
頭
を
下
げ
な
い
、
心
服
は
し
な

い
、
蓋
し
出
来
ぬ
の
で
あ
る
…
…

　

前
田
は
、
恐
ら
く
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
の
言
動
に
自
尊
心
を
傷
つ

け
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
、
同
会
の
神
父
の
行
動

は
、
日
本
の
文
化
や
風
習
に
関
す
る
理
解
の
不
足
も
あ
っ
て
、
日
本
人
信
者
の

目
に
は
常
識
が
欠
け
て
い
る
よ
う
に
映
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い）

118
（

。
長
崎
教

区
の
日
本
人
司
祭
の
島
田
喜よ

し

蔵ぞ
う（

一
八
五
六―

一
九
四
八
）の
晩
年
の
回
想
に
は
、

宣
教
師
の
日
本
人
の
心
情
や
慣
習
に
対
す
る
理
解
の
欠
如
や
、
宣
教
の
見
込
み

の
あ
る
地
域
に
は
日
本
人
神
父
を
差
し
置
い
て
ま
で
自
身
で
司
牧
を
行
お
う
と

し
た
フ
ラ
ン
ス
人
神
父
の
利
己
的
振
る
舞
い
な
ど
が
率
直
に
描
写
さ
れ
て
い

る）
119
（

。

　

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
指
導
下
に
あ
る
教
会
で
、
直
接
、
同
会
の
宣
教
師
に
対

し
て
批
判
を
展
開
す
る
こ
と
が
困
難
を
極
め
る
こ
と
は
、
長
崎
教
区
に
お
け
る

平
山
牧
民
の
先
例
に
認
め
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
失
敗
を
避
け
る

た
め
に
か
、
前
田
は
、
自
身
の
宣
教
担
当
者
に
関
す
る
提
言
が
日
本
人
神
父
や

伝
道
士
の
み
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
、
外
国
人
宣
教
師
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い

と
わ
ざ
わ
ざ
念
を
押
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
外
国
人
宣
教
師
こ
そ
が
真
の
批

判
対
象
で
あ
る
こ
と
を
読
者
に
悟
ら
せ
る
と
い
う
筆
法
を
取
っ
て
い
る
。

　

吾
人
は
幸
い
に
し
て
外
国
よ
り
渡
来
せ
る
宣
教
師
方
が
何
れ
も
皆
謙
遜

深
く
し
て
、
人
を
事つ
か

う
よ
り
も
人
に
事つ
か

え
ら
れ
る
る
心こ
こ
ろ事
あ
る
を
見
て
日

頃
感
嘆
敬
服
し
て
居
る
者
で
あ
る
か
ら
、
外
国
宣
教
師
方
に
就
い
て
は
、

こ
の
私
議
は
殆
ど
、
無
用
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
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こ
の
外
国
人
宣
教
師
を
是
と
す
る
前
田
の
見
解
が
議
論
の
上
で
の
一
時
的
方

便
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
昭
和
初
期
に
な
さ
れ
た
回
想
で
、
同
時
代
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
に
触
れ
て
、「
外
国
宣
教
師
は
徐
々
と
引
揚
げ
る
こ
と
に
な
り
、

今
後
渡
来
す
る
も
の
は
、
科
学
的
知
識
あ
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
な
ど
と

云
っ
て
い
る
」
と
書
き
、
約
三
十
年
前
の
自
ら
の
主
張
の
先
見
の
明
を
誇
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る）

120
（

。

　

以
上
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
こ
の
「
戦
後
の
伝
道
私
議
」
は
、
知
識
人
向
け

の
宣
教
の
重
要
性
を
説
い
て
、
外
国
人
宣
教
師
に
そ
の
方
面
に
お
け
る
資
質
を

求
め
る
と
同
時
に
、
彼
ら
に
日
本
人
に
対
し
て
文
明
国
の
国
民
と
し
て
敬
意
を

持
つ
こ
と
を
暗
に
求
め
た
論
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
前
田
の
外
国
人
宣
教
師

に
対
す
る
注
文
は
、
戦
時
中
に
彼
が
愛
国
心
を
高
揚
さ
せ
、
日
本
が
西
洋
列
強

と
並
び
つ
つ
あ
る
と
い
う
一
流
国
民
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
え
て
い
た
か
ら
だ

ろ
う
。「
我
等
は
、
基
督
者
で
あ
る
、
然
れ
ど
も
之
と
同
時
に
日
本
人
で
あ
る
、

基
督
教
者
な
る
日
本
人
、
日
本
人
な
る
基
督
教
者
た
る
観
念
を
一
日
も
遺
失
し

て
は
い
け
な
い）

121
（

」と
い
う
前
田
の
言
葉
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
幕
末
以
来
、

フ
ラ
ン
ス
の
宣
教
会
の
指
導
下
に
発
展
し
て
き
た
歴
史
を
考
え
る
と
、
現
地
人

神
父
と
し
て
の
決
然
た
る
自
恃
の
表
情
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
自
覚
を
持
っ
て
い
た
前
田
は
、
日
露
戦
争
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

み
ら
れ
た
日
本
蔑
視
の
風
潮
に
関
し
て
極
め
て
批
判
的
だ
っ
た
。
次
章
で
み
る

よ
う
に
、
彼
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル
教
皇
使
節
の
日
本
訪
問
時
、
彼
と
頻
繁
に
接
し

て
い
た
が
、
公
教
青
年
会
の
主
催
し
た
使
節
歓
迎
会
の
折
に
、
講
演
で
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

　

日
露
の
戦
将
に
酣
な
ら
ん
と
せ
る
時
、
彼
の
欧
州
の
人
々
、
然
り
、
欧

州
の
教
育
あ
る
人
々
、
而
も
社
会
の
耳
目
と
云
わ
る
べ
き
人
々
は
何
と

曰
っ
た
か
、
日
本
が
彼
ら
の
予
想
に
反
し
て
着
々
戦
捷
を
占
む
る
や
、
彼

ら
は
曰
く
、「
日
本
は
実
に
恐
ろ
し
い
国
で
あ
る
、
若
も
日
本
が
戦
捷
の

勢
に
乗
じ
て
支
那
を
も
取
り
、
安
南
、
印
度
ま
で
も
押
寄
せ
て
来
る
よ
う

に
な
っ
た
な
ら
ば
、
果
た
し
て
如
何
に
す
べ
き
」、
曰
く
「
仏
領
真
に
危

し
」、曰
く「
欧
州
各
国
手
を
拱
し
て
対
岸
の
火
災
視
す
べ
か
ら
ず
」と
て
、

遂
に
昔
の
昔
そ
の
又
昔
の
蒙
古
の
成
吉
斯
汗
を
聯
想
し
、
疑
心
暗
鬼
、
誠

に
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
と
云
う
の
で
、
か
の
有
名
な
る
黄
禍
説
ま
で
唱

え
出
し
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、（
拍
手
）、
文
明
先
進
国
を
以
て
威
張
っ

て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
而
も
操
觚
者
ま
で
が
此
の
如
き
「
日
本
観
」
を

な
し
て
、
設
令
一
時
に
し
た
と
こ
ろ
が
黄
色
の
民
が
恐
ろ
し
い
と
云
う
よ

う
な
説
を
唱
え
だ
し
た）
122
（

（
…
…
）

　

そ
れ
で
は
、
日
露
戦
争
の
間
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
は
、
こ
の
戦
争

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
見
方
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
戦
時
中
、
フ
ラ
ン
ス

の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
大
方
の
フ
ラ
ン
ス
人
と
同
様
に
ロ
シ
ア
寄
り
の
姿
勢
で

い
た
の
に
対
し）

123
（

、
日
本
在
住
の
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
は
、
日
本
側
に
立
っ
て
、
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そ
の
勝
利
を
願
っ
て
い
た）

124
（

。

　

東
京
大
司
教
区
の
補
佐
司
教
ピ
エ
ー
ル
・
ム
ガ
ブ
ル
（Pierre M

ugabure

）

は
、
フ
ラ
ン
ス
に
帰
国
中
、
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
に
日
本
を
擁
護
す
る
意
見
の
談

話
を
寄
せ
て
い
る）

125
（

。
ま
た
、
東
京
帝
国
大
学
の
御
雇
外
国
人
教
師
の
ド
イ
ツ
人

医
師
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ツ（Erw

in von Bälz

）の
日
記
に
よ
る
と
、

彼
が
、
一
九
〇
五
年
二
月
二
十
四
日
に
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
と
歓
談
す
る
機
会
を

も
っ
た
時
、
他
の
大
方
の
フ
ラ
ン
ス
人
と
異
な
っ
て
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
は
日
本
の

勝
利
を
確
信
し
て
い
た
と
い
う）

126
（

。
こ
の
時
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
挙
げ
た
理
由
は
、

日
本
の
軍
隊
の
上
下
間
の
関
係
に
は
、
西
洋
の
軍
隊
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
、

親
身
な
信
頼
関
係
が
存
在
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
出
身
の
宣
教
師
ミ
カ
エ
ル
・
ス
タ
イ
シ
ェ
ン
（M

ichael Steichen

）
は
、
日

露
戦
争
中
、
宣
教
資
金
の
寄
付
を
募
る
た
め
に
欧
米
諸
国
を
旅
行
し
、
各
所
で

日
本
に
関
す
る
講
演
を
し
て
い
た
が
、
あ
る
時
、
日
露
戦
争
に
関
し
て
聴
衆
か

ら
質
問
を
受
け
た
際
、
彼
は
、
日
本
国
民
の
忠
孝
心
が
厚
い
と
い
う
理
由
で
、

日
本
軍
が
勝
利
す
る
だ
ろ
う
と
答
え
て
い
る）

127
（

。

　

た
だ
、
近
代
日
本
の
文
明
化
、
大
国
化
へ
向
け
た
歩
み
に
対
し
て
、
パ
リ
外

国
宣
教
会
の
宣
教
師
が
日
本
人
と
同
様
に
誇
り
を
覚
え
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な

い
。
パ
リ
外
国
宣
教
会
は
過
去
に
ア
ジ
ア
諸
国
に
派
遣
し
た
宣
教
師
の
中
か
ら

多
く
の
殉
教
者
を
生
ん
で
い
た
宣
教
会
で
あ
り
、
十
九
世
紀
に
同
会
に
入
会
を

希
望
し
た
神
学
生
に
は
、
宣
教
地
で
の
殉
教
に
憧
憬
を
抱
い
て
い
た
者
が
多

か
っ
た
と
い
わ
れ
る）

128
（

。
一
八
九
四
年
に
来
日
し
た
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、
晩
年
の
著

作
の
中
の
回
想
で
、
日
清
戦
争
前
夜
の
時
期
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
神
学
校
で

は
、
日
本
は
既
に
近
代
化
の
道
を
歩
ん
で
い
た
と
い
う
理
由
で
、
派
遣
先
と
し

て
人
気
が
な
か
っ
た
と
語
っ
て
い
る）

129
（

。
こ
の
よ
う
な
心
性
を
大
方
抱
い
て
い
た

思
わ
れ
る
当
時
の
在
日
宣
教
師
は
、西
洋
文
明
の
影
響
下
に
近
代
化
を
進
め
て
、

純
朴
な
気
風
を
次
第
に
失
い
ゆ
く
日
本
に
し
ば
し
ば
落
胆
の
念
を
漏
ら
し
て
い

る）
130
（

。
こ
の
反
近
代
的
な
心
性
は
、
前
田
の
師
で
あ
る
リ
ギ
ョ
ー
ル
も
共
有
し
て

い
た
も
の
だ
っ
た）

131
（

。
こ
の
よ
う
な
当
時
の
大
方
の
宣
教
師
の
性
向
は
、
日
本
の

「
一
流
大
国
」
化
を
評
価
し
が
ち
な
日
本
人
の
自
己
認
識
と
は
齟
齬
が
あ
り
、

そ
の
た
め
宣
教
師
は
後
者
の
自
負
心
を
し
ば
し
ば
見
失
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

四　

オ
コ
ン
ネ
ル
教
皇
使
節
の
日
本
訪
問

１　

教
皇
庁
と
近
代
日
本

　

先
に
み
た
よ
う
に
、
教
皇
庁
と
日
本
と
の
間
の
外
交
関
係
は
、
一
八
八
五

年
、
教
皇
レ
オ
十
三
世
が
、
北
緯
代
牧
区
の
オ
ズ
ー
フ
司
教
を
特
派
使
節
に
任

命
し
て
、
親
書
を
送
っ
た
こ
と
に
始
ま
っ
て
い
る）

132
（

。
日
露
戦
争
後
に
行
わ
れ
た

ピ
ウ
ス
十
世
に
よ
る
オ
コ
ン
ネ
ル
使
節
の
日
本
派
遣
は
、
そ
の
二
十
年
後
に
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
回
と
は
異
な
っ
て
第
三
国
の
ア
メ
リ
カ
の
司
教
が

教
皇
使
節
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
大
き
な
社

会
的
脚
光
を
浴
び
る
機
会
を
も
た
ら
し
た
。

　

一
九
〇
三
年
、
レ
オ
十
三
世
を
継
い
で
教
皇
の
座
に
つ
い
た
ピ
ウ
ス
十
世
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は
、
極
東
で
勢
力
を
拡
大
す
る
日
本
に
お
け
る
宣
教
の
成
功
が
ア
ジ
ア
の
宣
教

の
将
来
に
も
た
ら
す
影
響
の
大
き
さ
を
見
越
し
て
、
日
本
に
お
け
る
従
来
の
宣

教
政
策
の
変
革
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
。
一
九
〇
四
年
六
月
二
十
二
日
、
東
京

大
司
教
区
の
補
佐
司
教
ム
ガ
ブ
ル
は
、
教
皇
庁
で
教
皇
に
謁
見
を
し
た
際
、
日

本
に
お
け
る
宣
教
の
状
況
を
伝
え
た
が
、
そ
の
時
、
彼
は
、
日
本
に
お
け
る
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
進
歩
は
遅
々
た
る
も
の
と
は
い
え
確
実
な
も
の
で
あ
る
と
報

告
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
教
皇
は
ム
ガ
ブ
ル
に
、
日
本
人
は
宗
教
心
を
欠
く
と

聞
い
て
い
る
が
そ
れ
は
事
実
か
と
尋
ね
て
い
る
が
、
こ
れ
は
教
皇
が
日
本
に
お

け
る
宣
教
の
不
振
の
原
因
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。

こ
の
問
い
に
対
し
、
ム
ガ
ブ
ル
は
、
日
本
人
は
宗
教
に
深
い
関
心
を
も
つ
国
民

で
あ
る
こ
と
を
様
々
な
例
証
を
あ
げ
て
答
え
て
い
る）

133
（

。

　

一
九
〇
四
年
二
月
に
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
時
、
教
皇
庁
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

教
皇
庁
付
大
使
を
経
由
し
て
、
日
本
政
府
に
戦
時
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
保
護
を
求
め
て
お
り）

134
（

、
当
初
よ
り
日
本
政
府
に
信
頼
を
置
い
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
当
時
、
在
墺
特
命
全
権
公
使
で
あ
っ
た
牧
野
伸
顕
は
、
一
九
〇
四
年
十

一
月
二
十
二
日
、
小
村
寿
太
郎
外
務
大
臣
宛
て
の
外
交
報
告
で
、
現
地
の
新
聞

に
掲
載
さ
れ
た
教
皇
の
謁
見
記
録
を
紹
介
し
、
教
皇
が
日
露
戦
争
に
対
し
て
戦

争
の
悲
惨
を
説
く
一
方
で
、
ロ
シ
ア
側
が
戦
勝
を
神
助
に
祈
願
す
る
こ
と
を
批

判
し
、
こ
の
よ
う
な
行
為
は
隣
人
愛
の
立
場
の
立
つ
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
に
反

す
る
と
い
う
談
話
を
発
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
牧
野
は
、
ロ
シ
ア
が
今
回

の
戦
争
を
「
耶
蘇
教
者
」
と
「
邪
教
者
」
と
の
間
の
決
戦
と
み
な
し
て
他
の
キ

リ
ス
ト
教
国
の
同
情
を
惹
こ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
教
皇
の
考
え
は
日
本
に

と
っ
て
有
益
で
あ
る
と
い
う
意
見
を
附
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
牧
野
は
、
翌
年
、「
法
皇
廷
ノ
日
本
ニ
対
ス
ル
同
情
及
日
本
ト
外
交

関
係
開
設
ノ
希
望
ア
ル
コ
ト
」
と
い
う
外
交
報
告
（
一
九
〇
五
年
三
月
十
七
日
）

を
小
村
外
務
大
臣
に
送
っ
て
い
る
が
、
牧
野
は
こ
こ
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン

ガ
リ
ー
帝
国
の
教
皇
庁
付
外
交
官
か
ら
の
話
と
し
て
、
教
皇
が
日
露
戦
争
当
初

か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
理
解
の
あ
る
日
本
に
好
意
を
抱
い
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
教
皇
が
日
本
と
国
交
関
係
を
樹
立
し
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。
牧
野
は
、
日
本
と
の
外
交
関
係
に
関
心
を
持
つ
教
皇
の
意

向
に
、
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
て
い
た
教
皇
庁
の
外
交

力
維
持
に
向
け
た
思
惑
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
み
て
お
り
、
こ
の
件
に
関
し
て
日

本
は
フ
ラ
ン
ス
と
の
外
交
関
係
の
悪
化
を
避
け
る
た
め
に
も
十
分
の
配
慮
が
必

要
で
あ
る
と
の
意
見
を
述
べ
て
い
る）

135
（

。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
彼
の
報
告
を
通
し

て
、
日
露
戦
争
時
の
教
皇
の
日
本
に
対
す
る
好
意
は
当
時
の
日
本
政
府
の
上
層

部
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
〇
五
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
戻
っ
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
ヨ
ゼ
フ
・
ダ
ー
ル
マ

ン
は
、
同
年
七
月
三
日
、
ピ
ウ
ス
十
世
と
単
独
謁
見
を
果
た
し
た
が
、
こ
の

時
、
教
皇
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
再
派
遣
の
意
思
を
彼
に
伝
え
て
い
る
。
教
皇

が
、日
露
戦
争
後
、ア
メ
リ
カ
人
の
教
皇
使
節
を
派
遣
し
た
理
由
の
一
つ
に
は
、

第
三
者
の
立
場
に
あ
る
オ
コ
ン
ネ
ル
司
教
に
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
実

情
を
客
観
的
に
把
握
さ
せ
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
の
実
現
と
、
日
本
に
お
け
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る
カ
ト
リ
ッ
ク
系
高
等
教
育
機
関
の
設
立
と
い
う
、
教
皇
庁
が
か
ね
て
か
ら
計

画
し
て
い
た
構
想
の
妥
当
性
を
確
認
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
に
含
ま
れ
て
い
た
か

ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
教
皇
庁
の
国
務
長
官
メ
リ
ー
・
デ
ル
・
ヴ
ァ
ル
は
、
オ

コ
ン
ネ
ル
に
日
本
訪
問
を
命
じ
た
際
、「
日
本
帝
国
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
が

お
か
れ
て
い
る
状
況
、
将
来
に
期
待
し
う
る
こ
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
し
て
特

に
指
導
者
階
級
の
間
で
培
わ
れ
て
い
る
態
度
な
ど
に
つ
い
て
、
し
か
る
べ
き
用

心
を
も
っ
て
慎
重
に
で
は
あ
る
が
、
で
き
る
限
り
正
確
に
調
べ
る
こ
と
」
と
い

う
指
令
（
一
九
〇
五
年
七
月
二
十
二
日
付
）
を
彼
に
内
密
に
発
し
て
い
た）

136
（

。

　

オ
コ
ン
ネ
ル
の
日
本
訪
問
は
、
そ
の
目
的
に
関
し
て
国
際
的
に
様
々
な
憶
測

を
呼
ん
で
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
駐
米
領
事
館
か
ら
、
一
九
〇
五
年
九
月
十
四

日
、
本
国
外
務
省
に
宛
て
て
オ
コ
ン
ネ
ル
の
訪
日
予
定
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
報
告
に
よ
る
と
、
当
地
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
は
、
教
皇
庁
の
使
節
派
遣

の
目
的
が
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
ロ
シ
ア
の
同
盟
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス

の
宣
教
会
の
管
轄
下
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
陥
っ
て
い
る
不
利
な
状
況
を
打
開

す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
報
じ
て
い
た）

137
（

。

　

オ
ズ
ー
フ
東
京
大
司
教
は
、
教
皇
庁
か
ら
も
パ
リ
の
宣
教
会
本
部
か
ら
も
、

事
前
に
教
皇
使
節
の
日
本
訪
問
に
関
し
て
正
式
の
連
絡
を
受
け
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
オ
コ
ン
ネ
ル
一
行
が
十
月
三
十
日
に
横
浜
港
に
到
着
し
た
時
、
日
本
の

教
会
関
係
者
が
彼
ら
を
出
迎
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う）

138
（

。
教
皇
使
節
の
訪

問
は
、
外
交
上
の
も
の
と
は
い
え
、
日
本
の
教
会
を
管
轄
し
て
き
た
パ
リ
外
国

宣
教
会
の
神
父
に
と
っ
て
、
唐
突
な
訪
問
と
し
て
戸
惑
い
を
も
っ
て
受
け
止
め

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　

当
時
、
反
教
権
政
策
を
進
め
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
一
九
〇
四
年
七
月

に
教
皇
庁
と
間
の
外
交
関
係
を
断
絶
し
た
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
は
か
つ
て

の
よ
う
に
自
国
の
教
皇
庁
付
大
使
を
通
じ
て
、
教
皇
庁
の
動
向
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
自
国
の
宣
教
会
や
修
道
会
の
利
害
の
た
め
に
教
皇
庁
へ
働
き
か

け
る
こ
と
が
不
可
能
な
状
況
に
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
駐
日
公
使
ジ
ュ
ー
ル
・

ア
ル
マ
ン
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル
の
来
日
中
、
彼
と
一
度
面
会
し
て
い
る
が
社
交
儀

礼
的
な
挨
拶
に
過
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
オ
コ
ン
ネ
ル
の
離
日
後
、
彼
が

本
省
に
送
っ
た
外
交
報
告
で
も
、
教
皇
使
節
の
訪
日
目
的
に
関
し
て
十
分
把
握

が
で
き
て
い
な
い
と
書
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た）

139
（

。
オ
コ
ン
ネ
ル
は
、
滞
日
中
、

ア
メ
リ
カ
公
使
や
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
公
使
と
は
親
し
く
接
し

て
い
た
が
、
ア
ル
マ
ン
に
対
し
て
は
嫌
悪
を
抱
い
た
模
様
で
、
自
伝
の
中
で
、

共
和
主
義
者
の
フ
ラ
ン
ス
公
使
が
フ
ラ
ン
ス
人
聖
職
者
に
向
け
る
関
心
は
、
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
更
な
る
発
展
を
願
う
が
ゆ
え
の
も
の
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス

人
で
あ
る
彼
ら
の
存
在
が
日
本
に
お
け
る
共
和
政
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
力
の
拡
大

に
貢
献
し
う
る
と
み
な
し
て
い
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
と
批
判
的
な
感
想
を
記
し

て
い
る）

140
（

。

　

教
皇
使
節
の
来
日
は
、
日
本
社
会
で
も
関
心
を
呼
び
、
そ
の
訪
問
目
的
に
関

し
て
、
様
々
な
憶
測
が
な
さ
れ
て
い
た
。『
読
売
新
聞
』
の
記
事
「
羅
馬
法
王

使
節
の
使
命
」（
一
九
〇
五
年
十
一
月
二
十
四
日
）
で
は
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
が
フ
ラ
ン
ス
の
宣
教
師
の
管
轄
下
に
な
っ
て
い
る
ゆ
え
に
宣
教
面
で
不
利



256

な
状
況
に
陥
っ
て
お
り
、
教
皇
庁
が
こ
の
事
態
に
対
処
す
る
こ
と
が
訪
問
の
理

由
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
横
浜
貿
易
新
報
』（
一
九

〇
五
年
十
一
月
二
十
八
日
）
の
記
事
「
法
王
使
節
の
使
命
」
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル

の
訪
日
に
は
、
教
皇
庁
に
よ
る
日
本
公
使
館
の
設
置
と
、
英
語
教
育
を
行
う
カ

ト
リ
ッ
ク
系
中
学
の
設
立
な
ど
英
語
に
よ
る
宣
教
の
準
備
と
の
二
つ
の
計
画
が

関
わ
っ
て
い
る
と
み
な
し
て
い
る）

141
（

。

　

こ
の
よ
う
な
教
皇
使
節
関
連
の
記
事
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
注
目
さ
れ
て

お
り
、
当
時
、『
声）

142
（

』
や
フ
ラ
ン
ス
語
の
日
本
研
究
雑
誌
『
メ
ラ
ン
ジ
ュ

M
élange

』）
143
（

で
は
、
評
言
と
と
も
に
紹
介
が
行
わ
れ
て
い
る
。
後
者
の
『
メ
ラ

ン
ジ
ュ
』
は
、
ク
レ
マ
ン
・
ル
モ
ア
ー
ヌ
が
、
東
京
大
司
教
区
の
宣
教
師
と
協

力
し
て
、
一
九
〇
四
年
に
季
刊
で
刊
行
し
た
雑
誌
（
一
九
〇
六
年
以
降
は
『
メ

ラ
ン
ジ
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ネ M

élange Japonais

』
に
誌
名
を
変
更
）
で
、
日
本
の
時

事
関
連
の
記
事
に
関
し
て
翻
訳
紹
介
を
行
っ
て
い
た
。
当
時
、
教
皇
使
節
の
訪

問
目
的
を
様
々
に
憶
測
す
る
こ
れ
ら
の
報
道
の
内
容
が
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣

教
師
の
関
心
を
惹
い
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
が
、
ま
た
こ
の
事
実
は
宣
教

師
が
日
本
人
信
者
の
間
に
も
こ
の
よ
う
な
記
事
が
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
認
識

し
て
い
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
。

２　

滞
日
中
の
オ
コ
ン
ネ
ル

　

オ
コ
ン
ネ
ル
は
、
一
八
五
九
年
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

移
民
の
家
系
に
生
ま
れ
、
後
に
ボ
ス
ト
ン
大
司
教
や
枢
機
卿
の
地
位
に
就
き
、

ア
メ
リ
カ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
重
き
を
な
し
た
高
位
聖
職
者
で
あ
る
。
彼

は
、
一
九
三
一
年
に
『
回
想
七
十
年 Recollections of seventy years

』
と

い
う
自
伝
を
出
版
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
教
皇
使
節
と
し
て
の
日
本
訪
問
に
関

し
て
も
一
章
を
設
け
て
い
る
。
日
本
訪
問
は
彼
に
と
っ
て
後
年
ま
で
思
い
出
に

残
っ
た
出
来
事
の
一
つ
で
あ
り
、
後
年
ま
で
彼
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
と
上

智
大
学
の
創
立
に
貢
献
し
た
こ
と
に
誇
り
を
抱
い
て
い
た）

144
（

。
こ
の
彼
の
自
伝

は
、『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
で
一
部
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
以
下
、
本
論
で

も
こ
の
自
伝
を
参
照
し
つ
つ
、
彼
の
日
本
訪
問
時
の
行
動
を
見
て
い
き
た
い
。

　

オ
コ
ン
ネ
ル
は
、
教
皇
庁
か
ら
日
本
訪
問
を
命
じ
ら
れ
る
ま
で
、
日
本
に
関

し
て
特
に
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
な
か
っ
た
人
物
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
横

断
し
て
、
太
平
洋
を
航
行
す
る
途
次
に
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
本
な
ど

を
読
ん
で
日
本
訪
問
に
備
え
て
い
た）

145
（

。
約
三
週
間
の
日
本
訪
問
中
、
彼
は
、
皇

居
で
の
明
治
天
皇
へ
の
拝
謁）

146
（

、
政
府
高
官
へ
の
訪
問
、
帝
国
教
育
会
で
の
講
演

な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
が）

147
（

、
こ
の
自
伝
で
、
日
本
の
各
方
面
の
人
々

か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
の
高
等
教
育
機
関
の
設
立
や
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
国
か
ら
の

宣
教
団
体
の
来
日
を
期
待
す
る
声
を
聞
い
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

　

幾
多
の
方
面
か
ら
、
そ
の
な
か
に
は
最
高
の
地
位
に
い
る
日
本
人
も
ま

じ
っ
て
い
た
の
だ
が
、
私
は
次
の
よ
う
な
質
問
を
受
け
た―

カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
は
、
そ
の
普
遍
的
教
会
と
し
て
の
国
際
的
特
徴
を
示
す
た
め
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
司
教
・
司
祭
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
な
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ぜ
た
だ
一
国
の
司
教
・
司
祭
の
手
に
全
面
的
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
か

と）
148
（

。
そ
こ
で
当
然
、
私
は
こ
の
こ
と
を
記
憶
に
と
ど
め
、
教
皇
庁
へ
の
報

告
の
な
か
に
も
然
る
べ
く
書
き
記
し
た
の
で
あ
る
。

　

首
相
の
桂
公
と
何
回
か
会
談
し
た
際
、
私
は
東
京
に
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

を
創
設
す
る
考
え
の
あ
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
た
。
首
相
は
た
だ
ち
に
熱

心
な
態
度
で
こ
の
提
案
に
賛
意
を
示
し
、
た
だ
教
授
陣
・
経
営
陣
が
フ
ラ

ン
ス
人
だ
け
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
と
い
う
条
件
を
つ
け
た
。
こ
の
大
学
創
設

の
考
え
を
推
し
進
め
る
に
あ
た
っ
て
私
は
、
日
本
国
民
は
も
と
も
と
聖
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
に
対
し
て
深
い
崇
敬
の
念
を
抱
い
て
い
る
こ
と
、

聖
人
が
属
し
て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
は
そ
の
組
織
に
お
い
て
際
立
っ
て
国
際

的
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
こ
の
大
学
の
計
画
は
イ
エ
ズ
ス
会
に
委
託

す
る
の
が
得
策
の
よ
う
に
思
え
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
桂

公
は
、
き
わ
め
て
熱
心
に
、
全
面
的
な
同
意
を
表
明
し
た
の
で
あ
る）

149
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
オ
コ
ン
ネ
ル
は
、
桂
太
郎
と
の
面
会
時
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク

大
学
の
設
立
計
画
案
を
持
ち
出
し
て
彼
の
意
見
を
伺
い
、
賛
同
を
得
た
こ
と
を

自
伝
に
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
時
に
桂
が
将
来
の
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
の
運
営
が

フ
ラ
ン
ス
人
聖
職
者
の
独
占
で
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
と
の
注
文
を
伝
え
て
い
た

事
実
は
、
フ
ラ
ン
ス
系
宣
教
会
に
よ
っ
て
長
年
司
牧
が
ほ
ぼ
独
占
さ
れ
て
き
た

日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
体
制
を
彼
が
問
題
視
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　

オ
コ
ン
ネ
ル
は
、『
回
想
七
十
年
』
で
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
の
宣
教
師
や
修

道
士
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
観
察
を
記
し
て
い
る
。

　

日
本
滞
在
中
、
私
は
そ
の
地
の
事
情
を
調
べ
る
機
会
に
十
分
恵
ま
れ
、

そ
の
結
果
、
司
教
や
司
祭
は
す
べ
て
リ
ヨ
ン
信
仰
弘
布
会）

150
（

に
属
し
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
の
だ
っ
た
。
彼
ら
は
き
わ
め
て
熱
心
な
模
範
的
聖
職
者
で

あ
り
、
と
く
に
東
京
大
司
教
の
オ
ズ
ー
フ
猊
下
は
素
晴
ら
し
い
老
聖
職
者

の
風
格
を
た
た
え
て
い
た
。

　

司
祭
た
ち
が
全
員
フ
ラ
ン
ス
人
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
に
は
一
種
国
家
的
な
色
彩
が
ま
つ
わ
り
つ
か
ず
に
は
い
な
か
っ

た
。
司
教
座
聖
堂
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
は
呼
ば
れ
ず
フ
ラ
ン
ス
教
会
と

呼
ば
れ
、
司
教
た
ち
は
フ
ラ
ン
ス
神
父
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
で
は
ど
う
し

て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
以
外
の
日
本
人
に
あ
や
ま
っ
た
印
象
を
与
え
た
だ

ろ
う
し
、
実
際
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
性
格
に
お
い
て
も
使
命
に
お
い
て

も
フ
ラ
ン
ス
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
善
良
な

宣
教
師
た
ち
の
な
か
に
少
な
く
と
も
数
人
、
物
の
見
方
や
言
動
に
あ
ま
り

に
も
フ
ラ
ン
ス
的
な
人
が
い
た
た
め
、
こ
の
考
え
が
か
な
り
強
調
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

彼
ら
が
経
営
す
る
学
校
や
学
院
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
第
一
に
据
え
ら

れ
、
説
教
も
フ
ラ
ン
ス
語
で
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
教
鞭
を
取
っ
て
い
る

す
ぐ
れ
た
司
祭
や
修
道
者
の
り
っ
ぱ
な
精
神
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
問
題
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に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
、
そ
れ
も
多
数
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の

人
た
ち
が
異
口
同
音
に
教
え
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
的
な
も

の
が
い
さ
さ
か
強
調
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
結
果
、
入
信
者
の
数
が
い
ち
じ
る

し
く
減
少
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
歴
然
た
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
最
近
の
ロ
シ
ア
と
の
戦
争
で
日
本
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
ロ
シ

ア
の
親
密
な
同
盟
国
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
当
然
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
以
外
の
日
本
人
の
心
の
中
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
に
対
す
る

不
信
の
念
を
植
え
つ
け
る
い
っ
そ
う
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、

せ
っ
か
く
す
ぐ
れ
た
司
祭
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
一
種
の
不
信
感
に

わ
ざ
わ
い
さ
れ
て
は
、
そ
の
宗
教
的
感
化
の
力
は
ど
う
し
て
も
強
ま
り
よ

う
が
な
い
の
で
あ
っ
た）

151
（

。

　

こ
れ
は
後
年
の
回
想
で
あ
る
だ
け
に
、
オ
コ
ン
ネ
ル
の
当
時
の
心
象
が
そ
の

ま
ま
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
彼
は
こ
こ
で
フ
ラ
ン
ス

人
の
聖
職
者
の
資
性
と
献
身
を
高
く
評
価
し
な
が
ら
も
、
そ
の
国
籍
ゆ
え
に
彼

ら
の
営
為
が
十
分
に
実
ら
ず
、
教
会
の
発
展
に
阻
害
を
き
た
し
て
い
る
と
い
う

判
断
を
下
し
て
い
る）

152
（

。
彼
が
短
期
間
の
滞
在
と
日
本
に
関
す
る
不
十
分
な
予
備

知
識
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
日
本
の
教
会
の
問
題
点
に
関
し
て
確
信

的
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
の
は
、
彼
が
す
で
に
来
日
前
に
フ
ラ
ン
ス
人
の
聖
職

者
の
指
導
下
に
あ
る
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
現
状
に
対
し
て
否
定
的
な
先

入
見
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ

る
。

　

た
だ
、
オ
コ
ン
ネ
ル
は
、
滞
日
中
、
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
か
ら
教
会
の

実
状
に
関
し
て
様
々
な
意
見
を
得
て
い
た
。
オ
コ
ン
ネ
ル
の
訪
問
時
、
日
本
人

の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
示
し
た
行
動
に
は
積
極
的
な
も
の
が
あ
り
、
オ
コ
ン
ネ

ル
の
日
本
教
会
観
が
彼
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
来
日
時
の
オ
コ
ン
ネ
ル
と
日
本
人
信
者
の
関
係
を
う
か
が
っ
て
い
こ

う
。３　

『
日
本
』
の
社
説
「
羅
馬
法
王
使
僧
」

　

オ
コ
ン
ネ
ル
教
皇
使
節
の
訪
問
時
、
彼
と
接
す
る
機
会
を
も
っ
た
日
本
人
信

者
の
一
人
に
、
当
時
、『
声
』
記
者
で
あ
っ
た
山
口
鹿し

か

三ぞ
う

（
一
八
七
〇―

一
九
五

三
）
が
い
る）

153
（

。
山
口
は
、
築
地
の
神
学
校
で
前
田
長
太
と
と
も
に
リ
ギ
ョ
ー
ル

か
ら
学
ん
だ
が
、
神
父
に
な
る
道
を
選
ば
ず
、
伝
道
士
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の

出
版
物
宣
教
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、
教
皇
使
節
の

滞
日
中
、
オ
コ
ン
ネ
ル
と
東
京
大
司
教
区
の
教
会
幹
部
と
の
間
の
中
継
役
を
務

め
て
い
た
ら
し
く
、
教
皇
使
節
の
秘
書
か
ら
山
口
に
送
ら
れ
た
書
簡
が
残
さ
れ

て
い
る）

154
（

。

　
『
声
』
に
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
て
い
た
オ
コ
ン
ネ
ル
と
面
会
を
し
た

記
者
の
訪
問
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
無
署
名
の
記
事
の
筆
者
は
山

口
と
考
え
ら
れ
る
。
オ
コ
ン
ネ
ル
は
、
そ
の
時
、
彼
に
「
日
本
の
信
者
に
悦
び

て
面
会
す
べ
し
」
と
語
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
日
本
の
教
会
事
情
を
正
確
に
把
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握
す
る
た
め
に
、
彼
ら
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
有
益
で
あ
る
と
考
え
て
い
た

た
め
だ
ろ
う
。

　

山
口
は
、
十
一
月
十
二
日
、
使
節
の
許
へ
二
度
目
の
訪
問
を
行
っ
た
が
、
そ

の
時
、当
日
発
刊
さ
れ
た
日
刊
新
聞
『
日
本
』
の
巻
頭
社
説
「
羅
馬
法
王
使
僧
」

を
仏
訳
し
て
持
参
し
た）

155
（

。
教
皇
使
節
の
来
日
時
、
様
々
な
新
聞
が
こ
の
出
来
事

に
関
し
て
記
事
を
書
い
て
い
た
が
、
こ
の
『
日
本
』
の
社
説
は
、
以
下
に
見
る

よ
う
に
当
時
最
も
教
会
内
で
反
響
を
呼
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
社
説
は
、
現

在
、『
陸
羯
南
全
集
』（
み
す
ず
書
房
）に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の『
日
本
』

の
社
説
は
全
て
が
陸
羯
南
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
彼
の
執
筆
し
た

も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い）

156
（

。

　

山
口
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル
使
節
の
訪
日
か
ら
三
十
数
年
を
経
た
一
九
四
二
年
一

月
、
こ
の
出
来
事
に
関
す
る
手
記
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
「
羅
馬
法
王
使

僧
」
に
つ
い
て
触
れ
、「
当
時
、
最
も
有
力
な
る
日
刊
新
聞
『
日
本
』
は
、
其

社
説
（
主
筆
三
宅
雄
二
郎
博
士
の
筆
を
覚
え
て
い
ま
す
）
に
長
文
の
使
節
歓
迎
文

を
掲
げ
、
其
中
に
羅
馬
教
皇
が
日
本
に
天
主
公
教
を
有
効
に
弘
め
た
い
と
思
う

な
ら
ば
、
高
等
教
育
の
学
校
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
き
ま
し
た
。

私
は
、
早
速
、
其
の
社
説
を
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
し
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
使
節
を

訪
問
し
て
之
を
御
覧
に
入
れ
ま
し
た
。
使
節
は
私
の
訳
文
を
高
い
声
で
読
ん

で
、
種
々
御
下
問
に
な
り
ま
し
た
」
と
書
い
て
い
る）

157
（

。
こ
の
山
口
の
回
想
は
、

『
日
本
』
の
社
説
が
オ
コ
ン
ネ
ル
の
関
心
を
惹
い
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ

り
、
事
実
、
教
皇
庁
に
提
出
さ
れ
た
オ
コ
ン
ネ
ル
の
「
報
告
書
」
に
も
そ
の
仏

訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る）

158
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。

　

た
だ
、
山
口
は
、
こ
の
手
記
の
一
文
で
こ
の
社
説
の
内
容
を
誤
っ
て
紹
介
し

て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
「
羅
馬
法
王
使
僧
」
は
、「
長
文
の
使
節
歓
迎
文
」

と
い
っ
た
性
格
の
も
の
で
も
、
ま
た
教
皇
使
節
に
「
高
等
教
育
の
学
校
を
設
立

す
る
必
要
」
を
説
い
た
も
の
で
も
な
く
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
社
会
的

に
目
立
た
な
い
現
況
を
批
判
的
に
記
し
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る）

159
（

。

　

こ
の
社
説
は
、
冒
頭
で
オ
コ
ン
ネ
ル
の
来
日
と
明
治
天
皇
へ
の
ロ
ー
マ
教
皇

の
親
書
捧
呈
に
触
れ
、
そ
れ
が
「
各
国
人
士
の
揣
摩
憶
測
を
免
か
れ
ざ
る
所
、

我
が
国
人
は
比
較
的
宗
教
に
淡
泊
な
る
丈
け
、
此
に
重
き
を
置
か
ざ
ら
ん
も
、

幾
許
か
該
教
の
現
状
に
注
意
し
始
め
し
跡
あ
り
、
又
注
意
す
べ
き
価
値
あ
る
に

相
違
な
し
」
と
述
べ
、
次
に
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
宣
教
の
歴
史
的
事
実
に
言
及

し
て
い
る
。
続
い
て
、
こ
の
社
説
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
現
状
に
触
れ
、
信
者

数
で
は
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
界
の
中
で
最
大
の
規
模
を
誇
り
な
が
ら
も
、
信
者

が
長
崎
地
方
に
集
中
し
て
下
層
階
級
の
者
が
多
い
が
た
め
、
一
般
社
会
で
は
そ

の
活
動
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
原
因
の
一
端
を
有
能

な
外
国
人
宣
教
師
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
に
求
め
て
い
る
。

　

羅
馬
旧
教
は
日
本
を
東
京
、
大
阪
、
函
館
、
長
崎
の
四
教
区
に
分
ち
、

信
徒
総
じ
て
約
六
万
、
而
し
て
長
崎
教
区
其
の
三
分
の
二
を
占
め
る
は
、

即
ち
由
来
せ
る
の
遠
く
、
か
の
天
草
騒
動
に
も
関
係
あ
り
し
所
以
な
り
。

随
っ
て
二
事
の
記
す
べ
き
あ
り
。
一
は
其
の
地
方
に
偏
し
、
数
の
多
き
割
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合
に
世
の
耳
目
に
触
れ
ざ
る
事
、
一
は
其
の
下
層
に
偏
し
、
数
の
多
き
割

合
に
勢
力
と
し
て
顕
わ
れ
ざ
る
事
、
是
な
り
。
信
徒
の
数
の
実
に
全
国
基

督
教
派
の
第
一
に
居
り
な
が
ら
、
其
の
何
を
為
し
つ
つ
あ
る
か
の
知
ら
れ

ず
、
如
何
な
る
宣
教
師
が
如
何
な
る
処
に
布
教
す
る
か
の
聞
こ
え
ざ
る
、

不
思
議
な
程
な
り
。
水
の
深
き
は
音
な
し
、
該
教
の
多
く
噂
に
登
ら
ず
し

て
、
信
徒
の
最
も
多
き
は
、
一
種
侮
る
べ
か
ら
ざ
る
性
質
を
帯
ぶ
と
す
べ

き
も
、
過
去
の
状
態
を
維
持
す
る
に
こ
そ
充
分
な
れ
、
将
来
の
発
展
を
期

す
る
に
於
て
如
何
に
あ
る
べ
き
か
。
九
州
の
一
方
に
数
万
の
賤
民
を
味
方

と
す
る
こ
と
、
究
極
何
程
の
効
力
あ
る
べ
き
か
。

　

外
国
よ
り
来
た
る
宣
教
師
は
、
我
が
住
居
の
陋
、
着
服
の
粗
を
看
、
未

開
の
蕃
民
と
大
同
小
異
と
し
、
時
計
を
示
し
て
天
地
に
造
物
主
あ
る
を
説

く
な
ど
、
ひ
た
す
ら
卑
近
を
事
と
し
、
内
地
の
伝
道
士
亦
た
之
を
受
売
り

す
る
が
、
斯
か
る
類
は
或
る
僻
地
を
除
き
、
大
抵
冷
嘲
に
終
わ
る
が
常
な

り
。
我
が
国
人
は
外
見
と
不
釣
合
に
理
会
力
に
富
み
、
中
学
生
徒
以
上
の

者
は
一
と
通
り
の
説
明
に
て
感
服
せ
ず
、
時
務
を
論
ず
る
徒
は
概
し
て
智

識
に
於
て
彼
等
宣
教
師
の
上
に
出
ず
と
看
做
す
べ
し
。
仏
教
衰
頽
、
僧
侶

堕
落
の
声
高
く
、
稍
々
教
育
あ
る
者
に
し
て
真
面
目
に
之
を
信
ず
る
の
多

か
ら
ざ
る
に
、
基
督
教
の
其
の
虚
を
衝
か
ん
と
し
て
得
ざ
る
は
、
種
々
の

事
情
あ
る
も
、
有
力
な
る
宣
教
師
な
き
こ
と
与
り
て
失
な
し
と
せ
ず
。
自

由
討
究
の
準
備
に
怠
ら
ざ
る
新
教
教
師
さ
え
、
尚
知
識
を
練
磨
し
得
た
る

は
極
め
て
少
し
。
旧
式
に
拘
泥
す
る
旧
教
に
於
い
て
、
新
た
に
勃
興
せ
る

日
本
の
社
会
に
順
応
す
る
こ
と
、
寧
ろ
難
か
ら
ず
や
。
布
教
は
行
に
在

り
、
言
に
在
ら
ず
と
い
う
も
、
言
も
亦
た
忽
に
す
べ
か
ら
ず
、
況
ん
や
行

の
特
に
称
す
る
に
足
ら
ざ
る
、
何
を
以
て
教
法
の
弘
ま
る
を
期
す
べ
け
ん

や）
160
（

。

　

こ
の
『
日
本
』
の
社
説
は
、
教
会
関
係
者
の
間
で
大
き
な
関
心
を
呼
ん
で
お

り
、『
声
』（
第
三
四
七
号
、一
九
〇
五
年
十
一
月
二
十
五
日
）
は
、「
教
会
思
潮
欄
」

で
全
文
に
わ
た
っ
て
転
載
し
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
付
さ
れ
た
紹
介
文
の
タ
イ

ト
ル
が
「
局
外
者
の
苦
言
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
物
語
る
よ
う
に
、
こ
の
社
説
が

注
目
を
受
け
た
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
へ
の
言
及
に
お
い
て
誤
解
を
含
み
な

が
ら
も
、
そ
の
批
判
が
「
世
に
稀
に
見
る
真
摯
の
忠
言
な
り
、
ひ
と
り
宣
教
師

の
み
な
ら
ず
、
伝
道
師
の
み
な
ら
ず
、
一
般
吾
教
信
徒
の
猛
然
と
し
て
自
省
す

べ
き
有
益
の
苦
言
な
り
」
と
し
て
、
教
会
の
現
状
の
問
題
点
へ
の
指
摘
に
お
い

て
傾
聴
に
値
す
る
意
見
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
の
「
羅
馬
法
王
使
僧
」
の
論
説
は
、
日
本
社
会
に
お
け
る
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
認
知
が
低
い
こ
と
を
認
め
、
来
日
外
国
人
宣
教
師
の
資
質
に
注

文
を
付
け
て
い
る
点
に
お
い
て
、
前
章
で
取
り
上
げ
た
長
崎
教
区
の
平
山
牧
民

ら
の
主
張
と
共
通
す
る
面
の
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
そ
の
内

容
に
批
判
を
加
え
る
必
要
を
認
め
た
の
だ
ろ
う
か
、
同
誌
の
次
号
（
第
三
四
八

号
、
一
九
〇
五
年
十
二
月
十
日
）
に
は
、
主
筆
ル
モ
ア
ー
ヌ
に
よ
る
論
説
「『
日

本
』
新
聞
の
「
羅
馬
法
皇マ
マ

使
僧
」
を
読
む
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、そ
こ
で
、
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彼
は
そ
の
内
容
に
関
し
「
当
否
ほ
と
ん
ど
相
半
ば
す
」
と
留
保
を
つ
け
な
が
ら

も
、
議
論
に
不
備
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
彼
は
、
こ
の
社
説
が
日
本

に
お
け
る
宣
教
の
成
功
に
は
優
れ
た
学
識
を
も
つ
宣
教
師
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、「
記
者
知
ら
ず
や
、
宗
教
を
宣
布
せ
ん
に
は
、

其
の
説
教
が
徒
ら
に
深
遠
高
尚
な
る
を
感
嘆
せ
ら
れ
ん
よ
り
も
、
寧
ろ
一
般
の

聴
衆
に
あ
た
う
べ
き
だ
け
用
意
に
了
解
せ
ら
る
る
を
要
す
る
も
の
な
る
を
」
と

反
論
し
、
宣
教
の
成
果
は
、
宣
教
師
の
学
識
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
論
じ
て
い

る
。
そ
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
事
業
が
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う

そ
の
批
判
に
対
し
て
、
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、「
然
り
。
遺
憾
な
が
ら
資
力
の
足
ら

ざ
る
が
為
に
大
規
模
を
以
て
布
教
す
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
妨
げ
ら
る
る
は
蔽
う

べ
か
ら
ざ
る
事
実
で
あ
る
」
と
認
め
な
が
ら
も
、
静
岡
の
神
山
復
生
病
院
や
熊

本
の
琵
琶
崎
待
労
院
な
ど
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
が
創
立
し
た
ハ
ン
セ

ン
病
病
院
の
存
在
を
あ
げ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
も
優
れ
た
事
業
を
行
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
社
会
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
の
だ

と
論
を
進
め
て
い
る
。

　

最
後
に
、
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
活
動
が
一
般
に
よ
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
信
者
個
々
人
が
そ
れ
ぞ
れ
日
々
の
生
活
の
充
実

を
も
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
影
響
が
社
会
に
拡
が
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
論
じ
て
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
知

名
度
の
不
足
に
関
し
て
、在
日
宣
教
師
の
資
質
に
結
び
付
け
て
論
じ
た『
日
本
』

の
社
説
の
論
旨
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

実
に
吾
が
公
教
が
今
日
ま
で
我
国
に
多
く
知
ら
れ
ざ
り
し
は
『
日
本
』

記
者
の
言
え
る
が
如
し
。
是
れ
須
ら
く
吾
人
の
一
考
す
べ
き
事
な
ら
ず

や
。（
中
略
）
過
日
の
青
年
会
大
使
歓
迎
の
如
き
大
集
会
は
吾
が
公
教
の

光
輝
を
発
揚
す
る
良
法
な
り
。
機
会
を
求
め
て
時
時
都
鄙
の
至
る
処
に
開

催
す
る
は
世
に
普
く
吾
教
の
光
輝
を
認
め
し
む
る
に
必
要
な
り
。
ひ
と
り

集
会
の
み
な
ら
ず
、
或
い
は
筆
に
或
い
は
口
に
、
殊
に
は
実
践
躬
行
を
以

て
、
家
に
あ
る
一
切
の
物
を
照
ら
す
が
為
に
、
燈
火
を
燈
台
の
上
に
置
か

ん
こ
と
は
、
吾
人
の
宜
し
く
努
べ
き
所
な
り
。
此
の
点
に
於
い
て
、
記
者

の
所
言
は
正
に
吾
人
が
頂
門
の
一
針
た
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず）
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。

　

前
田
長
太
も
、
山
口
鹿
三
と
同
様
に
、
教
皇
使
節
の
訪
問
時
に
彼
と
関
わ
り

を
も
っ
た
日
本
人
信
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
彼
が
雑
誌
『
通
俗
宗
教

談
』
で
、
こ
の
『
日
本
』
の
社
説
を
取
り
上
げ
た
論
説
は
、
教
会
内
で
大
き
な

否
定
的
反
響
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
教
皇
使
節
訪
問
時
に
お

け
る
前
田
長
太
や
彼
の
指
導
す
る
青
年
会
の
活
動
を
追
っ
て
い
く
こ
と
に
し
よ

う
。４　

教
皇
使
節
訪
問
時
の
前
田
長
太
と
公
教
青
年
会

　

オ
コ
ン
ネ
ル
使
節
の
訪
日
中
、
前
田
長
太
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
滞
在
中
の
彼

に
単
身
で
面
会
を
求
め
て
知
遇
を
得
、
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
訪
問
し
て
い
た）

162
（

。

前
田
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
通
じ
た
教
会
知
識
人
と
し
て
、
反
教
権
政
策
を
強
め
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る
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
同
国
内
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
対
立
や
、
そ
れ
に
伴
う
フ

ラ
ン
ス
政
府
と
教
皇
庁
の
外
交
関
係
の
悪
化
な
ど
、
当
時
の
海
外
教
会
事
情
に

明
る
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が）

163
（

、
そ
れ
だ
け
に
教
皇
使
節
の
訪
問
に

日
本
の
教
会
情
勢
の
視
察
と
い
う
目
的
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
た
や
す
く
察

し
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
オ
コ
ン
ネ
ル
に
と
っ
て
も
、
前
田
は
、

日
本
の
教
会
の
内
情
に
精
通
し
、
か
つ
、
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
と
利
害
を
同
じ

く
し
な
い
現
地
人
神
父
と
い
う
資
格
に
お
い
て
格
好
の
情
報
提
供
者
に
思
え
た

は
ず
で
あ
る
。

　

前
田
は
、
帝
国
教
育
会
で
行
わ
れ
た
オ
コ
ン
ネ
ル
の
記
念
講
演
（
十
一
月
二

十
二
日
）
で
通
訳
を
務
め
て
い
る
が
、
同
会
に
お
け
る
講
演
の
実
現
の
根
回
し

を
し
た
の
は
彼
で
あ
ろ
う）

164
（

。
オ
コ
ン
ネ
ル
は
こ
の
講
演
を
ラ
テ
ン
語
で
行
っ
て

い
る
が
、
帝
国
教
育
会
の
大
方
の
会
員
に
縁
遠
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
言
語
で
講

演
が
実
施
さ
れ
た
の
も
、
通
訳
者
を
務
め
た
前
田
の
意
向
が
反
映
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る）

165
（

。
ラ
テ
ン
語
の
講
演
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル
に
と
っ
て
初

の
試
み
で
あ
り
、
不
慣
れ
な
古
典
語
に
よ
る
講
演
を
彼
自
ら
望
ん
で
い
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る）

166
（

。

　

教
皇
使
節
の
来
日
は
、
日
本
の
教
会
関
係
者
に
と
っ
て
、
教
皇
庁
が
自
国
に

強
い
関
心
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
出
来
事
で
あ
り
、
ま
た
使
節
の
訪
問

を
機
に
自
ら
の
宗
教
が
社
会
一
般
の
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
そ

の
訪
問
の
意
義
を
知
る
者
に
は
歓
迎
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
訪
問

中
に
教
皇
使
節
を
歓
迎
す
る
一
般
向
け
の
講
演
会
が
東
京
で
催
さ
れ
た
が
、
こ

れ
を
企
画
し
た
の
は
前
田
と
フ
ェ
ラ
ン
の
指
導
す
る
公
教
青
年
会
の
学
生
信
徒

達
だ
っ
た
。

　

オ
コ
ン
ネ
ル
の
来
日
時
、『
時
事
新
報
』（
一
九
〇
五
年
十
一
月
十
一
日
）
は
、

日
本
の
宗
教
家
に
向
け
て
、
宗
派
を
問
わ
ず
、「
現
世
界
に
お
け
る
精
神
界
の

大
王
」
た
る
ロ
ー
マ
教
皇
に
敬
意
を
表
す
べ
く
、
使
節
を
大
い
に
歓
迎
す
べ
し

と
説
く
記
事
（「
羅
馬
法
王
の
使
節
」）
を
掲
載
し
た
が
、
そ
れ
を
読
ん
だ
公
教

青
年
会
の
学
生
達
が
そ
の
歓
迎
会
を
仏
教
徒
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
手
で
行
わ

れ
た
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
名
折
れ
で
あ
る
と
立
ち
上
が
り
、
自
身
の
手
で
講

演
会
を
実
現
さ
せ
た
の
が
事
の
成
り
行
き
で
あ
る
と
い
わ
れ
る）

167
（

。
日
露
戦
争
の

勃
発
間
も
な
い
時
期
に
設
立
さ
れ
た
公
教
青
年
会
は
、
神
父
の
指
導
下
に
研

究
・
修
養
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
で
あ
り）

168
（

、
戦
争
中
に
も
対
外

的
な
組
織
活
動
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
教
皇
使
節
の

歓
迎
講
演
会
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
最
初
の
大
規
模
な
対
外
活
動
と
な
っ
た）

169
（

。

彼
ら
学
生
信
徒
に
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
幹
部
に
こ
の
機
を
利
用
し
て
対
外

向
け
の
一
般
歓
迎
会
を
行
な
い
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
宣
伝
を
行
う
と
い
う
よ

う
な
積
極
性
を
持
ち
合
せ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う）

170
（

。

　

な
お
、
公
教
青
年
会
の
学
生
ら
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
滞
在
中
の
オ
コ
ン
ネ
ル

の
も
と
に
出
向
い
て
面
会
を
果
た
し
た
時
、
彼
に
意
見
を
求
め
ら
れ
て
、
英
語

又
は
ド
イ
ツ
語
系
の
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
を
設
立
す
る
よ
う
に
進
言
し
た
と
い
わ

れ
る）

171
（

。
明
治
期
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
系
修
道
会
の
教
育
事
業
は
、
初
等
・
中
等

教
育
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
初
期
よ
り
多
数
の
高
等
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教
育
機
関
を
設
立
し
て
い
た
の
で
、
青
年
会
の
会
員
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
立

ち
遅
れ
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
注
目
に
値
す
る
の
は
、
東

京
大
司
教
区
の
日
本
人
信
徒
が
、
教
皇
使
節
と
い
う
日
本
の
大
司
教
よ
り
も
上

位
に
た
つ
高
位
聖
職
者
と
出
会
う
機
会
を
用
い
て
、
間
接
的
に
で
は
あ
れ
、
教

皇
庁
へ
の
意
見
具
申
と
い
う
形
で
日
本
の
教
会
の
内
部
変
革
を
図
ろ
う
と
し
た

こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
教
皇
使
節
の
歓
迎
講
演
会
は
、
十
一
月
十
八
日
、
神
田
の
基
督
教
青
年

会
館
で
行
わ
れ
た
。
東
京
市
長
の
尾
崎
行
雄
が
祝
辞
を
寄
せ
、
宗
教
学
者
の
姉

崎
正
治
、
衆
議
院
議
員
の
島
田
三
郎
や
、
東
京
帝
国
大
学
の
英
語
講
師
で
聖
公

会
信
者
の
ア
ー
サ
ー
・
ロ
イ
ド
（A

rthur Lloyd

）
ら
が
講
演
者
に
招
か
れ
て
、

前
田
長
太
と
と
も
に
オ
コ
ン
ネ
ル
の
来
朝
を
歓
迎
す
る
講
演
を
行
っ
て
い
る）

172
（

。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
施
設
を
教
皇
使
節
の
歓
迎
会
場
と
し
て
選
び
、
島
田

三
郎
の
よ
う
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
知
名
人
ま
で
講
演
者
に
呼
び
よ
せ
た
日
本

人
の
若
手
信
徒
の
行
動
力
に
対
し
て
、
戸
惑
い
を
覚
え
て
い
た
者
が
パ
リ
外
国

宣
教
会
の
神
父
に
少
な
か
ら
ず
い
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
が
、
教
皇
使
節
が

歓
迎
講
演
会
の
実
施
を
承
諾
し
た
以
上
、
大
目
に
み
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。

　

公
教
青
年
会
の
学
生
代
表
が
述
べ
た
開
会
の
辞
は
、「
今
や
吾
国
は
戦
勝
の

結
果
に
よ
り
、
世
界
第
一
等
の
国
に
列
し
た
り
と
い
う
意
義
は
、
単
に
武
力
の

点
よ
り
の
い
う
に
あ
ら
ず
し
て
文
明
の
点
よ
り
観
察
し
て
亦
一
等
国
の
地
位
に

あ
り
し
事
を
世
界
に
示
し
た
事
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た）
173
（

。
こ
の
講
演
会
は
、
約
千
二
、
三
百
名
の
満
員
の
聴
衆
を
集
め
て
成
功
裡
に

終
わ
り
、
教
会
の
社
会
的
認
知
の
少
な
さ
に
劣
等
感
を
抱
い
て
い
た
学
生
信
徒

に
自
信
と
満
足
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
た
そ
れ
が
信
徒

の
主
体
的
な
活
動
に
よ
っ
て
教
会
の
対
外
事
業
が
実
現
さ
れ
た
と
い
う
点
に
お

い
て
も
、
近
代
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
史
の
上
で
画
期
的
な
意
義
を
も
つ
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
青
年
知
識
人
の
信
徒
活
動
の
発
展
に

期
待
を
寄
せ
て
い
た
フ
ェ
ラ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
信
仰
公
布
会
の
機
関
紙
に
、

「
こ
の
よ
う
な
前
例
の
な
い
大
成
功
は
、
私
の
カ
ト
リ
ッ
ク
学
生
ら
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
と
献
身
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
の
で
す
」と
報
告
し
て
い
る）

174
（

。
ま
た
、

オ
コ
ン
ネ
ル
の
「
報
告
書
」
に
は
、
こ
の
講
演
会
の
様
子
を
伝
え
る
リ
ギ
ョ
ー

ル
の
文
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
彼
は
若
年
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の

行
動
に
よ
り
こ
の
催
し
が
実
現
さ
れ
た
こ
と
を
冒
頭
に
記
し
て
い
る）

175
（

。『
声
』

の
記
事
も
、「
之
に
よ
っ
て
我
が
公
教
の
名
を
広
く
世
に
示
し
た
る
は
蓋
し
十

年
隠
微
の
布
教
に
優
り
た
る
も
の
之
あ
り
し
な
ら
む
」
と
好
意
的
に
報
じ
て
い

た）
176
（

。

　

も
っ
と
も
、
東
京
大
司
教
区
の
一
般
信
徒
の
間
で
は
、
教
皇
使
節
の
来
訪
は

さ
し
て
関
心
を
呼
ば
な
か
っ
た
模
様
で
あ
り
、
十
一
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
東

京
の
六
教
会
（
築
地
、
関
口
、
麻
布
、
本
所
、
神
田
、
本
郷
）
連
合
に
よ
る
歓
迎

会
で
は
来
会
者
も
多
く
な
か
っ
た
う
え
に
、
教
皇
使
節
の
歓
迎
会
で
あ
る
こ
と

も
知
ら
ず
、
普
段
着
で
参
加
し
た
も
の
も
多
か
っ
た
と
い
う）

177
（

。
わ
れ
わ
れ
は
、

先
に
長
崎
教
区
の
信
徒
ら
が
オ
コ
ン
ネ
ル
の
来
日
に
教
皇
庁
に
よ
る
日
本
の
教
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会
事
情
の
視
察
の
意
図
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鋭
敏
に
察
し
て
、
使
節
に
向

け
た
「
請
願
書
」
を
作
成
し
て
届
け
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
東
京
大
司
教
区
の
信
徒
の
状
況
は
、
当
時
の
日
本
人
信
徒
の
中
で
教
皇
使
節

の
来
訪
に
積
極
的
に
反
応
し
た
も
の
が
決
し
て
多
半
を
占
め
て
い
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

５　

前
田
事
件―

論
説
「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」
の
波
紋

Ⅰ　
「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」

　

オ
コ
ン
ネ
ル
は
、
同
月
二
十
五
日
に
横
浜
港
を
立
ち
、
神
戸
と
長
崎
の
寄
港

を
経
て
、
教
皇
庁
へ
報
告
の
途
に
つ
い
た
。
こ
の
使
節
の
訪
問
は
、
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
に
と
っ
て
、
記
念
碑
的
出
来
事
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
帰
国
後
、
前

田
長
太
が
教
皇
使
節
の
来
日
に
関
し
て
論
じ
た
論
説
は
、
教
会
内
で
大
き
な
否

定
的
な
反
響
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

オ
コ
ン
ネ
ル
の
日
本
訪
問
後
、
前
田
は
、『
通
俗
宗
教
談
』
第
三
十
八
号
（
一

九
〇
五
年
十
二
月
）
に
「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」
と
い
う
論
説
を
掲
載
し
た
。

そ
の
冒
頭
で
、
彼
は
、『
日
本
』
に
掲
載
さ
れ
た
社
説
「
羅
馬
法
王
使
僧
」
を

取
り
上
げ
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
事
業
が
一
般
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い

現
状
を
優
れ
た
知
識
を
持
つ
宣
教
師
の
不
在
に
原
因
を
求
め
た
そ
の
論
に
対
し

て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
す
で
に
少
数
な
が
ら
リ
ギ
ョ
ー
ル
や
フ
ェ
ラ
ン
に

よ
っ
て
知
識
人
向
け
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
慈
善
事
業
で
は

神
山
復
生
病
院
の
存
在
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
こ
の
論
説
の
筆
者
の
観
察
が

不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
だ
、
こ
の
『
日
本
』
の
社
説
の
論
旨
に

内
心
で
は
賛
同
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
前
田
は
、
続
い
て
、
自
分
の
持
論
に

引
き
寄
せ
て
議
論
を
展
開
し
、
従
来
の
下
層
階
級
を
対
象
に
し
た
慈
善
事
業
を

中
心
と
す
る
宣
教
事
業
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
知
識
人
や
上
流
階
級
を
主

要
対
象
と
す
る
宣
教
を
行
う
こ
と
も
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
を
公
然
と
主
張
し

て
い
る
。

　

宗
教
は
学
問
に
あ
ら
ず
、
布
教
は
灌
学
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
、
学
界
の

方
面
は
ど
う
で
も
よ
い
よ
う
な
訳
で
は
あ
る
が
、
然
し
老
幼
婦
女
を
済
度

す
る
ば
か
り
が
布
教
の
主
意
で
も
な
け
れ
ば
、
不
幸
薄
命
者
を
救
う
許
り

が
宣
教
者
の
能
事
で
も
あ
ら
ざ
る
べ
け
れ
ば
、
今
後
は
日
本
の
学
者
社

会
、
上
流
社
会
の
方
に
も
手
を
出
し
た
な
ら
ば
、
如
何
か
と
思
う
の
で
あ

る
。

　

ま
た
、
前
田
は
、
教
皇
使
節
の
来
日
が
、
日
本
社
会
の
耳
目
を
集
め
た
こ
と

に
触
れ
、
そ
れ
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
社
会
的
認
知
の
向
上
に
大
き
な
貢
献
の

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
功
績
を
評
価
す
る
に
当
た
っ
て
、
下

記
の
よ
う
に
揶
揄
を
交
え
た
筆
致
で
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
年
来
の
活
動
を
否

定
的
に
引
き
合
い
に
出
し
て
さ
え
ま
で
い
る
。

　
『
数
の
多
き
割
合
に
世
の
耳
目
に
触
れ
ぬ
』
と
云
わ
れ
た
る
日
本
の
カ
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ソ
リ
ッ
ク
教
会
は
、
唯
一
人
の
オ
ー
コ
ン
ネ
ル
司
教
の
閣
下
の
為
め
に
忽

ち
世
の
耳
目
に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
兎
に
角

オ
ー
コ
ン
ネ
ル
司
教
閣
下
の
来
朝
は
記
者
の
予
想
に
反
し
（
恐
ら
く
は
幾

多
宣
教
師
の
予
想
に
も
反
し
て
？
）
我
が
日
本
公
教
会
の
為
に
、
新
紀
元
を

開
い
た
と
言
っ
て
も
、
過
当
溢
美
の
言
で
は
あ
る
ま
い
。
記
者
は
今
日
ま

で
同
教
宣
教
師
達
が
刻
苦
精
励
二
三
十
年
に
及
び
て
も
獲
得
す
る
こ
と
出

来
な
か
っ
た
所
、
使
節
閣
下
は
来
朝
早
々
一
挙
に
し
て
之
を
獲
得
し
た
と

断
ず
る
に
憚
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

　

前
田
は
、
こ
の
論
説
で
、
自
分
が
教
皇
使
節
か
ら
親
し
い
知
遇
を
得
た
こ
と

に
関
し
て
、「
記
者
は
し
ば
し
ば
使
節
閣
下
に
面
謁
し
、
随
員
の
二
師
と
も
面

談
し
、
殆
ど
一
見
旧
識
の
如
く
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
間
に
姉
崎
博
士
な

ど
と
も
知
己
に
な
り
、
使
節
閣
下
の
御
出
発
に
な
る
ま
で
は
し
ば
し
ば
御
訪
問

申
上
げ
て
、
日
本
の
現
況
、
天
下
の
大
勢
な
ど
と
い
う
と
少
し
大
袈
裟
で
は
あ

る
が
、
兎
に
角
そ
の
幾
分
だ
け
は
確
か
に
之
を
申
上
げ
、
こ
れ
に
対
す
る
使
節

閣
下
の
御
胸
中
を
も
推
知
す
る
こ
と
を
得
た
訳
で
あ
る
。
か
く
て
御
出
発
の
日

ま
で
し
ば
し
ば
談
笑
の
栄
を
か
た
じ
け
な
う
し
、
時
に
は
「
お
前
が
羅
馬
教
皇

陛
下
に
直
接
日
本
の
教
勢
及
び
今
回
我
を
歓
迎
し
た
る
状
況
等
を
申
し
上
げ

ろ
」
な
ど
と
例
の
米
国
流
の
平
民
的
こ
と
ば
を
賜
る
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
書
い

て
い
る）

178
（

。
こ
の
論
説
の
読
者
は
、
前
田
が
教
皇
使
節
と
の
親
し
い
関
係
を
誇
示

し
て
い
る
印
象
を
受
け
、
彼
が
教
皇
に
意
見
を
申
上
げ
る
の
は
僭
越
で
あ
る
と

謙
遜
し
て
い
な
が
ら
も
、
こ
こ
で
披
歴
さ
れ
て
い
る
過
去
の
在
日
宣
教
師
に
よ

る
教
会
事
業
に
対
す
る
彼
の
批
判
的
見
解
を
も
教
皇
使
節
に
伝
え
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

こ
の
前
田
の
論
説
の
発
表
後
、
教
会
は
、「
物
議
騒
然
」
に
な
り
、
前
田
を

「
離
教
者
」
と
断
ず
る
者
も
あ
っ
た
と
い
う）

179
（

。
こ
の
論
説
は
、
前
田
に
無
断
の

ま
ま
仏
訳
さ
れ
、
差
出
人
や
差
出
場
所
の
記
載
も
な
い
状
態
で
各
地
の
宣
教
師

の
も
と
に
送
付
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
件
に
関
し
て
、
前
田
は
何
者
か
が
画
策
し

て
前
田
本
人
が
翻
訳
文
書
を
送
付
し
た
か
の
よ
う
に
装
っ
た
そ
の
行
為
の
卑
劣

を
非
難
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
翻
訳
文
書
は
、
彼
の
論
説
を
正
確
に
仏

訳
し
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
の
論
旨
が
枉
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
た
だ
、
覆
面
の
翻
訳
者
は
、
文
書
の
受
け
取
り
手
の
宣
教
師
が
、
読
後
に

前
田
の
議
論
に
対
し
て
反
感
を
持
つ
こ
と
を
想
定
し
て
行
っ
た
こ
と
に
は
疑
い

が
な
く
、
彼
の
信
用
失
墜
を
狙
っ
た
何
者
か
に
よ
る
意
図
的
行
為
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る）

180
（

。

　

前
田
は
、
自
分
の
論
説
が
教
会
内
で
非
難
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
弁

明
を
試
み
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
が
先
に
見
て
き
た
通
り
、
知
識
人
向
け
宣
教

事
業
の
重
要
性
を
強
調
す
る
そ
の
主
張
は
、
彼
の
年
来
の
も
の
で
あ
る
。
た

だ
、
今
ま
で
の
彼
の
論
説
で
は
、
そ
の
主
張
が
レ
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
な
が
ら
控

え
め
に
行
わ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
こ
の
「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」
で
は
、

前
田
の
本
音
が
露
わ
れ
て
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
従
来
の
宣
教
事
業
の
あ
り
方

に
対
し
て
直
截
に
批
判
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
恐
ら
く
前
田
は
、
教
皇
使
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節
か
ら
親
し
い
応
対
を
受
け
、
ま
た
、
使
節
の
来
日
が
社
会
的
反
響
を
呼
ん
だ

こ
と
で
気
持
ち
が
高
揚
し
、
従
来
の
慎
重
な
配
慮
を
失
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

彼
は
、
発
表
ま
で
自
分
の
論
説
が
悪
評
を
受
け
る
と
は
夢
に
も
考
え
て
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
の
筆
致
に
い
さ
さ
か
軽
佻
浮
薄
な

と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
否
定
で
き
ず
、
そ
の
た
め
大
方
の
宣
教
師
の
反
感
を
買
う

結
果
に
な
っ
た
の
は
不
可
避
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
『
通
俗
宗
教
談
』
の
第
三
十
九
号
（
一
九
〇
六
年
一
月
）
に
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
は
、

前
田
の
論
説
の
不
用
意
な
点
を
た
し
な
め
る
一
文
（「
見
地
の
正
誤
」）
を
寄
せ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
愛
弟
子
に
対
す
る
教
会
内
の
批
判
の
高
ま
り
を
鎮
め

る
目
的
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
リ
ギ
ョ
ー
ル
は
、
前
田
の
論
が

『
日
本
』
の
社
説
に
対
す
る
反
論
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
た
め
に
論
旨
が
極
端
に

走
っ
た
一
面
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
彼
を
擁
護
し
な
が
ら
も
、
司
祭
に
と
っ

て
一
般
社
会
で
の
知
名
度
や
学
術
面
に
お
け
る
功
績
な
ど
は
第
一
義
的
な
重
要

性
を
も
た
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
前
田
の
主
張
を
批
判
し
て
い
る
。

　

こ
の
リ
ギ
ョ
ー
ル
か
ら
の
批
判
を
受
け
て
、
前
田
は
、「
実
に
師
の
言
の
如

く
貧
民
に
福
音
を
告
ぐ
る
は
、
祖
師
以
来
の
布
教
法
な
り
、
普
通
人
民
に
教
を

説
く
こ
と
は
真
に
宣
教
師
の
献
身
的
任
務
な
り
」
と
書
い
て
、
自
身
の
不
徳
を

詫
び
て
い
る）

181
（

。
ま
た
、
彼
は
、
誌
面
の
刷
新
を
宣
言
し
て
、
事
態
の
収
拾
を
図

ろ
う
と
試
み
て
い
る
が
、
時
す
で
に
遅
く
、
次
号
が
終
刊
号
と
な
っ
た
。
前
田

は
「
廃
刊
の
辞
」（『
通
俗
宗
教
談
』
第
四
十
号
、
一
九
〇
六
年
二
月
）
で
、「
廃
刊

の
理
由
は
諸
君
も
既
に
推
せ
ら
る
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
か
ら
は
、
之
を
説

明
せ
ぬ
方
が
却
っ
て
徳
義
に
背
か
ぬ
こ
と
と
存
じ
ま
す
」
と
書
い
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
彼
の
個
人
雑
誌
が
廃
刊
に
追
い
こ
ま
れ
た
こ
と
は
、
前
田
の
論
説

へ
の
反
発
が
教
会
内
で
相
当
強
い
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が）

182
（

、
ま

た
、
一
部
の
宣
教
師
の
間
に
潜
在
し
て
い
た
彼
に
対
す
る
反
感
が
こ
の
機
に
顕

在
化
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

Ⅱ　
『
声
』
と
『
通
俗
宗
教
談
』

　

前
田
長
太
の
論
説
「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」
の
刊
行
と
そ
の
後
の
教
会
内

の
反
響
に
関
し
て
、『
声
』
や
『
新
理
想
』
は
全
く
言
及
を
行
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
両
雑
誌
の
関
係
者
の
間
で
論
評
を
避
け
る
べ
く
自
己
規
制

が
し
か
れ
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
出
来
事
に
関
し
て
沈
黙
を
守
っ

て
い
た
と
は
い
え
、
当
時
『
声
』
主
幹
で
あ
っ
た
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、
前
田
長
太

の
こ
の
論
説
に
関
し
て
極
め
て
批
判
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）

183
（

。

　

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
『
声
』
の
記
事
に
着
目
し
、

同
誌
と
『
通
俗
宗
教
談
』
の
論
調
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。『
通

俗
宗
教
談
』
で
展
開
さ
れ
て
い
た
前
田
の
宣
教
に
関
す
る
提
言
は
、
下
層
階
級

を
主
対
象
に
し
た
慈
善
事
業
の
み
な
ら
ず
、
知
識
階
層
向
け
の
宣
教
事
業
を
重

視
す
る
点
に
お
い
て
、
長
崎
教
区
の
平
山
牧
民
ら
の
主
張
と
共
通
す
る
も
の

だ
っ
た
。
東
京
と
長
崎
と
い
う
環
境
を
大
き
く
異
に
す
る
二
つ
の
教
区
か
ら
同

趣
旨
の
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
日
露
戦
争
前
後
の
時
期
、
パ
リ
外

国
宣
教
会
に
よ
る
従
来
の
宣
教
事
業
に
対
し
て
、
各
地
の
日
本
人
司
祭
の
間
に
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同
様
の
不
満
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ

る
。

　

実
際
、『
通
俗
宗
教
談
』
の
記
事
に
お
い
て
示
さ
れ
た
前
田
の
現
状
認
識
や

主
張
の
幾
つ
か
の
論
点
は
、『
声
』
誌
上
に
お
い
て
も
同
様
に
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、『
声
』
で
は
、
二
十
世
紀
初
頭
、
婉
曲
的

な
が
ら
、
上
流
社
会
に
向
け
た
宣
教
の
重
要
性
を
認
め
る
論
が
掲
載
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
日
露
戦
争
時
の
同
誌
に
は
、「
苟
も
我
国
の
布
教
に
従
事
せ
ん
者

は
少
な
く
と
も
儒
仏
二
教
の
梗
概
と
そ
の
宗
教
意
識
の
研
究
と
は
欠
く
べ
き
に

あ
ら
ず
、
殊
に
外
国
宣
教
師
諸
氏
に
は
之
に
加
え
て
日
本
文
明
史
の
研
究
を
望

ま
ざ
る
を
得
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、
外
国
人
宣
教
師
に
対
し
て
日
本
文
化
の
基

本
的
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
求
め
る
意
見）

184
（

や
、
宣
教
師
に
日
本
人
に
対
す

る
同
情
と
親
愛
を
も
つ
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
文
章
も
確
認
で
き
る）

185
（

。
こ

の
二
つ
の
文
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ
雑
報
欄
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
雑
誌

『
護
教
』
と
『
基
督
教
世
界
』
掲
載
の
記
事
に
関
す
る
紹
介
文
に
付
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
前
田
長
太
が
論
説
「
戦
後
の
伝
道
私
議
」
で
レ
ト

リ
ッ
ク
に
隠
れ
な
が
ら
も
外
国
人
宣
教
師
に
学
識
と
謙
遜
を
求
め
た
主
張
と
ほ

ぼ
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、『
声
』
記
者
の
日
本
人
伝
道
士
ら
は
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
雑
誌
の
記
事
を
引
用
す
る
と
い
う
形
で
、
婉
曲
的
に
パ
リ
外

国
宣
教
会
の
宣
教
師
に
注
文
を
つ
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
事
業
に
対
す
る
直
接
的
な
批
判
が
日
本
人

信
者
の
間
か
ら
あ
が
る
よ
う
に
な
る
と
、『
声
』
主
幹
の
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、
同

誌
の
編
集
に
お
い
て
、
知
識
人
や
中
・
上
流
階
級
向
け
の
宣
教
を
重
視
す
る
意

見
や
、
宣
教
師
に
学
識
を
求
め
る
主
張
に
対
し
て
、
意
識
的
に
抑
圧
す
る
方
向

に
向
か
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
、
一
九
〇
三
年
十
二
月
、「
何
故
に

我
邦
の
縉
紳
学
者
は
公
教
に
帰
依
せ
ざ
る
乎
」
と
い
う
小
論
を
『
声
』
に
発
表

し
て
い
る
が
、
こ
の
一
文
は
、
当
時
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る
従
来
の
宣
教

活
動
を
批
判
し
て
、
教
会
改
革
を
訴
え
る
文
書
を
各
方
面
に
送
っ
て
い
た
長
崎

教
区
の
平
山
牧
民
一
派
に
対
す
る
隠
れ
た
反
駁
文
と
考
え
ら
れ
る
。

　

世
人
曰
く
、
新
教
界
に
は
か
な
り
人
物
あ
り
、
学
者
あ
り
、
知
名
の
士

あ
る
も
、
旧
教
の
信
徒
は
概
し
て
貧
乏
人
な
り
、
下
流
社
会
の
者
な
り
、

無
学
文
盲
の
徒
な
り
と
、
以
て
我
が
公
教
の
価
値
を
貶
さ
ん
と
す
る
も
の

の
如
し
。
公
教
の
信
徒
中
又
密
か
に
之
を
以
て
我
が
公
教
の
瑕
瑾
と
な
す

者
な
き
に
あ
ら
ず
。
斯
く
の
如
き
は
両
者
共
に
未
だ
基
督
教
を
知
ら
ざ
る

者
な
り
。

主
基
督
は
其
の
教
会
を
創
設
す
る
に
、
新
教
徒
の
如
く
貴
顕
、
紳
士
、
学

者
、
金
満
家
を
用
い
る
こ
と
を
望
み
た
ま
わ
ず
。
世
人
の
最
も
軽
蔑
す
る

貧
賤
な
る
、
無
学
な
る
無
能
無
力
な
る
者
を
用
い
た
ま
う
こ
と
を
見
る
べ

し
、
是
れ
基
督
の
教
会
は
学
術
の
力
、
黄
金
の
力
、
帝
王
の
力
に
よ
り
て

設
立
せ
ら
れ
ず
、
全
く
神
の
全
能
力
に
よ
っ
て
設
立
せ
ら
る
る
も
の
な
る

こ
と
を
知
ら
し
め
ん
が
た
め
な
り
。

我
が
邦
の
縉
紳
学
者
中
未
だ
公
教
に
帰
依
す
る
者
少
な
き
は
、
一
は
神
の
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深
き
摂
理
に
出
て
、
一
は
彼
の
縉
紳
学
者
た
る
者
の
、
浅
薄
な
る
と
、
不

道
徳
な
る
と
に
原
因
す
る
も
の
に
し
て
豪
も
我
が
公
教
の
価
値
を
貶
す
に

足
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
吾
人
は
却
っ
て
之
を
以
て
我
が
公
教
が
真
正
の

基
督
教
た
る
有
力
な
る
徴し
る
し證
の
一
と
な
す
も
の
な
り）

186
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
ル
モ
ア
ー
ヌ
の
こ
の
論
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
比
較

し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
社
会
的
有
力
者
が
少
な
く
、
下
層
階
級
の
無
学
な

人
物
が
多
数
を
占
め
て
い
る
現
状
を
遺
憾
と
す
る
見
解
に
対
し
て
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
が
貧
民
の
中
か
ら
使
徒
に
選
ん
だ
こ
と
を
例
に
あ
げ
て
反
論
し
、
社

会
的
有
力
者
や
知
識
人
が
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
中
に
少
な
い
こ
と
は
、
彼
ら
が

概
し
て
不
道
徳
な
存
在
で
あ
る
だ
け
に
、
む
し
ろ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
正
統
性

を
証
し
立
て
る
も
の
だ
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
の
文
中
に
、「
公

教
の
信
徒
中
又
密
か
に
之
を
以
て
我
が
公
教
の
瑕
瑾
と
な
す
者
な
き
に
あ
ら

ず
」
と
い
う
一
文
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
に
彼
は
平
山
牧
民
ら
の
活

動
を
念
頭
に
置
い
て
批
判
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
日
本
人
信
者
か
ら
の
批
判
が
存
在
す
る
こ
と
を
了
解
し
て
い
た

ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、『
通
俗
宗
教
談
』
に
お
け
る
前
田
の
議
論
に
も
、
平
山
と
同

様
の
主
張
を
見
て
と
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
声
』
は
、『
通
俗
宗

教
談
』
第
十
五
号
（
一
九
〇
四
年
七
月
）
に
お
け
る
前
田
の
社
説
「
戦
時
の
伝

道
私
議
」、「
戦
後
の
伝
道
私
議
」
と
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
日
露
戦
争
中
、

「
戦
時
の
伝
道
」（
第
三
一
九
号
、
一
九
〇
四
年
九
月
二
十
五
日
）
や
、「
戦
後
の

布
教
」（
第
三
二
二
号
、
一
九
〇
四
年
十
一
月
十
日
）
と
）
187
（

い
う
小
論
を
掲
載
し
て

い
る
。
前
者
の
ル
モ
ア
ー
ヌ
の
手
に
な
る
論
で
は
、
宣
教
当
事
者
に
「
熱
烈
な

る
信
仰
と
愛
が
あ
ら
ば
、
戦
時
と
雖
も
決
し
て
布
教
の
妨
げ
な
ど
あ
る
べ
き
も

の
で
は
な
い
」
と
い
う
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
は
ま
た
「
布
教
上
の

最
大
勢
力
（
布
教
魂
）」（
第
三
二
九
号
、
一
九
〇
五
年
二
月
二
十
五
日
）
と
い
う

一
文
で
も
、
知
識
や
名
声
よ
り
も
、
宣
教
者
の
信
仰
心
こ
そ
が
宣
教
に
お
い
て

は
肝
要
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る）

188
（

。

決
し
て
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
一
事
あ
り
。
智
や
学
や
識
や
材
や
は
た
高
位
名

望
や
之
を
以
て
、
布
教
上
唯
一
最
大
の
勢
力
と
思
惟
す
る
に
於
て
は
、
其

の
謬
想
や
蓋
し
救
う
べ
か
ら
ず
。
試
み
に
歴
史
を
繙
と
け
、
当
初
使
徒
の

時
代
よ
り
降
り
て
今
日
に
至
る
迄
、
何
れ
の
代
に
か
此
等
の
も
の
が
布
教

上
第
一
勢
力
た
り
し
時
や
あ
る
。
人
の
智
識
や
人
の
声
望
や
布
教
上
力
あ

る
幇
助
た
り
し
は
、
争
う
べ
か
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
そ
の
真
に
第
一
勢
力

た
り
し
も
の
は
常
に
布
教
者
其
人
の
精
神
に
存
し
た
り
き
。
之
を
古
今
に

徴
す
る
に
、
布
教
に
従
事
す
る
者
の
理
想
と
も
云
う
べ
き
は
、
其
人
に
は

凡
て
の
愛
に
超
ゆ
る
所
の
愛
な
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
即
ち
神
と
他
人
の

霊
魂
と
に
対
す
る
熱
愛
是
な
り）

189
（

。

　

こ
の
よ
う
な
ル
モ
ア
ー
ヌ
の
見
解
は
、
知
識
人
活
動
に
重
き
を
置
い
た
宣
教

を
重
視
す
る
教
会
内
の
主
張
に
対
し
て
、
暗
に
批
判
を
行
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
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オ
コ
ン
ネ
ル
教
皇
使
節
の
日
本
訪
問
時
、『
日
本
』
の
社
説
「
羅
馬
法
王
使
僧
」

が
日
本
に
派
遣
さ
れ
る
宣
教
師
に
対
し
て
優
れ
た
知
性
の
持
ち
主
を
望
ん
だ
時

に
、
前
田
長
太
が
そ
の
論
旨
に
肯
定
的
に
反
応
し
た
の
に
対
し
て
、
ル
モ
ア
ー

ヌ
が
説
教
に
は
平
易
な
議
論
こ
そ
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
主
張
に
対
し

取
り
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
通
り
で
あ
る
。『
声
』
に
は
育
英
塾

や
公
教
青
年
会
の
活
動
の
紹
介
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、
青
年

会
の
活
動
に
関
し
て
も
、
学
生
会
員
が
知
識
人
活
動
に
傾
斜
す
る
こ
と
を
望
ん

で
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、「
吾
が
公
教
界
に
於
け
る
青
年
会
は
其
の
目
的

と
す
る
所
、
無
論
信
仰
を
養
い
、
道
徳
上
の
行
為
を
励
み
、
又
我
が
基
督
教
の

精
髄
な
る
博
愛
の
精
神
を
実
行
上
に
発
揮
す
る
こ
と
で
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と

書
い
て
い
る）

190
（

。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
は
、
十
九
世
紀
末
よ
り
、
中
・
上
流

階
級
を
対
象
に
し
た
宣
教
活
動
の
必
要
性
を
認
め
て
お
り
、
同
宣
教
会
が
日
本

に
招
致
し
た
フ
ラ
ン
ス
系
修
道
会
に
よ
る
教
育
事
業
も
、
こ
の
時
期
、
首
都
圏

で
は
こ
の
社
会
層
の
獲
得
に
向
け
た
経
営
方
針
を
と
っ
て
い
た
。
ま
た
、『
年

次
報
告
』
を
見
て
も
、
各
地
の
宣
教
師
が
中
・
上
流
階
級
の
信
者
の
獲
得
に
無

関
心
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

た
だ
、
平
山
牧
民
や
前
田
長
太
の
よ
う
に
、
日
本
人
信
者
の
間
か
ら
、
パ
リ

外
国
宣
教
会
の
慈
善
活
動
を
中
心
と
す
る
宣
教
活
動
の
在
り
方
を
問
題
視
し

て
、
上
流
階
級
や
知
識
階
層
へ
向
け
た
宣
教
を
よ
り
重
視
す
べ
き
だ
と
す
る
考

え
が
唱
え
ら
れ
る
と
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
は
、
そ
の
種
の
考
え
を
宗

教
の
本
分
を
忘
れ
た
も
の
と
し
て
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
、
平
山
や
前
田
に
し
て
も
下
層
階
級
を
対
象
に
し
た
慈
善
事
業
の
意
義
を

認
め
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
に
加
え
て
上
流
階
級
や
知
識
階
層

向
け
の
宣
教
活
動
を
並
行
し
て
行
う
と
い
う
多
元
的
な
宣
教
を
理
想
に
し
て
い

た
わ
け
で
あ
る
が
、
当
時
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
大
方
の
宣
教
師
は
、
宣
教
の

成
果
を
重
視
す
る
あ
ま
り
に
階
級
差
や
教
育
の
多
寡
に
よ
っ
て
宣
教
対
象
を
差

別
す
る
よ
う
な
見
方
を
危
険
視
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

　

少
な
く
と
も
、
教
会
に
お
け
る
平
山
牧
民
の
処
分
や
、
前
田
の
論
説
「
日
本

社
会
と
教
皇
使
節
」
の
否
定
的
反
響
と
い
っ
た
事
態
は
、『
声
』
に
お
け
る
ル

モ
ア
ー
ヌ
の
主
張
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
は
、
上

流
・
知
識
階
級
へ
の
宣
教
を
重
視
し
て
行
う
べ
き
だ
と
す
る
考
え
と
、
彼
ら
へ

向
け
た
宣
教
を
特
権
視
し
な
い
で
、
平
等
に
人
々
に
宣
教
を
行
う
べ
き
だ
と
す

る
考
え
と
の
相
異
な
る
二
つ
の
宣
教
観
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
前
者
の
主
張
は
、
そ
れ
が
教
会
で
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た

下
層
階
級
へ
の
宣
教
活
動
を
軽
視
す
る
も
の
と
な
る
限
り
、
宣
教
会
の
司
牧
す

る
教
会
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

Ⅲ　
「
前
田
事
件
」
と
マ
リ
ア
会
の
反
応

　

前
田
の
論
説
「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」
が
、
発
表
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
人
聖

職
者
の
間
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
か
に
関
し
て
は
、
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マ
リ
ア
会
の
関
係
者
が
残
し
た
資
料
が
参
考
に
な
る
。
前
田
本
人
の
与
り
知
る

と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
彼
の
論
説
の
仏
訳
文
書
は
、
マ
リ
ア
会
の
修
道
士
に
も

送
ら
れ
て
い
た
が
、
当
時
、
同
会
の
日
本
準
管
区
長
で
、
暁
星
学
校
の
初
代
校

長
で
あ
っ
た
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ヘ
ン
リ
ッ
ク
（A

lphonse H
einrich

）
は
、
そ

の
文
書
の
余
白
箇
所
に
次
の
よ
う
な
感
想
を
書
き
と
め
て
い
る）

191
（

。

　

日
本
人
司
祭
の
前
田
が
宣
教
師
の
業
績
に
つ
い
て
下
し
た
評
価
が
こ
れ

で
あ
る
。
宣
教
師
に
対
し
て
容
赦
が
な
い
。
確
か
に
彼
の
下
し
た
評
価
に

は
正
し
い
点
も
み
ら
れ
る
が
、
宣
教
師
に
無
償
で
育
て
ら
れ
た
青
年
が
公

に
書
く
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
批
判
は
宣
教
師
の
み
に
向
け
ら
れ

て
い
る
が
、
東
京
、
大
阪
、
長
崎
、
横
浜
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
学
校

を
無
視
し
て
い
る
の
は
妙
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
へ
ン
リ
ッ
ク
は
、
前
田
の
論
説
に
教
会
の
現
状
に
対
す
る
正

し
い
把
握
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
が
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
対

す
る
批
判
的
言
辞
を
含
ん
だ
そ
の
主
張
の
公
表
に
関
し
て
は
、
前
田
が
今
ま
で

恩
恵
を
被
っ
て
き
た
同
会
の
宣
教
師
に
対
す
る
忘
恩
的
な
振
る
舞
い
で
あ
る
と

み
な
し
て
い
た
。
ま
た
、
ヘ
ン
リ
ッ
ク
は
、
教
会
の
知
的
活
動
の
不
足
を
慨
嘆

す
る
前
田
が
、
マ
リ
ア
会
の
学
校
教
育
活
動
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
点
に
疑

問
を
呈
し
て
い
る）

192
（

。

　

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
招
致
に
応
え
て
、
一
八
八
七
年
末
に
来
日
し
た
マ
リ
ア

会
は
、
東
京
の
暁
星
学
校
（
一
八
八
八
年
）
を
は
じ
め
、
長
崎
に
海
星
学
校
（
一

八
九
一
年
）、
大
阪
に
明
星
学
校
（
一
八
九
八
年
）、
横
浜
に
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
セ

フ
学
院
（
一
九
〇
一
年
）
を
設
立
し
て
い
た
が
、
な
か
で
も
、
暁
星
学
校
は
、

二
十
世
紀
初
頭
に
首
都
圏
の
中
・
上
流
階
級
の
子
弟
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し

つ
つ
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
系
学
校
事
業
の
発
展
は
、
そ
の
ま
ま
カ
ト
リ
ッ
ク

の
信
者
の
大
幅
な
増
加
に
繋
が
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
マ

リ
ア
会
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
人
信
者
の
間
に
み
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
人
聖
職

者
へ
の
低
評
価
が
、
マ
リ
ア
会
の
教
育
事
業
に
対
す
る
不
当
な
見
落
と
し
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
マ
リ
ア
会
が
オ
コ
ン
ネ
ル
訪
問
時
に
お
け
る
一
部
の
日
本
人
信
者
の

活
動
に
不
快
を
感
じ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
彼
ら
が
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教

事
業
を
批
判
す
る
と
同
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
国
の
修
道
会
の
来
日
を
望

み
、
オ
コ
ン
ネ
ル
に
そ
の
要
望
を
伝
え
て
い
る
と
み
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

オ
コ
ン
ネ
ル
の
訪
日
後
、
情
報
が
マ
リ
ア
会
に
伝
わ
っ
て
き
た
イ
エ
ズ
ス
会
の

再
来
日
の
動
向
は
、
マ
リ
ア
会
に
と
っ
て
日
本
で
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
る
彼
ら

の
教
育
事
業
の
強
力
な
競
合
相
手
の
出
現
と
し
て
大
き
な
不
安
材
料
に
な
っ
た

だ
け
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日
を
求
め
た
日
本
人
信
者
の
動
向
は
彼
ら
の
批
判

の
対
象
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　

こ
の
間
の
事
情
に
関
し
て
は
、
一
九
〇
六
年
初
頭
、
日
本
の
マ
リ
ア
会
の
活

動
を
視
察
す
る
た
め
に
来
日
し
て
い
た
同
会
総
次
長
の
シ
ャ
ル
ル
・
ク
ロ
ブ

（Charles K
lobb

）
の
残
し
た
報
告
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ク
ロ
ブ
は
、
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来
日
中
、
前
田
の
筆
禍
事
件
の
顛
末
に
関
し
て
も
報
告
を
受
け
て
い
た
ら
し

く
、
マ
リ
ア
会
本
部
に
送
ら
れ
た
報
告
文
書
で
、
彼
は
日
本
の
教
会
事
情
に
関

し
て
誤
っ
た
情
報
を
オ
コ
ン
ネ
ル
に
吹
き
込
ん
だ
元
凶
と
し
て
、
こ
の
「
日
本

人
の
一
司
祭
」
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
影
響
を
受
け
た
オ
コ
ン
ネ

ル
の
報
告
に
よ
っ
て
、
不
正
確
な
情
報
が
教
皇
庁
に
伝
わ
る
こ
と
を
懸
念
し
て

い
る
が
、
こ
の
文
書
に
示
さ
れ
た
彼
の
所
見
は
、
当
時
の
在
日
マ
リ
ア
会
士
の

代
表
的
な
意
見
を
ま
と
め
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

オ
コ
ン
ネ
ル
司
教
の
印
象
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
に
今
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
の

事
業
は
、
日
本
の
知
識
層
に
は
少
し
し
か
寄
与
し
て
い
な
い
の
で
、
ア
メ

リ
カ
の
イ
エ
ズ
ス
会
に
高
等
教
育
を
委
ね
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。（
一
九
〇
六
年
五
月
十
四
日
）

イ
エ
ズ
ス
会
の
学
校
に
つ
い
て
考
え
る
オ
コ
ン
ネ
ル
司
教
の
意
図
の
底
に

は
、
フ
ラ
ン
ス
系
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
不
満
感
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
同
司
教
は
日
本
に
十
五
日
し
か
滞
在
せ
ず
、
し
か
も
日
本
人
の
一

司
祭
を
相
手
に
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
い
た
の
で
、
日
本
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム

と
は
な
ん
ら
の
接
触
も
な
く
、
日
本
人
に
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
与
え
る
暇
も

な
か
っ
た
。
ま
し
て
わ
れ
わ
れ
が
長
い
間
探
索
し
て
、
始
め
て
見
出
し
た

最
良
の
道
で
あ
る
教
育
事
業
に
つ
い
て
は
全
然
ご
存
知
な
か
っ
た）

193
（

。（
同

年
六
月
九
日
）

　

こ
の
よ
う
な
ク
ロ
ブ
の
反
応
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル
の
日
本
訪
問
以
前
よ
り
、
教

皇
庁
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
派
遣
を
検
討
し
て
い
た
こ
と
が
マ
リ
ア
会
で
は
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
の
認
識
を
欠
い
て
い
た
が

ゆ
え
に
、
マ
リ
ア
会
士
は
オ
コ
ン
ネ
ル
が
独
断
で
イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
再
派
遣

の
必
要
を
教
皇
庁
に
具
申
し
た
と
考
え
、
そ
し
て
、
彼
の
日
本
訪
問
中
、
日
本

の
教
会
の
現
状
に
関
し
て
彼
に
批
判
的
意
見
を
伝
え
た
と
み
な
し
た
日
本
人
信

者
の
行
動
を
問
題
視
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
ク
ロ
ブ
は
、
そ
の
報
告
で
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
修
道
会
の
来
日
を
教

皇
使
節
に
請
願
し
た
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
行
動
に
触
れ
て
、
そ
れ
を
日
本

の
教
会
を
築
き
あ
げ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
人
聖
職
者
ら
に
対
す
る
背
信
行
為
と
み

な
し
て
非
難
し
て
い
る）

194
（

。
日
露
戦
争
の
開
戦
以
降
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の

一
部
で
は
、
日
本
人
信
者
に
よ
る
外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
の
独
立
自
給
の
動
き

が
進
ん
で
い
た
が）

195
（

、
オ
コ
ン
ネ
ル
訪
日
時
に
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
が
示
し
た

行
動
も
、
マ
リ
ア
会
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
動
向
と
通
底
す
る
、
日

本
人
信
者
の
外
国
人
宣
教
師
に
対
す
る
反
抗
的
自
立
の
動
き
と
み
な
さ
れ
て
い

た）
196
（

。

　

し
か
し
、
当
時
の
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
が
、
フ
ラ
ン
ス
系
宣
教
会
の
指
導

す
る
教
会
体
制
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
彼
ら
が
パ
リ
外
国

宣
教
会
の
過
去
の
貢
献
を
全
否
定
し
て
い
た
わ
け
で
も
、
反
フ
ラ
ン
ス
人
感
情

に
駆
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
同
会
に
よ
る
従
来
の
宣
教

活
動
で
は
、
近
代
化
を
果
た
し
た
日
本
に
お
い
て
、
今
後
十
二
分
の
成
果
を
上
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げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
し
、
ま
た
、
日
本
人
の
対
仏
感
情
や
フ
ラ
ン
ス

国
内
に
お
け
る
政
教
関
係
の
悪
化
の
現
状
か
ら
鑑
み
て
、
フ
ラ
ン
ス
系
宣
教
会

に
よ
る
独
占
的
宣
教
状
態
か
ら
、
多
国
籍
の
宣
教
師
の
協
働
か
ら
な
る
宣
教
体

制
に
移
行
す
る
こ
と
を
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

ク
ロ
ブ
は
、
前
記
の
マ
リ
ア
会
本
部
宛
て
の
報
告
で
、
日
本
人
信
徒
が
英
語

系
の
大
学
の
設
立
を
要
望
す
る
気
持
ち
に
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
日
本
で
は

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
い
ま
だ
発
展
途
上
の
段
階
に
あ
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
以
外

の
国
籍
の
修
道
会
を
中
途
か
ら
招
致
す
る
こ
と
は
、
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る

た
め
に
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
意
見
を
述
べ
て
い
る）

197
（

。
し
か
し
、
日
本
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
教
勢
が
長
ら
く
停
滞
状
況
に
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
本
国
の
宣
教
会

や
修
道
会
の
本
部
が
フ
ラ
ン
ス
共
和
政
政
府
の
反
教
権
政
策
に
よ
っ
て
大
き
な

打
撃
を
受
け
て
い
る
以
上
、
こ
の
よ
う
な
意
見
で
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
を
納

得
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

日
本
訪
問
後
の
オ
コ
ン
ネ
ル
に
よ
る
報
告
を
受
け
て
、
教
皇
庁
は
イ
エ
ズ
ス

会
の
派
遣
の
必
要
性
を
確
認
し
、
一
九
〇
六
年
に
同
会
へ
日
本
に
お
け
る
活
動

開
始
を
正
式
に
依
頼
す
る
。
当
時
の
教
皇
庁
の
日
本
宣
教
政
策
に
関
す
る
認
識

は
、
メ
リ
ー
・
デ
ル
・
ヴ
ァ
ル
国
務
長
官
か
ら
ゴ
ッ
テ
ィ
布
教
聖
省
長
官
に
送

ら
れ
た
書
簡
（
一
九
〇
六
年
三
月
三
十
日
）
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
が
、

こ
の
書
簡
で
メ
リ
ー
・
デ
ル
・
ヴ
ァ
ル
は
、
優
れ
た
文
明
国
で
あ
る
日
本
を
カ

ト
リ
ッ
ク
教
化
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
国
籍
ゆ
え
に
優
れ
た

業
績
を
あ
げ
る
こ
と
の
で
き
な
い
で
い
る
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
に
替
え
て
、
英

語
や
ド
イ
ツ
語
圏
の
宣
教
師
を
派
遣
し
、
ま
た
、「
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教

師
は
特
に
民
衆
に
顔
を
向
け
て
お
り
、
社
会
の
高
貴
な
学
識
あ
る
部
分
に
は
影

響
力
を
も
っ
て
」
い
な
い
た
め
、
主
要
都
市
に
「
貴
族
の
子
弟
を
引
き
付
け
る

よ
う
な
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
を
創
立
す
る
必
要
性
」
を
認
め
て
い
た）

198
（

。

　

日
本
人
の
対
仏
感
情
は
、
一
九
〇
七
年
の
日
仏
協
商
の
締
結
後
、
好
転
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
は
い
え）

199
（

、
そ
の
後
の
歴
史
を
み
る
な
ら
ば
、
パ
リ
外
国
宣

教
会
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
反
教
権
政
策
の
影
響
を
受
け
て
新
入
会
者
は
減
少
し

て
い
っ
た
た
め
、
各
地
に
十
分
な
数
の
宣
教
師
を
派
遣
す
る
こ
と
は
益
々
不
可

能
と
な
っ
て
い
っ
た）

200
（

。
信
仰
弘
布
会
か
ら
の
献
金
や
フ
ラ
ン
ス
の
信
者
か
ら
の

寄
付
も
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
宣
教
会
の
財
政
状
況
が
大
き
く
好
転
す
る

こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
後
年
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
か
ら
、
新
し

く
来
日
し
た
修
道
会
へ
管
轄
地
が
移
譲
さ
れ
た
時
に
、
宣
教
地
で
大
き
な
混
乱

が
引
き
起
こ
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。
当
時
の
教
皇
庁
が
日
本
の
教
会
事
情
を

精
細
に
把
握
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
派

遣
な
ど
宣
教
方
針
の
転
換
を
進
め
て
い
っ
た
教
皇
庁
の
判
断
は
時
宜
に
適
っ
て

い
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

五　
「
前
田
事
件
」
以
後
の
東
京
大
司
教
区
の
知
識
人
活
動

１　

東
京
大
司
教
区
に
お
け
る
「
前
田
事
件
」
の
影
響
と
そ
の
後

　

前
田
長
太
の
論
説
「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」
が
、
東
京
大
司
教
区
の
教
会

関
係
者
の
間
に
与
え
た
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
降
、
カ
ト
リ
ッ
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ク
教
会
で
は
、
教
会
出
版
物
の
検
閲
委
員
会
の
設
置）

201
（

や
、
青
年
運
動
の
低
調
化

を
は
じ
め
、「
前
田
事
件
」
の
余
波
ら
し
き
も
の
が
様
々
な
面
で
あ
ら
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
前
田
の
筆
禍
事
件
は
、

単
な
る
一
過
的
な
事
件
に
止
ま
ら
ず
、
後
々
ま
で
東
京
大
司
教
区
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
活
動
に
禍
根
を
残
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

前
田
は
、
こ
の
出
来
事
以
降
、
築
地
教
会
で
新
人
宣
教
師
の
日
本
語
教
育
を

担
当
し
た
り）

202
（

、
婦
人
信
者
を
対
象
に
し
た
教
学
研
究
会
の
教
師
を
務
め
て
い
た

が
、
一
九
〇
七
年
に
還
俗
し
て
い
る）

203
（

。
彼
が
こ
の
時
に
結
婚
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
恋
愛
を
理
由
に
聖
職
か
ら
離
れ
た
と
い
う
見
方
（
西
脇
順
三
郎
『
旅
人
か

へ
ら
ず
』）
も

）
204
（

存
在
す
る
が
、
恐
ら
く
は
筆
禍
事
件
の
影
響
が
大
き
く
、
彼
は

教
会
内
の
立
場
が
悪
化
し
た
た
め
に
自
主
的
に
司
祭
職
か
ら
離
れ
る
道
を
選
ん

だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る）

205
（

。
前
田
は
、
そ
の
後
、
外
務
省
の
翻
訳
官
な
ど

を
経
て
、
慶
応
義
塾
に
職
を
得
、
同
校
で
ラ
テ
ン
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
て

後
半
生
を
送
っ
た）

206
（

。
慶
応
義
塾
で
彼
に
接
し
た
人
に
は
異
色
の
教
師
に
映
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
り）

207
（

、
西
脇
順
三
郎
は
前
田
を
「
浦
和
在
に
住
め
る
ホ
ラ
ス
」
と

呼
ん
で
、
そ
の
脱
俗
人
ぶ
り
を
回
想
し
て
い
る）

208
（

。
も
っ
と
も
前
田
本
人
は
、
聖

職
者
時
代
に
知
識
人
を
対
象
に
し
た
宣
教
活
動
を
重
視
す
る
彼
の
考
え
が
教
会

内
で
十
分
な
理
解
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
が
、
後
々
ま
で
苦
い
思
い
出
と
し
て

心
に
残
っ
て
い
た
ら
し
く
、
昭
和
初
期
に
な
さ
れ
た
回
想
で
は
、「
今
は
俗
人

に
な
り
さ
が
り
、
宗
教
界
か
ら
見
た
な
ら
ば
、
堕
落
し
た
人
間
の
よ
う
に
見
ら

れ
て
い
る
だ
ろ
う
」と
卑
下
し
つ
つ
も
、自
分
と
リ
ギ
ョ
ー
ル
が
共
同
し
て
行
っ

た
出
版
物
宣
教
に
理
解
の
少
な
か
っ
た
当
時
の
教
会
関
係
者
の
「
近
眼
者
流
」

に
無
念
の
気
持
ち
を
漏
ら
し
て
い
る）

209
（

。

　

そ
の
後
、
オ
コ
ン
ネ
ル
訪
問
に
関
す
る
教
会
関
連
の
記
事
に
前
田
の
名
前
が

現
れ
る
こ
と
が
稀
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
彼
の
名
は
そ
の
筆
禍
事
件
と
と

も
に
、
教
会
内
で
、
一
種
の
タ
ブ
ー
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る）

210
（

。
た
だ
、
前

田
を
知
る
教
会
関
係
者
の
多
く
が
そ
の
名
前
に
触
れ
る
こ
と
を
意
図
的
に
避
け

て
い
た
と
思
わ
れ
る
な
か
、
山
口
鹿
三
が
、
聖
職
か
ら
離
れ
た
彼
に
対
し
て

も
、「
前
田
師
」
と
敬
称
を
も
っ
て
呼
ん
で
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る）

211
（

。
山

口
は
、
前
田
と
同
じ
く
築
地
神
学
校
で
の
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
教
え
子
で
あ
り
、
ま

た
、
オ
コ
ン
ネ
ル
使
節
の
日
本
訪
問
時
に
は
前
田
同
様
に
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク

者
と
し
て
オ
コ
ン
ネ
ル
と
近
し
く
接
す
る
こ
と
を
得
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
だ
け
に
、
彼
は
前
田
の
そ
の
後
の
境
遇
に
は
相
当
の
同
情
を
持
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

212
（

。
山
口
が
『
日
本
』
の
論
説
「
羅
馬
法
王
使
僧
」
を
仏
訳

し
て
、
オ
コ
ン
ネ
ル
に
提
供
し
た
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
後
年
の
手
記
で
そ
の

論
説
の
論
旨
を
間
違
え
て
記
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
通
り
で

あ
る
が
、
山
口
が
オ
コ
ン
ネ
ル
訪
日
後
に
起
こ
っ
た
前
田
の
受
難
を
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
た
と
は
考
え
に
く
い
だ
け
に
、
彼
は
、「
前
田
事
件
」
へ
の
言
及
を

避
け
る
た
め
に
、
そ
の
原
因
と
な
っ
た
論
説
の
内
容
を
枉
げ
て
叙
述
し
て
い
た

可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る）

213
（

。

　

前
田
の
論
説
が
引
き
起
こ
し
た
騒
動
は
、
彼
の
師
の
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
そ
の
後

の
境
遇
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
愛
弟
子
の
還
俗
は
、
彼
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に
大
き
な
精
神
的
打
撃
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
が）

214
（

、
そ
れ

の
み
な
ら
ず
、
彼
が
前
田
と
共
同
に
行
っ
て
き
た
知
識
人
向
け
の
啓
蒙
活
動

も
、
以
降
、
低
調
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
〇
七
年
、
総
合
雑

誌
『
太
陽
』
の
記
者
が
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
も
と
を
訪
問
し
て
、
彼
の
日
本
観
に
つ

い
て
伺
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
は
今
日
の
世
間
の
出

来
事
に
関
し
て
は
不
案
内
で
あ
る
と
答
え
、
そ
の
理
由
と
し
て
前
田
の
不
在
を

あ
げ
て
い
る
。

　

前
田
君
は
自
分
の
通
弁
人
で
あ
り
ま
し
た
。
書
記
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
顧
問
役
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
前
田
君
が
自
分
と
同
居
し
て
い
ら

れ
る
間
は
、
自
由
に
世
間
の
新
し
い
出
来
事
を
も
聞
き
取
り
、
自
由
に
思

う
考
え
を
貴
国
人
に
取
次
い
で
貰
う
事
も
出
来
ま
し
た
。
前
田
君
が
こ
こ

を
出
て
以
来
、
其
代
り
と
な
る
よ
う
な
人
は
探
し
て
も
有
り
ま
せ
ん
。
只

今
も
何
か
著
述
を
す
る
つ
も
り
で
、
起
草
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
こ
ん
な

訳
で
実
に
困
っ
て
い
る
次
第
で
す）

215
（

。

　

リ
ギ
ョ
ー
ル
は
、
こ
の
後
も
山
口
鹿
三
を
翻
訳
者
に
迎
え
て
著
作
活
動
を
継

続
し
て
い
る
が
、
教
会
内
部
で
次
第
に
活
動
場
所
を
失
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ

る）
216
（

。
恐
ら
く
、
そ
れ
は
弟
子
で
あ
り
協
力
者
で
あ
っ
た
前
田
の
不
始
末
に
よ
っ

て
、
連
帯
責
任
が
問
わ
れ
た
こ
と
と
も
無
縁
で
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
一
九
一
二

年
に
彼
は
香
港
に
移
り
、
そ
の
後
一
九
二
二
年
に
没
す
る
ま
で
日
本
に
戻
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　

リ
ギ
ョ
ー
ル
は
、
そ
の
日
本
滞
在
の
末
期
、
神
田
教
会
の
教
友
館
の
館
長
を

勤
め
、
青
年
信
徒
の
指
導
に
携
わ
っ
て
い
た
が）

217
（

、
当
時
は
信
徒
活
動
が
停
滞
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
閑
職
的
な
立
場
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
彼
は
、
香
港
に
移

る
直
前
の
時
期
、
精
神
的
に
相
当
落
ち
込
ん
だ
状
態
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

ロ
ー
マ
留
学
か
ら
帰
国
し
て
リ
ギ
ョ
ー
ル
と
再
会
を
果
し
た
早
坂
久
之
助
は
、

旧
師
の
置
か
れ
て
い
た
不
遇
な
状
況
に
悲
哀
を
感
じ
て
、
教
会
の
処
遇
を
暗
に

批
判
し
て
い
る）

218
（

。

　
『
声
』
の
「
教
界
彙
報
」
は
、
一
九
一
二
年
の
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
香
港
へ
の
引

退
を
「
老
衰
の
故
を
以
て
」
と
報
じ
て
い
る
が）

219
（

、
彼
が
香
港
で
そ
の
没
年
に
至

る
ま
で
の
約
十
年
の
間
、
日
本
人
向
け
の
著
作
活
動
を
続
け
、
ま
た
海
外
在
留

の
日
本
人
に
司
牧
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
単
純
に
受
け

取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
リ
ギ
ョ
ー
ル
と
近
か
っ
た
日
本
人
伝
道
士
の
回
想
に

よ
る
と
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
死
去
す
る
一
、
二
年
前
、
彼
が
香
港
か
ら
東
京
に

帰
っ
て
く
る
と
い
う
噂
が
東
京
の
教
会
関
係
者
の
間
で
流
れ
て
い
た
と
い
う

が）
220
（

、
こ
れ
は
日
本
人
信
者
の
間
で
も
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
香
港
行
き
が
更
迭
に
近
い

も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
あ

る
日
本
人
信
者
も
、「
周
囲
の
事
情
」
が
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
「
引
退
の
已
む
な

き
に
至
ら
し
め
」
た
と
、
彼
が
何
ら
か
の
理
由
で
日
本
を
退
去
せ
ざ
る
を
え
な

く
な
っ
た
事
情
を
仄
め
か
し
て
い
る）

221
（

。

　

こ
の
「
前
田
事
件
」
は
、
前
田
の
深
く
関
わ
っ
て
い
た
公
教
青
年
会
の
活
動
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に
も
影
響
を
与
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
オ
コ
ン
ネ
ル
が
帰
国
し
て
間
も
な
い

時
期
、
青
年
会
は
日
露
戦
争
の
傷
病
兵
に
演
劇
に
よ
る
慰
問
を
行
っ
て
お
り
、

『
声
』
は
、
そ
の
対
外
活
動
を
「
と
に
か
く
我
が
公
教
界
は
因
循
姑
息
何
等
の

活
動
無
し
な
ど
世
評
あ
る
時
に
あ
た
り
、
突
如
と
し
て
此
の
先
鞭
を
つ
け
た
る

は
た
と
え
事
少
な
り
と
も
快
心
の
事
と
な
す
に
足
る
」
と
称
賛
し
て
い
た）

222
（

。
し

か
し
、
そ
の
後
、
青
年
会
に
よ
る
演
説
会
が
、
当
時
、「
種
々
な
る
事
情
に
制

せ
ら
れ
て
、
暫
ら
く
中
止
」（「
育
英
塾
彙
報
」『
新
理
想
』
第
八
号
、
一
九
〇
六
年

三
月
）
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、「
前
田
事
件
」
後
の
青
年
会
の
活
動
に
危
惧

を
抱
い
た
教
会
上
層
部
に
よ
る
臨
時
的
な
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
前
田
の
協
力
者
で
、
同
じ
く
青
年
会
に
関
わ
っ
て
い
た
フ
ェ
ラ
ン
に

よ
る
学
生
向
け
事
業
も
、
そ
の
後
、
程
な
く
し
て
終
わ
り
を
告
げ
る
こ
と
に
な

る
。
彼
が
出
版
し
て
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
『
新
理
想
』
は
、
一
九
〇
七
年
四

月
に
突
然
、
終
刊
と
な
っ
た）

223
（

。
同
年
十
二
月
、
彼
は
名
古
屋
教
会
の
主
任
司
祭

と
し
て
転
任
す
る
が）

224
（

、
そ
れ
が
前
任
者
の
病
気
の
た
め
の
応
急
処
置
と
い
っ
た

単
純
な
理
由
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ム
ガ
ブ
ル
東
京
大
司
教
が
、
当

時
、マ
リ
ア
会
に
宛
て
た
あ
る
書
簡
で
、フ
ェ
ラ
ン
の
配
置
転
換
に
つ
い
て
「
挙

げ
る
に
は
あ
ま
り
に
も
長
く
な
る
理
由
」
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
た
こ
と
に
よ

り
明
ら
か
で
あ
る）

225
（

。
フ
ェ
ラ
ン
は
、
マ
リ
ア
会
が
育
英
塾
の
事
業
を
引
き
受
け

て
く
れ
た
も
の
と
考
え
て
、
上
長
の
命
を
受
け
入
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際

に
は
彼
の
寄
宿
舎
事
業
は
マ
リ
ア
会
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
な
く
、
消
滅
す
る

こ
と
に
な
っ
た）

226
（

。
こ
の
よ
う
に
、
前
田
に
近
い
リ
ギ
ョ
ー
ル
や
フ
ェ
ラ
ン
の
知

識
人
活
動
も
、「
前
田
事
件
」
を
機
に
大
き
な
影
響
を
被
っ
て
い
る
。

　
『
メ
ラ
ン
ジ
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
』
が
、
一
九
一
〇
年
に
廃
刊
と
な
っ
て
い
る
こ

と
も
、
こ
の
時
期
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
知
的
事
業
の
衰
退
を
示
す
事
態
で

あ
っ
た
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
日
本
学
術
研
究
誌
の
刊
行
は
、
ル
モ
ア
ー
ヌ
の

個
人
資
産
に
依
拠
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
廃
刊
は
彼
の
運
営
資
金
の
枯
渇
が
大

き
な
理
由
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
た
だ
、
同
じ
く
、
ル
モ
ア
ー
ヌ

の
資
金
に
頼
っ
て
い
た
『
声
』
が
、
そ
の
後
も
、
担
当
者
を
変
え
て
出
版
が
継

続
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、『
メ
ラ
ン
ジ
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
』
の
廃
刊
は
、
資

金
難
の
中
、
宣
教
会
が
、
学
術
雑
誌
の
刊
行
を
必
要
不
可
欠
の
事
業
と
は
み
な

さ
か
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
極
東
フ
ラ
ン
ス
学
院
で
、
ノ
エ
ル
・
ペ

リ
と
同
僚
で
あ
っ
た
ク
ロ
ー
ド
・
メ
ー
ト
ル
（Claude Eugène M

aitre

）
は
、

一
九
一
〇
年
の
『
メ
ラ
ン
ジ
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
』
の
終
刊
に
関
し
て
、「
こ
の
重

要
雑
誌
の
廃
刊
以
後
、反
動
は
凱
歌
を
あ
げ
た
。
そ
の
編
纂
者
達
は
四
散
し
た
。

あ
る
人
々
は
帰
仏
し
、
他
の
人
々
は
黙
従
し
て
し
ま
っ
た
」（
杉
山
直
治
郎
訳
）

と
書
い
て
い
る
。
ペ
リ
の
小
伝
を
書
い
た
杉
山
直
治
郎
は
、
こ
の
記
述
を
メ
ー

ト
ル
の
「
感
傷
追
恨
」
と
し
て
客
観
性
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
が
、
こ
の
雑
誌

の
主
要
執
筆
陣
で
あ
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ハ
ル
ノ
ワ
（François D

ésiré M
arie 

H
arnois

）
と
エ
ド
モ
ン
・
パ
ピ
ノ
（Edm

ond Papinot

）
の
二
人
の
神
父
が
、

そ
れ
ぞ
れ
、
一
九
一
〇
年
、
一
九
一
一
年
に
日
本
国
外
に
活
動
の
場
を
移
し
て

い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
当
時
、
宣
教
会
が
人
員
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
考
え
る
と
、彼
ら
の
日
本
か
ら
の
退
去
が
、『
メ
ラ
ン
ジ
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
』
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の
廃
刊
と
無
関
係
に
は
思
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る）

227
（

。

　

東
京
大
司
教
区
で
は
、『
通
俗
宗
教
談
』、『
新
理
想
』
が
廃
刊
さ
れ
て
以
降
、

学
生
ま
た
は
知
識
人
向
け
の
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
の
刊
行
は
長
ら
く
行
わ
れ
ず
、

一
九
二
〇
年
の『
カ
ト
リ
ッ
ク
』の
発
刊
を
待
た
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
が
、

出
版
事
業
に
お
い
て
新
し
い
動
き
が
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

一
九
〇
九
年
に
小
冊
子
の
出
版
に
よ
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
知
識
を
普
及
さ
せ
る

目
的
を
も
つ
教
学
研
鑚
和
佛
協
会
が
、
ド
ル
ワ
ー
ル
・
ド
・
レ
ゼ
ー
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
て
い
る）

228
（

。
一
九
二
一
年
ま
で
こ
の
団
体
か
ら
発
行
さ
れ
た
二
十
冊
の

小
冊
子
に
は
、
海
外
の
著
作
の
翻
訳
と
は
別
に
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
や
フ
ェ
ラ
ン
、

ル
モ
ア
ー
ヌ
な
ど
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師）

229
（

、
ケ
ー
ベ
ル
博
士）

230
（

、
日
本
人

伝
道
士
ら
の
著
作
が
含
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
、
執
筆
陣
の
顔
ぶ
れ
に
若
手
の
宣

教
師
や
青
年
層
の
日
本
人
信
者
は
加
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
み
て
も
、
こ
の

ト
ラ
ク
ト
運
動
は
、
東
京
大
司
教
区
の
旧
来
の
出
版
活
動
の
延
長
上
に
行
わ
れ

た
も
の
と
い
え
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
宣
教
面
で
特
に
新
機
軸
を
打
ち
出
し
た

と
は
思
わ
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
日
露
戦
争
後
以
降
、
次
第
に
東
京
大
司
教
区
の
知
識
人
事
業
は

低
調
な
状
態
に
陥
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
再
度
活
況
を
呈
し
て
い
く
の
は
、
一

九
一
六
年
に
東
京
大
司
教
区
で
新
し
く
結
成
さ
れ
た
公
教
青
年
会
の
活
動
に

よ
っ
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
青
年
信
者
ら
の
知
識
人
活
動
は
、
ま
た
、
パ

リ
外
国
宣
教
会
の
神
父
ら
と
軋
轢
を
引
き
起
こ
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
次

節
で
、
こ
の
「
第
二
次
」
公
教
青
年
会
の
活
動
を
見
て
い
こ
う
。

２　
「
第
二
次
」
公
教
青
年
会
の
活
動
と
パ
リ
外
国
宣
教
会

　

一
九
〇
八
年
十
月
、
教
皇
庁
の
命
を
受
け
た
イ
エ
ズ
ス
会
は
再
来
日
を
果
た

し
た
。
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
来
日
を
歓
迎
し
て
い

る
が）

231
（

、
日
本
に
お
け
る
自
分
た
ち
の
宣
教
へ
の
献
身
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
気
持
ち
も
一
部
で
拭
い
き
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
そ
の
不
満
は
、
宣
教
会
の
司
牧
に
批
判
的
な
日
本
人
信
者
に
対
す
る

不
信
感
と
な
っ
て
残
存
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る
日
本
の
単
独
司
牧
は
二
十
世
紀
初
頭
に
終
焉
し
、

新
し
く
来
日
し
た
西
洋
各
国
の
修
道
会
に
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
管
轄
地
域
は

徐
々
に
移
譲
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
同
宣
教
会
は
、
東
京
、
大
阪
、
長
崎
と
い
う

主
要
教
区
の
司
牧
を
昭
和
前
期
に
至
る
ま
で
担
い
続
け
、
第
二
次
世
界
大
戦
前

ま
で
最
も
有
力
な
外
国
人
宣
教
師
団
で
あ
り
つ
づ
け
た）

232
（

。
そ
し
て
、
平
山
牧
民

や
前
田
長
太
の
よ
う
な
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
行
動
を
排
斥
し
た
よ
う
な
風

土
は
、
そ
の
後
も
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
司
牧
の
担
当
教
区
の
中
に
残
り
続
け
て

い
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
一
面
は
一
九
二
〇
年
代
、
日
本
人
青
年
信
徒
の
活
動

が
活
発
化
し
た
時
に
対
す
る
同
会
の
対
応
に
お
い
て
再
び
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

一
九
一
六
年
に
結
成
さ
れ
た
東
京
大
司
教
区
の「
第
二
次
」公
教
青
年
会）

233
（

は
、

当
初
、
学
生
信
者
の
修
養
、
親
睦
団
体
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
次
第
に
対

外
的
な
社
会
的
活
動
に
も
乗
り
出
し
、
一
九
二
〇
年
に
会
長
に
就
任
し
た
海
軍

軍
人
の
山
本
信
次
郎
（
一
九
二
二
年
に
海
軍
少
将
に
任
官
）
の
指
導
下
に
大
き
く
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発
展
し
て
い
っ
た）

234
（

。
山
本
は
、
暁
星
学
校
在
学
中
、
校
長
の
ヘ
ン
リ
ッ
ク
か
ら

洗
礼
を
受
け
た
信
徒
で
あ
り
、
皇
太
子
時
代
の
昭
和
天
皇
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
進

講
し
た
そ
の
社
会
的
地
位
や
、
海
外
の
カ
ト
リ
ッ
ク
関
係
者
と
の
広
い
交
友
関

係
に
よ
っ
て
、
戦
前
の
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
重
き
を
な
し
た
人
物
で
あ

る
。

　

公
教
青
年
会
は
、
一
九
二
〇
年
、
知
識
人
向
け
の
雑
誌
『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
の

刊
行
を
開
始
し
た
。
そ
も
そ
も
青
年
会
は
当
初
独
自
の
雑
誌
を
刊
行
す
る
意
図

を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
会
員
の
有
志
に
よ
っ
て
、
教
会
の
公
認
機
関

誌
で
あ
っ
た
『
声
』
の
編
集
協
力
を
無
償
で
行
う
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。『
声
』

は
一
九
一
二
年
に
ル
モ
ア
ー
ヌ
の
手
か
ら
離
れ
、
当
時
、
ミ
カ
エ
ル
・
ス
タ
イ

シ
ェ
ン
神
父
が
指
導
す
る
教
友
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
の

『
声
』
は
修
養
雑
誌
的
色
彩
が
濃
く
、
誌
面
の
内
容
が
乏
し
か
っ
た
の
で
、
若

手
の
知
識
人
層
に
は
不
満
を
持
た
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る）

235
（

。
し
か
し
、
青
年
層

の
編
集
協
力
の
申
し
出
は
『
声
』
編
集
部
か
ら
断
れ
た
た
め
、
青
年
会
は
、『
カ

ト
リ
ッ
ク
』の
刊
行
に
踏
み
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。
山
本
は
、後
年
の
回
想
で
、

当
時
、「
文
筆
に
依
っ
て
些
か
聖
会
に
貢
献
せ
ん
と
熱
望
し
た
新
進
気
鋭
の
青

年
諸
君
」
が
相
当
い
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
逆
に
い
え
ば
、
一
九

一
〇
年
代
の
後
半
期
、
日
本
人
の
若
手
信
者
が
活
躍
の
場
を
持
ち
た
い
と
願
い

な
が
ら
も
所
を
え
ず
、
そ
の
結
果
、
教
会
が
彼
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
て

教
勢
の
発
展
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
『
声
』誌
は
当
時
、か
な
り
に
記
事
に
困
っ
て
居
た
か
の
如
く
に
見
え
た
。

私
は
『
声
』
の
主
筆
に
対
し
て
高
調
し
、
お
願
い
し
た
点
は
、
第
一
、
青

年
中
に
は
高
等
の
教
育
を
受
け
た
る
者
少
な
か
ら
ず
、
教
会
に
於
い
て
大

い
に
利
用
せ
ら
れ
た
き
こ
と
、
第
二
、
多
年
自
身
教
外
者
と
し
て
の
経
験

を
有
す
る
こ
れ
ら
青
年
は
、
そ
の
利
用
価
値
殊
に
大
な
る
べ
き
こ
と
、
第

三
、
彼
ら
は
素
よ
り
教
理
研
究
の
専
門
家
に
あ
ら
ず
、
然
も
知
識
階
級
に

属
す
る
教
外
者
の
カ
ト
リ
ッ
ク
探
求
熱
は
仮
令
除
々
た
り
と
雖
も
当
時
已

に
頗
る
昇
騰
し
、
而
し
て
こ
れ
ら
を
目
標
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
定
期
刊
行

物
は
殆
ど
絶
無
な
る
今
日
、
右
青
年
は
之
を
主
と
し
て
此
の
方
面
に
利
用

す
べ
く
、
又
之
が
利
用
は
頗
る
有
効
な
る
べ
き
こ
と
、
第
四
、『
声
』
誌

援
助
は
か
く
し
て
主
と
し
て
文
筆
に
依
る
べ
く
、
原
稿
料
の
心
配
は
無
用

な
る
こ
と
、
第
五
、
唯
上
記
の
趣
旨
に
副
は
る
る
為
、『
声
』
の
形
式
と

内
容
と
を
些
か
変
更
し
、
之
を
書
籍
商
店
頭
に
飾
る
如
く
せ
ら
れ
た
し
、

第
六
、『
声
』
の
僅
か
の
変
更
だ
も
肯
ん
ぜ
ら
れ
ざ
る
に
於
て
は
、
教
外

者
向
新
雑
誌
を
『
声
』
と
並
ん
で
発
刊
せ
ら
れ
た
し
、
第
七
、
以
上
に
し

て
ご
承
諾
な
き
に
於
て
は
、
教
友
社
は
、
主
と
し
て
教
外
者
向
き
の
新
雑

誌
を
創
刊
し
、
一
方
カ
ト
リ
ッ
ク
探
究
者
の
要
望
を
満
た
す
と
同
時
に
、

他
方
有
意
の
カ
ト
リ
ッ
ク
青
年
を
、
天
主
の
光
栄
の
為
に
最
も
有
効
に
利

用
す
る
方
法
を
講
ぜ
ら
れ
た
し
、
等
々
で
あ
っ
た
が
、
私
の
提
案
は
全
部

見
事
に
蹴
飛
ば
さ
れ
た
の
で
あ
る
。『
声
』は
一
切
変
更
す
る
の
要
な
し
、

『
声
』
は
店
頭
に
出
す
を
欲
せ
ず
、
対
教
外
者
の
こ
と
に
は
関
係
せ
ず
、
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之
に
要
す
る
雑
誌
新
刊
の
要
を
認
め
ず
、
青
年
諸
君
に
強
い
て
協
力
を
求

め
ず
等
々
が
先
方
の
ご
返
事
で
あ
っ
た）

236
（

。

　

ス
タ
イ
シ
ェ
ン
は
青
年
会
の
顧
問
を
引
き
受
け
て
、
都
内
の
大
学
の
カ
ト

リ
ッ
ク
研
究
会
に
協
力
し
て
い
た
よ
う
に
、
青
年
運
動
の
意
義
を
全
く
認
め
な

い
人
物
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
彼
は
、
今
ま
で
の
青
年
会
が
往
々
に
し
て
成

果
を
上
げ
る
ま
も
な
く
つ
ぶ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
青
年
信
徒
に
「
愛
徳
」

の
念
に
欠
け
て
い
る
の
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
彼
ら
が
カ
ト
リ
ッ
ク

信
者
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
人
の
特
徴
的
欠
点
た
る
「
嫉
妬
」、「
陰
謀
」
と
い

う
病
的
精
神
を
依
然
免
れ
て
い
な
い
と
み
な
し
て
い
た）

237
（

。
彼
が
、
青
年
カ
ト

リ
ッ
ク
信
者
に
よ
る
知
的
志
向
の
強
い
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
の
発
行
に
対
し
て
懐

疑
的
で
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
彼
の
青
年
会
活
動
に
対
す
る
不
信
感
か
ら

来
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
彼
は
、「
我
青
年
諸
子
の
希
望
に
答
ふ
（
本

誌
内
容
の
改
良
に
就
て
）」（『
声
』
第
五
一
〇
号
、
一
九
一
八
年
五
月
）
と
い
う
記

事
で
、
知
識
階
級
の
青
年
信
徒
が
研
究
雑
誌
の
発
刊
を
願
う
気
持
ち
に
理
解
を

示
し
つ
つ
も
、
そ
れ
が
原
因
で
彼
ら
が
知
識
欲
に
と
ら
わ
れ
て
、
宗
教
上
の
信

仰
を
損
な
い
、
そ
の
実
行
を
顧
み
な
く
な
る
こ
と
へ
の
危
惧
の
念
を
表
し
て
い

る
。
彼
は
、『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
の
刊
行
後
も
、
こ
れ
を
教
会
の
正
統
的
雑
誌
と

は
認
め
ず
、
誌
面
で
そ
の
旨
を
公
言
し
て
、
青
年
信
者
の
記
事
を
批
判
し
た
こ

と
も
あ
っ
た）

238
（

。

　

当
時
の
宣
教
師
ら
の
青
年
運
動
に
対
す
る
警
戒
心
は
、
教
会
内
の
若
手
信
者

に
対
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
危
惧
か
ら
来
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
ま
た
当
時
の
宣
教
師
の
性
向
と
も
結
び
つ
い
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
、
小
教
区
内
で
の
神
父
と
信
徒
と
の
父
子
的
な
情
緒
的

関
係
を
結
び
、
一
般
信
徒
の
補
助
的
業
務
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
願
う
一
方

で
、
教
区
を
超
え
る
信
徒
の
自
主
的
活
動
に
対
し
て
は
十
分
な
理
解
が
欠
け
て

い
た
と
い
わ
れ
る）

239
（

。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
宣
教
師
側
の
態
度
は
、
し
ば
し
ば

信
徒
側
の
指
導
司
祭
へ
の
依
存
傾
向
を
強
め
て
、
彼
ら
の
自
立
心
を
損
な
う
こ

と
に
も
な
っ
た
。「
第
二
次
」
公
教
青
年
会
の
活
動
に
深
く
関
わ
っ
た
信
者
の

鈴
木
習
之
は
、『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
の
記
事
で
、
こ
の
よ
う
な
教
会
風
土
で
信
徒

運
動
が
直
面
す
る
困
難
に
関
し
、
次
の
よ
う
な
考
察
を
述
べ
て
い
る
。

　

わ
が
国
公
教
徒
の
団
体
的
運
動
は
、
開
教
数
十
年
の
間
に
何
回
か
な
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
皆
永
続
し
な
い
の
で
、
い
た
ず
ら
に
「
日
本
公
教

徒
に
は
、
組
織
の
能
力
な
し
」
と
の
嗤
笑
を
買
う
に
止
っ
た
。

　

さ
て
何
故
こ
の
団
体
的
運
動
が
成
功
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

は
長
い
間
の
封
建
の
風
が
失
せ
ず
、
所
謂
「
依
ら
し
む
べ
し
。
知
ら
し
む

べ
か
ら
ず
」
で
、
す
べ
て
が
律
せ
ら
れ
た
所
へ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
な
る

も
の
が
土
台
権
利
主
義
に
立
つ
も
の
で
あ
る
の
で
、
信
者
は
い
は
ば
被
治

者
の
位
置
に
あ
り
、
少
数
な
上
に
社
会
上
に
も
地
位
も
勢
力
も
な
い
も
の

が
多
か
っ
た
の
で
、
た
だ
依
り
か
か
る
こ
と
を
こ
れ
事
と
し
、
そ
の
風
今

に
至
っ
て
尚
止
ま
な
い
。
し
か
し
て
又
一
方
己
を
持
す
る
に
厳
に
し
て
、
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人
を
待
つ
に
寛
な
る
宣
教
師
共
通
の
心
理
よ
り
し
て
、
少
数
の
信
者
に
対

し
て
は
愛
撫
の
念
が
第
一
と
な
り
、「
可
愛
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
ろ
」
と

い
う
鞭
撻
鍛
錬
は
後
廻
し
と
な
り
、
か
り
に
信
者
が
応
分
の
協
力
を
し
て

教
会
を
助
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
も
、
こ
れ
を
助
長
せ
し
め
て
他
日
の
自

主
独
立
の
基
を
つ
く
る
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
間
の
指
導
調
節
を
煩
は
し

と
し
、
た
だ
独
善
的
個
人
的
救
霊
を
説
く
を
以
っ
て
統
率
に
易
な
り
と

し
、
社
会
的
集
団
的
訓
練
を
忌
避
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
し
得

な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
会
が
組
織
さ
れ
て
も
一
つ
の
教
会
内
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
も
教
理
の
温
習
に
信
心
的
業
の
加
わ
る
も
の
の
み
で
、
信
者
が

社
会
上
実
生
活
上
に
連
絡
を
と
る
と
い
う
方
面
に
は
及
ば
す
、
教
会
相
互

間
の
信
者
の
会
合
連
盟
を
と
い
う
こ
と
は
、
個
々
の
教
会
の
直
接
の
教
勢

に
は
何
等
貢
献
し
な
い
、
否
無
用
有
害
の
も
の
で
あ
る
と
観
る
向
き
が
少

な
く
な
か
っ
た
。
信
者
亦
独
善
的
信
仰
に
浸
潤
さ
る
る
所
多
く
「
聖
会
の

ほ
か
救
霊
な
し
」
と
の
ほ
こ
り
は
至
当
な
る
観
念
で
は
あ
る
が
こ
れ
を
す

べ
て
に
及
ぼ
し
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
自
ら
の
み
を
尊
と
し
と
す
る
排
他
的

精
神
を
所
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
教
会
内
の
こ
と
で
も
、
他
人
の
す
る
こ

と
は
、
た
だ
白
眼
を
以
て
見
、
手
は
こ
ま
ね
く
の
み
で
、
こ
れ
に
力
を
貸

そ
う
と
し
な
い
卑
し
む
べ
き
気
質
が
形
成
さ
れ
た）

240
（

。

　

山
本
信
次
郎
は
、
後
年
の
回
想
で
、
青
年
会
が
当
時
の
教
会
内
で
「
教
会
革

命
児
の
卵
の
集
り
」
の
ご
と
く
み
ら
れ
、「
無
理
解
な
る
信
者
、
其
の
他
意
外

の
方
面
よ
り
の
直
接
間
接
妨
害
圧
迫
等
を
蒙
」
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が）

241
（

、

「
意
外
の
方
面
」
と
は
、
教
会
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
っ
た
パ
リ
外
国
宣
教
会

の
司
祭
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う）

242
（

。
山
本
は
、第
二
代
駐
日
教
皇
庁
使
節
マ
リ
オ
・

ジ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
（M

ario Giardini

）
に
送
っ
た
書
簡
で
、『
声
』
に
よ
る
『
カ

ト
リ
ッ
ク
』
の
記
事
へ
の
不
当
な
非
難
や
、
大
阪
司
教
の
ジ
ャ
ン
＝
バ
テ
ィ
ス

ト
・
カ
ス
タ
ニ
エ
（Jean-Bapiste Castanier

）
が
公
教
青
年
会
に
好
意
的
で

は
な
い
事
情
な
ど
を
報
告
し
て
い
る
が）

243
（

、
こ
こ
で
も
日
本
人
信
徒
が
教
皇
庁
の

権
威
に
よ
り
つ
つ
、
教
会
内
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
対
抗
し
よ

う
と
し
た
行
動
様
式
が
う
か
が
え
る
。

　
「
第
二
次
」
公
教
青
年
会
は
、
一
九
三
一
年
に
解
散
と
な
り
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・

カ
ト
リ
ッ
ク
団
体
の
中
の
下
部
組
織
の
青
年
会
と
し
て
再
編
成
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
こ
の
措
置
に
は
同
会
の
活
動
を
快
く
思
わ
な
い
パ
リ
外
国
宣
教
会

の
意
向
が
働
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る）

244
（

。
も
っ
と
も
公
教
青
年
会
は
、
時
の
経
過

と
と
も
に
、
組
織
の
動
脈
硬
化
や
路
線
面
で
の
意
見
対
立
な
ど
の
問
題
が
生
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り）

245
（

、
こ
の
点
に
お
い
て
青
年
会
運
動
に
対
す
る
宣
教
師
の

危
惧
も
全
く
的
外
れ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

と
も
あ
れ
、「
第
二
次
」
公
教
青
年
会
は
、
教
会
当
局
と
軋
轢
を
ひ
き
起
こ

し
な
が
ら
も
、
出
版
活
動
な
ど
知
識
人
活
動
の
点
に
お
い
て
、
大
き
な
成
果
を

挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
教
会
内
の
状
況
の
変
化
は
、
様
々
な
修
道
会
の
来

日
や
一
九
一
九
年
に
始
ま
る
教
皇
使
節
の
日
本
常
駐
に
伴
う
パ
リ
外
国
宣
教
会
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の
教
会
内
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
低
下
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
内
部
で
の
世
代
交
代
の

進
行）

246
（

な
ど
を
別
に
し
て
、
教
会
内
で
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
力
が
次
第
に

強
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
与
っ
て
大
き
か
っ
た
だ
ろ
う
。
両
大
戦
間
期
に
お

い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
人
聖
職
者
の
間
で
は
、
日
本
人
聖
職
者
に
対
す
る
低
評
価

が
完
全
に
は
払
拭
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
え）

247
（

、
昭
和
初
年
の
教
会
で
は
、

明
治
期
の
平
山
牧
民
や
前
田
長
太
の
行
っ
た
主
張
と
同
趣
旨
の
論
説
が
日
本
人

信
者
に
よ
っ
て
公
然
と
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る）

248
（

。

お
わ
り
に

　

本
論
は
、
二
十
世
紀
初
頭
に
転
換
期
を
迎
え
て
い
た
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
様
相
を
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
と
日
本
人
信
者
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
て
き
た
。
日
本
近
代
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
基
礎

は
、
幕
末
に
来
日
し
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
が
、
十
九
世
紀

末
に
至
る
と
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る
日
本
の
単
独
司
牧
に
無
理
が
あ
る
こ

と
は
、
同
会
の
一
部
で
も
認
め
ら
れ
、
教
勢
の
拡
大
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
来
日

が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
パ
リ
外

国
宣
教
会
の
内
部
か
ら
は
、
十
分
な
内
部
変
革
の
動
き
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
日
露
戦
争
前
後
の
時
期
に
な
る
と
、
日
本
人
信
者
の
一
部
の
間
か

ら
教
会
改
革
の
必
要
性
が
陰
に
陽
に
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

日
本
人
信
者
に
よ
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
司
牧
体
制
に
向
け
た
批
判
活
動
は
、

結
果
的
に
日
本
人
司
祭
の
教
会
活
動
か
ら
の
放
逐
と
い
う
結
果
を
招
い
て
し
ま

う
。
ま
た
、
東
京
大
司
教
区
で
活
発
化
し
つ
つ
あ
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
青

年
運
動
・
知
識
人
活
動
は
、
同
会
の
一
部
の
宣
教
師
の
協
力
を
得
て
展
開
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
も
教
会
内
で
十
分
な
理
解
を
得
ら
れ
ず
、
次
第
に

低
調
な
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

た
だ
、
日
露
戦
争
後
に
行
わ
れ
た
オ
コ
ン
ネ
ル
教
皇
使
節
の
日
本
訪
問
と
一

九
〇
八
年
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
の
実
現
は
、
教
皇
庁
の
政
策
決
定
に
よ
り

実
現
さ
れ
た
こ
と
と
は
い
え
、
一
方
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
変
革
を
願
う
日

本
人
信
者
の
声
に
呼
応
す
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
日
本
人
カ
ト
リ
ッ

ク
者
の
主
体
的
な
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
一
面
の
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
改
革
志
向
の
日
本
人
信
者
ら
は
、
司
祭
の

聖
職
排
斥
と
い
う
犠
牲
を
う
み
な
が
ら
も
、
教
皇
庁
の
権
威
に
拠
る
こ
と
で
、

教
会
の
変
革
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
過
去
の
批
判
者
が
し
ば
し
ば
行
っ
て
き
た
よ
う
に
、
明
治
・
大
正
期

に
お
け
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
方
法
が
知
識
人
向
け
事
業
を
十
分
に
視
野

に
収
め
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
た
だ
ち
に
同
会
の
宣
教
活
動
を

否
定
的
に
判
断
す
る
の
も
行
き
過
ぎ
だ
ろ
う）

249
（

。
二
十
世
紀
以
降
、
知
識
人
重
視

の
宣
教
事
業
や
中
・
上
流
階
級
を
対
象
に
し
た
教
育
事
業
の
発
展
に
よ
り
、
日

本
社
会
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
社
会
的
評
価
は
大
き
く
高
ま
っ
た
と
は

い
え
、
そ
れ
以
降
も
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
勢
が
飛
躍
的
に
発
展
し
な
か
っ
た
こ
と

も
事
実
だ
か
ら
で
あ
る）

250
（

。
近
代
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
が
本
格
的
に
開
始
さ

れ
た
明
治
時
代
に
お
い
て
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
活
動
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
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ン
ト
各
派
の
宣
教
の
成
果
と
比
較
し
て
様
々
な
点
で
見
劣
り
の
す
る
た
め
に
、

同
会
の
宣
教
事
業
は
必
ず
し
も
高
い
評
価
を
受
け
て
き
た
と
は
言
え
な
い
が
、

そ
の
活
動
の
評
価
に
当
た
っ
て
は
多
元
的
な
観
点
か
ら
の
考
察
が
求
め
ら
れ
る

は
ず
で
あ
る
。

謝
辞

　

本
論
の
一
部
は
、
ア
ル
ザ
ス
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
学
研
究
所
で
行
わ
れ
た
「
明
治
時
代
」

に
関
す
る
研
究
会
（
二
〇
〇
九
年
九
月
十
一
日
、
ア
ル
ザ
ス
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
学
研
究
所
・

国
際
交
流
基
金
共
催
）
と
、
パ
リ
の
社
会
科
学
高
等
研
究
院
（EH

ESS

）
で
行
わ
れ
た
共

同
研
究
発
表
会
（
二
〇
一
〇
年
一
月
二
十
五
日
）
で
、
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で

あ
る
。
両
研
究
会
で
発
表
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
方
々
、
御
厨
貴
氏
（
東
京
大

学
）、
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ベ
イ
ヴ
ェ
ー
ル
（Patrick Beillevaire

）
氏
（
社
会
科
学
高
等
研
究

院
）を
始
め
、貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
参
加
者
の
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　

ロ
ー
マ
で
の
資
料
調
査
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
ー
マ
学
院
（Ecole Française de 

Rom
e

）
の
奨
学
金
助
成
を
得
て
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
教
会
関
係
資
料
の

調
査
で
は
、
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
図
書
館
、
上
智
大
学
キ
リ
シ
タ
ン
文
庫
、
聖
ト

マ
ス
大
学
図
書
館
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

註（
１
） 

一
九
〇
四
年
、
四
国
全
土
は
、
大
阪
司
教
区
か
ら
知
牧
区
と
し
て
独
立
し
、
ス

ペ
イ
ン
の
ロ
ザ
リ
オ
管
区
の
ド
ミ
ニ
コ
会
に
委
ね
ら
れ
た
。

（
２
） 

五
野
井
隆
史『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
』吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
、
二
八
九
頁
。

高
橋
昌
郎
『
明
治
の
キ
リ
ス
ト
教
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
、
一
八
八―

一
八
九

頁
。

（
３
） 

聖
心
女
子
学
院
編
『
聖
心
女
子
学
院
創
立
五
十
年
史
』
聖
心
女
子
学
院
、

一
九
五
八
年
、
三―

六
頁
。
上
智
大
学
編
『
上
智
大
学
五
十
年
史
』
上
智
大
学
、

一
九
六
三
年
、
二
八―

三
四
頁
。
以
上
の
聖
心
女
子
学
院
と
上
智
大
学
の
両
校
の
校
史

で
、
オ
コ
ン
ネ
ル
日
本
訪
問
時
の
箇
所
を
執
筆
し
た
の
は
、
佐
藤
直
助
で
あ
る
。
佐
藤

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
『
世
紀
』
で
行
な
わ
れ
た
座
談
会
「
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
百
年
の

歩
み
」（
海
老
沢
有
道
、
ヨ
ゼ
フ
・
ロ
ゲ
ン
ド
ル
フ
、
佐
藤
直
助
、
鈴
木
成
高
）『
世
紀
』

（
第
一
四
一
号
、
一
九
六
二
年
二
月
、
二
六―

二
七
頁
）
で
も
、
オ
コ
ン
ネ
ル
使
節
の

日
本
訪
問
に
触
れ
て
い
る
。

（
４
） 

高
木
一
雄
『
明
治
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史
研
究
』
中
、
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
、

一
九
七
九
年
、
三
五
八―

三
六
五
頁
（
同
『
日
本
・
ヴ
ァ
チ
カ
ン
外
交
史
』
聖
母
の
騎

士
社
、
一
九
八
四
年
、
二
七
三―

二
八
三
頁
）。

（
５
） 

上
智
大
学
史
資
料
集
編
纂
委
員
会
編
『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
第
一
集
、
上
智

大
学
、
一
九
八
〇
年
。
同
上
、
補
遺
、
一
九
九
三
年
。

（
６
） Geppert, T

heodor., T
he early years of Sophia U

niversity, T
okyo: 

Jochi D
aigaku, 1993.

（
７
） Sibre, O

livier., Le Saint-Siège et l

’Extrêm
e-O
rient (Chine, Corée, 

Japon) de Léon X
III à Pie X

II (1880 ―1952), T
hèse (U

niversité Paris IV
), 

2008.

（
８
） 

各
教
区
の
信
者
数
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
在
日
宣
教
師
が
、
パ
リ
の
同
会
本
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部
に
送
っ
た
『
年
次
報
告
』
に
よ
っ
て
い
る
。
松
村
菅
和
、
女
子
カ
ル
メ
ル
修
道
会
共

訳
『
パ
リ
外
国
宣
教
会
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
聖
母
の
騎
士
社
、
一
九
九
八
年
、

五
、一
五
、
二
六
、
三
二
頁（
以
下
、『
年
次
報
告
』と
略
）。「
外
国
宣
教
会
教
況
」『
声
』

第
二
九
〇
号
、
一
九
〇
三
年
七
月
十
日
、
三
〇
頁
。

（
９
） 

海
老
沢
有
道
「
明
治
新
旧
キ
リ
ス
ト
教
の
史
的
比
較
」『
維
新
変
革
期
と
キ
リ
ス

ト
教
』
新
生
社
、
一
九
六
八
年
、
四
七
一
頁
。

（
10
） 

『
年
次
報
告
』
第
二
巻
、
一
九
九
七
年
、
五
二
、
八
五―

八
九
、
九
一
頁
。

（
11
） 

教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
十
五
世
は
、
一
六
二
二
年
、
大
航
海
時
代
に
始
ま
っ
た
海

外
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
が
、
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
両
国
の
利
害
を
背
負
っ
た
諸
修

道
会
の
対
立
競
合
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
現
地
教
会
を
混
乱
に
陥
ら
せ
た
事
態
の
反
省
に

た
っ
て
、
海
外
宣
教
事
業
を
教
皇
庁
の
統
括
下
に
置
く
こ
と
を
試
み
、
布
教
聖
省
（
現

在
の
福
音
宣
教
省
）
を
設
立
し
た
。
現
地
人
司
祭
の
養
成
を
重
視
す
る
パ
リ
外
国
宣
教

会
も
こ
の
教
皇
庁
の
宣
教
政
策
の
転
換
を
受
け
て
創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
高
瀬
弘

一
郎
「
布
教
聖
省
の
設
置
と
日
本
」『
キ
リ
シ
タ
ン
の
世
紀―

ザ
ビ
エ
ル
渡
日
か
ら
「
鎖

国
」
ま
で
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
。

（
12
） Geppert, T

heodor., op. cit., pp. 1―4. 

川
村
信
三
「
二
〇
世
紀
日
本
イ
エ
ズ
ス

会
史―

再
来
日
前
史
か
ら
戦
後
」
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
管
区
編
『
一
〇
〇
年
の
記
憶
：
イ

エ
ズ
ス
会
再
来
日
か
ら
一
世
紀
』
南
窓
社
、
二
〇
〇
八
年
、
六
四―

七
二
頁
。
イ
エ
ズ

ス
会
は
、
一
八
二
九
年
に
布
教
聖
省
か
ら
朝
鮮
半
島
へ
の
宣
教
師
派
遣
に
関
し
て
打
診

を
受
け
た
が
、
同
会
は
復
興
さ
れ
て
間
も
な
い
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、
時
の
総
長
ル
イ

ジ
・
フ
ォ
ル
テ
ィ
ス
（Luigi Fortis

）
は
、
そ
の
任
を
負
う
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る

と
派
遣
を
断
っ
た
。
川
村
信
三
氏
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
こ
の
時
に
布
教
聖
省
か
ら
の
依

頼
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
、
後
の
同
会
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
の
宣

教
活
動
の
再
開
に
大
き
く
マ
イ
ナ
ス
に
響
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
13
） A

SM
EP, Fiche individuelle (notice biographique), T

héodore-A
ugustin 

Forcade. Sibre, O
livier., op. cit., p. 241.

（
14
） 

青
山
玄
「
明
治
前
期
」
築
地
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
百
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編

集
『
つ
き
じ
：
献
堂
百
周
年
記
念
号
』
築
地
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
一
九
七
八
年
、
七
三

頁
。A

rchivio Storico della C
ongregazione per l

’Evangelizzazione dei 

Popoli (A
SCEP), SC Cina e Regni A

diacenti, vol. 31, Pierre-M
arie O

souf à 

Giovanni Sim
eoni, 20 m

ars, 18 octobre 1886.

（
15
） 

山
口
輝
臣
『
明
治
国
家
と
宗
教
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
、
一
一
三

―

一
一
六
頁
。

（
16
） 

坪
井
善
明
『
近
代
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
治
社
会
史―

阮
朝
嗣
徳
帝
統
治
下
の
ヴ
ェ
ト

ナ
ム1847―1883

』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
、
三
五―

五
〇
頁
。

（
17
） 

『
年
次
報
告
』
第
一
巻
、
三
四
七
頁
。

（
18
） 

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
『
年
次
報
告
』
で
は
、
す
で
に
一
八
七
五
年
の
時
点
で
、

西
洋
近
代
思
想
の
影
響
を
受
け
た
反
カ
ト
リ
ッ
ク
的
出
版
物
の
氾
濫
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
各
派
の
活
発
な
活
動
に
対
し
て
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。『
年

次
報
告
』
第
一
巻
、
一
九
九
六
年
、
三
八―

三
九
頁
。

（
19
） A

SCEP, A
cta, V

ol. 260, Febbraro 1890. N
. 2. 

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
教
皇

庁
は
、
一
八
八
七
年
末
の
西
園
寺
公
望
の
教
皇
謁
見
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
に

よ
る
独
占
的
司
牧
体
制
を
問
題
視
し
た
日
本
政
府
の
考
え
を
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

一
八
八
九
年
八
月
の
共
同
書
簡
で
、
他
の
宣
教
団
体
の
来
日
に
関
し
て
意
見
が
展
開
さ

れ
て
い
る
の
は
、
事
前
に
教
皇
庁
か
ら
そ
の
是
非
に
関
し
て
日
本
の
司
教
団
に
打
診
が

さ
れ
て
い
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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（
20
） A

SM
EP, V

ol. 573, Pierre-M
arie O

souf à un pére, T
okio, 17 août 1889. 

オ
ズ
ー
フ
は
、
会
議
で
こ
れ
ら
の
少
数
意
見
を
発
し
た
宣
教
師
の
実
名
を
挙
げ
て
い
な

い
。

（
21
） A

SM
E
P, V

ol. 573, Pierre-M
arie O

souf aux directeurs des M
E
P, 

T
okio, 22 février 1889.

（
22
） A

SM
EP, V

ol. 573, François-Paulin V
igroux à Pierre-M

arie O
souf, 8 

décem
bre 1894. Sibre, O

livier., op. cit., pp. 241, 243―244. 

な
お
、オ
リ
ヴ
ィ
エ
・

シ
ブ
ル
は
、
十
九
世
紀
中
葉
以
降
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
再

来
日
に
関
し
て
、「
競
合
を
恐
れ
ず
」、
常
に
好
意
的
だ
っ
た
と
い
う
理
解
に
立
っ
て
お

り
、
そ
の
た
め
、
彼
は
ヴ
ィ
グ
ル
ー
の
意
見
書
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
再
来
日
に
反
対
す
る

宣
教
師
に
対
す
る
駁
論
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
る
。

（
23
） 

ヴ
ィ
グ
ル
ー
は
、
女
子
教
育
事
業
の
発
展
に
関
し
て
は
、
聖
心
会
や
煉
獄
援
助

修
道
女
会
の
来
日
を
望
ん
で
い
る
。

（
24
） 

オ
ズ
ー
フ
は
、
一
八
八
一
年
十
一
月
に
宣
教
会
本
部
に
宛
て
た
書
簡
で
、
前
年

に
来
日
し
た
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
リ
ギ
ョ
ー
ル
か
ら
、
彼
の
渡
航
の
途
次
、
同
船
し
た
イ

エ
ズ
ス
会
神
父
達
が
、
日
本
で
の
宣
教
再
開
を
強
く
望
ん
で
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た

こ
と
を
記
し
て
い
る
。A

SM
EP, 573, Pierre-M

arie O
souf aux directeurs des 

M
EP, T

okio, 31 octobre 1881. Sibre, O
livier., op. cit., p. 242. 

ま
た
、
一
八
九
五

年
四
月
、
徐
家
匯
（
上
海
）
の
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
神
父
は
、
日
本
の
宣
教
師
に
、
英
米

系
、
ド
イ
ツ
系
、
フ
ラ
ン
ス
系
、
ス
ペ
イ
ン
系
の
四
つ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
中
学
校

（Collége

）
を
日
本
に
設
立
す
る
夢
を
語
っ
て
い
る
。A

SM
EP, 573, M

gr. Garnier 

à un m
issionnaire du Japon, Zikaw

ei, 18 avril 1895. Sibre, O
livier., op. cit., 

p. 242.

（
25
） A

rchives du M
inistère des A

ffaires étrangères (A
M
A
E
), 

C
orrespondance politique et com

m
erciale N

S, Japon, vol. 61, Jules 

H
arm
an à T

héophile D
elcassé, T

ôkyô, 4 juin 1899.

（
26
） J. D

., 

“Cronaca contem
poranea: Giappone

”, La Civilità Cattolica, 1904, 

pp. 635 ―636. Geppert, T
heodor., op. cit., pp. 10―11. 

川
村
信
三
、
前
掲
書
、

七
四
頁
。
ダ
ー
ル
マ
ン
は
、
こ
の
書
簡
で
、
彼
が
来
日
中
に
出
会
っ
た
日
本
の
宣
教
師

ら
が
ド
イ
ツ
か
ら
の
宣
教
師
の
来
日
を
望
ん
で
い
た
と
報
告
し
て
い
る
。

（
27
） 

同
上
、
七
三―

七
八
頁
。

（
28
） 

『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
第
一
集
、
二
三―

三
一
頁
。

（
29
） Geppert, T

heodor., op. cit., pp. 4―8.

（
30
） A

rchivum
 Rom

anum
 Societatis Iesu, N

uova Com
pagnia. Jap. 1001―1. 

D
oc. N

um
. 8, 9. 

ラ
ゲ
ー
の
書
簡
は
一
八
九
九
年
十
月
二
十
五
日
付
で
、
ソ
ー
レ
の
書

簡
は
一
九
〇
一
年
七
月
十
七
日
付
の
も
の
で
あ
る
。
ラ
ゲ
ー
の
書
簡
は
、
下
記
の
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
伝
に
収
録
（
一
部
文
章
の
変
更
が
あ
る
）
さ
れ
て
い
る
。

C
ros, Léonard-Joseph-M

arie, Saint François de X
avier: sa vie et ses 

lettres, t. 2, T
oulouse: Privat, Paris: V

. Retaux, 1900, pp. 534―536. 

エ
ミ
ー

ル
・
ラ
ゲ
ー
神
父
に
関
し
て
は
、
下
記
の
著
書
が
あ
る
。
河
野
純
徳
『
鹿
児
島
に
お
け

る
聖
書
翻
訳―

ラ
ゲ
神
父
と
第
七
高
等
学
校
造
士
館
教
授
た
ち
』（
キ
リ
シ
タ
ン
文
化

研
究
会
、
一
九
八
一
年
）。

（
31
） Geppert, T

heodor., op. cit., pp. 6―8. 

パ
ウ
ロ
・
フ
ィ
ス
テ
ル
編
『
日
本
の
イ

エ
ズ
ス
会
史―

再
渡
来
後
、
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
八
三
年
ま
で
』
イ
エ
ズ
ス
会
日
本

管
区
、
一
九
八
四
年
、
二
六―

二
七
頁
。

（
32
） 

『
年
次
報
告
』
第
二
巻
、
二
〇
七
頁
。
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（
33
） 

北
島
治
慶
「
佐
賀
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史―

八
〇
余
年
の
歴
史
を
顧
み
て
」『
佐
賀

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史―

一
八
九
四
年―

一
九
八
二
年
の
回
顧
』佐
賀
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、

一
九
八
四
年
、
二
三―

二
五
頁
。

（
34
） 

ク
ー
ザ
ン
長
崎
司
教
の
書
簡
（
書
簡
の
宛
先
の
レ
オ
ン
・
ロ
ベ
ー
ル
は
、
当
時
、

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
香
港
支
部
の
責
任
者
で
、
後
に
、
同
会
総
長
に
な
っ
た
人
物
で
あ

る
）に
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
誘
致
に
働
き
か
け
た
日
本
人
神
父
と
し
て
、「
平
山
」と「
有

安
」
の
二
名
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。A

SM
EP, V

ol. 571, A
lphonse Cousin 

à Léon Robert, N
agasaki, 30 avril 1904. 

こ
の
後
者
の
有
安
秀
之
進
（
浪
造

一
八
五
五―

一
九
三
四
）
は
、
再
宣
教
以
降
、
司
祭
に
叙
階
（
一
八
八
二
年
）
さ
れ
た

最
初
の
三
人
の
日
本
人
神
父
の
一
人
で
あ
る
。Geppert, T

heodor., op. cit., p. 5. 

太
田
淑
子「
有
安
秀
之
進
」『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』教
文
館
、一
九
八
八
年
、

六
九
頁
。
彼
は
、
長
崎
司
教
区
の
司
祭
と
し
て
生
涯
を
終
え
て
い
る
の
で
、
後
に
教
会

当
局
と
和
解
し
た
日
本
人
司
祭
と
は
彼
の
こ
と
だ
ろ
う
。

（
35
） 

平
山
牧
民
「
教
育
と
宗
教
と
の
関
係
（
教
育
と
宗
教
と
は
墜
に
調
和
す
べ
か
ら

ざ
る
乎
）」『
声
』
第
二
五
九
号
、
一
九
〇
二
年
三
月
二
十
五
日
、
五―
六
頁
。
以
下
、

本
論
で
は
、
資
料
の
引
用
に
当
た
っ
て
、
適
宜
、
表
記
を
変
更
し
た
こ
と
を
お
断
り
す

る
。

（
36
） 

一
九
〇
二
年
十
二
月
の
ク
ー
ザ
ン
の
書
簡
で
は
、
平
山
が
教
会
内
で
悪
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
は
慎
重
な
対
応
を
要
す
る
と
い
う

考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。A

SM
EP, V

ol. 571, A
lphonse Cousin à Léon 

Robert, N
agasaki, 22 décem

bre 1902.

（
37
） A
SM
EP, V

ol. 571, A
lphonse Cousin à Léon Robert, N

agasaki, 30 avril 

1904. 

ク
ー
ザ
ン
司
教
の
書
簡
（
一
九
〇
四
年
四
月
三
〇
日
）
に
よ
る
と
、
当
時
、
有

安
秀
之
進
も
謹
慎
処
分
を
受
け
、
実
家
に
帰
っ
て
い
た
。

（
38
） Geppert, T
heodor., op. cit., p. 10. 

ダ
ー
ル
マ
ン
が
来
日
中
に
育
英
塾
の
聖
堂

の
献
堂
式
（
一
九
〇
三
年
十
一
月
八
日
）
に
出
席
し
て
祭
儀
を
補
助
し
た
こ
と
の
記
述

が
、『
声
』（
第
二
九
九
号
、
一
九
〇
三
年
十
一
月
二
十
五
日
）
の
「
東
京
教
信
」
に
み

え
る
。

（
39
） A

SM
E
P, V

ol. 571, A
lphonse C

ousin à Léon R
obert, N

agasaki, 3 

janvier 1904. 

な
お
、
来
日
中
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
触
れ
た
こ
の
ク
ー
ザ
ン
の
書
簡

（
一
九
〇
四
年
一
月
三
日
付
）
は
、
ゲ
ッ
ぺ
ル
ト
の
著
書
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
、
同
書
の
引
用
で
は
、
ダ
ー
ル
マ
ン
（
ク
ー
ザ
ン
は
、
書
簡
で
彼
の
名
前
は
出
し
て

い
な
い
）
が
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ボ
ン
ヌ
神
父
（
パ
リ
外
国
宣
教
会
）
か
ら
平
山
の
行
状

を
知
ら
さ
れ
た
時
に
「
困
惑
」
し
た
と
い
う
一
文
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。Geppert, 

T
heodor., op. cit., pp. 11―12.

（
40
） A

SM
EP, V

ol. 571, A
lphonse Cousin à Léon Robert, N

agasaki, 30 avril 

1904.

（
41
） A

SCEP, Rubrica 359, ff 84―107.

（
42
） 

ク
ー
ザ
ン
の
書
簡
（
一
九
〇
四
年
四
月
三
〇
日
）
に
よ
る
と
、
海
外
で
こ
れ
を

受
け
取
っ
た
あ
る
高
位
聖
職
者
（M

gr Paris

）
が
、
ク
ー
ザ
ン
に
宛
て
て
こ
の
よ
う

な
行
動
を
取
る
信
者
に
つ
い
て
遺
憾
の
意
を
述
べ
る
手
紙
を
送
っ
て
き
た
と
い
う
。

A
SM
EP, V

ol. 571, A
lphonse Cousin à Léon Robert, N

agasaki, 30 avril 

1904.
（
43
） 
平
山
牧
民
は
、
一
八
九
九
年
に
『
基
督
教
倫
理
』（
平
山
牧
民
、
一
八
九
九
年
）

と
い
う
小
著
を
出
版
し
て
い
る
。
親
子
、
君
臣
、
君
民
関
係
な
ど
に
関
す
る
キ
リ
ス
ト

教
の
考
え
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
が
愛
国
忠
孝
の
精
神
に
立
つ
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
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あ
り
、
序
（
田
中
清
風
）
に
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
出
版
目
的
は
キ
リ
ス
ト
教

が
日
本
の
伝
統
的
徳
目
に
背
馳
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。

（
44
） 

「
布
教
会
の
献
金
に
就
て
敢
て
吾
教
諸
子
の
奮
励
を
促
す
」『
声
』
第
二
九
九
号
、

一
九
〇
三
年
十
一
月
二
十
五
日
、
一―

三
頁
。

（
45
） 

な
お
、
二
十
世
紀
初
頭
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
政
政
府
に
よ
る
反
教
権
主
義
政
策
は
、

『
声
』
で
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
批
判
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
を
攻
撃
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
共
和
主
義
者
は
真
の
フ
ラ
ン
ス
人
で
は
な
い
と
繰
り

返
し
主
張
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
の
日
本
人
読
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
国
に
対
し
て

十
分
な
好
意
を
持
ち
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
飯
田
緑
汀

「
弁
妄―

仏
国
の
結
社
法
案
に
つ
い
て
」『
声
』
第
二
四
六
号
、一
九
〇
一
年
九
月
十
日
。

「
仏
国
現
下
の
大
問
題
」
同
上
、
第
二
七
四
、
二
七
五
号
、
一
九
〇
二
年
十
一
月
十
日
、

二
十
五
日
。
竜
門
案
「
仏
国
現
下
の
大
問
題
」
同
上
、
第
二
八
八
号
、
一
九
〇
三
年
六

月
十
日
。
こ
の
一
文
の
著
者
名
「
竜
門
案
」
は
、
ク
レ
マ
ン
・
ル
モ
ア
ー
ヌ
の
筆
名
で

あ
る
。
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
に
お
け
る
筆
名
の
使
用
者
の
特
定
に
関
し
て
は
、
下

記
の
論
考
が
参
考
に
な
る
。
増
田
良
二
「
明
治
・
大
正
カ
ト
リ
ッ
ク
著
述
家
筆
名
考
」

『
望
楼
』
第
四
巻
、
第
三
号
、
一
九
四
九
年
、
三
一
頁
。

（
46
） 

な
お
、『
佐
賀
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史
』
の
記
述
で
は
、
平
山
牧
民
に
よ
る
イ
エ
ズ

ス
会
の
誘
致
活
動
に
関
し
て
、
彼
が
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
司
牧
を
「
あ
ま
り
に
も
厳
格

す
ぎ
る
こ
と
」
に
対
し
て
不
満
を
覚
え
て
、
教
会
内
の
自
由
を
求
め
た
こ
と
が
動
機
に

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
北
島
治
慶
「
佐
賀
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史―

八
〇
余
年
の
歴
史

を
顧
み
て
」、
二
四
頁
。
こ
の
よ
う
な
誤
解
は
、
同
教
会
の
信
者
の
間
で
も
平
山
の
活

動
目
的
が
時
と
と
も
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
47
） A

SM
EP, V

ol. 571, A
lphonse Cousin à Léon Robert, N

agasaki, 30 avril 

1904.

（
48
） 

ク
ー
ザ
ン
は
、
先
述
し
た
一
八
八
九
年
八
月
の
宣
教
師
会
議
（
大
阪
）
に
出
席

し
て
お
り
、
そ
こ
で
他
の
宣
教
団
体
の
来
日
を
必
要
と
す
る
少
数
意
見
に
接
し
て
い
た

は
ず
で
あ
る
。

（
49
） 

ク
ー
ザ
ン
の
書
簡
（
一
九
〇
四
年
一
月
十
九
日
）
に
よ
る
と
、
彼
は
、
平
山
ら

が
批
判
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
と
同
時
期
、
ス
ペ
イ
ン
の
ド
ミ
ニ
コ
会
に
委
譲
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
た
四
国
地
方
の
信
徒
か
ら
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
司
牧
の
継
続
を
望
む

請
願
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
司
教
区
内
の
信
者
か
ら
厳
し
い
批
判
を
受
け
て
い
た
ク
ー

ザ
ン
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
同
会
の
宣
教
師
を
慕
う
日
本
人
信
徒
の
存
在
は
、
自
分

達
の
宣
教
事
業
に
誤
り
の
な
い
こ
と
を
証
し
立
て
る
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
だ

ろ
う
。A

SM
EP, V

ol. 571, A
lphonse Cousin à Léon Robert, N

agasaki, 19 

janvier 1904.

（
50
） A

SM
EP, V

ol. 571, A
lphonse Cousin à Léon Robert, N

agasaki, 30 avril 

1904.

（
51
） A

SCEP, Rubrica 359, ff51―52. 

な
お
、
こ
の
「
請
願
書
」
に
は
、
長
崎
県
五

島
奥
浦
村
の
十
六
名
の
日
本
人
信
徒
の
名
前
が
署
名
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
名
前

は
す
べ
て
一
九
〇
三
年
に
作
成
さ
れ
た
「
謹
奏
書
」
の
署
名
者
と
重
な
っ
て
い
な
い
。

（
52
） 

こ
の
オ
コ
ン
ネ
ル
の
「
報
告
書
」（Rapporto de M

onsig. O

’Connell 

V
erscovo di Portland sulla sua M

issione presso l

’Im
peratore del 

Giappone

）
は
、
彼
が
日
本
訪
問
後
、
教
皇
庁
へ
報
告
に
向
か
う
途
中
に
作
成
さ
れ

た
文
書
で
あ
り
、
教
皇
庁
に
提
出
後
、
印
刷
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
上
智
大
学

史
資
料
集
』
第
一
集
、
三
三
、
四
八
頁
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
ア
レ
ク
サ
ン
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ド
ル
・
ブ
ラ
ウ
は
、
上
智
大
学
の
創
立
を
扱
っ
た
小
論
で
、
オ
コ
ン
ネ
ル
訪
日
時
に
お

け
る
日
本
人
信
徒
の
請
願
書
に
関
し
て
触
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
実
を
オ
コ
ン
ネ
ル
の

「
報
告
書
」
を
通
し
て
知
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。Brou, A

lexandre., 

“L

’

U
niversité Catholique de T

okyo : Ses O
rigines

”, Revue d

’Histoire des 

M
issions , n

°3, 1935, p. 340.

（
53
） 

『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
補
遺
、
八
頁
。

（
54
） 

「
士
族
階
級
と
い
う
か
昔
の
軍
人
階
級
は
、
福
音
の
種
子
を
受
け
る
の
に
、
も
っ

と
耕
さ
れ
た
土
地
を
提
供
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」「（
上
流
社
会
で
は
）
我
々

の
教
え
を
良
い
も
の
、
真
実
な
も
の
と
感
じ
て
い
る
人
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
」『
年

次
報
告
』
第
二
巻
、
二
〇
七
、
二
五
九
頁
。

（
55
） 

『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
五
二―

五
三
頁
。

（
56
） 

中
島
政
利
『
福
音
伝
道
者
の
苗
床―

長
崎
公
教
神
学
校
史
』
中
島
政
利
、

一
九
七
七
年
、
一
九
三
頁
。
な
お
、
同
書
に
は
、
平
山
牧
民
の
指
弾
し
た
長
崎
の
神
学

校
の
混
乱
状
況
に
関
し
て
の
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。

（
57
） A

SM
EP, V

ol. 571, A
lfred Roussel à Jules A

lphonse Cousin, 1
er juillet 

1900.

（
58
） A

SM
E
P, V

ol. 573, Pierre-M
arie O

souf aux directeurs des M
E
P, 

T
ôkyô, 12 août 1899. Cabanel, Patrick., Les Cadets de D

ieu. Fam
illes, 

m
igrations et vocations religieuses en Gévaudan (fin X

V
IIe-fin X

X
e 

siécles) , T
hèse (A

ix-en-Provence 1), 1992, pp. 897―900.

（
59
） 

明
治
時
代
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
展
開
が
各
地
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
こ

と
に
関
し
て
は
、
佐
藤
直
助
の
指
摘
が
あ
る
。「
明
治
期
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
社

会
的
文
化
的
影
響
」『
文
学
』
第
四
七
巻
第
四
号
、
一
九
七
九
年
、
九
五
頁
。

（
60
） 

『
年
次
報
告
』第
一
巻
、
一
九
九
六
年
、
三
一
二
頁
。
通
俗
子「
教
界
の
雑
誌
」『
通

俗
宗
教
談
』
第
三
十
四
号
、
一
九
〇
五
年
、
四
三
頁
。

（
61
） 

ク
レ
マ
ン
・
ル
モ
ア
ー
ヌ
神
父
に
つ
い
て
は
、『
声
』
第
七
八
八
号
（
一
九
四
一

年
十
月
）
が
追
悼
特
集
「
ル
モ
ア
ヌ
師
を
憶
ふ
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
62
） 

『
年
次
報
告
』
第
一
巻
、
二
四
八
頁
。
工
藤
応
之
「
華
や
か
な
『
天
地
人
』
時
代

の
若
き
師
の
こ
と
な
ど
」『
声
』
第
七
八
八
号
、
一
九
四
一
年
十
月
、
二
六
頁
。『
声
』

は
、発
行
場
所
が
京
都
か
ら
東
京
に
移
っ
た
時
期
に
は
二
、
三
百
前
後
だ
っ
た
部
数
が
、

一
九
〇
八
年
頃
に
は
三
千
部
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

（
63
） 

前
章
で
み
た
よ
う
に
、平
山
牧
民
は
、彼
の
「
具
申
書
」
の
執
筆
あ
た
っ
て
『
声
』

に
掲
載
さ
れ
た
記
事
か
ら
宗
教
界
の
情
報
を
得
て
お
り
（
注
44
）、
ま
た
彼
の
行
っ
た

講
話
も
同
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
（
注
35
）。

（
64
） 

「
伝
道
地
と
し
て
の
日
本
」『
声
』
第
二
八
一
号
、
一
九
〇
三
年
二
月
二
十
五
日
、

二
四―

二
五
頁
。
こ
の
記
事
は
、『
基
督
教
週
報
』（
第
六
巻
、
第
二
十
三
号
、

一
九
〇
三
年
）
の
記
事
を
好
意
的
に
引
用
し
て
い
る
。

（
65
） 

渋
川
久
子
、
島
田
恒
子
『
信
仰
と
教
育
と
：
サ
ン
・
モ
ー
ル
修
道
会
東
京
百
年

の
歩
み
』
評
論
社
、
一
九
八
一
年
、
七
四―

七
六
頁
。

（
66
） 

『
年
次
報
告
』
第
一
巻
、
一
四
五
、一
九
四
、
二
三
六
、
二
七
三
頁
。
同
上
、
第

二
巻
、
一
九
七―

一
九
八
、
二
二
七―

二
二
八
、
二
五
四
頁
。
な
お
、『
年
次
報
告
』

で
は
、
時
折
、
上
流
階
級
の
家
庭
に
言
及
す
る
際
、「
あ
る
種
の
家
族
」
と
い
う
よ
う

な
婉
曲
的
な
表
現
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
、
上
流
階
級
の
信
者

獲
得
に
向
け
た
関
心
を
公
言
す
る
こ
と
に
対
し
、
宣
教
師
に
躊
躇
の
気
持
ち
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
67
） 

村
上
茅
海
「
我
国
に
於
け
る
伝
道
事
業
と
上
流
社
会
の
関
係
（
続
）」『
声
』
第
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二
七
九
号
、
一
九
〇
三
年
一
月
二
十
五
日
、
八
頁
。

（
68
） 
青
山
玄
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
の
宣
教
活
動
」『
南
山
神

学
』
第
十
号
、
一
九
八
七
年
、
一
九
〇―

一
九
一
頁
。『
年
次
報
告
』
の
邦
訳
で
は
、

公
教
教
友
会
は
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
友
の
会
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、

九
頁
。

（
69
） 

『
声
』
の
記
事
は
、
公
教
教
友
会
の
会
員
の
活
動
目
的
を
「
自
ら
主
と
な
り
て
直

接
布
教
に
手
を
下
す
に
非
ら
ず
、
専
ら
従
と
な
り
、
遊
軍
と
な
り
て
、
各
教
会
の
経
営

す
る
処
に
加
勢
援
助
を
与
え
う
べ
し
と
い
う
に
在
り
」
と
し
て
い
る
。「
語
を
公
教
教

友
会
書
士
に
寄
す
（
上
）」『
声
』
第
二
四
七
号
、
一
九
〇
一
年
九
月
二
十
五
日
、
三
頁
。

（
70
） 

公
教
教
友
会
で
は
、
日
本
人
信
者
の
間
で
議
論
も
行
わ
れ
て
お
り
、
説
教
伝
道

と
書
籍
伝
道
の
間
で
ど
ち
ら
が
効
果
か
大
き
い
か
と
い
う
主
題
で
、
会
員
間
で
討
論
が

行
わ
れ
た
時
も
あ
っ
た
。
こ
の
時
は
、
説
教
伝
道
の
方
に
よ
り
大
き
な
効
果
を
認
め
る

も
の
が
若
干
多
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。「
公
教
教
友
会
」『
声
』
第
二
五
二
号
、

一
九
〇
一
年
十
二
月
十
日
、
二
七
頁
。

（
71
） 

山
口
鹿
三「
公
教
教
友
会
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』Ⅳ
、
冨
山
房
、
一
九
五
四
年
、

七
二
頁
。

（
72
） 

青
山
玄
「
明
治
の
カ
ト
リ
ッ
ク
愛
知
・
岐
阜
県
布
教
」（
八
）『
布
教
』
第
二
十
六

巻
、
第
三
号
、
一
九
七
一
年
、
一
八
七
頁
。
青
山
氏
は
、
こ
の
対
立
図
式
を
名
古
屋
主

税
町
教
会
の
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ツ
ル
ペ
ン
神
父
の
小
教
区
に
お
け
る
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
活

動
に
関
し
て
見
出
し
て
い
る
が
、
ツ
ル
ペ
ン
は
『
新
理
想
』
へ
の
寄
稿
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
知
識
人
活
動
に
好
意
的
な
人
物
と
思
わ
れ
る
の
で
、
名
古
屋
地
方
で
の
リ
ギ
ョ
ー

ル
の
活
動
も
ツ
ル
ペ
ン
の
依
頼
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
青
山
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
小
教
区
司
祭
と
、
教
会
横
断

的
な
信
徒
活
動
の
間
に
存
在
し
た
緊
張
関
係
が
、
こ
の
時
期
以
降
の
教
会
の
内
部
に
認

め
ら
れ
る
こ
と
は
事
実
と
著
者
も
考
え
て
い
る
。

（
73
） 

同
「（
一
）
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
よ
る
宣
教
の
開
始
」
新
潟
県
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

史
研
究
会
編
『
新
潟
県
キ
リ
ス
ト
教
史
』
上
巻
、
新
潟
日
報
事
業
社
出
版
部
、

一
九
九
四
年
、
三
六
頁
。

（
74
） 

同
「
明
治
の
カ
ト
リ
ッ
ク
愛
知
・
岐
阜
県
布
教
（
八
）」『
布
教
』
第
二
十
六
巻
、

第
三
号
、
一
九
七
二
年
、
一
八
四―

一
八
七
頁
。『
声
』（
第
二
四
五
号
、
一
九
〇
一
年

八
月
二
十
五
日
）
の
あ
る
記
事
で
、
前
田
長
太
の
講
演
は
「
深
遠
な
る
学
識
と
特
有
な

る
雄
弁
と
を
も
っ
て
、
縦
論
横
説
、
滔
々
懸
河
の
弁
、
抑
揚
擒
縦
の
妙
、
聴
者
を
し
て

そ
ぞ
ろ
我
を
忘
る
る
の
感
」
あ
ら
し
め
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。

（
75
） 

前
田
長
太
は
、
慶
應
義
塾
で
大
学
予
科
教
授
、
文
学
部
講
師
を
つ
と
め
、
在
職

期
間
は
二
十
三
年
八
カ
月
に
及
ん
で
い
る
（
慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ご
教
示

に
よ
る
）。

（
76
） 

前
田
の『
パ
ン
セ
』の
翻
訳
に
関
し
て
は
、
下
記
の
論
考
が
あ
る
。
広
田
昌
義「
前

田
長
太
訳
『
パ
ス
カ
ル
感
想
録
』
解
題
」『
言
語
文
化
』
第
九
号
、
一
九
七
二
年
。「
前

田
長
太
訳
『
パ
ス
カ
ル
感
想
録
』
解
題
補
遺
」
同
上
、
第
十
四
号
、
一
九
七
七
年
。
広

田
昌
義
氏
は
、
こ
の
翻
訳
書
の
前
田
の
下
記
の
「
例
言
」
を
引
き
、
前
田
が
司
祭
職
か

ら
離
れ
た
後
も
、
正
統
的
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
堅
持
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。「
吾
人
は
パ
ス
カ
ル
の
言
を
以
て
悉
く
真
理
な
り
と
す
る
者
に
は
あ
ら
ず
、
パ
ス

カ
ル
は
文
豪
と
し
て
、
哲
人
と
し
て
、
特
に
思
索
家
と
し
て
大
い
に
敬
重
す
べ
き
人
物

な
り
と
雖
、
不
幸
に
し
て
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ム
に
陥
り
、
幾
分
か
懐
疑
主
義
を
賛
し
、
尚

厭
世
主
義
に
傾
き
た
る
の
嫌
あ
れ
ば
、吾
人
の
学
び
来
れ
る
哲
学
及
び
神
学
よ
り
見
て
、

謬
論
謬
説
と
思
は
れ
、
少
な
く
と
も
矯
激
の
議
論
と
思
は
れ
る
も
の
少
な
し
と
せ
ず
」
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前
田
長
太
「
例
言
」『
パ
ス
カ
ル
感
想
録
』
洛
陽
堂
、
一
九
一
四
年
、
十
一
頁
。

（
77
） 
前
田
長
太
は
、
一
九
〇
九
年
に
、
レ
オ
ン
・
ゴ
ー
テ
ィ
エ
の
『
騎
士
道
』
の
翻

訳
（『
西
洋
武
士
道
』
博
文
館
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
佐
藤
輝
夫
「
本
那
最
初
に
「
武

勲
詩
」
を
紹
介
し
た
越
嶺
前
田
長
太
の
こ
と
」『
三
田
評
論
』
第
七
六
五
号
、

一
九
七
六
年
十
二
月
、
七
四―

七
五
頁
。

（
78
） 

こ
の
論
文
は
、
関
皐
作
編
『
井
上
博
士
と
基
督
教
徒
：
一
名
「
教
育
と
宗
教
の

衡
突
」
顛
末
及
評
論
』（
哲
学
書
院
、一
八
九
三
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
同
書
は
、

み
す
ず
書
房
か
ら
一
九
八
八
年
に
復
刻
）。
前
田
は
、
こ
の
論
文
の
発
表
後
、
師
の
リ

ギ
ョ
ー
ル
と
共
著
の
形
で
、
井
上
に
反
論
を
試
み
た
著
書
『
宗
教
ト
国
家
』（
前
編
）

を
一
八
九
三
年
九
月
に
出
版
し
よ
う
と
し
た
が
、
発
禁
処
分
を
受
け
、
そ
の
続
編
も
出

版
さ
れ
ず
に
終
っ
て
い
る
。
海
老
沢
有
道
「
リ
ギ
ョ
ー
ル
と
そ
の
著
『
宗
教
ト
国
家
』

―

教
育
と
宗
教
の
衝
突
論
反
駁
」『
維
新
変
革
期
と
キ
リ
ス
ト
教
』、
新
生
社
、

一
九
六
八
年
。

（
79
） 

工
藤
駑
馬
（
応
之
）「『
声
』
の
過
去
二
五
年
」『
声
』
第
五
〇
〇
号
、
一
九
一
七

年
七
月
、
六
五
頁
。
工
藤
応
之
に
関
し
て
は
、
山
口
鹿
三
の
回
想
文
「
故
工
藤
応
之
氏

を
憶
う
」（
同
上
、
第
八
一
五
号
、
一
九
九
四
年
二
月
）
が
あ
る
。

（
80
） 

『
通
俗
宗
教
談
』
の
第
一
号
（
一
九
〇
三
年
六
月
）
で
は
、『
教
界
時
報
』
欄
に

カ
ト
リ
ッ
ク
関
連
の
国
際
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
次
号
以
降
に
は
掲
載
さ
れ
な

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
誌
面
の
変
化
は
、
同
様
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
た
『
声
』
誌
の

編
集
部
か
ら
ク
レ
ー
ム
を
受
け
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

（
81
） 

「
教
界
の
雑
誌
」『
通
俗
宗
教
談
』
第
三
十
四
号
、
一
九
〇
五
年
八
月
、
四
三
頁
。

（
82
） 

『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
七
四
、
一
〇
〇
頁
。

（
83
） 

「
通
俗
宗
教
談
」『
帝
国
文
学
』
第
九
巻
、
第
八
号
、
一
九
〇
三
年
、
一
三
八
頁
。

（
84
） 

工
藤
駑
馬
、前
掲
論
文
、六
五
頁
。
こ
こ
で
工
藤
の
い
う
「
一
部
の
読
者
」
と
は
、

恐
ら
く
、
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
の
他
教
派
や
他
宗
教
に
対
す
る
開
か
れ
た
姿
勢
を
歓
迎
す

る
、
若
手
の
日
本
人
神
学
生
や
信
者
が
主
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
本
論

で
も
確
認
す
る
よ
う
に
、『
声
』
編
集
部
の
日
本
人
伝
道
士
は
、
雑
報
欄
に
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
雑
誌
の
記
事
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
に
批

判
を
し
た
り
、
注
文
を
つ
け
て
い
る
節
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
表
立
っ
て
フ
ラ
ン
ス
人
司

祭
に
向
け
て
批
判
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
彼
ら
に
と
っ
て
精
一
杯
の
試
み
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

（
85
） 

越
嶺
「
編
集
室
よ
り
」『
通
俗
宗
教
談
』
第
二
十
九
号
、
一
九
〇
五
年
四
月
、

四
三
頁
。

（
86
） 

大
泉
孝
「
土
橋
八
千
太
師
の
こ
と
」
上
智
大
学
史
資
料
集
編
纂
委
員
会
編
『
上

智
大
学
史
資
料
集
』
第
三
集
、
上
智
大
学
、
一
九
八
五
年
、
二
二
五―

二
三
三
頁
。

（
87
） 

早
坂
生
「
秋
四
千
里
」『
通
俗
宗
教
談
』
第
三
十
八
号
、
一
九
〇
五
年
十
二
月
。

涙
谷
の
人
「
羅
馬
だ
よ
り
」
同
上
、第
四
十
号
、一
九
〇
六
年
二
月
。
早
坂
久
之
助
は
、

十
五
才
の
時
、
築
地
小
神
学
校
に
入
学
し
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
か
ら
ラ
テ
ン
語
や
哲
学
を
学

ん
で
い
た
。
早
坂
久
之
助
の
伝
記
的
事
実
に
関
し
て
は
、
下
記
の
文
献
が
詳
し
い
。
片

岡
千
鶴
子
編
「
最
初
の
邦
人
司
教
、
純
心
聖
母
会
・
純
心
女
子
学
園
の
創
立
者　

ヤ
ヌ

ア
リ
オ
早
坂
久
之
助
司
教
年
譜
稿
（
一
）」『
純
心
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
十
九
号
、

一
九
八
三
年
。

（
88
） Ferrand, Claudis., Idées d

’un m
issionnaire sur l

’Evangélization du 

Japon , T
ôkyô: Im

prim
erie de la T

sukiji T
ype Foundry, 1905. 

こ
の
フ
ェ
ラ

ン
の
小
冊
子
は
、
オ
ズ
ー
フ
東
京
大
司
教
の
出
版
認
可
を
受
け
て
お
り
、
巻
末
に
フ
ェ

ラ
ン
に
宛
て
た
オ
ズ
ー
フ
の
書
簡
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
寄
付
の
仲
介
先
に
、
ア
メ
リ
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カ
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
教
会
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
主
に
こ

れ
ら
の
国
に
配
布
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
89
） 

“Lettre du pére M
aeda Chôta, prêtre japonais au pére Ferrand

”, 

Ibid., pp. 26―28.

（
90
） 

「
日
本
に
於
け
る
新
た
な
る
教
化
事
業
」『
声
』
第
二
〇
三
号
、
一
八
九
九
年
十
一

月
二
十
五
日
、
一
二
頁
。「
育
英
塾―

公
教
学
生
の
寄
宿
所
」
同
上
、
第
三
〇
一
号
、

一
九
〇
三
年
十
二
月
二
十
五
日
、
二
二―

二
三
頁
。
育
英
塾
の
学
生
ら
の
集
ま
っ
た
集

合
写
真
が
、
下
記
の
フ
ェ
ラ
ン
の
仏
文
の
通
信
文
の
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

Ferrand, Claudius., 

“Une Bibliothéque catholique à T
okio (Japon)

”, Les 

M
issions catholiques , n

°1894, 23 août 1907, p. 397. 

フ
ェ
ラ
ン
は
、
育
英
塾
の

運
営
費
用
の
遽
金
を
求
め
て
、度
々
海
外
に
旅
行
を
試
み
て
い
る
。
一
九
〇
六
年
の『
新

理
想
』
掲
載
記
事
で
は
、
創
設
以
来
、
九
十
名
の
入
塾
者
を
集
め
、
二
十
四
名
が
洗
礼

を
受
け
た
と
あ
る
。「
育
英
塾
の
目
的
及
其
由
来
」『
新
理
想
』
第
十
三
号
、
一
九
〇
六

年
八
月
、
四
八
頁
。

（
91
） Ferrand, Claudius., L

’Education au Japon: H
istoire d

’un Collégien, 

T
ôkyô: Im

prim
erie de la T

sukiji T
ype Foundry, 1902, pp. 20―21.

（
92
） 

青
山
玄「
神
田
教
会
百
年
史
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
神
田
教
会
百
年
の
歩
み
』神
田
教
会
、

一
九
七
四
年
、
四
四
頁
。
尾
原
悟
「
公
教
青
年
会
」『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
Ⅱ
、

研
究
社
、
一
九
九
八
年
、
八
三
七
頁
。
従
来
、
日
本
近
代
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史
に
関

す
る
記
述
で
は
、
東
京
大
司
教
区
の
公
教
青
年
会
に
関
し
て
、
一
九
一
六
年
に
設
立
さ

れ
て
、
雑
誌
『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
や
、
新
聞
『
公
教
青
年
会
会
報
』（
後
に
『
カ
ト
リ
ッ

ク
タ
イ
ム
ス
』、『
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
』
と
名
称
を
変
更
）
を
発
行
し
た
青
年
会
（
本

論
、
第
五
章
）
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
前
田
長
太
を
会
長
と
し
た
明

治
期
の
青
年
会
の
こ
と
は
言
及
さ
れ
る
機
会
が
ま
れ
で
あ
っ
た
（『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞

典
』
Ⅳ
（
冨
山
房
、
一
九
五
四
年
）、『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』（
教
文
館
、

一
九
八
八
年
）
な
ど
）。
こ
の
点
に
お
い
て
、
尾
原
悟
氏
が
、『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事

典
』の
項
目
で
、
明
治
期
の
公
教
青
年
会
を
取
り
上
げ
た
こ
と
は
大
き
く
評
価
で
き
る
。

た
だ
、
尾
原
氏
は
こ
の
公
教
青
年
会
に
お
け
る
前
田
の
関
わ
り
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

 

な
お
、
一
九
〇
四
年
の
公
教
青
年
会
の
発
足
時
、『
声
』
編
集
部
に
は
招
待
や
連
絡
の

通
知
が
届
か
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
前
田
長
太
と
当
時
の
『
声
』
編
集
部
と
の
間
の
距

離
も
関
係
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
公
教
青
年
会
の
成
立
」『
声
』第
三
〇
五
号
、

一
九
〇
四
年
二
月
二
十
五
日
、
四
一
頁
。
も
っ
と
も
、『
声
』
は
、
そ
の
後
、
青
年
会

の
活
動
を
好
意
的
に
報
じ
て
い
る
。

（
93
） Ferrand, Claudis., Idées d

’un m
issionnaire sur l

’Evangélization du 

Japon , pp. 19―20. Id., L

’Education au Japon: H
istoire d

’un Collégien, pp. 

22 ―23.

（
94
） 

エ
ミ
ー
ル
・
エ
ッ
ク
に
関
し
て
は
、
下
記
の
論
考
が
あ
る
。
西
堀
昭
「
元
東
京

帝
国
大
学
文
科
大
学
教
師　

エ
ミ
ー
ル
・
ル
イ
・
エ
ッ
ク（
一
八
六
八―

一
九
四
三
）」

『
増
訂
版　

日
仏
文
化
交
流
史
の
研
究
』
駿
河
台
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。

（
95
） 

中
村
健
之
介
『
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ
と
明
治
日
本
』
岩
波
書
店
（
岩
波
新
書
）、

一
九
九
六
年
、
一
五
四―

一
六
〇
頁
。

（
96
） 

『
新
理
想
』
第
十
一
号
（
一
九
〇
六
年
六
月
）
に
は
、
上
田
敏
の
「
公
教
史
談
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
、
そ
れ
は
エ
ッ
ク
か
ケ
ー
ベ
ル
の
依
頼
に
よ
り
寄
稿

を
実
現
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
上
田
の
小
論
は
、『
定
本　

上
田
敏

全
集
』
第
九
巻
（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
九
年
）
で
は
初
出
の
掲
載
先
が
不
明

扱
い
に
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
の
存
在
が
一
般
に
知
ら
れ
ず
、
研
究
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者
の
視
野
に
も
入
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
97
） 
リ
ギ
ョ
ー
ル
に
関
し
て
は
、
下
記
の
研
究
を
参
照
さ
れ
た
い
。
海
老
沢
有
道
、

前
掲
論
文
。
山
梨
淳
「
近
代
日
本
に
お
け
る
リ
ギ
ョ
ー
ル
神
父
の
出
版
活
動
と
そ
の
反

響
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
研
究
』
第
七
十
九
号
、
二
〇
一
〇
年
。

（
98
） 

「
リ
ギ
ヨ
ル
師
の
『
新
興
国
に
於
け
る
現
在
将
来
の
宣
教
師
資
格
論
』」『
通
俗
宗

教
談
』
第
二
十
八
号
、
一
九
〇
五
年
四
月
、
三
九
頁
。

（
99
） 

「
教
界
の
雑
誌
」
同
上
、
第
三
十
四
号
、
一
九
〇
五
年
九
月
、
四
三
頁
。

（
100
） 

前
田
越
嶺
「
訳
後
書
懐
」
リ
ギ
ョ
ル
（
前
田
越
嶺
訳
）『
秘
密
結
社
』
高
原
書
店
、

一
九
三
四
年
、
三―

四
頁
。
こ
の
著
作
は
、
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
の
危
険
を
訴
え
る
も
の

で
、
明
治
期
に
出
版
さ
れ
た
『
秘
密
結
社
』（
石
川
音
次
郎
、
一
九
〇
〇
年
）
の
改
訳

新
版
で
あ
る
。

（
101
） 

『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
一
四
頁
。

（
102
） 

ノ
エ
ル
・
ペ
リ
は
、
彼
の
学
術
・
芸
術
活
動
へ
の
傾
倒
が
、
パ
リ
外
国
宣
教
会

の
上
長
や
同
僚
か
ら
「
脱
線
的
態
度
視
」
さ
れ
、
水
戸
に
左
遷
さ
れ
た
た
め
、
宣
教
会

を
脱
会
し
て
東
京
に
残
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
杉
山
直
治
郎
「
ノ
エ
ル
・
ペ

リ
ー
の
生
涯
と
業
績
」
日
仏
会
館
編
『
日
仏
文
化
』
新
第
九
輯
、
一
九
四
四
年
、
六
一

―

六
二
頁
。
た
だ
、
当
時
の
宣
教
会
が
慢
性
的
に
人
員
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
こ
の
転
任
命
令
に
は
や
む
を
得
な
い
配
置
転
換
と
い
っ
た
事
情
も
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

（
103
） A

SM
E
P, V

ol. 573, Pierre-M
arie O

souf aux directeurs des M
E
P, 

T
ôkyô, 21 octobre 1899. B

eillevaire, Patrick., 

“Jean-C
yprien B

allet

”, 

Pouillon, François (ed), D
ictionnaire des orientalistes de langue française, 

Paris : K
arthala, 2008, p. 41.

（
104
） 

前
田
が
、
機
会
あ
る
ご
と
に
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
出
版
活
動
を
宣
揚
し
た
背
景
に
は
、

「
知
識
人
」
と
し
て
の
師
の
名
声
を
も
っ
て
、
出
版
物
宣
教
の
重
要
性
を
周
囲
に
認
め

さ
え
よ
う
と
し
た
彼
の
思
惑
が
あ
る
。
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
最
盛
期
の
著
作
活
動
は
前
田
の

協
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
前
田
の
強
調
す
る
「
知
識
人
」
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
像
は
、

前
田
の
「
演
出
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
一
面
さ
え
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
本

人
は
出
版
物
宣
教
を
重
視
し
て
い
た
と
は
い
え
、
こ
の
宣
教
方
法
を
特
別
視
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
、
前
田
と
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
間
に
は
、
知
識
人
活
動
の
重
要
性
の
認
識
に

お
い
て
幾
分
温
度
差
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
山
梨
淳
、
前
掲
論
文
、
五
五―

五
八
頁
。

（
105
） 

日
露
戦
争
当
時
の
宗
教
界
の
戦
争
へ
の
対
応
に
関
し
て
は
、
小
川
原
正
道
『
近

代
日
本
の
戦
争
と
宗
教
』（
講
談
社
、
二
〇
一
〇
年
）
の
第
五
章
「
日
露
戦
争―

列
強

と
の
対
決
と
「
団
結
」」
を
参
照
の
こ
と
。

（
106
） 

小
林
道
彦
氏
は
、
桂
太
郎
が
、
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
妻
の
影
響
も

あ
り
、「
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
対
す
る
あ
る
種
の
畏
敬
の
念
」
を
持
っ
て
い
た
と
指
摘

し
て
い
る
。
小
林
道
彦
『
桂
太
郎―

予
が
生
命
は
政
治
で
あ
る
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
〇
六
年
、
六
八
、八
七―

八
八
頁
。

（
107
） 

『
宗
教
家
大
会
彙
報
』
に
は
、「
旧
教
の
司
祭
者
も
来
れ
り
」
と
い
う
記
載
が
み

ら
れ
る
。
大
日
本
宗
教
家
大
会
事
務
所
編
『
宗
教
家
大
会
彙
報
：
時
局
に
対
す
る
宗
教

家
の
態
度
』
金
港
堂
、
一
九
〇
四
年
、
一
二
六
頁
。

（
108
） 

「
宗
教
家
懇
親
会
」『
声
』
第
三
一
二
号
、
一
九
〇
四
年
六
月
十
日
、
三
二
頁
。

（
109
） 
「
各
教
会
の
奉
公
事
業
」
同
上
、
第
三
一
五
号
、
一
九
〇
四
年
七
月
二
十
五
日
、

四
〇
頁
。
ロ
シ
ア
軍
の
捕
虜
が
日
本
国
内
に
送
ら
れ
て
各
地
に
収
容
さ
れ
る
と
、
現
地

の
宣
教
師
が
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
対
し
て
慰
問
活
動
を
行
っ
て
い
る
。JA

CA
R

（
ア
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ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. C03027874100

、
明
治
三
八
年「
満
大
日
記
三
月
中
」

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
八
五
、
九
九
、
一
〇
五
、
一
〇
七

―

一
〇
八
頁
。
な
お
、
一
九
〇
四
年
八
月
頃
、
教
会
が
司
祭
を
従
軍
司
祭
と
し
て
派
遣

す
る
こ
と
を
陸
軍
大
臣
に
申
請
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
。「
司
祭
の

従
軍
に
就
て
」『
声
』
第
三
一
六
号
、
一
九
〇
四
年
八
月
一
〇
日
、
三
六―

三
七
頁
。

高
木
一
雄
編
『
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
教
区
年
表
』
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
大
司
教
区
、

一
九
九
二
年
、
一
一
二
頁
。

（
110
） 

『
声
』
は
、
一
九
〇
四
年
の
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
黄
禍
論
を
批
判
す
る
論

説
を
巻
頭
に
掲
載
し
て
い
る
。「
黄
禍
説
と
十
字
軍
」『
声
』
第
三
一
五
号
、
一
九
〇
四

年
七
月
二
五
日
、
第
三
一
六
号
、
八
月
十
日
。「
再
び
黄
禍
説
を
論
ず
」
同
上
、
第

三
百
十
七
号
、
一
九
〇
四
年
八
月
二
五
日
。
ル
モ
ア
ヌ
「
黄
禍
説
の
意
義
」
同
上
、
第

三
一
八
号
、
九
月
十
日
。『
声
』
の
主
幹
の
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、「
黄
禍
説
の
意
義
」
に
お

い
て
、「
是
れ
経
済
上
自
国
の
利
益
を
庇
護
せ
ん
が
為
に
利
用
す
る
方
便
的
言
説
に
外

な
ら
ず
」
と
黄
禍
論
を
批
判
し
て
い
る
。

（
111
） 

越
嶺
「
露
国
教
会
の
真
相
」
一
九
〇
四
年
九
月
四
日
。

（
112
） 

『
フ
ラ
ン
ス
聖
職
者
雑
誌
』
に
関
し
て
は
、
下
記
の
論
考
を
参
照
の
こ
と
。

Sorrel, Christian., 

“Un projet am
bitieux: la « Revue du clergé français »

”, 

Libéralism
e et m

odernism
e: M

gr Lacroix (1855―1922): enquête sur un 

suspect , Paris: Cerf, 2003. 

同
誌
に
は
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
フ
ラ
ン
ス
語
論
文
が
三
本

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
恐
ら
く
彼
の
知
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
聖
職
者
の
斡
旋
に
よ
っ
て
、
前

田
論
文
の
寄
稿
も
可
能
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
山
梨
淳
、
前
掲
論
文
、
四
九―

五
〇
頁
。

（
113
） Chôta, M

aeda., 

“Les causes de la guerre russo-japonaise

”, Revue du 

Clergé Français, n

°240, 15 novem
bre 1904, pp. 644―649. 

“La Guerre et le 

Peuple japonais

”, Ibid., n

°242, 15 décem
bre 1904, pp. 208―213. 

後
者
の
論
文

は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
本
部
で
発
行
さ
れ
て
い
た
宣
教
雑
誌A

nnales des M
issions 

Etrangéres de Paris

（n

°43, 1905

）
に
転
載
さ
れ
て
い
る
。
前
田
は
、「
日
露
戦

争
の
理
由
」
論
文
と
そ
の
日
本
語
訳
を
、『
通
俗
宗
教
談
』
第
十
七
号
（
一
九
〇
四
年

八
月
）
に
、
後
者
の
「
戦
争
と
日
本
国
民
」
を
同
誌
第
十
八
号
（
一
九
〇
四
年
九
月
）

に
掲
載
し
て
い
る
。『
通
俗
宗
教
談
』
に
仏
文
の
論
文
を
掲
載
し
た
前
田
に
は
、
さ
さ

や
か
な
が
ら
こ
の
個
人
雑
誌
を
国
際
的
な
知
的
連
携
活
動
を
行
う
雑
誌
に
育
て
て
い
く

意
思
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
114
） 

な
お
、『
通
俗
宗
教
談
』
第
十
七
号
に
は
、横
井
時
雄
の
「
日
露
戦
争
の
真
の
理
由
」

が
併
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
横
井
の
論
は
、
大
日
本
宗
教
家
大
会
の
開
催
を
受
け
て
、

日
露
戦
争
を
義
戦
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
横
井
の
論
を
あ
え
て

自
身
の
雑
誌
に
掲
載
し
た
前
田
の
意
図
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
も
大
日
本
宗
教
家
大
会

の
宣
言
に
賛
同
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
115
） 

前
田
越
嶺
『
戦
と
死
』
昌
平
館
、
一
九
〇
四
年
、
一
五―

一
六
頁
。

（
116
） 

同
上
、
二―

三
頁
。

（
117
） 

前
田
は
、
二
十
世
紀
初
頭
の
『
声
』
に
掲
載
さ
れ
た
旅
行
記
で
、
あ
る
フ
ラ
ン

ス
人
宣
教
師
と
地
方
の
旅
行
を
同
道
し
た
体
験
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
宣
教
師
が
日

本
の
風
俗
を
尊
重
し
て
い
る
こ
と
に
好
感
を
覚
え
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
恐
ら
く
、
前

田
は
、
日
本
の
風
俗
に
嫌
悪
を
抱
い
て
、
下
賤
視
す
る
一
部
の
宣
教
師
の
言
動
に
不
快

を
感
じ
た
経
験
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。「
日
本
通
の
霊
父
は
飽
く
迄
も

日
本
贔
屓
、
村
婦
の
肌
を
顕
わ
し
て
い
る
を
見
て
も
、
是
一
の
習
慣
、
日
本
人
見
て
以

て
異
と
せ
ず
、
之
を
開
け
た
る
民
と
自
称
す
る
欧
米
の
美
婦
人
否
貴
婦
人
が
半
身
を
顕
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し
て
、
男
子
の
手
を
執
り
つ
つ
舞
踏
す
る
に
比
す
れ
ば
数
等
優
れ
り
と
云
う
、
余
心
に

何
と
な
く
愉
快
を
感
ず
、
亦
是
れ
愛
国
心
の
一
端
か
」
前
田
越
嶺
「
宣
教
師
の
道
中
」

『
声
』
第
二
五
〇
号
、
一
九
〇
一
年
十
一
月
十
日
、
一
七
頁
。

（
118
） 

リ
ュ
シ
ヤ
ン
・
ド
ル
ワ
ー
ル
・
ド
・
レ
ゼ
ー
の
回
想
録
は
、
日
本
語
知
識
の
不

足
か
ら
来
る
不
用
意
の
発
言
が
、
日
本
人
信
徒
の
気
持
ち
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
書
い
て
い
る
。
一
老
司
祭
「
回
想
録
（
終
末
）」
同
上
、
第
四
五
四
号
、
一
九
一
三

年
九
月
、
一
八
頁
。

（
119
） 

中
田
秀
和
『
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
か
ら
司
祭
に
：
ト
マ
ス
島
田
喜
蔵
神
父
の
生
涯
』

中
央
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
一
二
八―
一
二
九
、一
三
四―

一
三
八
頁
。
本
書
は
、

島
田
喜
蔵
神
父
の
最
晩
年
に
行
わ
れ
た
聞
書
き
か
ら
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
120
） 

前
田
越
嶺
「
訳
後
書
懐
」
リ
ギ
ョ
ル
（
前
田
越
嶺
訳
）『
秘
密
結
社
』
高
原
書
店
、

一
九
三
四
年
、
五
頁
。

（
121
） 

「
戦
時
の
伝
道
私
議
」『
通
俗
宗
教
談
』
第
十
五
号
、
一
九
〇
四
年
七
月
、
二
頁
。

（
122
） 

前
田
長
太
「
世
の
羅
馬
法
王
観
」『
新
理
想
』
第
六
号
、
附
録
（「
羅
馬
教
皇
特

派
大
使
オ
ー
コ
ン
ネ
ル
閣
下
歓
迎
演
説
会
」」
一
九
〇
六
年
一
月
、
八
頁
。

（
123
） 

う
ま
の
か
み
（
馬
頭
）「
巴
里
通
信
」『
通
俗
宗
教
談
』
第
三
十
八
号
、
一
九
〇
五

年
十
二
月
、
三
四―

三
五
頁
。「
仏
人
の
日
本
観
」『
太
陽
』（
臨
時
増
刊
号
「
外
人
の

日
本
観
」）
第
十
三
巻
、
第
十
五
号
、
一
九
〇
七
年
十
一
月
、
一
五
五―

一
五
七
頁
。

（
124
） 

青
山
玄
「
明
治
の
カ
ト
リ
ッ
ク
愛
知
・
岐
阜
県
布
教
（
九
）」『
布
教
』、
第

二
十
六
巻
、
第
四
号
、
一
九
七
二
年
、
二
四
二
頁
。
ツ
ル
パ
ン
神
父
は
、
岐
阜
県
で
「
日

露
戦
争
に
つ
い
て
」
講
演
を
し
た
時
、「
日
本
大
勝
利
！　

日
本
万
歳
！
」
と
連
呼
し
、

聴
衆
の
喝
采
を
呼
ん
だ
と
い
う
。

（
125
） 

「
ム
ガ
ブ
ル
司
教
の
日
本
国
評
」『
声
』
第
三
三
七
号
、
一
九
〇
五
年
六
月
二
十
五

日
、
三
八―

三
九
頁
。

（
126
） 

ト
ク
・
ベ
ル
ツ
編
、
菅
沼
竜
太
郎
訳
『
ベ
ル
ツ
の
日
記
』
下
巻
、
岩
波
書
店
（
岩

波
文
庫
）、
一
九
七
九
年
、
三
二
〇―

三
二
一
頁
。
同
書
で
は
、
神
父
の
名
は
「
リ

ニ
ュ
ー
ル
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

（
127
） 

天
涯
孤
客
生
「
私
の
観
た
日
本
の
考
道
（
両
つ
の
思
想
其
七
）」『
声
』
第
五
〇
一

号
、
一
九
一
七
年
八
月
、
一
八―

一
九
頁
。

（
128
） Lange, Claude., 

“La form
ation des m

issionnaires dans la Société des 

M
issions Etrangères: son évolution, des origines au X

X
e siécle

”, Spindler, 

M
arc. et G

adille, Jacques. (sous la dir. de), Sciences de la M
ission et 

form
ation m

issionnaire au X
X
e siécle , Lyon: Lugd, B

ologne: E
d. 

m
issionarie italiane, 1992, pp. 345 ―346.

（
129
） 

ル
モ
ア
ヌ
『
宣
教
師
の
遺
言
』
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
書
院
、
一
九
三
八
年
、
九
頁
。

日
清
戦
争
前
夜
の
時
期
、
大
阪
司
教
区
の
初
代
司
教
フ
ェ
リ
ク
ス
・
ミ
ド
ン
は
、
フ
ラ

ン
ス
に
帰
国
し
て
、
宣
教
会
の
神
学
生
を
前
に
講
義
を
す
る
機
会
を
も
っ
た
が
、
そ
の

時
、「
諸
君
ら
は
鉄
道
が
敷
設
し
て
あ
る
が
ゆ
え
に
日
本
を
好
ま
な
い
で
あ
ろ
う
」
と

諧
謔
を
弄
し
て
い
た
ら
し
い
。Chatron, Jules., 

“Un m
ot sur la vie du 

m
issionnaires au Japon

”, Les M
issions catholiques, n

°1885, 3 m
ars 1905, 

pp. 107 ―108. 

一
八
九
二
年
の
大
阪
司
教
区
の
報
告
（『
年
次
報
告
』
第
一
巻
、

三
〇
一
頁
）
で
も
、
ミ
ド
ン
は
、
パ
リ
の
神
学
生
が
宣
教
活
動
に
便
の
あ
る
こ
と
を
認

識
せ
ず
に
鉄
道
の
敷
設
を
い
た
ず
ら
に
嫌
う
こ
と
を
揶
揄
し
て
い
る
。

（
130
） 
一
老
司
祭
「
回
想
録
（
続
の
三
）」『
声
』
第
四
五
〇
号
、
一
九
一
三
年
五
月
、

一
三
頁
。

（
131
） 

リ
ギ
ョ
ー
ル
は
一
八
八
一
年
に
来
日
し
た
宣
教
師
で
あ
る
が
、
後
年
の
回
想
で
、
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来
日
当
初
、「
旧
日
本
の
美
し
き
遺
風
に
接
す
る
を
得
た
」
こ
と
を
語
り
、
後
に
日
本

人
が
近
代
化
の
過
程
で
旧
来
の
美
徳
を
喪
失
し
た
こ
と
を
遺
憾
と
し
て
い
る
。
リ
ギ
ョ

ル
「
緒
言
」
山
口
鹿
三
訳
『
人
物
の
修
養　

第
一
編
』
三
才
社
、
一
九
一
五
年
。

（
132
） 

高
木
一
雄
、
前
掲
書
、
二
六
五―

二
七
二
頁
。

（
133
）　
「
欧
州
だ
よ
り
：
ム
ガ
ブ
ル
司
教
の
羅
馬
教
皇
謁
見
」、「
羅
馬
に
於
け
る
ム
ガ
ブ

ル
司
教
」『
声
』
第
三
一
八
号
、
一
九
〇
四
年
九
月
十
日
、
三
一―

三
二
、
三
七―

三
八
頁
。

（
134
） JA

CA
R: Ref. B07091088500

、「
日
露
戦
役
ノ
際
天
主
教
会
員
保
護
方
羅
馬
法

王
ヨ
リ
依
頼
一
件
」（
外
務
省
外
交
史
料
館
）。

（
135
） JA

CA
R: Ref. B07091179000

、「
附　

羅
馬
法
王
ノ
日
露
戦
争
観
」（
外
務
省

外
交
史
料
館
）。
牧
野
伸
顕
『
回
顧
録
』
上
、
中
央
公
論
社
（
中
公
文
庫
）、
一
九
七
七

年
、
三
〇
四―

三
〇
五
頁
。

（
136
） 

『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
補
遺
、
四
頁
。

（
137
） A

M
A
E, Correspondance politique et com

m
erciale, N

S, Japon, V
ol. 61, 

D
irection des A

ffaires Politiques, n

°107, Le Chargé d

’Affaires de France 

aux Etats-U
nis à M

aurice Rouvier, N
ew
port, le 14 septem

bre 1905.

（
138
） 

ジ
ュ
ー
ル
・
ア
ル
マ
ン
駐
日
フ
ラ
ン
ス
公
使
の
本
省
宛
て
外
交
報
告
に
よ
る
と
、

オ
ズ
ー
フ
大
司
教
は
、
日
本
の
到
着
予
定
日
を
伝
え
る
オ
コ
ン
ネ
ル
の
電
報
を
受
け

取
っ
て
い
た
が
、
そ
の
来
日
情
報
の
真
偽
に
戸
惑
っ
て
い
た
オ
ズ
ー
フ
は
、
彼
を
迎
え

に
あ
が
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。A

M
A
E, Correspondance 

politique et com
m
erciale N

S, Chine, vol. 312, Jules H
arm
an à M

aurice 

Rouvier, T
ôkyô, 1

er novem
bre 1905. 

一
方
、
オ
ズ
ー
フ
の
没
後
、
東
京
大
司
教

に
着
任
し
た
ム
ガ
ブ
ル
の
手
に
な
る
『
年
次
報
告
』
で
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル
か
ら
事
前
に

来
日
の
連
絡
が
な
か
っ
た
が
た
め
、
教
会
関
係
者
が
彼
の
日
本
到
着
時
に
出
迎
え
る
こ

と
が
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
一
一
九―

一
二
〇
頁
。

な
お
、『
年
次
報
告
』
の
邦
訳
は
、
個
所
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
良
訳
と
は
言
い
難
い

と
こ
ろ
が
あ
り
、オ
コ
ン
ネ
ル
教
皇
使
節
の
訪
問
に
触
れ
た
部
分
の
翻
訳
で
は
、「
教
皇
」

（Saint-Pére

）
を
「
天
皇
」
と
誤
訳
す
る
よ
う
な
瑕
疵
も
み
ら
れ
る
。

（
139
） A

M
A
E, Correspondance politique et com

m
erciale N

S, Chine, vol. 

312, Jules H
arm
an à M

aurice Rouvier, T
ôkyô, 31 novem

bre 1905.

（
140
） O

’Connell, W
iliam

., Recollections of seventy years, Boston: H
oughton 

M
ifflin Com

pany, 1934, p. 249. 

オ
コ
ン
ネ
ル
の
自
伝
に
よ
る
と
、
ア
ル
マ
ン
は
、

彼
に
「
あ
な
た
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
司
祭
達
が
日
本
の
各
界
の
要
人
と
出
会
う

よ
う
に
な
れ
ば
、
彼
ら
は
よ
り
大
き
な
成
功
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、

残
念
な
こ
と
に
今
の
彼
ら
に
は
権
威
も
影
響
力
が
な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
話
し

た
と
い
う
。

（
141
） 

「
第
二
の
使
命
は
、
今
後
英
語
を
以
て
天
主
教
を
伝
播
す
る
こ
と
に
尽
力
さ
る
べ

き
方
針
の
決
定
の
為
な
り
。
従
来
は
主
と
し
て
仏
語
に
よ
り
た
る
こ
と
な
れ
ど
も
、
日

本
の
如
く
英
語
の
多
く
行
は
る
る
国
土
に
於
て
は
英
語
に
頼
る
方
至
当
な
り
と
の
創
見

漸
く
行
わ
れ
、
今
後
天
主
教
の
英
語
中
学
を
創
立
し
尚
ほ
英
語
を
以
っ
て
広
く
天
主
教

を
説
明
す
る
計
画
の
由
」
高
木
一
雄
『
日
本
・
ヴ
ァ
チ
カ
ン
外
交
史
』、
二
七
八―

二
七
九
頁
。

（
142
） 

「
教
皇
使
節
と
新
聞
紙
」『
声
』
第
三
四
八
号
、
一
九
〇
五
年
十
一
月
二
十
五
日
、

三
四―
三
五
頁
。「
教
皇
使
節
に
対
す
る
評
言
」
同
上
、
第
三
四
九
号
、
一
九
〇
五
年

十
二
月
五
日
、
三
四
頁
。

（
143
） C. L (Clém

ent Lem
oine), 

“Extraits des revues et journaux japonais : 
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La m
ission du légat de R

om
e et le catholicism

e au Japon

”, M
élange 

Japonais , n

°9, janvier 1906, pp. 92―102.

（
144
） 
壽
鯛
川
「
二
十
年
前
の
追
憶―

枢
機
官
の
オ
ー
コ
ン
ネ
ル
殿
下
の
」『
声
』
第

六
〇
六
号
、
一
九
二
六
年
七
月
、
三
五―

三
八
頁
。
た
だ
、
日
本
訪
問
に
関
す
る
オ
コ

ン
ネ
ル
の
回
想
は
、
時
の
経
過
と
と
も
に
、
上
智
大
学
創
立
に
果
た
し
た
自
身
の
役
割

を
過
大
に
語
る
よ
う
な
向
き
が
あ
り
、
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
は
彼
の
回
想
証
言
の
信
頼
性
に
婉

曲
的
な
が
ら
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。Geppert, T

heodor., op. cit., p. 21.

（
145
） O

'Connell, W
iliam

., op. cit., p. 235.

（
146
） 

宮
内
庁
編
『
明
治
天
皇
紀
』
第
十
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
、
三
九
三

―

三
九
六
頁
。

（
147
） 

「
教
皇
使
節
の
来
朝
」『
声
』
第
三
四
七
号
、
一
九
〇
五
年
、
三
二―

三
五
頁
。

（
148
） 

一
九
〇
四
年
以
降
、
四
国
は
ス
ペ
イ
ン
の
ド
ミ
ニ
コ
会
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の

で
、
オ
コ
ン
ネ
ル
の
回
想
中
の
こ
の
箇
所
の
記
述
は
正
確
で
は
な
い
。
た
だ
、
新
し
く

来
日
し
た
ド
ミ
ニ
コ
会
は
四
国
地
方
を
担
当
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
当
時
一
般
に

は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

（
149
） 

こ
の
桂
と
の
面
会
時
、
オ
コ
ン
ネ
ル
は
日
本
と
教
皇
庁
と
の
間
の
外
交
使
節
交

換
を
打
診
し
て
い
る
が
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
桂
か
ら
芳
し
い
答
え
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
第
一
集
、
四
三―

四
四
頁
。

（
150
） 

信
仰
弘
布
会
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
女
性
信
者
の
ポ
ー
リ
ン
・
ジ
ャ
リ
コ
に
よ
っ
て

リ
ヨ
ン
で
開
始
さ
れ
た
運
動
を
起
源
と
し
て
、
一
八
二
二
年
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
あ

り
、
信
者
に
宣
教
へ
の
関
心
を
喚
起
し
、
寄
付
を
募
っ
て
、
世
界
各
地
で
活
動
す
る
宣

教
師
に
そ
の
資
金
を
分
配
し
て
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
た
。
信
仰
弘
布
会
と

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
関
わ
り
は
深
か
っ
た
が
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
（
恐
ら
く
オ
コ
ン
ネ

ル
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
名
を
知
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
）
の
宣
教
師
が
、
信
仰

弘
布
会
に
所
属
し
て
い
る
と
い
う
オ
コ
ン
ネ
ル
の
叙
述
は
正
確
で
は
な
い
。
な
お
、
彼

は
、
こ
の
自
伝
で
、
彼
が
当
時
、
司
教
を
つ
と
め
た
ボ
ス
ト
ン
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ

人
信
者
の
信
仰
弘
布
会
へ
の
寄
付
が
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
の
活
動
の
援
助
に
用
い
ら
れ

る
こ
と
に
反
感
を
抱
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。O

'Connell, W
iliam

., op. cit., pp. 

302 ―306. 

こ
の
よ
う
な
オ
コ
ン
ネ
ル
の
反
フ
ラ
ン
ス
感
情
は
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教

師
に
対
す
る
彼
の
評
価
に
も
影
響
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
151
） 

『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
第
一
集
、
四
二―

四
三
頁
。

（
152
） 

な
お
、
オ
コ
ン
ネ
ル
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
在
日
宣
教
師
を
全
て
フ
ラ
ン
ス

人
と
み
な
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
正
確
な
認
識
で
は
な
い
。
同
会
の
入
会
資
格
は
、
フ

ラ
ン
ス
語
を
母
国
語
と
す
る
者
で
あ
っ
た
の
で
、
少
数
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
国

の
出
身
者
も
入
会
し
て
い
た
。
本
論
で
取
り
上
げ
た
神
父
で
い
え
ば
、
エ
ミ
ー
ル
・
ラ

ゲ
ー
は
ベ
ル
ギ
ー
の
出
身
で
あ
り
、
ミ
カ
エ
ル
・
ス
タ
イ
シ
ェ
ン
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

の
出
身
者
で
あ
る
。

（
153
） 

山
口
鹿
三
に
関
し
て
は
、『
声
』
が
、
彼
の
没
後
、
近
親
者
や
知
人
に
よ
る
回
想

文
を
集
め
た
小
特
集
を
組
ん
で
い
る
。「
山
口
鹿
三
先
生　

追
悼
文
集
」『
声
』
第

九
〇
七
号
、
一
九
五
三
年
七
月
。

（
154
） 

『
上
智
大
学
五
十
年
史
』、
二
八―

三
一
頁
。

（
155
） 

「
教
皇
使
節
の
来
朝
」『
声
』
第
三
四
七
号
、
一
九
〇
五
年
、
三
四―

三
五
頁
。

（
156
） 

「
羅
馬
法
王
使
僧
」
西
田
長
寿
・
植
田
通
有
編
『
陸
羯
南
全
集
』
第
九
巻
、
み
す

ず
書
房
、
一
九
七
五
年
、
二
五
〇―

二
五
一
頁
（
初
出
『
日
本
』
第
五
八
五
七
号
、

一
九
〇
五
年
十
一
月
十
二
日
）。

（
157
） 

『
上
智
大
学
五
〇
年
史
』、
三
一―

三
三
頁
。
こ
の
山
口
鹿
三
に
よ
る
回
想
は
、
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彼
が
「
聖
心
女
子
学
院
の
事
務
嘱
託
と
し
て
長
年
学
院
を
世
話
し
、
す
で
に
老
齢
に
達

し
て
い
た
の
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
お
り
万
一
の
場
合
を
考
え
て
聖
心
女
子
学
院
の

起
原
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
て
手
記
」（
佐
藤
直
助
）
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
158
） Rapporto de M

onsig. O

’

Connell V
erscovo di Portland sulla sua 

M
issione presso l

’
Im
peratore del Giappone, A

llegato C, «T
raduzione dell

’ 

articolo di fonde del N
IH
O
N
, giornale giapponese pubblicato a T

okio, il 12 

N
ovem

bre 1905», pp. 47 ―50.

（
159
） 

こ
の
山
口
の
手
記
に
み
ら
れ
る
誤
謬
は
、
近
年
の
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
の
概
説

的
記
述
に
も
踏
襲
さ
れ
続
け
て
い
る
。
青
山
玄
「
明
治
期
に
お
け
る
日
本
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
」
ロ
ジ
ェ
・
オ
ー
ベ
ー
ル
ほ
か
（
上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
所
編
訳
・
監
修
）

『
キ
リ
ス
ト
教
史
９　

自
由
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
』、平
凡
社（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、

一
九
九
七
年
、
四
五
八
頁
。
高
橋
昌
郎
『
明
治
の
キ
リ
ス
ト
教
』、
一
八
九
頁
。

（
160
） 

「
羅
馬
法
王
使
僧
」、
二
五
一
頁
。

（
161
） 

龍
門
「『
日
本
』
新
聞
の
「
羅
馬
法
皇マ
マ

使
僧
」
を
読
む
」『
声
』
第
三
四
八
号
、

一
九
〇
五
年
十
二
月
十
日
、
一
〇―

十
一
頁
。
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、『
メ
ラ
ン
ジ
ュ
・
ジ
ャ

ポ
ネ
』
に
「
羅
馬
法
王
使
僧
」
の
仏
訳
を
全
文
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
の
前
置
き
で
、

こ
の
社
説
は
日
本
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
対
す
る
平
均
的
意
見
が
う
か
が
え
る
点
に

価
値
が
あ
る
と
書
い
て
い
る
。C. L (Clém

ent Lem
oine), 

“Extraits des revues 

et journaux japonais: La m
ission du légat de Rom

e et le catholicism
e au 

Japon

”, M
élange Japonais, n

°9, janvier 1906, pp. 99―102.

（
162
） 

「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」『
通
俗
宗
教
談
』
第
三
十
八
号
、一
九
〇
五
年
十
二
月
、

四―

五
頁
。

（
163
） 

越
嶺
「
仏
国
現
下
の
大
問
題
と
我
邦
現
時
の
情
勢
」『
声
』
第
二
八
八
号
、

一
九
〇
三
年
六
月
十
日
。
ま
た
、
前
田
は
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
著
作
『
羅
瑪
教
皇
』（
石

川
音
次
郎
、
一
八
九
九
年
）、『
羅
瑪
教
皇
と
現
社
会
』（
石
川
音
次
郎
、
一
八
九
九
年
）

を
翻
訳
し
て
い
る
。

（
164
） 

前
田
は
、
一
九
〇
一
年
に
帝
国
教
育
会
で
行
わ
れ
た
リ
ギ
ョ
ー
ル
神
父
の
連
続

講
義
（
リ
ギ
ョ
ル
『
教
育
哲
学
講
義
大
綱
』
一
九
〇
二
年
、東
洋
社
）
で
も
通
訳
を
行
っ

て
お
り
、
同
会
会
長
の
辻
新
次
の
知
遇
を
得
て
い
た
。

（
165
） 

前
田
の
講
義
を
慶
応
義
塾
で
受
け
た
人
物
の
回
想
に
よ
る
と
、
彼
は
ラ
テ
ン
語

を
神
の
言
語
で
あ
る
と
述
べ
た
時
が
あ
っ
た
と
い
う
。
石
井
治
良
「
前
田
先
生
の
思
い

出
（
番
茶
の
と
き
）」『
三
田
評
論
』、
第
七
六
九
号
、
一
九
七
七
年
四
月
、
一
〇
二
頁
。

前
田
に
と
っ
て
、
日
本
で
の
ラ
テ
ン
語
講
演
の
実
現
は
、
格
別
の
意
義
を
も
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
166
） 

『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
第
一
集
、三
八―

三
九
頁
。
オ
コ
ン
ネ
ル
の
講
演
は
、『
教

育
公
報
』（
第
三
〇
二
号
、
一
九
〇
五
年
十
二
月
十
五
日
、
一
七―

一
九
頁
）
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。「
教
皇
使
節
の
教
育
意
見
」『
声
』
第
三
五
〇
号
、
一
九
〇
六
年
一
月
十

日
、
三
七
頁
。『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
一
二
〇
頁
。

（
167
） 

教
皇
使
節
の
歓
迎
講
演
会
を
企
画
し
た
青
年
信
徒
ら
は
、
大
隈
重
信
に
も
講
演

会
に
参
加
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
た
。
彼
ら
は
大
隈
と
の
面
会
を
許
さ
れ
た
が
、
大

隈
は
オ
コ
ン
ネ
ル
が
こ
ち
ら
に
ま
で
挨
拶
に
伺
う
な
ら
講
演
会
へ
の
出
席
を
考
え
る
と

答
え
た
た
め
、
彼
の
参
加
は
実
現
し
な
か
っ
た
と
い
う
。「
大
隈
伯
ま
で
引
張
り
出
そ

う
と
し
た
当
年
の
オ
ー
コ
ン
ネ
ル
司
教
歓
迎
会
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
タ
イ
ム
ス
』
第

一
一
八
号
、
一
九
二
六
年
九
月
十
一
日
。

（
168
） 

「
公
教
青
年
会
の
例
会
」『
声
』
第
三
一
九
号
、
一
九
〇
四
年
九
月
二
十
五
日
、

三
七
頁
。「
公
教
青
年
会
懇
親
会
」
同
上
、
第
三
二
一
号
、
一
九
〇
四
年
十
月
二
十
五
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日
、
三
六
頁
。
た
だ
、
公
教
青
年
会
の
学
生
の
な
か
に
は
、
日
露
戦
争
時
、
個
人
で
伝

道
旅
行
を
行
っ
て
、
路
傍
演
説
を
試
み
る
よ
う
な
行
動
力
を
示
す
も
の
も
い
た
。『
声
』

は
、
こ
の
学
生
の
行
動
を
「
吾
教
界
に
於
け
る
破
天
荒
の
企
て
」
と
評
し
な
が
ら
、「
か

か
る
企
て
あ
る
場
合
に
は
尤
も
大
胆
な
る
を
要
す
る
と
共
に
必
ず
細
心
な
ら
ん
事
を
要

し
、
而
し
て
お
も
わ
ぬ
辺
よ
り
故
障
の
持
上
ら
ざ
る
様
注
意
す
る
は
賢
き
道
な
り
と
わ

れ
ら
は
信
ず
」
と
も
書
い
て
い
る
。「
個
人
巡
回
伝
道
」
同
上
、
第
三
三
三
号
、

一
九
〇
五
年
四
月
二
十
五
日
、
三
六
頁
。

（
169
） 

日
露
戦
争
中
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
基
督
教
青
年
会
は
、
各
地
で
活
発
な
軍

隊
慰
労
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
小
川
原
正
道
、
前
掲
書
、
一
七
八
頁
。
こ
の
よ
う
な
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
団
体
の
活
動
は
、
公
教
青
年
会
の
会
員
に
は
彼
我
の
行
動
力
の
差
と
し

て
印
象
づ
け
ら
れ
、
羨
望
の
感
を
抱
か
し
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
170
） 

鈴
木
習
之
『
神
の
国
の
侍
た
ち
』
カ
タ
リ
ナ
出
版
社
、一
九
六
二
年
、一
四
九
頁
。

鈴
木
習
之
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
一
般
向
け
に
多
く
の
カ
ト
リ
ッ
ク
関
連
書

物
を
出
版
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
る
。
第
二
次
公
教
青
年
会
の
活
動
に
深
く
関
わ

り
、
著
作
で
も
よ
く
触
れ
て
い
る
。
た
だ
、
鈴
木
は
一
九
一
六
年
に
入
信
し
た
人
物
で

あ
る
た
め
、
そ
れ
以
前
の
時
期
の
教
会
に
関
し
て
は
、
そ
の
様
子
を
直
接
に
知
っ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。

（
171
） 

同
『
光
あ
り
き
』
中
央
出
版
社
、
一
九
五
三
年
、
一
二
〇
頁
。

（
172
） 

講
演
の
題
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
前
田
長
太
「
余
の
羅
馬
法
王
観
」、
姉
崎
正
治
「
自

由
主
義
と
公
教
主
義
」、島
田
三
郎「
法
王
使
節
歓
迎
に
就
き
所
感
を
述
ぶ
」、ア
ー
サ
ー
・

ロ
イ
ド
「
光
栄
な
る
発
見
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
講
演
は
、オ
コ
ン
ネ
ル
の
講
演
「
羅

馬
教
皇
使
節
オ
ー
コ
ン
ネ
ル
閣
下
の
演
説
」と
併
せ
て
、『
新
理
想
』第
六
号（
一
九
〇
六

年
一
月
）
の
附
録
（「
羅
馬
教
皇
特
派
大
使
オ
ー
コ
ン
ネ
ル
閣
下
歓
迎
演
説
会
」）
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
姉
崎
の
講
演
は
、
彼
が
主
筆
を
務
め
て
い
た
『
時
代
思
潮
』

（
第
二
巻
、
第
二
三
号
、
一
九
〇
五
年
十
二
月
）
に
「
自
由
と
教
権
服
従
（
羅
馬
法
王

使
の
歓
迎
に
際
し
て
）」
と
い
う
表
題
で
掲
載
さ
れ
、
後
、
彼
の
著
作
『
国
運
と
信
仰
』

（
弘
道
館
、
一
九
〇
六
年
）
に
収
録
さ
れ
た
。

（
173
） 

鈴
木
蔀
「
開
会
の
辞
」『
新
理
想
』
第
六
号
、
附
録
（「
羅
馬
教
皇
特
派
大
使
オ
ー

コ
ン
ネ
ル
閣
下
歓
迎
演
説
会
」）
一
九
〇
六
年
一
月
、
三
頁
。

（
174
） F

errand, C
laudius., 

“Le D
élégué du Saint-Pére et l

’em
pereur du 

Japon

”, A
nnales de la Propagation de la foi, n

°465, 1906, pp. 153―154.

『
新

理
想
』
第
六
号
（
一
九
〇
六
年
一
月
）
に
は
、
前
田
長
太
、
フ
ェ
ラ
ン
、
学
生
ら
公
教

青
年
会
の
関
係
者
が
オ
コ
ン
ネ
ル
を
囲
ん
で
い
る
記
念
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
175
） Ligneul, A

lfred., 

“Un grand événem
ent au Japon

”, op. cit., n

°466, 

1906, p. 236. «R
icevim

ento di Sua E
ccellenza R

everndissim
a M

ons. 

O

’Connel al C
ircolo della G

ioventù di T
okio, il 18 N

ovem
bre 1905», 

Giappone: M
issione di M

onsignor O

’

Connel, pp. 35―46.

（
176
） 

「
青
年
会
の
歓
迎
会
」『
声
』
第
三
四
八
号
、一
九
〇
五
年
十
二
月
十
日
、三
六
頁
。

（
177
） 

教
民
記
者
「
教
皇
使
節
来
朝
」『
通
俗
宗
教
談
』
第
三
十
八
号
、
一
九
〇
五
年

十
二
月
、
三
七
頁
。

（
178
） 

「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」
同
上
、
第
三
十
八
号
、
一
九
〇
五
年
十
二
月
、
一―

七
頁
。
前
田
に
よ
る
と
、
オ
コ
ン
ネ
ル
を
横
浜
港
ま
で
見
送
っ
た
の
は
、
彼
と
リ

ギ
ョ
ー
ル
、
姉
崎
正
治
、
内
務
省
宗
教
局
長
、
及
び
、
四
・
五
人
の
外
国
人
と
邦
人
に

過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。

（
179
） 
「
教
界
に
筆
を
慎
む
」
同
上
、第
三
十
九
号
、一
九
〇
六
年
一
月
、一
頁
。
リ
ギ
ョ
ー

ル
は
、
前
田
の
論
説
の
読
者
の
多
く
が
、
そ
の
主
張
に
「
痛
憤
せ
り
を
聞
く
」
と
書
い
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て
い
る
。
リ
ギ
ョ
ル
「
見
地
の
正
誤
」
同
上
、
七
頁
。

（
180
） 
「
如
何
な
る
人
の
所
為
な
る
か
を
知
る
能
は
ざ
れ
ど
も
、
之
を
受
領
し
た
る
各
宣

教
師
は
何
れ
も
皆
記
者
自
ら
の
業
な
り
と
曰
う
に
於
て
不
思
議
に
も
相
一
致
せ
り
」「
警

告
」
同
上
、
四
〇
頁
。

（
181
） 

「
記
者
附
記
」
同
上
、
第
三
十
九
号
、
一
九
〇
六
年
一
月
、
一
一
頁
。

（
182
） 

一
九
〇
六
年
に
来
日
し
た
マ
リ
ア
会
総
次
長
の
シ
ャ
ル
ル
・
ク
ロ
ブ
の
報
告
で

は
、
オ
ズ
ー
フ
大
司
教
が
廃
刊
を
命
じ
た
と
あ
る
。A

rchives Générales 

M
arianistes (A

GM
A
R), 0155 ―1―68. D

urango, 9 juin 1906.

（
183
） 

日
露
戦
争
後
の
『
声
』
で
、
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、「
戦
勝
国
民
た
る
吾
人
今
や
得
意

の
絶
頂
に
在
り
、
苛
し
く
も
満
の
損
を
招
く
が
如
き
こ
と
な
く
、
謙
以
て
永
遠
に
益
あ

る
道
に
立
た
ざ
る
可
か
ら
ず
」
と
、
日
本
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
に
対
し
て
、

批
判
的
な
立
場
を
採
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
竜
門「
日
本
式
基
督
教
」『
声
』、

第
三
三
九
号
、
一
九
〇
五
年
七
月
二
十
五
日
、
三
頁

（
184
） 

「
教
役
者
の
知
識
」
同
上
、
第
三
四
四
号
、
一
九
〇
五
年
十
月
十
日
、
三
五
頁
。

（
185
） 

「
時
局
の
伝
道
」
同
上
、
第
三
〇
八
号
、
一
九
〇
四
年
九
月
十
日
、
三
五
頁
。「
由

来
外
人
に
し
て
日
本
に
布
教
せ
る
者
自
ら
の
浅
薄
狭
隘
な
る
経
験
に
基
き
日
本
人
を
誤

解
し
て
、
為
に
其
の
感
情
を
害
し
其
の
同
情
を
失
い
、
し
い
て
布
教
上
の
困
難
に
陥
り

た
る
事
例
往
々
に
し
て
之
有
し
や
に
聞
く
。
吾
人
は
我
邦
人
の
救
拯
を
唯
一
の
目
的
と

し
て
来
れ
る
彼
の
人
々
に
此
事
あ
り
と
は
信
ず
る
を
得
ず
、
然
れ
ど
も
煙
の
騰
る
所
火

全
く
こ
れ
無
き
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
き
か
、
兎
に
角
心
し
て
可
な
ら
む
也
。」

（
186
） 

龍
門
生
「
何
故
に
我
邦
の
縉
紳
学
者
は
公
教
に
帰
依
せ
ざ
る
乎
」
同
上
、
第

三
〇
一
号
、
一
九
〇
三
年
十
二
月
二
十
五
日
、
七―

一
〇
頁
。

（
187
） 

日
本
人
伝
道
士
の
工
藤
応
之
の
手
に
な
る
論
説
「
戦
後
の
布
教
」
で
は
、
将
来

の
日
露
戦
争
後
の
日
本
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
、
宗
教
と
し
て
の
優
越
性
ゆ
え
に

社
会
に
拡
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
信
者
と
し
て
の
確
信
が
語
ら
れ
て
い
る
。
工
藤
多

黙
（
応
之
）「
戦
後
の
布
教
」
同
上
、
第
三
二
二
号
、
一
九
〇
四
年
十
一
月
十
日
、
三

―

四
頁
、

（
188
） 

『
声
』
の
あ
る
文
章
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
雑
誌
『
新
人
』
の
記
事
を
引
用
し
、

宣
教
に
と
っ
て
肝
要
な
こ
と
は
、
知
識
の
普
及
で
は
な
く
、
宣
教
者
の
精
神
的
熱
意
で

あ
る
と
い
う
そ
の
主
張
に
対
し
、
共
感
を
示
し
て
い
る
。「
何
故
に
伝
道
は
振
は
ざ
る

乎
」
同
上
、
第
三
五
九
号
、
一
九
〇
六
年
五
月
二
十
五
日
、
三
三―

三
四
頁
。

（
189
） 

猛
庵
「
布
教
上
の
最
大
勢
力
（
布
教
魂
）」
同
上
、
第
三
二
九
号
、
一
九
〇
五
年

二
月
二
十
五
日
、
二
頁
。

（
190
） 

柳
茂
安
「
青
年
事
業
は
何
故
に
失
敗
す
る
乎
」
同
上
、
第
四
〇
八
号
、
一
九
〇
九

年
十
一
月
十
五
日
、
八―

一
三
頁
。
ル
モ
ア
ー
ヌ
は
、
青
年
運
動
が
長
続
き
し
な
い
理

由
と
し
て
、
第
一
に
青
年
信
者
の
理
想
の
高
さ
、
第
二
に
彼
ら
の
批
評
精
神
が
実
行
精

神
を
上
回
る
こ
と
、
第
三
に
組
織
の
明
確
な
活
動
目
的
の
不
在
、
第
四
に
会
員
に
活
動

を
持
久
す
る
忍
耐
心
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

（
191
） A

GM
A
R, 096―3―112. 

前
田
の
論
説
「
日
本
社
会
と
教
皇
使
節
」
の
仏
訳
（
訳

者
名
は
無
記
載
）
“La Société Japonaise et l

’envoyé papale

” (T
raduction d

’un 

article (N
ihon shakai to K

yôkô shisetsu) de la Revue T
sûzoku-shûkyô-dan 

(n

°38, décem
bre 1905)) 

の
余
白
部
に
記
載
さ
れ
た
ヘ
ン
リ
ッ
ク
の
書
込
み
。

（
192
） 

マ
リ
ア
会
の
創
設
し
た
日
本
の
学
校
で
は
、
正
規
の
授
業
で
宗
教
教
育
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
、
前
田
長
太
は
、
同
会
の
学
校
教
育
が
積
極
的
な
宣

教
活
動
で
あ
る
と
認
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
田
は
、
フ
ラ
ン
ス

第
三
共
和
政
政
府
に
よ
る
反
教
権
政
策
を
取
り
上
げ
た
一
文
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
共
和
主



298

義
者
に
よ
る
政
教
分
離
政
策
を
批
判
し
、
日
本
政
府
の
教
育
政
策
が
そ
の
影
響
を
受
け

る
可
能
性
を
危
惧
し
て
い
る
。
越
嶺
「
仏
国
現
下
の
大
問
題
と
我
邦
現
時
の
情
勢
」、

八―
九
頁
。

（
193
） 

マ
リ
ア
会
日
本
管
区
本
部
編『
マ
リ
ア
会
日
本
渡
来
八
十
年
』マ
リ
ア
会
出
版
部
、

一
九
六
八
年
、
九
九―
一
〇
〇
頁
。

（
194
） 

ク
ロ
ブ
は
、
前
田
長
太
を
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
国
の
修
道
会
の
来
日
を
望
ん
で
、

教
皇
使
節
に
そ
の
意
思
を
伝
え
た
日
本
人
信
者
の
元
凶
と
み
な
し
て
い
る
。
た
だ
、
前

田
が
リ
ギ
ョ
ー
ル
や
フ
ェ
ラ
ン
の
活
動
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

彼
に
と
っ
て
は
宣
教
師
個
々
人
の
資
質
と
学
識
が
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
も
し
在

日
宣
教
師
の
多
数
の
人
格
識
見
が
高
け
れ
ば
、
彼
は
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
単
独
司
牧
で

も
満
足
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
彼
は
、
パ
リ
外

国
宣
教
会
と
い
う
組
織
そ
れ
自
体
を
低
評
価
し
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
誘
致
を
図
っ
た
平

山
牧
民
と
は
考
え
を
異
に
し
て
い
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
愛
好
者
で
あ
る
前
田

に
と
っ
て
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
の
国
籍
も
マ
イ
ナ
ス
要
因
に
映
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
前
田
に
は
、
下
記
の
よ
う
な
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
フ
ラ
ン
ス
人
論
も
あ
る
。
前
田
長
太
「
仏
国
人
の
社
交
性
」『
読
売
新
聞
』

一
九
〇
七
年
十
二
月
十
三
日
、
一
四
日
。

（
195
） 

日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
に
お
け
る
外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
の
自
立
的
動

向
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
も
注
目
さ
れ
て
い
た
。「
外
国
宣
教
師
問
題
」『
声
』
第

三
三
八
号
、
一
九
〇
五
年
七
月
十
日
、
三
〇―

三
二
頁
。
竜
門
「
日
本
式
基
督
教
」
同

上
、
第
三
三
九
号
、
一
九
〇
五
年
七
月
二
十
五
日
、
一―

三
頁
。「
教
会
独
立
問
題
」

同
上
、
二
八―

二
九
頁
。C. L (Clém

ent Lem
oine), 

“Extraits des revues et 

journaux japonais, L

’évangélisation chrétienne aux m
ains des Japonais

”, 

M
élanges, n

°8, octobre 1905. 

高
橋
昌
郎
、
前
掲
書
、
一
八
四―

一
八
五
頁
。

（
196
） A

GM
A
R, 0155―1―68. D

urango, 9 juin 1906. 

マ
リ
ア
会
総
本
部
に
宛
て
た

ク
ロ
ブ
の
書
簡
。

（
197
） 

同
上
。

（
198
） 

『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
補
遺
、
七―

九
頁
。

（
199
） 

『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
一
五
八
頁
。

（
200
） Sorrel, Christian., 

“Le poids de l

’Ouest: Rem
arques sur le m

ouvem
ent 

des départs dans la Société des M
issions étrangéres de Paris

”, A
nnales 

de Bretagne et des pays de l

’Ouest, t. 112, n

°2, 2005, p. 105.

（
201
） A

GM
A
R, 0155―1―66, A

lphonse H
einrich au supérieur de la Société, 

T
ôkyô, 26 m

ai 1906. 

こ
の
ヘ
ン
リ
ッ
ク
の
書
簡
で
は
、「
前
田
事
件
」（A

ffaire 

M
aeda

）
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
202
） A

GM
A
R, 0155―1―67, A

lphonse H
einrich au supérieur de la Société, 

N
agasaki, 8 juin 1906.

（
203
） 

青
山
玄
「
明
治
後
期
」
築
地
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
百
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編

集
『
つ
き
じ
：
献
堂
百
周
年
記
念
号
』
築
地
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
一
九
七
八
年
、
八
四

頁
。

（
204
） 

西
脇
順
三
郎
は
、
長
編
詩
『
旅
人
か
へ
ら
ず
』（
一
九
四
七
年
）
の
中
で
、「
あ

の
頃
の
秋
の
日
恋
人
と
結
婚
す
る
た
め
に
還
俗
し
た
ジ
エ
ジ
ュ
エ
ト
の
坊
さ
ん
か
ら
ラ

テ
ン
語
を
習
っ
て
い
た
」
と
前
田
に
触
れ
て
い
る
。
前
田
は
、
慶
応
義
塾
の
関
係
者
に

対
し
て
、自
己
の
還
俗
を
恋
愛
を
理
由
に
挙
げ
て
語
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。『
定

本　

西
脇
順
三
郎
全
集
』
第
一
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
年
、
二
五
六
頁
。
な
お
、

西
脇
は
、『
近
代
の
寓
話
』（
一
九
五
三
年
）
で
も
前
田
に
触
れ
て
、
彼
か
ら
「
聖
オ
ー
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ガ
チ
ス
ン
・
キ
ケ
ロ
・
ホ
ラ
ス
」
を
学
ん
だ
と
詠
っ
て
い
る
が
、
新
倉
俊
一
氏
に
よ
る

と
、
西
脇
は
実
際
に
は
ラ
テ
ン
語
を
前
田
か
ら
学
ん
で
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
新
倉
俊

一
『
西
脇
順
三
郎
全
詩
引
喩
集
成
』
筑
摩
書
房
、一
九
八
二
年
、一
七
八
、
二
〇
〇
頁
。

（
205
） 

な
お
、
著
者
と
は
異
な
っ
た
前
田
長
太
の
還
俗
に
関
す
る
解
釈
と
し
て
、「
近
代

思
想
に
抗
し
て
信
仰
の
遺
産
を
守
り
抜
こ
う
と
し
た
第
一
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
公
会
議
の
精

神
に
基
づ
き
、
十
九
世
紀
世
紀
末
葉
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
一
時
的
に
信
仰

生
活
の
西
欧
化
と
そ
の
監
視
が
強
化
さ
れ
る
と
、
日
本
で
は
教
会
離
れ
現
象
が
信
徒
の

間
に
起
こ
っ
た
が
、
そ
の
流
れ
の
な
か
で
一
九
〇
七
年
に
結
婚
し
て
司
祭
職
を
離
れ
」

た
と
す
る
青
山
玄
氏
の
と
ら
え
方
が
存
在
す
る
。「
前
田
長
太
」『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事

典
』
Ⅳ
、
研
究
社
、
二
〇
〇
九
年
、
七
四
三
頁
。
第
一
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
公
会
議

（
一
八
七
九―

一
八
八
〇
）
の
十
九
世
紀
末
以
降
の
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
与
え
た

影
響
を
重
く
見
る
青
山
氏
の
解
釈
は
、
下
記
の
論
考
な
ど
で
提
示
さ
れ
て
い
る
。
青
山

玄
「
明
治
二
十
三
年
の
カ
ト
リ
ッ
ク
日
韓
合
同
教
会
会
議
の
性
格
」『
宗
教
研
究
』
第

二
三
八
号
、
一
九
七
九
年
。
同
「
明
治
二
十
八
年
の
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
教
会
会
議
」
同

上
、
第
二
四
二
号
、
一
九
八
〇
年
。
同
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒

の
宣
教
活
動
」『
南
山
神
学
』
第
十
号
、
一
九
八
七
年
。
同
「
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
像
」
同
上
、
第
十
一
号
、
一
九
八
八
年
。

（
206
） 

一
九
三
九
年
十
一
月
に
、
前
田
の
葬
儀
が
北
浦
和
神
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
の

で
、
彼
が
信
者
と
し
て
世
を
全
う
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
還
俗
後
の
前
田
が

信
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。「
人
事
消
息
」

『
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
』
第
七
三
五
号
、
一
九
三
九
年
十
一
月
十
九
日
。
た
だ
、
昭

和
初
年
、
前
田
は
慶
応
義
塾
に
お
け
る
教
え
子
で
、
後
に
キ
リ
シ
タ
ン
史
研
究
者
に

な
っ
た
吉
田
小
五
郎
に
ス
タ
イ
シ
ェ
ン
と
直
接
会
う
こ
と
を
勧
め
て
い
る
の
で
、
旧
知

の
宣
教
師
と
関
係
は
切
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。吉
田
小
五
郎「
邦

訳
の
辞
」
シ
ュ
タ
イ
シ
ェ
ン
（
吉
田
小
五
郎
訳
）『
切
支
丹
大
名
記
』
大
岡
山
書
店
、

一
九
三
〇
年
、
二
頁
。

（
207
） 

慶
応
義
塾
関
係
者
の
前
田
長
太
に
関
す
る
回
想
に
は
、
佐
藤
輝
夫
「
本
那
最
初

に
「
武
勲
詩
」
を
紹
介
し
た
越
嶺
前
田
長
太
の
こ
と
」（『
三
田
評
論
』
第
七
六
五
号
、

一
九
七
六
年
十
二
月
）、石
井
治
良
「
前
田
先
生
の
思
い
出
（
番
茶
の
と
き
）」（
同
上
、

第
七
六
九
号
、
一
九
七
七
年
四
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
208
） 

「
前
田
越
嶺
と
い
う
有
名
な
ラ
テ
ン
語
の
先
生
が
い
ら
れ
た
が
こ
の
人
は
明
治
の

初
め
頃
田
舎
か
ら
東
京
へ
出
ら
れ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
僧
侶
に
な
り
ラ
テ
ン
語
を
能
く

さ
れ
た
（
尤
も
中
年
以
後
は
法
衣
を
脱
が
れ
た
）。
彼
自
身
も
ホ
ラ
ス
を
一
番
愛
読
さ

れ
た
が
、
ホ
ラ
ス
は
僧
侶
の
間
で
も
最
大
に
読
ま
れ
る
人
間
界
の
宝
だ
と
い
わ
れ
た
。

こ
の
先
生
は
晩
年
は
酒
を
ク
ス
リ
ビ
ン
の
中
に
入
れ
て
ラ
ン
チ
の
時
に
チ
ビ
チ
ビ
や
ら

れ
、
ホ
ラ
ス
を
暗
唱
さ
れ
、
日
曜
日
に
は
釣
り
に
出
ら
れ
た
。
浦
和
在
に
住
め
る
ホ
ラ

ス
で
あ
っ
た
」「
俗
人
の
宗
教
（
上
）」『
定
本　

西
脇
順
三
郎
全
集
』
第
十
一
巻
、
筑

摩
書
房
、
一
九
九
四
年
、
四
二
頁
。

（
209
） 

前
田
越
嶺
「
訳
後
書
懐
」
リ
ギ
ョ
ル
（
前
田
越
嶺
訳
）『
秘
密
結
社
』
高
原
書
店
、

一
九
三
四
年
、
五
頁
。

（
210
） 

例
え
ば
、
鈴
木
習
之
は
、
一
九
五
三
年
時
に
書
か
れ
た
回
想
で
も
、
リ
ギ
ョ
ー

ル
の
協
力
者
と
し
て
の
前
田
長
太
に
ふ
れ
た
と
き
、彼
の
名
前
を
出
さ
ず
、「
あ
る
神
父
」

と
い
う
表
現
に
と
ど
め
て
い
る
。
鈴
木
習
之「
山
口
鹿
三
氏
と「
声
」誌
そ
の
他
」『
声
』

第
九
〇
七
号
、
一
九
五
三
年
七
月
、
二
〇
頁
。

（
211
） 
山
口
鹿
三
「
明
治
大
正
年
間
の
カ
ト
リ
ッ
ク
出
版
史
梗
概
（
一
）」
同
上
、
第

七
五
七
号
、
一
九
三
九
年
二
月
、
四
七
頁
。
も
っ
と
も
、
前
田
長
太
の
還
俗
後
も
、
教
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会
内
で
彼
を
敬
称
で
も
っ
て
呼
ん
で
い
る
の
は
、山
口
の
み
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

パ
リ
外
国
宣
教
会
の
ヨ
ゼ
フ
・
フ
ロ
ジ
ャ
ッ
ク
神
父
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
書
か

れ
た
文
章
の
中
で
、
彼
を
「
前
田
神
父
」
と
呼
ん
で
い
る
。
フ
ロ
ジ
ャ
ッ
ク
「
寺
小
屋

時
代
」Inter N

os, n

°11, 1954, p. 19. 

フ
ロ
ジ
ャ
ッ
ク
の
来
日
は
、一
九
〇
九
年
で
、

前
田
の
還
俗
後
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
両
者
の
間
に
は
何
か
の
交
流
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
212
） 

な
お
、
山
口
鹿
三
も
、
自
身
の
文
筆
活
動
に
関
し
て
教
会
内
で
批
判
を
受
け
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
山
口
信
賴
「
父
を
想
う
」『
声
』
第
九
〇
七
号
、
一
九
五
三
年
七
月
、

一
七
頁
。
オ
コ
ン
ネ
ル
の
日
本
訪
問
後
に
お
き
た
前
田
の
受
難
は
、
山
口
に
と
っ
て
他

人
事
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

（
213
） 

ソ
ー
ブ
ー
ル
・
カ
ン
ド
ウ
神
父
（
パ
リ
外
国
宣
教
会
）
は
、
山
口
鹿
三
が
晩
年

ま
で
優
れ
た
記
憶
力
を
保
っ
て
い
た
と
彼
に
関
す
る
思
い
出
の
中
で
語
っ
て
い
る
。「
二

人
の
学
者
」
池
田
敏
雄
編
『
カ
ン
ド
ウ
全
集
』
第
一
巻
、中
央
出
版
社
、一
九
七
〇
年
、

一
六
九
頁
。

（
214
） 

『
日
本
公
教
雑
誌
』（
第
八
十
九
号
、
一
八
九
三
年
二
月
二
十
五
日
）
は
、
築
地

教
会
で
の
前
田
の
副
助
祭
の
叙
階
式
の
時
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
が
涙
を
流
す
ほ
ど
喜
ん
だ
こ

と
を
報
じ
て
い
る
。

（
215
） 

「
リ
ギ
ヨ
ー
ル
博
士
訪
問
記
」『
太
陽
』（
臨
時
増
刊
号
「
外
人
の
日
本
観
」）
第

十
三
巻
、
第
十
五
号
、
一
九
〇
七
年
十
一
月
、
二
三
四―

二
三
五
頁
。

（
216
） 

『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
で
は
、「
一
九
〇
六
年
、
サ
ン
・
モ
ー
ル
会
修
女
が
そ

の
学
校
を
現
在
の
四
谷
に
遷
し
、若
い
宣
教
師
の
一
団
が
出
版
事
業
を
引
受
け
た
と
き
、

リ
ギ
ョ
ー
ル
は
著
述
家
と
し
て
の
自
分
の
仕
事
が
終
わ
っ
た
と
考
え
、
宣
教
師
や
修
道

女
に
対
す
る
黙
想
の
説
教
に
専
念
し
た
」と
の
記
述
が
あ
る
。
J
・
M
・
マ
ル
タ
ン「
リ

ギ
ョ
ー
ル
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
第
五
巻
、
冨
山
房
、
一
九
七
七
年
、
三
六
九
頁
。

こ
の
記
述
は
、
一
九
二
三
年
度
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
『
年
次
報
告
』
に
掲
載
さ
れ
た

リ
ギ
ョ
ー
ル
没
後
の
小
伝
（N

écrologie

）
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
。Société des 

M
issions E

trangères, 

“Nécrologie: M
. Ligneul

”, Com
pte Rendu des 

travaux des travaux de 1922 , Paris: Sém
inaire des M

issions-étrangéres, 

1923, p. 252. 

こ
の
宣
教
会
に
よ
る
公
式
の
小
伝
（
無
署
名
）
は
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
が
、

一
九
〇
六
年
当
時
、若
手
の
宣
教
師
に
よ
る
出
版
活
動
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

リ
ギ
ョ
ー
ル
の
出
版
活
動
が
終
わ
っ
た
と
い
う
解
釈
を
と
っ
て
い
る
が
、
こ
の
点
の
記

述
は
正
確
な
も
の
で
は
な
い
。
若
手
宣
教
師
に
よ
る
新
し
い
出
版
事
業
と
い
う
の
は
、

『
メ
ラ
ン
ジ
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
』の
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

同
誌
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
学
術
的
な
日
本
研
究
誌
で
あ
る
た
め
、
日
本
人
へ
の
啓
蒙
活
動

を
目
指
し
て
い
た
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
出
版
活
動
と
は
目
指
し
て
い
た
方
向
が
異
な
っ
て
い

た
。
ま
た
、
一
九
〇
六
年
を
境
に
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
出
版
活
動
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
も
な

い
。

（
217
） 

『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
二
六
四
頁
。
青
山
玄
「
神
田
教
会
百
年
史
」、
五
一―

五
四
頁
。
教
友
館
は
、
も
と
も
と
フ
ェ
ラ
ン
が
公
教
青
年
会
館
と
し
て
設
立
を
図
っ
た

も
の
で
、
彼
が
名
古
屋
に
転
任
し
た
後
の
一
九
〇
八
年
に
完
成
し
た
が
、
そ
の
時
、
教

友
館
の
名
称
に
変
更
さ
れ
た
。
同
「
フ
ェ
ラ
ン
」『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』

教
文
館
、
一
九
八
八
年
、
一
一
九
一
頁
。

（
218
） 

「
神
田
の
教
友
館
の
一
隅
に
蟄
居
し
て
居
ら
れ
た
旧
師
リ
ギ
ヨ
ル
霊
父
様
を
訪
う

て
、
其
元
気
の
消
沈
さ
れ
た
る
を
慨
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
只
に
寄
る
年
波
の
勢
の
み

と
は
受
取
れ
な
か
っ
た
。
断
魔
の
剣
は
、
逸
早
く
彼
の
清
き
心
を
貫
い
て
居
る
よ
う
で

あ
っ
た
。
彼
は
、
終
に
日
本
よ
り
勇
退
す
る
に
至
っ
た
、
抑
も
誰
の
罪
で
あ
ろ
う
」
早
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坂
善
奈
朗
（
久
之
助
）「
羅
馬
よ
り
日
本
ま
で
（
十
三
）」『
声
』
第
四
四
九
号
、

一
九
一
三
年
四
月
、
四
〇
頁
。
ま
た
、
早
坂
は
、
こ
の
旅
行
記
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
と
、

英
語
教
育
を
主
と
す
る
聖
心
学
院
の
来
日
に
歓
迎
の
意
を
表
し
て
い
る
。

（
219
） 

「
霊
父
リ
ギ
ヨ
ル
師
の
退
隠
」
同
上
、
第
四
三
八
号
、
一
九
一
二
年
五
月
、
四
六

―

四
七
頁
。

（
220
） 

石
川
草
庵
（
音
次
郎
）「
恩
師
リ
ギ
ョ
ル
神
父
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
第
二
巻
、
第

二
号
、
一
九
二
二
年
、
六
九
頁
。
リ
ギ
ョ
ー
ル
は
、
一
九
二
〇
年
三
月
十
日
付
の
マ
リ

ア
会
士
宛
て
の
書
簡
で
、
自
分
の
東
京
帰
還
に
関
し
て
問
題
は
微
妙
で
あ
り
、
先
行
き

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
書
い
て
い
る
。A

GM
A
R, 098―1―31, H

ongkong, 10 m
ars 

1920.

（
221
） 

渋
谷
治
「
我
国
カ
ト
リ
ッ
ク
文
化
政
策
の
過
去
、現
在
及
び
将
来
の
考
察
（
二
）」

『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
第
七
巻
、第
四
号
、一
九
二
七
年
四
月
、三
三
頁
。
な
お
、渋
谷
治
は
、

リ
ギ
ョ
ー
ル
と
面
識
を
持
つ
機
会
は
な
か
っ
た
が
、
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
著
作
に
親
し
み
、

彼
を
尊
敬
す
る
念
の
強
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
渋
谷
治
「
ロ
ー
マ
に
入
る
の
記
（
二
）」

同
上
、
第
三
巻
、
第
一
号
、
一
九
二
三
年
、
二
三
頁
。

（
222
） 

「
教
界
彙
報
：
東
京
教
信
：
傷
病
兵
慰
問
演
芸
」『
声
』
第
三
五
一
号
、
一
九
〇
六

年
一
月
二
十
五
日
、三
九―

四
一
頁
。「
或
る
不
幸
の
人
に
同
上
を
寄
す
る
此
種
の
企
は
、

吾
教
本
来
の
趣
旨
に
も
合
い
、
且
は
そ
の
弘
通
の
上
に
取
て
も
、
直
接
の
布
教
演
説
等

よ
り
も
却
て
倍
蓰
す
る
効
果
あ
る
べ
き
も
の
な
ら
ん
」
と
の
評
は
、『
声
』
編
集
部
が

青
年
会
に
期
待
し
て
い
た
方
向
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

（
223
） 

『
新
理
想
』の
最
終
号（
第
二
十
一
号
）に
は
終
刊
の
辞
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

恐
ら
く
そ
れ
は
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
同
誌
が
唐
突
に
終
刊
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ

た
と
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、『
新
理
想
』
の
編
集
兼
発
行
人
は
、

最
後
ま
で
前
田
長
太
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
前
田
の
同
誌
へ
の
寄
稿
は
、
第
十
五
号

（
一
九
〇
六
年
十
月
）
を
最
後
に
終
わ
っ
て
い
る
。

（
224
） 

青
山
玄
「
明
治
の
カ
ト
リ
ッ
ク
愛
知
・
岐
阜
県
布
教
（
九
）」『
布
教
』
第
二
十
六

巻
、
第
四
号
、
一
九
七
二
年
、
二
四
四
頁
。

（
225
） A

GM
A
R, 0155―1―91, 20 décem

bre 1907. 

東
京
大
司
教
ム
ガ
ブ
ル
の
マ
リ

ア
会
総
長
宛
て
書
簡
。

（
226
） 

マ
リ
ア
会
日
本
管
区
本
部
編
『
マ
リ
ア
会
日
本
渡
来
八
十
年
』、
一
〇
一―

一
〇
四
頁
。
育
英
塾
の
旧
施
設
は
、
来
日
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
に
譲
ら
れ
た
。

（
227
） M

aitre, Claude Eugène., 

“Nécrologie (N
oël Péri)

”, Bulletin de l

’École 

Française de l

’Extrêm
e-O
rient, vol. 22, 1922, p. 413. 

杉
山
直
治
郎
「
ノ
エ
ル
・

ペ
リ
ー
の
生
涯
と
業
績
」、
八
〇―

八
一
頁
。
メ
ー
ト
ル
に
よ
る
と
、
パ
ピ
ノ
の
『
日

本
歴
史
地
理
辞
典
』D

ictionnaire d

’histoire et de géographie du Japon

の
増

補
版
や
、
J
・
C
・
バ
レ
に
よ
る
ジ
ャ
ン
・
マ
リ
エ
・
ル
マ
レ
シ
ャ
ル『
和
仏
大
辞
典
』

の
改
訂
版
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
稿
が
完
成
し
て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
版
さ
れ
な

か
っ
た
。「
日
本
に
戻
る
度
毎
に
幾
つ
か
の
新
廃
墟
を
発
見
し
た
」
ノ
エ
ル
・
ペ
リ
は
、

メ
ー
ト
ル
に
「
之
を
悲
し
ん
だ
書
簡
」
を
送
っ
て
い
た
と
い
う
。
な
お
、
こ
の
メ
ー
ト

ル
の
一
文
を
読
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
は
、
駐
日
大
使
時
代
の

外
交
報
告
書
（
一
九
二
六
年
五
月
十
四
日
）
で
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
触
れ
、
次
の
よ

う
に
書
い
て
い
る
。「
最
近
来
日
し
た
ば
か
り
の
一
人
を
除
け
ば
、
宣
教
師
は
い
ず
れ

も
イ
ン
テ
リ
で
は
な
く
、
教
養
あ
る
人
々
、
あ
る
い
は
科
学
や
近
代
哲
学
の
授
業
を
受

け
て
い
る
学
生
た
ち
の
質
問
に
答
え
ら
れ
な
い
あ
り
さ
ま
で
す
。（
中
略
）
優
秀
な
少

数
の
宣
教
師
グ
ル
ー
プ
は
四
散
し
、
落
胆
の
あ
ま
り
任
務
を
放
棄
す
る
事
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
人
た
ち
は
一
時
期
『
メ
ラ
ン
ジ
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
』
い
う
名
の
す
ば
ら
し
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い
雑
誌
を
発
行
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
な
か
に
は
ノ
エ
ル
・
ペ
リ
が
い
ま

す
」ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル（
奈
良
道
子
訳
）『
孤
独
な
帝
国―

日
本
の
一
九
二
〇
年
代
：

ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
外
交
書
簡　

一
九
二
一―

一
九
二
七
』草
思
社
、
一
九
九
八
年
、

三
六
六
頁
。

（
228
） 

『
年
次
報
告
』
第
三
巻
、
二
一
一
頁
。
教
学
研
鑚
和
佛
協
会
に
つ
い
て
は
、
下
記

の
小
論
が
あ
る
。
牧
野
多
完
子
「
明
治
期
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
出
版
事
業―

教
学
研

鑚
和
佛
協
会
の
活
動
を
通
し
て
」『
南
山
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
七
号
、二
〇
〇
一
年
。

こ
の
団
体
の
創
立
メ
ン
バ
ー
に
は
、
後
に
公
教
青
年
会
の
会
長
を
つ
と
め
る
海
軍
軍
人

の
山
本
信
次
郎
の
名
前
も
み
え
る
が
、
彼
が
こ
の
協
会
の
活
動
に
ど
の
よ
う
な
関
わ
り

を
持
っ
て
い
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
229
） 

フ
エ
ラ
ン
『
聖
書
？　

教
会
？
』
林
壽
太
郎
、
一
九
〇
九
年
。
リ
ギ
ョ
ー
ル
（
教

学
研
鑽
和
佛
協
会
訳
）『
ジ
ヤ
ン
ダ
ー
ク
』
教
學
研
鑽
和
佛
協
会
、
一
九
一
〇
年
。

（
230
） 

フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル（
教
学
研
鑽
和
仏
協
会
訳
）『
神
学
及
中
古
哲
学
研
究
の
必
要
』

教
学
研
鑽
和
仏
協
会
、
一
九
一
〇
年
。
鈴
木
習
之
『
葦
の
一
生
』
中
央
出
版
社
、

一
九
六
五
年
、
四
二―

四
三
頁
。

（
231
） 

『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
第
一
集
、
七
二
、
七
四
、
七
六
頁
。
一
方
、
一
九
〇
八

年
に
来
日
し
た
最
初
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
中
に
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
に
対

し
て
好
意
あ
る
態
度
を
取
ら
な
い
者
も
い
た
よ
う
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ア
ン
リ
・

ブ
シ
ェ
ー
（H

enri Boucher

）
は
、あ
る
書
簡
（
一
九
〇
九
年
五
月
三
十
一
日
）
で
、

他
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
振
る
舞
い
を
礼
儀
に
欠
け
る
と
批
判
し
て
い
る
。A

rchivum
 

Rom
anum

 Societatis Iesu, JA
P. 1001 ―V

III, 13.

（
232
） 

新
潟
知
牧
区
（
一
九
一
二
年
）、
名
古
屋
知
牧
区
（
一
九
二
二
年
）
は
神
言
修
道

会
に
、
札
幌
知
牧
区
（
一
九
一
五
年
）
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
に
、
広
島
代
牧
区

（
一
九
二
三
年
）は
イ
エ
ズ
ス
会
に
、宮
崎
知
牧
区（
一
九
三
五
年
）は
サ
レ
ジ
オ
会
に
、

京
都
知
牧
区
（
一
九
三
七
年
）
は
メ
リ
ノ
ー
ル
会
に
そ
れ
ぞ
れ
委
ね
ら
れ
た
。

一
九
二
七
年
、
長
崎
司
教
区
が
初
の
日
本
人
司
教
区
（
早
坂
久
之
助
司
教
）
と
な
っ
た

後
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
は
新
た
に
設
立
さ
れ
た
福
岡
司
教
区
を
担
当
し
、
一
九
三
七

年
、
東
京
大
司
教
区
が
日
本
司
教
区
に
な
っ
た
の
に
伴
い
、
新
設
さ
れ
た
横
浜
司
教
区

が
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
委
託
さ
れ
た
。

（
233
） 

本
論
で
、
こ
の
公
教
青
年
会
に
「
第
二
次
」
と
い
う
名
称
を
用
い
た
の
は
、
前

田
長
太
の
会
長
を
つ
と
め
た
前
代
の
公
教
青
年
会
と
区
別
す
る
た
め
の
便
宜
上
の
も
の

で
あ
り
、
同
時
代
者
が
、
前
田
長
太
時
代
の
青
年
会
を
「
第
一
次
」
と
み
な
し
、
自
ら

の
団
体
を
「
第
二
次
」
と
呼
称
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
本
論
は
、
東
京
の

公
教
青
年
会
の
み
を
扱
っ
て
い
る
が
、
東
京
に
の
み
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
青
年
会
が
設

立
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

（
234
） 

山
本
正
『
父
・
山
本
信
次
郎
伝
』
中
央
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
一
五
四―

一
五
五
頁
。

（
235
） 

内
山
善
一
・
海
老
沢
有
道
「
出
版
事
業
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
第
五
巻
、
冨

山
房
、
一
九
七
七
年
、
八
三
頁
。
キ
リ
シ
タ
ン
史
研
究
者
の
松
崎
実
は
、
ス
タ
イ
シ
ェ

ン
時
代
の
『
声
』
に
関
し
て
、「
日
本
人
の
記
者
は
三
人
あ
る
が
、
其
の
主
要
記
事
の

大
部
分
は
師
の
口
述
に
よ
る
も
の
で
、
師
が
い
ろ
い
ろ
な
変
名
の
下
に
各
種
の
項
目
に

就
て
叙
述
す
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
各
種
の
記
事
の
大
部
分
が
シ
ュ
タ
イ
ヘ
ン
師
と

云
う
一
つ
の
頭
か
ら
出
る
の
で
、
其
の
頭
が
百
科
事
典
を
兼
ね
ざ
る
限
り
、
雑
誌
が
千

篇
一
律
の
無
味
乾
燥
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、ま
た
止
む
を
得
な
い
。

私
な
ど
、「
あ
れ
は
『
声
』
で
は
な
い
、『
溜
息
』
だ
」
な
ん
て
、
よ
く
陰
で
減
ら
ず
口

を
叩
い
た
も
の
だ
」
と
回
想
し
て
い
る
。
松
崎
実
「
切
支
丹
大
名
記
の
著
者　

シ
ュ
タ
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イ
ヘ
ン
師
の
憶
出
（
下
）」『
明
治
文
化
』
第
五
巻
、
第
十
号
、
一
九
二
九
年
、
三
一―

三
二
頁
。

（
236
） 

山
本
信
次
郎
「
カ
ト
リ
ッ
ク
誌
の
過
去
を
顧
み
て
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
第
十
四
巻
、

第
一
号
、
一
九
三
三
年
一
月
、
一―

二
頁
。

（
237
） 

須
田
井
飛
燕
「
青
年
会
の
発
展
策
」『
声
』
第
五
一
七
号
、
一
九
一
八
年
十
二
月
、

二
九―

三
二
頁
。

（
238
） 

小
野
実
「
私
の
弁
明
」『
声
』
第
五
六
八
号
、一
九
二
三
年
三
月
、四
〇―

四
六
頁
。

こ
の
批
判
を
受
け
た
松
崎
（
小
野
）
実
は
、『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
に
協
力
す
る
前
、
ス
タ

イ
シ
ェ
ン
の
指
導
下
で
、
学
生
時
代
の
一
時
期
、『
声
』
の
原
稿
を
書
い
て
い
た
信
者

で
あ
っ
た
。
ス
タ
イ
シ
ェ
ン
の
没
後
、
松
崎
は
神
父
に
関
す
る
回
想
文
を
書
い
て
い
る

が
、『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
の
記
事
で
、
旧
知
の
神
父
か
ら
非
難
を
受
け
た
出
来
事
に
は
触

れ
て
い
な
い
。
松
崎
実
「
切
支
丹
大
名
記
の
著
者　

シ
ュ
タ
イ
ヘ
ン
師
の
憶
出
」『
明

治
文
化
』
第
五
巻
、
第
九
、
十
号
、
一
九
二
九
年
。

（
239
） 

青
山
玄
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
当
時
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
に
は
、「
一

般
社
会
の
動
き
と
共
に
生
き
よ
う
と
す
る
、視
野
の
広
い
多
元
主
義
的
布
教
法
の
欠
如
」

が
み
ら
れ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
青
山
玄
「
明
治
の
カ
ト
リ
ッ
ク
愛
知
・
岐
阜

県
布
教
（
10
）」『
布
教
』
第
二
十
六
巻
、
第
五
号
、
一
九
七
二
年
、
三
一
九
頁
。

（
240
） 

鈴
木
習
之
「
公
教
青
年
会
十
二
年
の
回
顧
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
第
八
巻
、
第
四
号
、

一
九
二
八
年
四
月
、
三
九―

四
〇
頁
。

（
241
） 

山
本
信
次
郎
「
カ
ト
リ
ッ
ク
誌
の
過
去
を
顧
み
て
」、
二―

三
頁
。

（
242
） 

青
山
玄
氏
に
よ
る
と
、
神
田
教
会
の
主
任
司
祭
で
あ
る
ジ
ャ
ン
・
マ
リ
・
シ
ェ

レ
ル
（
パ
リ
外
国
宣
教
会
）
は
、「
第
二
次
」
公
教
青
年
会
の
活
動
初
期
に
は
協
力
し

て
い
た
が
、
後
に
同
会
に
「
少
し
批
判
的
な
態
度
」
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
一
八

年
に
は
総
会
に
顔
を
出
さ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
青
山
玄
「
神
田
教
会
百
年
史
」、

五
九
頁
。

（
243
） A
SCEP, Rubrica 819a, ff1132, 1221―1224. 

前
者
の
山
本
信
次
郎
の
書
簡
は
、

注（
238
）に
あ
げ
た
ス
タ
イ
シ
ェ
ン
に
よ
る
小
野（
松
崎
）実
の
記
事
の
批
判（
一
九
二
三

年
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
書
簡
は
一
九
二
五
年
十
月
二
十
二
日
付
の
も
の

で
あ
る
。

（
244
） 

「
第
一
次
」、「
第
二
次
」
双
方
の
東
京
の
公
教
青
年
会
に
関
わ
り
を
持
っ
た
長
江

邦
四
郎
（
オ
コ
ン
ネ
ル
訪
日
時
に
歓
迎
講
演
会
を
企
画
し
た
学
生
の
一
人
で
、
そ
の

後
、
暁
星
学
校
の
教
師
を
務
め
た
）
は
、
後
年
、
こ
の
「
第
二
次
」
公
教
青
年
会
に
関

し
て
、「
教
会
当
局
か
ら
に
ら
ま
れ
、
そ
の
望
み
通
り
解
散
に
な
っ
た
」
と
語
っ
て
い

る
。
松
風
誠
人
「
追
想
（
二
）
司
教
さ
ま
の
父―

長
江
邦
四
郎
先
生
の
こ
と
」『
声
』

第
一
〇
一
一
号
、
一
九
六
二
年
三
月
、
二
九
頁
。
ま
た
、「
第
二
次
」
公
教
青
年
会
の

名
誉
会
員
で
あ
っ
た
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ヘ
ン
リ
ッ
ク
も
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
司
祭
ら

が
青
年
会
の
活
動
に
好
意
的
で
な
い
こ
と
に
懸
念
を
抱
い
て
い
た
。A

GM
A
R, 098―2

―73, A
lphonse H

einrich à H
. Rousseau, T

ôkyô, 1
er m
ars 1923; 099―3―19, 

A
lphonse H

einrich à H
enri Lebon, T

ôkyô, 6 m
ars 1930; 099―3―89, 

A
lphonse H

einrich à H
enri Lebon, T

ôkyô, 27 m
ai 1931.

（
245
） 

鈴
木
習
之
『
葦
の
一
生
』
中
央
出
版
社
、
一
九
六
五
年
、
六
七
頁
。
ヘ
ン
リ
ッ

ク
は
、
山
本
信
次
郎
の
非
妥
協
的
な
性
格
が
、
青
年
会
の
一
部
会
員
や
パ
リ
外
国
宣
教

会
宣
教
師
ら
と
の
関
係
を
こ
じ
ら
せ
た
と
み
て
い
た
。
ま
た
、
ヘ
ン
リ
ッ
ク
に
よ
る

と
、
山
本
は
岩
下
壮
一
神
父
（
山
本
と
は
暁
星
学
校
の
同
窓
で
、
姻
戚
関
係
に
あ
っ

た
）
と
も
当
時
関
係
が
良
好
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。A

GM
A
R, 099―2―54, 

A
lphonse H

einrich à H
enri Lebon, T

ôkyô, 10 octobre 1928.
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（
246
） 

例
え
ば
、
一
九
二
五
年
に
来
日
し
た
ソ
ー
ブ
ー
ル
・
カ
ン
ド
ウ
は
、
出
版
物
宣

教
の
重
要
性
を
認
め
て
活
発
な
啓
蒙
活
動
を
行
い
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
日
本
の

知
識
階
級
の
間
で
高
い
評
価
を
受
け
た
人
物
で
あ
っ
た
。

（
247
） 

在
日
フ
ラ
ン
ス
人
聖
職
者
の
一
部
は
、
両
世
界
大
戦
間
期
に
至
る
ま
で
、
人
種

的
偏
見
か
ら
自
由
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
文
献
も
存
在
す
る
。
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー

デ
ル
は
、
駐
日
大
使
時
代
の
本
省
宛
て
外
交
報
告（
一
九
二
四
年
十
一
月
三
十
日
）で
、

長
崎
教
区
の
あ
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
宣
教
師
が
日
本
人
司
祭
の
資
質
を
問
題
視
す
る
書

簡
を
彼
に
送
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
、
前
掲
書
、
三
一
〇

―

三
一
一
頁
。
ま
た
、
マ
リ
ア
会
で
、
昭
和
初
期
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
独
占
さ
れ
て
き
た

管
理
職
を
日
本
人
会
員
に
譲
る
こ
と
が
日
程
に
上
っ
た
時
、あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
幹
部
は
、

日
本
人
の
能
力
に
対
す
る
低
評
価
か
ら
、
そ
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
強
硬
に
反
対
し
て

い
た
と
い
う
。
マ
リ
ア
会
日
本
管
区
本
部
編
『
マ
リ
ア
会
日
本
渡
来
八
十
年
』
マ
リ
ア

会
出
版
部
、
一
九
六
八
年
、
二
八
〇―

二
八
一
頁
。

（
248
） 

渋
谷
治
「
我
国
カ
ト
リ
ッ
ク
文
化
政
策
の
過
去
、
現
在
及
び
将
来
の
考
察
（
二
）」

『
カ
ト
リ
ッ
ク
』
第
七
巻
、
第
四
号
、
一
九
二
七
年
四
月
、
三
三
頁
。
渋
谷
治

（
一
九
二
八
年
に
司
祭
叙
階
）
は
、
こ
の
論
考
で
、
従
来
の
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
活
動
が
慈
善
事
業
に
偏
っ
た
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
知
識
人
を
対
象
に
し
た

出
版
物
宣
教
を
活
発
に
行
う
必
要
を
主
張
し
て
い
る
。
た
だ
、
近
代
日
本
の
最
も
優
れ

た
カ
ト
リ
ッ
ク
知
識
人
の
一
人
で
あ
る
岩
下
壮
一
が
一
九
三
〇
年
に
神
山
復
生
病
院
の

院
長
に
就
任
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
知
的
活
動
が
慈
善
活
動

と
全
く
相
容
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
勿
論
な
い
。

（
249
） 

な
お
、
本
論
は
当
該
期
に
お
け
る
日
本
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
大
勢
が
知
識
人

活
動
や
学
問
的
営
為
に
対
し
て
十
分
な
理
解
に
欠
け
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
に
な
っ

た
が
、
そ
れ
は
同
会
に
の
み
あ
て
は
ま
る
特
殊
性
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
阿
部
仲

麻
呂
氏
は
、
あ
る
書
評
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
歴
史
で
は
、「
社
会
活
動
主
義
か
、

信
心
生
活
主
義
か
、
教
会
の
諸
要
素
の
あ
る
一
面
だ
け
が
突
出
し
た
形
で
強
調
さ
れ
す

ぎ
る
あ
ま
り
、
そ
れ
以
外
の
要
素
（
特
に
、
学
問
的
な
営
為
）
が
排
除
さ
れ
た
り
、
ま

る
で
無
価
値
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
た
び
た
び
起
こ
り
得

た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
阿
部
仲
麻
呂
「
書
評
：
今
道
友
信
『
超
越
へ
の
指
標
』」

『
カ
ト
リ
ッ
ク
研
究
』
第
七
十
八
号
、
二
〇
〇
九
年
、
一
五
六
頁
。

（
250
） 

あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
は
、
昭
和
初
期
の
『
声
』
に
寄
せ
た
エ
ッ
セ
イ
で
、
教

会
の
古
老
の
信
者
に
は
神
父
の
人
柄
に
惹
か
れ
て
入
信
し
た
者
が
多
か
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
内
山
善
一「
布
教
雑
考
」『
声
』第
七
二
九
号
、
一
九
三
六
年
、
四
八
頁
。

こ
の
よ
う
な
日
本
人
信
者
の
心
性
の
一
端
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
仙
台
の
養
護
施

設
で
働
く
献
身
的
な
外
国
人
修
道
士
の
姿
に
感
銘
を
受
け
て
、
洗
礼
を
受
け
た
井
上
ひ

さ
し
の
回
想
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
井
上
ひ
さ
し
「
道
元
の
洗

面
」『
さ
ま
ざ
ま
な
自
画
像
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
、
三
三―

三
四
頁
。
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二
代
目
市
川
左
団
次
の
訪
欧
と
「
鳴
神
」

―
一
九
〇
七
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
演
劇
と
一
九
一
〇
年
の
日
本
文
壇
の
関
わ
り
か
ら

東　
　
　

晴　

美

伝
統
芸
能
は
、
そ
れ
ら
が
生
ま
れ
た
前
近
代
の
姿
の
ま
ま
に
伝
承
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
同
時
代
の
演
劇
や
文
芸
と
連
動
し
な
が
ら
、
新
し
い
価
値
観

を
見
い
だ
し
、
前
近
代
の
表
現
を
取
捨
選
択
し
た
り
、
新
し
い
表
現
を
取
り
入

れ
な
が
ら
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
特
に
歌
舞
伎
は
、
現
代
演
劇
の
誕
生

に
戯
曲
、
役
者
、
舞
台
装
置
な
ど
様
々
な
面
で
深
く
関
わ
っ
て
い
る
た
め
に
変

化
も
大
き
い
。

近
代
の
歌
舞
伎
研
究
に
つ
い
て
は
、
明
治
以
降
に
新
作
さ
れ
た
作
品
、
特
に

局
外
者
と
呼
ば
れ
る
文
学
者
が
手
が
け
た
作
品
（
新
歌
舞
伎
）
に
注
目
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、前
近
代
に
初
演
さ
れ
た
作
品
（
純
歌
舞
伎
狂
言（
１
））
も
、

近
代
を
経
て
現
代
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
に
初
演
さ

れ
、
現
代
に
お
い
て
も
中
学
生
や
高
校
生
の
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
な
ど
で
も
上
演

さ
れ
る
機
会
の
多
い
「
鳴
神
」
を
と
り
あ
げ
る
。

「
鳴
神
」
は
明
治
期
に
二
代
目
市
川
左
団
次
（
一
八
八
〇
〜
一
九
四
〇
）
に
よ
っ

て
復
活
上
演
さ
れ
た
。
二
代
目
左
団
次
は
小
山
内
薫
と
と
も
に
自
由
劇
場
を
た

ち
あ
げ
、
近
代
劇
に
も
深
く
関
与
し
た
。
本
稿
で
は
一
九
〇
七
年
の
訪
欧
か
ら

「
鳴
神
」の
復
活
上
演
に
至
る
期
間
の
二
代
目
市
川
左
団
次
の
活
動
を
検
証
し
、

前
近
代
の
作
品
が
現
代
に
継
承
さ
れ
る
過
程
で
、
近
代
の
知
識
が
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

一　
「
鳴
神
」
の
復
活
上
演
と
二
代
目
市
川
左
団
次

「
鳴
神
」
の
物
語
の
背
景
は
、
朝
廷
が
皇
子
誕
生
の
祈
祷
を
鳴
神
上
人
に
依

頼
し
、
皇
子
が
誕
生
す
れ
ば
戒
壇
を
授
け
る
と
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
約
束
を

破
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
朝
廷
を
恨
ん
だ
鳴
神
上
人
は
呪
法
で
竜
神
を
滝
壺
に

封
じ
込
め
た
た
め
、
都
は
旱
魃
に
苦
し
め
ら
れ
る
。
舞
台
は
、
滝
壺
で
勤
行
に

励
む
鳴
神
上
人
の
も
と
へ
、
絶
世
の
美
女
雲
の
絶
間
姫
が
朝
廷
か
ら
送
り
込
ま

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
雲
の
絶
間
姫
は
手
練
手
管
で
鳴
神
上
人
を
籠
絡
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し
、
つ
い
に
鳴
神
上
人
の
呪
法
を
破
る
。
騙
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
鳴
神
上
人

は
、
憤
怒
の
体
で
雲
の
絶
間
姫
の
あ
と
を
追
っ
て
い
く
。

「
鳴
神
」
劇
は
、
初
代
市
川
団
十
郎
（
一
六
六
〇
〜
一
七
〇
四
）
が
十
七
世
紀

末（
２
）
に
手
が
け
、
二
代
目
市
川
団
十
郎
（
一
六
八
八
〜
一
七
五
八
）
に
よ
っ
て
現

在
の
舞
台
に
直
接
つ
な
が
る
定
型
が
出
来
上
が
っ
た
。
そ
の
後
も
、
市
川
家
の

代
々
が
手
が
け
、
江
戸
後
期
に
活
躍
し
た
七
代
目
市
川
団
十
郎
（
一
七
九
一
〜

一
八
五
九
）
が
「
歌
舞
妓
十
八
番
之
内
」
と
し
て
「
鳴
神
」
を
上
演
し
た
。

こ
の
よ
う
な
上
演
史
か
ら
、
現
代
に
お
け
る
「
鳴
神
」
は
、
市
川
家
が
初
代

か
ら
連
綿
と
伝
え
て
き
た
、
上
方
の
和
事
に
対
す
る
江
戸
の
荒
事
を
象
徴
す
る

作
品
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
事
が
多
い
。

し
か
し
、
現
代
上
演
さ
れ
る
「
鳴
神
」
に
直
接
つ
な
が
る
台
本
は
、
二
代
目

市
川
団
十
郎
が
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
上
方
で
「
雷
神
不
動
北
山
桜
」

と
し
て
上
演
し
た
時
の
も
の
で
あ
る
。「
雷
神
不
動
北
山
桜
」
は
、
早
雲
王
子

の
皇
位
継
承
問
題
と
都
の
旱
魃
を
背
景
に
、
雨
乞
小
町
の
伝
説
に
関
連
し
て
小

野
家
の
お
家
騒
動
の
物
語
が
展
開
す
る
。
こ
の
小
野
家
の
お
家
騒
動
の
物
語
か

ら
、
歌
舞
伎
十
八
番
の
「
毛
抜
」
が
生
ま
れ
、
本
作
の
結
末
で
不
動
明
王
の
霊

験
の
場
面
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
同
じ
く
歌
舞
伎
十
八
番
の
「
不
動
」
も
生
ま
れ

た
。
上
方
で
初
演
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
近
世
期
で
は
「
雷
神
不
動
北
山
桜
」は
、

江
戸
以
外
に
も
大
坂
や
京
都
で
も
度
々
上
演
さ
れ
て
き
た（

３
）。
現
代
に
お
い
て

「
鳴
神
」
が
江
戸
歌
舞
伎
や
、
荒
事
と
関
連
づ
け
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
七
代
目
団
十
郎
が
歌
舞
伎
十
八
番
と
し
て
上
演
し
た
こ
と
と
関

連
す
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、「
鳴
神
」
は
八
代
目
団
十
郎
が
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
上
演

さ
れ
た
後
、
九
代
目
団
十
郎
が
手
が
け
な
か
っ
た
た
め
に
、
長
ら
く
上
演
が
絶

え
て
い
た
。
そ
し
て
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
二
代
目
市
川
左
団
次

に
よ
っ
て
約
六
十
年
ぶ
り（
４
）に
復
活
上
演
さ
れ
た
。
六
十
年
の
空
白
は
、
左
団
次

は
も
と
よ
り
、
左
団
次
の
周
囲
に
も
八
代
目
団
十
郎
の
「
鳴
神
」
に
立
ち
会
っ

た
役
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
左
団
次
は
復
活
上
演
に
あ

た
っ
て
、
八
代
目
団
十
郎
の
芸
を
継
承
す
る
の
で
は
な
く
、
敢
え
て
二
百
年
以

上
前
の
二
代
目
団
十
郎
が
上
演
し
た
時
の
台
本
を
土
台
に
し
た（
５
）。

明
治
四
十
三
年
の
「
鳴
神
」
の
復
活
は
、
近
世
期
の
「
鳴
神
」
か
ら
近
代
へ

の
「
鳴
神
」
へ
の
転
換
期
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
二
代
目
市
川
左
団
次
に

と
っ
て
も
大
き
な
変
化
の
時
期
で
あ
っ
た
。

二
代
目
左
団
次
は
、初
代
左
団
次
の
実
子
と
し
て
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）

に
生
ま
れ
る
。
父
の
初
代
左
団
次
は
、
九
代
目
市
川
団
十
郎
、
五
代
目
尾
上
菊

五
郎
と
と
も
に
、「
団
菊
左
」
と
称
さ
れ
た
明
治
時
代
の
名
優
で
あ
る
。
一
方
、

明
治
十
七
年
に
市
川
ぼ
た
ん
と
し
て
初
舞
台
を
踏
ん
だ
二
代
目
左
団
次
は
父
で

あ
る
初
代
左
団
次
の
存
命
中
は
、
な
か
な
か
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
父
子
と
も
に
そ
の
芸
風
は
、「
踊
り
は
不
得
手
」
で
「
型
物
は
い
け
な
か

つ
た（
６
）」
と
評
さ
れ
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
前
近
代
か
ら
上
演
さ
れ
て
き
た
演
目

（
純
歌
舞
伎
狂
言
や
義
太
夫
狂
言
）
は
得
意
で
は
な
か
っ
た
。
名
門
の
御
曹
司
で

あ
る
左
団
次
は
、
歌
舞
伎
役
者
と
し
て
訓
練
さ
れ
た
肉
体
を
持
ち
な
が
ら
も
、
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江
戸
時
代
以
来
上
演
さ
れ
て
い
る
作
品
は
う
ま
く
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

未
だ
役
者
と
し
て
独
り
立
ち
が
で
き
て
い
な
い
状
態
の
明
治
三
十
七
年
（
一
九

〇
四
）
に
初
代
左
団
次
が
没
す
。
前
年
に
は
五
代
目
菊
五
郎
、
九
代
目
団
十
郎

が
相
次
い
で
没
し
て
お
り
、
初
代
左
団
次
が
没
し
た
こ
と
に
よ
り
明
治
の
歌
舞

伎
の
終
焉
と
ま
で
当
時
は
考
え
ら
れ
た
。
父
が
残
し
た
明
治
座
と
莫
大
な
借
金

を
負
っ
た
二
代
目
左
団
次
（
当
時
、
市
川
莚
升
）
は
、
伝
統
的
な
演
目
だ
け
で

な
く
、
近
松
作
品
の
研
究
上
演
や
翻
訳
物
を
手
が
け
る
こ
と
に
新
機
軸
を
見
い

だ
し
て
い
た
。

明
治
三
十
九
年
九
月
、
二
代
目
左
団
次
を
襲
名
す
る
。
こ
の
襲
名
披
露
興
行

が
大
当
た
り
し
、
収
益
金
を
手
に
左
団
次
は
、
こ
の
年
の
十
二
月
か
ら
約
八
ヶ

月
の
洋
行
を
す
る
。
帰
国
後
、
明
治
四
十
一
年
に
明
治
座
で
洋
行
の
成
果
を
披

露
す
る
改
革
興
行
に
着
手
す
る
。
翌
明
治
四
十
二
年
に
は
小
山
内
薫
と
提
携
し

自
由
劇
場
を
発
足
さ
せ
、
同
年
の
十
一
月
に
第
一
回
自
由
劇
場
試
演
を
行
う
。

左
団
次
は
、
歌
舞
伎
に
お
い
て
も
、
新
劇
に
お
い
て
も
新
た
な
取
り
組
み
に
着

手
し
た
明
治
四
十
三
年
五
月
に
、
明
治
座
で
「
鳴
神
」
の
復
活
上
演
を
手
が
け

る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
鳴
神
」
の
復
活
上
演
と
同
時
並
行
で
、
自
由
劇
場
の
第

二
回
試
演
の
稽
古
が
行
わ
れ
て
お
り
、
五
月
二
十
八
日
の
初
演
を
前
に
し
た
舞

台
稽
古
で
左
団
次
は
過
労
で
卒
倒
し
た（

７
）。

こ
れ
ま
で
、
二
代
目
左
団
次
に
つ
い
て
は
、
岡
本
綺
堂
に
よ
る
「
修
善
寺
物

語
」
な
ど
の
新
歌
舞
伎
と
、
小
山
内
薫
と
提
携
し
た
新
劇
と
の
二
つ
の
流
れ
の

中
で
論
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十
三
年
に
お
け
る
二
代
目
左
団

次
は
、
歌
舞
伎
と
新
劇
の
両
方
に
お
い
て
、
欧
州
で
吸
収
し
た
「
何
か
」
を
咀

嚼
し
表
現
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
。

ま
た
、「
鳴
神
」
は
十
七
世
紀
か
ら
市
川
家
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
荒

事
を
象
徴
す
る
作
品
と
解
説
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
二
代
目
左
団
次
と
い
う

視
点
か
ら
見
る
と
、
ま
さ
に
、
近
代
に
お
け
る
西
洋
の
芸
術
と
の
交
流
の
さ
な

か
に
生
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
、
二
代
目
左
団
次
は
明
治
四
十
年
の
欧
州
で
何
を
み
て
、
何
を
感
じ
て

き
た
の
だ
ろ
う
か
。

二　

松
居
松
葉
と
の
訪
欧

二
代
目
左
団
次
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
松
居
松
葉
と
と
も
に
欧

米
を
め
ぐ
っ
た
。
左
団
次
に
つ
い
て
は
小
山
内
薫
と
の
提
携
で
触
れ
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
左
団
次
は
、
ま
ず
松
居
松
葉
を
通
し
て
西
洋
の
演
劇
に
出
会
っ

た
。松

居
松
葉
（
一
八
七
〇
〜
一
九
三
三
）
は
、
熱
狂
的
な
九
代
目
市
川
団
十
郎

の
フ
ァ
ン
で
、
後
に
、
坪
内
逍
遥
の
門
下
生
と
な
り
『
早
稲
田
文
学
』
の
創
刊

（
明
治
二
十
四
年
）
に
あ
た
っ
て
編
集
の
一
員
に
加
え
ら
れ
た
。
明
治
二
十
八
年

に
は
そ
の
語
学
力
を
買
わ
れ
中
央
新
聞
の
翻
訳
を
担
当
す
る
の
ち
、
劇
評
を
担

当
す
る
よ
う
に
な
り
、
報
知
新
聞
、
万
朝
報
で
も
劇
評
を
担
当
す
る
傍
ら
、
脚

本
や
小
説
を
執
筆
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
ゾ
ラ
や
モ
リ
エ
ー
ル
な
ど
の
翻

案
や
翻
訳
を
し
、
新
派
で
上
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
明
治
三
十
二
年
（
一
八
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九
九
）
に
「
悪
源
太
」
を
報
知
新
聞
に
連
載
し
、
初
代
市
川
左
団
次
の
た
め
に

脚
色
し
、
舞
台
で
上
演
さ
れ
た
。
こ
れ
は
歌
舞
伎
界
の
作
者
部
屋
で
作
者
と
し

て
の
修
行
を
つ
ま
な
い
局
外
者
の
作
品
が
、
添
削
を
加
え
ら
れ
ず
に
舞
台
に
か

け
ら
れ
た
嚆
矢
と
さ
れ
て
い
る（
８
）。
明
治
三
十
七
年
に
初
代
市
川
左
団
次
が
没
し

た
後
、
二
十
三
歳
で
明
治
座
を
背
負
っ
た
二
代
目
左
団
次
の
相
談
役
と
な
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、こ
の
頃
の
左
団
次
は
役
者
と
し
て
の
評
価
が
芳
し
く
な
く
、

翻
案
・
翻
訳
物
を
手
が
け
る
な
ど
新
機
軸
を
求
め
て
い
た
が
、
松
葉
は
ユ
ー

ゴ
ー
の
「
エ
ル
ナ
ニ
」
や
、
シ
ラ
ー
「
瑞
西
義
民
伝
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
テ
ル
）」
を

明
治
三
十
八
年
に
提
供
し
た
。

松
居
松
葉
は
、
明
治
三
十
九
年
四
月
に
欧
州
演
劇
研
究
の
た
め
に
出
発
。
同

年
十
二
月
に
横
浜
を
出
発
し
た
左
団
次
と
明
治
四
十
年
二
月
に
マ
ル
セ
イ
ユ
で

合
流
し
た
。
二
人
は
時
間
の
許
す
限
り
多
く
の
舞
台
を
観
た
が
、
左
団
次
は
、

事
前
に
松
葉
に
脚
本
を
読
ん
で
も
ら
い
、
粗
筋
を
聞
い
て
か
ら
観
劇
に
臨
み
、

観
劇
中
は
お
互
い
一
言
も
口
を
き
か
な
い
約
束
を
し
て
観
た
と
い
う（

９
）。
こ
の
よ

う
に
、
左
団
次
の
明
治
四
十
年
の
洋
行
は
、
松
居
松
葉
と
い
う
水
先
案
内
人
に

よ
っ
て
導
か
れ
、
松
居
松
葉
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
み
た
、
西
欧
の
演
劇
で

あ
っ
た
。

で
は
、
左
団
次
が
み
た
西
欧
の
演
劇
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

左
団
次
と
松
葉
が
欧
州
で
体
験
し
た
資
料
は
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
が
、

左
団
次
が
明
治
四
十
年
八
月
七
日
に
帰
国
し
た
直
後
の
八
月
二
十
三
日
の
夜
に

小
山
内
薫
と
話
し
合
っ
た
こ
と
が
、
雑
誌
『
歌
舞
伎
』
に
掲
載
さ
れ
る
。
こ
の

記
事
は
、
一
年
後
に
、
小
山
内
の
演
劇
論
を
ま
と
め
た
『
演
劇
新
潮
』
に
収
め

ら
れ
る
。
こ
の
本
が
出
版
さ
れ
た
の
が
、
自
由
劇
場
を
始
め
る
約
一
年
前
で
あ

る）
10
（

。
新
し
い
演
劇
を
求
め
な
が
ら
、
現
状
の
新
劇
運
動
に
不
満
を
抱
き
、
も
が

い
て
い
る
小
山
内
が
ど
ん
欲
に
西
欧
の
実
態
を
掴
も
う
と
矢
継
ぎ
早
の
質
問
を

左
団
次
に
ぶ
つ
け
て
い
る
。
一
方
、
左
団
次
は
、
歌
舞
伎
の
演
目
で
自
身
の
表

現
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
状
況
を
打
破
し
た
い
と
の
思
い
を
抱
き
な
が
ら
欧
州

で
体
験
し
て
き
た
こ
と
を
興
奮
を
も
っ
て
伝
え
て
い
る
。
左
団
次
が
西
欧
で
見

て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
左
団
次
の
晩
年
の
芸
談
や
、
没
後
の
回
顧
録
に
も

詳
細
に
出
て
い
る
が
、
洋
行
直
後
の
興
奮
は
、
こ
の
小
山
内
と
の
対
談
が
生
々

し
く
伝
え
て
い
る
。

左
団
次
は
、
い
わ
ゆ
る
演
劇
だ
け
で
な
く
、
オ
ペ
ラ
、
レ
ビ
ュ
ー
な
ど
、
時

間
の
許
す
限
り
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
舞
台
を
観
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
観
劇
と
役

者
と
の
交
流
、
演
劇
学
校
の
訪
問
を
通
し
て
様
々
な
も
の
を
得
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
帰
国
直
後
の
左
団
次
と
小
山
内
の
対
談
で
言
及
し
、
そ
の
後
の
自
伝
等）

11
（

で
も
再
三
触
れ
た
左
団
次
に
と
っ
て
印
象
深
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
い
く
つ
か

紹
介
し
た
い
。

フ
ラ
ン
ス

ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
女
優
サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
（Sarah Bernhardt, 

一
八
四
四
〜
一
九
二
三
）
に
会
っ
て
い
る
。
サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
、
一
八
七
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〇
年
頃
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
名
声
を
得
て
お
り
、
左
団
次
が
会
っ
た
頃
は
大
女

優
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ）
12
（

や
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ま
で
世
界
ツ
ア
ー
を
し
て
、
観
客
を
呼
べ
る
役
者
で
あ
っ
た
。
左
団

次
ら
は
彼
女
の
出
演
し
た
舞
台
を
見
た
上
で
楽
屋
で
取
材
を
し
て
い
る
。
こ
の

折
に
左
団
次
を
驚
嘆
さ
せ
た
の
は
、
稽
古
日
数
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
役
者
は
稽
古
を
六
十
日
か
七
十
日
し
か
し
な
い
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス

の
劇
は
荒
削
り
だ
と
評
し
、
自
分
は
稽
古
に
大
抵
百
五
十
日
位
を
費
や
す
と
述

べ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
左
団
次
は
、「
日
本
の
役
者
の
稽
古
な
ぞ
は
、
全ま

る

で
木

材
を
そ
の
儘
転
が
し
て
置
く
の
と
同
じ
」
だ
と
し
、
西
洋
の
役
者
が
ど
れ
ほ
ど

芸
に
熱
心
で
あ
る
か
を
語
っ
て
い
る）

13
（

。

歌
舞
伎
の
場
合
、
役
者
の
訓
練
に
長
い
年
月
を
か
け
、
歌
舞
伎
の
動
き
を
身

に
つ
け
る
。
作
品
の
中
の
登
場
人
物
の
動
き
は
、
師
匠
や
先
輩
役
者
の
出
演
作

品
を
舞
台
袖
で
盗
み
、
例
え
ば
泣
く
演
技
一
つ
と
っ
て
も
、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
あ
わ
せ
た
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
身
に
つ
け
る
。
ま
た
、
再
演
が
繰

り
返
さ
れ
る
作
品
は
、
台
詞
や
段
取
り
も
訓
練
の
プ
ロ
セ
ス
で
頭
に
入
っ
て
い

る
場
合
も
多
い
。
各
々
の
作
品
の
稽
古
は
、
こ
れ
ら
の
訓
練
で
身
に
つ
け
た
歌

舞
伎
の
動
き
や
台
詞
回
し
を
作
品
の
解
釈
に
あ
わ
せ
て
調
整
を
す
る
。
そ
の
た

め
に
、
稽
古
日
数
は
ご
く
短
い
期
間
で
初
日
を
迎
え
る
。
近
代
に
入
っ
て
、
翻

案
物
や
新
歌
舞
伎
な
ど
こ
れ
ま
で
の
訓
練
で
獲
得
し
た
身
体
の
動
き
や
台
詞
ま

わ
し
で
は
対
応
で
き
な
い
作
品
の
上
演
が
相
次
ぐ
が
、
一
回
の
公
演
が
こ
の
よ

う
な
新
作
と
再
演
を
繰
り
返
し
て
い
る
作
品
と
が
混
在
し
た
構
成
で
、
し
か
も

矢
継
ぎ
早
に
次
の
公
演
を
う
つ
た
め
に
、
新
作
に
十
分
な
稽
古
の
時
間
が
割
く

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
松
葉
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
問
題
視
し
、
改
革
の
必

要
性
を
説
い
て
い
る）

14
（

。

ま
た
、
後
年
の
左
団
次
の
自
伝
で
は
、「
日
本
に
は
（
何
百
年
間
の
伝
統
を
持

つ
た
歌
舞
伎
劇
は
別
と
し
て
）
稽
古
を
百
五
十
日
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
や
う

な
立
派
な
骨
組
の
芝
居
が
無
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
当
時
は
思
は
せ
ら
れ

た
」
と
回
顧
し
て
い
る）
15
（

。
左
団
次
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
単
な
る
役
者
の
芸

の
取
り
組
み
の
姿
勢
だ
け
で
な
く
、
立
派
な
作
品

4

4

4

4

4

作
り
の
た
め
の
稽
古
で
あ
っ

た
。
松
居
松
葉
も
同
様
に
感
じ
て
い
た
よ
う
で
、
後
年
、
洋
行
し
て
演
劇
を
学

ぶ
目
的
は
「
百
日
の
準
備
を
経
た
後
に
、
は
じ
め
て
初
日
を
出
す
様
な
立
派
な

芝
居
を
上
場
す
る
其
手
段
を
研
究
す
る
」
た
め
で
あ
る
と
述
べ）
16
（

、
立
派
な
芝
居

を
つ
く
る
た
め
に
十
分
な
準
備
期
間
の
必
要
性
を
力
説
し
て
い
る
。

ポ
ー
ト
・
サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
劇
場
で
は
「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
・
ド
・
パ
リ
」
を

観
劇
し
、
左
団
次
は
、
様
式
的
な
演
技
の
幕
切
れ
に
歌
舞
伎
と
の
共
通
点
を
見

い
だ
し
て
い
る
。
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
の
副
司
教
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ロ
ロ
が
聖

職
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
美
し
い
ジ
プ
シ
ー
の
娘
エ
ス
メ
ラ
ル
ダ
を
口

説
く
が
拒
ま
れ
、
エ
ス
メ
ラ
ル
ダ
を
処
刑
す
る
場
面
で
、
左
団
次
は
「
坊
さ
ん

の
ク
ロ
ウ
ド
・
フ
ロ
ロ
が
エ
ス
メ
ラ
ル
ダ
を
口
説
い
て
刎
ね
ら
れ
た
後
、
一
睨

み
大
く
睨
ん
で
引
込
む
処
な
ぞ
は
大
芝
居
で
し
た
」
と
述
べ
て
い
る）

17
（

。
大
芝
居

と
は
、
劇
場
の
規
模
を
指
す
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
歌
舞
伎
の
演
技
内

容
を
批
評
す
る
言
葉
で
、
演
技
が
大
き
い
、
迫
力
の
あ
る
演
技
、
特
に
、
様
式
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的
に
形
で
見
せ
る
演
技
を
指
す
。
こ
の
左
団
次
の
発
言
を
聞
い
た
小
山
内
が
西

洋
の
芝
居
は
幕
切
れ
が
い
い
と
述
べ
る
の
を
う
け
て
、
左
団
次
は
「
殆ほ

と

ん
ど
木

（
柝
：
筆
者
注
）
を
打
た
ぬ
ば
か
り
で
す
。
ち
ゃ
ん
と
何
処
で
幕
を
下
す
と
云
ふ

型
が
極き
ま

つ
て
居
る
の
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
左
団
次
は
、
フ
ロ
ロ
役
の
役
者

の
睨
む
芸
に
、
歌
舞
伎
の
幕
切
れ
で
、
主
役
が
大
見
得
を
切
り
、
拍
子
木
の
音

（
柝
の
音
）
が
入
る
場
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
様
式
的
な
演
技
が

写
実
的
な
演
技
と
矛
盾
な
く
併
存
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
左
団
次
は
自
由
劇
場
で
上
演
す
る
よ
う
な
現
代
演
劇
だ
け
で
な
く
、

歌
舞
伎
の
舞
台
の
可
能
性
を
も
探
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

ド
イ
ツ

ド
イ
ツ
で
は
、
左
団
次
に
先
行
し
て
イ
ギ
リ
ス
滞
在
し
て
い
た
松
居
松
葉
が

知
己
を
得
た
イ
ギ
リ
ス
の
俳
優
ビ
ア
ボ
ー
ム
・
ト
リ
ー
が
ド
イ
ツ
公
演
に
出
演

す
る
の
で
招
待
さ
れ
て
い
た
た
め
に
英
国
、
ド
イ
ツ
の
芝
居
関
係
者
と
の
交
流

で
忙
殺
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
表
現
主
義
の
舞
台
に
触
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
座
で
は
マ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
演
出
で
「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
」

を
観
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
俳
優
、
演
出
家
、
劇
場
経
営
者
の

マ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
（M

ax Reinhardt

、
一
八
七
三
〜
一
九
四
三
）
は
、

印
象
派
、
象
徴
主
義
の
演
劇
を
上
演
し
、
照
明
デ
ザ
イ
ン
の
革
新
や
音
楽
や
美

術
に
特
色
が
あ
る
。
一
九
〇
五
年
に
ド
イ
ツ
座
の
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
と
な
り
、
一
九
〇
六
年
に
は
ド
イ
ツ
座
に
小
劇
場
を
併
設
し
小
劇
場
運
動

の
先
駆
と
な
る
。
左
団
次
が
観
た
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
は
、
ち
ょ
う
ど
自
分
が
自
由

に
芝
居
を
つ
く
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整
え
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

一
九
〇
六
年
に
は
ヴ
ェ
ー
デ
キ
ン
ト
の
「
春
の
め
ざ
め
」
の
演
出
を
手
が
け
、

客
席
と
舞
台
の
間
の
境
目
を
な
く
す
な
ど
の
斬
新
な
取
り
組
み
は
、
代
表
作
の

一
つ
と
な
っ
た
。

こ
の
「
春
の
め
ざ
め
」
の
再
演
を
左
団
次
は
小
劇
場
で
観
て
い
る
。
ド
イ
ツ

表
現
主
義
、
不
条
理
劇
の
先
駆
者
と
い
わ
れ
て
い
る
ヴ
ェ
ー
デ
キ
ン
ト（Frank 

W
edekind

、
一
八
六
四
〜
一
九
一
八
）
に
つ
い
て
、
小
山
内
は
「
お
そ
ら
く
今

日
本
で
ヱ
デ
キ
ン
ト
の
作
を
読
ん
だ
人
は
、
森
鷗
外
先
生
位
な
も
ん
だ
ろ
う
。

僕
も
先
生
の
書
い
た
も
の
で
、
ヱ
デ
キ
ン
ト
の
名
を
知
っ
た
の
だ
」
と
あ
り
、

左
団
次
に
見
せ
て
貰
っ
た
資
料
の
作
品
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
「
春
の
眼
覚
め
」
と

小
山
内
が
邦
訳
を
つ
け
て
い
る）

18
（

。
左
団
次
は
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
演
出
の
「
春

の
め
ざ
め
」
を
観
て
紹
介
し
た
最
初
期
の
日
本
人
の
一
人
と
い
っ
て
も
よ
い
だ

ろ
う
。

ま
た
、
同
じ
小
劇
場
で
は
、
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
「
ア
グ
ラ
ヴ
ェ
ー
ヌ
と
セ

リ
セ
ッ
ト
」
を
ゴ
ー
ド
ン
・
ク
レ
イ
グ
が
手
が
け
た
舞
台
美
術
で
観
て
い
る
。

ゴ
ー
ド
ン
・
ク
レ
イ
グ
（Gordon Craig, 1872

〜1966

）
が
一
九
一
一
年
に
モ

ス
ク
ワ
芸
術
座
で
試
み
た
斬
新
な
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
舞
台
装
置
は
演
劇
史
で
も
重

要
と
さ
れ
て
い
る
。
左
団
次
も
、
ク
レ
イ
グ
の
舞
台
の
様
子
を
細
や
か
に
記
憶

し
、
小
山
内
に
伝
え
て
い
る
。
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一
切
背
景
の
絵
を
用
ゐ
ず
、
総
て
種
々
な
布き
れ

を
ぶ
ら
下
げ
た
だ
け
で
、

そ
こ
の
景
色
を
彷
彿
さ
せ
る
の
で
す
。
例
へ
ば
森
の
景
な
ぞ
で
は
、
緑
色

を
し
た
天び

鵞ろ
う
ど絨
の
濃
い
の
や
淡う
す

い
の
を
巧
み
に
配
合
し
て
ぶ
ら
下
げ
て
、

そ
の
奥
の
方
に
強
い
電
気
の
光
り
を
只た

つ

た
一
つ
点
け
る
と
云
ふ
や
う
な
事

を
す
る
の
で
す）

19
（

こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
新
し
い
演
劇
に
触
れ
、大
い
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
も
、

表
現
主
義
の
演
劇
が
本
格
的
に
日
本
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
の
は
、大
正
の
後
半
、

築
地
小
劇
場
に
な
っ
て
か
ら
で）

20
（

、
当
時
の
左
団
次
が
注
目
し
た
の
は
小
劇
場
の

観
客
の
態
度
や
、
対
話
劇
の
迫
力
で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
小
劇
場
の
観
客
は
、
一
幕
中
の
好
い
処
が
来
て
も
、
幕
が
閉
ま
っ

て
も
、
芝
居
が
終
わ
っ
て
も
拍
手
を
せ
ず
、
幕
間
に
も
決
し
て
高
い
声
で
は
話

を
せ
ず
、「
黙
つ
て
来
て
、
静
か
に
見
て
、
黙
つ
て
帰
る
」
の
が
不
思
議
で
あ
っ

た
と
し
て
い
る）
21
（

。
後
年
、「（
ド
イ
ツ
の
）
観
客
の
真
摯
な
態
度
を
見
た
時
に
は

「
か
べ
す
」
と
称
し
て
菓
子
と
弁
当
と
寿
司
と
を
頬
張
り
な
が
ら
、
盃
の
献
酬

を
し
な
が
ら
、
座
布
団
に
落
ち
た
煙
草
の
焼
焦
し
を
揉
み
消
し
な
が
ら
、
下
足

札
で
桝
の
仕
切
を
叩
き
な
が
ら
見
物
し
て
ゐ
る
日
本
の
観
客
が
不
思
議
の
や
う

に
さ
へ
思
は
れ
て
き
た
」
と
述
懐
し
て
い
る）
22
（

。
左
団
次
は
、
新
し
い
演
劇
の
試

み
の
た
め
に
は
、
サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
に
触
発
さ
れ
た
十
分
に
時
間
を
か
け
て

準
備
し
た
舞
台
作
り
だ
け
で
な
く
、
観
客
を
育
て
る
こ
と
の
必
要
性
も
感
じ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ド
イ
ツ
で
観
た
レ
ッ
シ
ン
グ
座
の
「
社
会
の
柱
」（
イ
プ
セ
ン
）、「
夜
の
宿
」

（
ゴ
ー
リ
キ
）
に
つ
い
て
は
、「
当
時
の
我
々
に
と
つ
て
は
全
く
驚
異
と
も
云
ふ

べ
き
殆
ど
対
話
ば
か
り
の
芝
居
で
あ
つ
た
が
、
然
も
些
か
も
飽
き
る
と
い
ふ
こ

と
は
無
く
、
其
迫
力
に
た
ゞ
〴
〵
心
か
ら
打
た
れ
た
の
で
あ
つ
た
」
と
後
年
述

べ
て
い
る）

23
（

。
対
話
劇
に
つ
い
て
、
西
洋
の
役
者
は
、
言
葉
の
わ
か
ら
な
い
左
団

次
で
さ
え「
厭
き
ず
に
見
て
居
ら
れ
る
ほ
ど
巧
く
演
ず
る
だ
け
の
技
量
が
あ
る
」

と
の
べ
、
説
得
力
の
あ
る
台
詞
劇
を
演
じ
る
役
者
の
表
現
術
へ
の
関
心
を
示
し

て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
滞
在
時
期
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
祭
と
重
な
り
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
を
多
く
見
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の
「
沈

鐘
」や
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
の「
運
命
の
人
」「
地
獄
に
お
け
る
ド
ン
・
フ
ァ

ン
」（「
人
と
超
人
」
の
三
幕
目
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
精
力
的
な
観
劇
の

間
に
、
演
劇
人
と
の
交
流
も
盛
ん
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
名
優
ビ
ア
ボ
ー
ム
・
ト
リ
ー
が
一
九
〇
四
年
に
設
立
し
た

演
劇
学
校
に
約
三
週
間
通
い
、
表
情
術
、
発
声
法
を
特
に
学
ん
だ
。
様
々
な
学

科
が
あ
る
う
ち
、
限
ら
れ
た
滞
在
期
間
に
こ
の
二
つ
を
学
ぶ
こ
と
を
す
す
め
た

の
も
、
松
居
松
葉
で
あ
っ
た）
24
（

。
松
葉
に
よ
れ
ば
、
左
団
次
は
帰
国
間
際
に
は

「
技
量
の
非
凡
な
の
に
一
驚
」
す
る
ほ
ど
に
進
歩
し
た
と
い
う）
25
（

。
ま
た
、
左
団

次
に
よ
れ
ば
そ
の
他
に
聞
き
た
い
こ
と
も
あ
っ
て
表
情
術
の
教
師
の
処
へ
も
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い
っ
た
と
あ
る）
26
（

。
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
左
団
次
の
没

後
に
出
版
さ
れ
た
松
居
松
葉
の
息
子
、
松
居
桃
楼
に
よ
る
『
市
川
左
団
次
』
に

は
、
左
団
次
が
俳
優
学
校
の
経
験
で
最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
デ
ル
サ
ル
ト

の
俳
優
術
の
定
義
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
デ
ル
サ
ル
ト
（Franois 

D
elsarte

、
一
八
一
一
〜
一
八
七
一
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
・
舞
踊
教
師
で
、

デ
ル
サ
ル
ト
の
メ
ソ
ッ
ド
は
、
イ
サ
ド
ラ
・
ダ
ン
カ
ン
や
テ
ッ
ド
・
シ
ョ
ー
ン

な
ど
の
舞
踊
家
に
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
左
団
次
は
、
デ
ル
サ
ル

ト
の
メ
ソ
ッ
ド
を
フ
ラ
ン
ス
で
修
行
し
た
ア
ー
ル
と
い
う
女
性
の
教
師
か
ら
表

情
術
を
学
ん
で
お
り
、
デ
ル
サ
ル
ト
の
俳
優
術
の
定
義
も
ア
ー
ル
女
史
か
ら
学

ん
で
い
る
。
ア
ー
ル
女
史
は
、
胸
に
つ
け
て
い
た
一
輪
の
薔
薇
の
花
に
例
え
て

説
明
し
た
と
い
う
。
松
居
桃
楼
に
よ
る
『
市
川
左
団
次
』
に
は
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る）

27
（

。

「
こ
の
花
を
見
て
、
先
づ
第
一
に
美
し
い
と
云
ふ
事
を
感
じ
る
事
が
出

来
な
か
つ
た
ら
、
あ
な
た
は
詩
を
感
じ
る
事
の
出
来
な
い
人
で
あ
る
か
ら

今
後
い
く
ら
勉
強
を
し
て
も
、と
て
も
立
派
な
芸
術
家
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

今
直
ぐ
に
も
芸
術
家
を
お
や
め
な
さ
い
。
然
し
此
花
を
見
て
瞬
間
に
美
し

い
と
感
じ
た
か
ら
と
い
つ
て
そ
れ
で
芸
術
家
と
な
り
得
る
資
格
が
充
分
あ

る
と
云
ふ
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
薔
薇
の
花
を
見
て
『
美
し
い
』
と
感
じ

た
其
喜
び
を
己
一
人
の
も
の
と
し
ず
に
、
や
が
て
第
三
者
に
其
喜
び
を
伝

へ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
情
熱
が
あ
つ
て
こ
そ
、
始
め
て
芸
術
家
と
云
ひ
得

る
の
で
す
。
其
『
美
し
い
』
と
い
う
感
じ
を
線
や
色
で
紙
に
写
せ
ば
絵
画

と
な
り
、
音
で
表
は
せ
ば
音
楽
と
な
り
、
文
字
で
現
せ
ば
文
学
と
な
り
ま

す
。
其
場
合
大
切
な
事
は
薔
薇
の
花
の
『
美
し
さ
』
を
如
何
に
有
り
の
儘

に
第
三
者
に
伝
へ
る
か
と
云
ふ
事
で
、
決
し
て
薔
薇
の
花
の
形
や
色
彩
を

其
の
儘
写
す
と
云
ふ
事
で
は
な
い
の
で
す
。

さ
て
、
一
輪
の
薔
薇
の
花
に
よ
つ
て
感
じ
た
喜
び
は
『
美
し
い
』
と
云

ふ
短
い
言
葉
で
も
現
は
せ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
人
生
と
云
ふ
極
め
て
大

き
な
極
め
て
複
雑
な
も
の
を
観
察
し
て
其
處
か
ら
、
何
も
の
か
を
感
じ
得

て
、
更
に
其
感
じ
得
た
事
を
広
く
一
般
の
人
々
に
も
伝
へ
よ
う
と
な
る
と

ど
う
し
て
も
長
い
〳
〵
論
文
や
詩
や
小
説
や
或
ひ
は
演
劇
と
云
ふ
形
式
が

必
要
と
な
つ
て
く
る
の
で
す
。
従
つ
て
、
立
派
な
俳
優
に
な
ら
う
と
す
る

の
に
は
、
先
づ
第
一
に
人
生
を
正
し
く
理
解
す
る
事
で
す
。
さ
う
し
て
、

第
二
に
其
理
解
し
得
た
事
を
正
し
く
観
客
に
理
解
さ
せ
ん
と
す
る
情
熱
を

持
つ
事
で
す
。
そ
こ
ま
で
来
て
始
め
て
、
俳
優
に
は
其
己
れ
の
心
を
観
客

に
正
し
く
伝
へ
る
技
術
が
必
要
に
な
つ
て
来
ま
す
。
そ
れ
が
、
こ
れ
か
ら

教
へ
る
表
情
術
な
の
で
す
。

そ
れ
故
ど
ん
な
に
技
術
が
上
達
し
て
も
、
観
客
に
伝
へ
る
べ
き
、
根
本

の
精
神
が
出
来
て
ゐ
な
い
俳
優
は
、
絶
対
に
芸
術
家
と
呼
ぶ
事
は
出
来
な

い
の
で
す
。
俳
優
に
と
つ
て
一
番
大
切
な
事
は
其
の
人
の
技
術
で
は
あ
り

ま
せ
ん
、
精
神
で
す
。」

ア
ー
ル
女
史
は
更
に
聖
書
の
中
に
あ
る
「
野
の
百
合
は
如
何
に
し
て
育
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つ
か
思
へ
、
労
せ
ず
、
紡
が
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
我
な
ん
ぢ
ら
に
告
ぐ
、

栄
華
を
極
め
た
る
ソ
ロ
モ
ン
だ
に
、
そ
の
服
装
こ
の
花
の
一
つ
に
も
及
か

ざ
り
き
、
今
日
あ
り
て
明
日
に
爐
に
投
げ
入
れ
ら
る
ゝ
野
の
草
を
も
神
は

か
く
装
ひ
給
へ
ば
、
ま
し
て
汝
ら
を
や
」
と
云
ふ
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
を
引

い
て
、一
輪
の
花
と
雖
も
、そ
れ
を
、よ
く
つ
き
つ
め
て
考
へ
る
な
ら
ば
、

其
中
に
は
宇
宙
の
真
理
が
か
く
さ
れ
て
あ
る
の
だ
。
そ
れ
を
発
見
し
て
第

三
者
に
伝
へ
る
の
が
芸
術
の
役
目
で
あ
る
。
と
説
明
を
し
て
く
れ
た
。

少
年
時
代
か
ら
俳
句
に
凝
つ
て
ゐ
た
左
団
次
は
、
こ
の
ア
ー
ル
女
史
の

言
は
ん
と
す
る
「
一
輪
の
花
の
美
し
さ
」
と
芭
蕉
の
「
山
路
来
て
な
に
や

ら
ゆ
か
し
菫
草
」
と
同
じ
精
神
で
あ
る
事
が
直
ち
に
理
解
さ
れ
た
。
さ
う

し
て
今
ま
で
の
迷
ひ
が
一
時
に
解
け
た
よ
う
な
心
持
ち
が
し
た
。
自
分
は

人
生
か
ら
如
何
に
感
ず
れ
ば
よ
い
の
か
、
さ
う
し
て
そ
れ
を
如
何
に
第
三

者
に
伝
へ
れ
ば
よ
い
の
か
、
彼
は
何
も
か
も
分
つ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

い
や
、
や
が
て
分
か
る
鍵
が
手
に
入
つ
た
や
う
な
気
が
し
た
。

本
書
は
、
ど
こ
ま
で
が
左
団
次
の
回
顧
で
、
ど
こ
ま
で
が
松
居
桃
楼
（
一
九
一

〇
〜
一
九
九
四
）
の
解
釈
か
を
見
極
め
る
の
が
難
し
く
慎
重
を
要
す
る
資
料
で

あ
る
が
、
ア
ー
ル
女
史
が
語
る
「
一
輪
の
花
と
雖
も
、
そ
れ
を
、
よ
く
つ
き
つ

め
て
考
へ
る
な
ら
ば
、
其
中
に
は
宇
宙
の
真
理
が
か
く
さ
れ
て
あ
る
」
の
説
明

は
、
北
村
透
谷
の
「
内
部
生
命
論
」（
一
八
九
三
）
の
冒
頭
に
あ
る
「
一
輪
の

花
も
詳
つ
ま
び
ら
かに
之
を
察
す
れ
ば
、
万
古
の
思
あ
る
べ
し
」
に
呼
応
す
る
。
鈴
木
貞

美
に
よ
れ
ば
、
北
村
透
谷
の
「
内
部
生
命
論
」
は
、
国
際
的
に
も
大
潮
流
と

な
っ
た
大
正
生
命
主
義
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
と
す
る）
28
（

。
な
お
、
松
葉
が
帰
国
後

の
明
治
四
十
年
に
『
報
知
新
聞
』
に
発
表
し
た
演
劇
学
校
関
連
の
記
事
に
は
、

ア
ー
ル
女
史
の
表
情
法
は
「
心
理
的
か
ら
割
出
さ
れ
た
所
謂
三
位
一
体
説
で
東

洋
哲
学
の
感
化
を
受
け
た
所
も
あ
り
ま
す
」
と
あ
る）

29
（

。
ま
た
同
じ
時
期
に
『
萬

朝
報
』
に
連
載
し
た
記
事
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

一
体
演
劇
は
宇
宙
を
さ
な
が
ら
に
小
さ
く
し
て
舞
台
の
上
に
活
現
す
る
も

の
で
、
劇
術
は
其
宇
宙
の
姿
を
極
め
て
明
晰
に
人
の
心
に
印
し
つ
く
る
方

法
で
あ
る
。（
中
略
）
芸
術
家
が
自
然
を
写
し
人
世
を
現
は
す
に
は
、
神

の
目
に
宿
つ
た
様
な
明
か
な
観み

か
た察

を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
出
来
る
だ
け
深

く
、
出
来
る
だ
け
広
く
、
出
来
る
だ
け
公
平
に
、
又
出
来
る
だ
け
洪
量
な

る
同
情
を
以
て
、
透
観
し
、
洞
察
し
た
上
に
、
そ
れ
を
強
く
明
か
に
現
は

す
事
が
大
切
な
事
だ
。
殊
に
舞
台
に
於
て
は
、
自
然
や
人
情
や
を
時
間
的

に
将は

た

空
間
的
に
割
合
に
大
き
く
長
く
表
現
す
る
場
合
が
多
い
か
ら
、
筆
や

紙
や
カ
ン
バ
ス
や
を
つ
か
つ
て
、
細
か
く
刻
ん
だ
時
処
を
小
さ
く
写
す
場

合
よ
り
も
、
も
つ
と
〳
〵
強
く
、
明
る
く
現
は
す
事
が
必
要
だ
。

と
、
云
つ
た
ら
、
或
は
自
然
よ
り
も
一
厘
一
毛
で
も
強
く
、
明
か
に
現

は
し
た
ら
、
も
う
そ
れ
は
自
然
の
真
正
の
俤
で
は
無
い
、
い
や
寧
ろ
偽
の

自
然
だ
と
云
う
か
も
し
ら
ぬ
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と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
萬
朝
報
』
の
松
葉
の
記
事
が
連
載
さ
れ
て
い
る
同

じ
時
期
に
連
載
さ
れ
た
、
自
然
主
義
、
新
自
然
主
義
の
記
事
に
も
言
及
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
自
然
を
表
現
す
る
具
体
例
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
ナ
イ
ア
ガ
ラ

の
滝
を
み
た
時
は
そ
の
壮
観
に
呆
然
と
し
て
し
ま
っ
た
が
、
地
元
の
人
に
鏡
に

映
し
て
滝
を
見
せ
ら
れ
た
時
に
、
滝
の
姿
が
明
ら
か
に
現
れ
た
こ
と
を
を
あ
げ

る）
30
（

。
左
団
次
が
芭
蕉
の
句
を
思
い
浮
か
べ
て
こ
れ
を
理
解
し
た
と
す
る
松
居
桃

楼
の
分
析
は
、
こ
の
時
期
の
思
潮
と
連
動
す
る
も
だ
と
い
え
よ
う）
31
（

。

イ
ギ
リ
ス
の
あ
と
、
松
葉
と
左
団
次
は
ア
メ
リ
カ
を
経
て
帰
国
す
る
が
、
左

団
次
は
あ
ま
り
ア
メ
リ
カ
は
気
に
入
ら
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る）
32
（

。

な
お
こ
の
旅
で
買
い
求
め
た
照
明
器
具
は
、
帰
国
後
に
大
い
に
活
用
す
る
こ

と
に
な
る
。

以
上
、
み
て
き
た
よ
う
に
、
左
団
次
は
、
松
居
松
葉
に
叱
咤
激
励
さ
れ
、
強

行
軍
の
日
程
で
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
を
駆
け
め
ぐ
り
、
西
欧
の
演

劇
を
感
じ
て
き
た
。マ
ル
セ
イ
ユ
で
再
会
し
て
か
ら
パ
リ
ま
で
の
汽
車
の
中
で
、

夜
中
の
二
時
ま
で
他
の
客
に
叱
ら
れ
る
ほ
ど
語
り
合
っ
た）

33
（

二
人
は
こ
の
旅
の
間

に
問
題
意
識
を
共
有
し
、
帰
国
後
す
ぐ
に
歌
舞
伎
の
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。
次

章
で
は
、
帰
朝
公
演
で
着
手
し
た
左
団
次
の
歌
舞
伎
の
改
革
の
い
く
つ
か
を
取

り
上
げ
る
。

三　

帰
朝
公
演
で
の
改
革

明
治
四
十
年
八
月
に
帰
国
し
た
左
団
次
は
、翌
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

一
月
に
、
帰
朝
第
一
回
公
演
を
う
つ
。
そ
の
時
の
演
目
は
、
松
居
松
葉
作
「
袈

裟
と
盛
遠
」
三
幕
、
坪
内
逍
遥
訳
「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
」
一
幕
、「
三
国
無
双

奴
請
状
」
一
幕
、「
藤
」「
元
禄
踊
」
の
舞
踊
劇
で
あ
っ
た
。

演
劇
文
化
の
交
流
史
を
み
る
と
、
西
欧
の
演
劇
人
が
東
洋
の
演
劇
に
触
れ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
日
本
人
が
考
え
る
歌
舞
伎
の
真
髄
が
受
容
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
い
。
左
団
次
の
場
合
も
、
ド
イ
ツ
の
表
現
主
義
を
観
て
き
た
か
ら
と

言
っ
て
、
純
歌
舞
伎
や
新
歌
舞
伎
、
翻
訳
物
に
表
現
主
義
を
す
ぐ
さ
ま
取
り
入

れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
帰
国
後
に
、
ま
ず
左
団
次
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、

女
優
の
養
成
や
劇
場
の
改
革
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
改
革
は
明
治
初
期
か
ら
試

み
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
左
団
次
が
あ
え
て
こ
の
時
に
取
り
組
ん
だ
狙

い
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

女
優
の
養
成

女
優
に
関
し
て
は
、
帰
国
後
第
一
回
の
上
演
、「
袈
裟
と
盛
遠
」
に
九
代
目

団
十
郎
の
長
女
市
川
翠
扇
、
団
十
郎
の
姪
河
原
崎
紫
扇
を
、「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商

人
」
に
団
十
郎
の
次
女
市
川
旭
梅
と
左
団
次
の
妹
の
市
川
松
蔦
を
使
う
。

明
治
以
降
、
貞
奴
や
松
井
須
磨
子
を
み
る
ま
で
も
な
く
、
女
優
の
養
成
は
常

に
議
論
さ
れ
た
課
題
で
、
左
団
次
が
新
し
く
取
り
組
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。
九
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代
目
団
十
郎
も
歌
舞
伎
に
女
優
を
導
入
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
た）
34
（

。
左
団
次
の

場
合
は
、
左
団
次
が
抱
え
る
問
題
と
切
実
な
関
係
が
あ
っ
た
。
訪
欧
前
の
左
団

次
は
、
江
戸
時
代
以
来
の
演
目
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
く
、
翻
訳
物
や
近
松
の

復
活
上
演
に
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
作
品
を
上
演
す

る
と
き
に
、
女
の
登
場
人
物
を
如
何
に
表
現
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
帰
国
直
後
の
小
山
内
と
の
対
談
で
語
っ
た
左
団
次
の
女

優
論
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
劇
に
出
て
来
る
女
は
、
昔
の
芝
居
に
出
て
来
る
や
う
な
女

と
違
つ
て
、
感
情
の
激
し
い
も
の
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
例
へ
ば
女
の
怒

る
場
合
と
し
ま
す
、
こ
れ
を
実
際
の
女
が
や
つ
て
も
、
男
の
や
う
に
な
る

の
が
普あ

た
り
ま
へ通で
す
、
併
し
こ
れ
が
実
際
の
女
だ
と
思
へ
ば
、
そ
の
男
の
よ
う

に
暴あ

れ
狂
ふ
処
に
却
て
激
し
い
感
情
を
汲
取
る
事
が
出
来
ま
す
が
、
若
し

こ
れ
が
男
の
扮
し
た
女
だ
と
す
る
と
、
斯
う
云
う
場
合
に
な
つ
て
、
元
の

男
を
丸
出
し
に
し
て
終
つ
た
や
う
な
気
が
し
て
、
何
だ
か
変
な
気
持
が
す

る
だ
ろ
う
と
思
ひ
ま
す
。
男
が
女
に
扮
し
ま
す
と
、
絶
え
ず
『
女
に
な

る
』
と
云
ふ
事
に
注
意
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
自
然
思
ひ

切
つ
て
激
し
い
感
情
を
表
は
す
事
が
出
来
な
く
な
る
だ
ら
う
と
思
ひ
ま

す）
35
（

。

左
団
次
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
体
験
を
経
て
、
男
の
肉
体
で
女
を
表
現
す
る
歌

舞
伎
の
女
形
の
限
界
を
見
い
だ
す
。
こ
の
こ
と
は
、
一
緒
に
旅
を
し
た
松
居
松

葉
も
問
題
意
識
を
同
じ
く
し
て
た
。
松
居
松
葉
は
、
大
正
二
年
に
新
派
の
俳
優

と
と
も
に
立
ち
上
げ
た
公
衆
演
劇
の
第
一
回
公
演「
エ
レ
ク
ト
ラ
」の
上
演
時
、

新
派
の
女
形
で
あ
る
河
合
武
雄
を
起
用
し
た
。
そ
の
理
由
は
、「
西
洋
女
優
の

現
は
す
様
な
、
昮
奮
し
切
つ
た
、
狂
烈
な
感
情
の
発
現
」
は
日
本
の
女
優
で
は

ま
だ
出
来
な
い
と
し
て
い
る）
36
（

。
左
団
次
も
松
葉
も
女
性
の
激
し
い
感
情
を
表
出

さ
せ
る
方
法
を
模
索
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
西
欧
の
演
劇
で
は
女
優
が
活
躍
し

て
い
る
か
ら
日
本
に
も
導
入
す
る
と
い
う
形
式
の
問
題
で
は
な
く
、
女
の
登
場

人
物
を
ど
の
よ
う
に
舞
台
で
表
現
す
る
か
を
考
え
た
と
思
わ
れ
る
。
従
来
の
女

優
研
究
で
は
、
貞
奴
、
松
井
須
磨
子
な
ど
に
偏
る
傾
向
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
左
団
次
や
松
葉
の
試
み
も
含
め
て
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

左
団
次
と
松
葉
が
訪
欧
か
ら
帰
国
す
る
直
前
の
明
治
四
十
年
八
月
号
『
歌
舞

伎
』
に
は
、「
サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ア
ル
の
『
ト
ス
カ
』
観
劇
談
」
が
紹
介
さ
れ
て

い
る）

37
（

。
五
十
歳
前
後
の
サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
扮
す
る
ト
ス
カ
が
、
序
幕
で
恋
す

る
可
憐
な
乙
女
を
演
じ
、
二
幕
目
の
拷
問
の
場
で
は
、
な
ぶ
ら
れ
な
が
ら
拷
問

を
受
け
、
激
し
い
怒
り
を
含
ん
だ
演
技
を
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
既

に
紹
介
し
た
よ
う
に
、松
葉
と
左
団
次
は
サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
に
会
っ
て
い
る
。

ベ
ル
ナ
ー
ル
に
関
し
て
は
左
団
次
の
芸
談
で
は
、
稽
古
日
数
へ
の
言
及
だ
け
で

あ
る
が
、
稽
古
日
数
を
十
分
に
か
け
た
女
の
登
場
人
物
の
役
作
り
と
い
う
視
点

も
含
ま
れ
て
い
た
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
松
葉
や
左
団
次
の
感
情
の
表
現
の
探
求
は
、
女
の
登
場
人
物
に
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限
定
し
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
女
の
激
し
い
感
情
の
み
な
ら

ず
、
歌
舞
伎
の
女
形
、
新
派
の
女
形
、
そ
し
て
松
葉
に
と
っ
て
は
使
い
づ
ら
い

日
本
の
女
優
ら
の
様
式
的
な
演
技
で
は
な
い
、
新
た
な
表
現
方
法
を
模
索
し
て

い
た
と
思
う
。
そ
れ
が
次
に
述
べ
る
イ
ギ
リ
ス
の
演
劇
学
校
で
学
ん
だ
表
情
術

や
発
声
法
の
導
入
で
あ
る
。

西
欧
の
手
法
を
導
入
し
た
舞
台
づ
く
り

左
団
次
と
松
葉
は
帰
国
後
第
一
回
の
公
演
の
た
め
に
五
ヶ
月
の
準
備
期
間
を

設
け
た
。
左
団
次
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
ソ
連
公
演
を
し
た
が
、
帰
国

後
一
ヶ
月
で
幕
を
開
け
て
い
る
。
今
回
の
帰
朝
公
演
に
こ
れ
だ
け
の
日
数
を
か

け
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
女
優
サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
話
を
聞
い
て
い
た
か
ら

だ
。そ

し
て
、
稽
古
に
あ
た
っ
て
は
、
歌
舞
伎
役
者
た
ち
に
デ
ル
サ
ル
ト
式
の
劇

術
を
教
え
た）
38
（

。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
演
劇
学
校
で
左
団
次
自
身
が
学
ん
だ
こ

と
の
実
践
で
あ
る
。

ま
た
、
松
葉
は
帰
朝
公
演
「
袈
裟
と
盛
遠
」
の
脚
本
の
み
な
ら
ず
、
演
出
家

と
し
て
も
関
わ
っ
た
。
松
葉
は
、
左
団
次
の
帰
朝
公
演
で
見
物
を
一
番
喜
ば
せ

る
で
あ
ろ
う
道
具
や
照
明
の
使
い
方
ま
で
劇
作
家
の
「
文
学
者
先
生
方
」
に
担

わ
せ
る
よ
う
な
無
礼
な
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
自
分
自
身
が
道
具
や
照
明
、

役
者
、
脚
本
の
調
和
を
さ
せ
る
「
西
洋
の
ス
テ
ー
ヂ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ア
」
に
な

る
と
し
て
い
る）

39
（

。
当
時
、
西
欧
に
お
い
て
も
、
座
頭
格
の
役
者
が
ア
ク
タ
ー
・

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
舞
台
上
の
統
率
を
行
っ
た
。
や
が
て
、
舞
台
の
演
出

が
複
雑
に
な
っ
た
た
め
、
ア
ク
タ
ー
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
意
向
を
受
け
て
、
そ

れ
を
ス
タ
ッ
フ
に
伝
え
、
形
に
し
て
い
く
ス
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
誕
生
す

る
。
松
葉
と
左
団
次
が
ド
イ
ツ
で
観
た
斬
新
な
演
出
を
手
が
け
た
ゴ
ー
ド
ン
・

ク
レ
イ
グ
は
、
演
出
家
に
関
す
る
演
劇
理
論
で
日
本
の
演
劇
界
に
影
響
を
与
え

た
が
、
彼
の
代
表
的
な
演
劇
論
『
劇
芸
術
論
』
が
発
表
さ
れ
た
の
が
一
九
〇
五

年
（
明
治
三
十
八
）
で
、
左
団
次
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
旅
立
つ
一
年
前
の
こ
と
で

あ
る
。
ク
レ
イ
グ
の
理
論
が
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
奇
し
く
も
松
葉
と
左

団
次
が
ド
イ
ツ
に
滞
在
し
て
い
た
明
治
四
十
年
の
四
月
で
、
次
い
で
同
年
八
月

小
山
内
薫
が「
演
劇
美
術
問
答
」で
紹
介
し
て
い
る）
40
（

。
左
団
次
の
帰
朝
公
演
は
、

こ
の
よ
う
な
演
出
家
に
関
す
る
西
欧
の
最
新
の
理
論
を
実
践
に
う
つ
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
左
団
次
は
演
出
家
に
つ
い
て
、
一
流
の
俳
優
だ
か
ら
こ
そ
、
演
出

家
の
指
示
に
従
う
第
一
人
者
に
な
る
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る）
41
（

。

こ
の
よ
う
に
演
出
家
の
存
在
が
重
要
な
の
は
、
作
品
の
多
様
な
解
釈
、
女
優

の
養
成
で
も
み
た
よ
う
な
役
者
の
多
様
な
表
現
、
そ
し
て
様
々
な
舞
台
装
置
の

方
法
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
一
つ
を
選
び
取
っ
て
調
和
の
と
れ
た
舞
台
作
り
を
左

団
次
や
松
葉
が
目
指
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
帰
朝
公
演
の
「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商

人
」
を
小
山
内
は
「
独
逸
式
な
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
の
科
学
的
な
演
出
法
」
と
評
し

て
い
る）

42
（

。
松
葉
は
、「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
」
の
演
出
に
あ
た
っ
て
、
訪
欧
中
に

観
た
四
つ
の
演
出
を
検
討
し
て
い
る）
43
（

。
ロ
ン
ド
ン
の
ベ
ン
ソ
ン
一
座
（
こ
れ
は

先
行
し
て
渡
欧
し
た
松
葉
の
み
観
劇
）、
ベ
ル
リ
ン
の
マ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
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ト
演
出
の
舞
台
、
ロ
ン
ド
ン
の
チ
ャ
ー
レ
ス
・
フ
ラ
イ
一
座
、
同
じ
く
ロ
ン
ド

ン
の
フ
ラ
ム
座
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ポ
エ
ル
演
出
の
舞
台
で
あ
る
。
左
団
次
も
複

数
の
演
出
を
取
り
入
れ
た
が
、
中
で
も
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
型
を
採
用
し
た
。

こ
こ
で
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
左
団
次
が
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
の

演
出
だ
け
で
な
く
複
数
の
演
出
を
取
り
入
れ
た
こ
と
だ
。
演
劇
の
場
合
、
観
客

の
性
質
を
想
定
し
、
客
の
入
り
を
考
慮
し
な
が
ら
作
品
を
作
り
上
げ
る
。
興
行

的
に
失
敗
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
回
避
す
る
こ
と
も
あ
る
。
斬
新
な
演

出
を
取
り
入
れ
た
実
験
が
失
敗
し
た
ら
、
次
の
公
演
で
は
、
い
く
ら
よ
い
方
法

と
思
っ
て
も
取
り
入
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
演
劇
に
お
け
る
新
し
い
試
み
は
、

役
者
の
訓
練
や
演
出
家
の
工
夫
と
い
っ
た
作
り
手
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
観

客
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
小

劇
場
で
静
か
に
観
劇
す
る
観
客
は
、
そ
の
よ
う
な
新
し
い
演
劇
を
鑑
賞
す
る
観

客
が
育
っ
て
い
た
と
左
団
次
は
感
じ
て
い
た
だ
ろ
う
。
帰
朝
公
演
で
は
、
成
否

は
と
も
か
く
、
左
団
次
は
当
時
の
明
治
座
に
足
を
運
ぶ
観
客
を
想
定
し
な
が

ら
、
現
実
的
な
演
出
を
模
索
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

劇
場
の
装
置
の
改
革

松
葉
と
左
団
次
は
、
劇
場
の
装
置
に
も
改
革
を
試
み
た
。
松
葉
は
、
左
団
次

に
先
行
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
て
お
り
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
劇
場
の
改
革
案
の
記

事
を
『
萬
朝
報
』
に
連
載
し
て
お
り）

44
（

、
帰
国
後
そ
れ
ら
の
プ
ラ
ン
を
実
現
す
べ

く
左
団
次
と
相
談
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
。『
左
団
次
芸
談）
45
（

』
に
よ
れ
ば
、
舞

台
へ
の
出
入
口
を
両
開
き
に
し
た
の
は
、
観
客
の
便
宜
だ
け
で
な
く
、
演
技
中

の
防
音
の
た
め
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
左
団
次
が
見
た

ド
イ
ツ
の
観
客
の
静
か
な
観
劇
態
度
で
あ
る
。
日
本
の
観
客
を
育
て
る
試
み
は

劇
場
の
構
造
の
変
化
で
も
実
践
さ
れ
た
の
だ
。

ま
た
照
明
に
つ
い
て
は
、「
一
萬
六
千
燭
を
出
し
得
る
電
燈
」
や
、
左
団
次

が
洋
行
中
に
買
い
求
め
た
ラ
イ
ム
ラ
イ
ト
を
日
本
で
初
め
て
導
入
し
た
。
劇
場

の
照
明
の
改
革
は
、明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
開
場
の
新
富
座
の
ガ
ス
灯
や
、

明
治
二
十
二
年
開
場
の
歌
舞
伎
座
の
電
灯
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
以
来
の
和
蝋

燭
の
み
の
薄
暗
い
照
明
に
比
べ
て
格
段
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
左
団
次
の
場

合
、
さ
ら
に
明
る
い
照
明
を
用
い
た
目
的
は
「
必
要
に
応
じ
俳
優
の
表
情
を
明

か
に
す
る
」
た
め
で
あ
っ
た
。
新
し
い
物
好
き
で
西
欧
の
道
具
を
取
り
入
れ
た

の
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
演
劇
学
校
で
身
に
つ
け
た
表
現
方
法
や
、
女
優
の

採
用
を
促
し
た
よ
う
な
豊
か
な
感
情
表
現
を
、
最
大
限
に
生
か
す
舞
台
装
置
の

改
革
を
狙
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
劇
場
や
舞
台
装
置
の
改
革
は
、
二
代
目
左
団
次
が
最
初
で
は
な

い
。
九
代
目
市
川
団
十
郎
の
演
劇
改
良
運
動
以
来
、
取
り
組
ま
れ
て
き
た
も
の

だ
。
左
団
次
の
父
も
、
明
治
三
十
七
年
一
月
の
「
後
藤
又
兵
衛
」
の
背
景
画
を

洋
画
家
山
本
芳
翠
（
一
八
五
〇
〜
一
九
〇
六
）
に
依
頼
し
、
白
馬
会
の
メ
ン
バ
ー

を
助
手
と
し
て
、
江
戸
初
期
か
ら
代
々
歌
舞
伎
の
大
道
具
を
担
当
し
て
き
た
長

谷
川
大
道
具
と
考
証
し
な
が
ら
制
作
し
た
。
こ
の
背
景
の
前
で
の
ツ
ケ
（
効
果

音
）
な
し
、
合
方
（
伴
奏
）
な
し
の
キ
ビ
キ
ビ
し
た
立
ち
回
り
を
見
せ
て
好
評
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を
得
て
い
る
。
大
道
具
の
変
化
は
演
出
の
変
化
で
も
あ
る
の
だ
。

左
団
次
の
改
革
も
翻
案
物
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、「
舞
台
は
歌
舞
伎
劇
に

も
、
新
し
い
も
の
に
も
向
く
や
う
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、
歌
舞
伎
の
上
演
も
念

頭
に
い
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
大
道
具
の
改
革
も
ア
メ
リ
カ
の
舞
台

に
詳
し
い
北
村
金
次
郎
が
担
当
す
る
が
、
伝
統
的
な
大
道
具
師
の
長
谷
川
勘
兵

衛
の
了
解
を
と
っ
た
上
で
の
改
革
で
あ
っ
た
。

劇
場
や
舞
台
装
置
の
改
革
は
、
ド
イ
ツ
で
体
験
し
た
ゴ
ー
ド
ン
・
ク
レ
イ
グ

の
斬
新
な
舞
台
装
置
を
性
急
に
取
り
入
れ
て
歌
舞
伎
を
上
演
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
歌
舞
伎
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
保
持
し
た
中
で
、
左
団
次
が
目
指
す
演
劇
に

必
要
な
だ
け
の
変
化
を
加
え
た
の
で
あ
る
。

劇
場
運
営
の
改
革

左
団
次
が
、
帰
国
後
に
も
う
一
つ
取
り
組
ん
だ
の
は
、
劇
場
の
運
営
方
法
の

改
革
で
あ
る
。
そ
の
象
徴
的
な
の
が
、
茶
屋
制
度
を
廃
止
し
て
、
入
場
券
を
購

入
す
る
制
度
を
採
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
座
席
の
手
配
か
ら
観
劇

中
の
茶
や
食
事
の
世
話
な
ど
は
茶
屋
や
出で

方か
た

が
担
っ
て
い
た
。
こ
の
茶
屋
制
度

の
廃
止
は
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
発
足
の
演
劇
改
良
会
で
も
提
言
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
左
団
次
の
時
代
ま
で
茶
屋
制
度
が
残
っ
た
の
は
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
た
た
め
で
、
安
易
に
変
更
を
加
え

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
左
団
次
の
場
合
も
、
こ
の
茶
屋
制
度
に

着
手
を
し
た
こ
と
が
原
因
で
、
第
一
回
帰
朝
公
演
は
妨
害
に
あ
い
、
公
演
の
続

行
が
不
可
能
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
左
団
次
自
身
の
劇
界
に
お
け
る
信
用

は
失
墜
し
、
こ
の
不
評
が
原
因
で
、
左
団
次
を
叱
咤
激
励
、
応
援
し
続
け
た
松

居
松
葉
も
一
時
劇
界
か
ら
身
を
の
く
と
い
う
痛
手
を
負
っ
た
。

茶
屋
制
度
が
廃
止
さ
れ
入
場
券
制
が
定
着
す
る
の
は
、
左
団
次
の
帰
朝
公
演

の
三
年
後
、
明
治
四
十
四
年
の
帝
国
劇
場
か
ら
で
あ
る
。
茶
屋
制
度
の
廃
止
に

関
し
て
は
、
演
劇
改
良
会
や
帝
国
劇
場
に
言
及
さ
れ
る
事
が
多
い
。
演
劇
改
良

会
の
メ
ン
バ
ー
伊
藤
博
文
、
西
園
寺
公
望
、
渋
沢
栄
一
ら
が
、
同
じ
く
帝
国
劇

場
設
立
の
発
起
人
に
加
わ
っ
て
い
る
た
め
だ
ろ
う
。
そ
の
目
的
は
演
劇
文
化
の

質
的
向
上
と
し
て
風
俗
面
の
改
革
に
注
目
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る）

46
（

。
し
か
し
、
左

団
次
が
目
指
し
て
い
た
の
は
、
劇
場
の
出
入
口
を
両
開
き
の
ド
ア
に
し
た
の
と

同
様
、
左
団
次
の
実
験
的
な
舞
台
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
観
客
を
育
て

る
こ
と
が
狙
い
で
あ
っ
た
と
思
う
。入
場
券
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
の
茶
屋
や
出
方
に
支
払
っ
て
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
番
付
や
筋
書
）

や
観
劇
に
使
用
す
る
下
足
、
茶
、
火
鉢
、
蒲
団
、
茶
代
祝
儀
を
無
料
に
し
て
い

る）
47
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
観
劇
料
は
安
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
松
葉
が
ロ
ン
ド
ン

滞
在
中
か
ら
『
萬
朝
報
』
に
書
き
送
っ
た
「
帝
国
大
劇
場
に
就
い
て
開
語）

48
（

」
で
、

観
劇
料
に
つ
い
て
欧
州
の
主
要
劇
場
と
東
京
の
劇
場
を
比
較
し
、
最
下
等
の
席

料
の
引
き
下
げ
を
提
案
し
て
い
る
こ
と
と
連
動
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
左
団

次
の
帰
朝
公
演
で
食
堂
を
設
け
て
観
客
席
の
飲
酒
飲
食
を
や
め
さ
せ
た
の
も
、

品
位
向
上
や
衛
生
面
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
の
観
客
に
比
べ
て
騒
々

し
い
日
本
の
観
劇
態
度
を
劇
場
運
営
の
制
度
面
か
ら
改
革
を
試
み
た
も
の
と
見
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る
べ
き
だ
ろ
う
。
左
団
次
は
、「
私
は
決
し
て
茶
屋
出
方
を
愛
さ
ぬ
の
で
は
な

か
つ
た
。
然
し
、
そ
れ
よ
り
も
、
演
劇
を
愛
す
る
こ
と
、
更
に
一
層
大
な
る
も

の
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
、「
演
劇
の
改
善
」「
演
劇
振
興
」
の
為

に
涙
を
の
ん
で
敢
え
て
取
り
組
ん
だ
と
回
顧
し
て
い
る）

49
（

。

こ
の
よ
う
に
、
よ
り
安
く
、
よ
り
多
く
の
人
に
、
自
分
た
ち
が
取
り
組
む
新

し
い
演
劇
を
開
放
す
る
と
い
う
左
団
次
や
松
葉
の
試
み
は
、
や
が
て
、
左
団
次

の
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
の
京
都
知
恩
院
の
野
外
劇
や
昭
和
十
三
年
（
一

九
三
八
）
の
東
京
劇
場
の
入
場
料
の
低
減
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
だ
。

帰
朝
公
演
の
改
革
は
、
左
団
次
の
業
績
の
中
で
は
失
敗
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
責
任
を
と
っ
て
劇
界
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
松
葉
は
、
坪
内
逍
遥
ら
に

呼
び
戻
さ
れ
、
文
芸
協
会
演
劇
研
究
所
で
、
欧
州
演
劇
研
究
の
成
果
で
あ
る
表

情
術
や
発
声
法
を
指
導
し
た
り
、
帝
国
劇
場
に
関
わ
り
、
晩
年
は
、
新
派
、
映

画
な
ど
様
々
な
分
野
に
乗
り
出
し
た
。
松
葉
は
左
団
次
と
の
関
係
を
解
消
し
た

の
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に

左
団
次
の
ブ
レ
ー
ン
で
あ
る
七
草
会
が
発
足
し
た
時
に
も
、
小
山
内
薫
や
永
井

荷
風
ら
と
と
も
に
名
前
を
連
ね
て
い
る
。
舞
台
の
準
備
に
充
分
時
間
を
か
け
る

必
要
性
や
、
女
性
の
登
場
人
物
の
表
現
に
つ
い
て
松
葉
と
左
団
次
が
そ
れ
ぞ
れ

に
書
き
残
し
た
よ
う
に
、
新
し
い
演
劇
を
試
み
る
た
め
の
問
題
意
識
を
二
人
は

共
有
し
て
い
た
。
こ
の
帰
朝
公
演
を
き
っ
か
け
に
松
葉
と
左
団
次
の
歩
む
道
が

異
な
っ
て
も
、
訪
欧
に
よ
っ
て
わ
か
ち
あ
っ
た
志
は
形
を
変
え
て
実
を
結
ん
で

い
っ
た
。

左
団
次
の
劇
場
や
舞
台
の
装
置
の
ハ
ー
ド
面
、
劇
場
運
営
の
ソ
フ
ト
面
に
お

い
て
改
革
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、左
団
次
が
明
治
座
の
劇
場
主
だ
っ
た
か
ら
だ
。

そ
れ
が
、
九
代
目
団
十
郎
と
も
、
新
劇
の
父
小
山
内
薫
と
も
違
う
と
こ
ろ
だ
。

ま
さ
に
、
日
本
の
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
と
い
え
よ
う
。

演
劇
は
、製
作
に
大
勢
の
人
々
が
関
わ
り
、観
客
の
存
在
も
大
き
い
た
め
に
、

変
化
を
起
こ
す
に
は
時
間
が
か
か
る
。
左
団
次
の
場
合
も
、
女
優
や
製
作
方

法
、
劇
場
や
舞
台
の
装
置
、
劇
場
の
経
営
方
法
も
、
表
現
主
義
演
劇
、
自
然
主

義
演
劇
と
い
っ
た
区
分
を
意
識
し
て
導
入
し
た
と
い
よ
り
は
、
当
時
の
劇
場
を

あ
ま
ね
く
み
て
知
り
得
た
も
の
を
、
日
本
の
シ
ス
テ
ム
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
左
団
次
の
改
革
は
、
伝
統
的
な
歌
舞
伎
演
目
の
「
鳴
神
」
の
復

活
上
演
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
次
章
で
検
討
す
る
。

四　
「
鳴
神
」
の
復
活
上
演

古
典
の
復
活
と
対
話
劇
の
魅
力

左
団
次
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
五
月
「
鳴
神
」
の
復
活
上
演
の

前
年
、
明
治
四
十
二
年
九
月
に
歌
舞
伎
十
八
番
の
「
毛
抜
」
を
復
活
上
演
さ
せ

て
成
功
し
て
い
る
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
鳴
神
」「
毛
抜
」は
と
も
に
、

二
代
目
市
川
団
十
郎
が
上
演
し
た
「
雷
神
不
動
北
山
桜
」
か
ら
生
ま
れ
た
演
目

で
あ
る
。
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「
毛
抜
」
に
は
、
悪
家
老
が
天
井
に
磁
石
を
隠
し
て
姫
の
髪
を
逆
立
て
る
と

い
う
趣
向
が
あ
る
。
小
山
内
薫
は
大
正
十
一
年
の
「『
毛
抜
』
の
研
究
」
で
、

本
作
に
「
ノ
ン
セ
ン
ス
な
奇
抜
」
を
見
、
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
性
に
ゴ
ー
ド
ン
・
ク

レ
イ
グ
の
影
を
見
い
だ
し
て
い
る）
50
（

。
大
正
十
一
年
の
小
山
内
は
表
現
主
義
へ
の

関
心
を
高
め
て
い
た
時
期
で
あ
り）
51
（

、
そ
の
視
点
か
ら
の
分
析
で
あ
る
。

左
団
次
も
訪
欧
中
に
ク
レ
イ
グ
の
舞
台
を
観
て
い
る
が
、
明
治
四
十
二
年
の

左
団
次
が
古
典
を
復
活
し
た
の
は
、
表
現
主
義
の
視
点
か
ら
古
典
を
再
評
価
し

た
と
い
う
よ
り
は
、脚
本
に
興
味
を
持
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
左
団
次
が「
毛

抜
」
の
復
活
を
思
い
つ
い
た
の
は
、「
不
図
し
た
書
見
の
折
」
に
「
毛
抜
」
の

梗
概
を
読
ん
で
筋
の
面
白
さ
に
引
き
つ
け
ら
れ
た
と
あ
る）
52
（

。「
何
時
か
は
十
分

の
研
究
と
工
夫
を
凝
ら
し
て
練
っ
た
上
、
一
度
は
上
場
し
て
見
た
い
と
云
う
感

念
」
を
抱
い
て
い
た
と
あ
る
。

左
団
次
は
「
毛
抜
」
の
復
活
上
演
に
と
り
か
か
る
た
め
に
台
本
を
研
究
す
る

と
、
十
八
番
物
な
の
で
幾
分
か
荒
事
を
加
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
の
予
想
に
反

し
て
、「
殆
ど
今
の
世
話
物
」
同
様
に
書
か
れ
て
い
て
、
他
の
歌
舞
伎
十
八
番

物
の
「
暫
」
や
「
助
六
」
の
よ
う
に
不
自
然
な
筋
が
な
い
こ
と
に
気
づ
く）

53
（

。
左

団
次
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
世
話
物
」
と
は
、
武
家
世
界
を
扱
っ
た
歴
史
物
語
の

時
代
物
に
対
す
る
、
近
松
門
左
衛
門
の
「
曽
根
崎
心
中
」
と
い
っ
た
町
人
物
を

指
す
の
で
は
な
い
。
左
団
次
は
「
毛
抜
」
を
「
暫
」「
助
六
」
と
比
較
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、演
技
方
法
と
し
て
様
式
性
を
重
ん
じ
る
「
時
代
物
」
に
対
し
て
、

写
実
的
な
演
技
を
す
る「
世
話
物
」を
指
し
て
い
る
の
だ
。「
毛
抜
」や「
鳴
神
」

の
も
と
と
な
っ
た
「
雷
神
不
動
北
山
桜
」
は
、
上
方
の
お
家
騒
動
物
の
展
開
で

す
す
め
ら
れ
て
お
り
、
内
容
は
武
士
の
世
界
を
描
い
た
時
代
物
で
あ
る
。
こ
れ

に
写
実
的
な
「
世
話
物
」
性
を
見
い
だ
し
て
い
る
の
は
、
近
世
期
に
お
け
る
江

戸
と
大
坂
の
戯
曲
の
性
質
の
違
い
に
あ
る
。
江
戸
は
「
大
時
代
」（
現
代
離
れ

し
て
古
風
な
作
風
）、
大
坂
は
「
義
理
」（
理
屈
）
を
好
む
土
地
柄
と
評
さ
れ
て

き
た）

54
（

。
上
方
で
初
演
さ
れ
た
「
雷
神
不
動
北
山
桜
」
か
ら
生
ま
れ
た
「
毛
抜
」

は
、
不
自
然
な
筋
で
あ
っ
て
も
見
立
て
の
面
白
さ
や
様
式
性
を
楽
し
む
江
戸
の

戯
曲
で
は
な
く
、
理
屈
く
さ
い
戯
曲
展
開
の
上
方
戯
曲
の
特
色
が
色
濃
く
表
れ

た
作
品
だ
っ
た
の
だ
。
こ
こ
で
思
い
出
す
の
が
、
訪
欧
前
の
左
団
次
の
評
価
で

あ
る
。
左
団
次
は
様
式
性
を
重
ん
じ
る
「
型
物
」
が
不
得
手
で
あ
っ
た
。
そ
れ

故
に
、
新
歌
舞
伎
や
翻
訳
物
に
新
機
軸
を
見
い
だ
し
て
い
た
。
近
松
物
の
研
究

上
演
も
新
歌
舞
伎
の
一
種
と
い
え
よ
う
。「
毛
抜
」の
脚
本
を
手
に
と
っ
た
時
、

思
い
浮
か
べ
た
の
は
新
歌
舞
伎
と
し
て
の
再
生
で
は
な
か
っ
た
か
。
左
団
次
は

「
毛
抜
」
の
台
本
を
い
わ
ゆ
る
局
外
者
の
岡
鬼
太
郎
に
依
頼
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
復
活
し
た
「
毛
抜
」
が
好
評
を
得
て
、
左
団
次
は
「
毛

抜
」
と
同
じ
く
「
雷
神
不
動
北
山
桜
」
か
ら
生
ま
れ
た
「
鳴
神
」
に
取
り
組
む
。

「
鳴
神
」
の
舞
台
は
、
鳴
神
上
人
の
二
人
の
弟
子
の
俗
っ
ぽ
い
滑
稽
な
対
話

か
ら
劇
が
始
ま
る
。
そ
こ
へ
、
女
色
に
よ
っ
て
鳴
神
上
人
を
堕
落
さ
せ
る
た
め

に
朝
廷
よ
り
送
り
込
ま
れ
た
雲
の
絶
間
姫
が
登
場
す
る
。
雲
の
絶
間
姫
は
亡
き

夫
と
の
恋
物
語
を
聞
か
せ
る
（
仕し

方か
た

咄ば
な
し）。
こ
こ
で
は
、
鳴
神
上
人
や
二
人
の

弟
子
と
の
軽
妙
な
会
話
の
や
り
と
り
が
あ
る
。
雲
の
絶
間
姫
の
仕
方
咄
に
引
き
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込
ま
れ
て
鳴
神
上
人
は
戒
壇
か
ら
転
げ
落
ち
て
気
を
失
う
。
こ
こ
か
ら
、
雲
の

絶
間
姫
が
鳴
神
上
人
に
口
う
つ
し
で
水
を
飲
ま
せ
る
、
鳴
神
上
人
が
雲
の
絶
間

姫
の
体
に
触
れ
る
、
夫
婦
の
盃
事
に
こ
と
寄
せ
て
上
人
を
酒
で
盛
潰
す
な
ど
の

肉
感
的
な
場
面
が
展
開
す
る
。
雲
の
絶
間
姫
の
仕
方
咄
や
、
肉
感
的
な
場
面
を

つ
な
ぐ
対
話
の
場
面
は
作
品
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
だ
。大
正
期
に
小
山
内
薫
は
、

原
始
的
な
科く

わ
は
く
げ
き

白
劇
と
し
て
『
鳴
神
』
は
殆
ど
完
全
に
近
い
内
容
形
式
を

備
へ
て
ゐ
る
。

日
本
の
歌
舞
伎
劇
の
一
大
特
色
で
あ
り
一
大
特
徴
で
あ
る
舞
踊
的
な
要

素
（
こ
の
場
合
で
は
、
そ
の
一
種
で
あ
る
荒
事
）
が
、
こ
の
場
合
で
は
、
出

来
る
だ
け
縮
減
せ
ら
れ
て
ゐ
て
、
そ
の
余
り
著
し
い
特
色
で
な
い
対
話
的

要
素
が
、
出
来
る
だ
け
拡
大
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。（
中
略
）

十
八
番
の
中
で
も
、
こ
の
「
鳴
神
」
は
、
特
に
対
話
的
生
命
に
富
ん
で

ゐ
る）
55
（

と
評
価
し
て
い
る
。
対
話
劇
に
つ
い
て
は
、
訪
欧
か
ら
の
帰
国
直
後
の
左
団
次

と
小
山
内
と
の
対
談
で
、
ド
イ
ツ
で
観
た
舞
台
は
対
話
が
中
心
で
あ
り
な
が
ら

観
客
を
飽
き
さ
せ
な
い
説
得
力
と
迫
力
の
あ
る
表
現
に
驚
い
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。
様
式
的
な
「
型
物
」
で
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
左
団
次

は
、
純
歌
舞
伎
狂
言
の
中
で
も
、
近
代
的
な
新
歌
舞
伎
や
翻
訳
物
に
通
底
す
る

「
鳴
神
」
を
選
び
取
っ
た
の
だ
と
思
う
。

歌
舞
伎
の
様
式
性
と
の
調
和

「
鳴
神
」
は
写
実
的
な
対
話
劇
に
魅
力
が
あ
る
が
、
作
品
の
結
末
は
、
雲
の

絶
間
姫
に
裏
切
ら
れ
た
怒
り
を
表
現
す
る
様
式
的
な
荒
事
の
芸
を
見
せ
て
幕
切

れ
と
な
る
。
怒
り
狂
っ
た
鳴
神
上
人
は
、
戒
壇
の
柱
に
と
り
つ
く
「
柱
巻
の
見

得
」を
き
り
、
雲
の
絶
間
姫
を
追
い
か
け
て
六
法
を
ふ
ん
で
花
道
を
ひ
っ
こ
む
。

左
団
次
は
こ
の
様
式
的
な
演
技
も
徹
底
的
に
研
究
と
工
夫
を
重
ね
る）

56
（

。
左
団
次

に
と
っ
て
、
写
実
的
な
演
技
と
様
式
的
な
演
技
は
矛
盾
は
な
い
。

写
実
的
な
演
技
と
様
式
的
な
演
技
の
調
和
は
、
第
二
章
で
触
れ
た
左
団
次
が

訪
欧
で
見
た
「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
・
ド
・
パ
リ
」
の
聖
職
者
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ロ
ロ

の
幕
切
れ
の
「
大
芝
居
」
な
演
技
か
ら
獲
得
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
左
団
次

が
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
二
度
目
の
「
鳴
神
」
を
上
演
し
た
時
に
も
、
鳴

神
上
人
が
雲
の
絶
間
姫
に
よ
っ
て
堕
落
す
る
場
面
か
ら
、
ジ
プ
シ
ー
の
女
エ
ス

メ
ラ
ル
ダ
に
恋
を
す
る
聖
職
者
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ロ
ロ
を
思
い
出
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ロ
ロ
が
女
の
手
を
と
っ
て
、
顔
を
覆
っ
て
い
る
頭
巾
を

脱
い
で
「
グ
ツ
と
女
の
顔
を
凝み

つ
め視

ま
す
。
こ
ゝ
な
ぞ
は
随
分
大
時
代
で
、
日
本

の
芝
居
の
演ゆ

き
か
た法

と
同
じ
こ
と
で
す
。
外あ
ち
ら国

の
芝
居
に
も
恁
う
云
つ
た
時
代
な
物

も
あ
る
の
で
す
ね
」
と
述
べ
て
い
る）
57
（

。
さ
ら
に
、
こ
の
時
の
演
出
で
は
せ
り
上

げ
を
使
っ
て
い
る
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。
鳴
神
上
人
の
「
柱
巻
」
の
見
得
の

た
め
に
衣
装
や
舞
台
装
置
も
含
め
た
演
出
の
工
夫
に
重
な
る
。
そ
し
て
、
松
居

松
葉
は
「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
・
ド
・
パ
リ
」
を
観
て
「
日
本
の
セ
カ
イ

4

4

4

に
翻な

ほ案
し

て
み
た
い
」
と
言
っ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
左
団
次
の
「
鳴
神
」
の
復
活
上
演
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は
、「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
・
ド
・
パ
リ
」
の
翻
案
の
つ
も
り
で
取
り
組
ん
で
い
た

と
も
言
え
る
。

左
団
次
は
、
復
活
に
あ
た
っ
て
鳴
神
上
人
の
役
と
は
「
腹
は
近
代
で
、
科し
ぐ
さは

大
昔
の
風
を
失
は
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
為し
ど
こ所
だ
ら
う
と
思
い
ま
す
」
と
し
て

い
る）
58
（

。「
腹
」
と
は
、
登
場
人
物
の
性
格
や
心
理
の
こ
と
で
、「
肚
」
と
も
表
記

し
、「
性
根
」
と
も
い
う
。
左
団
次
は
、
様
式
性
に
も
魅
力
の
あ
る
歌
舞
伎
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
保
持
し
な
が
ら
、
そ
の
中
で
近
代
的
な
解
釈
を
加
え
、
そ
の

解
釈
に
調
和
し
た
歌
舞
伎
と
し
て
の
演
出
の
変
更
を
試
み
た
の
だ
。

鳴
神
上
人
の
堕
落
と
自
然
主
義

左
団
次
は
、「
毛
抜
」
や
「
鳴
神
」
を
復
活
し
て
演
じ
る
に
あ
た
り
、
台
本

を
読
み
込
み
、
登
場
人
物
の
性
格
を
分
析
し
、
演
出
を
工
夫
し
て
い
る
。

「
鳴
神
」
で
参
考
に
し
た
の
は
、
二
代
目
団
十
郎
が
上
方
で
「
雷
神
不
動
北

山
桜
」
と
し
て
上
演
し
た
時
の
台
本
が
明
治
二
十
七
年
の
『
歌
舞
伎
新
報
』
に

連
載
さ
れ
た
も
の
を
ベ
ー
ス
に
、「
鳴
神
」
な
ど
歌
舞
伎
十
八
番
を
制
定
し
た

七
代
目
団
十
郎
の
台
本
と
、
近
世
期
に
最
後
に
「
鳴
神
」
を
上
演
し
た
八
代
目

団
十
郎
の
台
本
で
あ
る）

59
（

。
演
出
の
様
々
な
可
能
性
か
ら
ど
れ
を
採
用
す
べ
き

か
、左
団
次
は
「
劇
通
諸
士
」
を
集
め
て
「
鳴
神
会
」
を
催
し
た
。「
鳴
神
会
」

で
は
、
音
楽
、
舞
台
装
置
、
衣
装
の
検
討
や
鳴
神
上
人
の
性
格
を
分
析
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
ブ
レ
ー
ン
を
持
つ
こ
と
は
、
左
団
次
が
初
め
て
で
は
な
く
、

九
代
目
団
十
郎
の
「
求
古
会
」
が
あ
り
、
初
代
左
団
次
も
新
演
出
に
は
歌
舞
伎

界
の
外
へ
意
見
を
求
め
た
。
左
団
次
の
特
色
は
、
第
三
章
で
み
た
よ
う
に
演
出

家
に
対
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
純
歌
舞
伎
の
演
目
に
つ
い
て
は
左
団
次
が
演
出
家

の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
役
者
の
動
き
以
外
の
様
々
な
演
出
の

要
素
の
決
定
を
下
す
と
き
に
は
、
ブ
レ
ー
ン
の
意
見
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
た
と

思
わ
れ
る
。

鳴
神
上
人
の
演
技
に
つ
い
て
は
、「
鳴
神
会
」
で
は
、
思
い
切
っ
て
色
っ
ぽ

く
演
じ
る
べ
き
と
す
る
意
見
と
、
最
初
は
凄
味
で
後
に
絶
間
姫
の
艶
な
の
に
み

と
れ
、
壇
上
を
落
ち
る
頃
か
ら
気
の
変
わ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
意
見
に
別

れ
、
左
団
次
は
後
者
の
意
見
を
採
用
し
た
と
い
う）

60
（

。
最
終
的
に
、
左
団
次
は
鳴

神
上
人
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。

さ
て
上
人
の
性
格
で
す
が
、
或
人
は
色
つ
ぽ
く
演や

つ
た
方
が
好
い
と
言

は
れ
ま
し
た
が
、
私
は
極
く
凄
い
人
に
し
て
演
つ
て
ゐ
る
と
云
う
の
は
、

自
分
が
此
の
脚
本
を
読
ん
だ
時
の
感
じ
は
、
絶
間
其
の
人
に
惚
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ら
う
し
、
美
人
を
見
た
か
ら
目
だ
け
で
堕
落
す
る
の
で
は
な
い

だ
ら
う
。
つ
ま
り
女
の
話
の
中う

ち

に
、
精
神
的
に
堕
落
す
る
の
だ
ら
う
と
思

つ
た
の
で
す
。

元
来
此
の
上
人
は
、
最
早
行
中
の
人
で
な
く
、
既
に
竜
神
を
封
じ
籠
め

て
あ
る
の
だ
か
ら
、
女
を
初
め
て
見
た
時
は
、
一
種
の
興
、
謂
は
ゞ
好
奇

心
に
駆
れ
て
、
一
つ
話
を
聞
い
て
み
よ
う
と
思
つ
て
、
聞
い
て
ゐ
る
中
に

段
々
肉
欲
を
請
求
す
る
よ
う
に
な
つ
た
（
中
略
）
だ
か
ら
今
の
自
然
主
義
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―
肉
か
ら
来
た
堕
落―

と
思
つ
て
演
つ
て
ゐ
る
の
で
す）
61
（

。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
左
団
次
は
鳴
神
上
人
の
「
腹
は
近
代
」
と
し
て
お
り
、

そ
の
近
代
が
「
今
の
自
然
主
義
」
で
あ
る
。
こ
の
自
然
主
義
を
表
現
し
た
「
鳴

神
」
の
場
面
と
し
て
、
左
団
次
は
、
雲
の
絶
間
姫
の
仕
方
咄
の
場
面
を
挙
げ
て

い
る
。

雲
の
絶
間
姫
は
、
今
は
亡
き
夫
と
の
馴
れ
初
め
の
咄
を
す
る
。『
古
今
集
』

の
業
平
の
歌
を
も
ら
っ
た
こ
と
を
鳴
神
上
人
に
語
る
時
、
歌
の
下
の
句
が
思
い

出
せ
な
い
で
い
る
と
、
鳴
神
上
人
が
下
の
句
を
言
い
当
て
、
さ
ら
に
姫
に
話
の

続
き
を
「
シ
テ
シ
テ
ど
ふ
じ
ゃ
」
と
促
す
場
面
が
あ
る
。
八
代
目
団
十
郎
は
、

こ
こ
で
思
わ
ず
数
珠
を
取
り
落
と
す
と
ト
書
き
に
あ
る
。
左
団
次
の
場
合
は
、

雲
の
絶
間
姫
に
惚
れ
る
の
で
は
な
く
、
話
を
聞
き
な
が
ら
精
神
的
に
堕
落
す
る

と
解
釈
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
経
机
を
引
き
寄
せ
て
頬
杖
を
つ
く
形
を

と
っ
て
い
る
。
左
団
次
の
弟
子
市
川
莚
升
か
ら
鳴
神
の
型
（
演
出
）
を
学
ん
だ

二
代
目
尾
上
松
録
は
、
こ
こ
は
実
際
に
肘
を
突
い
て
リ
ア
ル
に
演
じ
た
。
二
代

目
左
団
次
の
復
活
上
演
の
後
、
十
一
代
目
市
川
団
十
郎
が
「
鳴
神
」
を
手
が
け

た
と
き
は
、
八
代
目
団
十
郎
の
よ
う
に
数
珠
を
落
と
す
の
で
は
な
く
、
左
団
次

の
経
机
に
肘
を
つ
く
型
を
用
い
な
が
ら
、
肘
を
つ
く
時
に
は
肘
を
浮
か
せ
た
歌

舞
伎
十
八
番
風
な
様
式
的
な
形
で
あ
っ
た
と
い
う）
62
（

。
左
団
次
の
写
実
的
な
演
技

は
近
世
期
の
台
本
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
近
代
の
息
吹
を
吹
き
込
ん
だ

の
で
あ
っ
た
。

こ
の
左
団
次
の
試
み
は
劇
評
家
に
も
汲
み
取
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
で
、
伊

原
青
々
園
は
『
歌
舞
伎
』
の
劇
評
で
、「
鳴
神
と
い
ふ
僧
が
女
の
肉
に
触
れ
て

堕
落
す
る
と
い
ふ
筋
で
今
日
文
壇
で
、
は
や
る
自
然
派
と
同
じ
的
を
狙
つ
た
所

が
あ
る
」
と
評
し
て
い
る）

63
（

。

自
然
主
義
と
は
、
現
在
の
事
典
類
で
は
、
田
山
花
袋
の『
蒲
団
』（
一
九
〇
七
）

ら
を
代
表
作
と
し
て
「
現
実
を
直
視
し
て
、
醜
悪
な
も
の
を
避
け
ず
理
想
化
を

行
な
わ
な
い
で
描
写）
64
（

」
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
確
か
に
、
左
団
次
は
自

然
主
義
を
「
肉
か
ら
来
た
堕
落
」
と
し
、
青
々
園
も
「
女
の
肉
に
触
れ
て
堕
落

す
る
」
点
が
文
壇
で
は
や
る
自
然
派
と
同
じ
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
鈴
木
貞
美
は
、
こ
の
頃
の
「
自
然
主
義
」
の
指
す
内
容
は
、
多
義

的
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
自
然
主
義
が
神
秘
主
義
、
象
徴
主
義
へ
と
変
容
し
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
も
汲
ん
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の

時
期
に
自
然
主
義
論
を
展
開
し
た
島
村
抱
月
も
、「
あ
る
が
ま
ま
の
現
実
」
を

「
全
的
存
在
の
意
義
」
の
象
徴
と
し
て
観
る
象
徴
主
義
を
受
容
し
て
い
た
こ
と

を
指
摘
す
る）

65
（

。
ま
た
、
鳴
神
上
人
の
堕
落
の
原
因
を
「
肉
」
と
表
現
し
て
い
る

が
、
こ
の
こ
と
も
鈴
木
が
指
摘
す
る
、
日
露
戦
争
後
に
総
合
雑
誌
や
文
芸
雑
誌

に
「
肉
情
」「
獣
欲
」「
肉
欲
」「
肉
感
」
な
ど
の
語
が
飛
び
交
い
、
人
間
の
本

性
を
霊
か
肉
か
と
い
う
二
者
選
択
の
図
式
で
闘
わ
せ
て
い
た）
66
（

時
代
と
一
致
す

る
。左

団
次
の
「
鳴
神
」
の
『
演
芸
画
報
』
の
劇
評）

67
（

で
は
、
二
代
目
団
十
郎
が
十

八
世
紀
中
期
の
上
方
で
上
演
し
た
時
に
好
評
を
得
た
こ
と
に
触
れ
た
の
ち
、
こ
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の
作
品
は
「
何
と
な
く
『
永
久
の
生
命
』」
が
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
評

す
る
。
そ
し
て
、「
鳴
神
」
を
、
国
家
的
権
威
（
朝
廷
）
と
、
宗
教
的
権
威
（
鳴

神
上
人
）
と
の
争
闘
と
見
、
鳴
神
上
人
が
竜
神
封
じ
込
め
に
成
功
し
勝
利
の
声

を
あ
げ
た
宗
教
的
権
威
を
、
雲
の
絶
間
姫
の
肉
の
威
力
で
破
壊
し
た
作
品
で
あ

る
と
分
析
し
、「
痛
切
な
る
肉
の
前
に
は
、
何
物
の
権
威
も
な
い
。
つ
ま
り
本

能
の
力
の
怖
ろ
し
さ
を
説
い
た
も
の
と
し
て
観
る
事
が
出
来
や
う
」と
述
べ
る
。

こ
の
『
演
芸
画
報
』
の
劇
評
は
、
鈴
木
が
指
摘
す
る
こ
の
時
期
の
自
然
主
義
の

多
義
性
や
霊
か
肉
か
と
い
う
当
時
の
文
壇
の
議
論
か
ら
生
ま
れ
た
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
。

左
団
次
自
身
は
、
こ
の
よ
う
な
文
壇
の
議
論
を
受
け
止
め
た
上
で
、
鳴
神
上

人
の
堕
落
を
「
自
然
主
義
」
と
し
て
演
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

訪
欧
中
の
左
団
次
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
演
劇
学
校
で
デ
ル
サ
ル
ト
の
俳
優
術
の

定
義
を
知
る
。
一
輪
の
バ
ラ
の
花
に
宇
宙
の
真
理
を
見
い
だ
し
、
人
生
を
正
し

く
理
解
し
、
そ
れ
を
観
客
に
伝
え
る
と
い
う
、
演
劇
に
お
け
る
身
体
表
現
の
真

髄
を
、
芭
蕉
の
句
に
な
ぞ
ら
え
て
理
解
す
る
。
ま
た
、
松
居
松
葉
は
、
帰
国
し

た
年
に
デ
ル
サ
ル
ト
の
表
情
術
を
紹
介
し
た
時
に
、
同
じ
時
期
の
『
萬
朝
報
』

に
連
載
さ
れ
た
自
然
主
義
を
め
ぐ
る
記
事
に
言
及
し
て
い
る）

68
（

。
島
村
抱
月
が
自

然
主
義
を
論
じ
な
が
ら
象
徴
主
義
を
受
容
し
て
い
た
よ
う
に
、
デ
ル
サ
ル
ト
の

俳
優
術
の
定
義
を
学
ん
だ
左
団
次
が
鳴
神
上
人
の
演
技
で
試
み
た「
自
然
主
義
」

に
も
象
徴
主
義
の
受
容
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

「
鳴
神
」
の
復
活
上
演
の
頃
、
左
団
次
は
松
居
松
葉
と
は
距
離
を
お
い
て
い

る
が
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
十
一
月
の
第
一
回
自
由
劇
場
試
演
の
直

後
、
永
井
荷
風
は
小
山
内
薫
と
と
も
に
左
団
次
宅
を
訪
問
す
る）
69
（

。
以
後
、
永
井

荷
風
と
左
団
次
の
関
係
は
急
速
に
深
ま
り
、
明
治
四
十
三
年
五
月
の
「
鳴
神
」

復
活
上
演
の
あ
と
、
九
月
に
荷
風
が
『
三
田
文
学
』
に
発
表
し
た
「
平
維
盛
」

を
、
同
月
の
明
治
座
の
初
代
左
団
次
追
善
公
演
の
舞
台
に
か
け
て
い
る
。
鳴
神

会
の
メ
ン
バ
ー
の
全
容
は
今
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
た
め
、
荷
風
が
参
加
し
て

い
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
。
し
か
し
当
時
、
自
然
主
義
の
作
家
と
し
て
売
れ
っ

子
と
な
っ
て
い
た
荷
風
が
「
鳴
神
」
の
復
活
に
取
り
組
ん
で
い
た
左
団
次
と
急

接
近
し
た
の
は
間
違
い
な
い
。
鈴
木
に
よ
れ
ば
、
荷
風
の
「
地
獄
の
花
」（
一

九
〇
二
）
は
、
人
間
の
動
物
的
側
面
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
暴
力
を
も
扱
っ
て

い
た
こ
と
を
指
摘
し）

70
（

て
い
る
。

欧
州
の
体
験
を
松
葉
と
共
有
し
、
荷
風
と
交
流
が
始
ま
っ
た
頃
の
左
団
次
が

取
り
組
ん
だ
鳴
神
上
人
の
自
然
主
義
的
な
表
現
は
、左
団
次
の
芸
談
に
あ
る「
精

神
的
に
堕
落
」
し
た
姿
で
あ
り
、
単
な
る
性
欲
の
描
写
で
は
な
い
。
八
代
目
市

川
団
十
郎
が
演
じ
た
よ
う
に
絶
間
姫
の
仕
方
咄
の
冒
頭
か
ら
思
わ
ず
数
珠
を
取

り
落
と
す
ほ
ど
取
り
乱
す
の
で
は
な
く
、
ガ
ツ
ガ
ツ
せ
ず
に
余
裕
た
っ
ぷ
り
に

笑
み
を
た
た
え
な
が
ら）

71
（

経
机
に
身
を
預
け
、
話
を
促
す
演
出
に
な
っ
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

左
団
次
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
会
得
し
た
も
の
を
、
新
歌
舞
伎
や
翻
訳
作
品
だ
け

で
は
な
く
、「
鳴
神
」
の
よ
う
な
純
歌
舞
伎
の
演
目
に
も
試
み
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
っ
て
、
幕
末
に
消
え
か
け
た
台
本
に
近
代
的
な
価
値
を
見
い
だ
し
再
生
す
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る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る）
72
（

。
左
団
次
の
近
代
性
は
、
伝
統
的
な
歌
舞
伎
の
演

目
に
も
発
揮
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
訪
欧
の
体
験
や
同
時
代
の
文

芸
思
潮
と
深
く
関
わ
る
人
脈
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
左
団
次
の
鳴
神
上
人
の
解
釈
は
劇
評
家
に
も
伝
わ
っ
た
よ
う
だ

が
、
そ
の
演
技
の
評
価
は
あ
ま
り
芳
し
い
も
の
で
は
な
い
。
青
々
園
は
、
鳴
神

上
人
の
弟
子
の
会
話
が
「
現
代
式
」
で
あ
る
た
め
に
二
百
年
前
に
初
演
さ
れ
十

八
番
物
と
し
て
継
承
さ
れ
て
き
た
古
狂
言
に
は
釣
り
合
わ
な
い
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
経
机
を
引
き
寄
せ
る
演
技
も
無
骨
で
、
姫
の
肌
に
触
れ
る
演
技
も
荒
っ

ぽ
い
と
指
摘
す
る
。
青
々
園
は
、
或
い
は
自
然
派
を
性
欲
の
表
現
と
理
解
し
、

「
女
の
肉
に
触
れ
て
堕
落
す
る
」
演
技
に
色
気
を
求
め
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
時
代
に
飛
び
交
う
「
自
然
主
義
」、「
自
然
派
」
が
多
義
的
で
あ
る
こ
と
の

証
左
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

二
代
目
市
川
左
団
次
は
、
新
歌
舞
伎
や
翻
訳
物
を
手
が
け
、
小
山
内
薫
と
自

由
劇
場
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
か
ら
、「
近
代
的
」
と
評
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
左
団
次
の
近
代
性
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。「
近
代
的
」
と
評
し
論
じ
る
者
に
は
そ
の
内
容
が
自
明
の
こ
と

で
あ
っ
て
も
、
近
代
性
が
時
代
を
経
る
に
従
っ
て
指
す
内
容
が
変
化
す
る
た
め

に
、
左
団
次
の
特
色
と
さ
れ
て
き
た
近
代
性
は
む
し
ろ
曖
昧
な
も
の
と
な
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
歌
舞
伎
十
八
番
「
鳴
神
」
は
、
初
代
団
十
郎
以
来
の
伝
統
的
な
演
目

で
あ
る
が
、
近
代
に
な
っ
て
復
活
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
評
論
家
や
研
究
者

の
間
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
劇
場
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

は
あ
ま
り
深
く
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
近
代
の
復
活
上
演
に
つ
い

て
左
団
次
の
芸
談
や
劇
評
に
「
自
然
主
義
」
と
触
れ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
近
代

の
自
然
主
義
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
の
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
思
う
。

自
然
主
義
は
近
年
の
研
究
で
、
十
九
世
紀
末
二
十
世
紀
初
頭
に
お
い
て
は
極

め
て
多
義
的
で
象
徴
主
義
や
表
現
主
義
に
も
連
な
っ
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
二
代
目
市
川

左
団
次
の
近
代
性
や
復
活
上
演
さ
れ
た
「
鳴
神
」
に
み
ら
れ
る
自
然
主
義
が
い

か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
検
討
を
試
み
た
。

左
団
次
の
近
代
性
は
、
一
九
〇
七
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
演
劇
界
の
動
向
と
深

く
関
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
特
色
は
、写
実
的
な
演
技
、表
現
主
義
の
舞
台
装
置
、

こ
の
よ
う
な
理
論
以
前
の
舞
台
表
現
な
ど
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
舞
台
が
併
存
し

て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
況
を
み
て
帰
っ
て
き
て
、
日
本
の
舞
台
に
適
宜
取
り

入
れ
て
い
る
点
で
、
表
現
主
義
の
舞
台
に
感
動
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
露
骨
に

表
現
主
義
を
取
り
入
れ
そ
れ
を
標
榜
し
て
上
演
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
姿

勢
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
表
現
主
義
の
演
劇
人
が
新
し
い
試
み
を
す
る
と

き
に
歌
舞
伎
を
含
む
東
洋
の
演
劇
の
断
片
を
活
用
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ

の
ま
ま
移
植
を
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。
荒
事
と
い
っ
た
歌

舞
伎
の
様
式
的
な
演
技
と
、
近
代
の
表
現
主
義
演
劇
と
を
結
び
つ
け
る
の
は
、
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少
な
く
と
も
左
団
次
の
「
鳴
神
」
の
復
活
に
関
し
て
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。
む

し
ろ
、「
鳴
神
」
は
、
脚
本
や
作
品
の
解
釈
に
「
自
然
主
義
」
と
い
っ
た
同
時

代
の
文
芸
思
潮
と
密
接
に
関
わ
り
合
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
実
際
に
役
者
に
よ
っ
て
表
現
し
た
場
合
に
は
決
し
て
好
評
を
得
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
古
典
と
し
て
の
歌
舞
伎
役
者
の
演
技
を
期
待
す
る
観
客

と
、
歌
舞
伎
役
者
に
よ
る
歌
舞
伎
舞
台
に
お
け
る
西
洋
仕
込
み
の
演
技
方
法
を

試
み
る
左
団
次
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
埋
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
一
九
八
〇

年
代
の
市
川
猿
之
助
の
ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎
が
、
歌
舞
伎
で
は
な
い
と
批
判
さ
れ

る
の
に
通
じ
る
。
現
在
で
は
、
ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎
と
い
う
別
の
ジ
ャ
ン
ル
の
演

劇
だ
と
い
う
認
識
が
定
着
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
頃
の
左
団
次
は
、
左
団
次

の
や
り
方
が
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
批
判
に
さ
ら
さ
れ

た
。
左
団
次
が
帰
朝
公
演
の
改
革
で
観
客
の
教
育
を
試
み
て
い
る
こ
と
が
推
察

で
き
る
の
も
、
こ
の
よ
う
に
価
値
意
識
を
共
有
す
る
観
客
を
育
て
る
こ
と
を

狙
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
小
山
内
の
よ
う
に
、
歌
舞
伎
の
古
典
的
演
目
で
近
代
的
な
解
釈

を
入
れ
る
事
を
評
価
す
る
者
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
支
持
者
と

と
も
に
取
り
組
ん
だ
自
由
劇
場
の
活
動
は
、
観
客
の
教
育
も
と
も
な
っ
て
左
団

次
ス
タ
イ
ル
の
確
立
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。一
九
二
〇
年
代
か
ら
左
団
次
は
、

押
し
も
押
さ
れ
も
し
な
い
歌
舞
伎
の
大
立
者
に
な
っ
て
い
く
。
昭
和
三
年
（
一

九
二
八
）、
歌
舞
伎
初
の
海
外
公
演
と
い
わ
れ
る
モ
ス
ク
ワ
公
演
に
左
団
次
は

「
鳴
神
」
を
持
っ
て
い
く
。
や
が
て
「
鳴
神
」
は
、
歌
舞
伎
を
代
表
す
る
演
目

の
一
つ
と
し
て
現
代
に
伝
わ
る
。

本
稿
で
は
左
団
次
の
一
九
〇
七
〜
一
九
一
〇
年
の
わ
ず
か
三
年
の
動
向
を
検

討
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
以
後
の
左
団
次
の
活
動
、「
鳴
神
」
の
受
容
に
つ

い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

注（
１
） 

現
在
の
通
例
で
は
、
前
近
代
に
初
演
さ
れ
た
歌
舞
伎
作
品
の
う
ち
、
歌
舞
伎
作

者
に
よ
っ
て
書
か
れ
初
演
さ
れ
た
作
品
を
「
純
歌
舞
伎
狂
言
」、
浄
瑠
璃
作
者
に
よ
っ

て
書
か
れ
人
形
浄
瑠
璃
で
初
演
さ
れ
た
作
品
を
歌
舞
伎
化
し
た
作
品
を「
義
太
夫
狂
言
」

と
区
別
す
る
。
ま
た
、
新
歌
舞
伎
の
う
ち
、
戦
後
の
作
品
を
「
新
作
歌
舞
伎
」
と
区
別

す
る
。
な
お
、
新
歌
舞
伎
の
定
義
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
日
置
貴
之
の
「「
新
歌
舞
伎
」

考
」（『
演
劇
映
像
』
五
十
一
、
早
稲
田
大
学
演
劇
映
像
学
会
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、

十
九
〜
二
十
八
頁
）
が
あ
る
。

（
２
） 

初
代
市
川
団
十
郎
の
鳴
神
劇
は
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）「
門
松
四
天
王
」
が

初
演
と
さ
れ
て
い
る
。
同
時
代
の
資
料
で
内
容
が
詳
し
く
わ
か
る
作
品
は
、
元
禄
十
一

年
（
一
六
九
八
）「
源
平
雷
伝
記
」
で
、
作
品
の
粗
筋
本
で
あ
る
絵
入
狂
言
本
が
出
版

さ
れ
た
。

（
３
） 

「
雷
神
不
動
北
山
桜
」
の
好
評
を
う
け
て
、
翌
寛
保
三
年
大
坂
で
「
久
米
仙
人
吉

野
桜
」
と
し
て
浄
瑠
璃
化
さ
れ
、
大
入
り
を
と
っ
た
。（『
浄
瑠
璃
譜
』）
上
方
で
も
馴

染
み
の
あ
る
作
品
で
あ
っ
た
。

（
４
） 

八
代
目
団
十
郎
が
上
演
し
て
か
ら
、
二
代
目
左
団
次
が
復
活
す
る
ま
で
の
約
六
十
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年
の
間
に
、
明
治
二
十
三
年
に
東
京
の
小
劇
場
の
高
砂
座
、
明
治
三
十
三
年
に
大
阪
の

弁
天
座
で
の
鳴
神
劇
の
上
演
が
確
認
で
き
る
。
注
（
３
）
で
も
触
れ
た
よ
う
に
上
方
で

も
馴
染
み
の
あ
る
演
目
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
ほ
か
に
も
上
演
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
た
だ
し
、
二
代
目
左
団
次
が
復
活
上
演
に
あ
た
っ
て
こ
れ
ら
の
公
演
を
参
考
に
し

た
と
の
記
録
は
管
見
の
限
り
な
い
。

（
５
） 

市
川
左
団
次
「「
鳴
神
」
の
上
場
と
其
の
性
格
」『
歌
舞
伎
』
一
二
〇
、
明
治

四
十
三
年
六
月
、
四
十
八
〜
五
十
頁
。
明
治
二
十
七
年
に
『
歌
舞
伎
新
報
』
一
五
五
一

〜
一
五
五
四
号
に
て
、
二
代
目
団
十
郎
が
演
じ
た
台
本
が
連
載
さ
れ
た
。
一
五
五
〇
号

で
は
連
載
を
予
告
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
歌
舞
伎
十
八
番
の
一
」
と
権
威
付
を
し
て

い
る
。
な
お
、
明
治
四
十
一
年
一
月
『
歌
舞
伎
』
九
十
三
で
は
、「
鳴
神
」
の
上
演
史

や
能
「
一
角
上
人
」
と
の
関
係
な
ど
の
論
考
も
あ
り
、「
鳴
神
」
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
６
） 

豊
島
屋
主
人
（
鈴
木
泉
三
郎
）
著
『
俳
優
評
伝
左
団
次
の
巻
』
玄
文
社
、
大
正

七
年
、
十
三
頁
。
ま
た
、
小
山
内
薫
で
さ
え
も
、
こ
の
頃
の
左
団
次
を
「
大
根
」
と
見

て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。（
小
山
内
薫
「
明
治
座
第
一
印
象
」『
演
劇
新
声
』
東
雲
堂
書

店
、
明
治
四
十
五
年
、
二
二
一
頁
。『
演
劇
新
声
』
に
は
「
こ
の
書
を
市
川
左
団
次
君

に
呈
す
」
と
献
辞
が
付
さ
れ
て
い
る
。）

（
７
） 

「
左
団
次
の
卒
倒
」『
自
由
劇
場
』
自
由
劇
場
事
務
所
、一
九
一
二
年
、一
八
二
頁
。

（
８
） 

岡
本
綺
堂
「
そ
の
頃
の
演
劇
界―

過
ぎ
に
し
物
語―

続
編
の
十
一
」『
新
演
芸
』

大
正
十
三
年
十
二
月
、
四
十
四
〜
四
十
七
頁
。

（
９
） 

「
瓦
街
生
、
市
川
左
団
次
と
語
る
」雑
誌『
歌
舞
伎
』九
〇
号
、
明
治
四
十
年
十
月
、

二
十
九
〜
四
十
一
頁
。
後
に
、
小
山
内
薫
『
演
劇
新
潮
』
博
文
館
、
明
治
四
十
一
年
、

二
四
五
〜
二
七
〇
頁
に
所
収
。
本
書
に
は
、
左
団
次
が
ロ
ン
ド
ン
か
ら
小
山
内
に
送
っ

た
名
優
ビ
ア
ボ
ウ
ム
・
ト
リ
イ
の
絵
葉
書
や
、
左
団
次
が
ロ
ン
ド
ン
で
観
た
イ
エ
ー
ツ

な
ど
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
演
劇
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
10
） 

注
（
９
）
参
照
。

（
11
） 

注
（
９
）
以
外
で
左
団
次
の
訪
欧
を
伝
え
る
主
な
資
料
は
、

 

市
川
左
団
次
「
俳
優
学
校
参
観
談
」『
歌
舞
伎
』
九
三
号
、明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

一
月
、
二
十
七
〜
二
十
九
頁
。

 

松
居
松
葉
「
帝
国
大
劇
場
に
就
い
て
開
語
」「
帝
国
大
劇
場
に
つ
い
て
」「
日
本
演
劇
革

新
策
」『
万
朝
報
』
明
治
四
十
年
一
月
九
日
〜
十
二
月
二
十
九
日
ま
で
断
続
的
に
連
載
、

「
倫
敦
俳
優
学
校
」「
仏
国
俳
優
学
校
」『
報
知
新
聞
』
明
治
四
十
年
八
月
九
日
、
十
日
、

九
月
三
日
等
、
新
聞
、
雑
誌
の
記
事
。

 

豊
島
屋
主
人
（
鈴
木
泉
三
郎
）『
俳
優
評
伝
左
団
次
の
巻
』、
注
（
６
）。

 

田
島
淳
編『
左
団
次
芸
談
』南
光
社
、
昭
和
十
一
年（
一
九
三
六
）。（『
日
本
人
の
自
伝
』

二
十
、
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
に
自
伝
の
部
分
が
転
載
。）

 

利
倉
幸
一
『
市
川
左
団
次
覚
書
』
建
設
社
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）。

 

松
居
桃
楼
『
市
川
左
団
次
』
武
蔵
書
房
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
等
。

（
12
） 

明
治
三
十
六
年
〜
四
十
一
年
に
外
遊
し
た
永
井
荷
風
も
、
サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演
を
観
劇
し
て
い
る
。

（
13
） 

注
（
９
）。

（
14
） 

注
（
11
）
松
居
松
葉
「
日
本
演
劇
革
新
策
」（
三
十
）、
明
治
四
十
年
一
月
十
三

〜
十
九
日
で
、
松
葉
は
日
本
の
役
者
の
稽
古
の
悪
弊
を
縷
々
述
べ
て
い
る
。
十
分
な
稽

古
を
行
わ
ず
、
科
白
を
覚
え
な
い
ま
ま
に
舞
台
に
た
ち
プ
ロ
ン
プ
タ
ー
の
助
け
を
得
た

り
、
新か

き
お
ろ
し
も
の

作
物
で
は
科
白
が
十
分
こ
な
れ
て
お
ら
ず
脚
本
の
意
図
が
十
分
に
伝
わ
ら
な
い

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
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（
15
） 

注
（
11
）『
左
団
次
芸
談
』、
九
十
一
頁
。

（
16
） 
松
居
松
葉
「
何
故
に
私
は
洋
行
す
る
か
」『
演
芸
画
報
』
大
正
八
年
三
月
、

四
十
八
〜
五
十
二
頁
。
松
葉
は
大
正
七
年
に
松
竹
文
芸
部
の
顧
問
と
な
り
、
大
正
八
年

三
月
か
ら
十
三
年
ぶ
り
二
度
目
の
欧
米
演
劇
視
察
に
向
か
う
。
左
団
次
と
と
も
に
行
っ

た
一
度
目
の
欧
米
の
演
劇
視
察
で
は
、
そ
の
成
果
を
日
本
演
劇
に
十
分
還
元
で
き
な

か
っ
た
と
感
じ
て
い
た
松
葉
に
、
松
竹
の
大
谷
社
長
が
「
俳
優
の
稽
古
も
、
道
具
も
、

小
道
具
も
、
広
告
も
、
運
動
も
、
す
べ
て
百
日
費
や
す
芝
居
が
や
つ
て
見
た
く
て
な
り

ま
せ
ん
」
と
も
ち
か
け
、
松
葉
は
そ
れ
に
応
え
る
た
め
に
洋
行
の
必
要
性
を
説
い
た
。

左
団
次
と
松
葉
が
第
一
回
の
洋
行
で
感
じ
た
、
十
分
に
準
備
期
間
を
か
け
て
立
派
な
作

品
を
つ
く
る
必
要
性
が
、
興
行
主
に
浸
透
す
る
ま
で
に
十
三
年
の
時
を
費
や
し
た
と
い

え
る
。

（
17
） 

注
（
９
）。

（
18
） 

同
右
。

（
19
） 

同
右
。

（
20
） 

依
岡
隆
児
「
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
表
現
主
義
の
受
容―

初
期
築
地
小
劇
場
を

中
心
に―

」『
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
言
語
文
化
研
究
』
八
、二
〇
〇
一
年
、
一
二
七
〜

一
六
六
頁
。

（
21
） 

注
（
９
）。

（
22
） 

注
（
11
）『
左
団
次
芸
談
』、
九
十
二
頁
。

（
23
） 

同
右
。

（
24
） 

注
（
11
）
松
居
桃
楼
『
市
川
左
団
次
』、
一
〇
九
〜
一
一
〇
頁
。
こ
の
演
劇
学
校

に
は
、
先
に
欧
州
入
り
を
し
て
い
た
松
居
松
葉
が
既
に
学
ん
で
い
た
。
同
書
や
注

（
11
）
左
団
次
「
俳
優
学
校
参
観
談
」、
松
葉
「
倫
敦
俳
優
学
校
」
に
よ
れ
ば
、
教
科
目

は
、
左
団
次
が
学
ん
だ
表
情
術
、
発
声
法
以
外
に
、
雄
弁
法
、
舞
台
稽
古
、
身
振
（
パ

ン
ト
マ
イ
ム
）、
舞
踏
（
ダ
ン
ス
）、
バ
レ
エ
、
剣
術
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）、
化
粧
法
、

イ
ギ
リ
ス
演
劇
史
、脚
本
の
実
演
な
ど
で
あ
る
。「
俳
優
学
校
参
観
談
」で
は
、表
情
術
、

発
声
法
以
外
に
も
こ
れ
ら
を
見
学
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
二
人
は
、
こ
の
洋
行

で
パ
リ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
演
劇
学
校
も
短
期
間
な
が
ら
訪
れ
て
い
る
。

（
25
） 

注
（
11
）
松
居
松
葉
「
倫
敦
俳
優
学
校
」。

（
26
） 

注
（
11
）
市
川
左
団
次
「
俳
優
学
校
参
観
談
」。

（
27
） 

注
（
11
）
松
居
桃
楼
『
市
川
左
団
次
』、
一
一
二
〜
一
一
三
頁
。

（
28
） 

鈴
木
貞
美
「
イ
ギ
リ
ス
思
想
が
日
本
の
大
正
期
に
与
え
た
影
響―

そ
の
ス
ケ
ッ

チ
」
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
、
二
〇
一
〇
年
三
月
二
十
七
日
。http://w

w
w
. 

nichibun. ac. jp/̃sadam
i/w
hat ’s%

20new
/2010/EP3. pdf

（
二
〇
一
一
年
五
月

十
六
日
閲
覧
）

 

　
『
生
命
観
の
探
求―

重
層
す
る
危
機
の
な
か
で
』
第
五
章
、
作
品
社
、
二
〇
〇
七
年
。

（
29
） 

注
（
11
）
松
居
松
葉
「
倫
敦
俳
優
学
校
」。

（
30
） 

注
（
11
）「
日
本
演
劇
革
新
策
」（
四
十
六
〜
四
十
八
）。
松
葉
の
記
事
と
同
じ
時

期
に
自
然
主
義
、
新
自
然
主
義
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
素
堂
「
芸
術
即

偽
論
」『
萬
朝
報
』
明
治
四
十
年
十
月
二
十
八
日
〜
二
十
九
日
、素
堂
「
新
自
然
主
義
」

同
紙
、
十
一
月
十
一
日
、
二
十
五
日
、
素
堂
「
本
能
と
道
徳
。
自
己
と
外
界
」
同
紙
、

十
二
月
二
十
二
日
〜
二
十
四
日
。
な
お
、
松
居
の
こ
の
見
解
は
、「
劇
術
学
校
の
必
要
」

と
し
て
『
歌
舞
伎
』
九
十
一
、
明
治
四
十
年
十
一
月
、
四
十
九
〜
五
十
頁
等
に
も
発
表

さ
れ
た
。

（
31
） 
ア
ー
ル
女
史
が
伝
え
る
デ
ル
サ
ル
ト
の
俳
優
術
の
定
義
は
、
今
尾
哲
也
「
二
代

目
市
川
左
団
次―

概
論
風
に
」（『
歌
舞
伎
〈
通
説
〉
の
検
証
』
二
〇
一
〇
年
、
一
九
一



二代目市川左団次の訪欧と「鳴神」

329

〜
二
〇
六
頁
）
に
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
体
験
こ
そ
が
帰
国
後
の
左
団
次
の
方
向

性
を
決
定
し
た
も
の
と
指
摘
す
る
。
今
尾
の
論
考
で
は
、「
宇
宙
の
真
理
」
や
芭
蕉
の

句
に
つ
い
て
の
件
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
こ
そ
が
、
明
治
四
十

年
（
一
九
〇
七
）
の
文
芸
の
思
潮
と
の
呼
応
を
見
せ
て
い
る
部
分
と
思
わ
れ
る
。

（
32
） 

注
（
11
）『
左
団
次
芸
談
』、
九
十
五
頁
。

（
33
） 

注
（
11
）
松
居
桃
楼
『
市
川
左
団
次
』、
九
十
九
頁
。

（
34
） 

渡
辺
保
『
歌
舞
伎
に
女
優
を
』
牧
書
店
、
一
九
六
五
年
、
五
〜
三
十
頁
。

（
35
） 

注
（
９
）。

（
36
） 

松
居
松
翁
（
葉
）「「
エ
レ
ク
ト
ラ
」
上
演
覚
書
」『
続
演
劇
今
昔
』
中
央
美
術
社
、

大
正
十
五
年
、
一
五
八
頁
。

（
37
） 

太
郎
冠
者
「
サ
ア
・
ベ
ル
ナ
ア
ル
の
『
ト
ス
カ
』
観
劇
談
」『
歌
舞
伎
』

八
十
八
、
明
治
四
十
年
八
月
、
五
十
九
〜
六
十
六
頁
。
筆
者
太
郎
冠
者
が
、
十
数
年
前

に
洋
行
し
た
時
に
見
た
時
の
感
想
。
本
文
で
は
「
サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
」
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
タ
イ
ト
ル
の
「
サ
ア
・
ベ
ル
ナ
ア
ル
」
は
誤
植
。
新
富
座
の
翻
訳
劇
「
ト
ス

カ
」
の
上
演
に
関
連
し
た
記
事
。

（
38
） 

小
山
内
薫
「
現
代
名
優
評
伝　

市
川
左
団
次
」『
演
芸
画
報
』
大
正
六
年
二
月
、

一
〜
十
六
頁
。「
彼
の
始
め
た
事
は
荒
次
郎
だ
の
左
升
だ
の
と
い
ふ
近
親
や
弟
子
に
、

自
分
の
西
洋
で
学
ん
で
来
た
デ
ル
サ
ル
ト
式
の
劇
術
を
教
へ
る
事
で
あ
つ
た
。
彼
は
こ

れ
に
依
つ
て
左
右
の
若
い
役
者
達
の
筋
肉
体
格
を
、
そ
の
奇
形
的
な
発
育
か
ら
、
本
来

の
自
然
に
戻
そ
う
と
し
た
。
荒
次
郎
な
ど
は
、
そ
の
当
時
、
厠
へ
這
入
つ
て
蹲
む
事
が

出
来
な
い
程
の
運
動
を
強
ひ
ら
れ
た
。」
自
由
劇
場
の
第
二
回
試
演
か
ら
参
加
し
た
三

代
目
市
川
寿
海
（
一
八
八
六
〜
一
九
七
一
）
は
、
自
由
劇
場
で
の
稽
古
で
も
デ
ル
サ
ル

ト
式
表
情
術
や
ダ
ル
ク
ロ
ー
ズ
式
体
操
を
行
い
、
便
所
へ
行
っ
て
も
し
ゃ
が
め
な
い
ほ

ど
体
の
節
々
が
痛
ん
だ
と
あ
る
。（
市
川
寿
海『
寿
の
字
海
老
』展
望
社
、一
九
六
〇
年
、

七
十
二
〜
七
十
四
頁
）
歌
舞
伎
役
者
と
し
て
の
身
体
訓
練
を
受
け
た
役
者
が
、
新
た
な

表
現
の
た
め
の
身
体
を
身
に
つ
け
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
歌
舞
伎
役
者
が
、
新
劇

や
新
歌
舞
伎
の
演
目
と
、
伝
統
的
な
歌
舞
伎
の
演
目
で
、
身
体
表
現
を
使
い
分
け
て
い

た
の
か
、
新
た
な
身
体
表
現
が
伝
統
的
な
歌
舞
伎
の
表
現
に
も
変
革
を
も
た
ら
し
た
の

か
、
ま
た
左
団
次
劇
団
に
関
わ
ら
な
い
役
者
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
に
つ

い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
39
） 

松
居
松
葉
「
明
治
座
出
勤
俳
優
に
対
す
る
作
者
の
演
説
」『
袈
裟
と
盛
遠
』
明
治

四
十
一
年
、
隆
文
館
、
二
十
七
〜
二
十
八
頁
。

（
40
） 

荒
牧
金
光
「
松
居
松
葉
と
市
川
左
団
次
の
洋
行
み
や
げ
」『
目
白
学
園
女
子
短
期

大
学
研
究
紀
要
』
十
三
、一
九
七
六
年
十
二
月
、
二
十
一
〜
二
十
九
頁
。
岸
田
真
「『
演

劇
芸
術
』と
の
邂
逅―

小
山
内
薫
と
ゴ
ー
ド
ン
・
ク
レ
イ
グ―

」『
大
正
演
劇
研
究
』八
、

明
治
大
学
大
正
演
劇
研
究
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
小
山
内
薫
特
集
、
三
十
六
〜
四
十
四

頁
。

（
41
） 

注
（
11
）『
左
団
次
芸
談
』、
市
川
左
団
次
「
演
出
家
」、
二
二
二
頁
。
該
当
箇
所

は
左
の
通
り
。

　

如
何
に
優
れ
た
俳
優
で
あ
ら
う
と
も
、
何
び
と
か
の
統
節
が
無
く
て
は
全
体
と
の
統
一

調
和
を
保
つ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
縦
令
、い
か
に
第
一
流
の
俳
優
で
あ
ら
う
と
も
、

自
分
一
人
だ
け
の
理
屈
や
仕
勝
手
だ
け
で
気
随
気
儘
に
誰
と
の
相
談
も
無
し
に
芝
居
を

し
た
の
で
は
勿
論
舞
台
は
支
離
滅
裂
に
な
つ
て
し
ま
ふ
。
そ
こ
で
第
一
流
の
俳
優
な
れ

ば
こ
そ
、
即
ち
、
演
出
家
の
統
節
に
従
ふ
第
一
人
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と

に
な
つ
て
く
る
。
何
故
か
と
云
ふ
の
に
、
第
一
流
の
俳
優
こ
そ
、
最
も
多
く
の
場
合
に

於
て
、
調
和
の
中
心
、
構
図
の
中
心
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
勢
ひ
、
ど
う
し
て
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も
さ
う
云
ふ
理
合
に
な
つ
て
く
べ
き
筈
で
あ
る
。

（
42
） 
注
（
38
）、
小
山
内
薫
「
現
代
名
優
評
伝　

市
川
左
団
次
」。

（
43
） 
松
居
松
翁
（
葉
）「
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
の
型
」『
続
劇
団
今
昔
』
中
央
美
術
社
、
大

正
一
五
年
、
一
二
一
〜
一
二
九
頁
。
松
葉
は
、
ポ
エ
ル
の
型
と
フ
ラ
イ
の
型
よ
り
も
、

ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
演
出
を
多
く
取
り
入
れ
た
左
団
次
の
方
法
は
「
余
り
に
西
洋
ら
し
く

謂
は
ゞ
通
に
過
ぎ
た
」
と
し
、
ポ
エ
ル
の
型
と
フ
ラ
イ
の
型
の
方
が
今
の
日
本
に
向
く

と
反
省
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
「
一
体
沙
翁
劇
は
近
代
的
の
解
釈
を
為
さ
ず
に
昔
の
儘

に
大
ま
か
に
演
る
方
が
い
ゝ
と
思
は
れ
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

（
44
） 

注
（
11
）
松
居
松
葉
の
『
萬
朝
報
』
の
記
事
。

（
45
） 

『
左
団
次
芸
談
』
の
劇
場
改
革
に
関
す
る
部
分
（
一
〇
〇
頁
）
を
次
に
掲
げ
る
。

　

舞
台
は
歌
舞
伎
劇
に
も
、
新
し
い
も
の
に
も
向
く
や
う
に
と
云
ふ
点
か
ら
、
正
面
の
梁

を
従
前
よ
り
も
五
尺
上
げ
て
両
端
に
は
唐
草
を
彫
刻
し
、左
右
の
大
臣
柱
は
檜
を
使
ひ
、

舞
台
は
西
洋
式
に
額
面
に
区
切
つ
て
、
大
丸
呉
服
店
か
ら
贈
ら
れ
た
尉
と
を
姥
と
を
縫

取
し
た
緞
帳
を
下
げ
、
チ
ョ
ボ
床
と
囃
子
の
上
は
三
方
に
翠
簾
を
下
げ
て
金
具
の
附
い

た
高
欄
を
廻
し
、
其
下
は
従
来
の
揚
幕
を
廃
し
て
、
竹
を
描
い
た
襖
を
閉
め
、
其
前
へ

四
五
脚
の
椅
子
を
据
え
外
国
貴
賓
の
席
に
当
て
た
。
東
西
上
下
の
両
桟
敷
の
出
入
口
は

両
開
き
の
ド
ア
に
し
て
、
観
客
出
入
の
便
宜
を
計
り
、ま
た
演
技
中
の
騒
音
も
防
い
だ
。

天
井
に
は
今
迄
の
夥
し
い
小
電
球
が
一
掃
さ
れ
て
弾
丸
形
の
大
球
が
取
り
附
け
ら
れ
、

劇
場
の
前
の
庇
は
硝
子
張
に
さ
れ
て
、
其
下
に
、
尾
竹
国
観
、
竹
坡
両
氏
の
揮
毫
に
な

る
絵
看
板
が
、
掲
げ
ら
れ
た
の
も
眼
新
し
か
つ
た
。
洋
行
中
に
知
合
と
な
つ
た
中
條
精

一
郎
氏
（
百
合
子
氏
の
父
君
）
に
私
の
用
意
し
た
ゞ
だ
け
の
金
を
見
せ
て
、
此
範
囲
内

で
出
来
る
や
う
に
と
頼
ん
だ
の
で
、
其
工
事
の
請
負
は
清
水
組
で
あ
つ
た
。

　

大
道
具
の
制
作
は
、
多
年
ア
メ
リ
カ
に
在
つ
て
、
実
地
の
研
究
を
し
此
前
年
に
帰
朝
し

た
北
村
金
次
郎
氏
が
担
当
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
。
勿
論
、
従
来
の
大
道
具
長
谷
川
と
は

十
分
の
了
解
を
遂
げ
て
の
上
で
あ
つ
た
。
大
道
具
師
の
主
任
と
し
て
は
真
砂
座
に
ゐ
た

野
村
熊
次
郎
氏
が
北
村
氏
を
介
し
て
入
座
し
た
。

　

舞
台
の
照
明
に
は
一
萬
六
千
燭
を
出
し
得
る
電
燈
を
用
ひ
、
ま
た
私
の
持
つ
て
帰
つ
た

日
本
最
初
の
ラ
イ
ム
ラ
イ
ト
に
依
つ
て
必
要
に
応
じ
俳
優
の
表
情
を
明
か
に
す
る
こ
と

に
し
た
。

※ 

北
村
金
次
郎
（
一
八
八
二
〜
一
九
〇
八
）
は
養
父
の
軽
業
師
北
村
福
松
の
ア
メ
リ
カ
興

行
に
従
う
。
劇
場
の
背
景
画
な
ど
を
研
究
し
た
。

（
46
） 

例
え
ば
、
池
内
靖
子
「「
女
優
」
と
日
本
の
近
代
：
主
体
・
身
体
・
ま
な
ざ
し―

松
井
須
磨
子
を
中
心
に
」（『
立
命
館
国
際
研
究
』
十
二
巻
三
号
、
立
命
館
大
学
国
際
関

係
学
部
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
一
〇
一
〜
一
二
二
頁
）
で
は
、
茶
屋
制
度
の
廃
止
の
理

由
に
つ
い
て
、「
不
体
裁
」
な
の
に
加
え
て
、
衛
生
観
念
に
言
及
す
る
。

（
47
）
注
（
11
）『
左
団
次
芸
談
』、
九
十
八
〜
九
十
九
頁
。

（
48
） 

注
（
11
）、
松
居
松
葉
「
帝
国
大
劇
場
に
つ
い
て　

△
観
覧
料
」『
萬
朝
報
』
明

治
四
十
年
一
月
二
十
七
日
。
ま
た
、
松
葉
は
帰
朝
公
演
の
「
袈
裟
と
盛
遠
」
の
製
作
に

あ
た
っ
て
、稽
古
場
で
俳
優
に
演
説
し
た
時
、茶
屋
制
度
の
改
革
の
必
要
性
に
言
及
し
、

茶
屋
を
使
っ
て
い
た
観
客
を
失
う
こ
と
よ
り
も
、
こ
れ
に
代
わ
る
だ
け
の
「
金
を
か
け

ず
に
手
軽
く
見
る
こ
と
を
好
む
客
」の
補
充
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
お
ぼ
つ
か
な
い
し
、

長
い
時
間
が
か
か
る
が
、今
後
そ
の
よ
う
な
観
客
が
主
流
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
か
ら
、

危
険
を
お
か
し
て
も
敢
え
て
改
革
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。（
注

（
39
）
松
居
松
葉
「
明
治
座
出
勤
俳
優
に
対
す
る
作
者
の
演
説
」『
袈
裟
と
盛
遠
』、
十

〜
十
一
頁
。）

（
49
） 

注
（
11
）『
左
団
次
芸
談
』、
一
〇
一
〜
一
〇
二
頁
。
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（
50
） 

小
山
内
薫
「『
毛
抜
』
の
研
究
（「
歌
舞
伎
十
八
番
」
に
対
す
る
新
考
察
）」『
演

芸
画
報
』
大
正
十
一
年
七
月
、
二
〜
九
頁
。

（
51
） 

曽
田
秀
彦
『
小
山
内
薫
と
二
十
世
紀
演
劇
』
勉
誠
出
版
、
一
九
九
九
年
。

（
52
） 

市
川
左
団
次
「
一
役
一
言　

粂
寺
弾
正
」『
演
芸
画
報
』
明
治
四
十
二
年
十
月
、

九
十
八
〜
九
十
九
頁
。
な
お
、
岡
鬼
太
郎
は
、
芝
居
茶
屋
の
主
人
が
持
っ
て
い
る
古
い

番
付
を
見
て
い
る
う
ち
に
「
毛
抜
」
を
見
つ
け
左
団
次
と
相
談
し
て
決
め
た
と
あ
る
。

（
注
（
11
）
利
倉
幸
一
『
市
川
左
団
次
覚
書
』
一
四
八
頁
。）
左
団
次
が
最
初
に
読
ん
だ

粗
筋
が
掲
載
さ
れ
た
書
物
は
不
明
だ
が
、
左
団
次
の
上
演
台
本
作
成
時
に
参
考
に
し
た

台
本
は
『
歌
舞
伎
新
報
』
に
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。（
川
尻
清
潭
「
歌
舞
伎
劇
型

十
八
種　

毛
抜
」『
演
芸
画
報
』
大
正
九
年
一
月
、
三
一
二
〜
三
一
五
頁
。
川
尻
は
、

左
団
次
の
「
毛
抜
」
の
上
演
後
に
市
川
家
が
こ
の
台
本
の
版
権
を
得
た
と
す
る
。）『
歌

舞
伎
新
報
』
の
脚
本
の
連
載
に
つ
い
て
は
注
（
５
）
も
参
照
。

（
53
） 

注
（
52
）
市
川
左
団
次
「
一
役
一
言　

粂
寺
弾
正
」。

（
54
） 

「
三
都
狂
言
替
り
有
事
」『
作
者
式
法　

戯
財
録
』
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）。
日

本
思
想
体
系
六
十
一
『
近
世
芸
道
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
に
翻
刻
あ
り
。

（
55
） 

小
山
内
薫
「「
鳴
神
」
の
対
話
（
歌
舞
伎
十
八
番
の
新
考
察
）」『
演
芸
画
報
』、

大
正
十
一
年
一
月
、
八
十
五
〜
八
十
九
頁
。

（
56
） 

市
川
左
団
次
「
一
役
一
言　

鳴
神
上
人
」『
演
芸
画
報
』
明
治
四
十
三
年
六
月
、

一
三
一
〜
一
三
四
頁
。

（
57
） 

市
川
左
団
次
「
鳴
神
と
ク
ロ
ー
ド
フ
ロ
ロ
」『
舞
台
』
大
正
九
年
一
月
、
十
四
〜

十
五
頁
。
大
正
十
四
年
の
小
山
内
薫
と
の
対
談
で
も
再
び
触
れ
て
お
り
、
西
洋
に
も
大

見
得
の
芸
が
あ
る
こ
と
が
左
団
次
に
と
っ
て
い
か
に
印
象
深
か
っ
た
か
が
わ
か
る
。（
市

川
左
団
次
小
山
内
薫
・
市
川
左
団
次
「
作
家
と
俳
優
談
話
録
（
二
）　

劇
壇
種
々
相
」『
演

劇
新
潮
』
大
正
十
四
年
四
月
、
一
四
〇
〜
一
五
四
頁
。）

（
58
） 

注
（
５
）
市
川
左
団
次
「「
鳴
神
」
の
上
場
と
其
の
性
格
」。

（
59
） 

郡
司
正
勝
『
歌
舞
伎
十
八
番
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
六

五
年
）
は
、
八
代
目
団
十
郎
の
台
本
を
底
本
に
し
て
お
り
、
左
団
次
以
前
の
近
世
の
演

出
を
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
付
録
と
し
て
、
昭
和
六
年
京
都
で
左
団
次
が

鳴
神
を
つ
と
め
た
時
の
台
本
を
現
行
本
と
し
て
掲
載
す
る
。
ま
た
、
左
団
次
の
台
本
と

十
一
代
目
市
川
団
十
郎
が
昭
和
二
十
一
年
に
東
京
劇
場
で
上
演
し
た
時
の
台
本
の
異
同

に
も
触
れ
る
。

（
60
） 

注
（
56
）。

（
61
） 

注
（
５
）
市
川
左
団
次
「「
鳴
神
」
の
上
場
と
其
の
性
格
」。

（
62
） 

注
（
31
）
今
尾
哲
也
「
二
代
目
市
川
左
団
次―

概
論
風
に
」。

（
63
） 

伊
原
青
々
園
「
明
治
座
の
「
鳴
神
」」『
歌
舞
伎
』
一
二
〇
、明
治
四
十
三
年
六
月
、

五
十
〜
五
十
一
頁
。

（
64
） 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
小
学
館
。

（
65
） 

鈴
木
貞
美
「「
芸
術
」
概
念
の
形
成
、
象
徴
美
学
の
誕
生―

「
わ
び
」「
さ
び
」「
幽

玄
」
前
史
」
鈴
木
貞
美
、
岩
井
茂
樹
編
『
わ
び
・
さ
び
・
幽
玄―

日
本
的
な
る
も
の
へ

の
道
程
』
水
声
社
、
二
〇
〇
六
年
、
六
三
〜
一
六
四
頁
。

　
『「
日
本
文
学
」
の
成
立
』
作
品
社
、
二
〇
〇
九
年
、
第
八
章
「
象
徴
主
義
へ
」
三
四
三

〜
三
九
四
頁
。

（
66
） 

注
（
65
）
鈴
木
貞
美
「「
芸
術
」
概
念
の
形
成
、象
徴
美
学
の
誕
生―

「
わ
び
」「
さ

び
」「
幽
玄
」
前
史
」
の
「
一
一　

霊
肉
合
致
と
い
う
テ
ー
マ
」
一
一
七
〜
一
二
一
頁
。

　
『
生
命
観
の
探
求―

重
層
す
る
危
機
の
な
か
で
』
作
品
社
、二
〇
〇
七
年
、第
五
章
七
「
性

欲
と
い
う
テ
ー
マ
」
三
四
八
〜
三
五
三
頁
、
第
七
章
「
大
正
生
命
主
義―

そ
の
理
念
の
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諸
相
」
四
二
五
〜
四
八
六
頁
。

（
67
） 
内
田
夕
紅
「
旧
劇
新
釈　

歌
舞
伎
十
八
番
鳴
神
」『
演
芸
画
報
』
明
治
四
十
三
年

六
月
、
九
十
五
〜
九
十
七
頁
。

（
68
） 

注
（
30
）。

（
69
） 

近
藤
富
枝
『
荷
風
と
左
団
次　

交
情
密
の
ご
と
し
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
九

年
、
三
十
五
頁
。

（
70
） 

注
（
65
）
鈴
木
貞
美
「「
芸
術
」
概
念
の
形
成
、象
徴
美
学
の
誕
生―

「
わ
び
」「
さ

び
」「
幽
玄
」
前
史
」、
一
五
九
頁
、
注
（
４
）。

　

ま
た
、
近
藤
富
枝
も
永
井
荷
風
の
特
色
と
し
て
「
社
会
劇
」
を
あ
げ
、
荷
風
が
黙
阿
弥

の
名
跡
を
継
ぎ
た
い
と
思
う
ほ
ど
敬
愛
の
情
を
持
っ
た
の
も
、
黙
阿
弥
が
世
相
風
俗
を

問
題
視
す
る
作
風
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。（
注
（
69
）、
六
十
八
頁
。）

（
71
） 

う
し
ほ「
芝
居
見
た
ま
ま　

歌
舞
伎
十
八
番
の
内
鳴
神（
明
治
座
五
月
狂
言
）」『
演

芸
画
報
』
明
治
四
十
三
年
六
月
、
五
十
五
〜
六
十
九
頁
。
た
だ
し
、
こ
こ
は
二
度
目
の

古
歌
の
や
り
と
り
の
場
面
で
の
演
技
。
江
戸
時
代
の
八
代
目
団
十
郎
の
台
本
に
改
定
を

加
え
て
上
品
に
し
て
い
る
の
は
、
下
品
な
表
現
を
憚
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
た
だ
し
、
左

団
次
の
鳴
神
上
人
が
単
な
る
肉
欲
で
な
い
の
は
、
差
し
障
り
の
あ
る
場
面
の
削
除
と

い
っ
た
外
部
圧
力
に
よ
る
変
化
だ
け
で
な
い
こ
と
は
、
八
代
目
松
本
幸
四
郎
の
芸
談
で

「「
シ
テ
〳
〵
ど
う
じ
や
」
で
左
団
次
さ
ん
は
ニ
ヤ
リ
と
し
ま
し
た
が
、
我
々
は
迂
闊
に

や
る
と
忌
ら
し
く
な
る
の
で
、
糞
真
面
目
一
方
で
や
っ
て
い
ま
す
。
あ
れ
は
左
団
次
さ

ん
独
得
の
も
の
で
、
他
の
者
は
真
似
ら
れ
な
い
の
で
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
肉
欲

に
と
ら
わ
れ
な
い
ほ
ほ
え
み
の
演
技
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。（
松
本
幸
四
郎

「
鳴
神
上
人
」『
演
劇
界
』
昭
和
三
十
四
年
一
月
、
八
十
六
頁
。）

（
72
） 

上
村
以
和
於
「
も
う
ひ
と
つ
の
歌
舞
伎―

二
世
左
団
次
の
可
能
性
」『
歌
舞
伎　

研
究
と
批
評
』
二
十
九
、
歌
舞
伎
学
会
、
二
〇
〇
二
年
六
月
、
三
十
四
〜
四
十
三
頁
。

「
こ
の
左
団
次
の
解
釈
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
作
は
今
日
ま
で
残
ら
な
か
っ
た
に

違
い
な
い
」
と
し
て
い
る
。
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〈
共
同
研
究
報
告
〉

「
日
記
の
総
合
的
研
究
〝T

he Synthetic R
esearches of Japanese D

iaries

〞」

に
向
け
て

倉　

本　

一　

宏

人
は
何
故
、
日
記
を
記
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
日
記
を
記
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
人
は
い
っ
た
い
、
何
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

文
学
者
た
ち
は
何
故
、
日
記
と
い
う
形
式
を
用
い
て
、
自
己
の
作
品
を
世
に

問
う
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
貴
族
た
ち
は
、
何
故
に
あ
の
よ
う
な
膨
大

な
日
記
（
古
記
録
）
を
記
し
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
研
究
に
お
い
て
は
、
日
本
史
学
（
日
本
古
代
史
・
中
世
史
・
近
世
史
・
近
代

史
・
文
化
史
）、
日
本
文
学
（
日
本
中
古
文
学
・
中
世
文
学
・
近
代
文
学
）、
そ
し

て
心
理
学
（
臨
床
心
理
学
を
含
む
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
第
一
線
の
研

究
者
を
一
堂
に
集
め
、
研
究
会
に
お
け
る
議
論
を
集
積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
記
と
日
本
人
と
の
関
わ
り
を
、
総
合
的
に
究
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。そ

れ
ぞ
れ
の
記
主
の
立
場
と
記
載
目
的
、
記
述
の
内
容
と
意
義
を
読
み
解
き

な
が
ら
、
時
代
の
特
質
と
変
化
、
ま
た
作
品
の
本
質
を
探
り
出
し
、
さ
ら
に
は

「
日
記
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
分
類
や
、
そ
の
評
価
、
享
受
史
の
観
点
な
ど
、

既
往
の
研
究
を
超
え
る
角
度
か
ら
の
解
明
も
行
な
い
た
い
。

そ
の
際
、
単
に
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
員
が
、
自
分
の
専
門
分
野
と
す
る
古
記
録

（
あ
る
い
は
作
品
）
に
関
す
る
研
究
発
表
を
行
な
う
の
み
で
は
な
く
、
た
と
え
ば

一
つ
の
古
記
録
を
題
材
と
し
て
、
異
な
る
分
野
の
研
究
者
が
、
複
数
の
研
究
発

表
を
行
な
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
化
学
変
化
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
本
研

究
は
、
そ
の
よ
う
な
実
験
的
な
試
み
を
も
、
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
あ
る
古
代
の
古
記
録
に
つ
い
て
、
政
治
史
・
社
会
史
・
経
済
史
・

宗
教
史
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
得
意
分
野
を
持
つ
日
本
古
代
史
の
研
究
員
に
よ
る

研
究
発
表
を
行
な
う
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
を
日
本
中
世
史
の
研
究
者
が
読
ん
で

み
れ
ば
、
自
分
が
日
常
的
に
読
ん
で
い
る
中
世
の
古
記
録
と
比
較
す
る
と
い
う

方
法
か
ら
、
新
た
な
視
点
が
発
見
で
き
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な

い
（
日
本
近
世
史
・
日
本
近
代
史
の
研
究
者
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
）。

ま
た
、
日
頃
は
仮
名
物
の
女
流
日
記
文
学
を
読
ん
で
い
る
日
本
文
学
の
研
究
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者
が
、
男
性
貴
族
の
記
録
し
た
古
記
録
を
読
ん
で
研
究
発
表
を
行
な
え
ば
、
逆

に
普
段
は
男
性
の
記
録
し
た
古
記
録
し
か
読
ん
で
い
な
い
日
本
史
学
の
研
究
者

が
、
女
流
仮
名
日
記
を
読
め
ば
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
合
う
の
か
、
き
わ

め
て
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
特
別
に
心
理
学
の
研
究
者
と
臨
床
心
理
学
の
研
究
者
を
共
同
研
究

員
と
し
て
招
請
す
る
。
こ
の
分
野
の
研
究
者
が
、
古
記
録
や
日
記
文
学
を
心
理

学
的
、
臨
床
心
理
学
的
に
解
明
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
得
ら
れ
る
の
で

あ
ろ
う
か
（
将
来
的
に
は
、
精
神
医
学
の
研
究
者
も
招
き
た
い
と
考
え
て
い
る
）。

も
ち
ろ
ん
、
古
記
録
の
読
解
は
、
き
わ
め
て
高
度
な
専
門
知
識
と
習
練
を
必
要

と
す
る
が
、
現
代
語
訳
や
注
釈
書
の
出
て
い
る
古
記
録
を
題
材
と
す
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
異
分
野
の
研
究
者
に
よ
る
研
究
も
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

な
お
、
将
来
的
に
は
、
中
国
や
西
洋
の
日
記
と
の
比
較
と
い
う
視
点
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
発
表
の
も
た
ら
す
成
果
は
、
お
互
い
に
と
っ
て
の
知
的
刺
激

と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
に
お
い
て
も
、
必
ず
や
有
益
な

体
験
と
な
り
、
新
た
な
研
究
成
果
を
生
み
出
す
契
機
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を

予
測
し
て
い
る
。

三
年
間
の
研
究
期
間
の
間
、
毎
年
、
中
間
報
告
的
に
『
日
本
研
究
』
に
研
究

論
文
を
投
稿
し
た
後
、
四
年
後
に
は
複
数
の
論
集
を
世
に
出
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
も
計
画
に
組
み
入
れ

た
い
。
ど
の
よ
う
な
論
文
、
ど
の
よ
う
な
論
集
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
世
に
問
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
現
時
点
で
は
予
想
も
で
き
な
い
が
、

日
本
文
化
の
発
展
に
関
し
て
、
画
期
的
な
成
果
が
得
ら
れ
る
可
能
性
を
秘
め
た

研
究
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

と
い
う
の
が
、
当
初
の
共
同
研
究
の
計
画
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
二
〇
一
〇

年
度
は
、

初
年
度
は
、
研
究
組
織
構
成
員
全
員
の
研
究
を
確
認
し
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
共
同
研
究
の
全
体
像
を
定
め
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

共
同
研
究
の
方
向
性
や
最
終
目
標
を
見
極
め
た
い
。

六
回
の
研
究
会
に
お
い
て
、
全
員
が
研
究
計
画
を
発
表
す
る
こ
と
を
計
画
し

て
い
る
。
各
回
八
〜
十
人
（
第
一
回
の
初
日
は
打
ち
合
わ
せ
、
二
日
目
は
全
員
が

直
接
史
料
を
見
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
陽
明
文
庫
の
史
料
調
査
と
す
る
。
ま
た
第
六

回
の
初
日
は
打
ち
合
わ
せ
と
し
て
、
二
日
目
に
六
人
）
の
研
究
発
表
を
行
な
う
こ

と
に
な
る
。

と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
将
来
に
向
け
て
の
「
顔
見
せ
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

共
同
研
究
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
ま

ま
、
と
も
か
く
も
暗
中
模
索
で
、
日
記
に
関
係
の
あ
り
そ
う
な
研
究
者
に
メ
ー

ル
を
出
し
、
研
究
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
参

加
を
承
諾
し
て
く
れ
た
。
改
め
て
日
文
研
共
同
研
究
の
す
ご
さ
を
思
い
知
っ
た

わ
け
で
あ
る
が
、
十
名
く
ら
い
で
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
し
た
当
初
の
目
論
見
は



「日記の総合的研究 “The Synthetic Researches of Japanese Diaries”」に向けて

335

も
ろ
く
も
崩
れ
、
初
回
か
ら
第
一
共
同
研
究
室
（「
夢
殿
」）
を
使
用
す
る
と
い

う
大
所
帯
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
も
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
前
年
度
の
他
の
研
究
会
の
平
均
出
席
率
で
あ

る
四
十
九
％
を
は
る
か
に
超
え
る
出
席
率
で
、
瞬
く
間
に
研
究
会
予
算
を
消
化

し
て
し
ま
っ
た
。
こ
ち
ら
は
こ
れ
も
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
就
任
し
た
共
同
研
究

委
員
長
と
し
て
、
補
正
予
算
を
申
請
す
る
と
い
う
失
態
を
演
じ
る
こ
と
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
共
同
研
究
会
を
開
い
た
こ
と
の
な
い
者
を
共
同
研
究
委

員
長
に
就
け
る
と
い
う
の
も
、
日
文
研
の
す
ご
さ
で
あ
ろ
う
）。
た
だ
し
こ
れ
は
、

他
の
研
究
会
の
前
年
度
の
平
均
出
席
率
を
基
準
に
し
て
予
算
を
配
分
す
る
と
い

う
方
式
に
問
題
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

さ
て
、
い
ざ
研
究
会
を
始
め
て
み
る
と
、
さ
す
が
は
日
本
を
代
表
す
る
日
本

史
学
・
日
本
文
学
・
心
理
学
の
日
記
研
究
者
を
一
堂
に
集
め
て
研
究
発
表
を
行

な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、活
発
な
議
論
が
戦
わ
さ
れ
た
。
初
年
度
は
「
顔
見
せ
」

を
予
定
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皆
さ
ん
「
本
気
」
の
発
表
を
な
さ
れ

て
、
毎
回
、
予
定
し
て
い
た
時
間
を
大
幅
に
超
過
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
大
い

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
の
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
は
、
日
文
研
の
共
同
研
究
の
キ
モ
で
あ
る
、
学
際
性
と
国
際

性
、
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
の
問
題
を
残
す
こ
と
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
も
ま
た
、
否
め
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
元
来
が
古
記
録
と
い
う
歴

史
史
料
が
日
本
独
自
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
専
門
に
研
究
し
て
い
る
最
高
峰

の
研
究
者
を
集
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
の
も
、

よ
く
考
え
れ
ば
当
然
な
の
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
一
年
度
か
ら
は
外
国
人
共
同
研

究
員
も
参
加
し
て
く
れ
る
が
、
こ
の
方
面
の
発
展
が
、
今
後
の
課
題
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。

こ
う
い
っ
た
わ
け
で
、
二
〇
一
〇
年
度
に
は
合
計
四
十
本
の
研
究
発
表
を
行

な
っ
た
。
各
回
に
発
表
を
行
な
っ
た
方
の
名
前
と
、
発
表
題
目
は
、
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

第
一
回
研
究
会
（
二
〇
一
〇
年
五
月
八
日
・
九
日
）

　

打
ち
合
わ
せ
・
自
己
紹
介
・
発
表
順
決
定
・
研
究
会
目
標
設
定

　

 

史
料
調
査
（
陽
明
文
庫
）『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
・
古
写
本
・
予
楽
院
本
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

『
栄
花
物
語
』

第
二
回
研
究
会
（
二
〇
一
〇
年
五
月
八
日
・
九
日
）

　

松
薗　

斉
「
中
世
人
と
日
記―

そ
の
発
生
を
め
ぐ
っ
て
」

　

板
倉　

則
衣「
古
記
録
か
ら
見
え
る
儀
式
観―

斎
王
卜
定
を
中
心
と
し
て―

」

　

三
橋　

順
子  「『
台
記
』
に
見
る
藤
原
頼
長
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
再
検

討
（
序
説
）」

井
原　

今
朝
男  「
日
記
に
あ
ら
ざ
る
古
記
録―

日
記
抜
書
・
古
文
書
・
書
面
・

帳
簿
類
を
ま
と
め
た
「
申
沙
汰
記
」―

」

磐
下　

徹
「
日
記
と
指
図
」

有
富　

純
也
「
清
涼
殿
の
出
入
方
法
」

倉
本　

一
宏
「『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
の
裏
書
に
つ
い
て
」

近
藤　

好
和
「
儀
礼
に
み
る
公
家
と
武
家―

『
建
内
記
』
の
事
例
か
ら―

」
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第
三
回
研
究
会
（
二
〇
一
〇
年
七
月
十
七
日
・
十
八
日
）

池
田　

節
子  「『
紫
式
部
日
記
』・『
栄
花
物
語
』・『
御
堂
関
白
記
』
の
比
較

検
討
」

末
松　

剛  「
儀
礼
運
営
に
お
け
る
故
実
情
報
の
往
来―

儀
礼
・
故
実
史
料
と

し
て
の
書
状―
」

上
野　

勝
之
「
古
記
録
に
お
け
る
宗
教
習
俗
の
記
載
」

荒
木　

浩
「『
日
蔵
夢
記
』
の
「
具
迎
来
僧
侶
五
箇
人
日
記
也
」
に
つ
い
て
」

石
田　

俊
「
勧
修
寺
家
文
庫
に
お
け
る
日
記
」

森　

公
章
「
遣
外
使
節
と
求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記
」

門
脇　

朋
裕  「
盛
岡
藩
家
老
執
務
日
誌
か
ら
み
た
幕
府
法
の
施
行
状
況―

生

類
憐
み
令
を
中
心
に
」

鈴
木　

貞
美
「『
日
記
文
学
』
と
は
何
か
」

藤
本　

孝
一  「
日
記
は
第
一
次
史
料
か―

『
明
月
記
』
巻
子
本
の
継
な
ぎ
方

―

」

第
四
回
研
究
会
（
二
〇
一
〇
年
十
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日
）

中
町　

美
香
子
「『
清
懈
眼
抄
』
に
み
る
空
間
意
識
」

吉
田　

小
百
合  「
記
録
か
ら
物
語
へ―

『
小
右
記
』
長
徳
二
年
か
ら
長
保
元

年
の
記
事
を
め
ぐ
っ
て
」

榎
本　

渉
「
日
記
と
僧
伝
の
間
」

シ
ャ
バ
リ
ナ
・
マ
リ
ア  「
摂
関
記
に
お
け
る
有
職
故
実
の
相
伝
に
関
す
る
一

考
」

富
田　

隆
「
日
記
の
心
理
分
析
に
お
け
る
認
知
的
不
協
和
理
論
の
応
用
」

中
村　

康
夫
「
日
記
に
つ
い
て
」

山
下　

克
明
「
陰
陽
家
安
倍
氏
の
記
録
」

西
村　

さ
と
み
「
故
実
・
先
例
と
時
代
認
識
」

第
五
回
研
究
会
（
二
〇
一
〇
年
十
二
月
十
八
日
・
十
九
日
）

下
郡　

剛
「「『
玉
葉
』
と
『
兵
範
記
』」

吉
川　

真
司
「『
類
聚
世
要
抄
』
概
観
」

上
島　

享
「
仏
教
史
を
語
る
時
代
の
到
来
」

尾
上　

陽
介
「
日
記
翻
刻
の
問
題
点
」

横
山　

輝
樹
「
日
記
か
ら
探
る
江
戸
幕
府
武
芸
奨
励
」

畑
中　

彩
子
「
日
記
に
見
る
『
叙
位
』
へ
の
関
心
」

蘭　

香
代
子  「
日
記
に
表
現
さ
れ
る
無
意
識
の
心
理
に
つ
い
て―

御
堂
関
白

記
に
お
け
る
雨
の
記
述
を
中
心
に
し
て―

」

第
六
回
研
究
会
（
二
〇
一
一
年
二
月
十
九
日
・
二
十
日
）

佐
藤　

全
敏
「
宇
多
天
皇
日
記
に
つ
い
て
」

古
藤　

真
平  「『
政
事
要
略
』
阿
衡
事
所
引
の
「
宇
多
天
皇
御
記
」―

そ
の

基
礎
的
考
察
」

名
和　

修
「『
御
堂
関
白
記
』
古
写
本
に
つ
い
て
」

佐
藤　

泰
弘
「「
京
大
本
兵
範
記
紙
背
文
書
」
に
つ
い
て
」

吉
川　

敏
子
「
藤
原
道
綱
の
評
価―

古
記
録
の
主
観
と
客
観
」

久
富
木
原　

玲  「
一
三
、
一
四
世
紀
の
日
記―

一
人
称
か
な
日
記
の
成
立
に

つ
い
て
」

曽
我　

良
成  「『
心
』
の
記
録
と
し
て
の
日
記―

喜
怒
哀
楽
、
花
鳥
風
月
、
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羨
望
・
嫉
妬―

」

小
倉　

慈
司
「
禁
裏
本
と
書
陵
部
蔵
書
」

こ
れ
ら
は
ど
れ
も
現
在
の
日
本
の
学
界
に
お
け
る
最
高
レ
ベ
ル
の
研
究
成
果

で
あ
り
、
将
来
、
こ
の
分
野
を
研
究
す
る
研
究
者
に
と
っ
て
伝
説
と
な
る
で
あ

ろ
う
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
が
、
そ
の
成
果
の
す
べ
て
を
論
集
と
し
て
出
版
す

る
こ
と
も
、
昨
今
の
出
版
情
勢
を
勘
案
す
る
と
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
そ
こ
で
『
日
本
研
究
』
の
誌
面
を
お
借
り
し
て
、
毎
年
、
研
究
発
表
の

一
部
を
世
に
出
そ
う
と
企
画
す
る
も
の
で
あ
る
。
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〈
共
同
研
究
報
告
〉

遣
外
使
節
と
求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記

森　
　
　

公　

章

は
じ
め
に

様
々
な
日
記
一
覧
表
の
劈
頭
を
飾
る
の
は
『
伊
吉
連
博
徳
書
』
で
あ
り
、
こ

れ
が
現
存
最
古
の
「
日
記
」
と
さ
れ
る
。『
博
徳
書
』
は
『
日
本
書
紀
』
に
引

載
さ
れ
て
お
り
、
斉
明
五
年
（
六
五
九
）
七
月
戊
寅
条
分
註
所
引
に
よ
る
と
、

博
徳
は
斉
明
五
年
の
遣
唐
使
の
一
員
と
し
て
入
唐
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
同
条
に
は
二
隻
の
遣
唐
使
船
の
編
成
、
難
波
三
津
出
発
以
降
の
渡
海
の

様
子
と
入
唐
後
の
唐
で
の
諸
行
事
が
日
次
記
風
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
最

古
の
「
日
記
」
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

今
回
の
遣
唐
使
は
翌
年
の
唐
・
新
羅
に
よ
る
百
済
討
滅
の
機
密
が
漏
洩
す
る

の
を
防
止
す
る
た
め
、
唐
に
抑
留
さ
れ
辛
苦
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
斉
明
六
年

七
月
乙
卯
条
所
引
に
は
百
済
王
ら
の
洛
陽
へ
の
連
行
の
様
子
、
同
七
年
五
月
丁

巳
条
所
引
で
は
帰
路
の
旅
程
と
耽
羅
王
子
の
随
伴
事
情
な
ど
が
記
さ
れ
て
お

り
、
既
に
百
済
復
興
運
動
支
援
を
決
定
し
、
百
済
救
援
の
派
兵
指
揮
の
た
め
に

筑
紫
の
朝
倉
橘
広
庭
宮
の
遷
居
し
て
い
た
斉
明
大
王
に
帰
朝
報
告
す
る
と
こ
ろ

で
記
述
は
終
わ
る
。

本
書
は
七
世
紀
後
半
の
東
ア
ジ
ア
の
動
乱
の
一
端
を
具
体
的
に
伝
え
る
史
料

と
し
て
重
要
で
あ
り）

1
（

、『
日
本
書
紀
』
の
叙
述
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
引
用

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
博
徳
は
天
智
三
年
（
六
六
四
）、
同
六
年
に
旧
百

済
領
に
駐
留
す
る
唐
の
鎮
将
か
ら
の
使
者
に
応
対
し
、
送
使
と
し
て
渡
海
す
る

（『
善
隣
国
宝
記
』
天
智
三
年
条
所
引
「
海
外
国
記
」、『
日
本
書
紀
』
天
智
六
年
十
一

月
己
巳
条
）、
持
統
九
年
（
六
九
五
）
遣
新
羅
使
に
起
用
さ
れ
る
（
持
統
九
年
七

月
辛
未
条
）
な
ど
、
遣
外
使
節
や
外
交
の
実
務
に
活
躍
し
て
お
り
、
ま
た
大
宝

律
令
撰
定
に
も
参
画
し
（『
続
日
本
紀
』
文
武
四
年
六
月
甲
午
条
な
ど
）、
律
令
国

家
の
確
立
に
尽
力
し
て
い
る
。

但
し
、
本
書
は
単
な
る
斉
明
五
年
遣
唐
使
の
記
録
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。『
日
本
書
紀
』
に
は
「
伊
吉
博
徳
言
」
と
い
う
形
で
、
白
雉
五
年
遣
唐
使

一
行
の
そ
の
後
の
足
跡
を
伝
え
る
記
述
が
存
し
（
白
雉
五
年
二
月
条
）、
そ
こ
に
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は
乙
丑
年
＝
天
智
四
年
の
定
恵
（
中
臣
鎌
足
の
子
）、
庚
寅
年
＝
持
統
四
年
（
六

九
〇
）
の
智
宗
の
帰
国
な
ど
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
博
徳
は
天
武
十

二
年
（
六
八
三
）
ま
で
は
伊
岐
史
姓
で
あ
り
（
天
武
十
二
年
十
月
己
未
条
で
連
賜

姓
）、『
伊
吉
連
博
徳
書
』
と
い
う
名
称
は
後
代
の
も
の
で
あ
る
。『
博
徳
書
』

と
「
博
徳
言
」
が
一
連
の
内
容
の
も
の
か
ど
う
か
は
措
く
と
し
て
も
、
上
述
の

斉
明
五
年
遣
唐
使
の
記
述
に
は
博
徳
の
功
績
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
が
看
取
さ
れ

（
唐
で
の
使
人
に
対
す
る
冤
罪
を
救
う
と
か
、
使
人
が
寵
命
を
蒙
ら
な
か
っ
た
こ
と
に

対
す
る
不
満
と
讒
者
へ
の
天
譴
を
述
べ
る
な
ど
）、
遣
唐
使
の
正
式
な
報
告
書
で

は
な
く
、
別
の
目
的
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。

博
徳
は
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
天
武
天
皇
死
後
に
起
き
た
大
津
皇
子
謀
反
事

件
で
処
罰
さ
れ
て
お
り
（
持
統
即
位
前
紀
十
月
己
巳
条
）、
そ
の
後
復
権
し
て
外

交
や
律
令
編
纂
な
ど
国
家
の
要
務
に
起
用
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

『
博
徳
書
』
は
持
統
四
年
頃
に
官
界
復
帰
す
る
際
に
、
自
己
の
国
家
に
対
す
る

貢
献
の
足
跡
を
ま
と
め
て
提
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
故
に
上
記
の
よ

う
な
特
徴
が
窺
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
斉
明
五
年
遣
唐
使
に
関
し
て
は
、『
難

波
吉
士
男
人
書
』
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
短
文
の
引
用
で
あ
り
、
様
々
な
局

面
で
外
交
に
従
事
し
、
よ
り
整
備
さ
れ
た
『
博
徳
書
』
の
方
が
当
該
期
の
外
交

の
あ
り
方
を
知
る
材
料
と
し
て
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
持
統
五
年
に
は
十

八
氏
に
「
其
祖
等
墓
記
」
を
提
出
さ
せ
る
な
ど
（
持
統
五
年
八
月
辛
亥
条
）、
時

あ
た
か
も
『
日
本
書
紀
』
に
結
実
す
る
編
纂
事
業
が
進
む
時
期
で
あ
り
、
博
徳

も
ま
た
自
己
の
功
績
を
顕
彰
す
る
機
会
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か）

2
（

。

以
上
を
要
す
る
に
、『
伊
吉
連
博
徳
書
』
は
純
粋
な
意
味
で
の
日
記
と
は
言

え
な
い
が
、
遣
唐
使
の
記
録
が
日
次
記
風
に
記
し
て
あ
る
の
は
、
そ
う
し
た
手

控
え
の
資
料
が
存
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
れ
は
近
年
出
土
点
数
が
増
加
す

る
七
世
紀
の
木
簡
の
あ
り
方
を
参
考
に
す
る
と
、
木
簡
に
記
さ
れ
て
い
た
も
の

か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
う
し
た
遣
外
使
節
の
業
務
が
記
録
さ
れ

て
い
た
可
能
性
は
、
国
政
運
営
や
官
司
の
日
常
業
務
の
実
際
を
検
討
す
る
上
で

興
味
深
い
。
日
記
一
覧
の
中
に
も
い
く
つ
か
の
渡
航
体
験
に
関
わ
る
日
記
の
存

在
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
国
内
の
事
柄
を
記
し
た
通
常
の
古
記
録
ほ
ど
に
は
そ

の
日
記
と
し
て
の
特
色
が
探
究
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ

で
、
以
下
、「
日
記
の
総
合
的
研
究
」
の
一
隅
と
し
て
、
遣
外
使
節
、
九
世
紀

の
入
唐
求
法
僧
や
十
世
紀
以
降
の
巡
礼
僧
の
日
記
に
つ
い
て
知
見
を
整
理
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

一　

遣
唐
使
の
「
日
記
」

『
伊
吉
連
博
徳
書
』
や
『
難
波
吉
士
男
人
書
』
を
参
照
す
る
と
、
少
な
く
と

も
遣
唐
使
に
は
関
係
の
日
記
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ）

3
（

、
こ
れ
は
国
家
事
業

と
し
て
の
遣
外
使
節
、
遣
新
羅
使
や
遣
渤
海
使
な
ど
に
も
該
当
す
る
。
こ
こ
に

業
務
記
録
と
し
て
の
日
記
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
糸
口
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

遣
唐
使
の
「
日
記
」
と
し
て
は
、
村
上
天
皇
の
皇
子
具
平
親
王
の
『
弘
決
外
典

鈔
』（
正
暦
二
年
（
九
九
一
）
成
立
）
巻
一
に
「
天
平
勝
宝
二
年
遣
唐
記
」
の
存

在
が
知
ら
れ
、
こ
れ
は
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
任
命
で
、
実
際
に
は
勝
宝
四
年

に
渡
海
し
た
勝
宝
度
の
遣
唐
使
（
鑑
真
一
行
を
随
伴
し
て
帰
朝
し
た
も
の
と
し
て

名
高
い
）
が
呈
し
た
正
式
の
入
唐
記
録
で
あ
ろ
う）

4
（

。
但
し
、
そ
の
内
容
は
、「
按
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天
平
勝
宝
二
年
遣
唐
記
、
天
宝
十
二
年
癸
巳
、
当　
二

本
朝
天
平
勝
宝
五
年　
一

」
と

あ
る
の
が
判
明
す
る
だ
け
で
、
全
体
像
は
わ
か
ら
な
い
。

【
史
料
１
】『
続
日
本
紀
』
宝
亀
九
年
十
月
乙
未
条

遣
唐
使
第
三
舶
到　
二

泊
肥
前
国
松
浦
郡
橘
浦　
一

。
判
官
勅
旨
大
丞
正
六
位
上
兼
下

総
権
介
小
野
朝
臣
滋
野
上
奏
言
、
臣
滋
野
等
、
去
宝
亀
八
年
六
月
廿
四
日
、

候
レ

風
入　
レ

海
。
七
月
三
日
、
与　
二

第
一
船　
一

同
到　
二

揚
州
海
陵
県　
一

。
八
月
廿
九

日
、
到　
二

揚
州
大
都
督
府　
一

、
即
依　
二

式
例　
一

安
置
供
給
。
得　
二

観
察
使
兼
長
史
陳

少
遊
処
分　
一

、
属　
二

禄
山
乱　
一

、
常
館
彫
弊
、
入
京
使
人
、
仰
限　
二

六
十
人　
一

。

以
二

十
月
十
五
日　
一

、
臣
等
八
十
五
人
発　
レ

州
入　
レ

京
、
行　
二

百
余
里　
一

、
忽
拠　
二

中

書
門
下
牒　
一

、
　
二

節
人
数　
一

、
限
以　
二

廿
人　
一

。
臣
等
請
、
更
加　
二

廿
三
人　
一

。
持

節
副
使
小
野
朝
臣
石
根
、
副
使
大
神
朝
臣
末
足
、
准
判
官
羽
栗
臣
翼
、
録
事
上

毛
野
公
大
川
、
韓
国
連
源
等

三
人
、
正
月
十
三
日
到　
二

長
安
城　
一

。
即
於　
二

外

宅　
一

安
置
供
給
。
特
有　
二

監
使　
一

、
勾　
二

当
使
院　
一

、
頻
有　
二

優
厚　
一

、
中
使
不　
レ

絶
。

十
五
日
、
於　
二

宣
政
殿　
一

礼
見
。
天
子
不　
レ

御
。
是
日
、
進　
二

国
信
及
別
貢
等

物
一

、
天
子
非
分
喜
観
、
班　
二

示
群
臣　
一

。
三
月
廿
二
日
、
於　
二

延
英
殿　
一

対
見
。

所　
レ

請
並
允
。
即
於　
二

内
裏　
一

設　
レ

宴
、
官
賞
有　
レ

差
。
四
月
十
九
日
、
監
使
揚
光

耀
宣　
二

口　

勅　
一

云
、
今
遣　
二

中
使
趙
宝
英
等　
一

、
将　
二

答
信
物　
一

、
往　
二

日
本
国　
一

。

其
駕
船
者
仰　
二

揚
州　
一

造
。
卿
等
知　
レ

之
。
廿
四
日
、
事
畢
拝
辞
。
奏
云
、
本
国

行
路
遙
遠
、
風
漂
无　
レ

准
。
今
中
使
云　
レ

往
、
冒　
二

渉
波
濤　
一

、
万
一
顚
躓
、
恐
乖　
二

王
命　
一

。
勅
答
、
朕
有　
二

少
許
答
信
物　
一

、
今
差　
二

宝
英
等　
一

押
送
、
道
義
所　
レ

在
、

不　
二

以
為
一レ

労
。
即
賜　
ニ

銀

酒　
一

、
以
惜
別
也
。
六
月
廿
四
日
、
到　
二

揚
州　
一

。

中
使
同
欲　
二

進
発　
一

、
船
難　
二

卒
成　
一

。
所
由
奏
聞
、
便
寄　
二

乗
臣
等
船　
一

発
遣
。
其

第
一
・
第
二
船
、
並
在　
二

揚
子
塘
頭　
一

。
第
四
船
在　
二

楚
州
塩
城
県　
一

。
九
月
九

日
、
臣
船
得　
二

正
風　
一

、
発　
レ

船
入　
レ

海
、
行
已
三
日
、
忽
遭　
二

逆
風　
一

、
船
着　
二

沙

上　
一

、
損
壊
処
多
、
竭　
レ

力
修
造
。
今
月
十
六
日
、
船
僅
得　
レ

浮
、
便
即
入　
レ

海
。

廿
三
日
、
到　
二

肥
前
国
松
浦
郡
橘
浦　
一

。
但
今
唐
客
隨　
レ

臣
入
朝
、
迎
接
祗
供
、

令　
レ

同　
二

蕃
例　
一

。
臣
具
牒　
二

大
宰
府　
一

、
仰
令　
二

准
擬　
一

。
其
唐
消
息
、
今
天
子
広

平
王
、
名
迪
、
年
五
十
三
。
皇
太
子
雍
王
、
名

。
年
号
大
暦
十
三
年
、
当　
二

宝
亀
九
年　
一

。

【
史
料
２
】『
続
日
本
紀
』
宝
亀
九
年
十
一
月
乙
卯
条

第
二
船
到　
二

泊
薩
摩
国
出
水
郡　
一

。
又
第
一
船
海
中
々
断
、
舳
艫
各
分
。
主
神
津

守
宿
禰
国
麻
呂
并
唐
判
官
等
五
十
六
人
、
乗　
二

其
艫　
一

而
着　
二

甑
島
郡　
一

。
判
官
大

伴
宿
禰
継
人
并
前
入
唐
大
使
藤
原
朝
臣
清
河
之
女
喜
娘
等

一
人
、
乗　
二

其
舳　
一

而
着　
二

肥
後
国
天
草
郡　
一

。
継
人
等
上
奏
言
、
継
人
等
去
年
六
月
廿
四
日
、
四
船

同
入　
レ

海
、
七
月
三
日
着　
二

泊
揚
州
海
陵
県　
一

。
八
月
廿
九
日
、
到　
二

揚
州
大
都
督

府　
一

。
即
節
度
使
陳
少
遊
且
奏
且
放
、
六
十
五
人
入
京
。
十
月
十
六
日
、
発
赴　
二

上
都　
一

。
至　
二

高
武
県　
一

、
有　
二

中
書
門
下
勅
牒　
一

、
為　
三

路
次
乏　
二

車
馬　
一

、
減　
二

却

人
数　
一

、
定　
二

廿
人　
一

。
正
月
十
三
日
、
到　
二

長
安　
一

。
即
遣　
二

内
使
趙
宝
英　
一

、
将

　
レ

馬
迎
接
、
安　
二

置
外
宅　
一

。
三
月
廿
四
日
、
乃
対　
二

龍
顔　
一

、
奏　
レ

事
。
四
月
廿

二
日
、
辞
見
、
首
路
。
勅
令　
二

内
使
楊
光
耀
監
送　
一

、
至　
二

揚
州　
一

発
遣
。
便
領　
二

留
学
生　
一

、
起　
レ

京
。
又
差　
二

内
使
掖
庭
令
趙
宝
英
・
判
官
四
人　
一

、
齎　
二

国
土
宝

貨　
一

、
隨　
レ

使
来
朝
、
以
結　
二

隣
好　
一

。
六
月
廿
五
日
、
到　
二

惟
楊　
一

。
九
月

三
日
、
発　
レ

自　
二

揚
子
江
口　
一

、
至　
二

蘇
州
常
耽
県　
一

、
候　
レ

風
。
其
第
三
船
在　
二

海

陵
県　
一

、
第
四
船
在　
二

楚
州
塩
城
県　
一

、
並
未　
レ

知　
二

発
日　
一

。
十
一
月
五
日
、
得　
二
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信
風　
一

、
第
一
・
第
二
船
同
発
入　
レ

海
。
比　
レ

及　
二

海
中　
一

、
八
日
初
更
、
風
急
波
高
、

打　
二

破
左
右
棚
根　
一

、
潮
水
満　
レ

船
、
蓋
板
挙
流
、
人
物
隨
漂
、
無　
レ

遺　
二

夕
撮
米

水　
一

。
副
使
小
野
朝
臣
石
根
等
卅
八
人
・
唐
使
趙
宝
英
等
廿
五
人
、
同
時
没
入
、

不　
レ

得　
二

相
救　
一

。
但
臣
一
人
潜
行
着　
二

舳
檻
角　
一

、
顧　
二

眄
前
後　
一

、
生
理
絶　
レ

路
。

十
一
日
五
更
、
帆
檣
倒　
二

於
船
底　
一

、
断
為　
二

両
段　
一

、
舳
艫
各
去
未　
レ

知　
二

所　一レ
到
。

余
人
累　
二

居
方
丈
之
舳　
一

、
挙　
レ

軸
欲　
レ

没
、
載　
レ

纜
枕　
レ

、
得　
二

少
浮
上　
一

、

脱
二

却
衣
裳　
一

、
裸
身
懸
坐
。
米
水
不　
レ

入　
レ

口
、
已
経　
二

六
日　
一

、
以　
二

十
三
日
亥

時　
一

漂　
二

着
肥
後
国
天
草
郡
西
仲
嶋　
一

。
臣
之
再
生
、
叡
造
所　
レ

救
、
不　
レ

任　
二

歓
幸

之
至　
一

。
謹
奉
表
以
聞
。

【
史
料
３
】『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
四
年
六
月
乙
巳
条

遣
唐
使
第
一
船
到　
二

泊
対
馬
島
下
県
郡　
一

。
大
使
従
四
位
上
藤
原
朝
臣
葛
野
麻
呂

上
奏
言
、
臣
葛
野
麻
呂
等
、
去
年
七
月
六
日
、
発　
レ

従　
二

肥
前
国
松
浦
郡
田

浦
一

、
四
船
入　
レ

海
。
七
日
戌
刻
、
第
三
・
四
両
船
、
火
信
不　
レ

応
。
出　
二

入
死
生

之
間　
一

、
掣　
二

曳
波
濤
之
上　
一

、
都
卅
四
箇
日
、
八
月
十
日
、
到　
二

福
州
長
渓
県
赤

岸
鎮
已
南
海
口　
一

。
鎮
将
杜
寧
・
県
令
胡
延
沂
等
相
迎
、
語
云
、
当
州
刺
使
柳
冕
、

縁　
レ

病
去　
レ

任
、
新
除
刺
史
未　
レ

来
、
国
家
大
平
者
。
其
向　
レ

州
之
路
、
山
谷
峻
隘
、

担
行
不　
レ

穏
、
因
廻　
レ

船
向　
レ

州
。
十
月
三
日
、
到　
レ

州
。
新
除
観
察
使
兼
刺
史
閻

済
美
処
分
、
且
奏
、
且
放　
二

廿
三
人　
一

入　
レ

京
。
十
一
月
三
日
、
臣
等
発
赴　
二

上

都
一

。
此
州
去　
レ

京
七
千
五
百
廿
里
、
星
発
星
宿
、
晨
昏
兼
行
。
十
二
月
廿
一
日
、

到　
二

上
都
長
楽
駅　
一

。
廿
三
日
、
内
使
趙
忠
、
将　
二

飛
龍
家
細
馬
廿
三
匹　
一

迎
来
、

兼
持　
二

酒
脯　
一

宣
慰
、
駕
即
入　
二

京
城　
一

、
於　
二

外
宅　
一

安
置
供
給
。
特
有　
二

監
使
高

品
劉
昴　
一

、
勾　
二

当
使
院　
一

。
第
二
船
判
官
菅
原
朝
臣
清
公
等
廿
七
人
、
去
九
月

一
日
、
従　
二

明
州　
一

入　
レ

京
、
十
一
月
十
五
日
到　
二

長
安
城　
一

、
於　
二

同
宅　
一

相
待
。

廿
四
日
、
国
信
・
別
貢
等
物
、
附　
二

監
使
劉
昴　
一

、
進　
二

於
天
子　
一

。
劉
昴
帰
来
、

宣
勅
云
、
卿
等
遠
慕
朝
貢
、
所　
レ

奉
進
物
、
極
是
精
好
。
朕
特
嘉
歓
。
時
寒
、

卿
等
好
在
。
廿
五
日
、
於　
二

宣
化
殿　
一

礼
見
。
天
子
不　
レ

御
。
同
日
、
於　
二

麒
徳

殿
一

対
見
。
所　
レ

請
並
允
。
即
於　
二

内
裏　
一

設　
レ

宴
、
官
賞
有　
レ

差
。
別
有　
二

中
使　
一

、

於　
二

使
院　
一

設　
レ

宴
、
酣
飲
終
日
。
中
使
不　
レ

絶
、
頻
有　
二

優
厚　
一

。
廿
一
年
正
月
元

日
、
於　
二

含
元
殿　
一

朝
賀
。
二
日
、
天
子
不
予
。
廿
三
日
、
天
子
雍
王

崩
、
春

秋
六
十
四
。
廿
八
日
、
臣
等
於　
二

承
天
門　
一

立　
レ

仗
、
始
着　
二

素
衣
冠　
一

。
是
日
、

太
子
即　
二

皇
帝
位　
一

、
諒
闇
之
中
、
不　
レ

堪　
二

万
機　
一

、
皇
太
后
王
氏
、
臨
朝
称
制
。

臣
等
三
日
之
内
、
於　
二

使
院　
一

朝
夕
挙
哀
。
其
諸
蕃
三
日
、
自
余
廿
七
日
而
後

就
レ

吉
。
二
月
十
日
、
監
使
高
品
宋
惟
澄
領　
二

答
信
物　
一

来
、
兼
賜　
二

使
人
告

身
一

、
宣
勅
云
、
卿
等
銜　
二

本
国
王
命　
一

、
遠
来
朝
貢
、
遭　
二

国
家
喪
事　
一

、
須　
二

緩
々

将
息
帰
郷　
一

。
縁　
三

卿
等
頻
奏　
二

早
帰　
一

。
因　
レ

茲
賜　
二

纏
頭
物　
一

、
兼
設　
レ

宴
。
宜　
レ

知　
レ

之
。
却　
二

廻
本
郷　
一

、
伝　
二

此
国
喪　
一

。
擬　
レ

欲　
二

相
見　
一

、
縁　
二

此
重
喪　
一

、
不

　
レ

得　
レ

宜
之
。
好
去
好
去
者
。
事
畢
首
途
。
勅
、
令　
下 　
二

内
使
王
国
文　
一

監
送
、於　
二

明
州　
一

発
遣　
上

。
三
月
廿
九
日
、
到　
二

越
州
永
寧
駅　
一

。
越
州
即
観
察
府
也
。
監
使

王
国
文
、
於　
二

駅
館　
一

喚　
二

臣
等　
一

、
附　
二

勅
書
函　
一

、
便
還　
二

上
都　
一

。
越
州
更
差

　
レ

使
監
送
、
至　
二

管
内
明
州　
一

発
遣
。
四
月
一
日
、
先　
レ

是
去
年
十
一
月
、
為　
レ

廻　
二

船
明
州　
一

、
留　
二

録
事
山
田
大
庭
等　
一

、
従　
二

去
二
月
五
日　
一

発　
二

福
州　
一

、
海
行
五

十
六
日
、
此
日
到
来
。
三
日
、
到　
二

明
州
郭
下　
一

、
於　
二

寺
裏　
一

安
置
。
五
月
十
八

日
、
於　
二

州
下

県　
一

、
両
船
解
纜
。
六
月
五
日
、
臣
船
到　
二

対
馬
島
下
県
郡
阿

礼
村　
一

。
其
唐
消
息
、
今
天
子
、
諱
誦
、
大
行
皇
帝
之
男
只
一
人
而
已
。
春
秋
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五
、
有　
二

余
男
女　
一

。
皇
太
子
広
陵
王
純
、
年
廿
八
。
皇
太
后
王
氏
、
今
上

之
母
、
大
行
皇
帝
之
后
也
。
年
号
貞
元
廿
一
年
、
当　
二

延
暦
廿
四
年　
一

。
淄
青
道

節
度
使
青
州
刺
史
李
師
古
〈
正
己
孫
、
納
之
男
〉、
養　
二

兵
馬
五
十
万　
一

。
朝
庭

以　
二

国
喪　
一

告　
二

于
諸
道
節
度
使　
一

、
入　
二

青
州
界　
一

、
師
古
拒
而
不　
レ

入
。
□
兵
十

万
以　
レ

弔　
二

国
喪　
一

為　
レ

名
、
自
襲　
二

鄭
州　
一

。
諸
州
勠　
レ

力
、
逆
戦
相
殺
。
即
為

　
レ

宣
二

慰
師
古　
一

、
差　
二

中
使
高
品
臣
希
倩　
一

発
遣
。
又
蔡
州
節
度
使
呉
少
誠
、
多

養
二

甲
兵　
一

、
窃
挟　
二

窺
　
一

。
又
去
貞
元
十
九
年
、
遣　
二

龍
武
将
軍
薛
審　
一

、
和　
二

親
吐
蕃　
一

、
到
則
拘
□
、
不　
レ

得　
二

復
命　
一

。
審
欺　
レ

之
云
、
所　
二

以
来
和　
一

者
、
欲

　
レ

嫁　
二

公
主　
一

也
。
吐
蕃
即
令　
二

審
帰
娶　
一

、
天
子
瞋
之
曰
、
嫁
娶
者
、
非　
二

朕
所　
一 

　
レ

知
、宜　
三

更
廻
、允　
二

前
旨　
一

。
若
事
不　
レ

遂
、不　
レ

得　
二

入
来　
一

。審
還
到　
二

吐
蕃
界　
一

、

拒
而
不　
レ

入
、
在　
二

於
今
日　
一

、
猶
住　
二

両
界
頭　
一

。
去
年
十
二
月
、
吐
蕃
使
等
帰　
レ

国
、
尋　
二

彼
来
由　
一

、
在　
レ

娶　
二

公
主　
一

。
天
子
瞋
之
不　
レ

聴
。
故
不　
レ

会　
二

賀
正　
一

也
。

其
吐
蕃
在　
二

長
安
西
北　
一

、
数
興　
レ

兵
侵　
二

中
国　
一

。
今
長
安
城
、
去　
二

吐
蕃
界　
一

五

百
里
。
内
疑　
二

節
度　
一

、
外
嫌　
二

吐
蕃　
一

、
京
師
騒
動
、
無　
二

暫
休
息　
一

。

遣
唐
使
が
帰
朝
報
告
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、
大
宝
度
の
粟
田
真
人
の
日
本

国
号
に
関
す
る
や
り
と
り（『
続
日
本
紀
』慶
雲
元
年（
七
〇
四
）七
月
甲
申
朔
条
）、

勝
宝
度
の
大
伴
古
麻
呂
の
唐
に
お
け
る
争
長
事
件
（
勝
宝
六
年
（
七
五
四
）
正

月
丙
寅
条
）
な
ど
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
的

事
項
で
あ
り
、
そ
の
基
盤
と
な
る
日
次
記
的
な
記
録
も
存
し
た
。
そ
れ
は
宝
亀

度
①
、
延
暦
度
の
関
係
史
料
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
宝
亀
度
①
は
帰
路
に
漂

蕩
が
あ
り
、
第
三
船
・
第
一
船
が
そ
れ
ぞ
れ
に
詳
細
な
報
告
を
残
し
て
い
る

（
宝
亀
九
年
（
七
七
八
）
十
月
乙
未
条
・
十
一
月
乙
卯
条
）。
八
世
紀
以
降
の
後
期

遣
唐
使
は
四
隻
で
あ
り
、
往
復
と
も
に
海
上
で
は
別
々
に
な
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
各
船
が
業
務
記
録
と
し
て
の
日
誌
を
作
成
し
て
い
た
ら
し
い
。
報
告
は
と

も
に
宝
亀
八
年
六
月
二
十
四
日
の
入
海
か
ら
始
ま
り
、
日
時
を
追
っ
て
唐
へ
の

到
着
、
唐
で
の
諸
行
事
、
帰
路
の
様
子
な
ど
が
記
さ
れ
、
帰
着
地
へ
の
帰
朝
ま

で
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
第
三
船
の
報
告
に
は
唐
の
国
情
・
年
号
な
ど
も
記
載

さ
れ
て
い
た
。

次
に
延
暦
度
に
関
し
て
は
、『
日
本
後
紀
』
の
散
佚
に
よ
り
渡
海
時
の
状
況

は
不
明
の
部
分
が
多
い
が
、
帰
朝
報
告
は
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
）
六
月
乙

巳
条
に
完
存
す
る
。
こ
れ
は
大
使
藤
原
葛
野
麻
呂
の
第
一
船
の
も
の
で
あ
る

が
、
延
暦
二
十
三
年
七
月
六
日
の
入
海
か
ら
始
ま
り
、
渡
海
時
の
様
子
、
八
月

十
日
福
州
到
着
以
降
、
日
付
を
追
っ
て
唐
で
の
諸
行
事
を
記
し
、
帰
路
の
行

程
、
帰
着
地
へ
の
帰
朝
ま
で
が
述
べ
ら
れ
、「
其
唐
消
息
」
と
し
て
唐
の
国
情

が
報
告
さ
れ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
遣
唐
使
滞
在
中
に
徳
宗
（
在
位
七
七
九

〜
八
〇
五
年
）の
死
去
、
順
宗（
在
位
は
八
〇
五
年
正
月
〜
八
月
）の
即
位
が
あ
り
、

今
回
の
遣
唐
使
は
唐
皇
帝
の
家
族
関
係
、
節
度
使
の
動
向
や
吐
蕃
と
の
関
係
な

ど
動
揺
す
る
内
外
の
情
勢
を
詳
細
に
伝
え
て
お
り
、
中
に
は
中
国
側
の
史
書
に

見
え
な
い
貴
重
な
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る）

5
（

。

遣
唐
使
の
官
員
構
成
を
見
る
と
（『
延
喜
式
』
巻
三
十
大
蔵
省
な
ど
）、
後
期
遣

唐
使
で
は
四
船
そ
れ
ぞ
れ
に
判
官
・
録
事
と
史
生
が
お
り
、
文
筆
を
担
当
す
る

史
生
を
中
心
に
記
録
作
成
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
延
暦
度
に
は
判

官
に
菅
原
清
公
（
道
真
の
祖
父
）、
録
事
に
上
毛
野
穎
人
・
朝
野
鹿
取
な
ど
文
人

と
し
て
著
名
な
人
物
が
参
加
し
て
お
り
、
各
回
の
遣
唐
使
に
も
入
唐
者
に
相
応
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し
い
教
養
を
有
す
る
人
々
が
登
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
う
し
た
人
々
も
ま
た

記
録
作
成
に
関
与
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
遣
唐
使
に
関
連
す
る
諸

記
録
は
国
史
編
纂
の
材
料
と
な
り
、
遣
唐
使
の
動
向
を
様
々
に
知
る
こ
と
が
で

き
る
訳
で
あ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
記
録
が
遣
唐
使
の
「
日
記
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
遣
唐
使

の
「
日
記
」
と
し
て
唯
一
名
称
の
知
ら
れ
る
「
天
平
勝
宝
二
年
遣
唐
記
」
か
ら

見
て
、
遣
唐
使
は
使
節
任
命
時
か
ら
起
算
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

国
史
に
は
使
人
任
命
や
遣
唐
使
船
の
造
営
に
関
す
る
記
事
も
あ
り
、
こ
れ
ら
も

「
日
記
」
に
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
各
船
で
航
海
日
誌
的
な
記

録
を
作
成
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
た
形
で
正
式
の
「
遣
唐

記
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
延
暦
度
遣
唐
使
に
つ
い
て
は
、
空
海

の
『
性
霊
集
』
巻
五
に
自
身
の
用
務
を
め
ぐ
る
諸
文
書
と
と
も
に
、
使
人
一
行

の
た
め
に
起
草
し
た
文
書
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
遣
唐
使
を
め
ぐ
る
諸

文
書
は
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
中
右
記
』
永
長
元

年
（
一
〇
九
六
）
十
月
十
一
日
条
に
は
、「
上
卿
暫
乍　
二

本
座　
一

、
言
談
之
次
命
云
、

大
極
殿
者
是
大
唐
大
明
宮
含
元
殿
之
躰
也
。
遣
唐
使
常
副
〔
嗣
〕
申
也
。
一
事

不　
レ

違　
二

彼
宮　
一

。
是
依　
二

有　
レ

興
事　
一

所　
二

記
付　
一

也
」
と
あ
り
、
承
和
度
の
遣
唐
大

使
藤
原
常
嗣
の
見
聞
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
国
史
に
見
え
な
い
情
報

で
あ
り
、
こ
う
し
た
言
辞
は
ど
の
よ
う
に
し
て
伝
来
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

承
和
度
の
大
使
藤
原
常
嗣
は
延
暦
度
の
大
使
葛
野
麻
呂
の
子
で
、「
近
代
父

子
相
襲
、
預　
二

専
対
之
選　
一

、
唯
一
門
而
已
」（『
続
日
本
後
紀
』
承
和
七
年
四
月
戊

辰
条
薨
伝
）
と
評
さ
れ
、
代
々
遣
外
使
節
を
輩
出
す
る
小
野
氏
や
菅
原
氏
と
と

も
に
、「
遣
唐
使
の
家
」
と
で
も
称
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
家
系

に
は
何
ら
か
の
経
験
蓄
積
、
記
録
の
継
承
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
遣

唐
使
の
「
日
記
」
の
あ
り
方
と
も
ど
も
不
明
の
部
分
が
多
い
。
そ
こ
で
、
次
に

遣
唐
使
事
業
が
終
息
に
向
か
う
九
世
紀
中
葉
以
降
の
求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記
の

中
に
遣
外
使
節
の
「
日
記
」
に
通
じ
る
要
素
を
探
り
、
合
せ
て
求
法
・
巡
礼
僧

の
日
記
の
特
色
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二　

求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記

事
実
上
最
後
の
遣
唐
使
に
な
っ
た
承
和
度
遣
唐
使
の
天
台
請
益
僧
円
仁
は
、

帰
国
す
る
遣
唐
使
一
行
を
離
れ
て
、
唐
に
滞
留
す
る
道
を
選
択
、
在
唐
新
羅
人

の
助
力
な
ど
に
よ
り
五
臺
山
や
長
安
で
の
求
法
を
続
け
た
。
そ
の
十
年
に
も
及

ぶ
在
唐
記
録
が
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
四
巻
で
あ
り
、
日
次
記
と
し
て
の
日

記
の
全
体
が
残
る
も
の
と
し
て
は
十
世
紀
以
降
の
公
家
の
日
記
よ
り
も
古
く
、

各
種
日
記
表
に
よ
っ
て
は
こ
れ
を
最
古
の
日
記
と
し
て
掲
げ
る
も
の
も
あ
る
。

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
巻
一
は
承
和
五
年
（
八
三
八
）
六
月
十
三
日
の
乗

船
場
面
か
ら
始
ま
り
、
以
下
日
次
記
と
し
て
承
和
度
遣
唐
使
の
動
向
、
円
仁
の

求
法
の
様
子
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。
巻
四
に
な
る
と
、
中
国
史
上
最
大
の

会
昌
の
廃
仏
と
そ
の
終
息
後
の
荒
廃
、
帰
国
手
段
を
模
索
す
る
中
、
さ
す
が
に

日
次
は
飛
び
飛
び
に
な
り
、
一
ヶ
月
以
上
も
記
述
が
空
く
こ
と
が
多
い
が
、
承

和
十
四
年
九
月
十
日
肥
前
国
松
浦
郡
鹿
島
に
帰
着
、
十
八
日
に
大
宰
府
鴻
臚
館

に
入
り
、
以
後
し
ば
ら
く
大
宰
府
に
滞
在
、
諸
神
を
巡
拝
し
、
神
前
読
経
を
行

う
中
、
十
二
月
十
四
日
に
比
叡
山
か
ら
迎
え
の
南
忠
が
到
来
す
る
と
こ
ろ
で
日
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記
は
終
わ
る
。

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』は
遣
唐
使
の
具
体
像
を
教
え
て
く
れ
る
と
と
も
に
、

中
国
社
会
の
動
向
・
寺
院
の
あ
り
方
、
ま
た
会
昌
の
廃
仏
と
い
う
稀
有
な
体
験

も
記
さ
れ
て
お
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
の
駐
日
大
使
も
務
め
た

歴
史
学
者
Ｅ
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
氏
が
世
界
三
大
旅
行
記
と
称
揚
し
、
様
々

な
研
究
・
注
釈
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る）

6
（

。
こ
の
円
仁
の
帰
国
と
前
後
し
て
、
唐
商

人
の
来
航
が
始
ま
り
、
遣
唐
使
に
よ
ら
な
い
彼
我
往
来
の
道
が
開
か
れ
、
九
世

紀
で
は
恵
萼
・
恵
運
・
円
珍
や
真
如
（
高
丘
親
王
）
一
行
な
ど
の
入
唐
求
法
が

行
わ
れ
る）

7
（

。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
円
珍
は
延
暦
度
遣
唐
使
の
最
澄
が
将
来
し
た
天
台
宗
の
う

ち
、
密
教
的
側
面
を
研
鑽
す
る
遮
那
業
の
学
匠
で
、
天
台
密
教
、
台
密
の
確
立

の
た
め
に
渡
海
す
る
。
円
珍
の
入
唐
求
法
に
関
し
て
は
、『
行
歴
抄
』、『
唐
房

行
履
録
』、『
寺
門
伝
記
補
録
』、『
天
台
霞
標
』、『
天
台
宗
延
暦
寺
座
主
円
珍
伝
』

な
ど
史
料
豊
富
で
あ
る
が
、『
行
歴
抄
』
の
も
と
に
な
っ
た
『
入
唐
記
』（
在
唐

巡
礼
記
）
五
巻
は
失
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
復
原
が
試
み
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る）

8
（

。
そ
の
冒
頭
は
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
春
に
山
王
明
神
の
夢
告
に
よ
り
入

唐
求
法
を
勧
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
仁
寿
三
年
（
八
五
五
）
七
月
十

五
日
に
博
多
で
乗
船
、
入
唐
求
法
の
旅
が
進
行
し
、
天
安
二
年
（
八
五
八
）
六

月
十
九
日
肥
前
国
松
浦
郡
美
旻
楽
崎
に
帰
着
、
十
二
月
二
十
七
日
に
洛
北
の
出

雲
寺
に
到
着
し
、
翌
年
正
月
に
朝
廷
で
帰
朝
報
告
を
行
う
あ
た
り
で
求
法
の
旅

は
終
了
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

真
如
一
行
に
関
し
て
は
『
入
唐
五
家
伝
』
の
中
に
「
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
」

が
あ
る
が）

9
（

、
こ
れ
は
日
次
記
と
し
て
の
日
記
と
い
う
よ
り
は
、
真
如
に
随
行
し

た
伊
勢
興
房
の
入
唐
報
告
書
と
い
う
色
彩
が
強
い
。「
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
」

は
貞
観
三
年（
八
六
一
）三
月
入
唐
許
可
を
得
た
と
こ
ろ
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
、

六
月
十
九
日
平
城
旧
京
の
池
辺
院
を
出
発
、
難
波
津
を
経
て
大
宰
府
に
到
着
、

翌
四
年
七
月
に
駕
船
、
渡
海
と
入
唐
求
法
の
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、
天
竺
に

向
か
う
真
如
ら
と
別
れ
て
帰
国
す
る
伊
勢
興
房
が
同
七
年
六
月
値
嘉
島
に
帰
着

す
る
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
九
〇
七
年
に
は
唐
が
滅
亡
、
五
代
十
国
の
混
乱
を
経
て
、
九
六
〇

年
に
は
宋
（
北
宋
）
に
よ
る
中
国
統
一
が
遂
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
間
も
唐
・
宋

商
人
の
来
航
は
続
き
、
五
代
の
う
ち
後
唐
（
九
二
三
〜
九
三
六
年
）
の
時
代
に

渡
海
し
た
興
福
寺
僧
寛
建
一
行
、
十
国
の
呉
越
と
通
交
し
た
日
延
、
そ
し
て
奝

然―

寂
照―

成
尋
の
入
宋
と
、
渡
海
僧
の
系
譜
は
維
持
さ
れ
た）
10
（

。

こ
れ
ら
は
九
世
紀
の
求
法
僧
と
は
異
な
り
、
天
台
山
・
五
臺
山
参
詣
な
ど
聖

地
巡
礼
を
主
目
的
と
し
て
お
り
、
巡
礼
僧
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
巡
礼
僧

の
渡
航
記
録
と
し
て
は
成
尋
の
『
参
天
台
五
臺
山
記
』
八
巻
が
残
っ
て
お
り
（
以

下
、『
参
記
』
と
略
称
）、
質
・
量
と
も
に
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
匹
敵
す

る
日
記
で
あ
る
。
入
宋
僧
の
中
で
は
奝
然
に
は
『
奝
然
日
記
』
四
巻
が
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
が
（『
参
記
』
巻
四
煕
寧
五
年
（
一
〇
七
二
）
十
月
十
四
日
条
）、

現
在
は
散
佚
し
、「
奝
然
法
橋
在
唐
記
」、「
奝
然
巡
礼
記
」、「
奝
然
在
唐
日
記
」、

「
奝
然
記
」
な
ど
の
名
称
で
諸
書
に
逸
文
が
残
る）
11
（

。
寂
照
は
宋
に
留
ま
り
帰
国

せ
ず
に
死
去
し
て
お
り
、
宋
側
に
「
寂
照
大
師
来
唐
日
記
」
な
る
も
の
が
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
す
る
も
の
の
（『
参
記
』
巻
五
煕
寧
五
年
十
二
月
二
十
九
日
条
）、
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逸
文
す
ら
伝
来
し
て
お
ら
ず
、
詳
細
は
不
明
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い）
12
（

。

成
尋
の
『
参
記
』
に
関
し
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
呉
越
に
渡
航

し
た
日
延
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
日
延
の
渡
海
は
長
ら
く
不
詳
で
あ
っ

た
が
、
天
喜
初
年
頃
に
比
定
さ
れ
る
大
宰
府
政
所
牒
案
（
大
宰
府
神
社
文
書
、

『
平
安
遺
文
』
四
六
二
三
号
）
に
よ
っ
て
詳
細
が
判
明
し
た）
13
（

。
日
延
は
唐
末
・
五

代
十
国
の
争
乱
で
失
わ
れ
た
天
台
法
門
の
繕
写
・
度
送
を
求
め
る
中
国
・
天
台

山
の
要
請
に
応
じ
た
日
本
の
天
台
座
主
慈
念
の
指
示
と
新
修
暦
術
の
尋
習
を
必

要
と
す
る
賀
茂
保
憲
の
申
請
に
基
づ
く
朝
廷
の
使
命
を
果
す
べ
く
、
藤
原
師
輔

の
支
援
や
当
時
何
度
か
来
航
し
て
い
た
蒋
承
勲（
蒋
袞
）の
到
来
に
依
拠
し
て
、

天
暦
七
年
（
九
五
三
）
に
呉
越
に
渡
航
、
天
徳
元
年
（
九
五
七
）
に
帰
朝
す
る
。

そ
の
帰
朝
の
際
に
、
次
の
よ
う
な
審
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

天
徳
元
年
、
隨
身
帰
朝
。
即
与　
二

勅
使
蔵
人
源
是
輔　
一

相
共
駅
伝
入
京
、
依

　
レ

数
献
納
。
公
家
御
覧
之
後
、
暦
経
者
被　
レ

下　
二

預
保
憲
朝
臣　
一

、
法
門
者
被

　
レ

上　
二

送
台
嶺
学
堂　
一

、
外
書
春
秋
要
覧
・
周
易
会
釈
記
各
廿
巻
等
者
、
被

　
レ

留　
二

置
江
家　
一

已
了
。
又
在
唐
之
間
日
記
、
召　
二

式
部
大
輔
橘
朝
臣
真
幹
・

文
章
得
業
生
藤
原
雅
材
等　
一

、
被　
レ

令　
レ

試　
二

問
真
偽　
一

、
所　
二

陳
申　
一

皆
須　
レ

状

矣
。
仍
天
暦
聖
主
殊
重
哀
憐
、
賜　
二

僧
綱
宣
旨　
一

又
了
。
然
而
日
延
者
身
固

辞
、
遁
世
隠
居
。

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
日
延
に
も
「
在
唐
之
間
日
記
」
が
存
し
た
こ
と
、
そ

し
て
海
外
渡
航
者
に
対
し
て
は
外
国
事
情
や
使
命
達
成
の
状
況
確
認
の
た
め
、

こ
の
「
日
記
」
に
基
づ
い
て
種
々
の
査
問
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
在

唐
之
間
日
記
」
は
報
告
書
と
し
て
の
「
日
記
」
と
い
う
よ
り
、
渡
海
の
様
子
、

呉
越
で
の
賓
待
（
日
延
は
紫
衣
を
賜
り
、
准
内
供
奉
の
待
遇
を
得
て
い
る
）
や
新

修
暦
術
尋
習
な
ど
を
日
次
記
と
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
こ

う
し
た
査
問
に
対
応
す
る
た
め
に
も
日
記
の
作
成
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
の
点
は
日
本
・
唐
双
方
の
国
禁
を
犯
し
て
入
唐
求
法
を
続
け
た
円
仁
に
も

該
当
し
、
自
己
の
求
法
の
成
果
や
行
為
の
正
当
性
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、

請
来
目
録
と
と
も
に
、『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
の
内
容
は
説
得
力
が
大
き
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
遣
唐
留
学
者
の
事
例
で
は
、
宝
亀
度
①
で
帰
朝
し
た
行
賀
が

東
大
寺
僧
明
一
に
宗
義
の
難
問
を
問
わ
れ
て
返
答
に
詰
ま
っ
た
際
に
、「
費　
二

粮

両
国　
一

、
学
植
膚
浅
、
何
違　
二

朝
寄　
一

、
不　
二

実
帰　
一

乎
」
と
罵
倒
さ
れ
、
涕
泣
す

る
場
面
が
知
ら
れ
（『
類
聚
国
史
』
巻
百
四
十
七
撰
書
・
延
暦
二
十
三
年
三
月
己
未

条
）、
こ
う
し
た
査
察
の
場
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
延
暦
度

の
留
学
僧
空
海
も
真
言
宗
の
習
得
・
将
来
を
果
し
て
早
々
に
帰
国
し
た
際
、
請

来
目
録
を
捧
呈
し
た
上
で
、
し
ば
ら
く
は
大
宰
府
に
留
ま
り
、
朝
廷
の
許
可
を

待
っ
て
入
京
す
る
と
い
う
手
順
を
と
っ
て
お
り
（『
平
安
遺
文
』
四
三
二
七
・
四

三
三
〇
号
）、
そ
こ
に
は
朝
廷
で
の
審
議
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
外
国
滞
在
へ
の
査
問
に
備
え
る
と
い
う
日
記
作
成
の
一
側
面
を
明

ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記
と
し
て
は
『
入
唐
求
法
巡
礼

行
記
』
と
双
璧
を
な
す
『
参
記
』
の
検
討
に
進
み
、
遣
外
使
節
や
求
法
・
巡
礼

僧
の
日
記
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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三　

成
尋
の
『
参
天
台
五
臺
山
記
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題

成
尋
の
『
参
天
台
五
臺
山
記
』
八
巻
は
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
＝
宋
・
煕
寧

五
）
三
月
十
五
日
の
肥
前
国
松
浦
郡
壁
島
で
の
乗
船
か
ら
、
渡
海
・
入
宋
巡
礼

の
上
、
煕
寧
六
年
六
月
十
二
日
に
明
州
で
先
行
し
て
帰
国
す
る
弟
子
ら
を
見
送

る
と
こ
ろ
ま
で
、
計
四
百
七
十
日
（
二
日
間
だ
け
記
事
の
な
い
日
が
あ
る
）
の
渡

宋
記
録
で
あ
る）
14
（

。
成
尋
は
入
宋
時
に
六
十
歳
、
天
台
宗
寺
門
派
の
京
都
岩
倉
大

雲
寺
の
寺
主
で
、
延
暦
寺
の
阿
闍
梨
、
天
皇
へ
の
供
奉
や
摂
関
家
の
後
継
者
藤

原
師
実
の
護
持
僧
を
勤
め
、
宇
治
殿
藤
原
頼
通
の
信
頼
も
厚
か
っ
た
。
成
尋
ほ

ど
の
高
位
の
僧
、
教
学
的
に
完
成
さ
れ
た
人
物
が
渡
海
す
る
の
は
稀
有
の
出
来

事
で
あ
り
、
成
尋
は
渡
航
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
密
航
の
形
で

入
宋
を
強
行
す
る）

15
（

。成
尋
は
結
局
帰
国
す
る
こ
と
な
く
宋
で
生
涯
を
終
え
る
が
、

『
参
記
』
巻
六
煕
寧
六
年
正
月
二
十
三
日
条
に
よ
る
と
、
先
行
帰
国
の
た
め
開

封
を
出
発
す
る
五
人
の
弟
子
た
ち
に
「
入
唐
日
記
八
巻
」
を
付
託
し
て
お
り
、

お
そ
ら
く
こ
の
後
の
部
分
を
付
加
し
た
も
の
を
明
州
で
の
別
離
の
際
に
渡
し
、

こ
れ
が
現
行
の『
参
記
』八
巻
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
、

『
参
記
』
に
つ
い
て
日
記
と
し
て
の
特
質
を
考
え
る
上
で
気
づ
い
た
点
を
整
理

し
て
み
た
い
。

ま
ず
公
家
日
記
の
場
合
は
記
主
の
官
人
出
仕
の
頃
か
ら
記
載
が
始
ま
り
、

『
中
右
記
』
保
延
四
年
（
一
一
三
八
）
二
月
二
十
九
日
条
に
「
世
事
従　
レ

今
心
長
断
、

不　
二

日
記　
一

也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
出
家
な
ど
に
よ
り
俗
事
を
離
れ
る
あ
た
り
が

日
記
の
終
わ
り
と
さ
れ
、
こ
こ
に
日
記
を
つ
け
る
意
味
合
い
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。『
参
記
』
の
書
き
出
し
は
壁
島
で
密
航
す
る
場
面
で
あ
り
、
成
尋
は
帰
国

し
な
か
っ
た
の
で
、
終
わ
り
は
先
行
帰
国
す
る
弟
子
た
ち
の
離
岸
を
見
送
る
情

景
で
あ
る
。
他
の
求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記
の
場
合
も
始
ま
り
は
同
様
で
、
帰
国

し
た
場
合
は
日
本
へ
の
帰
着
と
上
京
し
て
帰
朝
報
告
を
行
う
前
後
で
終
わ
っ
て

お
り
、
求
法
・
巡
礼
の
完
遂
を
記
す
と
い
う
基
本
的
性
格
が
看
取
さ
れ
る
。
成

尋
の
次
に
入
宋
し
た
戒
覚
も
密
航
で
渡
海
し
、
自
身
は
帰
国
せ
ず
、
渡
航
記
録

『
渡
宋
記
』
を
託
し
て
い
る
が
、
博
多
津
で
の
乗
船
か
ら
、
入
宋
後
の
諸
行
事
、

そ
し
て
「
元
豊
六
年
（
一
〇
八
三
＝
永
保
三
）
六
月
十
五
日
記
訖
〈
取　
レ

要
不

　
レ

載　
二

子
細
之
文　
一

、
依　
二

便
人
忩　
一

而
略
〉」
と
、『
渡
宋
記
』
一
巻
を
付
託
す
る

と
こ
ろ
で
終
了
し
て
い
る
。

遣
唐
使
の
「
日
記
」
に
関
連
し
て
、
先
に
は
「
天
平
勝
宝
二
年
遣
唐
記
」
の

名
称
か
ら
任
命
時
以
来
の
諸
行
事
を
記
す
の
で
は
な
い
か
と
も
想
定
し
て
み
た

が
、
求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記
が
乗
船
か
ら
帰
着
な
い
し
は
帰
朝
報
告
前
後
ま
で

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
あ
る
い
は
遣
唐
使
時
代
か
ら
の
遣
外
使
節
の
「
日
記
」

の
あ
り
方
を
継
受
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
但
し
、
正
規
の
遣
外
使
節
で

は
な
い
求
法
・
巡
礼
僧
の
場
合
は
、
遣
外
使
節
の
「
日
記
」
の
一
部
、
ま
た
は

各
船
で
作
成
さ
れ
た
航
海
日
誌
的
な
記
録
を
模
し
て
記
載
方
式
を
創
出
し
た
可

能
性
も
あ
り
、
遣
外
使
節
の
「
日
記
」
の
復
原
は
後
考
に
俟
ち
た
い
。

ち
な
み
に
、
公
家
日
記
に
関
し
て
は
、『
九
条
殿
遺
誡
』
に
起
床
・
洗
顔
等

の
後
に
「
次
記　
二

昨
日
事　
一

〈
事
多
日
々
中
可　
レ

記　
レ

之
〉」、「
次
見　
二

暦
書　
一

、
可

　
レ

知　
二

日
之
吉
凶　
一

。
年
中
行
事
、
略
注　
二

付
件
暦　
一

、
毎
日
視　
レ

之
次
先
知　
二

其

事
一

、
兼
以
用
意
。
又
昨
日
公
事
、
若
私
不　
レ

得　
レ

止
事
等
、
為　
レ

備　
二

忽
忘　
一

、
又
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聊
可　
レ

注　
二

付
件
暦　
一

。
但
其
中
要
枢
公
事
、
及
君
父
所
在
事
等
、
別
記　
レ

之
可

　
レ

備　
二

後
鑑　
一

」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
翌
日
の
出
勤
前
に
記
す
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。『
参
記
』
の
中
に
は
一
箇
所
だ
け
で
あ
る
が
、
記
入
時
刻
を
示
す
史
料

が
存
し
、
巻
七
煕
寧
六
年
三
月
二
十
三
日
条
に
「
丑
時
記　
レ

之
」
と
あ
る
。
僧

侶
の
日
常
生
活
は
俗
人
と
は
異
な
り
、
成
尋
は
「
五
箇
年
間
以　
レ

不　
レ

臥
為

　
レ

勤
」（
巻
一
延
久
四
年
三
月
十
九
日
条
）
と
、
具
体
的
に
入
宋
を
計
画
し
た
か

ら
、
さ
ら
に
苛
酷
な
修
行
を
課
し
て
い
た
。
入
宋
後
に
皇
帝
の
指
示
に
よ
る
上

京
や
五
臺
山
巡
礼
の
際
も
、
早
い
時
は
寅
・
卯
に
出
発
、
戌
・
亥
に
宿
所
に
到

着
と
い
う
星
発
星
宿
の
旅
程
で
あ
り
、
睡
眠
時
間
が
ど
れ
程
あ
っ
た
か
わ
か
ら

な
い
毎
日
で
（
途
中
の
船
上
や
馬
上
で
仮
眠
か
？
）、
日
記
を
書
く
時
間
も
限
ら

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
日
記
作
成
の
目
的
に
関
連
し
て
、
他
の
求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記
の
参
照

に
つ
い
て
検
討
す
る
。『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
を
残
し
た
円
仁
は
最
初
の
求

法
僧
で
あ
っ
た
か
ら
、
他
の
日
記
の
参
酌
・
利
用
は
見
ら
れ
な
い
が
、
成
尋
は

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』四
巻
と『
奝
然
日
記
』四
巻
を
携
え
て
入
宋
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
宋
の
皇
帝
に
献
上
し
て
い
る（『
参
記
』巻
四
煕
寧
五
年
十
月
十
四
日
条
。

但
し
、『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
の
第
四
巻
は
会
昌
の
廃
仏
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た

の
で
、
献
上
し
な
か
っ
た
と
い
う
）。
そ
の
他
、
巻
一
延
久
四
年
三
月
二
十
五
日

条
の
「
弘
法
大
師
云
、
海
路
間
三
千
里
到　
二

蘇
州　
一

」
と
い
う
記
述
に
よ
れ
ば
、

延
暦
度
の
留
学
僧
空
海
関
係
の
も
の
も
熟
読
し
て
い
た
ら
し
く
、
後
続
の
求

法
・
巡
礼
僧
に
と
っ
て
先
達
の
日
記
や
体
験
は
い
わ
ば
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て

重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
渡
海
や
中
国
入
国
後
の
具
体
的
イ

メ
ー
ジ
を
得
る
の
に
日
記
の
参
酌
・
利
用
と
い
う
手
段
が
あ
り
、
宗
派
や
学
系

に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
先
達
の
日
記
を
広
く
参
照
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
参
記
』
巻
一
煕
寧
五
年
五
月
十
三
日
条
に
は
長
く
夢
に
も
見
た
天
台
山
国

清
寺
に
到
着
し
た
際
の
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、
国
清
寺
大
門
前
の
風
景
は

「
廻　
レ

寺
躰
松
鬱
茂
、
十
里
挟
路
、
琪
樹
璀

、
五
嶺
抱　
レ

寺
、
雙
澗
合
流
、
四

絶
標
奇
」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
成
尋
は
天
台
・
真
言
経
書
六
百
余
巻
を
携
え

て
渡
海
し
て
お
り
（
巻
一
煕
寧
五
年
六
月
二
日
条
）、『
天
台
記
』（
五
月
十
四
日

条
）、『
天
台
山
記
』（
五
月
二
十
一
日
条
）
な
ど
中
国
の
天
台
山
に
関
す
る
書
籍

に
も
目
を
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
現
在
知
ら
れ
る
天
台
山
関
係

の
書
籍
の
記
載
よ
り
も
、
こ
の
風
景
描
写
は
『
天
台
宗
延
暦
寺
座
主
円
珍
伝
』

大
中
七
年
（
八
五
三
＝
仁
寿
三
）
十
二
月
十
三
日
条
の
国
清
寺
到
着
場
面
、「
而

松
林
鬱
茂
、
十
里
挟
路
、
旗
樹
璀

、
五
嶺
抱　
レ

寺
、
雙
澗
合
流
、
四
絶
希
世
」

に
相
似
し
て
お
り
、
成
尋
が
『
智
証
大
師
伝
』
を
熟
読
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
（
五
月
十
四
日
条
）、
寺
門
派
の
祖
師
で
あ
る
円
珍
関
係
の
記
録
を
参
照
し

た
か
、
殆
ど
暗
記
し
て
い
た
の
で
、
同
じ
表
現
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

成
尋
の
天
台
山
・
五
臺
山
巡
礼
の
あ
り
方
も
次
に
入
宋
し
た
戒
覚
に
参
照
さ

れ
て
お
り
、『
渡
宋
記
』
元
豊
五
年
（
一
〇
八
二
＝
永
保
二
）
十
月
二
日
条
の
宋

で
の
申
文
で
は
「
近
則
阿
闍
梨
成
尋
、
去
煕
寧
五
年
賜　
二

宣
旨　
一

、
遂　
二

心
願　
一

先

了
」
と
述
べ
、
成
尋
と
同
じ
く
宋
側
の
支
援
に
よ
る
五
臺
山
巡
礼
の
希
望
を
伝

え
て
い
る
。
遣
唐
使
に
関
し
て
は
唐
側
に
日
本
の
遣
唐
使
賓
待
の
先
例
が
保
持

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
（『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
巻
一
開
成
四
年
（
八
三
九
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＝
承
和
六
）
二
月
六
日
条
）、
日
本
側
も
唐
側
の
賓
待
の
変
化
な
ど
に
抗
議
し
て

い
る
（『
性
霊
集
』
巻
五
「
為　
二

大
使　
一

与　
二

福
州
観
察
使　
一

書
」）
の
で
、
賓
待
の
概

要
を
把
握
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。日
本
側
で
も
来
日
渤
海
使
に
関
す
る「
承

前
記
文
」
を
有
し
て
お
り
（『
類
聚
符
宣
抄
』
第
六
弘
仁
九
年
四
月
五
日
宣
旨
）、

賓
礼
の
維
持
、
賓
待
の
前
例
承
知
の
た
め
に
も
遣
外
使
関
係
の
記
録
を
参
酌
す

る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
っ
た）
16
（

。

成
尋
は
密
航
に
よ
り
渡
海
し
、
つ
い
に
帰
国
し
な
か
っ
た
が
、
宋
で
皇
帝
に

面
見
し
、
天
台
山
・
五
臺
山
の
巡
礼
を
果
し
、
宋
で
の
祈
雨
成
功
で
法
力
を
示

し
て
、
皇
帝
か
ら
善
恵
大
師
の
称
号
を
賜
与
さ
れ
た
こ
と
な
ど
は
著
名
で
、
日

本
で
も
喧
伝
さ
れ
て
い
た
。『
水
左
記
』
承
暦
四
年
（
一
〇
八
〇
）
十
月
二
十
二

日
条
、『
中
右
記
』
長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
二
月
二
十
八
日
条
に
は
貴
族
ら
が

岩
倉
大
雲
寺
に
参
詣
し
、「
入
唐
成
尋
闍
梨
旧
房
」
や
宋
で
製
作
さ
れ
た
「
入

唐
成
尋
阿
闍
梨
像
」
な
ど
を
見
て
感
慨
に
ふ
け
る
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
事
跡
は
「
文
化
財
」
と
し
て
讃
仰
さ
れ
た
の
で
あ
る
。『
中
右
記
』
康
和

四
年
（
一
一
〇
二
）
六
月
十
九
日
条
に
は
ま
た
、
白
河
上
皇
が
「
故
成
尋
阿
闍

梨
入
唐
之
間
路
次
従　
二

日
域　
一

及　
二

唐
朝　
一

図
絵
」
を
屏
風
十
帖
に
仕
立
て
た
も
の

を
製
作
さ
せ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
成
尋
は
先
行
し
て
帰
国
す
る
弟
子
た
ち
が
明
州
に
下
向
す
る
た

め
に
先
発
す
る
際
に
、『
参
記
』
の
原
形
と
な
る
日
記
な
ど
、
日
本
に
将
来
す

る
品
々
を
次
の
よ
う
に
区
分
し
て
い
る
（『
参
記
』
巻
六
煕
寧
六
年
正
月
二
十
三

日
条
）。百

官
図
二
帖
・
百
姓
名
帖
・
楊
文
公
談
苑
三
帖
八
巻
・
天
州
府
京
地
里
図

一
帖
・
伝
燈
語
要
三
帖
↓
宇
治
経
蔵
《
藤
原
頼
通
》

法
華
音
義
一
巻
↓
大
雲
寺
経
蔵

唐
暦
一
帖
・
老
君
枕
中
経
一
帖
・
注
千
字
文
一
帖
↓
左
大
臣
殿
《
藤
原
師

実
》

暦
一
巻
↓
民
部
卿
殿
《
藤
原
俊
家
》

寒
山
詩
一
帖
・
暦
一
巻
↓
治
部
卿
《
源
隆
俊
》

永
嘉
集
一
巻
・
證
道
歌
注
一
帖
・
泗
州
大
師
伝
二
巻
・
広
清
涼
伝
三
帖
・

古
清
涼
伝
二
巻
・
入
唐
日
記
八
巻
↓
石
蔵
経
蔵

　

公
家
日
記
は
自
筆
本
が
存
す
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
が
、『
入
唐
求
法
巡
礼
行

記
』、『
参
記
』
と
も
に
自
写
本
は
存
在
し
な
い
。『
参
記
』
は
承
安
元
年
（
一

一
七
一
）
八
月
に
自
筆
本
を
比
校
し
た
写
本
を
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）
に
書

写
し
た
と
い
う
東
福
寺
本
が
現
存
最
古
の
写
本
で
、
諸
写
本
の
殆
ど
の
祖
本
と

な
る
よ
う
で
あ
る）
17
（

。
求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記
で
完
存
す
る
も
の
が
少
な
い
と
い

う
類
例
の
僅
少
さ
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
上
述
の
よ
う
に
後
継
の
渡
海

僧
が
先
達
の
日
記
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
流
布
ぶ
り
の
割
に
は
、
原
本
の
欠

失
に
は
何
か
原
因
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

円
仁
の
延
暦
寺
、
成
尋
の
岩
倉
大
雲
寺
も
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
の
紆
余
曲
折
を

被
っ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
事
情
と
と
も
に
、
戒
覚
『
渡
宋
記
』
末
尾
の
次
の

よ
う
な
記
述
に
も
注
目
し
て
み
た
い
。

我
願
、
以　
二

此
記　
一

置　
二

於
日
本
国
播
磨
国
綾
部
別
所
引
摂
寺
頻
頭
盧
尊
者

御
前　
一

、
敢
不　
レ

出　
二

山
門　
一

、
備　
二

来
住
人
之
道
心　
一

焉
（
花
押
影
）。
副
送

菩
薩
石
壱
枚
〈
暗
隙
日
光
差
入
之
処
、
当　
二

此
石　
一

可　
レ

看
也
〉。
必
定
放　
二
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五
色
光　
一

歟
。
若
尓
者
礼　
二

其
光
明　
一

、
是
菩
薩
不
思
議
之
化
用
云
々
。
仍

大
聖
文
殊
之
結
縁
、
可　
レ

在　
下

礼　
二

石
光　
一

之
功
徳　
上

矣
。
又
金
剛
窟
土
少
々

一
裹
〈
此
等
可　
レ

安　
二

置
仏
壇
之
底　
一

〉。
又
清
涼
山
背
生
茸
一
房
并
木
根
等
。

　
『
渡
宋
記
』
は
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
に
播
州
飾
西
郡
の
実
報
寺
で
実
尊
と

い
う
者
が
戒
覚
の
自
筆
本
を
書
写
し
、
慶
政
が
播
州
に
下
向
し
た
際
に
書
写
山

で
実
報
寺
主
仏
如
房
と
対
面
し
た
時
、
そ
こ
か
ら
書
写
し
た
も
の
が
伝
存
し
て

い
る
の
で
あ
る）

18
（

。
五
臺
山
の
石
・
土
・
植
物
と
と
も
に
、
渡
海
僧
戒
覚
の
記
録

は
信
仰
の
対
象
と
な
る
聖
遺
物
で
あ
り
、
そ
れ
は
引
摂
寺
に
寺
門
興
隆
を
保
障

す
る
資
産
と
し
て
保
持
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
成
尋

の
『
参
記
』
も
石
蔵
（
岩
倉
）
経
蔵
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
上
述
の
大
雲
寺
へ

の
参
詣
者
に
対
す
る
聖
遺
物
と
し
て
の
役
割
を
果
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

と
す
る
と
、
原
本
は
容
易
に
は
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
信
仰
の
対
象
と
し

て
秘
蔵
さ
れ
た
ま
ま
、
様
々
な
歴
史
的
変
動
の
中
で
消
え
て
い
っ
た
と
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。こ
こ
に
は
一
般
の
公
家
日
記
と
は
異
な
る
、

寺
院
の
記
録
と
い
う
も
の
の
性
格
を
考
え
る
糸
口
も
あ
る
と
思
わ
れ
る）

19
（

。

む
す
び
に
か
え
て

小
稿
で
は
遣
外
使
節
と
求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記
の
あ
り
方
を
概
観
し
、
特
に

成
尋
の
『
参
天
台
五
臺
山
記
』
を
事
例
に
渡
航
記
録
の
日
記
と
し
て
の
特
質
、

留
意
点
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
こ
れ
ら
に
は
そ
も
そ
も
原
形
が
わ
か
ら
な

い
、
原
本
（
自
筆
本
）
が
全
く
伝
来
し
て
い
な
い
な
ど
の
制
約
も
あ
り
、
不
明

の
点
が
多
く
、
公
家
日
記
で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
事
柄
を
概
説
風
に
述
べ

た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
懸
念
が
大
き
い
。

と
は
い
う
も
の
の
、
日
記
全
般
に
通
じ
る
論
点
、
ま
た
寺
院
と
い
う
特
殊
な

空
間
・
論
理
に
関
連
し
て
生
じ
る
相
違
点
な
ど
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
、

「
日
記
の
総
合
的
研
究
」
に
は
こ
う
し
た
分
野
の
日
記
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と

も
多
少
は
有
用
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
役
割
の
一
端
を
担
い
、
さ
ら
な
る
考
察

の
深
化
の
糸
口
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
、
拙
い
稿
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

註（
１
） 

拙
著
『「
白
村
江
」
以
後
』（
講
談
社
、
一
九
九
八
年
）、『
東
ア
ジ
ア
の
動
乱
と

倭
国
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
２
） 

坂
本
太
郎
「
日
本
書
紀
と
伊
吉
連
博
徳
」（『
日
本
古
代
史
の
基
礎
的
研
究
』
上
、

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
）、
北
村
文
治
「
伊
吉
連
博
徳
書
考
」（『
日
本
古
代

史
論
集
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
）
な
ど
。

（
３
） 

遣
唐
使
の
全
体
像
に
関
し
て
は
、
拙
著
『
遣
唐
使
の
光
芒
』（
角
川
学
芸
出
版
、

二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（
４
） 

東
野
治
之
「
遣
唐
使
と
海
外
情
報
」（『
図
書
』
五
二
八
、
一
九
九
三
年
）。

（
５
） 

山
内
晋
次
「
遣
唐
使
と
国
際
情
報
」（『
奈
良
平
安
期
の
日
本
と
ア
ジ
ア
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
６
） 
小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
の
研
究
』
全
四
巻
（
法
蔵
館
、一
九
八
九
年
）、

Ｅ
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
『
円
仁　

唐
代
中
国
へ
の
旅
』（
講
談
社
、
一
九
九
九
年
）、

足
立
喜
六
訳
注
・
塩
入
良
道
補
注
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
一
・
二
（
平
凡
社
、
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一
九
七
〇
・
八
五
年
）、
深
谷
憲
一
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』（
中
央
公
論
社
、

一
九
九
〇
年
）、
白
化
文
他
『
入
唐
求
法
巡
禮
行
記
校
註
』（
花
山
文
藝
出
版
社
、

一
九
九
二
年
）、
佐
伯
有
清
『
最
後
の
遣
唐
使
』（
講
談
社
、
一
九
七
八
年
）、『
慈
覚
大

師
伝
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）、『
円
仁
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九

年
）、
鈴
木
靖
民
編
『
円
仁
と
そ
の
時
代
』（
高
志
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）、『
入
唐
求
法

巡
礼
行
記
』
に
関
す
る
文
献
校
定
お
よ
び
基
礎
的
研
究
』（
平
成
十
三
年
度
〜
平
成

十
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
（
２
））
研
究
成
果
報
告
書
、
研
究
代

表
者
・
田
中
史
生
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
。

（
７
） 

拙
稿
「
九
世
紀
の
入
唐
僧
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇

三
七
、二
〇
一
二
年
刊
行
予
定
）。

（
８
） 

小
野
勝
年『
入
唐
求
法
行
歴
の
研
究
』上
・
下（
法
蔵
館
、一
九
八
二
・
八
三
年
）。

そ
の
他
、
佐
伯
有
清
『
智
証
大
師
伝
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
八
九
年
）、『
円
珍
』

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）、『
悲
運
の
遣
唐
僧　

円
載
の
数
奇
な
生
涯
』（
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
も
参
照
。

（
９
） 

『
入
唐
五
家
伝
』
に
つ
い
て
は
、森
哲
也
「『
入
唐
五
家
伝
』
の
基
礎
的
研
究
」（『
市

史
研
究　

ふ
く
お
か
』
三
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。
そ
の
他
、
佐
伯
有
清
『
高
丘
親

王
入
唐
記
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）、
杉
本
直
治
郎
『
真
如
親
王
伝
研
究
』（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）、
田
島
公
「
真
如
（
高
丘
）
親
王
一
行
の
「
入
唐
」
の
旅
」

（『
歴
史
と
地
理
』
五
〇
二
、
一
九
九
七
年
）、
川
尻
秋
生
「
入
唐
僧
宗
叡
と
請
来
典
籍

の
行
方
」（
高
麗
大
学
日
本
史
研
究
会
編
『
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
韓
日
関
係
』
上
、
Ｊ

＆
Ｃ
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
も
参
照
。

（
10
） 

拙
稿
「
入
宋
僧
成
尋
の
系
譜
」（『
遣
唐
使
の
特
質
と
平
安
中
・
後
期
の
日
中
関

係
に
関
す
る
文
献
学
的
研
究
』
平
成
十
九
年
度
〜
平
成
二
十
年
度
科
学
研
究
費
（
基
盤

研
究
（
Ｃ
））
研
究
成
果
報
告
書
、
研
究
代
表
者
・
森
公
章
、
二
〇
〇
九
年
）、
石
井
正

敏
「
入
宋
巡
礼
僧
」（『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
史
』
Ⅴ
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
三
年
）
な
ど
。

（
11
） 

国
書
逸
文
研
究
会
編
『
新
訂
増
補　

国
書
逸
文
』（
国
書
刊
行
会
、一
九
九
五
年
）。

（
12
） 

但
し
、「
於　
二

梵
才
三
蔵
房　
一

見　
二

奝
然
法
橋
並
寂
照
大
師
来
唐
日
記　
一

。
即
借
取
書

取
楊
文
公
談
苑
如　
レ

右
。」
と
あ
り
、
以
下
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
楊
文
公
談
苑
』
に
記

さ
れ
た
寂
照
ら
の
宋
で
の
事
績
を
「
来
唐
日
記
」
と
称
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
日
次

記
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
13
） 

竹
内
理
三
「「
入
呉
越
僧
日
延
伝
」
釈
」（『
日
本
歴
史
』
八
二
、
一
九
五
五
年
）。

（
14
） 

『
参
記
』の
活
字
本
と
し
て
は
、『（
改
訂
）史
籍
集
覧
』二
六「
参
天
台
五
台
山
記
」、

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
遊
方
伝
叢
書
、
島
津
草
子
『
成
尋
阿
闍
梨
母
集
・
参
天
台
五
臺

山
記
の
研
究
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
五
九
年
）、
平
林
文
雄
『
参
天
台
五
臺
山
記　

校
本

並
に
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
八
年
）、
王
麗
萍
校
点
『
新
校
参
天
台
五
臺
山
記
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
、
注
釈
書
と
し
て
は
、
斎
藤
圓
眞
『
参
天

台
五
臺
山
記
』
Ⅰ
・
Ⅱ
（
山
喜
房
仏
書
林
、一
九
九
七
・
二
〇
〇
六
年
、
巻
四
ま
で
）、

藤
善
眞
澄『
参
天
台
五
臺
山
記
』上
・
下（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
・
一
一
年
）

な
ど
が
あ
る
。

（
15
） 

成
尋
お
よ
び
『
参
記
』
に
関
す
る
近
年
の
研
究
は
、石
井
正
敏
「
成
尋
生
没
年
考
」

（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
四
、
一
九
九
九
年
）、「
成
尋
」（『
古
代
の
人
物
』
六
、

清
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）、
王
麗
萍
『
宋
代
の
中
日
交
流
史
研
究
』（
勉
誠
出
版
、

二
〇
〇
二
年
）、
藤
善
眞
澄
『
参
天
台
五
臺
山
記
の
研
究
』（
関
西
大
学
出
版
部
、

二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
。
な
お
、
拙
稿
ａ
「
劉
琨
と
陳
詠
」（『
白
山
史
学
』

三
八
、
二
〇
〇
二
年
）、
ｂ
「
入
宋
僧
成
尋
と
そ
の
国
際
認
識
」（『
白
山
史
学
』
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三
九
、
二
〇
〇
三
年
）、
ｃ
「『
参
天
台
五
臺
山
記
』
の
研
究
と
古
代
の
土
佐
国
」（『
海

南
史
学
』四
一
、
二
〇
〇
三
年
）、ｄ「
宋
朝
の
海
外
渡
航
規
定
と
日
本
僧
成
尋
の
入
国
」

（『
海
南
史
学
』
四
三
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
も
参
照
。

（
16
） 

拙
稿
「
漂
流
・
遭
難
、
唐
の
国
情
変
化
と
遣
唐
使
事
業
の
行
方
」、「
日
渤
関
係

に
お
け
る
年
期
制
の
成
立
と
そ
の
意
義
」（『
遣
唐
使
と
古
代
日
本
の
対
外
政
策
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
17
） 

平
林
註
（
14
）
書
。

（
18
） 

宮
内
庁
書
陵
部
編
『
僧
慶
政
関
係
資
料　

渡
宋
記
・
法
華
山
寺
縁
起
』（
八
木
書

店
、
一
九
九
一
年
）
解
題
・
釈
文
。

（
19
） 

『
小
右
記
』
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
八
月
十
八
日
条
に
よ
る
と
、
藤
原
頼
通
か

ら
鹿
島
・
香
取
両
社
へ
の
封
戸
奉
納
に
関
し
て
藤
原
実
頼
の
例
文
の
有
無
を
尋
ね
ら
れ

た
時
、
実
資
は
「
彼
時
文
書
者
故
三
条
殿
《
藤
原
頼
忠
》
悉
焼
亡
、
見　
二

御
日
記　
一

無　
二

其
事　
一

。
件
御
日
記
大
納
言
《
藤
原
公
任
》
為　
二

合
部
類　
一

切
寄
、
如　
レ

此
之
間
漏
失
歟
」

と
答
え
て
お
り
、
実
頼
自
筆
本
の
喪
失
を
恨
む
様
子
が
窺
わ
れ
、
父
祖
の
日
記
に
対
す

る
観
念
は
あ
る
い
は
信
仰
に
通
じ
る
側
面
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
付
載
『
伊
吉
連
博
徳
書
』】

『
日
本
書
紀
』
斉
明
五
年
七
月
戊
寅
条

遣　
二

小
錦
下
坂
合
部
連
石
布
・
大
仙
下
津
守
連
吉
祥　
一

、
使　
二

於
唐
国　
一

。
仍
以　
二

道
奥
蝦
夷
男
女
二
人　
一

示　
二

唐
天
子　
一

。〈
伊
吉
連
博
徳
曰
、
同
天
皇
之
世
、
小

錦
下
坂
合
部
石
布
連
・
大
山
下
津
守
吉
祥
連
等
二
船
、
奉　
二

使
呉
唐
之
路　
一

。

以　
二

己
未
年
七
月
三
日　
一

、
発　
レ

自　
二

難
波
三
津
之
浦　
一

。
八
月
十
一
日
、
発

　
レ

自
二

筑
紫
大
津
之
浦　
一

。
九
月
十
三
日
、
行
到　
二

百
済
南
畔
之
島　
一

。
々
名
毋　
二

分
明　
一

。
以　
二

十
四
日
寅
時　
一

、
二
船
相
従
放　
二

出
大
海　
一

。
十
五
日
日
入
之
時
、

石
布
連
船
横
遭　
二

逆
風　
一

、
漂　
二

到
南
海
之
島　
一

。
々
名
爾
加
委
。
仍
為　
二

島
人

所
一レ

滅
。
便
東
漢
長
直
阿
利
麻
・
坂
合
部
連
稲
積
等
五
人
、
盗　
二

乗
島
人
之

船　
一

、
逃
到　
二

括
州　
一

。
々
県
官
人
送
到　
二

洛
陽
之
京　
一

。
十
六
日
夜
半
之
時
、

吉
祥
連
船
行
到　
二

越
州
会
稽
県
須
岸
山　
一

、
東
北
風
、
々
太
急
。
廿
二
日
、
行

到　
二

余
姚
県　
一

。
所　
レ

乗
大
船
及
諸
調
度
之
物
留　
二

着
彼
処　
一

。
潤
十
月
一
日
、

行
到　
二

越
州
之
底　
一

。
十
五
日
、
乗　
レ

駅
入　
レ

京
。
廿
九
日
、
馳
到　
二

東
京　
一

。
天

子
在　
二

東
京　
一

。
卅
日
、
天
子
相
見
、
問
訊
之
。
日
本
国
天
皇
平
安
以
不
。
使

人
謹
答
、
天
地
合　
レ

徳
、
自
得　
二

平
安　
一

。
天
子
問
曰
、
執
事
卿
等
好
在
以
不
。

使
人
謹
答
、
天
皇
憐
重
、
亦
得　
二

好
在　
一

。
天
子
問
曰
、
国
内
平
不
。
使
人
謹

答
、
治
称　
二

天
地　
一

、
万
民
無　
レ

事
。
天
子
問
曰
、
此
等
蝦
夷
国
有　
二

何
方　
一

。

使
人
謹
答
、
国
有　
二

東
北　
一

。
天
子
問
曰
、
蝦
夷
幾
種
。
使
人
謹
答
、
類
有　
二

三
種　
一

。
遠
者
名　
二

都
加
留　
一

、
次
者
麁
蝦
夷
、
近
者
名　
二

熟
蝦
夷　
一

。
今
此
熟

蝦
夷
、
毎　
レ

歳
入　
二

貢
本
国
之
朝　
一

。
天
子
問
曰
、其
国
有　
二

五
穀　
一

。
使
人
謹
答
、

無　
レ

之
。
食　
レ

肉
存
活
。
天
子
問
曰
、
国
有　
二

屋
舎　
一

。
使
人
謹
答
、
無　
レ

之
。

深
山
之
中
止　
二

住
樹
本　
一

。
天
子
重
曰
、
朕
見　
二

蝦
夷
身
面
之
異　
一

、
極
理
喜
恠
。

使
人
遠
来
辛
苦
、
退
在　
二

館
裏　
一

、
後
更
相
見
。
十
一
月
一
日
、
朝
有　
二

冬
至

之
会　
一

、
々
日
亦
覲
。
所　
レ

朝
諸
蕃
之
中
、
倭
客
最
勝
。
後
由　
二

出
火
之
乱　
一

、

棄
而
不　
二

復
検　
一

。
十
二
月
三
日
、
韓
智
興

人
西
漢
大
麻
呂
枉
讒　
二

我

客
一

、
々
等
獲　
二

罪
唐
朝　
一

、
已
決　
二

流
罪　
一

、
前
流　
二

智
興
於
三
千
里
之
外　
一

。

客
中
有　
二

伊
吉
連
博
徳　
一

、
奏
、
因
即
免　
レ

罪
。
事
了
後
、
勅
旨
、
国
家
来
年
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必
有　
二

海
東
之
政　
一

、
汝
等
倭
客
不　
レ

得　
二

東
帰　
一

。
遂
逗　
二

西
京　
一

、
幽　
二

置
別

処　
一

、
閉　
レ

戸
防
禁
、
不　
レ

許　
二

東
西　
一

、
困
苦
経　
レ

年
。
難
波
吉
士
男
人
書
曰
、

向　
二

大
唐　
一

大
使
触　
レ

島
覆
、
副
使
親
覲　
二

天
子　
一

、
奉　
レ

示　
二

蝦
夷　
一

。
於　
レ

是
、

蝦
夷
以　
二

白
鹿
皮
一
・
弓
三
・
箭
八
十　
一

、
献　
二

于
天
子　
一

。〉

『
日
本
書
紀
』
斉
明
六
年
七
月
乙
卯
条
分
註

伊
吉
連
博
徳
書
云
、
庚
申
年
八
月
、
百
済
已
平
之
後
、
九
月
十
二
日
、
放　
二

客

本
国　
一

。
十
九
日
発　
レ

自　
二

西
京　
一

。
十
月
十
六
日
、
還
到　
二

東
京　
一

。
始
得　
レ

相　
二

見
阿
麻
利
等
五
人　
一

。
十
一
月
一
日
、
為　
二

将
軍
蘇
定
方
等　
一

所　
レ

捉
百
済
王
以

下
、
太
子
隆
等
諸
王
子
十
三
人
、
大
佐
平
沙
宅
千
福
・
国
弁
成
以
下
卅
七

人
、
并
五
十
許
人
奉　
レ

進　
二

朝
堂　
一

。
急
引
趍　
二

向
天
子　
一

。
天
子
恩
勅
、
見
前

放
著
。
十
九
日
、
賜
労
。
廿
四
日
、
発　
レ

自　
二

東
京　
一

。

『
日
本
書
紀
』
斉
明
七
年
五
月
丁
巳
条

耽
羅
始
遣　
二

王
子
阿
波
伎
等　
一

貢
献
。〈
伊
吉
連
博
徳
書
云
、
辛
酉
年
正
月
廿
五

日
、
還
到　
二

越
州　
一

。
四
月
一
日
、
従　
二

越
州　
一

上
路
東
帰
。
七
日
、
行
到
二

檉

岸
山
明　
一

。
以　
二

八
日
鶏
鳴
之
時　
一

、
順　
二

西
南
風　
一

、
放　
二

船
大
海　
一

。
々
中
迷

　
レ

途
、
漂
蕩
辛
苦
。
九
日
八
夜
、
僅
到　
二

耽
羅
之
島　
一

。
便
即
招　
二

慰
島
人
王
子

阿
波
岐
等
九
人　
一

、
同
載　
二

客
船　
一

、
擬　
レ

献　
二

帝
朝　
一

。
五
月
廿
三
日
、
奉　
レ

進　
二

朝
倉
之
朝　
一

。
耽
羅
入
朝
始　
二

於
此
時　
一

。
又
為　
二

智
興

人
東
漢
草
直
足

島
一

、
使
人
等
不　
レ

蒙　
二

寵
命　
一

。
使
人
等
怨
徹　
二

于
上
天
之
神　
一

、
震　
二

死
足

島
一

。
時
人
称
曰
、
大
倭
天
報
之
近
。〉
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〈
共
同
研
究
報
告
〉

『
政
事
要
略
』
阿
衡
事
所
引
の
『
宇
多
天
皇
御
記
』

―

そ
の
基
礎
的
考
察―

古　

藤　

真　

平

序

　
「
阿
衡
の
紛
議
」
と
も
言
わ
れ
る
阿
衡
事
件
は
、
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
に

父
帝
光
孝
天
皇
の
崩
御
を
承
け
て
踐
祚
・
即
位
し
た
宇
多
天
皇
が
、
太
政
大
臣

藤
原
基
経
に
ど
の
よ
う
な
職
務
を
与
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
起
き
た
政
争
で
あ

る
。
事
件
に
関
す
る
基
本
史
料
を
収
め
て
い
る
の
が
、『
政
事
要
略
』巻
第
三
十
、

阿
衡
事
で
あ
り
、
そ
の
中
に
『
宇
多
天
皇
御
記
』
仁
和
四
年
の
記
事
八
条
が
抄

出
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
八
日
分
の
日
記
は
、
阿
衡
事
件
の
経
過
を
物
語
る
史
料
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
宇
多
天
皇
の
個
性
、
学
識
を
窺
わ
せ
る
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
多

く
の
先
学
が
注
目
し
て
き
た
が
、
文
章
に
即
し
て
検
討
す
る
余
地
は
少
な
か
ら

ず
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
事
件
の
経
過
を
物
語
る
基
本
史

料
と
し
て
、
そ
の
基
礎
的
な
読
解
を
試
み
て
み
た
い
。

一　

阿
衡
事
件
の
概
要
と
『
政
事
要
略
』
阿
衡
事

　

序
で
述
べ
た
よ
う
に
、
阿
衡
事
件
は
、
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
八
月
二
十
六

日
に
父
帝
光
孝
天
皇
（
八
三
〇
〜
八
八
七
。
在
位
八
八
四
〜
八
八
七
）
の
崩
御
を

承
け
て
踐
祚
・
即
位
し
た
宇
多
天
皇
（
八
六
七
〜
九
三
一
。
在
位
八
八
七
〜
八
九

七
）
が
、
太
政
大
臣
藤
原
基
経
（
八
三
六
〜
八
九
一
）
に
ど
の
よ
う
な
職
務
を

与
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
起
き
た
政
争
で
あ
る
。

　

そ
の
前
提
と
な
る
の
が
、
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
六
月
五
日
に
宣
布
さ
れ
た

光
孝
天
皇
の
勅
で
あ
る
。
同
勅
は
、
同
年
二
月
四
日
に
踐
祚
、
同
月
二
十
三
日

に
即
位
し
た
天
皇
が
、
五
月
二
十
九
日
、
基
経
が
在
任
し
て
い
た
太
政
大
臣
の

職
掌
に
つ
い
て
学
者
達
に
議
論
さ
せ
た
こ
と
を
承
け
た
も
の
で
、

か
り
に
職
と
す
る
と
こ
ろ
無
く
有
る
べ
く
と
も
、
朕
が
耳
目
腹
心
に
侍
る

と
こ
ろ
な
れ
ば
、
特
に
朕
が
憂
ひ
を
分
か
つ
と
も
思
ほ
す
を
、
今
日
よ
り
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官
庁
に
坐
し
て
、就
き
て
万
政
を
領
べ
行
ひ
、入
り
て
は
朕
が
躬
を
輔
け
、

出
で
て
は
百
官
を
総
ぬ
べ
し
。
奏
す
べ
き
の
事
、
下
す
べ
き
の
事
、
必
ず

先
に
諮
り
稟
け
よ
。
朕
将
に
垂
拱
し
て
成
る
を
仰
が
む
と
す
と
宣
る
御
命

を
衆
聞
き
給
へ
と
宣
る
。

と
宣
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（『
日
本
三
代
実
録
』
か
ら
抄
出
し
て
書
き
下
し
た
）。

　

学
者
達
の
議
論
か
ら
は「
師
範
訓
導
の
み
に
は
非
ず
あ
り
け
り
。
内
外
の
政
、

統
べ
ざ
る
こ
と
无
く
も
有
る
べ
か
り
け
り
」
と
い
う
解
釈
は
導
き
出
せ
た
の
で

あ
っ
た
が
、
太
政
大
臣
の
具
体
的
な
職
掌
を
明
ら
か
に
で
き
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
仮
に
太
政
大
臣
の
職
掌
と
い
う
べ
き
も
の
が
官
制
上
は
な

い
と
し
て
も
、
自
分
を
補
佐
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の
官
庁
を
統
括
し
、
全
て

の
上
奏
・
宣
下
案
件
の
諮
問
を
受
け
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
形
で
、
基
経
を
執

政
の
任
に
当
た
ら
せ
る
と
い
う
の
が
こ
の
勅
の
主
旨
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
基
経

に
与
え
ら
れ
た「
奏
す
べ
き
の
事
、
下
す
べ
き
の
事
、
必
ず
先
に
諮
り
稟
け
よ
」

と
い
う
権
限
が
「
関
白
」
の
前
提
と
な
っ
た
こ
と
は
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る（

１
）。

　

仁
和
三
年
十
一
月
十
七
日
に
即
位
式
を
終
え
た
宇
多
天
皇
は
、
十
一
月
二
十

一
日
の
詔
書
で
基
経
の
職
務
に
つ
い
て
「
其
万
機
巨
細
、
百
官
惣
己
。
皆
関
白

於
太
政
大
臣
、
然
後
奏
下
、一
如
旧
事
」（「
其
れ
万
機
巨
細
、百
官
己
に
惣
べ
よ
。

皆
太
政
大
臣
に
関あ
づ
かり
白ま
う

し
、然
し
て
後
に
奏
し
下
す
こ
と
、一
に
旧
事
の
如
く
せ
よ
」）

と
述
べ
、執
政
の
任
に
当
た
る
よ
う
に
命
じ
た
。
光
孝
朝
に
お
い
て
と
同
様
に
、

全
官
庁
を
統
轄
し
、
大
小
全
て
の
上
奏
・
宣
下
案
件
を
基
経
に
諮
る
よ
う
に
と

命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
関
白
」
の
称
が
初
見
す
る
。
基
経
が
閏
十
一
月

二
十
六
日
に
上
っ
た
辞
表
に
対
す
る
翌
二
十
七
日
の
勅
答
に
「
宜
以
阿
衡
之
任

為
卿
之
任
」（「
宜
し
く
阿
衡
の
任
を
以
て
卿
の
任
と
す
べ
し
」）
と
書
か
れ
て
い
た（
２
）

こ
と
が
政
治
問
題
化
し
た
の
が
阿
衡
事
件
で
あ
る
。

　

光
孝
天
皇
の
願
い
を
聞
き
入
れ
る
形
で
宇
多
天
皇
の
即
位
を
実
現
し
た
基
経

で
は
あ
っ
た
が
、
自
ら
の
権
力
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
し
、
新
天
皇
と
の
関
係

を
新
し
く
築
き
上
げ
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
詔
書
・
勅
答
の
作
成

を
務
め
た
橘
広
相
（
当
時
参
議
左
大
弁
文
章
博
士
。
仁
和
三
年
十
一
月
十
七
日
、

正
四
位
下
に
昇
叙
）
が
そ
の
娘
義
子
を
宇
多
天
皇
が
即
位
す
る
前
に
嫁
が
せ
、

仁
和
元
・
二
年
（
八
八
五
・
八
八
六
）
に
外
孫
（
斉
中
親
王
・
斉
世
親
王
）
が
誕

生
し
て
い
た
こ
と
は
、
基
経
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
基
経
は
、
学
者
の
藤
原
佐
世
が
「
中
国
古
代
の
阿
衡
は
実
権
を
伴
わ
な

い
官
で
あ
っ
た
か
ら
、天
皇
の
真
意
は
基
経
の
執
政
を
停
止
す
る
こ
と
に
あ
る
」

と
述
べ
た
こ
と
を
聞
き
入
れ
て
太
政
官
の
政
務
に
関
わ
る
こ
と
を
止
め
る
こ
と

で
、
広
相
を
失
脚
さ
せ
、
天
皇
を
譲
歩
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
阿
衡
事
件
の
基
本
史
料
を
収
め
て
い
る
の
が
、『
政
事
要
略
』
巻
第
三

十
、
阿
衡
事
（
以
下
「『
政
事
要
略
』
阿
衡
事
」、「
阿
衡
事
」
な
ど
と
略
記
す
る
）

で
あ
る
。
そ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
仁
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日
の
詔

か
ら
翌
四
年
十
一
月
の
も
の
と
見
ら
れ
る
菅
原
道
真
「
奉
昭
宣
公
書
」
ま
で
の

史
料
で
あ
り
、
そ
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
基
経
の
関
白
任
命
に
関
す
る
詔
書
・
辞
表
・
勅
答

　

仁
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日
詔
書
／
同
年
閏
十
一
月
二
十
六
日
辞
表
／
同
年
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閏
十
一
月
二
十
七
日
勅
答

（
二
）
阿
衡
の
職
掌
に
つ
い
て
の
学
者
達
の
勘
文

　

仁
和
四
年
四
月
二
十
八
日
勘
文
（
中
原
月
雄
・
善
淵
愛
成
連
名
）
／
同
年
某
月

某
日
勘
文
（
橘
広
相
）
／
仁
和
四
年
五
月
二
十
三
日
勘
文
（
紀
長
谷
雄
・
三
善

清
行
・
藤
原
佐
世
連
名
）
／
仁
和
四
年
「
五
月
廿
□
日
勘
文
（
月
日
は
新
訂
増

補
国
史
大
系
本
の
校
訂
注
に
よ
る
。
作
成
者
は
不
明
だ
が
、
内
容
か
ら
見
て
、
反

広
相
の
論
者
の
も
の
で
あ
る
）
／
仁
和
四
年
五
月
三
十
日
勘
文
（
長
谷
雄
・
清

行
・
佐
世
連
名
）／
仁
和
四
年
六
月
某
日
勘
文
（
内
容
不
明
。
月
雄
・
愛
成
連
名

か
）

（
三
）『
宇
多
天
皇
御
記
』（
以
下
『
御
記
』）
か
ら
の
抄
出
（
仁
和
四
年
五
月
十
五

日
〜
十
一
月
三
日
条
）

（
四
）
仁
和
四
年
六
月
二
日
詔
書
（
宣
命
体
）

（
五
）
仁
和
四
年
十
月
十
五
日
勘
文
「
勘
申
左
大
弁
正
四
位
下
橘
朝
臣
広
相
犯

罪
事
」

（
六
）「
奉
昭
宣
公
書
菅
丞
相
讃
州
刺
史
時
」

　

阿
衡
事
の
中
で
、
事
件
の
仁
和
四
年
に
入
っ
て
か
ら
の
展
開
を
物
語
る
最
初

の
史
料
は
、
四
月
二
十
八
日
に
提
出
さ
れ
た
「
阿
衡
」
の
任
に
関
す
る
明
経
道

の
学
者
善
淵
愛
成
・
中
原
月
雄
に
よ
る
勘
文
（（
二
））
で
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
、

勅
答
の
作
者
橘
広
相
と
彼
を
難
じ
る
学
者
達
と
の
間
の
議
論
が
、
朝
廷
を
舞
台

と
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。

　

五
月
十
五
日
に
は
、
基
経
自
身
が
天
皇
に
書
状
を
奉
呈
し
、
明
経
博
士
達
が

阿
衡
に
は
典
職
が
な
い
と
勘
申
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
擬
さ
れ
た
自
分

を
外
し
て
太
政
官
の
政
務
を
執
行
し
て
欲
し
い
と
、
自
ら
の
政
務
非
協
力
を
正

当
化
し
た
こ
と
が
『
御
記
』
同
日
条
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

　

五
月
二
十
九
日
に
は
天
皇
が
左
大
臣
源
融
を
召
し
、
左
近
陣
座
で
公
卿
達
に

善
淵
愛
成
・
藤
原
佐
世
等
の
勘
文
と
橘
広
相
の
勘
文
を
吟
味
さ
せ
た
が
、
天
皇

と
公
卿
達
で
は
是
非
を
見
極
め
が
た
く
、
双
方
が
議
論
す
る
の
を
直
に
聴
い
て

判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
日
後
の
六
月
一
日
、
天
皇
の
御
前
に
融
が
侍

し
、
広
相
・
佐
世
・
月
雄
を
召
し
て
対
論
さ
せ
た
が
、
双
方
譲
ら
ず
、
天
皇
は

結
論
を
出
せ
な
い
と
判
断
し
、
万
機
の
事
が
滞
っ
て
い
る
状
況
を
打
開
す
る
た

め
に
、
融
を
基
経
邸
に
遣
わ
し
て
前
詔
（
仁
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日
の
詔
書
）

の
心
の
如
く
万
事
を
行
う
よ
う
要
請
し
た
（
以
上
『
御
記
』
六
月
一
日
条
）。

　

六
月
二
日
早
朝
、
融
が
天
皇
に
行
っ
た
報
告
は
、
基
経
は
一
旦
承
諾
し
な
が

ら
、
や
は
り
「
阿
衡
」
問
題
が
決
着
し
な
け
れ
ば
執
政
に
は
復
帰
で
き
な
い
と

述
べ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（『
御
記
』
六
月
二
日
条
）。
融
は
、
基
経
を

執
政
の
任
に
復
帰
さ
せ
る
権
謀
と
し
て
、
詔
書
（
仁
和
三
年
閏
十
一
月
二
十
七
日

の
勅
答
）
を
改
め
て
施
行
す
る
こ
と
を
強
く
進
言
し
、
天
皇
は
そ
れ
を
不
可
と

思
い
な
が
ら
も
結
局
は
承
諾
し
た
（『
御
記
』
十
一
月
三
日
条
）。
か
く
し
て
改

正
詔
書
が
施
行
さ
れ
た
（（
四
））。

　

六
月
二
十
九
日
に
は
大
祓
の
儀
の
執
行
に
当
た
っ
て
広
相
が
完
全
に
孤
立
す

る
事
件
が
起
き
た
（『
御
記
』
九
月
十
日
条
）。
事
件
が
終
結
に
向
け
て
大
き
な

展
開
を
始
め
た
の
は
九
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
広
相
を
断
罪
し
よ
う
と
す

る
動
き
が
強
ま
る
中
で
、
九
月
十
七
日
、
天
皇
は
基
経
に
善
処
を
要
請
す
る
書

簡
を
送
っ
た
（『
御
記
』
同
日
条
）。
そ
し
て
、
十
月
六
日
に
は
基
経
の
娘
温
子
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を
入
内
さ
せ
、
後
日
女
御
と
し
（『
日
本
紀
略
』
六
日
・
九
日
・
十
三
日
条
な
ど
）、

基
経
が
外
戚
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
道
を
開
く
と
い
う
譲
歩
策
を
講
じ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
基
経
も
妥
協
す
る
方
向
に
転
換
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
既
に
進
め
て
い
た
広
相
の
処
断
と
い
う
動
き
を
即
座
に
緩
め
る
こ
と
は
せ

ず
、
十
月
十
三
日
、
広
相
が
詔
書
を
作
り
誤
っ
た
罪
の
量
刑
が
惟
宗
直
宗
・
凡

春
宗
等
に
命
じ
ら
れ
（『
日
本
紀
略
』）、
十
五
日
付
の
桜
井
貞
世
・
凡
春
宗
・
惟

宗
直
宗
連
名
に
よ
る
勘
文
が
作
成
さ
れ
て
い
る
（（
五
））。

　

十
月
二
十
七
日
、
天
皇
は
基
経
に
書
簡
を
送
っ
て
本
懐
を
述
べ
た
。
基
経
か

ら
の
返
書
に
は
、
広
相
の
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
承
っ
た
こ
と
で
す
（
広
相
の

処
断
を
求
め
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
）、
事
件
に
つ
い
て
は
、
仁
和
三
年
の
十
一
月

二
十
一
日
詔
と
閏
十
一
月
二
十
七
日
詔
が
相
違
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑

わ
れ
た
た
め
に
官
奏
を
見
な
か
っ
た
だ
け
で
す
、
六
月
に
詔
書
を
改
正
し
て
宣

布
し
た
の
は
失
策
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
、
と
書
か
れ
て
い
た
。
天
皇
は
こ

れ
を
以
て
事
件
落
着
の
一
区
切
り
が
で
き
た
と
安
心
し
、
広
相
を
召
し
て
職
に

戻
る
よ
う
命
じ
た
の
で
あ
る
（『
御
記
』
同
日
条
）。

　

以
上
が
『
政
事
要
略
』
阿
衡
事
を
主
要
史
料
と
し
て
知
ら
れ
る
事
件
の
概
略

で
あ
る
。
序
で
述
べ
た
よ
う
に
、（
三
）
の
『
御
記
』
の
各
条
を
詳
細
に
検
討

す
る
こ
と
を
本
稿
の
課
題
と
す
る
関
係
で
、
特
に
仁
和
四
年
五
月
十
五
日
か
ら

事
件
の
解
決
に
至
る
ま
で
の
展
開
を
跡
付
け
る
こ
と
に
重
心
を
お
く
こ
と
に
な

る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
仁
和
三
年
閏
十
一
月
二
十
七
日
の
勅
答
以
後
、

四
年
五
月
十
五
日
以
前
の
事
件
の
経
過
の
検
討
も
重
要
な
研
究
課
題
と
な
る

が
、
必
要
な
限
り
で
言
及
す
る
に
止
め
、
詳
細
は
別
稿
を
期
し
た
い
。
言
う
ま

で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
阿
衡
事
に
は
、
中
国
の
古
典
に
見
え
る
阿
衡
に
つ
い
て

の
学
者
達
の
勘
文
や
、
広
相
の
量
刑
に
関
す
る
勘
文
な
ど
、『
御
記
』
以
外
の

重
要
な
史
料
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
正
確
に
取
り
扱
い
、『
御
記
』

の
理
解
と
総
合
し
て
行
く
こ
と
に
つ
い
て
も
将
来
の
課
題
と
し
て
お
く
。

二　

阿
衡
事
所
収
『
御
記
』
の
内
容

　

本
章
で
は
『
政
事
要
略
』
阿
衡
事
所
収
『
御
記
』
の
内
容
を
各
条
ご
と
に
検

討
し
て
い
く
。
引
用
は
基
本
的
に
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
『
政
事
要
略
』（
一

九
三
五
年
刊
。
以
下「
大
系
本
」と
略
す
）二
三
八
〜
二
四
一
頁
か
ら
行
う
。
但
し
、

句
読
点
に
つ
い
て
は
筆
者
の
読
み
に
よ
っ
て
改
め
た
部
分
が
あ
る
。
ま
た
、『
大

日
本
史
料
』
第
一
編
之
一
（
一
九
二
二
年
刊
。
以
下
『
史
料
』）
が
引
用
す
る
『
政

事
要
略
』
の
テ
キ
ス
ト
に
も
採
る
べ
き
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
適
宜
参

照
す
る
。

（
Ａ
）
五
月
十
五
日
条
（
藤
原
基
経
が
天
皇
に
奏
状
を
奉
る
）

【
本
文
】「
御
日
記
云
。
仁
和
四
年
五
月
十
五
日
。
太
政
大
臣
進
奏
状
偁
。
可
被

定
行
雑
務
事
。
太
政
官
奏
事
。
右
国
家
之
事
、
一
日
万
機
。
而
自
去
年
八
月
迄

于
今
日
、
未
奏
太
政
官
所
申
之
政
云
々
。
…
伏
望
。
早
仰
執
奏
之
官
、
莫
令
擁

滞
万
機
。」（
大
系
本
二
三
八
頁
二
〜
八
行
目
）

　

太
政
大
臣
藤
原
基
経
が
奉
っ
た
奏
状
を
天
皇
が
五
月
十
五
日
に
受
け
取
り
、

そ
の
内
容
を
書
き
留
め
た
一
節
で
あ
る
。『
日
本
紀
略
』
五
月
十
五
日
条
に
「
太

政
大
臣
上
書
五
个
条
」
と
見
え
て
い
る
こ
と
と
符
合
し
、
基
経
の
奏
状
の
表
題

が
「
可
被
定
行
雑
務
事
」
で
、
五
箇
条
か
ら
な
り
、
そ
の
内
の
最
も
重
要
な
一
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箇
条
「
太
政
官
奏
事
」
が
『
御
記
』
に
書
き
留
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

基
経
は
ま
ず
述
べ
る
。「
太
政
官
が
天
皇
に
奏
上
す
る
こ
と
と
は
、
国
家
の

こ
と
で
あ
り
、
一
日
万
機
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
去
年
八
月
（
宇
多
天
皇
が

踐
祚
し
た
八
月
二
十
六
日
の
こ
と
）
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
太
政
官
か
ら
の
天

皇
へ
の
奏
上
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
（
私
が
そ
れ
を
内
覧
し
て
奏
上
を
さ
せ
る
こ

と
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
）」
と
。

　

こ
こ
ま
で
の
文
脈
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
米
田
雄
介
氏
が
提
示
さ
れ
た
理
解（
３
）

に
従
い
た
い
。
す
な
わ
ち
、
宇
多
天
皇
が
踐
祚
後
に
自
分
の
職
務
を
明
示
し
て

く
れ
る
こ
と
を
基
経
は
望
ん
で
い
た
が
、
天
皇
が
そ
う
し
な
か
っ
た
た
め
に
不

信
感
を
抱
き
、
即
位
式
（
仁
和
三
年
十
一
月
十
七
日
）
以
前
に
、
光
孝
朝
で
就

い
て
い
た
執
政
の
職
務
を
辞
す
る
意
向
を
示
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

光
孝
朝
に
お
け
る
基
経
の
執
政
の
職
務
と
は
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、

天
皇
を
補
佐
す
る
と
と
も
に
、
全
官
庁
を
統
括
し
、
全
て
の
上
奏
・
宣
下
案
件

を
基
経
に
諮
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
自
動
的
に
宇
多

朝
に
引
き
継
が
れ
る
な
ら
ば
、
太
政
官
か
ら
天
皇
へ
の
奏
上
も
、
天
皇
の
命
を

太
政
官
が
諸
司
・
諸
国
に
仰
せ
下
す
こ
と
も
、
全
て
基
経
に
諮
る
と
い
う
こ
と

が
滞
り
な
く
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
基
経
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う

な
執
政
の
職
務
は
太
政
大
臣
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
は

な
く
、
光
孝
天
皇
の
勅
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
天
皇
が
崩
御
し

た
以
上
、
そ
の
職
務
は
新
天
皇
か
ら
再
度
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
継
続
さ
れ
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
建
前
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
天
皇
に
自
分

の
職
務
を
再
確
認
さ
せ
る
こ
と
が
、
自
ら
の
権
力
を
強
固
な
も
の
と
し
、
天
皇

と
の
関
係
を
自
分
に
と
っ
て
有
利
な
も
の
に
し
て
い
く
と
考
え
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

米
田
氏
は
、『
扶
桑
略
記
』
が
宇
多
天
皇
の
即
位
式
に
つ
い
て
記
す
仁
和
三

年
十
一
月
十
七
日
条
（
末
尾
に
「
已
上
御
記
」
と
あ
り
、
全
文
が
『
御
記
』
の
引

用
と
見
ら
れ
る
）
の
中
に
見
え
る
、
天
皇
が
基
経
に
送
っ
た
勅
書
に
つ
い
て
の

記
述
、即

送
勅
書
於
太
政
大
臣
云
。
今
日
之
事
、
平
安
令
果
、
歓
喜
無
涯
。
先
有

遺
託
之
命
。
況
余
已
為
孤
子
。
而
思
随
教
之
命
耳
。
如
此
之
言
、
若
有
辞

退
、更
亦
不
住
世
間
。
小
子
不
摂
世
間
之
政
、抛
小
君
之
号
、逃
隠
山
林
。

是
所
念
也
。

を
徴
証
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
中
に
「
も
し
基
経
が
執
政
を
辞
退
し
て
し

ま
う
な
ら
ば
、
自
分
に
は
政
治
を
執
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
か
ら
、
君
主
の
号

を
抛
っ
て
山
林
に
逃
げ
隠
れ
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
趣
旨
の
こ

と
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
で
も
納
得
し
な
か
っ
た
基
経
へ
の

対
応
と
し
て
、
四
日
後
の
十
一
月
二
十
一
日
に
関
白
の
詔
書
を
出
す
と
と
も

に
、
基
経
の
異
母
妹
の
尚
侍
正
三
位
藤
原
淑
子
（
天
皇
の
養
母
で
も
あ
っ
た
）

を
従
一
位
に
叙
し
た
の
で
あ
る
、
と
。

　

十
一
月
十
七
日
の
勅
書
に
対
し
て
基
経
が
納
得
し
な
い
意
向
を
示
し
た
の
か

ど
う
か（
４
）
は
別
と
し
て
、
天
皇
が
即
位
式
を
了
え
た
当
日
に
基
経
に
書
状
を
送
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り
、
さ
ら
に
四
日
後
に
関
白
の
詔
書
を
出
し
た
こ
と
の
背
景
と
し
て
、
即
位
式

以
前
に
基
経
が
辞
意
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

続
け
て
、
基
経
な
り
の
理
由
付
け
が
述
べ
ら
れ
る
。「
去
年
十
一
月
二
十
一

日
の
詔
書
に
、
万
機
巨
細
に
つ
い
て
、
基
経
に
関
り
白
せ
、
と
あ
り
ま
し
た
。

自
分
は
幸
い
に
も
聖
主
が
治
め
る
無
為
の
御
世
に
遇
い
、
行
う
べ
き
事
が
ご
く

僅
か
し
か
な
い
臣
下
に
な
る
こ
と
が
で
き
る（

５
）と

喜
び
、
辞
任
の
上
表
を
奉
り
、

御
命
令
の
任
務
に
当
た
ら
せ
て
頂
き
ま
す
と
は
申
し
上
げ
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
辞
表
に
対
し
て
出
さ
れ
た
閏
十
一
月
二
十
七
日
の
勅
に
は
、
阿
衡
の

任
を
汝
の
任
と
せ
よ
と
あ
り
ま
し
た
。
阿
衡
と
い
う
高
い
官
を
与
え
て
尊
ん
で

下
さ
る
の
は
、
素
餐
（
職
責
を
果
た
さ
ず
に
俸
禄
を
受
け
る
こ
と
）
の
責
務
を
与

え
て
下
さ
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
但
し
、
阿
衡
と
は
ど

の
よ
う
な
任
で
あ
る
か
を
存
じ
ま
せ
ん
し
、
関
白
と
の
関
係
も
分
か
ら
ず
、
疑

問
を
持
っ
た
ま
ま
久
し
く
時
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
伏
し
て
聞
き
ま
す

に
、
左
大
臣
（
源
融
）
が
明
経
道
の
博
士
達
に
勘
申
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
阿
衡
と

い
う
の
は
典
職
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す）

6
（

。
典
職
が
な
い
と
い
う
こ
と
を

以
て
、
阿
衡
が
貴
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
と
て
も
そ

の
よ
う
な
阿
衡
の
任
に
は
堪
え
ま
せ
ん
が
、
阿
衡
に
分
職
が
な
い
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
自
分
が
願
っ
て
い
る
、（
無
為
の
御
世
に
遇
っ
て
）
行
う
べ
き
事

が
ご
く
僅
か
し
か
な
い
臣
下
で
あ
り
た
い
と
い
う
思
い
に
合
致
し
ま
す
。
で
す

か
ら
、
伏
し
て
望
み
ま
す
こ
と
は
、
執
奏
の
官
（
太
政
官
）
に
（
天
皇
へ
の
奏

上
を
太
政
大
臣
基
経
が
関
知
す
る
こ
と
は
不
要
で
あ
る
と
い
う
）
命
令
を
下
し
、

万
機
を
滞
ら
せ
な
い
よ
う
に
な
さ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
」
と
。
皮
肉
を
込
め
た

言
辞
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
阿
衡
の
任
を
与
え
ら
れ
た
自
分
は
太
政
官
の
天
皇
へ
の
奏
上

を
関
知
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
の
が
奏
状
の
主
旨
で
あ
り
、
執
政
拒
否
を
正

当
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

上
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
一
条
は
、『
日
本
紀
略
』
五
月
十
五
日
条
と
符
合

し
て
お
り
、『
御
記
』
五
月
十
五
日
条
と
認
定
し
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う

が
、『
扶
桑
略
記
』
五
月
九
日
条
、

　
　

五
月
九
日
。
太
政
大
臣
報
奏
云
。
奉
去
年
閏
十
一
月
廿
七
日
勅
、
宜
以
阿

　
　

衡
之
任
、
為
卿
之
任
者
。
…
抑
至
于
無
分
職
、
暗
合
臣
願
之
。

と
の
関
係
に
若
干
の
問
題
を
残
す
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

　

こ
の
記
事
は
、『
政
事
要
略
』
に
見
え
る
『
御
記
』
十
五
日
条
の
記
事
よ
り

も
簡
略
化
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
が
、
共
に
『
宇
多
天
皇
御
記
』
の
同
じ
日
の
記

事
に
由
来
す
る
と
見
ら
れ
る
。『
扶
桑
略
記
』
の
日
付
が
『
政
事
要
略
』
阿
衡

事
の
そ
れ
よ
り
も
信
頼
性
が
高
い
と
は
思
わ
れ
ず
、
基
経
の
奏
状
が
天
皇
の
元

に
届
い
た
の
は
や
は
り
十
五
日
で
、
そ
れ
が
同
日
の
『
御
記
』
に
記
さ
れ
た
と

解
し
て
お
く
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
但
し
、「
太
政
大
臣
報
奏
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
基
経
が
奏
状
を
奉
っ
た
前
提
に
、
天
皇
が
基
経
に
書
状
を
送
っ
て
い
た

と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、「
九
日
」
が
そ
の
よ
う
な
書
状
の
往
復
の

日
付
に
つ
い
て
何
か
を
物
語
っ
て
い
る
可
能
性
は
残
る
で
あ
ろ
う
。

（
Ｂ
）
六
月
一
日
条
（
学
者
討
論
決
着
せ
ず
。
基
経
に
前
詔
の
心
に
よ
っ
て
万
事
を
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行
う
よ
う
伝
達
す
る
）

【
本
文
】「
去
六
月
朔
日
。
左
大
臣
侍
簾
前
、
…
仍
去
五
月
廿
九
日
、召
左
大
臣
、

…
但
聞
彼
此
之
辞
論
相
定
非
。
仍
迨
于
今
日
、
召
件
人
於
殿
上
、
…
使
左
大
臣

就
太
政
大
臣
之
第
曰
。
如
前
詔
心
、
且
行
万
事
。」（
大
系
本
二
三
八
頁
八
行
目

〜
二
三
九
頁
一
行
目
）

【
校
訂
】
①
「
去
六
月
朔
日
」
の
「
去
」
に
つ
い
て
。『
史
料
』
は
Ａ
の
末
尾
を

「
莫
令
壅
滞
万
機
云
々
」（
一
〇
〇
頁
）、
Ｂ
の
冒
頭
を
「
六
月
朔
日
」
と
し
て

お
り（
一
〇
四
・
一
〇
九
頁
）、
校
訂
本
文
と
し
て
は
そ
の
方
が
合
理
的
で
あ
る
。

従
っ
て
六
月
朔
日
条
と
読
ん
で
問
題
な
か
ろ
う
。
／
②「
但
聞
…
今
日
」を『
史

料
』
は
「
但
聞
…
相
定
是0

非
、
何0

迨
于
今
日
」
と
す
る
（
一
〇
九
頁
）。「
但
し

彼
此
の
辞
論
を
聞
き
て
是
非
を
相
ひ
定
め
ん
。
仍
り
て
今
日
に
迨お

よ

び
」
と
校
訂

を
加
え
て
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
一
節
に
は
、
ま
ず
、
六
月
一
日
に
御
前
で
学
者
達
の
対
論
が
行
わ
れ
た

こ
と
、
そ
こ
に
至
る
経
緯
、
宇
多
天
皇
の
考
え
が
一
気
に
書
か
れ
て
い
る
（「
仍

去
五
月
廿
九
日
」
の
前
ま
で
の
部
分
）。

　

簾
前
に
左
大
臣
（
源
融
）
が
侍
し
、
参
議
文
章
博
士
橘
広
相
・
右
少
弁
藤
原

佐
世
・
助
教
中
原
月
雄
を
召
し
て
対
論
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
に
至
っ
た
経
緯
は
、

太
政
大
臣
（
基
経
）
が
摂
政
（
こ
こ
で
は
執
政
の
意
味
）
を
辞
し
た
（
仁
和
三
年

閏
十
一
月
二
十
六
日
の
）
上
表
に
対
す
る
勅
答
に
あ
っ
た
「
以
阿
衡
之
任
、
為

卿
之
任
」
の
句
に
関
し
、
世
論
が
騒
然
と
な
り
、
大
閤
（
基
経
）
が
疑
義
を
抱

い
た
こ
と
に
あ
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
を
聴
い
た
左
大
臣
は
道
々
の
学
者
達
に
勘

申
さ
せ
た
こ
と
、
そ
の
中
に
阿
衡
は
殷
代
の
三
公
の
官
名
に
由
来
し
、
周
代
で

は
典
職
を
持
た
な
い
官
で
あ
っ
た
か
ら
、
基
経
の
職
務
を
そ
の
よ
う
な
阿
衡
に

擬
す
る
と
い
う
こ
と
は
基
経
に
政
務
を
聴
か
な
く
て
も
よ
い
と
言
っ
て
い
る
に

等
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
、
宇
多
天
皇
と
し
て
は
、
周
代
の
三
公
は

王
と
職
を
同
じ
く
す
る
者
で
あ
り
、
王
が
天
下
の
事
を
統
括
す
る
以
上
、
三
公

も
天
下
を
統
括
す
る
こ
と
は
『
周
礼
』
の

か
ら
導
き
出
せ
る
理
で
あ
り
、
王

を
政
治
を
行
わ
な
い
者
と
論
じ
て
い
る
か
の
よ
う
な
佐
世
達
の
議
論
は
是
認
で

き
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
。
以
上
で
あ
る
。

　

続
け
て
、
こ
の
日
の
対
論
の
前
提
と
な
る
五
月
二
十
九
日
の
陣
定
か
ら
、
こ

の
日
の
最
後
に
天
皇
が
決
め
た
方
策
ま
で
の
こ
と
が
書
か
れ
る
（「
仍
去
五
月
廿

九
日
」
か
ら
の
部
分
）。

　

学
者
達
に
議
論
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
左
大
臣
融
を
召
し
、
善
淵
愛
成
・
藤

原
佐
世
等
の
勘
文
と
広
相
の
勘
文
を
左
近
陣
頭
で
審
議
さ
せ
た
（
陣
定
で
あ
ろ

う
）
こ
と
、
双
方
の
論
の
是
非
は
決
し
が
た
い
と
い
う
結
論
が
融
か
ら
報
告
さ

れ
た
こ
と
、
天
皇
は
双
方
の
論
を
直
接
聞
い
て
是
非
を
判
断
し
よ
う
と
決
め
た

こ
と
、
そ
し
て
今
日
（
六
月
一
日
）
に
至
っ
た
こ
と
、
御
前
で
双
方
の
意
見
を

聴
い
た
が
と
も
に
譲
ら
ず
、
論
争
に
つ
い
て
の
結
論
を
得
る
に
は
至
ら
な
か
っ

た
こ
と
、
万
機
の
事
が
滞
っ
て
い
る
状
況
を
打
開
す
る
方
策
と
し
て
、
融
を
基

経
邸
に
遣
わ
し
て
前
詔
（
仁
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日
の
詔
書
）
の
心
の
如
く
万

事
を
行
う
よ
う
要
請
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
六
月
一
日
の
議
論
の
様
子
に
つ
い
て
は
Ｆ
・
Ｈ
に
も
見
え
て
い
る
。

（
Ｃ
）
六
月
二
日
条
（
源
融
の
復
命
と
天
皇
の
憤
慨
）

【
本
文
】「
二
日
。
早
朝
、
左
大
臣
還
奏
曰
。
…
朕
以
為
不
可
然
。
先
日
、
先
帝
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左
執
愚
之
手
、
…
何
大
臣
出
如
是
異
議
哉
。
甚
為
不
便
。」（
大
系
本
二
三
九
頁

一
〜
六
行
目
）

　

前
日
、
太
政
大
臣
基
経
に
前
詔
（
仁
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日
の
詔
書
）
の
心

の
如
く
万
事
を
行
う
よ
う
に
せ
よ
と
い
う
天
皇
の
命
の
伝
達
を
命
じ
ら
れ
た
融

が
、
翌
日
早
朝
に
天
皇
に
報
告
し
た
内
容
と
そ
れ
を
聞
い
て
憤
慨
し
た
天
皇
の

思
い
が
一
気
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

融
の
報
告
は
「
昨
日
（
六
月
一
日
）
の
暮
れ
に
仰
せ
の
旨
を
太
政
大
臣
に
お

伝
え
し
ま
し
た
。
太
政
大
臣
は
一
旦
は
承
諾
し
た
の
で
す
が
、
後
に
な
っ
て
、

『（
や
は
り
）
阿
衡
問
題
が
定
ま
ら
な
け
れ
ば
執
政
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
』

と
奏
上
し
て
下
さ
い
と
申
し
ま
し
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

天
皇
の
憤
慨
の
思
い
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。「
そ
の
よ
う
な
対
応

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
。
先
の
日
（
光
孝
天
皇
が
源
定
省
を
親
王
に
戻
し

た
仁
和
三
年
八
月
二
十
五
日
、
ま
た
は
、
定
省
親
王
が
立
太
子
し
、
光
孝
天
皇
が
崩

御
し
た
翌
二
十
六
日
で
あ
ろ
う
）
に
先
帝
（
光
孝
天
皇
）
は
、
左
手
で
私
の
手
を

執
り
、
右
手
で
相
国
（
基
経
）
の
手
を
執
り
、
相
国
に
託
し
て
こ
う
言
わ
れ
た

の
で
あ
る
。
自
分
は
日
に
日
に
衰
え
て
い
る
。
そ
れ
が
何
事
に
よ
る
の
か
は
分

か
ら
な
い
。
こ
の
人
（
宇
多
天
皇
）
の
こ
と
を
必
ず
や
卿
（
基
経
）
の
子
の
よ

う
に
思
っ
て
輔
弼
し
て
欲
し
い
、
と
。
そ
こ
で
、
帝
（
光
孝
天
皇
）
の
崩
御
後
、

朕
は
彼
の
大
臣
（
基
経
）
に
言
っ
た
の
だ
。
私
に
は
も
は
や
頼
る
べ
き
親
（
父

の
光
孝
天
皇
）
が
お
ら
ず
、
孤
児
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
政
事
の
こ
と
は
ま
だ

よ
く
分
か
ら
な
い
。
卿
（
基
経
）
は
前
代
（
光
孝
天
皇
）
か
ら
摂
政
（
執
政
の
意
）

を
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
朕
の
身
に
対
し
て
親
し
い
こ
と
父
子
の
よ
う
に
思

い
、
子
に
当
た
る
朕
の
治
世
で
摂
政
を
し
て
欲
し
い
、
と
。
そ
れ
に
対
し
て
、

大
臣
（
基
経
）
は
『
謹
ん
で
御
命
令
を
承
り
ま
し
た
。
必
ず
や
能
う
限
り
お
仕

え
致
し
ま
す
』
と
答
え
た
で
は
な
い
か
。
ど
う
し
て
今
回
の
よ
う
な
異
議
を
申

し
立
て
た
り
す
る
の
か
、
甚
だ
不
都
合
な
こ
と
で
あ
る
」。

　

以
上
の
記
述
に
見
え
な
い
六
月
二
日
当
日
の
動
き
（
改
正
詔
書
の
作
成
を
め

ぐ
る
動
き
）
に
つ
い
て
は
Ｈ
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
Ｄ
）
六
月
五
日
条
（
橘
広
相
が
五
箇
条
の
愁
文
を
提
出
）

【
本
文
】「
五
日
。
広
相
朝
臣
奏
五
条
愁
文
。
…
」（
大
系
本
二
三
九
頁
六
行
目
〜

二
四
〇
頁
七
行
目
）

　

六
月
五
日
に
橘
広
相
が
提
出
し
た
五
箇
条
か
ら
な
る
愁
文
が
天
皇
の
手
許
に

届
き
、
そ
れ
を
天
皇
が
書
き
留
め
た
長
文
の
一
節
で
あ
る
。
五
箇
条
を
ほ
ぼ
原

文
の
通
り
に
引
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

五
箇
条
の
愁
文
は
広
相
が
学
者
の
立
場
か
ら
善
淵
愛
成
・
中
原
月
雄
・
藤
原

佐
世
の
意
見
に
反
論
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
殷
代
の
宰
相
伊
尹
が
任
じ

ら
れ
た
阿
衡
と
い
う
官
に
つ
い
て
、
広
相
は
、
殷
と
周
の
官
制
の
相
違
や
、
史

書
に
見
え
る
阿
衡
の
用
例
も
加
味
し
て
論
じ
る
べ
き
だ
と
い
う
立
場
か
ら
、『
尚

書
』・『
儀
礼
』
に
見
え
る
阿
衡
を
基
準
に
し
て
論
じ
よ
う
と
す
る
愛
成
・
月
雄
・

佐
世
の
意
見
は
妥
当
性
を
欠
く
と
論
じ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　

広
相
が
こ
の
日
に
愁
文
を
提
出
し
た
事
情
、
三
年
閏
十
一
月
二
十
七
日
の
勅

答
を
天
皇
の
本
意
に
乖
く
も
の
と
宣
言
す
る
改
正
詔
書
（
阿
衡
事
（
四
））
が
「
六

月
二
日
」
付
で
あ
る
こ
と
、
Ｈ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
六
月
二
日
の
出
来
事
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
で
考
察
す
る
。
と
に
か
く
も
宣
命
は
六
月
に
宣
布
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さ
れ
た
の
で
あ
り
、
天
皇
と
広
相
に
と
っ
て
不
利
な
決
着
と
な
っ
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。

（
Ｅ
）
九
月
十
日
条
（
阿
衡
事
件
の
発
端
か
ら
六
月
晦
日
大
祓
の
騒
動
ま
で
を
回

顧
）

【
本
文
】「
九
月
十
日
。
云
々
。
朕
之
博
士
是
鴻
儒
也
。
…
于
時
在
六
月
晦
日
、

…
天
下
嗷
々
自
此
始
也
。
但
其
実
否
所
不
知
矣
。」（
大
系
本
二
四
〇
頁
八
〜
一

一
行
目
）

　

天
皇
が
阿
衡
事
件
の
発
端
（
前
年
閏
十
一
月
二
十
七
日
の
勅
答
）
か
ら
今
年
六

月
二
十
九
日
の
大
祓
儀
に
当
た
っ
て
起
き
た
騒
動
ま
で
の
こ
と
を
回
顧
す
る
一

条
で
あ
る
。

「
朕
の
博
士
（
師
の
意
。
す
な
わ
ち
橘
広
相
）
は
大
学
者
で
あ
る
。（
で
あ
る
が
ゆ

え
に
）
太
政
大
臣
（
基
経
）
に
摂
政
（
執
政
の
意
）
す
る
こ
と
を
命
じ
る
詔
書
を

こ
の
人
（
広
相
）
に
作
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
詔
書
の
文
章
は
美
麗
な
も

の
で
あ
っ
た
が
、
い
た
ず
ら
に
阿
衡
と
い
う
句
を
用
い
た
た
め
、
邪
臣
達
が
群

れ
を
な
し
、
そ
の
句
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
託
け
て
論
難
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
、
公
卿
以
下
の
官
人
達
は
（
広
相
が
「
阿
衡
」
の
句

を
用
い
て
勅
答
を
書
い
た
の
は
天
皇
の
本
意
に
違
う
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
、

改
め
て
基
経
に
執
政
を
命
じ
た
六
月
の
宣
命
を
踏
ま
え
て
）
無
理
矢
理
に
広
相
の

こ
と
を
有
罪
の
人
だ
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
六
月
晦
日
（
二
十
九
日
）
は
、

公
卿
が
一
人
も
出
仕
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
外
記
達
は
太
政
大
臣
の
邸

宅
に
出
か
け
て
処
分
を
請
う
た
と
こ
ろ
、『
広
相
朝
臣
に
告
げ
よ
（
広
相
が
執
り

行
え
ば
よ
い
の
だ
）』
と
仰
せ
た
の
で
あ
る
。
外
記
達
が
そ
の
こ
と
を
広
相
に
告

げ
る
と
、
広
相
は
天
皇
に
報
告
し
て
裁
断
を
仰
ぐ
と
答
え
、
朕
の
所
に
や
っ
て

き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
朕
は
（
広
相
に
）
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
命
じ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
事
件
か
ら
天
下
が
騒
然
と
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
実
否
に
つ
い
て

は
よ
く
分
か
ら
な
い
。」

　

最
後
の
部
分
の
、
天
皇
の
広
相
に
対
す
る
命
令
と
「
但
其
実
否
所
不
知
矣
」

に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
図
と
意
味
を
正
確
に
取
る
こ
と
が
難
し
い
。
命
令
の
意

図
は
、
広
相
が
一
人
で
大
祓
の
儀
を
執
り
行
え
ば
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
紛
糾
の

元
に
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。「
但
其
実
否
所
不
知
矣
」
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
は
、
外
記
達
が
基
経
に
処
分
を
請
い
、
基
経
の
指
図
が
広
相
に
伝
え

ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
天
皇
は
十
分
に
把
握
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。

　

Ｅ
が
書
か
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
Ｆ
と
合
わ
せ
て
述
べ
た
い
。

（
Ｆ
）
九
月
十
七
日
条
（
天
皇
が
書
状
を
基
経
に
送
る
）

【
本
文
】「
十
七
日
。
朕
博
士
之
事
、
命
送
太
政
大
臣
。
其
辞
曰
。
…
如
此
之
旨
、

示
送
太
政
大
臣
。」（
大
系
本
二
四
〇
頁
一
一
行
目
〜
二
四
一
頁
二
行
目
）

　

天
皇
が
事
件
を
回
顧
し
つ
つ
、
広
相
の
処
遇
に
つ
い
て
善
処
す
る
よ
う
に
命

じ
る
書
状
を
基
経
に
送
っ
た
こ
と
を
記
す
。
基
経
が
太
政
官
政
務
を
拒
否
す
る

に
至
る
一
件
と
、
学
者
達
の
対
論
の
一
件
と
が
記
さ
れ
る
。
後
者
は
六
月
一
日

に
御
前
で
行
わ
せ
た
対
論
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
先
の
日
（「
先
日
」）、
太
政
大
臣
が
参
入
し
た
時
、
詳
し
い
事
柄
（「
具
事
」）

を
時
平
朝
臣
に
示
し
た
が
、
そ
の
後
、
世
間
が
万
事
騒
然
と
な
り
、
ま
し
て
や

朝
政
も
滞
っ
て
し
ま
い
、
天
下
が
愁
苦
し
た
。
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こ
れ
ら
の
こ
と
を
左
大
臣
（
源
融
）
に
尋
ね
る
と
次
の
よ
う
に
答
え
た
。『
そ

の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
諸
務
が
猥
り
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
あ
る
日
（「
一

日
」）、
希
（
右
少
弁
源
希
）
が
報
告
し
ま
し
た
。〝
太
政
官
の
こ
と
を
申
し
上
げ

る
た
め
に
太
政
大
臣
の
家
に
参
向
し
た
と
こ
ろ
、
前
日
ま
で
設
け
ら
れ
て
い
た

太
政
官
の
史
の
座
が
取
り
払
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
人
（
太
政
大
臣
家

の
人
）
を
通
じ
て
一
箇
条
ず
つ
申
し
上
げ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、大
臣
か
ら
‘
阿

衡
に
つ
い
て
の
説
明
を
で
き
る
の
か
、
で
き
な
い
の
か
。
何
の
た
め
に
や
っ
て

き
た
の
か
’
と
の
お
答
え
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
‘
そ
の
よ
う
な
説
明
は
持

ち
合
わ
せ
て
お
り
ま
せ
ん
’
と
申
し
上
げ
、
黙
っ
て
空
し
く
帰
参
し
ま
し
た
〞

と
』。

　

そ
の
後
、
明
経
博
士
愛
成
（
善
淵
愛
成
）、
助
教
月
雄
（
中
原
月
雄
）、
左
少

弁
佐
世
（
藤
原
佐
世
）
等
と
広
相
朝
臣
（
橘
広
相
）
を
対
論
さ
せ
て
、
然
る
べ

き
典
拠
を
提
示
し
て
、
そ
れ
に
基
く
学
問
的
見
解
を
述
べ
る
よ
う
求
め
た
。
愛

成
等
は
奏
上
し
て
申
し
た
。『
阿
衡
と
い
う
の
は
三
公
の
官
名
で
あ
っ
て
、
執

当
す
る
所
（
具
体
的
な
職
掌
）
が
無
い
も
の
で
す
』
と
。
但
し
、
三
公
の
こ
と

に
つ
い
て
彼
等
が
古
典
か
ら
引
用
し
て
申
し
た
意
見
に
は
、吾
が
博
士
（
広
相
）

が
説
明
し
た
こ
と
を
誤
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
左
大
臣
は
『
双
方
が

我
が
論
に
理
が
あ
る
と
主
張
し
て
相
手
方
の
主
張
に
承
伏
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
陣
頭
に
退
い
て
、
そ
こ
で
弁
じ
さ
せ
、
尋
ね
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
』
と
申
し
た
。（
し
か
し
、退
出
し
て
間
も
な
く
）
俄
に
御
前
に
戻
っ
て
き
て
、

『
無
知
な
私
に
は
両
論
の
是
非
を
弁
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
喧
嘩
に
な
っ

て
し
ま
い
、止
め
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
』
と
申
し
た
。（
そ
こ
で
）
さ
ら
に
（
再

び
御
前
に
双
方
を
召
し
て
）
阿
衡
の
こ
と
を
博
士
（
広
相
）
に
問
う
て
み
た
。
博

士
が
（
自
説
を
述
べ
、
相
手
方
に
）
問
う
こ
と
、
も
と
の
（
御
前
で
の
議
論
の
）

通
り
で
あ
っ
た
し
、
対
す
る
佐
世
の
答
え
も
先
の
通
り
で
あ
っ
た
。
問
答
に
は

悉
く
を
詳
ら
か
に
出
来
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
朕
は
内
心
に
鬱
憤
が
た
ま
り
、

し
ば
ら
く
し
て
御
前
で
の
議
論
も
嗷
嗷
と
し
た
収
拾
の
付
か
な
い
も
の
と
な

り
、
決
着
は
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
旨
を
書
き
記
し
て
太
政
大
臣
の
許
に
送
り
付
け
た
の
で
あ
る
。」

　

以
上
の
よ
う
に
し
て
今
日
に
至
っ
た
天
皇
の
窮
状
を
書
簡
に
書
き
記
し
て
、

基
経
に
送
り
付
け
、
広
相
の
処
遇
に
つ
い
て
の
善
処
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
段
落
に
記
さ
れ
て
い
る
学
者
達
の
対
論
の
こ
と
は
、
六
月
一
日
に
御
前

で
行
わ
せ
た
対
論
に
関
す
る
も
の
だ
が
、
Ｂ
の
六
月
一
日
条
に
は
見
え
な
い
経

過
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
御
前
で
議
論
を
一
旦
行
わ
せ
た
も
の
の
、
決

着
が
付
か
な
か
っ
た
と
い
う
記
述
か
ら
後
の
部
分
で
あ
る
。
陣
頭
で
の
吟
味
を

試
み
た
が
収
拾
が
付
か
ず
、
再
度
御
前
で
議
論
さ
せ
た
が
、
そ
こ
で
も
結
局
は

収
拾
が
付
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し

て
、
Ｂ
に
見
え
る
よ
う
な
、
融
を
派
遣
し
て
前
詔
の
心
の
如
く
に
万
事
を
行
う

よ
う
に
伝
え
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
、
と
い
う
運
び
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

課
題
と
な
る
の
は
、
第
一
・
二
段
落
の
記
述
内
容
が
何
時
の
こ
と
で
あ
っ
た

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
一
段
落
の
「
先
日
」
と
は
何
時
の
日
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
太
政
大
臣

基
経
が
参
入
し
た
時
に
、
天
皇
が
基
経
の
子
時
平
（
蔵
人
頭
右
近
衛
権
中
将
。

仁
和
三
年
で
十
七
歳
）
に
示
し
た
「
具
事
」
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
の
推
測
が
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可
能
で
あ
る
。
そ
の
後
で
世
間
が
騒
然
と
な
っ
た
と
書
か
れ
て
は
い
る
が
、
Ａ

の
項
で
紹
介
し
た
米
田
氏
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
基
経
は
宇
多
天
皇
の
踐
祚
の
時

か
ら
、
自
ら
の
執
政
と
し
て
の
処
遇
に
つ
い
て
不
信
感
を
持
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
こ
の
「
先
日
」
の
時
点
で
既
に
基
経
は
阿
衡
に
つ
い
て
の
疑
義

を
持
っ
て
お
り
、
天
皇
も
そ
の
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
そ
こ
で
阿
衡
の
語
に
込
め
た
天
皇
の
真
意（
勅
答
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、

光
孝
朝
と
同
様
に
執
政
の
任
に
当
た
る
こ
と
を
命
じ
た
仁
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日

詔
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
）
を
伝
え
よ
う
と
し
た
、
そ
の
こ
と
を

「
具
事
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
基
経
は
納
得
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
世
間
が
騒
然
と
な
っ
た

と
い
う
の
は
、
学
者
達
を
中
心
と
す
る
阿
衡
に
つ
い
て
の
議
論
が
激
し
く
な

り
、
貴
族
社
会
全
体
が
そ
の
こ
と
で
持
ち
き
り
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
が
、
そ
の
よ
う
な
議
論
を
焚
き
付
け
た
の
も
基
経
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
彼
自
身
が
示
し
た
行
為
が
、
第
二
段
落
に
見
え
る
「
一
日
」、
自

邸
に
や
っ
て
き
た
希
に
対
し
て
阿
衡
問
題
を
口
実
と
し
て
官
奏
へ
の
関
与
を
拒

否
し
（
Ｈ
に
見
え
る
希
と
基
経
の
間
の
問
答
も
こ
れ
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
で

あ
ろ
う
）、
朝
政
を
滞
ら
せ
、
天
下
を
愁
苦
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

残
念
な
が
ら
、「
先
日
」
が
仁
和
三
年
閏
十
一
月
二
十
七
日
に
勅
答
が
出
さ

れ
て
以
後
で
あ
る
こ
と
、「
一
日
」
が
阿
衡
に
つ
い
て
の
議
論
が
朝
廷
を
舞
台

と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
最
初
に
確
認
で
き
る
仁
和
四
年
四
月
二
十
八
日
（
阿

衡
事
（
二
）
の
最
初
に
収
め
ら
れ
て
い
る
勘
文
が
提
出
さ
れ
た
日
）
以
前
で
あ
る

こ
と
以
上
に
、
こ
の
両
日
を
具
体
的
に
絞
り
込
む
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ

る
。
本
稿
で
は
『
御
記
』
仁
和
四
年
の
記
事
の
特
に
五
月
十
五
日
か
ら
事
件
の

解
決
に
至
る
ま
で
の
展
開
を
跡
付
け
る
こ
と
に
重
心
を
お
く
こ
と
に
し
て
い
る

の
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
推
論
は
別
稿
で
果
た
す
こ
と
に
し
た
い
。

　

Ｅ
の
九
月
十
日
条
、
Ｆ
の
九
月
十
七
日
条
が
書
か
れ
た
背
景
に
つ
い
て
、
米

田
氏
は
、
前
年
閏
十
一
月
二
十
六
日
の
勅
答
を
改
め
る
詔
書
を
六
月
二
日
（
米

田
氏
は
二
日
宣
布
説
）
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
原
因
の
追
及
、
つ

ま
り
は
広
相
の
責
任
に
つ
い
て
の
追
及
が
強
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
解

し
、
十
七
日
に
天
皇
が
基
経
に
書
簡
を
送
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
「
も
は
や
阿

衡
の
処
置
が
ひ
っ
く
り
返
る
も
の
で
は
な
い
が
、
広
相
を
処
分
せ
よ
と
の
強
硬

論
が
渦
巻
く
中
で
の
一
つ
の
対
処
方
法
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る（

７
）。

従
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
Ｅ
に
は
広
相
を
擁
護
す
る
心
情
と
若
干
の
自
己
弁
護
、
Ｆ
に
記

さ
れ
た
書
簡
に
は
、
事
件
の
経
過
を
回
顧
す
る
形
を
取
り
な
が
ら
、
広
相
を
擁

護
す
る
心
情
と
、
自
分
が
こ
の
よ
う
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
を
基
経
に
察
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
心
情
が
強
く
込
め
ら
れ
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
Ｇ
）
十
月
二
十
七
日
条
（
基
経
と
の
往
復
書
簡
で
紛
争
解
消
を
確
認
し
、
広
相
に

公
務
復
帰
を
命
じ
る
）

【
本
文
】「
十
月
廿
七
日
。
云
々
。
朕
博
士
月
来
蒙
冤
屈
、…
酉
二
刻
。
…
」（
大

系
本
二
四
一
頁
二
〜
七
行
目
）

　

天
皇
が
基
経
に
書
状
を
送
っ
て
本
懐
を
述
べ
、
基
経
か
ら
の
報
奏
を
受
け
取

り
、
事
件
が
解
決
し
た
と
安
堵
し
、
広
相
を
呼
び
寄
せ
て
そ
の
こ
と
を
告
げ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
記
事
を
理
解
す
る
に
は
、
既
に
多
く
の
先
学
が
指
摘
し
て
き
た
事
実
関
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係
、
す
な
わ
ち
、
天
皇
と
基
経
と
の
間
で
妥
協
が
成
立
し
た
こ
と
を
押
さ
え
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

十
月
六
日
、
天
皇
は
基
経
の
娘
温
子
を
入
内
さ
せ
（『
日
本
紀
略
』・『
一
代
要

記
』・『
陰
陽
博
士
安
倍
孝
重
勘
進
記
』・『
陰
陽
吉
凶
抄
』〔
後
二
書
は
『
大
日
本
史
料
』

第
一
編
別
冊
二
、
一
一
〜
一
三
頁
に
よ
る
〕）、
九
日
に
は
女
御
と
し
た
（『
日
本
紀

略
』・『
一
代
要
記
』）。『
日
本
紀
略
』
九
日
条
に
は
更
衣
温
子
を
女
御
と
し
た
と

記
し
、
事
実
と
す
れ
ば
六
日
に
は
更
衣
と
し
て
入
内
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
同
書
十
三
日
条
に
も
温
子
を
女
御
と
し
た
と
い
う
記
事
が
見
え
る
が
、「
御

記
曰
。
九
日
。
以
温
子
為
女
御
云
々
。」
と
い
う
本
注
が
あ
り
、『
史
料
』
一
三

八
頁
（
仁
和
四
年
十
月
六
日
条
）
が
「
十
三
日
ハ
誤
ナ
ラ
ン
」
と
注
記
す
る
の

が
穏
当
で
あ
ろ
う
（
但
し
、
そ
の
一
行
前
の
、
更
衣
温
子
を
女
御
に
し
た
『
日
本

紀
略
』
の
記
事
を
「
十
一
月
九
日
」
と
す
る
の
は
「
十
月
九
日
」
の
誤
り
で
あ
る
）。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
温
子
を
入
内
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
基
経
が
外
戚
政
策
を

展
開
す
る
こ
と
に
道
を
開
い
た
の
で
あ
る
。

　

天
皇
が
こ
の
よ
う
な
妥
協
策
を
講
じ
た
の
は
、
十
月
初
め
の
頃
に
、
広
相
を

罰
す
べ
き
だ
と
い
う
政
界
世
論
が
極
度
に
高
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
で
、
天
皇
は
究
極
の
譲
歩
策
と
し
て
温
子
を
入
内
さ
せ
、
そ
れ
と
引
き
替
え

に
広
相
の
処
罰
取
り
や
め
を
基
経
に
働
き
か
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
基
経
も
妥
協
す
る
方
向
に
転
換
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
既
に
進
め
て
い
た
広
相
の
処
断
と
い
う
動
き
を
即
座
に
緩
め
る
こ
と
は
し

な
か
っ
た
。
十
月
十
三
日
、
橘
広
相
が
詔
書
を
作
り
誤
っ
た
罪
の
量
刑
勘
文
作

成
が
大
判
事
惟
宗
直
宗
・
明
法
博
士
凡
春
宗
等
に
命
じ
ら
れ
（『
日
本
紀
略
』）、

左
衛
門
少
志
桜
井
貞
世
・
右
大
史
兼
明
法
博
士
凡
春
宗
・
勘
解
由
次
官
兼
大
判

事
播
磨
大
掾
惟
宗
直
宗
の
連
名
に
よ
る
勘
文
が
十
五
日
付
で
作
成
さ
れ
て
い
る

（
阿
衡
事
（
五
））。
十
三
日
の
量
刑
命
令
が
出
さ
れ
た
後
で
、
天
皇
側
は
さ
ら
に

働
き
か
け
を
強
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
基
経
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
広
相
処
罰
の

世
論
を
あ
お
り
つ
つ
、
天
皇
か
ら
の
譲
歩
を
勝
ち
取
り
、
最
終
的
に
矛
先
を
収

め
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。
こ
こ
で
話
が
『
御
記
』
に
つ
な
が
る
。

「
朕
の
博
士
（
広
相
）
は
数
箇
月
間
無
実
の
罪
で
屈
服
さ
せ
ら
れ
、
居
を
隠
し

て
仕
え
よ
う
と
し
な
い
。
朕
は
そ
の
こ
と
を
辛
く
思
う
こ
と
が
日
々
に
深
ま
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
、
書
状
を
太
政
大
臣
（
基
経
）
に
送
り
付
け
、
本
懐
を
述
べ

た
と
こ
ろ
、
報
奏
に
は
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

　

御
書
に
詳
し
く
お
書
き
の
旨
は
承
り
ま
し
た
。
広
相
の
こ
と
に
つ
い
て
は
先

日
既
に
承
っ
た
こ
と
で
す
が
、
重
ね
て
の
仰
せ
を
確
か
に
賜
わ
り
ま
し
た
。
基

経
に
は
初
め
か
ら
意
趣
な
ど
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
小
の
こ
と
に
関
白

す
べ
し
と
い
う
恩
命
を
告
げ
る
前
詔
（
仁
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日
詔
）
と
阿
衡

の
任
を
以
て
卿
の
任
と
せ
よ
と
告
げ
る
後
詔
（
仁
和
三
年
閏
十
一
月
二
十
七
日
の

勅
答
）に
つ
い
て
、
そ
の
趣
が
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
た
た
め
、

暫
く
の
間
官
奏
を
見
な
か
っ
た
の
で
す
。（
与
え
ら
れ
て
も
い
な
い
権
限
を
振
る
っ

た
り
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
）
慎
み
の
気
持
ち
で
そ
う
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、

他
意
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
去
る
六
月
に
善
か
ら
ざ

る
宣
命
が
宣
布
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
一
失
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
と

存
じ
ま
す
。
謹
ん
で
奏
上
し
ま
す
。」

　

基
経
の
報
奏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
以
前
に
、
天
皇
が
基
経
に
広
相
の
断
罪
を
行
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わ
な
い
こ
と
を
求
め
、
基
経
も
了
解
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
天
皇
の

書
状
は
、
広
相
を
公
務
に
復
帰
さ
せ
る
前
に
、
基
経
に
念
押
し
を
し
て
お
く
意

味
を
込
め
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
基
経
の
阿
衡
問
題
に
つ
い
て

の
言
及
は
彼
の
老
獪
さ
を
余
す
と
こ
ろ
無
く
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
六

月
に
出
さ
れ
た
宣
命
に
つ
い
て
は
、
基
経
と
し
て
も
思
い
も
よ
ら
ぬ
相
手
方
の

失
策
と
い
う
感
を
抱
い
て
い
た
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
。
つ
ま
り
、
あ
の
よ
う

な
宣
命
を
出
し
た
ら
、
広
相
を
断
罪
し
て
く
れ
と
言
っ
て
く
れ
た
よ
う
な
も
の

で
あ
り
、
こ
ち
ら
側
と
し
て
も
断
罪
し
な
い
訳
に
は
い
か
な
く
な
る
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
「
可
謂
当
時
之
一
失
」
に
込
め
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
、
天
皇
に
対
す
る
、
皮
肉
を

込
め
た
教
育
的
配
慮
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

天
皇
は
基
経
の
報
奏
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
以
て
事
件
が
解
決
し
た
と
安
堵

し
た
。『
御
記
』
は
続
く
。

「
酉
の
二
刻
（
午
後
五
時
半
頃
）
に
、
勅
し
て
使
を
遣
っ
て
博
士
広
相
朝
臣
を
召

し
た
。
到
着
す
る
と
す
ぐ
に
参
入
さ
せ
、竜
顔
に
召
し
て
勅
語
を
与
え
た
。『
不

善
の
こ
と
に
よ
り
、
長
ら
く
居
を
隠
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
心
を
痛
め

て
い
た
。
し
か
し
、事
は
遂
に
理
に
帰
し
た
の
だ
。
早
く
元
の
職（
参
議
左
大
弁
）

に
つ
い
て
、
太
政
官
の
こ
と
を
勤
仕
せ
よ
』
と
。
そ
こ
で
広
相
は
階
を
下
り
て

再
拝
し
た
。」

　

な
お
、
十
月
十
三
日
に
出
さ
れ
た
橘
広
相
の
罪
の
量
刑
命
令
か
ら
、
十
月
十

五
日
の
断
罪
勘
文
の
提
出
を
経
て
、
十
一
月
に
至
る
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て

は
、
量
刑
勘
文
に
対
す
る
「
件
勘
文
未
進
之
前
、
有　

恩
詔
被
免
。仍
不
進
之
」

と
い
う
注
記
（
阿
衡
事
（
五
））、
Ｈ
の
十
一
月
三
日
条
、
菅
原
道
真
の
「
奉
昭

宣
公
書
」（
阿
衡
事（
六
））も
含
め
た
、よ
り
詳
細
な
考
察
が
必
要
で
あ
る
の
で
、

第
三
章
で
検
討
す
る（

８
）。

（
Ｈ
）
十
一
月
三
日
条
（
事
件
を
回
顧
し
、
詔
書
を
改
め
て
施
行
し
た
こ
と
に
つ
い

て
長
大
息
す
る
）

【
本
文
】「
十
一
月
三
日
。
先
度
詔
書
参
議
広
相
朝
臣
所
作
也
。
…
右
少
弁
希
、

…
仍
召
対
広
相
朝
臣
与
佐
世
等
、
…
明
日
。
左
大
臣
進
奏
曰
。
…
朕
聴
此
言
、

不
肯
容
許
。
大
臣
固
請
。
然
則
不
可
知
。
速
誅
錯
可
防
之
未
然
。
…
」（
大
系

本
二
四
一
頁
七
〜
一
四
行
目
）

【
校
訂
】
①
「
然
則
」
に
つ
い
て
。
国
史
大
系
本
の
頭
注
に
は
「
然
、
原
作

、
今
意
改
」
と
あ
る
が
、『
史
料
』
は
「
芒
刺
」
と
す
る
（
一
一
一
頁
）。
後
述

す
る
意
訳
文
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
『
史
料
』
の
本
文
の
方
が
、
校
訂

本
文
と
し
て
は
合
理
的
で
あ
る（
宮
内
庁
書
陵
部
編『
皇
室
制
度
史
料
摂
政
二
』〔
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
〕、
一
七
七
頁
も
「
芒
刺
」
と
す
る
）。

　

事
件
の
発
端
、
官
奏
を
持
参
し
た
源
希
が
基
経
か
ら
阿
衡
に
つ
い
て
詰
問
さ

れ
た
日
の
こ
と
、
学
者
達
の
対
論
の
日
の
こ
と
、
融
か
ら
要
請
さ
れ
て
詔
書
を

改
め
て
施
行
し
た
こ
と
へ
の
後
悔
が
記
さ
れ
る
。

「
先
度
の
詔
書
（
仁
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日
の
詔
書
）
は
参
議
広
相
朝
臣
が
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
い
で
二
度
目
の
詔
書
（
仁
和
三
年
閏
十
一
月
二
十
七
日

の
勅
答
）
も
同
人
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
公
卿
達
は
自
分
た

ち
に
触
れ
及
ば
ず
に
広
相
が
詔
書
作
成
に
当
た
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
広

相
を
誹
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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右
少
弁
希
（
源
希
）
が
官
奏
を
持
っ
て
太
政
大
臣
（
基
経
）
の
許
に
出
向
い

た
と
こ
ろ
、
大
臣
（
基
経
）
か
ら
先
に
尋
ね
て
き
た
。『
先
の
詔
旨
に
は
、
ま

ず
太
政
大
臣
に
関
白
し
て
、
そ
の
後
で
奏
し
、
下
せ
、
と
あ
る
。
後
の
詔
に

は
、
阿
衡
の
任
を
以
て
卿
の
任
と
せ
よ
、
と
あ
る
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
』
と
。
こ
れ
は
彼
の
大
臣
（
基
経
）
が
希
に
会
っ
て
言
っ
た
こ
と
な
の
で

あ
る
。
希
は
答
え
た
。『
関
白
奏
下
と
阿
衡
と
は
そ
の
義
を
同
じ
く
す
る
と
思
っ

て
、（
執
奏
担
当
の
公
卿
が
天
皇
に
）
奏
上
す
る
前
に
、（
関
白
の
任
に
あ
る
太
政

大
臣
閣
下
に
）
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
す
』
と
。
朕
は
希
が
そ
の
よ
う
に
申
し

て
い
る
と
聞
い
た
の
で
、
希
を
召
し
出
し
て
問
う
た
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
に
奏

上
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
広
相
と
佐
世
等
を
召
し
出
し
て
対
論
さ
せ
、
詳
し
い
見
解
を
問
う

た
の
で
あ
る
。
佐
世
は
、（
広
相
が
）
阿
衡
の
語
を
引
用
し
て
い
る
の
は
、（
太

政
大
臣
基
経
を
）
政
事
に
与
ら
せ
な
い
こ
と
を
意
図
し
た
文
章
と
し
て
書
い
た

こ
と
に
な
る
の
だ
と
答
弁
し
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
是
非
を
定
め
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
、
公
卿
達
は
皆
、
病
と
称
し
て
退
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

明
く
る
日
（「
明
日
」）
左
大
臣
（
源
融
）
が
進
み
出
て
奏
上
し
た
。『
太
政
大

臣
が
政
務
を
聴
か
な
く
な
っ
て
既
に
久
し
く
な
り
ま
し
た
。
速
や
か
に
権
謀
を

め
ぐ
ら
せ
、
詔
書
（
仁
和
三
年
閏
十
一
月
二
十
七
日
の
勅
答
）
を
改
め
て
施
行
す

る
べ
き
で
す
』
と
。
朕
は
こ
の
言
を
聴
き
、
許
容
し
な
か
っ
た
の
だ
が
、
大
臣

（
融
）
が
固
く
請
う
た
。『
こ
の
と
げ
の
あ
る
政
治
問
題
を
背
負
い
続
け
て
い
く

と
今
後
ど
の
よ
う
な
災
い
を
も
た
ら
す
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
速
や
か
に
勅
答
の

失
錯
を
消
し
去
っ
て
災
い
を
未
然
に
防
ぐ
べ
き
で
あ
り
ま
す
』
と
。
朕
は
遂
に

志
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
枉
げ
て
大
臣
の
請
に
従
っ
た
の
だ
。
濁
世
の

こ
と
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
長
大
息
す
る
べ
き
で
あ
る
。」

　

第
一
段
落
で
、
事
件
の
発
端
に
続
け
て
記
す
、
公
卿
達
が
広
相
を
誹
る
行
為

と
は
、
特
定
の
一
時
期
の
事
柄
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
詔
書
が
天
皇
と
広
相
の

特
別
な
関
係
に
よ
り
、
公
卿
達
を
介
さ
ず
に
作
成
さ
れ
た
た
め
、
彼
等
が
広
相

の
こ
と
を
悪
し
様
に
言
っ
て
い
る
、
そ
の
こ
と
が
阿
衡
事
件
の
発
端
か
ら
『
御

記
』
本
条
の
の
記
述
時
点
ま
で
続
い
て
い
る
と
い
う
認
識
で
書
か
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

　

第
二
段
落
に
書
か
れ
て
い
る
、
官
奏
を
持
参
し
た
源
希
に
対
し
、
基
経
が
阿

衡
に
つ
い
て
詰
問
し
た
一
件
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
に
見
え
る
二
人
の
問
答
の
一
件

と
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
Ｆ
で
は
二
人
が
人
を
介
し
て
問
答
し
た

と
記
し
て
お
り
、
直
接
問
答
し
た
と
い
う
書
き
方
の
Ｈ
と
は
厳
密
に
は
区
別
す

べ
き
で
あ
り
、
Ｈ
の
一
件
が
先
で
Ｆ
の
一
件
が
後
と
い
う
順
序
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
Ｆ
で
は
官
史
の
座
が
取
り
払
わ
れ
、
間
接
的
な
問
答
し
か
で
き
な
か
っ
た

と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
基
経
の
主
張
は
Ｆ
・
Ｈ
と
も
に
阿
衡
問
題
の

解
決
無
し
に
太
政
官
政
務
に
は
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て

一
貫
し
て
お
り
、
二
つ
の
出
来
事
は
近
接
し
て
起
き
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で

あ
ろ
う
。

　

第
三
段
落
に
書
か
れ
て
い
る
、
六
月
一
日
に
御
前
で
行
わ
れ
た
学
者
達
の
対

論
に
つ
い
て
の
記
述
は
短
い
が
、
Ｂ
・
Ｆ
に
見
え
な
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

す
な
わ
ち
、一
同
が
御
前
か
ら
退
い
て
吟
味
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、

公
卿
達
が
皆
病
と
称
し
て
退
出
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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第
四
段
落
の
「
明
日
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
第
三
段
落
に
続
く
内
容
で
あ

る
の
で
、
六
月
二
日
の
出
来
事
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
六
月
二
日
の
こ
と

は
同
日
の
日
記
が
Ｃ
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
続
く
内
容
が
こ

こ
に
見
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
左
大
臣
源
融
が
不
成
功
に
終

わ
っ
た
六
月
一
日
の
基
経
説
得
の
一
件
を
二
日
早
朝
に
復
命
し
た
後
、
同
日
中

に
詔
書
を
改
め
て
施
行
す
る
こ
と
を
天
皇
に
強
硬
に
進
言
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

天
皇
が
最
終
的
に
渋
々
承
諾
し
た
結
果
、
融
の
主
導
に
よ
り
、
広
相
が
関
与
で

き
な
い
条
件
の
下
で
詔
書
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
う
し
て
で
き
た
文

案
が
仁
和
四
年
六
月
二
日
の
詔
書（
阿
衡
事（
四
））と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三　

阿
衡
事
所
収
『
御
記
』
の
考
察

１　

仁
和
四
年
「
十
一
月
三
日
」
条
と
改
正
詔
書
宣
布
日
の
問
題

　

Ｈ
の
日
付
の
問
題
を
糸
口
と
し
て
考
察
を
始
め
る
。
こ
の
記
事
は
阿
衡
事
に

お
け
る
『
御
記
』
抄
出
の
末
尾
、
仁
和
四
年
の
「
十
一
月
三
日
」
条
と
し
て
相

応
し
い
場
所
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
Ｈ
は
、
通
説
で
は
六
月
三
日
条
と
日
付
を
直
し
て
理
解
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
の
は
『
史
料
』
仁
和
四
年
六
月
二
日
条
（
綱

文
「
太
政
大
臣
藤
原
基
経
ニ
詔
シ
テ
、
阿
衡
ノ
文
、
叡
旨
ニ
乖
ク
ノ
意
ヲ
以
テ
シ
、

更
ニ
万
機
ヲ
関
白
セ
シ
ム
、」）
で
あ
る
。
同
書
は
Ｈ
を
関
係
史
料
と
し
て
引
用

す
る
際
、「
十（

六
カ
）一

月
三
日
、
先
度
詔
書
、
…
」
と
し
、「（
六
カ
）」
と
い
う
考
証

注
記
を
付
け
て
い
る
（
一
一
一
頁
）。

　

六
月
二
日
の
日
付
を
有
す
る
改
正
詔
書
（
阿
衡
事
（
四
））
が
同
日
中
に
宣
布

さ
れ
、
そ
の
翌
日
に
天
皇
が
長
大
息
す
べ
き
こ
と
だ
と
書
い
た
と
す
れ
ば
自
然

な
流
れ
で
あ
る
か
ら
、
Ｈ
の
「
十
一
月
三
日
」
を
「
六
月
三
日
」
と
改
め
て
読

む
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
考
察
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
書
写
を

繰
り
返
す
過
程
で
「
六
」
が
「
十
一
」
に
替
わ
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
考
慮
さ

れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
『
史
料
』
の
見
解
が
現
在
に
至
る
研
究
に
及
ぼ
し
て
い
る
影
響
に
言
及

す
る
前
に
、
そ
れ
が
江
戸
時
代
後
期
の
国
学
者
中
津
廣
昵
の
逸
文
収
集
に
よ
っ

て
編
集
さ
れ
た
『
宇
多
天
皇
御
記
』
に
遡
る
可
能
性
の
高
い
こ
と
に
触
れ
て
お

き
た
い
。

　
『
宇
多
天
皇
御
記
』
は
『
歴
代
残
闕
日
記
』
の
巻
之
第
一
と
し
て
収
録
さ
れ

て
い
る
。『
歴
代
残
闕
日
記
』（
安
政
五
年
〔
一
八
五
八
〕
十
二
月
の
黒
川
春
村
の

序
あ
り
）
の
目
録
（
春
村
記
）
に
よ
れ
ば
、
廣
昵
は
幕
府
大
御
番
士
中
津
三
左

衛
門
某
の
二
男
で
、
塙
保
己
一
（
一
七
四
六
〜
一
八
二
一
）
の
養
子
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
る
国
学
者
で
あ
る
。
保
己
一
の
伝
記
研
究
に
よ
れ
ば
、
廣
昵
が
塙
家

の
養
子
と
な
っ
た
の
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
で
、
同
十
年
頃
に
離
縁
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る）

9
（

。
廣
昵
は
『
宇
多
天
皇
御
記
』
だ
け
で
な
く
、『
醍
醐
天

皇
御
記
』・『
村
上
天
皇
御
記
』
も
編
集
し
、
そ
れ
ら
の
三
代
御
記
が
『
歴
代
残

闕
日
記
』
の
巻
之
第
一
・
二
・
三
と
し
て
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

中
津
廣
昵
の
業
績
を
増
補
訂
正
し
た
の
が
和
田
英
松
氏
（
一
八
六
五
〜
一
九

三
七
）
で
あ
る
。
近
代
初
期
歴
史
学
の
碩
学
和
田
氏
は
、
三
代
御
記
の
増
補
訂

正
版
を
『
続
々
群
書
類
従
』
第
五
記
録
部
（
明
治
四
十
二
年
〔
一
九
〇
九
〕
刊
）

と
列
聖
全
集
『
宸
記
集
』
上
巻
（
大
正
六
年
〔
一
九
一
七
〕
刊
）
に
収
め
た
の
で
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あ
る
。
我
々
が
三
代
御
記
を
研
究
す
る
際
に
日
頃
恩
恵
を
蒙
っ
て
い
る
、
増
補

史
料
大
成
『
歴
代
宸
記
』
や
所
功
氏
編
の
『
三
代
御
記
逸
文
集
成
』
に
収
め
ら

れ
て
い
る
三
代
御
記
は
『
宸
記
集
』
上
巻
の
複
製
版
な
の
で
あ
る）
10
（

。
ま
た
、
和

田
氏
は
明
治
四
十
年
〜
昭
和
八
年
（
一
九
〇
七
〜
一
九
三
三
）
の
間
、
史
料
編

纂
官
の
任
に
あ
っ
て
、『
大
日
本
史
料
』
第
一
〜
五
編
の
編
纂
に
当
た
っ
た）

11
（

。

従
っ
て
、
第
一
編
之
一
（
大
正
十
一
年
〔
一
九
二
二
〕
刊
）
の
編
纂
に
も
縁
が
深

い
わ
け
で
、
同
氏
の
三
代
御
記
研
究
の
成
果
が
活
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、『
政
事
要
略
』
阿
衡
事
か
ら
『
御
記
』
仁
和
四
年
の
記
事
を
抄
出

し
た
部
分
を
見
て
み
る
と
、

五
月
十
五
日
条
↓
六
月
朔
日
条
↓
六
月
二
日
条
↓
六
月
三
日
条
（「
十
一

月
三
日
」
の
日
付
を
改
め
、
移
動
さ
せ
る
）
↓
六
月
五
日
条
↓
九
月
十
日
条

↓
九
月
十
七
日
条
↓
十
月
二
十
七
日
条

と
す
る
こ
と
は
、
中
津
廣
昵
か
ら
和
田
氏
に
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
。
廣
昵
が
見
た
『
政
事
要
略
』
の
Ｈ
の
部
分
が
「
六
月
三
日
」

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
阿
衡
事
件
の
仁
和
四
年
六
月
に
お
け
る
展
開
を
最
も
合

理
的
に
跡
付
け
る
『
御
記
』
本
文
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
り
、そ
の
よ
う
な
『
政

事
要
略
』
の
写
本
が
今
後
の
調
査
で
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
し
か
し
、
改
定
史
籍
集
覧
本
（
明
治
三
十
六
年
〔
一
九
〇
三
〕
刊
）、『
史

料
』
が
引
用
す
る
本
文
、新
訂
増
補
国
史
大
系
本
（
昭
和
十
年
〔
一
九
三
五
〕
刊
）

が
い
ず
れ
も
「
十
一
月
三
日
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
廣
昵
が
見

た
『
政
事
要
略
』
で
も
Ｈ
の
日
付
は
十
一
月
三
日
で
あ
り
、
そ
れ
に
考
証
を
加

え
て
六
月
三
日
と
改
め
て
配
列
し
た
可
能
性
が
相
当
程
度
高
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

筆
者
は
「
十
一
月
三
日
」
を
そ
の
ま
ま
の
日
付
で
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
い
う
立
場
で
後
に
考
察
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、『
史
料
』
の
考
証

注
記
が
中
津
廣
昵
に
源
を
発
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
は
留
意
し
た
い
し
、

そ
の
よ
う
な
先
学
の
緻
密
な
考
証
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

さ
て
、『
史
料
』
の
見
解
に
沿
っ
て
改
正
詔
書
が
六
月
二
日
に
宣
布
さ
れ
、

Ｈ
は
六
月
三
日
条
で
あ
る
と
理
解
し
て
阿
衡
事
件
を
考
察
し
た
論
考
と
し
て

は
、
所
功
氏
と
米
田
雄
介
氏
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

所
氏
は
『
御
記
』「
六
月
三
日
」
条
を
典
拠
と
し
て
、
六
月
二
日
に
改
正
詔

書
が
宣
布
さ
れ
、（
翌
日
に
）天
皇
が
そ
の
こ
と
を
長
大
息
す
べ
き
こ
と
だ
と『
御

記
』
に
書
い
た
と
理
解
し
、
菅
原
道
真
の
「
奉
昭
宣
公
書
」（
阿
衡
事
（
六
））

に
見
え
る
「
六
月
七
日
宣
命
」
の
「
七
日
」
は
「
二
日
」
が
正
し
い
と
し
て
論

を
進
め
ら
れ
て
い
る）
12
（

。
米
田
氏
は
『
史
料
』
の
「
十
一
月
三
日
」
を
「
六
月
三

日
」
と
す
る
注
記
に
つ
い
て
、「
六
月
か
十
一
月
か
い
ず
れ
の
説
に
よ
る
べ
き

か
決
着
は
つ
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
の
認
識
を
示
し
た
上
で
、「『
大
日

本
史
料
』
に
い
う
よ
う
に
、
六
月
三
日
と
考
え
た
方
が
本
史
料
を
歴
史
的
経
緯

の
中
に
矛
盾
な
く
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
述
べ
、
六
月
二
日
か
ら
三

日
の
流
れ
を
所
氏
と
同
様
に
理
解
し
、
仁
和
四
年
十
月
十
五
日
の
橘
広
相
量
刑

勘
文
（
阿
衡
事
（
五
））
中
の
「
今
年
六
月
七
日
、
重
下
詔
書
」
と
、「
奉
昭
宣

公
書
」
中
の
「
六
月
七
日
宣
命
」
に
見
え
る
「
七
日
」、『
日
本
紀
略
』
仁
和
四
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年
が
改
正
詔
書
宣
布
を
六
月
六
日
壬
申
条
と
し
て
記
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
い
と
ず
れ
も
「
二
日
」
が
正
し
く
、
書
写
の
間
に
「
二
」
が
変
じ
た
可
能

性
を
指
摘
し
て
い
る）

13
（

。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
両
氏
共
に
六
月
二
日
の
改
正
詔
書
が
『
御
記
』「
六
月

三
日
」条
に
引
用
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
た
点
で
あ
る
。
そ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、

『
政
事
要
略
』
の
編
者
惟
宗
允
亮
が
、「
六
月
三
日
」
条
が
改
正
詔
書
を
引
用
し

て
い
る
た
め
に
、『
御
記
』
抄
出
の
末
尾
に
移
し
替
え
た
と
も
考
え
ら
れ
、
十

月
二
十
七
日
条
の
後
ろ
に
あ
る
こ
と
も
災
い
し
て
書
写
の
過
程
で
「
十
一
月
三

日
」
と
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
あ

る
い
は
、『
史
料
』、
遡
っ
て
は
中
津
廣
昵
の
考
証
に
も
そ
の
よ
う
な
論
理
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
但
し
、
改
正
詔
書
が
『
御
記
』
に
引
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い
。『
政
事
要
略
』
が
『
御
記
』
は
五
月
十
五
日

条
か
ら
十
一
月
三
日
条
ま
で
を
そ
の
ま
ま
の
順
序
で
抄
出
し
、『
御
記
』
抄
出

の
後
ろ
に
、『
御
記
』
と
は
別
の
資
料
群
か
ら
改
正
詔
書
を
引
用
し
た
と
考
え

る
こ
と
も
十
分
可
能
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

　
『
史
料
』の
考
証
注
記
と
そ
れ
に
沿
っ
て
六
月
二
日
か
ら
三
日
の
流
れ
を
追
っ

た
論
説
は
以
上
で
あ
り
、
こ
れ
が
通
説
的
見
解
で
あ
る
と
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
序
で
参
照
文
献
と
し
て
掲
げ
た
坂
上
氏
の
論
文
で
は
、『
御
記
』
の
仁
和

四
年
「
十
一
月
三
日
」
条
を
取
り
上
げ
る
際
、『
史
料
』
と
同
様
に
「
十
一
」

に
「（
六
カ
）」
と
い
う
注
記
が
付
け
ら
れ
て
い
る）
14
（

。

　

し
か
し
、
改
正
詔
書
の
宣
布
を
六
月
七
日
と
述
べ
る
論
文
や
叙
述
も
少
な
か

ら
ず
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
上
に
紹
介
し
た
所
氏
も
、「〝
寛
平
の
治
〞
の
再
検

討
」
で
は
六
月
七
日
宣
布
と
解
し
て
い
る
。
し
か
も
、
論
文
の
初
出
時
点
で

は
、
阿
衡
事
所
引
の
「
仁
和
四
年
六
月
二
日
詔
書
」
に
つ
い
て
「
二
日
は
七
日

の
誤
写
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
、
Ｈ
の
記
事
を
『
御
記
』
の
「
十
一
月
三
日
条
」

と
し
て
掲
出
し
て
い
る）

15
（

。
目
崎
徳
衛
氏
は
、
改
正
詔
書
の
宣
布
さ
れ
た
の
が
六

月
二
・
六
・
七
日
の
「
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
明
ら
か
で
な
い
」
と
述
べ
（「
十

一
月
三
日
」
条
に
つ
い
て
は
六
月
の
記
述
と
解
し
て
い
る）
16
（

）、
阿
部
猛
氏）
17
（

と
ロ
バ
ー

ト
・
ボ
ー
ゲ
ン
氏）
18
（

は
六
月
七
日
宣
布
と
し
て
叙
述
し
て
い
る
。

　

な
お
、
佐
々
木
恵
介
氏
は
、
改
正
詔
書
の
宣
布
日
に
つ
い
て
六
月
の
何
日
と

は
明
示
せ
ず
、
Ｈ
の
記
事
に
つ
い
て
、
天
皇
が
「
こ
の
詔
が
出
さ
れ
る
直
前
の

日
記
に
」「
そ
の
鬱
屈
し
た
心
情
を
書
き
付
け
」
た
も
の
と
述
べ
て
い
る
。
Ｈ

を
六
月
の
日
記
と
み
な
す
理
解
を
提
示
し
つ
つ
も
、
宣
布
日
に
つ
い
て
は
含
み

を
残
し
た
叙
述
（
二
日
と
は
断
定
し
な
い
叙
述
）
の
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る）
19
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、改
正
詔
書
の
宣
布
日
に
つ
い
て
は
、六
月
七
日（
ま
た
は
六
日
）

と
す
る
論
者
も
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
論
者
は
関
係
史
料
の
総
体
的
な

把
握
を
文
章
化
し
て
い
な
い
た
め
、
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
明
確
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
改
正
詔
書
の
日
付
「
六
月
二
日
」
と
宣
布
に
関
す
る
記
述
に
見

え
る
「
六
月
七
日
（
ま
た
は
六
日
）」
を
両
方
認
め
、
文
案
は
二
日
に
作
成
さ
れ

た
が
、
宣
布
さ
れ
た
の
は
七
日
（
ま
た
は
六
日
）
で
あ
っ
た
と
理
解
し
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

　

筆
者
な
り
に
そ
の
よ
う
に
考
え
る
根
拠
を
加
え
る
と
す
れ
ば
、
橘
広
相
が
愁

文
を
提
出
し
た
Ｄ
六
月
五
日
条
の
位
置
付
け
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
広
相

の
提
起
し
た
反
論
の
書
状
が
五
日
に
天
皇
の
元
に
届
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
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と
は
、
六
月
二
日
に
改
正
詔
書
の
文
案
が
で
き
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

し
て
も
、
ま
だ
宣
布
が
な
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
の
抵
抗
運
動
と
理
解
す
る
こ

と
が
可
能
で
は
な
い
か
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
宣
布
さ
れ
て
い
な
い
が
故
に
可
能

な
運
動
で
は
な
か
っ
た
か
と
さ
え
思
う
の
で
あ
る
。
広
相
が
、
改
正
詔
書
が
作

成
さ
れ
る
と
い
う
情
報
を
得
た
り
、
天
皇
経
由
で
文
案
を
見
せ
ら
れ
た
り
す
る

な
ど
し
て
危
機
感
を
抱
き
、
学
問
上
の
議
論
と
し
て
の
反
論
を
書
い
て
天
皇
に

提
出
し
、
宣
布
差
し
止
め
を
働
き
か
け
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
み
た

い
。
二
日
に
宣
布
が
な
さ
れ
た
と
す
る
と
、
そ
の
後
で
広
相
が
愁
文
を
提
出
し

て
も
全
く
無
駄
な
抵
抗
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

Ｈ
を
仁
和
四
年
六
月
三
日
条
と
み
な
し
、
天
皇
が
六
月
二
日
に
改
正
詔
書
の

作
成
を
認
め
、
宣
布
も
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
後
悔
す
る
記
述
と
す
る
解
釈

は
極
め
て
合
理
的
で
あ
り
、
今
後
と
も
通
説
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
前
提
と
し
て
改
正
詔
書
が
六
月
二
日
に
宣
布
さ
れ
た
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
万
全
で
は
な
い
以
上
、
鉄
案
と
ま
で
は
言
え
な

い
と
い
う
の
が
私
見
で
あ
る
。『
政
事
要
略
』の
本
文
調
査
の
深
化
な
ど
に
よ
っ

て
問
題
解
決
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

筆
者
は
天
皇
が
Ｈ
に
記
し
た
後
悔
の
念
が
六
月
の
改
正
詔
書
作
成
時
か
ら
の

感
情
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
者
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
念
が
十
一

月
三
日
に
至
っ
て
も
消
え
な
か
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
、
と
い
う

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
広
相
断
罪
問
題
の
未
解
決
、
道
真
の
「
奉
昭
宣

公
書
」
の
理
解
と
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
次
節

で
述
べ
て
み
た
い
。

２　

仁
和
四
年
「
十
一
月
三
日
」
条
と
「
奉
昭
宣
公
書
」
の
関
係

　

道
真
の
「
奉
昭
宣
公
書
」（
阿
衡
事
（
六
））
は
、
天
皇
を
支
え
た
功
績
が
基

経
に
勝
る
広
相
を
罪
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
強
い
調
子
で
論
じ
る
文
章
で
基
経

に
説
得
を
試
み
た
書
状
で
あ
り
、
阿
衡
事
件
研
究
の
基
本
史
料
と
し
て
、
道
真

の
学
識
や
人
柄
を
物
語
る
史
料
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ

が
阿
衡
事
件
の
解
決
に
ど
の
程
度
の
効
力
を
持
っ
た
か
に
つ
い
て
疑
問
を
持
た

れ
て
き
た
史
料
で
も
あ
っ
た
。

　

文
中
に
「
某
今
月
日
偸
入
皇
城
」・「
去
十
月
。
大
臣
命
明
法
博
士
云
。
定
広

相
所
当
之
罪
名
。
諸
人
云
々
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、「
今
月
日
」
と
は
仁
和

四
年
の
十
一
月
ま
た
は
十
二
月
と
な
り
、
天
皇
が
事
件
の
大
筋
で
の
解
決
を
確

信
し
た
十
月
二
十
七
日
よ
り
も
後
の
文
章
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

坂
本
太
郎
氏
が
「
内
容
か
ら
い
う
と
、
十
一
月
に
な
っ
て
出
さ
れ
た
も
の
の
よ

う
に
見
え
る
。
そ
う
す
る
と
時
日
の
関
係
か
ら
、
基
経
の
翻
意
の
役
に
は
立
た

な
か
っ
た
こ
と
に
な
る）

20
（

」
と
述
べ
ら
れ
た
の
が
、
最
も
穏
当
な
解
釈
で
あ
る
こ

と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

そ
れ
で
も
道
真
の
活
躍
の
実
効
性
を
裏
付
け
る
余
地
を
探
ろ
う
と
す
る
先
行

研
究
も
あ
っ
た
。

　

彌
永
貞
三
氏）
21
（

は
、
十
一
月
以
降
の
も
の
と
見
ざ
る
を
得
な
い「
奉
昭
宣
公
書
」

が
事
件
解
決
に
果
た
し
た
効
力
に
疑
問
を
残
し
た
ま
ま
考
察
を
進
め
、
阿
衡
事

件
が
遅
く
と
も
十
月
二
十
七
日
に
は
解
決
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
道
真
が

平
安
京
で
活
動
す
る
こ
と
の
で
き
た
期
間
の
幅
を
十
月
初
め
か
ら
十
一
月
末
ま

で
の
間
と
絞
り
込
み）

22
（

、
次
の
よ
う
な
結
論
を
出
し
た
。「
道
真
は
十
月
の
は
じ
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め
に
急
ぎ
旅
立
っ
て
上
京
し
、
阿
衡
事
件
の
情
報
を
き
き
、
そ
の
解
決
に
奔
走

し
、
数
日
滞
在
し
た
だ
け
で
帰
っ
て
来
た
の
だ
と
思
う
」
と
。
所
功
氏
は
、
阿

衡
事
件
が
十
月
中
下
旬
に
解
決
し
て
い
る
か
ら
、「
奉
昭
宣
公
書
」の「
去
十
月
」

は
「
去
十
日
」
の
誤
写
で
あ
り
、「
今
月
日
」
を
十
月
の
あ
る
日
（
上
旬
か
）

と
見
た
上
で
、
道
真
は
十
月
早
々
に
上
京
し
て
事
件
の
情
況
を
把
握
し
、
十
日

に
基
経
が
明
法
博
士
達
に
広
相
の
罪
名
調
査
を
命
じ
た
こ
と
を
聞
く
に
及
び

（
惟
宗
直
宗
等
が
召
し
出
さ
れ
た
の
は
十
三
日
）、
そ
の
罪
名
勘
文
の
内
容
を
知
り

え
た
十
五
日
に
近
い
時
点
で
「
奉
昭
宣
公
書
」
を
基
経
に
奉
呈
し
た
と
論
じ
て

い
る）
23
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
奉
昭
宣
公
書
」
の
「
去
十
月
」
が
持
つ
問
題
を
、
彌
永

氏
の
よ
う
に
棚
上
げ
に
し
て
論
を
進
め
た
り
（
但
し
、
道
真
の
活
動
可
能
期
間
を

『
菅
家
文
草
』
か
ら
絞
り
込
ん
だ
点
は
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
る
）、
所
氏
の
よ
う

に
「
去
十
月
」
を
「
去
十
日
」
に
改
め
て
し
ま
う
論
（
十
日
と
十
三
日
の
段
階

設
定
に
も
不
自
然
さ
を
感
じ
る
）
に
は
疑
問
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

「
去
十
月
」
を
そ
の
ま
ま
で
理
解
す
る
解
釈
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
が

最
も
穏
当
な
解
釈
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、「
奉
昭
宣
公
書
」
が
十
一
月
に
入
京
し
た
道
真
に
よ
っ
て
書
か

れ
、
そ
れ
が
政
治
的
に
何
ら
か
の
意
味
を
持
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
に
、
ど
の

程
度
の
不
自
然
さ
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

私
は
、
阿
衡
事
件
が
大
筋
で
解
決
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
遺
症
は

残
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
温
子
を
後
宮
に
迎
え
る
と
い

う
妥
協
に
よ
っ
て
天
皇
と
基
経
が
和
解
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
両
者
の
間
の

裏
取
引
で
あ
っ
て
、
建
前
と
し
て
の
阿
衡
問
題
が
解
消
し
た
わ
け
で
は
な
い
は

ず
で
あ
る
。
十
月
二
十
七
日
に
広
相
が
天
皇
か
ら
召
し
出
さ
れ
、
出
仕
を
再
開

し
た
後
で
も
、
天
皇
と
広
相
を
取
り
巻
く
情
況
が
一
気
に
好
転
し
た
わ
け
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
。

　

十
月
十
五
日
の
量
刑
勘
文
（
阿
衡
事
（
五
））
に
は
「
件
勘
文
未
進
之
前
、
有

　

恩
詔
被
免
。
仍
不
進
之
」
と
い
う
付
記
が
あ
る
。
そ
れ
が
勘
文
に
付
随
し
て

記
さ
れ
た
当
時
の
事
実
を
正
確
に
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
勘
文
を
『
政
事

要
略
』
の
編
者
惟
宗
允
亮
が
引
用
し
た
と
認
め
る
な
ら
ば
、
天
皇
に
奏
上
し
て

決
裁
を
仰
ぐ
前
に
、
天
皇
が
恩
詔
を
下
し
て
罪
を
問
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
、

と
い
う
運
び
と
な
る
の
だ
が
、
筆
者
は
こ
の
注
記
は
允
亮
が
付
け
た
『
政
事
要

略
』
の
地
の
文
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
う
。
つ
ま
り
、
正
式
の
免
罪
が
な

さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
十
月
十
五
日
前
後
に
出
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
は
問

題
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
「
奉
昭
宣
公
書
」
の
文
中
に
は
、
十
月
の
勘
文
提
出
命
令
を
承
け
て
提
出
さ

れ
た
量
刑
勘
文
に
、
職
制
律
詔
書
施
行
違
条
に
基
づ
く
勘
文
と
詐
欺
律
詐
為
詔

書
条
に
基
づ
く
勘
文
の
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
後
者
が
阿
衡
事（
五
）

の
勘
文
に
相
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
議
論
が
「
奉
昭
宣
公
書
」

の
時
点
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
天
皇
が
恩
詔
を
下
し
て
罪
を

問
わ
な
い
こ
と
が
正
式
に
は
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

道
真
は
基
経
に
「
大
府
先
出
施
仁
之
命
、
諸
卿
早
停
断
罪
之
宣
」
と
説
得
を
試

み
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
十
一
月
に
入
っ
て
も
広
相
断
罪
論
の
蒸
し
返
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し
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
（
基
経
に
と
っ
て
は
そ
れ
を
放
置
し
て

お
く
方
が
好
ま
し
か
っ
た
と
さ
え
言
え
よ
う
）。
情
勢
が
望
ん
だ
よ
う
に
速
く
好

転
し
な
い
こ
と
を
気
に
病
ん
だ
天
皇
が
、
元
を
た
ど
れ
ば
六
月
に
改
正
詔
書
を

あ
の
文
面
で
出
し
た
こ
と
へ
の
後
悔
の
念
を
あ
ら
た
め
て
抱
き
、
そ
れ
を
十
一

月
三
日
の
日
記
と
し
て
書
き
付
け
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
、
事
件
の

こ
と
を
憂
え
て
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
も
十
一
月
に
入
京
し
た
道
真
が
「
奉
昭
宣

公
書
」
を
基
経
に
送
る
こ
と
に
は
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

阿
衡
事（
五
）の
勘
文
に
付
記
さ
れ
た「
件
勘
文
未
進
之
前
、有　

恩
詔
被
免
。

仍
不
進
之
」
が
歴
史
的
事
実
を
伝
え
る
も
の
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
書
か

れ
て
い
る
恩
詔
に
よ
る
免
罪
は
十
月
二
十
七
日
以
前
に
な
さ
れ
た
の
で
は
な

く
、
十
一
月
に
下
る
可
能
性
を
考
慮
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る

（
正
式
な
免
罪
が
そ
の
も
の
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
で
済
ま
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ

う
）。

結
び
に
代
え
て

　

本
稿
で
行
っ
た
考
察
と
提
示
し
た
私
見
を
繰
り
返
す
こ
と
は
し
な
い
。
私
見

に
は
強
く
主
張
す
る
だ
け
の
根
拠
に
乏
し
い
面
が
多
く
、
通
説
と
は
別
の
考
え

方
に
も
成
立
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
に
止
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
ボ
ー

ゲ
ン
氏
が
阿
衡
事
件
解
決
の
経
過
に
つ
い
て
、

　
　

Surviving evidence is inadequate to perm
it a definite conclu-

sion.　
（
残
さ
れ
て
い
る
証
拠
史
料
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
り
、
明
確
な
結
論

を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。）

と
述
べ
た）
24
（

こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
そ
し
て
、『
御
記
』・
詔
勅
・
阿

衡
勘
文
に
見
え
る
中
国
古
典
に
関
す
る
記
述
と
広
相
断
罪
勘
文
の
法
理
を
正
確

に
理
解
し
、
解
釈
す
る
こ
と
を
加
味
し
、
事
件
の
経
過
を
検
討
し
直
し
て
い
く

こ
と
が
課
題
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。

注（
１
） 

諸
先
学
に
よ
る
関
白
に
関
す
る
重
厚
な
研
究
史
を
詳
細
に
紹
介
し
、
是
非
を
論

じ
る
こ
と
は
筆
者
の
力
量
を
超
え
る
。
こ
こ
で
は
、
坂
上
康
俊
「
関
白
の
成
立
過
程
」

（
笹
山
晴
生
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
律
令
制
論
集
下
巻
』〔
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
三
年
〕
所
収
）
を
挙
げ
る
に
止
め
て
お
く
。

（
２
） 

以
上
三
件
の
史
料
は
後
述
す
る
『
政
事
要
略
』
巻
第
三
十
、
阿
衡
事
所
収
の
も

の
で
あ
る
（
後
述
の
阿
衡
事
（
一
））。
以
下
の
阿
衡
事
件
の
概
要
に
関
す
る
記
述
で
出

典
を
断
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
但
し
、『
宇
多
天
皇
御
記
』
に
つ
い

て
は
何
月
何
日
条
で
あ
る
か
を
付
記
す
る
。

（
３
） 

米
田
雄
介「
太
政
大
臣
の
系
譜―

摂
関
制
の
成
立―

」（『
摂
関
制
の
成
立
と
展
開
』

〔
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
〕
所
収
）、
一
〇
五
〜
一
〇
八
頁
。

（
４
） 

『
吉
口
伝
』
に
見
え
る
「
仁
和
寛
平
御
記
」
に
は
、
仁
和
三
年
十
一
月
十
七
日
に

書
か
れ
た
と
見
ら
れ
る
「
照
宣
公
」（
昭
宣
公
基
経
）
の
書
状
の
文
章
「
今
日
即
位
。

天
晴
、
香
煙
直
入
碧
霄
、
風
閑
、
虹
旗
不
動
地
上
。
還
疑
尭
舜
柴
燎
之
秋
。
小
人
幸
甚

云
々
」
が
引
用
さ
れ
て
お
り
（
元
弘
二
年
〔
北
朝
年
号
の
元
徳
四
年
。
一
三
三
二
〕
三
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月
二
十
二
日
に
太
政
官
庁
で
挙
行
さ
れ
た
光
厳
天
皇
の
即
位
式
に
つ
い
て
、
二
十
六
日

に
吉
田
定
房
が
語
っ
た
談
話
の
中
に
見
え
る
）、
和
田
英
松
氏
に
よ
っ
て
『
宇
多
天
皇

御
記
』
仁
和
三
年
十
一
月
十
七
日
条
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
（『
続
々
群
書
類
従
』

第
五
記
録
部
、
列
聖
全
集
『
宸
記
集
』
上
巻
）。
即
位
当
日
に
天
皇
と
基
経
の
間
で
遣

り
取
り
さ
れ
た
書
状
の
文
章
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。

（
５
） 

こ
の
「
幸
遇
无
為
之
世
、
当
作
少
事
之
臣
」
の
部
分
が
仁
和
三
年
閏
十
一
月

二
十
六
日
の
辞
表
の
文
言
に
基
づ
く
こ
と
は
、
注
３
前
掲
米
田
著
書
、
一
〇
四
頁
に
指

摘
が
あ
る
。

（
６
） 

阿
衡
事
（
二
）
の
中
原
月
雄
・
善
淵
愛
成
連
名
の
四
月
二
十
八
日
勘
文
が
こ
れ

に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
７
） 

注
３
前
掲
米
田
著
書
、
一
一
〇
頁
。

（
８
） 

但
し
、
こ
の
十
月
二
十
七
日
条
を
十
一
月
二
十
七
日
条
の
誤
り
で
は
な
い
か
と

す
る
和
田
英
松
氏
の
見
解
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
言
及
し
て
お
く
。
和
田
氏
は
十
一
月
以

後
に
書
か
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
「
奉
昭
宣
公
書
」
の
記
述
内
容
が
広
相
の
不
出
仕
状

態
継
続
を
物
語
っ
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宇
多
天
皇
が
広
相
を
召
し
出
し

て
出
仕
を
命
じ
た
本
条
の
記
述
は
十
月
二
十
七
日
時
点
の
も
の
に
似
つ
か
わ
し
く
な

く
、
十
一
月
の
も
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。
し
か
し
、
十
月
中
に
広
相
の
出
仕
が
再
開

し
た
後
で
も
阿
衡
事
件
の
し
こ
り
が
残
り
、
そ
の
た
め
に
十
一
月
以
降
に
「
奉
昭
宣
公

書
」
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
以
上
（
第
三
章
で
私
見
を
述
べ
る
）、

『
御
記
』の
日
付
を
一
か
月
遅
ら
せ
て
解
釈
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。和
田
英
松「
藤

原
基
経
阿
衡
に
就
て
」（『
中
央
史
壇
』
第
一
二
巻
第
四
号
、
一
九
二
六
年
）
を
参
照
。

（
９
） 

太
田
善
麿
『
塙
保
己
一
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）、
七
四
〜
七
九
頁
。

（
10
） 

『
歴
代
宸
記
』（『
増
補
史
料
大
成
』
一
、
臨
川
書
店
、一
九
六
五
年
）、
所
功
編
『
三

代
御
記
逸
文
集
成
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
）。
な
お
、
後
者
に
は
所
氏
に
よ
る

新
補
逸
文
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
史
史
料
集
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
二
〇
〇
一
年
）、

五
一
三
〜
五
一
四
頁
。

（
12
） 

所
功
「
阿
衡
紛
議
と
菅
原
道
真
」（
和
漢
比
較
文
学
会
編
『
菅
原
道
真
論
集
』〔
勉

誠
出
版
、
二
〇
〇
三
年
〕
所
収
）、
四
八
五
〜
四
八
六
、
四
八
八
〜
四
八
九
頁
。

（
13
） 

注
３
前
掲
米
田
著
書
、
一
〇
九
〜
一
一
〇
頁
、
一
二
一
頁
注
57
。

（
14
） 

注
１
前
掲
坂
上
論
文
、
三
三
五
・
三
四
五
頁
。

（
15
） 

所
功
「〝
寛
平
の
治
〞
の
再
検
討
」（『
菅
原
道
真
の
実
像
』〔
臨
川
書
店
、

二
〇
〇
二
年
〕
所
収
）、
七
六
頁
。
初
出
同
題
論
文
（『
皇
學
館
大
學
紀
要
』
第
五
輯
、

一
九
六
七
年
）、
一
一
四
頁
、
一
三
三
頁
注
44
・
45
。

（
16
） 

目
崎
徳
衛
「
関
白
基
経―

権
力
政
治
家
の
典
型
」（『
王
朝
の
み
や
び
』〔
吉
川
弘

文
館
、
一
九
七
八
年
〕
所
収
。
初
出
一
九
六
五
年
）、
一
二
七
頁
。

（
17
） 

阿
部
猛
『
菅
原
道
真―

九
世
紀
の
政
治
と
社
会
』（
教
育
社
、
一
九
七
九
年
）、

一
四
一
頁
。

（
18
） Robert Borgen, Sugaw

ara no M
ichizane and the Early H

eian Court 

(H
arvard U

niversity Press, Cam
bridge, M

ass. and London, 1986), p. 177.

（
19
） 

佐
々
木
恵
介
『
天
皇
と
摂
政
・
関
白
』（
講
談
社
、
二
〇
一
一
年
）、
四
五
頁
。

（
20
） 

坂
本
太
郎
『
菅
原
道
真
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
）、
八
一
頁
。

（
21
） 

彌
永
貞
三
「
菅
原
道
真
の
前
半
生―

と
く
に
讃
岐
守
時
代
を
中
心
に―

」

（『
日
本
人
物
史
大
系
第
一
巻
古
代
』〔
朝
倉
書
店
、
一
九
六
一
年
〕
所
収
）、
一
八
四
〜

一
八
八
頁
。

（
22
） 

『
菅
家
文
草
』
巻
第
四
の
作
品
分
析
に
よ
る
。
仁
和
四
年
十
月
初
め
の
「
驚
冬
」
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と
「
晨
起
望
山
」（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
菅
家
文
草　

菅
家
後
集
』
作
品
番
号

272
・273
）
が
任
国
讃
岐
で
作
ら
れ
て
以
後
、
十
一
月
末
に
「
冬
夜
閑
思
」（274

。「
案

暦
唯
残
冬
一
月
」
の
句
が
あ
る
）
が
讃
岐
で
作
ら
れ
る
ま
で
の
間
。

（
23
） 

注
12
前
掲
所
論
文
、
四
八
八
〜
四
八
九
頁
。

（
24
） 

注
18
前
掲
ボ
ー
ゲ
ン
著
書
、
一
八
一
頁
。
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〈
共
同
研
究
報
告
〉

年
官
ノ
ー
ト

磐　

下　
　
　

徹

は
じ
め
に

年
官
と
は
、天
皇
と
そ
の
親
族
、お
よ
び
参
議
以
上
の
公
卿
ら
を
給
主
と
し
、

彼
ら
に
諸
国
の
掾
・
目
・
史
生
を
中
心
と
し
た
官
職
の
実
質
的
な
任
命
権
を
与

え
、
希
望
者
か
ら
任
料
を
と
っ
て
当
該
官
職
に
推
薦
・
任
官
さ
せ
る
制
度
の
こ

と
で
あ
る
。

年
官
の
基
礎
的
研
究
と
し
て
は
、
時
野
谷
滋
氏
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
氏

は
年
爵
と
と
も
に
、
そ
の
本
質
を
「
反
律
令
的
俸
禄
」
と
位
置
づ
け
、
さ
ら
に

年
官
が
九
世
紀
か
ら
確
認
さ
れ
、
宇
多
朝
に
お
い
て
整
備
・
確
立
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

１
）。

ま
た
尾
上
陽
介
氏
は
、
給
主
の
血
縁
者
や
身
辺
に

仕
え
る
者
を
任
官
さ
せ
る
事
例
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
俸
禄
的
側
面
の
み
な

ら
ず
、
権
力
関
係
や
社
会
関
係
の
維
持
・
構
築
な
ど
、
多
面
的
・
複
合
的
側
面

を
有
し
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る（
２
）。
こ
れ
ら
の
先
学
は
、
年
官
の
多
面
的

な
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
重
要
な
成
果
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
者
は
俸
禄
制
度

の
一
つ
と
し
て
、
後
者
は
貴
族
社
会
の
権
力
・
社
会
関
係
に
か
か
わ
る
も
の
と

し
て
年
官
を
と
ら
え
て
お
り
、
意
外
な
こ
と
に
、
年
官
が
古
代
国
家
の
人
事
権

の
一
種
で
あ
る
、
と
い
う
視
点
か
ら
の
分
析
が
十
分
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。『

権
記
』
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
八
月
二
十
五
日
条
の
、「
任
官
者
、
国
家

重
事
也
」
と
い
う
一
条
天
皇
の
発
言
を
俟
つ
ま
で
も
な
く
、
人
事
権
が
国
家
の

在
り
方
と
深
く
か
か
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
時
代
や
地
域
を
超
え
た
普
遍
性
を

備
え
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
年
官
が
ど
の
よ
う
な
特
質
を
持
っ
た
人
事
権
で

あ
る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
、
日
本
の
古
代
国
家

の
特
質
を
考
え
る
上
で
全
く
無
意
味
な
作
業
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

小
稿
で
は
、
古
記
録
（
日
記
）
や
儀
式
書
な
ど
で
、
年
官
に
か
か
わ
っ
て
登

場
す
る
「
公
卿
給
」
と
い
う
文
書
に
注
目
し
、
年
官
の
人
事
権
と
し
て
の
特
質

を
考
察
し
て
み
た
い
。
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第
一
章　
「
公
卿
給
」
の
基
礎
的
考
察

次
に
掲
げ
た
の
は
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
三
月
十
日
条

で
あ
る
。（

前
略
）
大
外
記
善
言
申
所
充
文
下
、
給　
二

公
卿
給　
一

。
初
家
請
印
。
下　
二

賜
式
部
丞
資
業
停
任
弁
〔
并
カ
〕
二
合
文　
一

。（
後
略
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
日
藤
原
道
長
は
、
大
外
記
の
滋
野
善
言
に
所
充
文
と

と
も
に
「
公
卿
給
」
を
、
式
部
丞
藤
原
資
業
に
「
停
任
」
と
「
二
合
」
を
下
し

て
い
る
。
小
稿
で
取
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
「
公
卿
給
」
と
は
、
こ
こ
に
見

え
る
「
公
卿
給
」
で
あ
る
。
こ
の
「
公
卿
給
」
は
、「
所
充
文4

」・「
停
任
并
二

合
文4

」
と
と
も
に
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
後

に
述
べ
る
よ
う
に
公
卿
に
与
え
ら
れ
た
年
官
を
指
す
〝
公
卿
給
〞
の
こ
と
で
は

な
い
。

本
章
で
は
、
年
官
の
考
察
の
前
提
と
し
て
、
こ
の
「
公
卿
給
」
の
基
礎
的
考

察
を
行
い
た
い
。

第
一
節　
「
公
卿
給
」
の
実
例

前
田
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
巻
子
本
『
北
山
抄
』
巻
三
拾
遺
雑
抄
上
（
乙
本
）
の

勘
物
に
は
、
次
の
よ
う
な
史
料
が
見
え
て
い
る
（〈　

〉
内
は
割
書
、以
下
同
じ（
３
））。

　

公
卿
給
等

　

天
暦
三
年
五
月
二
日
除
目

　

三
宮
御
給
（
割
書
中
略
）「
内
給
在　
二

此
内　
一

。
国
次
書　
レ

之
。」

　
　

内
匠
少
允
藤
原
当
相
〈
中
宮
当
年
御
給
。〉

　
　

治
部
少
丞
藤
茂
世
〈
陽
成
院
当
年―

―

。〉

　
　

加
賀
権
掾
江
沼
忠
純
〈
停　
二

朱
雀
院
承
平
六
年
内
給
、
今
年
正
月
所　
レ

任

日
置
保
秀　
一

改
任
。〉

　

親
王
以
下
巡
給
・
年
給
等
（
割
書
等
中
略
）

　
　

常
陸
権
少
掾
上
毛
野
惟
平
〈 

停
　
二

按
察
使
藤
原
朝
臣
当
年
給
二
合
、
正

月
所　
レ

任
清
原
興
蔭　
一

改
任
。〉

　
　

紀
伊
権
掾
越
智
種
実
〈 

停　
二

故
斎
宮
英
子
内
親
王
天
慶
六
年
巡
給
二
合
、

其
正
月
所　
レ

任
巨
勢
季
房　
一

改
任
。〉

　
　

大
宰
主
尉
味
真
常
茂
〈 

停　
二

参
議
保
平
朝
臣
天
慶
六
年
給
、
同
七
年
二

月
所　
レ

任
佐
伯
助
直　
一

改
任
。〉

　
　

筑
後
権
掾
村
主
実
代
〈
兵
部
卿
親
王
去
年
巡
給
二
合
所　
レ

任
。〉

　
　
　
　

権
掾
葛
木
直
郷
〈 

停　
二

斎
院
延
長
七
年
禊
祭
料
、
去
年
正
月
所　
レ

任

父
氏
直　
一

改
任
。〉

　
　

豊
後
権
掾
秦
脩
名
〈
尚
侍
藤
原
朝
臣
去
年
給
二
合
、
同
年
正
月
以　
二

件

脩
名　
一

任　
二

日
向
掾　
一

、
今
改　
二

彼
国　
一

所　
レ

任
。〉

　
　
　
　
　

天
暦
三
年
五
月
廿
一
日

　

ま
た
、『
江
次
第
鈔
』
巻
四
直
物
は
、

　
　

一
公
卿
給
書
様

　
　
　

年
月
日
除
目

　
　
　

三
宮
御
給

　
　
　
　

官
姓
名
〈
臨
時
内
給
〉
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親
王
公
卿
巡
給
年
給

　
　
　
　

官
姓
名
〈
権
大
納
言
藤
原
朝
臣
当
年
給
〉

　
　
　
　
　

年
月
日

と
い
う「
公
卿
給
」の
書
様
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
者
を
比
較
す
る
と
、

そ
の
書
様
は
一
致
し
、『
北
山
抄
』
に
見
え
る
「
公
卿
給
等
」
で
始
ま
り
、
天

暦
三
年
（
九
四
九
）
五
月
二
十
一
日
の
日
付
を
持
つ
文
書
が
、「
公
卿
給
」
の

実
例
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う（
４
）（

た
だ
し
「　

」
内
な
ど
は
後
の
書
き
入
れ

部
分
）。
そ
し
て
『
江
次
第
鈔
』
に
は
、「
公
卿
給
」
の
書
様
に
続
き
、

三
宮
御
給
中
、
内
給
・
院
宮
・
三
后
・
春
宮
・
准
后
等
当
年
・
臨
時
・
未

給
・
名
替
・
国
替
已
下
諸
官
〔
給
ィ
〕
如　
二

大
間
尻
付　
一

任　
二

次
第　
一

書

　
レ

之
。
親
王
公
卿
巡
給
年
給
（
中
略
）
女
御
・
親
王
・
公
卿
当
年
・
臨
時
・

未
給
・
名
替
・
国
替
以
下
諸
給
書　
レ

之
。（
後
略
）

と
記
し
、
こ
の
文
書
に
は
、
内
給
以
下
、
公
卿
の
年
官
に
至
る
ま
で
の
全
種
類

の
年
官
に
よ
る
任
官
が
、
大
間
書
の
尻
付
に
し
た
が
っ
て
列
記
さ
れ
る
と
し
て

い
る
。
実
際
に
、『
北
山
抄
』
所
引
の
天
暦
三
年
「
公
卿
給
」
は
、
冒
頭
に
あ

る
よ
う
に
天
暦
三
年
五
月
二
日
の
除
目（
５
）の
際
の
年
官
に
よ
る
任
官
者
の
み
を
書

き
連
ね
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
公
卿
給
」
が
除
目
の

際
の
年
官
に
よ
る
任
官
結
果
を
書
き
連
ね
た
文
書
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る（

６
）。

そ

し
て
こ
の
「
公
卿
給
」
は
、
諸
々
の
儀
式
書
等
の
直
物
の
記
載
の
中
に
散
見
す

る
こ
と
か
ら
、
直
物
に
関
連
す
る
文
書
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
（
次
節
も
参

照
）。し

た
が
っ
て
、
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
公
卿
を
給
主
と
し
た

年
官
の
名
称
で
あ
る
〝
公
卿
給
〞
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る（
７
）。

小
稿
で
は
、

公
卿
の
年
官
と
区
別
す
る
た
め
、「　

」
で
括
っ
て
文
書
と
し
て
の
「
公
卿
給
」

を
表
現
し
た
い
と
思
う
。

で
は
、
こ
の
「
公
卿
給
」
は
、
誰
の
手
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
、

ま
た
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
儀
式
書
類

や
古
記
録
を
用
い
な
が
ら
「
公
卿
給
」
の
作
成
法
・
使
用
法
を
確
認
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

第
二
節　

儀
式
書
・
古
記
録
に
見
る
「
公
卿
給
」
の
作
成
法
と
使
用
法

「
公
卿
給
」は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
直
物
で
用
い
ら
れ
る
文
書
で
あ
る
。

直
物
と
は
、
除
目
の
結
果
を
記
し
た
召
名
（
清
書
）
の
誤
り
を
正
す
政
務
で
、

外
記
が
事
前
に
誤
り
を
ま
と
め
た
勘
文
（
直
物
勘
文
）
を
作
成
し
、
こ
れ
を
も

と
に
陣
座
で
上
卿
の
指
示
の
も
と
、
参
議
が
召
名
を
訂
正
す
る
と
い
う
政
務
儀

礼
で
あ
る
。
勘
文
以
外
に
も
、
名
替
・
国
替
・
未
給（
８
）の
申
文
も
提
出
さ
れ
、
年

官
に
よ
る
任
官
内
容
の
変
更
も
行
わ
れ
た
。
ま
た
同
時
に
、小
除
目（
臨
時
除
目
）

が
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
い（
９
）。

そ
の
「
公
卿
給
」
に
つ
い
て
、
主
だ
っ
た
儀
式
書
類
の
直
物
の
記
述
の
中
か

ら
、
基
礎
的
史
料
を
抜
粋
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ⅰ
『
西
宮
記
』
巻
二
直
物

二
省
以　
二

除
目
正
文　
一

、
返　
二

上
外
記　
一

。
Ⓐ
執
筆
大
臣
、
作　
二

公
卿
給　
一

下　
二

外
記　
一

。
Ⓓ
々
々
加　
二

検
察　
一

、
勘　
二

出
失
錯　
一

。
Ⓐ
大
臣
定　
レ

日
着　
レ

陣
、
召　
二

外
記　
一

令　
レ

進　
二

勘
文　
一

。
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Ⅱ
『
北
山
抄
』
巻
一
直
物
事
（〈　

〉
内
は
割
書
、
以
下
同
じ
）

Ⓐ
大
臣
作　
二

公
卿
給　
一

、
Ⓑ
副　
二

二
合
・
停
任　
一

、
給　
二

外
記　
一

。〈
二
合
・

停
任
、
又
給　
二

式
部　
一

。〉
Ⓓ
二
省
以　
二

召
名
々
簿　
一

返　
二

上
外
記　
一

。
外
記
勘　
二

其
失
錯　
一

儲
候
。
Ⓐ
大
臣
〈
謂　
下

行　
二

除
目　
一

上
卿　
上

。〉
定　
レ

日
着　
レ

陣
。

Ⅲ
『
江
家
次
第
』
巻
四
直
物

Ⓐ
Ⓑ
執
筆
大
臣
令　
レ

作　
二

公
卿
給
・
二
合
・
停
任
等　
一

給　
二

於
外
記　
一

、
Ⓓ
外

記
作　
二

儲
直
物
〔
勘
イ
ア
リ
〕
文　
一

。

Ⅲ，『
江
次
第
鈔
』
巻
四
直
物

　

執
筆
大
臣
令
作
公
卿
給
云
云

Ⓐ
執
筆
大
臣
者
、
奉　
二

仕
当
年
除
目　
一

之
上
卿
也
。
Ⓒ
件
二
合
・
停
任
勘

文
、
大
臣
家
司
中
知　
二

故
実　
一

者
所　
レ

作
也
。（
中
略
）Ⓓ
二
省
以　
二

召
名　
一

返　
二

上
外
記　
一

云
云
。
以　
二

此
公
卿
給　
一

加　
二

検
察　
一

勘　
二

出
失
錯　
一

云
云
。

Ⅳ
『
除
目
抄
（
師
弘
除
目
抄）

10
（

）』

　

一
直
物
。（
割
註
略
）

Ⓐ
被　
レ

行　
二

除
目　
一

大
臣
。〈
先
作　
二

公
卿
給　
一

、
Ⓑ
下　
二

外
記　
一

。
Ⓓ
外
記
以

　
レ

之
作　
二

直
物
勘
文　
一

。〉
Ⓐ
参　
二

着
仗
座　
一

。（
後
略
）

（
中
略
）

　

一
公
卿
給
事
。（
割
書
略
）

Ⓐ
執
筆
大
臣
、
除
目
月
若
次
月
之
間
、
作　
二

公
卿
給　
一

、
Ⓑ
下　
二

給
大
外

記
一

。
大
外
記
召　
二

具
式
部
丞　
一

参　
二

里
第　
一

。
以　
二

上
﨟
家
司　
一

給　
レ

之
。
或

召
二

簾
下　
一

自
給　
レ

之
。
六
位
外
記
参
之
時
、
以　
二

家
司　
一

〈
衣
冠
。〉

給
レ

之
。
Ⓑ
公
卿
給
中
〈
ニ
〉
二
合
・
停
任
巻
籠
〈
天
〉
給　
レ

之
。
式
部
丞

〈
ニ
ハ
〉
二
合
中
〈
ニ
〉
停
任
巻
籠
〈
天
〉
給　
レ

之
、
不　
レ

給　
二

公
卿
給　
一

。

Ⅴ
『
直
物
抄）
11
（

』

　

公
卿
給
并
二
合
・
停
任
勘
文
事

Ⓐ
奉　
二

仕
執
筆　
一

之
大
臣
、
兼
日
作　
二

件
勘
文　
一

。〈
其
躰
見　
二

第
二
巻　
一

。

Ⓒ
家
司
中
知　
二

故
実　
一

之
者
作　
レ

之
。
治
安
三
年
小
野
右
府
令　
二

大
外
記
頼

隆
作　
　一
レ

之
。
依　
二

家
司　
一

也
。
公
卿
給
一
通
、
二
合
・
停
任
各
二
通
也
。〉

Ⓑ
召　
二

外
記　
一

、
給　
二

公
卿
給
・
二
合
・
停
任
勘
文　
一

。〈
召　
二

里
亭　
一

給
レ

之
。
大
外
記
有　
レ

便
。〉

　
　

又
召　
二

式
部
丞　
一

、
給　
二

二
合
・
停
任
勘
文
許　
一

。

以
上
の
史
料
か
ら
、Ⓐ
「
公
卿
給
」
等
は
当
年
除
目
の
執
筆
大
臣
が
用
意
し
、

そ
の
大
臣
が
直
物
の
上
卿
も
勤
め
る
、
Ⓑ
外
記
に
は
「
公
卿
給
」
と
「
二
合
」、

「
停
任
」
が
、
式
部
丞
に
は
「
二
合
」、「
停
任
」
が
下
さ
れ
る
、
Ⓒ
「
公
卿
給
」、

「
二
合
」、「
停
任
」
は
実
際
に
は
大
臣
の
家
司
が
作
成
す
る
、
Ⓓ
外
記
は
「
公

卿
給
」
を
用
い
て
式
・
兵
部
省
か
ら
返
上
さ
れ
た
召
名
に
検
察
を
加
え
、
勘
文

（
直
物
勘
文
）
を
作
成
す
る
、
と
い
う
四
点
を
指
摘
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
用
い
た
史
料
の
成
立
時
期
は
、
平
安
〜
室
町
時
代
に
わ

た
っ
て
お
り
、
Ⓐ
〜
Ⓓ
の
事
実
が
い
つ
ま
で
遡
る
の
か
に
つ
い
て
は
検
討
を
要

す
る
。
し
た
が
っ
て
古
記
録
に
よ
る
実
例
と
の
照
合
が
必
要
と
な
る
が
、「
公

卿
給
」
を
下
す
の
が
除
目
の
執
筆
大
臣
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
対
象
と
す

べ
き
古
記
録
は
自
ず
と
限
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
平
安
中
期
に
大
臣
の
地
位
に
ま

で
至
っ
た
人
物
の
日
記
で
あ
る
、『
御
堂
関
白
記
』（
藤
原
道
長
）、『
小
右
記
』（
藤

原
実
資
）
の
中
に
見
え
る
「
公
卿
給
」
関
連
記
事
を
ま
と
め
た
の
が
小
稿
末
尾
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の
表
で
あ
る
。

表
を
見
る
と
、
摂
政
が
置
か
れ
て
い
る
時
に
は
や
や
異
な
る
が
、
Ⓐ
の
事
実

は
明
白
で
あ
る
。

ま
た
、
Ⓑ
に
関
し
て
も
、
表
の
③
・
⑩
・
⑫
・
⑬
・
⑯
の
事
例
に
よ
っ
て
確

認
で
き
る）

12
（

。
た
だ
し
⑧
・
⑨―
３
・
⑩―

５
で
は
、
直
物
終
了
後
、
式
部
丞
に
「
二

合
」、「
停
任
」
が
下
さ
れ
て
お
り
、
式
部
に
下
さ
れ
る
二
つ
の
文
書
は
、
直
物

に
直
接
か
か
わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
よ
う）
13
（

。

一
方
、
⑦
で
は
「
今
日
直
物
由
左
中
弁
〔
一
脱
カ
〕
昨
日
所　
レ

談
。
而
其
後

資
業
云
、
未　
レ

被　
レ

下　
二

公
卿
給　
一

」
と
あ
り
、
直
物
が
延
期
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
直
物
は
「
公
卿
給
」
が
外
記
に
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
開
催
さ
れ

る
の
で
あ
り
、
⑬―

１
で
は
、「
公
卿
給
」
を
「
直
物
料
」
と
明
記
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、「
公
卿
給
」
は
直
物
に
先
立
っ
て
外
記
が
必
要
と
し
た

文
書
だ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

次
に
Ⓒ
に
関
し
て
は
、
⑩―

１
・
⑫―

１
・
⑬―

１
・
⑭―

１
の
事
例
が
参
考
に

な
る
。
こ
れ
ら
の
例
で
は
、
除
目
で
執
筆
を
勤
め
た
藤
原
実
資
が
、
大
外
記
清

原
頼
隆
に
「
公
卿
給
」
を
作
成
さ
せ
、
後
日
改
め
て
頼
隆
に
「
公
卿
給
」
等
を

下
し
て
い
る
。
Ⅴ
の
『
直
物
抄
』
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
頼
隆
は
実
資
の
家
司

で
あ
る）

14
（

。
し
た
が
っ
て
頼
隆
は
、
ま
ず
家
司
と
し
て
「
公
卿
給
」
を
作
成
し
て

提
出
し
た
後
、
改
め
て
大
外
記
と
し
て
「
公
卿
給
」
を
下
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、「
公
卿
給
」
が
直
物
の
上
卿
を
勤
め
る
大
臣
（
執
筆
大
臣
）

の
家
司
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、「
公
卿
給
」
の
作
成
材
料
も
示
し
て
い
る
。

⑩―

１
に
は
「
大
間
并
公
卿
給
成
文
等
給　
二

大
外
記
頼
隆　
一

。
為　
レ

令　
レ

作　
二

公
卿

給　
一

」
と
あ
り
、「
公
卿
給
」
を
作
成
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
実
資
は
頼
隆
に
大

間
書
と
公
卿
給（
こ
の
場
合
は
年
官
を
指
す
）に
よ
る
任
官
の
か
な
っ
た
申
文（
成

文
）
を
渡
し
て
お
り）
15
（

、「
公
卿
給
」
が
大
間
書
と
公
卿
給
の
成
文
を
も
と
に
作

成
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
公
卿
給
の
成
文
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
公
卿
給
」
の
内
容
が
年
官
に
よ
る
任
官
情
報
で
あ
っ
た
こ
と
も
確

認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
前
節
で
示
し
た
天
暦
三
年「
公
卿
給
」や『
江

次
第
鈔
』
の
記
述
と
一
致
し
て
い
る
。

最
後
に
Ⓓ
に
関
し
て
は
、
⑧
の
事
例
が
参
考
に
な
る
。
こ
れ
は
実
資
が
上
卿

を
勤
め
た
直
物
当
日
の
記
録
で
あ
る
が
、

（
前
略
）
任　
二

勘
文　
一

直　
二

召
名　
一

。（
割
書
略
）
除
目
清
書
上
中
納
言
道
方

卿
、
奉　
レ

仰
入　
二

阿
波
介
厶
姓
貞
友　

清
書　
一

。
依　
レ

不　
レ

書　
二

載
大
間　
一

、
不

　
レ

入　
二

公
卿
給　
一

。
仍
外
記
文
義
云
、　

尻
付
不　
レ

能　
二

注
付　
一

者
。（
後
略
）

と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
る
。
直
物
勘
文
に
し
た
が
っ
て
召
名
の
訂
正
が
進
め
ら

れ
る
中
、
除
目
清
書
の
際
＝
召
名
作
成
の
際
に
追
加
さ
れ
た
任
官
者
で
あ
る
阿

波
介
厶
姓
貞
友
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

『
江
家
次
第
』
巻
四
除
目
の
下
名
儀
の
記
載
に
は
、

（
前
略
）
若
有　
二

追
官
者　
一

、
書　
二

入
於
清
書　
一

。〈
令　
下

外
記
奉　
二

大
間　
一

之
時

申　
中

其
由　
上

。〉
或
有　
下

書　
二

入
大
間　
一

之
人　
上

。
不　
レ

可　
レ

然
。（
後
略
）

と
あ
り
、「
追
官
者
」
は
清
書
（
召
名
）
に
載
せ
る
が
、
大
間
書
に
は
書
き
入

れ
る
べ
き
で
な
い
と
し
て
い
る
。
⑧
の
場
合
も
同
様
に
、
追
官
者
で
あ
っ
た
阿

波
介
厶
姓
貞
友
は
大
間
書
に
追
記
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
大
間
書
を
も
と
に
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作
ら
れ
る
「
公
卿
給
」
に
も
そ
の
記
載
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る）
16
（

。
そ
し
て
こ
の

よ
う
な
事
情
を
背
景
に
、
外
記
は
「
尻
付
」
を
「
注
付
」
で
き
な
か
っ
た
と
主

張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
こ
の
「
尻
付
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。『
朝
野
群
載
』
巻
四
朝
儀
上
に

収
録
さ
れ
る
治
暦
三
年
（
一
〇
六
七
）
三
月
二
十
五
日
付
の
直
物
勘
文
を
見
る

と
、（

前
略
）
太
政
官　

左
少
史
正
六
位
上
小
槻
宿
祢
祐
俊
〈
可　
下

削　
二

左
字　
一

作
中

右
字　
上

〉（
後
略
）

と
、
召
名
の
訂
正
該
当
部
分
を
抜
き
書
き
し
、
そ
の
あ
と
に
具
体
的
な
訂
正
内

容
を
、
細
字
双
行
（
割
書
）
で
注
記
し
て
い
る
。「
尻
付
」
と
は
、
こ
の
注
記

部
分
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
る
な
ら
ば
、
⑧
で

外
記
が
「
注
付
」
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
の
は
、
具
体
的
な
訂
正
内
容
を

示
し
た
割
書
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
事
例
か
ら
、
召
名

の
記
載
の
う
ち
年
官
に
よ
る
任
官
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
誤
り
を
具
体
的
に

提
示
し
て
直
物
勘
文
を
作
成
す
る
に
は
、「
公
卿
給
」
が
不
可
欠
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
確
認
で
き
る
だ
ろ
う）

17
（

。
こ
の
よ
う
に
Ⓓ
に
つ
い
て
も
、
実
例
か
ら
そ

の
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
よ
り
、
Ⓐ
〜
Ⓓ
に
ま
と
め
た
「
公
卿
給
」
の
作
成
法
・
使
用
法
は
、
藤

原
道
長
・
実
資
の
時
代
に
は
概
ね
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

「
公
卿
給
」
の
在
り
方
は
、
遅
く
と
も
十
一
世
紀
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
さ
ら
に
、
史
料
Ⅰ
『
西
宮
記
』
や
史
料
Ⅱ
『
北
山
抄
』
に
、
Ⓐ
・
Ⓑ
・

Ⓓ
の
事
実
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、『
小
右
記
』長
和
五
年（
一
〇
一
六
）

四
月
四
日
条
（
表
の
⑥―

３―

ｂ
）
に
は
、

（
前
略
）
摂
政
蓮
府
〔
藤
原
道
長
〕
使
資
平
命
云
、
直
物
令　
二

他
上
行　
一

之
時
、
公
卿
給
送　
二

上
卿
許　
一

、
従　
レ

彼
下
給
欤
、
自　
レ

茲
可　
レ

下
欤
。
若
見　
二

貞
信
公
・
清
慎
公
〔
藤
原
忠
平
・
実
頼
〕
御
記　
一

欤
。
可　
二

示
送　
一

者
。
引　
二

見
御
記
等　
一

無　
二

所
見　
一

。
従　
二

摂
簶
御
許　
一

直
下
給
欤
。
大
間
在　
二

摂
政
御

許　
一

。
如　
レ

例
作　
二

公
卿
給　
一

下　
二

給
外
記　
一

欤
。
若
被　
レ

遣　
二

上
卿
許　
一

、
必
可

　
レ

被　
レ

注　
二

其
由　
一

。
而
無　
二

左
右　
一

。
亦
〔
承
平
二
カ
〕
年
二
月
廿
六
日
、
以

　
二

八
条
大
将
〔
藤
原
保
忠
〕
一

被　
レ

令　
レ

行　
二

直
物
事　
一

。
彼
大
将
記
不　
レ

見　
二

其

事　
一

。（
後
略
）

と
見
え
て
い
る）
18
（

。
こ
れ
は
道
長
が
実
資
に
、
摂
政
が
置
か
れ
て
い
る
際
の
「
公

卿
給
」
の
取
り
扱
い
の
先
例
（
藤
原
忠
平
・
実
頼
の
例
）
を
問
い
合
わ
せ
た
記

事
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
実
資
は
傍
線
部
に
見
え
る
よ
う
に
、
忠
平
や
実
頼
も
手

元
の
大
間
書
を
用
い
て
「
公
卿
給
」
を
作
成
し
、
外
記
に
下
し
た
の
で
は
な
い

か
と
返
答
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
忠
平
や
実
頼
の
時
代
か
ら
「
公
卿
給
」
は

除
目
執
筆
の
も
と
で
作
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
、
実
際
の
作
成
作
業
を
行
っ
た

の
は
彼
ら
の
家
司
で
あ
っ
た
蓋
然
性
は
高
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
考
慮
す
れ

ば
、
Ⓒ
の
事
実
も
含
め
、
先
に
指
摘
し
た
「
公
卿
給
」
の
作
成
法
・
使
用
法
を
、

十
世
紀
代
ま
で
引
き
上
げ
て
考
え
て
も
大
過
な
い
だ
ろ
う
。
以
上
が「
公
卿
給
」

の
作
成
法
と
使
用
法
で
あ
る
。

「
公
卿
給
」
の
作
成
法
・
使
用
法
を
も
う
一
度
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
（
小
稿
末
尾
の
図
参
照
）。

①
除
目
の
執
筆
大
臣
の
家
司
が
、
大
間
書
と
年
官
成
文
を
も
と
に
、
当
該
除
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目
で
の
年
官
に
よ
る
任
官
者
を
抽
出
・
列
記
す
る
。
こ
れ
が
「
公
卿
給
」

と
な
る
。

②
執
筆
大
臣
は
「
公
卿
給
」
を
外
記
に
下
す
。

③
外
記
は
、
召
名
と
「
公
卿
給
」
や
、
そ
の
他
の
人
事
関
連
資
料
（
後
述
）

を
見
比
べ
、
誤
り
を
勘
出
し
て
ま
と
め
る
。
こ
れ
が
直
物
勘
文
と
な
る
。

④
直
物
当
日
、外
記
は
直
物
勘
文
を
提
出
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
上
卿（
執

筆
）
監
督
の
も
と
、
参
議
が
召
名
を
訂
正
す
る
。

以
下
、
こ
の
「
公
卿
給
」
を
手
が
か
り
に
、
章
を
改
め
て
人
事
権
と
し
て
の
年

官
の
特
質
を
考
え
て
み
た
い
。

第
二
章　
「
公
卿
給
」
か
ら
見
た
年
官
の
特
質

本
章
で
は
、
前
章
で
確
認
し
た
「
公
卿
給
」の
作
成
法
・
使
用
法
を
も
と
に
、

年
官
の
特
質
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
こ
で
、
外
記
の
直
物
勘
文
の
作
成

と
い
う
職
務
に
注
目
し
た
い
。

直
物
勘
文
は
、
除
目
清
書
後
（
召
名
の
作
成
後
）、
式
・
兵
部
省
に
保
管
さ
れ

て
い
た
召
名
が
外
記
に
返
却
さ
れ
、
外
記
が
そ
の
内
容
を
検
察
し
て
誤
字
・
脱

字
な
ど
を
勘
出
し
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
直
物
勘
文
の
作
成
経
緯
を

検
討
し
、
前
章
で
確
認
し
た
「
公
卿
給
」
に
関
す
る
知
見
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
年
官
の
特
質
を
抽
出
し
て
い
き
た
い
。

第
一
節　

外
記
の
職
掌
と
召
名
の
検
察

外
記
に
よ
る
召
名
の
検
察
と
い
う
職
務
は
、
何
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
節
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
養
老
職
員
令
２
太
政
官
条
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

大
外
記
の
職
掌
と
し
て「
検　
二

出
稽
失　
一

」
と
あ
り
、『
令
集
解
』
の
同
条
に
は
「
一

同　
二

神
祇
史　
一

也
」
と
い
う
讃
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
養
老
職
員
令

１
神
祇
官
条
を
見
て
み
る
と
、
神
祇
大
史
の
職
掌
に
も
大
外
記
と
同
様
に
「
検

　
二

出
稽
失　
一

」
が
含
ま
れ
て
い
る
。『
令
集
解
』
の
引
用
す
る
諸
説
に
よ
れ
ば
、「
稽

失
」
と
は
判
官
以
上
の
職
務
上
の
過
失
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
特
に

「
文
案
稽
失
」（
新
令
私
記
・
讃
説
）、「
公
文
之
稽
失
」（
朱
説
）
を
指
す
と
す
る

見
解
も
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
参
照
す
れ
ば
、
召
名
と
い
う
文
書
の
誤
り
を
検
出
す
る
職
務
は
、

養
老
職
員
令
の
定
め
る
「
検　
二

出
稽
失　
一

」
と
い
う
外
記
の
職
掌
に
含
ま
れ
る
と

解
釈
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
記
に
よ
る
召
名
の
検
察
と
い
う
職
務
は
、
令

の
規
定
に
由
来
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う）
19
（

。

さ
ら
に
、
平
安
時
代
の
外
記
の
役
割
に
も
注
目
し
て
み
た
い
。
平
安
初
期
に

な
る
と
、
太
政
官
の
権
限
が
拡
大
し
、
外
記
の
役
割
が
重
要
度
を
増
す
よ
う
に

な
る
こ
と
を
古
瀬
奈
津
子
氏
は
論
じ
て
い
る
。
氏
は
除
目
に
関
し
て
も
、『
伝

宣
草
』
下
「
一
下
外
記
宣
旨
」
の
、

凡
任
官
之
間
事
、
一
向
外
記
所　
レ

奉
也
。

と
い
う
記
載
に
見
え
る
よ
う
に
、
外
記
が
除
目
関
連
事
務
の
一
切
を
担
当
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）
20
（

。
し
た
が
っ
て
、
除
目
の
結
果
が
記
さ

れ
た
召
名
の
検
察
と
い
う
職
務
は
、
遅
く
と
も
平
安
初
期
以
降
に
は
外
記
の
職

務
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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以
上
の
諸
点
か
ら
、
外
記
に
よ
る
召
名
の
検
察
と
い
う
職
務
は
、
令
制
の
規

定
に
淵
源
を
持
ち
、
遅
く
と
も
平
安
初
期
に
は
外
記
の
重
要
な
職
務
の
一
つ
と

し
て
定
着
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
考
え

る
と
、
召
名
の
検
察
＝
直
物
勘
文
の
作
成
と
い
う
外
記
の
職
務
は
、
律
令
制
に

根
ざ
し
た
太
政
官
政
務
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
前
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
年
官
に
よ
る
任
官
結
果
は
、「
公

卿
給
」
に
よ
っ
て
外
記
の
も
と
に
伝
達
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
年
官
以
外

の
任
官
に
つ
い
て
は
、
外
記
は
ど
の
よ
う
に
し
て
情
報
を
得
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
年
官
と
そ
れ
以
外
と
で
、
召
名
検
察
の
た
め
の
手
続
き
に
相
違
が

見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
外
記
が
ど
の
よ
う
に
し
て
召
名
の
検
察

と
い
う
職
務
を
果
た
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
察
し
、
こ
の
点
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

第
二
節　

外
記
に
よ
る
召
名
の
検
察
方
法

外
記
は
ど
の
よ
う
に
し
て
召
名
の
検
察
を
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
召
名

の
誤
り
を
見
つ
け
出
し
、指
摘
す
る
に
は
、召
名
に
記
載
さ
れ
る
べ
き
内
容
（
新

た
な
官
職
と
任
官
者
の
位
階
や
姓
名
）
の
正
確
な
情
報
を
記
し
た
別
の
資
料
と
、

召
名
と
を
突
き
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
外
記
は
一
体
ど
の

よ
う
な
資
料
を
も
と
に
召
名
の
検
察
、
ひ
い
て
は
直
物
勘
文
の
作
成
を
行
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。本
節
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。

こ
こ
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
、
前
章
で
考
察
し
た
「
公
卿
給
」
で
あ
る
。

こ
の
文
書
は
、
直
物
に
先
立
っ
て
外
記
が
必
要
と
し
た
文
書
で
、
そ
の
内
容

は
、
除
目
に
お
け
る
年
官
に
よ
る
任
官
結
果
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
も
と

に
直
物
勘
文
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
儀
式
書
や
古
記
録
か
ら
確
認
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
外
記
は
、
召
名
の
年
官
に
よ
る
任
官
記
載
部
分

に
つ
い
て
は
、「
公
卿
給
」
と
召
名
を
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
そ
の
誤
り
を
勘

出
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
は
、
年
官
に
よ
る
任
官
以
外

の
記
載
に
つ
い
て
は
、何
を
参
照
に
そ
の
誤
り
を
勘
出
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
後
世
の
史
料
で
あ
る
が
（
鎌
倉
末
〜
南
北
朝
期
）、『
伝
宣
草
』
の
記

述
に
注
目
し
た
い
。
同
書
下
「
下
式
部
省
宣
旨
」
の
中
に
は
、「
直
物
時
文
官

勘
文
事
」と
い
う
も
の
が
見
え
て
い
る
。
武
官
に
つ
い
て
の
同
様
の
記
載
が「
下

兵
部
省
宣
旨
」
の
中
に
も
見
ら
れ
る
が
、
直
物
に
際
し
、
人
事
担
当
官
司
で
あ

る
式
・
兵
部
省
に
勘
文
の
提
出
を
求
め
る
よ
う
な
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
と
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
伝
宣
草
』
か
ら
は
、
宣
旨
の
具
体
的
内
容
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

素
直
に
解
釈
す
れ
ば
、
式
・
兵
部
省
に
対
し
、
直
物
で
必
要
と
さ
れ
る
情
報
が

記
載
さ
れ
た
文
・
武
官
に
関
す
る
勘
文
の
提
出
を
命
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
直
物
に
必
要
な
情
報
＝
召
名
の
誤
り
を
勘
出
す
る

の
に
必
要
な
情
報
、
即
ち
、
新
任
者
の
正
確
な
官
位
姓
名
の
記
載
な
ど
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
が
命
じ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ

れ
ば
、
こ
の
勘
文
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
が
、
外
記
に
よ
る
召
名
の
検

察
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
を
想
定
で
き
る
が
、
確
証
は
な
い
。
ま
た
、
そ
も
そ

も
式
・
兵
部
省
は
、
外
記
の
検
察
の
材
料
た
り
得
る
よ
う
な
人
事
関
連
資
料
を

有
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
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そ
こ
で
、『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
八
任
符
に
収
録
さ
れ
る
次
の
宣
旨
に
注
目
し

て
み
た
い
。

　

但
馬
守
藤
原
朝
臣
忠
憲
〈
召
名
注　
二

忠
制　
一

〉

　

備
中
権
介
弓
削
宿
祢
秋
佐
〈
召
名
無　
二

宿
祢
字　
一

〉

右
民
部
卿
中
納
言
宣
、
件
人
等
召
名
未　
二

改
正　
一

之
間
、
且
印　
二

其
任
符　
一

。

　
　
　
　

仁
和
元
年
三
月
五
日 

　
　
　
　

大
外
記
高
丘
五
常
奉

こ
れ
は
召
名
の
記
載
に
誤
り
の
あ
っ
た
国
司
任
官
者
に
つ
い
て
、
そ
の
誤
り

を
正
し
た
上
で
任
符
の
請
印
を
行
う
よ
う
命
じ
た
宣
旨
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目

す
べ
き
は
、
こ
の
宣
旨
が
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
「
召
名
未　
二

改
正　
一

之
間
」、

即
ち
直
物
以
前
に
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
直
物
以
前
に
す
で

に
召
名
の
誤
り
が
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

召
名
の
誤
り
が
把
握
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
任
符
の

発
給
過
程
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

任
符
の
発
給
に
関
し
て
は
、
西
本
昌
弘
氏
や
市
大
樹
氏
が
、『
西
宮
記
』
巻

二
除
目
の
、

召
名
、
二
省
以　
二

正
文　
一

上　
二

外
記　
一

。
写　
二

一
通　
一

、
上　
二

任
符
所　
一

、
又
写　
二

一
通　
一

進　
二

蔵
人
所　
一

。

や
、
延
喜
式
部
上
式
23
除
目
簿
案
条
の
、

凡
除
目
簿
案
一
通
、
除
目
後
五
日
内
加　
二

勘
合

4

4　
一

進　
二

弁
官　
一

。

と
い
う
記
載
を
も
と
に
、
弁
官
管
下
の
任
符
所
に
お
い
て
召
名
を
も
と
に
作
成

し
、
発
給
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る）
21
（

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
式
・
兵

部
省
か
ら
外
記
や
弁
官
（
任
符
所
）
な
ど
に
召
名
（
や
そ
の
写
し
）
を
提
出
す

る
際
や
、
実
際
に
任
符
を
作
成
す
る
過
程
で
、
召
名
の
誤
り
が
把
握
さ
れ
得
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
延
喜
式
文
に
あ
る
よ
う
に
、
除
目
簿
案
＝
召
名
の
写

し
が
「
勘
合
」
を
加
え
た
上
で
弁
官
に
進
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は

な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
式
部
省
や
兵
部
省
と
い
っ
た
人
事
担
当
官
司
に

は
、
召
名
の
「
勘
合
」
に
堪
え
る
だ
け
の
情
報
、
即
ち
人
事
に
関
連
す
る
諸
資

料）
22
（

が
備
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
任
符

の
作
成
を
担
当
す
る
弁
官
（
任
符
所
）
に
も
、
人
事
関
連
資
料
が
備
え
ら
れ
て

い
た
可
能
性
は
高
い
。

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
式
・
兵
部
省
は
、
外
記
が
召
名
に
検
察
を
加

え
る
際
に
使
用
で
き
る
よ
う
な
資
料
を
保
有
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
外
記
局
同
様
、
太
政
官
事
務
を
担
当
す
る
弁
官
局
に
も
、

人
事
関
連
資
料
が
備
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
も
そ
も
平
安
初

期
以
降
、
外
記
が
除
目
関
連
事
務
の
一
切
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

先
学
の
指
摘
を
念
頭
に
置
け
ば
、
外
記
局
に
も
式
・
兵
部
省
同
様
の
人
事
関
連

資
料
が
備
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
余
地
は
十
分
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
召
名
の
年
官
以
外
の
任
官
記
載
に
つ
い
て
は
、
弁
官
や
外
記

自
身
が
保
有
し
て
い
た
人
事
関
連
資
料
、
あ
る
い
は
式
・
兵
部
省
か
ら
提
供
さ

れ
た
資
料
を
、
召
名
と
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
そ
の
誤
り
を
勘
出
し
、
外
記
は
直

物
勘
文
を
作
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
こ
で
確
認
し
て

お
き
た
い
の
は
、
年
官
以
外
の
任
官
記
載
に
関
し
て
は
、
弁
官
や
外
記
、
式
・

兵
部
省
と
い
っ
た
律
令
太
政
官
制
の
内
部
に
お
い
て
そ
の
業
務
が
完
結
し
て
い

た
と
看
做
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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一
方
、
年
官
に
よ
る
任
官
記
載
の
検
察
に
は
「
公
卿
給
」
が
用
い
ら
れ
て
い

た
。
そ
し
て
こ
の
「
公
卿
給
」
と
は
、
前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
除
目
で
執

筆
を
勤
め
た
大
臣
が
用
意
す
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
大
臣
家
の
家
司
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
「
公
卿
給
」
と
は
、
大
臣
家
の
家

政
機
関
に
お
い
て
作
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
が

外
記
に
下
さ
れ
る
場
所
も
、
基
本
的
に
は
大
臣
の
里
第
で
あ
っ
た）

23
（

。

こ
の
よ
う
に
、
召
名
の
年
官
に
よ
る
任
官
記
載
の
検
察
は
、
太
政
官
制
外
部

か
ら
の
情
報
提
供
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
年
官
に
よ

る
任
官
内
容
の
検
察
と
い
う
業
務
は
、
そ
の
意
味
で
は
律
令
太
政
官
制
の
枠
外

に
あ
る
と
評
価
し
得
る
。
し
か
も
、
直
物
の
開
催
は
、「
公
卿
給
」
が
外
記
に

下
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
必
須
条
件
と
し
て
お
り
（
表
の
⑦
）、
直
物
勘
文
に
具

体
的
な
召
名
の
訂
正
内
容
を
明
記
す
る
に
は
、「
公
卿
給
」
が
不
可
欠
と
さ
れ

て
い
た
こ
と
（
表
の
⑧
）
な
ど
を
勘
案
す
れ
ば
、
外
記
の
召
名
の
検
察
と
い
う

職
務
に
お
け
る
「
公
卿
給
」
の
重
要
性
は
、
看
過
し
得
る
レ
ヴ
ェ
ル
の
も
の
で

は
な
い
。
つ
ま
り
、
外
記
に
よ
る
召
名
の
検
察
と
い
う
同
一
の
職
務
で
あ
っ
て

も
、
年
官
に
よ
る
任
官
か
、
そ
う
で
な
い
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
位
置
づ
け
に
は

大
き
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
外
記
に
よ
る
召
名
の
検
察
と
い
う
職
務
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き

た
。
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
、
こ
の
職
務
が
太
政
官
政
務

の
一
環
と
し
て
令
制
に
そ
の
淵
源
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
意
味
で
は
、
年
官
に
よ
る
任
官
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
召
名
の

検
察
結
果
が
集
約
さ
れ
た
直
物
勘
文
は
律
令
太
政
官
制
の
産
物
と
い
え
る
。

し
か
し
、
そ
の
具
体
的
な
検
察
方
法
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
大

き
な
違
い
が
見
出
さ
れ
る
。
召
名
の
年
官
以
外
の
任
官
記
載
の
検
察
に
関
し
て

は
、
外
記
自
身
や
弁
官
、
式
・
兵
部
省
と
い
っ
た
律
令
官
司
内
で
完
結
す
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
対
し
、
年
官
に
よ
る
任
官
記
載

の
検
察
は
、
除
目
の
執
筆
大
臣
の
家
政
機
関
に
お
い
て
作
成
さ
れ
る「
公
卿
給
」

を
不
可
欠
と
す
る
、
即
ち
太
政
官
制
外
部
の
情
報
提
供
を
必
要
と
す
る
も
の

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
除
目
の
結
果
（
召
名
）
を
訂
正
す
る
政
務
で
あ
る
直
物
に
お

い
て
は
、
Ａ
年
官
以
外
の
任
官
と
、
Ｂ
年
官
に
よ
る
任
官
と
で
、
召
名
訂
正
に

至
る
ま
で
の
手
続
き
上
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
Ａ
が

太
政
官
制
内
で
完
結
す
る
の
に
対
し
、
Ｂ
は
太
政
官
制
の
枠
外
に
あ
る
と
い
う

相
違
で
あ
る
。
こ
の
直
物
に
お
け
る
手
続
き
上
の
相
違
は
、
い
っ
た
い
何
に
由

来
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
直
物
が
除
目
の
任
官
結
果
を
訂
正
す
る
政
務
で
あ
る
と
い
う
事
実

に
立
ち
戻
り
た
い
。
す
る
と
、直
物
の
手
続
き
上
に
確
認
さ
れ
る
こ
の
違
い
は
、

除
目
に
お
け
る
任
官
の
在
り
方
そ
の
も
の
の
違
い
に
由
来
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
も
し
、
こ
の
仮
説
が
成

り
立
つ
な
ら
ば
、「
公
卿
給
」
を
媒
介
と
し
て
確
認
さ
れ
る
直
物
に
お
け
る
手

続
き
上
の
相
違
は
、
直
物
の
み
な
ら
ず
除
目
、
即
ち
古
代
国
家
の
人
事
権
の
中

に
お
け
る
年
官
の
特
質
と
深
く
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
こ
で
章
を
改
め
、
と
も
に
除
目
を
構
成
す
る
任
官
方
法
の
一
種
で
あ
る
、

顕
官
挙
と
年
官
を
具
体
例
と
し
て
採
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
官
の
在
り
方
に
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つ
い
て
考
察
し
、
こ
の
仮
説
の
妥
当
性
を
検
証
し
て
み
た
い
と
思
う
。

第
三
章　

除
目
か
ら
見
た
年
官
の
特
質

前
章
で
は
、
直
物
（
召
名
訂
正
）
に
お
い
て
確
認
で
き
る
、
Ａ
年
官
以
外
の

任
官
と
、
Ｂ
年
官
の
手
続
き
上
の
相
違
は
、
除
目
で
の
任
官
方
法
の
違
い
に
由

来
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
立
て
た
。
本
章
で
は
顕
官
挙
と
年
官
を

考
察
対
象
と
し
、
こ
の
仮
説
を
検
証
し
て
み
た
い
。

そ
も
そ
も
除
目
と
は
、
四
所
籍
や
年
官
、
顕
官
挙
、
受
領
挙
な
ど
複
数
の
任

官
方
法
が
複
合
さ
れ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
こ
の
う
ち
顕
官
挙
を
Ａ
の

年
官
以
外
の
任
官
事
例
と
し
て
採
り
上
げ
、
Ｂ
の
年
官
と
の
比
較
検
討
を
行
い

た
い
。

第
一
節　

顕
官
挙

顕
官
挙
と
は
、
外
記
や
史
、
式
部
・
民
部
丞
、
左
右
衛
門
尉
な
ど）

24
（

、
顕
官
と

称
さ
れ
る
重
要
下
級
官
人
の
任
官
方
法
の
こ
と
で
あ
る）
25
（

。
そ
の
手
続
き
に
つ
い

て
は
、『
西
宮
記
』
巻
二
除
目
に
、

挙
事
。〈
①
自　
二

御
簾
中　
一

被　
レ

下　
二

申
文　
一

。
毎　
レ

束
付　
二

短
尺　
一

。
②
大
臣
已

下
見
下
、
至　
二

参
議
座　
一

選
定
。
一
闕
三
人
已
下
申
文
返
上
。
③
至　
二

大
納

言
座　
一

返
下
、
令　
三

参
議
書　
二

一
紙　
一

。（
中
略
）〉
大
臣
奏
進
、
④
此
中
依

　
レ

仰
任
。（
下
略
）

と
あ
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
る
と）
26
（

、
①
顕
官
へ
の
任
官
を
希
望
す
る
申
文
が
、
天

皇
か
ら
執
筆
を
経
由
し
て
除
目
に
参
列
す
る
大
臣
以
下
の
公
卿
等
に
下
さ
れ

る
、
②
大
臣
か
ら
順
に
申
文
を
閲
読
し
、
そ
の
中
か
ら
複
数
の
候
補
者
を
選
定

す
る
、
③
参
議
が
そ
の
結
果
を
一
紙
に
ま
と
め
、
大
臣
が
申
文
と
と
も
に
奏
上

す
る
、④
そ
の
中
か
ら
天
皇
の
「
仰
」
に
よ
り
任
官
者
が
確
定
す
る
、と
な
る
。

つ
ま
り
顕
官
挙
と
は
、公
卿
た
ち
に
よ
る
任
官
希
望
者
の
審
査
を
経
た
上
で
、

そ
の
結
果
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
天
皇
が
最
終
的
に
任
官
者
を
確
定
す
る
と
い

う
任
官
方
法
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
顕
官
挙
は
ど
う
位
置
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
顕
官
の
官
職
と
し
て
の
分
類
に
注
目
し
て
み
た
い
。
養
老
選
叙
令
３
任

官
条
に
は
、

凡
任
官
、
大
納
言
以
上
、
左
右
大
弁
、
八
省
卿
、
五
衛
府
督
、
弾
正
尹
、

大
宰
帥
勅
任
。
余
官
奏
任
、主
政
、主
帳
及
家
令
等
判
任
。
舎
人
、史
生
、

使
部
、
伴
部
、
帳
内
、
資
人
等
、
式
部
判
補
。

と
あ
る
。
顕
官
が
こ
の
う
ち
の
ど
の
任
官
区
分
に
分
類
さ
れ
る
の
か
と
い
う

と
、『
令
集
解
』
同
条
の
「
余
官
奏
任
」
に
付
せ
ら
れ
た
諸
説
に
よ
れ
ば
、
例

え
ば
義
解
は
、

　

謂
、
内
外
諸
司
主
典
以
上
。
其
郡
領
・
軍
毅
亦
為　
二

奏
任　
一

也
。

と
し
、
ま
た
古
記
が
、

古
記
云
、
問
、
余
官
奏
任
、
未　
レ

知
、
弁
官
・
内
外
記
・
五
衛
府
志
・
諸

司
長
上
・
大
宰
典
・
大
少
毅
等
類
若
為
。
答
、
除　
レ

載　
レ

文
外
、
皆
入　
二

余

官　
一

。（
後
略
）

と
あ
る
よ
う
に
、
顕
官
と
さ
れ
る
外
記
や
史
、
式
部
・
民
部
丞
、
衛
門
尉
も
、

奏
任
と
さ
れ
る
「
余
官
」
に
含
ま
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
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て
顕
官
挙
と
は
、
奏
任
の
官
の
任
官
方
法
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ

で
は
、
奏
任
の
任
官
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

奏
任
の
任
官
に
つ
い
て
は
、
早
川
庄
八
氏
に
よ
り
大
宝
令
施
行
直
後
か
ら
そ

の
実
質
的
な
銓
擬
権
が
太
政
官
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る）
27
（

。
ま
た
、
選
叙
令
集
解
任
官
条
の
引
用
す
る
跡
記
が
、
奏
任
に
つ

い
て
「
官
任　
レ

定
奏
聞
耳
」
と
註
釈
し
て
い
る
こ
と
も
参
照
す
れ
ば
、
太
政
官

に
よ
る
定
め
、
即
ち
銓
擬
が
行
わ
れ
た
上
で
そ
の
結
果
が
奏
聞
さ
れ
、
任
官
が

確
定
す
る
と
い
う
の
が
、
奏
任
の
任
官
方
法
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

す
る
と
先
に
見
た
、
公
卿
た
ち
に
よ
る
任
官
希
望
者
の
審
査
を
前
提
と
し
、

最
終
的
に
天
皇
に
よ
っ
て
任
官
が
確
定
さ
れ
る
と
い
う
顕
官
挙
の
手
続
き
は
、

奏
任
の
官
の
任
官
方
法
と
し
て
、
ま
さ
に
相
応
し
い
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
を
勘
案
す
れ
ば
、
顕
官
挙
と
は
、
選
叙
令
の
規
定
に
則
り
、
太
政
官
の

議
政
官
た
る
公
卿
ら
の
審
査
を
経
て
行
わ
れ
る
奏
任
の
官
の
任
官
方
法
そ
の
も

の
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
顕
官
挙
は
、
八
世
紀
以

来
の
律
令
太
政
官
制
的
な
任
官
方
法
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
年
官
は
ど
の
よ
う
な
任
官
方
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。
節
を
改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
。

第
二
節　

年
官

律
令
太
政
官
制
的
な
任
官
方
法
で
あ
っ
た
顕
官
挙
に
対
し
、
年
官
に
よ
る
任

官
方
法
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
掲
げ
た
の
は

『
西
宮
記
』
巻
二
除
目
に
見
え
る
年
官
に
よ
る
任
官
手
続
き
で
あ
る
。

（
前
略
）
院
宮
已
下
王
卿
給
、
α
当
年
給
一
々
任　
レ

之
。〈
名
替
不　
レ

奏
。〉

β
余
申
文
随　
レ

趣
注　
二

端
書　
一

、
以　
二

参
議　
一

下　
二

外
記　
一

。
参
議
着　
二

孔
雀

間
一

、召　
二

外
記　
一

給　
レ

文
。外
記
取
　
二

目
録　
一

下　
二

史
生　
一

、令　
レ

勘　
二

合
否　
一

。（
後

略
）

年
官
に
よ
る
任
官
は
、
給
主
か
ら
提
出
さ
れ
た
申
文
を
も
と
に
進
め
ら
れ
て

い
く
。
年
官
の
申
文
は
、
玉
井
力
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
蔵
人
方
の
文

書
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
事
前
に
天
皇
の
御
前
で
蔵
人
頭
を
中
心
に
選
定
さ
れ

て
か
ら
除
目
の
場
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た）
28
（

。
前
掲
『
西
宮
記
』

に
よ
れ
ば
、
除
目
の
場
に
お
け
る
年
官
の
申
文
の
扱
わ
れ
方
に
は
大
別
し
て
二

種
類
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
ず
、
傍
線
部
α
の
当
年
給（
そ
の
年
度
分
と
し
て
給
主
に
与
え
ら
れ
た
年
官
）

に
つ
い
て
は
、
特
別
の
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
申
文
に
し
た
が
っ
て
そ

の
ま
ま
任
じ
ら
れ
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
波
線
部
β
は
、
当
年
給
以
外
の
「
余
申
文
」
の
処
理
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
未
給
や
名
替
、
国
替
な
ど）
29
（

を
申
請
す
る
申
文
の

処
理
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
申
文
を

外
記
に
下
し
て
勘
じ
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
外
記
へ
の
下
勘
の
目
的
は
何
で
あ
ろ

う
か
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
外
記
に
下
さ
れ
る
前
に
執
筆
に
よ
っ
て
申
文
に

記
さ
れ
る
「
端
書
」
で
あ
る
。『
西
宮
記
』
や
『
北
山
抄
』
巻
三
除
目
事
、『
江

家
次
第
』
巻
四
除
目
に
よ
る
と
、
未
給
の
場
合
は
「
可　
レ

勘　
二

給
否
（
不
）一
」、
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名
替
や
国
替
の
場
合
は
「
可　
レ

勘　
二

合
不　
一

」
な
ど
と
い
っ
た
端
書
が
加
え
ら
れ

る
と
し
て
い
る
。
端
書
を
見
る
限
り
、
下
勘
の
目
的
は
、
申
請
内
容
が
正
当
で

あ
る
か
否
か
（
未
給
で
あ
れ
ば
、
申
文
に
記
さ
れ
た
過
去
の
年
次
の
年
官
が
本
当
に

行
使
さ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
の
確
認
）
と
い
う
表
面
的
・
形
式
的
な
も
の
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
確
か
に
当
年
給
以
外
は
、
外
記
へ
の
下
勘
を
経
た
上
で
任
官

が
確
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
一
見
す
る
と
外
記
へ
の
下
勘
も
、
給
主

に
よ
っ
て
任
官
を
申
請
さ
れ
た
人
物
の
審
査
・
銓
擬
で
あ
る
か
の
よ
う
に
も
捉

え
ら
れ
る
。
し
か
し
端
書
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
内
容
を
想
定
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
し
か
も
、
そ
も
そ
も
当
年
給
の
場
合
は
、
外
記
へ
下
勘
す
る
こ
と
も
な

く
任
官
が
確
定
さ
れ
る
点
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
、
当
年
給
が
給
主
に
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
自
明
で
あ
る
の
に
対

し
、
未
給
そ
の
他
の
場
合
に
は
、
事
実
関
係
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
違

い
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
外
記
へ
の
下
勘
は
、
飽
く
ま
で
事

実
関
係
の
確
認
で
あ
っ
て
、
審
査
・
銓
擬
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
当
年
給

以
外
の
場
合
に
行
わ
れ
る
下
勘
を
、
任
官
希
望
者
の
審
査
・
銓
擬
と
位
置
づ
け

る
な
ら
ば
、
な
ぜ
当
年
給
の
場
合
の
み
下
勘
さ
れ
な
い
の
か
説
明
で
き
な
い
だ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
外
記
へ
の
下
勘
を
年
官
人
事
に
お
け
る
審
査
・
銓
擬
と

位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
の
点
か
ら
、
年
官
に
よ
る
任
官
は
、
前
節
で
見
た
太
政
官
の
議
政
官
た

る
公
卿
ら
に
よ
る
銓
擬
を
経
た
上
で
任
官
が
確
定
さ
れ
る
顕
官
挙
と
は
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。
年
官
の
申
文
が
蔵
人
方
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
十
世
紀
以
前

の
顕
官
の
申
文
は
外
記
方
と
さ
れ
区
別
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
玉

井
氏
の
指
摘
も
考
慮
す
る
な
ら
ば）

30
（

、
年
官
に
よ
る
任
官
は
、
顕
官
挙
の
よ
う
な

律
令
太
政
官
制
に
依
拠
し
た
任
官
と
は
異
質
な
任
官
方
法
で
あ
る
と
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
『
康
平
記
』（『
群
書
類
従
』
第
二
十
五
輯
、『
定
家
朝
臣
記
』）
康
平
五

年
（
一
〇
六
二
）
正
月
二
十
七
日
条
を
見
る
と
、

（
前
略
）
件
書
〔「
公
卿
給
」
の
こ
と
〕
須　
二

直
物
時
給　
　一
レ

之
也
。
而
直
物

已
前
有　
二

除
目　
一

時
、
為　
レ

成　
二

勘
文　
一

、
外
記
申　
レ

之
。
随
給　
レ

之
。
已
恒

例
也
。（
後
略
）

と
あ
り
、
直
物
以
前
に
除
目
が
行
わ
れ
る
場
合
、
外
記
は
除
目
で
用
い
る
勘
文

の
作
成
材
料
と
し
て
、
執
筆
大
臣
に
「
公
卿
給
」
を
申
請
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
勘
文
の
作
成
に
際
し
、「
公
卿
給
」
に
よ
っ
て
以
前
の
除
目
で
の
年
官

に
よ
る
任
官
の
正
確
な
情
報
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
と
す
れ

ば
、
ま
さ
に
除
目
の
最
中
に
行
わ
れ
る
、
当
年
給
以
外
の
年
官
の
申
文
の
下
勘

に
対
し
、外
記
は
「
公
卿
給
」
の
情
報
を
も
と
に
対
応
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
仮
に
直
物
の
後
の
除
目
で
あ
っ
て
も
、
年
官
に
よ
る
任
官
に
関
す
る
正

確
な
情
報
を
、
外
記
は
「
公
卿
給
」
を
用
い
た
召
名
の
検
察
を
通
し
て
得
て
い

た
の
だ
か
ら
、
そ
の
情
報
源
は
い
ず
れ
の
場
合
も
太
政
官
制
の
外
部
か
ら
も
た

ら
さ
れ
る
「
公
卿
給
」
に
行
き
つ
く
の
で
あ
る
。

　

外
記
へ
の
下
勘
に
よ
り
、
一
見
す
る
と
年
官
も
、
律
令
太
政
官
制
の
中
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
外
記
が
下
勘
に
対
応
す
る
た

め
の
情
報
を
、
ど
こ
か
ら
入
手
し
て
い
た
の
か
ま
で
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、

外
記
へ
の
下
勘
の
事
実
を
も
っ
て
し
て
も
、
年
官
を
律
令
太
政
官
制
の
み
で
位
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置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
年
官
に
よ
る
任
官
方
法
で
は
、
太
政
官
に
よ
る
実
質
的
な
銓
擬

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
は
、
前
節
で
見
た
顕
官
挙
と
は
鮮
や

か
な
対
照
を
な
し
て
い
る
。
年
官
に
よ
る
任
官
に
際
し
て
は
、
太
政
官
の
介
在

す
る
余
地
を
見
出
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
の
で
あ
る
。

以
上
、
除
目
を
構
成
す
る
任
官
方
法
の
う
ち
、
顕
官
挙
と
年
官
を
採
り
上
げ

て
考
察
し
た
。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
除
目
に
は
‘
Ａ
律
令
太

政
官
制
の
枠
内
で
任
官
が
行
わ
れ
る
も
の
（
顕
官
挙
）
と
、‘
Ｂ
太
政
官
の
直

接
的
な
介
在
な
し
に
任
官
が
行
わ
れ
る
も
の
（
年
官
）
が
混
在
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
考
察
結
果
と
、
前
節
で
見
た
直
物
に
お
け
る
手
続
き
上

の
相
違
Ａ
・
Ｂ
と
の
対
応
関
係
は
次
の
通
り
に
な
る
。

〈
直
物
〉　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
除
目
〉

　
　

Ａ
：
年
官
以
外
（
太
政
官
制
的
）　―

　
‘
Ａ
：
顕
官
挙
（
太
政
官
制
的
）

Ｂ
：
年
官
（
非
太
政
官
制
的
）　　

―

　
‘
Ｂ
：
年
官
（
非
太
政
官
制
的
）

し
た
が
っ
て
、
前
章
で
立
て
た
仮
説―

直
物
の
手
続
き
上
の
相
違
は
、
除

目
に
お
け
る
任
官
方
法
の
相
違
に
由
来
す
る―

は
、
本
節
で
の
考
察
を
通
じ

て
確
認
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
確
か
に
直
物
自
体
は
除
目
に
付
随
す
る
政

務
儀
礼
に
過
ぎ
な
い
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
確

認
で
き
る
手
続
き
上
の
相
違
は
、
除
目
に
お
け
る
任
官
の
在
り
方
そ
の
も
の
の

相
違
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
章
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、
律
令
太
政
官
制
の
み
で
は
包
摂
し
き
れ
な
い
と

い
う
年
官
の
特
質
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
特
質
は
、
ど
の

よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
年
官
が
古
代
国
家
の
人
事
権
の

一
部
で
あ
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
若
干
の
見
通
し

を
述
べ
、
こ
の
雑
駁
な
ノ
ー
ト
を
締
め
く
く
る
こ
と
と
し
た
い
。

結
び
に
か
え
て

以
上
、「
公
卿
給
」
の
基
礎
的
考
察
を
端
緒
と
し
て
、
年
官
の
特
質
を
検
討

し
た
。
そ
の
結
果
、
年
官
は
律
令
太
政
官
制
の
み
で
は
包
摂
し
き
れ
な
い
と
い

う
特
質
を
有
し
た
人
事
権
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ

う
な
人
事
権
の
存
在
は
、
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

時
野
谷
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
年
官
は
淳
和
・
仁
明
朝
の
三
宮
給
か
ら
始
ま

り
、
公
卿
給
の
成
立
を
待
っ
て
、
遅
く
と
も
九
世
紀
末
の
宇
多
朝
に
は
制
度
的

に
完
成
し
、
十
世
紀
に
盛
行
期
を
む
か
え
る
と
い
う）

31
（

。
し
た
が
っ
て
年
官
は
、

九
世
紀
後
半
を
中
心
に
制
度
化
が
進
め
ら
れ
、
十
世
紀
に
か
け
て
展
開
し
て

い
っ
た
人
事
権
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

前
章
ま
で
の
年
官
に
関
す
る
考
察
は
、第
一
章
で
明
ら
か
に
し
た「
公
卿
給
」

の
作
成
法
・
使
用
法
を
も
と
に
分
析
を
進
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ

ら
は
、十
世
紀
代
に
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
公
卿
給
」

の
作
成
法
や
使
用
法
も
、年
官
の
制
度
化
・
展
開
に
平
行
し
て
形
作
ら
れ
て
い
っ

た
も
の
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
年
官
の
非
律
令
太
政
官
制
的

な
特
質
も
、
同
様
の
過
程
を
経
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

一
方
、
第
三
章
第
一
節
で
と
り
あ
げ
た
顕
官
挙
は
、
選
叙
令
の
規
定
に
基
づ
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い
た
律
令
太
政
官
制
的
な
人
事
権
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
八
世
紀
以
来
の
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
良
い
。

つ
ま
り
、
後
世
、
除
目
と
し
て
一
括
り
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
古
代
国

家
の
人
事
権
の
在
り
方
は
決
し
て
一
様
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
は
時
代
と
と
も

に
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
地
域
や
時
代
を
超
え
て
、
人
事
権
が
国
家
の
在

り
方
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
す
る
な
ら
ば
、
九
世
紀
後
半
以
降
、
古
代
国

家
の
人
事
権
が
、
年
官
の
よ
う
な
律
令
太
政
官
制
と
は
相
容
れ
な
い
特
質
を
持

つ
人
事
権
を
取
り
込
む
形
で
変
化
し
た
こ
と
は
、
古
代
国
家
自
体
の
変
化
を
反

映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

無
論
、
九
世
紀
以
前
に
も
天
皇
や
太
上
天
皇
、
あ
る
い
は
皇
后
や
有
力
貴
族

ら
の
意
向
に
よ
る
恣
意
的
な
人
事
は
行
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
あ
る
面
で

は
こ
れ
ら
も
非
律
令
太
政
官
制
的
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
年
官
は
、
そ
れ
を
与
え
ら
れ
る
範
囲
（
給
主
）
や
、
各
給
主
に
与
え
ら
れ

た
給
数
、
さ
ら
に
は
任
官
の
際
の
手
続
き
が
制
度
と
し
て
整
え
ら
れ
、
い
わ
ば

「
公
然
」
と
し
た
存
在
で
あ
る
と
い
う
点
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
年
官
は

決
し
て
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
形
で
は
な
く
、
制
度
化
さ
れ
た
任
官
方
法
と
し
て
古

代
国
家
の
人
事
権
の
一
角
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

非
律
令
太
政
官
制
的
な
年
官
が
、
九
世
紀
後
半
〜
十
世
紀
に
か
け
て
制
度
化
が

進
め
ら
れ
、
展
開
を
見
せ
た
こ
と
の
意
味
は
重
大
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
古

代
国
家
の
変
化
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
は
、
古
代
国
家
が
大
き
な
変
化
を
遂
げ
た
と
さ
れ
る
時

期
で
あ
る
。
特
に
十
世
紀
以
降
に
つ
い
て
は
、
八
世
紀
以
来
の
律
令
国
家
が
新

た
な
発
展
段
階
に
達
し
た
と
す
る
「
後
期
律
令
国
家
論）

32
（

」
や
、
反
対
に
、
律
令

体
制
は
崩
壊
し
、
中
世
的
な
権
門
体
制
の
萌
芽
で
あ
る
「
初
期
権
門
体
制
」
が

確
立
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
と
す
る
見
解）

33
（

な
ど
、様
々
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
を
、
九
世
紀
後
半
以
降
に
制
度
化
が
進
み
、
十
世
紀
に
盛
行
期
を
む
か

え
た
と
さ
れ
る
年
官
を
切
り
口
に
考
え
て
み
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

年
官
は
律
令
太
政
官
制
で
は
包
摂
し
き
れ
な
い
と
い
う
特
質
を
持
っ
た
人
事

権
で
あ
っ
た
。
任
官
が
「
国
家
重
事
」
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
け
ば
、
九
世

紀
後
半
〜
十
世
紀
の
古
代
国
家
は
、
独
り
律
令
太
政
官
制
の
み
で
理
解
で
き
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
外
記

に
よ
る
召
名
検
察
の
在
り
方
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
（
第
二
章
）、
年
官
に
よ
る

任
官
結
果
は
、
非
律
令
太
政
官
制
的
な
側
面
を
有
し
つ
つ
も
、
最
終
的
に
は
太

政
官
政
務
の
一
環
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
年
官
は
、
顕
官
挙
の
よ

う
な
律
令
太
政
官
制
的
な
任
官
と
と
も
に
除
目
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
（
第
三

章
）
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
律
令
太
政
官
制
的
な
枠
組
み
が
、
全

く
無
意
味
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る

こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
十
世
紀
以
降
の
国
家
を
、
八
世
紀
的
な
律
令

制
的
中
央
集
権
国
家
の
延
長
線
上
に
認
め
る
の
か
、
あ
る
い
は
新
た
な
中
世
社

会
の
萌
芽
と
し
て
捉
え
る
の
か
は
、
視
点
の
置
き
方
の
違
い
に
由
来
す
る
も
の

で
、
そ
の
違
い
を
強
調
し
て
も
、
本
質
的
な
議
論
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
む
し
ろ
、
九
世
紀
後
半
〜
十
世
紀
に
は
、
古
代
か
ら
中
世
へ
の
過
渡
期

と
し
て
、
年
官
の
在
り
方
や
、
年
官
を
含
め
た
当
該
期
の
人
事
権
の
構
成
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
八
世
紀
以
来
の
要
素
と
新
た
な
要
素
と
が
混
在
し
て
い
る
と
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い
う
点
を
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
過
渡
期
の
様
子
は
、
当
該
期
の
地
方
社
会
に
も
よ
く
表
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
十
世
紀
前
後
に
成
立
し
、
在
庁
官
人
制
の
歴

史
的
前
提
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
雑
色
人
郡
司
制
を
例
示
し
て
み
た
い）
34
（

。こ
れ
は
、

九
世
紀
半
ば
以
降
に
そ
の
活
動
が
顕
著
に
な
る
、
院
宮
王
臣
家
や
衛
府
な
ど
の

中
央
官
司
と
結
び
つ
い
た
地
域
有
力
者
を
、
国
司
の
も
と
に
結
集
さ
せ
、
地
方

行
政
へ
登
用
し
て
い
く
制
度
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
こ
か
ら
従
来
の
郡
司
が

排
除
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い）

35
（

。
旧
来
の
譜
第
郡
司
に
加
え
て
、
新
た
な
有

力
者
層
の
存
在
も
法
的
に
認
定
し
、
地
方
行
政
を
進
め
て
い
く
と
い
う
時
期
を

経
て
、
地
方
社
会
で
は
十
一
世
紀
半
ば
以
降
、
在
庁
官
人
制
が
展
開
し
て
い
く

の
で
あ
る
。

叙
上
の
よ
う
な
地
方
社
会
の
様
子
は
、
当
該
期
の
国
家
の
在
り
方
と
無
関
係

で
あ
る
と
は
考
え
難
い
。
九
世
紀
後
半
に
制
度
化
が
進
み
、
十
世
紀
に
盛
行
期

を
迎
え
た
年
官
が
、
非
律
令
太
政
官
制
的
な
特
質
を
備
え
つ
つ
も
、
八
世
紀
以

来
の
律
令
太
政
官
制
と
共
存
し
て
い
る
こ
と
は
、
古
代
国
家
の
過
渡
期
の
様
子

を
、
人
事
権
と
い
う
側
面
で
よ
く
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

以
上
、
人
事
権
と
し
て
の
年
官
の
考
察
を
行
っ
た
。
論
証
の
内
容
に
比
べ
、

あ
ま
り
に
無
謀
な
展
望
を
述
べ
た
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。
論
じ
残
し
た

点
も
非
常
に
多
く
、
こ
れ
ら
は
全
て
今
後
の
課
題
と
し
、
地
道
に
論
を
詰
め
て

い
き
た
い
と
思
う
。

も
と
よ
り
十
分
な
内
容
を
と
も
な
っ
た
研
究
と
は
い
え
ず
、
ノ
ー
ト
に
も
な

ら
な
い
と
の
謗
り
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
公
卿
給
」
に
関
す
る
知
見
や
、
人

事
権
と
し
て
の
年
官
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
異
論
は
あ
ろ
う
が
、
先
行
研
究
に

は
な
い
新
た
な
視
点
を
若
干
な
が
ら
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

ご
批
判
は
甘
ん
じ
て
受
け
た
い
。

〈
註
〉

（
１
） 

時
野
谷
滋
「
年
給
制
度
の
研
究
」（『
律
令
封
禄
制
度
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
七
）。
な
お
時
野
谷
氏
に
先
行
す
る
研
究
と
し
て
は
、
小
中
村
清
矩
「
年
官
年

爵
并
成
功
重
任
考
」（『
陽
春
廬
雑
考
』吉
川
半
七
、一
八
九
七
）、
八
代
国
治「
年
給
考
」

（『
国
史
叢
説
』
吉
川
弘
文
館
、一
九
二
五
、初
出
は
一
九
〇
〇
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
２
） 

尾
上
陽
介
「
年
官
制
度
の
本
質
」（『
史
観
』
一
四
五
、二
〇
〇
一
）。

（
３
） 

神
道
大
系
『
北
山
抄
』
所
収
。
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
『
北
山
抄
』（
八
木
書
店
、

一
九
九
五
）
に
よ
り
一
部
字
句
等
を
改
め
た
。
な
お
巻
子
本
巻
三
乙
本
は
公
任
の
自
筆

と
し
て
伝
来
し
た
も
の
で
、
平
安
時
代
を
下
ら
な
い
古
鈔
本
と
さ
れ
る
。
橋
本
義
彦

「『
北
山
抄
』」（『
日
本
古
代
の
儀
礼
と
典
籍
』
青
史
出
版
、
一
九
九
九
、
初
出
は

一
九
九
六
）
参
照
。

（
４
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
２
）
尾
上
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
５
） 
『
日
本
紀
略
』
に
よ
る
と
こ
の
日
に
臨
時
除
目
が
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
後
述

す
る
よ
う
に
、「
公
卿
給
」
は
直
物
に
先
立
っ
て
作
成
さ
れ
る
文
書
で
あ
る
が
、『
日
本

紀
略
』
で
は
同
年
五
月
十
九
日
に
直
物
が
行
わ
れ
た
と
し
、
当
該
「
公
卿
給
」
の
五
月
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二
十
一
日
と
い
う
日
付
と
合
わ
な
い
。
こ
の
近
辺
に
は
他
に
直
物
開
催
の
史
料
が
見
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
ど
ち
ら
か
の
誤
り
と
考
え
て
お
き
た
い
。

（
６
） 

な
お
『
北
山
抄
』
に
は
天
暦
三
年
「
公
卿
給
」
に
続
い
て
、「
二
合
」、「
停
任
」

の
実
例
も
掲
げ
て
い
る
。「
二
合
」
に
つ
い
て
は
『
江
次
第
鈔
』
に
、

　
　
　

 （
前
略
）
親
王
巡
給
・
公
卿
年
給
・
未
給
等
中
、
申　
二

二
合　
一

者
也
。
尻
付
注　
二

去
年

給
若
当
年
給
等　
一

不　
レ

書　
二

任
人
之
官
姓
名　
一

。
只
書　
二

給
人
官
姓
名
許　
一

也
。（
後
略
）

　
　

と
あ
り
、
二
合
（
年
官
と
し
て
給
さ
れ
た
二
分
の
官
〔
目
〕
と
一
分
の
官
〔
史
生
〕

一
名
分
ず
つ
を
合
わ
せ
、
三
分
の
官
〔
掾
〕
一
人
の
任
官
を
申
請
す
る
こ
と
）
を
行
っ

た
親
王
や
公
卿
を
列
記
す
る
も
の
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
公
卿
給
」
に
記
さ
れ
た

任
官
の
中
か
ら
二
合
に
よ
る
も
の
を
選
び
出
し
、
そ
の
給
主
（
給
人
）
を
書
き
出
し
た

の
が
「
二
合
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　

ま
た
、「
停
任
」
に
つ
い
て
も
同
書
は
、

　
　
　

 （
前
略
）
院
宮
・
親
王
・
公
卿
給
中
、
名
替
・
国
替
也
。〈
不　
レ

書　
二

国
替　
一

、
破
停

者
也
。〉
五
畿
七
道
諸
国
次
第
書　
レ

之
。
停
任
者
依　
二

名
替　
一

。（
後
略
）

 

と
し
、「
停
任
」
は
年
官
の
う
ち
名
替
（
年
官
に
よ
り
一
度
任
官
さ
れ
た
人
物
が
、
官

職
が
不
服
で
あ
る
な
ど
の
理
由
で
任
官
を
拒
否
し
た
結
果
、
替
わ
り
の
他
の
人
物
を
改

め
て
任
じ
る
こ
と
）
や
国
替
（
同
様
の
理
由
で
人
物
は
そ
の
ま
ま
に
官
職
〔
国
〕
を
替

え
て
改
任
す
る
こ
と
）
に
か
か
わ
る
文
書
で
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
「
公
卿
給
」

の
中
か
ら
停
任
の
必
要
の
あ
る
名
替
な
ど
の
事
例
を
抜
き
出
し
た
文
書
と
い
う
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

　
　
『
北
山
抄
』
の
引
く
「
二
合
」、「
停
任
」
は
年
紀
を
欠
き
、
こ
れ
ら
と
天
暦
三
年
「
公

卿
給
」
の
内
容
は
一
部
対
応
す
る
部
分
も
見
ら
れ
る
が
、
判
然
と
し
な
い
点
も
多
い
。

小
稿
で
は
「
公
卿
給
」
の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
、「
二
合
」、「
停
任
」
の
検
討

に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　

な
お
二
合
、
名
替
、
国
替
の
定
義
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
１
）
時
野
谷
論
文
参
照
。

（
７
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
前
掲
註
（
２
）
尾
上
論
文
で
も
指
摘
が
あ
り
、『
大

日
本
史
料
』
万
寿
元
年
（
一
〇
二
四
）
十
二
月
十
六
日
条
（
第
二
編
之
二
十
一
）
な
ど

で
も
「
公
卿
給
」
の
作
成
に
関
す
る
記
事
を
直
物
に
か
か
わ
ら
せ
て
掲
出
し
て
い
る
。

な
お
筆
者
も
、
前
掲
の
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
三
月
十
日
条
の
註
釈
と
い
う
形
で

簡
潔
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
（
山
中
裕
編
『
御
堂
関
白
記
全
註
釈　

寛
弘
五
年
』〔
思

文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
〕）。

（
８
） 

名
替
・
国
替
に
つ
い
て
は
、
註
（
６
）
参
照
。
ま
た
未
給
と
は
、
前
年
以
前
の

行
使
さ
れ
な
か
っ
た
年
官
に
よ
っ
て
任
意
の
人
物
を
申
任
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
９
） 

『
西
宮
記
』巻
二
直
物
、『
北
山
抄
』巻
一
直
物
事
、『
江
家
次
第
』巻
四
直
物
な
ど
。

（
10
） 

中
原
師
弘
編
。
鎌
倉
時
代
中
期
頃
成
立
。
時
野
谷
滋
「
除
目
抄
（
師
弘
除
目
抄
）」

（
前
掲
書
、
一
九
七
七
）
参
照
。

（
11
） 

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
『
直
物
事
』（
請
求
番
号
一
四
五―

〇
三
六
八
、

文
化
六
年
写
）
及
び
『
山
槐
記
抜
書
』（
請
求
番
号
一
四
四―

〇
三
九
五
）
第
四
冊
「
直

物
一
」
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
「
直
物
抄
」
と
称
さ
れ
、
元
来

六
冊
本
で
あ
っ
た
こ
と
、
長
寛
三
年
（
一
一
六
五
）
に
藤
原
（
中
山
）
忠
親
に
よ
っ
て

編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
時
野
谷
滋
「
直
物
抄
」（
前
掲
書
、一
九
七
七
）
参
照
。

（
12
） 

な
お
外
記
や
式
部
丞
が
「
公
卿
給
」
等
を
受
け
取
る
場
に
つ
い
て
、
Ⅳ
で
は
執

筆
大
臣
の
里
第
と
し
て
い
る
が
、
表
の
⑫―

２
や
⑮―

１
の
よ
う
に
、
陣
で
下
さ
れ
た
例

も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
後
者
の
例
で
は
、「
多
於　
レ

家
下
給
欤
」
と
さ
れ
て
お
り
、
里
第

で
下
す
の
が
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
13
） 

「
二
合
」、「
停
任
」
の
役
割
・
機
能
や
「
公
卿
給
」
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
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今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
14
） 
渡
辺
直
彦
「
藤
原
実
資
家
「
家
司
」
の
研
究
」（『
日
本
古
代
官
位
制
度
の
基
礎

的
研
究　

増
補
版
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
、
初
出
は
一
九
六
九
）。

（
15
） 

『
西
宮
記
』
巻
二
除
目
に
は
、
召
名
（
清
書
）
作
成
後
「
成
文
・
大
間
執
筆
随
身
」

と
見
え
て
お
り
、
大
間
書
や
成
文
は
執
筆
が
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
16
） 

『
除
目
抄
（
師
弘
除
目
抄
）』
に
は
、「
公
卿
給
。〈
信
俊
真
人
説
、
下
名
加
任
先

可　
レ

入　
レ

之
云
々
。
他
人
多
不　
レ

入　
レ

之
歟
。〉」
と
あ
り
、
下
名
の
際
＝
召
名
作
成
の
際
の

加
任
者
に
つ
い
て
は
、「
公
卿
給
」
に
入
れ
な
い
の
が
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
17
） 

先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
公
卿
給
」
は
年
官
に
よ
る
任
官
者
を
列
記
す
る
文
書

で
あ
る
。
た
し
た
が
っ
て
、
⑧
の
阿
波
介
厶
姓
貞
友
は
、
介
の
申
任
で
あ
る
こ
と
か
ら

臨
時
給
に
よ
る
任
官
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
前
掲
註
（
１
）
時
野
谷
論
文
参
照
）。

な
お
、
本
文
に
引
用
し
た
治
暦
三
年
三
月
二
十
五
日
直
物
勘
文
に
は
、
年
官
と
思
し
き

河
内
大
目
や
出
雲
大
掾
と
と
も
に
、
年
官
と
は
見
な
し
が
た
い
左
少
史
や
右
近
衛
将
曹

も
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
直
物
勘
文
は
年
官
に
よ
る
任
官
事
例
に
つ
い
て
の
み

記
載
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
18
） 

な
お
こ
の
事
例
は
、
摂
政
が
置
か
れ
て
い
る
時
の
「
公
卿
給
」
の
下
し
方
に
関

す
る
道
長
の
認
識
を
示
す
興
味
深
い
記
事
で
あ
る
。
こ
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
機
を
改

め
て
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。

（
19
） 

な
お
、
養
老
職
員
令
２
太
政
官
条
の
大
外
記
の
職
掌
「
稽
失
検
出
」
の
文
言
は
、

大
宝
令
に
は
な
か
っ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（
榎
本
淳
一「
養
老
令
試
論
」〔『
日

本
律
令
制
論
集　

上
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
）。
し
か
し
養
老
令
で
は
確
認
で

き
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
に
し
て
も
八
世
紀
の
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
、
外
記
は
「
文

案
」、「
公
文
」
を
含
め
た
「
稽
失
」
の
検
出
を
職
務
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
20
） 

古
瀬
奈
津
子
「
宮
の
構
造
と
政
務
運
営
法
」（『
日
本
古
代
王
権
と
儀
式
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
八
、
初
出
は
一
九
八
四
）。

（
21
） 

西
本
昌
弘
「
八
・
九
世
紀
の
内
裏
任
官
義
と
可
任
人
名
簿
」（『
日
本
古
代
儀
礼

成
立
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
七
、
初
出
一
九
九
五
）、
市
大
樹
「
国
司
任
符
の

発
給
に
つ
い
て
」（『
延
喜
式
研
究
』
一
四
、
一
九
九
八
）、「
国
司
任
符
に
関
す
る
基
礎

的
考
察
」（『
古
文
書
研
究
』
四
七
、
一
九
九
八
）。

（
22
） 

具
体
的
に
は
、
各
官
人
の
正
確
な
官
位
姓
名
の
表
記
が
分
か
る
よ
う
な
資
料
が

想
定
さ
れ
る
。

（
23
） 

註
（
12
）
参
照
。

（
24
） 

『
西
宮
記
』
巻
二
除
目
に
は
「
凡
挙
、
外
記
・
史
・
式
部
民
部
丞
・
左
右
衛
門
尉
也
」

と
見
え
て
い
る
。

（
25
） 

顕
官
挙
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
郡
司
と
天
皇
制
」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
六―

一
二
、
二
〇
〇
七
）
に
お
い
て
も
若
干
の
考
察
を
加
え
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ

た
い
。

（
26
） 

『
北
山
抄
』
巻
三
除
目
事
、『
江
家
次
第
』
巻
四
除
目
も
参
照
し
た
。

（
27
） 

早
川
庄
八「
選
任
令
・
選
叙
令
と
郡
領
の「
銓
擬
」」（『
日
本
古
代
官
僚
制
の
研
究
』

岩
波
書
店
、
一
九
八
六
、
初
出
は
一
九
八
四
）。

（
28
） 

玉
井
力
ａ
「
平
安
時
代
の
除
目
に
つ
い
て
」（『
平
安
時
代
の
貴
族
と
天
皇
』
岩

波
書
店
、
二
〇
〇
〇
、
初
出
は
一
九
八
四
）、
ｂ
「『
紀
家
集
』
紙
背
文
書
に
つ
い
て
」

（
同
書
、
初
出
は
一
九
八
四
）
参
照
。
な
お
『
西
宮
記
』
巻
二
除
目
に
は
「
蔵
人
頭
、

於　
二

御
前　
一

選　
二

定
申
文　
一

。」
と
見
え
て
い
る
。

（
29
） 

未
給
、
名
替
、
国
替
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
註
（
６
）・（
８
）
参
照
。

（
30
） 

前
掲
註
（
28
）
玉
井
ａ
論
文
。
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（
31
） 

前
掲
註
（
１
）
時
野
谷
論
文
。

（
32
） 
大
津
透「
律
令
国
家
の
展
開
過
程
」（『
律
令
国
家
支
配
構
造
の
研
究
』岩
波
書
店
、

一
九
九
三
）、「
平
安
中
後
期
の
国
家
論
の
た
め
に
」（『
日
本
古
代
史
を
学
ぶ
』
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
九
、
初
出
は
二
〇
〇
六
）。

（
33
） 

吉
川
真
司「
摂
関
政
治
の
転
成
」（『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』塙
書
房
、
一
九
九
八
、

初
出
一
九
九
五
）、「
平
安
京
」（『
日
本
の
時
代
史
５　

平
安
京
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
二
）。

（
34
） 

山
口
英
男「
十
世
紀
の
国
郡
行
政
機
構
」（『
史
学
雑
誌
』一
〇
〇―

九
、一
九
九
一
）。

（
35
） 

森
公
章「
雑
色
人
郡
司
と
十
世
紀
以
降
の
郡
司
制
度
」（『
古
代
郡
司
制
度
の
研
究
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
、
初
出
は
一
九
九
八
・
一
九
九
九
）。

＊
史
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、『
御
堂
関
白
記
』、『
小
右
記
』
は
大
日
本
古
記
録
、『
西

宮
記
』、『
北
山
抄
』、『
江
家
次
第
』
は
新
訂
増
補
故
実
叢
書
と
神
道
大
系
、『
江
次
第

鈔
』
は
続
々
群
書
類
従
、『
除
目
抄
』、『
伝
宣
草
』、『
康
平
記
』
は
群
書
類
従
、『
朝
野

群
載
』、『
類
聚
符
宣
抄
』、『
令
集
解
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
養
老
令
は
日
本
思
想

大
系
『
律
令
』
を
使
用
し
た
。
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表
〈『
御
堂
関
白
記
』『
小
右
記
』
に
見
え
る
「
公
卿
給
」
関
連
記
事
一
覧
〉

番
号

出
典

年
月
日

直
前
除
目
（
執
筆
）

直
物

内
容

備
考

①

『
御
』

寛
弘
元
（
一
〇
〇
四
）
九
・
十
四

八
・
二
十
九　
（
藤
原
道
長
）

―

大
外
記
滋
野
善
言
に
「
公
卿
給
」
を
下
す
。

＠
道
長
邸

②―

１

『
御
』

寛
弘
四
（
一
〇
〇
七
）
正
・
二
十
四

十
二
・
十
六
（
藤
原
道
長
）

四
・
二
十
八

大
外
記
滋
野
善
言
に
「
公
卿
給
」
を
下
す
。

＠
道
長
邸

②―

２

『
御
』

寛
弘
四
（
一
〇
〇
七
）
四
・
二
十
八

十
二
・
十
六
（
藤
原
道
長
）

四
・
二
十
八

直
物
に
奉
仕
（
上
卿
ヵ
）。

③

『
御
』

寛
弘
五
（
一
〇
〇
八
）
二
・
十

一
・
二
十
八　
（
藤
原
道
長
）

六
・
二
十
一

大
外
記
滋
野
善
言
に
「
公
卿
給
」
を
下
し
、
式
部
丞
藤
原
資
業

に
「
停
任
」「
二
合
」
を
下
す
。

＠
道
長
邸

④―

１

『
御
』

長
和
二
（
一
〇
一
三
）
三
・
十
一

一
・
二
十
四　
（
藤
原
道
長
）

四
・
十
五

大
外
記
菅
野
敦
頼
に
「
公
卿
給
」
を
下
す
。

＠
道
長
邸
ヵ

④―

２

『
御
』

長
和
二
（
一
〇
一
三
）
四
・
十
五

一
・
二
十
四　
（
藤
原
道
長
）

四
・
十
五

直
物
に
奉
仕
（
上
卿
ヵ
）。

⑤―

１

『
御
』

長
和
四
（
一
〇
一
五
）
十
二
・
十
一

十
・
二
十
八
（
参
議
左
大
弁
源
道
方
）

十
二
・
二
十
七

藤
原
頼
任
が
「
公
卿
給
」
を
持
参
。

道
長
、
左
大
臣
・
准
摂
政

＠
東
宮
（
敦
成
親
王
）
の
道
長
宿
所

⑤―

２

『
御
』

長
和
四
（
一
〇
一
五
）
十
二
・
二
十
七

十
・
二
十
八
（
参
議
左
大
弁
源
道
方
）

十
二
・
二
十
七

直
物
に
奉
仕
（
上
卿
ヵ
）。

⑥―

１

『
御
』

長
和
五
（
一
〇
一
六
）
四
・
二

二
・
十
六　
（
参
議
左
大
弁
源
道
方
）

四
・
二
十
八

右
大
臣
藤
原
顕
光
・
内
大
臣
公
季
に
「
公
卿
給
」
を
送
り
、
直

物
を
行
う
よ
う
指
示
。
し
か
し
両
人
と
も
辞
退
。

道
長
、
摂
政
・
左
大
臣
（
十
二
・
七
ま
で
）

⑥―

２

『
小
』

長
和
五
（
一
〇
一
六
）
四
・
三

二
・
十
六　
（
参
議
左
大
弁
源
道
方
）

四
・
二
十
八

道
長
か
ら
上
卿
を
依
頼
さ
れ
る
。
し
か
し
先
例
不
快
と
し
て
辞

退
す
る
。

実
資
、
大
納
言

⑥―

３―

ａ
『
御
』

長
和
五
（
一
〇
一
六
）
四
・
四

二
・
十
六　
（
参
議
左
大
弁
源
道
方
）

四
・
二
十
八

天
慶
年
間
の
直
物
に
は
、
大
中
納
言
が
上
卿
を
勤
め
た
例
が
あ

る
と
す
る
。

⑥―

３―

ｂ
『
小
』

長
和
五
（
一
〇
一
六
）
四
・
四

二
・
十
六　
（
参
議
左
大
弁
源
道
方
）

四
・
二
十
八

道
長
か
ら
、
直
物
の
上
卿
を
他
の
公
卿
（
摂
政
で
あ
る
道
長
以

外
の
公
卿
）
に
行
わ
せ
る
場
合
の
「
公
卿
給
」
の
扱
い
に
つ
い

て
問
い
合
わ
せ
を
受
け
る
。

⑥―

４

『
御
』

長
和
五
（
一
〇
一
六
）
四
・
十
五

二
・
十
六　
（
参
議
左
大
弁
源
道
方
）

四
・
二
十
八

大
外
記
小
野
文
義
に
「
公
卿
給
」
を
下
す
。
摂
政
在
職
時
の
「
前

例
」
を
示
す
。

＠
道
長
邸
（
方
忌
先
）

⑥―

５

『
御
』

長
和
五
（
一
〇
一
六
）
四
・
二
十
八

二
・
十
六　
（
参
議
左
大
弁
源
道
方
）

四
・
二
十
八

直
物
が
行
わ
れ
る
。

⑦

『
小
』

寛
仁
三
（
一
〇
一
九
）
十
一
・
二
十
八
《
初
》
十
・
十
（
参
議
左
大
弁
源
道
方
）
十
二
・
二
十
一

直
物
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、い
ま
だ
「
公
卿
給
」
が
下
さ
れ
ず
。

十
二
・
十
一
以
降
に
延
引
。

摂
政
は
内
大
臣
藤
原
頼
通

⑧

『
小
』

治
安
元
（
一
〇
二
一
）
十
・
八

八
・
二
十
九　
（
藤
原
実
資
）

十
・
八

直
物
の
上
卿
を
勤
め
る
。
除
目
清
書
の
際
の
加
任
者
は
大
間
書

に
な
い
た
め
、「
公
卿
給
」
に
記
さ
れ
ず
。
ま
た
直
物
終
了
後
、

「
停
任
」「
二
合
」
を
陣
後
で
式
部
丞
藤
原
良
任
に
下
す
。

⑨―

１

『
小
』

治
安
三
（
一
〇
二
三
）
十
一
・
二
十
五

十
・
五
（
藤
原
実
資
）・
十
・
十

十
二
・
十
五

「
公
卿
給
」「
停
任
」
を
大
外
記
清
原
頼
隆
に
下
す
。

＠
実
資
邸

⑨―

２

『
小
』

治
安
三
（
一
〇
二
三
）
十
二
・
十
五

十
・
五
（
藤
原
実
資
）・
十
・
十

十
二
・
十
五

直
物
の
上
卿
を
勤
め
る
。

⑨―

３

『
小
』

治
安
三
（
一
〇
二
三
）
十
二
・
十
七

十
・
五
（
藤
原
実
資
）・
十
・
十

十
二
・
十
五

式
部
丞
源
経
長
に
「
停
任
」
を
下
す
（「
除
目
後
、
可
早
下
」）。

＠
実
資
邸

⑩―

１

『
小
』

万
寿
元
（
一
〇
二
四
）
十
一
・
二

十
・
十
七
（
藤
原
実
資
）

十
二
・
十
六

大
間
書
と
成
文
を
大
外
記
清
原
頼
隆
に
下
し
、「
公
卿
給
」
を

作
成
さ
せ
て
い
る
。

頼
隆
は
実
資
の
家
司

⑩―

２

『
小
』

万
寿
元
（
一
〇
二
四
）
十
一
・
九

十
・
十
七
（
藤
原
実
資
）

十
二
・
十
六

頼
隆
が
大
間
書
と
成
文
を
返
却
。
実
資
は
「
公
卿
給
」
の
土
代

を
見
せ
る
よ
う
に
要
求
。
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⑩―
３

『
小
』

万
寿
元
（
一
〇
二
四
）
十
二
・
十

十
・
十
七
（
藤
原
実
資
）

十
二
・
十
六

「
公
卿
給
」「
二
合
」「
停
任
」
を
大
外
記
に
清
原
頼
隆
に
下
す
。

＠
実
資
邸

⑩―

４

『
小
』

万
寿
元
（
一
〇
二
四
）
十
二
・
十
六

十
・
十
七
（
藤
原
実
資
）

十
二
・
十
六

直
物
の
上
卿
を
勤
め
る
。

⑩―

５

『
小
』

万
寿
元
（
一
〇
二
四
）
十
二
・
十
九

十
・
十
七
（
藤
原
実
資
）

十
二
・
十
六

「
二
合
」「
停
任
」
を
式
部
丞
源
則
成
に
下
す
。

＠
実
資
邸
？

⑪

『
小
』

万
寿
二
（
一
〇
二
五
）
三
・
十
一

正
・
二
十
九
（
藤
原
実
資
）

六
・
二
十
七

「
公
卿
給
」「
二
合
」「
停
任
」
の
三
通
を
大
外
記
清
原
頼
隆
に

下
す
。

実
資
直
物
の
上
卿
を
勤
め
る
（『
左
経
記
』）

＠
実
資
邸
？

⑫―

１

『
小
』

万
寿
二
（
一
〇
二
五
）
十
二
・
四

十
・
二
十
一
（
藤
原
実
資
）

―

関
白
頼
通
に
貸
し
出
し
て
い
た
大
間
書
が
返
却
さ
れ
、
そ
れ
を

清
原
頼
隆
に
下
す
。
ま
た
「
公
卿
給
」
を
作
成
さ
せ
る
た
め
、

申
文
（
成
文
）
も
下
す
。

当
該
部
分
「
為
令
仰
公
卿
申
文
等
加
給
」
だ
が
、
頭
書
「
公
卿

給
事
」
よ
り
「
給
」
字
を
補
い
「
為
令
仰
公
卿
給
申
文
等
加
給
」

と
考
え
た
。

⇒

万
寿
元
十
一
・
二
、同
四
十
二
・
二
、長
元
二
十
二
・
五
条
参
照

⑫―

２

『
小
』

万
寿
二
（
一
〇
二
五
）
十
二
・
十
四

十
・
二
十
一
（
藤
原
実
資
）

―

官
奏
な
ど
の
後
、
陣
に
お
い
て
「
公
卿
給
」「
二
合
」「
停
任
」

を
大
外
記
清
原
頼
隆
に
下
し
、陣
後
に
お
い
て「
二
合
」「
停
任
」

を
蔵
人
式
部
丞
備
通
（
橘
済
通
ヵ
）
に
下
す
。

＠
陣
座

⑬―

１

『
小
』

万
寿
四
（
一
〇
二
七
）
二
・
二

正
・
二
十
七
（
藤
原
実
資
）

三
・
十
六

関
白
頼
通
に
貸
し
出
し
て
い
た
大
間
書
が
返
却
さ
れ
、
そ
れ
を

大
外
記
清
原
頼
隆
に
下
し
、「
直
物
料
」
の
「
公
卿
給
」
を
作

成
さ
せ
た
。

⑬―

２

『
小
』

万
寿
四
（
一
〇
二
七
）
三
・
十
三

正
・
二
十
七
（
藤
原
実
資
）

三
・
十
六

頼
隆
が「
公
卿
給
」を
持
参
。
清
書
の
の
ち
下
す
こ
と
と
す
る
。

⑬―

３

『
小
』

万
寿
四
（
一
〇
二
七
）
三
・
十
四

正
・
二
十
七
（
藤
原
実
資
）

三
・
十
六

「
公
卿
給
」「
二
合
」「
停
任
」
を
外
記
（
頼
隆
？
）
に
下
す
。

＠
実
資
邸

⑬―

４

『
小
』

万
寿
四
（
一
〇
二
七
）
三
・
十
五

正
・
二
十
七
（
藤
原
実
資
）

三
・
十
六

「
二
合
」「
停
任
」
を
式
部
丞
源
経
任
に
下
す
。

＠
実
資
邸

⑬―

５

『
小
』

万
寿
四
（
一
〇
二
七
）
三
・
十
六

正
・
二
十
七
（
藤
原
実
資
）

三
・
十
六

直
物
の
上
卿
を
勤
め
る
。

⑭―

１

『
小
』

長
元
二
（
一
〇
二
九
）
二
・
五

正
・
二
十
四
（
藤
原
実
資
）

四
・
十
一

大
間
書
、
成
文
を
大
外
記
清
原
頼
隆
に
下
し
、「
公
卿
給
」
を

作
成
さ
せ
る
。

⑭―

２

『
小
』

長
元
二
（
一
〇
二
九
）
三
・
二

正
・
二
十
四
（
藤
原
実
資
）

四
・
十
一

頼
隆
に
「
公
卿
給
」「
二
合
」「
停
任
」
を
下
す
。

＠
実
資
邸

⑮―

１

『
小
』

長
元
四
（
一
〇
三
一
）
三
・
二
十
二

二
・
十
七　
（
藤
原
教
通
）

三
・
二
十
八

内
大
臣
藤
原
教
通
が
陣
の
南
座
に
お
い
て
「
公
卿
給
」「
二
合
」

「
停
任
」
を
下
し
た
。
こ
れ
に
つ
き
実
資
「
多
於
家
下
給
欤
」。

＠
陣
座

⑮―

２

『
小
』

長
元
四
（
一
〇
三
一
）
三
・
二
十
三

二
・
十
七　
（
藤
原
教
通
）

三
・
二
十
八

先
の
教
通
の
行
為
を
、
大
外
記
小
野
文
義
も
異
例
と
す
る
。

⑯―

１

『
小
』

長
元
五
（
一
〇
三
二
）
十
二
・
二

十
・
二
十
六
（
藤
原
実
資
）

―

「
公
卿
給
」「
二
合
」「
停
任
」
を
大
外
記
小
野
文
義
に
下
す
。

＠
実
資
邸

⑯―

２

『
小
』

長
元
五
（
一
〇
三
二
）
十
二
・
四

十
・
二
十
六
（
藤
原
実
資
）

―
「
二
合
」「
停
任
」
を
式
部
丞
藤
原
兼
安
に
下
す
。

＠
実
資
邸
？

⑯―

３

『
小
』

長
元
五
（
一
〇
三
二
）
十
二
・
十
二

十
・
二
十
六
（
藤
原
実
資
）

―
関
白
頼
通
が
、大
外
記
小
野
文
義
に
除
目
の
執
筆
で
な
い
者
が
、

直
物
の
上
卿
を
勤
め
た
例
を
勘
申
す
る
よ
う
指
示
。
近
代
に
は

そ
の
例
見
え
ず
と
す
る
。

実
資
、
穢
に
よ
り
直
物
の
上
卿
を
勤
め
ら
れ
な
く
な
る
。

⑯―

４

『
小
』

長
元
五
（
一
〇
三
二
）
十
二
・
十
四

十
・
二
十
六
（
藤
原
実
資
）

―

文
義
の
勘
申
に
対
し
、
実
資
は
『
清
慎
公
記
』
天
徳
四
・
十
・
九

条
に
他
の
公
卿
に
直
物
の
上
卿
を
行
わ
せ
た
例
が
あ
る
と
す

る
。
ま
た
、
直
物
の
こ
と
は
天
皇
（
関
白
）
が
関
与
す
る
こ
と

で
は
な
く
、
執
筆
の
裁
量
に
あ
る
と
す
る
。

（
註
１
）　
『
御
』
は
『
御
堂
関
白
記
』、『
小
』
は
『
小
右
記
』
を
示
す　
（
註
２
）　

除
目
は
原
則
竟
日　
（
註
３
）　

網
掛
け
部
は
、
摂
政
儀
（
直
廬
に
よ
る
除
目
）
を
示
す
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〈
共
同
研
究
報
告
〉

古
記
録
に
お
け
る
宗
教
習
俗
の
記
載

―

記
載
対
象
の
選
択
の
観
点
か
ら―

上　

野　

勝　

之

は
じ
め
に

貴
族
た
ち
の
日
記
で
あ
る
古
記
録
に
は
、
彼
ら
の
主
た
る
関
心
事
で
あ
る
公

事
以
外
に
も
、
日
常
生
活
や
社
会
風
俗
な
ど
の
様
々
な
出
来
事
が
折
に
触
れ
て

書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
研
究
者
が
古
記
録
を
利
用
し
た
社
会
史
、

文
化
史
的
テ
ー
マ
の
研
究
を
行
な
う
場
合
、
一
定
範
囲
の
古
記
録
の
中
か
ら
研

究
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
内
容
を
持
つ
記
事―

多
く
の
場
合
は
散
発
的
・
断
片
的
な

も
の―

を
収
集
・
抜
粋
し
、
そ
れ
ら
を
横
断
的
に
分
析
し
て
結
果
を
導
き
出
す

作
業
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
論
者
が
研
究
対
象
と
す
る
平
安
時
代
に
お
い
て
上
記
の
研
究
方
法

を
と
る
場
合
、
い
く
つ
か
の
困
難
に
直
面
す
る
。
ま
ず
、
史
料
が
限
ら
れ
た
摂

関
期
の
古
記
録
に
見
ら
れ
ず
比
較
的
史
料
に
恵
ま
れ
た
院
政
期
の
古
記
録
に
初

出
す
る
事
柄
が
存
在
す
る
時
、
事
実
と
し
て
院
政
期
か
ら
現
出
し
た
も
の
で
あ

る
の
か
、
史
料
の
残
存
状
況
の
相
違
か
ら
摂
関
期
に
は
確
認
で
き
な
い
た
め
で

あ
る
の
か
、
判
断
し
難
い）

1
（

。
ま
た
、
神
社
参
詣
や
宗
教
習
俗
と
い
っ
た
事
柄
で

は
、
古
記
録
上
の
初
出
以
前
に
和
歌
や
随
筆
と
い
っ
た
仮
名
資
料
類
に
時
代
的

に
早
く
、
か
つ
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
く
、
古
記
録
だ
け

で
は
充
分
な
材
料
と
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る）

2
（

。
こ
の
よ
う
に
、
特
に
日
常
生
活

に
お
け
る
習
俗
な
ど
を
テ
ー
マ
と
す
る
場
合
、
研
究
の
材
料
と
な
る
古
記
録
の

性
質
に
関
わ
る
様
々
な
問
題
が
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
個
々
の
古
記
録
の
性
格

の
違
い
や
摂
関
期
と
院
政
期
の
古
記
録
の
記
載
態
度
に
相
違
が
あ
る
の
か
と

い
っ
た
点
や
、
古
記
録
は
ど
の
よ
う
な
事
柄
を
記
載
す
る
も
の
な
の
か
、
逆
に

多
く
の
日
記
記
事
で
は
省
略
さ
れ
る
よ
う
な
事
柄
を
記
載
す
る
場
合
に
は
何
ら

か
の
理
由
が
存
在
す
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
漢
文
体
の
古

記
録
と
仮
名
資
料
類
が
対
象
と
す
る
事
柄
の
相
違
点
、
あ
る
い
は
平
安
時
代
に

記
さ
れ
た
日
記
が
伝
領
、
書
写
、
再
利
用
さ
れ
て
い
く
過
程
で
い
か
な
る
取
捨

選
択
が
な
さ
れ
現
在
に
至
る
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
課
題
に
も
繋
が
っ
て
く

る
。
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本
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で
論
者
が
行
っ
て
き
た
研
究
の
中
で
改
め
て
浮
上
し

て
き
た
以
上
の
よ
う
な
諸
問
題
を
考
察
す
る
糸
口
を
探
っ
て
ゆ
き
た
い
。
具
体

的
に
は
、
平
安
時
代
の
古
記
録
及
び
仮
名
資
料
に
散
発
的
に
記
さ
れ
る
二
つ
の

祭
祀
習
俗
、
宅
神
祭
と
宮
咩
祭
に
関
す
る
記
載
を
題
材
に
、
摂
関
期
と
院
政
期

の
相
違
、
古
記
録
と
仮
名
資
料
の
対
比
を
行
い
つ
つ
、
個
々
の
断
片
的
な
記
事

の
性
格
を
検
討
し
て
い
く
。
む
ろ
ん
論
者
に
は
古
記
録
全
般
や
書
記
テ
キ
ス
ト

一
般
に
関
わ
る
問
題
系
に
つ
い
て
論
じ
る
能
力
は
到
底
な
い
が
、
書
記
主
体
に

よ
っ
て
自
覚
的
・
無
自
覚
的
に
書
か
れ
た
も
の
と
い
う
古
記
録
の
性
質
に
つ
い

て
よ
り
深
く
再
考
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

一
章　

宅
神
祭
に
関
す
る
史
資
料

宅
神
祭
は
四
月
と
一
一
月
に
家
内
の
神
を
祭
る
祭
祀
で
あ
る
。
管
見
の
限
り

宅
神
祭
に
つ
い
て
最
も
史
料
を
収
集
し
た
も
の
は
『
古
事
類
苑
』
神
祇
部
で
あ

る
が
、
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
に
よ
る
言
及
・
分
析
も
な
さ
れ
て
い
る）

3
（

。
本
稿

も
そ
れ
ら
を
参
照
し
な
が
ら
、
ま
ず
摂
関
期
の
古
記
録
及
び
仮
名
資
料
類
、
次

に
院
政
期
以
後
の
宅
神
祭
史
資
料
を
掲
げ
、
そ
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
確
認
し

て
お
く
。

摂
関
期
の
古
記
録
で
は
四
例
見
え
る
。
①
『
権
記
』
寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）

四
月
二
九
日
条
に
「
宅
神
祭
也
、
忌　
二

女
房
食　
一（
略
）」、
②
『
左
経
記
』
万
寿

二
年
（
一
〇
二
五
）
四
月
二
六
日
条
「
宅
神
祭
、
仍
不　
二

念
誦　
一

」、
③
『
小

右
記
』
万
寿
二
年
一
一
月
二
一
日
条
の
頭
書
に
「
宅
神
祭
」、
④
『
同
』
長
元

元
（
一
〇
二
八
）
一
一
月
二
五
日
条
の
本
文
中
に
は
他
の
話
題
に
挟
ま
れ
て
「
宅

神
祭
」
と
の
み
記
載
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
四
月
、
一
一
月
の
下
旬
に
行
う
こ

と
の
ほ
か
、
①
か
ら
女
性
が
精
進
し
て
祀
る
ら
し
い
こ
と
、
②
で
は
男
性
も
念

誦
を
避
け
て
は
い
る
が
女
性
よ
り
も
斎
が
軽
く
、
関
与
は
薄
い
ら
し
い
こ
と
が

推
測
で
き
る
。

和
歌
で
は
、『
貫
之
集
』
承
平
六
年
（
九
三
六
）
の
月
次
屏
風
歌
題
に
「
四

月
に
神
祭
る
所
」、
天
慶
八
年
（
九
四
五
）
内
裏
屏
風
に
も
「
神
祭
る
家
」、
次

い
で
『
能
宣
集
』「
一
一
月
神
祭
る
家
の
ま
え
に
」、「
四
月
家
の
神
祭
る
所
」

な
ど
と
あ
り
、
一
〇
世
紀
代
か
ら
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
能
宣
集
』
に
は

「
み
む
ろ
山
み
ね
の
さ
か
き
葉
よ
ろ
づ
よ
に　

を
り
て
ま
つ
ら
ん
わ
が
や
ど
の

神
」
と
詠
わ
れ
、『
経
信
母
集
』
に
「
霜
月
神
祭
る
と
こ
ろ
に
榊
さ
す
」
と
あ
る
。

既
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
和
歌
か
ら
は
女
性
が
榊
を
用
い
て
祀
る
こ
と
、
外

か
ら
祭
祀
の
様
子
が
見
え
る
こ
と
か
ら
屋
外
・
庭
中
で
祀
る
様
子
が
判
明
し
、

古
記
録
を
補
う
も
の
と
な
る
。
こ
の
他
、
摂
関
期
以
前
に
も
『
令
集
解
』
神
祇

令
月
次
祭
条
に
は
「
如　
二

庶
人
宅
神
祭　
一

也
」、
平
城
京
二
条
大
路
か
ら
は
藤
原

麻
呂
の
別
宅
で
あ
る
「
岡
本
宅
神
祭
料
」
と
記
す
木
簡
が
出
土
し
て
お
り）

4
（

、
宅

神
祭
が
既
に
奈
良
時
代
に
は
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

祭
祀
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
井
や
竈
な
ど
住
宅
内
の
諸
神
を
祀
る
祭
祀
、
農

耕
祭
祀
、
祖
霊
の
祀
り
と
い
っ
た
解
釈
が
提
示
さ
れ
て
い
る）

5
（

。
宅
内
の
諸
神
と

は
、
神
祇
官
の
忌
部
氏
が
内
裏
を
祀
る
大
殿
祭
で
は
天
皇
の
御
在
所
（
仁
寿
殿
・

清
涼
殿
）
や
紫
宸
殿
の
四
角
及
び
湯
殿
、
厠
殿
、
御
厨
子
所
、
炊
殿
を
祀
り

（『
延
喜
式
』
四
時
祭
式
）、
貴
族
の
引
越
し
で
門
・
戸
・
井
・
竈
・
堂
・
庭
・
厠

な
ど
の
諸
神
を
祀
る
（『
類
従
雑
要
抄
』
二
「
康
平
六
年
（
一
〇
六
三
）
七
月
藤
原
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師
実
花
山
院
移
徒
勘
文
」）
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る）

6
（

。
農
耕
祭
祀
説
は
農
村
の
経

営
主
体
で
あ
る
家
を
重
視
す
る
説
と
「
宅
神
」
の
宅
を
古
代
豪
族
の
経
営
拠
点

で
あ
る
ヤ
ケ
を
指
す
と
解
す
る
説
が
あ
り
、
先
祖
霊
説
は
民
俗
学
の
学
説
に
基

づ
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
祭
祀
の
性
格
に
つ
い
て
は
踏
み
込
ま
な
い
が
、
上
述

の
史
料
か
ら
は
少
な
く
と
も
屋
外
で
も
行
な
う
こ
と
（
屋
内
の
行
為
が
な
い
と

は
言
え
な
い
）、
女
性
の
主
催
、
家
や
家
人
の
安
泰
を
願
う
と
い
っ
た
点
が
確

認
で
き
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
祭
祀
の
性
格
も
生
活
環
境
や
時
代
に
よ
っ
て
変

遷
す
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
古
代
に
お
け
る
「
家
」
の
安
泰
は
生
産
活
動
と
密

接
に
結
び
付
く
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
一
種
類
の
性
格
に
の
み
限
定
す
る
必

要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
理
解
を
前
提
に
古
記
録
の
宅
神
祭
史
料
を
見
直
す
な
ら
ば
、
他
の
年

に
も
四
月
、
一
一
月
下
旬
の
記
事
が
存
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
極
め
て
記
載
が
少

な
い
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
①
に
着
目
す
る
と
、
記
主
行
成
は
長
保

四
年
（
一
〇
〇
二
）
一
〇
月
に
妻
を
失
い
、
そ
の
後
間
も
な
く
再
婚
し
た
と
推

定
さ
れ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
つ
ま
り
主
催
者
で
あ
る
「
女
房
」
が
新
し
い
妻
で

あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
宅
神
祭
は
先
妻
の
一
周
忌
後
ま
も
な
く
と
な
り
、

常
の
年
の
宅
神
祭
よ
り
重
要
な
意
義
の
あ
る
儀
式
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る）

7
（

。
こ

の
よ
う
に
考
え
て
よ
け
れ
ば
、
他
の
三
例
に
つ
い
て
も
事
情
は
不
明
な
が
ら
何

ら
か
の
意
味
の
あ
る
記
載
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

次
に
院
政
期
以
後
の
古
記
録
で
は
、『
顕
広
王
記
』
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）、

永
万
元
年
（
一
一
六
五
）
の
各
四
月
三
〇
日
条
に
「
家
神
祭
」
と
あ
る）

8
（

。
次
い

で
『
明
月
記
』
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
四
月
三
〇
日
条
「
今
夜
家
神
祭
云
々
、

件
竃
神
日
来
坐　
二

坊
門　
一

、
去
二
七
日
渡　
二

此
宿
所
坤
方　
一

了
」、
元
久
元
年
（
一

二
〇
四
）
一
二
月
二
日
条
「
家
神
祭
雖　
二

相
儲　
一

不　
レ

行
、
文
義
云
、
主
人
雖　
レ

有

　
レ

憚
、
其
所
無　
レ

穢
行　
レ

之
、
ヘ
ツ
イ
殿
立　
二

九
条　
一

、
穢
了
、
勿
論
止　
レ

之
、
三
品

於
六
角
被　
レ

行
云
々
（
案
之
、
不
可
然
）」、
建
保
元
年
（
一
二
一
三
）
四
月
二
九

日
条
の
本
文
傍
書
に
「
家
神
祭
存　
レ

例
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
一
二
世
紀
後
半

以
後
の
史
料
で
あ
る
が
、
ま
ず
名
称
が
「
家
神
祭
」
に
な
り
、
祭
祀
対
象
が
竈

神
に
限
定
さ
れ
、
祭
日
が
月
の
晦
日
に
な
る
と
三
つ
の
変
化
が
起
っ
て
い
る
。

ま
た
、
男
性
が
祀
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
祭
祀
そ
の
も
の
に
関
与
し
て
い
る
よ

う
に
も
読
め
る
。

和
歌
関
係
で
は
、
保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
頃
の
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
に

藤
原
親
隆
「
な
ら
が
し
は
そ
の
や
ひ
ら
で
を
そ
な
え
つ
つ　

や
ど
の
へ
つ
い
に

た
む
け
つ
る
か
な
」、
順
徳
天
皇
『
八
雲
抄
』
に
「
う
け
も
ち
の
神
、
家
神
也
、

や
か
つ
」、
藤
原
清
輔
『
奥
義
抄
』
中
之
下
に
「
う
け
も
ち
の
神
は
家
の
神
」

な
ど
と
あ
る
。
へ
つ
い
＝
竈
に
供
え
物
を
し
、
家
神
は
「
や
か
つ
か
み
」
＝
宅

神
で
あ
り
「
う
け
も
ち
の
神
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
も
祭
祀
対
象
は
竃
神

と
さ
れ
、
祭
神
は
食
物
神
で
あ
る
ウ
ケ
モ
チ
神
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
竈
が

炊
事
を
行
う
場
で
あ
る
こ
と
と
対
応
し
て
い
よ
う）

9
（

。
つ
ま
り
、
和
歌
か
ら
は
一

二
世
紀
前
半
に
は
宅
神
は
竃
神
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
古
記
録
の
記
述
を

裏
付
け
る
。

院
政
期
の
竃
神
に
つ
い
て
は
、
貴
族
が
死
去
し
た
際
、
故
人
に
附
属
す
る
竃

神
を
廃
棄
す
る
習
俗
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

10
（

。『
兵
範
記
』
久
寿

二
年
（
一
一
五
五
）
九
月
二
一
日
条
に
よ
れ
ば
、
関
白
忠
通
の
妻
宗
子
の
死
去
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時
、
左
右
に
並
ん
だ
夫
婦
二
つ
の
神
殿
の
う
ち
右
側
の
宗
子
の
竃
神
を
廃
棄
し

た
と
い
う
。『
拾
芥
抄
』
に
引
用
す
る
院
政
期
の
陰
陽
師
、
賀
茂
家
栄
（
〜
一

一
三
六
）
の
書
で
は
竃
神
祭
祀
は
夫
妻
と
な
っ
た
時
で
は
な
く
、
独
立
し
て
家

を
起
こ
し
た
時
点
で
祀
り
始
め
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
院
政
期
に
は
竃
神

は
貴
族
た
ち
個
々
の
身
体
に
密
接
に
結
び
付
く
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
お
り
、
宅

神
祭
が
竃
神
に
特
化
し
て
い
っ
た
こ
と
は
こ
れ
と
表
裏
一
体
の
現
象
で
あ
る
と

推
測
さ
れ
る）

11
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
古
記
録
と
仮
名
資
料
な
ど
を
合
わ
せ
用
い
る
こ
と
で
、
宅

神
祭
に
つ
い
て
の
時
代
的
な
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
宅
神
祭

は
恒
例
の
年
中
行
事
で
は
あ
る
が
、
古
記
録
に
お
い
て
通
常
は
ほ
ぼ
記
載
が
省

略
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
点
は
確
認
で
き
た
。
今
後
は
、
平
安
時
代
の
宅
神
祭
関

連
史
料
の
収
集
と
中
世
の
貴
族
社
会
に
お
け
る
竃
神
祭
祀
の
展
開
を
追
っ
て
み

た
い
。

二
章　

宮
咩
祭
に
関
す
る
史
資
料

宅
神
祭
と
同
様
に
家
中
で
行
う
祭
祀
に
宮
咩
祭
が
あ
る
。『
伊
呂
波
字
類
抄
』

に
「
院
宮
諸
家
祭
之
」
と
あ
り
正
月
、
一
二
月
に
行
う
祭
祀
で
あ
る
が
、『
古

事
類
苑
』
に
史
料
が
収
集
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
後
述
す
る
和
歌
な
ど
の
注
釈

に
触
れ
ら
れ
る
程
度
で
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
今
回
は
古
記
録
の
記
載

と
い
う
観
点
か
ら
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

行
論
の
都
合
上
、
藤
原
忠
実
以
後
の
院
政
期
の
古
記
録
類
か
ら
見
て
ゆ
く
。

ま
ず
忠
実
家
の
年
中
行
事
を
記
し
た
『
執
政
所
抄
』
正
月
上
午
日
条
に
用
物
が

記
載
さ
れ
、
ま
た
『
執
政
所
抄
』
末
尾
に
は
当
抄
著
者
と
推
定
さ
れ
る
源
雅
亮

の
父
の
『
清
実
朝
臣
記
』
寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）
正
月
及
び
永
久
四
年
（
一

一
一
六
）
一
二
月
の
忠
実
の
宮
咩
祭
記
事
と
天
治
二
年
度
（
一
一
二
五
）
の
祭

文
が
引
用
さ
れ
る）
12
（

。
祭
文
に
よ
れ
ば
祭
神
は
高
御
魂
、
大
宮
津
彦
・
姫
、
大
御

膳
津
命
・
姫
、
中
立
の
笠
間
大
刀
自
の
六
柱
で
あ
り
、
正
月
上
午
日
条
か
ら
は

忠
実
及
び
妻
師
子
各
々
が
主
催
者
と
し
て
人
形
五
具
、
飯
餠
魚
菜
を
盛
る
高
坏

六
前
、
染
絹
を
備
え
て
家
令
が
祭
文
を
唱
え
祀
る
と
い
う
祭
祀
の
詳
細
が
分
か

る
。忠

実
以
後
、嫡
子
忠
通
（『
殿
暦
』
永
久
四
年
正
月
五
日
条
）、頼
長
（『
知
信
記
』

長
承
元
年
（
一
一
三
二
）
正
月
二
日
条
）、
忠
通
の
子
基
実
（『
兵
範
記
』
保
元
三

年
（
一
一
五
八
）
正
月
九
日
条
裏
書
）、
兼
実
（『
玉
葉
』
治
承
二
年
（
一
一
七
九
）

正
月
一
一
日
条
）、
基
実
孫
の
家
実
（『
猪
熊
関
白
記
』
正
治
元
年
（
一
一
九
七
）

正
月
二
日
条
）、
兼
実
息
の
良
通
（
治
承
四
年
正
月
五
日
条
）
と
摂
関
家
の
恒
例

行
事
と
し
て
宮
咩
祭
が
行
な
わ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。
ま
た
鳥
羽
中
宮
璋

子
（『
祭
資
記
』
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
正
月
一
一
日
条
）、
崇
徳
中
宮
聖
子
（『
知

信
記
』
長
承
元
年
一
二
月
八
日
条
）
と
あ
り
、『
東
宮
年
中
行
事
』
に
も
記
述
が

あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
宮
咩
祭
に
つ
い
て
記
載
す
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
祭
祀
は

中
納
言
昇
任
後
に
行
う
と
さ
れ
て
お
り
（『
猪
熊
関
白
記
』）、
古
記
録
は
そ
の
初

度
の
宮
咩
祭
に
関
わ
る
記
事
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。『
殿
暦
』、『
玉
葉
』

治
承
四
年
条
な
ど
摂
関
家
当
主
の
日
記
の
み
な
ら
ず
、
忠
実
（『
清
実
記
』
寛
治

七
年
条
）、
頼
長
（『
知
信
記
』
長
承
元
年
（
一
一
三
二
）
正
月
二
日
条
）、
基
実
（『
兵
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範
記
』）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
初
度
宮
咩
祭
に
ま
つ
わ
る
家
司
の
記
録
な
の
で
あ
る
。

家
司
た
ち
の
現
在
残
さ
れ
て
い
な
い
原
本
の
日
記
の
中
に
は
、
彼
等
が
奉
仕
し

た
毎
年
の
宮
咩
祭
に
関
す
る
記
事
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
や

は
り
初
度
が
最
も
熱
心
に
記
載
さ
れ
、
ま
た
『
執
政
所
抄
』
に
付
さ
れ
た
『
清

実
記
』
の
よ
う
に
後
々
の
再
利
用
の
結
果
と
し
て
も
初
度
の
祭
祀
に
関
す
る
記

事
が
残
さ
れ
た
結
果
、
我
々
が
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら
は
、
記
載
対
象
に
関
す
る
彼
等
の
意
識
を
読
み
取
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

続
い
て
、
忠
実
以
前
の
院
政
期
の
宮
咩
祭
記
事
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
古

記
録
と
し
て
は
二
例
し
か
な
く
、
一
例
は
忠
実
の
父
師
通
の『
後
二
条
師
通
記
』

寛
治
六
年
一
二
月
一
〇
日
条
で
あ
り
、
宮
咩
祭
に
家
礼
が
不
参
の
た
め
代
官
が

奉
仕
し
た
と
い
う
も
の
、
も
う
一
例
は
源
俊
房
の
『
水
左
記
』
承
暦
元
年
（
一

〇
七
七
）
一
二
月
六
日
条
で
忌
服
中
に
宮
咩
祭
を
行
っ
た
記
事
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
異
例
の
事
態
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
摂
関
期
の
様
相
に
つ
い
て
述
べ
る
。
摂
関
期
の
古
記
録
に
は
宮
咩
祭

の
記
事
は
な
い
が
、
他
の
史
料
に
は
見
え
る
。
漢
文
史
料
と
し
て
は
『
拾
芥

抄
』
に
永
承
某
年
（
一
〇
四
六
〜
五
二
）
付
け
の
祭
文
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

こ
ち
ら
で
は
宮
咩
の
四
柱
の
神
と
笠
間
神
の
五
柱
を
祀
り
、
従
四
位
上
某
が
官

位
昇
進
を
願
っ
て
い
る
。
長
保
四
年
成
立
の
惟
宗
允
亮
『
政
事
要
略
』
年
中
行

事
部
に
は
「
一
二
月
午
日
、
事
は
正
月
に
見
ゆ
」
と
あ
り
、
正
月
一
二
月
の
二

度
の
祭
祀
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

仮
名
資
料
類
で
は
、『
枕
草
子
』「
こ
と
葉
な
め
げ
な
る
物
」
に
「
宮
の
へ
の

祭
文
読
む
人
」
と
あ
り
、「
ち
か
う
て
と
を
き
物
」
に
「
宮
の
へ
の
祭
」
を
挙

げ
て
い
る
。
和
歌
で
は
『
実
方
集
』
に
宮
咩
祭
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
あ
め
に

坐
す
笠
間
の
神
の
な
か
り
せ
ば　

古
り
に
し
仲
を
な
に
に
頼
ま
む
」
を
詠
い
、

『
仲
文
集
』
に
も
下
野
守
菅
原
輔
昭
と
藤
原
仲
文
が
宮
咩
祭
に
材
を
取
っ
た
歌

を
詠
み
交
わ
し
て
い
る
。
ま
た
『
宇
津
保
物
語
』
国
譲
に
も
宮
咩
祭
の
供
物
を

模
っ
た
模
造
品
を
贈
る
挿
話
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
は
、
一
〇
世
紀
後
半
に
は
笠
間
刀
自
、
高
坏
に
盛
る
供

物
、
人
形
と
い
っ
た
院
政
期
と
共
通
す
る
内
容
の
祭
祀
が
中
級
官
人
、
受
領
層

で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、『
枕
草
子
』
に
祭
文
の
内

容
を
周
知
の
こ
と
と
し
て
記
し
て
い
る
こ
と
、『
政
事
要
略
』
成
立
に
藤
原
実

資
が
関
与
し
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
重
視
す
れ
ば
、
上
級
貴
族
層

に
も
か
な
り
浸
透
し
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

宮
咩
祭
の
成
立
に
関
し
て
は
、
人
形
を
神
に
准
え
る
な
ど
民
間
信
仰
的
要
素

が
強
く
、
受
領
層
の
関
与
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
的
な
祭
祀
が
中
央
に

取
り
込
ま
れ
た
可
能
性
が
ま
ず
想
定
さ
れ
る
。
笠
間
神
に
つ
い
て
新
日
本
古
典

文
学
大
系
『
枕
草
子
』、『
実
方
集
』（『
平
安
私
家
集
』
所
収
）
な
ど
の
諸
注
釈

で
は
常
陸
国
新
治
郡
の
笠
間
社
に
比
定
し
、
伴
信
友
の
『
神
名
帳
考
証
土
代
』

で
は
加
賀
国
石
川
郡
や
越
前
国
坂
井
郡
の
式
内
社
笠
間
社
の
名
を
挙
げ
て
い

る
。
ま
た
、
宅
内
神
と
い
う
性
格
か
ら
は
大
殿
祭
の
祭
神
で
あ
る
大
宮
売
神
と

の
共
通
性
も
考
え
ら
れ
る
。
史
料
の
限
界
も
あ
り
、
そ
の
解
明
は
困
難
で
あ
る

が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
く
。

以
上
、
平
安
時
代
に
お
け
る
宮
咩
祭
の
史
資
料
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
鎌
倉
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時
代
以
後
に
つ
い
て
は
三
条
公
忠
の
『
後
押
小
路
内
府
抄
』
に
主
人
夫
婦
が
同

座
し
て
宮
咩
祭
を
行
う
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
ち
ら
も
古
記
録
の
性
格
上

関
連
記
事
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
史
資
料
の
調
査
を
続
け
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

宅
神
祭
、
宮
咩
祭
と
い
う
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
二
つ
の
祭
祀
習

俗
を
題
材
に
、
古
記
録
記
事
の
性
格
や
仮
名
資
料
と
の
関
連
性
な
ど
に
つ
い
て

述
べ
て
き
た
。
両
者
は
と
も
に
宅
内
で
行
な
う
祭
祀
で
あ
る
こ
と
、
専
業
宗
教

者
の
関
与
が
薄
い
こ
と
、
天
皇
の
年
中
行
事
に
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ

た
共
通
性
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
民
間
信
仰
的
な
性
格
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め

も
あ
り
、
貴
族
た
ち
の
身
近
な
行
事
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
殊
更
に
記
録
す

る
と
い
う
意
識
が
薄
く
、
古
記
録
に
現
れ
る
頻
度
は
少
な
い
。
い
う
な
ら
ば
、

古
記
録
に
お
け
る
周
縁
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
特
に
摂
関
期
に
お
い
て
両
祭
祀
を
担
っ
た
人
々
が
、
主
に
女
性
や

受
領
層
で
あ
っ
た
事
実
と
関
連
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
古

記
録
の
記
録
主
体
か
ら
見
た
こ
れ
ら
の
人
々
の
位
置
付
け
と
両
祭
祀
の
古
記
録

上
の
位
置
付
け
は
対
応
し
て
い
る
と
見
做
せ
る
。
古
記
録
と
仮
名
資
料
の
内
容

を
比
較
す
る
際
に
は
、
こ
う
し
た
記
録
主
体
の
位
置
関
係
の
差
異
を
念
頭
に
読

み
解
く
必
要
も
あ
ろ
う
。

既
に
各
章
末
で
述
べ
た
よ
う
に
、
今
後
は
本
稿
で
触
れ
た
史
資
料
の
よ
り
詳

細
な
検
討
と
と
も
に
、
鎌
倉
時
代
以
後
の
両
祭
祀
に
関
す
る
史
資
料
の
調
査
を

行
い
、
本
稿
の
論
述
の
妥
当
性
を
再
検
証
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
広
い
視
野
か

ら
古
記
録
の
性
質
に
つ
い
て
議
論
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

な
お
、
研
究
会
報
告
時
に
は
、
女
性
宗
教
者
の
記
録
上
の
現
れ
方
に
つ
い
て

も
取
り
上
げ
た
が
、
本
稿
で
は
省
略
し
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
こ
ち
ら
も

関
連
史
資
料
の
調
査
と
と
も
に
今
後
の
課
題
に
し
て
お
き
た
い
。

註（
１
） 

一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
院
政
期
で
は
貴
族
の
葬
送
時
に
帰
路
を
変
え
る
習
俗

が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
摂
関
期
の
史
料
に
は
見
え
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
勝
田
至
氏

は
、
た
ま
た
ま
摂
関
期
の
史
料
に
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
可
能
性
と
院
政
期
に
な
っ

て
貴
族
社
会
に
民
間
習
俗
が
浸
透
し
て
き
た
可
能
性
の
双
方
を
指
摘
し
て
い
る
（『
死

者
た
ち
の
中
世
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
三
）。

（
２
） 

金
峰
山
参
詣
の
古
記
録
上
の
初
見
は
道
長
の
参
詣
で
あ
る
が
（『
御
堂
関
白
記
』

寛
弘
四
年
八
月
各
日
条
。
出
土
経
典
か
ら
は
長
徳
四
年
に
参
詣
を
企
図
し
て
い
た
こ
と

が
判
明
す
る
。
斉
藤
融
「
藤
原
道
長
の
金
峰
山
参
詣
」『
日
本
歴
史
』

五
五
三　

一
九
九
四
）、
仮
名
資
料
に
は
『
枕
草
子
』、『
藤
原
仲
文
集
』
の
例
が
あ
る
。

稲
荷
社
の
初
午
詣
は『
紀
貫
之
集
』延
喜
六
年
月
次
屏
風
歌
の
二
月
に
詠
わ
れ
て
お
り
、

白
山
詣
も
『
藤
原
兼
輔
集
』
に
早
く
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
物
忌
札
の
習
俗
に
つ
い

て
古
記
録
よ
り
も
仮
名
資
料
類
に
時
期
的
に
早
く
か
つ
詳
細
な
記
載
が
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
中
島
和
歌
子
「
和
歌
文
学
と
陰
陽
道
」『
王
朝
文
学
と
仏
教
・
神
道
・

陰
陽
道
（
平
安
文
学
と
隣
接
諸
学
二
）』
竹
林
舎　

二
〇
〇
七
）。

（
３
） 

岡
田
精
司
「
律
令
的
祭
祀
形
態
の
成
立
」（『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』
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一
九
七
〇
）、
加
藤
優
「
律
令
制
祭
祀
と
天
神
地
祇
の
惣
祭
」（『
奈
良
国
立
文
化
財
研

究
所
研
究
論
集
Ⅳ
』
一
九
七
八
）、
近
藤
喜
博
『
家
の
神
』（
塙
書
房　

一
九
八
一
）、

戸
田
芳
実
「
十―

十
三
世
紀
の
農
業
労
働
と
村
落
」（『
中
世
初
期
社
会
史
の
研
究
』
東

京
大
学
出
版
会　

一
九
九
一
）、
古
川
淳
一
「
祈
年
祭
・
月
次
祭
の
本
質
」（『
ヒ
ス
ト

リ
ア
』
一
三
四　

一
九
九
二
）。

（
４
） 

西
洋
子
「
岡
本
宅
小
考
」（『
国
史
談
話
会
雑
誌
』
三
八　

一
九
九
七
）。

（
５
） 

注
（
３
）
前
掲
諸
論
文
参
照
。

（
６
） 

中
国
で
は
七
祀
、
五
祀
な
ど
宅
内
諸
神
を
祀
る
祭
祀
が
古
く
か
ら
見
ら
れ
る
。

漢
代
の
年
中
行
事
書
『
四
民
月
令
』
で
は
「
門
・
戸
・
竈
・
井
・
中
霤
」
を
五
祀
と
し

て
い
る
（
中
村
裕
一
『
中
国
古
代
の
年
中
行
事
一
』
汲
古
書
院　

二
〇
〇
九
）。
日
本

に
お
い
て
も
『
和
名
類
聚
抄
』
二
に
土
の
神
で
あ
る
土
公
が
春
は
竈
、
夏
は
門
、
秋
は

井
、
冬
は
庭
に
移
動
す
る
と
書
か
れ
て
い
る
な
ど
、
こ
う
し
た
宅
内
神
の
概
念
に
は
大

陸
の
影
響
が
濃
い
と
思
わ
れ
る
。

（
７
） 

黒
板
信
夫
『
藤
原
行
成
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
四
）。
新
し
い
妻
は
先
妻
の

妹
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
周
忌
明
け
で
あ
れ
ば
前
年
の
一
一
月
が
初
度
と

な
る
。
こ
の
時
に
最
初
の
宅
神
祭
を
行
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
記
載
は
無
い
。

（
８
） 

高
橋
昌
明
・
樋
口
健
太
郎
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
『
顕
広
王
記
』
応
保

三
年
長
寛
三
年
仁
安
二
年
巻
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』

一
三
九　

二
〇
〇
八
）。

（
９
） 

ま
た
、
大
殿
祭
の
祝
詞
に
祭
神
の
一
人
が
「
屋
船
豊
宇
気
姫
命
（
俗
詞
ウ
ガ
ノ

ミ
タ
マ
）」と
稲
魂
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
に
も
対
応
し
て
い
る（『
延
喜
式
』祝
詞
式
）。

（
10
） 

注
（
１
）
勝
田
前
掲
書
。
勝
浦
令
子
『
女
の
信
心
』（
平
凡
社　

一
九
九
五
）。

（
11
） 

ま
た
竈
神
祭
祀
が
晦
日
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
中
国
に
起
源
が
あ
り
、『
酉
陽
雑

俎
』
に
は
竃
神
は
毎
月
晦
日
に
天
に
上
り
人
の
罪
状
を
告
げ
る
と
あ
る
。
日
本
に
お
い

て
も
天
皇
の
竃
神
で
あ
る
忌
火
・
庭
火
祭
は
毎
月
晦
日
に
行
う
と
規
定
さ
れ
て
い
た

（『
延
喜
式
』
四
時
祭
式
）。

（
12
） 

渡
辺
滋
「『
執
政
所
抄
』
の
成
立
と
伝
来
に
つ
い
て
」（
田
島
公
編
『
禁
裏
・
公

家
文
庫
研
究　

第
三
輯
』
思
文
閣
出
版　

二
〇
〇
九
）。
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〈
共
同
研
究
報
告
〉

中
世
後
期
の
日
記
の
特
色
に
つ
い
て
の
覚
書

松　

薗　
　
　

斉

は
じ
め
に

日
本
の
中
世
後
期
に
お
け
る
日
記
・
古
記
録
の
在
り
方
を
大
き
く
歴
史
的
に

把
握
し
よ
う
と
い
う
試
み
は
、
す
で
に
か
な
り
以
前
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
。

例
え
ば
、
戦
前
で
は
「
日
記
文
学
の
本
質
」
を
探
る
た
め
に
「
日
記
全
般
に

亙
る
智
識
」
を
集
積
さ
れ
た
玉
井
幸
助
氏
の
大
著
『
日
記
文
学
概
説（

１
）』

の
第
六

章
が
鎌
倉
時
代
以
後
の
日
記
に
充
て
ら
れ
、
日
次
記
的
な
日
記
に
つ
い
て
は
、

武
家
の
も
の
と
し
て
室
町
期
の
蜷
川
親
元
の
日
記
、
朝
廷
で
は
『
御
湯
殿
の
上

の
日
記
』
な
ど
に
言
及
さ
れ
、
一
応
江
戸
時
代
ま
で
言
及
さ
れ
る
が
わ
ず
か
な

内
容
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
玉
井
氏
は
前
近
代
に
お
け
る
「
日
記
」
と

い
う
表
現
で
扱
わ
れ
て
い
る
文
献
を
す
べ
て
把
握
し
分
類
を
試
み
ら
れ
て
お

り
、
日
記
と
名
付
け
ら
れ
た
様
々
な
文
献
、
文
書
、
縁
起
や
巡
礼
記
、
帳
簿
、

覚
書
、
目
録
、
儀
式
書
、
往
来
物
、
単
行
の
様
々
な
記
録
類
、
年
代
記
や
文
学

作
品
ま
で
精
力
的
に
収
集
・
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
柔
軟
な
視
点
は
現
在
で

も
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

戦
後
で
は
、
ま
ず
斎
木
一
馬
氏
の
研
究
が
あ
げ
ら
れ
よ
う（

２
）。

中
世
後
期
に
つ

い
て
は
、
室
町
時
代
日
記
と
し
て
一
括
さ
れ
、
応
仁
の
乱
以
後
の
公
家
の
衰
退

に
も
関
わ
ら
ず
、「
盛
ん
に
先
祖
の
日
記
の
複
本
」
を
作
り
、「
公
家
文
化
の
伝

統
を
護
持
」
す
る
こ
と
に
努
め
た
ば
か
り
で
な
く
、
自
身
の
日
記
も
書
き
続
け

た
こ
と
、
そ
の
内
容
は
、「
世
事
と
身
辺
の
雑
事
と
に
わ
た
っ
て
著
し
く
多
面

化
し
、
か
つ
一
ッ
書
き
の
様
式
を
と
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
」
こ
と
、
そ
れ
に

寺
院
・
僧
侶
の
日
記
の
続
出
を
見
た
こ
と
が
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ

の
時
代
の
日
記
を
「
皇
室
お
よ
び
宮
廷
の
日
記
」「
公
卿
廷
臣
の
日
記
」「
寺
社

お
よ
び
僧
侶
の
日
記
」「
武
家
の
日
記
」「
茶
会
記
」
と
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
主
要
な
も
の
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

斎
木
氏
の
「
世
事
と
身
辺
の
雑
事
」
に
わ
た
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
い
う

こ
の
時
期
の
日
記
の
特
色
を
さ
ら
に
大
き
く
時
代
背
景
の
変
化
と
と
も
に
強
調

さ
れ
た
の
が
、
林
屋
辰
三
郎
氏
で
あ
ろ
う
。
洞
院
公
賢
の
『
園
太
暦
』
に
つ
い
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て
書
か
れ
た
著
書（

３
）の

冒
頭
で
、
平
安
中
期
以
後
の
貴
族
の
日
記
の
特
色
で
あ
る

「
儀
礼
の
記
述
」
が
室
町
時
代
に
入
っ
て
否
定
さ
れ
、「
見
聞
記
述
」
に
移
行
す

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
〇
年
こ
ろ
ま
で
は
、
前
近
代
の
日
記
の
特
色
や
書
誌
に
つ
い
て
全
般

的
に
解
説
し
た
も
の
と
い
っ
て
も
、
実
際
の
内
容
的
な
中
心
は
平
安
時
代
の
日

記
が
主
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
さ
ま
ざ
な
日
記
を
紹
介
す
る
辞

典
的
な
書
物
も
中
世
後
期
、
場
合
に
よ
っ
て
は
近
世
ま
で
網
羅
す
る
よ
う
に
な

り（
４
）、

日
記
の
内
容
や
特
色
、
記
録
と
し
て
の
構
造
を
解
説
す
る
も
の
も
、
王
朝

貴
族
の
そ
れ
を
主
に
す
る
場
合
、
鎌
倉
期
の
事
例（

５
）、

あ
る
い
は
中
世
後
期
ま
で

対
象
と
し
て
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

６
）。

個
々
の
日
記
を
論
じ
た
研
究
も
、
そ
の
中
に
記
さ
れ
た
内
容
の
紹
介
だ
け
で

は
な
く
、
こ
の
時
代
の
日
記
そ
の
も
の
の
構
造
・
特
色
を
追
及
し
た
も
の
も
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
て
お
り（

７
）、

ま
た
『
看
聞
日
記
』
や
『
親
長
卿
記
』
な
ど
も
新

し
い
テ
キ
ス
ト
で
読
め
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る（

８
）。

索
引
類
も
刊
行（

９
）が

進
ん
で

お
り
、
研
究
の
環
境
は
格
段
に
整
え
ら
れ
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

日
記
は
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
記
事
ば
か
り
で
な
く
、
記
主
と
の
関
係
や
そ
れ

ら
が
社
会
的
に
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
っ
て
い
た
か
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
そ
の
時
代
の
構
造
や
特
色
を
知
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
中
世
後
期
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
中
世
前
期
に
比
べ
る
と
未
解
明
な
部

分
も
多
い
し
、
そ
の
多
様
性
ゆ
え
に
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
部
分
も
多
い
が
、

こ
れ
ま
で
の
成
果
に
基
づ
き
な
が
ら
一
応
の
総
体
的
把
握
を
試
み
、
更
な
る
研

究
の
深
化
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
ろ
う
。

一　

公
家
社
会
の
衰
退

一
四
世
紀
の
初
頭
、
鎌
倉
幕
府
の
崩
壊
、
そ
れ
に
続
く
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る

建
武
政
権
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、
日
本
は
、
一
〇
〇
年
近
い
動
乱
の
時
代
に
入

る
。
こ
の
戦
乱
の
時
代
が
日
本
の
社
会
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
は
、
す
で
に

さ
ま
ざ
ま
に
言
わ
れ
て
き
た
が
、
王
朝
国
家
の
中
枢
に
あ
る
朝
廷
及
び
公
家
社

会
に
は
大
き
な
被
害
を
与
え
、
平
安
中
期
以
来
、
数
多
く
の
日
記
を
記
し
続
け

て
き
た
王
朝
貴
族
た
ち
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ

る
。こ

の
時
代
に
な
っ
て
も
一
見
変
わ
り
な
く
天
皇
や
貴
族
た
ち
は
日
記
を
記
し

続
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
王
朝
日
記
の
主
要
な
記
事
で
あ
る
儀

式
そ
の
も
の
が
、
南
北
朝
期
の
戦
乱
や
経
済
的
な
理
由
で
長
期
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
な
い
も
の
が
現
れ
、
中
に
は
そ
の
ま
ま
退
転
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
天
皇
の
安
泰
と
年
穀
の
豊
穣
を
伊
勢
神
宮
以
下
の
二
二
社
に
祈
る

た
め
に
朝
廷
か
ら
使
い
を
発
す
る
祈
年
穀
奉
幣
の
儀
は
、
前
代
ま
で
は
重
要
な

年
中
行
事
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
き
た
が
、
次
の
史
料
①
の
よ
う
に
観
応
の
擾

乱
と
そ
れ
に
続
く
混
乱
の
中
で
長
期
間
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

①　
「
祈
年
穀
奉
幣
今
日
被　
レ

行
、
経
良
卿
平
野
社
ニ
参
行
、
日
吉
社
・
祇
園
社

等
、
藤
衡〔
菊
弟
諸
大
夫
〕参
云
々
、
観
応
元
年
被　
レ

行
、
其
後
中
絶
了
、

此
奉
幣
大
儀
事
云
々
、諸
社
諸
国
怪
異
以
外
之
間
、被　
ニ

再
興　
一

云
々
」（『
看

聞
日
記
』
応
永
二
六
年
八
月
一
七
日
条
）
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観
応
元
（
一
三
五
〇
）
年
か
ら
こ
の
応
永
二
六
（
一
四
一
九
）
年
ま
で
約
七

〇
年
経
っ
て
お
り
、
こ
の
儀
式
の
経
験
者
は
恐
ら
く
誰
も
い
な
か
っ
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
こ
の
時
期
の
儀
式
は
、
そ
れ
に
参
加
す
る
貴
族
た
ち
に
と
っ
て

は
、
一
種
の
芸
能
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
長
期
間
行
わ
れ

な
け
れ
ば
、
長
年
洗
練
さ
れ
て
き
た
作
法
や
そ
れ
に
対
す
る
美
意
識
の
類
は
忘

れ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
形
式
的
に
復
興
さ
れ
て
も
、
す
で

に
前
代
ま
で
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
よ
う
に

平
安
以
来
保
た
れ
て
き
た
儀
式
の
内
面
を
支
え
て
い
た
も
の
が
中
絶
の
結
果
、

失
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。

た
と
え
儀
式
が
行
わ
れ
て
も
、
公
家
た
ち
自
身
が
、
家
領
荘
園
な
ど
か
ら
の

年
貢
が
滞
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
経
済
的
不
如
意
の
た
め
に
参
加
し
た
く
と
も

で
き
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。

②　
「
抑
三
条
坊
門
大
納
言
通
守
卿
去
月
十
日
令　
ニ

自
害　
一

、
以　
ニ

小
刀　
一

喉
元
か

き
切
云
々
、
春
日
祭
上
卿
事
被　
レ

仰
、
難
治
故
障
之
由
申
、
猶
厳
密
被　
レ

仰
、

窮
困
過
法
難　
レ

叶
之
由
再
三
申
、
所
詮
窮
困
身
、
朝
廷
拝
趨
不　
レ

可　
レ

叶
、

只
欲　
ニ

自
害　
一

之
由
、
常
持　
レ

言
也
、
十
日
有　
ニ

酒
宴　
一

、
其
後
於　
ニ

持
仏
堂　
一

自
害
云
々
、
併
狂
気
歟
、
近
日
天
下
口
遊
云
々
、
不
思
儀
事
也
」（『
看
聞

日
記
』
応
永
二
五
年
三
月
八
日
条
）

③　
「
隆
富
朝
臣
窮
困
過
法
之
間
、
西
大
路
之
宿
所
沽
却
云
々
、
仍
当
所
移
住

御
所
辺
可　
ニ

祇
候　
一

之
由
申
云
々
、
今
日
参
妻
子
等
相
伴
云
々
、
不
便
也
、

侍
臣
相
加
祇
候
珍
重
、
但
可　
レ

加　
ニ

扶
持　
一

之
条
計
会
也
、
近
辺
小
家
借
住

云
々
」（『
看
聞
』
永
享
三
年
四
月
一
九
日
条
）

史
料
②
は
、
現
任
の
大
納
言
で
あ
っ
た
中
院
通
守
が
、
春
日
祭
の
上
卿
を
命

じ
ら
れ
な
が
ら
、
経
済
的
に
困
難
で
あ
る
と
再
三
辞
退
し
た
も
の
の
、
な
お
勤

め
る
よ
う
に
強
請
さ
れ
た
の
で
、
進
退
窮
ま
っ
て
自
害
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
酒
の
勢
い
に
ま
か
せ
て
、
と
い
う
感
が
あ
り
、
他
に
も
事
情
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
中
院
家
の
よ
う
な
上
級
貴
族
で
も
公
事
を
勤
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
た
者
が
い
た
こ
と
は
確
か
で

あ
ろ
う
。

史
料
③
は
さ
ら
に
進
ん
だ
状
況
で
あ
る
。
四
条
隆
富
は
中
級
ク
ラ
ス
の
公
家

で
、
伏
見
宮
家
に
仕
え
て
い
た
が
、
こ
の
日
、
つ
い
に
経
済
的
に
追
い
詰
め
ら

れ
、
京
都
西
大
路
の
邸
宅
を
売
却
し
、
妻
子
と
も
ど
も
宮
家
の
近
辺
の
小
家
に

引
っ
越
し
て
き
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
宮
家
の
侍
臣
と
い
っ
て
も
、
朝
廷
の

公
事
に
も
出
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
都
に
宿
所
が
あ
っ
た
方
が
い
い
訳

で
あ
る
が
、
ま
さ
に
都
落
ち
状
態
で
あ
っ
た
。
侍
臣
の
困
窮
を
目
の
当
り
に
し

て
も
、
宮
家
の
「
計
会
」
の
た
め
、
や
は
り
援
助
も
ま
ま
な
ら
な
い
有
様
で

あ
っ
た
。

儀
式
の
衰
微
は
、
公
家
社
会
に
お
け
る
日
記
に
関
す
る
情
報
の
交
換
に
も
停

滞
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
三
世
紀
あ
た
り
ま
で
、
有
識
の
優
れ
た
日

記
が
、
様
々
な
理
由
で
そ
の
子
孫
の
手
を
離
れ
た
場
合
、
公
事
に
関
心
の
あ
る

人
々
に
よ
っ
て
多
く
の
写
本
が
作
成
さ
れ
、
や
が
て
貴
族
社
会
共
通
の
財
産
と

し
て
流
通
し
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
日
記
の
グ
ル
ー
プ
に
、
こ
の
時
期
の
日

記
が
新
た
に
付
け
加
わ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い）

10
（

。
前
代
の
そ
の
よ
う
な
日
記

が
、
こ
の
時
期
の
日
記
の
中
の
儀
式
の
記
事
で
引
勘
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く



410

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
中
世
的
な
「
家
」
の
成
立
が
一
段
落
し
、
儀
式
作

法
に
お
け
る
家
例
や
故
実
が
固
定
化
さ
れ
、
そ
の
枠
を
越
え
て
日
記
が
流
通
し

な
く
な
っ
た
こ
と
が
一
因
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
た
め
当
該
期
の
日
記
の
伝
来

は
、
そ
の
「
家
」
の
安
否
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
、
南
北
朝
期
に
活
躍
し
た
洞
院
公
賢
の
日
記
『
園
太
暦
』
の
場
合
、

有
識
と
し
て
名
高
い
公
賢
の
日
記
と
し
て
、
早
く
か
ら
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
一
五
世
紀
の
終
わ
り
に
洞
院
家
が
断
絶
し
、「
家
」
か

ら
流
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
応
仁
の
乱
で
家
記
を
失
っ
て
い
た
中

院
通
秀
に
購
入
さ
れ）

11
（

、
そ
こ
か
ら
借
り
出
さ
れ
て
甘
露
寺
親
長
・
三
条
西
実
隆

ら
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た）

12
（

。
や
が
て
通
秀
も
困
窮
し
手
放
す
こ
と
に
な
っ
た
の

で
、
実
隆
の
斡
旋
で
禁
裏
に
購
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り）

13
（

、
そ
こ
か
ら
更
に
広
ま

る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
日
我
々
が
利
用
す
る
『
園
太
暦
』
は
、
こ

の
時
甘
露
寺
親
長
に
よ
っ
て
抄
出
さ
れ
た
本
で
あ
り
、
彼
の
書
写
が
な
さ
れ
な

け
れ
ば
、
こ
の
時
代
の
多
く
の
日
記
の
よ
う
に
今
日
目
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。

摂
関
家
の
う
ち
、
家
の
文
書
が
後
代
に
ま
で
伝
存
し
た
近
衛
家
で
は
、
こ
の

時
期
、
道
嗣
・
政
家
・
尚
通
の
日
記
が
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
、
同
様
に
九
条
家

に
は
満
教
・
政
基
・
尚
経
の
も
の
が
残
さ
れ
、
他
に
も
房
実
・
忠
基
・
教
嗣
ら

の
も
の
が
断
片
的
に
残
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し）

14
（

、
こ
の
時
期
、
そ
れ
ら
を
失
っ

た
一
条
家
の
場
合
、
南
北
朝
期
の
経
通
の
『
玉
英
』、
経
嗣
の
『
荒
暦
』
は
残
っ

て
い
る
が
、
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
兼
良
や
彼
以
後
の
当
主
の
日
記
は
残
さ
れ

て
お
ら
ず
、
二
条
家
や
鷹
司
家
に
つ
い
て
は
、
南
北
朝
期
以
降
、
当
主
の
日
記

の
存
在
が
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

中
流
公
家
の
場
合
、
同
様
に
日
野
流
の
う
ち
、
広
橋
家
は
南
北
朝
期
の
光
業

か
ら
兼
綱
・
仲
光
・
兼
宣
・
綱
光
・
兼
顕
・
守
光
・
兼
秀
・
国
光
と
ほ
ぼ
全
員

日
記
が
確
認
さ
れ
、
特
に
兼
宣
・
綱
光
・
兼
顕
・
守
光
ら
は
ま
と
ま
っ
て
残
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
同
流
柳
原
家
の
場
合
、
曩
祖
と
も
い
う
べ
き
忠
光
の
日
記

は
、
こ
の
時
代
、
子
孫
に
よ
っ
て
引
勘
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ）

15
（

、

そ
の
子
孫
で
江
戸
時
代
に『
続
史
愚
抄
』の
編
者
と
し
て
知
ら
れ
る
紀
光
が『
当

家
系
伝
并
愚
勘
』
に
お
い
て
、
資
綱
・
量
光
・
資
定
・
淳
光
に
日
記
が
あ
っ
た

と
し
て
い
る
が
、
同
時
代
の
史
料
で
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
「
家
」
の
日
記

が
後
代
に
伝
存
し
な
け
れ
ば
、
日
記
の
存
在
が
知
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
山
科

家
の
よ
う
に
代
々
の
家
記
が
原
本
で
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
「
家
」
が
存

在
す
る
の
に
対
し
、
中
世
末
期
ま
で
日
記
の
存
在
が
確
認
さ
れ
な
が
ら
、
戦
乱

や
火
災
、
そ
の
断
絶
に
よ
っ
て
逸
文
す
ら
残
さ
れ
な
い
ま
ま
消
滅
し
て
い
っ
た

「
家
」
が
多
い
の
も
こ
の
時
期
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。

こ
の
善
勝
寺
流
の
山
科
家
は
、
南
北
朝
期
の
教
言
以
降
、
教
興
・
言
国
・
言

継
・
言
経
・
言
緒
と
代
々
の
日
記
が
か
な
り
の
分
量
で
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

有
名
で
あ
る
が
、
前
代
の
よ
う
に
父
祖
の
日
記
を
儀
式
な
ど
に
引
勘
さ
れ
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る）

16
（

。
わ
ず
か
に
言
経
及
び
そ
の
子
言
緒
の

日
記
で
、
言
継
の
日
記
が
「
老
父
卿
御
記）

17
（

」、「
祖
父
言
継
日
次
記）

18
（

」
な
ど
と
引

勘
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
引
勘
す
べ
き
公
事
情
報
も
、
そ
れ
を
引
勘
す
べ
き
儀

式
の
場
も
限
ら
れ
て
い
る
以
上
、「
家
」
内
部
で
も
日
記
に
記
さ
れ
た
情
報
が

交
換
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
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つ
ま
る
と
こ
ろ
、
前
代
か
ら
進
み
つ
つ
あ
っ
た
王
朝
政
権
の
政
治
的
退
潮

が
、
こ
の
時
期
、
加
速
度
的
に
進
行
し
、
古
代
以
来
、
彼
ら
が
保
持
し
て
き
た

国
家
的
な
政

ま
つ
り

事ご
と（

そ
れ
自
体
、す
で
に
虚
構
と
な
っ
て
久
し
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
）

を
衰
微
さ
せ
た
。
結
果
、
公
事
情
報
の
交
換
の
場
は
失
わ
れ
、
日
記
の
利
用
低

下
は
、
そ
の
情
報
装
置
と
し
て
の
機
能
を
失
わ
せ
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
も
日
記

は
記
し
続
け
ら
れ
て
い
く
。
公
事
情
報
以
外
の
日
常
生
活
中
心
の
そ
の
日
記

は
、
子
孫
た
ち
に
そ
れ
程
役
立
つ
と
は
思
わ
れ
な
い
内
容
ば
か
り
で
記
面
が
埋

め
ら
れ
て
い
く
。
代
々
書
き
継
が
れ
て
き
た
「
家
」
の
日
記
を
継
承
す
る
こ
と

が
、
自
己
の
存
在
意
義
を
示
す
も
の
だ
か
ら
書
き
続
け
た
の
か
、
そ
れ
と
も
単

な
る
「
家
」
の
職
務
と
し
て
割
り
切
っ
て
い
た
の
か
。
も
う
少
し
別
な
目
で
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

二　

室
町
殿
の
記
録
組
織
の
形
成

１　

公
家
日
記
の
変
質

公
家
た
ち
の
日
記
の
中
か
ら
公
事
情
報
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
除
目
な
ど

人
事
関
係
の
記
事
は
あ
い
か
わ
ら
ず
豊
富
で
あ
る
。
そ
の
面
へ
の
関
心
は
一
向

に
衰
え
ず
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
は
前
代
と
異
な
っ
て
公
家

の
官
位
を
上
昇
し
て
い
く
足
利
将
軍
、
室
町
殿
の
姿
を
凝
視
し
て
い
る
彼
ら
の

筆
致
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

近
年
の
め
ざ
ま
し
い
当
該
期
の
公
武
関
係
の
研
究
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
義

満
以
降
、
摂
関
家
を
含
む
ほ
と
ん
ど
の
公
家
が
家
礼
化
し
、
自
身
の
官
位
昇
進

も
家
領
の
安
堵
も
室
町
殿
の
意
向
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ

り
、
こ
の
室
町
殿
を
中
心
と
す
る
公
武
関
係
の
反
映
が
日
記
の
世
界
で
も
確
認

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
南
北
朝
初
期
に
お
い
て
も
、
南
朝
と
の
交
戦
や
幕
府
内
部
の
対
立
な

ど
の
政
治
的
事
件
ば
か
り
で
な
く
、
例
え
ば
洞
院
公
賢
は
、
天
龍
寺
供
養
の
向

う
尊
氏
・
直
義
の
行
列
の
詳
し
い
記
事
を
武
家
方
奉
行
二
階
堂
道
本
の
記
録
を

入
手
し
て
自
身
の
日
記
に
載
せ
た
り）

19
（

、
参
院
す
る
義
詮
の
行
粧
を
書
き
留
め
た

り
し
て
い
る
よ
う
に
、
将
軍
や
そ
の
子
息
ら
の
行
粧
に
も
関
心
を
持
っ
て
い

た）
20
（

。義
満
以
降
に
な
る
と
、
将
軍
の
任
大
将
・
任
大
臣
な
ど
の
儀
式
ば
か
り
で
な

く
、
節
会
の
内
弁
、
石
清
水
八
幡
宮
放
生
会
な
ど
の
上
卿
と
い
っ
た
、
本
来
朝

廷
の
儀
式
で
あ
っ
た
も
の
に
室
町
殿
自
身
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
単
な
る

そ
れ
へ
の
扈
従
ば
か
り
で
な
く
、
儀
式
の
運
営
そ
の
も
の
に
お
い
て
直
接
的
に

関
わ
り
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
武
家
側
に
お
い
て
も
自
身
が
関

わ
る
公
事
の
次
第
や
日
記
が
必
要
に
な
り
、
公
家
に
と
っ
て
は
、
代
々
の
家
記

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
武
家
の
関
心
を
得
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
た
。
次
の
記
事

は
そ
の
よ
う
な
事
例
の
一
つ
で
あ
る
。

④　
「
秉
燭
之
程
大
納
言
向　
ニ

左
府
亭　
一

、
有　
ニ

対
面　
一

云
々
、
及　
ニ

節
会
等
雑

談　
一

、
仍
花
園
左
府
自
筆
節
会
次
第
有　
レ

之
、
若
可　
レ

為　
ニ

御
要　
一

者
可　
レ

進
之

由
申　
ニ

左
府　
一

、
左
府
大
切
之
由
被　
レ

示
云
々
、
彼
次
第
雖　
レ

為　
ニ

重
宝　
一

、

非　
ニ

当
家
列
祖
之
筆　
一

、
旧
冬
以
来
依　
ニ

讒
口
等
有　一レ
之
、
左
相
府
有　
ニ

不
快

之
気　
一

、
八
講
不　
レ

催　
レ

之
、
有　
ニ

怖
畏　
一

之
処
、
遮
被　
ニ

対
面　
一

之
間
、
為　
ニ

追

従　
一

可　
レ

進
之
由　
レ

示
之
了
、
自　
ニ

左
府
亭　
一

直
向　
ニ

摂
政
亭　
一

〔
押
小
路
烏
丸
〕
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於　
ニ

泉
屋　
一

対
面
云
々
」（『
後
愚
昧
記
』
永
徳
三
年
正
月
四
日
条
）

日
記
の
記
主
三
条
公
忠
の
子
大
納
言
実
冬
は
、
左
府
（
足
利
義
満
）
邸
を
訪

ね
、
節
会
な
ど
に
つ
い
て
雑
談
に
及
ん
だ
際
、
伝
来
の
「
花
園
左
府
自
筆
節
会

次
第
」（
有
職
と
し
て
有
名
な
源
有
仁
作
の
節
会
に
関
す
る
儀
式
書
）
を
提
供
す
る

こ
と
を
申
し
出
た
。
昨
冬
か
ら
「
讒
口
等
」
に
よ
っ
て
義
満
の
不
興
を
買
っ
て

い
た
こ
と
を
気
に
し
て
い
た
た
め
、「
追
従
」
と
思
わ
れ
る
の
を
覚
悟
し
て
ま

で
申
し
出
、
幸
い
義
満
も
欲
し
が
っ
た
の
で
、
し
め
し
め
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。

室
町
殿
の
対
応
を
誤
れ
ば
、
自
ら
の
地
位
や
家
門
ま
で
も
損
な
う
恐
れ
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
強
い
関
心
を
持
た
ざ
る
を
え
な
い
の
は
当
然
で
あ

り
、
そ
れ
は
日
記
の
紙
面
に
反
映
さ
れ
て
い
く
。
朝
廷
と
幕
府
と
の
取
次
ぎ
役

で
あ
る
伝
奏
を
つ
と
め
た
万
里
小
路
時
房
（『
建
内
記
』）
や
広
橋
兼
宣
（『
兼
宣

公
記
』）
な
ど
の
日
野
流
や
勧
修
寺
流
の
日
記
が
精
彩
を
帯
び
る
の
も
偶
然
で

は
な
い
。
日
野
家
や
正
親
町
三
条
家
な
ど
の
よ
う
に
、
女
子
を
室
町
殿
に
仕
え

さ
せ
て
い
る
公
家
は
、
そ
の
寵
愛
の
行
方
に
一
喜
一
憂
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。

武
家
と
朝
廷
の
儀
式
と
の
関
わ
り
が
深
ま
れ
ば
、
将
軍
自
ら
そ
れ
を
記
録
し

よ
う
、
も
し
く
は
記
録
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
生
じ
る
の
も
当
然
で
あ
ろ

う
。
次
の
記
事
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

⑤　
「
参　
ニ

文
亭　
一

、
奉　
レ

謁　
ニ

三
品
局
務
等　
一

、
令　
レ

語
給
云
、
去
月
廿
七
日
室
町

殿
任
大
将
御
記
、
公
方
手
自
可　
レ

被　
レ

遊
之
由
、
雖　
レ

被　
ニ

思
食　
一

、
御
右
筆

文
章
等
未　
レ

叶
、
三
品
可　
レ

被　
ニ

書
進　
一

也
、
御
手
可　
レ

有　
ニ

御
清
書　
一

之
由
被

　
レ

仰　
レ

之
、
今
月
四
日
以　
ニ

局
務　
一

被　
ニ

仰
出　
一

之
間
、
即
大
概
注
置
也
、
一
見

可　
レ

申　
ニ

添
削　
一

之
由
被　
レ

仰　
レ

之
、
拝
見
了
、
殊
勝
之
由
申
入
了
、
二
三
箇

所
一
両
字
申　
ニ

所
存　
一

之
間
、
当
座
令　
レ

直
給
也
、
永
和
四
八
廿
七
、
鹿
苑

院
殿
任
大
将
御
時
、
菅
宰
相
秀
長
卿
被　
ニ

記
置　
一

之
、
件
記
自　
レ

元
在　
ニ

御

所
一
云
々
、
正
長
二
八
四
普
廣
院
殿
任
大
将
御
時
事
、
伝
奏
万
里
小
路
前

内
府
令　
ニ

記
置　
一

給
、
今
度
被　
ニ

召
出　
一

云
々
、
仍
菅
中
納
言
歟
、
万
里
小
路

殿
歟
、
不　
レ

然
者
就　
ニ

今
度
伝
奏　
一

、
中
山
大
納
言
歟
、
被　
レ

仰
可
有　
ニ

記

録　
一

之
処
未　
レ

被　
レ

仰
、
如　
レ

此
題
目
之
程
者
、
就　
ニ

細
々
参
入　
一

、
内
々
被　
ニ

仰
下　
一

之
分
也
、
可　
レ

云　
ニ

面
目　
一

哉
之
由
種
々
被　
ニ

語
仰　
一

之
間
、
尤
為　
ニ

御

眉
目　
一

之
由
、
賀
申
入
了
、
万
里
正
長
記
者
、
為　
ニ

伝
奏　
一

私
被　
レ

記
分

也
、
今
度
者
室
町
殿
御
自
被　
ニ

注
置　
一

之
分
た
る
べ
し
云
々
、
仍
不　
レ

似　
ニ

文

章
日
来
者　
一

也
…
」（『
康
富
記
』
康
正
元
（
一
四
五
五
）
年
九
月
九
日
条
）

こ
の
日
、
中
原
康
富
は
局
務
家
の
舟
橋
業
忠
（
三
品
）
の
邸
を
訪
れ
、
次
の

よ
う
な
話
を
聞
い
た
。
先
月
二
七
日
右
大
将
に
任
じ
た
将
軍
義
政（
権
大
納
言
、

二
一
歳
）
は
、
そ
の
儀
式
の
記
録
を
自
ら
作
成
し
よ
う
と
思
っ
た
が
う
ま
く
い

か
ず
、
結
局
業
忠
が
書
き
進
め
、
そ
れ
を
義
政
が
自
ら
清
書
す
る
こ
と
に
な
っ

た
と
い
う
。
こ
の
日
の
記
事
の
後
半
に
は
、
永
和
四
（
一
三
七
八
）
年
の
義
満

が
右
大
将
に
任
じ
た
際
は
、
東
坊
城
秀
長
が
作
成
し
、
こ
の
記
録
は
室
町
殿
に

伝
え
ら
れ
て
お
り
、正
長
二
（
一
四
二
九
）
年
、義
教
が
同
職
に
任
じ
た
際
に
は
、

伝
奏
の
万
里
小
路
時
房
が
記
し
た
が
、
こ
れ
ら
が
今
回
の
記
録
作
成
の
参
考
に

さ
れ
た
と
い
う
。
興
味
深
い
の
は
、
正
長
度
の
時
房
の
日
記
は
「
伝
奏
と
し
て

私
に
記
さ
る
る
分
な
り
」
と
さ
れ
、「
今
度
は
室
町
殿
御
自
ら
注
し
置
か
る
る
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の
分
た
る
べ
し
」
と
い
う
こ
と
で
、
舟
橋
業
忠
も
「
日
来
」
の
文
章
と
は
変
え

て
、
つ
ま
り
将
軍
が
記
し
た
よ
う
な
筆
致
に
し
て
作
成
し
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
記
録
を
作
成
す
る
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
、
室
町
殿
に
奉
公
す
る
公
家
の

苦
労
が
知
ら
れ
る
が
、
正
長
度
が
伝
奏
の
個
人
的
な
日
記
だ
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
や
永
和
度
と
区
別
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
永
和
度
の
東
坊
城
秀

長
に
よ
る
任
大
将
記
は
、
義
満
自
ら
作
成
し
た
記
録
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
義
満
の
公
事
へ
の
積
極
性
が
伺
わ
れ
て
面
白
い
し
、
儀

式
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
と
日
記
を
作
成
す
る
と
い
う
こ
と
が
不
可
分
の
関
係

に
あ
る
こ
と
を
武
家
も
認
識
し
始
め
て
い
た
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
今
回
の
義
政

の
行
為
は
、
記
録
に
対
す
る
意
識
が
成
熟
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
と
と
ら
え
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

２　

武
家
の
日
記
の
展
開

さ
て
、
将
軍
に
仕
え
る
武
士
た
ち
の
日
記
・
記
録
も
前
代
に
比
較
し
て
多
く

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
こ
の
時
代
の
特
色
と
し
て
あ
げ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
守
護
大
名
ク
ラ
ス
の
日
記
と
い
う
の
は
、
管
見
に
入
っ
て
い
な
い）

21
（

が
、
す

で
に
触
れ
た
よ
う
に
幕
府
の
実
務
官
僚
と
い
う
べ
き
奉
行
人
ク
ラ
ス
の
日
記

は
、
斎
藤
基
恒
（
政
所
執
事
代
、
式
評
定
衆
な
ど
）・
同
親
基
（
政
所
寄
人
、
恩
賞

方
奉
行
人
な
ど
）
ら
斎
藤
氏
の
も
の
、
政
所
執
事
伊
勢
氏
の
被
官
で
政
所
代
を

つ
と
め
た
蜷
川
親
元
・
親
孝
・
親
俊
の
日
記
、
式
評
定
衆
と
し
て
官
途
奉
行
・

地
方
頭
人
な
ど
を
つ
と
め
た
摂
津
之
親
の
日
記
（『
長
禄
四
年
記
』）
な
ど
が
知

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
淵
源
は
、『
吾
妻
鏡
』
と
も
な
っ
た
鎌
倉
幕
府
の
奉

行
人
た
ち
の
日
記
に
さ
か
の
ぼ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
時
代
に
な
る
と
格
段
に

多
く
の
日
記
が
残
さ
れ
て
い
る）

22
（

。

彼
ら
の
日
記
に
は
、
幕
府
の
政
務
や
儀
式
に
関
わ
る
様
々
な
奉
行
人
と
し
て

の
職
務
の
記
録
を
中
心
に
、
御
成
・
寺
社
へ
の
参
詣
な
ど
の
将
軍
や
御
台
所
の

動
静
、
犬
追
物
な
ど
武
家
の
技
芸
、
諸
大
名
や
そ
の
臣
下
の
動
向
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
な
将
軍
の
任
大
臣
節
会
の
よ
う
な
重
要
な
儀
式
は

別
記
の
類
を
作
成
し
て
お
り）

23
（

、
そ
の
日
記
の
記
載
方
式
は
、
公
家
の
日
記
と
そ

れ
程
差
異
は
な
い
が
、
天
変
地
異
や
火
災
、
家
族
の
こ
と
な
ど
自
身
の
生
活
関

連
の
記
事
も
少
々
あ
る
に
し
て
も
、
当
該
期
の
公
家
の
も
の
に
比
較
す
る
と
少

な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
彼
ら
の
公
務
の
記
録
・
メ
モ
を
目
的
と
し
た
日
記
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

彼
ら
の
日
記
は
、
次
の
史
料
に
見
え
る
よ
う
に
、
公
家
た
ち
も
そ
の
存
在
を

知
っ
て
お
り
、
情
報
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

⑥　
「
松
田
秀
藤
云
、
応
安
元
年
御
元
服
之
時
、
後
日
自
ニ
公
家
一
有
ニ
勅
使
一

〔
忠（

光
）

―

卿
〕、勅
使
賜
ニ
引
出
物
一
之
由
有
ニ
記
録
一
、後
日
自
ニ
武
家
一
御
進
物
、

付
ニ
西
園
寺
前
右
大
臣
一
〔
于
時
実
俊
公
〕
被
レ
進
レ
之
、
金
百
両
・
御
馬
・

太
刀
也
、
以
上
見
ニ
武
家
記
一
云
々
、
忠―

卿
事
引
勘
之
処
、
于
レ
時
権
中

納
言
也
」（『
建
内
記
』
正
長
二
年
三
月
七
日
条
）

正
長
二（
一
四
二
九
）年
三
月
、還
俗
し
た
義
宣（
一
五
日
に
義
教
と
改
名
）は
、

九
日
に
元
服
の
儀
を
執
り
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
際
、
応
安
元
年

四
月
一
五
日
に
行
わ
れ
た
義
満
の
元
服
の
先
例
が
調
査
さ
れ
、
武
家
側
の
元
服

担
当
の
奉
行
人
で
あ
る
松
田
秀
藤
か
ら
先
例
と
し
て
提
示
さ
れ
た「
武
家
の
記
」
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を
伝
奏
の
万
里
小
路
時
房
が
書
き
と
め
て
い
る
記
事
で
あ
る）

24
（

。
新
し
い
室
町
殿

の
元
服
に
は
、
勅
使
が
派
遣
さ
れ
禁
色
の
勅
許
を
伝
え
る
な
ど
、
武
家
だ
け
で

は
な
く
公
家
と
合
同
で
挙
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
続
く
一
五

日
に
は
、
義
教
は
参
議
左
中
将
に
昇
進
し
、
征
夷
大
将
軍
に
補
任
さ
れ
る
。
そ

れ
に
際
し
公
武
で
さ
ま
ざ
ま
な
先
例
が
調
査
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
公
武
ど
ち
ら

か
の
情
報
だ
け
で
は
、
立
ち
行
か
な
い
状
況
が
生
み
出
さ
れ
て
い
た
。

３　

私
記
の
意
識
の
形
成

前
掲
の
史
料
⑤
に
は
も
う
一
つ
興
味
深
い
点
が
あ
る
。
将
軍
義
政
の
日
記
の

こ
と
を
記
し
た
中
原
康
富
が
、
そ
の
父
の
義
教
の
任
大
将
を
記
録
し
た
伝
奏
万

里
小
路
時
房
の
日
記
を「
伝
奏
と
し
て
私
に
記
さ
る
る
分
な
り
」と
し
て
、「
私
」

と
い
う
概
念
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
設
楽
薫
氏）

25
（

が
、『
蜷
川
家
文
書
』
所
収
の
永
享
四
年
八
月
七
日
の
将
軍
義
教
の
公
家
様
御

判
始
に
関
す
る
覚
書
の
端
裏
書
と
思
わ
れ
る
部
分
に
「
記
録　

祖
父
秀
藤
私

記）
26
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
さ
れ
、
当
時
奉
行
人
が
担
当
奉
行
と
し
て

所
役
が
な
い
場
合
に
記
し
た
日
記
を
そ
の
よ
う
に
意
識
し
た
の
で
は
な
い
か
と

言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
康
富
の
記
事
は
、
や
は
り

将
軍
の
事
蹟
の
記
録
に
関
わ
っ
て
公
家
サ
イ
ド
で
も
同
様
の
認
識
が
生
じ
て
い

た
こ
と
を
看
取
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
こ
の
「
私
記
」
の
意
識
は
、
寺
院
の
記
録
に
も
看
取
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑦　
「
…
九
州
使
節
、
天
龍
寺
俊
超
西
堂
為
レ
被
レ
下
、
真
如
寺
公
文
以
前
正
月

又
二
月
公
文
御
判
被
レ
遊
之
旧
例
、
応
永
十
二
年
二
月
五
日
、
清
見
寺
明

昶
西
堂
、
同
三
十
四
年
正
月
十
七
日
加
賀
国
安
国
寺
元
演
首
座
、
飯
尾
加

賀
守
旧
記
在
レ
之
、
又
永
享
十
年
正
月
廿
六
日
東
福
寺
琴
江
西
堂
、
同
十

一
年
二
月
十
三
日
相
国
寺
再
住
用
剛
和
尚
、
以
ニ
私
記
録
一
披
露
之
、
以
ニ

故
超
西
堂
公
帖
一
書
上
ク
ヘ
キ
由
被
ニ
仰
出
一
也
、
…
」（『
蔭
凉
軒
日
録
』

長
禄
四
（
一
四
六
〇
）
年
一
月
一
八
日
条
）

『
蔭
凉
軒
日
録
』
の
記
主
で
あ
る
蔭
凉
軒
主
季
瓊
真
蘂
は
、
九
州
に
送
る
幕

府
の
使
節
の
禅
僧
を
任
命
す
る
た
め
の
手
続
き
の
先
例
を
調
べ
て
報
告
し
た

が
、
そ
の
際
、
応
永
一
二
年
と
同
三
四
年
の
例
は
、
幕
府
奉
行
人
の
飯
尾
加
賀

守
の
旧
記
に
見
え
、
永
享
一
〇
年
と
一
一
年
の
例
は
、「
私
の
記
録
」
か
ら
引

勘
し
た
。
こ
こ
で
い
う
「
私
」
も
幕
府
奉
行
人
の
記
録
を
意
識
し
て
使
用
し
て

い
る
よ
う
に
受
け
取
れ
る
。

幕
府
と
僧
録
の
取
次
ぎ
を
行
う
代
々
の
蔭
凉
軒
主
が
記
し
た
と
い
う
こ
の
日

記
は
、
一
見
公
的
な
記
録
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
幕
府
の
公
式
行
事
に
関
わ
っ

て
作
成
さ
れ
る
記
録
に
対
し
て
は
、「
私
」
の
意
識
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
一
点
の
史
料
に
よ
っ
て
論
じ
る
の
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い

が
、
前
述
の
中
原
康
富
が
使
っ
た「
私
」や
幕
府
奉
行
人
層
に
見
え
る「
私
記
」

の
意
識
と
共
通
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

王
朝
日
記
の
世
界
で
は
、
平
安
中
期
に
貴
族
個
人
が
記
す
公
事
の
日
記
を
、

外
記
日
記
や
蔵
人
ら
に
よ
る
殿
上
日
記
な
ど
に
対
し
て
「
私
記
」
と
よ
ん
で
い

た
が
、
一
二
世
紀
に
生
じ
た
貴
族
社
会
の
変
質
（「
日
記
の
家
」
の
形
成
）
の
中

で
次
第
に
よ
ば
れ
な
く
な
り
、
代
わ
っ
て
「
家
」
の
日
記
（
家
記
）
の
意
識
を
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前
提
と
し
た
愚
記
な
ど
の
呼
称
に
変
化
し
て
い
っ
た）

27
（

。
そ
れ
が
一
五
世
紀
後
半

に
入
っ
て
再
び
「
私
記
」
の
意
識
が
芽
生
え
る
の
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
そ
の
意

識
の
背
景
に
は
、
乏
し
い
史
料
か
ら
で
あ
る
が
、「
公
方
」
室
町
殿
を
中
心
と

す
る
幕
府
の
行
事
に
関
わ
る「
公
」の
記
録
の
存
在
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

４　

寺
院
の
日
記
の
展
開

す
で
に
早
く
斎
木
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
寺
院
・
僧
侶
の
日
記

が
多
く
残
り
始
め
る
の
が
、
こ
の
時
期
以
降
の
日
記
の
一
つ
の
特
色
で
あ
る
。

宗
派
的
に
は
、
前
代
の
顕
密
寺
院
だ
け
で
は
な
く
、
玉
村
竹
二
氏
ら
に
よ
っ

て
研
究）

28
（

が
進
め
ら
れ
て
き
た
禅
宗
や
『
石
山
本
願
寺
日
記
』
に
集
成
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
浄
土
真
宗
へ
も
そ
の
広
が
り
を
見
せ
る
。

前
代
以
来
の
顕
密
寺
院
で
は
、
醍
醐
寺
三
宝
院
の
門
跡
ら
の
日
記
（
特
に
満

済
の
『
満
済
准
后
日
記
』）
や
興
福
寺
大
乗
院
の
歴
代
門
跡
の
日
記
（
特
に
尋
尊

に
よ
る
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』）
が
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
分

量
的
に
も
相
国
寺
鹿
苑
院
主
が
勤
め
る
鹿
苑
僧
録
の
公
用
日
記（『
鹿
苑
日
録
』）

や
そ
れ
を
補
佐
す
る
代
々
の
蔭
凉
軒
主
の
『
蔭
凉
軒
日
録
』
な
ど
の
禅
宗
関
係

の
日
記
と
と
も
に
、
大
き
な
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
。

僧
侶
が
記
す
日
記
は
、
入
唐
・
入
宋
僧
の
旅
行
記
を
含
め
る
と
そ
の
伝
統
は

円
仁
の
平
安
時
代
初
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
う
る
が
、
寺
院
内
部
に
お
け
る
法
会

や
祈
祷
な
ど
の
仏
事
を
記
し
た
単
行
の
記
録
や
断
片
的
に
引
用
さ
れ
る
逸
文
の

よ
う
な
形
で
な
く
、
日
次
記
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
形
で
現
存
し
、
仏
事
以
外
の

豊
富
な
内
容
を
伝
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
い
く
つ
か
例
外
が
あ
る
も
の）

29
（

の
、

や
は
り
南
北
朝
期
以
降
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
醍
醐
寺
関
係
の
日
次
記
は
、
平
安
末
期
か
ら
断
片
的
に
知
ら
れ
る

が
、
賢
俊
・
光
済
・
満
済
と
三
宝
院
の
歴
代
院
主
の
日
記
が
ま
と
ま
っ
て
残
さ

れ
る
の
は
一
四
世
紀
以
降
で
あ
る
し
、
興
福
寺
大
乗
院
の
門
跡
の
日
記
が
、
前

代
ま
で
の
そ
れ
が
断
片
的
に
し
か
知
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
一
五
世
紀
以
降
、

経
覚
・
尋
尊
・
政
覚
・
経
尋
ら
と
分
量
的
に
も
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
の

は
偶
然
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
東
寺
代
々
の
執
行
の
日
記
や
祇
園
執
行
の
日
記

が
残
さ
れ
始
め
る
の
も
一
四
世
紀
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
単
な
る
僧
侶
個
人
の

日
記
の
集
積
で
は
な
く
、
寺
院
の
組
織
そ
の
も
の
と
結
び
つ
い
た
日
記
類
の
作

成
が
活
発
化
し
た
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

前
述
の
『
蔭
凉
軒
日
録
』
に
は
、
様
々
な
記
録
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
、
こ
の

点
は
蔭
木
英
雄
氏
の
研
究）

30
（

に
詳
し
い
が
、
例
え
ば
、
次
の
史
料
⑦
に
見
え
る
よ

う
に
、
室
町
殿
の
禅
宗
寺
院
へ
の
御
成
に
関
し
て
の
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ

る
。

⑧　
「
普
廣
院
御
代
、
廿
四
日
御
持
仏
堂
仏
餉
、
御
焼
香
之
後
、
寺
家
御
成
之

旧
例
、
以
ニ
洪
蔵
主
一
被
ニ
尋
下
一
、
以
ニ
永
享
八
年
以
来
五
箇
所
之
御
成
一

記
レ
之
、
遣
ニ
于
洪
蔵
主
方
一
也
、
今
月
中
御
成
書
立
以
ニ
大
館
兵
庫
助
一

献
レ
之
」（『
蔭
凉
軒
日
録
』
長
禄
四
年
六
月
一
五
日
条
）

蔭
凉
軒
主
季
瓊
真
蘂
は
、「
普
廣
院
御
代
」
つ
ま
り
義
政
の
父
義
教
の
先
例

に
通
じ
て
い
る
者
と
し
て
、
し
ば
し
ば
下
問
を
受
け
た
。
こ
の
時
も
御
持
仏
堂

で
の
仏
餉
、
焼
香
の
後
、
寺
家
へ
御
成
を
行
な
う
先
例
を
尋
ね
ら
れ
、
永
享
八

年
以
後
の
事
例
を
五
か
所
見
つ
け
書
き
出
し
て
、
洪
蔵
主
（
範
林
周
洪
）
を
通
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し
て
献
じ
た
。
こ
れ
ら
は
更
に
清
書
し
て
献
じ
る
こ
と
が
命
ぜ
ら
れ
（
同
七
月

一
四
日
条
）、
や
が
て
「
先
御
代
御
成
記
録
」
と
題
さ
れ
、
閏
九
月
七
日
に
義

政
に
献
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
史
料
⑧
に
は
、
季
瓊
真
蘂
は
、
今
月
御
成
が
予
定
さ
れ
て
い
る
寺
院
の

「
書
立
」
を
大
館
兵
庫
助
を
通
し
て
義
政
に
披
露
し
て
い
る
。
御
成
は
、
室
町

殿
と
諸
寺
院
と
の
関
係
確
認
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
か
ら
の
献
上
品
は
幕

府
の
財
源
に
も
な
っ
て
い
た
と
い
う）

31
（

が
、
室
町
殿
は
、
蔭
凉
軒
主
が
作
成
す
る

「
御
成
次
第
」
に
基
づ
い
て
こ
な
し
て
い
く
ら
し
く
、
こ
の
年
の
七
月
一
四
日

鹿
苑
院
に
御
成
が
あ
っ
た
際
、
季
瓊
真
蘂
が
昨
年
の
日
記
に
書
き
忘
れ
て
い
た

の
で
、
途
中
「
普
廣
院
御
焼
香
」
を
飛
ば
し
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

起
こ
っ
た
ら
し
い）

32
（

。
他
に
も
、
し
ば
し
ば
「
普
廣
院
殿
御
代
」
の
先
例
の
記
録

を
義
政
に
献
じ
て
い
る
記
事
が
見
え
る）

33
（

。

一
方
、
季
瓊
真
蘂
は
、
永
享
四
年
に
女
申（

猿
）樂

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
「
伊

勢
備
後
入
道
記
録
」
を
用
い
て
記
し
て
お
り）

34
（

、
武
家
の
日
記
の
情
報
を
仕
入
れ

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
し
、さ
ら
に
「
僧
中
之
義
（
儀
）」
で
は
な
い
「
殿
中
」

の
こ
と
（
武
家
の
畠
山
氏
の
「
一
献
」
献
上
）
も
伝
聞
し
た
こ
と
を
記
そ
う
と
い

う
意
識
も
も
っ
て
い
た）

35
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
武
家
・
公
家
、
そ
し
て
禅
・
密
な
ど
の
仏
教
の
主
催
者
と

し
て
多
面
的
な
顔
を
持
つ
室
町
殿
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
武
家
（
幕
府
奉
行

人
）・
公
家
・
寺
家
（
醍
醐
寺
や
鹿
苑
院
・
蔭
凉
軒
な
ど
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
関
わ

る
事
項
を
熱
心
に
記
録
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た
多
様
な

日
記
類
は
、
ば
ら
ば
ら
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
利
用

に
供
さ
れ
、
情
報
交
換
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

ら
は
、
こ
こ
で
史
料
を
引
用
し
て
き
た
一
五
世
紀
を
通
じ
て
、
室
町
殿
に
対
し

て
求
心
的
な
構
造
を
持
つ
、
一
種
の
記
録
組
織
と
し
て
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
期
の
日
記
は
、
公

家
・
武
家
・
寺
家
個
別
に
検
討
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
全
体
的

に
俯
瞰
し
て
み
て
い
く
段
階
に
す
で
に
来
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

三　

戦
国
時
代
の
動
向

１　

日
記
の
空
間
的
拡
大

こ
こ
で
は
、
便
宜
的
で
は
あ
る
が
、
一
五
世
紀
後
半
、
応
仁
の
乱
以
後
、
織

豊
期
に
か
か
る
主
と
し
て
一
六
世
紀
の
日
記
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。
そ

の
特
色
の
第
一
は
、
日
記
に
記
さ
れ
る
世
界
が
、
空
間
的
に
縦
に
も
横
に
も
大

き
く
広
が
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

空
間
的
に
縦
に
も
、
と
い
う
の
は
、
日
記
が
書
か
れ
る
場
が
、
京
都
や
南
都

な
ど
中
央
か
ら
地
方
へ
広
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
代
ま
で
の
日
記
で
描
か
れ

て
い
た
世
界
に
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
姿
が
現
れ
て
き
た
こ
と
を
い
う
。
従

来
も
旅
の
日
記
な
ど
に
「
み
や
こ
び
と
」
の
眼
で
記
さ
れ
た
地
方
の
姿
が
、
時

折
見
受
け
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
も
っ
と
増
加
し
、
さ
ら
に
地
方
の
人
々
自
ら
が

筆
を
と
っ
て
日
記
を
書
き
綴
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

空
間
的
に
横
に
も
、
と
い
う
の
は
、
階
層
的
な
問
題
と
し
て
、
こ
の
時
代
に
も

前
代
以
来
の
公
家
・
僧
侶
、
そ
れ
に
幕
府
奉
行
人
な
ど
の
中
央
の
武
士
た
ち
が

記
主
と
し
て
多
く
見
ら
れ
る
が
、
彼
ら
に
加
え
て
、
様
々
な
出
自
を
も
つ
連
歌
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師
た
ち
や
地
方
に
在
住
す
る
武
士
や
僧
侶
た
ち
が
加
わ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る

こ
と
を
い
う
。

「
家
」
の
日
記
を
書
き
続
け
る
公
家
た
ち
も
、
い
ま
だ
三
位
以
上
の
位
を
も

ち
大
納
言
や
参
議
な
ど
の
官
職
を
身
に
帯
び
る
が
、
政
治
的
経
済
的
に
前
代
よ

り
も
さ
ら
に
零
落
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
分
、
衆
庶
と
の
距
離
間
は
縮
ま

り
、
日
記
の
視
線
は
相
当
に
低
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

例
え
ば
、
山
科
言
継
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
彼
は
天
皇
の
衣
装
や
宮

廷
の
雅
楽
を
専
門
と
し
、
中
納
言
を
「
家
」
の
極
官
と
す
る
中
級
ク
ラ
ス
の
公

家
の
出
身
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
、
町
医
者
の
よ
う
な
仕
事
も
身
に
付
け
、
生

活
費
の
足
し
に
し
て
い
る
ら
し
く
、
武
士
や
僧
侶
ば
か
り
で
な
く
、
商
人
な
ど

の
庶
民
た
ち
に
も
薬
を
見
立
て
な
が
ら
、
京
都
の
町
や
旅
先
で
活
発
に
交
流
し

て
お
り
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
そ
の
姿
を
彼
の
日
記
の
中
で
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

一
方
、
都
で
の
生
活
基
盤
を
奪
わ
れ
、
仕
方
な
く
中
国
地
方
の
大
内
氏
や
駿

河
の
今
川
氏
な
ど
王
朝
文
化
に
志
向
性
を
も
っ
た
戦
国
大
名
を
頼
っ
て
地
方
へ

下
向
し
た
公
家
は
多
い）

36
（

が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
積
極
的
に
在
地
に
下
り
、
わ
ず

か
に
残
さ
れ
た
所
領
の
維
持
に
努
め
た
公
家
た
ち
も
い
た
。
そ
の
よ
う
な
一
人

に
摂
関
家
の
九
条
政
基
が
お
り
、
家
領
荘
園
の
和
泉
国
日
根
荘
に
下
向
し
、
直

接
在
地
に
対
峙
し
そ
の
経
営
に
格
闘
し
た
日
々
を
詳
細
な
日
記
（『
政
基
公
旅
引

付
』）
に
記
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
地
域
に
強
い
影
響
力
を
持
つ
守
護
勢
力

や
根
来
寺
へ
の
対
応
、
相
論
や
検
断
、
信
仰
や
祭
礼
・
仏
事
な
ど
に
わ
た
る
在

地
の
情
勢
や
村
落
の
人
々
の
動
向
な
ど
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
最
上

級
の
公
家
で
あ
っ
て
も
、
過
去
の
栄
光
に
す
が
っ
て
現
実
か
ら
逃
避
す
る
の
で

は
な
く
、
目
の
前
の
戦
国
に
懸
命
に
生
き
よ
う
と
す
る
こ
の
時
代
の
人
物
像
が

実
感
さ
れ
興
味
深
い
。

２　

地
方
武
士
の
日
記

前
代
ま
で
は
、
武
士
の
日
記
と
い
う
と
斎
藤
基
恒
や
蜷
川
親
元
と
い
っ
た
鎌

倉
幕
府
以
来
の
奉
行
人
層
の
日
記
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と

地
方
で
の
権
力
機
構
が
成
熟
し
て
き
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
を
支
え
る
武

士
た
ち
が
日
記
の
書
き
手
と
し
て
登
場
す
る
。

例
え
ば
、『
正
任
記
』
は
、
中
国
地
方
西
部
か
ら
北
九
州
に
か
け
て
支
配
を

広
げ
つ
つ
あ
っ
た
大
内
政
弘
の
側
近
で
奉
行
を
務
め
た
相
良
正
任
の
日
記
で
あ

り
、
文
明
一
〇
年
（
一
四
七
八
）
の
分
の
み
残
さ
れ
て
い
る
。
博
多
に
拠
っ
て

北
九
州
経
営
に
あ
た
る
政
弘
の
周
辺
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
宗
像
氏
や
宗

氏
と
い
っ
た
九
州
北
部
の
領
主
や
寺
社
、
大
友
氏
や
菊
池
氏
と
い
っ
た
九
州
の

諸
大
名
、
遠
く
越
前
朝
倉
氏
や
京
都
の
朝
廷
・
公
家
や
寺
社
と
の
交
流
な
ど
、

こ
の
時
代
の
有
力
大
名
の
政
治
的
・
文
化
的
動
向
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
彼
は

「
謙
虚
で
故
実
に
通
じ
翰
墨
に
巧
み
で
和
歌
・
連
歌
に
秀
で
て
お
り
、
吏
僚
と

し
て
き
わ
め
て
優
秀
で
あ
っ
た
」
人
物
で
、
連
歌
師
宗
祇
が
大
内
領
国
を
め

ぐ
っ
た
際
、
そ
の
手
配
を
し
た
の
も
彼
で
あ
っ
た
と
い
う）

37
（

。
相
良
正
任
ら
大
内

氏
の
奉
行
人
は
、
大
内
氏
の
分
国
支
配
の
再
編
・
強
化
の
過
程
の
中
で
従
来
の

制
度
が
拡
充
さ
れ
、
採
用
さ
れ
た
新
し
い
官
僚
層
で
あ
る
と
い
い）

38
（

、
単
な
る
地

方
武
士
の
日
記
と
し
て
片
づ
け
ら
れ
な
い
側
面
を
持
っ
て
い
よ
う
。
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そ
の
ほ
ぼ
一
〇
〇
年
後
、
南
九
州
の
戦
国
大
名
島
津
義
久
の
奏
者
・
老
中
と

し
て
活
躍
し
た
上
井
覚
兼
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
日
記
（『
上
井
覚
兼
日
記
』）
は
、

島
津
氏
の
政
策
や
豊
後
大
友
氏
と
の
合
戦
の
記
事
な
ど
と
と
も
に
、『
源
氏
物

語
』
や
和
歌
・
連
歌
、
能
や
茶
湯
、
立
花
な
ど
の
記
事
を
多
く
含
み
、
戦
国
時

代
の
地
方
武
士
の
文
化
的
レ
ベ
ル
を
伝
え
、
前
述
の
『
正
任
記
』
の
系
譜
を
引

く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
更
に
徳
川
家
康
の
家
臣
松
平
家
忠
の
『
家
忠
日
記
』

や
佐
竹
氏
の
家
臣
で
後
に
秋
田
藩
家
老
を
務
め
た
梅
津
政
景
の
日
記
に
受
け
継

が
れ
て
い
く
も
の
で
あ
ろ
う）

39
（

。

戦
国
期
の
九
州
に
は
、
肥
後
南
部
の
戦
国
大
名
相
良
氏
関
係
の
記
録
と
し
て

有
名
な
『
八
代
日
記
』
が
あ
る
。
最
近
、
慶
応
大
学
所
蔵
『
相
良
家
文
書
』
中

に
原
本
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
作
成
者
及
び
作
成
時
期
に
つ
い
て
も
か
な
り
絞
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た）

40
（

。
従
来
は
近
世
の
編
纂
物
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
が
、
戦

国
時
代
の
永
禄
末
年
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
作
成
者
も
相
良
氏
の
八
代
奉
行
人

で
あ
る
的
場
氏
に
ほ
ぼ
確
定
さ
れ
て
い
る
。
文
明
一
六
年
（
一
四
八
四
）
か
ら

永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
に
わ
た
る
そ
の
記
録
は
、
日
次
記
で
は
な
く
、
後
に

な
っ
て
編
纂
さ
れ
た
年
代
記
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
丁
数
が
増
加
し
記

事
が
豊
富
に
な
る
天
文
末
年
以
後
に
つ
い
て
は
、
そ
の
材
料
に
的
場
氏
の
日
記

的
な
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う）

41
（

。

こ
の
よ
う
に
中
世
後
期
に
地
方
武
士
た
ち
が
、
全
国
的
に
日
記
も
し
く
は
そ

れ
に
類
す
る
も
の
を
記
し
始
め
た
こ
と
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
例
え
ば
、
九

州
探
題
と
し
て
活
躍
し
た
今
川
了
俊
が『
太
平
記
』の
成
立
に
刺
激
さ
れ
て「
を

の
れ
の
親
祖
は
い
か
な
り
し
者
、
い
か
ば
か
り
に
て
世
に
有
け
る
ぞ
と
し
る
べ

き
な
り
」
と
自
分
の
「
家
」
の
歴
史
に
関
心
を
も
っ
て
『
難
太
平
記
』
を
著
し

た
よ
う
に
、
自
分
の
現
在
の
立
場
や
「
家
」
を
歴
史
的
に
捉
え
よ
う
と
い
う
意

識
が
こ
の
時
代
に
さ
ら
に
醸
成
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ

う）
42
（

。３　

九
州
の
覚
書
・
年
代
記―

山
田
聖
栄
自
記
を
中
心
に

例
え
ば
、
薩
摩
国
島
津
氏
の
庶
流
で
、
奥
州
家
島
津
氏
の
元
久
か
ら
忠
昌
ま

で
の
五
代
に
仕
え
、
武
家
故
実
に
も
詳
し
か
っ
た
山
田
聖
栄
が
、
文
明
一
四
年

（
一
四
八
二
）
頃
に
ま
と
め
た
『
山
田
聖
栄
自
記）

43
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』
と
い
う
、
島
津
氏
代
々
の

歴
史
を
覚
書
風
に
ま
と
め
た
も
の
が
あ
る
。
地
方
の
日
記
や
覚
書
は
、
関
係
資

料
が
少
な
い
た
め
、
そ
の
作
成
や
伝
来
過
程
が
知
ら
れ
る
の
は
少
な
い
が
、
こ

の
聖
栄
の
覚
書
は
、
表
（
次
ペ
ー
ジ
上
段
）
に
示
し
た
よ
う
に
そ
の
作
成
過
程

や
著
述
目
的
が
あ
る
程
度
わ
か
る
の
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。

現
存
の
覚
書
は
、
聖
栄
の
奥
書
が
記
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
が
ば
ら
ば
ら

に
集
成
さ
れ
て
お
り
、
重
複
す
る
内
容
も
多
く
、
全
体
が
整
序
さ
れ
た
完
成
原

稿
と
は
い
え
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
内
容
の
中
核
と
な
る
べ
き

氏
久
か
ら
久
豊
に
至
る
事
跡
を
扱
う
「
道
鑑
氏
久
元
久
義
天
大
岳
迄
記
」
も
上

巻
は
見
ら
れ
る
も
の
の
「
下
巻
」
は
見
え
ず
、
上
巻
の
内
容
は
そ
の
前
史
と
も

い
う
べ
き
島
津
家
の
祖
忠
久
か
ら
貞
久
ま
で
の
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
べ

き
氏
久
・
元
久
・
久
豊
の
記
は
別
々
に
存
在
す
る
。
下
巻
と
い
う
形
で
ま
と

ま
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
す
る
と
、
奥
書
の
日
付
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
聖
栄

は
八
五
歳
に
な
っ
て
ま
ず
近
い
時
代
の
久
豊
の
頃
の
こ
と
を
書
き
、
次
に
以
前
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に
あ
る
程
度
書
き
溜
め
て
い
た
忠
久
の
こ
と
及
び
自
身
に
関
わ
る
こ
と
を
著
述

の
目
的
と
と
も
に
書
い
た
。
そ
し
て
氏
久
期
に
も
ど
っ
て
そ
れ
に
続
く
元
久
期

へ
と
筆
を
進
め
た
が
、
同
時
並
行
的
に
前
史
と
な
る
忠
久
か
ら
貞
久
に
至
る
鎌

倉
時
代
初
期
か
ら
南
北
朝
期
に
入
る
頃
ま
で
を
、
恐
ら
く
文
明
二
年
に
書
い
た

部
分
を
下
敷
き
に
ま
と
め
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
、
文
明
一
四
年

四
月
一
八
日
の
奥
書
が
あ
る
聖
栄
の
自
伝
と
本
書
の
目
的
を
記
し
た
部
分
を
示

す
。

⑨　
「
是
よ
り
ハ
聖
栄
作
法
ニ
て
候
、
陸
奥
守
元
久
之
御
時
ハ
十
三
之
比
ニ
て

い
ま
た
御
奉
公
及
営
も
ナ
シ
、
久
豊
之
御
代
に
ハ
十
四
五
之
比
よ
り
御
一

期
之
間
、
人
数
ニ
御
宮
仕
申
候
、
其
時
分
は
国
乱
レ
、
…

㋐
子
ニ
而
候
忠

広
候
ひ
し
時
ハ
、
上
代
之
事
を
も
聞
セ
候
、
依
而
当
御
代
之
始
、
国
御
祝

之
時
も
加
賀
守
談
合
仕
候
、其
後
も
御
矢
口
開
之
時
も
我
々
法
躰
之
事
候
、

依
而
忠
広
宮
仕
御
奉
公
仕
候
、
弥
弓
箭
御
繁
昌
成
就
仕
候
事
、
是
又
無

レ
紛
次
第
ニ
候
、

㋑
盛
な
る
忠
広
が
頼
に
聖
栄
居
候
而
心
安
実
之
道
を
願

計
候
之
処
、
不
慮
に
中
違
、
於
向
嶋
ニ
一
日
タ
ニ
モ
ナ
ク
候
而
過
候
訖
、

其
時
節
及
モ
入
道
不
運
之
由
云
伝
申
候
事
思
出
シ
候
、
鹿
児
島
よ
り
近
所

之
面
々
共
に
御
暇
給
罷
帰
候
処
ニ
忠
広
壱
人
嶋
に
留
、如
レ
此
罷
成
候
事
、

其
昔
成
経
・
泰
頼
は
都
へ
帰
洛
有
ル
処
に
、
俊
寛
壱
人
嶋
に
捨
ら
レ
タ
ル

事
を
思
合
候
…
、
其
昔
ハ
如
レ
形
弓
箭
に
携
り
、
武
方
之
道
、
無
二
所
を

忘
ス
、
於
レ
于
レ
今
は
無
ニ
云
甲
斐
一
心
中
に
成
事
口
惜
存
、
同
ハ
当
家
代
々

名
将
乃
戦
功
、
御
子
孫
並
ニ
一
家
繁
昌
砌
な
る
を
、

㋒
去
年
歳
暮
比
よ
り

思
出
シ
聞
ニ
、
哀
千
秋
万
歳
、
聖
栄
が
孫
共
の
中
ニ
も
筋
ヲ
失
サ
ル
仁
モ

出
来
候
者
、
偏
執
心
幸
に
是
か
有
な
か
ら
慥
は
新
士
拙
人
に
交
、
柴
折
山

路
に
迷
風
情
な
る
へ
し
、
此
夏
に
愚
拙
賀
州
に
後
レ
、
忘
執
趣
ク
時
は
不

存
（
孝
？
）
の
至
と
お
も
ひ
、
如
レ
此
愚
癡
な
る
心
を
改
時
ハ
、
則
禅
心

に
趣
ク
、
爰
以
孝
也
と
成
親
を
助
畢
」

表　『山田聖栄自記』の作成過程

聖栄奥書年月日 年齢 備考 内容と対象の時代
文明２（1470）,３,５ 73 「大隅国小河院内一成村岡

於本城書、｛歳七十三是書
訖｝忠広へ」

忠 久～ 立 久 の 概 略
（12世紀～15世紀）

文明６（1474）,５,19 77 「十二合ノ寸法事」 有職
文明６,８,19 「将軍家所々島津下総前司

入道之儀領知之事」
嶋津氏の本領

文明７（1475）,８,? 78 「御屋形御祝之仕立次第」 有職
文明14,３,? 85 「道鑑氏久元久義天大岳迄

記」下巻？
久豊期（15世紀前半）

文明４（1482）,４,18 85 「嶋津忠久御記」
島津氏嫡流と山田氏の略
伝

忠久期（12世紀末～
13世紀前半）

「是よりハ聖栄作法ニて
候、…」

聖栄の事績と本書の
目的（15世紀）

文明14.６,? 85 「道鑑氏久元久義天大岳迄
記」下巻？

氏久期（14世紀後半）

文明14,８,? 85 「道鑑氏久元久義天大岳迄
記上巻」

忠久～貞久期（12 ～
14世紀前半）

「道鑑氏久元久義天大岳迄
記」下巻？

元久期（14世紀末～
15世紀初め）
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聖
栄
が
こ
の
島
津
氏
の
歴
史
を
ま
と
め
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
文
明

二
年
の
奥
書
の
部
分
に
「
大
隅
国
小
河
院
内
一
成
村
岡
於
本
城
書
、｛
歳
七
十

三
是
書
訖
｝
忠
広
へ
」（｛　
｝
内
は
傍
書
）
と
あ
り
、
か
つ
史
料
⑨
の
傍
線
部

㋐
に
見
え
る
よ
う
に
子
息
忠
広
に
「
上
代
之
事
」
を
教
え
、
そ
の
奉
公
に
備
え

る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
や
が
て
忠
広
と
仲
違
い
し

て
い
ま
い
（
傍
線
部
㋑
）
執
筆
は
中
断
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
傍
線
部
㋒
の
よ

う
に
、
文
明
一
三
年
「
歳
暮
比
」
か
ら
孫
た
ち
に
「
筋
ヲ
失
サ
ル
仁
」
が
現
れ

て
い
る
こ
と
に
力
を
得
て
再
び
筆
を
と
っ
た
模
様
で
あ
る
。
次
に
提
示
し
た
文

明
一
四
年
六
月
奥
書
の
氏
久
の
代
を
記
し
た
部
分
に
は
、「
筋
目
を
孫
共
ニ

為
レ
知
、
又
ハ
公
方
を
仰
敬
、
可
レ
致
ニ
御
奉
公
一
事
」
と
あ
り
、
忠
豊
ら
孫
た

ち
を
意
識
し
て
作
成
し
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

⑩　
「（
忠
宗
・
貞
久
・
氏
久
）
此
御
三
代
、
式
部
諸
三
郎
忠
能
、
京
都
・
鎮
西

御
分
国
之
御
奉
公
之
道
を
聞
置
処
を
注
候
、
一
段
御
先
祖
代
々
戦
功
以
ニ

御
子
孫
一
、
殊
ニ
当
代
勝
而
御
繁
昌
之
所
無
レ
紛
条
、
申
も
愚
か
也
、
式

部
諸
三
郎
ハ
聖
栄
か
祖
父
也
、
筋
目
を
孫
共
ニ
為
レ
知
、
又
ハ
公
方
を
仰

敬
、
可
レ
致
ニ
御
奉
公
一
事
、
穴
賢
々
々
、
不
レ
可
レ
有
ニ
油
断
一
候
也
」

聖
栄
は
、
自
分
が
実
際
に
見
、
体
験
し
た
こ
と
以
外
に
、
こ
の
史
料
⑩
に
見

え
る
よ
う
に
、
祖
父
か
ら
聞
い
た
こ
と
や
文
明
一
四
年
三
月
奥
書
を
も
つ
久
豊

期
を
記
し
た
部
分
の
中
に
「
御
奉
公
之
隙
ニ
は
、
和
泉
崎
ニ
参
り
、
山
城
守
殿

へ
御
意
を
受
、
御
恩
を
蒙
り
候
、
如
レ
此
雑
談
ニ
付
候
而
も
御
物
語
之
所
を
申

候
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
隠
棲
し
て
い
た
総
州
家
の
島
津
忠
朝
の
も
と
で
聞
き

知
っ
た
話
な
ど
を
書
き
と
め
た
の
で
あ
る
。

内
容
的
に
は
、
島
津
氏
の
祖
忠
久
に
つ
い
て
、
頼
朝
庶
子
説
を
中
心
に
多
く

の
紙
面
を
費
や
し
て
お
り
、
冒
頭
に
清
和
天
皇
以
来
の
源
氏
の
系
図
に
島
津
氏

を
繋
げ
て
源
氏
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
他
に
南

北
朝
の
内
乱
に
お
い
て
尊
氏
九
州
下
向
時
の
多
々
良
浜
の
合
戦
に
お
け
る
曾
祖

父
宗
久
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
足
利
直
義
と
高
師
直
が
対
立
し
た
際
、
島
津
時
久

ら
が
直
義
に
忠
節
を
尽
く
し
た
と
い
う
『
太
平
記
』
に
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
載
せ
る
。
足
利
尊
氏
と
の
関
係
、
源
氏
称
揚
な
ど
、『
梅
松
論
』（
鎌
倉
幕
府

滅
亡
か
ら
室
町
幕
府
の
成
立
に
か
け
て
足
利
氏
の
立
場
で
書
か
れ
た
歴
史
物
語
。
九

州
北
部
の
少
弐
氏
に
つ
い
て
の
言
及
が
多
い
）
を
意
識
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
し
、
東
国
武
士
（
佐
竹
氏
）
の
視
点
か
ら
「
源
氏
ノ
威
勢
ヲ
申
サ
ン
カ
為
ノ

物
語
」
で
あ
る
『
源
威
集
』
の
南
九
州
・
島
津
版
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ

な
い
。

激
し
い
戦
い
の
中
を
く
ぐ
り
抜
け
、
奇
跡
的
に
八
〇
半
ば
ま
で
生
き
延
び
た

老
武
将
が
、
思
い
出
話
や
武
家
故
実
を
た
だ
子
や
孫
た
ち
に
語
る
だ
け
で
な

く
、
自
分
た
ち
の
「
歴
史
」
と
し
て
捉
え
、
記
憶
を
手
繰
り
な
が
ら
、
手
元
の

引
付
や
覚
え
、
伝
来
文
書
や
系
図
な
ど
を
整
理
し
て
ま
と
め
た
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
、
前
記
の
史
料
⑨
や
⑩
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
本
人

の
身
近
な
事
件
ば
か
り
で
は
な
く
、こ
の
時
代
の
武
士
た
ち
の
内
面
に
生
じ
た
、

も
っ
と
奥
深
い
歴
史
意
識
を
想
定
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

同
じ
よ
う
に
、
九
州
の
肥
後
国
南
部
の
戦
国
大
名
相
良
氏
に
も
（
前
記
の
大

内
氏
に
仕
え
た
相
良
正
任
は
そ
の
一
族
と
推
測
さ
れ
る
）「
沙
弥
洞
然
長
状
」
と
よ

ば
れ
る
覚
書
が
残
さ
れ
て
い
る）

44
（

。
相
良
氏
の
庶
家
で
為
続
・
長
毎
・
長
唯
の
三
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代
に
仕
え
た
相
良
（
上
村
）
長
国
（
七
〇
歳
）
に
よ
っ
て
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）

に
書
か
れ
た
も
の
で
、
相
良
氏
の
起
源
か
ら
始
め
て
、
歴
代
の
相
良
氏
当
主
の

事
績
を
述
べ
、
特
に
同
時
代
史
と
し
て
球
磨
川
河
口
の
八
代
の
攻
略
と
支
配
の

維
持
に
大
き
く
紙
面
を
割
く
。
ま
た
一
方
で
、『
山
田
聖
栄
自
記
』
と
同
様
、

武
家
故
実
（
犬
追
物
や
書
札
礼
な
ど
）
に
触
れ
、
家
臣
へ
の
接
し
方
や
信
仰
な

ど
当
主
と
し
て
の
政
治
姿
勢
を
説
く
と
と
も
に
、
相
良
為
続
が
九
州
で
た
だ
一

人
『
菟
玖
波
集
』
に
句
を
選
ば
れ
文
事
に
通
じ
て
い
た
こ
と
を
自
慢
も
す
る
。

こ
の
よ
う
に
中
世
後
期
、
各
地
に
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
地
域
権
力
に
お
い

て
、
そ
れ
を
支
え
る
家
臣
団
の
中
に
共
通
の
歴
史
意
識
が
芽
生
え
つ
つ
あ
っ

た
。
彼
ら
は
、
一
方
で
地
域
支
配
の
要
と
し
て
、
武
人
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
事
務
的
・
官
僚
的
能
力
を
要
求
さ
れ
、
手
元
に
引
付
や
覚
書
の
類
が
集
積

さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
り
、時
に
日
記
を
記
す
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
代
、
同
じ
よ
う
な
日
記
や
年
代
記
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
地
方
の

寺
院
の
そ
れ
ら
と
も
関
係
づ
け
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

例
え
ば
、
上
野
国
の
臨
済
宗
長
楽
寺
に
は
、
住
持
賢
甫
義
哲
に
よ
っ
て
記
さ

れ
た
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
正
月
か
ら
九
月
ま
で
の
日
次
記
が
残
さ
れ
て
い

る）
45
（

。
一
方
、
甲
斐
国
に
は
、
日
蓮
宗
妙
法
寺
及
び
そ
の
近
辺
で
作
成
さ
れ
た
年

代
記
『
勝
山
記
（
妙
法
寺
記）

46
（

）』
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
前
半
は
、
仏
教
関
係

の
記
事
を
中
心
に
日
本
全
体
の
歴
史
を
記
す
王
年
代
記
で
あ
る
の
に
対
し
、
後

半
の
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
以
後
は
、
地
域
の
記
事
を
中
心
に
し
た
年
代
記

と
な
っ
て
い
る
。
共
に
地
域
の
政
治
情
勢
や
疫
病
・
飢
饉
・
災
害
な
ど
に
関
心

が
あ
り
、
形
式
は
異
な
る
が
武
家
の
も
の
と
同
じ
記
録
意
識
で
作
成
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
。

前
近
代
に
お
い
て
は
、
我
々
が
考
え
る
よ
う
に
同
時
代
の
こ
と
と
過
去
の
出

来
事
と
の
間
に
区
別
は
な
い
。
ま
た
記
録
形
式
と
し
て
、
年
代
記
と
日
記
と
の

間
の
境
目
も
曖
昧
で
あ
る
。
過
去
か
ら
の
歴
史
を
辿
る
た
め
に
年
代
記
を
作
成

し
よ
う
と
し
て
日
記
的
な
も
の
を
書
き
始
め
る
場
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

日
記
的
な
も
の
が
い
つ
し
か
歴
史
に
編
ま
れ
、
年
代
記
に
作
り
替
え
ら
れ
る
場

合
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
平
安
中
期
以
来
の
王
朝
貴
族
の
日
記
は
、
儀
式
書

と
関
係
深
い
存
在
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
日
記
は
年
代
記
や
覚
書
、
さ
ら
に

軍
記
や
歴
史
書
の
類
を
視
野
に
入
れ
た
上
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

こ
の
時
期
の
日
記
の
世
界
を
空
間
的
に
拡
大
し
た
要
因
の
一
つ
に
、
旅
の
日

記
の
在
り
方
の
変
化
も
付
け
加
え
て
お
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
の
旅
の

日
記
の
伝
統
は
古
く
平
安
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
が
、
中
世
後
期
に
な
る
と
量

的
に
も
ま
た
旅
の
地
理
的
な
広
が
り
や
作
者
の
階
層
に
お
い
て
も
格
段
に
多
様

性
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る）

47
（

。
つ
ま
り
、
一
四
世
紀
ま
で
は
、
政
権
の
所

在
地
で
あ
る
鎌
倉
や
聖
地
へ
の
巡
礼
を
目
的
と
し
た
熊
野
な
ど
特
定
の
場
所
へ

の
往
還
の
日
記
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
一
四
世
紀
頃
末
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
特

定
の
目
的
地
に
と
ら
わ
れ
な
い
日
本
各
地
に
足
を
伸
ば
し
た
紀
行
類
が
数
多
く

出
現
す
る
よ
う
に
な
る
。

作
者
に
注
目
す
る
と
、
前
代
以
来
の
公
家
や
僧
侶
に
加
え
て
、
遁
世
僧
（
連

歌
師
）
た
ち
が
担
い
手
と
し
て
登
場
し
て
く
る
。
公
家
と
い
っ
て
も
飛
鳥
井
家
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や
冷
泉
家
、
そ
れ
に
三
条
西
家
と
い
っ
た
連
歌
の
み
な
ら
ず
和
歌
や
蹴
鞠
、
源

氏
物
語
研
究
な
ど
王
朝
文
化
の
担
い
手
と
し
て
秀
で
た
人
た
ち
が
中
心
で
、
旅

先
で
の
活
動
と
し
て
は
連
歌
師
た
ち
と
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

彼
ら
の
紀
行
に
は
極
め
て
多
く
の
地
方
の
人
々
が
登
場
す
る
。
今
川
氏
や
大

内
氏
と
い
っ
た
著
名
な
大
名
た
ち
か
ら
、
彼
ら
の
紀
行
の
中
で
し
か
名
前
が
残

ら
な
か
っ
た
地
方
の
武
士
や
僧
侶
た
ち
、
さ
ら
に
連
歌
師
・
猿
楽
師
と
い
っ
た

芸
能
民
な
ど
多
様
で
あ
る
が
、
彼
ら
に
共
通
し
て
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
王
朝
文

化
（
源
氏
物
語
や
古
今
集
な
ど
）
へ
の
強
い
憧
憬
と
欲
求
で
あ
る
。
こ
の
時
期

の
紀
行
に
は
、
歌
枕
へ
の
言
及
が
非
常
に
顕
著
で
あ
り
、
そ
れ
が
王
朝
文
化
と

地
方
と
を
結
び
つ
け
る
触
媒
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
地
方
の
人
々
に

と
っ
て
は
、
そ
れ
が
自
身
と
都
の
世
界
と
の
繋
が
り
を
強
く
意
識
さ
せ
、
王
朝

文
化
の
希
求
に
拍
車
を
か
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
上
述
の
山
田
聖

栄
や
『
八
代
日
記
』
の
作
者
、
長
楽
寺
住
持
の
賢
甫
義
哲
や
『
勝
山
記
（
妙
法

寺
記
）』
も
そ
の
よ
う
な
刺
激
を
受
け
た
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ

う
。
こ
の
時
期
、
地
方
に
点
々
と
残
さ
れ
る
日
記
・
覚
書
・
年
代
記
の
類
も
平

安
朝
以
来
の
日
記
の
水
脈
に
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

注（
１
） 

玉
井
幸
助
『
日
記
文
学
概
説
』（
目
黒
書
店
、
一
九
四
五
、
後
国
書
刊
行
会
よ
り

再
刊
、
一
九
八
三
）。
玉
井
氏
が
「
日
記
」
と
し
て
把
握
さ
れ
た
文
献
に
つ
い
て
は
、

個
々
に
研
究
が
進
展
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
総
体
的
に
把
握
し
よ
う
と
い
う
試
み
に

つ
い
て
み
れ
ば
、
い
ま
だ
越
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
２
） 

斎
木
一
馬
「
日
記
と
そ
の
遺
品
」（『
斎
木
一
馬
著
作
集　

１　

古
記
録
の
研
究

（
上
）』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
、
初
出
一
九
七
九
）。

（
３
） 

林
屋
辰
三
郎
『
内
乱
の
な
か
の
貴
族―

南
北
朝
と
園
太
暦
の
世
界
』（
角
川
選
書
、

一
九
九
一
、
初
出
一
九
七
五
）。

（
４
） 

代
表
的
な
も
の
と
し
て
『
日
本
歴
史
「
古
記
録
」
総
覧
』
上
・
下
、
新
人
物
往

来
社
、
一
九
八
九
・
一
九
九
〇
、
飯
倉
晴
武
『
日
本
史
小
百
科　

古
記
録
』
東
京
堂
出

版
、
一
九
九
八
）

（
５
） 

尾
上
陽
介
『
中
世
の
日
記
の
世
界
』（
山
川
出
版
社
、二
〇
〇
三
）、高
橋
秀
樹
『
古

記
録
入
門
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
）
な
ど
。

（
６
） 

松
薗
斉
『
王
朝
日
記
論
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
六
）。

（
７
） 

例
え
ば
、今
谷
明
『
言
継
卿
記　

公
家
社
会
と
町
衆
文
化
の
接
点
』（
そ
し
え
て
、

一
九
八
〇
）、
蔭
木
英
雄
『
蔭
凉
軒
日
録　

室
町
禅
林
と
そ
の
周
辺
』（
そ
し
え
て
、

一
九
八
七
）、末
柄
豊
「『
実
隆
公
記
』
と
文
書
」（
五
味
文
彦
編
『
日
記
に
中
世
を
読
む
』

吉
川
弘
文
館
、一
九
九
八
）、松
薗
「『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
見
え
る
記
録
の
構
造
」

（『
鎌
倉
仏
教
の
思
想
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
）、
同
「
応
仁
・
文
明
の
乱

と
山
科
家―

そ
の
家
記
の
保
管
を
中
心
に―

」（『
文
化
史
の
構
想
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
三
）
な
ど
。

（
８
） 
『
図
書
寮
叢
刊　

看
聞
日
記
』
一
〜
五
（
明
治
書
院
、
刊
行
中
）、『
親
長
卿
記
』

第
一
〜
第
三
（
史
料
纂
集
、
八
木
書
店
、
刊
行
中
）。

（
９
） 

史
料
研
究
の
会
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
総
索
引
』
上
・
下
（
臨
川
書
店
、

一
九
八
八
）、
蔭
木
英
雄
『
蔭
凉
軒
日
録
索
引
』（
臨
川
書
店
、
一
九
八
九
）、
中
世
公
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家
研
究
会
編
『
政
基
公
旅
引
付　

本
分
篇
・
研
究
抄
録
篇
・
索
引
篇
』（
和
泉
書
院
、

一
九
九
六
）、
家
忠
日
記
研
究
グ
ル
ー
プ
「『
家
忠
日
記
』
人
名
索
引
」（『
駒
沢
史
学
』

五
四
、
一
九
九
九
）、
土
井
哲
治
編
『
実
隆
公
記
書
名
索
引
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、

二
〇
〇
〇
）、
桃
崎
有
一
郎
『
康
富
記
人
名
索
引
』（
日
本
史
史
料
研
究
会
、

二
〇
〇
八
）、
満
済
准
后
日
記
研
究
会
編
『
満
済
准
后
日
記
人
名
索
引
』（
八
木
書
店
、

二
〇
一
〇
）
な
ど
。

（
10
） 

注
（
６
）
松
薗
二
〇
〇
六
。

（
11
） 

『
十
輪
院
内
府
記
』
文
明
一
五
年
三
月
三
〇
日
条
。

（
12
） 

『
親
長
卿
記
』
長
享
元
年
四
月
六
日
条
な
ど
。

（
13
） 

『
実
隆
公
記
』
文
亀
三
年
四
月
二
九
日
条
。

（
14
） 

『
図
書
寮
叢
刊　

九
条
家
歴
世
記
録
』
一
（
明
治
書
院
、
一
九
八
九
）。

（
15
） 

『
実
隆
』
長
享
三
年
八
月
一
七
日
条
。

（
16
） 

注
（
７
）
松
薗
二
〇
〇
三
。

（
17
） 

『
言
経
卿
記
』
慶
長
四
年
八
月
一
日
条
。

（
18
） 

『
言
緒
卿
記
』
慶
長
一
七
年
一
月
一
一
日
条
。

（
19
） 

『
園
太
暦
』
貞
和
元
年
八
月
二
九
日
条
。

（
20
） 

『
園
太
暦
』
貞
和
五
年
一
二
月
一
八
日
条
。

（
21
） 

例
え
ば
、
紀
行
の
類
は
今
川
了
俊
が
残
し
て
い
る
（『
道
行
き
ぶ
り
』）。

（
22
） 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
室
町
幕
府
の
奉
行
人
や
そ
の
記
録
作
成
に
つ
い
て
の
設

楽
薫
氏
の
一
連
の
研
究
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

「『
伺
事
記
録
』
の
成
立
」（『
史
学
雑
誌
』
九
五―

二
、
一
九
八
六
）

「
清
元
定
本
『
伺
事
記
録
』
の
伝
来―

神
道
吉
田
家
伝
来
の
武
家
関
係
史
料
の
由
来―

」

（『
日
本
歴
史
』
四
五
六
、
一
九
八
六
）

「
室
町
幕
府
奉
行
人
清
元
定
と
『
斎
藤
親
基
日
記
』
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て―

同
記
紙
背

文
書
の
紹
介
と
検
討
を
中
心
に―

」（『
国
史
学
』
一
三
七
、
一
九
八
九
）

「『
政
所
内
談
記
録
』
の
研
究―

室
町
幕
府
「
政
所
沙
汰
」
に
お
け
る
評
議
体
制
の
変
化

に
つ
い
て―

」（『
年
報
中
世
史
研
究
』
一
七
、
一
九
九
二
）

「
永
享
元
年
『
伺
事
記
録
』
の
逸
文
の
紹
介
と
研
究―

足
利
義
教
の
「
御
前
沙
汰
」
に

関
す
る
未
紹
介
史
料―

」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
一―

八
、
一
九
九
二
）

「
室
町
幕
府
評
定
衆
摂
津
之
親
の
日
記
『
長
禄
四
年
記
』
の
研
究
」（『
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
研
究
紀
要
』
三
、
一
九
九
三
）

「
室
町
幕
府
奉
行
人
松
田
丹
後
守
流
の
世
系
と
家
伝
史
料―

「
松
田
長
秀
記
」
の
成
立

に
つ
い
て―

」（『
室
町
時
代
研
究
』
二
、
二
〇
〇
八
）

　

氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
同
じ
く
奉
行
人
で
あ
っ
た
飯
尾
元
連
・
堯
連
に
よ
る
御
前
沙

汰
の
記
録
『
伺
事
記
録
』
の
よ
う
に
、
特
定
の
職
務
に
つ
い
て
そ
の
記
録
に
特
化
し
た

も
の
、『
結
番
日
記
』
と
よ
ば
れ
る
政
所
執
事
伊
勢
氏
被
官
が
輪
番
で
記
録
す
る
公
務

日
記
、
さ
ら
に
種
々
の
引
付
の
類
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
記
録
の
あ
り
方
は
多
様
か

つ
複
雑
で
あ
る
。
残
存
史
料
が
少
な
い
の
で
ま
だ
未
解
明
の
点
も
多
い
が
、
当
該
期
の

幕
府
に
は
、
か
な
り
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
記
録
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
、
さ
ら
に
今
後
の
解
明
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
23
） 

『
長
禄
四
年
記
』
八
月
二
七
日
条
。

（
24
） 

こ
の
日
記
は
、『
満
済
准
后
日
記
』正
長
二
年
二
月
一
〇
日
条
に「
鹿
苑
院
殿
御
例
」

の
典
拠
と
さ
れ
た
松
田
丹
後
守
（
秀
藤
の
父
満
秀
）
も
と
に
あ
る
「
故
鹿
苑
院
殿
御
元

服
日
記
」
の
こ
と
で
あ
り
、
設
楽
二
〇
〇
八
に
よ
れ
ば
（
注
（
22
））
は
、
こ
の
日
記

は
松
田
氏
の
祖
先
で
あ
る
貞
秀
の
日
記
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

（
25
） 

注
（
22
）
設
楽
二
〇
〇
八
。



424

（
26
） 
一
五
世
紀
末
に
松
田
長
秀
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
と
さ
れ
る
（
同
前
）。

（
27
） 
松
薗
斉
『
日
記
の
家
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
）
第
四
章
。

（
28
） 

玉
村
竹
二
「『
蔭
涼
軒
日
録
』
考
」（『
日
本
禅
宗
史
論
集
』
下
之
一
、
一
九
七
九
、

初
出
一
九
七
六
）
な
ど
。

（
29
） 

仁
和
寺
守
覚
法
親
王
の
日
次
記
（
仁
和
寺
紺
表
紙
小
双
紙
研
究
会
編
『
守
覚
法

親
王
の
儀
礼
世
界
』
勉
誠
社
、
一
九
九
五
）
や
醍
醐
寺
親
玄
僧
正
の
日
記
（
親
玄
僧
正

日
記
を
読
む
会
（
ダ
イ
ゴ
の
会
）「『
親
玄
僧
正
日
記
』
正
応
五
年
」『
内
乱
史
研
究
』

一
四
〜
一
六
、
一
九
九
三
〜
一
九
九
五
）
な
ど
。

（
30
） 

注
（
７
）
蔭
木
一
九
八
七
。

（
31
）　

同
前
。

（
32
） 

『
蔭
凉
軒
日
録
』
長
禄
四
年
七
月
一
四
・
一
五
日
条
。

（
33
） 

『
蔭
凉
軒
日
録
』
寛
正
五
年
九
月
二
八
日
条
な
ど
。

（
34
） 

同
前
文
正
元
年
二
月
二
三
日
条
。

（
35
） 

同
前
寛
正
四
年
一
二
月
一
日
条
。

（
36
） 

菅
原
正
子
『
中
世
の
武
家
と
公
家
の
「
家
」』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
）。

（
37
） 

川
添
昭
二
『
中
世
九
州
の
政
治
・
文
化
史
』（
海
鳥
社
、
二
〇
〇
三
）。

（
38
） 

川
上
倫
央「
大
内
氏
の
奉
書
お
よ
び
奉
者
」（『
九
州
史
学
』一
四
七
、
二
〇
〇
七
）。

（
39
） 

豊
臣
秀
次
の
右
筆
を
務
め
た
駒
井
重
勝
の
日
記
『
駒
井
日
記
』
は
、
室
町
幕
府

の
奉
行
人
層
の
日
記
と
こ
の
時
代
に
現
れ
た
戦
国
大
名
な
ど
地
方
権
力
の
吏
僚
層
の
日

記
の
両
方
の
系
譜
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
40
） 

丸
島
和
洋
「
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
相
良
家
本
『
八
代
日
記
』
の
基
礎
的
考
察
」（『
古

文
書
研
究
』
六
五
、
二
〇
〇
八
）。

（
41
） 

こ
の
時
期
の
地
方
武
士
の
日
記
も
し
く
は
そ
れ
に
類
す
る
引
付
の
類
は
、
近
世

に
入
っ
て
年
代
記
や
家
記
・
覚
書
の
類
の
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
、
原
態
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
も
の
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
甲
斐
武
田
氏
の
武
将
駒
井
高
白
斎
の
引

付
の
類
を
基
に
し
て
編
纂
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
『
高
白
斎
記
』、
陸
奥
国
津
軽

郡
の
医
家
山
崎
立
朴
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
永
禄
日
記
』、
常
陸
国
南
部
の
武
士
で

烟
田
氏
の
重
臣
井
川
氏
の
記
録
が
基
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
『
烟
田
旧
記
』
な

ど
が
そ
の
類
で
あ
り
、
さ
ら
に
調
査
が
進
め
ば
も
っ
と
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
42
） 

川
添
昭
二
『
今
川
了
俊
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
）、
市
沢
哲
「
太
平
記
と

そ
の
時
代
」（『
太
平
記
を
読
む
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
）。

（
43
） 

『
鹿
児
島
県
史
料
集
』
Ⅶ
（
鹿
児
島
県
史
料
刊
行
会
、
一
九
六
七
）。

（
44
） 

『
相
良
家
文
書
』・『
群
書
類
従
』
合
戦
部
・
高
野
茂
『
中
世
の
八
代　

史
料
編
』

（
一
九
九
三
）
な
ど
に
所
収
。

（
45
） 

『
長
楽
寺
永
禄
日
記
』（
史
料
纂
集
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
三
）。

（
46
） 

『
山
梨
県
史
』
資
料
編
６
（
二
〇
〇
一
）。

（
47
） 

松
薗
「
古
代
・
中
世
の
紀
行
（
旅
の
日
記
）
覚
書
」（『
安
城
市
史
研
究
』

八
、
二
〇
〇
七
）。
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〈
共
同
研
究
報
告
〉

「
日
記
」
お
よ
び
「
日
記
文
学
」
概
念
を
め
ぐ
る
覚
書

鈴　

木　

貞　

美

一
、「
日
記
」
お
よ
び
「
日
記
文
学
」
概
念―

問
題
の
所
在

　
「
日
記
」
お
よ
び
「
日
記
文
学
」
の
概
念
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
の
考
察
を

試
み
る
。
専
門
家
諸
氏
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
研
究
の
一
助
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
の
考
え
る
「
日
記
」
の
概
念
は
、
前
近
代
の
中
国

語
に
は
見
ら
れ
ず
、
今
日
の
中
国
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
日
記
」
は
、
二
〇
世

紀
に
日
本
の
教
科
書
類
か
ら
ひ
ろ
が
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る（

１
）。

中
国
で
も
古

く
か
ら
「
日
記
」
の
語
は
見
ら
れ
る
が
、
今
日
の
概
念
と
は
遠
く
隔
た
っ
て
い

る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

中
国
で
、
最
も
早
く
に
見
ら
れ
る
「
日
記
」
の
語
と
し
て
、
玉
井
幸
助
『
日

記
文
学
概
論
』（
一
九
四
四
）
第
一
章
「
概
観
」
は
、
東
漢
の
王
充
（
A 

D
二
七

〜
九
七
）
の
『
論
衡
』
巻
一
三
効
力
篇
に
、〈
文
儒
の
力
〉
は
文
章
に
示
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
を
論
じ
る
な
か
に
、〈
上
書
日
記
〉
と
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
王
充
は
、「
上
書
」
に
優
れ
た
者
と
し
て
、
漢
の
成
帝
に
仕
え
た
谷

子
雲
を
あ
げ
、「
日
記
」
に
優
れ
た
者
と
し
て
孔
子
を
あ
げ
る
。『
春
秋
』
な
ど

五
経
は
、
す
な
わ
ち
「
日
記
」
と
さ
れ
た（

２
）。

皇
帝
に
差
し
出
す
上
奏
文
に
対
し

て
、
い
わ
ば
私
人
が
、
日
々
、
記
し
、
ま
た
文
章
を
収
集
編
集
す
る
作
業
が
す

べ
て
「
日
記
」
で
あ
る
。
要
す
る
に
「
日
記
」
は
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
な
か
で

文
章
を
扱
う
こ
と
全
般
を
指
し
て
用
い
、
玉
井
は
、
そ
の
後
も
一
般
に
、
こ
の

意
味
で
流
通
し
て
い
た
と
し
、「
日
録
」「
日
鈔
」「
日
抄
」「
日
疏
」
な
ど
も
同

義
語
と
見
て
い
る（

３
）。

こ
れ
に
従
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
中
国
語
の「
日
記
」は
、

ノ
ン
・
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。

　

玉
井
幸
助
『
日
記
文
学
概
論
』
第
二
篇
「
我
が
国
の
日
記
」
は
、
紀
貫
之
『
土

佐
日
記
』
に
つ
い
て
論
じ
た
北
村
季
吟
ら
が
「
日
記
」
に
〈
日
々
の
事
を
書
き

記
す
〉
と
い
う
定
義
を
与
え
な
が
ら
、
そ
う
で
は
な
い
「
篁
日
記
」
な
ど
を
同

列
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
投
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
語
で「
日
記
」
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が
、
い
つ
、
概
念
化
し
た
の
か
、
見
極
め
に
く
い
。
本
稿
第
二
節
で
、
こ
れ
に

つ
い
て
少
し
手
探
り
し
て
み
る
。

　

次
に
、「
日
記
文
学
」
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
、
今
日
、『
国
史
大
辞
典
』（
第

一
一
巻
、
一
九
九
〇
）
は
〈
大
正
末
か
ら
昭
和
初
め
に
用
い
ら
れ
始
め
〉
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。『
国
史
事
典
』の
記
述
は
、容
易
に
裏
付
け
ら
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
伝
統
的
に
「
文
学
」
は
、
一
貫
し
て
中
国
渡
来
の
学
問
を
指
し
、

そ
の
内
部
の
ジ
ャ
ン
ル
の
分
類
は
正
式
に
は
「
経
・
史
・
詩
・
集
」
以
外
に
な

く
、
日
本
の
「
史
」
や
「（
漢
）
詩
」
は
あ
っ
て
も
、
日
本
の
「
文
学
」
と
い

う
呼
称
も
概
念
（
範
疇
）
も
な
か
っ
た
。
た
だ
、
漢
詩
と
和
歌
は
ひ
と
つ
の

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
意
識
さ
れ
た
。
内
容
分
類
と
し
て
は
、
類
書
の
部
立
て
に
な

ら
っ
た
も
の
が
『
古
今
著
聞
集
』
に
見
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
儒
学
中
心

の「
文
学
」が
再
確
立
し
、
藩
校
の
儒
学
の
先
生
が
「
文
学
」
な
い
し
「
祭
酒
」

と
呼
ば
れ
た
。

　

明
治
期
に
英
語
“literature

”の
刺
戟
を
受
け
て
、「
文
学
」
概
念
に
再
編
が

起
こ
り
、
は
じ
め
、
最
広
義
は
、
学
問
一
般
を
意
味
し
た
が
、
こ
れ
は
明
治
半

ば
に
、
ほ
ぼ
消
え
る
。
広
義
は
、
人
文
学
（
と
い
っ
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ

と
は
ち
が
い
、
漢
文
の
著
作
と
「
宗
教
」〔
学
〕、
民
衆
の
た
め
の
も
の
を
含
む
日
本

独
自
の
概
念
）
を
意
味
し
、
明
治
中
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で
こ
れ
が
広
く
用

い
ら
れ
た
。
狭
義
は
、
文
字
で
書
か
れ
た
言
語
藝
術
を
指
し
、
専
門
家
の
あ
い

だ
に
は
一
九
一
〇
年
前
後
に
定
着
す
る（

４
）。

　

実
際
、
明
治
期
に
は
じ
ま
る
「
日
本
文
学
史
」
に
「
日
記
文
学
」
と
い
う
カ

テ
ゴ
リ
ー
は
現
れ
な
い
。「
日
本
文
学
史
」
の
嚆
矢
を
名
の
る
三
上
参
次
・
高

津
鍬
次
郎
『
日
本
文
学
史
』（
一
八
九
〇
）
は
、
広
義
の
「
文
学
」
の
歴
史
を

述
べ
る
も
の
だ
が
、
第
三
篇
「
平
安
朝
の
文
学
」
第
四
章
「
日
記
及
び
紀
行
の

文
」
は
、
日
記
、
紀
行
、
随
筆
の
〈
三
者
の
間
に
、
画
然
た
る
区
域
を
設
く
る

に
難
し（

５
）〉

と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、「
随
筆
」
に
つ
い
て
も
、

意
を
注
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

広
く
読
ま
れ
た
簡
潔
な
文
学
史
で
は
、
芳
賀
矢
一
『
国
文
学
史
十
講
』（
一

八
九
九
）
で
、「
文
学
」
を
〈
美
術
品
と
し
て
の
制
作
物
〉
と
定
義
し（
６
）、
ま
た

和
文
作
品
を
中
心
に
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
国
民
文
学
」
を
受
け
取
り
、
国

語
（national language

）
に
限
定
し
、
か
つ
言
語
藝
術
に
限
る
態
度
を
見
せ

て
い
る
が
、
第
五
講「
中
古
文
学
の
二　

仮
名
文
字
散
文
」で
は
、『
源
氏
物
語
』

『
枕
草
紙
』『
紫
式
部
日
記
』『
和
泉
式
部
日
記
』『
蜻
蛉
日
記
』
を
併
記
し
て
い

る
。
ま
た
「
歴
史
物
語
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
定
し
て
い
る（

７
）。

藤
岡
作
太

郎
『
国
文
学
史
講
話
』（
一
九
〇
一
、
〇
四
）
は
、
広
く
美
術
の
動
向
を
も
見
渡

す
態
度
に
立
つ
が
、〈
枕
草
紙
は
清
少
納
言
の
作
に
し
て
、
紫
式
部
日
記
、
和

泉
式
部
日
記
な
ど
、
同
時
代
に
出
で
た
る
こ
の
種
の
作
物
数
あ
れ
ど
、
い
づ
れ

も
一
歩
を
此
書
に
譲
れ
り（
８
）
〉
と
述
べ
、
そ
の
の
ち
、『
源
氏
物
語
』
と
の
比
較

に
入
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
狭
義
の
「
文
学
」
が
成
立
し
た
明
治
末
に
な
っ
て

も
、
女
手
の
日
記
、
紀
行
、
随
筆
は
ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
。
本
稿
第
三
節
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
少
し
考
察
を
加
え
る
。

　

そ
し
て
、
今
日
、「
日
記
文
学
」
の
語
が
書
名
に
現
れ
る
も
の
と
し
て
、
池

田
亀
鑑
『
宮
廷
女
流
日
記
文
学
』（
一
九
二
八
）
が
嚆
矢
で
あ
り
、
初
出
は
、

池
田
亀
鑑
「
自
照
文
学
の
歴
史
的
展
開
」（『
国
文
教
育
』
一
九
二
六
年
一
一
月
号
）
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あ
た
り
で
あ
ろ
う
こ
と
、
指
標
と
し
て
は
「
作
者
の
心
境
の
漂
白
」
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

９
）。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た

背
景
に
つ
い
て
、
本
稿
第
四
節
で
、
要
点
の
み
、
か
い
つ
ま
ん
で
述
べ
る
こ
と

に
す
る
。二

、「
日
記
」
を
め
ぐ
っ
て

　

玉
井
幸
助
『
日
記
文
学
概
論
』
第
二
篇
「
我
が
国
の
日
記
」
は
、
現
存
す
る

文
献
中
、「
日
記
」
の
語
が
初
め
て
見
え
る
の
は
、『
類
聚
符
宣
抄
』
中
の
弘
仁

一
二
年
（
八
二
一
）
の
宣
と
い
う
。〈
自
今
以
後
、
令
載
其
外
記
於
日
記）
10
（

〉
と

あ
る
。
こ
れ
以
降
、
令
を
外
記
に
お
け
る
日
記
に
載
せ
る
、
と
い
う
意
味
だ
。

「
外
記
」
は
、
宮
廷
儀
式
を
記
す
少
納
言
の
下
に
置
か
れ
た
史
官
、
お
よ
び
、

そ
れ
が
受
け
持
っ
た
記
録
で
あ
る
。

　

そ
れ
以
前
、
史
書
に
登
場
す
る
「
日
記
」
と
題
す
る
書
目
の
う
ち
、
最
も
早

い
も
の
は
、
壬
申
の
乱
（
六
七
二
）
の
と
き
、
大
海
人
皇
子
の
ふ
た
り
の
舎
人

の
記
し
た
『
安あ

斗と

智の
ち

徳と
こ

日
記
』、『
調
つ
き
の
む
ら
じ連
淡お
う
み海
日
記
』
の
ご
く
一
部
が
、
卜う
ら
べ部

兼か
ね
か
た方
『
釈
日
本
紀
』（
一
三
世
紀
後
期
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら

壬
申
の
乱
に
か
か
わ
っ
た
個
人
の
手
記
の
類
が
七
世
紀
の
う
ち
に
「
日
記
」
と

題
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。『
日
本
書
紀
』
の
七
世
紀
の
記
事

の
う
ち
、
一
部
が
編
入
さ
れ
て
い
る
個
人
の
手
記
の
書
目
に
、『
高
麗
沙
門
道

顯
日
本
世
記
』（
六
六
〇
、
六
六
一
、
六
六
九
）、『
伊い
き
の
は
か
と
こ

吉
連
博
徳
書
』（
六
五
四
、

六
五
九
、
六
六
一
）、『
難な
に
わ
の
き
し
お
び
と

波
吉
士
男
人
書
』（
六
五
九
）
が
あ
る
。「
記
」
な
い

し
は
「
書
」
で
あ
る
。「
記
」
は
著
述
、
編
述
一
般
に
用
い
る
が
、
意
味
は
記

録
の
う
ち
、
そ
れ
な
り
に
構
え
た
も
の
、
そ
れ
に
対
し
て
「
書
」
は
、
よ
り
軽

い
書
き
つ
け
類
一
般
の
意
味
で
呼
び
分
け
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

書
が
「
日
記
」
と
題
さ
れ
て
い
た
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
、『
紀
』
で
は
そ
れ

を
避
け
た
、
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
、
卜
部
兼
方
が
、
か
つ
て

で
あ
れ
ば
『
安
斗
智
徳
書
』、『
調
連
淡
海
書
』
と
記
さ
れ
た
は
ず
の
手
記
の
類

を
「
日
記
」
の
名
で
呼
ん
で
い
る
と
考
え
た
方
が
穏
当
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
一
三

世
紀
後
期
に
は
、
事
件
に
つ
い
て
記
し
た
手
記
な
ど
記
録
類
に
「
日
記
」
と
い

う
呼
称
を
用
い
る
習
慣
が
一
流
の
知
識
層
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
そ
の
意
味
で
の
「
日
記
」
の
呼
称
が
、
安
定
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
今
日
、『
紫
式
部
日
記
』
と
通
称
さ
れ
て
い
る
書
き
つ
け
に
つ
い
て
見

る
と
、
鎌
倉
中
期
に
『
紫
式
部
日
記
絵
巻
』
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
が
、
室
町
初

期
の『
源
氏
物
語
』の
注
釈
書『
河
海
抄
』に
は
、「
紫
記
」・「
紫
式
部
が
日
記
」・

「
紫
日
記
」・「
紫
式
部
仮
名
記
」
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
が
登
場
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。「
書
」
で
は
な
く
、「
記
」
と
付
さ
れ
て
い
る
の
は
尊
重
さ
れ

て
い
た
ゆ
え
だ
ろ
う
。

　

今
日
、「
日
記
」
と
呼
ん
で
い
る
も
の
の
起
源
と
し
て
、
し
ば
し
ば
あ
げ
ら

れ
る
の
が
、
中
国
の
皇
帝
の
行
動
記
録
、「
起
居
注
」
で
あ
る
。
史
官
が
記
録

し
、
の
ち
に
「
実
録
」
と
し
て
編
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。
漢
の
武
帝
の
「
禁
中
起

居
注
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
、よ
く
知
ら
れ
る
。
史
官
名
は
、
周
代
か
ら
「
左
史
」

「
右
史
」
が
あ
っ
た
が
、
漢
代
に
官
職
名
と
し
て
の
「
起
居
注
」
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
。
晋
朝
か
ら
「
起
居
令
」、「
起
居
郎
」、「
起
居
舎
人
」
な
ど

の
専
門
の
官
職
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
制
度
は
清
朝
が
滅
ぶ
ま
で
続
け
ら
れ
た
と
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い
わ
れ
て
い
る）
11
（

。
な
お
、『
日
本
書
紀
』神
功
皇
后
摂
政
六
六
年
に『
晋
起
居
注
』

か
ら
の
引
用
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。

　

現
存
す
る
最
古
の
「
起
居
注
」
と
さ
れ
る
の
は
、
中
国
唐
代
の
編
年
体
歴
史

書
『
大
唐
創
業
起
居
注
』
だ
が
、
以
降
、
残
さ
れ
た
も
の
は
少
な
い
。
次
代
に

前
代
の「
正
史
」が
編
ま
れ
る
と
捨
て
た
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
清
代
の「
起

居
注
冊
」
が
台
湾
の
国
立
故
宮
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
、
史

官
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
内
記
が
起
居
注
に
あ
た
る
御
所
記

録
を
受
け
持
ち
、
外
記
が
宮
廷
儀
式
の
記
録
を
残
し
た
。
そ
の
場
合
、「
日
記

す
」「
日
記
せ
し
む
」
と
動
詞
が
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
貴
族
や
官
吏

に
よ
っ
て
私
的
な
手
控
え
が
行
わ
れ
て
い
る
。
儀
式
の
私
的
な
手
控
え
は
、
中

国
で
は
、
の
ち
の
ち
ま
で
見
ら
れ
な
い
と
い
う）

12
（

。
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

天
皇
の
日
録
と
し
て
は
、
現
存
す
る
最
初
の
も
の
と
さ
れ
る
『
宇
多
天
皇
御

記
』（
寛
平
御
記
）、
以
下
、『
醍
醐
天
皇
御
記
』『
村
上
天
皇
御
記
』
の
「
三
代

御
記
」
が
あ
り
、
皇
族
の
も
の
に
醍
醐
天
皇
第
四
皇
子
、
重
明
親
王
の
『
吏
部

王
記
』
な
ど
、
上
級
貴
族
の
も
の
に
醍
醐
天
皇
の
下
で
官
位
を
あ
げ
た
藤
原
忠

平
の
『
貞
信
公
記
』
以
下
、藤
原
実
頼
の
『
清
慎
公
記
』、藤
原
師
輔
の
『
九
暦
』

（
九
条
殿
御
記
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
。「
暦
」
と
つ
く
の
は
、
具
注
暦
に
記
し
た

た
め
で
あ
る
。
な
お
、
正
倉
院
文
書
中
、
天
平
年
間
か
ら
国
司
の
業
務
記
録
と

と
も
に
、
手
控
え
に
具
注
暦
の
余
白
や
紙
背
を
用
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。

　

具
注
暦
の
そ
も
そ
も
は
、
古
代
国
家
の
宮
廷
が
地
方
行
政
組
織
に
配
布
し
、

古
代
国
家
の
時
間
を
支
配
統
制
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
新
し
く

漉
い
た
紙
、
漉
き
返
し
た
紙
の
不
足
な
ど
も
働
き
、
一
〇
世
紀
に
は
、
そ
の
制

度
が
崩
れ
て
い
た
こ
と
が
、
平
安
末
期
に
編
ま
れ
た
『
本
朝
世
紀
』
に
う
か
が

え
る
。
他
方
、
一
〇
世
紀
に
は
、
貴
族
や
寺
院
は
、
具
注
暦
の
制
作
や
書
写
を

暦
博
士
や
暦
生
に
依
頼
す
る
こ
と
が
す
で
に
慣
例
と
な
っ
て
い
た
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。
む
し
ろ
具
注
暦
の
用
途
の
一
半
が
日
録
の
た
め
の
も
の
に
な
っ
て
い

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
藤
原
摂
関
家
は
、
具
注
暦
の
献

上
を
受
け
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
の
こ
と
か
は
不
詳
。

　

ま
た
、
勘
解
由
小
路
家
の
初
代
、
藤ふ

じ
わ
ら
よ
り
す
け

原
頼
資
以
降
、
経
光
・
兼
仲
・
光
業
ら

が
自
筆
日
記
を
の
こ
し
て
い
る
が
、
暦
記
と
日
次
記
が
並
行
し
て
作
成
さ
れ
て

お
り
、
暦
記
に
は
公
私
に
わ
た
る
仔
細
な
記
事
が
記
さ
れ
、
出
仕
し
た
日
は
、

日
次
記
に
行
事
記
録
が
記
さ
れ
る
傾
向
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
、
す
で
に

指
摘
さ
れ
て
い
る）

13
（

。

　

な
お
、
玉
井
幸
助
『
日
記
文
学
概
論
』
は
、
高
級
貴
族
の
「
日
記
」
に
は
、

公
の
こ
と
を
明
確
に
記
す
こ
と
を
旨
と
し
、
私
見
を
加
え
て
ご
た
ご
た
書
く
も

の
で
は
な
い
と
い
う
通
念
が
あ
っ
た
こ
と
、
自
身
の
思
惑
な
ど
記
す
場
合
に

は
、「
私
記
也
」
と
こ
と
わ
り
を
入
れ
る
例
を
藤
原
忠
平
の
『
貞
信
公
記
』
に

指
摘
し
て
い
る）
14
（

。

　
「
日
記
」
に
、
宮
廷
儀
式
、
有
職
故
実
の
た
め
の
手
控
え
と
い
う
性
格
よ
り
、

個
々
人
の
行
動
、
見
聞
の
記
録
と
し
て
の
性
格
を
求
め
る
な
ら
、
そ
の
起
源

は
、遣
唐
使
の
随
行
録
に
求
め
る
方
が
、
妥
当
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

目
的
は
任
務
の
報
告
の
た
め
の
手
控
え
で
あ
る
。
業
務
日
録
で
あ
る
こ
と
は
変

わ
ら
な
い
。
先
に
ふ
れ
た
『
紀
』
中
に
引
か
れ
た
『
伊
吉
連
博
徳
書
』
が
嚆
矢
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と
さ
れ
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
円
仁
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
も
、
そ
の
延
長
に

あ
る
も
の
と
見
て
よ
い
。

　

遣
唐
使
の
日
録
に
つ
い
て
、「
日
記
」
と
呼
ん
だ
例
が
、『
宇
津
保
物
語
』
に

あ
る
。
作
り
物
語
だ
が
、
用
語
や
概
念
の
考
察
の
上
で
は
、
む
し
ろ
参
照
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。
蔵く
ら
び
ら
き開（

上
）
に
、
藤
原
仲
忠
が
朱
雀
院
に
〈
家
の
古
集
の
や

う
な
も
の
〉
を
披
歴
す
る
セ
リ
フ
を
引
く
。〈
俊と
し
か
げ蔭
の
朝
臣
、
も
ろ
こ
し
に
渡

り
け
る
日
よ
り
、
父
の
朝
臣
の
日
記
せ
し
一
つ
、
詩
・
和
歌
し
る
せ
し
一
つ
。

そ
の
亡
せ
侍
り
け
る
日
ま
で
、
日
づ
け
し
な
ど
し
て
お
き
侍
り
け
る
を
、
俊
蔭

帰
り
ま
う
で
け
る
日
ま
で
、
作
れ
る
こ
と
も
、
そ
の
人
の
日
記
な
ど
な
む
、
そ

の
な
か
に
侍
り
し
〉云
々
と
あ
る）

15
（

。
仲
忠
の
祖
父
、清
原
俊
蔭
が
遣
唐
使
に
行
っ

て
い
る
あ
い
だ
に
、
俊
蔭
の
帰
国
を
待
っ
て
、
曾
祖
父
、
清
原
の
王
が
つ
け
て

い
た
「
日
記
」
が
ひ
と
つ
と
、
日
付
を
つ
け
た
詩
歌
の
集
が
ひ
と
つ
。
ま
た
俊

蔭
が
帰
国
す
る
日
ま
で
に
つ
く
っ
た
も
の
も
、
そ
の
人
の
「
日
記
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
、
と
い
う
く
ら
い
の
意
味
。
父
の
朝
臣
が
「
日
記
」
を
つ

け
て
い
た
の
は
、
俊
蔭
が
帰
国
し
た
の
ち
、
留
守
中
の
出
来
事
を
報
告
す
る
た

め
の
記
録
で
あ
ろ
う
。〈
そ
の
人
の
日
記
な
ど
な
む
〉
は
、
日
録
の
な
か
に
詩

歌
や
つ
く
っ
た
文
章
を
控
え
、
と
ど
め
る
こ
と
を
ふ
く
め
て
い
る
の
で
、
純
然

た
る
記
録
で
は
な
い
が
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
だ
ろ
う
。

　

な
お
、『
う
つ
ぼ
物
語
』
の
こ
の
用
例
に
〈
日
づ
け
し
な
ど
し
て
〉
と
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
玉
井
幸
助
『
日
記
文
学
概
論
』
は
、『
狭
衣
物
語
』
に
も
〈
月

日
た
し
か
に
記
し
つ
つ
日
記
し
て
〉と
わ
ざ
わ
ざ
記
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

「
日
記
」
と
い
う
語
に
、
日
次
に
記
す
含
意
は
な
い
と
し
て
い
る）

16
（

。

　

の
ち
、
一
四
〜
一
五
世
紀
の
も
の
だ
が
、
伏
見
宮
貞
成
親
王
の『
看
聞
御
記
』

の
よ
う
に
自
ら
の
和
歌
・
連
歌
の
書
付
の
裏
、
万
里
小
路
時
房
の
『
建
内
記
』

の
よ
う
に
手
紙
や
文
書
の
裏
に
、
関
連
す
る
日
録
を
記
し
た
り
す
る
こ
と
は
和

歌
の
詞
書
き
の
た
め
の
手
控
え
、
ま
た
手
紙
の
覚
え
と
し
て
、
ふ
つ
う
に
行
わ

れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
さ
か
の
ぼ
れ
ば
『
万
葉
集
』
巻
一
七
な
ど
、
大
伴

家
持
が
日
付
を
付
し
、
詞
書
を
記
し
て
長
歌
や
短
歌
を
記
し
て
い
る
記
載
が
見

ら
れ
る
。

　

な
お
、『
宇
津
保
物
語
』
の
次
章
、
蔵
開
（
中
）
の
朱
雀
院
に
そ
れ
を
見
せ

る
条
で
は
、
俊
蔭
の
遣
唐
使
の
日
記
は
、
自
筆
の
〈
真
名
文
に
書
け
り
〉、
清

原
王
の
も
の
は
〈
草
に
書
け
り
〉
と
あ
る）

17
（

。「
真
名
文
」
と
対
照
さ
せ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、「
草
」
は
草
仮
名
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
あ
た
り

の
記
述
は
、
中
身
に
つ
い
て
、
あ
い
ま
い
で
、
和
歌
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。

が
、
和
歌
だ
け
で
な
け
れ
ば
仮
名
日
記
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
朱
雀
院
は
仲
忠

に
訓
点
を
う
た
せ
て
読
ま
せ
、
ま
た
字
音
読
み
に
さ
せ
て
鑑
賞
し
て
い
る
。
こ

れ
は
俊
蔭
の
〈
作
れ
る
こ
と
〉
を
、
で
あ
ろ
う
。

　

俊
蔭
が
遣
唐
使
に
行
っ
て
い
る
あ
い
だ
の
「
日
記
」
が
「
真
名
文
」
で
あ
る

こ
と
は
当
然
だ
が
、
平
安
中
期
に
は
、
一
般
に
、
い
わ
ゆ
る
変
体
漢
文
で
あ
っ

て
も
「
真
名
文
」
と
呼
ん
だ
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、『
宇
津
保
物
語
』

蔵
開
（
上
）
で
、
仲
忠
は
朱
雀
院
に
、
昨
今
の
学
問
の
廃
れ
ぶ
り
を
嘆
き
、
高

麗
か
ら
の
使
い
の
こ
と
な
ど
も
持
ち
出
し
て
い
る
。〈
家
の
古
集
の
や
う
な
も

の
〉
を
披
歴
し
た
の
も
、
自
身
の
学
問
の
才
を
、
朱
雀
院
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
ま
た
、
朱
雀
院
が
訓
点
を
う
た
せ
て
読
ま
せ
て
い
る
と
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こ
ろ
か
ら
見
て
も
、
こ
の
「
真
名
文
」
は
漢
文
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

　

父
の
朝
臣
が
草
仮
名
の
日
記
を
つ
け
て
い
た
と
し
て
も
、
お
か
し
く
は
な

い
。
す
で
に
紀
貫
之
『
土
佐
日
記
』（
九
三
五
）
が
あ
っ
た
。
よ
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
、
本
来
、
漢
文
で
記
さ
れ
る
日
々
の
記
録
（
日ひ
な
み次

記
）
を
、
和
文
で
書

く
た
め
に
書
き
手
を
女
に
仮
託
し
た
も
の
で
あ
る
。
和
歌
も
五
七
首
、
入
っ
て

い
る
。
歌
も
ふ
く
め
て
、
記
し
て
あ
る
内
容
は
、
女
で
あ
る
こ
と
を
想
わ
せ
る

も
の
で
は
な
い
。
誰
が
読
ん
で
も
設
定
だ
け
の
仮
託
で
あ
る
こ
と
は
す
ぐ
に
わ

か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

こ
の
種
の
仮
託
は
、
漢
詩
で
は
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。『
文
華
秀
麗
集
』

（
八
一
八
）
で
巨こ

勢せ
の

識し
き

人ひ
と

が
嵯
峨
天
皇
の
「
長
門
怨
」
に
あ
わ
せ
た
詩
を
、
一

人
寝
を
か
こ
つ
女
の
身
に
な
っ
て
つ
く
っ
て
い
る
。
和
歌
で
は
、
の
ち
、
慈
円

『
早
率
露
胆
百
首
』（
一
一
八
八
）
が
、
そ
の
詞
書
に
、
倶
舎
論
な
ど
よ
く
読
ん

で
い
る
比
叡
山
の
若
い
稚
児
が
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、『
土
佐
日
記
』
冒
頭
の
「
男
も
す
な
る
日
記
と
い
ふ
も
の
を
女
も
し

て
み
む
と
て
」
は
、「
男
が
書
く
と
い
う
日
記
を
女
の
わ
た
し
も
し
て
み
る
」

く
ら
い
に
と
っ
て
お
け
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。「
女
で
は
、
は
じ
め
て
わ
た

し
が
試
み
る
」
と
い
う
よ
う
な
強
い
含
意
が
読
み
と
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。

　
『
河
海
抄
』
に
は
、
醍
醐
天
皇
の
后
、
穏や
す
こ子
の
日
記
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

穏
子
は
関
白
藤
原
基
経
の
娘
で
、
入
内
し
て
の
ち
の
記
事
は
ひ
ら
が
な
書
き
、

の
ち
息
子
の
朱
雀
天
皇
が
即
位
し
て
皇
太
后
と
な
っ
て
か
ら
の
記
事
は
漢
文
で

あ
る
。
ど
ち
ら
も
『
土
佐
日
記
』
が
執
筆
さ
れ
た
時
期
よ
り
早
い）
18
（

。

　

穏
子
の
場
合
、
宮
廷
行
事
の
手
控
え
の
必
要
が
あ
っ
て
自
分
で
つ
け
た
の

は
、
ひ
ら
が
な
書
き
、
皇
太
后
に
な
っ
た
の
ち
の
日
記
は
、
記
録
係
が
漢
文
で

記
し
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
穏
子
が
漢
文
を
読
め
た
と
し
て
も
、
書
け
た
と
は

思
え
な
い
。

　

ま
た
『
土
佐
日
記
』
の
以
前
、
節
会
や
祭
礼
の
日
の
記
録
、
詩
合
わ
せ
、
歌

合
わ
せ
の
記
録
も
日
付
を
付
し
て
残
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
陽
明
文
庫
蔵

『
類
聚
歌
合
』
巻
一
七
の
料
紙
に
用
い
ら
れ
た
「
和
歌
合
抄
目
録
」
中
、「
延
喜

一
三
年
（
九
一
三
）
三
月
一
三
日
亭
子
院
歌
合
」
の
項
の
下
に
は
、「
有
伊
勢

日
記
」
と
書
き
入
れ
が
あ
り
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
歌
合
』
巻
一
の
、
そ
の
日
の

歌
会
の
記
録
は
、
そ
の
『
伊
勢
日
記
』
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
て
い

る）
19
（

。

　

こ
れ
ら
「
歌
合
日
記
」
は
、
和
歌
に
つ
い
て
の
も
の
だ
か
ら
、
ひ
ら
が
な
書

き
だ
が
、
女
官
が
書
い
た
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ
う
。こ
の
場
合
の
「
日
記
」
は
、

そ
の
日
の
記
録
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
の
ち
、

歌
人
、
藤
原
隆
房
が
後
白
河
法
皇
五
〇
歳
の
祝
賀
の
儀
の
様
子
を
記
し
た

『
安あ
ん
げ
ん
お
ん
が
の
に
っ
き

元
御
賀
日
記
』
も
あ
る
。

三
、「
日
記
文
学
」
を
め
ぐ
っ
て

　
『
土
佐
日
記
』
に
つ
い
て
、
ふ
れ
た
つ
い
で
に
、
今
日
、「
日
記
文
学
」
と
称

さ
れ
て
い
る
言
語
作
品
に
つ
い
て
、
少
し
だ
け
、
立
ち
入
っ
て
お
き
た
い
。『
紫

式
部
日
記
』
の
呼
称
が
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
こ
と
に
は
ふ
れ
た
。
そ
の
『
紫
式
部

日
記
』
に
、
道
長
と
交
わ
し
た
会
話
が
で
て
く
る
。

　
「
宮
の
御
て
て
に
て
ま
ろ
わ
ろ
か
ら
ず
、
ま
ろ
が
む
す
め
に
て
宮
わ
ろ
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く
お
は
し
ま
さ
ず
。
母
も
ま
た
幸
あ
り
と
思
ひ
て
笑
ひ
給
ふ
め
り
。
よ
い

男
は
持
た
り
か
し
と
思
ひ
た
ん
め
り）

20
（

」

　
（
中
宮
の
父
親
と
し
て
私
は
不
足
で
は
な
い
。
私
の
娘
と
し
て
中
宮
も
お
と
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
。
中
宮
の
母
も
幸
せ
に
感
じ
て
笑
っ
て
い
な
さ
る
よ
う

だ
。
よ
い
夫
を
持
っ
た
も
の
と
思
っ
て
お
い
で
だ
ろ
う
）

　

道
長
が
、一
条
天
皇
の
妃
（
中
宮
）
に
な
っ
た
娘
、
彰
子
が
道
長
の
屋
敷
（
土

御
門
殿
）
で
皇
子
・
敦
成
親
王
を
出
産
し
た
喜
び
を
酔
い
に
ま
か
せ
て
語
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
敬
語
の
使
い
方
が
今
日
の
わ
れ
わ
れ
に
は
か
な
り
や
や
こ
し
く

感
じ
ら
れ
る
が
、
宮
は
中
宮
、
彰
子
。
道
長
は
中
宮
の
父
親
な
の
で
、
自
分
に

も
「
御
」
が
つ
く
。「
ま
ろ
」
は
、
貴
人
の
一
人
称
。「
母
」
は
、
中
宮
の
母
親

で
道
長
の
正
妻
、
倫
子
。
自
分
の
妻
だ
が
、
中
宮
の
母
だ
か
ら
、
敬
語
を
使
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
道
長
の
口
か
ら
出
た
こ
と
ば
の
ま
ま
を
記
し
た
も
の
だ

ろ
う
。
道
長
が
、
将
来
、
自
分
が
天
皇
の
祖
父
に
な
る
こ
と
に
道
が
ひ
ら
け
た

喜
び
を
、
酔
い
に
ま
か
せ
て
、
あ
ま
り
に
手
放
し
に
語
っ
た
の
で
、
書
き
と
ど

め
て
お
こ
う
と
思
っ
た
の
だ
。
紫
式
部
は
中
宮
に
つ
か
え
る
女
官
だ
が
、
身
分

が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
家
の
出
だ
か
ら
、
距
離
を
置
い
て
身
分
の
高
い
者
た
ち

の
挙
動
を
見
て
い
る
。
こ
と
ば
の
ま
ま
、
と
は
い
っ
て
も
、
す
ぐ
あ
と
で
、
紫

式
部
が
か
い
つ
ま
ん
で
書
い
た
も
の
だ
。
日
常
会
話
を
そ
の
ま
ま
筆
記
し
た
な

ら
、
意
味
不
明
な
も
の
に
な
り
が
ち
な
の
は
、
い
つ
の
世
も
、
ど
ん
な
言
語
で

も
同
じ
で
あ
る
。

　
『
紫
式
部
日
記
』
の
地
の
文
に
は
、
敬
語
助
動
詞
「
侍
り
」
が
出
て
く
る
。

自
分
の
た
め
の
覚
書
だ
か
ら
、
か
な
り
話
し
言
葉
に
近
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
第
三
者
に
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
書
く
必
要
は
な
い
か
ら
、
省
略
が

多
く
、
場
面
に
依
存
し
た
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
人
間
関
係
な
ど

現
場
の
様
子
を
知
ら
な
い
者
に
は
、
注
な
し
で
は
わ
か
ら
な
い
。
書
簡
の
場
合

は
、
作
法
の
枠
内
で
、
直
接
、
相
手
に
語
り
か
け
る
言
葉
に
近
く
な
り
、
ふ
だ

ん
用
い
て
い
る
敬
語
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

少
し
の
ち
、
道
綱
の
母
の
『
蜻
蛉
日
記
』（
九
七
五
こ
ろ
）
は
、
つ
れ
な
い
夫

に
対
す
る
恨
み
辛つ
ら

み
の
数
か
ず
を
回
想
し
た
も
の
だ
が
、
冒
頭
で
、
こ
れ
を

「
日
記
」
と
呼
ん
で
い
る
。〈
人
に
も
あ
ら
ぬ
身
の
上
ま
で
か
き
日
記

0

0

0

0

し
て
、
め

づ
ら
し
き
さ
ま
に
も
あ
り
な
ん）

21
（

〉。
あ
る
期
間
の
出
来
事
を
書
き
と
ど
め
た
も

の
と
い
う
意
味
で
、
日
次
記
で
な
く
と
も
、
公
人
で
な
く
と
も
、「
日
記
」
と

い
う
語
が
流
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
安
和
二
年
（
九
六
九
）
の
条
に
、
西
の
宮

の
左
大
臣
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
の
ち
、〈
身
の
上
を
の
み
す
る
日
き
に
は

入
る
ま
じ
き
事
な
れ
ど）
22
（

〉
と
あ
る
の
は
、
一
般
の
日
記
に
対
し
て
、〈
身
の
上

を
の
み
す
る
日
き
〉
は
極
め
て
特
殊
な
日
記
で
あ
る
と
玉
井
幸
助
は
い
う）
23
（

。
そ

の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
「
日
記
」
は
、
私
的
な
手
控
え
（
備
忘
録
）
で
あ
り
、
そ
こ
に
消

息
（
手
紙
）
の
往
き
来
が
書
き
と
ど
め
ら
れ
、
和
歌
が
控
え
ら
れ
、
夫
に
対
す

る
恨
み
の
数
か
ず
を
書
き
つ
け
ら
れ
よ
う
と
、
虚
構
が
ま
じ
ろ
う
と
問
わ
れ
な

い
。
特
定
の
ジ
ャ
ン
ル
意
識
は
な
い
。
公
的
な
文
章
か
ら
は
る
か
に
遠
い
位
置

に
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
『
和
泉
式
部
日
記
』（
一
〇
〇
八
）
は
、「
女
」
と
冷
泉
帝
第
四
皇
子
帥
宮
敦
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道
親
王
と
の
あ
い
だ
の
恋
愛
成
就
を
物
語
の
よ
う
に
つ
づ
っ
た
も
の
で
、
か
つ

て
は
『
和
泉
式
部
物
語
』
の
題
名
で
も
流
通
し
て
い
た
。

　

明
治
中
期
、
日
本
で
は
じ
め
て
編
ま
れ
た
三
上
参
次
、
高
津
鍬
三
郎
編
『
日

本
文
学
史
』
に
、
そ
の
名
は
見
え
ず
、
よ
く
読
ま
れ
た
簡
潔
な
文
学
史
類
で

は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
芳
賀
矢
一
『
国
文
学
史
十
講
』（
一
八
九
九
）
に

初
め
て
、
そ
の
名
が
登
場
す
る
。

　

当
時
の
女
性
の
書
い
た
も
の
で
、
も
っ
と
も
ジ
ャ
ン
ル
意
識
が
不
明
瞭
な
の

が
、
清
少
納
言
『
枕ま
く
ら
の
そ
う
し

草
子
』（
九
九
六
こ
ろ
）
で
あ
る
。
和
歌
を
読
む
た
め
の
手

控
え
や
種
々
の
和
文
の
文
体
の
試
み
、
そ
の
ノ
ー
ト
み
た
い
な
も
の
だ
ろ
う
。

左
中
将
、
源
経
房
が
喧
伝
し
て
ひ
ろ
が
り
、
そ
の
後
も
写
本
が
重
ね
ら
れ
た
。

漢
詩
文
の
学
を
才
に
ま
か
せ
て
奔
放
自
在
、
千
変
万
化
に
繰
り
広
げ
る
文
体
の

妙
が
珍
し
が
ら
れ
、
長
大
な
『
源
氏
物
語
』（
一
一
世
紀
初
め
）
と
対
比
し
て
、

和
文
体
の
片
方
の
代
表
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
想
わ
れ

る
。
宮
廷
の
女
性
た
ち
が
和
文
体
を
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
す
る
さ
ま
を
珍
し
が

り
、
面
白
が
る
風
潮
が
、
こ
の
こ
ろ
、
生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
『
源

氏
物
語
』
と
『
枕
草
子
』
を
対
比
す
る
態
度
は
、
の
ち
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
歌

人
、
藤ふ

じ
わ
ら
の
さ
だ
い
え

原
定
家
の
評
が
決
定
的
な
役
割
を
は
た
し
た
と
い
え
よ
う
。
大
胆
な
レ

ト
リ
ッ
ク
を
好
む
定
家
の
価
値
判
断
が
働
い
た
。

　

江
戸
前
期
の
北
村
季
吟
『
枕
草
子
春し
ゆ
ん
し
よ
し
よ
う

曙
抄
』
が
「
和
語
之
俊
烈
也
」
と
誉

め
る
の
も
、
飛
び
跳
ね
る
よ
う
な
こ
と
ば
の
ワ
ザ
を
よ
ろ
こ
ぶ
、
俳
諧
師
の
精

神
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
が
『
枕
草
子
』
の
味
わ
い
ど
こ
ろ
を
、
よ

く
語
っ
て
い
よ
う
。
そ
れ
以
前
、一
五
世
紀
半
ば
の
歌
論
書
『
正
徹
物
語
』（
徹

書
紀
物
語
）
に
、『
徒
然
草
』
と
『
枕
草
子
』
が
似
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

兼
好
が
『
枕
草
子
』
か
ら
何
ら
か
の
刺
戟
を
受
け
た
こ
と
は
、
な
か
に
ふ
れ
た

個
所
が
あ
る
の
で
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
類
似
点
は
、
見
聞
と
そ
の
感
想

を
書
く
と
い
う
点
だ
け
だ
ろ
う
。
す
で
に
言
わ
れ
て
い
る
と
お
り
、『
徒
然
草
』

は
説
話
に
近
い
。

　

明
治
期
の
日
本
文
学
史
類
は
、
み
な
『
枕
草
子
』
の
名
を
あ
げ
て
、
い
わ
ゆ

る
女
房
日
記
の
類
と
一
緒
に
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
勝
手
な
方
向
を
向
い

た
、
和
文
の
私
的
な
手
控
え
の
類
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
か
ら
だ
。
日
露
戦

争
後
の
藤
岡
作
太
郎
『
国
文
学
史
講
話
』
は
、『
枕
草
子
』
が
『
源
氏
物
語
』

に
は
、
比
す
べ
く
も
な
い
こ
と
を
丁
寧
に
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
藤
岡
が
即
興

性
を
評
価
し
な
い
か
ら
だ
。『
枕
草
子
』が
、日
本
の「
随
筆
文
学
の
は
じ
ま
り
」

と
言
わ
れ
、
重
き
を
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
種
々
の
雑
誌
が
刊
行
さ

れ
、
随
筆
が
全
盛
期
を
迎
え
る
一
九
二
〇
年
代
後
半
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
で
「
随
筆
」
と
い
う
語
を
用
い
た
の
は
、
室
町
時
代
の
公
卿
で
古
典
学

者
、
関
白
を
つ
と
め
た
一
条
兼か

ね
よ
し良
が
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
雑
事
を
諸
書
か
ら
引

い
て
項
目
別
に
述
べ
た
説
話
集
に
『
東
斎
随
筆
』（
刊
行
は
一
九
六
三
）
と
名
づ

け
た
の
が
最
初
と
い
わ
れ
る
。
筆
ま
か
せ
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
だ
ろ
う
。

　

中
国
で
「
随
筆
」
の
語
が
、
書
名
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
南
宗
、
一
二
世
紀

後
半
の
政
治
家
、
洪
邁
の『
容
齋
随
筆
』あ
た
り
か
ら
と
い
う
。『
続
筆
』〜『
五

筆
』
に
及
ぶ
。
中
国
語
の
散
文
の
文
章
は
、
南
北
朝
期
に
人
物
評
論
『
世
説
新

語
』
な
ど
が
出
る
も
の
の
、
経
書
に
関
す
る
論
や
註
が
主
流
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
洪
邁
は
、
自
分
の
議
論
を
立
て
る
こ
と
を
言
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
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と
く
に
明
代
中
期
以
降
に
、
種
々
雑
多
な
評
論
や
紀
行
文
の
短
文
（
小
品
文
）

が
盛
ん
に
な
り
、
さ
ら
に
感
想
録
風
に
思
う
ま
ま
を
闊
達
に
述
べ
る
か
た
ち
が

出
て
く
る
の
は
、
明
代
後
期
の
袁
宏
道
（
一
五
六
八―

一
六
一
〇
）
あ
た
り
か

ら
だ
ろ
う
。
古
典
の
規
範
に
の
っ
と
っ
た
詩
法
で
は
な
く
、
各
自
の
精
神
心
情

の
率
直
な
吐
露
こ
そ
が
詩
の
核
心
と
説
き
（
性
霊
説
）、
そ
の
精
神
を
散
文
に

も
持
ち
込
ん
だ
か
ら
だ
。
生
け
花
の
書
『
瓶
史
』
や
、
楽
し
い
酒
の
飲
み
方
の

指
南
書
『
觴
政
』
も
著
し
た
。
中
国
で
は
、
紀
伝
体
の
正
史
の
う
ち
に
各
ジ
ャ

ン
ル
史
は
編
入
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
以
外
に
ジ
ャ
ン
ル
史
が
書
か
れ
る
の
は
稀

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
や
清
朝
考
証
学
の
影
響
を
受
け
、江
戸
時
代
の
考
証
随
筆
は
、

風
俗
に
も
お
よ
び
、
ス
タ
イ
ル
に
も
闊
達
な
も
の
が
あ
ふ
れ
た
が
、
考
証
と
い

う
本
筋
は
守
っ
て
い
る
。
そ
う
考
え
る
と
鴨
長
明
『
方
丈
記
』（
一
二
一
二
）

の
出
現
が
、
日
本
の
文
藝
の
歴
史
の
上
で
、
ひ
と
つ
の
事
件
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
が
、
こ
こ
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
場
で
は
あ
る
ま
い
。

　

考
証
随
筆
の
流
れ
と
は
別
に
、
明
治
期
に
思
索
や
考
究
の
試
み
を
意
味
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の「
エ
ッ
セ
イ
」が
紹
介
さ
れ
、「
随
想
」な
ど
と
翻
訳
さ
れ
、「
批

評
」「
評
論
」
と
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
た
。
盛
ん
に
な
る
の
は
日
露
戦
争
前
後
か

ら
で
、一
九
二
〇
年
代
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
形
成
期
に
「
小
品
」（
短
文
の
こ
と
、

も
と
は
漢
文
に
用
い
た
）
や
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
、
コ
ン
ト
の
類
が
盛
ん
に
な
り
、

雑
文
の
類
が
ひ
と
ま
と
め
に
さ
れ
、「
随
筆
」
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
。
そ
れ
を
背

景
に
『
枕
草
子
』
が
「
日
本
の
随
筆
の
初
め
」
と
言
わ
れ
は
じ
め
た
と
推
測
さ

れ
る
。『
枕
草
子
』
の
評
価
に
、
こ
こ
で
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
文
章
と
い
う
も

の
に
対
す
る
日
本
人
の
意
識
や
態
度
の
変
化
を
た
ど
り
、
測
る
上
で
、
ひ
と
つ

の
目
安
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

鎌
倉
時
代
に
入
り
、
公
家
の
女
性
が
記
し
た
『
弁
内
侍
日
記
』『
中
務
内
侍

日
記
』
な
ど
は
、
一
定
期
間
の
生
活
風
俗
や
出
来
事
を
丹
念
に
記
録
し
て
い
る

が
、
和
歌
と
そ
の
詞
書
を
書
く
と
い
う
体
裁
も
残
し
て
い
る
。
ひ
と
き
わ
異
色

な
の
は
、
後
深
草
院
の
後
宮
で
院
に
仕
え
た
二
条
と
い
う
女
房
の
手
に
よ
る

『
問
わ
ず
が
た
り
』
で
あ
る
。
院
の
ほ
か
に
他
の
男
性
と
も
性
の
遍
歴
と
出
産

を
重
ね
た
こ
と
が
リ
ア
ル
に
回
想
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
関
係
し
た
男
た
ち
と
自

分
の
滅
罪
を
祈
る
仏
教
色
の
濃
い
愛
欲
の
懺
悔
録
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
だ
ろ

う
。
後
半
は
、
二
六
歳
で
院
の
寵
愛
を
失
い
、
三
〇
歳
で
出
家
し
て
、
亡
き
人

び
と
の
菩
提
を
弔
う
旅
の
記
録
と
な
る
。
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
で
、
後
半

の
旅
に
は
「
歌
枕
」
を
訪
ね
る
場
面
も
多
い
。
由
緒
の
あ
る
地
名
は
、
多
く
の

歌
や
伝
説
が
蓄
積
さ
れ
た
場
所
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
表
現
が
重
ね
ら

れ
る
。

　

鎌
倉
幕
府
と
京
と
の
あ
い
だ
の
往
き
来
が
頻
繁
に
な
る
に
つ
れ
、
旅
日
記
も

盛
ん
に
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
漢
字
ひ
ら
が
な
書
き
和
文
に
よ
る
阿
仏
尼

『
十
六
夜
日
記
』（
古
く
は
『
路
次
の
記
』
と
呼
ば
れ
た
）、
対
句
表
現
の
多
い
漢

文
読
み
下
し
体
『
海
道
記
』（
作
者
不
明
）、
漢
語
を
減
ら
し
和
漢
混
淆
文
で
、

和
歌
を
散
り
ば
め
、
か
つ
和
漢
の
故
事
を
ひ
き
つ
つ
展
開
し
、
漢
文
脈
と
和
文

脈
の
使
い
分
け
が
あ
る
『
東
関
紀
行
』（
作
者
不
明
）
な
ど
が
あ
る
。
宗
祇
『
筑

紫
道
記
』（
一
四
八
〇
）
な
ど
、
連
歌
師
の
手
に
よ
る
も
の
は
、
歌
枕
を
訪
ね

て
も
風
物
の
見
聞
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
察
記
録
に
近
づ
い
て
ゆ
く
と
こ
ろ
も
あ
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四
、「
自
照
文
学
」
論
の
背
景

　

中
古
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
女
性
の
和
文
体
の
「
日
記
」
に
対
し
て
、
自
分

の
内
面
を
見
つ
め
る「
自
照
文
学
」（
池
田
亀
鑑
）と
い
う
見
方
が
生
じ
た
の
は
、

一
九
二
〇
年
代
後
半
だ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
二
〇
世
紀
へ
の
転
換
期
に
、
庶
民
が
ど
ん
な
形
式
の
日
記
を
書
い
て

い
た
の
か
、
正
岡
子
規
が
率
い
た
俳
句
雑
誌
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
が
読
者
か
ら
募

集
し
た
「
週
間
日
記
」「
一
日
記
事
」
よ
り
、
簡
単
に
紹
介
す
る
。
募
集
原
稿

の
掲
載
は
、
四
巻
一
号
（
一
九
〇
〇
年
九
月
一
〇
日
〜
一
六
日
の
記
事
）
か
ら
一

九
〇
二
年
六
月
ま
で
続
い
た
。
採
用
さ
れ
た
書
き
手
の
階
層
、
職
業
は
実
に
様

ざ
ま
で
、
こ
の
時
期
の
庶
民
の
生
活
習
慣
の
一
端
を
多
方
面
に
わ
た
っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
が
一
般
の
庶
民
に
容
易
な
「
週
間
日
記
」
や
「
一
日
記
事
」

を
募
集
し
た
の
は
、
読
者
の
拡
大
を
狙
っ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
単
に
そ
れ
に
と

ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
一
九
〇
〇
年
、
正
岡
子
規
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
第
四
巻
第

一
号
の
は
じ
め
に
」
で
は
、
応
募
者
に
向
け
て
「
其
文
を
読
む
や
否
や
其
有
様

が
直
に
眼
前
に
現
れ
て
、
実
物
を
見
、
実
事
に
接
す
る
が
如
く
感
じ
せ
し
む
る

や
う
に
、
し
か
も
、
其
文
が
冗
長
に
流
れ
読
者
を
飽
か
し
め
ぬ
や
う
に
書
く
」、

「
其
事
物
が
読
者
の
眼
前
に
躍
如
と
し
て
現
れ
な
く
て
は
写
実
の
効
が
無
い
」

と
述
べ
て
い
る）

25
（

。
視
覚
的
な
映
像
を
鮮
明
に
想
い
浮
か
ば
せ
る
よ
う
な
文
こ
そ

が
望
ま
れ
て
い
た
の
だ
。
子
規
は
、
フ
ラ
ン
ス
帰
り
の
画
家
、
中
村
不
折
（
油

絵
は
解
剖
学
な
ど
に
よ
る
「
写
実
主
義
」
と
い
わ
れ
る
が
、
神
話
時
代
の
想
像
画
な

ど
を
描
き
、
他
方
、
俳
画
な
ど
も
よ
く
し
た
。
子
規
歿
後
、
夏
目
漱
石
と
と
も
に
東

京
朝
日
新
聞
社
に
入
社
し
、挿
絵
に
活
躍
）
に
学
ん
で
、「
印
象
鮮
明
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
、
俳
句
革
新
に
挑
ん
だ
が
、
散
文
に
も
、
そ
れ
を
持
ち
込
も
う
と
し
た
の

で
あ
る
。

　

正
岡
子
規
が
亡
く
な
っ
た
の
ち
、
俳
句
雑
誌
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
を
引
き
つ
い

だ
高
浜
虚
子
は
、
正
岡
子
規
の
「
写
生
文
」
の
提
唱
こ
そ
、
言
文
一
致
を
進
め

た
と
い
う
。
正
岡
子
規
の
「
叙
事
文
」（
一
九
〇
〇
）
の
提
唱
は
、し
ば
し
ば
「
事

物
の
あ
り
の
ま
ま
を
記
す
」
と
い
う
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
は

ま
っ
た
く
の
誤
解
だ
。
子
規
は
虚
構
の
句
も
作
っ
た
、
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で

は
な
い
。

　

印
象
鮮
明
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
子
規
が
題
材
を
身
近
な
こ
と
に
、
趣
向
の

「
変
化
」、
多
彩
さ
を
求
め
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
俳
諧
と
地
つ
づ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
募
集
日
記
の
投
稿
者
は
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
読
者
周
辺
に
限
ら
れ
て

い
る
が
、
庶
民
層
の
書
き
言
葉
の
文
体
と
そ
の
推
移
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　
「
週
間
日
記
」
は
、
全
体
と
し
て
業
務
、
商
売
、
作
業
な
ど
の
業
務
記
録
で
、

こ
れ
が
当
時
の
一
般
的
な
日
記
作
法
だ
っ
た
。「
風
呂
敷
日
記　

浅
草
書
肆　

拈
華
」
を
引
い
て
み
る
。

十
日
。　

記
す
事
も
な
か
つ
た
。

十
一
日　

眼
が　

覚
め
た
ら
雨
が　

降
つ
て
ゐ
た
。

午
前　

あ
す
大
学
へ
持
て
行
く
本
を
帳
面
へ
附
け
た
。
今
日
も
店
は
ひ
ま

だ
。
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午
後　

栄
ち
や
ん
が
出
て
き
て
、
イ
ン
ヂ
（
遠
寺
）
の
話
を
し
て
く
れ
と

ね
だ
る
。

「
…
…
…
…
…
遠
寺
の
鐘
が
陰
に
こ
も
り
ま
し
て
ボ
ン
…
…
ボ
ン
と
鳴
る

…
…
…
…
…
…
天
王
寺
の
森
に
風
が
ザ
ワ
〴
〵
ッ
ザ
ワ
〴
〵
と
わ
た
り
ま

す
、
雨
が
サ
ラ
〳
〵
ッ
と
雨
戸
に
さ
わ
る
清
水
の
方
か
ら
い
た
し
ま
し
て

カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
〳
〵
〳
〵
と
下
駄
の
音
が
す
る
…
…
…
…
や
が
て
雨
戸
が

ス
ー
ツ
ト
開
く
と
思
ふ
と
…
…
バ
タ
ツ
と
音
が
し
ま
し
た

…
…
…
…
…
…
…
」
と
机
を
た
ゝ
く
と
栄
ち
や
ん
は
、
キ
ヤ
ツ
と
言
つ
て

と
び
の
い
た
。
栄
ち
や
ん
は
、
た
い
く
つ
し
て
、
汽
笛
一
声
を
謳
ひ
だ
し

た
。

お
客
は
三
四
人
し
か
来
な
か
っ
た
。

　

職
業
的
な
記
録
の
中
に
、
暮
ら
し
の
中
の
細
事
が
交
じ
る
。
用
言
終
止
形
や

断
定
の
助
動
詞
「
た
」
で
止
め
て
い
る
の
で
「
す
る
、
し
た
」
体
と
呼
ぼ
う
。

も
う
ひ
と
り
、
第
四
巻
一
一
号
に
載
っ
て
い
る
「
縫
物
日
記　

は
る
」
の
一
部

を
引
く
。

四
日
、
天
気
不
定
晴
曇
雨
か
は
る
〴
〵
に
て
暑
さ
堪
へ
が
た
き
ほ
ど
く
る

し
。

朝
八
時
三
十
分
に
ゆ
き
て
十
一
時
に
人
々
に
先
さ
き
だ
ち
て
帰
る
。

か
た
び
ら
の
袖
そ
で
二
つ
ぬ
ひ
衿
え
り
つ
け
て
か
け
衿
か
け
る
。

午
後
十
二
時
四
十
分
よ
り
三
時
ま
で
に
脇
筋
ぬ
ひ
て
袖
付
け
裾
の
い
し
づ

け
く
け
る
。

こ
れ
に
て
こ
の
仕
事
は
仕
立
あ
げ
と
な
る
。
き
の
ふ
衽
お
く
み
の
け
ん
ざ

き
に
少
し
こ
ま
り
た
り
。か
た
び
ら
は
外ほ

か

の
も
の
よ
り
縫
ひ
に
く
き
も
の
。

五
日
。
雨
ふ
り
。
今
日
は
父
上
留
守
な
れ
ば
ひ
る
早
く
帰
る
に
及
ば
ず
と

母
君
の
た
ま
ふ
。
午
前
九
時
よ
り
午
後
三
時
過
に
自
分
の
羽
織
ぬ
ひ
上
げ

て
綿
入
れ
に
か
へ
る
。

　

平
易
な
和
文
体
で
、
裁
縫
の
練
習
や
仕
事
の
進
捗
の
覚
え
と
し
て
実
際
に
つ

け
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
日
本
の
一
般
庶
民
が
各
自
の
日
々
の
暮
ら
し
の
細
部

を
書
く
こ
と
は
、
い
わ
ば
業
務
日
記
の
延
長
に
、
仕
事
の
覚
え
や
稽
古
事
の
進

捗
状
況
な
ど
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

江
戸
時
代
の
農
村
で
は
庄
屋
、
都
市
で
は
番
頭
等
は
、
業
務
記
録
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
庶
民
と
な
る
と
、
そ
れ
が
い
つ
か
は
わ
か
ら

な
い
。
な
お
、
明
治
初
期
か
ら
公
務
用

0

0

0

の
も
の
を 

〝journal

〞
（
日
付
つ
き
の

記
録
が
原
義
）
の
訳
語
と
し
て
「
日
誌
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
始
ま
っ
て
お
り
、
や

が
て
民
間
組
織
に
も
ひ
ろ
が
っ
た
が
、「
日
記
」
と
明
確
に
使
い
わ
け
ら
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
。〝diary

〞は
、
日
付
が
印
刷
さ
れ
た
ノ
ー
ト
が
原
義
で
、

予
定
の
書
き
込
み
に
も
用
い
る
の
で
、〝journal

〞
と
対
概
念
に
な
ら
な
い
。

　
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
募
集
日
記
の
文
体
を
、「
漢
文
」
崩
し
の
読
み
下
し
体
、
用

言
終
止
形
で
止
め
る
「
す
る
、
し
た
」
体
、「
だ
、
で
あ
る
」
体
、
そ
の
他
（
和

文
体
、「
で
す
、ま
す
」
体
、
混
用
）
の
四
種
に
分
類
す
る
。「
だ
、
で
あ
る
」
体
、

「
す
る
、
し
た
」
体
と
も
に
、「
漢
語
」
の
使
用
の
多
寡
は
個
人
に
よ
っ
て
ま
ち

ま
ち
で
あ
る
。
週
間
日
記
、全
七
一
篇
中
、漢
文
読
み
下
し
の
「
な
り
、た
り
」

は
二
〇
篇
、「
す
る
、
し
た
」
体
は
二
七
篇
、「
だ
、
で
あ
る
」
体
は
一
九
篇
、

そ
の
他
五
篇
、と
い
う
見
当
に
な
る
。「
す
る
、し
た
」体
が
約
四
割
を
占
め
る
。
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「
一
日
記
事
」
で
は
、「
週
間
日
記
」
に
比
べ
て
、
漢
文
崩
し
の
読
み
下
し
体
の

占
め
る
割
合
が
極
め
て
少
な
く
、し
か
も
、一
挙
に
消
滅
し
て
し
ま
う
。「
す
る
、

し
た
」
体
が
浮
上
す
る
が
、
や
が
て
文
末
表
現
の
混
合
（「
そ
の
他
」）
も
減
っ

て
「
だ
、で
あ
る
」
体
に
画
一
化
さ
れ
て
ゆ
き
、女
性
の
中
に
「
で
す
、ま
す
」

体
か
、
和
文
体
を
用
い
る
者
が
い
る
と
い
う
程
度
に
な
る
。

　

一
九
〇
〇
年
代
、
尋
常
小
学
校
ま
で
で
勉
学
を
終
え
た
も
の
は
、
漢
文
読
み

下
し
体
に
習
熟
し
て
い
な
い
。
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
、
た
り
」
や
完
了
や
推

量
な
ど
の
助
動
詞
「
つ
、
ぬ
、
た
り
、
り
」
を
ほ
と
ん
ど
用
い
る
こ
と
な
く
、

日
記
を
つ
け
る
際
に
も
、
彼
ら
が
小
学
校
で
習
っ
た
文
体
の
基
本
、「
す
る
、

し
た
」
体
を
用
い
、
そ
こ
に
次
第
に
文
末
「
だ
、
で
あ
る
」
が
交
じ
り
込
ん
で

ゆ
く
様
子
が
う
か
が
え
る
。
知
識
人
が
『
太
陽
』
な
ど
の
雑
誌
に
発
表
す
る
文

章
よ
り
も
、
漢
文
読
み
下
し
文
体
か
ら
の
離
脱
が
早
く
進
ん
で
い
た
こ
と
が
、

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
言
文
一
致
」
体
が
増
え

て
ゆ
く
基
盤
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
女
性
が
「
で
す
、
ま
す
」
体
を
用
い
る

傾
向
も
見
え
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
、「
募
集
明
治
丗
三
年
十
月
十
五
日
記
事
」（
四
巻
二
号
、
一
九

〇
〇
）
に
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
章
を
紹
介
し
よ
う
。
署
名
は
「
由
人
」。
田

舎
で
『
木み
み
ず
く兎
』
と
い
う
雑
誌
を
創
刊
し
た
人
で
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
俳
句
欄

に
も
、
し
ば
し
ば
応
募
し
て
い
る
。

こ
れ
で
も
僕
は
度た

び
た
び々

諸
種
の
競
争
は
や
つ
た
が
自
転
車
の
レ
ー
ス
は
初
め

て
だ
。
レ
ー
ス
を
ま
だ
や
ら
な
い
中う
ち

か
ら
心
臓
が
鼓
動
し
て
居
る
。
砲
が

な
つ
た
無
中
で
駆
け
だ
し
た
。
第
一
の
曲
り
角
で
僕
の
直
ぐ
後
の
某
紳
士

が
倒
れ
た
。
第
二
の
曲
り
角
で
つ
い
馬
力
を
張
り
過
ぎ
た
せ
い
で
も
あ
ら

う
僕
の
車
は
縄
張
り
外
の
堆
上
の
土
に
乗
り
上
げ
た
。
あ
わ
を
く
つ
た
。

心
を
静
め
て
車
を
と
り
直
し
又
駆
け
出
し
た
。
見
物
人
が
騒
ぐ
の
が
聞
こ

え
る
。
追
か
け
た
。
敵
は
既
に
半
周
計
り
も
先
に
居
る
。
大
急
ぎ
だ
。
三

周
目
に
追
ひ
付
い
た
。
大
分
落
ち
付
い
て
来
た
。
夫そ

れ

は
勝
利
の
目
算
が
立

つ
た
か
ら
で
あ
る
。（
句
読
点
原
文
の
マ
マ
）

　

な
か
な
か
達
者
だ
。
こ
の
文
末
の
多
彩
さ
は
文
体
意
識
の
旺
盛
さ
の
現
れ
で

あ
る
。
現
在
形
を
交
え
な
が
ら
の
「
〜
た
」
の
連
続
は
、
行
為
の
切
迫
し
た
気

配
を
示
す
工
夫
で
あ
る
。
こ
の
「
〜
た
」
を
、
み
な
現
在
形
に
置
き
換
え
て
み

る
と
よ
い
。
臨
場
感
は
い
や
増
す
が
、
切
迫
感
は
減
る
だ
ろ
う）
26
（

。

　

こ
の
よ
う
に
短
い
時
間
に
お
こ
る
光
景
と
内
身
の
変
化
を
再
現
す
る
こ
と

は
、
そ
の
少
し
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
徳
冨
蘆
花
『
自
然
と
人
生
』（
一
九

〇
〇
）
の
巻
頭
に
「
自
然
に
対
す
る
五
分
時
」（
一
八
九
九
）
と
い
う
ス
ケ
ッ
チ

集
が
あ
る
。
そ
の
最
初
の
「
此
頃
の
富
士
の
曙
」（
一
八
九
八
年
一
月
）
の
冒
頭

を
引
く
。

心
あ
ら
ん
人
に
見
せ
た
き
は
此
頃
の
富
士
の
曙
。

午
前
六
時
過す
ぎ

、
試
み
に
逗
子
の
浜
に
立
つ
て
望
め
。
眼
前
に
は
水
蒸
気
渦

ま
く
相
模
灘
を
見
む
。
灘
の
果は
て

に
は
、
水
平
線
に
沿
ふ
て
ほ
の
闇く
ら

き
藍あ
ゐ
い
ろ色

を
見
む
。
若も

し
其そ
の

北ほ
く
た
ん端
に
同
じ
藍
色
の
富
士
を
見
ず
ば
、
諸
君
恐
ら
く
は

足
柄
、
箱
根
、
伊
豆
の
連
山
の
其そ

の

藍ら
ん

色し
よ
く

一
抹
の
中う
ち

に
潜
む
を
知
ら
ざ
る

可
し
。
／
海
も
山
も
未い
ま

だ
眠
れ
る
な
り）
27
（

。

　

眼
前
の
光
景
の
変
化
を
描
く
こ
と
は
、「
な
り
、
た
り
」
で
も
で
き
る
こ
と
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だ
っ
た
。
そ
し
て
、
国
木
田
独
歩
「
武
蔵
野
」
は
、
何
よ
り
も
「
自
分
の
見
て

感
じ
た
処と

こ
ろ

」、
そ
の
「
詩
趣
」
を
書
く
と
こ
ろ
に
関
心
を
向
け
て
い
た
。

　

秋
の
中
ご
ろ
か
ら
冬
の
初
、
試
み
に
中
野
あ
た
り
、
或
は
渋
谷
、
世
田

ケ
谷
、
又
は
小
金
井
の
奥
の
林
を
訪
ふ
て
、
暫
く
座す
わ
つて

散
歩
の
疲
を
休
め

て
見
よ
。
此
等
の
物
音
、
忽
ち
起
こ
り
、
忽
ち
止
み
、
次
第
に
近
づ
き
、

次
第
に
遠
ざ
か
り
、
頭
上
の
木
の
葉
風
な
き
に
落
ち
て
微
か
な
音
を
し
、

其
も
止
ん
だ
時
、
自
然
の
静
粛
を
感
じ
、
永
エ
タ
ル
ニ
テ
ー
遠
の
呼
吸
身
に
迫
る
を
覚
ゆ

る
で
あ
ら
う）
28
（

。

　

こ
ち
ら
は
「
だ
、
で
あ
る
」
体
。
こ
れ
が
夏
で
は
、「
林
と
い
ふ
林
、
梢
と

い
ふ
梢
、
草
葉
の
末
に
至
る
ま
で
が
、
光
と
熱
と
に
溶
け
て
、
ま
ど
ろ
ん
で
、

怠な
ま
けて

、う
つ
ら
〳
〵
と
し
て
酔よ
ふ

て
居
る
」と）
29
（

記
さ
れ
て
い
る
。
独
歩
の
狙
い
は
、

自
然
の
「
永
遠
の
呼
吸
」、「
自
然
の
生
命
」
を
と
ら
え
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

　
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
「
由
人
」
の
投
稿
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
切
迫
し
た
行
為

の
連
続
に
我
を
忘
れ
た
状
態
を
書
く
こ
と
も
、大
自
然
の
霊
気
に
身
を
ま
か
せ
、

刻
々
と
移
り
変
わ
る
印
象
を
描
く
こ
と
も
、
眼
前
に
、
あ
る
い
は
身
内
に
、
生

起
す
る
こ
と
を
再
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
意
識
に
映

る
印
象
を
そ
の
ま
ま
こ
と
ば
で
再
現
す
る
こ
と
が
狙
わ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て

の
あ
と
か
ら
の
感
想
が
、つ
け
加
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、の
ち
に
「
心
境
小
説
」

と
呼
ば
れ
る
随
筆
形
式
の
小
品
を
流
行
さ
せ
る
基
盤
と
な
っ
た
文
章
の
様
態
で

あ
る
。
そ
し
て
、
や
が
て
、
印
象
や
感
覚
こ
そ
が
人
間
の
認
識
の
は
じ
ま
り
に

あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
文
章
の
ハ
ウ
ト
ゥ
ー
も
の
に
も
述
べ
ら
れ
る
と
き
が
く

る
。
高
村
光
太
郎
「
緑
色
の
太
陽
」（
一
九
一
〇
）
は
、
い
う
。
も
し
、
太
陽

が
緑
色
に
見
え
た
ら
、
緑
色
に
描
い
て
も
よ
い
と
。

　

ロ
シ
ア
の
社
会
矛
盾
を
え
ぐ
る
リ
ア
リ
ズ
ム
理
論
な
ど
を
学
ん
だ
二
葉
亭
四

迷
が
ロ
シ
ア
の
作
家
、ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
『
猟
人
日
記
』（
一
八
五
二
）
の
う
ち
、

「
あ
ひ
ゞ
き
」
の
翻
訳
（
一
八
八
八
）
に
「
〜
た
」
を
繰
り
か
え
す
文
体
を
試
み

た
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
「
言
文
一
致
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ

は
、
語
り
手
の
眼
前
の
風
景
が
刻
々
と
変
化
す
る
描
写
に
助
動
詞
完
了
形
を
用

い
た
も
の
で
、
眼
前
に
生
起
す
る
こ
と
ど
も
を
次
か
ら
次
へ
と
展
開
す
る
「
〜

た
」
は
、
過
去
形
で
は
な
く
、
完
了
形
で
あ
る
。

　

だ
が
、
の
ち
二
葉
亭
四
迷
は
、
若
い
時
期
の
翻
訳
を
す
べ
て
「
〜
な
り
、
た

り
」
体
に
直
し
て
し
ま
う
。
尾
崎
紅
葉
が
率
い
る
硯
友
社
の
台
頭
に
押
さ
れ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
小
説
に
お
け
る
「
言
文
一
致
」
体
の
定
着
は
、
ど

う
早
く
見
積
も
っ
て
も
、「
な
り
、
た
り
」
体
で
人
気
を
博
し
た
尾
崎
紅
葉
『
金

色
夜
叉
』（
一
八
九
七
〜
一
九
〇
二
）
以
降
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

実
の
と
こ
ろ
、二
葉
亭
四
迷
「
あ
ひ
び
き
」
の
文
体
が
関
心
を
呼
ん
だ
の
は
、

一
八
九
七
年
六
月
、『
太
陽
』
博
文
館
創
業
十
周
年
紀
念
臨
時
増
刊
号
に
、
坪

内
逍
遥
『
当
世
書
生
気
質
』
な
ど
七
篇
の
小
説
と
と
も
に
『
浮
雲
』
が
掲
載
さ

れ
、
前
後
し
て
二
葉
亭
四
迷
訳
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
「
う
き
草
」
が
連
載
さ
れ
て

の
ち
の
こ
と
だ
。
そ
の
刺
戟
を
受
け
、
フ
ラ
ン
ス
印
象
派
絵
画
を
学
ぶ
画
家
か

ら
野
外
ス
ケ
ッ
チ
の
意
義
を
聞
い
て
い
た
国
木
田
独
歩
は
、
自
然
の
光
景
の
変

化
を
描
写
す
る
こ
と
に
挑
ん
だ（「
今
の
武
蔵
野
」一
八
九
八
、
の
ち「
武
蔵
野
」）。

ま
た
徳
冨
蘆
花
に
「
自
然
の
日
記
」
を
書
く
こ
と
を
勧
め
も
し
た
。

　

た
だ
ひ
た
す
ら
印
象
の
変
化
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
表
現
は
、
自
然
の
背
後
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に
せ
よ
、
内
身
に
せ
よ
、「
い
の
ち
」
の
躍
動
を
表
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
た
。
で
は
、
自
然
の
背
後
と
内
部
の
生
命
は
、ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
。

　

森
鷗
外
『
審
美
新
説
』（
一
九
〇
〇
）
は
、
ド
イ
ツ
感
情
移
入
美
学
の
提
唱

者
の
ひ
と
り
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
（Johannes V

olkelt, 1848―

1930

）
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
自
然
主
義
の
退
潮
と
「
後
自
然
主
義
」
す
な

わ
ち
自
然
の
背
後
や
人
間
の
内
奥
に
秘
め
た
る
も
の
の
開
示
、
す
な
わ
ち
象
徴

主
義
の
興
隆
と
の
あ
い
だ
の
連
続
性
を
論
じ
た
も
の
の
抄
訳
だ
っ
た
。
こ
の
と

き
か
ら
、
日
本
で
は
、
西
洋
美
学
で
原
始
宗
教
な
ど
で
観
念
に
形
を
与
え
る
と

い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
象
徴
の
意
味
が
変
わ
っ
た
。
上
田
敏
は
、
フ
ラ

ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
調
子
の
異
な
る
象
徴
詩
を
精
力
的

に
紹
介
し
、
訳
詩
集
『
海
潮
音
』（
一
九
〇
五
）
に
ま
と
め
る
。

　

岩
野
泡
鳴
『
神
秘
的
半
獣
主
義
』（
一
九
〇
六
）
も
島
村
抱
月
「
今
の
文
壇

と
新
自
然
主
義
」（
一
九
〇
七
）
も
、
象
徴
主
義
の
展
開
で
あ
る
。
岩
野
の
そ

れ
は
、
こ
の
「
わ
た
し
」
を
も
現
象
な
い
し
は
表
象
の
ひ
と
つ
と
し
て
見
る
世

界
観
に
立
ち
、
一
刹
那
に
生
命
感
の
白
熱
点
を
求
め
る
刹
那
主
義
の
主
張
だ
っ

た）
30
（

。
島
村
抱
月
の
芸
術
観
は
、
対
象
世
界
に
自
己
を
没
入
さ
せ
る
こ
と
で
、

「
生
命
」
を
味
わ
う
観
照
的
態
度
を
焦
点
と
す
る
。
田
山
花
袋
も
『
審
美
新
説
』

を
参
照
し
、「
象
徴
派
」（
一
九
〇
七
年
一
一
月
）
を
書
い
て
い
た
。『
蒲
団
』（
同

年
前
月
）
も
、
そ
れ
以
降
の
作
品
群
も
、
彼
な
り
の
「
後
自
然
主
義
」
の
実
践

だ
っ
た）
31
（

。
こ
れ
ま
で
「
自
然
主
義
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
文
芸
思
潮
は
、
日
露
戦

争
後
に
は
、
実
質
を
象
徴
主
義
へ
と
移
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
『
創
造
的
進
化
』（
一
九

〇
七
）
は
、「
宇
宙
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
跳
躍
こ
そ
が
、
世
界
を
創
造
的

に
発
展
さ
せ
る
お
お
も
と
に
あ
る
こ
と
を
説
い
て
国
際
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い

た
。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
は
、
一
九
世
紀
後
期
か
ら
二
〇
世
紀
前
期
に
か
け

て
の
物
理
学
界
が
一
切
の
現
象
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
働
き
で
説
明
で
き
る
と

い
う
理
論
に
覆
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
ア
ト
ム
は
仮
説
に
す
ぎ
な
い
と
ま

で
い
わ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
と
も
無
関
係
に
、
日
本
の
哲
学

者
、
西
田
幾
多
郎
は
最
初
の
仕
事
で
あ
る
『
善
の
研
究
』（
一
九
一
一
）
で
、

禅
の
悟
り
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
人
間
の
最
も
深
い
欲
求
は
、
宗
教
的
な
欲
求

で
あ
り
、
そ
れ
は
、
自
意
識
を
消
し
、「
真
の
生
命
」
と
一
体
化
す
る
こ
と
だ

と
説
い
て
い
た
。
こ
の
「
真
の
生
命
」
は
、
の
ち
に
は
、「
宇
宙
の
大
実
在
」

と
言
い
か
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
の
ち
、西
田
幾
多
郎
「
美
の
本
質
」（
一
九
二
〇
）

は
、
藝
術
は
、
根
源
的
な
生
命
を
形
と
し
て
表
す
こ
と
、
そ
の
意
味
で
の
「
象

徴
」
だ
と
説
い
て
い
る
。

　
「
宇
宙
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
世
界
の
根
本
原
理
と
し
て
考
え
て
い
た
若

き
哲
学
者
、
和
辻
哲
郎
の
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』（
一
九
一
三
）
は
、
キ
リ
ス
ト

教
の
神
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
観
念
や
概
念
を
捨
て
去
り
、
生
の
現
実
そ
の
も

の（
と
考
え
ら
れ
る
も
の
）に
到
達
し
よ
う
と
し
た
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、ニ
ー
チ
ェ

の
姿
勢
に
、
自
己
の
「
内
部
生
命
」、
す
な
わ
ち
「
直
接
な
内
的
経
験
」（
心
の

動
き
そ
の
も
の
）の
表
現
を
見
出
し
、
そ
れ
を
追
求
す
る
こ
と
が「
真
の
哲
学
者
」

だ
と
い
う
。「
現
前
の
瞬
間
に
お
い
て
永
久
の
生
と
個
人
の
生
と
を
合
一
せ
し

め
よ
う
と
す
る
」
と
こ
ろ
、「
各
瞬
間
の
絶
対
価
値
」
を
説
い
た
と
こ
ろ
に
、
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ニ
ー
チ
ェ
哲
学
の
神
髄
を
見
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
和
辻
は
「
路
傍
の
小
さ
い

草
花
を
見
て
、瞬
間
的
に
宇
宙
生
命
と
の
合
一
を
感
ず
る
と
い
う
ご
と
き
境
地
」

だ
と
い
う
。
芭
蕉
の
「
山
路
き
て
な
に
や
ら
ゆ
か
し
す
み
れ
草
」
と
い
う
句
を

念
頭
に
置
い
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
実
際
、
芭
蕉
は
「
瞬
間
的
に
宇
宙
生
命

と
の
合
一
を
感
ず
る
と
い
う
ご
と
き
境
地
」を
詠
ん
だ
俳
人
と
し
て
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
象
徴
詩
の
動
き
を
受
け
と
っ
た
詩
人
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
て
い
た
（
蒲
原
有

明『
春
鳥
集
』序
文
、一
九
〇
五
）。
や
が
て
三
木
露
風
ら
に
よ
っ
て「
深
い
生
命
」

と
の
合
一
を
う
た
っ
た
象
徴
詩
人
と
し
て
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く）
32
（

。

　

の
ち
、
句
誌
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
を
率
い
て
、「
花
鳥
風
月
」
を
う
た
う
こ
と

を
俳
句
の
モ
ッ
ト
ー
に
し
、
近
代
俳
句
を
短
歌
以
上
に
人
び
と
の
あ
い
だ
に
ひ

ろ
め
た
高
浜
虚
子
は
、『
句
集
虚
子
』（
一
九
三
〇
）
序
に
、「
朝
顔
の
双
葉
に

ど
こ
か
濡
れ
ゐ
た
る
」
と
い
う
高
野
素
十
の
句
に
つ
い
て
、「
朝
顔
の
双
葉
を

描
い
て
生
命
を
伝
へ
得
た
も
の
は
、
宇
宙
の
全
生
命
を
伝
へ
得
た
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。鐘
の
一
局
部
を
叩
い
て
其
全
体
の
響
を
伝
え
得
る
と
一
般
で
あ
る
」

（
初
出
は『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』一
九
二
八
年
六
月
号
）と
述
べ
た
文
章
を
掲
げ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
生
命
の
表
現
」
と
い
う
考
え
の
渦
が
二
〇
世
紀
前
期
の
知
識

人
た
ち
を
と
ら
え
て
い
た
。
そ
れ
は
日
記
の
書
き
方
に
も
、
人
格
の
考
え
方
に

も
、
子
供
の
う
た
う
童
謡
の
作
詞
に
も
お
よ
ん
で
い
た
。

　

和
辻
哲
郎
の
先
輩
、阿
部
次
郎
は
「
内
生
活
直
写
の
文
学
」（
一
九
一
一
）
で
、

詩
で
も
小
説
で
も
評
論
で
も
な
い
新
た
な
文
芸
形
式
を
提
唱
し
た
。
内
心
の
不

定
形
な
蠢
き
を
、
い
わ
ば
そ
の
ま
ま
外
に
出
す
こ
と
に
苦
心
す
る
と
い
う
の
が

「
直
写
」
の
意
味
で
あ
る
。
阿
部
次
郎
は
、
普
遍
性
を
も
つ
人
格
に
向
か
っ
て

歩
む
心
の
軌
跡
を
言
葉
に
残
す
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
彼
の
随
想
集
『
三
太
郎

の
日
記
』（
第
一
、
一
九
一
四
、
第
二
、
一
九
一
五
、
第
三
ま
で
の
合
本
、
一
九
一

八
）
は
、
知
的
青
年
た
ち
の
必
読
書
と
さ
れ
、
長
く
読
み
続
け
ら
れ
た
。
そ
し

て
、
登
場
人
物
を
形
づ
く
る
小
説
で
は
な
く
、
作
家
自
身
の
心
の
動
き
を
、
そ

の
ま
ま
随
筆
の
よ
う
に
書
く
形
式―

そ
れ
以
前
か
ら
志
賀
直
哉
は「
或
る
朝
」

（
一
九
〇
八
）
な
ど
で
試
み
て
い
た―

が
、の
ち
に
「
心
境
小
説
」
と
呼
ば
れ
、

流
行
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

合
本
『
三
太
郎
の
日
記
』
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
一
八
年
に
は
、
尋
常
小
学
上

級
生
あ
た
り
ま
で
を
読
者
と
し
て
想
定
し
た
本
間
久
雄
『
日
記
の
書
き
方
』
が

出
る
。
本
間
は
、
女
性
解
放
論
で
国
際
的
に
活
躍
し
て
い
た
エ
レ
ン
・
ケ
イ
の

民
衆
芸
術
論
な
ど
の
紹
介
者
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
た
。文
章
の
目
的
は「
真

実
を
表
現
す
る
こ
と
」
に
あ
り
、
日
記
を
書
く
こ
と
は
生
活
の
反
省
と
向
上
、

す
な
わ
ち
「
人
格
の
修
養
」
に
最
適
で
あ
り
、
ま
た
文
章
の
練
習
に
も
な
る
と

い
う）

33
（

。
そ
こ
で
、
し
ば
し
ば
「
修
養
日
記
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
趣
味

や
娯
楽
に
も
な
る
と
付
言
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
運
動
家

で
、
労
働
と
生
活
の
歓
び
が
一
致
す
る
理
想
を
職
人
の
ギ
ル
ド
に
見
る
イ
ギ
リ

ス
の
社
会
運
動
家
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
が
唱
え
た
「
芸
術
の
生
活
化
、
生

活
の
芸
術
化
」
に
賛
同
し
て
い
た
本
間
の
立
場
も
う
か
が
え
る
。
モ
リ
ス
は
、

建
築
美
は
建
築
労
働
者
の
「
真
の
生
命
」
の
現
れ
と
説
く
ラ
ス
キ
ン
『
建
築
の

七
燈
』（
一
八
四
九
）
を
信
奉
し
て
い
た
。

　

モ
リ
ス
の
思
想
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
に
民
芸
運
動
を
は

じ
め
た
柳
宗
悦
も
、
民
衆
の
生
活
の
道
具
を
、
大
地
の
底
か
ら
吹
き
上
げ
る
生
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の
息
吹
が
郷
土
色
に
染
め
ら
れ
て
現
れ
る
、
こ
と
ば
な
き
詩
の
よ
う
な
も
の
と

考
え
て
い
た
。
お
よ
そ
人
間
の
活
動
の
一
切
が
「
真
生
命
」
の
現
れ
と
考
え
ら

れ
、
知
性
よ
り
も
、
深
い
「
生
命
」
を
揺
り
動
か
し
、
情
操
を
豊
か
に
す
る
た

め
芸
術
が
尊
重
さ
れ
、
巧
拙
を
問
わ
な
い
ア
マ
チ
ュ
ア
の
創
作
が
奬
励
さ
れ
る

時
代
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

　

詩
人
、
北
原
白
秋
「
童
謡
復
興
」（
一
九
二
一
）
は
「
子
供
の
心
は
洋
の
東

西
を
問
わ
ぬ
」
が
、
明
治
維
新
後
の
改
革
が
「
泰
西
文
明
の
外
形
の
み
を
模
倣

す
る
に
急
」
で
あ
っ
た
と
し
て
、
い
う
。

お
陰
で
日
本
の
子
供
は
自
由
を
失
ひ
、
活
気
を
失
ひ
、
詩
情
を
失
ひ
、
そ

の
生
れ
た
郷
土
の
に
ほ
ひ
さ
へ
も
忘
れ
て
了し

ま
つ
た
。
こ
ま
し
や
く
れ
て

来
た
。
偽
善
的
な
大
人
く
さ
い
子
供
に
な
つ
て
了
つ
た
。
功
利
的
に
な
つ

た
。
か
な
り
物
質
的
に
な
つ
た
。
不
純
な
平
俗
な
凡
物
に
仕
上
げ
ら
れ
て

了
つ
た
。
五
歳
六
歳
ま
で
は
ま
だ
さ
う
で
な
い
。
彼
等
が
小
学
に
通
ひ
出

す
や
う
に
な
る
と
、
殆ほ

と
んど

が
同
じ
一
様
な
鋳い

型が
た

に
は
め
込
ま
れ
て
、
ど
れ

も
こ
れ
も
が
大
人
く
さ
い
皺し
わ

つ
面つ
ら

の
黴か
び

の
生
え
た
頭
に
な
つ
て
了し
ま

う
。
全

く
教
育
が
悪
い
の
だ）
34
（

。

　

文
部
省
「
唱
歌
」
に
対
抗
す
る
「
童
謡
」
の
理
念
で
あ
る
。
核
心
に
あ
る
の

は
「
童
心
」、
純
粋
無
垢
な
幼
児
の
心
、
そ
れ
こ
そ
が
「
未
生
以
前
」
に
、
そ

し
て
大
自
然
の
根
源
に
つ
な
が
る
通
路
な
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
子
供
の
「
遊
び
の

炎
」
の
な
か
に
こ
そ
、
生
命
の
本
源
の
姿
が
あ
る
、
天
真
爛
漫
、
原
始
的
素
朴

や
肉
体
で
感
じ
る
こ
と
こ
そ
が
、「
生
命
」
の
本
来
の
姿
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
「
童
謡
」
運
動
は
、
小
学
校
の
教
師
た
ち
の
支
持
を
集
め
て
、
全
国
の
子

供
た
ち
の
あ
い
だ
に
ひ
ろ
が
り
、
後
の
ち
ま
で
懐
か
し
み
親
し
ま
れ
た
。
そ
し

て
、
子
供
た
ち
の
作
文
教
育
に
も
、
生
活
す
な
わ
ち
心
の
成
長
の
記
録
と
し
て

の
「
日
記
」
が
導
き
入
れ
ら
れ
て
ゆ
く
。

　

他
方
、
象
徴
詩
人
た
ち
の
芭
蕉
礼
讃
の
刺
戟
は
、
文
壇
に
も
及
ぶ
。
佐
藤
春

夫
「『
風
流
』
論
」（
一
九
二
四
）
は
、
自
然
と
自
己
が
一
体
と
な
る
瞬
間
の
美

を
「
風
流
」
と
呼
び
、
芭
蕉
の
世
界
に
そ
れ
を
代
表
さ
せ
、
そ
れ
を
も
っ
て
人

間
意
志
の
紛
糾
を
書
く
近
代
小
説
を
超
え
よ
と
訴
え
た
。
ま
た
宇
野
浩
二「『
私

小
説
』
私
見
」（
一
九
二
五
）
は
、
日
本
の
作
家
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
バ
ル
ザ
ッ

ク
（H

onoré de Balzac, 1799―1850

）
の
よ
う
な
大
小
説
は
書
け
な
い
が
、
芭

蕉
の
世
界
は
西
洋
の
作
家
に
は
実
現
で
き
な
い
と
述
べ
、
か
つ
て
、『
白
樺
』

派
の
随
筆
形
式
の
も
の―

た
と
え
ば
志
賀
直
哉「
城
の
崎
に
て
」（
一
九
一
七
）

を
想
え
ば
よ
い―

は
、
と
て
も
小
説
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
非
難
し
て
い
た

意
見―

私
小
説
「
甘
き
世
の
話
」（
一
九
一
七
）
の
中
で
述
ベ
て
い
た―

を
ひ
る
が
え
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
“Ich Rom

an

”を
受
け
取
っ
た
「
私
小

説
」
の
き
わ
め
て
特
殊
な
形
式
と
し
て
「
心
境
小
説
」
の
価
値
を
認
め
る
よ
う

に
な
る）
35
（

。

　

志
賀
直
哉
の
、
こ
の
形
式
の
も
の
は
、
早
く
は
「
或
る
朝
」（
一
九
〇
八
）

あ
た
り
に
は
じ
ま
り
、
自
ら
ノ
ー
ト
に
「
非
小
説
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
は
知

ら
れ
る
が
、
し
ば
ら
く
は
総
合
雑
誌
で
は
随
想
欄
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
続
い
て
い
た
。
だ
が
、
創
作
集
『
夜
の
光
』（
一
九
一
七
）
に
お
さ
め
ら
れ

て
の
ち
、「
創
作
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）
36
（

。
そ
れ
に
対
し
て
、
中

村
武
羅
夫
「
本
格
小
説
と
心
境
小
説
と
」（
一
九
二
四
）
は
、
直
接
、
内
心
を
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吐
露
す
る
志
賀
直
哉
ら
の
随
筆
形
式
の
「
心
境
小
説
」
が
西
洋
の
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
の
形
式
か
ら
外
れ
る
と
い
う
指
摘
を
し
た
（
対
立
概
念
と
し
て
「
本
格
小
説
」

を
立
て
た
の
で
、
の
ち
議
論
が
混
乱
し
た
）。
と
こ
ろ
が
、
佐
藤
春
夫
『
田
園
の
憂

鬱
』（
一
九
一
九
）
の
よ
う
に
、
あ
る
程
度
、
作
家
す
な
わ
ち
主
人
公
の
生
活

ぶ
り
を
書
い
て
い
る
も
の
も
ふ
く
め
て
「
心
境
小
説
」
と
呼
ば
れ
た
た
め
、「
私

小
説
」
と
の
境
界
が
定
か
で
な
く
な
り
、「
私
小
説
」「
心
境
小
説
」
と
併
称
さ

れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
こ
の
動
き
が
、
中
古
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
女
性
の

和
文
体
の
「
日
記
」
を
、
自
分
の
内
面
を
見
つ
め
る
「
自
照
文
学
」
と
す
る
見

方
を
生
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

池
田
亀
鑑
「
自
照
文
学
の
歴
史
的
考
察
」（
一
九
二
六
）
は
、
自
ら
「
自
照

文
学
の
全
盛
時
代
」
が
「
新
し
い
眠
で
、
国
文
学
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
機
運

を
導
い
た
」
と
述
べ
て
い
る）

37
（

。
こ
う
し
て
、
長
い
あ
い
だ
ノ
ン
・
ジ
ャ
ン
ル
と

さ
れ
て
き
た
言
語
作
品
群
が
、
ま
っ
た
く
新
し
い
概
念
の
下
に
括
ら
れ
、
批

評
、
研
究
、
鑑
賞
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

な
お
、
鈴
木
登
美
「
ジ
ャ
ン
ル
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
文
学
史
記
述―

『
女
流
日

記
文
学
』
の
構
築
を
中
心
に
」（
一
九
九
九
）
は
、「
日
記
文
学
」
と
い
う
用
語

を
は
じ
め
て
用
い
た
の
は
、
英
文
学
者
、
土
居
光
知
の
『
文
学
序
説
』（
一
九

二
二
）
に
お
さ
め
ら
れ
た
「
日
本
文
学
の
展
開
」（
一
九
二
〇
）
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る）

38
（

。
土
居
光
知
の
い
う
「
日
記
文
学
」
は
、『
伊
勢
物
語
』
を
も

ふ
く
め
、
文
芸
の
形
式
の
相
違
を
超
え
て
、「
人
生
を
観
照
す
る
態
度
」
を
括

り
だ
し
、「
抒
情
詩
と
物
語
の
中
間
に
位
す
る
も
の）
39
（

」
を
い
う
。「
歌
物
語
」
の

形
式
を
と
る
『
伊
勢
物
語
』
を
ふ
く
め
て
い
る
の
は
、「
叙
事
」「
抒
情
」「
物
語
・

小
説
」「
哲
学
宗
教
と
劇
」
の
四
つ
の
文
藝
ジ
ャ
ン
ル
の
交
替
が
循
環
す
る
と

い
う
イ
ギ
リ
ス
近
代
に
つ
く
ら
れ
た
文
学
史
観
を
日
本
の
古
典
に
ア
テ
ハ
メ
、

日
本
古
典
の
そ
れ
な
り
の
ジ
ャ
ン
ル
意
識
を
無
視
し
、
漢
文
の
「
理
」
に
対
し

て
、
和
文
の
「
情
」
を
も
っ
て
「
日
本
文
学
」
の
特
徴
と
す
る
態
度
が
生
ん
だ

も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
島
村
抱
月
が
唱
え
た
「
観
照
」
的
態

度
や
当
時
盛
ん
に
な
っ
て
い
た「
修
養
日
記
」の
内
省
的
記
述
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
池
田
亀
鑑
は
「
自
照
文
学
」
を
、「
自
己
み
ず
か
ら
の
真

実
を
、
最
も
直
接
的
に
語
ろ
う
と
す
る
懺
悔
と
告
白
と
祈
り
の
文
学
の
一
系

列
」
と
し
、「
現
在
へ
の
陶
酔
と
沈
潜
」
で
あ
る
抒
情
詩
に
対
し
て
「
過
去
へ

の
思
索
と
反
省
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「『
郷
愁
』
と
も
い
ふ
べ
き
一
種
の
寂

寥
が
伴
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る）

40
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。「
最
も
直
接
的
に
語
ろ
う
と
す
る
」
こ

と
を
強
調
す
る
の
は
、
主
人
公
を
そ
れ
と
し
て
造
形
し
な
い
当
時
の
「
心
境
小

説
」
の
形
式
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
。
こ
の
随
筆
形
式
の
「
心
境
小
説
」
を
「
私

小
説
」
と
同
列
に
「
自
伝
小
説
」
の
よ
う
に
扱
っ
て
し
ま
う
と
大
き
な
誤
解
が

生
じ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
心
境
小
説
」
は
心
境
の
開
陳
を
主
眼
と
し
、
そ
の
背

景
と
し
て
作
家
の
一
時
期
の
生
活
ぶ
り
、
そ
れ
も
そ
の
ほ
ん
の
一
端
が
語
ら
れ

る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
生
死
一
如
の
観
想
を
モ
チ
ー
フ
に
、
記
憶
の
断

片
で
組
み
た
て
た
志
賀
直
哉
「
城
の
崎
に
て
」
を
「
自
伝
小
説
」
と
し
た
り
、

ま
た
「
身
辺
雑
記
」
と
扱
う
こ
と
に
も
、
無
理
が
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
池
田
亀
鑑
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
」
や
「
大
衆
文
学
」
の
勃
興

に
対
し
て
、「
郷
愁
」
と
い
う
キ
イ
ワ
ー
ド
を
用
い
て
い
る
た
め
、
鈴
木
登
美

は
、
こ
れ
を
関
東
大
震
災
後
の
大
衆
社
会
の
到
来
に
対
す
る
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
と



442

見
る）
41
（

。
だ
が
、「
郷
愁
」
は
、
す
で
に
日
露
戦
争
直
後
か
ら
激
し
い
競
争
社
会

の
到
来
に
対
し
て
、
江
戸
時
代
の
都
市
の
民
衆
文
化
を
太
平
楽
の
世
と
理
想
化

し
た
り
、
幼
児
期
へ
の
追
憶
に
ふ
け
っ
た
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
口
を
開
い
て

い
た
。
た
と
え
ば
北
原
白
秋
の
出
世
作
と
な
っ
た
詩
集『
思
い
出
』（
一
九
一
一
）

序
に
い
う
、
幼
年
時
代
の
哀
歓
へ
の
慕
わ
し
さ
こ
そ
、
白
秋
「
童
謡
私
観
」（
一

九
二
六
）
に
い
う
「
あ
あ
郷
愁
！　

郷
愁
こ
そ
は
人
間
本
来
の
最
も
真
純
な
る

霊
の
愛
着
で
あ
る
。
此
の
生
れ
た
風
土
山
川
を
慕
ふ
心
は
、
進
ん
で
寂
光
常
楽

の
彼
岸
を
慕
ふ
信
と
行
と
に
自
分
を
高
め
、
生
み
の
母
を
慕
ふ
る
涙
は
ま
た
、

遂
に
神
へ
の
憧
憬
と
な
る
」
と
い
う
神
秘
的
な
い
し
は
宗
教
的
な
生
命
観
の
も

と
で
あ
る）

42
（

。
そ
の
流
れ
が
古
典
解
釈
に
は
、萩
原
朔
太
郎
「
象
徴
の
本
質
」（
一

九
二
六
）
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
藝
に
俳
句
ブ
ー
ム
が
お

こ
っ
て
い
る
こ
と
を
察
知
し
、
芭
蕉
の
「
わ
び
、
さ
び
」
を
も
っ
て
、
世
界
に

冠
た
る
日
本
象
徴
詩
を
宣
言
す
る
文
芸
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
生
ん
で
い
っ
た
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
心
境
小
説
」
概
念
を
は
じ
め
、「
郷
愁
」
を
め
ぐ
る
文
学
史

の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
ふ
く
め
、
今
日
の
認
識
や
分
析
ト
ゥ
ー
ル
の
起
源
お

よ
び
そ
の
形
成
過
程
を
価
値
観
の
変
遷
と
と
も
に
辿
り
な
お
す
作
業
は
、
自
ら

が
用
い
て
い
る
道
具
（
分
析
概
念
）
に
つ
い
て
依
然
と
し
て
無
自
覚
な
ま
ま
の

研
究
か
ら
抜
け
出
し
、
新
た
な
眺
望
に
立
つ
た
め
に
不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
。

註（
１
） 

静
岡
文
化
藝
術
大
学
、
孫
江
教
授
の
教
示
に
よ
る
。

（
２
） 

玉
井
幸
助
『
日
記
文
学
概
論
』
国
書
刊
行
会
、
復
刻
版
、
一
九
八
三
、
九
〜
一
〇

頁
。

（
３
） 

な
お
、
玉
井
は
、
同
書
第
一
篇
第
三
章
で
、「
日
記
」
を
「
実
記
」
と
「
創
作
」（
近

代
の
魯
迅
『
狂
人
日
記
』
の
よ
う
な
日
記
体
小
説
）
と
に
大
別
し
、「
実
記
」
の
う
ち

を
「
日
付
の
あ
る
も
の
」
と
、
そ
う
で
な
い
「
随
筆
、
家
集
類
」
と
に
二
分
し
、
日
付

の
あ
る
も
の
の
う
ち
を
、
家
居
、
紀
行
、
一
事
件
に
関
す
る
私
記
、
官
記
・
起
居
注
の

四
種
に
分
類
し
て
い
る
。

（
４
） 

鈴
木
貞
美
『「
日
本
文
学
」
の
成
立
』（
作
品
社
、
二
〇
〇
九
）
第
一
章
、
二
章

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
） 

三
上
参
次
・
高
津
鍬
次
郎
合
著
『
日
本
文
学
史
』（
金
港
堂
、
一
八
九
〇
）
上
巻
、

二
九
八
頁
。

（
６
） 

芳
賀
矢
一
『
国
文
学
史
十
講
』
冨
山
房
、
一
八
九
九
、
六
頁
。

（
７
） 

同
前
、
一
二
三
頁
。

（
８
） 

藤
岡
作
太
郎
『
国
文
学
史
講
話
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
、
一
〇
九
頁
。

（
９
） 

笹
沼
俊
暁
『「
国
文
学
」
の
思
想―

そ
の
繁
栄
と
終
焉
』（
学
術
出
版
会
、

二
〇
〇
六
）
二
二
三
〜
二
二
六
頁
を
参
照
。

（
10
） 

玉
井
幸
助
『
日
記
文
学
概
論
』
前
掲
書
、
二
四
〇
頁
。

（
11
） 
精
華
大
学
教
授
、
王
中
枕
氏
の
教
示
に
よ
る
。

（
12
） 
同
右
。

（
13
） 

『
歴
博
』
第
一
三
一
号
（
二
〇
〇
五
）﹇
特
集
﹈
日
記
と
歴
史
学
「
中
世
の
日
記
」
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を
参
照
。

（
14
） 
玉
井
幸
助
『
日
記
文
学
概
論
』
前
掲
書
、
二
四
四
頁
。

（
15
） 

日
本
古
典
全
書
『
宇
津
保
物
語
』
三
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
五
一
、
二
一
六
頁
。

（
16
） 

玉
井
幸
助
『
日
記
文
学
概
論
』
前
掲
書
、
二
四
二
頁
。

（
17
） 

同
前
、
二
二
二
頁
。

（
18
） 

築
島
裕
『
平
安
時
代
語
新
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
九
、
第
二
編
第
二

章
第
四
節
「
日
記
随
筆
」、
二
〇
六
〜
二
〇
九
頁
。

（
19
） 

玉
井
幸
助
『
日
記
文
学
概
論
』
前
掲
書
、
四
二
九
〜
三
一
頁
を
参
照
。

（
20
） 

『
日
本
古
典
文
学
大
系
19
』、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
、
四
七
二
頁
。

（
21
） 

『
日
本
古
典
文
学
大
系
20
』、
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
、
一
〇
九
頁
。

（
22
） 

同
前
、
一
七
五
頁
。

（
23
） 

玉
井
幸
助
『
日
記
文
学
概
論
』
前
掲
書
、
二
四
五
頁
。

（
24
） 

鈴
木
貞
美
『
日
本
語
の
「
常
識
」
を
問
う
』
平
凡
社
新
書
、
二
〇
一
一
、
第
二

章
の
一
部
を
本
稿
の
た
め
に
再
編
し
た
。
四
節
に
は
、
同
書
、
第
四
章
の
一
部
を
用
い

た
。

（
25
） 

『
子
規
全
集
』
第
五
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
六
、
四
三
六
頁
。

（
26
） 

詳
し
く
は
、鈴
木
貞
美
「
日
々
の
暮
ら
し
を
庶
民
が
書
く
こ
と―

『
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
』

募
集
日
記
を
め
ぐ
っ
て
」（
佐
藤
バ
ー
バ
ラ
編
『
日
常
生
活
の
誕
生―

戦
間
期
日
本
の

文
化
変
容
』
柏
書
房
、
二
〇
〇
七
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
27
） 

徳
冨
蘆
花
『
自
然
と
人
生
』
民
友
社
、一
九
〇
〇
、複
刻
版
、日
本
近
代
文
学
館
、

一
九
八
四
、
六
七
頁
。

（
28
） 

国
木
田
独
歩
『
武
蔵
野
』
民
友
社
、
一
九
〇
一
、
複
刻
版
、
近
代
文
学
館
、

一
九
八
二
、
一
三
頁
。

（
29
） 

同
前
、
二
九
頁
。

（
30
） 

鈴
木
貞
美
「『
芸
術
』
概
念
の
形
成
、
象
徴
美
学
の
誕
生―

『
わ
び
』『
さ
び
』『
幽

玄
』
前
史
」（
鈴
木
貞
美
・
岩
井
茂
樹
共
編
『
わ
び
・
さ
び
・
幽
玄―

「
日
本
的
な
る

も
の
」
へ
の
道
程
』
水
声
社
、
二
〇
〇
六
）、
同
『
生
命
観
の
探
究―

重
層
す
る
危
機

の
な
か
で
』（
作
品
社
、
二
〇
〇
七
）
第
七
章
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
31
） 

鈴
木
貞
美
『「
日
本
文
学
」
の
成
立
』
前
掲
書
、
第
三
章
「
近
代
化
主
義
の
迷
妄

を
抜
け
出
る
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
32
） 

鈴
木
貞
美
「
和
辻
哲
郎
の
哲
学
観
、
生
命
観
、
芸
術
観―

『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』

を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
研
究
』
第
38
集
、
二
〇
〇
八
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
33
） 

本
間
久
雄
『
日
記
の
書
き
方
』
止
善
堂
書
店
、
一
九
一
八
、
一
五
、
二
四
頁
。

（
34
） 

『
白
秋
全
集
』
二
〇
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
、
二
八
〜
二
九
頁
。

（
35
） 

鈴
木
貞
美
『
梶
井
基
次
郎
の
世
界
』
作
品
社
、
二
〇
〇
二
、
三
三
一
〜
五
九
五

頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
36
） 

鈴
木
貞
美
『
日
本
の
「
文
学
」
概
念
』
作
品
社
、一
九
九
八
、
XI―

3
「『
私
小
説
』

の
神
話
と
実
像
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
37
） 

池
田
亀
鑑
『
日
記
・
和
歌
文
学
』
至
文
堂
、
一
九
六
九
、
五
六
頁
。

（
38
） 

ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
、
鈴
木
登
美
編
『
創
造
さ
れ
た
古
典―

カ
ノ
ン
形
成
・
国
民

国
家
・
日
本
文
学
』
新
曜
社
、
一
九
九
九
、一
〇
四
頁
。

（
39
） 

『
土
居
光
知
著
作
集
』
第
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
、
八
九
頁
。

（
40
） 

池
田
亀
鑑
『
日
記
・
和
歌
文
学
』
前
掲
書
、
一
五
頁
。

（
41
） 
ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
、
鈴
木
登
美
編
『
創
造
さ
れ
た
古
典―

カ
ノ
ン
形
成
・
国
民

国
家
・
日
本
文
学
』
前
掲
書
、
一
〇
八
頁
。

（
42
） 

鈴
木
貞
美
『
生
命
観
の
探
究
』
前
掲
書
、
第
八
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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〈
史
料
紹
介
〉

『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
の
裏
に
写
さ
れ
た
『
後
深
心
院
関
白
記
』倉　

本　

一　

宏

は
じ
め
に

『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
は
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の
自
筆
日
記
で
あ
る
。

藤
原
摂
関
家
の
実
質
的
な
祖
で
あ
る
道
長
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
こ
の
日
記

は
、
そ
の
後
の
摂
関
家
最
高
の
重
宝
と
さ
れ
、
近
衛
家
の
文
庫
の
奥
深
く
に
大

切
に
収
蔵
さ
れ
た
。
文
車
に
載
せ
ら
れ
て
日
常
的
な
閲
覧
に
供
さ
れ
た
と
も
さ

れ
る
古
写
本
と
は
異
な
り
、
現
役
の
摂
関
で
さ
え
も
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
、
我
々
は
考
え
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
平
安
末
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
状
況
で
あ
っ

て
、
近
世
と
も
な
る
と
、
い
さ
さ
か
異
な
る
状
況
も
生
ま
れ
て
き
て
い
た
の
で

あ
る
。

本
稿
で
は
、
近
世
初
期
に
近
衛
信
尹
に
よ
っ
て
、『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本

の
寛
弘
五
年
秋
冬
巻
の
裏
に
抜
書
を
書
写
さ
れ
た
、
南
北
朝
期
の
『
後
深
心
院

関
白
記
』（
愚
管
記
、
近
衛
道
嗣
筆
）
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
御
堂
関

白
記
』
自
筆
本
の
近
世
に
お
け
る
扱
わ
れ
方
の
一
端
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
以
下
の
記
述
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
陽
明
文
庫
長
の
名
和
修
氏
の
ご

教
示
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
最
初
に
お
断
わ
り
し
て
お
く
。

寛
弘
五
（
一
〇
〇
八
）
年
と
い
う
年
は
、
摂
関
家
に
と
っ
て
も
、
も
っ
と
も

重
要
な
年
で
あ
っ
た
。
道
長
の
長
女
で
あ
る
一
条
天
皇
中
宮
の
彰
子
が
つ
い
に

皇
子
（
敦
成
親
王
、
後
の
後
一
条
天
皇
）
を
出
産
し
、
一
条
天
皇
の
土
御
門
第
行

幸
、敦
成
親
王
御
五
十
日
の
儀
、御
百
日
の
儀
が
華
々
し
く
行
な
わ
れ
、後
世
、

「
寛
弘
の
佳
例
」
と
称
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
祝
宴
に
お
け
る
藤
原
公

任
の
言
葉
を
根
拠
と
し
て
、「『
源
氏
物
語
』
千
年
紀
」
が
催
さ
れ
た
の
は
、
記

憶
に
新
し
い
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
私
も
こ
の
年
の
『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
の
原
本
を
見

る
機
会
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
褾
紙
の
外
題
に
、「
寛
弘
五
年
〈
裏

信
尹
公
手
跡
／
自
延
文
元
至
三
年
抜
書
〉」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
図
版
①
）

に
は
、
ま
っ
た
く
注
目
し
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
写
真
版
で
あ
る
『
陽
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明
叢
書
』（
陽
明
文
庫
編
、思
文
閣
出
版
、一
九
八
三
〜
一
九
八
四
年
）
を
見
て
も
、

『
御
堂
関
白
記
』
の
裏
書
の
前
後
に
別
の
筆
が
わ
ず
か
に
見
え
て
い
る
こ
と
に

は
、
ま
っ
た
く
意
に
介
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
な
か
、
二
〇
〇
九
年
に
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
就
職
す

る
や
、
さ
っ
そ
く
立
命
館
出
版
部
が
一
九
三
一
年
に
作
成
し
た
自
筆
本
の
複
製

を
古
書
店
か
ら
購
入
し
て
も
ら
い
、
研
究
補
助
員
た
ち
（
板
倉
則
衣
・
柿
島
綾
子
・

堀
井
佳
代
子
）
と
調
査
に
か
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
す
ぐ
に
寛
弘
五
年
秋
冬
巻

裏
書
の
書
き
込
み
に
気
付
い
た
。『
陽
明
叢
書
』
は
『
御
堂
関
白
記
』
の
写
真

版
を
提
示
す
る
の
が
目
的
で
あ
り
、
余
計
な
書
き
込
み
は
カ
ッ
ト
し
て
い
た
の

で
あ
っ
た
が
、
立
命
館
大
学
版
の
複
製
は
、
習
書
や
天
保
の
年
号
の
あ
る
紙
背

書
入
（
誰
が
や
っ
た
ん
だ
ろ
う
）
も
含
め
、『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
の
す
べ
て

を
複
製
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
書
き
込
み
も
「
複
製
」

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
書
き
込
み
に
は
年
月
日
が
記
さ
れ
て
お
り
、『
大
日
本
史
料　

第
六
篇

之
二
十
・
二
十
一
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
二
三
・

二
四
年
）
で
見
て
み
る
と
、
そ
れ
が
『
後
深
心
院
関
白
記
』
の
抜
書
で
あ
る
こ

と
は
、
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
『
大
日
本
古
記
録
』
の
『
後
深
心
院
関
白

記　

一
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）
と
合
わ
せ
て

み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
書
き
替
え
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
抜
書
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
時
点
で
名
和
氏
に
尋
ね
て
み
る
と
、「
よ
う
気
付
い
た
な
」
と
い
っ
た

風
情
で
種
々
の
ご
教
示
を
賜
わ
り
、ま
た
、す
で
に
『
陽
明
叢
書　

五
』
の
「
解

説
」で
土
田
直
鎮
氏
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た（
な
お
、

立
命
館
版
複
製
の
「
解
説
」〈
黒
板
勝
美
氏
執
筆
〉
に
も
、「
御
堂
関
白
記
と
は
何
等

関
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
か
た
ち
で
言
及
さ
れ
て
い
た
）。

加
え
て
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
「
日
記
の
総
合
的
研

究
」
で
こ
の
こ
と
を
発
表
す
る
と
、
共
同
研
究
員
で
『
大
日
本
古
記
録　

後
深

心
院
関
白
記
』の
編
纂
に
あ
た
ら
れ
て
い
る
史
料
編
纂
所
の
尾
上
陽
介
氏
か
ら
、

す
で
に
こ
の
こ
と
に
触
れ
た
論
文
の
存
在
を
教
え
ら
れ
た
（
尾
上
陽
介
「
再
利

用
さ
れ
た
日
記
原
本―

『
猪
熊
関
白
記
』『
後
深
心
院
関
白
記
』
を
中
心
に―

」〈『
三

田
中
世
史
研
究
』
一
二
、
二
〇
〇
五
年
〉）。

関
係
者
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
学
恩
に
導
か
れ
な
が
ら
、
以
下
に
こ
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
述
べ

て
い
く
こ
と
に
す
る
が
、
そ
の
前
に
、
古
代
史
研
究
者
に
は
な
じ
み
の
薄
い
こ

の
一
件
の
関
係
者
に
つ
い
て
、『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
〜
九

七
年
）
を
引
い
て
、
簡
単
に
整
理
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、『
後
深
心
院
関
白
記
』

図版①　寛弘五年秋冬巻褾紙
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を
記
し
た
近
衛
道
嗣
（
元
弘
二
〈
一
三
三
二
〉
年
〜
嘉
慶
元
〈
一
三
八
七
〉
年
）
は
、

南
北
朝
時
代
の
北
朝
の
廷
臣
。
堀
川
関
白
ま
た
後
深
心
院
と
称
す
る
。
父
は
関

白
基
嗣
。
康
安
元
（
一
三
六
一
）
年
に
関
白
と
な
り
、
嘉
慶
元
年
に
五
十
六
歳

で
薨
じ
た
（『
国
史
大
辞
典
』「
近
衛
道
嗣
」〈
村
田
正
志
氏
執
筆
〉
か
ら
）。

そ
の
日
記
で
あ
る
『
後
深
心
院
関
白
記
』
は
、『
愚
管
記
』
と
も
呼
ば
れ
る
。

自
筆
原
本
が
延
文
元
（
一
三
五
六
）
年
か
ら
永
徳
三
（
一
三
八
三
）
年
に
わ
た
っ

て
陽
明
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
四
年
分
が
散
逸
し
て
伝
わ
ら
な
い
ほ
か

は
、
ほ
と
ん
ど
揃
っ
て
い
る
。
具
注
暦
行
間
の
余
白
や
継
紙
に
記
入
さ
れ
た
も

の
が
多
い
（『
国
史
大
辞
典
』「
愚
管
記
」〈
益
田
宗
氏
執
筆
〉
か
ら
）。

さ
て
、
問
題
の
近
衛
信
尹（
永
禄
八〈
一
五
六
五
〉年
〜
慶
長
十
九〈
一
六
一
四
〉

年
）
は
、
安
土
桃
山
時
代
の
公
家
。
父
は
関
白
前
久
、
母
は
家
女
房
。
三さ
ん

藐
み
や
く

院い
ん

と
号
す
。
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
に
元
服
。
加
冠
の
役
を
勤
め
た
織
田
信

長
か
ら
諱
の
一
字
を
も
ら
う
。
生
来
、
才
気
渙
発
、
直
情
奔
放
の
性
格
で
あ
っ

た
。
同
八
年
内
大
臣
、
十
三
年
左
大
臣
と
な
っ
た
が
、
関
白
二
条
昭
実
と
争
論

を
起
こ
し
、豊
臣
秀
吉
に
関
白
就
任
の
口
実
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
秀
吉
、

次
い
で
秀
次
が
関
白
と
な
る
や
、
心
中
穏
や
か
な
ら
ず
、
平
人
同
様
に
振
る
舞

い
、
参
内
も
せ
ず
、
公
家
衆
や
秀
吉
に
も
会
わ
な
か
っ
た
。
文
禄
の
役
が
始
ま

る
や
、
朝
鮮
に
渡
る
と
称
し
て
京
都
を
出
奔
し
、
名
護
屋
に
赴
い
た
の
で
、
後

陽
成
天
皇
は
勅
書
を
秀
吉
に
賜
い
、
こ
れ
を
と
ど
め
た
。
文
禄
三（
一
五
九
三
）

年
、
秀
吉
の
上
奏
に
よ
っ
て
勅
勘
を
蒙
り
、
薩
摩
坊
津
に
配
流
さ
れ
た
。
慶
長

元
（
一
五
九
六
）
年
、
許
さ
れ
て
帰
京
、
同
十
年
、
関
白
と
な
っ
た
。
同
十
九

年
に
五
十
歳
で
薨
じ
た
。
嗣
子
が
な
か
っ
た
の
で
後
陽
成
天
皇
の
第
四
皇
子
信

尋
（
信
尹
の
妹
前
子
の
所
生
）
が
家
を
継
い
だ
。
禅
を
大
徳
寺
の
春
屋
・
古
渓

両
和
尚
に
学
び
、
ま
た
沢
庵
和
尚
に
も
参
じ
た
。
和
歌
・
連
歌
・
絵
画
に
優
れ
、

こ
と
に
書
道
に
お
い
て
は
青
蓮
院
流
よ
り
出
て
一
派
を
成
し
、
本
阿
弥
光
悦
・

松
花
堂
昭
乗
と
共
に
寛
永
の
三
筆
と
称
さ
れ
た
。
世
に
近
衛
流
、
も
し
く
は
三

藐
院
流
と
い
う
。
そ
の
日
記
を
『
三
藐
院
記
』
と
称
し
、
文
禄
元
年
か
ら
慶
長

十
五
年
ま
で
、
断
続
し
て
存
す
る
（『
国
史
大
辞
典
』「
近
衛
信
尹
」〈
近
衛
通
隆

氏
執
筆
〉
か
ら
）。

ど
う
も
と
ん
で
も
な
い
人
物
の
よ
う
で
あ
る
が
（
な
お
、大
和
和
紀
の
漫
画
『
イ

シ
ュ
タ
ル
の
娘
』
で
は
、
主
人
公
小
野
於
通
の
書
道
の
師
匠
〈
兼
、
思
い
人
〉
と
し

て
登
場
す
る
と
の
由
で
あ
る
）、
そ
の
嗣
子
の
近
衛
信
尋
（
慶
長
四
〈
一
五
九
九
〉

年
〜
慶
安
二
〈
一
六
四
九
〉
年
）
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
公
家
。
後
陽
成
天
皇
第

四
皇
子
。
母
は
中
和
門
院
近
衛
前
子
。
近
衛
信
尹
の
養
子
と
な
っ
た
。
元
和
九

年
（
一
六
二
三
）、
関
白
に
補
さ
れ
る
。
慶
安
二
年
、
五
十
一
歳
で
薨
じ
た
。

後
水
尾
天
皇
を
中
心
と
し
た
学
問
芸
術
活
動
の
中
心
の
一
翼
を
担
い
、
そ
の
発

展
に
貢
献
し
た
。
ま
た
沢
庵
宗
彭
・
一
絲
文
守
・
金
森
宗
和
・
松
花
堂
昭
乗
ら

と
の
交
流
も
深
く
、
こ
れ
ら
文
芸
家
と
宮
中
と
の
仲
介
的
存
在
で
も
あ
っ
た
。

書
は
養
父
信
尹
の
三
藐
院
流
を
嗣
い
で
卓
越
し
、
茶
は
織
部
の
流
を
汲
み
、
連

歌
で
も
佳
作
が
多
い
。
自
筆
日
記
を
『
本
源
自
性
院
記
』
と
い
う
（『
国
史
大

辞
典
』「
近
衛
信
尋
」〈
名
和
修
氏
執
筆
〉
か
ら
）。
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『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
秋
冬
巻
の
裏
に
信
尹
が
抜
書
を
行
な
っ
た
こ
と

を
発
見
し
、
褾
紙
外
題
に
、「
裏
信
尹
公
手
跡
／
自
延
文
元
至
三
年
抜
書
」
と

書
き
付
け
た
の
は
、
こ
の
信
尋
で
あ
っ
た
と
い
う
。
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
気

持
で
、
こ
の
外
題
を
記
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

『
後
深
心
院
関
白
記
』
抜
書
の
顛
末

次
に
、
こ
の
抜
書
が
記
さ
れ
た
経
緯
を
述
べ
て
い
こ
う
。
返
す
返
す
も
、
ほ

と
ん
ど
は
名
和
氏
の
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

本
来
、
巻
子
本
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
た
『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
で
あ
っ

た
が
、
信
尹
は
こ
の
う
ち
の
五
巻
分
を
折
状
の
状
態
と
し
た
。
ち
な
み
に
そ
れ

は
、
長
徳
四
（
九
九
八
）
年
の
秋
冬
、
長
保
元
（
九
九
九
）
年
の
秋
冬
、
寛
弘

五
（
一
〇
〇
八
）
年
の
秋
冬
、
寛
弘
八
（
一
〇
一
一
）
年
の
春
夏
、
寛
仁
四
（
一

〇
二
〇
）
年
の
春
夏
で
あ
る
。
当
時
、
自
筆
本
が
ど
れ
ほ
ど
残
っ
て
い
た
か
は

不
明
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
最
古
の
巻
で
あ
る
長
徳
四
年
秋
冬
と
、
そ
の
次
に

古
い
長
保
元
年
秋
冬
、
ま
た
も
っ
と
も
新
し
い
寛
仁
四
年
春
夏
を
折
本
に
し
て

い
る
点
か
ら
、
ま
だ
道
長
が
裏
書
を
記
し
て
い
な
い
古
い
方
と
、
出
家
し
て
裏

書
を
記
さ
な
く
な
っ
た
新
し
い
方
か
ら
加
工
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

し
か
し
、
何
か
を
書
写
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
記
述
が
少
な
く
、
裏
書
の
な
い

始
め
か
終
わ
り
の
方
の
巻
を
使
え
ば
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
敦
成
親
王

誕
生
や
一
条
天
皇
土
御
門
第
行
幸
の
記
さ
れ
た
寛
弘
五
年
、
一
条
天
皇
崩
御
、

三
条
天
皇
踐
祚
な
ど
の
重
要
事
が
記
さ
れ
た
寛
弘
八
年
も
折
本
に
加
工
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
（
そ
う
い
え
ば
、
一
条
天
皇
の
関
係
で
寛
弘
八
年
の
調
査
を
行
な
う

と
、
自
筆
本
に
折
り
目
が
付
い
て
い
た
の
を
思
い
出
す
）、
実
際
に
は
、
そ
う
い
っ

た
配
慮
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
現
在
、
折
り
目
は
ど
う
や
っ
て
見
付
け
る
か
と
い
う
と
、
巻
子
本
な

ら
ば
等
間
隔
に
同
じ
形
の
虫
食
い
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
が
（
正
確
に
は
、

徐
々
に
間
隔
は
狭
ま
っ
て
い
き
、
虫
食
い
の
大
き
さ
も
小
さ
く
な
っ
て
い
く
が
）、

折
本
だ
と
ほ
ぼ
同
じ
形
・
大
き
さ
の
虫
食
い
が
、
一
定
の
線
の
左
右
に
対
称
に

存
在
す
る
（
図
版
②
）。
こ
の
写
真
は
表
を
こ
ち
ら
側
に
し
て
、
日
に
空
か
し

て
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
箇
所
を
普
通
に
撮
影
す
る
と
、
左
右
対
称

の
虫
食
い
（
裏
打
ち
し
て
あ
る
の
で
わ
か
り
に
く
い
が
）
の
間
に
、
わ
ず
か
な
線

が
確
認
で
き
る
（
図
版
③
。
こ
の
場
合
は
八
日
条
の
日
付
の
一
つ
前
の
行
）。
山
折

り
の
部
分
は
汚
れ
が
付
着
し
て
線
に
な
り
や
す
い
が
、
谷
折
り
の
部
分
は
折
り

込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
な
か
な
か
見
付
け
に
く
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
わ
ず
か
な
線
と
左
右
対
称
の
虫
食
い
を
手
が
か
り
に
、

板
倉
則
衣
氏
に
折
本
の
「
複
製
」
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
。
自
筆
本
の
複
製
を

カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
し
て
、
そ
れ
を
張
り
継
ぎ
、
線
と
左
右
対
称
の
虫
食
い
に
よ
っ

て
折
り
目
を
見
分
け
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。そ
の
結
果
、約
十
三
セ
ン
チ
メ
ー

道
長

（
十
三
代
）

道
嗣

（
六
代
）

前
久

信
尹

信
尋

前
子

後
水
尾
天
皇

信
尋

後
陽
成
天
皇
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ト
ル
毎
の
折
り
目
が
確
認
で
き
た
（
図
版
④
）。
信

尹
以
来
、
約
四
百
年
振
り
の
『
御
堂
関
白
記
』
折
本

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
折
本
に
、
信
尹
は
『
後
深
心
院
関
白

記
』
の
抜
書
を
書
写
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
よ

り
に
よ
っ
て
寛
弘
五
年
秋
冬
の
一
巻
の
み
に
限
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

信
尹
は
『
御
堂
関
白
記
』
具
注
暦
の
末
尾
の
裏
、

す
な
わ
ち
寛
弘
五
年
十
二
月
三
十
日
の
暦
の
裏
か
ら

記
し
始
め
た
（
し
た
が
っ
て
、『
御
堂
関
白
記
』
の
表

の
日
付
と
は
逆
に
進
む
こ
と
に
な
る
）。
そ
れ
は
『
後

深
心
院
関
白
記
』
延
文
元
年
正
月
一
日
の
記
事
に
始

ま
り
、延
文
三
年
六
月
三
十
日
の
記
事
に
ま
で
及
ぶ
。

『
後
深
心
院
関
白
記
』
も
具
注
暦
に
記
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
延
文
三
年
の
春
夏
巻
の
末
尾
ま

で
を
抜
書
し
た
こ
と
に
な
り
、
一
応
、
こ
れ
で
完
結

し
た
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
延
文

三
年
六
月
三
十
日
条
は
、『
御
堂
関
白
記
』
で
は
寛

弘
五
年
九
月
二
十
一
日
条
の
裏
に
あ
た
り
、
ま
だ
ま

だ
約
二
箇
月
余
り
の
分
の
余
白
が
存
在
し
て
い
る
。

信
尹
は
、
抜
書
を
書
写
し
て
か
ら
、
そ
れ
を
折
本

に
し
た
の
で
は
な
く
、
ま
ず
折
本
を
作
っ
て
か
ら
、

図版②　寛弘五年秋冬巻表の虫食い

図版③　寛弘五年秋冬巻表の折り目
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抜
書
を
書
写
し
て
い

る
。
折
目
の
山
や
谷

の
部
分
に
は
書
写
し

て
お
ら
ず
、
行
間
も

多
少
な
が
ら
空
い
て

い
る
の
で
あ
る
。
ち

な
み
に
、
そ
の
時
点

以
前
、
巻
子
本
時
代

に
あ
っ
た
虫
食
い

（
等
間
隔
の
も
の
）は
、

巧
み
に
回
避
し
て
い

る
。ま

た
、
名
和
氏
に

よ
る
と
、
書
風
は
信

尹
が
三
藐
院
流
の
書

を
確
立
す
る
以
前
の

も
の
で
あ
り
、
い
ま

だ
父
前
久
に
師
事
し
て
い
た
青
蓮
院
流
（
和
様
）
の
書
体
で
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
こ
の
折
本
を
作
っ
て
『
後
深
心
院
関
白
記
』
の
抜
書
を

書
写
し
た
の
は
、
慶
長
二
、
三
（
一
五
九
七
、
九
八
）年
よ
り
も
以
前
と
い
う
こ

と
に
な
る
ら
し
い
。
こ
う
な
る
と
私
な
ど
は
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
な
の
で
あ
る

が
、
そ
う
言
わ
れ
て
み
る
と
、『
御
堂
関
白
記
』
の
道
長
の
書
体
に
も
通
じ
る

風
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
不
思
議
で
あ
る
。
慶
長
初
年
と
い
う
と
、
許
さ

れ
て
薩
摩
か
ら
帰
京
し
た
直
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
信
尹
の
心
中
に
何
か

考
え
る
と
こ
ろ
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
抜
書
さ
れ
た
延
文
元
（
一
三
五
六
）
年
か
ら
三
（
一
三
五
八
）
年

に
か
け
て
は
、道
嗣
は
従
一
位
右
大
臣
で
あ
り
、関
白
と
な
る
直
前
で
あ
っ
た
。

信
尹
が
こ
の
抜
書
を
行
な
っ
た
の
が
慶
長
初
年
で
あ
る
と
す
る
と
、
許
さ
れ
て

帰
京
し
た
も
の
の
、
左
大
臣
に
再
任
さ
れ
る
慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
の
直
前

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
関
白
・
氏
長
者
と
な
っ
た
の
が
慶
長
十
（
一
六
〇
五
）

年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
延
文
初
年
の
道
嗣
と
似
た
よ
う
な
状
況
と
言
え

な
く
も
な
い
。

『
後
深
心
院
関
白
記
』
抜
書
の
情
況

そ
れ
で
は
い
よ
い
よ
、『
後
深
心
院
関
白
記
』
抜
書
を
見
て
い
く
こ
と
に
し

よ
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
抜
書
の
書
き
出
し
が
二
回
に
わ
た
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ご
く
ご
く
初
め
、
お
そ
ら
く
は
折
本
を
最
初
に
め
く
っ
た
あ
た

り
に
、〈

文
和
五
〉

延
文
元
年　
　

歳
次
丙
申

正
月
〈
庚
寅
〉

一
日

と
書
き
出
し
（
図
版
⑤
）、
日
付
で
中
断
し
た
後
、
約
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
空
け
て
、
再
び
同
じ
書
き
出
し
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
一
日
」
と

図版④　寛弘五年秋冬巻折本複製
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い
う
日
付
の
下
に
、「
壬
午　

木
定
」
と
い
う
干
支

と
暦
書
を
記
し
て
、
そ
の
ま
ま
下
に
、「
晴
、
申
剋

以
後
雨
降
、
寅
刻
拝
」
以
下
、
一
日
条
の
抜
書
を
行

な
っ
て
い
る
（
図
版
⑥
）。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
巻
子
本
で
書
き
出

し
、
折
本
に
し
て
、
ま
た
書
き
出
し
た
も
の
か
と
い

う
推
測
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
、
最
初
の
書

き
出
し
が
巻
子
本
の
最
初
（
軸
の
と
こ
ろ
）
か
ら
約

二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
空
け
て
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
折
本
を
最
初
に
め
く
っ
て
現
わ
れ
る
面
の
、

折
り
目
の
真
ん
中
あ
た
り
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

（
図
版
⑤
に
は
、
こ
の
書
き
出
し
の
両
側
に
、
折
り
目
が

見
え
る
）
か
ら
、「
一
日
」
ま
で
書
い
て
し
ま
っ
て

か
ら
、
そ
の
ま
ま
続
け
て
本
文
を
記
し
て
し
ま
う
の

も
、
表
紙
と
し
て
は
体
裁
が
悪
い
と
考
え
て
、
も
う

一
回
め
く
っ
た
と
こ
ろ
に
、
改
め
て
写
し
始
め
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
（
図
版
④
）。
つ
ま
り
、

先
ず
折
本
状
態
に
し
た
後
に
、
め
く
り
な
が
ら
写
し

た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
後
、正
月
一
日
条
、二
日
条
を
抜
書
し
た
後
、

三
日
条
は
同
じ
記
事
を
書
く
の
を
面
倒
に
思
っ
た
の

か
、「
又
同
、」
と
だ
け
記
し
て
い
る
。
四
日
条
は
写

図版⑥　寛弘五年秋冬巻の裏書と書き込み

図版⑤　寛弘五年秋冬巻の書き込み
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さ
ず
、
五
日
条
は
日
付
を
記
し
た
後
に
、
そ
れ
を
抹
消
し
て
い
る
（
図
版
⑥
）。

そ
し
て
六
日
条
を
抜
書
し
た
後
に
、『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
十
二
月
二
十

日
条
の
裏
書
七
行
が
現
わ
れ
る
。
図
版
④
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
が
、
折
本

状
の
『
御
堂
関
白
記
』
を
二
回
め
く
れ
ば
、
こ
の
裏
書
が
現
わ
れ
る
。
信
尹
が

『
後
深
心
院
関
白
記
』
の
抜
書
を
始
め
た
時
点
で
、
こ
の
裏
書
に
気
付
い
て
い

た
か
ど
う
か
は
、
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
裏
書
は
道
長
の
長
女
で
あ
る
彰
子
が
産
ん
だ
敦
成
親
王
の
御
百

日
の
儀
の
記
事
で
あ
る
。「
公
卿
た
ち
が
祝
い
の
和
歌
を
詠
み
、
能
書
の
行
成

が
そ
れ
を
書
こ
う
と
し
た
時
、
か
つ
て
道
長
の
政
敵
で
あ
っ
た
伊
周
が
筆
を
取

り
上
げ
て
書
い
た
。
皆
が
怪
し
ん
で
い
た
時
、
一
条
は
道
長
を
召
し
て
玉
杯
を

賜
う
。
一
条
が
仰
せ
に
な
っ
た
こ
と
に
は
…
…
、
で
記
事
が
終
わ
っ
て
い
る
。

い
っ
た
い
一
条
は
、
何
と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
道
長
は
、
何
故
こ
れ

を
記
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。」（
倉
本
一
宏
『
藤
原
道
長
「
御
堂
関
白
記
」

全
現
代
語
訳　

下
』「
あ
と
が
き
」〈
講
談
社
、
二
〇
一
〇
年
〉）
と
い
っ
た
、
政
治

的
に
も
伊
周
を
め
ぐ
っ
て
緊
迫
し
、
ま
た
一
条
天
皇
の
言
葉
を
め
ぐ
っ
て
、
極

め
て
興
味
深
い
記
事
な
の
で
あ
る
。

信
尹
は
『
御
堂
関
白
記
』
の
裏
書
に
気
付
き
、
六
日
条
を
写
し
た
後
、
道
長

の
記
し
た
「
廿
日
」
と
い
う
日
付
の
傍
ら
に
、「
是
者
自
元
ノ
筆
也
（
是
は
元

よ
り
の
筆
な
り
）」
と
い
う
注
記
を
行
な
い
、
廿
日
の
日
付
の
上
に
圏
線
を
引
い

て
い
る
（
図
版
⑦
）。
こ
の
紙
に
元
か
ら
記
さ
れ
て
い
た
筆
と
い
う
意
味
で
あ

ろ
う
（「
御
堂
殿
の
筆
」
と
か
書
い
て
ほ
し
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
）。

『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
十
二
月
二
十
日
条
の
裏
書
を
抜
か
し
（
先
ほ
ど

述
べ
た
、一
条
天
皇
が「
仰
云
、」で
あ
る
）、信
尹
は
再
び
七
日
条
を
写
し
始
め
た
。

そ
し
て
、
正
月
七
日
・
十
三
日
・
十
六
日
・
十
八
日
・
廿
二
日
・
廿
六
日
・
廿

八
日
・
卅
日
、
二
月
八
日
・
九
日
・
十
六
日
・
十
八
日
・
廿
日
・
廿
一
日
・
廿

五
日
、
三
月
廿
日
・
廿
五
日
、
四
月
一
日
・
二
日
・
八
日
・
廿
一
日
・
廿
二
日
・

廿
三
日
・
廿
四
日
・
廿
六
日
、
五
月
六
日
・
十
九
日
・
廿
九
日
と
進
ん
だ
と
こ

ろ
で
（
図
版
⑧
⑨
⑩
）、
延
文
二
年
に
入
っ
て
い
る
（
図
版
⑩
）。

延
文
二
年
は
、
正
月
一
日
・
五
日
・
七
日
・
十
日
・
十
六
日
・
廿
五
日
・
廿

九
日
（
図
版
⑪
）、
二
月
二
日
・
十
日
・
十
一
日
・
十
六
日
・
十
九
日
・
廿
二
日
・

廿
五
日
・
廿
八
日
（
図
版
⑫
）、
三
月
一
日
・
三
日
だ
け
を
写
し
た
と
こ
ろ
で

延
文
三
年
に
入
る
（
図
版
⑬
）。

延
文
三
年
は
、
正
月
一
日
・
五
日
・
六
日
・
七
日
・
八
日
・
十
二
日
・
十
四

日
・
十
六
日
・
廿
日
（
図
版
⑭
）、
二
月
三
日
・
九
日
・
十
一
日
・
十
二
日
・

十
六
日
・
十
九
日
・
廿
一
日
・
廿
九
日
（
図
版
⑮
）、
三
月
一
日
・
二
日
・
五
日
・

図版⑦　 寛弘五年秋冬巻の裏書と書き込み
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図版⑧　寛弘五年秋冬巻の書き込み

図版⑨　寛弘五年秋冬巻の書き込み

図版⑩　寛弘五年秋冬巻の書き込み
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図版⑬　寛弘五年秋冬巻の書き込み

図版⑫　寛弘五年秋冬巻の書き込み

図版⑪　寛弘五年秋冬巻の書き込み
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図版⑭　寛弘五年秋冬巻の書き込み

図版⑮　寛弘五年秋冬巻の書き込み

図版⑯　寛弘五年秋冬巻の裏書と書き込み
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十
三
日
・
十
九
日
・
廿
八
日
（
図
版
⑮
⑯
）、
四
月
一
日
・
二
日
と
き
た
と
こ

ろ
で
、『
御
堂
関
白
記
』
の
次
の
裏
書
が
現
わ
れ
る
。

こ
ち
ら
は
寛
弘
五
年
十
月
十
七
日
条
と
十
六
日
条
で
（
裏
書
で
は
、
日
付
が

後
の
も
の
が
先
に
現
わ
れ
る
）、
十
七
日
条
が
敦
成
親
王
家
別
当
を
定
め
た
記

事
、
十
六
日
条
が
一
条
天
皇
土
御
門
第
行
幸
・
皇
子
敦
成
へ
の
親
王
宣
下
・
行

幸
叙
位
の
記
事
で
あ
る
（
図
版
⑰
）。
十
七
日
条
が
八
行
、
十
六
日
条
が
二
十

行
と
、
道
長
に
と
っ
て
は
異
例
の
長
い
記
事
な
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
『
紫
式
部

日
記
』
の
世
界
で
、
道
長
家
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
後
世
の
摂
関
家
に
と
っ

て
も
、「
栄
華
の
初
花
」
と
か
「
寛
弘
の
佳
例
」
と
称
さ
れ
た
、
一
大
イ
ベ
ン

ト
だ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
の
記
事
を
挟
ん
で
日
記
を
写
す
と
い
う
書
写

者
の
個
性
も
な
か
な
か
の
も
の
で
あ
る
が
、
信
尹
は
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ

う
に
、
寛
弘
五
年
十
月
十
六
日
条
裏
書
が
終
わ
る
と
、
再
び
四
月
十
二
日
条
を

写
し
て
い
る
（
図
版
⑰
）。

そ
し
て
、
四
月
十
二
日
・
十
五
日
・
十
七
日
・
廿
日
・
廿
六
日
・
廿
八
日
・

廿
九
日
・
卅
日
（
図
版
⑱
）、
五
月
廿
六
日
（
図
版
⑱
）、
六
月
一
日
・
四
日
・

六
日
・
十
二
日
・
十
五
日
・
十
七
日
・
十
九
日
・
廿
四
日
・
廿
六
日
・
卅
日
と

写
し
た
と
こ
ろ
で
（
図
版
⑲
⑳
）、
こ
の
抜
書
は
終
了
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
抜
書
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、
自
筆
現
本『
後
深
心
院
関
白
記
』と

同
文
で
あ
る
の
で
、
全
文
の
釈
文
を
掲
げ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
試
み
に
延
文

元
年
正
月
の
分
の
み
、
自
筆
現
本
『
後
深
心
院
関
白
記
』
と
対
照
さ
せ
て
み
よ

う
。
な
お
、『
御
堂
関
白
記
』
裏
書
書
写
『
後
深
心
院
関
白
記
』
抜
書
と
の
比
較
・

対
照
を
目
的
と
し
た
た
め
、
自
筆
現
本
『
後
深
心
院
関
白
記
』
の
行
替
は
、
必

ず
し
も
原
本
通
り
で
は
な
い
。
ま
た
、
句
点
は
私
が
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

図版⑰　寛弘五年秋冬巻の裏書と書き込み
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図版⑱　寛弘五年秋冬巻の書き込み

図版⑲　寛弘五年秋冬巻の書き込み

図版⑳　寛弘五年秋冬巻の書き込み
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自
筆
現
本
『
後
深
心
院
関
白
記
』

『
御
堂
関
白
記
』
裏
書
書
写
抜
書

〈
文
和
五
〉

延
文
元
年　
　

歳
次
丙
申

　

正
月
〈
庚
寅
〉

一
日

〈
延
文
元
年
〉

〈
文
和
五
〉

　

文
和
五
年
〈
春
夏
〉　

歳
次
丙
申

延
文
元
年　
　

歳
次
丙
申

　
　

正
月
大
建

　

正
月
〈
庚
寅
〉

一
日
、
壬
午
、
木
定

一
日
〈
壬
午
〉　

木
定

晴
、
申
剋
以
後
雨
降
、　　

寅
刻
拝

晴
、
申
剋
以
後
雨
降
、
寅
刻
拝

天
地
四
方
、
歯
固
如
例
、

天
地
四
方
、
歯
固
如
例
、

　

節
会
、
内
弁
右
大
将
源
通
相
卿
、

　

出
御
帳
中
被

節
会
、
内
弁
、
右
大
将
源
通
相
卿
〈
三
節
共
被
部
之
机
見
左
、〉、

出
御
帳
中
被

　

垂
御
簾
、
御
膳
自
掖
供
之
云
々
、
小
朝
拝
停
止
之
、

垂
御
簾
、
御
膳
自
掖
供
之
云
々
、
小
朝
拝
停
止
之
、

　

依
神
木
遷
座
也
、

依
神
木
遷
座
也
、

二
日
、
癸
未
、
木
執

二
日
〈
癸
未
〉

晴
陰
不
定
、　　

見
鏡
服
薬
、

見
鏡
、
服
、

三
日
、
甲
申
、
水
破

三
日

晴
、　　

鏡
・
薬
如
例
、

又
同
、

四
日
、
乙
酉
、
水
危

自
早
旦
天
陰
、
申
時
以
後
雨
雪
降
、

　

年
首
初
有
沐
浴
事
、

五
日
、
丙
戌
、
土
成

五
日

晴
陰
不
定
、

六
日
、
丁
亥
、
土
収

六
日
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晴
、　　

今
日
被
行
叙
位
、
執
筆
権
大
納
言
実
夏
卿
云
々
、

叙
位
、
執
筆
権
大
納
言
実
夏
卿
云
々
、

暁
、
熒
惑
凌
犯
天
江
第
三
・
第
四
星
云
々
、

〈
是
者
自
元
ノ
筆
也
、〉

（『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
十
二
月
二
十
日
条
裏
書
七
行
）

七
日
、
戊
子
、
火
開

七
日
〈
戊
子
〉

晴
陰
不
定
、　

内
弁
右
大
将
、
出
御
之
儀
如
去
一
日
、

内
弁
右
大
将
通
相
卿
、　

出
御
儀
如
去
一
日
、

　

有
勅
問
事
、〈
御
斎
会
延
否
事
、〉

八
日
、
己
丑
、
火
閉

晴
、

九
日
、
庚
寅
、
木
建

晴
、
今
暁
暴
風
雷
雨
、　　

有
祈
始
事
、

十
日
、
辛
卯
、
木
除

晴
、　　

月
犯
五
車
星
云
々
、

十
一
日
、
壬
辰
、
水
満

晴
、

十
二
日
、
癸
巳
、
水
平

晴
、

十
三
日
、
甲
午
、
金
定

十
三
日
〈
甲
午
〉

及
晩
雨
下
、　　

今
日
密
々
始
出
行
、
向
新
殿
姫
君
許
、

密
々
始
出
行
、
向
新
殿
姫
君
許
、
参
御
影
御
前
、

参
御
影
御
前
、

　

今
暁
神
木
御
帰
座
云
々
、

　

今
暁
神
木
御
帰
座
云
々
、

十
四
日
、
乙
未
、
金
執

雨
降
、

十
五
日
、
丙
申
、
火
破

晴
、

十
六
日
、
丁
酉
、
火
危

十
六
日
〈
丁
酉
〉

晴
、　　

節
会
、
始
出
御
、
内
弁
右
大
将
、
外
弁
六
七
許

輩
云
々
、

始
出
御
、
内
弁
右
大
将
〈
通
相
〉、
外
弁
六
七
輩
、
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十
八
日
、
己
亥
、
木
収

十
八
日

晴
、
入
夜
雨
下
、　　

参
北
野
社
、

参
北
野
社
、〈
又
廿
五
日
、
請
奉
詩
歌
・
春
楽
、
及
晩
参
北
野
社
、〉

十
九
日
、
庚
子
、
土
開

晴
、

廿
日
、
辛
丑
、
土
閉

雨
下
、
及
晩
属
晴
、

廿
一
日
、
壬
寅
、
金
建

晴
、

廿
二
日
、
癸
卯
、
金
除

廿
二
日
〈
癸
卯
〉

晴
、　　

自
禁
裏
被
下
御
書
、
来
卅
日
女
叙
位
・
吉

自
禁
裏
被
下
御
書
、
来
卅
日
女
叙
位
・
吉
書
奏
・

書
奏
・
陣
定
等
可
参
仕
之
由
、
被
仰
下
、
可
令
存
知

陣
定
等
可
参
仕
之
由
、
被
仰
下
、
可
令
存
知
之
由
令
申
了
、

之
由
令
申
了
、

兼
日
奉
行
職
事
等
相
触
了
、

兼
日
奉
行
職
事
等
相
触
了
、

廿
三
日
、
甲
辰
、
火
満

天
陰
雨
降
、
雪
霰
相
交
、

廿
四
日
、
乙
巳
、
火
平

朝
間
雨
降
、　　

自
今
日
三
个
日
念
誦
、〈
毎
月
事
也
、〉

廿
五
日
、
丙
午
、
水
定

晴
、　　

詩
歌
如
例
、〈
法
楽
聖
廟
也
、〉

　

及
晩
景
参
北
野
社
、

廿
六
日
、
丁
未
、
水
執

廿
六
日

晴
、　　

自
今
日
県
召
除
目
、
執
筆
洞
院
大
納
言
実
夏
卿
云
々
、

自
今
日
県
召
除
目
、
執
筆
洞
院
大
納
言
実
夏
卿
云
々
、

　

予
年
給
申
文
付
頭
兵
衛
督
教
光
朝
臣
、

　

召
外
記
、
給
公
卿
給
、

予
年
給
申
文
付
頭
兵
衛
督
教
光
朝
臣
、
召
外
記
給

公
卿
給
、

　
　

申
文
如
此
、

　

申
文
如
此
、

　
　
　

従
七
位
上
橘
朝
臣
安
国

従
七
位
上
橘
朝
臣
安
国

　
　
　
　

望
諸
国
掾

　

望
諸
国
掾

　
　

右
、
当
年
給
〈
二
合
、〉
所
請
如
件
、

右
、
当
年
給
二
合
所
請
如
件
、
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こ
れ
を
見
て
も
わ
か
る
と
お
り
、
信
尹
は
何
か
特
定
の
儀
式
や
政
務
を
選
択

し
て
抜
書
を
行
な
っ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ご
く
個
人

的
な
事
柄
や
、
天
候
に
つ
い
て
は
省
略
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
何
か
特
定

の
実
用
的
な
目
的
で
も
っ
て
こ
の
抜
書
を
行
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
さ
そ

う
で
あ
る
。

面
白
い
こ
と
に
、
道
嗣
が
二
月
八
日
条
に
、「
雨
降
、
先
公

0

0

御
忌
日
也
、
作

善
等
如
例
、」
と
、
自
分
の
亡
父
で
あ
る
基
嗣
の
忌
日
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て

い
る
箇
所
は
、
信
尹
は
「
後
岡
屋
殿

0

0

0

0

御
忌
日
也
、
有
作
善
等
、」
と
、
基
嗣
の

号
で
記
し
て
い
る
。
時
折
、
人
名
注
を
施
し
て
い
る
こ
と
と
合
わ
せ
、
慶
長
年

間
と
い
う
時
代
に
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
抜
書
を
行
な
お
う
と
し
た
態
度
が
読

み
取
れ
よ
う
。

ま
た
、
抜
書
が
『
後
深
心
院
関
白
記
』
の
う
ち
で
年
の
前
半
（
春
夏
巻
）
に

つ
い
て
の
み
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
事
情
は
、
ま
た
別
個
に
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
信
尹
は
延
文
三
年
六
月
卅
日
条
以
降
の
抜
書
を
中
断
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
名
和
氏
に
よ
る
と
、
信
尹
自
身
が
こ
れ
を
巻
子
本
に
戻
し
、
褾
紙
を
付

け
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
他
の
四
巻
に
つ
い
て
も
、
書
写
を
行
な
う
こ
と
な

く
、
同
様
の
措
置
を
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
虫
食
い
の
状
況
か
ら
見

て
、
一
定
の
期
間
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ど
の
よ
う
な
心
情
に
よ
っ
て
、
信
尹
が
抜
書
を
中
断
し
、
折
本
を
元
の
状
態

　
　
　

文
和
五
年
正
月
廿
六
日
従
一
位
行
右
大
臣
藤
原
朝
臣
道
嗣

　

文
和
五
年
正
月
廿
六
日
従
一
位
行
右
大
臣
藤
原
朝
臣
道
嗣

　
　

年
給
申
文
献
之
、

年
給
申
文
献
之
、

　
　

可
被　

奏
聞
之
状

可
被　

奏
聞
之
状

　
　

如
件
、

如
件
、

　
　
　

三
月
廿
六
日　

右
大
臣
〈
判
、〉

　

三
月
廿
六
日　

右
大
臣
〈
判
、〉

　
　

頭
兵
衛
督
殿

頭
兵
衛
督
殿

廿
七
日
、
戊
辰
、
土
破

陰
、
入
夜
雨
下
、

廿
八
日
、
己
酉
、
土
破

廿
八
日

陰
、　　

除
目
入
眼
云
々
、
教
光
・
経
方
等
朝
臣
任
参
議
、〈
元
蔵
人

頭
、〉

除
目
入
眼
云
々
、

　

左
中
将
隆
家
・
左
中
弁
時
光
等
朝
臣
補
蔵
人
頭
、

「
卅
日
、
辛
亥
、
女
叙
位
、
有
御
別
記
、」

卅
日

　
（
別
記
省
略
）

女
叙
位
、
参
勤
、〈
私
〉
道
嗣
云
、
作
法
事
、
在
別
紙
、
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に
戻
し
た
の
か
は
、
知
る
由
も
な
い
。
そ
も
そ
も
、
全
体
と
し
て
ど
れ
だ
け
の

分
量
の
抜
書
を
行
な
う
予
定
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
何
故
に
『
御

堂
関
白
記
』
を
使
お
う
と
考
え
た
の
か
、
ま
た
何
故
に
『
後
深
心
院
関
白
記
』

を
抜
書
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
ま
っ
た
く
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

る
（『
御
堂
関
白
記
』
と
は
知
ら
ず
に
折
本
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
と
、
元

も
子
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
）。

お
わ
り
に

廟
堂
に
復
帰
し
、
い
ま
一
歩
で
関
白
の
座
に
就
け
そ
う
な
こ
の
時
期
、
信
尹

が
自
己
と
近
衛
家
の
正
統
性
を
再
確
認
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
重
宝
で
あ
っ
た

『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
、
し
か
も
最
も
大
切
な
巻
の
裏
に
、
こ
れ
も
祖
先
の

道
嗣
の
日
記
で
あ
る
『
後
深
心
院
関
白
記
』
自
筆
本
を
抜
書
し
た
、
と
言
っ
て

し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
残
さ
れ
た
謎
は
多

い
。『
後
深
心
院
関
白
記
』
の
他
に
も
近
衛
家
に
は
重
要
な
日
記
が
数
多
く
残

さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
日
記
の
抜
書
を
行
な
わ
な
く
て
も
、

権
威
を
確
立
す
る
た
め
に
で
き
そ
う
な
所
為
と
し
て
は
、
信
尹
ほ
ど
の
才
人
で

あ
れ
ば
、
他
に
い
く
ら
で
も
方
法
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

何
度
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
、
摂
関
家
に
と
っ
て
は
、
敦
成
親
王
誕

生
と
一
条
天
皇
の
土
御
門
第
行
幸
は
、「
寛
弘
の
佳
例
」
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
そ
の
箇
所
を
記
し
た
重
宝
で
あ
る
道
長
自
筆
の
『
御
堂
関
白
記
』
の
裏
に

他
の
日
記
を
抜
書
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
信
尹
自
身
の
個
性
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
摂
関
家
嫡
流
の
近
衛
家
に
と
っ
て
み
て
も
、「
寛
弘
の
佳
例
」
の
現
実
的

な
意
義
が
低
下
し
た
時
代
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
御
堂
関
白
記
』
の
裏
書
に
は
、
ま
だ
ま
だ
未
知
の
意
義
と

魅
力
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
向
後
も
そ
の
解
明
に
つ
と
め
る
所
存
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
て
、
こ
の
紹
介
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

最
後
に
あ
た
っ
て
、
も
う
一
度
、
こ
の
貴
重
な
史
料
の
閲
覧
と
撮
影
、
そ
れ

に
も
ま
し
て
数
々
の
ご
教
示
を
賜
わ
っ
た
名
和
修
氏
、
こ
の
裏
書
を
考
え
る
基

と
な
っ
た
複
製
本
を
二
つ
返
事
で
購
入
し
て
下
さ
っ
た
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
、
調
査
に
お
い
て
こ
の
抜
書
の
存
在
を
指
摘
し
て
く
れ
た
研
究
補
助
員

の
皆
さ
ん
（
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
柿
島
綾
子
氏
で
あ
っ
た
か
）、
丁
寧
な
折
本
を

「
複
製
」
し
て
く
れ
た
板
倉
則
衣
氏
、
撮
影
に
際
し
協
力
し
て
く
れ
た
Ｒ
Ａ
の

シ
ャ
バ
リ
ナ
・
マ
リ
ア
氏
、
釈
文
の
作
成
に
お
力
を
賜
わ
っ
た
榎
本
渉
氏
、
そ

し
て
共
同
研
究
会
の
場
で
様
々
有
益
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
共
同
研
究
員
の
皆
さ

ん
に
、
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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that shunga was influenced by the literary culture of the age but uses this influence in the most 
creative manner.

The Distance between the Iemoto and the Emperor of Japan in Modern Chanoyu:
The Elevation of the Social Status of the Iemoto Seen in Tea Offerings to the Emperor and the 

Imperial Family

HIROTA Yoshitaka
Graduate School of Intercultural Studies in Kobe University
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(MATSURA Shingetsu)

Looking at the history of chanoyu, the iemoto system that was born during the early modern era 
underwent significant changes in the modern era before assuming its current form.

Two types of chanoyu culture existed in the modern era.  The first was “aristocratic chanoyu” 
performed by the aristocracy and industrial capitalists for the principal purpose of appreciating the 
material implements used.  The second was “popular chanoyu” led by the iemoto for the principal 
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purpose of learning ceremonial tea making procedures.  This paper will focus on the rise and fall of 
these two types of chanoyu culture, and attempt an analysis of the iemoto and its distance from the 
Emperor.

The iemoto came to have a direct relationship with the Emperor during the last days of the 
Tokugawa shogunate, when the iemoto presented tea to the Emperor.  However, during the Meiji 
period, “aristocratic chanoyu” gained precedence, and the iemoto came to assume a position of 
distance from the Emperor.  During the Taishō and early Shōwa periods, the iemoto performed tea 
offerings to the imperial family including the empress of the time, and thus succeeded in closing the 
distance with the Emperor. “Popular chanoyu” dominated after WW II.  In contemporary times, the 
Urasenke and the imperial household are wedded to each other, and the distance between the iemoto 
and the Emperor has grown small indeed.

The analysis presented here leads to the conclusion that the contemporary iemoto system differs 
strikingly from the iemoto of previous eras.

The Overseas Activities of Workmen’s School Graduates in Meiji Japan:
With a Focus on Taiwan 1895―1905

TSAI Lung-pao
National Taipei University, Taiwan

Key Words;  Japanese-ruled period, workmen’s school, technocrat, the General Governor of Taiwan, 
colony, land survey, technician

After the Meiji Restoration, Japan endeavored to modernize herself and promoted industries, 
but lacked technicians.  Tokyo Imperial University’s president Watanabe Kōki and others who saw the 
need to reconstruct Japan with technology cooperated with entrepreneurs for whom industrialization 
was the greater priority reconstruct Japan by industrialization to establish the workmen’s school.

In the beginning of Meiji, graduates flourished both in the governmental infrastructure such as 
city planning, railways, communication, harbors and in private enterprises such as construction 
companies, and mining.  The graduates surely played a vital role in “reconstructing Japan with 
technology” and “reconstructing Japan with industrialization.” Afterwards, they worked overseas as 
the influence of Japan spread through Asia.  From the Japanese occupation of Taiwan to the Russo-
Japanese War, graduates’ overseas destination of preference was Taiwan.  Many graduates came to 
Taiwan to cooperate with the General Governor of Taiwan in pushing forward the land surveys, and 
the construction of railways, harbors, roads, waterworks, flood control works, reservoirs and irrigation 
systems.  From1895 to1905, although graduates works converged in the General Governor of Taiwan 
and the civil engineer, transportation division of the military authorities, and part of graduates plays 
important roles in private enterprises such as mining, construction companies, builders, sugar 
companies.
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Chinese New Drama and Kyoto:
Ren Tianzhi’s Jinhua-tuan and Shizuma Kojiro’s Shinpa Drama Troupe

CHEN Linghong
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It is commonly said that Chinese New Drama (spoken plays or crude stage plays) has deep 
roots in Japan, and Tokyo, as the scene for the flourishing of New Drama around 1906, has always 
received much academic attention.  The repertoires were subsequently brought into China by overseas 
students, exerting great influence on the drama reform at the time of late the Qing dynasty and the 
early Republic of China.  However, this paper uses newly-found material on Ren Tianzhi (1870?～ ?), 
the famous new dramatist to argue that Kyoto had a vital connection to Chinese New Drama.  It 
explores how Kyoto’s New Drama impacted on Chinese New Drama.  Ren Tianzhi established Jinhua-
tuan in 1912, and their activities represent the emergence of New Drama as an independent school.

First of all, we demonstrate Ren Tianzhi’s experience in Kyoto which has not been known 
before.  From 1902 to 1910, he was a teacher of Chinese at Kyōto Hōsei Senmon-gakkō and Tōhōgo 
Gakkō, and often travelled between China and Japan.  Meanwhile, Shizuma Kojiro’s Shinpa Drama 
Troupe was extremely active in Kyoto in the same period, performing at the Meijiza theatre in Kyoto 
over a period of ten years.  We next explore the appearance of Kyoto’s New drama, and discuss the 
linkages between Ren Tianzhi and Kyoto’s New drama.  This discussion develops around Onishikan 
and Ryōbijin, the pieces frequently performed by Shizuma Kojiro, which are quite similar to Jinhua-
tuan’s master repertoires, namely Shang-Wu-Jian and Xue-suo-yi.  These are known to have been 
translated from Japanese novels.  Through an analysis and comparison of these dramas, it is concluded 
that, though the Jinhua-tuan repertoire is not directly composed of the translations of the pieces of 
Shizuma Kojiro’s Troupe, Ren’s experience in Kyoto was definitive.  His contact with the rising 
nationalism and active performances of New Drama provided him with strong momentum to engage 
himself in the New Drama movement.

The Inversion of a Militaristic Novel:
Hirotsu Ryūrō’s Shichikiochi

JEON Miseong
Graduate School of Humanities in Kobe University
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Hirotsu Ryūrō’s Shichikiochi is a novel that deals with the after-effects of the Sino-Japanese 
War.  Hirano Michizō, the hero of Shichikiochi was a farmer who lived in Yashū.  He went to the front 
as a soldier when the Sino-Japanese War broke out.  He was the hero of Shichikiochi on account of his 
exploits in combat patrol.  He returned in triumph to his hometown, and people in his village rolled 
out the red carpet for him.  Hirano failed to receive the highest imperial decorations for his heroism.

The cause of Hirano’s tragedy seemingly would seem to be that he was not the recipient of the 
imperial decoration.  Perhaps there was indeed an unfairness in the bestowing of these decorations.  
But the fundamental cause of his tragedy lay elsewhere.  It was that of a young person returning to his 
village and the exacerbated tensions that arose between him and the villagers.  He returned home 
victorious with a new self-awareness as a military man who had served his country; he was no longer 
just a farmer.

The farmers in his village however were unable to acknowledge his self-perception nor did 
they share his values.  They were unable to appreciate why they should accept as he had become.  For 
them he was forever a farmer.  All of these tensions had surfaced before his failure to received the 
imperial decoration was made public.

Ryūrō’s concern is not concerned with the tragedy inherent in the inequality of decorations; 
rather, he draws our attention to the tragedy of implicit in the acceptance of new values: of young 
soldiers having served with distinction in battle and keenly aware of their service, returning home.  
There was no facility in Meiji society of accommodating such men.  The novel Shichikiochi articulates 
Ryūrō’s profound mistrust of the new thought, the idea, and the values of the Meiji era.

The Catholic Church of Japan in the Age of Transition at the Beginning of the Twentieth 
Century:

The Relationship between the Paris Foreign Mission Society and Japanese Catholics

YAMANASHI Atsushi
Former PhD Student, School for Advanced Studies in Social Sciences, Paris
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This article examines the Catholic Church of Japan in the age of transition at the beginning of 
twentieth century, focusing on the visit of the Papal legate, William Henry O’Connell, to Japan after 
the Russo-Japanese War.  The Holy See wished to congratulate Emperor Meiji on the end of the war, 
and to offer him gratitude for the benevolence of Japan with regard to the preservation of the security 
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of the Roman Catholic Church during the war.  However, a hidden objective of his visit was to 
observe the situation of the Roman Catholic Church established by the French missionaries in Japan 
after the “opening” of the country in 1858.

At the beginning of twentieth century, some Japanese Catholics began to criticize the 
missionary work of the Paris Foreign Mission Society.  They believed that the evangelism of the 
Society which was intended principally for the lower classes was no longer efficient in a civilized 
county like Japan, and that the Society should focus instead on the press and education in order to 
attract middle- or higher-class individuals and intellectuals.  This view only gained the support of a 
few missionaries in the Society.

Before the Russo-Japanese War, some Japanese priests and believers in the diocese of Nagasaki 
wished to invite the Society of Jesus to Japan to reform the Catholic Church, and they conveyed that 
desire to the Holy See.  During the visit of the Papal legate in 1905, some Japanese Catholics made 
contact with him to relate to him the problems within the Catholic Church of Japan.  We can see the 
character of the Catholic Church in the age of transition when we consider the tension between the 
missionaries of the Paris Foreign Mission Society and Japanese Catholics.

Ichikawa Sadanji II’s Visit to Europe and Narukami:
In Terms of Its Relationship to European Theatre in 1907 and the Japanese Literary 

Movement in 1910

HIGASHI Harumi
Gunma Prefectural Women’s University

Key Words;  kabuki, Narukami, Ichikawa Sadanji II, Matsui Shōyō, Max Reinhardt, Gordon Craig, 
naturalism, symbolism, expressionism, actress

Studies on modern kabuki have mainly concentrated on plays written after the Meiji 
Restoration, especially New Kabuki (Shinkabuki) plays by some novelists called kyokugaisha.  
However, it should be noted that many kabuki plays, which had been premiered before the Meiji 
Restoration, were staged throughout the modern era.  This essay examines Narukami, which was 
premiered in the Edo period and remains popular even today.

Ichikawa Sadanji II staged a revival of Narukami in the Meiji era.  Sadanji established the 
Liberal Theatre (Jiyū gekijō) with Osanai Kaoru.  In other words, Sadanji was himself involved in the 
New Theatre (Shingeki) movement.  This essay investigates Sadanji’s activities from his visit to 
Europe in 1907 to the revival production of Narukami, and makes clear how modern knowledge 
exercised an effect on this process whereby a pre-modern play was inherited by the next generation.
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Ichikawa Sadanji II has often been considered a “modern” kabuki actor just because he 
performed many Shinkabuki and Western plays, and also founded the Liberal Theatre along with 
Osanai Kaoru.  Nevertheless, no study has made clear what, precisely, his “modernity” was.  This 
essay examines Sadanji’s and his friend Matsui Shōyō’s experiences in Europe, and points out that 
Sadanji’s modernity was deeply influenced by Europe’s theatrical movement in 1907.

It has been pointed out that Sadanji borrowed Naturalism for his revival of Narukami because 
the word “naturalism” was frequently mentioned in reviews and Sadanji’s own statements.  However, 
a recent study shows that “naturalism,” as argued in Japan between the end of the 19th century and the 
beginning of the 20th century, had many meanings, which included symbolism and expressionism 
amongst others.  Taking these conclusions into account, the essay makes clear that “naturalism” in 
Sadanji’s revival production of Narukami related closely to literary and artistic movements of the day.

The Diaries of the Emissaries and Mendicant Pilgrim Monks

MORI Kimiyuki
Toyo University

Key Words;  “The Diary of Iki no kuraji Hakatoko,” diaries of the missions to Tang China, diaries of 
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Tendai-san and Godai-san,” Kaikaku, “The Diary of the Travel in Song China”

This paper is a report within the joint research project, “The Synthetic Research of Japanese 
Diaries.” According to several tables of extant Japanese diaries, “The Diary of Iki no Kuraji 
Hakatoko” is the oldest one.  This is the record of the mission to Tang China in the fourth year of 
Empress Saimei (654 A.D).  Here we encounter the origins of the need for the writing of a diary.  
Several diaries of emissaries and mendicant pilgrim monks are known, but compared with the court 
nobles’ diaries, they are not well studied as diaries in their own right.

To judge from the diaries of mendicant pilgrim monks during the Heian period, monks were 
not official emissaries, but when they returned to Japan, their diaries were checked by court officials 
for information on how they studied or went on pilgrimage.  So their diaries acquired the meaning of 
an official record.  Moreover, those diaries were used as guide books for their successors.  The 
information they contained on Chinese affairs helped situate them as sacred relics for the prosperity of 
their Sect.

It may be that these characteristics are already evident from research into court diaries.  The 
original scripts of the diaries of mendicant pilgrim monks have anyway been lost, and so there is a real 
need to reconstruct them in their original form.
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The Akō affair, also known as the Akō dispute, arose over the extent of power the new Emperor 
Uda, should impart to Dajō daijin Fujiwara no Mototsune who had run the government during the 
reign of Emperor Kōkō, the previous emperor and Uda’s father.

The most important power which Kōkō had granted to Mototsune was that he might receive all 
the applications from the Cabinet to the emperor and all the edicts from the emperor to the offices.  
Emperor Uda also wanted Mototsune to assist him, and duly decreed on the eleventh month in 887 
that he granted Mototsune the leadership of the government and Mototsune’s exclusive right to be 
consulted about all the applications made to the emperor and all the edicts issued by the emperor.  In 
that decree, Uda called Mototsune’s authority “kampaku,” or regent, and this was the first use of the 
term in Japanese political history.  In the second edict decreed in the following month, which was a 
rejection of Mototsune’s ceremonial resignation, Uda referred to Mototsune as “akō,” the title of a 
Chinese ancient chancellor.  Hereupon, Mototsune and his advisors remonstrated saying that the edict 
meant Uda intended to rule without Mototsune’s assistance; Mototsune demanded Uda to punish 
Tachibana no Hiromi, who had written the edict.  Hiromi was grandfather of two princes of Uda on 
their mother’s side.  The affair lasted until the tenth month in 888.

Fundamental documents about the Akō affair are recorded in the Akō section of the thirtieth 
volume of the Seiji yōryaku.  There are eight articles quoted from Emperor Uda’s diary in the Akō 
section.  Those articles, written between the fifth month and the tenth or eleventh month in 888, are of 
fundamental importance to understand the affair.  This paper explores these articles, and follows the 
evolution of the affair.  Other documents, such as Sugawara no Michizane’s letter to Fujiwara no 
Mototsune, written in order to plead for Hiromi, are also examined.

Commentaries on Nenkan

IWASHITA Tōru
Kanto Gakuen University

Key Words;  nenkan, Kugyōkyū, personnel authority, ritsuryō dajō kan-sei, transformation of ancient 
Japan
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This article, discusses the “nenkan” system from the viewpoint of personnel authority. Nenkan 
was the personnel system with which the imperial family and nobility appointed applicants for 
government officials in exchange for donations.  The documents called Kugyōkyū which are related to 
nenkan are examined to demonstrate that the nenkan system had some characteristics that take it 
beyond the ritsuryō dajō kan-sei system, which had been the basis of domestic policy of the ritsuryō 
system since the eighth century.  These characteristics clearly suggest from the perspective of 
personnel authority the process of transformation of ancient Japan from the late ninth century to the 
tenth century.

The Diary Describes Folkways of the Nobility in the Heian Era Religion:
To Be Described in Terms of Selection

UENO Katsuyuki

Key Words; Miyame sai, Takushin sai, worship, ritual, biannual event, diary of nobles, waka

Miyame sai and Takushin sai, both rites for worshipping deities of the household, were 
biannual events in Heian aristocratic society.  However, these rituals appear only sporadically in the 
diaries of court nobles.  In this study, we discuss the reason why nobles wrote so infrequently about 
these rituals, and clarify the rules that explain the choice of those objects that are mentioned in the 
diary of nobles.

There are only four references to Takushin sai in the diaries during the so-called sekkan period.  
Further, they appear in several poems (waka).  It becomes clear that these rituals were performed by 
women for peace in the houshold in the forth and eleventh months.  In the insei period, diaries make 
five mentions. The same event was performed on the last day of the forth and eleventh months by way 
of offering to the gods of the hearth.  In conclusion, it becomes clear that the diaries refer to the rituals 
only on special occasions.

The Miyame sai, it is clear from diaries in the insei period, became a usual event of the regent 
house in the first and twelfth months.  It was also performed at the residences of the crown prince and 
the empress.  What is noteworthy a doll is used as an object of worship just as in folk practices.  In the 
sekkan period, there were no diary entries on this ritual.  But, as waka poetry makes clear, these rites 
were performed at the residences of middle ranking officers and provincial governors.  It features in 
no diaries but it was clearly practiced.  In this way, it is hoped that it can be shown that certain choices 
were being over the inclusion or otherwise of ritual related articles in diaries of this period.
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This essay will focus on some of the characteristics of private documents, such as diaries and 
family records, from the latter part of the Japanese middle ages.

Until the Muromachi period, court diarists (kuge) and record-keepers, whose cultural and 
economic status had been in steady decline since the Heian period, saw their role as state archivists 
decline as well.  Under the new authority of the Muromachi shogun, however, the recording of state 
affairs and ceremonies again fell to the court and temples (particularly of the Shingon and Zen sects), 
as well as members of the warrior class (buke), and subsequently renewed state archival activities 
began.

During the period of the Warring States, as the authority of regional feudal leaders grew, so did 
the record keeping and diary activities of the warrior class.  Although few of these manuscripts survive 
today, their existence at the time is thought to have been extensive.  It is thought that the causes for 
this surge were twofold: first, the cultural influence of the nobility and linked verse poets (renga shi）, 
who began to disperse into regional areas; and, secondly, the escalation of interest in the family 
histories of warrior households specifically, and regional history in general.

A Note on the Concept of “Diary” and “Diary Literature”

SUZUKI Sadami
International Research Center for Japanese Studies

Key Words;  diary, diary literature, nichiroku, hinamiki, zuihitsu, setsuwa, mana, kana, kanbun, wabun, 
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My aim here is to make some small contribution to specialists’ understanding of the diary 
(nikki) and diary literature (nikki bungaku).  The concept we have today of nikki the diary is not 
apparent in pre-modern Chinese; the modern Chinese understanding of the diary is thought, in fact, to 
derive from twentieth century Japanese educational material.  In ancient China, nikki referred to 
private works, such as daily records, in various collections and editions; this in contradistinction to 
public works, which were prepared as material for submission to the emperor.  There were no 
distinctions made here within the genre.  The possibility that such a method was transferred to ancient 
Japan cannot be denied.  What, then, of the origins of the diary, which we understand today not as 
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such an aide memoire including of official works, so much as a record of the writer’s inner thoughts ? 
The flourishing in Japan of this type of diary is to be dated to the early twentieth century when, with 
the influence of the British social activist, William Morris and his theory about making life art and art 
life, common people and children were encouraged to keep diaries for self-education, and dairy 
writing was even incorporated into education.

The popularity of the I-novel provides the background to the use of the expression nikki 
bungaku (diary literature).  The first occurrence of the term as a category in literary classic is in an 
article by Ikeda Kikan called “Jishō bungaku no rekishiteki tenkai” (in the November 1926 edition of 
Kokubun kyōiku).  It has already been pointed out that the first appearance of the term in a book title is 
in Ikeda Kikan’s 1928 study, Kyūtei joryū nikki bungaku.  That book has already made it clear that a 
diary is “a expression of the writer’s state of mind.”

Gosinjin’in Kanpaku ki, Handwritten on the Back of Midō Kanpaku ki, Written by Fujiwara 
Michinaga: Historical Materials Introduction

KURAMOTO Kazuhiro
International Research Center for Japanese Studies

Key Words;  Midō Kanpaku ki, Goshinjin’in Kanpaku ki, diary, diary of nobles, Fujiwara Michinaga, 
sekkanke, Konoe Michitsugu, Yōmei Bunko, Prince Atsuhira, Emperor Go Ichijō, rolled 
book, Konoe Nobutada, folded book, guchūreki

It was long thought that the Midō Kanpaku ki, the world’s oldest surviving handwritten diary, 
was considered to be the greatest treasure of the Fujiwara regent family.

However, this situation obtained only from the late Heian period and through to the middle 
ages.  In the early modern period, things were different.  For example, Konoe Nobutada copied 
extracts of the fourteenth century Goshinjin’in Kanpaku ki (Gukan ki, written by Konoe Michitsugu 
onto the back of a section of the Midō Kanpaku ki).  Here I focus on the extracts inscribed on the 
reverse of the Midō kanpaku ki to shed light on the treatment accorded to the Midō kanpaku ki in early 
modern Japan.  What follows is for the most part based on advice given to this author by Mr. Nawa 
Osamu, head of Yōmei Bunko.

The handwritten Midō Kanpaku ki was preserved as a series of rolled books, but Nobutada took 
five rolls to pieces, and made folded books out of them.  The five rolls are those for the fourth year of 
Chōtoku (998), the first year of Chōho (999), the fifth year of Kankō, the eighth year of Kankō (1011), 
and the fourth year of Kannin (1020).  Onto one such folded book, Nobutada copied an extract of 
Goshinjin’in Kanpaku ki, but the extract was limited to the fall and winter volumes of the fifth year of 
Kankō.
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二代目市川左団次の訪欧と「鳴神」
―1907年のヨーロッパ演劇と1910年の日
本文壇の関わりから

東　晴美 群馬県立女子大学
非常勤講師

平成23（2011）年
2月28日

平成23（2011）年
5月16日

〈共同研究報告〉
遣外使節と求法・巡礼僧の日記 森　公章 東洋大学教授 平成23（2011）年

2月28日
平成23（2011）年
5月11日

〈共同研究報告〉
『政事要略』阿衡事所引の『宇多天皇御記』
―その基礎的考察― 古藤真平

元古代学研究所助
教授
元奈良文化財研究
所特別研究員

平成23（2011）年
3月1日

平成23（2011）年
5月11日

〈共同研究報告〉
年官ノート 磐下　徹 関東学園大学経済

学部講師
平成23（2011）年
2月28日

平成23（2011）年
5月11日

〈共同研究報告〉
古記録における宗教習俗の記載
―記載対象の選択の観点から―

上野勝之
京都大学大学院人
間・環境学研究科
研究生

平成23（2011）年
2月28日

平成23（2011）年
5月11日

〈共同研究報告〉
中世後期の日記の特色についての覚書 松薗　斉 愛知学院大学教授 平成23（2011）年

2月28日
平成23（2011）年
5月11日

〈共同研究報告〉
「日記」および「日記文学」概念をめぐる覚
書

鈴木貞美 国際日本文化研究
センター教授

平成23（2011）年
3月8日

平成23（2011）年
5月11日

〈史料紹介〉
『御堂関白記』自筆本の裏に写された『後深
心院関白記』

倉本一宏 国際日本文化研究
センター教授

平成23（2011）年
2月28日

平成23（2011）年
5月11日
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『日本研究』投稿要項

 1．刊行の目的　『日本研究』は、国際日本文化研究センター（以下「センター」という）が刊行する日
本文化に関する国際的な学術誌であり、研究の成果を日本にて掲載発表することにより、日本文化研究
の発展に寄与することを目的とする。
 2．募集原稿　原稿の種類は、次のとおりとする。

⑴　研究論文：オリジナルな研究を論文としてまとめたもの
⑵　研究ノート：研究の中間報告、覚書など
⑶　共同研究報告：センターにおける共同研究の成果
⑷　その他：研究展望、研究資料、調査報告、書評等

 3．投稿資格　本誌に投稿することができる者は、次のとおりとする。
⑴　センターの専任教員及び客員教員
⑵　センターが受け入れた共同研究員、外来研究員、特別共同利用研究員並びに総合研究大学院
大学国際日本研究専攻の学生
⑶　外国人の研究者、あるいは海外在住日本人の研究者
⑷　その他、編集委員会が適当と認めた者

 4．執筆要領　原稿の執筆に当たっては、別に定める「『日本研究』執筆要領」を参照のこと。
 5．原稿の提出　投稿する場合は、原稿とその要旨（300語程度の英文及び800字程度の日本文の要旨と
それぞれ10語程度のキーワードを添付のこと）に所定の様式の送付状を添えて編集委員会宛に送付す
る。手書き原稿の場合は、必ずコピーをとっておくこと。デジタルデータの原稿を電子メールで送信し
てもよい。

送付先：〒610―1192　京都市西京区御陵大枝山町3丁目2番地
　　　　　　　　　国際日本文化研究センター『日本研究』編集委員会
　　　　　　　　　TEL: ＋81―０75―335―2210　e-mail: shuppan@nichibun.ac.jp

 6．原稿提出時期　センターのホームページに掲載（http://www.nichibun.ac.jp/）
 7．掲載の決定　投稿された原稿は、査読委員二名以上の審査を経て、編集委員会が掲載の可否を決定
する。編集委員会は、掲載に当たって最終的に原稿の種類を判定するとともに、著者に補筆や修正を求
めることができる。
 8．著者校正 著者校正は、原則として初校のみとし、誤植等の修正にとどめ、内容上の変更は行わない。
 9．献本　著者には原稿掲載誌を３冊、及び抜刷については30部を配付する。
10．論文の二次使用について 他の出版物への転載又は、翻訳・出版する場合には、その旨を編集委員
会に連絡して承認を得るとともに当該論文等に初出は本誌であることを明示すること。
11．掲載論文等のデータベース化　センターは、広く内外の研究者の利用に供するため、本誌に掲載さ
れた論文等をデータベース化し公開する。

※投稿希望者は、「『日本研究』執筆要領」及び「原稿送付状」の用紙を編集委員会に請求してください。
あるいは日文研のホームページからダウンロードすることもできます。
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